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文 伊山 

傳藤田 
千 

正 可 安 

舆良榮 


水戶藩 爭 始末     五 W 八十 四 


此時處 刑せられ し 者の 內に は、 十歲 未満の 小 兒もぁ 

わ るび れ 

-9 しかと、 ^何れも 畏 怯た る氣 色な く、 從容 として 

刀 を 受けた るに は、 檢使 始め 見者 一 同感 嘆し、 之 を 傅 

へ閡く 者淚を 流さぬ はな かりし と 云 ふ、 とき子、 千代 

子 (彥 右衞門 妻) 辭 世の 歌 あ. 9、 

かねて 身 はなき と 思 へ と 山吹の 

はな も 匂 はてち る そ 悲しき と き 子 

ひきつれて 歸らぬ 旅に 行く 身に も 

日本 心の みち はまよ はし 千代 子 

鳴 呼 水藩黨 の慘虐 なる、 此に 至て 極まれ.^、 然れ とも 

其 因て 來る 所を繹 ぬれ は、 初に 結 城寅壽 等の 獄を治 

むる 公正なら す、 以て 人心 を 服す るに 足ら さるもの 

あ. 9 しに 濫隐せ すん は あらす、 所謂 毫厘の 差 終に 千 

里 を 致し f? に 外なら さるな^、 抑 市 川 等 子 の獄 

を 治む る、 斯の. 酷虐を 極む、 而 して 僅に 四 年なら 

すして 身 亦 慘禍を 免れす、 結 城、 藤 田、 武 田と 皆 一 轍 

に 出つ、 天道 好 5 嚼 還の 說、 眞に吾 を 欺か さるな，. >、 

蓋 水芦朋 黨の獄 たる、 嘉 永は弘 化よ b も 苛に、 安政 は 

嘉 永よ b も 酷に、 元 治 は 安政より 慘に、 明治 は 元 治よ 

b も虐 な. o、 渐の 如く 遞 次に 苛酷 慘虐を 加へ 來，： S  、烈 


公 か 天 保以來 養成せ し、 所謂 水 武士た る 者、 殺戮し 

盡 して 殆と孑 遺な きに 至る、 黨禍 の慘虐 、東西 古今 未 

た眷て 聞かさる 所な. 5、 後の 政治 を爲 す者梵 しく 鑑 

みる 听 あるへ し、 


校 


史籍 雑纂 第 四 終， 


ひ 候 段、 人道 を 収失ひ 中 • 恩 令 二 忘却， 候 旁 之 仕 末、 不 

ゾ 恐，， 上 を も 一致 方、 積惡 大罪の 者に 付、 存生に 候 は 

は 礎 可， 被， 處之 所、 首級に て從ニ 公邊， 御 渡に 相 成 

候に 付、 上下 御 町 引渡、 前 所々 晒 之 上 梟せ 被，， 仰 付， 

候處、 件 之 通. - 逆徒 張 本 依 ^_爲 い 妻、 此上 遂，， 釓明， 

被 二 仰 付ー檬 も雖ゾ 有い 之、 令， 二 用捨； 於， 一 牢屋 敷に 一 斬 

罪、 吉田村 場所に 梟首 申 付 もの 也、 

但 所持 之 もの 欠 所、 

伊賀 悴 武田桃 丸 

同 兼吉 

此者父 伊賀 儀、 蟄居 中 竊に私 黨を結 ひ、 惡逆 彌增、 

山國兵 部、 田 丸稻之 右衛門、 藤 田 小 四郞等 S. 合、 數 

百人引纏、放火金策戰ハ？1^.之指揮を司.-、官軍並に主 

家へ 敵對、 城郭へ 炮發 等いた し 候の みならす、 脫 

走 先國々 所々 にお ゐて 同様 之 及 n 所行： 人道 を 取 失 

ひ、 主恩 令，， 忘却， 候 旁 仕 末、 不ぃ 恐，, 上 を も， 致 方、 積 

惡 無道の 者に 付、 存生に 候 は 、磔 に可レ 被レ處 所、 首 

級に て 此度從 二 公邊， 御 渡 相 成 候に 付、 上下 御 町 引 

渡、 前 所々 晒 之 上 梟首 被，， 仰 付， 候處、 件 之 通， - 逆徒 

張本人 之 枠 共に 付、 此上遂 二 5ii 明； 屹と 被，， 仰 付， 樣 


も雖. 有 、や： 用捨： 於ニ牢 M 敷に - 斬罪、 場所 へ 梟 

首 申 付 もの 也、 

5： 所持 之 物 欠 所、 

伊賀 孫、 彥 右衛門 枠 

武 田 三 郞 

同 金四郞 

同 熊五郞 

此者 祖父 伊賀 儀、 蟄居 中 竊に私 黨を結 ひ、 惡逆彌 

增、 山國兵 部、 田丸稻 之右衞 門、 藤 田 小 四 郞等中 合、 

數ぼ人 引 纏、 放火 金策 戰爭之 指揮 を 司.^、 官軍 並に 

生家 へ 敵對、 城郭 へ 炮發 等いた し 候而已 ならす、 脫 

走 先國々 所々 に お ゐて同 樣之及 二 所行； 人道 を 取 失 

ひ、 主恩 令，， 忘却， 候 旁 之 仕 末、 不ぃ 恐，， 上 を も I 致 方、 

積惡 無道 之 者に 付、 存生に 候 は、 磔 可い 被レ處 所、 

首級に 而此 度從ニ 公邊， 御 渡に 相 成 候に 付、 上下 御 

町 引渡、 前 所々 哂之上 梟首 被，， 仰 付， 候處、 件の 通 

逆徒 張本人 伊賀、 並に 父彥 右衛門 沖」 も 同様の 枠 共 

に 付、 此上 遂，， 礼 明； 屹と 被，， 仰 付， 樣 も雖レ 有， 之、 

令， - 用捨 ハ於 二牢尾 敷， 死罪 申 付 もの 也、 

但 所持 之 もの 欠 所、 


ホ戶 藩黨爭 始末 


五ち 八十 三 


ホ. 戶 藩黨爭 始末 


五 言 八十 二 


小 栗 彌 市 

川上 淸太郞 


町 同心 

常 州 安食 村  . 

竹內百 太郞事 竹 中 萬次郞 

玉 里 村 大宫社 神主 

. 多氣 }^ 山城 事 瀧 川 平太郞 

大宮村 百姓  内 藤 昇 一 郞 

其方 共、 攘夷 の 素 念 赏度 、公邊 に 於て 因循の 御處置 

振、 一 己の 過激より 右 廟算相 立 度、 同志の 者 多 人 

數、 常 州 筑波山 其 外 所々 屯 集、 在々 暴行、 又は 市 川 

三 左衞門 等の 存意 被， 行 候て は、 主家 又は 領主 不 

爲 筋と 存候は 無 ご 謂 機に 無， 之と も、 右 事件に 付 同 

國 那珂湊 等に 群集 罷在武 田 伊賀 其 外の 者 共 I 同に、 

相 成、 度々 御 討 手 並 主. 豕 へ敵對 いたし、 殊に 軍装に 

て 所 々横行、 國々 動 亂爲， 致、 御大 法 を 犯し、 不，， 容 

易， 所業に 及 ひ 候 始末、 不.， 恐 二 公儀， 仕方、 重々 不屆 

至極に 付、 嚴科 にも 可， 被,. 處所、 追て 右次 第 恐 入 候 

と 心 付、 加州 勢え 降伏いた すに 付、 格別の 御着 免 を 

以、 死罪 申 付 もの 也、 

右 刑場の 有樣 は、 聞 さ へ 身の 毛の^ 立 計りな. 5、 仕 


場に は大 なる 穴 を 幾箇も 堀..^ 置き、 囚徒 を目隱 して 

其 側に 連れ 行き 直 樣首打 落し、 其 死骸 は 首 も 胴 も 一 

所に 穴の 中へ 打 捨て、 土 さへ 能く は蔽 はぬ 故、 鳶烏群 

か. 0 來て、 其 肉 を 食み 血 を 吸 ふ樣、 哀れと も 物凄し と 

も譬 へんに 物な し、 斯くて 同月 十五 日に は 死罪 百 八 

人、 同 十六 日に は 同 八十 一 人、 都合 一 一 百 十三 人 あ. 9、 

殘れる 六百餘 人の 內 二百 人 餘は、 佐 渡へ 流罪に 處せ 

られ、 其餘は 諸侯 へ 預けられ しも あ. 9、 放免され しも 

ありけ る、 

武 ffl 妻子の 處刑 (五十 七) 

愛に 最も 世人 をして 酸鼻せ しめたる は、 武 田の 妻子 

の處 刑に て あ りき、 元 治 二 年 三月 廿五 曰武田 伊賀 守 

の 妻と き 女 を 始めと して、 其 子 及 ひ 孫と も 皆 死刑に 

處 せらる、 其 宣告書 は 左の 如し、 

武田 伊賀 妻 と き 

此者夫 伊賀 儀、 蟄居 中小 金驊 等ね 屯 集いた し 居、 又 

は 竊に私 黨相結 ひ 惡計取 行、 山^ 兵 部、 田 丸 稻之右 

衞門等 申 合 數百人 引 纏、 放火 金策 戰爭の 指揮 を 司 

.0、 官軍 並に 主家 へ 散對、 城郭 へ 炮發等 致し 候而已 

ならす、 脫走 先國々 所々 にお ゐて 、同様の 所行に 及 


其方 儀、 故 左 衞門尉 位牌え 附添、 水戶 表， £t 罷越 候途 

中、 戰 中に て、 市 川 三 左衞門 等と 軍勢 相 支ね、 城 

下に 難， 一 立 入 一段 は 無，， 餘 儀-次第に 有レ 之と も、 松 平 

大炊等 一同に 相 成、 K 上位 牌 榊 原 新左衞 門え 引渡 

上 は、 立炅 b 其 旨 可，， 申立， の處、 武田 伊賀え 隨從、 

新左衞 門と 共に 御 討 手 並 生家ね 敵對 いたし、 其 上 

生家 緣邊ぇ 可 二相 便： 軍装 を以所 々横行、 攧々 勒亂 

爲レ 致、 農民 を惱す 段、 御大 法 を 犯し 不二 容易， 所業 

始末、 不， 恐 二 公儀 一 仕方、 ま々、 以下 同斷、 

先手 頭 長 谷川 道 之 助 

使番 代役  村 島 萬次郞 

小 十 人目 付 平 三郞事 井田 因幡 

源 三郞事  朝 倉彈正 

表 祐筆  川 瀨專藏 

其方 共 儀、 其 筋より 申附 請、 松年大 炊え 附 添水 le^ 

へ罷 越す 上 は、 最初 戰爭相 成 候 節、 得と 事柄 可 二相 

尋 I 處、 常々 市 川 三 左 衞門等 所業、 主人 爲 筋に 相 成 

間 敷と、 存 11^ 折 柄に あると て、 大炊  一 武田 伊賀 わ 

隨從 所々 錄屯、 御 討 手 並 主家ね 敵對 致し、 剩大炊 

.e: 附添ふ 上 は、 同人 降參 致し 候 節、 一 同 可ニ罷 出， 處 


無二 其 儀？ 尙 伊賀 一 同對 敵いた し、 (以下 同上) 

町奉行 稻之 右衛門 事 田 丸 左 京 

其方 儀、 常 州 筑波山 其 外 集 屯の 者 共 爲，， 鎮静， 罷越 

なから、 却て 右 徒え 加る 而 巳なら す、 魁 首に 相 成、 

在々 暴行 農民 を惱 し、 又は 元 同藩 市 川 三 左 衞門等 

の存意 被レ行 候て は、 キ； 家の 爲筋 不レ宜 儀と 存候 は、 

無ビ謂儀に無，之共、右^|-件に付、同國那珂湊等に屯 

集罷在 候武田 伊賀 其 外の 者 共 一 同に 相 成、 御 討 手 

並 生家ね 敵對、 其 上 重立、 多 人數引 纏、 軍装に て 所 

所 橫. れ、 國々 動 亂爲ぃ 致 候 段、 御大 法 を 犯し 不二 容 

易， 所業に 及 ふ 始末、 不， 恐，， 公儀， 仕方、 (以下 同斷) 

側 用人 

藤 田 小 四郞事 小 野斌男 

林 三 平 枠 床几 廻， 9 

須藤敬 之 進 事 伊藤 健藏 

大 番頭 六 左 衞門枠 

三 橋 半 六 事  山形 宇 六. 

小 普請 組 

松 下 慎： 牛 事  岸 新藏 

目： kn? 、レ 


水 戶潘 黨爭 始末 


五 百 八十 


； ；  資 i 爭 始末. 

るに そ、 牢巾 順番 を 立、 一 人 宛 食物 を 運 ふ 丸 穴の 所へ 一 

至りて 呼吸す る樣、 宛 も 轍 鮒の 泥に^ 喁 に似て、 哀れ 一 

さ 謂ん 方な し、 され は 血氣の 壯士は 憤懣に 堪 へす、 早 一 

く 首 打と 叫 ふ も あれ は、 斯 くと 前よ. 0 知るなら は、 i! 

1 萬 二 萬の 勢 は 踏破て 通る へ か りしに、 甚た殘 念の 一 

事して けりと 怒る も あり、 牢 中の 騒動 言語に 盡し趣 

し、 斯て 二月 四 =1 に 至. C '、牢 中の 大將分 廿四人 を 呼 35 一 

し、 駕籠に 乘 せて 連 出し 斬罪に 行 ふ、 此の n は 大風 崖 

な.^ し 故、 特に 哀れ 深 か， 0 しと 云 ふ 、其 宣告書 は 左 Q: 一 

如し、  ： 一 

元 水戶殿 書院 番頭 ：fk  ： 一 

彥右衞 門 父隱居 武田. 伊賀 

：  右  武田 彥 右衛門 . ；ー 

右武田 伊賀 次男 

大 番頭  武田魁 介 」 

其方 共 儀、 元 同藩 市 川 三 左 衞門等 申立の 趣、 生家に 一 

於て 採用 相 成 候て は、 故 同藩 結 城 虎 壽の存 意 貫き *ー 

家政 取 亂樣可 二相 成- 存詰、 愁訴いた す 段 は、 生家の！ 

爲 筋と 存込仕 成 候 心得に あると も、 愼 中の 身分、 下 一 

總國 小金 宿ね 出張、 追て 同志の 者 共 鎮靜 として a! 


張いた す 松： 牛 大炊を 申 欺、 隨從 いたし 城內ね 可-立 

入 一と 仕來、 其 上 州 那珂湊 其 外 所々 暴行し、 御 討 

手 並 主家， に 敵對、 剩 主家 緣邊へ 相 便り 可 vs. と、 軍 

装を以 所々 橫行、 國々 動亂 爲,. 致、 農民 を惱す 段、 御 

大法 を 犯し 不，， 容易， 所業に 及 始末、 不， 恐， 一公 儀， 仕 

方、 重々 不屆 至極に 付、 嚴 科に も可レ 被， 候處、 追て 

右次 第 恐 入 候 儀と 心 付、 加州 勢 わ 降伏い たす に 付、 

格別の 以，， 御宥免 T 斬罪 申 付 候. の 也、 

小姓 頭取 山國淳 一 郞父隱 居 山國 兵 部 

. 其方 儀、 常 •  州筑波 山の 賊徒 權夷を ロ實に 設け、 野 州 

太平 山に 屯 集いた すに 付、 鎭撫 方. H. 付 候處、 賊徒 共 

に 同意いた し、 又は 元 同藩 市 川 三 左 衞門等 申立の 

趣、 ま 家に 於て 採用 相 成 候て は、 主人 爲 筋に 相 成 間 

敷と 心得、 其 儘 難，， 差 置， 存込折 柄、 松平大 炊よ. 0 賴 

受候 ゆ」、 隱居愼 申 付 請る 身分、 附添步 行、 武田 伊賀 

等に 隨從 暴行、 常 州 磯濱等 へ 築 屯、 御 討 手 並 主家ね 

敵對 致し、 其 上 主家 緣邊ぇ 可， 一 相 便 一と、 軍装 を以所 

所橫 行、 國々 動 亂爲， 致、 農民 を惱す 段、 御大 法 を 犯 

し 不一 一容 一 及， 一所 業， 始末、 不， 恐， 一公 儀 I 仕方 重々、 

右 山國淳 一 郞 


取 _ 奉 ニ歡願 - 候 通、 聊素意 上達 仕度 趣意 にも 御座 候 

處、 何分 當 節の 身柄に 落 入 候 上 は、 願書 等 御 取 上け 

難 二相 成， 段 被 二 仰 渡， 奉い 畏候、 然る 上 は、 事 實の行 

違より 移來候 儀と は乍レ 申、 公 邊御人 數と打 合 候 儀 

も 有.， 之、 殊に 軍装に て 是迄 潜行 致し、 諸 藩 動搖爲 

レ致候 段、 實に 天下の 御大 法 を 相 犯し 不，， 相濟， 儀、 

深く 恐 入舉ぃ 存 候に 付、 尊 藩 軍門 へ 向 一 同 降伏 仕 

候、 何卒 此儀 可，， 然被ニ 仰 立？ 如何 樣 にも 御所 匱 被，， 

仰 付， 候樣、 伏て 奉，， 願 上， 候、 右樣 言上 仕. 0 候 上 は、 

元より 決死 罷在候 儀、 彼是 申立 候 筋 は 無い 之 候 得 

共、 唯々 先般 奉 n 願 上， 候 通. -、 如， 此成來 .0 候 事情 

は、 實に其 謂 も 御座 候 事に て、 曾て 奉， 對，， 公邊， 御 

後 闇き 意 念を懷 き、 大 不敬の 擧勸相 働き 候に は 無 

レ之 候處、 今疋空 敷 流賊の 汚名 を 蒙り 候樣 にて は、 

千載 之 後 死て 有-一 遺慽， 儀に 御座 候 間、 武門 之 情、 此 

段 は 尊 藩に 於て 別て 御酌 収、 御 辨解被 n 成 下， 候樣 

舉ニ願 上， 候、 決死の 一 語、 他に 申立 候 儀 無，， 御座， 候 

以上、 

元 治 元年 甲子 十 1 Ie: 武田 伊賀 守 正 生 

加 賀中納 言 樣御內 


永 原 甚七郞 殿 

此月廿 二日 を 以て、 武田を 始め 總軍八 百 三十 六 人 加 

賀 藩の 軍門に 降る、 加賀 藩に て は 武器 佩刀 を收 め、 嚴 

重に 戒備 を爲 し、 同廿 四：： n 之 を 越 前 敦賀に 送り、 寺 

院四ケ 所に 分拘 し、 起臥 飲食 等 之 を 待つ 頗る 優渥な 

り， . 

武田 以下の 處刑 

明 くれは 元 治 二 年 (此年 慶應と 改元) 正月 廿 九日、 慕 

府目代 田 沼 侯よ.^、 加賀 藩に 告 して 武田等 を 交付せ 

しむ、 先， 是加賀 藩に て は 永 原 甚七郞 、不破 亮三郞 等、 

武田 等の 衷情 を憫 み、 之 を宥恕 せんこと を歷 一 橋 公 

に 懇請せ しも 允され す、 是に 於て 已むを 得す 同勢 を 

慕 兵に 引渡す、 慕 兵 は 之 を 受取り、 用意の 場所へ 連れ 

行きて 高手小手に 縛し め、 足に は 足械 を六寸 釘に て 

打ち付け、 數十人 を 一 組と して、 八 百 餘人を 十七 個の 

牢の屮 へ 押 込け h> 、此の 牢と云 ふ は、 年貢米 を 人れ る 

官 の土藏 にて、 大 なる は 長さ サ五問 巾 八 間、 小なる は 

長 拾 七 間 幅 四 間 位なる を 牢に仕 立、 橫 手に 丸 穴 を 明 

けて 食事 を 運 ふ 所と なし、 其 餘を稀 切り、 大小便 も 皆 

其內 にて 達す こと 故、 殆と 呼吸 も窒塞 せん はか.^ な， 
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度 建白 被い 致 候 得 共、 遂に 不ぃ 被レ 行、 臣 子の 至情 f;^ 

慽 無，， 此上， 候、 當屮納 一 一一 〔殿に は 去 亥年 上京の 砌、 公 

邊を 補佐し 攘夷の 成功 を 奏し 候樣 との 蒙-, 勅命？ 天 

盃及眞 の 御太刀 迄 受被， 爲， 有、 歸府 被， 致 候 待 

4r 何等の 効驗も 無い 之 候に 付、 有志の 者 一 同 焦心 

勞思、 是非共 醜 夷の 凌 尊 を 雪き、 御 國體相 立 候樣と 

の存 込より、 決死 盖カ、 義氣を 鼓舞し 罷在 候處、 當 

子 五 月 從ニ 天朝， 被，， 仰 出， 候 趣、 鎖 港の 儀從 n 公邊" 

御 布告に 相 成 候 を、 奸徒市 川 三 左 衞門等 江 S; 表わ 

登り 邪 說を鈹 張し、 百方 相妨 候に 付 有志の 者 一 同 

申 合、^ 內湊 村に 引取 居候 處、 奸徒等 兵卒 を 差向發 

砲 致 候に 付、 無， 據及 n 接戦， 候、 然る 處公邊 の 御 人 

數迄も 願 下し 候 趣 後に 承り、 諸侯の 兵 を 勸し候 段 

深く 恐縮 仕 候、 好， 亂弄， 兵の 存念 無， 之 は 勿論に 候 

得 共、 有志 の 者 因循 罷過候 て は、 兼て 攘夷の 勅 誌 も 

水泡と 相 成、 綸言 如 V 汗の 大義 分 毫も 不，， 相 立， 候て 

は、， 臣 子の 分 如 1^ やと 深く 憂慮 仕 候 哀情よ. 9、 大 

事件に 差 移 申 候、 同穴の 鬪 素より 不本意に 存 候に 

付、 一 と 先 湊村を 避け 退去 致 候 事に 御座 候 間、 现非 

分明 相 成、 微忠 貫徹 致 候 様 仕度 志願に 御.； t 候、 有志 


の 者 情 赏御瞭 察、 宜布御 取 計 被 n 成 下， 候 は、、 於- 

1 同， 如何様の 御所 置 蒙り 候と も遺慽 無，， 御座， 候 

以上、 

元 治 元年 十二月  武 ra 伊 贺守正 生 

加 賀中納 言 檨御內 

永 原 甚七郞 殿 

是に 於て 加賀 藩より、 永 原甚七 郞を武 田の 陣に 遣し 

て 顚末を 詰問し、 其 後書 を 一 橋 公の 執事に 致して、 武 

田 等 同藩 黨 派の 矛盾よ. 5 事 起り、 遂に 干戈 を 動かし 

諸國 を擾亂 する に 至 しこと、 其罪輕 きに あらす と 

雖も、 其 心情 亦憫 むに 堪 へたる もの あれ は、 特に 寬 

宥の命 ある 可き 歟、 將前 命に 因て 誅伐 致す へき 歟と 

て 其 指令 を 請 ひしに、 一 橋 公より 命を傳 へ て、 賊徒 嘆 

願の 次第 ありと 雖も、 彼等 猥りに 兵端 を 開き 、幕府の 

兵に 杭し 國を亂 る 者、 其 罪 萬 死 も猶輕 し、 如何なる 歎 

願 ある も 決して 聽 許す 可ら す、 唯 一 途 に誅戮 すへ し 

と、 加 賀藩復 た 請 ふこと 能 はす、 此の 命を武 田の 軍に 

傅へ しか は、 武 W 等 も 今 は 是非な しと 覺 悟し、 左の 降 

書 を加賀 藩の 軍門に 贈る、 

私共 多人數 引率 仕、 是迄罷 登 b 候 次第、 今般 以，， 書 


分；  - 

藤 田 小四郞 

一年 二十 三歲、 一年 齢より き 方、 一色 白き 方、 

1 髮毛 濃き 方、 一 鼻口 耳 常體、 一 言 舌 早き 方、 

1 支度 不 n 相 分？ 

山 國兵部 共 昌 

1 年 六十 五歲、 一 色 赤き 方、 一 髮毛少 々有， 之、 

一 眉毛 薄き 方、 一 耳 口 鼻 常體、 一言 舌爽 なる 方、. 

1 支度 不二 相 分？ 

尾 藤 敬 之 進 

一 年 二十 三歲、 一 色 赤き 方、 ， 一 目 尖く、 服 病に て 

罷在 候、 ； 髮毛 赤き 方、 一 鼻高き 方、 一 口耳 常 

體、 一 支度 不二 相 分" 

三 橋 半 六 

一年 二十 ニ歲、 一年 齡ょ ふけ 候 方、 一色 # き 方、 

一 中 丈 中肉、 一 眼黑目 多き 方、 一 耳 口 鼻 ？體、 

一 支度 不二 相 分？ 

百 太郎事 竹內 春雨 延秀 

一 中せ い 中肉、 骨太く 肩 怒り、 角 顔に て、 色白く、 太 

く、 ト 鼻^き、 口 大きく、 眉毛 濃く、^ 大きく、 たくま 


しく、 胴聲 にて、 物言 遲き 方、 

武田勢 は 十五 日に 下 仁 田驛に 着、 翌十 六日 高 崎 藩の 

兵士 五 W 人と 戰て大 に 之 を 破り、 二十日に は 信 州 和 

田嶺 にて 識訪松 本 二 藩の 兵 を 破り、 是 より 處々 に 防 

隨の兵 あ.. >  、皆 打破って 通り 過き 、十二！：：； 四日に 越 前 

國秋 生に 至.^ 中津 村に 宿す、 其 翌日 ti 股の 關門を 遜 

き、 九日 今庄に 宿しけ る 時に、 雪 益々 深く 行路 甚た齦 

みし か、 木目 嶺の關 門 を も 難なく 打 通り、 十二 日に 新. 

保驛に 着し け hs、 

武 田 等加賀 藩に 降る 

是時 京都に は、 武田等 大兵 を 卒ゐ水 BV を脫 走し、 沿邋 

諸 藩の 防備 を 破りて、 遠く 京都に 上. 9 嘆願す る 所 あ 

らんと する 由頻. 0 に 警報 あ. 0 けれ は、 一橋 公 深く 之 

を 憂 ひ、 自ら 兵 を將ひ 討伐 せんこと を 奏請し 近江國 

海津に 出陣す、 淸水家 を 始め、..^ 賀、 筑前、 會律、 小 田 

原 等 諸 藩、 兵 を 出して 之を援 く、 加 賀の兵 一 千 人繁原 

村に 出陣す、 武 H 伊賀 守 新保驛 よ. 9、 書 を加賀 藩の 隊 

長 永 原 甚七郞 に 贈て 情を陳 ふ、 其 書に 曰く、 

, 戊 午 以來、 從，， 天朝， 醜 舆掃攘 の 勅 誌 御 下け 被い 遊 候 

より、 贈 大納言 殿 ni: お 慮 被い 爲,， 有、 防 観の 計 策數 
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み、 うれい も はすれ 參らせ 候、 かしく、 

我 身 を 思 ひ 計て 

兒に迷 ふこ ゝ ろの 閽に妻 鹿の 

くらき^ かけて 響き 夜に なく 

靑木宿 元より 

筑波 飯田樣 御 元へ 

按、 此書 解し 兼ぬ る處 あり、 傳寫の 誤りなる へき 歟 

諸 軍 追討、 武田等 越 前に 抵る 

新て武田勢、其^^は大宮村に 一 宿し、 廿 五日に は大子 

村に 着陣 す、 此 より 以北 は 他領 なれ は、 殊に 兵士の 亂 

妨を 戒め 令 を 出して 曰く、 妄に 人民 を 殺傷し 民家の 

資財 を 掠奪す へ からす、 婦女に 狎穀す へ からす、 田お S 

を 暴 害すへ からすと、 此に 兵を駐 むる 數日、 十 一 月朔 一 

日 大子を 發し北 國路に 出、 且つ 戰ひ 且つ 走る、 扨乂寄 j 

手 は 數隊に 分って 之 を 進撃し、 且 幕府より は 隣 近 諸 

藩へ 命 を 下し、 人相 書を頒 つて 追討せ しむ、 其 人相 書 

は 左の 如し、 

武田 伊賀 正 生 . 

1 年 六十 一 歲、 一 丈 高く 瘦候 方、 一 年 齦 相 崖に 相 

見ね 候、 一 色靑 白き 方、 一 痘资の 痕少々 有レ之 候、 


一 鼻高き 方、 一 頗 こけ 候、 一 目 同斷、 一 辯 舌爽. 

成 方、 _ 一  .耳 口  e め體、 

田丸稻 之右衞 門直諒 

一年 六十 歲、 一年 齡 より ふけ 候 方、 一中 丈け にて 

太 候 方、 I 色黑き 方、 一 眉毛 下. 0 候 方、 一 齒 

不 レ殘脫 落し、 一眼 少し 下. 9 候 方、 一言 舌靜 にて 

不レ分 方、 一 支度 不， I 相 分： 

三 木 左 太夫 

一 年 1 一十 七歲、 一 年 齡相應 に 相 見， は 候 方、 一 t 高 

く 痩 候 方、 一 色白き 方、 一 髮毛 少し 赤き 方、 一 

耳 口 常體、 一 鼻筋 通り 高き 方、 一 頰 ほそき 方、 

一 齒並 揃、 一 支度 不，， 相 分？ 

鮎 澤 伊太 夫國維 

一年 四十 歲、 一中 丈け にて 太り 候 方、 一眼 中 尖と 

き 方、 一 痘瘡の 痕有レ 之 候、 一 眉の 間 常に 顰み居 

候、 一 口耳 常體、 一 色靑き 方、 I 支度 不二 相 分： 

淺田富 之 允 

1 年 四十 歲、 一年 齡相應 に 相 見 わ 候、 一色 淺黑き 

方、 一 顔し やくみ 候 方、 一 聲 太き 方： 一 顿出候 

方、 一 耳 口 常^、  ■ 1 目尻 下 b 候 方、 j 支度 不，， 相 


 ： 


物たり、 十 =: 廿 三：：： 寄 手の 諸 軍 湊へ攻 懸り火 を各處 一 

に 放て 之を燒 く、 榊 新左衞 n  、谷 鐵藏等 千 二  fa 人出 

て 幕府の i: に 降る、 目 代 ffl 沼 俟命を 傅へ、 佐 倉 川 越の 

諸 藩 をして 降 を 受けし め、 兵器 を 收め双 刀 を 楚ひ之 

を^ 藩に 分拘 す、 明年 榊. 似 谷 等 は古贺 にて 斬に 處さ 

れ 其餘處 差 あり、 筑 波の 諸 隊は皆 謂 ふ、 五：： 輩 固 天下 

に 先って 義を唱 ふ、 而 して 幕府の 有司 苟虐、 正 人を嫉 

むこと 鬼 誠の 如し、 縱ひ降 を 乞 ふ も 萬々 生理な し、 如 

かす 一 旦園を 破.^ 遠く 上國に 遁れ、 潜に 時 を 待ん に 

はと、 武 田の 徒 も 亦 謂ら く、 今 空しく 此 地に 死せ は、 

誰か 我輩 積年の 素志 を 伸 達する 者 あらむ、 され は 一 

先筑 波の 軍と 共に 此地 を， 一れ 京都に 上り、 始末 を 我 

一橋 公に 上陳し 朝廷へ も 奏聞 を遂 け、 然る 後生 死 其 

處 分に 任せん のみ、 一 橋 公賢 明 仁智、 必す 我等 か哀 

訴を聽 かるへ しと、 武 m 、山國 、田 丸、 藤 田 を、 始め 總. 

勢 凡 八 fc 餘人、 ±1 三 = の曉 天に 立山に 勢 揃 ひし、 寄 手 

より 大砲 ハ銃錄 ii もな く 打 懸る屮 を 物と もせす、 . 一 

方の 血路 を き、 お 渡 村の：！： J 家に 火 を 掛け 徐々 と 落 

行けり、 湊を 落つ るに 先ち て 小 §： 郞 は伊贺 守に 向 ひ、 

新の 如き ことに も 立 至る へう 思 ひし か は、 城下に て 

^B: 瑰 is 末 


一 打 死 せんと は 中せ しなり、 今 は兵叛 き勢蹙 まりて 一 

快戰 せんとす る も 心に 任せす、 造慽 IE に 謂 ふ 計. 0 な 

し、 但し 他國 に^ 泊して 恥 を 低に 陽さん より は、 潔よ 

く此 地に 討死して 故鄕の 土に な  >り 候 は 如何にと 言 ひ 

けれと、 伊賀 守 遂に 肯さ， 0 しと 云 ふ.、 

安に 又 筑波以 來驍名 を 世に 轟かせし 飯 田軍藏 は、 數 

度の 合戦に 受けた る 大小の 創に 惱み 行步な 難 けれ 

は、 自殺 せんとせ し を、 富 田 三 保 介 深く 憐み、 姓名 を 

變 して 富 田の 僕 從と爲 し、 降 人の 內に 交， 9 て隨 行せ 

し. に、 鉢 田と 云 ふ 所に 至りし 時、 偶 ま 見知れる 者 あ.. > 

て即 捕縛せられ 笠 間の 獄に 下されし か、 數 01 を經て 

竟に 創の 爲 めに 死せ. り、 此の 飯 田の 妻 は 夫に 劣らぬ 

者な り、 其 人と 爲りは 左の 手紙に て 知らる へし、 

御 かく こと は 申な から、 きの ふに け ふと はかなき 

事の み 承 は. 9、 身の なきふしの おもへ 事 參らせ 候、 

ほと なく もく も b なき 世と て、 うき 御 さしこし ま 

いらせ 候、 ^f!ff かく こ をい そけ るに、 治 助等參 

、はなしに て、 今にも 御 無 摩と 受 たま は. 0 よろこ 

ひ 參らせ 候、 今し も 父上に も 同し 御 率に 候 や、 喜 七 

わい そき よきむ ね 申つ け、 あの世の 事の みたの し 

I 五 百 七十 五 


f  水戶潘 麄爭 始末  五 S 七十 四 


を 付して 本營へ 送還す、 同月 十七 日に も 砲 戦 あ.. >、c:l 

居 田兩 家の 兵士 其 他に も 死傷 多し、 十八 2! 早天 寄 

手 部 お へ 繰 出し、 雲雀 塚 を- f 収、 兵 =1 の 丸の 標を 

押 立、 戶 B  、丹 羽、 c:! 居の 諸 軍 、何も 先度の 恥辱 を 雪 か 

んと®^,t進て戰ひしかは、遂に勝利を得、七ッ半時頃 

軍を收 む、 此日城 方の 先手 物 頭 加 藤 彥太郞 深 入して 

討死す、 從兵 死す る 者 三人、 此他 数度の 合戦 あり、 一 

一記す る も 冗長 なれ は、 重 もなる を錄 して： ^〈他 を 略 

しぬ、 斯 くの 如/、 湊の軍 は侮戰 大抵 將利を 得 たれ は、 

將士の 怠. 对中々 盛んにして、 合戰の 暇に は 酒 を 酌み 

一 詩歌 を賦 して 樂 みける、 左に 錄 する 二 詩の 如き、 干戈 

0^ の 問に ，誠 然餘裕 あ. 0 し を， 設す るに 足る へし、 

鼓 角 聲中消 半： 1、 搏前羽 檄正紛 々、朗吟 橫ぃ塑 陣頭 

C  、氣 If 四 十 軍、  簿井督 太 郞龍之 

慨， 時愤， 他眞 無用、 詠  吟， 花 却 有，. 情、 膂 外人 來 

倘相 問、 軍 將醉臥 未，， 全醒： 藤； 田 小 四 郞信 

榊 の 降伏、 武 田の 北 N 落 

湊の 軍艇々 勝に 乘 すと 雖も、 內 兵糧 彈藥に 乏しく 泥 

一 土を揑 ちて 砲丸と おすに 至.^、 外 一兵 一 卒の來，.^援 

ふ. もの あるに あらされ は、 其 兵 勢 次 々々に 弱.^ け 


る、 十月 廿 二日 願 入 寺に 屯ろ せる 城 方より、 湊方戶 B 

信 之 助、 戶澤！ II 之 允、 福 地 勝右衞 門、 矢 野 唯 之 允、 谷晋 

太郎五 入の 者に、 協議し 回き 越す、 仍て川 向 ふ 出 

崎と 云 ふ處に 相會し 協議 を遂 け、 往， 极兩 三回に して 

講整ふ 所 あり、 廿三： n 執政 榊 原 新左衞 門、 參 政谷鐵 

藏、 用人 谷 彌次郞 等の 諸 士相會 し、 新 左衞門 衆に 吿け 

て 曰く、 昨^ 五 人の 者 川 向へ 赴き、 城 方の 久木 直^ 

郞、 笠 井權六 、戸田 藤 三郞、 藤 田 德次郞 、谷 德之助 等と 

談判した る處、 右の 者 共 申す に は、 我々 共 公邊 出張の 

隊畏に 面して 精々 和睦の 儀 を申談 せし と雖 も、 唯今 

とな..^ては如何とも収計樣之なし、 但し 大 炊-ぬに 附 

屬し 下向した る諸士 は、 筑波 山屯藥 浮浪の 徒に 異な 

る を 以て、 浮浪 同様 打取る に 忍 ひす、 仍て公 邊の標 

識を 渡す に付き 佩用 へし、 尤も 之 を 佩 ひたる 者に 

は砲發 すましき 間、 一同 天神 社內へ 屯^す へしとの 

ことなり しとて、 あかね 木綿の 襟 を 渡さる、 始の 和議 

の 起る、 柳 原 等の 方寸に 出て 武 田 等と 協議せ す、 此に 

於て 軍 巾 忽ち 流言 あ. 9、 曰く、 榊 原 等 欽を城 方に 送 

.9、 武田、 冚丸、 出國、 藤 田 等の Jlw を 斬て 慕府に 降らん 

とすと、 各 t い： 防備 を 殿に し 面々 互に 相 猪 疑し 人心 悔 


は 目 代の 節度に 違へ る こと あ とて、 職 役 を 免し 永 

鼓- i5 を 命 せ られ、 家督 は 下し 澄 かれさる 趣きな り、 北 

條は此年六月中ょ-^出陣し、 常 野の 間に 轉戰 して 軍 

功 も 多く、 且つ 能く 士卒 を 撫育せ し 故、 部下 四 五 百 人 

の步 兵皆歸 服し 居り、 目 化か 此 度の 處置を 怒り、 江 

に歸. 9 し 上 は隊將 と共に 身 返て、 再 ひ 田 沼の 下に 

は 使 はる ましと 罵. 0 ける、 市 川 三 左衞門 も氣の 毒に 

思 ひ、 陣中よ..^ 収て 返し、 田 沼 侯に 就て 嘆願せ しも 聞 

屈 けられす、 總 Ssf 遣 憾に思 ひけれ とも 如何と もす へ 

き樣 なし、 城 方の 軍 司 友 部 八太郞 は、 1^ 生 最も 北條 と 

懇意な， 0 しか は、 暇 乞の 爲め其 旅 宿を訪 ふて 對 面せ 

しに、 北條は 一 首の 和歌 を 短冊に 書して 示しけ る、 

思 ふこと なきに も あらてお 蟬の 

世に 捨てられし 我 身な から も 

聞く 者 皆 其 志 を 憐れまぬ はな か しと 云 ふ、 

大炊頭 か 水 11^ へ 赴け る 後、 湊の 5^ にて は、 遠から すし 

て 和議 整 ふならん と、 涉々 敷戰 をも爲 さて 曰 を 送り 

ける に、 城 方より は 何の 消息 もな く、 四面の 寄 手 は 合 

戰を 止む る模樣 もな く、 其 內に大 炊 殿に は 切 服. &付 

られ、 從臣等 は 何れも 死罪に 行 はれた る 由 聞え けれ 


は、 湊勢 案に相違して、 市 川 等の 所爲を 怒る も あれ 

は、 又 軍の 行末 を 見限りて 落 行者 も 多 かりけ る、 慕府 

の陣 にて は湊勢 善く 戰 ふと 雖も、 限 ある 寡兵に し 

て、 今 は 力 も 疲れ つらむ に、 一 齊に攻 潰して 狐 歌 を 

奏せよ と、 總 軍の 部署 を 定め、 十： s: 十日の 明 ケ七ッ 時 

小雨 を 犯して 部 田野 原へ 出陣す、 先陣 は 鯉淵 勢 五； 白 

人、 二 陣は市 川 三 左衞門 三百 人、 三 陣はニ 本 松 丹 羽 

氏、 四陣は 宇都 宮戶 田 氏、 五 陣は壬 生 鳥居 氏、 六陣は 

福 1? 板 倉 氏、 其 他に て 合 鬪を定 て攻懸 る、 湊 方は武 S 

勢筑 波の 兵 共 七 W 人に て 防き 戰ふ、 市 川の 先鋒 鯉淵 

勢 は 農兵の 事 なれ は、 前後の 考へ もな く 無二無三に 

進み 行く 處に、 思 ひも 寄らぬ 橫合 より、 井田 WI 幡、 朝 

倉彈正 等の 三 人、 小銃 を 透 間もなく 打 掛け、 煙の 間 

より 節 先 を 揃へ て 突て 掛 るに、 鯉淵 勢 防き 兼 散々 に 

敗走す、 先陣 旣に 敗れ けれ は 總軍色 めき 立た る處 に、 

何時の間にか 敵の 爲 めに 背後 を 取 切られ、 寄 手 遂に 

總 敗軍と なりし か、 殊に 板 倉の 手 は 土地 不案 內の爲 

め 引 口に 迷 ひ、 數十人 討死し、 三人 は 生 捕らる、 其內 

-£:t 淵榮士 n なる 者 年 十七、 身に^3^創を受けなから少し 

も 屈する 色な し、 湊勢其 志氣の 盛んなる を嘉 し、 書翰 
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に 慰藉し、 江 に 至. o 事情 を 白 さるへ しとて、 棚 倉. 

の 兵 をして 警衛せ しむ、 斯くて 大炊 頭の 一 行 は 江 GO 

に 赴かん と、 水 II； 城 南 凡 四 里、 西鄕地 村と 云 ふ 處に至 

るに、 遽に目 代 田 沼俟の 命な h- とて、 武器 を 奪 ひ 佩刀 

を脫 せしめて 之 を 水 戶 に 護送す、 其 取扱 全/、 囚徒の 

如し、 水 に 至れ は、 大炊頭 を 庶族松 平 萬 次郞の 家に 

禁錮し、 大久 保、 鳥居 等 は 揚り屋 入り を 命 せらる、 是 

皆 市 川黨か 田沼俟 に說 ひて、 斯くは 計ら ひし ものと 

知られた hs  、斯て 十 ：=! 五日の _ ^に 入りて、 大目 付 黑川ー 

近 江 守、 目 付 羽田 十左衞 門の 二人、 松 平 萬 次郞の 邸に 

至り、 大炊： § に 御 達 之れ ある 旨 を 通し けれ は、 大炊頭 

麻 上下 服紗 小袖に て 立 出、 雨 目 付の 下座に 着座す、 近 

江 守 左の 申 渡 を 讀み聽 け ゝ る、 

松 平大炊 

野 州 邊屯集 浮浪の 徒 及-: 暴行 T 水 戶 殿御 領分 致，， 動 

搖， 候に 付、 爲ニ 鏡靜， 水 卢殿爲 二 名代， 被，， 差遣， 候 

處、 却て 賊徒 並 水 11； 殿脫 藩士に 加. - 、公儀 御人數 へ 

及 二 敵對； 不屈の 所業に 付 切腹 被，： 仰 付， 候， 

大炊； 如 難い 有 仕 合に 存し 奉る 皆 御請 5. 上、 夫よ. 9 別席 

へ 移る、 別席に は兩 目付檢 使と して 上 に 着き 、徒 目 


 五ず 七十 土 

付 等 左右に 着座、 席の 中央へ 白 緣の疊 三枚 を 品 字形 

に 敷き 並ら へ 、白 蒲 M を 敷き、 大炊頭 は 白羽 1 一重の 小 

袖に、 鼠色 無 紋の麻 上下 を 着し 其 中央に 着座す、 萬 

次郞 方より 差 出せし 介錯 人 一 人、 控 一 人、 大炊 頭を扶 

け 居る、 纏て 白木の 三寶に 短刀 を 載せ、 大炊 頭より 三 

尺 程 隔て 差 澄き、 大炊 如か 右三 寳へ手 を 掛る處 を、 介 

錯人首 を 刎ね 檢 使の 前 へ 差 出せ は、 檢使 會釋ぁ hv  、死 

骸は首 胴と も 一 所に 右蒲圑 にて 包み 取 片付く、 大炊 

-职の 死 其 罪に あらさる を 以て、 聞く 者 之 を 哀れま さ 

る はなし、 此月 十六 日大 炊： § の 家老 山中 新左衞 門、 用 

人 翁池忠 介、. 平 井久 馬 始め、 從 s 廿八 人、 及 ひ 水戶藩 

大久保 鳥居 等 死罪に 處 せらる、 

慕 軍 內訌、 陣雲 S 暗 

此に圖 らすも 幕府の 將士 間に、 議論の 合 はさる 事 あ 

つて 內紅 を釀 せし こそ、 實に危 ふき 次第な h- し、 其 元 

因を繹 ぬるに、 全く 田 沼 支蕃頭 か大將 軍の 目 代た る 

權威を 負み て、 旗下の 士を頓 使 せんとし、 旗下の 士は 

所謂 旗下 氣 質なる ものあって、 剛毅 硬^の 片意地 を 

張 hs 通せる に 在りし か 如し 、十月 六：：： 監，： ^111^ 田 五助、 

li^ 山 榮左衞 門！^ 役 左遷せられ、 步兵 奉行 北條 新太郞 


追て 乏しく、 兵士 次第に 疲れ けれ は、 一 m 諸 將會議 一 

して、 軍資の 未た 全く 盡 きさる 內 舟に 乘 して 南部 じ 一 

抵.^ 、 姻戚の 緣 故に 依て 資財 を 借り、 遠く 北海 を經ー 

て 因幡 備 前に 出て 志願 を 陳述せ は、 兩大 守： H 〈に烈 公一 

の 子に して 資明 なれ は、 必す 我等 を 堅 拒せ さる 可し、 一 

萬 一容れ られ さる 時 は、 西 山 口に 投す るに あらされ 一 

は、 北 仙臺に 就て 窮苦 を訴 へんに、 仙 臺は大 藩、 慕府ー 

の 敬 惯 する 所、 以て 我輩の 志を爲 すに 足らん、 宜しく 一 

急に 一 隊の兵 を 出す へしと、 第議 未た 終ら さるに、 田 一 

中 愿滅、 岩 谷 敬 一 郎等、 三百 餘人^ 率 ゐ圍を 潰し 助 川： 

に 赴き、 國老 山野 邊の 砦に 據る、 C 幾 大兵 來， -襲ひ 一 

しか は 防 鶴 術 叢き、 二人 城 を 出て 走 b  、岩 谷 は 下野 を 一 

經て ra. 斐に 出て 駿河邊 に 潜み、 田 中 は 奥州 路に 赴き、； 

墙と云 ふ 所に て 土 兵の 爲 めに 殺されし と 云 ふ、 一 

九！！：： 廿六 t" 目 代 田お 支 赛頭總 勢 千 人餘、 笠 間 表 を 出 一 

發し て 弘道館 へ着陣 せらる 、先,， 是税官 の 小吏 に 田 中 

跬之 介と 云 ふ^あ b  、心 竊に謂 へ らく、 目下 內外 多事 一 

の 際なる に、 一藩 黨 派の 事に 始ま. -て此 戰爭に 及 ふ 一 

こと、 誠に 嘆す へきの 至.^ にて、 殊に 大炊頭 は 庶 族と 一 

は 云 ひなから、 正しく 我 東 照 神 君の 遠裔 なる に、 今 浮」 
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浪の 徒に 擁せられ 遂に 誅滅 に歸 せんこと、 誠に 哀し 

むへ き 次第な b、 我 職 卑しと 雖も身 を 挺て 和議 を 謀 

,5  、 大炊頭 を 救 ひ 出さ は、 以て 慕 府の赏 恩に 報 ゆるに 

足る へしと、 獨. 0 心に 決し、 遙に n 光山 廟を默 ，し、 

密に湊 の 軍に 赴き、 松 平氏の 家老 山中 新左衞 門 、用人 

菊池忠 介、 ギ 井久！ El 等に 面 會し來 意 を 述へ けれ は、 三 

人 深く 其 厚意 を 謝し 陳情書 を 田 巾に 托す、 田 中 は 之 

を 受取り、 別れて 陣に歸 り、 幕府の 監察 戶田 五助に 

具申し 恩 宥の議 を 請 ひしに、 10, 田 も 其 旨 を 節し けれ 

は、 愈々 大炊 頭の 一 行 は 慕 兵の 陣へ 赴く こと ゝな. 0 

ぬ、 此時湊 の 陣中に て は、 彼 5, 田 監察の 人と 爲りを も 

詳 かにせ さるに、 迂 かと 其 陣に往 きたらん に は、 如何 

なる 詭謀の あらん も 測. 9 難 けれ は、 先つ 病と 稱 して 

使 を 遣 はし、 能く 彼の 虛實を 探偵し、 然る 後進 止 を 決 

せらる へしと 勸 めし 者 も あ. 0 しかと、 大炊頭 閒玉は 

す、 今我疲 困の 軍 を 以て 敵 を 腹背に 受く、 久しから す 

して 終に 殲滅に 歸 せん、 我 一 人出て 和議なら は 全軍 

の 幸 ひに て、 我 I 死の 如き 固よ. 0 惜しむ に 足らす と 

て、 廿 六日に 從 臣十餘 人、 及 ひ 水藩大 久保甚 五左衞 

門、 鳥居 瀨兵衞 等と 共に luta の 陣營に 至る、 五助 懇ろ 
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を楚て 突て 入る、 續て仁 木 官藏、 篠崎 伊三郎、 北條仙 

吉、 志賀 安之 丞、 穂 ST さ 一 郞、 我 劣らし と 槍 を 入る、 此 

有様に 流石の 武田勢 も 辟易し 稍 引 色に な. 9 ける、 に、 

筑波 軍の 驍將飯 田 軍藏、 今朝よ. -數 度の 接戦に 何樣 

烈しく 鬪 ひしと 覺 しく、  fs^ は 鋸の 如くな， 9 て 錫 元 迄 

血に 染みた る 太刀 を提 け、 馬に 跨. > 此の 處 へ來掛 り 

しか、 事の急なるを視るょ..^も鞍壺に銜立上..^、 敵 

は 小勢なる そ、 進めく と 激しく 下知して 透 間 もな 

く攻立 けれ は、 今朝 巳の 刻よりの 激戦に 疲れ 果たる 

鳥居 勢、 遂に 防き 兼ねて 敗走す、 半 藏は猶 も 踏 止ま 

h- て戰 ひし か、 今は是 迄と 思 ひけれ は 甥の 安之 求 一 を 

顧み、 我 首 打て 返け と 云 ふに、 安之？^ 一 唯 一 處に 討死 

せんとて 肯ん せす、 半 藏大に 怒り、 我 首を賊 手に 渡す 

ことの 無念なる か 故に 賴 むな. 5、 早 打と 云 ふに、 是 

非な く 伯父の 首 を 打 落して 引返く、 仁 木 官藏、 篠崎伊 

三 郞も深 入. 9 して 遂に 討死す、 此外手 負 死人 頗る 多 

か けれ は 、雲雀 塚 を 指し て 引返く、 

愛に 又； 牛 磯の 方へ 向へ る 市 川 三左衞 門の 一 隊は、 卒 

磯 明 神の 境內 なる 敵の 見張 所 を 打破..^ 攻掛 る、 幕府 

の 小 筒 組 差 鬪役重 野 竹 次 郞烈敷 下知して、 火 を 民家" 
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に 放ちた るに、 折節 北風 强か b けれ は、 -平礎 村 一 圓火 

談に 包まれて、 武田 勢の 暴、 窟 悉く 燒 失せけ.. >  、购 時雨 

軍の 打 出す 大砲 小 銑の 音 は、 百雷の 一 時に ® ける 如 

くな b  、斯て 凡そ ニ時餘 りの 激戦に、 湊 勢の 大將 新田 

義太郞 打倒され、 少しく 兵 を 返け しか は、 市 川 勢 

に乘 して 進む 所に、 湊勢四 五十人 橫 合よ. 9 必死にな 

つて 突て 掛る、 不意の こと ゝて市 川 勢 稍々 色めき立 

しに、 三 左衞門 少しも 骚 かす、 槍 を 執て 突て 出つ、 諸 

勢 之に 勵 まされ 無二無三に 突崩し、 纏て 勢 を 纏めて 

引返かん とする に、 敵 透 間もなく  ひ來 り、 小銃 を 打 

掛る こと 雨の 如し、 市 川 勢 は 散々 に 打な され、 唤 付く 

敵 を追拂 ひ，/^ 返き しか、 馬 渡 近き 所に て は 全く 前 

後 を 引 包まれ、 今 は 一 人 も遁れ 難く 見え けれ は、 隊將 

友 部 八 太郞、 松 田 半左衞 門等必 -p^ を 極め、 馬 を 縱橫に 

乘 廻して 下知 を傳 へ、. 漸く 一 方の 血路 を 開き 人數を 

纒 めて 引 上た， 9、 

岩 谷 潰圍、 大炊頭 賜レ死 

湊の Ssf は 毎 戦勝 を 得る と雖 も、 見 兵 僅 一 一千 餘 にて、 加 

ふるに 烏 合の 衆多く、 = に 異論 を 生して 逃亡す る 者 

j も少 からす、 且 土地に 城廓 あるに あらす、 糧食 も： n を 


心 は 天神地祇 こそ 知ろし召さむ、 此 度は枉 けて 老. < 

の 意見に 隨 ひて 一先つ 湊へ 引かる へしと、 肯棄 を^ 

してな ためけ るに そ、 小 四郞も 漸く 納得し、 左 迄に 

言 はる ゝ なら は、 鬼に 角 御意 見に 任せ 申す へし、 但他 

日に 至 hv、 今日 此小 四郞の 意見 を 用 ゐられ さ. 5 し を 

悔ゐら る、 事の なからん に は、 自他の 幸 ひなる へし 

と廣 言して 其 座 を 起れ ける、 斯て第 議も終 b けれ は、 

夜明けぬ 內に 仕度 を 整へ、 湊を 指して 落 行けり、 

九 R: 廿 五日の 合戰 

是 よ.^ 先 八 H: 十八 日慕府 にて は、 田 沼 玄審頭 意 を 

大將 軍の 目 代と して 出陣せ しめられ 常 陸國笠 問に 在 

り、 諸 藩の 援兵 H に水戶 城下に 集ま. 0 しか は 市 川 軍 

勢 益々 振 ふ、 九 e: 三日 諸 軍 部署 を 定め 湊に向 ふ、 慕府 

の 命に より 此 地に 會 せし 諸 藩 は、 二 本 松 丹 羽 氏、 宇都. 

宫戶田 氏、 壬 生 鳥居 氏、 福 島 板 倉 氏、 忍 松； 牛 氏 下 總 

守、 高 崎 松 平氏 右京亮、 古河 土 井 氏、 佐 倉 堀 田 氏、 關 

宿久世 氏、 下 妻 井上 氏に て、 慕府 旗下、 監察、 使 街、 步 

兵 頭、 兵卒 等 を 合せ 總軍五 萬 節 人、 湊の 四面 を 取圍み 

日々 戰爭 あらさる なし、 九 H 廿四： n 寄 手 諸隊を 部署. 

し、 小 泉 村より 反射 爐. へ は 幕府 HI 代 小 出 順 之 助、 步 


兵 頭： 牛 岡 四 郞兵衞 、小 筒 組 松； 牛 左 門、 同 板 倉 內膳正 人 一 

數、 柳潭 村よ. 0 岸の 蟇 場 へ は 目 代 高木 宮內、 大 御番； 如 一 

祌保 山城 守、 大砲： g 一  1  あ 年 愼太郞 、城 織 部、 久世謙 吉人ー 

數、 部 ra 野 通 館 山 臺邊、 並 礎 前 溶 通 へ は 目 代 H 极ー 

野 藤 之 助、 歩兵 頭 北條新 太郞、 小 筒 組頭 深澤彌 左衞ー 

門、 水 戸 家 目 代 市 川 三左衞 門、 鳥居 丹 波 守 人 數と定 一 

め、 明れ は廿 五日の 拂曉に 總軍撖 田^ 原へ 押出す、 然ー 

るに 慕 府及ひ 諸 藩の 兵 共 は^ 土地 不案內 にて、 場所 一 

の 遠近 險易 等も豫 想に 違 ふことの み 多 けれ は、 總浸 

の 進 返 合 期せす、 此合戰 勝利 如何 あらんと 何れも V お 

を 苦しめけ る、 去る 程に 鳥居 家の人 數は .iil 渡より 六 i 

軒 屋を經 て 雷 雀 塚へ 攻懸 る、 隊長 淵 本 半藏與 先に 進 一 

んて 下知 をな し、 大小 砲 を 透 間もなく 打 立し か は、 

勢堪 へ 兼ねて 引返く、 仍て 塚の 上へ 鳥居 家の 旗 差 立 1 

敵の 陣屋 1 一ヶ所へ 火 を 放ち、 猶も兵 を 進む る處 に、 9.^ 

ひも 寄らぬ 側 道よ h- 敵の 新手 四 五十人 顧れ 出、 筒 

揃へ て 打 出す、 之と 同時に 雲雀 塚 を^ 去.. - たる 敵 二 

齊に 取て 返し、 小銃に て 打 立 丸の 求る こと 雨よ，. -11  一 

く、 足輕 の死慯 する 者甚た 多く、 半 藏も流 九に 向輕を 一 

射られて、 馬上 堪 得す- を 下 しか、 創 を み 槍 
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1 一間 柄の 檢を提 け、 衆 を麾て 進み 來. -、 市 川 方の 先鋒 

渡邊半 助の 陣に 突懸 る、 渡邊、 立 原 か 必死の 槍先に 當 

^兼て 引 、がく、 立 原 宛 も 無人の境 を 行く か 如く、 新 

町 迄 進みし 處に、 橫出九 郞右衞 門 相迎て 打て 懸る、 橫 

山 は 聞 ゆる 藤 刀の 高 手に て、 立 原 は檢の 名人な り、 一 一. 

人 大雨の 中に 奮鬪 する もの 數十 合、 立 原の 檢橫山 か 

右の 腕 を 貫き けれ は、 橫山 左の 手に 薙刀 を 揮て、 立 •  股 

か 左の 腕 を 研 落す、 ィザャ 組まん と 二人 打 物 を拋棄 

て 引 組みし か、 立 原の 力 や 勝， 5 けむ、 難なく 橫山を 

取て 押へ 首 を 摄ん， i せし に、 偶 流 丸 飛 來て立 原の 脇 

腹 を打拔 きし か は、 弱る 處を橫 山 刎 返して 酋を 取る、 

從兵 二人 も此に 死す、 藤 田 小 四郞は 前軍 敗れて 立 原 

討れ しと 聞く よ. o、 怒 髮天を 街き、 死な は 一 處と誓 ひ 

し 者 を、 後れた る こそ 口惜し けれと、 直に 打て 出ん と 

せし を、 武田 伊賀 守 苦ろ に 之 を 止め、 彼是す る內 に：；： 

は 暮れぬ、 雨 は益甚 しく、 暗黑 にして 尺を辨 せされ 

は、 兩軍交 殺して 此 日の 軍 は 終 ける、 此 =n 立 原 は 出 

陣に 臨み 人に 向て、 今日の 軍に 敵將市 川の 首 を 取ら 

され は、 復ひ 味方の 陣へ は歸ら しと 言 ひける か、 

に 一 足 も 引かす 討死せ hs、 サ五 n に は 幕府の 兵數 百. _ 
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人 弘道館 へ 到着せ しか は、 市 川の. 軍 聲勢大 に 振 ふ、 期 

くて H 々砲戰 ありし か、 武田勢 は处も 勝ち 難しと 思 

ひし か、 廿八 H の 夜第議 を 開て、 武田 伊賀 守 等復ひ 

湊に引 去らん と 云 ひ 出け るに、 藤 田 小四郞 伊賀 守 を 

顧み 慨然 として 曰く  、此 程よ り の 合戰 の 隱を見 るに、 

我等 か 運 も 最早 極まれり と覺， たり、 何， おの 爲 めに 

か 生命 を 惜しみ. S. すへ き、 所詮 勝利の 見込な き戰 爭 

して 、長く 無辜の 人民 を 苦 じめんよ. 0 は、 吾等 今夜 城 

中に 嘶て 入 b 花々 敷 一戦し、 運よく は 城を乘 取る へ 

く、 叶 はぬ 時 は 好 敵と 引 組ん て 刺 違 ひ、 城 を 枕に 討 

死 せんの み、 同し 處を 幾度 も 逃 廻らん 事、 敵 入の 嘲り 

且 は海內 志士の 笑 を 速かん こと 誠に 心苦しき 限 な 

らす や、 此儀御 同意 あらま ほしと 述へ ける に、 伊 Sif 

守 之 を 慰めて、 小四郞 殿の 申さる ゝ處. ！應は 其理ぁ 

と 雛 も、 我等 天下に 先って 義を唱 ふること、 1 身 一 

己の 榮 辱の 爲 めに は 候 はす、 上 は 离乘の 袁襟を 安ん 

し 奉. 9、 下 は W 姓の 塗炭 を 救 はんとに 外なら す、 期 か 

る大31^を懷ける身か、 二三 回の 敗北に 氣 落して 死 を 

輕ん する 法 や ある、 觅 にも 角に も 合戰は 最後の 勝利 

にある なれ は、 低の 人 は 何とも 云 は 、云 へ 、我等 か眞 


勝敗 偶然に 出つ る もの 多し、 即ち 此の 類な り、 

先 レ是、 市 川 方に て は、 佐 藤 次郞、 川上 捨次郞 、陰 出 千 太 

郞 等に 兵士 數十人 を 廳し湊 を 守らし む、 武 田の 軍 先 

つ 磯の 溶 を 略し、 進て^ 船 願 入 寺 を 襲 ふ、 寺 は 淨土眞 

宗の R 刹に して 諸^ 等 然會の 所な.^、 武 田 勢 三面よ 

,0 迫り 攻む、 寺 中の 兵 共 敵す へから さる を 知り、 火 を 

放て 遁走す、 守將 川上 捨次郞 逃る 味方 を IEI 激 まし、 鎗 

を 揮て 血戦し、 一 足 も 退かす 討死す、 武田勢 は 勝に 乘 

して 祝 町の 砲 矗を奪 ひ、 一 隊を 分て 之 を 守らせ、 猶進 

て 湊を攻 む、 八 十六 日武田 伊賀 守 自ら I 隊に將 た 

-9、 諸 軍 を 指揮して 湊を攻 む、 敵 華 藏院、 反射 爐、 御殿 

等の 谷 處に分 守して 必死に 防戦す、 筑 波の 軍 將藤田 

小 四郞、 飯 田軍藏 等、 身 を 以て 衆に 先ち 殊 死して 戰ひ 

しか は、 諸 生 等 遂に 守る 能 はす、 火 を 餐賓閣 に 放ち、 

城下 を 指して 遁走す、 死す る 者 十 一 人、 傷者 頗る 多 

く、 大砲 十 門 を 遺棄せ り、 是 にて 瀕 海の 要害 は 皆武田 

勢の 手に入 b ぬ、 大炊頭 は 殿閣の 焚 跡に 假營を 造ら 

しめて 此に 居り、 武田 父子 等 諸隊を 分って 要害 を扼 

守せ しむ、 

舯勢館 合戦、 立 原 討死 


那珂湊 は 海 St 偏 偶の 地に して、 久敷大 ，1 を 駐屯す へ 

き處 にあら され は、 大 炊-如 は！ W ひ诚 下に 至りて 市 川 

方に 應 接し、 城に 入.. > て 鎮撫の 効 を 奏せん とて、 一 隊 

を 留めて 湊を 守らせ、 八： =:;i=:i: 總軍を 维ゐ、 枝 川 村の 

舟 渡 を 越え、 神 勢 館 及 ひ 河 lii: の 米倉に 據る、 0 は M 

銃の 技 を 演習す る 所な.^、 纏て 大炊： g は 使 を 城 方に 

遣 はし、 執政 渡邊半 介、 戶 ffl 銀 次郞を 召す に、 二人 は 

求ら すして 获 庄右衞 門、 大井幹 三郞來 b  、市 川の 意 を 

致して、 大炊 公の 入城 せらる、 は 差 支な けれと も、 他 

衆 を 率 ゐ來ら る、 は 不可な りとの 口上に、 大炊敏 は 

城 方に 或詐 謀の あらん も 測り 難しと て 入城せ. -れ 

す、 廿 一 日. w 川 勢 農兵 數 人 を 合せ 來り 攻め、 に 死 

傷せ. 0、4:：  二日 湊勢 御花畑に 打て 出て、 砲を發 する こ 

と 雨の 如く、 立 並 町に 備？ たる 巿 川の 軍 色 動き 將に 

走らん とせし に、 先 錄三宅 某 太刀 を 拔き目 を 鼠ら し、. 

走る 者 は 直に 斬 捨てん と 言 けれ は、 衆 漸くに 靜 まり 

ぬ、 砲 戰は曉 に 徹せ..^、 廿三 n も 朝よ. -砲 戦に て兩軍 

に 死傷 あり、 午後 八ッ時 頃よ h- 雨降り 出、 七ッ 半時 

頃よ.^ は 大雨 盆 を 傾く るか 如くなる に、 武 E 方の 先 

鋒 立 原 朴ニ郞 小 具足の 上に S 羅紗の 陣羽織 を 着し、 „ 
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以て、 市 川 等の 罪と する 者 あれと、 市 川 等の 意敢て 

目 代 を みしに あらす、 武田等 を 拒みし なり、 武田 

等 は 現に 謹愼を 破りて 歸國 せし 者、 之 を 拒む 謂れ 

なしと せす、 况 ゃ慕府 よ. 0 叛賊 を 以て 目 せらる、 

筑波勢 を率ゐ たるに 於て を や、 又况 や、 武田等 を 入 

城せ しむる 時 は、 自己の 頸 顱を 保つ 能 はさる こ. 0 

眼前なる に 於て を や、 乃ち 之 を 拒みし は 可な， 5、 伹 

後 來大炊 頭 を 待す るの 酷虐 なりし に 至て、 市 川 等 

、は 亦 罪な しと 謂 ふへから さるな り、 

武田勢 那珂湊 に據る  ， . 

此時武 田 勢 若し 足 を 臺町吉 田 等に 留 むる ことなくし 

て、 直に 城下へ 亂 入した らんに は、 市 川 勢 一 堪 b もな 

くして 城外へ 返 去し、 纏て 自滅す るより 外な か，^ し 

ならん に、 武田勢 か iltlffl 祌社內 及 ひ藥王 院境內 等に 

軍を駐 めし は、 實に總 軍の 不幸に して、 布 川 方の 僥 

倖と はな，. >  ぬ、 十一 日は兩 軍相對 したる のみに て 

1 戰 にも 及 はす、 然るに 最初 武 S 勢 は 水 In- に 着す. る 

や 否や、 直に 城屮に 入る の 成算に て、 兵糧の 用意 もな 

かりし 處に、 不意に 戰爭 起り て吉 田に 屯ろ せし 事故、 

第 一 に 糧食な きに 苦しみ、 最 寄の 民 舍 より 些少の 穀 


榮を 集めき た.. >  しも、 此逊は 塞 村の こと ゝて、 大 軍の. 

糧に充 つ へき 程の、 朌蓄 なけれ は、 此上 は總： 本 一 先つ 

那珂 湊に據 りて 糧食 を 整へ、 大擧 して 市 川 等の 罪 を 

問 ふへ しとて、 十二 日の 黎 に 大炊頸 を 擁して、 鱒 

軍道 を 1- ケ崎 機の 濱に 取り、 湊を 志さして 落 行きけ 

り、 

吉田 神社 は 小 丘上に 在. 5、 城下の 市街 を 一 目に 見 

る こと を 得、 十 一 日の 夜武田 方の 軍師 山國兵 部、 高 

處に 上. 9 て 市街 を 望見し、 「思 はさり き、 姦 徒中斯 

の 如く 兵 を 知る 者 あらんと は、」 と 云て 嘆息した 

けれ は、 從卒其 何故なる や を 問 ひしに、 兵 部 曰く、 

敵軍 大篝を 七 軒 町 口の 一 方の. みに 設けて 他の 口に 

設けす、 是兵を 市街に 伏せ 殺き、 我 軍の 入る を 待 

ち、 引 包ん て殲 殺に せんとす るな り、 輕々 しく 軍 を 

進め は 忽ち 其 術中に 陷 らんと て、 遂に 退陣の 計 を 

決せし と 云 ふ、 此時 幕府の 援兵 未た 城下に 來ら す、 

市 川 方 無勢に して 諸 口に 兵 を 分つ 能 はす、 其篝火 

を 焚か さる は、 敵に 我 軍の 多少 を 知らし めさらん 

か爲 めに して、 別に 伏兵の 設け ありし にあら す、 山 

國の觀 察 は、 俗に 所謂 力負け を爲 したるな. ^、戦の 


せし か は、 總 衆 凡 三千 人、 相 將て水 Ir^ 城に 入らん と 

す、 市 川等議 して 曰く、 目 代の 下向 は 中納言 公の 親臨 

に 同し けれ は、 相 戒めて 必す疎 忽の事 ある へ からす、 

然れ とも 武田等 は 叛臣な り、 筑 波の 徒 は 反賊な り、 決 

して 許す へ からすと、 守備 を 厳に して 之 を 待つ、 八月 

十日 賴德の 一 行 吉田村 藥王院 に 着す、 仍ち城 中よ. 9 

若年 寄 天 野 伊內、 使番渡 邊伊衞 門、" 目 付 大井幹 三郞、 

小 十 人目 付 鈴 木八衞 門 を 藥王院 に 遣 はし 應 接せし 

む、 天 野 等 皆 軍装す、 賴德召 見て 詰して 曰く、 余本宗 

の 命 を 奉し 來て 封內を 鎮撫す るに、 汝等 余を迎 ふる 

に 軍装 を 以てし、 道路 を 塞き 橋梁 を 撒し、 且 兵器 を 携 

る こと 何 そ C 狀 なるや、 余 本 = 城に 入. -大 夫人に 謁 

見す へし、 汝此 3ni を領 せよ と、 天野顿^1=答て曰く、臣 

等 軍装 を 以て 公 を 奉迎す る、 實に 不敬に 似たり、 然 

れ とも 頃 rn 筑 波の 賊徒 城下に 亂入 せし を、 一 戰に逐 

ひ 返け しと 雖 も再來 測. 0 難し、 故に 警備 を爲 したる 

のみ、 敢て公 を 徂く爲 めに は あらす、 高 諭の 如き は 

謹て 命 を 聞け りと、 天 野 等辭し 出て、 吉田明 神の 坂路 

に差懸 りし 時に、 其 行 手に 當. 9 て 俄然 數發の 砲聲を 

聞く、 こ は 何 寧 そと 驚く 所に、 藥王院 の 方よ. 0 一隊の 一 

. 藩—^ 爭 始末  I 


軍馬 霧 地に 追 懸け 求り 天 野 等 を 討ん とす、 天 野は大 

に 驚き、 兵仗 を 捨て 吉田 明舯の 山中に 遁け 入り 潜伏 

す、 鈴 木 八右衞 門生從 三人 は亂 の 下に 死し、 諸 生の 

慯を 蒙れる 者數人 あ. 0- 、 先い 是天 野の 歸 りの 餘 り 遲き 

故、 市 川 勢 は 大に之 を氣遣 ひ、 諸 生 1 一組 出迎 として 吉 

田 山の 北口 迄 出張せ し處 に、 武 ra 勢吉 田の 山上より、 

不意に 砲を發 して 戰を 挑み、 味方 負傷者 多し、 仍て 一 

先 軍 を 引き、 七 軒 町の 胸壁より 大砲 を發 して 之に 應 

し、 互に 死傷 あ.^、 武田勢 は 吉田明 神 祉內、 藥王院 境 

內、 其 外 洒門邊 に陣を 取り、 第 威 頗る^ん な.. >、 

此 時の 合戦、 砲發の 前後 は 名分 上に 關係颇 る大な 

b  、故に 武田黨 は、 先に 發砲 せ し は 市川黨 なり と 云 

ひ、 市川黨 は、 先發 せし は 武田黨 なりと 云 ひ、 共 先 

後 菜して 何れに ある を 知る 能 はす、 然れ とも 發砲 

の 際、 市 川 方よ.^ 使者と して 遣 はした る 天 野 等 は 

末た 陣に 歸ら す、 現に 敵方の 哨兵 線內に 在りし な 

b  、左れ は 市川黨 にして 始めより、 大炊 頭に 敵對す 

るの 意 ありと する も、 味方の 使者 を 签 しく 敵に 餅 

して、 妄りに 發砲 する こと は、 事情 あ. 0 得へ からさ 

一 る， i と思椎 せらる、 又此 -;; ^目 代の 一 行 を 招み し を 

五ち 六十 五  . 
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人の 御 一お にて 處 置し 得へ きに あらされ は、 其 請 を 

允し 玉 はす、 市 川 も强ゐ 奉る に 由な く、 逸 巡して 退き 

しか、 外敵 は 日に 迫る に、 藩 論 は 今にも 四分五裂 せん 

有樣 にて、 一 威望 ある 者 を 得て 鎮應 する にあら され 

は、 殆と復 た 濟ふ能 はさる に 至らん こと を 恐れ、 朝 比 

奈 等と 相 議し、 命 を 矯て鈴 木の 謹慎 を 解き 政務に 預 

らしめ、 大に 賞罰 黜陟を 行 ひ、 嘉永 以來結 城黨に 坐し 

て 斥 罰せられし 者 を 免る し、 藤 田、 武 田の 兩 黨を處 分 

し、 或は 職 を 奪 ひ、 或は 家に 禁錮し、 又は 之 を 獄に囚 

ふ、 此に 於て 國內 騷然 た....、 江戶 邸に ある 武 田の 黨與 

大に 憤懣し、 中 納言公 を 戴きて 水 戶に歸 り、 己れ に與 

なる 者 を 悉く 洙戮 せんとし、 力 を^して 公に 就國を 

勸む、 公以爲 らく、 此際國 に 歸る時 は 多く 臣民 を 刑せ 

さる を 得す、 是 余の 忍 ひさる 所な. 0 とて、 容 に 其 言 

を聽 かす、 激黨. 益々 憤激し、 傲然 主君の 暗柔 因循 を 

罵る 者 ありし と 云 ふ、 

按に、 此際水 戶は殆 と 政府な きの 國の 如し、 其 執政 

大臣 武田、 岡 田、 鈴 木、 市 川、 佐 藤、 朝 比 の 如き、 皆 

謹慎 を 命 せられ 居 者 なり 、然るに 公然 Gl ら其禁 を 

破り、 江戶に 出て 國に歸 り、 兵 を 弄し 人 を 殺し、 爲 
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さゝる 所な し、 亂虐 放恣 此に 至て 極まれ と 謂 ふ 

へ し、 武田黨 は 市 川黨を 目し て と 謂 ひ 、市 川黨は 

武 田黨を 稱 して 賊と云 ふ、 姦乎賊 乎、 ニ黨自 ら^み 

て 能く 赧然 たらさる を 得る 乎、 

大炊娘 下. M  、吉冚 合戦 

斯 て水戶 表の 紛擾 は 日 益し に甚 しく、 今 は 打扮？ ^く 

へきに あらされ は、 中納言 公に は 慕 府に講 ひ、 水 の 

支族 {IKS, 侯 松 平大炊 頭賴德 をして、 代て 水戶へ 赴か 

しむ、 八 M:, 幕府 命 を大炊 頭に 傳 へて 曰く、 

野 州 表 浮浪の 徒、 追々 及，， 暴行 ハ水戶 表 致，， 衝搖， 候 

に 付、 水 屮 一一 一一 n 納可レ 致，， 歸藩， の處、 此節柄 休暇 難 

レ請、 依て 爲， 一名代， 其方 令， ー發 造， 候 問、 速に 上积可 

レ梦事 

此；： n 四 nz 賴德江 戶を發 して 水 R に 向 ふ、 其發 する に 

及 ひ、 大久 保、 鳥居、 榊 原、 三 木 等の 重臣、 其 衆數百 人、 

及 ひ 京師 謎衞 中に 病死 せられた る 中納： 一一 一 C 公の 弟左衞 

門 佐昭訓 君の 神 生 を、 水 11^ に歸？ S せんとし、 江 SS に來 

し 從士等 皆賴德 に跟從 せり、 八 H 片倉驛 に 至る、 武 

B 伊賀 守 等 小川 館の 衆 を 率 ゐ來て 謁見す、 賴德大 に 

喜 ひ 命して 先驅 -と爲 す、 筑波勢 も 亦 來て其 後に 附隨 


等 堅く 歸^ の議を 執る に 依て 遂に 之に 決し、 十九 日 

杉戸 驛を發 し、 幸 手、 古河、 小山、 笠 問 等を經 て、 廿三 

日の 晚$^ に 水戶へ 着し ける、 

藤 柄の 戰 

却說、 筑波山 の陣 にて は、 將 士を會 して 軍議 を 開き， 今 

孤軍 を 以て 天下 を鈹 舞し、 懷 夷の 兵を擧 けんとす る 

所に、 藩 內姦臣 の 跋扈す る こと 此く 如し、 先つ 內姦を 

除く に. あら すん は、 何 を 以て か 外敵に 當 らん、 宜し- 

く  に 水  城を拔 き、 市 川 等を纖 にし、 而 して 後闺藩 

の 力 を 協せ 徐に兵 を 出す へしと、 權堂眞 卿 等 乃ち 謂 

く、 吾雜 天下の 爲 めに 外 夷を復 はんとす、 水戶黨 派 

の爭の 如き、 吾輩の 關る 所に あらす、 今 彼等に 與 みし 

て 私闘に 死す る も 何の 益 か あらん、 寧ろ 他に 去て 更 

に 義擧を 企つ るに 如かす と、 四方よ. 0 翁 まりし 浮浪 

の 徒、 此說に 同意して 解散す る 者甚た 多し、 兵 勢 頗る 

衰ふ、 七：！： 廿 四：" 筑 波に は、 藤 田、 山 石 谷 を軍將 として. 

骑 -£! 四 五十 騎、 總勢 五： 白人、 余鈹を 鳴らし 旌旗を 列し 

て 山 を 下り、 奥の 谷と 云 ふ 所に 至 h. 相議 して 謂く、 今 

E に 本 诚を缓 は、、 诚下 騒擾して 多く 無辜の 人民 を 

死傷 せんと、 仍て傲 を 作て 曰く、 明 H 拂曉大 軍 城に 入 


り姦徒 を詠戮 す、 向に 正 謹の 士 遺す 所の 家廳、 及 城 中 

無辜の 人民 今夜 速に 去れ、 おし 遞 疑して 迷 を 抱か は 

玉石 共に 焚ん、 衆 夫れ 之 を 思 へ と、 人 を 造 はし 此を城 

下の 十餘ケ 所に 貼揭 せじむ、 此に 於て 市 川の 軍 は、 城 

下の 商 端 七 軒町廣 小路の 木戶 際に、 土豚 を 重ねて 胸： 

壁と 爲し 以て 之に 備ふ、 七； =： 廿 五日 早朝 筑波 の 先 

鋒 岩 谷 敬 一 郞、 木 村 又藏等 数百 入、 藤 柄 町 口よ h '直に.： 

七 軒 町に 迫る、 市 川 勢の 隊 中に 狙搫を 善くす る 者 あ 

.9、 百匁 筒 を 抱 へ 打に して 丸虛發 なし、 先つ 木 村 を 射 

て 之に 中つ 、木 村- it よ. り 落ちて 死す、 岩 谷 も 亦 慯を蒙 

り 軍 大に亂 る、 市 川 勢 膨に乘 し 槍 を. 棘て 突進す、 敵. 

軍 遂に 支 へ す、 火 を 藤 柄 町に 放て 散 走す、 市 川 勢 首 十 

二級、 銃砲 武器 を 獲た， o、 是 より 筑 波の， 軍 益々 振 は 

す 、八！：！！ 初旬 筑軍山 を 下り 軍 を 分て 小川、 竹 原、 府中 

等の各所に屯ろして後舉を^^；^る、 

此時 水戶城 中には 烈 公の 嫡室 ま芳大 夫人 (有粞 川宮) 

在 はし 玉 ふ、 城代 家老 鈴 木石 見守 は 謹慎 中に て、 政治 

に干與 する こと を 得す、 仍て市 川は大 夫人に 謁見し、 

時勢 切迫の 狀を 言上し、 石 見守の 愼謹を 解かれん こ 

と を 請 ふ、 然れ とも 這は阔 家の 大事に て、 素より 大 夫.， 
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藏ー驟 下知 を 傅 ふると 共に、 大简 五六 挺 十.？ M 城の 方 

へ S けて 打 放し、 左右の K 家へ 一時に 火 を 懸け、： A 姓 

町 入 等 か 驚き 狽て、 家財 道具 を 持 出さん とする を 

は、^ 刀 を^め かして 之を嚇 し、 聊か にても 荷物 を 運 

ひ出者は、直に斬殺すへしと罵.^けれは、 一 同哲 恐れ 

慄き、 一 品 も 身に 付けす、 泣 叫 ふ 老幼 を扶け 引き、 命 か 

ら から 遁迷ふ 様、 憐れと 云 ふ もき かなり、 田 中 勢 は 十 

分に 劫掠して 筑 波へ 歸陣 なす、 土沛藩 は此時 迄： m  士 

等 暴舉の 事な く は、 我よ.^ 兵を勸 かす こと あるへ か 

ら すと て、 兵を按 して 居け る處に 、匆卒 に 此舉 あ. 9 し 

か は 怒る こと 甚 しく、 諸 藩に 示し合せ 锐波を 攻めん 

こと を議 し、 且通路 を 露き 榊投 等の 諸士を 遮りし か 

は、 諸士は 進む こと を 得す 大に 迷惑せ しか、 土 浦 藩の 

關門 に 至 、其 老臣 に 面會 して 、今 皮 南 上す るの 意 HIS 

を懇吿 し、 且眞 鍋： 恭車 のこと は 毫も 知る 所に あらす 

と ぽ- 扱開說 せし か は、 土 浦 藩 も 始めて 其 情 故を曉 り、 

諸士の 通路 を 開き けれ は、 漸くに して 江 ii; に 入る こ 

と を 得たり けり、 此時武 出 伊^守 は 禁錮 中な しに 

も拘 はらす、 江 戶 邸 を 去て 小金 井驛に 至..^、 數： n を 過 

きて. に 返き、 小川 館の 衆 を鋭撫 して 江 RIS の 報 を 


待ち， i5 た. o、 斯くて 水戶の 諸 士！： 田 新 太郞、 三本 左 

太.^、 岡 部 忠藏等 は、 小石 川の 藩邸に 抵り君 公に 1^ し 

て、市川等か國の制度を素り、政^を^^害するの顕末 

を辯\1^;せしかは、 素よ h- 柔順なる 公に は忽に 其說を 

信して、 市 川 か 職 を 解き、 佐 膝、 朝 比 奈に愼 隱居を 命 

し、 其黨與 の在國 せし 者を瓢 罰し、 政 權，： ひ 武田黨 の 

手に 歸 しぬ、 是實に 七 H: 五日の ことにて、 此の 報 同 

九 H に 市 川の！： 中に 開え ける、 左な きたに 市 川 勢 は、 

筑波： 本の 夜襲に 遇 ふて 兵氣 沮喪せ し處 に、 今 又此凶 

報に 接せし か は、 一 同の 落膽譬 ふるに 物な し、 七 1=： 十 

五日 杉戶驛 に着陣 せし に、 恰.. 好し 佐 藤 II 書、 朝 比な 小 

彌太郞 等、 諸 生：. E 五十人 を 率ゐて 來り會 せし か は、 十 

八：； I 諸 將を會 して 5sf の 進退 を議 す、 或は 云 ふ、 水戶に 

下 b 金穀を 準備して 苒ひ筑 波 を 追討す へし、 或は 云 

ふ、 水 戶の政 權旣に 天狗の 手に 歸 したれ は、 我 徒 水 戶 

へ 下る と 同時に^ 首 を 刎ねら るへ し、 如かす 江 5, へ 

馳登.^小石川邸に抵り、 邸 門 を 開か さる i 卯 は 打破.. > 

て 押入， 9、 敵と 刺 違へ て 死 せんの み、 或は 云 ふ、 喜 

川 家へ 跃込 嘆願す へし、 又 云 ふ、 仙臺 藩を賴 むへ し 

と、 評議 區々 にて 容易に 決せ さ，.^ しか、 佐 藤、 朝 比 # 


標を 始め、 軍器 蹄 藥を分 取. - して 筑 波に歸 り、 戰の！ 

始末 を 報告せ しか は、 戰の 手始めよ しとて、 全 箪大に 一 

喜 ひ 勇み、 田 丸 は 捷を烈 公の 神主に 吿 けて 第 功 を 賞 一 

し、 飯 W 第 藏を第 一 とし、 成 狀に添 へ て 鞍- iiT 一  匹 を與ー 

へけ り、 此の 時の 戰ひ僅 半時 針 h- にて、 問 もな く 夜 明 一 

けたれ は、 市 川の 軍に て は 始めて 敵の 小勢な りし を 一 

知. o、 兵 を 八方に 出して 追 槃 したれ と、 敵 一 人 も 見當ー 

ら す、. I. めしく 軍を收 めけ るか、 此の 戰 ひに^く 兵糧 器 一 

械を燒 き 失 ひし か は、 全軍 一 先つ 結 城へ 引揚 け、.^、 一 

按に、 筑波軍 最初の 目的 は、 幕府 を 助けて 攘夷 軍の 一 

先鋒た らんと する に 在. o、 然るに 公儀 目 代に 對しー 

て發 砲した る は 何 そや、 是ょ.9贼名を_^家.5て洗雪ー 

する を 得す、 全軍 敗に に歸 して 已む、 "大事 か 人 謀 一 

か、 抑 亦 自ら 作せ るの 孽と謂 ふ へ きのみ、  一 

武田黨 の 出府  , 一 

先 レ是、 市 川、 朝比奈 等^ 公に 勸て武 田、 岡 田 等 を 1H: け、 一 

慕府 にても 亦 市 川 等の 說を 容れ、 筑波 追討と して、 ml 

代 永 見 負 之 一、 步兵頭 北條新 太郞、 勘定 方 野 本次郞 右一 

衞門、 代官 福 ra 所 左 衞門等 を 遺 は され、 市 川 等 之 か嚮ー 

^となりて 筑波 へ 馳向ふ よし、 水戶表 へ 聞 へ けれ は V 

1 , 水 戶藩潔 爭始先  ,  一 


日頃 武田、 大場 等に 同意せ る 在 國の士 榊 原 新左衞 門、 

三. 木 左 太夫、 谷 鐡藏等 は大に 驚き、 速に 出府し 君 公 を 

規諫し て 、市 川 等を黜 斥す るに あらさ れは、 水戶 家の 

お c 知る へからす となし、 六 H 下句 江 を 指て 馳 S 

る、 然るに 此時筑 波 にて は、 市 川 等を始 め 、幕府 及 諸 藩 

の 大兵 を 引受けて 、防戦 頗る 難儀の 折 なれ は、 榊-腺 等 

か 南 上の 途を 遮って 之を說 き、 相 與に筑 波に 據 らし 

め、 遙 かに 水 In, 城 を 控て犄 角の 勢を爲 さんと て、 一 軍 

將を竹 原 驛に遺 はし、 榊 原 等を迎 へて 說 くに 前 意 を 

以てせし も、 榊 原 等の 意 は 專ら市 川黨を 除く にある 

を 以て 此說 を容れ す、 筑 波の 軍 窃に相 謀りて 謂 ふ、 水 

戶諸 士吾說 を容れ す、 因て 我 今 權略を 以て 眞鍋を 放 

火せ は、 土 浦 藩必す 怒て 兵備 を 厳に し、 諸士の 行路 を 

梗く 可く、 然る 時 は諸士 進退 據る 所な く、 勢 我. と 合せ 

さる を 得さら む、 彼等の 決心 を飜 さしむ る、 唯此 1 策 

にあり とて、 六月 廿 j  m の 早天に、 田 中 愿藏の 一 隊を 

眞 鍋に 遣り、 火 を 民家に 放た しむ、 眞鍋 村に て は、 前日 

來水戶 藩士 多人數 通行す る 旨先觸 あ. - たる こと 故、 

田 中 勢 か 弓鐵 砲拔 身の 槍 等を携 へ、 百 人， 通， 9 懸り 

し を、 水 II； 藩士の 通行と 心得 居た る處 に、 大將 田屮愿 

W 百 六十 一 


を収 りし は、 之か爲 めと 知られた. 5、 

下 妻の 合戦 

去 程に、 市 川 三左衞 門の 一 手 は 慕 軍の 嚮導 を爲 し、 處 

處 にて 筑波 軍と 小 競合 あ. 9、 七月 五日に 下 妻に 着し、 

多 寶院を 本陣と して、 目 代 永 見^ 之 1^ 一之に 館し、 市 川 

等 は 信 福 寺に 館し、 其 他 も 谷 城下の 寺院 を 以て 陣營 

とす、 時に 近 國諸藩 も 幕府の 命に 應 して 援兵 を 出し、 

使 番小出 順 之 助か 卒ゐ たる 歩兵 二 千 餘人も 下 館に 到 

着せし か は、 永 見 は 令 を 下して 速に 筑波を 攻めん と、 

七日の 早 曉に其 軍 凡そ 千 五百餘 人、 出 麓 高祖 道 迄 出 

陣 し砲戰 あ. 9、 八日 も 同 樣砲戰 し、 兵士 頗る 疲れし か 

は、 總勢下 妻へ 引返す、 筑 波の 軍 將飯田 軍藏議 して 曰 

く、 寡 を 以て 衆に 勝つ は 夜襲に 如く はなし、 僕 善く 此 

邊の地理を諳んせり、今^^密に山を下.9、小貝川の淺 

處を 徒渉り し、 兵 を 二手に 分け、 一 は 直に 下 妻に 出て 

I は 潜に 大寳に 廻り、 湖上の 小徑 より 多 寶院の 背後 

に 出て . 前後 相 應し火 を 放 ち 、鼓 燥し て 攻 磐 た は 、奇捷 

を 得ん こと 疑 ひなし と、 諸 將此議 を 可とし、 八日の 夜 

1 一更、 竹內 WI 太郞 前面に 向 ひ、 藤 田 小 四郞、 飯 田 軍藏、 

小 林 孝 八 等 背面に 向 ふ、 兩軍 合して 一 西餘 人、 潜に 下, 
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妻に 進發す Is! 兵 も 兼て 期 かる 寧 も あらん かと 、村民 

に 嚴令を 1^ -,. て 斥候 を爲 さしめ^ きしに、 夜に 入 .9、 

敵 兵 五十人 許. 0 川 を 渡， 9 て 此方 へ 向 へ. h> との 注進 あ 

、永 遽に衆 を 築め 防 傷の 準備 を爲 したる に、 束 西 

寂寥と して 人； 11^ の 影 を も 見す、 此の 如き こと 兩度迄 

に 及 ひ、 更らに 敵 を 認めさ .9 しか は、 今夜 は 最早 夜襲 

の 虞れ なかる へしと て、 衣帶を 解て 眠に 就きし 處に、 

宵よ. 0 下 妻 間近に 詰 寄せて、 林の 間に 潜み 居た る 

屈 竟の筑 波 勢 共、 九日の 曉六ッ 頃、 時分 は 好し と 一 發 

の砲聲 を合圆 に、 目 代の 本陣た る 多 寶院の 前後よ. 5、 

鯨波 を咄と 作りて 亂 入す、 幕軍 は 不意 を 撃れ、 暗 さ 

は閬し 敵の 多少 を 計り 兼ね、 狼狽 騒擾して 遁走る に 

そ、 飯 田 軍 藏真先 懸けて 目 代の 寝處へ 突て 入る、 永 見 

は 僅に 身 を 以て 免 かれ、 小 出 順 之 介 は 自ら 鐵砲を 放 

て 防戦す、 筑波勢 は 勝に 乘 して 市中の 兩 側に 火 を 放 

ち、 煙の 下よ..^ 翁^ 刀 を 以て 押懸 る、 市 川の 旗下 安松 

萬 次郞、 资 M 金 三郞、 安藤 鎌 iin  、庄司 善 之 介、 大宫金 之 

介等亂 軍の 裹に 討死す、 三 左 衞門鈹 手に 命して 大陣 

鈹を 打た しめ けれ は、 敵 其備へ ある を 疑 ひて 引 去， 9 

け .-、 斯て筑 波 勢 は 十分の 勝利 を 得て、 永 見の 乘 及 


甲 駿：. s 府を 得、 之 を根據 として 信 濃 を 略し、 然る 後に 

天朝に 奏聞し、 勅書 を 以て 罪 を r4 府に問 ひ、 君側 の姦 

人を誅 し、 號令を 四方に 施さ は、 數 旬なら すして 大寧 

成. - 功業 立つ へし、 何 そ 區々. の 名 儀に 拘し、 筑. E に栖 

遲 する を 织ゐん 、余此 策を總 帥に 說んと 思へ とも、 人 

衆 けれ は隨て 異論 多く、 事の 決し 難き を 恐る、 故に 

未敢て 之を發 せす、 今 H 君 衆 軍 を 率 ゐて獨 ，0 此に在 

.9、 誠に 天 幸な. 0  、困て 來て相 謀る、 機會 S: ひ來ら す、 

請ふ遲 疑す る 勿れと、 意氣甚 鋭な り、 岩 谷 答て 曰く、 

^；？の策甚奇なり、 然と も 我 ili 盟の 事を擧 る、 勤王の 

大義に 依て ^51 府を輔 け 勅 ほを舉 して、 摘 夷の 先鋒た 

らんと する のみ、 今 君の 論す る 所 は、 亂に乘 して 國を 

奪 ふの 策に して、 名義に 於て 甚た 非な b 、余 一 個の 見 

を 以て 遽」 從ひ 難し、 君 善く 熟慮せ よと、 ffl 中怫 然と 

して、 公 等碌々 良關 を曉ら す、 後 必す悔 る こと あら 

む、 余は是 より 自恣に 進 返 を爲す へ し、 復筑 波の 節 皮 

を 受けす、 請ふ此 3:1 を總 帥に 吿け よと、 即ち 手兵 三百 

人 を 率ゐ、 相 別れて 栃木 驛に 赴き、 岩 谷は筑 波に 歸. 5 

ける、 

ra 中 は 栃木 驛に 旅館 を 占め、 計の 行 はれさる を 以て 


怏々 として 樂 ます、 驛 内なる 卢 田 氏の 陣屋に 至り、 代 

官に 見て se- 用の 金穀を 借らん とし、 辭色甚 た 倨れ り、 

代官 等 田 中の 不遍を 怒り 其 請に 應 せす、 ffl 中 大に怒 

り .£1- を 飛して 市中 を馳 せ、 士卒に 命して 放火せ しむ、 

此驛は 野 州 第 一 の 繁華に して 4> 豪賈富 商 接 を 並 へ 、 

坊屋 櫛比 寸隙の 地な けれ は、 忽ち 燄煙 四方に 掩ひ、 人 

民 狼狽、 頃刻の 間に 數 千の 廈屋 灰燼に 歸す、 是 より 

遠近 田 中 を 怖る ゝ こと 虎狼の 如く、 諸 藩戒嚴 防備 を 

爲す、 田 中 兵 を 率て 筑 波に 登らん とせし に、 田 丸 其 暴 

虐を 怒り 田 中 を 討ん とす、 飯 田軍藏 之を諫 め て 曰く、 

今我{^^^軍を以て大敵に當る、 一 卒と雖 ^惜 むへ し 

と 、乃ち 議を 決し、 使 を 田 中の 陣に遣 はし 登山す る を 

許さす、 陣を 山麓 普 門 寺に 移し、 手兵 を 各所に 出し、 

豪 富の 商 民より 金 穀を强 掠し、 又 征討の 兵士と 見れ 

は、 人を擇 はす 殺戮して 以て 不平 を 慰す、 遠近の 博 

徒 等 之に 投 して 自便を 圖る者 多し、 田 中 も 亦假て 一 

時の 使用に 供し けれ は、 光棍 無頼の徒、 腰に 雙刀 を帶 

ふるの 嬉し さに、 濫りに 之 を. 拔て 路傍の 竹 木 を 斬 伐 

し、 又は ぼ 姓 町人 を 威嚇して、 果は之 を 斬殺す る 杯、 

兇！^||至らさるなし、 筑波 軍の 民望 を 失して 遂に 敗 
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か は、 一 同大に？3-み立ち、其^^は松戶に泊.9、 廿九 U 

に 江 tri 駒 込の 邸へ 到着す、 此 =1 幕^よ. y 印^ 並に 龍 

の 字の 肩 印 下さる、 翌晦 = 野 州 太平 山へ 激徒 追討と 

して、 六： =: 二  m を 以て 出兵す へきの 命 あ b しか、 故 

あつ て 延^す る こと ゝ はな h' ぬ、 此時藉 府 にて は、 A 

00 々熾ん なる に 加へ て、 朝廷 は 頻りに 鎖. 松 を 促し、 

西 國諸藩 は 谷 M 〈見 を 持して 幕府の 趨向 を 伺 ひ、 幕府 

大に 其處 分に 窓し む 折 故、 當路の 有司 等 攘夷論 を爲 

す 者を惡 むこと 甚 しく、 筑波 太； 牛の 氾士 に對 しても、 

始めは；^ 伐の 論と 鎮撫の 說と、 廷議ニ 派に 分れし か、 

撫の說 は總裁 松： 牛 大和 守直克 のみに て、 其說 遂に 

行 はれす、 大和 守 も亦尋 て 職を罷 るに 至り、 幕 議は全 

く 討伐に 決せし なり、 然れは 太-平 出陣の こと も 段々 

延引に な hv しか、 中納 1  一一！： 公に は 遂に 市 川 等の 說を容 

れ、 武 S  、大場 等の 職 を jl- ふて 蛰 }i5 せしめ 、六月 十七 

日の 黎明に、 追討の 兵 は 市 川 三 左衞門 を陣將 として 

小石 川 邸 を出發 す、 佐 藤 關喾、 朝 比^ 彌太郞 は 江戶邶 

に « つて 藩 政 を 料理す、 此に 於て、 政權 全く 武 ffl 黨の 

手 を 離れて 市 川黨の 手に 歸 しぬ、 斯くて 市 川 軍 は 千 

住に て 腰 兵糧 を 使 ひ、 日光； t 道 を 差して 馳向 ひ、 草邡， 


驛に 陣す、 幕府よ. > 'も拨 兵と して 步兵 數隊を n;- 造 

はさる 

田 中の 奇計 

筑波 にて 岩 谷 敬 一 郞を、 結 城の 水 野 氏、 壬 生の 鳥居 氏 

に 造 はし、 應援の 事 を 譲せ しむ、 3!； 谷 は 結 城に 至. 0 て 

合 從を議 し、 攘夷：！ 盟の書 を 出さし め、 水 野生- iJT 高 

木甚 作、 您總太 郎等 軍に 從ふ、 次て 壬 生に 赴く、 壬 生 

は糢稜 姑息の 答 辯 を 爲し其 要領 を 得す、 岩 谷の 壬 生 

を 去る や、 田 中 愿藏の 手兵 を 率 ゐて东 るに 遇 ふ 、田 中 

乃ち 岩 谷に 謂て 曰く、 夫 英雄の 事を鼙 る、 逆め 一 定の 

策 を 建て、 順序 を 追て 進退す へし、 徒に 一！ e 常の 見 を 執 

^^、漫然時と與に動くか如き、何を以て非<:^の功を成 

す を 得ん や、 僕 一 計 あ， 、君と 心 を 協せ 相 與に軍 を 率 

ゐ、 直に 道 を 甲 州に 取. 9、 不意に 府城を 襲 は、、 羸弱 

の 幕臣 等身 を 免る ゝを 幸と し 防 觀に遑 まあら す、 唯 

一 放統 以て 甲府ー 取る へし、 甲 府旣に 我 手に入. 9、 府 

庫 を 發き恩 を 布き 威 を 輝かし、 以て 國： を 殺 撫せは 

遠近 饗 應 せん、 其 時 兵 を 举ゐて 富士川 を 下.^ 駿 北に 

出て、 徑 ちに 府 城を觀 は、、 疾雷 耳を掩 ふに 暇 あら 

す、 に 血 ぬらす して 駿府亦 我 手に入る へし、 巳に.， 


等 白晝槍 太刀の 拔身 を引提 け、 鐵 砲に は 切 火 繩を添 

人、 在々 の 物 持 方 へ 押懸けて金穀の押借强！^ど爲し、 

拒む 者 は 直に 天誅に 行 ふと 云 ふ 仕儀と なりし か は、 

百姓 町人の 難 溢 云 ふ 針..^ なく、 屬々 収締 のこと を 其 

筋へ 申出つ ると 雖も、 當路の 有司 も實は 攘夷の 激論 

家に て、 筑 波の 徒と 同 論の ことなれ は、 涉々 敷 取締の 

法 も 立てさり けり、 され は 生命に は替 へ 難しと て、 金 

穀财物 皆 浪士の 言 ふか 儘に 差 出して、 一 nl の 安き を 

偷 む樣、 憐れと 云 ふも魯 かなり、 四 月 末の ことなり 

き、 江戶 邸の 近臣 久貝悅 之 進なる 者 水 In- へ 下 、武荡 

の 傅 書 を携へ て 出府す る を、 激徒等 途中に 待 伏せて 

殺害す、 久貝は 聞 ゆる 槍の 上手な b しか、 斯る 危禍に 

權る へ しと は、 神なら ぬ 身の 夢にも 知る 由な けれ は、 

輕尻 "i^ に 打 跨 か， -、 牛久驛 の捧端 へ 差掛. -し處 へ 、浪 

士體の 者 五六 人拔 連れて 打て 懸る、 久貝 心得たり と、 

馬上な から 拔 合せて 戰ひ しか、 此時槍 持 は遙に 主に 

後れた，. >、 黄昏 時に て 外に 援 くる 味方 もなか. 9 しか 

は、 遂に 無念の 最後 を遂 け、 供の 若黨も 同し 枕に 討死 

す、 浪士 等其懷 中を拔 り、 書類 を 奪 ふて 立 去， 5 ける、 

此悅之 進と 云へ る は 至て 廉直の 人なる 故、 江 卢に至 


.9 て水戶 表の 實際 を、 君 公に 報 せんこと を 憚 か b て、 

斯は暗擊に爲したるなり，^^そ聞へし、 同藩の 士 さへ 

斯の 始末 なれ は、 百姓 呵人杯 を 斬る こと は 芋 大根 を 

切る に 異ならす、 此に 於て か從來 天狗 黨を 信任せ し 

者 迄 も 皆 心 を 離し、 恨まぬ 者 はな か， 9 け. 5、 

五月に 至りて は激 徒の 横行 益々 甚 しか， 0 けれ は、 今 

は打捨 置き 難しと、 諸 生 派 (勅書 事件の 際 返納 を 生 張 

し、 長 岡の 水卢 追討 を 命せられ たる 弘道 館の 諸 生に 

て、 所謂 鎭撫 派な り、) 岩 舟 願 入 寺に 銘會 して 評議 を 

凝らし、 暴徒 取締の isl を 役 筋へ 建白せ しも、 更らに 

. 採用の 沙汰な きに そ、 斯くて は 公儀よ 何樣 の俊當 

f て、 國家 を危ふ せん も 測 難し、 此上は 出府して 

小 石 川 邸に 抵り、 中納 言 公 に拜 謁して 直々 に 言上す 

へしと て、 家老 市 川 三左衞 門、 佐藤鬪 書、 朝 比 奈彌太 

郞、 先手 物 頸 富田理 介、 使 群渡邊 伊右衞 門 等 を 始め 

都合 五 百 人餘、 五 月 廿 六日の 未明 を 以て、 城下なる 千 

波 原に 勢 揃 ひし、 白木 綿に 生の 一字 を 書した る 肩 印 

を 付け、 正 四つ 時 (今の 午前 十 時) 同所 を 出立し、 其 

夜 は 府中に 泊り、 廿 八日に 小金 原へ 差掛 b ける 處に、 

中納言 公よ. 0 小姓 頭 國分繕 介 を 以て 親書 を 賜 はりし， 


永 戸 藩簾爭 始末 


玉 百 S 十七 


水戶 藩蕙爭 始末.、 - 


五 ざ 五 4«-A- 


多く 其 力に 賴る、 田 中^ 少氣銳 功利に 急に して、 勸も 

すれ は 節度に 違 ふ、 軍 巾 素よ，^ 金 穀に饒 かなら す、 田 

中 魔々 富 民を刼 かして 之 を 掠奪す、 父老 憂苦、 道路 目 

を 側つ、 蓋筑波 軍の 民 を 失 ひし もの、 田 中の 罪 多き 

に 居と 云 ふ、 

是 時に 當り、 日光 太平の 警報 頻りに 江戶に 聞ね けれ 

は、 中 納言公 深く 之 を 愛 慮し 玉 ひ、 大 監察 出國兵 部、 

立 原 朴ニ郞 の 二人に 命し、 太平 山に 赴き 說 諭して 兵 

を 撒せ しむ、 一 一人 命 を 承り 五月 小石 川 邸を發 す、. H 國 

は 田 丸の 兄に して 藩の 軍 司た h -、 兵 學に畏 する を以 

て 老公に 信任 せらる、 立 原は翠 軒の 孫、 杏 所の 子に し 

て 槍術 を 善くし、 旁ら 畫をェ にす、 共に 一 藩の 名士な 

一 り、 太平の 徒 は 1 一人の 來るを 聞き、 大に 喜て 謂く、 二人 

皆 吾黨の 心事 を 知る 者、 之 を說て 抑留す る こと を 得 

は、 數 千の 兵 を 獲る に 勝れ. 9 と、 窃に其 準備 を爲 す、 

山國、 立 原、 太 の 本營に 至り、 田 丸、 藤 田 等 を 見て 君 

命を傳 へ 、且つ 鎮靜 以て 時 を 待ち、 濫. に 釁端を 啓き 

大 を 誤る 奠 るべき 旨 を 以てす、 田 丸 等 唯々 命 を 聞 

き、 R: 兩 使に、^ つて 此軍 を領 せん 事 を 請 ふ、 山國曰 

く、 余 亦 腸 下に 死す る 者に あらす、 然れ. -も 君命 を受 


て來 て歸ら す、 是獨り 君主に 背く のみなら す、 卿 等 も. 

亦義に於て不可なh^と、 衆 皆 t ハ理に 服し 敢て 之を留 

めす、 此際 山國の 說に隨 ひ、 隊伍の 名稱を 改め、 幕府 

の號を 避けて、 大將 の號を 止め 總帥 と稱 し、 田 丸 之に. 

任し、 岩 谷 輔翼と な b、 竹 內を軍 正と し、 別に 神 衞隊. 

を 置き、 藤 田 之か將 た. 9、 天地 龍 虎の 四隊は 故の 如 

く、 孰 も 軍 將と改 む、 奇兵 隊を 編して 田 中 愿藏を 軍將. 

とし、 飯 田 軍藏を 副軍將 とす、 其 他 軍監、 輜重、 斥候 等. 

前に 比すれ は 大に備 る、 五 R: 下旬 田丸總 第を收 め、 烈 

公の 神輿 を 奉して 爯ひ筑 波 山に 登る、  . 

激 徒の 横行、 巿 川の 上府  . 

筑波擧 兵の？； I?- あ. 9 てよ h- は、 ^上 一 體 に血腥 くな hv 

たる 中に も、 激論 を 主張す るの 徒に 在て は、 銘々 か 功. 

名 を 成就す るの 時 至れり と 思 ふ ものから、 己れ の 同 

志と 云へ は、 多少の 暴行 不義 ありても 之 を 見通し、 異 

論者と 見れ は 一 も 一 一 もな く 直に 奸臣 賊徒と 名付け、 

甚 しき は 天誅と 唱 へて 妄. 9 に 之 を 殺す に 至る、 ^乂 

筑 波に 屯せ る 兵士 も、 素よ. 9 烏 合の 衆なる に、 兵粮 金 

餞 とても 充分なら さる ことなれ は、 其 初めの 程 こそ 

軍令 も 行 屈き たれ、 後に は 軍令 も 行 届かされ は、 暴徒. 


野爲阅 人、 人と 爲， o 誠慜、 勤王の 志 深し、 刑に 敦贺 に 

就く、 其 二子 共に 國 事に 死す、) 鎌田寸 四郞、 (壬 生 藩 

士、 後自 pss^ て 死す、) 越 惣太郞 、(下 總結 城の， 人、) 僧 石 

城、 (足 穏山大 厳 寺 別當、 後 越 前の 途に 死す) 簿井督 太 

郞龍 之、 (信 濃 飯 田 人、 兵學に 精通す、) 小山 悵慕、 (小 

山朝弘の子、藤田の義^^..-な.>、姓名を小野馨之允と 

改む、 敦賀に 死す、) 此他盟 に 加 はる 者甚た 多し、 

日光 參詣、 太平 山 屯 集 

筑波 軍の 着 到 旣に數 百 人に 及 ひけれ は、 藤 田 小四郞 

議 して 曰く、 斯くて 空しく 一  處に 屯ろ し、 軍士 をして 

愤氣を 生せ しむる は 得策に あらす、 nn 光山 は 關東無 

雙の 要害に して、 德川烈 祖の廟 所 なれ は、 祌廟 释禮と 

稱 して 此の 山に 入り、 近 國の諸 藩に 說き 四方の 豪傑 

を 招き、 然る 後 幕府に 建言し 膺懲の 師を擧 けし めん 

に、 孰 か 之 を 拒く を 得ん と、 講 之に 決し 、四月 二日 祌 

輿 を 奉して 筑波を 下る、 衆 合して 二 H 餘人、 山 田 一 郞 

を^め て 筑波を 守らし む、 總， 車 宇都 宮を 過く るに 常 

、此藩 近年 大に尊 摘の 說を唱 ふるに 由り、 藤 田 小 四 

郎、 齋藤佐 治右衞 門と 往て、 藩の 執政 縣勇 記、 n^H 小 

膳に 面會 して 我 軍に 同. 盟 せんこと を講 ふ、 縣肖 かす、 

. 永 戸 藩 潔 爭 始末  n 


藤 S 等辭し 去り、 直に： n 光に 向 ひ 今 市に 宿し、 窣行小 

倉 但-妈 守に 就て、 總：， sf 祌 廟を拜 せんこと を 請 ふ、 小 

倉大に 驚き 爲す所 を 知らす、 時に 宇都 宮藩は n: 光 護 

衞の任 ある を 以て、 縣舆記 窃に藤 田の， 軍に 尾して 此 

に抵 る、 仍て小 倉 は縣に 謀. 5、 藤 W 等の 請に 對し、 

一組 十 人 宛 更代して 拜禮 する こと を 許す、 田 丸等頻 

りに 總軍齊 しく 拜 せんこと を 請 ひ、 辨論數 =1 に 及 ひ 

しか、 其 間に 諸 藩の 警兵 遠近より 龜 まり、 大砲 數門を 

大 谷川 alH; に 列し、 兵士 を 谷 所の 險 要に 配 S せし に そ、 

田 丸 等 寧の 體を視 て 計 策の 成ら さる を 知り、 遂に 十 

人 更代に て 拜禮を 行 ひ、 祌輿を 回して 太； 牛 山に 赴く、 

太. 平 山 は 栃木 驛の 西北 一 里 許に あ h -、 山上に 三光祌 

祉を祀 り、 本院 別 當颇る 宏艇、 山中に 數 十の 民舍ぁ 

,9、 即ち 本院 を陣營 とし 神輿 を 納れ、 田 九 之に 館し、 

他 軍 將は谷 民舍に 分宿し 淹留の 計を爲 す、 是時總 軍 

凡そ 千 人、 田 丸 軍令 厳 明、 犯す 者 は 直に 斬て 殉ふ、 遠 

近震懾 す、 水 戶の人 田中愿 藏年廿 四、 人と 爲. ol^ 悍、 

太； 牛の 擧を 聞き 來り投 す、 两岡邦 之 介、 昌木晴 雄、 高 

橋 上 總介等 之に 加 はる、 出 羽 人 土田衡 1^ 才略 あり、 兵 

を 用 ゆる 殊に 人 意の 表に 出つ、 田 中の 驍名を 得た る、 
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しに、 竹內、 岩 谷 は 之 を 可とせし も、 太宰は 素と より 

藤 田の 輕擧を 喜 はす、 宫本は 可否す る 所な し、 是に於 

て、 各 二人 を 分ち、 一 は 率 を擧け 一 は 居 守して 變に應 

せんこと を 約す、 實に元 治 元年 甲子 三：：！： なり、 藤 田 は 

猶 頻りに 同志 を 招集せ しに、 權堂眞 卿、 川 股 茂 七郞、 

伊東 益 荒、 梅村晋 四郞、 山 田 一 郞等 此の 擧を 聞き、 躍 

然として 來り 加る、 藤 田 等相議 して 謂 ふ、 今 大事 を 

擧 くるに キ； 將 なくん は、 何 を 以て 統一す る こと を 得 

ん、 町舉 I 仃田 丸稻之 右衞門 直諒、 老成 朴實 にして 頗る 

人 SK あ b 、請 ふて 生將 となす へしと、： g 田單身 水卢に 

赴き、 田 丸 を 見て 說て 曰く、 今の 時 は 志士 自ら 任して 

腐 懲の師 を 興し、 妖氛を 掃蕩す へ きの 秋な..^、 居な か 

ら機會 を 失 ひ 四海の 麼爛を 待つ こと 愚と 謂 ふ へ し、 

今鄉 校の 兵 を 集め は 衆 二 千 を 得へ く、 之 を 將て筑 波 

に據. 5、 以て 四方に 號 令せ は、 闆 柬響應 せん. i 掌 を 指 

すか 如し、 唯 一 のキ； 將を缺 く、 君 天下の 爲 めに 之 を 決 

せよ と、 意氣 慷慨、 辯 論 人 を 動かす、 H 丸 沈思 良久 ふ 

して 以爲 く、 國事日に非にして！^^-解の勢ひ已に成れ 

り、 藤 S の 說く所 其 必成を 期す る 能 はすと 雖も、 空し 

く 姦人の 手に 斃 れんより は、 寧ろ 尊攘の 志 を 天下に 
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暴 白して 潔よ く 死す るに 如かす と、 乃ち 藤 田の 請 を 

0 し 、齋藤 佐 治 衞門を 將て府 巾に 至. 0  、 小川 館 の 報 を 

埃つ、 藤 田 は 再 ひ 小川に 到り、 竹內、 岩 谷、 其 他の 同志 

を 伴 ひ 府中 に^す、 兵 衆 僅に 六十 三人、 gfe を 筑波山 

に設 く. 衆議して 曰く、 此廉 實に烈 公の 造 志を繼 き、 舉 

莉の師 を 輿す ものに て、 毫も 私の 爲 めなら す、 宜しく 

烈 公の 神主 を 奉し、 以て 其 名 を 正 ふす へしと て、 新に 

神主 を 製し 贈從 二位 大納言 源烈 公と 書し、 之 を 輿 中 

に 納め、 田 丸 を 推て 大將 とし、 齋藤 を輔冀 とし、 藤 田、 

竹內、 岩 谷を總 裁と し、 天地 龍 虎の 四隊を 立て、 高 白 S 

孝藏、 根本 新： 牛、 須膝敬 之 進、 三 橋 半 六 之 か 隊長た 

、山 田 一 郞を 遊軍 總督 とし、 其 他第監 lie 候の 諸 役 を 

設け、 神輿 を 本營に 置き、 葵 章の 陣慕を 張り、 軍容 粗 

備は けれ は、 四方の 士來 加 はる 者 漸く 多し、 而し 

て 嚮に藤 田 か 交遊せ し 所の 諸士、 亦 約 を 踐て來 b 會 

す、 飯 田 軍 藏利桌 、(常 陸 木 戶衬の 人、 驍勇 善戰、 屢々 

奇 功を顯 はす、) 川迚虎 I 郞、 (下 總眞弓 村の 人、 慷慨 

架 決、 後人の 爲 めに 暗殺 せらる、) 大久保 七 郞右衞 門 

忠雄、 (下 總菅 谷衬の 人，、 火 技に 精し、 烈公其 名 を 聞き 

1 一 砲 を 賜 ふ、 後眞黑 山に 自 す，) 橫田藤 四郞祈 綱、 (下 


の 民に 募りて 資 給し 、_ 之 を 養 ひ 置きた らんに は、 一 

旦 緩急 以て 大に用 ゆるに 足る へ きなりと、 武 ffl 等此 一 

の 儀を容 る、 鄕校中 激論 黨の屯 翁せ る 場所 は、 那珂湊 一 

文武 館、 (元収 永 井芳之 介、 前 野 謙 介、 木 村 三稳之 介) 一 

行方 邵 小川 飽、 (元取 竹內百 太郞、 太宰 淸右衞 門、 岩 谷 ， 

敬 一 郞、 宫本主 -iT 之 介) 南 石 川 村、 (元 取 宇佐美 某、 高 

橋 友泰) 平 礎 村、 (元 取 西 野 長 ニ郞) 大宮 館、 (元 取 菊 

池 治 兵衞) 大久保 館、 (小 澤鄕の 者 共 集 會、) 潮來 館、 

(元 取 林 忠左衞 門 、林 五郎三郎) 鹿 島 宮中 (元 取 大宮司 

並 松岡彥 市、 邵司織 之 允、 倉 川 三郞、 桑 崖 元 次郞、 鈴 

木秀 太郞) 等に て、 彼の 筑波 山に 楣 籠れる I 派 は、 多 

く 小川 潮 來の兩 館より 分れた る ものな. 5、 元 治 甲子 

の 初春、 武田耕 雲齋は 小川、 湊、 潮 來の三 館 を 巡して 

鐡砲劍 術の 試 驗を行 ひ、 其 優等 者に は 金子 を 褒美に 

與へ、 尙合 藥鐵砲 等：^ も 渡し、 且 一 グ 所に 付余貳 "お 兩 

宛、 懇篤なる 賞詞 を 添 へ て配與 し、 以て 大に之 を獎勵 

せし と 云 ふ、 彼等 か 大^ を擧 くるに 先て、 人心 を收攬 

する に勉 めた るの 一 斑 を 窺 ふへ きなり、 

前に も說 ける 如く、 是 時に 當て、 德川氏 紀綱解 弛し 

て、 强 諸侯 勸も すれ は 節度 を 奉せ す、 不逞め 徒 政令の 


行 はれさる に乘し 所在に 橫 行し、 ロを懷 夷に， 籍 りて 

財 を 掠め 糧を奪 ひ、 命に 從 はさる 者 は 之を專 殺し、 稱 

して 天 詠と 曰 ふ、 而 して 政府 之 を 制する 能 はす、 庶民 

大に 苦しむ、 筑 波の 町民 之 を 憂 ひ、 小川 館に 請 ひ 兵士. 

を 借りて 不虞に 備 へんと す、 館 中に 藤 田 小四郞 信な 

る 者 あり、 東 湖の 庶子な り、 年甫 廿三、 人と 爲り 機慧 

敏捷、 謀 を 好ん て 善く 斷す、 頗る 乃父の 風 あり、 町民 

の 請 を 容れ、 士數人 を率ゐ 來て筑 波に 館す、 遠近の 暴 

徒 之か爲 めに 屏息す、  一 

藤 田 小 四郞兵 を擧く  . 一 

小四郞 倩々 謂ら く、 天下の 形勢 此の 如くなる に 藩 公 

柔順な り、 恐らく 先 公の 遺志 を繼 き、 大に海 內を捩 作 

する 能 はす、 如かす 自ら 義を唱 へて 攘夷の 兵 を擧ん 一 

に はと、 常に 兩總常 野の 間に 往來 して 有志の 士に交 一 

はり、 說 くに 此事を 以てす、 志士 奩慨 緩急 事を倶 にせ 一 

ん こと を 約す る 者 多し、 此時封 內諸鄕 校 中、 小川 館尤 

も 盛んにて、 在 館の 兵 凡そ 千 人に 近く、 竹內ぱ 太郞、 一 

岩 谷 敬 一 郞、 太宰 淸右衞 門、 宫本主 _妈 介の 四 人. 之を總 一 

轄す、 小 四郞四 人に 對し、 館 兵 を 率 ゐて筑 波 山に 據 一 

り、 勅旨 を 奉して 以て 攘夷の 旗を擧 くへ き 旨 を勸め 一 
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にあら され は、 諸 藩 口に 戰を云 ふ も 心竊に 之を危 み、 

依 違 日 を 送る、 獨り長 門 宰相 慶親叙 旨 を確舉 す、 繁 

下に 集まれる 諸 州 慷慨の 徒 は、 慕府 諸侯の ral 循を憤 

、所在に 橫 行し 口 を擴 夷に 籍り、 财を奪 ひ 糧を椋 め 

濫りに 人 を 殺す に 至る、 而 して 幕府 之 を 制する 能 は 

す、 紀綱 大に紊 る、 

攘夷論の 頓挫、 激 徒の 裔起 

文久 三年 四！：：： 水 In, 中納 言に 命し、 速に 柬 下し 將 11^ に 

代り 政務 を 措 揮し、 攘臾の 實効を 奏せし む、 仍て 公に 

は武 ffl 以下 を 率て 關 東に 下り、 大場 I 眞體 代て 上京 

し、 公子 左 衞門佐 殿を輔 けて 禁裏 を 守護す、 原 市 之 

進、 山 ロ德之 進、 梅澤孫 太郞、 下野 準 次郞、 住 谷 寅 之 介 

等大 場の 股肱たり、 就中 市 之 進 最も 學問 才幹 を 以て 

稱 せらる、 市 之 進 名は忠 成、 字 は 仲 寧、 曩に 朝廷 大原 

三位 重 德卿を 勅使と して 柬 下せし め、 慕府に 論す 所 

ある や、 忠成 蹶起して 曰く、 時運 を 挽 廻す る は 此の 

時に 在りと、 執政 大場 一 眞齋、 武田耕 雲齋を 佐け、 梅 

深 孫 太郞、 梶淸 次右衞 門と 共に 星馳 して 江戶に 赴き、 

-長 州の 桂 小 五郞、 備 中の 山 田 安五郎 (方 谷) 等と 相 謀 

り 奔走 甚た 力む、 仍て奧 祐筆 頭取に 擢 てられ 大群 士， 
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に 班す、 大將軍 入朝の 年、 公駕に 先って 西 上し、 縉紳 

の 間の 周旋して 百事 を 施設し 細大 遺すな し、 公 東？^. 

する に 際し、 手 親ら 章 服 を 賜 ふて 之 を 賞し、 命して 京 

都に 留 らしむ、 忠成廣 々關白 1 一條 公 及 ひ 一 椅 卿に 謁 

して 意 3^ を上陳 す、 卿 官武の 機務、 攝 海防， 儀 を 總督す 

るに 及 ひ、 命して 府中の 事を攝 せし む、 蓋武 H  、大 場の 

事 菜 は、 槪ね皆 此の 方寸より 出て たる 者な りと 云 ふ、 

却說、 京都に は 松； 牛 肥 後守容 保守 護 職と して 頗る 威 

權ぁ， 9 、毎に 處士 横議の 過激なる と、 萩 藩の 獨り 攘夷 

に 鋭なる を 嫌 ひ、 遂に 釁隙を 生し 、八月に 至りて 萩 藩 

を 斥け 其 兵士の 京都に 入る を 許さす、 是 月 十七 日以 

後の 勅旨 にあら さ れは、 眞の朝 意 に あらす と 揚言す、 

此に 於て 京 中大に 騒擾し、 萩 藩士 皆 京 を 去り、 三條實 

美 公 以下 公卿 七 人 長 州に 奔る、 大場 等， 亦 水 に 下り 

攘夷の 論 頓挫す、 而 して 其 反抗 は 大和 十津 川の 一揆 

となり、 海內大 亂の徵 玆に顯 る、 

先レ是 老公； ti 世の 日封內 各所に 鄕校を 設け、 士庶の 14^ 

弟 をして 就て 文武 を 習 はしむ、 凡そ 十餘 個所 あり、^ 

にして 海內 多： sl-、 軍用 方山國 喜八郞 其； c 建白して 曰 

く、 在々 武勇の 壯 士を鄉 校に 集め、 金穀の 如き は 富有 


一 e; 井伊 掃 部 頭 父の 罪 を 以て 封地 十 萬 石 を 削られ、； 

問 部下 總守は 隱ぉ愼 II く 一  萬 石 を、 久世 大和 守 同 一 一 

石、 安 膝對； Sil 守 二 萬 石 を 削られ、 堀 S 備中 守、 酒 井一 

修现 太夫 は 共、 に 蟄^ を 命 せらる、 先レ是 朝廷 慕 府に命 一 

する に、 攘爽 の叙盧 {1:^ 斷彌 確き を 以て、 將軍 速に 群議 一 

を し 至當の 公論 を 取り、 以て 奏上す へき 旨 を 以て 一 

す、 將軍 謹て 詔 33 を拜 し、 明春 上京 委曲 奏聞 を 遂く可 一 

と奉對 す、 此際 京師よりの 仰せ 出されに て 幕府より 一 

命 <n を 下し、 皇 國の爲 め！^ 力 致し 候士 民、 假令邦 憲にー 

觸れ候 共宽大 に處置 致し 候樣 にとの 事な りし か は、 一 

曩に濫 殺 押 借 等に て牢舍 中の 浪士 悉く 宥 免せられ た 一 

り、 又 水 藩へ は 別に 京師よりの 御沙汰に て、 中納ー 

言明 赛將 軍に 隨從 上京し、 乃父の 遺志 を繼述 し、 以て 一 

寖襟を 安ん し 奉れ、 且^ 節 は 戊 午 以來正 議を唱 へた 一 

る 者 共 (武田 伊賀 守、 大場 一 真齋の 徒、) 召 連れ 候 樣にー 

との 率な りし か は、 武田、 岡 田、 大 場の 三 老又々 執政 

に 復職し、 激徒 は殆と 昇天の 勢な りき、 文久 三年 亥 二 

月 十三 日 大將軍 江 月 城を發 し、 束 海道よ 上京す、.^: 一 

越 前、 土 佐.、 ， 其 他 諸侯 相 繼て途 に 就き 人 絡繹 た； 

り、 此時武 田 は 巾納言 公に 隨 ふて 上京し、 國 元の 政事 
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を 執り行 ひし は大場 一真 齋 にて、 素より 威權 あるか 

上に、 幕府より 殊に 同 入 儀，：： f 國 の御爲 め^ 力 致し 候 

樣 にとの 沙汰 さへ ありし か は、 激論 派 S 勢 ひ は 愈 益 

熾ん にて、 彼の 賜 勅 前後に. 牛 和の 議を 執りし 者、 所 li 

鎭論派 は、 t せて 老公の 信用 あ. 9 し 人物 迄 も、 ^々罪 

名 を 付けて 落 職 又は 豫居 等に 處し、 要路の 有司 は 一 

時に 大變 更を爲 せり、 此に 於て か 藤 田黨の 分裂 は 益 

益甚 しく、 武田 等の 爲す 所、 源烈 殿御？；^ 志と 唱 ふと 雖 

も、 國政變 ：史 人物 黜 の 跡 に 就て 見れ は、 御 遺志 に 背 

ける もの 微し とせす、 是大に 攻めさる へ からす， i て、 

久木 K 次郞、 笠井權 六、 內藤彌 太 失、 遠山 熊 之 介、 石 川 

幹 次 郎等 別に 一 旗幟 を 建つ、 此 諸人 は 皆 文武の 才幹 

あ， 9、 裳て 老公の 信用 あらせ 玉へ る 人傑 なれ は、 武 

ffl 黨の爲 めに は 侮る へから さる 勁敵に て、 尙又武 田 

黨 の-正 反對に 立つ 市 川黨も 頗る 之 を 憚りし か は、 此 

一 派 は 人數の 多から さるに も拘 はらす、 武田、 市 川の 

兩黨 をして 隱然 一 敵 國の思 ひ あらしめ た， 5、  ^又 京 

都に て は、 大將軍 朝 製、 諸 俟牧伯 夭 顏を拜 し、 大に會 

同して 阔 是を議 す、 時に 叙 慮 は 確く 攘夷に ありと 雖 

も、 時勢の 赴く 所遞に 海外の 强 國に對 して 勝算 ある 

.   ぜ la 五十二 
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と 井伊に 同し、 下野 人 0^ 島强 助、 菊地敎 中等 憤懣に 堪 

へす、 同志と 謀り 之 を 除かん とす、 是秋强 介 水 戶に潜 

行し 同志に 會 して 死 士を 募る、 水 u; 人 小 ffl 朝 儀 亦 能 

く畿 力し 死 士四人 を 得た， 5、 水 la^ の 人 河邊元 善， 黑澤 

保 高、 高 SIS 瓶 正、 下野 人 河 野通桓 なり、 此外 同盟 者 石 

見 人 椋木八 太郞、 伊豫 人人 見 極 馬、 下野 人 橫田膝 四 

郞、 小. E 朝弘 等、 相與に 宇都 宮に 會議 して 部署 を定 

め、 强介は 病 あ b て鄕 里に 留ま. y  、小山 も 亦留て 後事 

を理 め、 其 他 皆 江 lix- に 赴く、 實に文 久ニ年 正 g: 八日 

な. 5、 此 e: 幕府 大橋順 藏等四 人 を 捕へ て獄に 下す、 越 

後人 川 本 壯太郞 亦 刺客の 盟に 加る、 是に 於て 併せて 

七 人、 正月 十五 日 安藤 閣老か 登城の 道 を 擁して 之 を 

刺ん とす、 此日 天晴、 同志 等 大橋訥 庵 か 草す る 所み 

斬奸 主意 書を懷 にし、 西 丸 下坂 下 門外に 潜み 輿の 出 

る を 待つ、 安藤 氏の 官邸 は 直に 城門に 接し、 相距る 

僅に 數百 步、 且つ 櫻 田變後 要路の 諸 有司 戒心 甚た嚴 

なり、 仍て 謂く、 此舉櫻 ffl に 比すれ は 更に 難き もの 三 

あ. 9、 人练 なく 地理 便なら す 天に 雪な しと、 皆 必死 を 

窮め 成功 を.；， み 一 に 期せす、 旣 にして 城鈹 天に 響き 齒 

簿坂 下に 抵 る、： 中 出 進て 小銃 を 輿 中に 放ち、 六 人 均し 
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く 刀 を 揮て 健闘す、 敵の 從士數 十 人 防御 1^ 甚た 力め、 向： 

ひ 近つ/、 へ からす？ 平 山 素 槍 を 善くす、 乃ち 敵の 槍 を  1 

きひ、 三 島、 川 本と 共に 進み 一 以て 十に 當る、 從士 魔 一 

披、 對州輿 を 出て 走る、 壯士 追歸數 所に 傷く、 而て I 

寡 敵せ す、 平 山 等 六 人此に 死し、 對州 僅に 身 を 以て？^ 

る、 河 邊元善 は 時刻 を 誤り、 闘^て 此に來 .9 慙 憤に 堪 一 

へす、 返て 荻 藩邸に 投し、 桂 小 五郎に 面して 斬奸皆 葛 

書 を 出し、 《始末 を 陳し屠 腹して 死す、 

幕威袞 顏浪士 跋扈  一 

坂 下の 一 舉は 不幸 浪士の カ寡單 にして、 其 目的 を 達 

する こと を 得さり しも、 流石に 我慢 强き 幕廷 も、 再三 一 

の 暗殺 沙汰に 膽を 冷やし、 且は 天下の 形勢に 察する 一 

所 あ， りし か、 大に 庶政 を 驚 革し、 千： 戌 四：^ 安藤 對 州の 一 

閣 老を罷 め、 五 松 1^ 春嶽を 起して 總裁 職と なし、. 

月 九條 殿の. 關 白を罷 め、 鷹 司、 近衞ー 一 大臣 をして 復觀 

せしめ、 近衞 左大臣 關 白す、 是 より 政 寧^ 朝廷の 意に 一 

出て 將 SBf の 裁決に よらす、 征夷 府の權 全く 去 h^、  « 

北 (名 位 を：：^ する のみ、 関 八！ =； 井倂掃 部： § に 命して t 

臣畏野 主 膳 を 死刑に 處せ しむ、 九 e: 三 條故前 內府に 一 

右大臣 を 贈り、 水戶前 屮納言 に從ー 一位 大納言 を 贈る、 


に 罷出候 而已の It 御 答 中た. る 所、 公、 夫は掛 酌の 詞な 

るへ し、 今 役 を不， 勤 北 r 其方 家 は 德川家 柱石の 家な 

れは、 御爲に 不二 相 成 一事 は 心配 可， 被 _ 致 学： な. o、 又 其 

許の 在所 は、 天下 第一と もい ふへ き 湖水の 勝景 を 常 

に 眺望す る 所な り、 然るに 此方の 後 樂圓杯 所望して 

一見に 參る へき 箬 なし、 旁 以て 深き 了簡 有い 之、 政事 

向 相談に 被， 參 たるに 相違 有 問 敷、 無二 遠慮 一可 レ被， 申 

と、 居丈高に 成. 0 詰 かけ 給 ひし か は、 直 亮大に 赤面 困 

苦し、 平伏した る 儘に て 一 言 を發 する 寧 能 はす、 誠に 

しらけた る體な b しか は、 御 傍に あ- 5 ける 立 原.， >氣 

の 毒に 思 ひ、 漸く 其 場 を 取合せ 返 出しけ る、 後 井伊 此 

事 を 深く 耻.^ 常に 苦にし、 終に 卒去し ける とそ、 大老 

或は 是等を 頷み たるに は あらさ. 9 しか、 

先， 是高 橋、 金子 等に 同意せ し激 徒の、 鄕 中に 潜 匿して 

時機 を ：31 ひ 居りし 者 頗る 多 かりし か、 老公の 薨去 を 

聞て 大にカ を 落し、 此 上は薩 摩に 依て 事を爲 すよ. 0 

外な しと、 八 H 某日 水 II；」 し 命の 士三 十七 人 鹿 兒島藩 

邱に投 して、 故 大老の 國を 誤れる 罪 狀を揭 け、 勅書お 

奉して 懐 夷の 先鋒 を爲 さんと 請 ふ、 鹿 兒，； 3;^ 藩 之を邶 


中に 留め、 後 水 戸 藩へ 引渡す、 此際 幕府よ. 9 武田耕 

雲齋、 (伊賀) 大場 一 眞齋 、(主 膳 正) 岡 W 信 濃 守の 三人 

に、 政舉 承り 候樣 にとの 公 命 あり、 此の 三人 は、 戊 午 

の 年に 慕 命に 依て 隱居 せしめられし 者なる か、 此に 

至て 再任せ しか は、 激徒等 大に志 を 得、 是 より 其 末派 

の 徒輩に は、 纏 夷と 唱へ 金銀の 押 惜を爲 す 者 等出來 

し、 他領 迄 も 横行し、 其 獲る 所 は 之 を 酒 食に 濫費す る 

杯、 颇る 兇暴の 擧勸 あ， り、 人民 困苦し 怨嗟の 聲 道に 滿 

つ、 藤 ffl 黨 即ち 天狗 派の 人心 を 失 ふ もの、 實に此 に 

始ま る 、 

柬禪寺 坂 下の 變 

文久 元年 函 五 E:、 水戶 人前 木 新 八 等 品 川東禪 寺の 英 

國 公使館 を 襲 ひ、 大に 護衞兵 と 闘 ひ 互 に 死傷 あ り 、 浪 

士 或は 死し 或は 走る、 武田等 坐して 職 を 免す、 慕府新 

關を 各所に 設けて 機 察 を嚴 にす と雖 も、 隨て捕 ふれ 

は隨て 起. 5、 威令 日に 類廢 す、 井伊 大老の 變 ある や、 

海内の 志士 ゆ ni 頸 を 引て 革新の 政 あらん 事 を 望む、 而 

し て 閣老 安藤 對- itt 守 大老 の 逍志 を繼き 擅に 威 抦を握 

b 、私に 外國人 に欽 接して 金幣を 鎖り、 正義 忠讜 の士 

を 擯斥し、 大に^ 家の 典 常 を 紊 る 、仍て 志 士之 を惡， } 

五 百 四十 九  -. 
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武士の 風上に も くまし き 奴な. りと 唾棄せ しなら 

む、 此の 吹替 のこと を 布 達せし は、 安政 六 年 五月 七 nn 

のこと にて、 其以前大老は^:?に出入する士民$5侶茶 

博士 等に 命し、 此度 領分に 於て 慶長 金、 武藏 判、 元祿 

金、 乾 字 金、 享保 金、 元 文 金、 眞字或 分！：、 文政 金、 草 字 

甙分 判、 五兩 判等望 みの 者 あり、 何程 にても 集め 吳れ 

よと て、 澤 山に 取. 0 集めた る 上、 五月七日に、 保 字 小 

钊 は 壹兩壹 分、 一 分 判 は 費分壹 朱に 通用 可，， 致 云々 の 

事 を 布 達し、 尋て七 H:  二日に は 、左の 如き 總觸を 出し 

ず、 

古金 銀 引替 差 出方の 儀、 今度 小判、 一 分 判 吹 直し、 並 

保 字 小判、 一 分 判 步增し 通用 被 二 仰 出-候に 付、 此度引 

替差出 候 者 へ は、 道 法 遠近に 不レ拘 御手 當被レ 下 候、 御 

手當の 割合 は 左の通り、 

一 慶. お金 •Kn 兩に付  一 一： AI 五十 兩、 一 元祿 金 ぼ兩に 

付 百 七十 八兩、 一 乾 字 金： 白雨に 付 百 三十 五兩、 

一 享保金 _ 白雨に 付 1 1 百 六 十六 兩、 一 元 文 金百兩 

に 付 百 五十 兩、 一 眞字 1 一分 判、 文政 金： 白雨に 付 百 

三十 兩、 一草 字 二分 判 百 雨に 付 百 二十 三兩、 一 

五兩 判； C 兩に付 百 五兩、 
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此に 於て か、 井伊の爲めに奔走して古金銀を取..^集 

めた る 者、 何れも 賣られ たる を 知りて、 皆 井伊 を铖 

みしと 云 ふ、 國步 艱難 內外多 率の 日に 當て、 大老の 爲 

す 所斯の 如し、 所謂 天魔に 魅せられ たる もの、 老公の 

爲 めに 疾 斥せられ たる も亦宜 ならす や、 此外 不和の 

遠因と も 見 へ き は、 左の 一 話な..^、 

天 保の 末 水 野 越 州忠邦 執政の 時、 國政 改革に よ b 天 

下 騒然た. 9、 此頃 井伊 掃 部 頭直亮 (^弼 の 兄) 小石 川 

邸 後 樂園拜 見 致し 度 由 願 ひに 參 りけ るに、 老公 は此 

節の 事故、 定て國 政を議 する 爲密 に來る 事と 思 召け 

れは、 速に許容ぁ..^、 當 日に は廣 間にて 先 御 饗應ぁ 

、後に 公 御 誘引に て 後樂の 御茶 室に 入 給 ひ、 御 近習 

を 退けられ、 立 原 甚太郞 一 人御侧 にあ. o、 此時 公、 直 

亮に 仰ら れ ける は、 今： n は 能 参られたり、 當節越 前 守 

權を 執り 改革 致 候 事故、 夫に 付定て 了簡の 儀 あり、 相 

談せ むか 爲 めに 参られた るなら む、 近習の 者 も 夫 故 

返け た. 9、 是に 一 人 有 は 腹心の 者な.^、 無二 腹藏- 申さ 

る へしと 有け るに、 直亮 大に當 惑し、 中々 左樣の 儀に- 

て は 無， 之、 私儀 御 役 相 勸候俄 も 無二 御座， 事故、 御 政 一 

事. M の 儀 彼是 申 上 候 儀無レ 之、 今日は 唯後樂 園 を拜見 
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し、 御斷申 上る とおり、 公-: 1: 又 御 使 を 遣 はされ 仰ら れ 

ける は、 國屮牛 を 殺す 寧 を 禁じた と あれ は：：； 非に 

及 はされ と、 是迄 年々 用 ひたる 事に て、 殊に 江 州の 牛 

肉 は 格別の 事 なれ は、 我等 か爲 にの み にても、 別段 調 

へられ 度賴 むな りと 有し かと 承知せ すして、 何分 國 

禁に 致し 候 故 相 成不レ 申、 立て 御斷申 上る との 答な 

り、 斯の 如く、 公より 度 々御城み あ， 0 し 事 を、 更に 承 

知せ さりし か は、 流石に 不快に 思 召されし となむ、 

兩雄 不和の •  股 因 

兩雄 不和の 原因 は、 確かに 對外 政略の 銜突 にあ b.、 次 

に 老公の 意 は、 幕府 を輔 けて 尊王の 實を行 はんとす 

るに あり、 井伊の 意 も 亦此に 外なら さるへ きも、 終 

局の 處に 至れ は、 老公 は 大義 滅 親の 擧に 出つ るも已 

むこと を 得さる ものと し、 井伊 は 寧ろ 朝廷に 負く も 

慕府に 負く 能 はすとの 主意に て、 要するに 朝廷 を視 

るに 輕贯の 差 はありし な b、 次に 老公 を厭惡 して 服 

瞼 上の 大艏視 せし は、 慕】 一般の ことにて、 其 所 由 

は 、夭 保以來 老公の 建議せ し 所、 兵備 擴 張の 如き、 大 

艦 製造の 如き、. E 陵 修復の 如き、 何の 餘 計な 御世 話な 

.0 とて、 幕閻は 悉く 之 を 排斥せ しに 拘 はらす、 幾 


して 時勢の 變遷 は、 遂に 兵備に、 製 艦に、 修 陵に、 传老 

公の 建議せ しか 如くに 爲さゝ る を 得さる に 至り、 老 

公の 人 51.: は日坩 しに 高まれり、 されは^の：^：惜しみ， 

の 慕^ は、 如 1^ にも 殘 念に 思 ひ、 水 野 越 前 守、 阿部 伊 

勢 守の 如き、 老公の 知己に 似 たれと も、 這 は 表面上 一 

通りの 事に して、 內 心に は 頗る 之を徘 斥せ り、 況ゃ松 

平 伊賀 守、 間 部下 總 守の 如き は、 老公 を 謀叛 人視 した. 

,.^、 乃ち 老公 を疾惡 する は、 幕府の 閣是 とも 謂 ふ へ き 

ものに て、 井伊 も 自然 之に 化した るなら む、 次：， レ將 

軍繼嗣 のこと に 付て、 老公 は 年長 且つ 賢明に して、 多 

事の世局に當るに足る^？を擧けんとま張し、 井伊 は 

藥帥 寺筑前 守、 水 野 士佐守 等に 同意して、 奥. M 婦人 

の 請托を 容れ、 必す紀 州 公 を 立てん とし、 意兑甚 しく 

銜 突せ しもの、 尤も 不和の 一 因なら む、 次に 4^ 伊の 出 

身 は、 老公の 輕侮を 招きし こと 多 かるへ し、 井伊^て 

大老た らんこと を 望み、 松： 牛賀州 か閣老 -tw 任の 時、 黄 

金 三十 枚 を 贈り、 又 水 野 土 州 を 引て、 奥 向本 壽院 (將 

軍溫恭 公の 生 so 等に 取.^ 入 h- し 如き 是 なり、 而 して 

身 大老の 顯 職に、 在りな から、 金銀 吹替 の 際 私 愁を計 

りたる 如き は、 特り 老公の みならす、 海內の 志士 皆： 
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の 問に 調停す る 者 ありて、 其紛 Ife を^き、 一 堂の 上に 

相^し、 钚を 把り 膝 を 接して 半 夕の 話 を俱 にし、 談 

，して^ 照宮 か；；：： 戰創 Is^ の 難に 至りた らんに は、 兩 

雄椅 年の 怨恨 も 一 時に 融解し、 淚を： 饨ひ， m を つて 

刎頸の 交を訂 し、 協心 戮カ、 以て^: 土 佐幕の 事に 從は 

ん こと を 誓 ふの 親朋 たりし ゃ必 せ.. >、 當時 調停の 勞 

を執る者のな炉..^しこと、實に幕府の不幸にして、然 

： も亦國 家の 不幸と 謂 ふへ し、 抑嘉永 以後 幕府 十： 崩の 

勢 ひ旣に 成り、 而も 一 鐵の殘 喘を數 年の 間に 持績せ 

し 者 は 、^公と 大老との 力な b  、大老 isj 延 庚申 三 2： を 

以て 逍路に 死し、 此歲 八：：^ 老公 亦： t に薨 す、 兩 雄の 死 

は 即ち 府の滅 .a な. リ、 何そ必 しも 西 軍 千代 田 城に 

入る を； J:^ て、 始めて 慕 府滅. U せし と 謂 はんや、 

一 大老 牛： ：！ 水 戸 老公 を惡 む甚 し、 安政 丙： K  丁 巳の 間、 米 一： 

人 ハ クリス 下 ffl に來 り、 虛喝を 以て 幕府 を 威嚇す、 幕 

府 のお 司 怯儒甚 しく、 皆 交易 を 許して 一 時の 安を偷 

まんと し、 後來の 利害と 國 ！？- の 汚隆を 顧みる に遑ま 

一 あらす、 老公 以ぉ らく、 大勢 斯に 至る、 與論 を 如何せ 

一 んと， 斷然 返かん こと を 請 ひ、 幕 肘 之 を 許す、 是に於 

i て 有志の 徒大に 望み を 失 ひ、 主上 も 亦 驚嘆 あらせ 玉 
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ふ、 此時 井伊 國に 在..^、 之 を 開て 曰く、 四海 是 よ- 9 太 

ギ ならん と、 

安政 戊 午 、老公 建議す る 所 あ. 9、， 幕 麻の 331 に 違 ふ、 仍 

て^ 老等 之を改 むへ き 旨 を 命す、 老公 書 を 大老 閣老 

に與て 曰く、 我 言 ふ-; W 幕府の に 違 ふよし、 敢て謝 

す、 然り と雖も 我、 皇國の 爲め德 川 家の 爲め大 に 憂 ふ 

る 所 あり、 故に 其 大意 を 言 ふの み、 卿 等 何 を 以て 是事 

を處 せんとす る やと、 別に 十四 條を陳 し、 且つ 曰く、 

是寧廟 算旣に 立た は 我 又 何 を か 憂 へん、 建言に 至て 

は 卿 等 代て 之 を 草す る も 亦 可な りと、 閣老之 を 見、 相 

目して 默然 たり、 大老 曰く、 水 u; の 隱居復 た 多言せ 

り、 

老公 牛肉 を 好み 給 ひけれ は、 年々 寒中に 彥 根よ.^ 獻 

一 する 事な りしに、 ^^弼家督後はこれを獻せす、 其 故 

は、 直弼 はもと 僧に なりたる 事 あり、， 法 を 信し ける 

故、 國屮の 牛 を 殺す 事 を 禁ぜし な. 9、 然るに 公に はこ 

れを 知らせ 給 はす、 其 年 寒中に 待せ 給へ とも 獻せさ 

れは、 御 使 を 遣 はされ、 Jg: 年相樂 しむ 所 今年^ら せ 

す、 何卒 贈らる へしと 有しに、 彥根侯 答へ に、 今年よ 

一 國中 にて 牛 を 殺す 事 を 禁し候 間、 牛肉 獻す へきな 


遂に 成る、 章 服 金 幣の賜 あ.^、 是後諸 邦 傚 ふて 巨艦 を 

造る 者 多し、 十二  R: 幕府 公か忠 勸を嘉 し、 廩米 五千苞 

を 賜 ふ、 安政 元年、 初 公 返 老後 大， にに 預かる を 衷心に 

安から す 思 ひ、 1 其議 屢々、 m 格して 行 はれさる を以 

て、 情を陳 して 辭觅 す、 二 年 秋 八 月、 幕府 復公に 命し 

て 軍國の 政を聽 き、 魔 米 五千^. VI？ し 賜 ふ、 固辭 して 

受けす、 公甞て 耶蘇 敎か 後世 大害 をな さん こと を 憂 

へ 、明 人 著す 所の 破邪 集を閲 し、 親ら 序文 を 製し、 上 

梓して 之 を 天下に 播 こす、 尋て 復儒臣 をして 息距篇 

を纂 めしむ、 五 年 勅に 應 して 鶴 侮の 策 を 上つ る、 六 

月 公 尾 張 公 等と せ 〈に 登營 して、 外 國の條 約、 宜しく 勅 

旨 を聽て 以て 事に 從ふ へ きを 言 ふ、 七月 五 H 、幕府の 

命に よ h- て 復駒籠 邸に 屛 居す、 六 年 八 e: 廿七： n 水 m- 

に徙 り、 明年 遂に 蓬す、 公 天 姿 英爽、 卓牢不 群、 議論 風 

生、 往々 他人 意 料の 及 はさる 所に 53 て、 義理 を 究極し 

形勢 を 洞見し、 整々 として 其 款耍に 中る、 風儀 端莊、 

顧 盼燁然 、人 を 知て 善く 任し、 信賞必罰、 令 行 はれ 禁 

止み、 積弊 一 洗、 國人駸 々乎と して 皆義 方に 嚮ふ、 ギ 

居 客 を 愛し、 其 交遊す る處、 鍋島齊 正、 伊達宗城、 眞田 

幸贯等 諸侯、 皆 一 時の 俊傑な り、 忠孝の 大節 を秉. 5、 


天朝 を 尊 ひ 幕府 を 敬 ひ、 凡そ 上表 必す盛 服 稽首、 翰 

を 執て 之 を 書し、 人 をして 代らし めす、 大事 あ. 9 幕 

府 に建讓 する 時 は、 必す躬 ら草を 起し 疏を 作り、 諸 を 

老中に 役す、 故に 執政 近侍， i 雖も、 皆 其 言 ふ 所 何事な 

る を 知らす、 間 暇 あれ は 親しく 筆 を 執て 著作し、 撰述 

する 所甚 多く、 枚 擧に遑 あらす、 公 不幸 其 論述す る 

所、 多く 幕府 有司の 爲 めに 沮 格せられ、 志業遂 くる を 

得す、 一 旦 庵忽、 後人 をして 千古の 悲涕を 揮 はしむ、 

鳴 呼 是豈特 り 公の 不幸な らん や、 實に宗 社の 不幸と 

謂 ふへ きなり、 

老公と 大老の 不和 

慕府 末路、 諸侯 中の 人傑 を算 ふる 時 は、 親 藩に 於て は 

先つ 指 を 水 老公に 屈し、 譜代に 於て は 指 を 彥极大 

老に 屈せ さる を 得す、 ^^；此兩雄にして能く同心協カ 

して、 幕政 を參畫 輔弼した らんに は、 假令 百の 西鄕千 

の 木 m,. ありと 雖も、 三百 年の 幕府 を 倒す こと、 彼 か 如 

く枯を 挫き 朽を摧 くよ.^ 易き を 得へから す、 然るに 

不幸に も兩雄 相軋櫟 し、 隨て 海內の 有志 亦 水 彥兩黨 

に 分れて、 互に 反 HE 疾視し、 爭閲殆 と 寧日な し、 邦國 

殄瘁せ さらん と 欲する も豈 得へ けんや、 當時 若兩雄 


永戶 藩黨爭 始末 


五 百 四十 五 


 水戶 潘黨 爭 始末  1 

らす、 無用の 費 を 省て 不虞の 備に 充てん と 欲する の 

み、 天下 安し と雖 も、 戰を忘 るれ は 必す危 ふし、 方今 

兵備 衰廢、 外寇盧 かるへ し、 加る に 年 穀稔ら す、 安 そ 

流 賊竊發 の 患な きを 知らん やと、 幕府に 請 ふて 允 を 

獲、 諸臣 と皆戎 服して、 東照宮 賜 ふ 所の 寶鐘 を拜 して 

軍 禮を行 ひ、 又 均 服して 追 鳥 狩を舉 行し、 以て 戎事を 

. 習 ふ、 (此の 外 施設す る 所甚た 多し、 所謂 天 保の 改革 

是れ な. 9、 事 は 上 卷に詳 載し たれ は此に 略す、) 十一 

年 上皇 崩す、 公 建議して 譴號を 上. o、 古制に 復 さん こ 

と を 請 ふ、： 廷議 之に 從ひ、 諡を 上りて 光格 天皇と 曰 

ふ、 歷 朝の 宿弊、 一朝に して 改ま. = 'し は 公の 力な h -、 

十一 一年 五 《:、鶴 ェに 命して 巨砲 を 神 崎に 鏡る、 鑄ェカ 

を盡 して 之を爲 すと 雖も、 鳥銃 を 鑄る に 慣れて、 巨砲 

を 鑄る に 慣れさる 故、 精銅 を 失費す る算 なし、 慙懼自 

殺せん と 欲す、 公 曰く、 始めて 巨砲 を 鑄る、 錯謬 ある 

, こと 當然 な.^、 鑄ェの 罪に あらす、 宜しく 再三 鎮造 

し、 成る を 以て 限.^ と爲 すへ しと、 苒ひ 鑄る に 及ん て 

復た 失す、 公 1^ 然 怪します、 命して 重て 之を爲 さし 

む、 镜ェ益 慙惶、 地に 伏して 罪 を睛ふ 、公 曰く、 今よ. 5 

後、 吾當に 一 々指揮して 以て 其 事 を 就す へし、 若し 缺 


.  S 百 H 十 西 

失 あら は 吾の 過失 耳、 汝か 輩に 關せ さるな. 5 と、 乃 

ち數々 臨視 して 方法 を指授 せらる、 明年 重て 鑄る に 

至て 一 擧 して 成る、 十四 年大將 軍愼德 公、 公 か 政事に 

勵精 する を 賞され、 親ら 資刀鞍 镫を賜 ふ、 公^ 痘術を 

喜 ひ、 世俗 舊 習に 拘泥して 執 迷 悟ら さる を 憂へ、 之 を 

世子 及 ひ 諸 公子に 試み、 延て其 術を國 中に 播 こす、 

牛痘 法 を 獲る に 及ん て、 益々 心 を 用て 勸督 し、 醫官に 

命し 巡行して 稲 を 分た しむ、 是後 人民 絕て痘 死す る 

者な く、 恩澤 沛然 一 國に 被る、 弘化 元年 五 月 六日、 幕 

府の命 を 以て、 致仕して 駒 籠の 邸に 遞れ、 世子 封 を 製 

ふ、 事 は 上 卷に詳 かな b 、爾來 屛居十 年、 嘉永六 年 癸 

a 六月 三日、 米艦內 海に 入る、 老中 阿部 伊勢 守 來て措 

置の 事宜 を 問 ふ、 公 書 を 作. 0 て 十 條五事 を 論し、 又 中 

納言& に 諭して 巨砲 七十 四 門 を 幕府に 獻す、 七月 台 

命 を 以て 海岸 防禦の 機 務を與 かり 聞く、 公 巨艦 は饌 

侮 必用の 具なる を 以て、 之 を 製造 せん を 請 ふ、 幕府 

之 を 允し、 首に 旭：！： 丸 を 造り、 公に 命して 其 事 を 掌 

らしむ、 公 家臣 鱸 重 時 をして 之 を 作らし め、 專 一 委任 

して 其 成功 を む、 重 時 心 カを盡 して 之を爲 し、 勞苦 

の 餘.. ^疾を 得て 死す るに 至る、 丁 巳の 歲に迨 て 巨艦 


上を^^行す、舰る者股栗、 而 して 公 颜色自 如たり、 人 

に 謂て 曰く、 屋頂 を視る こと 平地の 如く なれ は、 祌間 

意定、 萬に 一 失な しと、 文化 十三 年、 歲 十七、 秋 八： ：！： 武 

公薨 す、 公 哀毀禮 に 過き、 三年の 喪 を 服さん とせし 

も、 國制 ある を 以て 艰 さす、 心 喪 を 服す る こと 三年、 

文政 元年 心 喪 癸り、 始て吹 签を學 ふ、 後神 樂 、都 曲、 

箏 W  、舞樂 、高 魔 樂を學 ひ、 悉く 皆 通達せ さるな し、 年 

廿五、 鳥銃 を 演習し、 一 日 千發、 早朝よ. 5 日晡に 至て 

功を完 す、 衆人 皆 其 精敏に 驚く、 是 より 藩士 往 々公の 

爲す 所に 傲 ひ、 ； 白發； AI 中の 者 あるに 至る、 文政 十二 

年、 年 三十、 秋 九：： T: 哀公 薨す、 遺命 公 を 以て 嗣と爲 す、 

冬 十 一 月 大將 軍文恭 公に 謁し、 尋て從 三位に 叙し、 左 

近衞權 中將に 任し、 參 議に拜 す、 天 保 元年 正月 書 を 群 一 

臣に賜 ふて 文武 を 研究す へき 旨 を 諭し、 且事を 言 は 

んと 欲する 者 は 封 事と 作し、 所 由に 拘ら す呈 進す る 

こと を 許さる、 是 より 言 路大に 開け、 諸 臣民 爭て事 を 

言 ふ、 公久し く 公子た りし を 以て、 上下 放縱、 貨赂公 

行、 群飮 沈酗、 風俗 大壤の 狀を稔 開し 玉 ふに より、 秋 

九 e: 令 を 下し、 家臣の 園に 在. る 者 をして 悉く 綿 服せ 

しめ、 江B^邱に在る者も、 柳 營に詣 る 驄儀を 除く の 一 
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外、 衣服 務めて 儉 蒲に 從 はしめ、 以て 甲冑 兵器の 用 を 

贍ら す、 阔四年 藩に 就く、 三 月 五 rw 水 戸城に 至. o、 即 

日 執政 以下 諸 臣を召 見し、 翌 ：n 彰考 館に 臨み、 總裁 

會澤安 をして 大 日本史 を讀 ましめ、 梅花の 歌 を 作て 

之 を 柱に 題し、 宴 を 賜 ふて 罷む、 是ょ， 0 毎 =： 彰考館 

に 至て 儒生の 講 經を弑 む、 以て 恒例と 爲す、 此；： ：！ 吿志 

編 を 作. 0 て 國中諸 臣に頒 ち、 忠孝 一 本、 文武 一 致の 大 

道 を 諭さる、 天 保 七年歲 大に饑 ゆ、 公  一 u 營に詣 り、 

饑 民の 道に 錢れ たる を 視て甚 た 之を憫 み、 還て 有司 

を 召して 曰く、 人贵賤 となく 一  な b 、吾豈 蒼生の 磯 鞍 

を視 るに 忍ん や、 汝等 カを盡 して 賑濟 し、 國民 をして 

一 人も饑 死せ しむる 勿れと、 諸人 之 を 聞て 感泣す、 郡 

一 奉行 乃ち 稗 倉 (稗 倉は義 公の 建る 所) を發 き、 富者の 

粟を轉 し、 驩雜の 法を變 し、 賑 救存恤 する 所以 甚た至 

る、 公 君 夫人と 躬ら讀 粥 を 食 ひ、 痛く自ら^^-損し、潔 

齋 して 鹿 島、 吉田、 靜の 祌を禱 る、 公の 精 誠心 を 政事 

に 用 ゆる こと 此の 如し、 故に 凶荒 甚 しと 雖も、 封 內の 

民 皆 安堵 業を樂 み、 饑殍 流離の 者 ある ことなし、 

天 保 八 年 公年 三十 八歲、 諸臣に 謂て 曰く、 吾 卿 等 をし 

て 節 儉を學 はしむ る は、 貨財 を哀 むる か爲 めに は あ 
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者に 候 段、 最初よ 追々 御 屈 も 有， 之 候へ 共、 旣に 1 

此度御 登城 見合 之 儀、 井伊 老 御免と ； 同に、 睨み <a 

て 被 n 仰 出， 候 振に 而は、 御 家へ も 疑念 か 、. ^有レ 之： 

俄に 相 ii 、不レ 得 二 其 意， 事に 付、 此後 如何 參り可 vffl. 一 

哉 見留も 無， 之、 甚 心配 仕 候、 第 一 右 兇徒の 餘類を 一 

览翁に 被 n 指 置， 儀、 幕府の 有司 疑念の 稲と 相 成、 如』 

何なる 讒言 を 來し候 程 も難レ 計、 心配に 御座 候、 (下 一 

此 餘五郞 は、 樱田 事件の 主識 たる 高 橋 多 一 郞の師 に 一 

して、勅窘不返論を作.，^し梅澤孫太郞の兄なり、而しー 

て 其 論議す る 所 實に斯 の 如し、 以て 當時藩 論の 如何〕 

に 分裂し 居りた る や を 察すへ く、 而も 此の 分裂 は大； 

に 藤 田黨の 勢力 を 衰弱せ しめ、 . 遂に 元 治 甲子の 大失ー 

敗 を 招/、 1^ 因と はな. 9 しな hN、  一 

源烈 公行 實  、 1 

萬延 庚申 八： =： 十五 rn、 水 II； 前 中 納言齊 昭公水 城に 一 

在 遽に薨 す、 年 六十 一 歲、 初 天 保 辛？^、 公 四十 一 一歳 一 

の 時、 胸痛 を 患へ 玉 ひ、 歲餘 にして 平瘡 あ.. o、 是に至 一 

て 大に發 作せ しも、 公 素よ.？ 豪邁、 飮啖衰 へす、 精神 一 

舊の 如くな る を 以て、 外 官は言 ふ に 及 はす、 近臣 執 S 御 一 


•  I  五す BT 十二  

翳師の 類と 雖も、 其？：^  く 憂懼す へき ものな. 9 と は 思 

も 寄らす、 此；^ も 公 諸 公子と 與に、 に對 して 樂譜を 

閱 せられ、 了て 諸 公子 返き 玉へ る 後、 俄に 疾大に 作 

しか は、 命して 執政 重臣 を 召され、 夜 三更 晏然 正寢に 

薨し玉 ふ、 國人之 を 聞て 皆 哭泣聲 を 失 ひ、 考妣を 喪る 

か 如し 、巾 納言公 幕府に 請 ふて に 水 に 下り、 群臣 

に命して諡を議す、食曰く、公夙に忠誠を秉.^、 深く 

夷狄の 患 を 爲すを 慮り、 威武 を震耀 して 英烈 を揭 く、 

衰俗覜 を 改め、 後人 慕 ひ 仰く、 宜しく 烈 公と 謚 すへ し 

と認號 定ま .9、 九月 廿 七日 瑞龍. E 先塋の 次に 葬 b 舉 

る、 

公講は 齊昭、 字は士 信、 景山又 潜 龍 閣と號 す、 小名 敬 

三郞、 武 公の 第三 子な り、 ゆ は 外 山 氏、 宽政 十二 年 庚 

申 春 三 H 十 一 =、 江 小石 川の 邸に 生る、 初の 名は紀 

敎、 後 今の 名に 改む、 ？^ハ年 四 歳、 擧止 成人の 如し、 甞 

て武 公に 講 ふて 曰く、 某 乳 ゆの 侍 養 を 須ゐす 、願く は 

士人を 以て 之に 代 へんと、 武公 乃ち 近臣 二人に 命し 

て屬 と爲 す、 是歲 始めて 孝 經を讀 み、 明年 始めて 和歌 

を 作る、 九 歳 始めて 鳥銃 を 習 ひ、 後 ま、 槍、 射、 御、 55； 

刀、. 眉 尖 刀、 諸 技を學 ひ、 其^ 奧を究 む 、書て 大厦の 頂 1 


し、 金子、 高 橋 等 を 以て 盡忠 報國の 義士と 稱す るに 至 

りし も、 老公の 意 を 遵奉して 勅書 返納 を 可とせし 者 

は 皆 之 を 非難し、 君 國を危 ふす る 者な りと 迄に 切 

論せ り、 國友餘 五 郞は水 戸の 儒臣 にて、 小姓 頭取より 

侍講 及 ひ 史館總 裁 を 兼ねた る 者なる か、 存意書 を 作 

りて 政府の 當局 者に 與へ、 櫻 田の 擧を 痛議 す、 其 書 

に 云く、 

扨 上巳 櫻 田の 一 條、 大變を 引出 申 候、 表 向 は 何歟忠 

臣 らしく 候 得 情 實を申 候 へ は、 頑迷 執拗 之 恐 人 

4^ハ、 一 旦犯闕 之 所業に 及 候 上 は、 今 ® 首を延 て 降 人 

に 出 候 事 も 出來不 V &、 被， 一 召 捕， 候 へ は 首 はなし 

も 、進 返 維 谷、 身の 置 所な き 故に、 爲 n 天下 一 除 Jfn と 

云 名 を 借り 候て、 國の存 {J  、君 之 御 安否 を 度 外に 置 

きたる 兇徒、 死 を 畏れぬ 計り か士に 御座 候 は 、、犬 

狼 も 同前の 事、 禮も義 も 失 ひ 候ても、 己 か 我意 を 達 

し 候 所行、 これにても 忠臣に 御 鹿 候 は、、 一向に 道 

は 立ち 不ぃ申 候、 禮を 守. 9 義 を蹈ん て、 首尾 調 申 候 

へ はこ そ、 君子の 行と も 可 レ申處 、^々無謀の 至り、 

非 義の義 を義に 心得 候 哉、 非 を 飾 候 哉 は 不二 相 知， 

候 へ 共、 有為 而無 fe 則 爲&、 好 k 不， 好.， 學其敝 


也 亂と申 塞 語、 今更 敬服 仕 候、 爲ー 一天 吏， 則 可， ー以伐 一， 

之、 爲 二士 師， 則 可，， 以殺， X 之に て、 何程 天下 之 爲に害 

を 除く と 中 候ても、 夫々 分際 も 有い 之 儀、 匹夫に し 

て 侯伯 を 殺に 至り 候て は、 以" 燕 伐.， 燕の 姿に 而、 仁 

義の 道に は 遠 か. 9 中 候、 且彼 張子 、大石 良 雄 は. LJ 

國の 遺臣、 一 身の 外 關係も 無， 之 候 へ 共、 夫 すら 良 

雄 は 大學の 閉門 御免 迄 は指扣 居候. S の處、 此度は 

服 前に 君國も 有い 之 儀、 彼 者 共の 聽粉は 言に 足らす 

候へ 共、 如何なる 國難を 出し 候 も難レ 計、 然る を 

弹 然として 顧みる 所な く、 偏に 一 己の 我意 を 張 候 

は、 實に 如何の 事に 御座 候 哉、 且彼 か姦： 惡增 長の 

日に 至 候 は、、 自ら 天誅 を 招き 候 は 指 見、 其 機に 

乘し候 事に も 候 はゝ、 天下の 勢 も 一 同に 變革 可レ仕 

候へ 共、 時節 も 少し 早 過き 候 様に 被 レ存、 殊に 御 家 

浪人より 出候而 は、 出 所 も甚不 ゾ宜、 全 私怨 を 報 候 

爲の樣 にも 相 見 候 間、 此上 時勢 變革 可， 仕 共 不，， 被 

レ存、 何分に も兩 君樣是 迄の 御 配慮 相 著れ 候て、 彼 

等 一 己の 罪に 相 成候樣 仕度と 舉ぃ存 候へ 共、 如何 參 

り 可 候 哉、 口 書 は 公儀 御 役人の 心得 次第に 而、 

どの 樑 にも 描ら へ 可 、且亂 妨の徒 は 浪人 出奔の 
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り 老公に 建白 せんこと を 請 ふ、 蓋 古人 か 遺 表 を 上， 9 

て 1„ ^《君 を規諫 する の 意な り、 多 一 郞 事に 當 りて 銳進 

敢爲、 君命 も 受けさる 所 あ. 5、 賜 勅 以後 爲す 所、 多く 

老公の 意に 悖ら ふ、 東 湖甞て 人に 語て 曰く、 高 橋氣カ 

充溢、 常に 人事 を 以て 天 を 制せん と 欲す、 必す禍 を 獲 

んと、 後 果して 其 言の 如し、 

莊左衞 門、 名 は 諸德、 字は士 翼、 多 一 郞の 長子な り、 幼 

にして 茅 根寒綠 (伊豫 之 介) に學 ひ、 後原 伍 軒 (巿之 

進) に從て 業を受 く、 九 歳の 時 祖父 皡 民に 伴 はれて 郊 

外に 遊 ひしに、 年少 輩、 祖父 か 年老た る を 侮りて 痛く 

無禮を 加へ しか は、 莊左衞 門大に 怒り、 腰に 佩 ひた 

る 小刀 を拔 きて 走り か 、り、 汝等 年老た る 者と 見て、 

かゝる 無禮の 振舞 爲す こそ 奇怪 なれ、 我 幼と 雖も武 

士の 子な り、 イデ 斬殺して 吳 れん ものと 罵りし か は、 

わび こと 

年少 等大に 驚き、 樣々 に 詫 言して 遁 去りぬ、 寒綠之 

を 聞きて 舌 を 揮 ひ、 獅子 生れて 三日、 旣に虎 を 食 ふ 

の氣 ありと は、 此兒の 謂な らんと て、 詩を賦 して 之 を 

稱美 せり、 萬延 元年 1 一月 父に 從 ひて 國を 去り、 身を駕 

籠 かく 雲 介に， 似せて 大 坂に 赴く、 幕府の 捕手 向 ふと 

聞き、 父と 與に天 王 寺に 通れ、 小川 俊 直の 家に 入り、 
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父 か 自殺せ る 有 檨を見 終り、 やかて 其 血 を 指に 染め - 

て、 「誅 ニ戮賣 國奸贼 井伊， 云々」 の 十 餘字を かたへの 

隙 子に 記し、 又 其 側に、 

今 さらに 何 を か 言 はむ 言 はすと も 

つくす  >ひ は 柳 そしる らん 

と 書き終り、 端 iH して 自殺 せんとす、 俊 直 暫と押 止 

め、 父御の 事 は 是非 もな し、 和 君 は 年猶若 かるに、 暫 

く 徙を忍 ひ 玉へ と勸 めし かと、 莊左衞門頭を打振，.=^ 

て、 仰せ 恭 けなく 候 へ とも、 父の 遺訓 も 候 へ は 從ひ參 

らせ 難しと 答 へ て、 終に 腹 を 割て 死せ しとなん、 時に 

年 僅に 十九な， 9、 此の 人文 章 を 能くし、 述懐 詩史 一 

篇 あり、 自ら 忠を述 へ て 父に 差 出せし ものな り、 

大老 死後 水 の 藩 論 ， 

大老 旣に 死した る 後 は、 天下の 形勢 大に變 すへ しと 

は、 海內 志士の 豫 期せし 所な りしに、 此時 幕府 氣勢大 

に衰 へたり と は 謂 ひなから、 猶餘 威の 賴 むに 足る も 

の ありし か 、閣老 安 膝、 久 世等猶 大老 の 志を繼 き、 政事 

1 も改 むる 所な かりし か は、 志士 益々 憤慨す、 拆又櫻 

田の 事件に 對 する 水 の 藩 論 は 如何な りし やと 謂 ふ 

に、 最初より 勅書 不返 を. Hi 張せ し 輩 は 此の 舉を 快と 


無， 二 眼： 獨 伸，， 憂憤， 對，， 梅花；  j 

鳥 さへ も 今朝の 別け や 15 むらん  j 

ひき 留め 額に 鶯の啼 く  一 

姓名 を變 して 磯部 三 郞兵衞 とい ひ 木曾路 より 京都； 

に 登. 5 ける 途、 三月 三日 太 田の 驛 にて 俄に 大風 雪に 一 

逢 ふ、 此日は 江 卢 にて 同志の 士か 事を擧 ける ：11 なムー 

は、 天道 我等の 節義 を憐 みて 助け 玉 ふ に 疑な し、 我 も 一 

速に 義兵 を 起さん とて、 日夜 道 を 急き 大 坂に 往 きし 一 

に、 圖らす も 水 卢 の 人山 崎 恭禮、 川 崎 健 幹 等 か、 彼 處に」 

在て 義擧を 謀る に 逢 ひ、 喜 ひ 勇む こと 限りなく、 此 

の ー擧は 新檨々 々の 意趣なる 旨 書き 認め、 恭禮 をし 一 

て 之 を 或る 公卿に 奉り、 天 覽に備 へしめ しと かや、； 

此時樱 田の 變 上方に 聞え、 幕府の 官吏 其 餘黨を 搜索ー 

する こと 嚴重 にて、 同月 廿 三日 捕手 多 一 郞か 旅館に 一 

向 ふと 聞 わし か は、 逃る ゝ丈は 遁れて 再擧を 謀らん 一 

と、 四天王 寺迄往 きしに、 捕手 あまた 追 迫 b しか は、： 

今は是 迄な りと、 其 子 庄左衞 門 諸共、 或る 茶店に 入り： 

て 自ら 腹搔 切り、 布 もて 確と 包み、 血 刀を提 けて 捕手 一 

に 向 ひ、 仔細 を 申述ん とすれ と、 捕手 恐れて 近寄る 者； 

なし、 仍て 此處を 出て、 天 王 寺の 坊官 小川 俊 直の 家 

. ^戶藩 黨爭 始末  . I ^ 


に 赴き 、一間 を 借て 自殺 せんこと を睛 ふ、 俊 直 之を奧 ！ 

の 間に 伴 ひしに、 多 一 郞俊 直に 對ひ 腰なる 一 刀 を 指 

示し、 こ は 某 か. 祖先 小 松 大和 守 か、 甲斐の 武田信 よ 

り 賜 はる 所、 某な からん 後 は 故鄕に 返し 給 はるか、 左 

なく は 長く 此 寺の 庫に 藏め玉 はれと て、 筆硯を 借. 0 

て 一 首の 歌 をし るし、 心靜 かに 腹に 卷 きたる 布 を 解 

きて 死す、 年 四十 七歲. なり、 

多 一 郞 人と 爲 慷慨 懔悴、 容貌 雄偉、 氣焰 人に 迫り- - 

一見して 其 非常の 士 なる を 知らる、 而も 能く 人と 交 

,.^、瀟洒にして風韻ぁ.0^、；牛生詩を嗜み、赴武漫吟、兩 

毛紀 遊、 柬奧遊 記、 游總 漫吟、 信越 遊 草 等の 著 あり、 境 

に 遇 ふて 發 する もの と雖 も 、 忠 憤爱國 の 情、 自然 字句 

の 間に 流露し、 人 をして 感餐舆 起せし む、 其 死す る 

や、 小川 俊 直 假に之 を 四天王 寺の 域 內に埋 む、 文久 

三年、 幕府 朝 旨 を もて 其 後 を収錄 し、 遺骸 を鄉 里に 歸 

葬す る こと を 許されし か は、 中 川朝彥 親王 御 筆を染 

めら れ、 闔門 殉難の 四 字 を 書して 賜 ふ、 聞く 者 之を榮 

と爲 す、 藤 田 東 湖 最も 多 一 郞の人 爲りを 信し、 甞て自 

ら 重病に 罹る や、 或は 起た さる を 憂へ、 許々 呂廼跡 

と 名く る 書 を 著 はして 圃事 を條疏 し、 他日 多 一 郞ょ 
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諭し、 國に 留まり 後擧を 謀らし む、 勇ニ郞 は、 事を俱 

にして 同 七く 死 せんこと を 請と も、 孫 ニ郞楠 公樱井 

の 訣別 を 引て、 强て留 らしむ、 勇ニ郞 家を嗣 き、 大番 

組と な.. > 、公子の 傅 を 兼ね、 郡宰 見習に 舉 けらる、 甲 

子の 難 起る に 及 ひ、 武田 等に 從 ふて 各地に 轉戰 し、 後 

古河 藩 へ 預けられ、 慶應 1 一年 十 一 e: 病死す、 年廿 四、 

高 橋 多 I 郞 

水 藩 天 保の 新政 は、 5, 田忠 太夫、 藤 田 虎之介の 參畫せ 

し 所、 時に 兩 田の 稱 あり、 嘉永 安政の 頃に は 金子 孫 1 1 

郞、 高 橋 多 一 郞の 1 一人、 名望 頗る 高し、 時人 金高と 並 

へ稱 す、 多 一 郞名は 愛 諸、 字 は 敬 卿、 父を皡 民と 云、 天 

保の 初め、 前 中 納言公 諸士の 長子の 內に 就き、 文武 

に 長す る 者 百 人 を 撰み 侍衞 とし、 之 を 床几 廻 組と 名 

つく、 多 一 郞其 撰に 當ゲ、 徒士目 付より 奧 右筆と な 

る、 弘化 元年、 公の 幽闪 せらる、 や、 多 一 郞 深く 慨き、 

晝夜 奔走、 心 力 を潜竭 す、 其 顚末は 上 卷に詳 かなれ 

は此に 省く、 幾程な くして 卿の 冤罪 解け、 國政 舊に復 

したる は、 多 一 郞の 功多き に 居る、 其 顷藤田 東 湖 か 贈 

れる 詩に、 

義 氣從來 驚，， 鬼神 r 謝 君 報^ 不, 顧， 身、 六 年 辛苦 
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知 多少、. 回？ 飽陽三 月 春、 

と あ. o、 叨. 9 に 人 を 稱譽せ さ， 0 し 藤 田に して 此の 贈 

あ. 9、 以て 多 一 郞の 人となり を 推す へし、 田、 藤 田 か 

同時に 震 死した る 後、 結 城 寅壽 か、 谷 田 部 運 八 を 語ら 

ふて 政權を 恢復 せんと 企てし 際、 多 一 郞中納 言 公の 

命 を 受けて 之を亂 問し、 寅壽、 運 八 等 皆 罪に 伏す、 公 

纏て 有司に 命し て、 寅 壽等 か 前後の 事跡 を 書寫し て 、 

秘 府に藏 めて 後鑑 とす、 皆 多 一 郞の計 ひし 所な. 0 と 

そ、 安政 五 年 小姓 頭に 進む、 朝廷 水 S; に 別 勅 を 下さ る 

る や、 多 一 郞大に 喜 ひ、 夷狄 を 掃 ひ 國勢を 張 h> 、奸吏 

を 斥け 君宽を 雪む る こと、 唯此 一 擧 にあ.. y とて、 同志 

と 商議し、 中納言 公を輔 けて 勅 を 奉行 せんとす、 然 

るに 幕府 は 俄に 公に 吿 けて、 勅旨 を 諸 藩に 回 示す る 

こと を 停め、 大獄 を 興して 志士 を 刑戮し、 剩へ六 年 八 

e: に は 老公 を 水 卢 に 移し、 且つ 勅書 を 返納せ よと 責 

めたり ける、 多 一 郞憤 悶に堪 へす、 金子 孫 二 郞と議 し 

て 斬 魁の 策 を 決し、 自身 は 上國に 赴き 義兵 を擧 けん 

と、 二 e: 十八 日 老親を 家人に 托し、 子 庄左衞 門 を 伴 

ひ 、詩歌 を留 め て國を 去る 、詩歌に 云、 

死期 有い 日此 生涯、 自踏，，危機，報，國家^K十餘州 


老公の 寃雪 くに 及 ひ、 嘉永六 年 极郡舉 行と なる、 安 

政 三年 大風 雨 ありて 田 穀實ら す、 孫 二 郞救恤 の 策 を 

上る、 老公 和歌 を 賜 ふて 其 志 を 貧 美 せらる、 孫 ニ郞職 

にある こと 前後 十五 年、 鄕校を 興し 田賦を 均しく し、 

郡內 能く 治まり、 大に K 心 を 得た， 9、 水 5- へ 勅 害 を 賜 

はりし 以來 は、 高 橋 多 一 郞と與 に 叙 旨 を 貫徹 せんこ 

とに 心 カを盡 せし も、 事. 支 吾して 行 はれさ. 5 しか は、 

今 は 唯 奸臣を 斬， 5 て禍の 根を斷 つよ. 0 外な し.. o、 萬 

延 元年 二月 十八 日、 子息 剪 ニ郞久 維と 共に 國を 去る、 

其 家 を 出つ るに 臨ん て、 和歌 二 首 を 障子に 書きし る 

十 寸鏡淸 き 心 は 玉の緒の  • 

絕 てし 後 そ 世に 知らる へき 

君の 爲め 世の 爲め盡 す 眞心は 

二 荒の 神 もみ そな はすら む 

三月 三日 櫻 田の 事 は、 概ね 皆 孫 ニ郞の 部署 指 报に出 

つるな り、 斯て 壯士等 難なく 大老の 首 を 打取. 0 ぬと 

聞く より、 孫 二 郞は京 坂の 間にて 義兵 を擧 けんと、 薩 

藩の 有 村 維介と 共に 江 を 立て、 伏 見なる 薩 摩の 邸 

に 潜 匿す、 此時櫻 田の 變 上方へ 聞 わ、 幕府 令 を 傅へ 

— 永戶 藩蠤爭 始末 


て嚴 しく 其黨 與を搜 索す るに そ、 薩藩坂 口 某、 雄 介 を 

監護して 國に歸 b  、孫 1 1 郞の 同行す る こと を 許さす、 

孫 一 ー郞 跡に 留ま. 9、 已 に逭れ 難しと 田^ ひ 定め けれ は、 

此 時迄懷 中に 祕め 置きし 文書 を収 出し、 悉く 之を燒 

捨たり、同十五日、伏見奉行ょ.^捕手數十人を括向け 

て 邸 舍を圍 む、 孫 一 一 郞豫て 期した る 事 なれ は、 端座し 

て 縛に就き、 江戶に 護送され て稻葉 伊豫 守 か 邸に 預 

けられ、 文久 元年 七月 廿 六日 斬に 處 せらる、 年 五十 

八、 屍 を は 小； 1^ 原に 棄 てられけ り、 同 三年 七 、幕府 

朝 旨 を 以て 其 罪 を追赦 し、 水 11!' に歸 葬す る こと を 許 

し、 子 勇ニ郞 をして 家を繼 かしむ、 世に 知られた る 

櫻 W 斬奸 主意 書なる もの は、 孫 二 郞か高 橋 多 一 郞、 野 

村彝之 < ^等と 典に 記 草し、 編修 官豊田 彥次郞 か 訂正 

せし 所な. 0 と 云 ふ、 

子 勇 ニ郞、 名は久 維、 孫 二 郞のニ 男な，. > 、戊 午 己 未の 

際、 勅 sis を 奉し 君宽を 雪かん とて、 父に 從ひ艇 々江戶 

に 往復して、 專ら カを國 事に 遊せ b  、^延 元年 井伊 大 

老を 刺さん とて 國を 去. o、 眞壁郡 岡 本に 至る、 此時幕 

府 浮浪の 徒を搜 索す る こと 甚た嚴 しかり けれ は、 父 

孫 ニ郞、 斯くて は 同行 然る へ からすと、 乃ち 勇 一 一郎に 
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て、 浪士體 の 者 共に 重傷 を 請け、 折節 降雪に て^ 尺 

を 不レ辨 と は乍レ 申、 供 方の 者 共 防禦 不行 届の 仕 合、 

僅 計， 9 の 浪人、 假令 如何 樣の 狼藉に 及 ひ 候せ ハ、 即時 

に 捕 へ 候 は 勿論の 儀に 候處、 不レ及 二 其 儀 T 僅 一 兩人 

打留、 其餘は 取^し 候 段、 當 家の 耻辱、 誠に 以て 奉，， 

恐 入， 候、 其 上前 文 御 屈、 掃 部 頭 名 儀に て 奉，， 申 上， 

候 段、 不 吟味 千 萬、 奉 n 恐 入-候、 私 詰 合 候 は、、 右樣 

の 儀 は 仕 間 敷 奉レ存 候、 右 不調法の 御谷 奉 候、 且 

思 召有レ 之、 御 役 御免被- 1 仰 付-候 共、 今度の 始末 世間 

1 統存し 候て、 種々 の 取沙汰 仕 候 上 は、 當家御 取， 潰 

• しの 儀 は 必定と、 家中 一 同 覺悟仕 居候、 乍レ去 先祖 

直 政、 直 孝の 武功 被，， 思 召 名 其 儘 御 立 置 被 レ下候 

は、、 此後國 持 外様の 諸侯 方、 此方の 儀に 紛敷 異攀 

萬 一 有 節、 家名 御 取 潰 有. レ之候 は、、 依怙の 御沙 

汰と 可， 稱歟、 若 又 當家振 合 を 以て、 家名 被 二 立 置， 

候 は、、 御 政事の * 判 世上に 可， 仕、 左 候て は 奉 二 恐 

入， 候、 依い 之 掃 部 頭不覺 悟の 始末 は、 家中 一 統 深く 

奉 n 恐 入-候 間、 御 正路の 御沙汰 舉.， 願 度、 其 後 祖先 

の 忠節 被，, 思 召？ 聊た りと も 家名 被，, 立 置， 候樣奉 

✓ 願 候、 猶 以て 家中の 者、 幷 領地の 百姓 共に 至る 迄、 
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當 家不覺 悟に 依て、 無，， 餘儀， 御 政事 通. - 家名 御 取 

潰 被，， 仰 付， 候 趣、 篤と 申 聞、 心得 違 無， 之 樣利解 仕、 

御 差圖相 待ち、 閑靜に 退散 可 レ仕覺 悟に 御座 候、 以 

上、 

閎 三月 六日  木 俣 淸左衞 門 

金子 孫ニ郞 

櫻 田 門外の 春 雪に 鮮血 を濺 きたる は、 實に 王室 中興 

の 美 花 を 開く の 端緒な りき、 其 事 素より 過激に 失す 

と雖 も、 其 功 は 亦 決して 沒 すへから さるもの あるな 

,9、 世人 斬 魁の 壯士に 佐 野、 齋藤 ある こと を 知て、 其 

事の 高 橋 多 一 郞、 金子 孫ニ郞 の發縱 指示に 出て たる 

を 知る 者 稀な り、 仍て此 に 一 一人の 略 傳を附 す、 

金子 孫 一 一 郞、 名は敎 孝、 世々 水 藩に 仕 へ て祿ー 一 百 石 

を 知行せ り、 實は 川瀬 七 郞右衞 門 敎德の 次男に して、 

金子 孫 三 郞能久 の 養子な り、 人とな..^沈毅にして膽 

略 あり、 老公 を 擁立す るの 始めより、 藤 田 東 湖 等と 進 

返 を 共に し 、吟味 役よ. 0 奧 祐筆 を經 て郡舉 行に 進む、 

弘化 元年 國 難の^、 職 を 停め 大 番組に 贬 せられし か、 

後 藩の 支族 松 平 賴讓か 老公の 冤 を訴へ 出し は、 孫 二 

郞か 計ら ひな， りと て、 食 祿を褫 き 官< ^に 禁錮 せらる、 


櫻 田の 花と， k を 散せ とも 

なに 撓む へ き やまと 魂 

Z  やしき 

却說、 井伊 家 供 方の 者 走り 歸 つて、 大變の 趣き を 第 へ 

注進せ しか は、 家 の 面々 大に 驚き、 押 取 刀に て ® 

付けし も、 其 時 は旣に 刺客の 立 去りた る 跡に て、 殘れ 

る 者 は 算を亂 せる 眛 方の 死骸の み、 仍て 泣々 首な き 

主人の 屍骸 を 駕籠に 入れて 屋敷へ 引返し、 幕府へ：^ 

掃 部 頭 登城の 途次、 狼藉者に 出逢 ひ 負傷せ し 旨を屆 

け 出て しか は、 幕府よ， - 使者 を 以て、 人參 菓子 等の 賜 

物 あ， o、 且懇に 慰 諭せら る、 又此事 忽ち 水 11^ 表へ 聞， St 

けれ は、 水 5, にて は 必定 彥极の 藩士 等、 小石 川の 邸 を 

襲 ひ 仇 を 報す るなる へしと 想像し、 孰れ も 江 10, に 登 

るへ き 準備 を爲 し、 何事 も 手に 付かぬ と 云 ふ 有様に 

て、 人心 以ての外に 勸搖 せし か は、 老公 深く 之 を 憂べ 

られ、 左の 手書 を 下して 諸士を 諭し 玉 ふ、 

此度 於，， 江 llsr 以の 外の 俊 出來、 心配 致 候、 右に 付、 

無 願に て 江戶表 へ 罷出候 者 有い 之 候て は、 公遴 へ 對 

し不， 一 相濟， 儀に 付、 江 表より 申 來り、 達 有い 之 迄 

は、 一 人 成 共^ 登り 候 儀 不二 相 成， 候、 未た 確と は 相 
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分.^不，申候得共、承..^候處にては、 井伊 殿 道路に 

て 愈々 討れ 候 由、 併 病死の 振 合に 致 候 得 は、 家督 

無 n 相違， 可， 被，， 仰 付 T 左 候 得 は、 此方 屋敷へ 寄せ 來 

り、 又は 屮納言 登城 先き 等に て、 迎ひ候 寧 は 有 

レ之間 敷 候 得 共、 双方の 家來 途中 出 會の節 及，， 傷， 

候 事 杯 は、 何に 共 安心 不， 致 候、 云 は、 此方 は 仇 持 

と 申 姿に 有， 之 候 間、 孰れ も 武術 出精 致、 達し 無， 之 

> 內は、 決して 江 月 表へ 罷 登り 候儀不 n 相 成， 候、 此 

段銘々 の 子弟へ、 我等よ.^ 洩れ 無く 諭し 候 に は 

難，， 行 屈 一 候 間、 面々 より 早速 可， 一 相 諭 一 候、 (三月 六 

日) 

此月 晦日、 井伊 掃 部 頭の 大老 を罷 め、 水 5, 中納 言の 登 

營を 停む、 四 月 七 u に 至て 掃 部 頭の 喪を發 す、 先 レ是井 

伊の 老臣 木 股 淸左衞 門 は、 藩の 重役 か虛 偽の 屆書を 

幕府 へ 差 出して、 主人の 喪を祕 したる を 不可と し、 閏 

三月 六 H  、閣老 脇 坂 中 務太輔 へ 一書 を呈 し、 御 法 通り 

井伊 取 清の 所 置 あらん ， J と を 請 ふ、 其 意、 依て 以て 士 

氏 を激勵 し、 水 5- へ對 して 復譽 の舉 あらんと せし も 

のに 似た. -、 海內傅 聞して^ 志 を 悲しむ、^ 書に 云 ふ、 

故 掃 部 頭、 當 三！：：： 三日 登城 掛け、 外 櫻 田 御門， 科 近に 
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行し 難 か.^ しか、 此處 にて 自殺 を 遂く、 大老の 首 は、 

後 遠 藤 家よ. 9 之 を 井伊 家に 送り 還せ しと 云 ふ、 此擧 

に與 かれる 者の 姓名 役祿等 左の 如し、 

佐 野 竹 之 介 (二百 石 前 小姓) 黑澤 忠三郞 (百 石 大番) 

大關 和七郞 (百 五十石 大番) 森 五六 郞 (五百石 場 廻 

. ^、三 四郞 弟) 山 口 辰 之 介 ( 一 一 百 石 小 普請 組、 德之進 

叔父) 廣岡子 之次郞 (百 石 小 普請 組) 岡 部 三十 郞 (百 

石 小 普請 組、 藤 介 厄介 叔父) 增子金 八 (百 石、 三郞太 

夫 弟) 關鐵之 介 (元 與カ郡 方 勤) 齋藤監 物 (靜 神社 長 

官) 鯉淵 耍人 (古內 村 祠官) 淼山繁 之 介 (矢 倉 方 手 

代) 杉山彌 一 郞 (鐵 砲師) 稻 田十藏 (郡 方 元締) 廣木 

松 之 介 (町方 同心 見？，：：) 蓮 田 市 五郎 (矢 倉 方 手代) 海 

後 嗟 崎 之 介 (鄉士 ) 有 村 治 左衞門 ス松ギ 修理 大夫家 

來) 

右の 內、 大關 、森、 森 山、 杉 山の 四 人 は、 細 川 越 中 守の 

邸へ 駆 込、 願の 筋 ありと て、 掃 部 頭 を， 討 取った る 始末 

を申述 ふ、 同 四日、 改めて 吟 * 中細 川 家 へ 御 預けの 旨 

申 渡され、 當 =1 御徒 目 付 同 邸に 抵 りて、 狼藉の 始末 

一 通り 尋問 あ.^、 拆云 ふ樣、 〈方 共 此度掃 部； g 殿 を 討 

取りた りと 云 ふ は、 全く 心得 違 ひに て、 其討収 たる 者 


は 同家の 供！^ なり、 供； § の 首級 を 掃 部； § 殿と 心得し 

なる へ し、 此懷次 手な から 申 聞 置と、 旣に座 を 起ん と 

せし を、 四 人 同音に 暫くと 呼 留め、 大關 和七郞 進み出 

て 答 ふる 樣、 私共 掃 部 頭 殿 を 見知り 居る 者 一 人 も 之 

れ なけれ は、 仰せの 如く 間違なる や も 計. 9 難し、 但し 

井伊 家に て は、 行列の 中に 供 頭 も 駕籠に 乘る こと あ 

る や、 之 を 見 違 へ る 如き 狼狽 者 は、 同志 中 一 人 も 之れ 

なく、 即ち 15 列 中 駕籠に 乘れる 者 は、 掃 部： § 1 人と 

心得 罷枉 候、 若し 問 違 なれ は 夫 も 致 方な しと、 冷やか 

に 笑 ひけれ は、 御徒 目 付 は 立 端 を 失 ひたりと なり、 

又 佐 野 竹 之 介 は、 此の 日 身に 數創を 被.^ しも、 ちっと 

も 屈せす、 刀 を 杖に して 閣老^ 坂 中 務大輔 の 門に 走 

り 入 h>  、取次の 士に對 して 件の 始末 を述 るに、 面色 少 

しも 變 せす、 言語 分明に して、 聞く 者 耳 を 傾く、 纏て 

言 終りて 息絕 ぬ、 時に 廿ニ、 吏卒其 身を檢 したる に、 

四肢 創つ かぬ 所 もな く、 流血 淋滴 として 衣裳の 表に 

溢れし か、 其 襯衣に 誠忠の 二字 を 朱書し、 又 歌 二 首 

を 書した b、 

敷 島の 錦の 御 旗 もちさ ゝけ 

すめら 軍の 先 かけ をせ ひ 


は、 西國の 同志 を 募らん か爲 めに 上方に 行きけ b  、斯 

て 三月 朔日 になり けれ は、 佐 野 竹 之 介、 齋藤監 物 等 十 

餘人、 孫ニ郞 の隱れ 家に 來會 せし か、 か はかりの 無 

勢に て はと 云 ふ 色 見えけ るに そ、 . 孫 1 1 郞は膝 打た ゝ 

きて、 目 さす 敵 は 一 人なる に、 十餘 人に して 一 人 を 打 

ん ことい と 易 か る へ し、 猶覺 束な しとなら は、 孫ニ郞 

老 たりと 雖も、 眞先 かけて 打 入た らんに は、 まさか 仕 

損すへ きこと か はと 申 けれ は、 一座の 人々 大 に勇氣 

を增 して、 誠に 然り、 さりな から 先生 を 勞す迄 もな 

し、 我々 身命 を 抛ち、 屹度 打と め 申す へし、 先生 は 生 

殘り、 後日に 義兵 を擧ん ことこ そ 肝要 なれと、 異ロ同 

昔に 勸 めけ. 5、 孫 二 郞打默 頭き、 纏て 方略 を 授けて 曰 

く、 先つ 壯士を 二列に 分け、 一 人 走.^ か、， 9 て 敵の 前 

驅を衝 か は、 彼必す 驚て 度 を 失 はん、 其 時 左右よ，. >  起 

り 立、 乘物目 かけ 切て 入ら は、 渠の首 を 獲ん こと 易 か 

りなむ、 拆 一 人 は 首 を提て 走り、 一 人 は 用意の 訴狀を 

持て 老中の 邸に 首告す へし、 又 一 人 は 同し く 國持大 

名の 邸に 駆 込み、 一 人 は 我等の 許に 馳來 て、 其 場の 有 

檨を 注進 せられよ、 此外 別に 云 ふへ き 事な し、 今生の 

名殘 なれ は、 ィザ 快よ く 一 酌 せんとて、 其 夜 は 一 夜 酒 


酌み か はし、 翌朝 立 別れけ るか、 孫 二 郞と雄 介 は 品 川 

驛に 宿りて、 明日の 首尾 如何 あらんと 待 居たり、 

櫻 田の 變 

萬延 元年 庚申 三月 三日 、前夜よりの 大雪、 曉 きに 至. 9 

て 益々 降し きり、 殆と 咫尺 を辨せ さる 櫻 田 門外 を、 美 

美 敷 行列に て 登城す る は、 大老 井伊 掃 部 頭な. 9、 折 柄 

赤 合羽 を 身に 纏 ふたる 怪しき 者、 行列 を 見掛けて 左 

右に 別れ 通掛 しか、 掃 部 頭の 駕籠 間近に なるや 否、 

ー聲 の合圖 と共に 拔 連れて 切て 懸る、 スハ 狼藉者 そ 

と、 井伊 家 供 方の 人數、 駕籠 前に 立 塞り、 必死 を 極め 

て 防き 鬪ひ しか、 不意の 事に はあり、 且は 大雪に て 敵 

の 多少 を見定 兼ね、 以ての外に 狼狽せ しか は、 討る ゝ 

者 創 を 蒙る 者甚た 多し、 大老 は 輿 中に 在， 9 なから、 頻 

b に 焦燥ち て 指揮す るに そ、 供 方の 武士 我 先き にと 

進ん て、 前なる 敵に 當り しか は、 駕籠 廻り は 至て 手 

薄に な. 9 し處 を見濟 し、 白 I3S^ 提 けたる 武士 四 人 計 

hs 、ッ 力， （'と 驚 籠に 近寄. 0 左右より 刺 通し、 右の 方 

なる 引 を 明けて 大老 を 引出し、 各々 一 太刀つ 、恨 

み、 遂に 其 首 を 打 落す、 首 を は 有 村 治 左 衞門之 を提け 

て 遠藤但 it 守の 辻 番所 前に 至. 0 しか、 創 重 ふして 步 
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に 相屠戮 する に 至る、 然るに 該黨は Is に 安島、 茅 根 を 

失 ひて、 統理其 人に 乏しき 上に、 今又大 場は兩 公の 信 

任 を 失 ふこ と 斯の 如く、 金子、 高 撟も亦 詭激に 過く る 

を 以て、 漸く 老公に 疎ん せられ、 此 =: 激徒を 率て 國元 

を脫 走せ しか は、 全黨 支離滅裂に 歸し、 勢力 頓に衰 へ 

た. 9、 此に 於て か嘉 永以來 逆境に 沈ん て 蟄伏し、 窃に 

敵 黨の隙 を 窺 ひ 居れる 結 城黨、 即ち 門閥 世 家の人々 

は、 ス" 時 こそ 來れ と、 一. 時に 奮 ひ 起り て 運動に 着 

手せ. 9、 是そ元 治 甲子に 武田、 市 川の 兩黨 か、 常野兩 

國 に相鬪 ひし 端緒に て、 兩君 生か 之 を 未然に 察して 

御 苦心 あらせられ しも、 遂に 水泡に 歸 したる そ 遺 诚 

なる、 

斬 魁の 議決 

幕府に て は、 水 國中 以ての外に 騒動し、 士卒 多く 長 

岡 驛に屯 集して、 勅書 を 奪 返さん とする 由 聞込 けれ 

は、 其 近傍の 諸侯に 命し、 兵を發 して 其 徒 を 捕へ し 

め、 又 江 11^ 及 ひ 橫濱に 入らん を 恐れ、 町奉行、 勘定 舉 

行、 神奈川 奉行 等 に 命して 嚴に 警備せ しめ 、勅書 返納 

の 督促 を は、 稍々 之 を 緩めた.. > 、去る 程に、 長 岡驛ケ 

脫走 せし 金子、 高 橋の 人々 は以爲 く、 最早 老公に は 見 
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限られぬ、 (高 橋 等 過激 急に 事 を 成さん とし、 老公の 

尊 宗敬幕 を 手緩く 思 ひ、 寧ろ 高 橋 等よ. 5 老公 を 見限 

りし 形な きに あらす) 仕 ふるに 君な く、 居る に國な 

し、 此上は 天下 國 家の 爲 めに、 姦魁 井伊 掃 部 頭 を屠戮 

して 禍 患の 根 を絕 ち、 中納 言の 君に 勅旨 を 奉行 させ 

まいらせ、 快よ く 死に 就く に は 如かす と 思 ひ 定め、 三 

月 三日 を 以て 事を舉 けんと、 急に 馳 せて 江 卢 へ 上り 

ける か、 金子 孫ニ郞 は、 兼て 斬 魁の 事 を 申し 合せた 

る、 薩藩有 村 雄 介に 對 面して、 しかくと 語れ は、 雄 

介感 する こと 大方なら す、 我等 同盟の 者 仔細 ありて 

歸國 せし も、 奸 魁を誅 せんこと は、 我等 兄弟に 任せた 

ま はるへ しと 云 ひける に、 孫ニ郞 承引せ す、 彼の 者 

一人 打取り たれ はとて、 後日き 王の 兵 5^ る ことな か 

らんに は、 大業 成就し 難し、 故に 先 此度は 若者 共の 手 

並 を 試み、 能仕遂 せ. らんに は、 貴殿と 共に 忍て 京都 

に 赴き、 機に 乘 して 義兵 を擧 くへ し、 其 時贵殿 は薩摩 、 

へ 馳歸. 5 て 君 侯に 說き、 軍 を 率て 東上し 給 は、、 鎭. 

西の 志士 は 招かす して 馳 集らん、 此事 5ぉ 殿なら て は 

賴む へ き 人な しとい ふに、 雄 介け にもと て、 舍弟治 左 

衞門を 留めて 斬 奸の擧 に 加ら しむ、 先， 是高橋 多 ； 郞 


仰 付； 上使と して 相 越受収 可, 申 旨、 安藤 申 聞 も 有 

レ之 由、 萬 一 右 様の 事に 及 候て は、 詰. 9 削 封 か 移 封 

にも 至る へく 候、 左 候て は 中納言 並 我等、 祖宗へ 對. 

し不 n 相濟？ 且 天下へ 對し 面目 を も 失 候 故、 家中 

の 者 も 納得、 速に 御品爲 一一 差 登 一 候檨に 可， 爲レ致 候、 

右 之 趣 支配の 者 へ 厚く 可 ニ申逾 ， 事、 

又 此際登 美の 宮大 夫人より 近臣へ 與へ られし 手書 

は、 城 中の 模様 及 ひ 一 眞齋 の擧動 を， i るに 足る もの 

あれ は、 其 一 節 を 左に 拔抄 す、 

(前略) 一 心资 一 條に は、 あきれ 切， 9 候、 (是は 長 岡 

の激 徒へ 內 通の 事 を 云 ふな， 9、) 夜中 介 十 郞を以 

て、 御 側より 內々 申 越 候 趣 は、 廿ニ 日朝、 一心 齋自 

分に て 恐 入 候と 申、 實は野 口 友太郞 にた まされた、 

しかし 恐 入た と 申、 顔色 も靑 さめ、 ふるへ く、 私 

事 は 致 方 も 無， 之 候 得 共、 枠 共 ふ ひんと 申、 淚杯こ 

ほし 申 候、 (中略) 央ょ. 0 色々 と 御 相談に 成り、 とて 

もく 一命む つかしき わけ 合に 候 得 共、 隱 居と 申、 

全く 思 召に て、 江 s- へ 申、 たすけて やる から、 御 申 

譯に、 御 一 品、 先 小石 川 迄參る 様に、 諸 生へ 一 心齋 

よ b 申^せ、 すら ^/^とわ 石 H 'へ 着に 候 は、、 1 


命た すけて やる. i、 御沙汰に て は 如何 候 哉と 申に 

成り、 夫から 全く 前樣と 私と 計に て 一 心齋を 召、 右 

の 趣 を、 夫 は 御き ひしく 仰ら れ候得 は、 やうく 承 

知に て 書 附等指 上 云々、 (中略) 翌日 朝、 雞右衞 門 申 

候に は、 一 心齋 はらわた か 出た と 申 事た と 申 候 故、 

かんしんと 申、 前 様へ も 申 上 候 得 は、 仕 合た と 御意 

遊 はし 入られ 候 所に、 其 夜 銀次郞 (5. 田忠 太夫の 

子) 御用に て 出 候 ゆへ、 一 心齋 はらわた か 出た と 

申 事た か、 ほんとう かねと 申 候へ は、 わらい、 成， 程 

左様な 沙汰 も 申 候 所、 あれ は婚禮 たと 巾 候 故、 な 

せと 申 候 得 は、 緣邊願 今日 御濟 せに 候へ 共、 兼て 引 

収置候 事故、 昨 晚婚禮 致させた と 中 事と 申、 服の 立 

巾て 大 わらい 候、 前樣 にも 御手 を 打て 御 わらい 遊 

はし 候、 御 品は納 候ても なんても、 御 役人 內と ふか 

御り やう けんなくて は、 年中 御 家來ど をし かたき 

打に のみ 相 成. 9、 前 樣私は 年 はなし、 死た る 後 迄 も 

あん しられ 候、 一 心齋 1 條 あらまし 咄し 候、 火中、 

以て 兩公御 苦心の 程 を 推す へ きなり、 先も疋 勅書 下賜 

の 際よ b して、 回 示の 事に 就き、 藤 田 黨は鎭 激のニ 派 

に 分れし か、 其 返納の 議起 るに 及ん て 益々 甚 しく、 遂 
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之 を 刺す、 幸に 創淺 くして 死せ す、 老 公大に 其 兇暴 を 

惡む、 此に 於て 衆議 以爲 く、 長 岡 屯 集の 魁 首府 下に 

在る 者を囚 へ、 而る後 嚴に長 岡の 徒 を 論す へ し、 且勅 

書 は 閣老. 迪 印の 證書を 得て、 之 を 幕府に 納む へきな 

りと、 二  S: 十八 R  、多 一 郞等數 人 を 評定 所に 囚 へんと 

せし に、 多 一 郞 悟て 逃れ 去る、 長 岡 屯 集の 徒 之 を 知ら 

す、 魁 首の 囚 はる、 を 聞き、 評定 所に 來" 之 を^ は 

ん とす、 偶 家老 鳥 井 瀨兵衞 等 か 老公 の 論 書 を 舉 して 、 

方に 長 岡に 往 かんとし たる 者と 糾屋 町に 相 逢 ひ、 格 

闘して 互に 返き しか、 徒 目 付 國友忠 之 介 之に 死せ り、 

老公 以爲 く、 暴徒の 罪最 I 十容 すへから すと、 兵を發 

して 之 を 討つ、 大場 一 眞齊密 に 之 を 屯 集の 徒に 報す、 

壯士等 事の 爲 すへから さる を 知.. >、 頭髮を切..^て必 

死 を 示 し、 記念の 木標を 留めて 走 b 去る、 

公、 一 眞 齋か激 徒に 密報 せし を 怒り、 之 を 城 中に 召し 

て 家に 歸るを 許さす、 大 夫人と 並に 座して 詰責す、 一 

眞齋叩 如 罪 を 謝す、 公 依て 勅書 を 護して 江戶に 上. 9、 

無 ^J. に 小石 川 邸に 着した らんに は、 一命 を 助けへ き 

旨 仰せら る、 一 眞齋命 を 奉し、 且つ 激 徒に 諭す 爲め、 

家に 歸 らんこと を iJi ふ、 猶 許されす、 


一 眞齋の 命を受 くるに 當て、 齋藤 Q 三なる 者、 方に 城 

中に ありし か、 之 を 聞て 慷慨 止む 能 はす、 泣て 曰く、 

勅書の 下れる 日より、 一身 を擲 つて 之と 共に 進 返せ 

ん とせし に、 事此に 至， 0 て は 又 如何と もす へからす 

と、 御 廊下の 一 室に 座して 腹 を 屠 腸 を摑み 出し、 

前面の 白壁に 盡忠報 國の四 字 を 大書す、 鮮血 淋 滴と 

して 腥氣人 を 襲 ふ、 見る お 皆感勸 し、 勅書 又 之 か爲め 

に留 る者數 日な り、  . 

君 公の 苦心、 膝 ra 黨の 衰兆 

勅書 返納の 命 下りし 以來、 藩 論 は返不 返の 兩樣に 別 

れ、 互に 論爭 して 止ま さ. 9 しか は、 老公 及ひ大 夫人に 

は 大に心 を 苦しめられ、 殆と寢 食 を 安し 玉 はす、 二 

廿 四日、 老公に は 布 衣 以上 を 召し、 親から 諭して 宣 

/\ 

勅 誼 返納の 儀、 家中の 內には 彼是 相 拒み、 井伊 掃 部 

頭 京師 を 取 構 候 上、 右樣 被，， 仰 出， 候 事な と、 申 ふ 

らし 候 も 有,， 之 由に 承り 候へ 共、 一 體 表向き 傳奏衆 

よ. > 被，， 仰 出， 候 に 候へ は、 返納 不， 致 候て は 違 勅 

に相當 り、 且 留置 候ても 無益の 事故、 早速 返納 可 

レ致 事に 候、 若 遲延候 は、、 公邊 よ， - 大名の 中へ 被，， 


於て は、 後來又 何とか 言 ひ 出すな らん、 寧ろ 此 場合 

に 幕府へ 回收 する に 如かす と、 十二月 十六 日、 參政安 

藤對 -iilT 守 を 水 卢邱に 遣 はし、 中納言 公に 吿 くるに、 勅 

書 を納む へ き 旨、 京師よ.. y 命 あ， 9 しとて、 傳奏の 書 を 

致さる、 其 文に 云、 

昨年 八月 八日 水 II； 中納 言へ 被 二 下 置， 候 勅 靛の書 

付、 並 添書 4r 此度 返上 有.， 之檨被 n 仰 出， 候 間、 此段 

水戶 中納 言へ 可 二相 達， 候、 仍此段 申入 候 事、 

二  R: 

別 啓、 去 二月 六日 御 達 申入 候 書取と 御 取替の 儀、 宜 

御 取 計 可.， 給 候 事、 

十一月 九 H  光 成 

酒 井 若 狹守殿 

二月の 日付なる を 今日 迄 遷延せ し は、 幕府 事務の 繁 

な. OV しか 爲 めな. 0 とは傳 へ た. -y、 

水 戸の 騷擾、 齋 藤の 憤死 

中納言 公に は、 急き 側 用人 橫山 甚左衞 門に 命して 水 

に往 き、 安藤信正 か談 しの 趣き を 老公に 報せ しむ、 

仍て城 中に て は 群臣 を 集めて 評議 を 凝らし、 之れ を 

京都へ 納めん こと を 請 はれし も 許されす、 若し 遲滯. 


する に 於て は、 主家の 爲め惡 しか. 9 なんと 聞， はけれ 

は、 勅書 は 遂に 返納の 事に 決し、 家老 をして 之 を 江 In' 

に 持 行かし めんと しけれ は、 平生 高 橋、 金子 等の 說に 

同意せ る 壯士等 は 憤然として 起. 9、 生 上 我 君 を賴み 

に 思 召し、 別 勅 を 賜りし は此 上な き 武門の 面目なる 

に、 何條 返納す る 事の ある 可、 ^し 今 之 を 納めな は、 

水 II!, 累世 尊王の 名義 を -、 而も 又慕府 天下 を 統轄 

する の 權を失 ふに 至らむ、 其關 係す る 所 最も 大な .9、 

臣子 報國の 情、 誓て 之を納 むへから す、 然れ とも 當 

路の 有司 は皆奸 人な り、 必す 幕府に 媚 ひん、 老公 も 亦 

老 た. o、 必す奸 人の 言 を 用 ゐん、 され は 勅書の 國境 

を 出つ る を 待ち、 我 徒路に 擁して 之を楚 はんの みと、 

仍て長 岡 驛に屯 集して、 江 卢往來 の 道を斷 て、 往^の 

官吏 を責 問し、 勢に 乘し强 威 を 張 h- 、家老 等往々 其不 

法を受 く、 老公 人 を r.^ て 之 を 諭されし も皆肯 かす、 更 

らに 文武の 敎官 をして 之 を 諭す も叉聽 かす、 其 勢 ひ 

益々 猖獗を 極めた- 9、 

高 橋 多 一 郞、 旣に側 用人 久木 直次郞 と相惡 し、 殊に 直 

次郞納 勅の 議を 持す る を 以て、 高 橋の 徒 之 を 憤る こ 

と甚 しく、 一  夜 直 次 郞か退 城の 道に 待 受け、 槍 を 以て 
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し、 遂に 井伊、 間 部の 徒に 忌まれて 幽閉せられ、 志 を 九 

泉に 搿ら す、 天下の 有志 痛惜せ さる 者な し、 同 七：！：、 

飯 泉 喜內、 賴三樹 八郎、 及 ひ 松^ 越 前 守 家臣 橋 本左內 

を 死罪、 大覺 寺の 六 物 空 萬、 陸 奧國金 原 田 百姓 八郞 を 

遠島、 靑 蓮院宮 家臣 伊丹 藏人、 三條殿 家臣 丹 羽豊前 

守、 森 寺若狹 守、 鷹 司 殿 家臣 三國 大學、 一 條殿 家臣 入 

江雅樂 頭、 信 州 松 本 否 姓 茂左衞 門を屮 追放、 御倉 小舍 

人山 科 出 雲 守、 三條殿 家臣 森 寺 因幡 守、 久我殿 家臣 

春 H 讃岐守 を 永 押 込、 有 栖川宮 家臣 飯 田 左 馬、 靑逮院 

宫 家臣 山 W 勘 解 由、 鷹 司 殿 家臣 高 橋 式部 權太輔 、三條 

殿 家臣 富 ffl 織 部、 下田 奉行 支配 大沼又 一二郎、 喜內長 

男 春 堂 を 押 込、 宇喜多 一 蠤子松 想、 蒲 市 正 を 所拂、 一 

條殿 家臣 若松 木工 權頭を 洛內外 構、 山本貞 一 郞は旣 

に 死す る を 以て、 女子 二人 及 妾 叱. >、 利益 院行 阿、 金 

田 伊織 は 構、 藤 井但馬 守、 梅 田 源 次郞、 日 下部 伊 三 

次 は 獄中に 死し、 勝 野 豊作 は 潜 遁往く 所 を 知らす、 十 

一 日、 松 Is 谷 堂 を議愼 せし む、 家督 中、 堂上 方へ 不，， 容 

易-事共. S. 遣 候 趣 相 聞え、 京 家へ 通路の 儀、 不レ憚 二 公 

儀， 致 方に 付 云々 を 以てな 、廿 七： 3、 吉田 {e; 次郞死 

罪、 日 下部 伊三次の 子裕之 進、 勝 野 mj; 作 子 淼之助 を 遠 
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島、 藤 森 恭助を 追放、 水 竹 儀 兵 衞を押 込、 伊達 遠 

江 守 家臣 吉見長 左 衞門を 重 追放、 松 平 讃岐守 家臣 長 

谷川 宗左衞 門 子 速 水 を 永 押 込、 常 陸 圃倾高 野 村黑澤 

時 女 (李 恭と稱 す、) を 中 追放と す、 此日幕 麻の 旗下 及 

ひ 水 II；、 薩摩、 土 佐、 諸 藩の 士 にして、 謹 愼を命 せらる 

る 者甚た 多し、 去年 以來 政治の 議論に 坐して、 忠憤 

憂國 の士、 或は 獄中に 瘦 死し、 或は 刑場に 愤死 する 

者、 又は 重刑 酷 罰に 誣服 する 者、 上下 男女 百餘 人、 其 

士大夫 刑獄の 多き、 德川氏 政府の 前後な き 所な と 

云 ふ、 此に 於て か 志士 憤激、 議論 ー變 し、 天下の 形勢 

わざ M ひ 

今は爲 すへ き樣 なし、 寧ろ 姦魁 を屠戮 して 禍害の 根 

を絕 ち、 國 民の 義氣を 鼓舞す る こそよ けれと 云 ふに 

至れ. o、 乃ち 櫻 田、 坂 下の 變の 如き、 皆 井伊、 安藤の 自 

ら速 きし 擘と謂 へきの み、 

勅書 返納の 強迫 

海內 志士の 憤怒 は 宛 も 烈火の 如くなる に、 幕 閣は漠 

然として 其 形勢 を 察する の 明な く、 却て 燃 ゆる 火に 

油 を灌か 如き 處 置に 出て たる そ！^ かなる、 慕府 にて 

は旣に 水卢を 十分に 處 分せ しと 雖も、 大老 等の 意猶 

未た 安から さる 次第 は、 彼の 勅書 を 水 戶 に 差 置く に 


服 上下 共に 招つ き 弊れ て、 如何にも 見苦しくな りし 

も、 公； 史らに 意に 介し 玉 ふ 所な し、 翌年 八 e: 廿 七日に 

至. 5、 重ねて 責詞を 獲、 水 11^ へ 押 込ら る ゝに及 ひ、 始 

めて 其 服を釋 て、 之 を 中納言 公に 贈らせ 玉 ひしに、 中 

納言公 深く 其 盛 德を欽 し、 其 手澤を 愛敬し 玉 ふの 餘 

り、 舊 例に 任せて 焚捨 つるに 忍 ひす、 新に 函を 製して 

之を藏 め、 子孫に 胗 して 老公の 至誠 恭順 を 追憶せ し 

めんと、 儒 臣國友 餘五郞 をして、 禮 服の 記 を 作らし 

む、 此禮服 今猶小 梅の 水 邸に 在. 9、 拜觀 する 者、 當 

時 を 回想して 感淚を 流さ、 る はなしと 云 ふ、 拆も井 

伊 大老 は、 日頃 憎 く.， -と思 ひし 老公 を 押 込、 其 股肱 を 

屠戮 し、 十二分の 勝 を 制せし ことなれ は、 是れ 丈に て 

滿足 すれ は、 其 身 を 殺す 迄に は 至ら さ， 0 しならん に、 

彼 か 驕傲の 天性 は、 是を 以て 足れ. 0 とせす、 曩の 勅書 

を 幕府に 納めし めんと 切に 迫. 5 しょ.. 9、 意外の 大變 

を激 成し、； § を 道路に 失 ふて、 天下の 笑と なる に は 至 

れり、 自業自得と は 是等を や 謂 ふなら む、  . 

斯くて 老公に は 水 II； へ屛 居の 後 も、 高 橋、 金子 等の 爲 

す 所 を 深く 憂 へ 、近臣 原 田 八兵衞 か、 方正 にして 識慮 

ある を 以て、 之に 諮らせ 玉 ふ 所 あ b  、高 橋 多. 一 郞之を 


知. 9、 中納言 公に 勸め、 老公に 吿け すして、 急に 八 兵 

衞を 外に 轉せ しめた， 5、 是に 於て、 衆議 多 一 郞及ひ 金 

子孫 二 郞の爲 る 所 を 非な りと し、 之 を 水 戶に歸 して 

整 居 を 命す、 此時長 谷川 作十郞 なる 者 老公に 上書し 

て、 多 一 郎等 を 罪せし は甚 酷な h>  、彼 豈に國 を 害する 

の 意 あらん や 、思慮 短なる のみと 言 ひける に、 老公 之 

を 諭して、 我 二人の 人と 爲を 知れと も、 勢 ひ此に 至り 

て は 中止す へ きに あらす、 其 之 を 罰せし 者 は、 實に之 

を 救 ふ 所以な り、 我 在.. >  、汝等 憂 ふること なく 姑く 之 

を 待てと、 然れ とも 激論の 徒敢 て鎭靜 せす、 諸方に 流 

寓 して 唯 事な きを 患 ふるもの ゝ 如く、 其 氣烦日 を 追 

ふて 壯烈に 赴け り、 

志士 慘 死の 反響 

九 月 十日、 驗河 町奉行 鶴 殿 民 部少輔 に隱居 を、 精姬君 

用人 並 黑川嘉 兵衞、 書物 奉行 1^ 山 謙 次郞、 小 十 人 1^ 岡 

圆四郞 等に、 小 普請 入-.^ 指控を 命す、 皆 水 黨と云 ふ 

を 以てな b 、十月 六日、 三 條前内 府實萬 公、 淀の 民家 

に薨 す、 公精忠 至誠、 上 は 主の 哀憂を 解き、 下 は 志 

士の 忠愤を 納れ、 外人の 强梁を 制して、 國 運の 衰頹を 

挽回 せんとし、 姻戚 山內 氏と 謀 、經盡 する 所 頗る 多 
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され は、 命 を 受け 難しと ありし に、 幕吏 聽 さすして、 

父 吉左衞 門 は 旣に命 を 受けた るに、 子と して 命 を 拒 

む 法 や あると 難した るに、 幸吉 重ねて、 父 は 父の 志 あ 

り て 命 を 受けた るなら む、 自分 は 自分の 志し あ b 、殊 

に 別に 祿を賜 は. 9 居る 身の上 なれ は、 父の 如何に 拘 

る へ からすと 云 ふ、 理の 當然に 幕吏 も 頗る 困り、 イナ 

町奉行の 命に は あらす、 御 老中 間 部下 總守 殿の 命な 

.o-i 言 ひ更へ けれ は、 幸吉 冷やかに 笑 を 含み、 御老 

中の 命と あら は 兎 や 5^ 申す へきに あらす、 從ふ へし 

とて 囚に 就きた..^、 斯くて 十二月 五日、 父と 倶に江 卢 

に 下り、 榊 原 式部 太輔へ 預けられ、 八月 廿七 日夜 獄門 

の 刑に 處 せられたり、 年 僅に 十九 歲 なり、 其 首 を は 小 

塚 原へ 送 hv 梟 木に 懸けられけ るに、 何者の 所爲 にや 

ありけ む、 夜陰に 其 首の 傍へ、 大日 本國大 忠臣と 大書 

したる 紙 幟 を 建た る を、 翌日に 至り 番の者 見付け、 驚 

て 取捨け ると な， 9、 

老公の 屛居 

九月 朔日、 前 中納言 公江 を 發し水 へ 下， 0 玉 ふ、 意 

氣 殊に 坦 然として 怨恚の 色な し、 ^謹 愼巾服 させ 玉 

へる 所の 上下 を脫 して、 之 を 中納言 公に 贈らる、 先, 


レ是天 保 甲 辰 五月、 老公 幕府の 譴を 蒙り 駒 籠 邸に 屛居 

し 玉 ふ 折 柄、 金を碟 かす 計， 9 の 酷暑なる に、 を閉 

ち 臃を闔 き、 上下 を 着けて、 終日 正座して 書 を 讀み玉 

ふ、 其 行儀の 嚴 正なる に は、 近侍の 臣は 申す に 及 は 

す、 之 を 傅へ 閬 ける 幕府の 有司 等 も大に 驚き、 其 年 

十 一 に 至て 謹慎 を 解きし とか や、 其より 十四 年 を 

隔 て、 去年 安政 戊 午 七月 五日 夜半 に 、苒ひ 幕 を 蒙ら 

れて、 駒 籠の 邸に 移らせ 玉 ふ、 此日 大雨に て、 道路 泥 

濘、 往來甚 た 難儀な りし も、 老公に は 夷 然として 途に 

就き 玉 ひしに そ、 見送りの 者、 御供の 者、 臣下 何れも 

淚に咽 ひて 仰き 視る 者な か. 9 しと 云 ふ、 斯て駒 籠 邸 

に 移らせ 玉へ る 後 は、 前の 如く 上下 を 着けて、 危座 

戒慎の 狀、 甲 辰の 時に 比すれ は 一 層嚴 正にて、 手に 翰 

墨 を 弄 ひ 玉 はす、 足 園 庭 を 踐み玉 はす、 明暮 和漢の 書 

籍を 御覧し 玉 ふ、 大 夫人 其久 ふして 疾の出 てんこと 

を 憂へ、 少し は 御 保養 あるへ き 旨 を 申さる、 こと 屢 

屢 なる も、 公 は 唯 深く 心配す るに 及 はすと 慰 諭せら 

る、 のみ、 中納言 公に も 亦 之 を 憂へ、 紗の服 を 製して 

進せられ しにより、 服 を }5{ へられし か、 間もなく 脫き 

捨て、 故の 物 を 服し 玉 ふ、 斯くて 歳月 を經 しか は、 禳 


い に 


雜飼 父子 

鵜 飼. 左衞 1： 、名 は 知 信、 拙 齋と號 す、 老公の 近臣な 

.9、 天 保 甲辰國 難の 時、 II； 田. 藤 田 等と 俱に罪 を 得て 屛 

居す る こと 數年、 公 ぼに 出 玉 ふに 及ん て 再 ひ 庸ゐら 

れ、 人 撰に よりて 京 邸 兼 大坂邸 留守居たり、 拙齋 人と 

な， 9 篤實言 寡な く 、謹慎に して 禮儲 正し、 客に 對 する 

時 は、 病床に あるに も必す 袴を當 てされ は 言 を 交へ 

す、 1^ 生 疝疾を 患 ひ 多病な.^ しも、 志氣は 盛んにし 

て、 慷慨 節義 を 重ん し、 議論 侃々、 ま 《所 志を盡 さ、 れ 

は 止ます、 談話 國 事に 渉る か、 或は 君 公忠 誠の 事に 及 

ふ 時 は、 感激し て 落淚す る ， J と 魔 々 なり 、安政 戊 午 の 

春より、 老公の 內命を 受け、 鷹 司 公 始め 近 衞三條 諸家 

へ 出入し、 大に カを盡 し、 遂に 勅書 を水戶 へ 下賜 せら 

る、 に 至 る、 此年 九月 間 部總州 上京 前より、 事態 大に 

變し、 同 月 七：：： 梅 田 源 次 郞等囚 に 就きし か は、 拙齋も 

禍の及 はむ と覺 悟したり ける に 、十月 十八 日に、 町 奉 

行よ. 9 差 紙に て 父子 共に 呼 ひ 出され、 捕て 三條 六角 

の 牢屋へ 送られ、 揚屋 へ 禁錮 せらる、 同年 十一 一月 江 In- 

へ 下さる、 時には、 持病 起. 0 て 腰 も 立 さる を、 人扶け 

て 鶴 籠に 乘せ ける とそ， 欺て 翌 未年 正月 江 li; へ 着し、， 


松 平 飛 驛 守へ 預けられ、 同年 八 =： 廿七 3 の 夜 死罪に 

處 せらる、 年 六十 ニ歲 な， 0-、 拙齋 男子 三人 あり、 長 は 

即ち 幸吉 な， 9、  二 男 三 5?- とも 皆 頗る 氣慨 あ. o、 父兄の 

錮に 就て より は、 共に 食 を 減し、 且塞中 衣服 一 重 を 減 

して、 深く 慎み 居け ると なり、 

幸吉、 名 は 知 明、 京都 留守居 役 見習た b、 人と 爲. 9 沈 

實 謙遜に して 頗る 才略 あり、 父と 志 を 同 ふして 賺慨 

氣節 あ. 9、 戊 午 七： =： 老公 御愼後 は、 父 悼 かりて 門外に 

出て さる 故、 幸士！ I 父に 代りて 竊 に繕紳 家に 出入し、 事 

を 謀.^ ける 、此年 八 e: 八日、 幸吉 を傅奏 へ 召され 勅諫 

を 賜 は.. > しか は、 舉 戴して 即 ：！： 柬 下せし か、 人目 を 避 

一 くる 爲め、 見 苦 敷垂駕 に乘. >、 大坂邸 勝手 方の 由に 

I て、 小瀨 傅右衞 門と 變 名して 下向し、 安島 帶刀 により 

て勅誌を君公に舉h^、謁見の上御紋服を拜領し、同月 

■ 廿 八日 歸 京す、 旣 にして 事態 一 變、 曩に降 さる、 勅靛 

は 偽書な， 9 杯の 風說喧 傅す、 幸 吉大に 憤り、 鷹 司 殿の 

家 來小林 民 部 權太輔 に 就て、 更らに 綸旨を 下されん 

こと を 請 ひし も、 民 部 疑 ふて 果さ ゝ.. ^し、 後 父と 俱に 

町奉行 屋敷に て囚に 就きけ る 時、 幸吉愤 然として 言 

ける は、 吾等 は 水 殿家來 にて、 町奉行の 支配に あら 
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皆 罪に 伏す、 尋て學 政 を 管し 功 あ.. >  、祿ぼ 五十石 を 加 

賜す、 安政 戊 午、 烈公再 ひ譴を 獲て 別邸に 幽せら る、 

此の 時に 當て、 幕府 朝 を 奉せ すして 擅 ま、 に外國 

と 盟約す、 是に 於て 尊 懐の 說益々 喧騰、 泰以爲 く、 事 

已に此に至る、尋^:?論說の能く奪ふ所にぁらすと、乃 

ち 安島 信 立 等と 議し、 列藩の 志士に 結 ひ、 以て IM 正す 

る 所 あらんと す、 幕府 有司 深く 之を疾 み、 遂に 其 罪 を 

誣て 斬に 當す、 實に 安政 六 年 己 未 八 月 廿 七日な b  、年. 

三十 六、 泰の學 、忠孝 を 本と し 實踐を 重ん す、 性又醇 

粹、 貌儼 にして 色 温、 母に 事へ て 至孝、 未た 甞て  一 s 

定 省を缺 かす、 母歿、 哀毀禮 に 過き、 i„ ^に 三年の 喪 を 

行 はんとす、 國事殷 なる を 以て 梁 さす、 曰く、 事少く 

定まら は、 吾 當に之 を 追 行す へし、 小 原 氏を娶 b 一  男 

一 女 を 生、 男 謙、 熊 太 郞と稱 す、 年 五歲、 ^して 流に 處 

せらる、 未た 發 せす、 越て. 五 年、 幕府 朝 命を傳 へて 其 

罪を釋 し、 家を嗣 かしむ、 泰の 評定 所に 赴く、 自ら 必 

死 を 分と し、 古詩 二 篇を賦 して 熊 太 郞に與 ふ、 詩に 云 

ふ、 

安政 己 未 四月 1 一十 六日、 以ニ 幕府 之 命？ 與二安 島大 

夫 及 大竹儀 兵衞？ 同 抵，， 評定 所， 受 レ審、 此 行禍殆 
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不レ 測、 將レ去 得，， 詩 1 5T 乃 把 &f 一  揮、 留以 與，， 兒 

熊 太郞： 他日 成立、 其 有- 1 以知 n 余 之 志， 也、 時屬， 1 

天明： 曉 f 傷愴、 杜龍 悲鳴、 如， 一 訴レ冤 者 ー然、 

畏鲩 横.， 海驕、 妖 氛蔽， 日昏、 奈何 春秋 義、 舉，^ 附ニ空 

論； 簧言入 n 左 腹？ 羅織 斥，， 宗藩 T 龥辨旣 無， 地、 痛哭 聲 

每吞、 忽値紫 泥 詔、 遠傳レ 自，， 天閽 S 公感且 翁、 禍福 寧 

違 41、 修攘冀 二 幕府； 正 將レ答 二 至尊 i 天 未， 悔レ禍 、逮 

捕 驚 H 禁垣？ 况此 蟻蝼微 、塵 粉 亦 何怨、 嗟予眞 不肖、 學 

術 無，， 淵源： 壯歲得 n 虚名： 要地 浴 n 殊恩： 感遇 不二 自揣 T 

欲.， 撑ニ _ ^瀾 翻； 報 効 無 n 涓埃？ 疎^ 忽 禍根、 今日 逢， 1 窮 

鞠： 豈復 望， 一平 反； 丹心 尙如レ 火、 誓 欲レ. ^ひ 二君 鬼： 生前 所 

レ未， 報、 竊期椒 山 言、 (楊椒 山 臨， 刑 詩 曰、 天 王 m 聖明、 

制度 高 一， 千古： 生前 未. レ報レ 恩、 留作ニ 忠魂-， 

嗟 予生不 い 振、 夙 懐-小 间悲 T  (鄭 小 同者玄 H 、而遺 腹 

子 也、 故 及 .，之) 顧復與 n 敎誨： 一 仰萱堂 慈、 丁" 艱服未 

、歸 葬遂 無， 期 、義父 在 二 故山 B 戾或 相隨、 忠孝 兩. 

戯矣、 不" 覺血 淚垂、 萬 死 固 其 分、 報恩： 处附ぃ 誰、 勉乎總 

五歲、 遙望 成立 時、 曰 M: 易， 錢跎： 须レ擇 n 友 與師： 慎 勿 T 

效ニ爺 頒鈍 失.. 機宜 ハ 勿... 懲 n 爺 遭，， 禍、 懦弱 易 * 操 持い 

涵流 道義 中、 險與 領以 V 之、 望汝 月兩 次、 拜跪 誦-- 此詩ハ 


いか はか 露お もる らん 母子草 

さらても たはむ 五 月 雨の 頃 

ふ， 9 捨て 出て にし 宿の 撫子 は 

いかなる 色に つゆ やお くらむ 

玉の緒の 絕ゅ ともよし や 吾 君の 

かけの 議. 9 とならん と 思 へ は 

帶刀屠 腹の 席に 臨み、 介錯 人に 向て、 聊か. S. 度 儀 之れ 

あれと も、 二三 日以來 口中 氣 にて 言 舌 通し 兼 ぬれ は、 

水 を 一 盃 所望し 度 旨 申 けれ は、 檢 使より 水を與 へら 

れ しに、 一 ロニ 口 吞み終 b 、外の 儀に は 之れ なく、 今 

般御預 相 成 候 中、 殊の外 丁寧に 取扱 吳、 千 萬 忝き 次 

第、 此段君 侯 へ 厚く 禮を 申述 へ 候 旨、 其 向 御 役人 へ 御 

申 通 被レ下 度、 且又 介錯の 御 役 御 苦 勞に存 候、 宜敷相 

賴み 申と て、 首を延 して を 受けた るに そ、 檢 使を始 

め、 其 従容たる を 見て、 暗淚を 流さぬ！^ はな か. 0 しと 

云 ふ、 

茅 根 伊豫 之 介 

伊豫 之 介、 名 は泰、 字 は 伯 陽、 別に § ^綠 と號 す、 世々 水 

戸 に 仕 へ 三 丙 石 を 食む、 父爲敏 歿する 時、 泰 未.？ ：- 生れ 

す、 故に 弟 爲敬後 を 承け、 泰を 以て 其 嗣と爲 す、 生母 

- 永戶 藩獰爭 始末 


增子 氏、 賢に して 子を敎 ゆる、 方 あり、 泰 幼より 嬉戯 を 

喜 はす、 母氏授 くるに 書 を 以てすれ は、 誦續 倦ます、 

長す るに 及ん て 風 度 端 凝、 大志 あり、 會澤 憩资、 膝 田 

朿 湖の 諸氏 皆 之を奇 として 曰く、 後 二十 年、 吾輩 等の 

志 を 成す 者 は 必す此 生な と、 引て 忘年の 友と 爲す、 

是に 於て 學識大 に 進む、 烈公旗 其 篤 學を赏 す、 天 保 壬 

寅 牀几 廻に 擢て、 明年 弘道 館舍 長と 爲る li?^  5- 辰烈 

公譴を 幕府に 獲、 會澤、 藤 田 等 相 繼て贬 れ、 獨 

結 城 朝 道 國老を 以て 事 を 用 ゆ、 泰 時事の 日に 非なる 

を 見て 職を辭 し、 以 謂く、 進て 力 を 致す 能 はされ は、 

當に 返て 人材 を 育し、 以て 他日の 用に 供す へ しと、 乃 

帷を 下して 敎授 す、 業を受 くる 者 日に 衆し、 烈公之 を 

嘉し、 親ら 學而不 い 厭誨ぃ 人不レ 倦の 八 字 を 書して 賜 

ふ、 時に 年僅廿 二、 公 冤 雪に 及 ひ、 復 出て 弘道館 訓導、 

馬 廻、 郡 奉行 班に 累進し、 奧 右筆 頭取に 補し、 江戸に 

祗 役す、 烈 公の 再ひ國 政を聽 くや、 結 城 朝 道 罪 を 獲て 

禁錮、 密に 其黨と 謀り 斃を伺 ふ 者 日 久し、 會江 地震 

ひ、 國老 BS 田、 藤 田 炎に 死す、 朝 道 等 之 を 機と して 爲 

んと 欲する 所 あり、 勢 S た危 し、 泰 深く 之 を 憂へ、 左 

右 周旋、 諷规並 施す、 順 公大に 悟り、 朝 道を誅 し、 黨與 
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藤 田に 近く、  二人 心 を 同 ふして 贊 助し、 裨 補す る所少 

なから さ し、 然るに 京師の 大獄 起る に 及ん て、 二人 

if- 坐 遂に 免れす、 是ょ 後、 輔翼 人な く、 水 11^ の事復 

謂 ふに 忍 ひさるな， 9、 帶刀諱 は 信 立、 字 は 思 誠、 初の 

名 は 忠誨、 彌次 郞と稱 し、 後帶 刀と 更む、 本姓 戶田 氏、 

三 左 衞門忠 之の 二子、 忠 太夫 忠敞の 弟な.. >  、安島 彥之 

允信 順の 爲め に 子 養 せらる、 文政 十二 年、 藩主 權中納 

言 齊修卿 病 篤し、 子な し、 人心 危懼す、 帶刀、 兄 忠敞等 

と 俱に江 II； 邸に 至 b て抗 論し、 齊昭卿 を 以て 嗣 とす、 

天 保 中、 小 十 人 組より 郡舉 行に 試ら れ、 勘定 奉行に 遷 

b  、小姓 頭取に 轉す、 上書して 山陵 を修營 する 事 を 論 

す、 弘化 元年、 幕府 俄かに 齊昭 卿に 命し、 別邸に 屛居 

し、 世子 慶篤卿 をして 封 を 襲 ひ、 支 藩 松 平賴胤 等に、 

慶篤卿 を輔け 政事 を攝 行せ しむ、 有司 罪 を 獲る 者甚 

た 衆し、 帶刀亦 出て ゝ小 普請 觸頭 となる、 適 藩の 支族 

松 平 賴讓、 紀伊藩 生 治寶に 就き 國冤 を訴 ふる を 以て 

罪 を 獲、 事帶刀 等に 連る、 三年 正月、 有司、 帶刀 及ひ會 

澤安、 原成祐 等の 職 祿を被 ひ、 之 を 官舍に 禁錮し、 吏卒 

をして 嚴 守せ しむ、 居る こと 四 年、 齊昭卿 冤 漸く 白 

す、 幕府 命して 慶篤卿 を輔け 事を視 せし む、 帶刀 出て 
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て 家に 歸るを 得、 嘉永六 年、 小納 II； 役に 擢 てられ、 原 

ra 成祐、 三 浦忠昌 と共に 江 S; 邸に 徒る、 尋て 小姓 頭取 

に復 し、 安政 中、 目 附に轉 し、 小姓 頭に 班 t  、側 用人に 

試みられ、 尋て眞 とな， 9、 用人 上に 班し、 學校 奉行 を 

兼ぬ、 時に 幕府 水 芦 藩に 委し、 洋 製に 傚 ひ 軍艦 を 造ら 

しむ、 刀 其 こと を董 す、 成に 及 ひ 幕府 物 を 賜 ひ 之 を 

賞す、 何 は くもなく 班 を 馬 廻 頭上に 進む、 五 年 七月、 

幕府 再 ひ 齊昭卿 を幽屛 し、 復た松 平賴胤 等に 命し 藩 

政に 預ら しむ、 六 年 四月 二十 六日、 幕府 命して 帶刀を 

評定 所に 召し、 寺社 舉行松 平伯耆 守、 貴む るに、 齊昭 

卿の 意 を 察し、 一 橋 慶喜卿 をして 將 軍職 を 製 はしめ 

ん こと を 謀り、 陰に 縉紳と 通謀し、 以て 聖聽を 誤る を 

以てす、 帶刀 力めて 其冤誣 なる を辨 し、 侃々 屈せす、 

是日九 鬼 長 門 守精隆 邸に 預けられ 、八月 一 一十 七日、 遂 

に 其 罪 を 誣ひ自 賜 ふ、 年 四十 八、 親 姻尸を 收め水 

SS に歸 葬す、 帶刀性 寬裕忠 直、 頗る 兄 忠敞の 風 あり、 

平生 詠歌 を 好み、 蛾 興. i 號す、 其囚中 詠す ると ころ 數 

十 首、 人 頗る これ を傳 誦す、 其 二三 を 左に 錄す、 

我 君に 見ね てうれ しき 宵々 の 

夢 をう っゝ になす よし も かな 


京 鵜 飼 吉左衞 門、 同幸吉 に 達し、 ま 〈手續 を 以て、 池 一 

內大學 をして 责逮 院宮、 一一 一條 內府 に呈し 讒訴し、 或 

は I 橋 刑 部 卿 殿 を 西 城に 迎へ 立ん こと を 周旋す、 

假令 主家の 爲を患 ひた とも、 微賤の 身 を 顧みす、 

儲 貳の件 彼是 議論す る は、 公儀 を 恐れさる 致し方 

也、 且稲々 計 策 を 廻らし、 縉紳 家に 入說 する より、 

人心 惑亂 し、 旣に 公武の 間 確執 を 醸さん とする 始 

末 、不屈に 付 死罪、 

鶴 飼 吉左衞 門、 外 夷 御 取扱の 儀に 付、 前 中 納言殿 

御 認の直 書、 度々 茅 根 伊豫 之 介よ. > 差 越、 右 直 書、 

池 內大學 を以、 靑連 院宮、 三條家 へ 差 出入，， 內 覽ハ殊 

に 御 養 君の 儀に 付、 一橋 刑 部 卿 殿 は 御 年長 資 明の 

御 方に 付、 御 同人に 御 治 定相成 は、 天下の 御爲、 且 

水府 の御爲 とも 可 n 相 成 ，5kl、 伊豫 之 介、 帶刀、 申 越 

の 儀に 同意し、 是又 大學を 以て、 靑 蓮院、 三條 家へ 

右 書狀差 出、 猶 伊豫 之 介 申 合、 頻りに 周旋し、 水 Ifr- 

殿 へ 重き 勅 ii 御 差 下け、 1=^ 《方 へ 御 渡に 相 成 候 を、 幸 

+ば 並に 伊三次へ 相 渡、 兩人 出府 爲レ致 候 段、 不， 恐，， 

公儀， 致 方 、不屈に 付 死罪、 

鹈飼 幸吉、 三 條前內 府の內 命を受 たりと も、 輕身 


一 を 顧 b みす、 重き 勅靛を 手に 觸れ、 小 減 傳左衞 門と 

變 名し、 出府して 直に 前 中納言 殿に 逮す へ きを、 小 

石 川 旅人 宿に 一 泊し、 翌日 同藩 安島 帶刀 宅に 注き、 

剩へ水 II； 家に 於て、 速 かに 諸家に 回 せらる へし、 

若し 遲滯 する あら は 不敬に 涉 るな b、 依て 朝廷よ 

b 追て 催促の 綸 下されん こと を 周旋し、 伊三次 . 

より 通達せ しめ、 且此 回の 勅 誌 は、 關 東に 於て 偽書 

の 由 讒言 流布 すれ は、 旁 小 林 民 部に 迫り、 M: 度の 勅 

誰 を 請ん とする 等、 公儀 を 不.， 恐 始末、 不屆の 罪と 

なし 獄門、 

貼澤 伊太 夫、 微賤の 身 を 顧みす、 重き^ 柄 を 堂上 

に入說 せしめん 爲め、 は 下部 伊 三.^ へ路费 を與へ 

上京せ しめ、 老公 慎 解の 周旋に 托し、 同藩 加 藤 木 賞 

藏 に依賴 し、 同人 潜 匿せ しめたる 始末 、不屈の 科と 

なし 遠島、 

安島 帶刀 

安 改乙卯 十月 二日、 江 《 ^大地 霞に て、 戶 m 忠太夬 、藤 

田 誠 之 進、 同時に 應 死せ しか は、 老公 は 宛 も 左右の 手 

を 失 ひ 玉 へ るか 如くな りし か、 幸に 安鳥帶 刀、 茅极伊 

豫之 介の 在 る あり 、安島 は 謹 厚 田 に 似、 茅 根 は 豪邁 

K  [  .  ；  I S  二. T1 
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飛驛 守、 水 11^ 家老 中. H 備前守 外 二人、 一 橋 家老 竹田豊 

後 守 を 城 中に 召され、 纏て 松： 牛 左 兵 衞督、 成 瀨阜人 正 

を 小石 川の 水 II； 邸に 遣 はし、 老公に 國蛰 居、 一 橋 卿に 

致仕 謹慎、 水 中納 言に 指控を 命し、 其 他 水 es の 三連 

枝 家老 等 は、 前 中納言 不二 容易-企に 及 ひ、 領 下の 士民 

勸搖、 餽靜 方不行 屆の廉 にて、 何れも 叱責 せらる、^ 

又 評定 所に て は、 水 家老 安島 帶刀を 切腹 ぷ矛根 伊豫 

之 介、 鵜 飼 吉左衞 門 を 死刑、 鵜 飼 幸吉を 獄門、 小 林 民 

部 太輔、 貼澤 伊太 夫 を 流罪、 池 內大學 を 追放、 老女 村 

岡 を 押 込に 處す、 又此 H 作 事 奉行-お 瀬 肥 後 守、 軍艦 奉 

行 永 井 *H 審 頭の 職祿を 奪 ふて、 其 父の 家に 返し 謹慎 

せしめ、 西 丸 留守居 川路 左衞門 尉に 隱居愼 を 命し、 其 

^日 太 田備後 守に 謹慎、 小 普 講舉行 淺野備 前 守、 西 丸 

^守 居 大久保 伊勢 守に 隱居愼 を 命す、 是等皆 水戶に 

黨せ しと 云 ふ を 以てな り、 老公 始めの 申 渡 書 は 大要 

左の 如し、 

水 前 中納言 殿御 事、 國 家の 御爲 筋の 儀 を 被 こ 仰 

立 一 候、 御世 話の 儀 は 御 當然の 儀に 候 得 共、 御 建白 

の 次第 御 取 用 無 レ之迚 、御 家 來の者 を 以て、 御 見込 

の 筋 品々 京都へ 被， 一 仰 遣？ 加,， 之、 御 養 君の 儀に 付て 
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も、 輕き 者共宮 堂上 方 を 取 縫 候 始末、 關束御 暴政の 

筋に 申 成し、 人心 惑 亂爲ぃ 致、 讒奏箇 間 敷 事より、 終 

に 靈き勅 詖を輕 輩の 手に 爲二 取扱？ 且綸旨 を 懇願 等 

に 及 候 段、 公武の 御 確執、 國 家の 大事 を 醸 候 筋に 

て、 不二 容易， 儀、 假令御 家 求の 者 共、 御 內存を 察し 

周旋 致 候 儘に 候 4r 素 御 心得 方不& よ. -右體 の 次 

第に 至り、 被つ お，, 公儀， 御 後 閣 御處 置に 候、 依い 之 急 

度 も 可い 被 二 仰 出， 候處、 今度 赏き御 法會も 被い 爲ン濟 

候に 付、 格別の 思 召 を以、 水 表 わ 永 蟄居 被，， 仰 出， 

候、  - 

安島 帶刀、 一 橋 刑 部 卿 殿 を 西 城に 迎 へ ん 事 を 謙 

^、前 黄 門 殿を勸 擁し、 妄 h- に 之 を 口外し、 士民を 

動搖 せしめ、 同志 を 誘導し、 同藩 _ 矛极 伊豫 之 介、 鮎 

澤伊 太夫、 賴飼士  ：1 左衞 門、 同 枠 幸 ii  口 等と 共謀し、 不一， 

容易, 奸計 を 企て、 日 下部 伊三次 を 上京せ しめ、 耍 

路の 有司 を 讒言し、 公武 確執 を釀す 云々 切腹、 

茅 根 伊豫 之 介、 外 夷の 處分、 當今 急務、 政 體の第 

1 にして、 動 も すれ は 外患 を 酸ん とする を 恐れ、 關 

東 有司 日夜 寢食を 忘れ 勉鳓 し、 宥說 以て 穩 かに 遠 

けん 事 を 謀る、 前 中納言 存意書 を 伊三次に 托し、 在 


たる 水 戸 の士民 も、 事の 齟齬せ し を 知り、 君 公の 命令 

を遵舉 して 國に歸 る 者 多 か b しか は、 多 一 郞 等は猶 

之を激 P して 切に 留めけ る、 是ょ. 9 して 歸國 する 者 

を鎮 論と 稱し、 江 に^まる 者 を 激論と 稱し、 二 派 

に 分れて 論難せ しか、 激論の 徒 は條慨 して 曰く、 主上 

の 盛 意 を 奉して、 夷狄 を掃援 する は此 マ擧 にあ. 9、 國 

に歸 るの 徒 は、 佞諫 小人の 言 を 信す る 者な り、 奸邪 

に黨 する 者な. 5、 志 を 變し節 を 屈する 者な b  、歸國 の 

こと 老公の 御 本 志に あらす、 又國 家に 報す る 所以に 

あらす とて、 其氣離 頗る 壯烈 なり、 

幕府の 內紅 

閣老間 部下 總 守の 儒臣大 鄉卷藏 は、 才幹 あ. >  時務に 

通す、 始め 總州か 京師に 在て、 多く 有志の 徒 を 捕緋す 

る を 聞て、 之 を 不可と し、 窃に 上京し 生 人に 見， ei て、 

是れ 天下の 人め を 失 ふ 所以に して、 竟に國 家の 利に 

あらす とて、 强く之 を 諫止せ しか は、 總州 頗る 其 非 

あらた 

を 悟.. > 、稍 暴を悛 めけ b 、斯 て卷藏 は、 江 In- に歸 りて 

後 も 尙往々 正 議を唱 へ、 大に京 囚礼問 主任の 酷吏 等 

を 驚愕せ しめしと そ、 され は 大老と 總 州との 意見 も、 

多少の 銜突を 免れす、 總州は 奮 冬 賜 ふ 所の 猶豫の 勅 


を發 せんとせ しに、 大老 は 謂ら く、 「錙國 の 良法に 復 

し、 早く 爽狄を 返く へ し」 と 云 ふか 如き 勅書 を 諸侯に 

示さ は、 諸 俟必す 迫る に 其 期 を 以てせん 、是 幕府 の 利 

にあら す、 秘 して 發せ さるに 如かす と、 總州 服せ す、 

其 水 In, の 勅書 を收 還す るの 議も亦 合 はす、 是に 由て 

間 部 大老と 隙 あ b  、太 田 備後守 も 亦 大老と 和せ す、 備 

州 は 老練 遠識 あ， 9、 大老の する 所 機宜 を 失 ひ、 人心 皆 

く を 知. -、 總 州と 謀.^ て 大老 を黜 けんと 欲し、 七 C 

十六 日 以後 病と 稱 して 出て す、 書 を 同僚に 示して、 親 

藩の 幽禁を 解き、 人心 を. 一 致して 外國を 制すへ き 旨 

を 言 ふ、 廿 三日 備州閣 老を罷 め、 總州御 勝手 掛を罷 め 

らる、 大老の 意 を 失 ふか 故な. 9、 

大獄の 判決 

八月せ 三日、 小 林 民 部 權大輔 、池 内 大學、 安島 帶刀、 茅、 

根 伊豫 之 介、 鵜 飼 父子、 老女 村 岡 等の 口供 完結す、 帶 

刀、 伊豫 之 介 は、 其 口 書の 實に違 ふを爭 論し たれと も、 

省せられ す、 有司 等 皆 井伊の 意 を 承て、 老公の 罪 を 

誣構 する にあるな 、廿 七日、 水戶の 三連 枝 松-牛 讃岐 

守、 松 }^ 播磨 守、 松 平大學 頭、 及 松 平 左 京大 夫 、松-平 左 

兵 衞督、 成 瀨隼人 正、 水 野 土 佐 守、 竹 腰 兵 部 少輔、 安藤 


水戶 藩黨爭 始末 
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水 戸 潘黨爭 始末 

候處、 其 許 登城、 我等 慎 解 之義、 今に 御沙汰 無， 之、 此 

上 一 家浮沈にも拘..^候哉に、追々過盧ぃたし、苦心 

之餘、 此度數 千-^ 罷 登り 候 哉に 承り、 深く 致，， 心配， 

候、 臣下 之 至情、 主君 之 開明 を 祈 候義、 至極 之義 

に有づ N  、精神 之 程 は感入 候へ 共、 右 之 爲に國 中 致，， 

勸搖， 候樣 にて は、 我等 積年 之 素志に 背き 候の みな 

らす、 第 一 咸義兩 公 以來敬 上 之 誠意に 不二 相當 T 自 

然 其許始 役人 中 迄、 不行屆 之 筋に 陷り 候て は、 國家 

の爲は 申す 迄 も 無.， 之、 慎 中 別て 深く 致 n 痛心， 候、 

我等 慎 之義、 側向始 承知 之 通. 9、 禮服 正座 罷在候 

義、 偏に 敬 上 之 一 念に 有 候處、 臣下に 取 右 之 探 

情 を も 不二 相 察？ 動搖 かまし く有レ 之 候て は 不二 相 

成， 候へ は、 厚く 加 二 思慮： 登.^ 候 者 共、 一 刻 も 早く 

爲，， 引取， 候樣、 役人せ ハ 一 致 可，， 申 諭， 旨、 吃と 可，， 相 

達  >  候 也、 本文 之義、 我等よ b 致，， 指圖， 候 事に も 無 

レ之 候へ 4^ ハ、 此度之 事柄、 安危に も 相 拘り可 と、 

. 深く 致，， 心配-候 餘 b 巾 遣 候、 吳々 も 厚く 下知 被レ致 

候樣 にと 存候、 

水戶士 民の 励搖 右の 如くなる に そ、 井伊 大老 は大に 

驚き、 急き 防衛の 兵を彥 根より 招き 寄せて、 邸 中 を 厳 


重に 守らせ、 畫 夜の 警戒 大方なら さ. b ける、  i 

鈴 木大、 高 橋、 金子 を說く  一 

鈴木大 は、 素より 老公に 信任せられ、 又 高 橋、 金子 等 一 

と 友と し 善し、 高 橋 等の 爲す所 を 見て、 其 國事を 誤ら 一 

ん こと を爱 へ、 多 一 郞に對 ひ、 勅書の 事 は 足下 其 本末： 

を詳 にしな から、 今 之 を 回 示せん とする は 何の 眼目； 

そやと 言 ひけれ は、 多 一 郞答 へて、 吾 其 事 を 知ら さる 一 

にあら す、 知れと も 霞の 江 に 居る こと 能 はさる は 一 

兄の 知る 所、 江戶に 居らされ は 天下の 有志と 共に 事 一 

を爲す こと 能 はす、 故に 此の 機に 乘 して 江 に 留ま 一 

り、 徐ろに 事 を 謀らん とする のみと、 大猶 安心す る 一 

能 はす、 去て 金子 孫.^ 郞を 見て、 凡そ 事を擧 くる 者、 一 

豫め 結局 を 計. 9、 而る後 之 を 行 ふ すら、 尙其 敗れん こ 一 

と を 恐る、 に、 今 足下 等 は、 先つ 事を擧 けて 然る 後に 一 

結局 を 求めん とす、 其危 きこと 甚し、 余 を 以て 之 を 一 

見る に、 早く 水戶を 鎮撫して 而る後 之 か 計を爲 すへ： 

く、 然ら され は 意 を 決して 大老 を戮 し、 以て 一 死 を 快 一 

くす へしと 言 ひける に、 孫 次 郞も亦 保 ひすして、 兄 深 一 

く 患 ふること を 止めて、 姑く 我 爲す所 を よと 答へ 一 

ける、 され は 一 時の 風說を 信して、 ^5"ャし江卢へ上りー 


存候、 箇 程に 申 上 候ても 御 疑 晴不レ 申 儀に 候 は、、 御 

養 君の 儀に 付き、 承り 候 儀 一 ケ條 御座 候、 去 六 R: 朔日 

御 養 君 御內意 被，, 仰 出， 候 節、 尾 張 殿より 前 中 納言殿 

へ 直 書に て、 御 養 君の 儀 被，， 仰 出， 恐悅 至極、 御人體 

は紀州 殿と 申 風 說の由 被，， 申 越 r 其 節 前 中 納言殿 返書 

に は、 此 度の 儀恐悅 な， 5、 御 筋目と 申 候へ は、 三 家 三， 

卿 共 先 其內に 籠居 候樣 なれと も、 天下 も 多事の 時節、 

此 家よ， り 出 候 者に て 治.^ 付 不レ申 候て は 恐 入 候 儀、 紀 

州 殿に 候 へ • は 、第 一 當 公方 樣御 血統 も 近く、 天下の 人 

心も歸 服可レ 致、 御同檨 安心の こと、 申 遣され 候 由、 

其 節內々 承り 候、 外に 養 君の こと は 承.^ 不レ申 候と 述 

へ けれ は、 因 州以の 外に 氣色を 損し、 前 中 納言殿 右 

の 思 召に 候 所へ、 其方より 一橋 殿 を 御 直し 申 度との 

儀 を 運 ひ 候て は、 雲泥の 相違に て、 死ても 申譯無 v^、 

左檨 不都合の 申立 は 取 上に 相 成らす と 達せられ、 其. - 

日 は 歸宅を 許されたり、 幕廷の 決意 旣に斯 の 如し、 老 

公の 精 誠 貫徹す るに 由な か， 0 しも 謂 ある 哉、 

水 士 民の 動 搖 

此時 水戶表 にて は 、此度 老公 志 を 決し て 勅書 を舉 し、 

幕府と 曲直 を 爭ひ玉 ふ 由、 專ら 風聞せ しか は、 ス 、ノ 一 


きばや 


大事、 我 君の 肩， の 上 そと 云 ふ 程 こそ あれ、 元 來懔恽 

の水戶 武士、 怎て 片時 も猶豫 すへ き、 士分の 出府す 

るに は 其々 の 手續き あるに も拘 はらす、 役所へ は 1 

應の屆 けに も 及 はすして、 我 先き にと 江 戶 へ馳せ 上. 

る 者、 晝夜 引き も 切らす、 領內の 百姓 町人 輩 も、 前 中 

納言檨 御身の 上危 ふしと 聞て は、 我々 御 扶持 こそ 賜. - 

はらね、 先祖 代々 一 一 百年 間、 安樂に 父母 を 養 ひ 妻子.^. 

育くみて、 今 H" 迄飢 ねす 凍えす 過 こし 來たる は、 皆 

御領 生 樣の御 恩澤、 其 萬 分の 一 に 報い 奉る は今此 時. 

そと、 算盤 を擲 ち鋤嫩 を捨、 夜 を. 日に 繼て江 へ 上. - 

る 者 雲霞の如く、 早く 着せし は 水 邸-の 最 寄に 宿 を 

取り、 事 ある 時 は 御. is^ 前の 塵 ともならん 意 氣込を 示.. 

し、 後れて 上れる は、 ル金松 より 新 宿 千 住の 邊に 充； 

滿し、 一 報 次第 後 詰と して 馳 上らん と 構 へ た. 5、 例の， 

高 橋 多 一 郞、 金子 孫 次 郎等 は、 此氣 勢に 乘 して 勅書 を 

天下に 囘 示し、 大に爲 す 所 あらんと する より、 識者 は 

皆 之を危 ふめり、 老公に も 深く 御 心配 あ. 9、 書 を 下し 

て 之 を 諭させ 玉 ひし かと も、 竟 に靜穩 なる を 得さ， 9 

き、 せ， (書に 曰く、 

我等 慎 以來、 國許士 民 等之模 機、 更に 耳に も不レ t< 


. ^戶藩 黨爭 始末 


玉お 十七 


水 戸 藩黨爭 始末 

. 之 介、 小 十 人目 付大竹 儀兵衞 を、 評定 所に 召して 審問 一 

「 あ. -、 帶刀は 九 鬼 長 門 守に 預けら る、 此 時に 於け る 慕 一 

. 吏の 調へ 口 を 見る に、 水 老公の 罪を羅 織して、 之 を 一 

： 陷 れんと せし 形跡 歷然 たり、 國家 多難の 日に 當. 5、 親 一 

. 藩 を 屠って 私憤 を 快よ くせんと する に 至て は、 せ 〈何 

_ の 心なる を 知らす、 斯の 如き 人士 を擧 けて 要路に i 

- く、 幕府の 稷滅 せし も 亦 怪しむ に 足ら さるな b  、左に 

一 茅 根 伊豫 之 介 鞠 問の 大要 を揭 く、 

松 平 伯 州 問、 其方 儀、 度々 鹈飼 i^n 左衞門 父子 へ 、御 

養^;?等の儀に付、前屮納言殿直書の御収次致候趣、 

右 は 如何の 事に て 右 樣相運 ひ 候 哉、 茅 根 答、 御 養 君 

杯 申 儀 は 勿論、 度々. --申 事 は 覺ぇ不 V &、 尤も 一 兩 

度 は 取次 も 仕 候， 問、 安島 帶 刀よ.^ 去舂の 頃、 其方へ 

渡し 相 運 候 K 書と 申 は、 不， 一容 易， 事 火中 致 候 様に 

と 申 遣 させ 候 由、 帶刀 申候處 如何、 答、 其 儀 は 確と 

存付不 い 中 候 得 共、 取次 候 儀 有レ之 かに も 相 覺ゅ候 

云々、 石 谷 因 州 問、 只今 伯 着よ も尋、 御 養 君の 義運 

候儀覺 可， 有い 之、 且 其方よ. -運ひ 候 儀、 吉左衞 門 等 

は、 其方 一 存の 儀に も 有 間 敷、 前 中納言 殿に も 

御 承知の 俄と 心得 周旋 致 度 達 書 用 立候處 如何、 答、 


 譬 十六  

度々 御^に 候へ. 共、 御 養 君の 儀 を 箇樣致 度と、 確と 

. 運 候 段は覺 ね不， 申、 勿論 前 中納言 殿に 右の 存意は 

決て 有， 之 間 敷 候、 問、 右檨 申し 候て は 益 御 疑心 も 

籠. 0 候 儀に て、 爲,， 君 隱し候 心 かも 相 知れす 候 得 

其、 一 體の所 を 申 候に、 外樣 杯と 違 ひ、 御三家の 家 

來 にて、 箇檨相 成 候 得 は 天下の 爲 にも 成、 又 主家の 

爲 にも 相 成坏申 所より 論 候 儀 は 、無，， 餘儀， 情 合、 決 

して 無理と は 不ぃ存 候、 只 上様 思 召に 有， 之 儀 を、 彼 - 

是申上 候 は 如何に 候へ 共、 思 召に て 一 橋 殿 を 御 立 

に 相 成 候 へ は、 我々 迚も 恐 悅を唱 候 儀、 左 すれ は 其 

方 4^ ハ箇檨 致 度と 存候 も、 情に 於て は 尤に候 間、 有體 

可レ申 候、 然る を 包み 候て は、 却て 益 御 疑 も か、 り、 • 

前 中 納言殿 まても 御 疑 晴不， 申 候 間、 能々 勘考 致 候 

樣可レ 致 候、 答、 御 理解 御尤に 候へ 共、 全體 風聞 有 

ン之、 仰の 所 運候歟 にも 覺ぇ 候へ とも、 確と は覺不 

レ申、 勿論 前 中納言 殿に 右の 事 は 決て 無二 御座-候、 

尋て池 田 播州よりも 同様の 尋問 あ. 5、 尙伯 州、 S: 州 繰 

返し々々々、 一 橋 公 を幕嗣 にす る こと は、 老公の 內意 

に 出て たる へ しと 難詰し けれ は、 茅 根 も 憤然として、 

前 中 納言殿 を かく 迄 御 疑と 申 は、 餘 b 御 情なき 儀と 


納められ しと 云 ふ、 

京囚亂 彈の議 

安政 六 年 己 未 正 EJ 九日、 京都に て囚 はれ-;^ る 有志の 

徒 江 5, に 着し けれ は、 之 を 諸侯 家臣に 預けられ、 纏て 

評定 所に 命して 之 を 訊問し、 大小 目 付 三 奉行 をして 

之 を 生 掌せ しむ、 大老の 意 は、 之を究 鞠して 東西の 關 

涉を審 明し、 罪 を 水 II； 老公に 歸 せんとす るに あ， 5 し 

なり、 然るに 寺社 奉行 板 倉 周 防 守、 勘定 舉行 佐々 木 信 

濃 守 等 は 之 を 可とせす、 評定 所留役 組頭 木 村敬藏 は、 

最も 固く 執て 不可と なし、 議を 建て 曰く、 佘京囚 を 

籍し て 獲た る 書類 を檢す る に 、其 言 ふ 所、 皆 賢明 の將 

軍 を 立て、 外 夷の 驕傲 を 制する にあ. 9、 是皆國 の爲に 

する ものにして、 私の 爲 にす るに あらす、 殊に 罪すへ 

き 者な し、 伹 公武の 問 自ら 盟約 ありて、 士庶 猥りに 政 

事 を 京 紳に議 する を 許されす、 然る を 其 盟約 を 破. 9 

し は 罪 あるか 如く なれと、 是亦 朝廷の 嘉納す る 所に 

して、 其責自 から 歸 する 所 あり、 然. 0 とて 北條足 利の 

如き 俘. おの 事 は、 德川 家の 決して 行 ふへから さる 所 

なれ は、 今 京 w を 鞠 問す る は、 到底 害 ありて 益な し、 

始めより 其 罪 を 問 はさる の 愈れ るに 如かす、 且水戶 


家臣 を逮繁 し、 之 をして^ 君の 罪を證 せし むる 如き 

は、 德川 家の 典 刑に 背く、 (法律、 臣 をして 君を證 せし 

めす、 子 をして 父を證 せしめさる を 云 ふ、) 且其臣 亦 

豈輙 すく 其 君の 罪 を 言 ふへ けんやと、 板 倉、 佐々 木 は 

此の 議に從 ひ、 石 谷 因幡 守 は 之 を 嚴に釓 問す へき 旨 

を 陳述せ. 9、 

幕吏 老公 を陷ゐ れんと す 

京 闪：^ 彈の 可否 を議 する 席に 於て、 木 村敬藏 は其不 + 

可を陳 し、 石 谷 因幡 守 は 之を嚴 重に 亂 問す へき 旨 を 

述ふ、 大老 は 其 孰れ を 是認 せらる ゝゃ、 勿論 石 谷の 

識を 用ゐ、 二月 二日 板 倉、 佐々 木の 職 を 奪 ひ、 木 村 敬 

藏を小 普請と なし 差控を 命し、 池 田 播磨守 をして 勘 

定 奉行 を 兼ね、 佐 々木に 代らし め、 寺社 奉行 松 平 伯 

耆守は 板 倉に 代 、吉田 In^ 太 郞は木 村に 代る、 是 より 

して 京 囚の鞠 訊 は 非常に 峻酷 苟烈を 極め、 其 礼 問の 

辭の 連なる 所、 皆 罪 を 蒙ら ぬ はなく、 靑蓬 院宮を 始 め 

奉り、 近衞、 鷹 司、 三條、 東坊 城の 諸 公卿、 或は 幽せら 

れ 或は 罷 めら る、 是に 於て 天下の 人心 益々 慕 府を離 

れ、 井伊の 專 橫を惡 まさる はなし、 

四月 廿 六日、 水 家老 安岛帶 刀、 奥 右筆 頭取 茅极伊 f 


永戶 藩黨爭 始末 


五 Ha 十 £ 


水戶 藩黨爭 始末 

ふて 水 in, を脫 走し、 鮮血 を 櫻 田 門外に 濺 きし 原因な 

り， 

勅書の 處 置に 苦しむ 

此際水 1!^ にて 尤も 苦しみし は、 勅書の 處置 如何に あ 

りしな hN、 事 機 は 旣に去 hs ぬ、 朝廷に 對 して は 申譯け 

なし、 況ゃ 之に 關係 せし 有志 輩 は 皆 罪 を 蒙り、 或は 遁 

れ 或は 囚 はれ、 其 波瀾 は 凄まし き 勢いに て、 直に 水 藩 

を 捲 倒さん とする の 有 樣な. 5、 老公 を 始め 當局 志士 

の 苦心 焦慮 は、 殆と 言語に 絕 えたり、 安島 帶刀、 茅 根 伊 

豫之 介等議 して 以爲 く、 今日に 在て、 勅書に 對 し水戶 

の 名義 立され は、 必す國 中に 議論 起. o、 其激 成す る 所 

は 容易に あらさる へし、 ^勅書 を處 置す るの 途はニ 

つに して、 其 一 は 罪 を 朝廷に 謝し 舉 りて 之を納 むる 

にあり、 其 二 は 水 戶 に 送致して 祖廟に 納む るに あり、 

此の 二つの 中、 幕府の 宜しき 方に 從 ふよ- >  外 なしと、 

旣 にして 又 謂ら く、 主上 精 誠 を 以て 下し 給 ふ 所の も 

の、 一 旦事機 去れ はとて 之 を 朝廷に 納 むる は、 臣子 

の 情と して 誠に 忍 ひさる 所、 且つ 面目の 天下に 對す 

るな し、 就て は後來 時機 を 相て 聖意を 奉す へきの 旨 

を 表し、 暫く 之 を 祖廟に 納 むる こと 最も 穏當 ならん 


_  _ 五 百 十四  

と、 識此に 決し、 鈴木大 をして、 間 部 閣老の 重臣 大郯 

卷藏に 就て 其 意 を 言 はしめ たるに、 卷藏も 之に 同意 

し、 折 を 見て 總 州よ. 5 水 10, 公へ 吿 けらる ゝ樣 にせん 

と、 此旨 を總 州へ 申述 へたる に、 總州 答へ て、 手隙 次 

第 小石 川の 御 邸に 逢 上す へし、 但し 一事 件の 差懸り 

たる もの あり、 之を處 分せ し 後なら て は、 暇 を 得難し 

と 言け るよ し、 

按に、 總 州の 水 を 敵視せ る こと は、 前節に 揭 けた 

る 書簡に て 明瞭な.^、 され は 此の 人に 依て 勅書の 

處澄 如何 を 問 ふ は、 迂 も亦甚 しき 次第な から、 此時 

迄 は 安島、 i 矛极 等、 總州を 以て 兇 虐彼か 如く、 水 

を疾 むこと 此の 如くなる 人と は 知ら さ- 9 しなら む 

乎、 又總 州の 所レ謂 I 事と は 京師の 獄 にて、 其獄に 

は 安島、 茅 根 等 も 關係ぁ b  、遂に 之 か爲め に 死 を 賜 

はるに も 至.. >  しなり、 され は 總州か 前述の 相談 を 

受けた る 時には、 無 頭の 鬼 來て命 を 葡 ふの 觀 をな 

し 、冷やか に 笑へ る 樣、 今も猶 眼前 に 見 ゆる 心地せ 

らる、 喷、 

其 後 中納言 公に は、 側 用人 今 井 誠右衞 門 の 言 を 用ゐ、 

慕 府に吿 けす して、 勅書 を は 密に水 城 中の 祖廟に 


られ、 松-平 豐前守 之に 代りぬ、 され は 大老の 施政に 滿 

たさる 士も、 眼前の 禍害 を 恐れ、 ロを緘 みて 世 寧 を 

言 はす、 此末 如何 成 行らん と、 fi 者 は 竊に眉 を 顰めけ 

り、 

水 In. 藩 論の 分裂 

前に も 言へ る 如く、 間 部 閣老の 目的 は將軍 宣下 を 得 

るに あ， 5、 旣に之 を 得た る 上 は 京師に 用な きを 以て、 

勅書に 關 する こと は、 一語 も 奏聞す るに 及 はすして 

歸途を 急き しか、 江 Gv に歸 りたる 後、 水 に 答 ふるの 

辭な きを 慮 かり、 九條 公と 謀りて、 先に 水 In- へ 下賜な 

^し 勅書 は、 一 先つ 之を納 むへ き 11 曰の 一 書 を 得て 歸 

b しと は 聞わぬ、 却說 、一：！ 府に 於て 將軍 宣下の 儀畢 り 

し 後 は、 諸 藩の 形勢 大に變 し、 或は 黄金 を 幕府の 大奥 

に 散して、 苟免を 計る 者 さ へ あるに 至，.^ けれ は、 諸國 

有志の 徒 は 皆 望み を 失 ひ、 水戶 を覉る こと 尤も 甚し、 

水 壯年 議論の 士も亦 事情の 詳細 を 知らされ は、 必 

す 勅書の 旨 を 達し、 哀襟を 安ん し舉 らんと て、 國內 

頗る 穩か ならす、 此の 時 藩士 久木直 次郞、 金子 孫 次 

郞、 高 橋 多 一 郞の 三人、 議論の 魁 首な りし か は、 國人 

は 之を稱 して 動搖 頭と 曰 ふ、 此に 於て 三人 皆江戶 に. 


來り しか、 直^ 郞は 事情の 詳細 を 聞く に 及ん て、 其 論 

漸く 沈着し たれと、 多 一 郞は 事情の 如何に 關ら す、 初 

一念 を 達せん とて、 其 議論 順る 激烈に、 孫 次 郞の議 

論 は、 右の 兩人を 折衷す る ものと なれ b  、老公 深く 此 

三人の 國事を 誤らん こと を 憂へ 玉 ひ、 水 5- に歸 らし 

めんと 思 召されけ るか、 一 時に 三人 を歸 らしめ は、 却 

て少壯 者の 氣を激 する こと も あらん、 漸を 以てする 

に 如かす と、 先つ 多 一 郞に 歸國を 命し 玉 ひ、 直 次郞を 

は 江 邸に 留め、 孫次郞 へ は歸留 とも、 未た 何の 沙汰 

も 下し 玉 はさ，. > し 、然るに 多 一 郞 人と 爲り、 頗る 人 を 

疑 ふの 癖 あ .9、 公の 深慮に 思 ひ 至らす して、 必定 直 次 

郞の爲 めに 賣られ たるな りと 思 ひけれ は、 心中 大に 

憤り、 直 次 郞と隙 あ. 5、 水 に歸. 9 て大に 少年 精鋭の 

士を 鼓舞し、 當路の 有司 を 目す るに 佞 諛奸邪 を 以て 

し、 議論 益々 激烈 を 極め けれ は、 此に 始めて 鎭論激 

論の 名稱 起る、 鎭 論と は 直 次郞の 一 派、 即ち 鎮撫 を 主 

とする もの を 指し、 激論と は 即ち 多 一 郞黨を 指すな. 

り、 金子 孫次郞 其の 中間に 立って、 彌縫 を勉め たれ 

とも 用 ひられ さ. 0 しか は、 遂に 又 直 次 郞と相 善から 

さるに 至りぬ、 是高 橋、 金子 等 か、 他日 老公の 意に 悖 


永戶 藩黨爭 始末 


五 IB 十三 


永戶 藩黨爭 始末  . I 

と 謂 ふ へ からす、 斯くて 總州は 病と 稱 して 外出せ す、 

其 旅 舘を嚴 重に 防衞 して、 志士の 襲 耕に 備へ、 町舉行 

小 笠 原 長 門 守に 命して、 急に 在京の 志士 を 捕し む、 鵜 

飼 父子 を 始め、 小 林 民部權 太輔、 宇喜田 一 蕙 父子、 汕 

內大學 、(鷹 司 家の 臣) 金 田 伊織 (三條 家の 臣) 等、 此他 

捕に 就く 者甚た 多し、 又 江 In- にて は、 飯 泉 喜內、 (旗本 

曾 我 權左衞 門の 臣) a 下部 伊 三 治、 藤 森恭助 (旗下 古 

賀謹 一 郞 の臣) 等 を 捕へ た.^、 其 後 總州は 鷹 司 、近衛、 

三 條の三 公に 諷して 其 職を辭 せしめ、 又 陰に 公卿に 

諷して、 朝廷 速 か に將軍 宣下 あらされ は、 幕府 立つ こ 

と 能 はす、 自分 も 亦 面目の 關 東に 對 するな し、 仍て 

逮捕の 徒 を 一 々嚴 刑に 處し、 身 も 亦 京師に 斃 れんの 

みと、 稲々 の 手段 を 以て 公卿 を 威嚇し、 猶水 の罪狀 

を數 へて 之 を誣ゐ けれ は、 關 東の 事情に 暗き 公卿の 

內に は、 願る 疑惑 を 抱け る 者 ありし と. 云 ふ、 されと ま 

上 は 塞 明に まし まし ズハ 總州 等の 一一 In を 信し 玉 ふこと 

は あらさ. 0 しか、 此際 早く 宣旨を 下さ 、るに 於て は、 

諸 大臣 始め 有志の 徒、 多く 寃 罪に 遭 はんこと を憫み 

思 召され、 十五 H の 夜袁翰 を九條 殿に 賜 ひ、 復ひ 出て 

政を輔 けしめ、 以て 關 東の 意 を 安ん す、 廿四 =1 に 下總ー 
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守 始めて 參內、 天盃 を 賜 はる、 廿五 EH 將軍 宣下 あり、 

十二：：：！ 朔： n  、將軍 宣下の 儀 を 江 U; 城に 行 ふ、^ 京囚を 

は 江 s- にて 審問 せんとて、 賴 飼 父子、 小 林、 池內、 金 

田、 宇喜 w、 三國、 梅 ffl、 飯 田、 賴等を 江 に 差 下さ 

る、 

江 の 形勢 

此際江 にて は、 井伊 大老 益々 威權を 擅に し、 己れ に 

阿附 する 者 は 之 を 要路に 延き、 其然ら さる 者 は、 或は 

罷 めら れ 或は 閑地に 移さる、 5 石 瀬 肥 後 守 は外國 奉ハ仃 

より 作 事 奉行に 遷 され、 久貝 因幡 守大 g 付に 任し、 池 

田 播磨守 町奉行と なる、 池 田 は 殊に 殘 忍な. 9 しか は、 

時の 人、 首 切 池 田と 稱 して 恐れけ る、 爾後 有志の 獄を 

治めた る は 此の 播磨守 なれ は、 其 刑戮の 慘虐 な.. > し 

も 亦 怪しむ に 足ら さるな .9、 

此他閣 老久世 大和 守 も、 井伊、 間 部の 舉動を 餘.5 に甚 

しとし、 七：：：：： 以來 病と 稱 して 出仕せ さりし か は、 十 月 

に 至 b て罷 めら れ、 伊達 遠 江 守 は、 越 前、 土 佐、 薩 樂 

等と 謀り、 一 橋 公 を 立て 時艱を g 濟 せんとせ し爲 め、 

內諭 にて 致仕せ しめられ、 大坂 城代 土  Hi: 釆女正 は、 朝 

廷の意 を 奉し、 兵 庫 開港の 非 を 論した るに 依て 罷め 


如かす と 仰せられ しか は、 公 は 何と 申 上け へき 樣も： 

なく、 只管 淚に咽 ひて 返 出せし とそ、 九月 十七 日 總州ー 

京師に 着し、 4^ 町 本能 寺 諷を 旅館と なす、 同 十. < 

m 鵜 飼 吉左衞 門 書 を •  安島 帶 刀に 贈 て、 京都の 有志、 一 

皆 水 Iwv の 速に 事を擧 くる こと を 望む の 意 を 通せし 一 

に、 此 H 吉左衞 門 父子 囚に 就き、 K 發 する 所の 書 も 亦 一 

途中 慕 吏の 爲 めに 奪 はれた 、是ょ して 有志の 徒、； 

囚 はれに 就く 者甚た 多し、 世 之 を 戊 午の 大獄と 稱しー 

て、 近世 史 中の 一 大慘 劇と なす、  , 一 

京師 大獄の 颠末  一 

京師 大獄の 颠末 は、 水 1^ に關係 深き を 以て、 其 大略 を 一 

述 へんに、 先レ是 在京の 有志 者 は、 九條 家の 臣島田 左 一 

近 か、 井伊の 寵臣 長 野生 膳と 相 結 ひ、 殿下 亦 其 言 を 信 一 

用して、 始と宸 憂 を 顧みさる 有檨 なる を 以て、 深く 之 一 

を 憤慨し、 公卿の 間に 奔走して、 其關 白を罷 めし めん 一 

こと を說 きしに、 諸 卿に も 多く 其說 を容れ 、九月 二  t 

殿下に 辭職を 迫る" 殿下 巳む こと を 得す 辭表を 上..^、 一 

近衞 公內覽 す、 井伊、 間 部の 黨、 殿下の 辭職を 聞に 及 一 

んて 憤る こと 甚 しく、 必す遊 說の士 を 獲て 甘心 せん： 

とし.. 先つ 梅 田 源 次 郞を捕 へ 、續て 諸士の 公卿の 家に 


出入す る 者 を、 悉く 逮捕す るの 手配に 及し か は、 成就 

院忍 向、 西鄉吉 兵衞、 有 村俊齋 等を始 ： 、も 在京 志士 皆 

四方に 遁れ、 其 後れた る は、 何れも 累紗の 辱め を 受け 

た h- ける、 梁 川 星巖も 捕縛 せらる へ き 一 人な. 0 しか、 

此月五 rn 遽に 歿した る を 以て 僅に 免 かれし も、 北ハ妻 

紅 蘭 は獄に 下されて 吟味せられ た.^、 此際間 都總州 

か 井伊に 與 へたる 書中に、 

. 櫟仙院 (故 大將軍 を 治療せ し醫 者) 御 吟味 御取懸 

り、 同人 を 苦 問 候 は、、 水老申 付、 毒殺の 邪 謀 其 外 

申談 候處、 明白に 可， 一 相 成 一哉と 奉レ存 候、 (中略) 此 

儀 相 分 候 は、、 水老 切腹 申 上 候ても 可レ然 儀に 御座 

候、 (中略) 京地 へ 私 着の 上 は、 種々 相考、 敵 不.， 殘取 

調 、一人つ、 取 詰、 又は 顯然致 候 儀 は 其 罪を唱 へ、 

閉門、 押 込、 隱居 等の 取 計 も可レ 有い 之、 若 州に 談し、 

九 條殿存 意 承り 候 上、 取 計 可 候、 云 々 、 

と 見えたり、 以て 幕 閣か水 卢を疑 ひし 有様と、 總州か 

上京の 意 氣込を 見る へきな り、 此の 意氣 込に て 京都 

に 臨み、 前古 未聞の 慘 獄を羅 織し、 幾多 志士の 頸 血 を 

以て 原 草 を 染めた る 結果と して、 人心 慕府を 離れ、 三 

百年の 親 業 一 朝に 覆 c せし こと、 總州實 に 責 なし 
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之 を 藤 五郎に 謀. りけ るに、 藤 五郞は 素よ.. -奇節 を 好 

むの 士 なれ は、 一 議 にも 及 はす 領承し、^ 僕內 外の 事 

情を詳 にせされ は、 何卒 委しく 事情 を 知れる 者 一 人 

を 得て、 與に西 上せん とのこと に、 伊太 夫實 にもと 思 

ひ、 其 友人 鈴 木大を 同伴せ しめんと せし に、 大以爲 

く、 老公に は 日頃 深く 幕府 を 尊敬し 玉 へ は、 縱令綸 旨 

あ ，c.. ともて 、 幕府 の 爲 め 百方 其 罪 を 謝する のみなら 

む、 且つ 老公に して 果して 兵を擧 くるの 意 あらせ 

はむ に は、 旣に賜 へ る 所の 勅書に て 充分な. 9、 豈 故ら 

に綸 を 賜 ふ を 待つ へけ む や、 此事ぽ 係 重大、 水戶存 

.C の 判る 所 なれ は、 妄りに 承諾す へきに あらす と 思 

案して、 伊. K 夫に 向 ひ、 足下に は 之 を 安島 大 夫に 議 

しかと 問ゐ しに、 伊太 夫 は、 否、 大 4K 必 す決斷 すまし 

と 思 ふて 未た 議せ さりし、 兄 試みに 往て議 せよ との 

ことに、 大は 安島の 家へ 赴く 途中、 茅 根 伊豫 之 介を訪 

ひ此 事を吿 けたる に、 伊豫 之 介 曰く、 伊太 夫 周章の 

餘り狂 謀を發 したりと 覺 ねた. り、 速に 安島 氏に 吿け 

よと、 仍て大 又 安島 を訪 ふて 之を吿 く、 安島 曰く、 伊 

太夫の 過激に も 困るな り、 幕府 未た 兵 を 以て 京師に 

臨ま さるに、 我 藩 安ん そ 兵を勸 かす こと を 得ん、 面 


IK せ すん は ある へからす と、 意 色 頗る 勵し かりし か、 

其 梨 H: 帶刀 伊太 夫 を 呼て 之 を嚴責 せし と 云 ふ、 是に 

て、 綸旨を 申 下して 討幕の 兵を擧 くると 云 ふこと は、 

全く 中止に なりたれ とも、 其顦 末の 稍 世上に 漏る ゝ 

と 同時に 、事の 始終 を詳か にせさる 世人 は 、針 小 を 棒 

大に言 做し、 水 in, 殿に は、 綸旨を 賜 は b て 義兵 を擧く 

るの 結構 あ. 0 杯と、 風說頻 b に 起. 9、 遂に 水 藩に 不雪 

の菟. 罪 を 蒙らし むる こと ゝ はなり にけ り、 

京師 志士の 計畫  . 

京師に 集まれる 諸 有志 も亦總 州の 西 上 を 聞て 大に患 

へ、 水卢の 早く 事を擧 くる こと を 望み、 頻. 9 に 鵜 飼 幸 

-吉を 促し けれ は、 幸吉 纏て 廳司 公の 諸 大夫小 林 民 部 

權太輔 に 就て、 綸旨を 水 nx- に 賜 はらん こと を 請 ひし 

も、 小 林 之 を 疑 ふて 事 達せ さりし か は、 有志の 徒、 尙 

はかりごと 

種々 の 策 計 を 建る 中に、 或は 生 上に 請て 潜に 大 坂へ 

御座 を遷し 参らせ、 城代 土 屋釆女 正に 賴. 9、 勤王の 

兵を徵 さんに は 如す とて、 三條公 入て 此旨を 奏聞せ 

しに、 生 上御聲 曇らせ 玉 ひて、 朕 は決斷 すへ きも、 護 

るへ き 兵士の なき を 如何に かする、 未た 大 坂に 達せ 

すして 捕 はる ゝ程 なら は、 宮を 出て さるの 愈れ るに 


に そ、 高 松 侯 恐れて 爲す所 を 知らす、 慕府 にても 水 s- 

の 形勢 容易なら さる を 見て、 此上 妄りに 干涉 する 時 

は、 如何なる 珍事 を 惹起 さ， んも 測.^ 難しと 思 ひし か、 

甚 しく 政治 を 改革せ しめす して 事 止みけ る、 併しな 

から、 此の 一 着手 は、 藩內の 不ギ派 即ち 結 城 黨の爲 に 

は、 所ビ謂 空谷の 党 昔に て、 失意 重疊 せる 間に 一線の 

望 を 懸けし めたり、 

間 部 閣老の 上京  - 

此年九 rrr: 三日、 閣老 下總守 上京の 途に 上る、 始め 總州 

の 使命 を 受ける 時、 伏 見 奉行 內藤豐 後 守 偶 江 B; に 在 

h> しか、 之 を 聞て 笑て 曰く、 總州 も.^ 堀田備 州の 稷徵 

を 踏まる、 ならん と、 總州 驚て 計 を 問 ふ、 豐州 曰く、 

公卿の 能く 事 を 爲す者 は、 僅々 二三 人に は 過き す、 故 

に i 士の 京師に 出入す る 者 を 禁止し、 且處 士諸大 

夫と を 捕へ て 其 手足 を絕 たは、 後來は 萬事爲 さんと 

欲する 儘なる へしと て、 京都の 収稀を 厳密に すへ き 

こと を 糖め ける、 又紀 州の 國老水 野 土 佐 守 は、 紀公 

の 外 叔父た る緣 故と、 御 側藥師 寺筑前 守の 姻家 たる 

ぱジ りごと 

故 を 以て、 密に 幕府の 事に 預. 5 しか、 謀計 を總 州に 

進て 申す 樣、 從來 京師より 外 國の事 を 以て 幕府 を責 


めら る、 iq- (极原 は、 確 は 水 m, 老公に 在る こと 明かな 

.0、 贵君 京師に 抵 るの 日、 嚴 密に搜 索せられ な は、 必 

す 具 證據を 得らる へし、 之 を 以て 老公 を 罪に 處せ は、 

公武の 間の 確執 は 立處に 止み 候 はん、 併な から、 將軍 

宣下 あらされ は 幕府の 權去 るへ けれ は、 先つ 其 宣下 

を 促 かし、 本 を 堅 ふして 而る 後に 漸々 手 を 下さる こ 

と、 尤も 然る へ しと あ h- けれ は、 總州實 にも IJ 思 ひ、 

上京の 上 は 贵說の 如く 取 計ん と 約され ぬ、 され は總 

州の 上京 は、 表面に は 外 國に對 する 事情 を 奏上す る 

にあれ と、 其 實は將 軍 宣下の 强 請と、 有志の 義徒 を 捕 

縛して 公卿の 手足 を絕ん とする にあ. 5、 京都に 充満 

せる 志士の 生命 は、 其危 きこと 實に 風前の 燈の 如く 

水 兵の 訛傳 

間 部下 總守江 を 打 立 京師に 上， 9 けれ は、 江 に 在 

る 有志の 徒 は 皆 之 を 憂 へ 、謀 讒を盡 す 中に も、 薩 藩の 

堀 忠左衞 門と 云 へ る は、 人となり 槊斷 にして、 日頃 水 

藩の 鮎澤 伊太 夫と 親しく 交 はりし か、 兩 人相 議 して、 

其 知る 所の 處士柴 3 藤 五郎と 云 ふ ^を 京都に 遣 は 

し、 水 In. 老公に 綸旨を 申 下し、 幕府 を 討た しめんと て、 
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模樣 によって、 事變 あ. 0 とても 力 を盡す こと を 得さ" 

るへ し、 京師の 勢 ひに して、 殷碰 なること 嘗て 聞く 所. 

の 如くな らんに は、 下 總守必 す 狼狽して 時勢 一 變すー 

るなら む、 先つ 其 迄 は 國カを 養 ひ、 機會を 待つ に 如お 一 

すと て、 終に 諸侯 へ 回示することは思止まりける、^!^« 

根 伊豫 之 介 後日 其 友人 鈴 木大に 語. - ける は、 旣 往の丄 

跡に 就て 見れ は、 悔 ゆへ きも のな きに あらさ る も、 一 

當時假 使 之 を 回 示し、 諸 藩の 奉 承し たれ はとて、 書. M 

幕府に 呈 して、 宜しく 勅 を 奉す へしと 云 ふの 外 はな： 

からむ、 大老の 倨傲なる、 其 等の 事 を 意に 關せ さる は 一 

明らかな， 5、 され は 回 示 するとせ さると、 事の 成ら 一 

さる は 則ち 一 ならん、 但回 示せ は 其 責を諸 藩に 負 は 一 

しむへ きもの を、 回 示せ さ，. > しか 故に、 水卢 のみ 其責ー 

を 負 ふこと と はなり しな.. y  、併しな から、 責を 受けた 一 

るか 故に 國內を 保つ こと を 得 たれと、 若し 責を 受け 一 

ましとて 回 示した らんに は、 國內の 事 或は 謂 ふに 刃せ 

ひさる に 至， 9 しも 知る へからす、 一得一失 唯 之 を浩ー 

嘆に 付す るの みと 言 ひける よし、 以て 當 時の 事情 を 一 

見る へ きなり、 

黨火 再燃の 端緒  一 


幕府に て は、 旣に水 In- に 迫. 5 て 勅書の 回 示 を 止めし 

め たれと、 例の-大老の 事と て、 是を 以て 滿 足せす、 

其 事に 與 かれる 水 の 重臣 を黜 罰して 後患 を 除かん 

と 、 其 32! を中納 言 公 に 諷されし か は、 公に も 是非な き 

事に 思 召され、 岡 田 信 濃 守、 武田 修理、 (後 耕 雲齋) 大 

場 彌右衞 門、 (後 一 眞齋) 安島 帶刀， ^ 尾 崎 豊後等 を黜け 

らる、 幕府に て は 更らに 鈴 木石 見守、 太 田 丹 波 守 等 を 

用ゐ しめんと して 內命を 下さる、 此 二人 は 先に 結 城 

黨 なるよし にて 黜られ し 者な h>、 先,. 是弘化 年中 老公 

返隱の 日、 高 松 侯賴胤 、幕府の 命に よって 水 1!； の 政に 

預. 0 しか、 其 際 老公 登庸せられ し 人物 を 多く 黜 罰せ 

しこと ありて、 老公との 問 相 善から す、 侯 大老と 婚せ 

し 故 を 以て、 日に 彥根 邸に 出入し、 威權 頗る 盛んなる 

ものから、 水 5, にて は 益々 之を疾 むに 引換へ、 慕府の 

用ゐは 大方なら す、 竟に侯 をして、 再 ひ 水 In- の 政治に 

與 からしむ る ことと なせり、 然るに 水 封內 にて は、 

勅書の 囘 示せられ さるに よって、 議論 紛 起した る處 

に、 石 見 丹 波等苒 用の こと、 及 ひ 高 松 侯 政治に 與 かる 

との 事 聞え けれ は、 人心 以ての外に 動搖 し、 大に 幕府 

の 處置を 憤 hN、  士民數 千 人 江 m- に來. 0 て 之を訴 ふる 


勅書 囘 示に 係る 議論 

幕 麻に て は、 始ょ b 勅書の 眞僞を 疑 ひ 居 けれ は、 閣老 

備州 等の 水 SS 邸よ 反る や、 其 關係を 探らん とて 急 

飛脚 を 差 立、 京都の 事情 を 所 司 代に 問 ひ 合せけ るに、 

廿 七日に 所 司 代よりの 答 書 江 la- に 着し たれ は、 急き 

披き 見る に、 段々 公卿の 間 を 採 索した るに、 勅書 は 全 

く水卢 より 求れ る 者の、 密に 請て 下せし ものなる へ； 

く、 九條關 白に は預. 9 知られ さるとの こと を 記した 

KV  (這 は 日 下部 伊一 二次の こと を 謬り 傳 へ たるなる へ 

し、) けれ は、 幕 閣は大 に 喜 ひ、 廿 八日に 太 田、 間 部の 

二人 復水 邸に 求り、 意 氣揚々 として 云 ふ檨、 條約調 

印の こと は、 時勢 巳む を 得さる に 出て たる ものに て、 

委細 は 下總守 上京して 奏聞 を遂 くる 箬 なる も、 大將 

軍 薨去 あらせ 玉 へ る爲 め、 稍々 延引した る 次第にて、 

御 葬送 も相濟 みたれ は ^ 下總守 不日 發途 して 陳謝す 

： へく、 就て は 勅書 を 諸侯に 回 示せら る ゝは斷 して 無 

用た るへ し、 且又 勅書 を御屋 形へ 下賜 せられし 手續 

きに も、 怪しむ へき こと 多 けれ は、 旁々 回 示あって は 

御爲め 宜しから すと、 一 一人 雄 辯 を 撣て說 かれ たれ は、 

中納言 殿に も據 ろな く、 其 言に 從ふ へき 旨 を 答 へら 

. 戶 藩簾爭 始末  ,  ノ 


れ ける、 二人 其 答へ を 得て、 重荷 を 卸した る 心地に て 

大に喜 ひ、 營 中に 歸. 9 て、 水 lO, 公 吾輩の 術 巾に， M ゐれ 

b 丄 て 打 笑 ひける とな .5  、 

此の 時に 當て、 諸 藩 有志の 徒 皆 勅書の 回 示 を 待つ こ 

と、 大旱の 雷 霓も啻 ならす、 水 10 'にて 回 示 を 遷延す る 

を愤 ほり、 議論 紛然と して 起. 9 けれ は、 水 にても 打 

捨 置き 難く、 家老 等 は 公に 勸め、 閣老の 言 を 用 ひすに 

回 示す へき 旨 を 云 ひ、 議旣に 決しけ るか、 公 は 猶も安 

し 玉 はさる 所 あ， 9 て、 之 を 側 用人 桑原 治 兵衞に 諮ら 

せ 玉 ひける に、 治兵衞 謹て 申 上る 樣、 抑 此^ 勅書 は、 

幕府 を輔 けて 內政を 整へ、 外 國に對 すへ き 旨 を 命し 

玉へ るな り、 幕府 を輔 くる は、 宜しく 閣老と 熟議す へ 

き は 勿論の ことなる に、 閣老の 切て 回 示 御 無用と 申 

上け たる 言 を 用ゐ玉 はす、 强て回 示 あらせ 玉 はむ に 

は、 勅書の 旨に も 適 はす、 恐らく は 別に 不測の 害 あ 

Q ベ 

んと、 悔る處 なく 陳述 けれ は、 公に も 道理と 思 召さ 

れ、 老公に も 桑原の 申す 所 然るへ しとの ことな， 0 し 

か は、 衆議 之に 依て 又變更 し、 今 前後 を 顧みす して 之 

を 回 示し、 大に 幕府の 譴責 を 受け、 之 か 爲め國 中 瓦解 

せ は、 大難 目前に 生す へ く、 然ぁ b て は 下總守 上京の 
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へしと 決心し、 此举を 安島 帶 刀へ 申入れ しか は、 .5^„^ー 

島 も 同樣の 決心 に て、 幸吉か 遠路 の 辛苦 を勞ら ひぬ、 一 

明 くれは 十七 H  、勅書 を は 安島の 許へ 差 出した るに、 一 

其 夜中 納言殿 幸吉を 召されて 謁を賜 は. 5、 大事の 御 一 

使 彼是 大儀に 思 召さる との 御意 あ...' しか は、 幸 吉難ー 

有さ 心魂に 徹して、 只管 感淚に 咽 ひたり、 纏て 衆議 を； 

盡 して 閣老を 水 II； 邸へ 召されし か、 十八 日 は 故 將軍ー 

送葬の 日なる を 以て 求ら す、 翌 十九 n 閣老 太田備 後一 

守、 間 部下 總守、 水 邸 へ 求って 中 納言公 に 謁す、 公 „ 

勅書 を 示して、 列藩 へ 回 示す へ きに 付き、 其 3 曰 心得ら. 

れ よと あ b 、二人 畏.， て、 御 直答 は 致し 難く、 立歸 り. 一 

同僚と 協議の 上、 御 返事 仕る へ き 旨を述 へ て 返 出す > 一 

幕府に て は、 勅書の 水 へ 下賜な りし 事 を 聞て より、； 

大に 驚き、 左な きたに 從來 取扱 方に 苦しみ、 吸， の 上の， 

瘤と も 思 ひ 做した る 水 卢 へ 勅書 を 賜 はりし とあって. 一 

は、 例の 老公 又 如何なる 事 を 申出ら れん も 測， 9 難ん； 

とて、 周章 大方なら す、 此日 井伊 大老 は病氣 にて 不參ー 

な， 0 し を、 急に 使を馳 せて 登城 を 促し、 披き 評定 (披ー 

き 評定と は、 慕 府の舊 例、 大事 を議 する 時 は、 廣 殿の」 

四方 を披 きて、 會議の 席 を 其 中央に 設け、 以て 漏泄 を 一 


五 言 六 

防き しなり、) あ. o、 群議 を 凝らした る 上、 水 の 勅書 

は 之を沮 抑し、 列藩へ 回 示せし めさる ことに 決し、 翌 

日 又 太 田、 間 部の 二人 水卢 邸へ 求り、 議 今に 決し 兼ぬ 

れは、 列藩へ 回 示せら る、 こと は 姑く 猶豫 あるへ き 

を 請 ふ、 斯て 此後數 日の 間 答 ふる 所な かりし か は、 公 

よ. 9 頻りに 催促せられ しに、 漸く 廿 四日に 至. 0 て、 右 

の兩 人よ 書面 を 以て、 御 家門 諸侯に 回 示 せらら る 

へき 旨の 答へ あ ，9、 依て 即日 之を囘 示せら る、 伹し 

外樣 諸侯に 回 示す る ことに 就て は 未た 答る 所な し、 

始め 勅書 下賜の こと ある や、 老 公大に 驚かせ 玉 ひ、 國 

力の 以て 聖旨 を 遵奉す るに 足ら さるの みならす、 親 

藩の 義 として 亦輙く 之を內 外に 開示す へきに あらす 

として、 中納言殿に申して閣老に^^！らせ玉 へ る耗な 

れは、 中納言 殿に も 深く 幕府 を 崇敬せられ、 或は 其當 

に 過く ると 云 ふ有樣 あ， 9、 され は閣老 よりの 返答 大 

に遲延 する に 及 ひ、 朝 命 を 奉 せんか、 幕府の 旨に 違 ふ 

に 至らん かと、 强く心 思を惱 まされ、 二十 六日に 尙又 

使 を 以て 閣老を 召されし に、 閣老も 答 ふる 節の なき 

に 苦しみし か、 辭 して 來らさ b しか は、 公益々 其 進 返 

に 惑 はせ 玉 ひける、 


られ て、 之 を 止む るに 由な か， 9 しと、 吉兵衞 か 天下の 

大勢に 明かなる は、 今に 始めぬ 事な から、 其 事前に 在 

て 事後の 結 栗 を 見る こと、 掌 を 指す か 如くなる は、 流 

石に 豪傑の 士と謂 ふ 八き なり、 

先 レ是水 にて は、 安政 二 年に 戸田 忠 太夫、 藤 田 誠 之 

進の 兩人震 死し 、導て 藩 巾朋黨 の慘獄 となり、 幾多 有 

爲の士 を 刑 殺した るの みならす、 其 禍は延 て 一藩の 

人心 を 分裂 胶 離せ しめたれ は、 氣勢は 日に 衰頹に 就 

き、 勅書 を 賜 はりても、 幕府の 匪 政 を 矯正す るの 力 は、 

恐らく 之れ なか. 9 しなら む、 され は此 際、 水 藩の 眞情 

を 知る 者 をして 京都に 在らし め は、 必す 別に 處 する 

途を 求め、 斯の 如き 危き 手段に は 出て さりし ならむ 

に、 賴飼士  口 左 衞門は 水 藩 なれと も、 實は 京都 人に て、 

水 戶の籍 に 入りた る 者 故、 水 藩の 事情 を 熟知せ さる 

より、 遂に 此事 あるに 至れるな り、 水 藩 石 川 德五郞 

と 云へ る は、 老公の 姉 君 か 關白鷹 司 政 通 公に 嫁せ 玉 

ふ 時の 傅 人に て、 常に 京都に 居. 0 しか、 此人深 沈誠實 

にして 志 慮 才幹 あ， Q  、厚く 老公の 信任 を 得、 帶刀 等と 

も 親しく、 帶刀等 平生 之 を 信す るの 餘. o、 伊三次 等 如 

何に 奔走す る とても、 德 五郞必 す彌鏠 するな らんと、 
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之 を 意と せ さりし な， 9、 然るに 此月 德五郞 急に 病 あ 

.0 て 鷹 司 公の 殿中に 死し、 後 傅 を 命す るに 至ら さる 

間に、 是の 大事 は 起れ り、 櫻任藏 (せて 或 人に 語て、 兩 

田の 震 死、 薩 侯の 遠 逝、 德 五郎の 暴卒、 之 を 三奇と 謂， 

ふ へ く、 世の 否運に 赴く 所以の もの、 決して 人事に あ 

ら さるに 似た.^ と 云 ひしと か、 此際土 浦 藩の 留守居 

大久保 要人 大 坂に 在り、 亦： ii 書の 到底 慕府を 動かす 

に 足ら さる を 慮 かり、 ^企圖 を 改めし めんと 霊 力せ 

しか、 事 未た 行 はれさる に、 刺 書旣に 東に 下 て 及 は 

さ. c> しと、 俊傑の 見る 所 符節 を 合せた る 如き、 亦奇と 

謂 ふへ し、 

閣老の 狼狽 

却說、 鵜 飼 幸吉は 大事の 御 使 を 承り、 嫌疑 を 避く る爲 

め、 大坂 屋敷 勝手 方の 名前に て 人足 帳を附 出し、 姓名 

を變 へ、 侍 一 人に 一 僕 を隨ひ 東海道 を 下りけ るか、 道 

中 幸に 川 支 もな く、 九 tn 目に て 十六 日に 江 5, に 着し、 

卷日 町に 宿 を 取 h -、 其 夜 忍ん て 小石 川の 上 邸なる 茅 

根 伊豫 之 介を訪 ふて、 勅書 下賜の こと を吿 けし か は、 

サ矛根 も 一 度 は 驚きし か、 旣に御 下賜に なりし 上 は、 力 

の 及 ふ 限 b 其實 行を圖 り、 之に.^ くに 一 死 を 以てす 

.  五 百 五 
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五 百 四 


はかりごと 


つや 御聽 入れな く、 さら は汝等 此の 國の爲 めに 計 策 

あ. 9 やとの 仰せに、 何れも 畏まり、 唯一 事の 候 ふ、 其 

は餘の 儀に も 候 はす、 勅書 を 水 es へ 下し 賜 は， o、 有志 

の 諸侯に 命して、 5^ 〈々力 を盡 さしめ たらん に は、 或 

すべ 

は 國勢を 挽回す る こと も 候 はんか、 皇座を 遜らせ 玉 

はんこと は、 先つ 此 事の 成否 如何 を 待 せらる へしと 

奏せし か は、 主上 御 許容 あらせ 玉 ひ、 八月 七日の 夜 三 

公 を 召して 議 せられ、 八日に 至.. >  水 戶邱の 留守居 鵜 

飼 吉左衞 門 を 召して 其 旨 を 命 せらる、 3^ 之 を 幕府に 

下せ は瘦閉 せらる、 の 恐れ ある ものから、 吉左衞 s: 

の 子幸吉 をして、 勅を舉 して 江 5- へ 下らし む、 次て 九 

n に 幕府へ 賜 はるへ き 副書 成. 5  、十日に 禁裏 附大久 

保 伊勢 守に 命して 幕府へ 達せ しめらる、 是 により 勅 

書 は.、 幕府へ 達せし よ..^ も 一 日 早く 水 11； 邸へ は 達せ 

しな.^^、日下部伊三次、勝野豐作等は、 勅書 を 諸侯へ 

回 示す る こと を 周旋 せんとて、 急き 江 戶 へ 下りけ る、 

西鄕 吉兵衞 

勅書 を 水 u; に 下せし 時の、 京師 諸 有志の 計 策と 云 ふ 

は、 之 を 以て 水戶ょ 幕府の 過ち を 責めな は、 大老 は 

必す罪 を r  ) て 身 退く へし、 其 機に 乘 して 將 gehi 且下 


を 一 橋 公に 下し、 紀公は 官位 を 進めて 元の 如く 儲 ts^ 

と爲し 置く へし、 水 111' の 力足ら さらん 時の 爲 めに は、 

水 m, よ. 0 勅書 を 諸 藩に 回 示せし めん、 諸 藩 皆 水 に 

左袒せ は、 大老 傲 且つ 暴な りと 雖も、 勢 ひ 返 かさる こ 

と を 得さる へしと 云 ふに ありし と、 斯の 如く 漠然た 

る計圖 により、 勅書 を 申し 下した るに そ、 忽ち 意外の 

大變を 醸成し、 前古 未見の 惨劇 を 演出す るに は 至 & 

西鄉 吉兵衞 隆^ は此時 京都に 居. - しか、 倩々 伊三次 

等の 爲す所 を 見て 大に 之を危 ふみ、 急に. 京都 を 出立 

し、 晝夜馳 する こと 五十 四時 (四日) 半に して 江 に 

求り、 安島 帶 刀に 面會 して、 食 殿 何の 見る 所あって、 

伊三次の 輩 を 使 ひ 京師に 周旋せ しむる や、 必す 忌々 

しき 大事 を 惹起し 國家を 誤らん と、 京都の 有檨を lr:S 

けれ は、 帶刀大 に 驚き、 其 は 自分の 一向に 知ら さる 

所に て、 右樣 のこと を 伊三次に 命した る こと 甞て之 

れ なしと て、 伊三次 か 送別 會の 席に 臨みし 時の 模樣 

を 語.^ しに 、吉 兵衞 さら は 拙者 速 に 京都 に 引返し、 彼 

等 か 爲す所 を 格 止 へ しとて、 直に 出發 し、 又も 五十 四 

時に して 京都へ 着せし に、 勅書 は 其 前日 旣に 下賜せ 


有志の 徒、 岡 方より 京都 を 指して 馳 登れる 中に、 薩藩ー 

の士 にて 日 下部 伊三次と 云 ふ 者 あ. 9、 慷慨して 曰く、 一 

吾 素より 三 條公を 知，.^ 參ら せた. 9、 公 は 井伊 大老と 一 

姻族の 親み あれ は、 公に 申して 大老に 諭し、 大老 自ら 一 

罪 を 謝して 返く 樣に取 計 はむ、 若し 然ら され は、 尾 一 

水 越 等の 謹慎 を 解かしむ へし、 此の 二つの 內必す 其 一 

1 を 成さん と、 意氣 頗る 壯 なりき、 伊三次 は 故あって 一 

水 In, に 生れ、 久しく 水 に 居. o、 藩士に 知人 も 多 か b 一 

しか は、 其 西 上す るに 及ん て、 荻 淸右衞 門、 贴澤 伊太 一 

失、 加 志 村 準藏、 木 衬三稳 介 等、 下 谷の 茶 亭に餞 宴 を 一 

設けて 之 を 送りけ るか、 其 席よ. 9 使を發 して、 水 の 一 

家老 安島 帶刀 を迎 へけ る、 帶刀 何事なる か を 知らね 一 

と、 友人よ. 0 の 使 ひ 故 急き 來 b 臨みし に、 席上の 模檬. 一 

何となく 異 しく、 人々 耳と 口と 相 接して 密語し、 明か 

に 其 事情 を 言 はす、 帶刀之 を 怪しみ、 委細の こと を 問 一 

5^ する に 及 はす、 匆々 にして 辭し 歸.. ^ぬ、 鳴 呼 此の 一: 一 

會、 圖らす も 水 II； 藩の 大難 を 醸す 基と はな b ぬ、 此设ー 

伊三次は急行にて京都に上.^ける、  ；一 

却說、 各藩より 京都に 馳せ 集.. >  し 有志の 徒 は、 薩州侯 一 

の 上京 を 待て 事を爲 さんと、 一 日 千秋の 思 ひ をな し 1 

1 .  ^,藩1—爭ま  ^  ； 


居る 處に、 七月 下句に 至.. y 、薩 州より 驚く へ き 飛報 あ 

リ、 曰く、 本 月 八日 侯 少しく 疾ぁ しか、 病勢 急に 進 

み、 十六 日 遂に 逝去し 玉 へ りと、 之 を 聞く 者 皆 茫然と 

して 爲す所 を 知らす、 暗夜に 燈火を 失へ るか 如くな 

,9 し、 折 柄 伊三次に 就て 江 II； の 事情 を 問 ふ 者 あ. o、 伊 

三次妄.^に言ふ^^、水11;の氣勢、尙能く幕府の非政を 

正す に 足らん と、 是に 於て か 有志の 徒、 盲 龜の浮 木に 

逢 へ る 思 ひに て、 勅書 を 水 In- に 下し、 カを盡 さしむ へ 

しとの 議は 起れ るな り、 此 事に 就て 專ら盡 力せ し は、 

伊三次 始め、 水 戸の 士鵜飼 吉左衞 門 父子、 及 ひ 勝野豊 

作 、梁 川 星巖、 梅 田 源 次郞、 賴三樹 八 郎等な. - しと、 

此際 上に は、 深く 叙 慮 を國 事に 注 かせ 玉ふ處 に、 外 

國の强 迫、 幕府の 違 勅、 尾 水 越の 幽閉よ， 9、 今 又薩康 

守の 暴に 長逝す る 杯、 浮世の 樣、 總て大 御 心に 任せぬ 

ことのみ なれ は、 痛く 宸襟 を惱 まされ、 朕 天下の 形勢 

斯の 如くなる を傍覜 しつ 、之 を濟ひ 得さる こと、 皇 

痤を 汚す に 當.. >、 祖.：：ポへ對し舉り恐懼措^-處を知ら 

すと 詔り 玉 ひ、 纏て 勅使 を 伊勢の 大廟に 遺 はされ、 其 

由を吿 けて 皇位 を 遜れ 玉 はんとの 思 召な り けれ は、 

三 公 諸 卿大に 驚き 嘆き、 種々 に 留め 奉 つれと、 つや 

§111 1 I 


 水戶 a 黨爭 始末  

.1 橋 派 は 尾張慶 勝、 越前慶 永、 薩州 齊彬、 土州豐 信、 宇 

和島宗 城、 及 ひ 幕 有志 の 徒、 諸 藩の 志士 等に て、 紀 

公方に は 幕府の 大奥に 强援 あ. o、 諸侯に は 井伊 を始 

め、 其 黨與皆 之 を 生と する 故、 兩黨の 勢力 は 殆と相 

匹敵す る有樣 なりし、 期くて 相爭ふ 間に、 外 國交涉 事 

件 は 日に 切迫し 來り、 朝廷よ. 5 も、 年長に して 且 賢な 

る 者 を 立てよ との 御內意 さへ あ. 0 しか は、 一橋 公 入 

て儲嗣 となる へしと、 人々 思 ひ 居る 所に、 大目 付 池 田 

播磨守 大老に 說て、 此際尾 公 等の 言 を 以て 意に 關し、 

一橋 を 立 は 大事 去らん、 速に 決議す るに 如かす と 云 

ひけれ は、 固より 其 心組みなる 大老の 事 ゆ ゑ、 尾 公 等 

の 登營ぁ b し 翌日、 即 六月 廿 五日、 紀公を 立て 儲嗣と 

爲す 旨を發 表せら る、 海 有志の 徒、 愕然として 井伊 

の 專橫を 怒らさる なし、 

斯て 六月 廿七 ni を 以て、 米 國條約 調印 濟 のこと を 京 

都に 奏せし に、 聖上 以ての外 袁怒 あらせ 玉 ひ、 廿 九日 

みことのり 

勅し て、 三 家 大老の 中 一 人 を 急に ま 一朝せ しむへ きの 

命 下る 、七月 朔日 大廣間 大名 署 して、 違 勅の 不可な 

る を 論す る こと 尤も 切な 、人心 漸く 幕府 を 離る、 四 

H 勅書 江 に 達し、 幕府 困 迫 出る 所 を 知らす、 先レ是 


I  晋 二 

大將 軍微恙 ありし か、^ 夜遽に 薨去 せらる 、大老 等以 

爲 らく、 此 機に 乘し尾 水 諸 公等復 た登營 して 云々 す 

る 所 あら は 事 敗れん、 如かす 急に 之 を處置 せんに は 

と、 明 nl 台 命 を 矯て尾 公 及 ひ 水 老公、 f 橋 公、 越 前 

侯 を謹愼 せし む、 閣老太 田 備後守 曰く、 罪證 なくして 

親 藩 を 幽する は 後患 を 如何と、 井伊 曰く、 京師 を 探索 

せは必 す罪狀 あらむ、 若 之れ なくん は 我 其咎に 任せ 

んと、 太 田復爭 ふこと 能 はす、 是に 於て 諸 藩 有志の 

徒、 益々 大老の 專橫を 惡み其 罪 を 鳴し、 京師の 命を以 

て 之を黜 けんと 欲する 者、 相 胥て西 上せり、 

此月 十七 日 松 平 薩摩守 齊彬に 命して、 當 秋參府 せし 

む、 齊彬國 事の 日に 非なる を 憂へ、 議を 東西に 獻し 

て國體 を振揚 せんこと を 謀る もの 久し、 大老 政を專 

ら にし ノ親藩 を 幽する を 聞に 及ん て、 言語 文辭の 能く 

救 ふ 所に あらさる を 知. 9、 將に 精兵 三千 を 率て 京師 

に 入り、 王 帝 を 擁護し 慕 政 を IM 正せん とす、 伊地知 龍 - 

右 衞門正 治、 西鄉 吉兵衞 隆盛 等 其 計 議に預 る、 四方の， 一- 

志士 京師に 築 まれる 者 之 を 聞き、 日々 頸を延 へて 侯 一 

か 上途の 報知 を 待た. 5 ける、  一一 

. 日 下部 伊三次  . 一一 


水戶 へ、  •  水 BS 老公と 相 善から す、 六月 廿 二日、 幕府 尾 紀水三 

別紙 勅 P) 之 趣 被 二 仰 進， 候、 右 者 國家之 大事 者 勿論、 I 藩 等に 米國條 約に 調印せ し 旨を吿 く、 尾 公 li らく、 今 

德川家 を 御 扶助 之 思 召に 候 間、 書 議有レ 之、 御 安全 一 勅命に 違 ふて 開港 を 許す、 是 幕府の 罪な.^、 爭 はす 

之 檨可レ 有 二 勘考， 旨、 以ニ出 格 之 思 召， 被 一一 仰 出， 候 一 んは ある 可ら すと、 水 IS, 老公 並に 中納言 公と 議し急 

間、 猶內列 之 方々 並 三 卿 f 家家 門 之 衆 以上 隱 居に 至 に登營 し、 大將 軍に 謁して 之を陳 せんとし、 其 意 を 一 

迄、 列藩 一 同に も 御 趣意 相 心得 候樣、 向々 へ ^ ト傳 橋 公に 通せし か は、 公に も登營 あ， Q しか、 大將 軍に は 

達 可レ有 皆 被， 一 仰 出 一 候、 以上、  病と 稱 して 》 ^公 等 を 見す、 公 等 大老 閣老に 面して 之 

幕府へ、 I5^f ば f M れ省  を 貴む、 大老 等、 閣老 一 人 を 西 上せし め、 朝廷へ 陳謝 

今度 被 二 仰 進 一 候 趣、 三 家始相 心得 候 様、 別段 水戶中 一 すへ き 旨 を 云 ふに よ b  、尾 公 等 退出 せらる、 此 n: 水 

納言へ 被， 一 仰 下 一 候、 此段御 心得 之爲 申入 候 事、 一 老公と 井伊 大老との 間に、 多少の 識論 ありし 由に て、 

©以 上文 AE 孝 明 天 皇紀 及 岩 倉 公資， 記^ 以て 校合す 而 して 兩 書に  一 ^^3t^^^A,^£L> 

よる、 幕府への 勅 SiLL は 日附井 近衞忠 等の-副署 なし 當に衍  一 々甚し 

此 勅書 こそ、 尾、 水、 越 前、 一橋 等^ 志 諸侯 幕 識を蒙 ： 幕府 外 は 米英 諸 國の爲 めに 迫られ、 尋 て違勑 論に 攻 

るの 原 WI となり、 京都 志士の 大獄と な. o、 櫻 田の 斬權 一 撃せられ、 進 返 維 谷の 場合なる に、 內には 又 儲 嗣の議 

とな. 5、 坂 下の 刺顯 となり、 水 u; 黨爭 の再發 とな. 5、 一  論 あり、 幕 廷の臣 僚、 外 間の 諸侯、 各々 黨派を 分ち、 軋， 

防畏常 野の 戰爭 とな. 、遂に 幕府 稷 ir 王室 中興の 原 一 櫟紛爭 、寧日 ある ことなし、 始大將 軍 多病に して 嗣子 

因と なりぬ、 其 賜 勅の 已むを 得さる に 至し もの は、 全 なし、 依て 三 家 三 卿の 內ょ b 御 養 君 あるへ しとの 譏 

く 幕府の 外政宜 きを 失 ひしに 因るな り、  論 起る に 及 ひ、 一 橋 慶喜公 は 水 戸 老公の 第 七 子に て、 

違 勅 論の 沸騰、 水 戸 老公の 蒙譴 .  賢明の 聞ね あり、 且つ 年長 なれ は、 宜しく 之 を 立つ 

此 時に 當て 幕府の 大權を 捉れる 者 は、 剛愎 を 以て 世 へしと 云 ふ 者と、 紀 州の 公子 家 茂 公 こそ、 幕府と 血緣 

に 知られた る 大老 井伊 掃 部 頭な.^、 掃 部 頭 素より、 最も 近 けれ は、 之 を 立つ へしと 云 ふ 者との 兩派ぁ hN、 
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水戶 藩黨爭 始末 下卷 

勅書の 下賜  . 

安政 丙 辰 丁 巳の 間、 結 城 寅壽の 黨與、 或は 刑せられ 或 

は 要路 を黜 けられて、 一 時に 屏息せ しか は、 水 藩の 黨 

爭も此 に 一 段落 を吿 け、 藩の 政權は 全く 戶田、 藤 田の 

黨與 なる 安島 帶刀、 茅 根 伊豫 之 介 等の 掌 裏に 歸し、 表 

面 上 は 稍々 靜 譜の觀 ある も、 失意の 藩士 は 藤 田黨に 

切齒せ さるな く、 機 會の來 る を 待て 復謦の 旗 を 建て 

んと、 內 心に 12^ を 磨く 折 柄、 整內對 外の 勅書 は 突然 水 

In 'に 降.. >、 黨火 再燃の 端緒 を 啓く 事と はなり ぬ、 是 

實に 安政 五 年 八月 十六 B の 事な り、 勅に 云、 

先般 墨 夷假條 約、 無，， 餘儀， 次第にて 於 ニ神奈 川， 調 

印、 使節へ 被，， 相 渡， 候 儀、 猶又 委細 間 部下 總守上 

京、 可 レ被レ 及 二言 上， 之 趣 候へ 共、 先達て 勅答、 諸大 

名 衆議 被 二 聞 食 一度 被 一一 仰 出 I 候 詮も無 、誠に 皇國 

重大 之 儀、 調印 之 後 言上、 大樹 公 叙 慮 御 伺 之 御 趣意 

も 不，， 相 立？ 尤 勅答 之 御 次第に 相 背、 輕卒之 取 計、 大 

樹公 賢明 之處、 有司 心得 如何と 御 不審 被，， 思 食， 候、 

, 右 箱 之 次第にて. は、 蠻夷 之義 は； S く 指 匿、 方今 g 國 


之治亂 如何と、 更に 深 被い 惱ニ 叙盧， 候、 何卒 公武 御 

實情を 被， 盩御 合體、 永久 安全 之樣 にと 偏 被， 一思 召， 

候、 三 家 或は 大老 上京 被，； 仰 出， 候處、 水 5; 尾 張兩家 

愼中之 趣 被，， 聞 召： 且又 其 餘宗室 之 向に も、 同樣御 

沙汰 之 由 t 趣 趣 も 被 n 聞 召 及 ， 候、 右 は 何等 之 罪狀に 

候 哉 難， 計 候 得 共、 柳營 羽翼 之 面々、 當今外 夷 追々 一 

入津 不二 容易， 時節、 旣に 人心 之歸 向に も 可，， 相拘 T 

旁 被い 惱 n 哀襟， 候、 兼て 三 家 以下 諸 大名 衆議 被，， 聞 

食， 度 被，， 仰 出， 候 旨、 全く 永世 安全 公武 御 合體に 

て、 被レ爲 乂女ニ 叙 慮-候 樣被ニ 思 召-候 儀、 外患 計の 儀 

にも 無レ 之、 內憂 有， 之 候て は、 殊更 深 被， 惱，， 寢 襟- 

候、 彼是 國家之 大事に 候 間、 大老 閣老其 他 三 家 三 卿 

家門 列藩 外樣 譜代 共、 一 同 群議 評定 有 、誠忠 之 心 

を 以て 得と 相 正し、 國內 治平 公武 御 合體、 彌御 長久 

之樣、 德川御 家 を 扶助 有い 之、 內を整 外 夷の 侮を不 

ン受樣 にと 被， 一思 召 一 候、 早々 可， 致， 一 商議 一 勅 誰 之 事、 

午 八 月 八 H 

近衛 左大臣 忠照 鷹 司 右大臣 輔 g| 

一 條內 大臣 忠香 三 條前內 大臣 實萬 

1 一條 大納言 齊敬 近衞 大納言 忠房 


. なきの みか、 役祿召 上られ、 隱居慎 杯の 禍害 は 眼前な 

る 故に こそ 奔走せ しなり、 國を恤 る も 緯を恤 る も、 畢 

竟は 身を恤 るに て 、兩黨 共に 此處は 五分 々 々なり、 要 

する に此 際に 於け る兩黨 の爭ひ は、 口 を 公義に 藉， 0 

て 私 鬪を爲 したる ものに て、 藤 田 も 世人の 思 ふ 程 正 

- に は あらす、 結 城 も 敵 黨の謂 ふか 如きの 奸には あら 

す、 其 一 方 を 正と して 他の 一 方を奸 とする は、 俗に 

所 レ謂買 被りな. -、 况ゃ 勤王と 云へ る 名義の 美なる に 

肢る めき、 成敗の 跡に 就て 是非 曲直 を判斷 する 如き 

は、 眞に 皮相の見と 謂 ふ へ きのみ、 

茲に 偶然の 一 奇事 あ. 5、 藤 田 東 湖 は 文化 三 丙 寅年の 

生れに て、 結 城 寅壽は 文政 元年 戊 寅年の 生れ 也、 其 政 

權を翁 合し は、 眞に兩 虎 肉を爭 ひし 也、 而て其 爭鬩の 

激烈な りし は 何れも 辰年に あ. o、 即ち 最初 は 天 保 十 

五 甲 辰年、 次 は 安政 三 丙 辰年、 終 は 慶應四 戊辰 年な り、 

自然に 龍 爭虎鬪 の 文 宇に 合 ひし も 一 奇と謂 ふへ し、 

元 治 甲子 騒 亂の原 困 

安政 年間に 於け る 結 城 黨の處 分 は、 所謂 狼 莠の苗 は 

すゑ  はら ご &. 9 

根 を絕て 葉を枯 し、 怨敵の 裔は腹 を 剖て 胎兒を 求む 

るの 主義に て、 慘酷も 亦此に 至て 極まれり と 謂 ふへ 
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, 、、其 親たり 兄たり 朋友；^ る 者 を、 斯の 如く 處置 せら 一 

れて、 誰か 恨 を 吞み憤 を 合 まさるへ き、.：^ や 巨 室 世 一 

は大槪 親類 緣 者なる 故、 一二 人の 巨 室 世 家 を 凌 導す 

る は 、取り も 直さす、 闔 藩の 巨 室 世 家 七 八 分 通 を 凌 

绿す るに 當れ. >、 然るに 彼 の^は、 其 罪に 服せ r. る Bi 

室 世 家 を、 數多嚴 罰 に處し たる 事 なれ は パ$ 'て か 安！ S 

に濟む へ き、 復簪の 旗を飜 して 義兵 を擧， 、る 者、 相^ 

て 起る へき 害なる に、 猶 暫く 其 事な かりし は、 武田、 

大場、 安島、 茅 根、 高 橋、 金子 等 藤 田黨の 人傑 當路 に 布 

満 して、 隙の 投す へ きものな か b しに 依る、 左れ は 巨 

室 世 家 も 容易に 手 を 出し 難く、 薪に St し膽を 裳て、 機 

會の 至る を 待ちし 處に、 時なる 哉、 水 へ 擴 夷の 勅 を 

下されし よ. 9 事 起り て、 武田、 大場 は， けられ、 安島 

は 切腹、 茅 根 は 斬罪と なり、 尋て高 橋、 金子 は 櫻 田 刺 

客の 巨魁なる を 以て、 高 橋 は 天 王 寺に 割腹し、 金子 は 一 

小 塚 原に 斬らる、 此に 於て 巨 室 世 家 か 大に復 響を爲 

すの 機會 は來れ 、則ち 元 治 甲子の 騒亂 は、 安政の 斷 _ 

獄之か 原因 を爲 したる 也、 詳細 は 下 卷に說 くへ し、 
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後 皆 牢死し、 三年と 活 きたる はな か. 0 し、 是は此 時分 

の 法に て、 永牢 者へ は 三年の 間に 毒藥 をスれ て、 生 

命 を 縮めし ものなる よし、 當時獄 法の 苛虐 殘忍 なり 

し は、 今日 想像に も 及 はぬ 事 多 けれ は、 或る は 然る こ 

と も あ hv しならん、 

正 奸名稱 の 濫觴 

藤 田黨を 正黨と 褒め、 結 城 黨を奸 黨と覎 したる 濫觴 

は、 天 保 甲 辰烈公 御愼の 時に あるか 如し、 即ち 此時 

同し く 罪 蒙れる ものと、 御 雪冤の 爲 めと 稱し、 禁を破 

りて江戶に上.^周旋せしを正黨と云ひ、 國 元に 謹慎 

して 居りし 者と、 罪 蒙ら さりし 者を槪 して 奸黨と は 

名付けたり、 ^君 辱 しめられ 臣 死す へき 國家 大難の 

折 柄、 臣下の 一致して 御 霄 冤の 事に！^ 力せ さ.^ し は 

如何の 次第 かと 云に、 是に は稱々 の 事情 あり、 或は 

平生 老公の 政治 を 喜 はさる も あるへ く、 或は 公 在位 

中、 褫喊減 祿の處 置 蒙に て、 ^;;1を恨みしもぁらむ、或 

は. 又 幕府の 負惜 は舊來 の瘤疾 にて、 東照宮の 大久保 

忠 隣に 於け る、 大猷 公の 靑山忠 俊に 於け る 、其 冤罪な 

る を 知. 5, っゝ も、 其 身 を 終る 迄 容赦の 沙汰な か， 9 し 

にで 知る へ く、 され は 老公 雪 寃の事 も、 此方よ.^ 彼是 


訴訟す る 時 は、 幕府 令 使 其 過 を 知る とても、 例の 惜. 

にて、 却て 其 怒 を 重ぬ るに も 至る へく、 寧ろ 深く 謹慎 

して 時機 を 待つ に 如かす として、 國に愼 み 居， 5 しも 

ありし ならむ、 然るに I 方の 請 はすして 境 を 出て た 

る 一 派 は、 之 か爲め 夫々 處分を 受けた る 憤激よ b 、當 

路の 有司 を 始め 越訴せ さる 者 を は、 一 槪に彼 も奸此 

も 奸と排 11£： したる 故、 最初 は 敵なら ぬ 者 迄 も、 其輕侮 

を 怒りて 敵と な b し 形ち なり、 巨 室 世 家 か、 老公の 

爯出を 喜 はさ b し は、 其內心 役義祿 高を惜 みし も あ 

る へ く、 甚た 卑しむ へ き は 勿論な から、 其 も 直接に 君 

公の； 2^ を受 くると 云 ふに もな く、 結局 反對黨 の爲め 

に 魚肉 せらる ゝ 次第 なれ は、 出來 得る 丈 は 其 身を遁 

れんと したる も、 人情 亦 憫諒す へ きな. 0 、姐 上の 鯉の 

如く、 身勸 きを もな さすして 13^ を 受けよ と、 此 頃の 武 

士に 注文す る は 出 求ぬ 湘談 にて、 老公 か 復ひ國 政 を 

執ら るれ は、 ミスく 禍害 か 身の上に 振 掛るを 知 

っゝ、 老公 再出の 事に 盡カ すると 云ふ大 忠臣 を 末世 

に 求む る は、 是亦 頗る 無理なる へし、 且又 一 方 か 雪冤 

に 奔走せ しも、 老公 か 再出に なれ は 自分 達 も 出世の 

望み あり、 若し 再出せられ さるに 於て は 出世の 望み 


(讃州 家 士、) へ 面會の 上自訴 し、 何れも 同意の 者と 

も 夫々 評議の 上進 返し、 朝 道に 度々 通路す るの み 

ならす、 其 時々 金子 を與 へ 、平 尾 右近 淸行、 大嶺庄 

左 衞門廣 益 等の 宅 へ も 密行した る 始末、 大嶺廣 益、 

谷 田 部 藤 七 郞通義 礼 明の 上、 一 々白 狀に及 ひ、 朝 道 

預 中より 遣 はした る、 相濟 さる 文 言の 書 を 取次、 楚 

居の 身 を 以て、 一 度なら す 他 邦 へ 密行し、 自身 越訴 

に 及 ひ、 蕩臣共 を 語ら ひ、 僧侶の 手 を 借り、 陰に 重 

き 御所 置 を 反覆す へきと 相 謀り、 父の 爲を存 し 右 

の 振舞に 及 ふと 雖 とも、 愼中を も 憚らす、 上 を 蔑 

にし 横行 致し、 表惠 不忠の 心底 行跡 免し 難く 、不屈 

の 所行、 大膽の 至に 依て、 永牢 仰 付ら る、 者 也、 

抑此 時の 永牢 は、 今の 禁獄 終身に 當る ものに て、 容易 

ならぬ 重罪なる に、 是亦 例の 如く、 一  回の 吟味 もな く 

之 を 命せられ しか は、 入獄 者の 慷慨 悲憤 譬 ふるに 物. 

なく、 某氏の 如き は 憤懣の 餘， 9、 獄中 筆墨 を禁 せら 

れたれ は、 小指 を嚙 切. 9、 血液 を 以て 塵紙へ、 拙者 儀 

身に 罪の 覺ぇ 之れ なけれ は、 何卒 白洲に 於て 御 吟味 

下されへ しとの 旨 を 認めて 差 出せし も、 牢屋 敷の 役 

人 輩、 兼て 內命 にても あ. 9 しか、 其 筋へ 差 出す にも 及 


はす、 皆屮途 にて 燒捨 ける、 獄中の 士は之 を 知ら さる 

故、 今：：： や 呼 出されん、 明：！！ や 出 庭の 沙汰 あると、 一 

日 千秋の m-w ひに て 相 待つ 處に、 更に 何等の 沙汰な き 

に そ、 猶乂 指を嚼 切. 5、 吟味 催促の 願書 を 認めて 差 

出せり、 斯くて 血書の 書面 を 出す こと 三回に 及 ひし 

も、 何等の 沙汰な け. れは、 深く 心に 不審 かり、 密に牢 

番の 者に 其 事情 を 問 ひしに、 鬼に 均しき 牢番 も 其 心 

根 を 哀れと 思 ひし か、 右 書面 は 三度な から 其 筋へ は 

遣 はされ す、 牢屋 敷 役人 の 手 限 に燒 捨られ たる 旨、 

委細に 語， 9 けれ は、 士人は 牢番の 厚意 を 謝し、 SS ^な 

思 ふ に、 斯 迄敵黨 の 奴輩 我等 を惡 むに 於て は、 我等 復 

ひ 天日 を 見る 期、 決して 之れ ある へ からす、 所^ 便々 

として 獄中に 在り、 彼等に 毒 飼 はる ゝを 待ん よ. 9 は、 

寧ろ 死して 厲鬼 となりて、 邪 正 を 天に 訴 ゆるに 如か 

すと 感 念し、 飮食 を絕て 憤死せ しも あ， 5 しと、 斯くて 

一 萬 丸 は 安政 五 年 三 H: 廿日に 死す、 年 僅に 十七 八な 

る へ し、 之れ にて 結城晴 定か、 去る 天 和 三年 五 R: 源義 

公に 奉仕せ し 以來、 十代 百 七十 五年述 綿た りし、 結 

城 朝 光の 正統た る 名家 も 絕ね果 ぬ、 無 慘と謂 ふも魯 

かなり、 獨. 0 一  萬 丸の みならて、 永牢に な hs し 者 は 前 

.  .. ..  fs!F 七 
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る 、よ. 9 は、 遙に歡 候 はんと 勸 めけ るに、 運ん は 打 

笑 ふの み、 何の 答 もなかり しと か、 其 後 幾何 もな く 運 

八慘 刑に 死せ しか は、 小 十 深く 之 を 嘆き、 那の時 私の 

申す こと を聽 かれ、 大小 を 捨て 長 脇差 一 本の 身と な 

,5 玉 ひたらん に は、 今日の 事 は ある ましき に、 誠に 

遺诚千 萬な. 9 と 或 人に 物語 b しと 云 ふ、 此 一 事 以て 

運 八の 人と な h- を 想像す るに 餘. 5 ある へし、 

運 八の 拷問に 附き、 或る 書に 云、 始 獄吏 種々 の 攻具を 

以て 拷問せ しも、 運 八 は 傲然と して 管に 白狀せ さる 

のみ か、 却て 獄吏 を 論し 伏せけ るに そ、 獄^ は 益々 

お ほいた 

憤 ほ .5、 長さ 四 五 間の 巨 板に、 五寸釘 を 隙 間もなく 

す あし 

打 立てた る を 白洲に 並へ、 纏て 運 八 を 引 立、 跣 足に て 

之 を踏涉 らしむ るに、 運八毫 しも 難 かる 色な く、 サ 

お ほ ま；： 

ッ くと 大 跨に 踏 行けれ は、 釘 は 足の裏に 刺さりて、 

甲に 迄拔 けんかと 疑 はれ、 鮮，^ 夥多し く 流れて 板 を 

漂さん 計. 9 なる に #、 流石に 殘 毒なる 獄吏せ ハ. も、 0 

るに 忍 ひ 兼ね、 外邊を 向きし も ありし、 斯て運 八 は 板 

を 向へ 涉 h- 終り、 顧みて 白洲の 上なる 奉行 をき と 睨 

まへ 、今一 度涉る へ き 乎と 言 ふ、 其 有樣眼 血走， 9 髮逆 

立ち、 惡鬼羅 刹 も 期く や あらんと 思 はる ゝ迄、 畏 ろし 


よだち 


くも 亦 凄まし かりし か は、 奉行 も 身の 毛悚 立、 其に 

は 及 はすと て 拷問 を屮 止せり 云々、 當 時の 獄廷 如何 

に殘暴 なれ はとて、 是 程の 事はョ モ ある まし、 畢竟 運 

八の 拷問の 慘 酷なる 由 を 傅へ 聞き、 作爲 せし 一 場の 

茶話なる へき 歟、 

結城黨 三回 目處刑 

谷 田 部 運 八の 處刑 は、 圖らす も黨禍 をして、 一 層 峻烈 

ならしむ る 媒介と な b  、安政 四 年 巳 八月 十日、 曩に揚 

,9 屋入 b 又は 蟄居 慎 等 を 命し 置かれた る、 一 萬 丸 及 

平 尾 右近、 加 藤 木 左內衞 門、 根本 新 八郞、 友 部 八 五郎 

等、 何れも 一 二等 を 加へ 永牢 を 命 せらる、 其 一 萬 丸へ 

の 仰 渡され は 左の 如し、 

父 朝道警 固の 者 を 欺き、 御 後 暗き 文 言の 自筆 內訴 

書、 同意の 者へ 申合せ、 瀧 川內膳 (讃州 家 士、) まて 

指 出し、 下 總結诚 へ 密行し、 舊臣を 語ら ひ、 朝 道 罪 

囚 を救収 へきと、 加 藤 木 左 內衞門 忠恕 認めた る內 

訴書、 上野 凌雲 院へ指 出させ、 朝 道よ. 9 內 通の 上、 

又々 結 城へ 密行し、 朝 道 救 取、 幷に時 to の 模様 を僞 

b 認めた る 忠恕 執筆 の. 內訴 書、 凌. 富 院迄指 出 させ.： 一 

且又 結 城よ， -江府 へ 密行し、 救 取の 義、 秋 山 平藏. 


』 


谷 田 部 運 八の 處 刑の 最も 慘酷を 極めた るに て、 彼 か 

敵 黨の爲 に 最も 忌まれ、 最も 禪 かられた る を 推知す 

るに 足る へし^ 運 八 は 大嶺大 八の 二子に て、 出て 谷 

ffl 部 氏を繼 く、 人と 爲.. >  快豁 にして 膽氣 衆に 超え、 廣 

額 濃 眉、 眼光 煱々、 人 一 兒 して 其 非凡なる を 知る、 詞 

辯 は天縱 にして 最も 議論に 長し、 人 能く t ^《舌鋒に 當 

る 者な し、 性 好て 弱き を 扶け强 きを 挫き、 人の 爲 めに 

患を排 し、 難 を释き 紛亂を 解く、 古への 任 俠の風 あ 

、其 乙 卯 前^ 束 西に 奔走した る も、 全く 之 か爲め に 

して、 ^遂に 禍害 を 免れさり しも、 畢竟 自ら 招きし 

ものと 謂 ふ へ きのみ、 武藝は 最も 其 長す る 所に て、 特 

に 撃劍を 善くせ しか、 然れと 亦 素朴の 武人に は あら 

すして、 多少 經史に 通し、 才幹 機略 大に 常に 超絶せ 

る は、 彼 か 癸丑 以後の 運動に 就て、 其 一 斑 を 窺 ふに 足 

るへ し、 此の 有 爲の才 を 抱きな から、 區々 一藩の 黨爭 

に 心 力 を 濫費し、 大に驢 足 を 伸る に 及 はすして 慘刑 

に 死した る は、！ 5 しむ へ く 亦 哀しむ へ きなり、 

おやぶん 

此時水 lil, 那珂湊 に 小 十と 稱 する 博徒の 乾 爺 あ. 9、 部 

下の 乾 兒四五 百 人に 餘， 9、 雄 傑 を 以て 近 國に鳴 りし 

か、 此小十 年 方に 七十、 白 髮童顏 天晴の 人品に て、 斯 
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る 業 を爲す 者に 似合 はす、 居^ 論語 を讀 み、 如何に 

も謙遞 柔和に して、 溫乎 たる 君子 人なる か、 能く 衆 

を 御し、 兼ねて 人 を藩識 する の 明を備 へ、 好て 士大夫 

の 間に 交際 を 求めし に、 士大夫 も 亦 其 人柄の 賤 しか 

らぬを もて 之 を 拒ます、 運 八の 家へ も 親しく 出入せ 

しか、 一 日從容 として 運 八に 言け る は、 私 乾 兒の者 現 

に 五六 百 人 あれと も、 槪ね 皆光棍 無頼の徒 にて、 然も 

ひとわたり  . 

大抵 撃劍鎗 法の 一 端 を 心得 居る、 命 知らす の 者 共の 

みなれ は、 少しく 其 意に 忤ふ こと あれ は、 目を瞋 らし 

臂を揮 ひ、 結局 血 を 流し 骨 を 拾 ふと 云 ふ有樣 にて、 之 

を 率 ゆるに は、 恩 を 以て 撫し威 を 以て 服す る 杯、 中 

'7 る ささ 

中 五：^ 蠅 事なる に、 私儀 旣に 老年に 罷成、 迚も 世話 屆 

き 兼ぬ るに よ..^、 然るへ き 人 を 撰み て 打 任せん と 心 

掛 居る も、 適當の 人物な きに は殆と 困り 入り 候、 私 平 

生廣く 世間に 交り、 知れる 人 千 を 以て 數 ふる 程 なれ 

と、 未た 先生 程の 英傑に 出 遇 ひ 申さす、 其に 付き 甚た 

失 膿の 申條 なから、 先生 仕官 を御罷 めに な b、 私の 

跡目と 申して は 憚. 0 なれと、 現に 罷り ある 五六 百 人 

の 長と なられ 候 御 思 召 は 之れ なき か、 不娱 なから 五 

R 石 八 百 石の 食祿に 束縛され て、 窮屈の 思 ひ をな さ 

.  S 百 九ャ五 
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密行 致、 I 讀密贫 毒 救 取 候 f の 儀、 並に 時世 之 模樣等 

僞. - 認め 候 書附、 是乂左 內衞門 執筆 致し、 執 

再 ひ 凌雲 院 へ 爲，  一 出？ 且又 伊之助 結 城よ. 9 江府 へ 

密行 致し、 If^ 平藏 面談 之 上、 黄 壽救取 候 化の 儀 

及，， 自訴； 右 何れも 同意 之 者 評議の 上、 夫々 致，， 進 

返つ 且又 寅壽 よ， 0 通路の 旨 趣に 寄り、 f-ル 江 府大震 

之 後、 時世 之模檨 必定 可い 致 及變 化， 候へ は、 無，， 

油斷， 機 會に投 し 宿意 可， 一 相 達 一 旨、 同意 之 者 一 

同 窃に時 變を窺 ひ 居候 處、 同月 末弟 f 方庄藏 一 同 無 

願 江府へ 密行 之 上、 橫 山兵藏 等へ 示 合せ、 再三 上 

書に 及 ひ、 虛妄之 造言 を 以て、 檨々 恐 多き 事共 並 へ 

擧け、 兩邸之 御 間 を 可レ奉 n 離間 一と、 徒黨之 者惡行 

I 通りなら す、 15^ 一  片時 も 油斷 不，， 相 成， 由 之 趣 

切迫に 相 認め、 上下 御 役々 を 自分 存 意之 通 h- 可 

レ致 U 進 返， と 相 巧み、 且又 根本 新 八 郎等へ 指 遣し、 

可 レ達ニ 上聞 1- と 相 含 候 書附、 是又神 文 血判 徒黨致 

し、 艇憎徒 內謀陰 策有レ 之お を ^ 候 及 二 妄言 T 內外を 

僞. り 欺き 候て、 上下 を 誑 惑せ しめ、 同 辰年 正 H; に 至 

、兄 庄左衞 門へ. 示し 合、 弟 庄藏ー 同、 外寇 防禦 之 

爲、 諸 州 海岸 地形 等 致， 一巡 覽， 候 由、 僞 文相 認 候て、 
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上 を 僞り江 府を立 去. 9、 讃 州に 相 潜み 居候 處、 同年 

四 e: 於，， 江府， 兵藏 姦計 及，， 露顯； 此者 何？ 儀 も 重く 

尋方申 付 候 趣、 於，， 讃州， 逐 I 相 心得、 僞辯を 以卢祭 

靜馬を 申す かし、 許 多の 金子 を 貰受、 庄藏 一 同讃 

州 を 立 去. o、 跡を圈 まし 所々 致，, 潜行， 居、 同年 十 

二月、 東海道 大 井川 河岸に 於て IflJ 井 御 召 捕に 相 

成 候處、 其 節 手配 心掛、 兼々 llPt む 合羽 之 下 へ 櫸 

を 掛け 居、 刀を拔 放し 捕 方の 者へ 手 向 ひ、 尙又右 

出奔 已前、 上 州の 惡黨友 五郎と 申す 者 1；：? を、 宫 

田 介 太 郞と申 合、 家 來と稱 候て 圓ひ置 候に 付、 召 

取 方 申 付 候 節、 介太郞 一 同、 捕 方 之 者 を 彼是 相 支 へ 

置、 友五郞 へ 示し 合、 大小 を帶さ せ 1^ 路 費を與 へ 、 

屋敷 內 f の i^l- 口よ. - 町家 之 境 を 越 へ 、白 晝爲 n 逃 去 _ 

候 始末、 度々 之 穿罄を 欺き 申 陳し候 に 付、 拷問 

申 付 候よ， 9、  1 々及，， 白狀" 個條を 以恐入 候 

旨 申 上 候處、 不，， 容易， 謀計 積年 相 企、 悖 逆 無道 大 

膽之 至に 付、 爲，， 後來 之誡？ 上下 御 町 引渡 之上磔 可- 

申 付， 候 所、 宽大之 御仁 惠を以 、於，, 牢屋 敷， 斬罪 申 

±^,tiりぉ1、 © 水戶 見聞 資記 

もの. ufl ^以て 校正す 

谷 田 部の 事歷、 湊の小 十 


問 はる、 所 は 答へ すして、 己れ か 言 ひ 度 儘の こと を 

,^ざゎらひ 

のみ 陳述し、 冷笑-て 控へ 居る に そ、 獄吏 は大に 怒り、 

サラ "拷問に 掛けて 白狀 させんと、 稀々 の 攻具を 用 

ひて 責め 立 けれ は、 肉 は 爛れ 骨は碎 け、 鮮血 迸り 流れ 

て、 服も當 てられぬ 有檨 なる も、 運 八 は 初めより 眼 を 

閉 ちて 死 を 待つ のみ、 絕， て 一 言 も 白狀せ さりし か、 

期くて 空しく 責め 殺さる ゝを 待ん よ. 0 は、 潔よ く 死 

する に 如かす と 思 ひし か、 後に は 獄吏の 言 ふか 儘に 

口 書に 爪印し、 安政 四 年 八月 十： n  、遂に 牢屋 敷に 於て 

. ^罪に 處 せられけ る、 其 申 渡 は 左の 如し、 

藤七郞 (運 八の 事) 

此者 儀、 親 大嶺大 八、 兄 庄左衞 門 等 同意に て、 兼々 

|^:國家を 一 變 致し、 1? 一  私意 可， 一 相 達-と 相 企、 f 含 

結 城寅壽 へ 黨與 致し、 黨 俄に 甲 展之御 國難相 

發候巳 f 以後、 右 一 類 共 其 他 同意 之 者 申 合、 流言 飛 

語を以 人心 疑惑せ しめ、 樣々 虛妄之 誣說を 構成し 

f 候て、 表裏 不忠 之 振舞 不，， 一 端； 嘉永 年 八 公邊 

より 御 書附御 渡に 相 成 候 節、 愼申付 置 候 寅 壽へ申 

合、 內訴 書付 相 認め、 尙又 同人へ 申 合、 白 石 平十郞 

兩名 f 人に て 老女 へ 書面 指 遣、 右 御書附 へ 偽 辯を以 

, J  "水 OSISS お  I  . 


て 非難 相 加 へ 、公 邊を輕 しめ 侮 候て、 御 察 當之御 書 

附 と申爲 し、 且又 徒黨之 者有レ 之、 述判帳 を 以て 百 

姓 町人 迄相勸 め、 奥 向 御近邊 迄に 取 入、 惡逆相 

働き 候 巧み 有,， 之、 急變 切迫に 及 候 由 之 趣、 其 他 種 

種の 妄言 誣說を 以て、 恐 多く も 公 f 上 聞 を 僞.. > 欺 

き、 兩邸之 御 間 を 可い 奉， 一 離間， と 相 企て、 寅 壽 預け 

申 付 候 後、 同年 十 一 月無顦 江府 へ 密行 致し、 § 樣密 

瀧川內 膳、 秋 山 平藏へ 面會之 上、 右 御 書付 之 御 趣 

意 可レ致 -一 反覆 一と、 御 達 直.^ 案文 二  f 一一 一通 迄 相 認め 指 

遣し、 If 尾 張 樣へ御 相談 案文 を も 相 企、 化 認御兩 

所 檫をも 可い 奉い 欺と 相 企 候て、 尙又恐 多き 虛妄之 

儀、 H 頃 流言 申觸置 候而、 右 を 御沙汰に f と申爲 し、 

(儀 を公邊 大奥へ 內 訴可レ 致と、 是又 平藏へ 相 謀 

b  、安政 元年 寅 之 春、 寅壽 警護 之 者 を 欺き 罪 囚を免 

れ可レ 申と、 不，， 相濟， 文意 之自訴 書附指 遣し 候 を、 

平藏迄 取次 指 遣し、 同年 秋、 蟄居 申 付體候 寅壽枠 

伊 IPs 之 助 を、 下 總結城 迄 密行 爲， 致、 舊臣共 を 

語ら ひ、 寅 壽罪囚 を 救 取 候 f の 儀、 加 藤 木 左 內衞門 

致，， 執筆？ 上野 凌雲 院 へ 爲ニ 指 出 r 安政 一 一 卯年 十 一 

月、 又々 宵壽ょ b 通路 有い f  J 之 上、 伊之助 結 城へ 


 水戶藩 黨爭 始末 

下. 0 ける こそ 不敵なる、 水 戶 にて は 乂運八 等 か、 高 松 

を 去て 江 II； に 下る. H を 探知せ しか は、 急き 途中に 於 

て 召 捕る へしと て、 徒 士目附 二人 を 上方へ 差遣 はさ 

れ しか、 安政 三 辰年 十二：！： 十七： n、 東海道 岩 淵に て 

運 八に 出逢 ひけり、 運 八 は 水 戸の 徒士と 見て けれ は、 

急き 足に 行 過き し を、 徒士は 不審と 注視し ける に、 環 

.5 物 深くな したる 故、 顏は 確かに 分ら さ.. - しか、 刀に 

高 松の 印 あり けれ は、 心に 怪しみな から 行 過き、 一 

里 許 も 過て、 愈々 其なら むかと 思 ひ、 取て 返しけ り、 運 

八 兄弟 は斯 とも 知らす、 大 井川の 船 番所の 前 を 通 h- 

ける に、 番所の 者に 名 を 問 はれ、 はたと 詰.^、 漸くに 

して 矢 田 某と 答へ て 通り、 其よ.^ 儎飩屋 にて 支度し 

ける 處へ、 前の 徒 士は大 急き にて 馳 着き、 船 番所に て 

問 定め、 愈 運 に 相違な きを 知し か は、 其 地の 役 向へ 

手 當を賴 み、 人 數を驅 集めけ る、 運 八 は 饊飩を 食し 

なから、 其 邊の騷 かしき を 不審に 思 ひ、 傍の 者に 何 

故と 問 ひしに、 此邊に 捕物 ある 故な. 0 と 答へ しか は、 

運 八はス ハ 身の上と 思 ひ、 悠々 と 支度 を 整 ひ 立 出つ 

るに、 兼て 待受 たる 事 なれ は、 川越し 人足よ..^ 穣多迄 

も驅 催し、 運 八 兄弟 を眞 中に 取 卷て生 捕らん とする 
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に、 兄弟 は 刀を拔 きて 振 廻し、 捕 方 を 寄付け ぬに そ、 

遠方よ.^ 薪を拋 くる こと 雨の 如し * 兄 第 は 之 を受流 

し々々々、 河原に 出て 走りけ るに、 運の 盡き にゃあ.. > 

けむ、石に躓き倒るゝ處を、大勢折重て召捕け..^、 運 

八 兄弟 は閔 ゆる 撃剣 家 なれ は、 死 を 決して 亂 研した 

らんに は、 斯く 容易く は 捕 は る ましき に、 P パは江 戶 

に 至て 大に爲 す 所 あらんと する 大切の 身 なれ は、 此 

場に て 研 死す へきに あらす と、 只管逃る、事を主と 

して走..^ける故、空しく捕はれけh^、斯くて運八の兩 

掛を 改めた るに、 藩士と 往復の 書翰 あまた あ， 9、 運 八 

捕縛され なから 眼を瞋 らし、 捕手に 向て、 拙者 を 何故 

に 召 捕た る や、 拙者 は 中納言 殿の 御 直 書 を 賜 は b 高 

松へ 行た る ものに て、 殿の 御 直 書も兩 掛の內 にあ.^ 

と 云 ひけれ は、 兩掛は 其 儘 堅く 封印し、 兄弟 は 其 月 

廿 六日に 江 11^ へ 送られけ. 9、 或 云、 右の 兩掛は 直に 老 

公の 御手 元へ 取 寄せられ、 封印の 儘 御 庭に て 燒捨ら 

れ しと、 

慘 酷なる 拷問、 運 八の 斬罪、 

纏て 運 八 を 白洲に 引出して 吟味す るに、 運 八 は 素よ 

り 剛健 者 なれ は、 掛.^ の 役人 を 物の 數 とも 思 はす？； 共 


て內々 手筋 へ 爲レ 致， 一流 布 r 他方の 開 を 驚 動せ しめ、 

俄に 國 家の 御 模樣を 致，， 反覆 T 兩君樣 駒 込 或は 御國 

. へ 御 別居に 相 成候樣 仕向 候而已 ならす、 御 政務 筋 

の 義は御 連枝 方 御 立 入に 可,， 致との 密 3111 相 企、 殊に 

寅壽等 再勤 可，， 爲， 致 ^！曰 相 巧み、 奉い 要，， 上 所れ 有， 之 

段、 重々 不屈 至極に 付、 被 n 仰 付 I 樣も雖 レ有レ 之、 

令 二 容赦 ， 揚屋 入 申 付 も の 也、 

以上の 諸人 は、 何れも 一 應の 吟味た になく、 直に 處分 

せられし なり、 殊に 十河祐 元は、 君 公 毒殺の 事に 同意 

し 毒藥を 調合せ しとて、 是亦 一 回の 礼 間もなく、 直に 

斬罪 を 申 渡せし か は、 祐元大 に 憤 ほり、 身に 覺 えなき 

冤？！ - なれ は、 何卒 御 吟味 下された しとて 承服せ す、 强 

て4^::雜んとするに、御？^^明御胤明と大聲に呌ふを、押 

へ 付けて斬りたれは、其首恨めし氣に眼を蹯は..^、昏 

みるら の 

を 啓て 二三 度 物 一 ほふ 如くした るに は、 見者 一 同 毛 骨 

悚然た b しと 云 ふ、 

谷 田 部 運 八の 捕縛、 

去る 程に、 結 城黨は 大方 一 網に 打盡 されし かと も、 藤 

田黨 をして 隱然 一 敵 國の思 ひ あらしむ る 谷 田 部 運 八 

のみ は、 去る 辰年 正 g: に藩脫 したる 儘、 其 行方 分明な 


ら す、 種 々 吟.^ あ -9 て、 漸く 讃州高 松に 潜み @ "る こと 

分明せ しも、 容易に 手 を 下し 難き 寧 情 あ. o( 其實、 八 

一 は、 中納言 公よ h- 內々 高 松へ 御賴 みあり しな. 0 とも 一 

云 ふ、) しか は、 閣老 阿部 伊勢 守の カを假 りる よ. 0 外 

一 なしと、 勢 州へ 請 ひしに、 勢 州此頃 は專ら 老公の 後援 

に 依て、 幕廷の 異議 者 を 抑 へんと せし 折 なれ は、 

一 一 議に及 はす 承諾し、 勢 州より 高 松 藩に 內意 あり、 運 

八 を 匿 ま はる ゝ こと、 甚 た御爲 になる ましき It 

まれし か は、 高 松 藩 は 犬に 恐れ、 祭靜 -i^ の 手を以 

て、 運 八 兄弟に 金 四百 兩を與 へ 、其 封內を 出立 させけ 

り、 扔又運 八 は 何故に 高 松に 潜みし かと 云 ふに、 高 

松 藩 は 眷て天 保 甲 辰の 際に 水 の 後見た b しこと あ 

り、 其 後 老公 再 用 せらる ゝに 及ん て 後見 を. 罷 めら れ 

しか、 藩主に は內々 後見 を 望まる、 下心 ある を 運 八 

は見拔 き、 之 を奇货 とし 高 松 をして 幕府 向 を 取拖へ 

させ、 再 ひ 御 連枝 を 水 la, の 政務に 立 入し むる の 幕 命 

を 下し、 仍て 以て 藩 政に 大 改革 を 行 はんと は 工夫せ 

しなり、 .然るに閣老ょ.9內々手入..^にな.0し趣きを 

聞きし か は 、今 は 是迄 なり 、此上 は 幕. & に 直訴して 是 

非の 裁斷を 仰かん と 決心し、 江 を 指して 東海道 を 
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扶持 方 被，， 召 上； 兄 八 太郞へ 預け、 屹度 慎、 

御 旗 奉行よ b 蟄居 

揚 屋入、 所持の 品缺 所、 ；キ尾 右近 

定府御 小姓より 小 普請 入 

大森 金八郞 

知行 召 上、 七 人 扶持 被，， 下、 蟄居、 

御使役ょ..^小普請入 

揚. 0 屋入、 所持の 品缺 所、 根本 新八郎 

御側醫 帥より 小 普請 入 

斬罪、  十 河祐元 

元奧御 右筆よ， 9 御馬 廻 

四 人 扶持 被， 下、 蟄居、 加 藤 木 左 內衞門 

御 書院 番組 頭より 小 普請 入 

藤^ 傳之允 

小 十 人格 御徒 目 付 

樫 村民 之 進 

御 扶持 被，， 召 上； 親 へ 御 預け、 屹度 愼、 

同上 

御 役 御觅小 普請 入、 遠慮、 松 本 金 之 助 

：  元 黄 壽與カ 
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三人 扶持 被，， 下 置？ 遠慮、 梅 原 八 郞兵衞 

同月 廿 九日 申 渡、 

隱居愼 、枠 專吉へ 千 石 被 Z 下、 太 田 丹 波 守 

寄 合ス、  丹 波 守 枠 太 田專吉 

右の 如く 申 渡さる、 其罪狀 は、 一 萬 丸 は 父 寅壽 死罪 

被， 一 仰 付， しによ. o.、 橫 山兵藏 は、 寅壽等 再勤 可 レ爲レ 致 

と 相 巧み 舉.， 要,， 上、 藤 田 主 膳 は父晴 軒の 罪に 坐し、 近 

藤、 小山、 大森は 寅壽へ 同意 致し、 今以 改心の 儀 無 

ゾ之、 友 部 八太郞 は、 弟 八 五郎 か 結城寅 壽に 同意せ し 

は 敎誡方 未熟 故、 同 八 五郎 は、 si に 致 二 同意-今 以改 

心の 儀 無 平 尾 は、 愼中不 ン畏ぃ 上、 黨類密 々致 K 往 

來？ 追々 陰惡の 所行 有 .，之 趣 相 聞、 大森 、根本、 加 藤 木 

等 は 大抵 橫. w# と 大同小異な り、 依て 根本の 申 渡 を 

左に 錄す、 

先年 悖逆不 道の 所行 有 、御預 被，， 仰 付-候 結 城 寅 

壽 へ 致，， 同意 7 橫山 兵藏、 大森金 八 郎等 申 合、.： K 壽兼 

て 相 企 候 處の密 旨 を 受繼、 不， 一容 易， 虚妄の 儀 相 構、 

兩君 樣御ャ を舉， 一 離間 T 且は奸 の 妨と相 成- 攸者を 

護て 逆 罪に 陷れ、 自分 黨類を 引 立 要路へ 可-一 相 進- ： 

との 儀 相 謀、 樣 々不二 相濟- 妄言 を 申立、^ 又 右を以 - 


如き 俑を 作る こ. ，0 なき かと、 時、 ひ ある 者 は 竊に眉 

を 顰めたり しか、 果して 元 治 慶應の 際に 至て は、 突然 

士民 を途に 捕へ、 一 言の 乱彈 にも 及 はすして、 思 召 之 

れ あ..^ 死罪 申 付く ると 言 渡して、 直に 之 を斷頭 場へ 

送る こと、 はな hs ぬ、 

結 城 寅壽、 名 は 朝 道、 初の 名は晴 明、 父祖 世々 水 藩 

に 仕 ふ、 父數 馬、 名 は 晴德、 祿千石 を倾し 書院 番頭た 

b 、寅 壽は其 一 一 な. 5、 ゆ は渡邊 氏、 文政 元 寅年 某月 

を 以て 生る、 兄 九十 郞 早世、 文政 七 年 十 =： 父 を 喪 ひ、 

家 を 嗣き寄 合 組と なる、 天 保 四 年 三月 御前 小姓、 同 九 

年 六月 使番、 十 一 年 正 e:: 小姓 頭、 同年 九月 若年 寄に 進 

む、 同年 十 一 月、 學校造 瑩掛. >  、鄕村 掛り、 鷹 方 馬方 支 

配 を 兼ね、 十二 年 御 勝手 改正に 依て 其掛 b を 命 せら 

る、 十三 年 三 e: 大寄合 頭上 座に 進み 用達と なる、 (其 

以後の 出處 は、 前に 出て たれ は 略す、) 死す る 年 僅に 

三十 九、 寅壽 天資 明敏、 才銳 氣剛、 辯 論 人を歷 す、 彼の 

ss 田、 藤 田 等の 不次に 登庸せられ、 威 焰顯赫 、殆と 巨 

室 世 家を腦 倒す る を 見て、 心： 牛 かなる 能 はす、 推され 

て主盟 となる に 及ん て、 多く 人才 を 門下に 招致し、 力 

を 極めて 兩田黨 と 拮抗し、 遂に 之に 因て 非命に 死す、 


不幸と 謂 ふへ し、 

結 城 黨の處 刑 

結 城黄壽 の 事に 坐して、 同月 同日に 處 分せられ し は、 

左の 數 人な， o、 

寅壽 嫡子 部屋 住より 蟄居 

揚り屋 入、 所持の 品缺 所、 結 城 一 萬 九 

部屋 住より 御 小姓 頭 

父 忠兵衞 へ 預け、 屹 と愼、 橫 山兵藏 

大 番頭  藤 田 主 膳 

知行の 內 三百 石 被，， 召 上？ 五百石 被，， 下 置 T 寄 合 入、 

大 番頭 ， 近 藤 儀 太夫 

同 百 石 被 n 召 上； 四百 石 被，， 下 置； 御 役 御免 寄 合 入、 

同上 二百 石 被，， 召 上 T 五百石 被，， 下 置？ 隱居、 

大 番頭  大森彌 三 右衞門 

半知隱 居、 屹と 慎、 

海防 南 郡衬詰 先手 物 頭. 

御 役 御免、 寄 合 入、  友 部 八太郞 

學校敎 職よ 小 普請 入 

友 部 八五郞 
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行 せらる、 箬 にて、 大目 付 伊藤 孫兵衛 (祿 三百 石、) 

地 へ 行 向 ふ、 (此時 目 付 久木直 次郞も 同行せ しと 或 人 一 

は 云へ り、) 斯くて 結 城 を 呼出し、 死罪に 處 する 趣き- 

申 渡した るに、 結 城 は 色 を 正して、 唯今 仰 渡さる ゝ疆 

狀、 寅壽に 於て 毛頭 覺わ 之れ なし、 此儀御 疑 ひも 御 1 

候 は、、 其 罪過の 有無、 篤と 御収調 下さる へく、 一々 i 

御 申 開き 仕る へし、 抑寅壽御咎を蒙..^し以來、 今日」 

迄 一回の 御礼 問 も 之れ なく、 然るに 根 もな き 浮說流 J 

言に 據て 冤罪 を羅 織せられ、 突然死 罪 申 付る と あつん 

て は、 決して 御請 申 上 難き により、 此旨其 筋へ 申立 

れ 下さる へしと て 承服せ さるに そ、 孫兵衞 頗る 迷 或 ま 

し、 理解 を 以て 說き 伏せん， とせし も、 寅壽 中々 聽 入，^ 

す、 設<= 君主の 尊き を 以てすれ はとて、 罪な き 臣下，^ 

濫りに 刑 せらる ゝ 謂れな し、 一命 を惜 むに は 候 はね； 

と、 身に 覺. わなき 悸逆 無道の 汚名 を 蒙り、 祖先 を 辱し  1 

め 候 は、 誠に 口惜しき^ 第に て、 且は 罪の 明白なら さ 一 

る 者 を 重刑に 處 されし 杯、 後日に 批判 之れ あ b 候て. へ 

U 、自然 君 上の 御 碰德を 煩 はし 奉る にも 立 至る へく、 3 

國家 將來の 爲め にも 亦 甚た憂 ふ へき ことに 候 はす 1 

や、 尤も 寅壽の 罪狀に 就て は、 其々 訴人 も 出て、 證！ 
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も 之れ ある やに 承 はり たれ は、 何様の^ 據か は存せ 

ねと、 右 證據に 依て 寅 壽を 訴人と 銜 合せの 上、 御 吟味 

下され 度、 左 候 は、 寅壽か 無罪 は 直に 明白 仕る へし 

と、 居丈高に なって 堂々 と辯駁 する に、 孫 兵 衞大に 持 

餘し、 猶 彼是と 議論す る內 に、 鶴の 聲 聞ね、 夜 明 間近 

くな b しか は、 何時 迄 議論す る も 無益な. o、 首 さへ 

斬れ は 我 役目 は濟 むへ し、 手間取って は 身の上に も 

なんと、 孫 兵衞は 決心し、 遂に 多勢に て 立掛. 0 結 

城 を 押 伏せ、 無法な り 非道な りと 云 ふ聲の 未た 終ら 

ぬに、 首フッ と 打 放せし そ無慘 なる、 總 して 慕府 時代 

に、 有司た る 者 勤務 向の 過失に 就ての 免職、 削 封、 隱 

居、 蟄居 等 は、 其 罪過 を顯 はさす して、 單に 不正の 取 

計 又は 不行屆 等、 漠然たる 名 を 下して 處分 せし こと 

なれと も、 其の 刑法 を 以て 處分 せらら るゝ もの は、 必 

す 南北 町舉 行， 寺社 方 評定 所、 又は 吹 上 直 吟味 等、 其々 

吟味 詰の 上、 服罪す る を 待て 處 分す る - J と、 德川 初代 

以来の 仕 法に て、 服罪 恐 入 を 申 上さる 嫌疑 中の 者 を 

押 付て 刑法に 處 した あ、 結 城の 處 刑の 如き こと は 未 

た 曾て 之れ あらす、 吟味な し處 刑と 云 ふこと、 是ょ 

一 の 例と なり、 將來濫 b に 無辜の 士民を 刑戮す るか 
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尋ねし に、 同心 等 金子 之れ なき 故、 此 節季 を 越 へ 難き 

にて 候と 答へ しか は、 寅 壽夫は 易き 事な り、 我等 越へ 

さして 遣る へしと て、 密に 筆墨 を 取 寄せ、 一 寸 四方 許 

の 紙に 何 か 細 書し、 之 を 鳥ノ子 村の 友 右 衞門方 (此友 

右 衞門は 水戶領 にて 屈指の 豪農な り、 或 書に は、 元め A 

壽の 妾た..^ し 女 を 妻と なした るよ し 見 ゆ、) へ 持 行か 

は、 必す百 金 渡す へ しとの 事に、 此 同心 密に 鳥の 子 村 

に 至 h- 、彼の 書 附を友 右衛門に 渡しけ るに、 果して 百 

金 渡しけ る 故、 持 歸り斯 と 寅壽 に吿 けしに、 其 金 は 

其方 其兩 人に て 分け、 それにて 節季 を 越 ゆへ しと 云 

はれ けれ は、 兩人 大に悅 服し ぬ、 其れよ..^ して 此 同心 

寅 壽か爲 めに 使 はれ、 屢々 同志 者 間への 文通 を 取.^ 

しける か、 此年 (安政 三年、) 四月に 至り、 兩 人の 同心 

氣眛惡 しくな， o、 若 此事露 顯せは 一 命に も關る へ し、 

早く 改心して 自訴 する に 如かす と 相談な し、 纏て 此 

事 を訴へ 出て しに そ、 寅壽 より 處々 へ 文通せ しこと 

一 時に 露顯せ b 、(以上 は 専ら 藤 田黨の 手に 成れる 文 

書に よる、 結 城黨の 手に 出て たる 文書 見當ら さるに 

よ.， >  、眞僞 を 調る に 由な し、 讀者 之を諒 せ、) 是と 同時 

に 江 II； に 於て は、 橫山兵 藏等か 谷 ra 都 運 八と 種々 針 ~ 


畫せ しことの 一 時に 爆 露せ しか は、 此に 於て 藤田黨 

は、 暴 竟結城 を活し 置け はこ そ、 此の 如き 珍 * も出來 

する なれ、 寧ろ 速に 彼 を 死刑に 處し、 K 黨 與を嚴 し 

て、 禍害の 根を絕 つに 如かす となし、 此 ila 頻りに 兩公 

に 申 上しに、 事此に 至て は 最早 捨置 難しと て、 遂に^ 

說を納 れられ 、愈々 結 城 は 死罪、 其 黨與は 罪の 輕 重に 

從て、 其々 處分 せらる、 事と 決しぬ、 斯て 安政 三！ 1^ 年 

四月 廿 五：！！、 評定 所に 於て 左の 如く 申 渡さる、 

結 城 壽 

其方 儀、 先年 隱居愼 被，， 仰 付 置， 候處、 不， 畏， 上 所行 

在レ之 候の みならす、 厚 御 恩澤を 蒙り、 意 職 を も 相 

勸候 身分に て、 前後 表裏 を 構へ、 君臣の 大義に 背 

き、 不二 容易， 御 國難を 釀成候 罪科 不.， 輕 候に 付、 巌 

重に 被，， 仰 付， 方 雖,， 有，， 之、 其 一 砌寬大 の 御仁 惠を以 

て、 其 身 一 代 松 平采女 へ 御 預け、 枠 一 萬 丸 へ 御 扶持 

方 被， 一 下 置， 候處、 先非 を悔候 心得 無， 之、 御 預け 中 

警 固の 者 を 欺き 金子 を與 へ 、密に 同意 之 者 へ 及 二通 

路， 候 始末、 悖逆不 道の 心底 今以 不，， 相改， 候 段、 重 

, 重不屆 至極に 付、 御捨置 難，， 相 成 r 死罪 申 付 もの 也、 

結 城の 死刑 は、 其 預け 地なる 長 倉の 松 1^ 家に 於て 執 
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けれ は、 汕斷 なく 此の 機 會に投 して 宿意 を 達せん と、 

同： ：！： の 末、 弟庄 藏を隨 へて 江 へ 密行し、 小石 川 邸 へ 

參り、 同志 者橫 山兵藏 等と 示し合せ、 再三 上書して 

天下の 形勢 を說 き、 國 政の 利害 を 論し、 朋黨比 周の 弊 

を 一 洗して、 士 心の 調和 を圖 るに あら すん は、 將來忌 

忌し き 大事と なる へし、 就て は此際 政府に 一 大黜^ 

を 行 ひ、 人心の 歸服 安堵 を 計る こと 何よりの 急務に 

候と、 揮る 所な く 陳述せ しに、 中納言 公に も 前々 よ 

、黨派 軋櫟の 弊に 鑒み、 藩の 將來に 就て は、 頗る 御 

苦慮 あらせら るゝ折 柄と 云 ひ、 且は谷 田 部 同意の 者、 

有司に も尠 からさり しか は、 此 議論 殆と 满邱を 動が 

し、 ァ ハヤ 結 城 寅壽か 再 ひ 登用 せらる、 にも 至らん 

する 有様な. 0 き、 

結 城寅壽 の 死刑、 

谷 田 部 運 八の 進說其 圖に當 り、 殆と藩 論 を j 變 する 

勢 ひに 至りし か は、 藤 田黨の 驚愕 一 方なら す、 其 領袖 

と 知られた る 高 橋 多 一 郞愛 諸、 茅 根 伊豫 之介泰 等、 屢 

老公 及 ひ 中納言 公に 屍え、 運 八 等の. S. す 所 は、 是偏 

に 公 御 父子 を 離 11 し 奉り、 己 等 か 私慾 を遂 けんとす 

る奸 謀に 外なら され は、 ゆめ-., \. 御 採納遊 はさる へ 


からすと、 力， を 極めて 論難 辯駁 した， 0 しに 、老公に は 

去る 辰年 以來、 結 城の 所 爲を惡 み 思 召さる、 ことな 

ら つと も 

れは、 始めよ. > 高 橋 等の 說を有 理と聽 取られ、 又 中 

納言 公に は、 事情の 曲折 を 御 承知 あらせられす、 殊に 

此 の國 政^、 武田、 大場、 高 橋、 茅 根の 如き 膝 田黨の 

掌 一 裡に歸 し 居る ことなれ は、 堅く 其說を 拒む と 云 ふ 

こ ともなされ 兼ぬ る 事情 あ. 9 しなる へく、 且つ 高 橋 

等の 說く所 も 亦 谷 一 理 ある ものから、 實 にもと 思 召 

されし か、 遂に 其說 を容れ らるゝ ことに はなり ぬ、 素 

よ 機敏 の 運 八 は 、 中 納言公 の 思 召 中途 にして 變り 

し を 窺 ひ 知り、 所詮 自分の 議論の 行 はれさる 上 は、 之 

か爲め 必定 罪 蒙る にも 至る へく、 一旦 其說を 避けて 

苒 擧を圖 るに 加 かすと 思 ひけれ は、 此 Ha 兄なる 庄左 

衞 門に 示し合せ、 安砍 三年 正月に、 外寇防 儎の爲 め、 

諸 州 海岸 地形 等巡覽 致し 候 旨の 願書 を ^1^筋 へ 差 出 

し、 弟 庄藏を 伴 ふて 江戶を 立 去り、 讃州高 松の 戸祭 靜 

は 兼て 知人なる 故、 一 先つ 其方へ 潜伏したり、 

話； s> 一  轉、 松 平 松 之 允へ 御預 中なる 結 城 {S 幕 は、 或る 

年 極月の 事な りし か、 善 の 同志 二人に て、 此冬 越へ 

難き 旨站し 居る を フト聞 付、 夫 は 如何なる 細 そと 


えし か は、 家臣 某 急き 結 城 寅 壽の囚 はれ 居る 一 室に 

抵. 0 て此 旨を吿 けしに、 結 城 愕然として 色を變 へ、 我 

等 死期 も 近つ きぬと 覺 えた. 5、 天命 是非に 及 ひ 難し 

とて 嘆息し ける に そ、 某 は大に 怪しみ、 尊公の 御愼 

も 畢竟 兩 田の 處爲 にて、 兩田 死去の 上 は、 近々 御 預け 

御免 御與勸 にも 相 成る へく と、 我等 御喜び 申 上る 處 

に、 却て 愁に 沈まる ゝは 如何の 次第に 候 やと 問 ひし 

に、 結 城 嘆息して、 兩田は 流石に 人物 故、 我等 を 憎め 

はとて、 是非 をも辨 へす 外聞に も拘 はらす して、 # 

,9 に 殺す 者に あらす、 左れ は兩田 無事にて あらんに、 

何時 迄 も 我等 を 禁錮し 置く 耳に て、 頸に 刀を當 てる 

こと はョ モ ある ましき なれと、 兩田 死した る 後 は、 自 

分と 對敵 する. 程の 人物 一 個 もな けれ は、 自分 を 活か 

し 置く こと を 危險に 思 ひ、 急に 殺害 せんと 企つ るな， 

らむ、 吁嗟是 我等 か 死す へきの 時な h- と 云 ひける よ 

し、 果して 間もなく 死刑の 命 ありし か は、 流石に 結 城 

な.0とて、聞く人^^.1:其先見を稱せしと云ふ、 

谷 田 部 運 八、 通 義と云 へ る は、 赞て 老公の 知 を 受け、 

要路に 舉 職し、 才幹 を 以て 稱 せらる、 此人 始めより 結 

城に 黨與 せし とに は あらね と、 性來强 きを 挫き 弱き 


を扶 くるの 義俠 心より、 藤 田 黨の時 を 得て 跋扈し、 結 

城 を 始め 名門 世 家の 蟄伏せ る を氣の 毒に 思 ひ、 折 も 

ぁらは之を救はんとの志さしぁ，0^しか、 嘉永六 年 十 

一月 江 へ 密行し、 瀧川內 膳、 秋 山平藏 (二人共 高 松 

藩、) 等に 面會 して、 公儀 大奥へ 內訴 せんとの こと 等 

を 謀. 9、 安政 元年の 春に は、 御預 中の 結 城寅壽 より 

祕. おの 自訴書 を 受け取、 之 を 平 藏に指 遣し、 又 同年 秋 

に は、 蟄居 中なる 結 城の 子息 伊之介 ( 一 萬 丸の 寧な 

一  萬 丸の 名 は、 老公より 賜 ふ 所なる を 以て 取 上ら 

れ、 伊之介と 改 む、) を 下 總國結 城 迄 密行せ しめ、 舊臣 

を 語ら ひ、 黄壽の 幽囚 を 救 ひ 取らん 爲め、 同志 加 藤 木 

左 內衞門 執筆して 書面 を 認め、 上野 凌 t> ぉ院 へ 指 出し、 

猶も 時世 を 伺 ひ 居りし 處に、 安政 二 年 十月の 大地震 

にて、 11^ 田、 藤 田 共に 壓 死せ しか は、 時 求れ. 9 と、 十 一 

月 復ひ 伊之介 を 結 城へ 密行 させ、 寅壽救 取の 事、 並に 

時世の 模樣 等、 加 藤 木 執筆して 認め、 之 を 凌雲 院へ指 

出し、 伊之介 は 結 城より 江 In- へ 密行し、 1^ 藏に 面談の 

上、 寅壽救 取の 儀 を 自訴に 及へ. o、 是等槪 ね 皆 運 八 

か 同志と 協 譏の 上、 指揮 進 返せし 所に 係り、 尙 藤田黨 

か 新に 首領 を 失 ひし 爲め、 時世の 模様 必定 變 化すへ 
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僚友 愛慕し、 內外驩 然として 間 言す る 者な し、 其 死す 

る 時 五十二、 烈 公史臣 豐田 亮に 命して 碑文 を 撰 はし 

め、 乃ち 篆額を 賜 ふて 旌忠の 碑と 云 ふ、 

藤 田 誠 之 進、 名 は彪、 字は斌 卿、 初めの 名 は 虎之介、 東 

湖と 號す、 幼に して 奇穎、 稍 長して 武 藝を嗜 み、 甚た 

讀 書. を 好ま さ，. >  しか、 年弱 冠 を 越へ、 慨然 自ら 奮て 謂 

く、 錄灌 文な く 隨陸武 なき は 古人の 笑 ふ 所、 大丈夫 

何そ學 はさる へ きと、 遂に 刻苦して 書を讀 む、 尋て父 

を 喪 ひ、 祿 二百 石 を 襲 ひ、 進物 番に 補し、 彰考館 編修 

となり、 總 裁の 事を攝 す、 纏て 書 を 史館總 裁靑山 EM 介 

に與 へて 館 中の 五 事 を 論す、 議論 剴切、 文辭雄 健、 人 

始めて 其 力 を家學 に專ら にせし こと を 知る、 哀公 逝 

去 烈公繼 立の 際、 同志 を 率 ゐて江 u; に抵り 大事 を定 

めた る は、 誠 之 進の 功多き に 居る、 烈公其 異材を 知 

,9、 擢 て郡宰 となし、 三遷 して 側 用人に 至る、 公方に 

ー國の 人才 を 網羅して 內外布 列し、 皆號 して 職に 稱 

へ. 0 となせ るか 中に も、 氣 魄の大 、智慮の 明、 古今に 

通し 事 體 に 達する に 至て は.、 誠 之 進 之 か 冠た b し 故 

に、 公の 眷遇 尤も 涯く、 入て は 機密に 參與 し、 出て は 

四方に 應對 し、 議論 風 生、 事留滯 なし、 公 新 令 を 出す 


毎に、 誠 之 進 一 た ひ 筆 を 執れ は 頃刻に して 成.^、 辭理 

明暢、 他人 精 思して 及 ふ 能 はす、 其 容貌 魁 岸、 眼光 爛 

爛 として 人 を 射る、 人 一 見して 其 聰明に 服せ り、 而も 

才を 愛し 衆 を 容れ、 人寸長 あれ は推獎 措かす、 劇職 

にあ， 9 と雖も 常に 異 能の 士を延 き、 酣暢 談論、 其の 欣 

歡を壶 さしむ、 此 時に 當て海 內の士 人才 を 論す る 者、 

必す 先つ 指 を 誠 之 進に 屈せし と 云 ふ、 弘化 元年 五月 

烈公 致仕、 誠 之 進 亦 罪 を 獲て 屛 居す、 嘉永六 年 公復ひ 

出つ るに 及 ひ、 召されて 江 に 至り 原 職に 復せ しか 

は、 天下 其 風釆を 想望せ b 、其 死す る 時 年 五十、 烈公 

親ら 其 碑に 題して 表 誠と 曰 ひ、 史臣 靑山延 光に 命し 

て 碑文 を 撰 はしむ、 著す 所、 回天 詩史、 常 陸帶、 舘記 

述義 あ.^、 子 四 人、 長 夭し、 次 健、 家を嗣 く、 次 任、 次 

信、 元 治 甲子の 年、 筑波 山、 那珂湊 に 驍名を 轟かせし 

小 四 郞是な h -、  . 

兩 田の 訃水 5- に 至る、 谷 田 部の 進說 

雨田腥 死の 凶報、 翌日の 早朝に 水 m- へ 逢せ しか は、 士 

民の 驚搔 大方なら す、 殊に 藤 田 黨はニ 首 傾 を 一 時に 

失 ひし こと 故、 此 後の 形勢. 如何に 成 行く やらん， o、 安 

き 心 もなかり ける、 此事 纏て 長 倉なる 松ギ 家へ も 聞 


民の 益、 お、 幾何なる を 知らす、 隨 て區々 一藩 內の黨 派 

の 如き、 自然 煙 散 霧 消す るに 至りし ならん に、 天慘厄 

を此 人に 降せ し は、 眞に罔 極の 遺 慽と謂 ふへ し、 

安政 乙 卯の 大地震、 兩 田の 避 死 

安政 二 年 十月 二日、 關東地 犬に 震 ひ、 江 尤も 甚し 

く、 死す る 者 凡そ 廿萬 人、 邸 第 民 舍の頹 破焚燼 する 者 

勝て 計 ふ へからす、 全 府殆と 焦土に 化し、 伏屍路 に. 橫 

は. 9、 慘毒 最も 極まれ. 9、 此夜 戶田忠 太夫、 藤 田 誠 之 

進 其に 厘 死す、 老公 宛 も 左右の 手 を 失 ひ 給へ るの 思 

ひに て、 大にカ を 落させ 玉 ひける、 是 唯に 水 藩の 不 

幸の みならす、 實に國 家の 不幸な りと 人々 申し 合へ 

り、 此事 忝な くも 孝 明 天皇の 叙 聞に 達せし か は、 東 藩 

1 1 良 臣を失 ひしとの 仰 あ， 5 て、 深く 哀悼 あらせられ 

しと そ 承 はりぬ、 

田忠 太夫、 名 は 忠敞、 蓬 軒と 號す、 初 銀 次 郞と云 ふ、 

父祖 世々 水 月 藩に 仕 ふ、 忠 太夫： K 番 より 出て 監察と 

なる 、哀公 疾病 世子な きに 當て、 同志 數 人と 馳 て江戶 

に 至.. >  、大に 周旋し、 烈 公立て 嗣 となる に 及ん て水戶 

に歸 る、 無屆 けにて 國境を 出て し は 法に 違 へ りと て、 

譴責 を 蒙.' し か 、天 保 元年に 擢て 通 事と な， 0  、 六年侧 


用人と なる、 幕府 西城災 あり 、公より 大材 夥多 獻 せら 

る、 折、 命 を 受け 其 事 を 司と， 0 しによ. 9、 大將軍 文 

恭 公よ，.^ 白銀 服 章 を 賜 はりし に、 忠 太夫 其 恩寵 を 成 

佩し、 服 章 を は 親戚に 頒與 し、 白銀 もて 車 架の 大銃を 

作 ，-、 防 海の 備に 充っ、 十 年 執政に 陞. 9、 學校經 の 

率 を 監督して 功 あ しか は、 俸祿 を增 して 千 石に 至 

る 、弘化 元年 五月 烈公 致仕せ しめ られし 時、 同し く 厳 

譴を康 り、 傣 祿を據 はれて 邸 中に 禁錮せ しめられ、 三 

年の 後に 至り 释 さる、 嘉永六 年烈公 出て 幕政に 參^ 

し 玉 ふに 及ん て、 急に 召されて 江戶 邸に 抵. o、， 杖た 執 

政と なり 、內 外の 事務 を 掌り、 祿 を^して 一 千 三百 石 

に 至る、 中納言 公に も 深く 忠 太夫 を 信任し、 國政 大小 

となく、 率ね 其議を 聞て 裁決せられ しか は、 啓 沃禆益 

する 所 亦 甚た多 かりし と 云、 忠 太夫 天性 温和、 容貌 

整秀、 未た # て 疾言遽 色せ す、 客 を 愛し 士に 下，.，、 終 

日恰々 如たり、 然れ とも 大 節に 臨ん て は 確然 奪 ふへ 

からす、 形勢 を 察し 規慮 を盡 し、 廣く詢 b 博く 譏し、 

必す 至當的 切に 歸 せされ は已 ます、 彼の 銅 佛鑄演 の 

不可 を切諫 せし 如き、 以て 其 識盧の 一 斑 を 窺へ きな 

>  、(此 事前に 見 ゆ、 故に 略す、) 是を 以て 君公寵 遇し、 

I ^  四百  <  十 
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癸？^ に 先つ こと 十六 年な. 9、 又 天 保 十二 年 水 野 越 前 

守 か閣老 た.^ し 時に も、 書を與 へて 大艦 製造の 必" 紫 

を 言 ひし かと、 此時 も亦舊 法度 を拘 守して 聽 され さ 

h- しに、 嘉永癸 米 艦の 浦賀に 入る に 及ん て 犬に 驚 

き、 大艦 製造の 禁を 解き、 又 其 眷て鎮 る 所の 大砲 を獻 

せし む、 是に 於て 老公 多年の 用心 漸く 顯 はれ、 天下 

智愚 となく 其 先見の明ら かなる を 賞 嘆せ さるな し、 

十二月 十五 日 大砲 七十 四 門を獻 す、 廿 九日 老公に、 以 

後年々 米 五 千 後 を 賜 ふの 命 あ.^、 

安政 元年 正 H 、米將 ベ ルリ 軍艦 六隻を 率て 浦 賀を過 

き、 本牧 に繁舶 す、 慕府震 驚、 林大學 頭等應 接の 命 を 

受く、 此時 老公の 意 は 正 言謝絕 する に 在 h- 、老中の 意 

は 和 交に 在. -、 衆議 遂に 和に 決せし か は、 公 意怏々 と 

して 樂 ます、 三月 十八 日 書 を 上. 9 て 情を陳 し、 爾後 絶 

て登營 もし 玉 はす、 四月 晦日 其 請 ひに 任せ、 日々 登營 

に 及 はさる 旨 を 命 せらる、 此に 於て 聲望は 益々 隆ん 

也、 七月 五日 兵制 改革の 事 を 老公に 命 せらる、 其德 

望の 隆 ん なる を 以て、 幕府の 有司 公 を 退く る 能 はす、 

之 を 以て 其 心 を 慰藉 せんとせ しな 、安政 一 一年 八月、 

老中 松 ギ和泉 守、 松 1^ 伊賀 守 急に 罷 めら る、 先，， 是ニ 


人 阿部 勢 州と 異論 あり、 陰に 謀りて 勢 州を黜 けんと 

す、 諫 漏る、 勢 州 意 を 決して 之を黜 け、 一に 老公に 

て 諸政 を 改め 紀綱を 張らん とす、 八 nr 十四日 老公へ 

左の 如く 仰せ 出さる、 

海岸 防儺幷 御 軍制 御改制 等の 儀に 付、 近頃 は 月 111 

度つ 、も 御 登城 被い 成 候處、 此度御 政務 筋の 儀に 付. 

改て被 二 仰 出 一 候 趣 も 有 に 付て は、 彼是 御 相談 可 

レ有 候 間、 御 老體の 儀 御 苦 勞には 被 二 思 召， 候へ 

共、 以後 隔日 御 登城 被い 成候樣 被，， 仰 出， 候、 

因て 別に 毎年 米 五 千 俵 を 賜 ふ、 前に 併せて 一 萬 俵な 

、以上 は 嘉永六 年より 安政 1 一年 迄の 問に、 老公 か 慕 

府 の機務 に參與 し、 國 家の 爲 めに 盡 された る槪 略に 

て、 其帷 慕に 參し、 能く 緩急 を圖 つて 進退 を爲 したる 

は、 戶田、 藤 田の ニ臣 な..^ とす、 是ニ臣 か 最も 得意の 

時と 謂 ふ へし、老公書て阿部勢州.0謀..^、藤田誠之進 

を 松 16. 河內 守に 托して、 歐米 諸國を 歴遊せ しめんと 

せられし か、 事 未た 行 ふに 及 はすして 地震の 炎 あり、 

聞 入 皆 之を惜 む、 若 此時藤 田の 豁大 卓越なる 服誡を 

以て、 歐米 諸國の 制度 法徘 人情 風俗 を 観察せ しめ、 其 

獲る 所を覽 らし 歸て之 を 我 邦に 行 はしめ は、 利 世 安 


然 此の 如く 苟 酷なる に 至. りし もの か、 二者 其 何れに 

出て たる を 論せ す、 槪 して 之 を 黨爭の 弊と 謂 はまく 

のみ、 

^結 城黨は 一 敗 地に 塗れた る 姿に て、 兩黨の 爭鬩も 

此に 一 先つ 落着 を吿 けし か は、 此の儘に て 何の 異變 

もな く 打 過き たらん に は、 天下の 形勢 は H に 騷搔を 

極め、 外國 交渉 事件 は 月に 頻繁 を 加 ふる 折 柄 故、 一 藩 

あらそ ひ 

內に 於て 區々 蠻觸 の爭闘 をな すの 暇な く、  士 民の 心 

力 皆 外に 向って 傾注す る爲 め、 黨 派の 氣熘も 次第に 

衰へ、 或は 泣寢 入りの 好 結染を 見た る や も 知る へ か 

らさ hv しに、 僅 三年なら すして 安政 二 年の 大地震 あ 

b、m, 田、 藤 田の 兩雄か 其 炎に 罹. - 同時に 死 せし 

は、 黨禍 をして 非常に 峻烈なら しむる の 原因と なり 

ぬ、 是特り 水 のみの 不幸と は 謂 ふへから さるな 

り、 

u; 田、 藤 田 得意の 時 

先， 是米 艦の 浦 賀に來 りて 互市 を 請 ひし 以來、 閣老阿 一 

部 伊勢 守の 意 は、 水 老公 を 仰て 謀 主と なし、 以て 

人望 を！^ き 異議 を 抑 へ ん とし、 外人の 益 迫て やます、 

其 制し 難き に 苦しみ、 且 同僚 中に 忌嫉 あり、 議論 支捂 一 
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して 行 はれさる に 及ん て は、 又 老公 を 引て 後援と な 

し、 政事 釐革を 名と して、 內 異議 者 を 除き、 外 米英 諸 

國を 制せん とする にあ. 0 しか は、 老公 を 尊重す る こ 

と 大方なら す、 老公 も 亦 去る 辰年に 隱居愼 を 命 せら 

れし 以來、 此に 至る 迄 殆と十 年間 駒 込の 邸に 隱 居せ 

られ、 利器 抱藏 して 用 ゆる 處 なく、 天下の 政務 見る 

につけ 聞く につけ、 唯齒 痒く 思し 召さる、 のみな. 9 

しに 、園ら す も 登庸 せられて、 慕 府の機 務に參 與し玉 

ふこと にな，： > しか は、 宛 も 龍の 雲 を 得た る 如きの 勢 

ひに て、 銳意國 事 を計營 あらせられ、 嘉永六 年 七 rM: 十 

日、 書 を 阿部 勢 州に 與 へて 十條五 事を陳 す、 其 大要 

は、 廟算を 一 定し、 武備 を 厳に し、 艦砲 を 整へ、 銃陣を 

習 はし、 海岸に 屯 戌を設 くる 等に あ， 9、  i 府 之を納 

れ、 質素 節 儉の令 を 布き、 西 城 建築の 獻金を 止めし 蘭 

人に 命して 艦砲 を獻 上せし む、 八 E! 品 川 海中に 礮臺 

を 築く の議を 決し、 明年 正 ra: ェを 起す、 此月高 島四郞 

一 太夫の 罪 を 解き、 江川 太 郞左衞 門に 屬せ しむ、 九月 大 

一 船 製造の 禁を 解く、 皆 老公の 言を容 る、 なり、 先レ是 

一 天 保 九 年、 公大 艦 を 製造して 以て 海軍 を擴張 せんこ 

一 と を 請 ふ、 幕府 舊 制に 拘泥して 之.^ 許さす、 實に嘉 永 
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悖 逆 無道の 甚 しきもの なれ は、 此時 一 層 重き 嚴科、 

乃ち 死罪に 處 せらる へき 害なる に、 其 事な かりし 

に 就て 考 ふる も、 甚疑ふ へきな り、 斯る， i 似 獏梭の 

案 を 以て 大獄 を斷 したれ はこ そ、 後に は 無 釓問無 

宣吿を 以て、 人 を 刑 殺す るの 慘禍を 醸す にも 至れ 

るな り、 

結 城の 嫡子 及 ひ 其 親戚 等の 處分 

結 城 寅壽の 嫡子 一 萬 丸 は、 (名 は 種 德、) 父 寅壽隱 居の 

後、 祿 五百石 を 賜 はり 、中の 寄 合に て ありし か、 父の 

罪に 坐し 左の 如く 申 渡さる、 此時 一 萬 丸 は 年 僅に 十 

三な， 5 しと 云 ふ、 

結 城 一 萬 九 

父寅壽 儀、 前 中 納言檨 御 厚恩 令，， 忘却？ 君臣の 大義 

を 取 失 ひ 候 始末、 不束 至極に 付、 嚴宽被 二 仰 付， 樣も 

雖レ有 、御 容赦 被， 遊、 松 平 松 之 允 へ 御 預け 被. レ遊 

候、 屹 皮相 慎罷在 候椟 被-仰 出， 候、 依い 之 其方 取來 

御 地 行 居 屋敷 被，， 召 上； 御 扶持 方 拾 五 人 分 被，， 下 置 r 

蟄居 被，， 仰 付お 乂間政 次 郞揚尾 敷 被，； 下 置， 候條、 屹 

と 相愼可 一一 罷在ー 旨 被 一一 仰 出， もの 也、 

又 結 城 之 親戚 le. 尾 右近 (御 旗 奉行、) は、 役祿居 屋敷と 


も 召 上られ、 拾 人 扶持 下され、 蟄居 仰 付ら る、 其罪狀 

は、 「其方 儀 柄 間 故と は 乍.， 申、 諸事 同人へ 密談 致し 

候 趣 相 聞、 不束 至極に 付」， mK ふに あ.^、 猶 他に、 「年 

來結城 へ 相 因み、 如何 敷 儀 も 相 聞、 不心得 至極 

に 付」 と 云 へ る 罪名 を 以て、 役 祿召上 られ たる 者數 

人 あ.， > き、 總 して 此 時の 處置振 は、 後年 慘禍 をして、 

層 一 層と 峻烈 慘 酷に 赴かし むる の 端緒 を 啓け る もの 

に 似た b、 先 レ是天 保 度に は 、芦田、 藤 田 等、 唯 役義を 

取 放 蟄居 を 命せられ しのみ な. 9 しに、 此に 至て 結 城 

を 御 預けと せし のみなら す、 幼若の 嗣子 始め、 親戚 

迄 も 罪な はれし は、 旣に其 一 曆を 進められた るに て、 

1 曆は 一層よ .9 殘忍 にな. 9、 遂に 血 を 見る にあら さ 

れは 止ま さるに は 至 しなり、 老練なる 田、 敏捷な 

る 藤 田 ありな から、 此際結 城を寬 典に 處 して、 天空 海 

濶の 度量 を 示し、 一藩の 調和 を圖 るの 策に 出て さり 

し は、 返す々々 も 遺憾の 次第と 謂 ふへ し、 依て 思 ふ 

に、 多年に 渉れる 黨 派の 軋 櫟は、 雨 田の 腦髓を 刺衝し 

て、 漸く 詭激に 傾かし めた るに 因る か、 將又兩 田 は 成 

るへ く平穩 無事 を 希望せ しも、 所謂 黨議の 許さ ゝる 

の あ .9 て、 是非な く 多 數の歷 制に 服從 せしめられ、 自 


被，， 仰 出， 候 即日、 於，， 梨花 之 間， 御 連枝 方へ 爐言を 

中 上 、大奥 向 を も II ^様相 欺き、 前 中 納言様 御 信用 被 

レ遊候 面々、 不ぃ殘 退治 不.， 致 候而は 不，， 相 成 Js 致，, 

發言？ 上書 之路 厳重 相 塞き 候の みならす、 前 中納言 

樣今 一 段嚴重 御愼之 儀、 及 二 評議， 候 議も存 "之、 表 

方に 相轉候 後、 並 隱居愼 被 n 仰 付， 候 後 も、 上を不 

レ畏 所行 而已相 聞、 前件 之 通、 最初 は 御 改正 筋 之 儀、 

思 召に 先立 致，, 決斷， 候 程 之 身分に 而 乍，， 罷在： 前後 

致 二表襄 T 上に は 御 幼年、 御 連枝 方に は 御 不案內 之 

御 砌に乘 し、 一 己 之權威 を！ 1^ ひ、 御 父子 樣御 離間 申 

上、 御 改正 筋 相 破 候 始末 相 企、 君臣の 大義 を 失 ひ 候 

段、 重々 不東 至極に 付、 被，， 仰 付， 樣 も雖レ 有， 之、 御 

容赦 被， 遊、 其 身 I 代 松 1^ 松 之 允 へ 御預 被い 遊 候條、 

屹度 相 慎 可，, 罷在， 旨 被 二 仰 出， もの 也、 

斯くて 寅 壽をは 一 旦今井 金右衞 門の 舊 宅に 禁錮せ し 

か、 此月サ 六日に、 長 倉なる 松； 牛 松 之 允 (賴 功、) の 方 

へ 移されけ. 5、 今 井 は 結 城の 反對黨 にて、 tufa  、藤 田 等 

と共に 甲 辰の 國 難に 罪を蘩 り、 蟄居 中 死去せ し 者な 

b 、其舊 宅 へ 結 城 を 禁錮 せし こと、 彼の 毒 永の 昔、 宗 

盛 をして 義 朝の 墓を繞 らしめ、 重 衡を奈 良 法師に 與 
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へて 甘心せ しめたる にも 似通 ひぬ、 黨派戚 情 は總て 

斯の 如き 事より、 屠 一 曆 激烈 を 加 ふる は 自然の 勢 ひ 

なり、 水 uu 黑爭 の、 後年 全く 私簪 報復と なりし も 亦 謂 

れ なきに あらす、 

云、 此結 城の 宣告書 は 藤 田 東 湖の 執筆に て、 經營 

慘 憎の 餘に 出て たる 者な， 9 と 云 ひ 傅 ふれと、 信し 

難し、 書中、 「於 n 梨花 間， 虚言 を 申 上、」 「公邊 の御沙 

汰. に 泄れ候 段 身に 覺可 レ有レ 之、」 「上 を 不ぃ畏 所行 相 

聞」 等の 字句 あ る を 見れ は、 嚴 科に 處 する 程の 確乎 

たる 罪證 なか， 9 し を 見る に 足る へし、 又 「前 中納言 

機 御 信用 被， 遊 候 面々、 不， 殘返 治不， 致 候て は不 ，1 

相 成 _ 旨 致-, 發言 ： 云 々 」 は黨派 軋櫟の 場合に は事實 

之 あるへ きも、 「前 中 納言樣 今 一 段 嚴重御 愼の儀 

及 二 評議 _ 候 儀 も有レ 之」 と 云 ふに 至 て は、 結城假 

令 天資 殘 忍なる にもせ よ、 譜代の 君 公 を、 嚴 重なる 

御 慎の 上に も、 尙又嚴 重に せんと 評議す る 如き は、 

當 時の 武士 仲間に 於て 發 言し 得 へ き 事と も 思 はれ 

す、 恐らく は黨派 感情に 支配せられ たる 深 文羅織 

の 言に して、 結 城の 心服せ さる 所なる へし、 若 又 結 

城 果して 斯る 評議 を爲 したる 確證 あるに 於て は、 
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は 湯漬を 饗せられ しに、 閣老七 椀 易へ、 私儀 今朝よ. 5 一 

食事 仕らす、 只今御賢盧を承り候て安堵仕..^、 七捥 一 

ほと 頂戴 仕り 候と 申され 返 出せら る、 此時 公よ b 卯 一 

の 花 絨の鎧 一 領を賜 は. 9 しと 云 ふ、 或 云、 繾を賜 は. り 一 

し は、 此月 十三 日 阿部、 川路、 筒井の 三人 駒 込 邸へ 參 

-9 し 時の 事に て、 阿部へ は 初代 明 珍の 具足 一 領、 甲の 

中に 公自 詠の 和歌 あり、 「さき かけて ちる て ふ もの は 

武夫のに ほ へ るう ちの 花に そ 有け る、」 又 川路 左衞門 

尉へ は、 公 自製 紅葉 作りの 陣刀、 筒井 紀伊 守へ は、 老 

人 なれ はとて 短刀 を 賜 はりし と、 同 e: 末よ h- 坊間に 

て、 孔明三 顧の 圖を畫 ける 三枚つ、 きの 綿 搶を賣 出 

す、 孔明は 老公、 支 德關羽 は 阿部、 川路、 筒井の 三人 を 

指した るな りと、 以て 當 時に 於け る 公の 聲望を 想 見 

す へ きなり、 

同年 七月 三日、 若年 寄 某 を 駒 籠 邸に 遣 はされ、 老公 を 

召して 幕政に 參 せしめら る、 其 達 書 曰く、 

御用の 義被， 爲レ有 レ之候 間、 當 分の 內 隔日 御 登城 可 

レ被レ 成 旨、 且 御返隱 後の 義に 付、 平 川口 御門より 御 

風呂屋 口、 夫よ. 0 御 席へ 御 通り 可レ 被い 成 候 云々、 

©此 文書 は 大意.^ 認めた る 

ものにして 達文に あらす、 


セ十 1^ 

一 其より 老公 は 日 を 隔て、 登營 あ-..^、 新將軍 (家定 公、) 

一 の 顧問に 備は -5 玉 ふ、 

一 兩 田の 苒用、 結 城の 禁錮 

去 程に 老公 隔日に 登城して、 幕府の 機務 に參與 せら 

かひな 

る、 ことと な hv しか は、 日頃 左右の 腕と も賴 みに 超 

召さる ゝ 田 銀 次郞、 藤 田 虎之介に、 急き 江 s- へ 上る 

へ きの 命 あり、 纏て II； 田 は 執政に、 藤 田 は 側 用人に 復 

職せ しめらる、 中納 言の 君に も 兩田を 御 信用 あり、 誠 

忠の 二字 を 分ち、 5S 田に は忠 太夫、 藤 田に は 誠 之 進と 

名 を 賜 はり、 水 藩の 政權は 苒ひ兩 田の 手に 歸 しにけ 

る、 左れ は 結城黨 は、 遠から さる 內に應 類な かるへ し 

，と 思 はぬ 者 はな かりけ るか、 果して 嘉永六 年 十月 廿 

四日、 結 城 寅壽を 評定 所 へ 呼出し、 太 田 丹 波 守よ. 9 左 

の 如く 申 渡さる、 

結 城 寅 壽 

其方 儀 若年よ.^ 前 中 納言樣 御侧向 相き、 御 厚恩 を 

蒙り、 追々 職 まて 被 二 仰 付 T 寺社 御 改正 等別而 政-一 

精勤， 候處、 去る 辰 五 =： 中 俄に 御隱 居被レ 遊、 御 家老 

始夫々 嚴 重の 御咎被 n 仰 付， 候 得 共、 其方 而巳 公邊 

御沙汰に 泄候 段、 身に 覺 可い 有 レ之、 殊に 右 御隱居 


にて は 老公 を 用 ゆるの 必要 を感 し、 其 仕向け 前後 全 

く霄 壊の 差 を 見る に 至 b しか は、 藩內 形勢 も隨て フ 

變し、 さし も 威 爐 顯赫な .OS し 結 城寅壽 も、 此年十 EJ 廿 

四 H に 役務 を 免 せらる、 弘化は 四 年に して 嘉 永と 改 

元 あり、 二 年 三 月 幕府 命 を 下して、 高 松 等 三 支 藩 か 

水 の 藩 政を攝 する を 止め、 老公の 藩 政に 預るを 許 

可 せらる、 此年 九月、 大 將軍自 から 小石 川の 邸に 臨 

み、 老公 を 見て 恩 言 慰藉し 玉 ひ、 後 來七郞 磨 君 を大用 

する の內諭 ありし と 云 ふ、 同 五 年 十  一 s: 、老公 を 召て 

登城せ しめ 饗宴 を 賜 ふ、 5^ 老公 か 藩 政に 干與を 許さ- 

れぬ 內 こそ あれ、  旣に 自身 藩 政を處 理 せらる、 に 至 

て は、 甲辰國 難の 際に 無事な りし 者、 及 ひ 老公の 大 

究を 傍観せ し 巨 室 世 家 は、 何れも 黜罰を 免れす、 結 城 

の 如き も 愼隱居 を 命せられ、 祿千 石の 內 五百石 を滅 

し、 嫡子 一 萬 丸へ 五百石 下されて、 中の 寄 合に なされ 

けり、 

嘉永六 年 六月 三 ：n 、米國 船 四隻浦 賀灣に 入. -、 水師提 

督ぺ ルリ、 大統領の 書 を 政府に 呈 せんと 請 ふ.^ 此旨浦 

賀舉行 s;ffl 伊豆守 より江 へ 注進 あ.. > しか は、 六日 

の 夜、 布 衣 以上の _ ^司 急 登城に て 評議 あり、 國書 を受 


一 取る に 決す、 先レ 是大將 軍家慶 公に は 強く 暑に 中. -、 

衆醫 手を逾 せし かと も、 追々 疲勞し 玉 ひし か は、 御自 

身に も 全快 覺束 なしと 御覺悟 あ. > しか、 病 を 押て 老 

中に 謁見 を 賜 ひ、 「此 回の 儀 は 開闢 以來の 珍事に て、 

實に 深く 憂悶せ る 所なる か、 予 不幸に して 大病に 侵 

され、 如何と もす る 能 はす、 付て は 水 戶 隱居は 年來； t 

外の 事に 苦慮す る 所 なれ は、 定めて 能き 了簡 も 有る 

へく、 予 死す るの 後、 外 國の所 置は隱 居に 謀. 0 て 所 置 

あら は、 大過な かるへ きなり」 と 仰 渡されし か、 其翌 

日大將 軍に は 休息の 室に 甍し 玉へ， 9、 . 

阿部 閣老 の來 邸、 老公の 登營 

此 月 八 日？ g 日 六 ッ 半 頃、 閣老 阿部 伊勢 守 駒 込 水戶邶 

一 に 伺候して、 老公に 謁し 御 相談. & 上け る處、 公 御 答 

に、 我等 は 敗軍の 將 にて、 屮々 廟堂の 政に 關 かり 候 身 

分に あらす と 被い 仰し に、 勢 州 押 返し、 此 度の 儀に 付 

て は 是非 御 賢慮 相 伺 ひ 度 旨、 逢て 申述へ けれ は、 公 

仰せに、 交易 和親 等以の 外の 事な り、 四日 五日に 彼等 

亂妨 致した る 節、 何故 打拂ひ 申さ、 る や、 併打拂 ふに 

も 其 用意 ある やと 御 叱り あ. 9、 是迄は御碟高な，£^し 

も、 其より 密々 御 ^ 談 にな. 9、 四ッ半 頃に 及 ひし か 
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四， la 七十 七 


旋鼓 力す る 者 一 人 もなか し は、 實 に相濟 まさる 次 

第に て、 內 情の 如何に 抅 はらす、 反 對黨か 悖 逆不道 

なh^とて切齒扼腕せしも、 亦 無理なら ぬ 事と 謂 ふへ 

し、 

弘化 1 一年 老公 駒 籠の 邸に 在し、 秋 八： rr 自著 明君 一 斑 

抄に序 を 添て、 之 を老巾 阿部 伊勢 守 正弘に 遣らる、 書 

の 大意 は、 仁 を 以て 本と 爲し、 奢侈 を禁 し、 人 言 を 用 

ひ、 刑 は 無 刑に 期し、 治に 亂を 忘れす、 说； 端 を 挑し、 戎 

狄を攘 ふ 等、 當 今の 急務 を 言 ふ、 正弘答 書に 公の 誠忠 

を稱 し、 且其 書は旣 に大將 箄に呈 して、 閱覽に 供 へ た 

る 旨 を 吿け來 る、 是 等よ b して 幕府の 嫌疑 漸く 解け 

初めし か、 弘化 三年 午 十二月 廿 八日に、 阿部 勢 州の 

役宅へ 家老 中 山 備前守 を 呼 出され、 左の 如く 達せら 

る、 

戶田 銀次郞 

藤 田 虎之介 

今 井 金 右衞門 

右 之 者せ. 〈先達て 役義取 放、 豫居申 付 置 候處、 愼方格 

別宜敷 趣に 相 聞 候に 付、 別儀 を以 蟄居 御 翁 pa- 被レ成 

候、 就 而は銀 次郞、 虎之介 儀、 小 梅 御： t; 敷內へ 被，， 指 


 西 百 七十 六  I 

置， 候 様相 達 候 得 共、 勝手次第 水戶 表へ 御 指 下 可 

, 被レ成 候、 此段； 5\ 被 二 申 上， 候、 

纏て e-ffl 等 は 國に歸 され、 小 普請 組 入 遠慮 を 申 渡さ 

る、 光い 是 老公 幽せら る.、 の 翌月、 和 蘭の 使節 長 崎に 

來り國 書 を 早す、 に， # の 大意 は、 歐羅 巴の 形勢 前年に 

異にして 、東洋の 航路 益 開く る を 以て、 西洋 谷 國と和 

親 を 通し 交 を 許さ ゝれ は、 必す戰 端 を 開き 國釁を 

致さん こと を 忠告す るに 在り、 依て 諸國に 令して 沿 

海の 兵備 を嚴 にせし む、 人 皆 老公の 先見に 服せ しと 

云、 次て 弘化ー 一年 英國 船長 崎に 來り、 同 三年 ME: 英佛 

1 ー國 の船琉 球に 求り、 同月 米 國船ー 一隻 浦賀に 入り、 始 

めて 交易 を 許さん こと を 請 ふ、 翌月 佛國船 三 隻長崎 

に 求る、 是ょ. 0 後、 外 船の 來航 する 者 益々 多し、 此に 

於て 愈 老公の 夙に 意 を 外事に 注 かれし を感 し、 漸く 

之 を 用ゐん とする の 意 あり、 同 四 年 九月、 公の 第 七 子 

七郞 廣 君 を 以て、 一 橋 家の 相續 となし まらす、 是 偏に 

閣老等 か 計ら ひに て、 老公の 心 を 慰めん か爲 な，. と 

聞わぬ、 

結 城の 返隱、 米國 使節の 渡來 

前に 述る 如く、 外 國交涉 車 件の 切迫す るに 隨て、 慕府 


すと なし、 最初 執りし 周旋の 方針 を 一 轉せ しか は、 

槊 して 其 目的の 如く 運 ひしと 云 ふ、 此事 明記せ し 

ものな けれと、 藤 W 柬湖か 多 一 郞に m (へし 書 巾に、 

「先是 迄の 勢、 天 時 を 以て 論し 候 得 は、 紀 公の 即 wl、 

定 女の 物故 怀、 扔々 折惡 しき 儀」 と あり、 此ぉ定 の 

方と 申す は、 大將 軍家慶 公の 侍 妾に て、 達姬 君、 I せ 

千代 君の 御腹な， 9、 此 婦人、 御 守 殿御 簾屮 方と は 御 

相識な りし か は、 老公 雪冤の 亊 にも 多少 盡カ せら 

れ しこと ありし ならむ、 是 等に 就て 多 一 郞か 大奥 

に 取 入 し は事實 なりし を 推知す へし、 

老公の 謹慎、 幕府の^ 疑 解く 

老公に は、 甲 辰の 歲 五月、 台 命に よって 駒 籠に 屛 居せ 

られ てより は、 堅く 門 In, を閉 ち、 麻 上下 を 着し、 終日 

儼然として 端座 在 せらる、 時 方に 盛夏なる に、 II； 障子 

を 皆閉切 たれ は、 風の 通 ふ へ き路 なく、 侍 座せ る 近 

臣は^ 煩 欝に堪 へ 兼ぬ るに、 公 は 終日 讀 書に 餘 念な 

し、 臣下 其 病 を 致されん こと を懼 れて諫 むる も聽せ 

られ す、 久ふして痲上下l^^っき破れぬれと易へ玉ふ 

ことなし、 其 台 命 を 恭敬せられ、 謹 愼の嚴 重なるに 

は、 聞く 者 皆 感嘆せ さる はな かりし と 云 ふ、 此事德 て 


幕府に も 聞え しか、 此 年の 十 一 月 廿 六日、 上使 閣老阿 

部 伊勢 守、 堀 大和 守 を 以て 左の 如く 仰 出さる、 

水 1!^ 少將殿 

先達て 中納言 殿御 隱居御 愼之儀 被，， 仰 出， 候處、 格 

別に 御愼 深く 被， 成-一 御座 - 候 趣 入 ニ御聽 ， 候に 付、 此 

程 別段の 思 召 を 以て、 御 慎の 儀 は 御 宥免被 二 仰 出， 

候、 依，， 御 使， 相 進 候、 

斯の 如く 御 愼丈は 免せられ たれと も、 別に 閣老ょ 

.9 家老へ 左の 命令 あり、 

別紙の 通り 被 n 仰 出， 候へ 共、 政事 向の 儀、 少將殿 未 

御 若年に 付、 兼て 松 平讃岐 守、 松！^ 大學 頭、 松平播 

磨 守、 少將殿 家老 衆 申 談取計 候 樣相達 置 候 間、 猶厚 

く 申 合、 是迄之 通り 相 心得 候樣 被，， 仰 出， 候、 尤も 中 

納言殿御愼は御^^免に候得共、 政事 向 之 儀に 御携 

無， 之檨 にとの 御沙汰に 候、 

此 達文に 就て 見る も、 幕府 か 水 In, の 新政 を 喜 はさ. 9 

し 一 斑 を 窺 ふに 足る へく、 又 結 城 か 公 御 父子 を 離間 

せし との 罪名 を 蒙， y しも 是 等の 爲 なる へし、 热 老公 

に は 新の 如く 非常の 艱苦 を 遊 はさる ゝに、 結 城を始 

め巨室世家中、裔て公の^^を雪き、幽閉を解かんと周 
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平 赖讓氏 をして、 衆に 代て 南 上せし め、 紀伊 大納言 治 

寳 卿に 見ね て申訴 せし む、 有司 大に 怒り、 先生 を 中 街 

の 官舍に 禁錮し、 警 衞の嚴 なること 固圄の 如し、 先生 

偶々 囊屮を 探りて 朱 藍 二 錠 を 得し か は、 器 を 以て 之 

を磨.^、箸を嚙て筆とし、孝經考、 江湖 負喧等 若干 種. 

を 著 はす、 0? 志 金子 孫 二 郎等 數人 も亦此 事に 坐し、 職 

祿を褫 ひ 家に 禁錮 せられた. 9、 

此時 雪. 免の 事に 最も 目覺 しく 周旋した る は 高 橋 多 一 

郞 なりき、 多 一 郞は奧 右筆な. 9 しか、 老公 返隱の 初め 

より， いかに もして 宽罪を 解き 參 らせんと、 晝夜心 を 

碎く よし 漏れ けれ は、 其 職 を 外に 移し 、君側に ある を 

許されす、 多 j 郞憤 恨.！ J み 難く、 紀藩は 三 家の 一 な 

れは 嘆きて 見ん と、 書 を 大納言 治寶 卿に 上. り、 權 臣事 

を 用 ゐて國 政の 日に 非なる こと を 詳細 かに 論し、 國 

家の 難 を 救 はせ 玉へ と陳 しけれと も、 卿 時勢 を や 憚 

,9 けん、 又 誠に 老公の 所爲を 善から ぬ 事と や 思 はれ 

けん、 答 ふる 旨 も 無 か. 9 けり、 多 一 郞は 之に も 屈する 

氣色 なく、 益々 其 志 を 堅く 執. o、 當 時の 名 臣， 0 聞 わし 

松. 中 肥 後守容 敬、 細 川 越 中守齋 護に 書 を 上.^ て 情 を 

陳し、 又閣老 阿部 倂勢 守、 目 付 遠山 左 衞門尉 等に 就き 


て、 寃を嗚らし救を求めた..^しか、 幕府の 官吏 皆つ 

れ なく もてなし けれ は、 多 一 郞爲ん 方な く、 或る 夜 忍 

ひて老公の駒込の幽居に參..^、 密 1^ 封 事 を舉呈 りけ 

れは、 公 其 忠誠 を感赏 あらせられ、 乃て 一 首の 和歌 を 

詠して 與 へらる、 

なにし おは ゝ われ も ひとめ は 見し もの を 

•  なと か はか ゝる しの はつの かた 

此事 早く も 有司の 耳に 入. 9 て、 國法を 犯した る罪輕 

からすと て、 職 祿を褫 ひ 家に 禁錮せられ しか、 幾程 も 

な く.， -て 公の 菟罪 解け、 國政 舊に復 したる は、 多 一 郞 

の 計ら ひ 多 か しとなん、 され は 藤 田 柬湖も 書 を 贈 

b て、 「群 陰 凝結の 中に、 風 節 瑭 々と 御控 へ、 しかも 剛 

柔 緩急の 御手 順、 其 外 萬 端殘る 所な く、 良 將の兵 を 用 

ひ 良 醫の病 を 治る 如く、 事 其 機宜に 應 したる 御所 置、 

實に迂 濶頑鈍 僕 か 輩の 及 所に 無,， 之、 敬服いた し 候」 

と は賞讃 せり、 後年 櫻 田 門外に 井伊 掃 部 頭 殿 を 刺殺 

せし、 其 生 識者 は此多 一 郞 なりき、 

附云、 此特 幕府 旣に衰 へて 女謁 盛んに 行 はれし か 

は、 多 一 郞は 早く も此に 注目し、 表面よ h- 閣老 溜り 

詰 杯 を遊說 する は、 裘 面の 大奥に 取り入る に 如か 


し 所なる に 相違な し、 旣に 老公 返隱の 際、 新居の 後見 

たる 三 支 藩 へ閣老 より 達した る 書中に も、 「是 迄中納 

言 殿御 一 己の 御 了簡に て 被，， 取 計， 候 儀 は不， 相 用： 前 

前の 御 家法 通りに 可， 一 相 守, 候と あり、 是 明らかに 幕 

府は天 保の 新政 を破壤 せよ と 命した る ものな り、 さ 

れは此 際 幕府の 嫌疑 を 解き、 一藩の 安泰 を 計らん と 

せ は、 姑息な から も 先つ 天 保の 新政 を 改革せ さる を 

得す-、^ 然ら すして 只管 老公の 宽を訴 へ、 一 方に は 幕 

府の嫌 ふ 所の 天 保の 新政 を 其 儘に し、 尙之か 擴張を 

鬪.9 たらん に は、 例の 負 惜み强 き 幕府の 事 なれ は、 新 

君の 身の上に、 叉 候 如何なる 危害 を來 さん も 測る へ 

からす、 又 三 支 藩に 在て は、 幕府の 皆に 忤 ひたらん 

に は、 如何なる 咎に逢 も 知り 難 けれ は、 只管 閣老の 意 

を 迎合 阿 読した るに 相違な し、 故に 結 城に して 天 保 

の 新政 を 破壊し、 內 外の 攻撃 を受 くる こと、 一 身上 將、 

來甚た 不利益なる を 知ら は、 一 tn も 早く 冠 を 掛けて. 

勇 返す るの 一 途 あるの み、 旣に其 職に ある 上 は、 其 施 

設 自ら 天 保の 新政と 抵觸 する は、 實に 巳む こと を 得 

さるな-'、 或 云、 結 城 年少と 雖も、 素 非凡の 才俊 なれ 

うっかり  さと 

は 惘乎 として 此 ii の 利害 を 了. 0 得ぬ 箬 はなき に、 


ギ然其 職に 在り、 內 外の 誘 誇 を 受けて 顧みさり し を 

見れ は、 畫の 心中 社稷 を 重と なし、 君主 を輕 となし、 

寧ろ 老公に 食ゐて 不臣の 名 を 蒙る も、 一 身を橫 へて 

國 家の 難局に 當 、三十 五 萬の 提封を 全 ふして、 新 君 

の 安泰 を圖 らんと せし ものに は あらさ リ し 乎と、 併 

せ 記して 後の 識者 を 待つ、 

雪冤の 訴願、 高 橋 多 一 郞 の間旋 

老公の 退隱を 命せられ て 政體の 一 變 する や、 數年來 

公の 恩 德に懷 きし 臣民 は、 如何にもして 公の 菟罪を 

雪き 奉らん と、 江 ux- に 上りて 慕府に 愁訴す る あ. o、 諸 

侯 旗下の 間に 遊說 する あり、 又は 伊勢の 兩宮へ 心願 

を ii め、 奸黨祌 罰 を 蒙. o、 公御愼 御免の 祈願 書 を 認め 

て、 內 外宮の 神殿へ 張 置く も あり、 藩士の 國禁を 破 

妄まゝ に 封 境 を 出て しによ. o、 罪 を 蓑る 者 も 亦 

少なから す、 人心 颇る 勸搖 せり、 時に 老儒 會擇 先生、 

小姓 頭に て 弘道館 督學を 兼ね 居. 0 しか、 斯くて は 事 

を 激して 不測の 禍を釀 さん こと を 恐れ、 其 問 に處し 

て 苦心 焦 思し、 曉說百 端せ しも 有司 聴かす、 明年 先 

生 致仕 を 命 せらる、 時に 上下 怨憤甚 しく、 大に 告訴す 

る 所 あらんと せし に そ、 先生 復 同志 を 慰 諭し、 &族^ 
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 ^1  戸 W 魔 爭始：   — 

として 其 職に 在.^ し は、 結 城 亦 罪な しとせ す、 後年 國 

君に 忠誠なら すとの 汚名 を 蒙て、 身 を 殺し 祀を絕 つ 

の 慘禍に 罹りた る も、 畢竟 自ら 作せ る 孽と謂 はまく 

のみ、 ^又 此國難 以前に 在て は、 藤 田、 結 城の 兩黨政 

府の 上に 相爭鬩 せし も、 未た 左程 甚 しきに 至ら さり 

しか、 此國難 以後 は雨黨 劃然 相 分れ、 甲黨 より 乙黨を 

指して 姦と 云へ は、 乙黨は 甲黨を 目して 激と稱 し、 同 

一 君主の 下に 隸屬 する 臣民に して、 互に 疾視す る こ 

と譽敵も啻ならさるに至れ..^、然れは此國難は、黨火 

を爆發 せしめた る 一 線の 導 火と 謂 ふ へ きな. o、 

結 城 寅壽の 施政 

芦 m  、藤 田 等 皆 罪 を 獲て 退きし か は、 結 城 は弘化 元年 

(天保十五年改元、)八月十八=表勤めとな.^、同年九 

e: 君 公 少將拜 任 あるに 依て 京師に 使し、 參 内して 位 

階 口宣 を 奉し、 十 一 月に 歸 邸し、 此； ：； 十 H 大寄合 頭 列 

となり 水 に 移さる、 其 水 It; に 在て 施行せ る 政治 は 

如何の 振 合な. >  しか、 勝利者の 記錄は 世に 傳 はれと、 

敗北の 事跡 は 世に 傅 はらさる か 常 なれ は、 其 詳細 を 

知に 由な く、 縫に 反 對黨の 手に 成れる 文書に、 結 城 

朝 道權威 を專ら にし、 己に 異なる 者を惡 み、 彼等 は黨， 
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を 結 ひ 私 を圖. 9、 名 を 正 議に假 りて 主家 を危 くす る 

ものな りと 接 斥して 、暴け 用ゐる こと を 許さす、 兼て 

遠 けられし 奸 とも、 時 を 得 顔に 振舞 ひて、 中納言 

殿 年 ころ 心 を 盡し定 られし 善政 良法、 唯 一 朝に して 

之 を破壤 せ..^, i 記した る を 見て、 其 槪略を 想像す る 

のみ、 而 して 結 城の 施政 は、 啻に 藩內反 對黨の 攻墼を 

受けた るの みならす、 當 時世に 所レ謂 有志 者よ h- 大に 

非難 を 蒙れ. >、 然れ とも 結 城 か 天 保の 新政 を 毀壤せ 

し は、 是れ結 城 自ら か 之を爲 したる に は あらす して、 

實に 幕府 之を爲 さしめ たるな り、 故に 之 を 以て 單に 

結 城の みを責 むへ きに あらされと、 其の 機 を 見て 早 

く 身 退かさ，.^ し は 結 城の 失策と 謂 へ きのみ、 

此時 幕府に て は、 水 野 越 前 守 旣に黜 けられ、 閣老に 交 

迭 あり、 水 野か爲 したる 革新の 施政 は、 何れも 之 を 破 

壤 又は 中止す る最 巾に て、 殊に 前に は 水 野の 腹心に 

あ， 0 なから、 中途ょ.^干を倒にして水野を攻め、 遂 

に 之を陷 なれたる 例の 甲斐 守の 如き は、 最も 熱心な 

る 革新 施政 破壊主義^ なれ は、 幕府 革新の 政治と 其 

系統 を 同 ふし、 寧ろ 其 本宗尊 屬と稱 すへ き 水 天 保 

の 新政 は、 幕府の 先つ 第一 に 破壊 せんこと を 希 31- せ 


と 他人の 如く 殘酷 ならさ， 5 しか 如し、 其 意見 は 次に 

說く へし、 

藤 田 東 湖 獨.. ^結 城の 心事 を識る 

ひと あみ 

甲 辰の 國 難に、 藤 田黨は 一 網に 打 籤され しか は、 黨員 

何れも 切齒扼 腕し、 是 偏に 結 城 等 か、 幕府の 姦吏鳥 

居 甲斐 守 等と 通謀して 醸し 成た るに 相違な し、 今に 

も あれ 渠 等の 肉 を 食 ひ 皮 を 敷き 吳 れんと 怒り 罵る 中 

に、 藤 田 東 湖 は 別に 一 見識 を 供 へ 、國 難に は 種々 の 原 

因 ある ことにて、 單に結 城の みを責 むへから す とな 

f、 其 著書 許々 路廼阿 登 中、 結 城 を 評する 一 節に、 

「御國 難の 節御菟 罪を訴 へ 候 心底の 者 は、 皆 幕府より 

罪 を 蒙り 候 故 口出し 不二 相 成？ 又舊家 大臣 は 本文の 通 

b 兼て 不" 平にて、 殊に 御 懷合も 不レ存 者 多く、 只黄壽 

二人 は 家柄と 申、 是迄御 政事に も 任し、 莫大の 御 恩 を 

蒙.^ 候へ は、 幕府の 御 咎に泄 候 こそ 天の 幸に 御座 候 

間、 一 人に て 大事 を 引受、 銀 次郞等 同様 罪 を 蒙り 候覺 

悟に て、 幕府へ も 申立、 支 封の 君 をも激 勵し舉 り、 風 

節 躔 然と 相控 居候 は、、 幕府 にても 御 疑 ひ 一 時に 氷 

釋 可レ： ir 萬 I 天 時 至らす して、 又々 寅壽 まて 罪 を 蒙 

b 候 迚も、 天晴大 忠臣に て、 結 城 宗廣の 家 を も 汚し 巾 


間 敷 候 所、 無，， 其 儀 一段 口惜しき 事に 御座 候、 右に 付 {!； 

壽儀 は、 最初よ，. > 老公 を 傾け 奉り 候 謀計 仕 候 檨申觸 

し 候 者 も 御座 候 得 共、 銀 次 郞を斃 し 權を專 もに せん 

と 志し 候 は 相違 無,， 之 候 得 典、 老公 まて 傾け 奉.^ 候 所 

存は有 レ之間 敷、 只藥 法の き、 過 候て、 老公 迄 右の 如く 

被， 爲レ成 候 は、 寅壽も 驚き 候 事と 奉い 存候、 羅竟 五月 

六日より 心底 くら hMJ 引か わり 候 故、 最初よ b 云々 

の 謀計 有 樣に 迄、 人に も 被 候 半、 且牲 軒並 大乘 

寺、 常 福 寺、 藥王院 の 類 は、 老公 御 返 隱の事 迄た くら 

み 候歟も 難い 計 候へ 典、 寅 壽儀も 右 之 者せ ハの たしに 

被 レ遣候 哉 は 安心 不レ仕 候 得 共、 最初より 云々 の 謀計 

と 申 候て は 寅壽も 心服 仕 間 敷、 但 五月 六 曰 以後の 儀 

は、 如何の 謀計め くらし 候 哉 一 切 相 分.^ 不 事」 と 

見えたり、 公論 敵國 にあ..^ と は 是等を や ii ふなる へ 

し、 結 城の 心事 は、 大抵 右に 援 きたる 藤 田の 推察の 通 

り、 國難は 固より 彼の 釀 成せし 所に あらさる へ きも、 

彼は烈 公の 厚恩に 浴せ し 者 なれ は、 膝 田 も 論せ し 如 

く  、 風 節 凛 然と 相控 、身命 を 抛て 御 冤罪 洗 雪の 事に 盡 

力す へき 箬な るに、 一向に 其 儀な く、 事を與 にせし 

君も臣 も、 皆 均しく 謎 貴 を 蒙れる 中に、 自己 一 人ギ然 


戶潘 黨爭 始末 


四 百 七十 1 


 水 ajgil 爭 始末，  .  

くる こと 斯の 如く 甚 しか b しも、 國 難の 一 原 因 な..^ 

しなら む、 

今 井 惟典に 寺社 舉行を 命して、 僧侶 を 酷に 取扱 はれ 

しも 國 難の 一 原因な.^、 惟典の 人と な.^ を、 其 親友 

なる 藤 田 東 湖 か 評せし を 見る に、 峭直 氷淸、 惡を疾 む 

の 心餘ぁ て 物 を 容るゝ の 量に 乏しと 云 ひ、 其 をし 

て獨 任の 地に 處 らしめ は、 峻； 迫 切、 其 敗 を 収ゃ必 せ 

,9 と 云 ひ、 風 岸 孤峭、 直言 抗議、 淸潔 私な き は、 戸田、 

藤 田、 今 井に 如かす と 云へ り、 之に 依て 考る も、 彼 か 

如何に 僧侶 を 苛酷に 取扱 ひしゃ を 想像す るに 足る へ 

く、 愤徒か 憤懣に 堪へ すして、 幕府に 讒說を 進めた る 

は事實 なる へし、 又 水 常 磐 山なる 東照宮の 御祭 式 

は、 從來 僧徒 神職 兩 持の 姿に て、 僧徒の 方 は 上野 士ロ 

祥院之 か 別 當を承 ま は，.^ 居りし に、 公の 代に 至り. 唯 

1 神道に 改め 、士ロ 祥院の 別 當を罷 めら れし 故、 吉祥 院 

は 扶持米の 減せ しのみ ならす、 公 邊御目 見， 21 の 席 も 

やっき 

下る ことと な. 0 しか は、 吉祥 院も 憤氣 となり、 上野 

の 勢力 を 以て、 兼々 佛法を 信仰す る 幕府の 大奥に 取 

入. 0 て 々申す 處 ありし も、 此 大事 を 釀し 成した る 

li^: 因な. 0 と 聞く、 烈<ムには此^$を深く殘懷に思召 
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されし と 見ね、 「我 臣子國 民た らん 者 は $E 侶 を 國賊と 

思ひ定 て、 我家 あらん 限 は 一 切 佛道を 信し. S. 間 敷 事 

なり、 若 臣子國 民 妄りに 佛法を 信す るか、 又は 剃髮し 

て 神キ； 墓前に 來 るに ぉゐて は、 我 泉 客と 成る 萬 年の 

後な. 0 とも、 其ぎ の 末、 只 は 置く ましき な. 0 一と、 自著 

の 科 II； の 風に は 遊 はされ ぬ、 且又 寺院の 釣鐘 を 取 上 

けたる 上に、 銅 佛迄鑄 潰せし は、 稍々 酷に 過き たる 如 

C れぼ とけ 

し、 此事 は戶田 忠敞も 深く 心配し、 濡佛は 目鼻 も 之 

れぁ. o、 萬 一 下民の 佛法 信心の 輩、 御 情なき 惨烈の 事 

を 遊 はさる 杯存 する 者 あ b て は、 君の 御 不德と 相 成 

るへ けれ は、 銅 佛丈は 其 儘に 差 置かれた しと 頻. o に 

諫言せ しかと、 政府に 異議 多くして 遂に 用 ゐられ さ 

りし、 是等 亦佛敎 信徒 を激 する の 一 因と な しなら 

む、 

甲辰國 難の 由來 は、 斯の 如く 種々 の 原因 錯綜して 此 一 

に 至. 0 しもの なる に、 黨派爭 鬩の習 ひとて、 反 對黨は 一 

ロハ 管 之 を 結 城黨の 酸し 成した る 者と して 貴 立て、 後 

年 其黨を 治す るに 頗る 峻烈 を 極めし か は、 黨 派の 熱 

度 は 非 に 高まりて、 層 一 層と 慘毒を 極む るに は 至 一 

りしな り、 但し 藤 田 柬湖は 流石 俊傑 故、 結 城 を 見る こ 一一 


せしめ、 平時に は 廻 漕に 用 ひ、 外國へ K 轍 出 もす へ 

く、 戰 時には 軍艦に 代用して、 外 國船を 撃 すくめる 様 

に 仕度 ものな りとの 建議 は、 泰平に 馴れ 舊< ^古格 を 

拘守 する 閣老を 驚愕せ しめ、 閣老 返書して、 製 艦の 尊 

意 は 諸 寅の 製 を 摸 傚す るに 有る か 如し、 若し 然ら は 

國 に定憲 あ. 9 て 命を舉 する 能 はすと 言へ る、 以て 閣 

老の 心中 旣に 十分の 怒り を 含みし を 見る へく、 辰年 

の 仰 渡 文中に、 御 驕慢 募らせられ 云々、 御 制度に 被 

レ觸候 事共 被レ 有い 之と ある は 、是等 を 指した る ものな 

る へ し、 又 公の 節 儉棉服 論 は 、犬に 幕府の 大奥 を 驚か 

し、 紅 釉紫裙 の类姬 佳人 は、 皆 公の 反對 とな，^ しゃ 疑 

ひなし、 畢党水 野 閣老か 節儉麁 服； i を ま 張せ しも、 公 

よ. 0 傅來 せし ものに て、 若し 公に して 益々 勢力 を 振 

はせ 玉 ふに 於て は、 幕府の 後宮 迄 此棉服 論 を 及 ほし、 

綾羅に 馴れ 錦 繡に習 ひし 雪の 膚 玉の 肌 を、 木 棉布子 

• .  のぞみ 

に 措 破らる、 の 患な しとせ す、 婦女 第一 の 希望 は 美 

衣裳に あるに、^ して 殿中に 奉仕す る：^ は、 他に 樂を 

取る の途 なけれ は、 又 性の 快 樂は只 衣服の 美 を 誇る 

に 止まる に、 之 を 奪 はる、 樣 のこと 出來 して は大變 

な， 5 と、 只管 公の 返隱を 希望し、 侵潤膚 受の簧 舌亦與 

I  ^！：潘黨 爭 始末  — 


て 大にカ あ b しなら む、 是ょ. 9 前、 白 川 少將、 水野閣 

老の 失敗 も、 節 儉鹿服 論か奧 向の 御機嫌 を 損せし に 

因 、是 より 後 一 橋 公の 御 養子 を 拒みし も、 水 5. 流の 

節 儉論を 後宮に 持 込 れんこと を 恐れた る に 依れ. 9、 

婦人の 勢力、 殊に 幕府 大^の 威焰は 、奥に 恐る へき も 

のにて あ. 9 き、 

烈 公の 幕 譴を蒙 h- し 原因 其 二 

公 は 元 來巨室 世 家 を 愛し 玉 はす、 文政 十一 一年に は、 槲 

原、 赤 林 を 始め 數人罪 を 蒙り、 天 保 十 年に は 額 w、 小 

山、 伊藤、 岡 崎 等 を 罰せ られ、 鈴 木、 朝 比奈、 興 等 は 役 

方よ b 外 補され、 藤田牲 ly^l 字 軒、 中 村 淸閑资 を 

返隱 せし むる 等、 鬼 角に 舊 家の 待遇 方 冷 かにして、 罪 

を P 一室に 得されと 謂 へ る 古語に 負かせ 玉 へ る 姿な. 0 

しか は、 是 等の 臣下の 內に は、 此君 長く 位に 在し な は 

我 徒死 處を 知らす と 歎き、 密かに 公の 5^ 隱を 希望し 

居りし 者 も あ， 0 しなら む、 され は 祉公か 幕府より 咎 

を 受け 玉へ る 際、 堂々 たる 大 藩の 舊家 大身、 御 冤罪 

洗 雪の 事に 盡カ する 者 一 人 もな く、 却て 冤罪 を訴 へ 

たる 武田彥 九郞、 吉成又 衞門等 を 、厳科に 處す へき 旨 

を 申立た る 者 さへ あ しと 云 ふ、 g 室 世 家の 恨. を受 

11ま 力 , 
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は、 特 b 結 城 I 人の 不幸に 止まらす、 實に水 11^ 藩 全 驚 

の 不幸と 謂 ふ へ きなり、 抑 烈公か 慕 譴を蒙 玉 へ る 

に 付て は、 數 多の 遠因 近因の 存 する あり、 之 を 以て 

單に結 城 一 派の 所爲に 出た，.^ と爲 すか 如き は、 黨人 

の 偏見に 雇す、 其 詳細 は 次に 說く へし、 

烈 公の 慕 譴を蒙 b し 原因 

烈公か 最も 幕府の 爲 めに 忌まれた る は、 頻.^ に 尊王 

論 を 唱へ玉 ひしに 因る、 尊王と 云 ふこと 幕府の 大禁 

物に て、 歷代 帝王の 山陵 を修 むる すら 、幕府の 威 を 損 

する 基ゐ なりと て 嫌へ る 位 なれ は、 其 他 は 推て 知る 

へし、 され は義 公は此 間の 消息に は 能々 御注意 遊 は 

され、 湊 河に 楠 公の 墓 を 建つ るに さへ、 萬 事 秘密に 

し、 且つ 迅速に し > ^形跡の 世に 露 はれて、 慕府 より 拶- 

當 せられん こと を豫 防し 玉へ .9、 然に烈 公 は 公然と 

尊王 を唱 へ、 剰 さへ 天 保 二 年に は、 有栖川 親王の 御 妹 

登 美の 宮を娶 つて 夫人と 爲し、 其 御腹に 鶴 千代 君 (中 

納言慶 篤、) ニ郞君 (夭死、) 七郞君 (大 將軍慶 喜、) のーユ 

公子 生れさせ 玉 ひし か は、 幕府に て は、 水 戸 殿 は 天子 

を 挾ん て 幕府 を 討ち 兼ね ましき 御 方な. 0 との 嫌疑 を 

抱きし 中に、 甲 肖 目 昆、 追 鳥 狩、 大砲 鶴 造、 銃隊 調練と、 


頻に 兵備 を講 せられし に そ、 ^は 愈 御 謀叛の 志 在 ま 

すな. 9 と 思 ひ 僻めて、 愼隱 居の 厳命 は 下せし なる へ 

し、 而 して 此疑を 抱きし は 幕府の みに あらす、 公の 具 

志 を 知らぬ 者 は、 上下 一 般に斯 く 思 ひ 居りし 者と 見 

え、 公 か 幕 譴を蒙 b 玉 へ る 年に 江戸の 大城燒 けし か、 

其 際 火事 は 御城と 聞て、 或る 藩の 士人 は、 水 殿御 

謀叛 遊 はされ たり、 谷々 出陣の 用意 あれと 邶 屮を觸 

れ 廻りし と 云 ふ、 以て 當 時の 人心 頗る 公 を 疑 ひし 一 

斑 を EE^ る へ きなり、 

又 公に は 國事を 憂 へらる ゝの餘 h -、 屢々 幕府に 向て 

建言 もせられ、 又は 閣老 等に 書 を 寄せて 議論 を 遊 は. 

され、 頻りに 閣老 を資め 玉へ るに そ、 水 野 越 前 守 を 

始め 幕閣 にて は、 如何にも 五月 蠅 事に 思 ひ、 水 野の 

如き は 敬して 遠け 參ら せし か、 後に は 一 層 忌み 憚り 

て、 嚴譴の 運 ひに も 至りし ならむ、 印幡沼 堀割の 事、 

異國 船打怫 ひの 事、 日光 社參の 事、 高 島四郞 太夫 採用 

の 事、 蘭 書 飜譯の 事、 蝦夷 地方 防 儀の 事 等、 當 時の 幕 

政 細大， i なく、 皆 公の 議論に 上ら さるな く、 殊に 天 保 

十一 年の 秋 閣老に 向て、 三本 機 以上の 大船 を 造る こ 

とを禁 する の 舊< ^を 解き、 天下に 許して 大船 を 製造 


HJ 旣に暮 けれ は、 公駕を 命して 駒 籠の 第に 徒ら せ 玉 

ふに よ.^、 近侍 を 始め 諸 臣之を 中 奥 御 廊下に 送り 奉 

る、 公 か 黑の服 を 召し 烏帽子 を 戴き、 風姿 蕭 然として 

出立せ 玉 ふ 有樣を 兒參ら せて-; 諸 臣皆淚 に 圏 はさる 

はなし、 斯く 君も臣 も、 天 保の 新政に 關涉 りし 者 は.、 

何れも 其々 の咎を 藥れる 中に、 結 城 {£； 壽 のみ 獨. 0 何 

の 御谷 もなかり しか は、 人々 皆 奇異の 思 ひを爲 した 

,9 ける、 抑 結 城 は、 去る 天 保 十 一 年 正 に 小姓 頭と な 

り、 間もなく 若年 寄より 執政に 進み、 學校造 營掛. o、 鄕 

村 改正 掛りを 兼ね、 十二 年に は 御 勝手 改正 掛を 命せ 

られ、 公の 信任 頗る 厚く、 天 保の 新政 は其參 S に 出て 

たる もの 多き ことなれ は、 此 度の 國 難に 付て は、 戶田、 

藤 S 同 樣必す 厳 謎 を 蒙らね はならぬ 箬な るに、 更に 

其 寧な かりし に そ、 種々 の 流言 も あるか 中に、 結 城 社 

は 田、 藤 田 を 倒して 政權を 専らに せんと 熟 望す る 

の餘. ^、幕府の^ 吏 共と 內 外相 應 して 君 公 を 讒誣し、 

御 國難を 醸せし にあら さる 乎と 疑 ふ 者 さ へ 出來り 

ぬ 、是そ 後年 結 城 か 賊名 を 蒙り て、 其 身 を 殺す の 原因 

とは知られた...^、 され は 此時結 城 も斷然 1^ を 引て 身 

退き、 他日 徐に機 を 見て 励き、 時 を 相て 進みた らんに 一 


は、 禍害 を も 蒙らす、 尙大に 其 志 を 伸す こと も 得へ か 

りしに、 憫然 其 職に 在.^ し は、 ： 中生の 機敏に 似合し 

からぬ 事な り、 乍 レ併此 時 結 城 年 街 二十 七、 英氣 方に 

壯ん なる 年頃 なれ は、 大 園の 政治 を 一 身に 料理し、 

天晴 大業 を 成就して、 功名 を 不朽に 傅 へんとの 心よ 

り、 遠く 後患 を盧 るに も 及 はすして、 其 地位に 居.^ し 

者なる かも 知り 難し、 是 功名に 熱心なる 少年 政事 家 

に は往々 見る 所な りと す、 或は 又黨派 紛爭の §：： ひと 

して、 一 旦敵黨 に 打 勝ち 凱歌 を 奏する 場合に、 其 甘倾 

なる 者 か 突然 高踏 勇 返す る 杯と 云 ふこと は、 多數黨 

員の 許さ ゝる 所に て、 無レ已 一 身の 生命 名譽 を舉 けて 

黨 派の 犠牲と 爲す 者、 古今 其 例 少なから す、 結 城の 如 

きも、 自身に は 罪 を 引て^ くの 意 あ りな か ら、 多数の 

黨 員に 擁されて、 餘 儀な/、 其 職に 在，.^ たる 者なら は、 

其 心事 甚た憐 むへ きな 、兎に角 結 城に して 田、 藤 

田 同樣、 慕府の 嚴譴を 蒙.^ 身 返き たらん に は、 一藩 

黨を 分て 相爭 ふこと 彼 か 如く 峻烈に 至らす、 明治 中 

典の 鴻業 を贊襄 せし 功臣 は、 多く 水戶 藩より 出て た 

.o- との 盛譽を 天下に 博す るに も 至. 5 たらん に、 誠に 

一 惜しむ へきの 限りに て、 此時結 城 か 幕譴に 漏れた る 

-  四 IBIS, 
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(前文 同上、) 田 銀 次郎、 藤 田 虎之介、 今 井 金 右衞： 

門 取 計不ぃ {Hj 候處、 其 儘 致，， 同意， 候 段 不東之 至.^、 一 

(同上、)  二 

鵜 殿 平 七 一 

(前文 同上、) 戸田 銀 次郞、 藤 田 虎之介、 今 井 金 右衞ー 

門 取 計不， 宜候處 、古くより 乍 二相 勤-其 儘 致 n 同意， 一 

候 段、 不博之 至に 候、 依い 之 役 義取放 逼塞 被- i 仰 付-一 

候、  一 

In- 田 銀次郞 1 

藤 田 虎之介 . 

今 井 金 右衛門 " 

水 In, 中納言 殿御 在職 中 御 家政 不ぃ宜 、御 不興 之 御 一 

事に 被， 一思 召， 候に 付、 今度 御 隱居急 度 御 愼被二 仰」 

出， 候、 畢竟 中 納言殿 右 樣之事 其に 被， 至 候 は、 此』 

者 共、 俱 々 中納言 殿御 放 慮 に 叶 候 樣取計 不锊之 至に 一 

候、 依，^ 之 役 義取放 蟄居 被 二 仰 付 I 候、  .ー 

右 之 通 御 申 付 被， 成 候樣、 可， 被，， 申 上 ， 候、 ：一 

右の 如く、 當時 世上よ.^ 藤 田 派と 目され し 者 は、 殆，， >1 

1 網に 打！^ されし と 云 ふの 有樣な き、  一 

因 云、 右の 內戸田 は 執政 なれと、 藤 田 は 側 用人、 今一 


,  四 百 六十 六 

井 は 寺社 奉行な り、 而 して 中 山、 山野 邊、 興 、鵜 殿 

等 は 皆 門閥 且執 政なる に、 其 宣吿を 見れ は、 其 儘 打 

過と 云 ひ、 其 儘 致， 一同 意， と あ b  、以て 平日 藤 田 等の 

勢威 如何に 顯赫 にして、 巨 室 世 家 を 膝 倒しれ ，5 し 

や を 想像す るに 足る へ し、 

三 支 藩の 後見、 結 城の 出頭 

同日 鶴 千代 麿 君 へ の 上使 は、 阿部 伊勢 守、 牧野 備前守 

にて、 中納言 殿御 隱居、 御 家督の 儀 は 無，， 相違， 鶴 千代 

殿へ 仰 出されし 旨を傳 へらる、 此時鶴 千代 麿 君 年 

僅に 十三 歳な， 9 しか は、 高 松 侯 始め 三 支 藩へ、 閣老 

よ..^ 左の 如く 達せら る、 

松 平 讚岐守 

水戶 殿御 家政 向不ん A 候に 付、 御 隱居被 二 仰 出： 御 家 

督鶴 千代 磨 殿へ 被，， 仰 出， 候、 是迄 巾納言 殿御 一 己 

の 御 了簡に て 被 n 収 計-候 儀 は 不二 相 用 一前々 の 御 家 

法 通りに 可 二相 守 ， 候、 鶴 千代 體 殿御 事、 未た 御 若年 

之 儀に 候 得 は、 其方 萬 端 入念、 巳來御 家政，！： 御収亂 

無， 之！ r 松 平大學 頭、 松 平播磨 守、 鶴 千代 殿御 家 

老衆申 合 可， 被，， 取 計， 候、 (大學 頭播磨 守への 達 は 

同文 故 略す、) 


天 保 十五 年 甲 五 =： 六："、 幕府よ. -水戶 殿への 御 使 

老は、 松 ギ讃岐 守、 松^ 大學 頭、 松 平播磨 守に て、 左の 

如く 達せら る、 

水 屮納言 殿御 家政 向、 近年 追々 御 氣隨の 趣き 相 

聞え、 且つ 御 驕慢 募らせられ、 都て 御自身の 御 了簡 

を 以て、 御 制度に 被， 觸候 事共 も 有， 之 候、 御三家 方 

は 國持始 諸 大名の 可.， 爲，， 模範， の處、 御 遠慮 も不 

被， 有の 御 始末、 御 不興の 事に 被 n 思 召， 候、 依 

御隱 ，i5 被 二 仰 出 I 候、 駒 込 屋敷へ 住， i5 、穏便に 屹度 御 

慎 可い 被レ有 候、 御 家督の 儀 は 無二 相違 一鶴 千代 麿 

殿 へ 被 n 仰 出 ， 候、 此段讃 岐守大 學頭播 磨 守罷越 可，， 

相 達， 旨 御意に 候、 

尙駒込 屋敷 住居 向に 付て は 左の 如く 達せら る、 

一 被，， 仰 出， 候 趣に 付て は、 駒 込 屋敷 門々 > ^切、 堅 出 

入 等 無， 之 様に 可， 仕 候、 併 家老 衆 其 外 外 宅 之 者 

も 可レ有 候 得 は、 共爲 出入 門 一 ケ 所は披 き、 尤 

も 入念 申 付、 無,， 據 用事の 外 は、 急 度 相改. め 出入 

爲ン在 間 敷 候、 此旨相 心得、 家中 4 ^《々相 愼可レ 有 

レ之 事、 

1 駒 込 尾 敷 は 別して 火の元 入念、 堅 可 "被， 一 申 付 _ 


1 萬 一 駒 込 屋敷 燒失 等の 事 も 候 は、、 何方 成 共 外 

屋敷に 御 立 返、 急 度 御愼み 被.，^, 之、 其 段 年寄 共. 

へ 可い 被.， 成，： 御 屈 I 事、 

右 之 趣 家老 共へ 可 二 申 聞， 候、 

同日、 烈公を 輔佐せ し 臣下の 處 分に 付、 執政へ 左の 如. 

く 達せら る、 

鶴 千代 廣殿 家老 衆 へ . 

. 中 山備後 守 

山野 邊兵庫 頭 

水 中納言 殿御 在職 屮御 家政 向不， 宜、 御 不興 之 御 

事に 被， 一思 召, 候に 付、 今度 御隱居 JJr^ 度 御 愼被こ 仰 

出， 候、 畢竟 中 納言殿 右樣之 事共に 被い 至 候 は、 11^ 田 

銀 次郞、 藤 田 虎之介、 今 井 金 右 衞門之 取 計不, -宜候 

は、、 如何様に も 巾納言 殿に 御 諫言 申 上、 取 計 方 も 

可レ有 處、 其 儘 打 過き 候に 付、 此 度の 次第に 被 

ン至候 段、 家柄の 詮も 無い 之、 不束 之 至に 候、 依， 之 指 

控被ニ 仰 付， 候樣 にとの 御沙汰に 候、 

右 之 段 可い 被 n 申 上  >  候、 

興 津能登 守 


水戶 藩黨爭 始末， 
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於 n 國元， 調練 追 鳥 狩の 事、 

於， 一江 BV 表 一 1 一月 十一 一 日 甲 目 見の 事、 

松前內 願の 事、 

勝手 向 如何して あしきとの 事、 

弘道館 土手の 事、 

揃打鐵 砲の 事、 . 

浪人 召 抱た る 儀 如何との 事、 

寺々 破 却 之 儀 如何との 事、 

國許常 磐 山 御宮、 並 台 德公御 初の 原廟、 神道に 奉祀 

候 事、 

其 詰問の ケ條に 就いて 見る に、 幕府に 於て は、 公か異 

志を懷 き、 陰に 武條 を講 して、 幕府に 叛 くの 企 圖 ある 

か を 疑へ る もの、 如くな しか、 果して 急々 參府ぁ 

るへ き 旨の 舉書 到來 せし か は、 ス ハ事 こそ 出來 たり. - 

必定 御咎を 蒙る にゃあらん と、 一 藩 皆 公の 御身の 上 

を 案し 奉らぬ はな か. 9 き、 

此時 公に は 那珂湊 の 資賓閣 に 在 はせ しか、 之 を 聞か 

れて 速に 御歸城 あり、 有司に 仰せら る 、檨、 此度御 疑 

問の ケ條 は、 總て ^幕府へ 願 濟伺ひ 濟の上 取 行 ひし 

ものに て、 一 として 後ろ暗き 事 身に 覺ぇ なけれ は、 察 


する 所、 破戒 不 如法に して 罪 を 獲、 封 內を逐 はれた る 

僧侶 原 か 其 筋へ 取 入り、 寡 人 を 以て 異志 を懷く 者の 

如くに 中立、 隨て 他に も讒 する 者 あ.. >て此 に は 至り 

しならん、 然れ とも 大將軍 英明 絕 倫に 在せ は、 讒言 

を 信して 骨肉の 親 を 疑 ひ 玉 ふこと は ある ましと 宣ふ 

に、 有司 惶懼 して 御對申 上る 者 もな し、 公 又 急速に 行 

装を辨 すへ き 旨 を 有司に 命せられ、 五 月 二日 を 以て 

水 を發 せらる、 御供に は 執政 結 城宵壽 、群 頸 雜賀孫 

市、 側 用人 藤 田 虎之介 等從 へり、 斯て 同月 五日 一 行 

恙なく 小石 川の 邸に 着せし か、 先例に 依れ は、 三 家の 

君 公 參府の 時 は、 即日 大將 軍よ. -閣老 を 其 第に 遣 は 

されて、 無事 を 祝賀 せらる 、事なる に、 此の U に 限 -o- 

閣 老の來 邸な きに そ、 邱中皆 望 を 失 ひ、 公に は 必す厳 

識を 獲ら る ゝ ならん と、 上下 安き 心 もなかり ける、 明 

くれは 六日の 朝、 閣老 より 中 山 執政へ 向けて、 今日 幕 

府 よりの 御 使 水 第に 就き、 3 曰を兩 君へ 傅 へらる ゝ 

に 付、 此旨 心得ら る へきの 命 あり、 此に 於て 一 同 皆 

に は御隱 居、 御 家督 は 鶴 千代 鹰 君と 仰 出さる ゝな 

らんと 推き 一し ぬ、 

烈公の 返隱、 藤 田 等の 蒙譴 


なく、 愈歸 國の攀 と 決した るに 、五月 十八 日 登城す へ 

きの 命 あ.^、 同日 御座の 問に 於て 大將第 (家 鹿 公、) と 

御對顔 あらせ 玉 ひ、 其 折 仰せ 含められし 上意 書 は、 

一 昨年 來國政 向 格別 被， へ s^;: 屆ハ 文武 A ハ不ぃ 絕 研究 被 

レ有 VNS、  二 段 の^に 被 二 思 召， 候、 猶此上 御在邑 

中、 御領 分 末. JT 迄 公儀 御德 化に 相 靡き、 御 安心 被 

ン遊 候樣、 厚 御世 話可レ 被.， 成 候、 依い 之 御 傳來之 御 太 

刀 被い 進 候、 御祕藏 可， 被,， 成 候、 且御頒 分 中 巡 見 等 

の 節 被レ用 候樣、 御鞍镫 被， 進 候、 並に 何歟の 御招途 

として 黄金 被い 進 候、 源義 殿の 遺志 を 被 レ繼、 益 被 

レ勵こ 忠誠， 候 樣可レ 被レ成 候、 

右上 意あって、 太刀 は將軍 御手つ から 下され、 黄金 百 

枚 は 白木の 臺 二つに 戴せ て 下されけ る、 是越前 守 か 

權 謀の 人に 勝れた る處 にして、 烈公を 世に 烟 たき 者 

と は 思 ひなから も、 當時 公の 聲望は 天下. に 高く、 萬 人 

の齊 しく 渴仰 する 處故、 之 を惡く 取扱 ふ 時 は、 天下の 

有志 者よ， 0 惡 まる、 の 恐れ あれ は、 ^社 此の 敬して 

遠 さくる の 策に は 出て しな， 9 と 云 ふ、 然れ とも 諺に 

所レ謂 好漢 憐ニ 好漢 ， にて、 烈公は 平生 水 野の 行 爲を非 

難し 居られし にも 拘 はらす、 翌 十五 年 御自身 幕府よ 


一 り 隱居を 命せられ し 時には、 「水 野 は 我等 を惡 みしと 

は 云 へ 、流石 才物 故、 奸斑好 僧 等に 欺かれて 我等 を叛 

逆 人と する 時 は、 永世 迄 名 を 汚せ は、 水 野 在職なら は 

我等 愼隱 .is に は 成 ましき なり」 と宣 玉へ. 5、 世間に 公 

と 越 前 守と を 莫逆の 知己な b しか 如く 思 ふ 者の ある 

は、 是 等の 事 を 謬り 傳 へしなる へし、 前に 述る 如く、 

此年 幕府 の 肯尾誠 に 芽出度 か ..^ し に そ 、歸國の 後、存 

功の 臣 僚に は、 其々 進 班加祿 等の 恩賜 あ. o、 誠に 是風 

雲の 遭 際、 水 魚の 會 合と、 君臣 上下 共に 喜 ひ 合へ し 

か、 僅 一 年に して、 翌天保 甲 辰に は 大國難 起.^ ぬ、 天 

下の 險は 山に も あらす 水に も あらす と、 古人の 嘆息 

せし も宜 なる 哉、 

幕府の 疑問、 公江 戶へ 召さる 

天 保 十五 年 甲 辰 四月 十八 日 附閣老 連署の 奉書、 同 a: 

廿日 水戶 へ到來 して、 公に 參， 府 致さる へき 旨 を 傅へ 

らる、 是ょ. 0 前數 日、 閣老 阿部 伊勢 守、 本 藩の 附 家老 

中 山 備前守 を 招て、 水 Hz- の 政治 向に 付き 數ケ條 を 詰 

問 せらる 、大略 左の 如し、 

長々 在國の 事、 附簾 中瑞龍 山參拜 湯治の 事、 

水 野 越 前 守と 心 を 合せたり との 事、 
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左れ は烈 公に は 之 を 併進 兩 用して 左右 調停 せられし 

も、 積年の 爭鬩は 一朝に して 释然 融解す へく も あら 

す、 結 城 派 は 藤 ffl 派 を 目す るに 王 安 石 を 以てし、 妄. 5 

に 新法 を 立て 國家を 破る ものな りと 云 ひ、 藤 田 派 は 

結 城 派 を 嘲って 保守 黨 とし、 目す るに^ 物 を 以てし、 

互に 成功 を競爭 する より、 其 表面 こそ 一意 公 を贊け 

て 新政の 美を爲 さんと する 者の 如く なれと も、 其 裏 

面 は兩派 互に 置 隙 を 窺 ひ、 好き 折 も かなと 睨 ひ 合 ふ 

樣、 宛も大 倉の 摘藥、 • 一  道の 口火 を點 する もの あら. 

は、 如何なる 大 爆裂 を 起す や も， 測. 9 難き 危險の 姿に 

は 立 至りぬ、 而 して 烈 公の 退 隱は實 に 其 口火と はな 

りけ K 

烈 公の 賞 賜、 水 野の 權謀 

此時 幕府に て は、 閣老水 野 越 前 守 大權を 握て 嚴 しき 

改革 を 行 ひ、 飛 ふ 鳥 を も 落す 勢 ひな， 0 しか、 此越前 守 

元來烈 公と は 意 氣相合 はす、 鬼 角に 敬して 遠 さける 

と 云 ふ 有樣な b き- 是は水 B; の 改革 は 文政 十二  a 年 

より 着手せられ し 事なる に、 慕府の 改革 は 天 保 十二 

年よ. 9 にて、 遙水 5- に 後 たれ は、 越 前 守 か 質素 儉約 

を唱 ひ、 富國强 兵の 爲 めと あつ て 改革 沙汰 ある 每に、 i 
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是 背水戶 殿の 真似 をす るな りと、 世 問より 評 判 せら 

る、 を 厭 ひしに 困 ると は 聞， にぬ、 され は 太 田 備後守 

か 閣老を 免せられ、 越 前 守 愈 益權を 専らに する に 及 

んて は、 當時在 圃屮の 公へ 向け、 別段の 譯を 以て 其 儘 

五六 ケ年も 御在邑 被， 成へ き 旨 を 達したり、 斯て天 保 

十四 年 三：：！：、 日光 豫參 として 公江 卢 に 上られ、 在國 

許可の 年限 中な から、 一 ケ年程 も 江戶に 在って、 世子 

鶴 千代 麿 君に 登城 儀式 等の 事 を 仕込ま れんとの 豫定 

なりし も、 越 前 守に は頻， 9 に 其 速に 歸國 あらん こと 

を勸 め、 公よ..^ 屢々 在 江戶を 請 求められ しも 遂に 聽 

かさ， 9 き、. 何故に 越 前 守 は 公の 江 に 居らる、 を 厭 

ひし かと 云 ふに、 此時越 前 守 か 企てた る印幡 沼の 堀 

割 は、 豫箕の 如く 成就せ さるの みならす、 改革の 政 

治 は大に 人心 を激勸 し、 反 對論內 外に 起て、 越 前 守の 

困難 心痛 一 方なら さる 場合 なれ は、 最初よ. 9 越 前 守 

の 改革の 餘. 5 に峻 急なる と、 印幡沼 堀割に 不同意な 

る烈 公の、 永く 江戶に 在って 反對 論に 贊成 せらる ゝ 

等の 事あって は、 忌々 敷 一大事 なれ は、 一刻も早く 

國 元へ 歸す こと 最上 策な と 考へ、 書簡に 面晤 に、 頻 

i  .9 に 其 歸國を は 促した るな， 9、 され は烈 公に も 詮方 


て、 充分の 準備 を爲す こと 能 はさ. 5 しか は、 密に議 し 

て 公の 藩に 就かる、 を妨 けんと は 企てたり、 而 して 

其现由 とする 所 は、 去 歲年穀 登らす、 士 人の 俸祿 を 減 

せられし ゆ ゑ、 一 國皆生 を聊ん せす、 然るに 公 藩に 

就 せらる、 に 於て は 、士大 夫 職 事 繁劇 に て 冗費 貸す 、 

爲 めに. 怨嗟 嘆息して、 心 を 離し 體を 解く にも 至る へ 

く、 然 ありて は大に 公の 盛德を 損す へ し、 就て は 全く 

條祿を 賜 ふて 人心 を 慰めら る、 か、 若然 する ことの 

出來 難き なら は、 藩に 就かれ さるの 愈れ るに 若す と 

云 ふに あり、 因て 番頭 物 頭の 輩 を 激し、 谷 書面 を 以て 

之 を 政府に 申出し、 政府より 輒々 說諭 ありた る も 中 

中に 聽 入れさり しか は、 遂に 制し 兼て、 此 US 委細 公に 

具狀 したる に、 公 以ての外に 怒らせ 玉 ひ、 姦人 輩 比 周 

して 君 を 要する こと 不屈 至極なる に、 政府 之 を 制し 

難ね て 寡 人に 聞す る こと、 尤も 不都合 千 萬な りと て、 

段々 事情 を按 問せられ、 小山 小 四郞、 岡 崎 某 等の 番頭 

物： ぬ を 始め、 巨 室 世 家 及 ひ 水 II； の 執政 有司に て、 嚴 

譴を 蒙れ る 者甚多 か b し、 此時藤 田 虎之介 は 通 事 ( 御 

小姓 頭、) にて、 尤も 公の 信任す る 所な b しか、 素よ， 0 

すばやき  うつ. やり 

敏 is- 人物 故 、新る 場合に 惘然其 職に 在て、 巨 室 世 家の 


怨望を 1 身に 集む る こと 得策に あらす と考 へし か、 

此事を 水 より 取次て 君 公に 申 上け たる 者 は 江戶有 

司なる に、 今 水戶の 有司の み 罪 を 蒙. 9、 吾 儕 譴に免 

かれて は、 面目の 水 戸 有司 を 見る へ きな しとて、 罪 を 

引 病 を 移して 職を辭 し、 聽 されて 史 館の 編輯と なり 

しか、 未た 二 ヶ月に も盈 さるに、 忽ち 侧 用人に 擢 てら 

れ しか は、 門閥 派 は 益 切齒せ b  、然るに 此機會 に乘し 

て、 突然 立 原、 藤田學 派の 議論 再燃し、 其 爭鬩を 政治 上 

に 及 ほし、 藤 田 派の 勅 敵と 目され し 小 宮山楓 軒も遂 

に黜 けられ、 新進 黨益々 勢力 を 得、 名門 世 家 は殆と 

顔色な く、 一  時に 屛息 せり、 然れ とも 門閥 派 も 無 一 敗 

地に 塗る、 ものに あらされ は、 竊に 恢復の 謀 を 廻ら 

し、 一 人の 主盟を 得ん と、 誰彼れ と擇む 中に、 幸 ひ 結 

城寅壽 - - そ 門閥 中の 才子 にして、 代々 千 石を領 し、 結 

城 氏 朝の 嫡流に して、 當時 執政の 職に 在り、 門閥の 首 

座 なれ は、 此人 尤も 然る へしと て、 遂に 之 を 推して 生 

盟と はなしぬ、 寅壽 は元來 非凡の 人物 なれ は、 深く 烈 

公の 寵任を 得、 漸々 其 羽翼 を 要路に 引き、 門閥 派の 

勢力 を 恢復して、 殆と 新進 派を膨 する に 至..'、 天 保の 

新政、 { せ、 壽の贊 畫計營 に 出て たる もの 尠 なから す、 
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奇正分 合の 節 を 試む るに 足ら さる を 以て、 三： =: 二十 

1 日 諸臣に 命し、 均 服して 城 南の 千 東 原に 追 鳥 狩 を 

催 ほし、 公 自ら 元帥た..^、 旌旗穴 H に な- 5 錢甲 日に 

耀く、 觀者 震駭せ さるな し、 是後 毎春恆 例と 爲す、 義 

公の 時、 國 內淫祀 多く、 僧徒 不 律なる を 以て、 法制 を 

定め 寺院 を 破 却す る こと 二 千 七十 六、 其 他社 人 十八 

ケ所、 祌主 十八 ケ所、 行人 百 三十 1 一ヶ所、 禰宜百 六十 

九ケ 所、 市子 六ケ 所を廢 却せられ しか は、 風俗 一 時 澄 

淸せ しか、 此に 至て 淫祀復 た 盛に、 僧徒 放 縱無賴 の 者 

多き に そ、 公 寺社 奉行に 命して 舊章を 申 明し、 神祠の 

荒廢 せる を 修め 、僭 徒の 善良な る 者 を 賞し、 破戒の 者 

を は 之 を 論して 歸農 せしめ、 佛寺を 毀つ もの 前後 二 

百 數十ケ 所に 至る、 又 巨 躐は防 海 必需の ものなる を 

以て、侮歲內^^を出して鑄造せられしか、財用の給せ 

さるに より、 封 內の佛 寺に 諭し、 梵鐘 銅佛 を進獻 せし 

め、 大に 攻守 諸 称の 大砲 を 鑄 造 せらる、 封內の 僧侶、 

公 か 佛寺を 毀ち 遂に 鐘 像に 及 ふ を 見て、 怨嗟せ さる 

者な し、 是公か 後年 禍に 罹る の 原因な， 0 し、 以上 は 公 

か國政 上に 施し 玉 へ る 改良の 一 端に して、 世間 之 を 

稱して天保の新政と持嗨しけh^、 


^此 新政 を 行 ふに 就て 登庸 せられし 藩士 は、 藤 田 派 

に 多くして 立 原 派に 少なく、 非 門閥に 多くして 門閥 

に 少な かりし、 乃ち 最も 信任 寵 用せられ し は、 戸田 銀 

次郞、 藤 田 虎之介、 今 井 金 右衞門 等に して、 門閥に し 

て 用 ゐられ たる は、 僅に 一 結 城寅壽 ありし のみ、 太 田 

丹 波 守、 鵜 殿 年 七の 如き は、 所レ謂 伴食 宰相に て、 戶 

田、 藤 田の 鼻息 を 伺 ひ、 唯 員に 術 は ると 云 ふ有檨 なり 

しか は、 巨 室 世 家に は 此の 新政 を 心に 快と せ さりし 

者 も 多 か. 9 し、 天 保 十 年 己 亥、 公 經界學 校 等の 事務 を 

處理 する 爲め、 明 十一 年 庚 子 を 以て 藩に 就かせら る 

る 旨發令 せらる 、や、 巨 室 ffi 家中、 此の 令に 反 對を唱 

へし 者 ありし か、 其 葛藤の 結果 は、 一 藩 藤 田、 結 城の 

兩 派に 分る、 原因と な，..^、 遂に 峻刑苛 法 を 同僚 朋友 

の 間に 用 ゆるに 至りし そ 無惨なる、 其 詳細 は 次に 說 

くへ し、 

門閥 派の 失敗、 結 城主 盟 となる 

明年 庚 子 を 以て 藩に 就かる、 旨の 發令 は、 大に巨 室 

世 家 を 驚かしたり、 其 故 は、 此時公 は專ら 武備 を修む 

る こと を 務め、 士大夫 を 戒め、 田祿の 多寡に 因て 兵 sir 

器械 を備 へしむ、 然るに 巨 室 世 家 皆 軍用に 乏しく し 


派 を 論せ す、 苟も 有志 者 は 烈公を 立つ る ことに！^ 力 

せり、 前に 擧 けたる 會澤、 吉成及 ひ 飛 田 勝 太郞、 鈴 木 

莊藏、 岡 崎 次 郞兵衞 等 は 幽谷の 門人に して、 江 戶に在 

て 尤も 盡カ せし 立 原 任 太 郞は翠 軒の 子、 又 藤 田 等と 

同時に 江 に 上り 奔走せ し 友 部 正 介、 白 石 又 右衛門、 

村田彌 一 郎等 は翠 軒の 門人な- 9、 左れ は此 時の 事件 

は、 原 W 兩 派に は關 係な きこと 明か なれと、 在 江 KI- の 

執政 等 か、 閣老沼 難 侯 (水 野 出 羽 守、) の 第に 出入して 

謀る 所 ありし は事實 なる へく、 且又 此時烈 公 を 立つ 

る ことに 熱心 盡カ せし は、 小祿の 中士に 多く、 名門 世 

家に て 大祿を 食め る 人々 は、 至て 冷淡な. 9 しか 如し、 

是 後年 烈公か 人材 を 登庸す るに 當て、 多く 新進 少年 

を 採り、 名門 世 家 を 喜 はす、 終に 門閥 非 門閥の 爭端を 

啓きし 二 原因と なりし こと 、田-むはる、 

天 保の 新政、 人才の 登庸 • 、 

烈公天 姿 英爽、 剛斷架 決、 才 博く 文武 を綜 ね、 凡そ 劍 

槍、 射 御、 禮樂、 書數、 歌 詩の 類 精通せ さるな く、 散 樂、， 

放鷹、 燒蜜、 彫刻 等の 事に 至る 迄、 皆 優に 之 を 爲し玉 

ひし か、 封 を 襲 ふの 始めより、 大に國 政 を 改革 せん. 0 

の 思 召 あり、 首と して 麟奢淫 佚の 弊 を 革め て 儉素を 


崇尙 し、 淫聲慢 聲の禁 を 布き、 門松、 初 午、 端午 等禮俗 

の 侈. 9 に 過く るを禁 し、 家臣の國に在る^_^は悉く皆 

綿 服せ しめ、 其 江 5. 邸に； t;! る 者 も、 柳營に 詣る禮 俄の 

外、 衣服 務めて 儉 簿に從 ひ、 以て 甲 ®: 兵器の 用 を赡ら 

す へ きを 命し、 又 巨 室の 別業 ffl 園 ある 者に は、 家臣 を 

して 土着せ しむへ きの 旨 を！ 1 し、 天 保 八 年の 卷三 月 

十二 日に は、 公諸臣 と共に 甲胄 を 着して、 東照宮 賜 ふ 

所の 鎧を拜 し、 以て 軍 禮を行 はる、 未，， 幾大 坂に 大鱲 

後 素の 亂 あり、 人 始めて 公の 前識に 服せ.. >1」、 十一 

年國に 就き、 封內の 經界. を 正し、 田畑の 反別 を改 むる 

事に 着手 せらる、 初 威 公 均 田の 政 を 行 ひし 以來、 旣に 

二百 年の 久しき を歷、 經界 紊亂、 田 疇 所 を 3^ へ、 富者 

稅輕 く、 貧者 役 重く、 兼 並 豪 奪、 其 弊 勝て 記す へから 

す、 公 深く 之 を 憂へ、 吏 民 を 率ね て 丈 量に 從 事し、 五 

歲を閲 して 其 功 始めて 成る、 又 城の 第三 廓に 學校を 

瓶め、 名て 弘道 館と 曰 ひ、 藩士の 子弟 をして 、文武、 禮 

樂、 射 御、 銑 砲、 操 練、 醫學、 數學等 を 講習せ しめ、 秋季 

冬 初に は 公 親しく 臨視 し、 其 能 否 を較ら へ黜陟 賞罰 

を 行 ひ 玉 ふ、 公曩 に諸臣 をして、 甲胄に て 具足 開き 

の 禮を行 はしめ しか、 是れ のみに て は 未た Ml 作 進退 
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業 二人の 手に 歸 すると 同時に、 勤王と 云 ふ 事 も 藤 田 

一派の 專有 物の 姿と はな， 9 ぬ、 此時立 原 派 中に 在て 

學 問吏才 共に 衆に 挺て、 藤 田 派 をして 隱然 一 敵國の 

思 ひ あらしめ たる は 小 宫山楓 軒 (名 は 昌秀、 通稱は 

次 郎左衞 門、) なる か、 槻軒か 畢生の 心血 を灑て 編纂 

せし は 有名なる 垂 統大紀 にて、 德川 覇府の 歷史 中、 

其眞 確なる に 至て は、 此 書の 右に 出つ る 者な かるへ 

/、、(口碑に 傳ふ、 此書 成. 0 て烈 公に 獻せ しに、 公 一 讀 

せられ、 誠に 良書なる か、 餘 りに 直筆に て 忌諱に 觸る 

る こと 多く、 世間に は 傳播し 難し、 宜しく 秘府 に藏す 

へ きものな. >  と 云 玉 ひしと、) 此 書の 編纂に は 立原翠 

軒 も 補助 を與 へ 、又 同派 中の 文士に て、 此 事業に 同感 

を 表せし 者 も 多 かりし、 尤も 同派 は 旣に史 館に 容れ 

られ さる 故、 史 館外に 在て 史 館の 事業と 相 犯さ ゝる 

樣に 歷史を 編まん とすれ は、 織 田、 豊臣 又は 幕府の 事 

蹟を 記す よ b 外な く、 仍て 幕府の 史傅を 編述 する こ 

と此 派の 特色と なり、 自然佐慕の念慮も熾んにな..^ 

i しなら む、 而 して 後年 勤王 佐 慕の 兩 派に 立 別れし 其 

一 根源 は 實に此 に 在るな り、 ^も 文政 六 年 三 =1： に は 立 

原翠軒 歿し、 僅か 三年 を 隔て 同 九 年 十二 n! に 幽谷 歿 
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せし か は、 學 派の 爭鬩 も此に 一 段落 を吿 けにけ. c、 

哀公の 薨去、 烈 iC ムの繼 立 

文政 十二 年 己？^、 哀公 (名 は 齊修、 武 公の 子、 烈 公の 

兄、) 江戶 邸に て病氣 重らせ 玉 ひし か、 未た 御 繼嗣な 一 

か.^ しか は、 人心 大に恂 々た. 5、 此時大 將軍文 恭公御 一 

子數多 在し けれ は、 諸 藩へ 養子と して 差遣 はさる、 水 

藩 にても 哀公 萬 一 のこと あら は、 淸水侯 (文恭 公の 

庶子、) を 請 ふて 嗣と爲 さんと する の議 あるよ し、 水 

表へ 聞え けれ は、 一圃の 有志 愕然せ さるな く、， 哀ー 

公の 御 弟 敬三郞 君の 在す に、 御 養子と は 何事-. -と愤 一 

h^、鬼に角江lII'に上..^て事を謀らんと、 山野 邊兵 庫、 一 

藤 田 虎之助、 會潭 恒藏、 吉成 又右衞 門、 川瀬 七 郞右衞 

門、 杉 山 千 太郞、 田 銀次郞 等、 晝 夜襲 行して 江戸に 

上. o、 支 藩 守 山 侯 (松 平大學 頭、) に 就て 意兒を 陳述 一 

し、 且つ 江. 11^ 邸の 諸 有志と 共に 周旋 甚た 力む、 十 H: 四 一 

日 哀公 薨去、 遺書 あ 朶雲片 々と 曰 ふ、 其 首め に 敬 三 一 

郎君 を 立つ へき 旨 を 載せら る、 此に 於て 士皆 感泣、 人 I 

心 頗る 安し、 越て 八日に 至て、 幕府 敬 三 郞君を 立つ る 一 

こと を 允す の 命 あ. 9、 闔藩大 に 喜 ふ、 敬 三 郎君 は 即ち 一 

烈公 なり、 此時は 一 國の 大事なる 故、 立 原、 藤 田の 兩 一 


-ぼ 


文 公之 を 用ゐ玉 ひ. 遂に 立 原 を返隱 せしめ、 藤 田， 高 橋 一 

の 說を容 れて志 表 を篡修 する こと、 はな..^ ぬ、 然る 一 

に 立 原の 意 も 志 表 を 不必要と せし に は あらす、 現に 一 

佛事 志の 如き は、 數十卷 の 材料 を 自身に 謄寫 編集せ 一 

し 程 なれ は、 其 編集 は 要と せし も、 文 公 か 事業 終結 を 一 

急かる、 の 諮問に 逢 ひ、 さら は紀侮 成功 を 以て 一 段 一 

落とな し、 志 表 は 追て の 事と 爲 さる へ しと、 一 時櫂宜 一 

の 答へ を爲 したる より、 此の 失敗 を 招く に 至りし か 一 

は、 藤 田の 所爲 に慊然 たる 能 はす、 彼れ 修史 上に 意見 一 

あら は、 師友の 間柄、 殊に 同 一 館員 なれ は、 一 應は自 一 

身に 相談しても 然るへ きに、 左はなくて 直に 君 公に 

言上し、 師匠 を 賣 るの 所爲 ある こと 不屆 至極な. 0 と 

て、 纏て 破門 義絶したり と 云 ふ、 此 時の 有 樣を或 識者 一 

の 評して、 立 原、 藤 田 師弟の 間 を 裂きし は 高 橋の 姦才 一 

に 出て たり、 藤 田は樸 拙に して 欺かれた るな b  、立 原 

は 元 藤 田 を 市井より 擧 けたる 人 なれ は、 藤 田の 師恩 

に 負き たる 事 を 深く 怒られた るな， o、 され は 其 派の 

分れし は 行爲の 上に あ.. > て、 學 問の 異同に は あらさ 

るな. 0 と 謂 は れし は、 其實を 得た る ものなら む歟、 又 

或 人の 筆記に、 高 橋 は 妬心 あり、 藤 田 は 先輩の 非を擧 
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くる 事を好む 云々、 又 立 原 は 至て 執拗に て、 高 橋、 藤 

田の 議論 を容れ さる 爲 めに、 文 公の 意 を 失 ひ 旨に 忤 

ふて、 隱居 する 事に はなり しな， 9 と 書かれた. o、 以て 

三人の 性行 を槪 見す へ きなり、 

或 書 云、 此時 何某と 云 ふ 儒 員 あり、 赤 水先 生の 下婢 

と 姦した る 事露顯 し、 立 原 先生の 爲に大 に 叱られ、 

深く 謝罪 はし たれと も、 內實 は不. 平に 堪 へ 難く、 依 

て 立 原の 間隙 を 伺 ひ、 藤 田 を 煽動して 爲し たる 摩 

か、 遂に 大變に は 及 ひしな. 5 と、 果して 然は 眞に涓 

水爐 火の み、 而 して 其 結果 は 彼 か 如し、 幾微 の際豈 

に戒 しめさる へ けんや、 

勤王 佐幕の 兩 派に 分れし 原因 

水 《 ^の黨 派た る、 其 內實は 暫く 措き、 名義 とする 處 

は、 一 方 は 勤王に して 一 方 は 佐 慕な b し、 斯く 名義の 

分れし 原因 は、 前節に 述る 如く、 藤 田、 高 橋 1 1 人の 說文 

公に 用 ゐられ 、立 原は黜 けられて 其 職を罷 めし か は、 

大 日本史 志 表 刊修の 事業 は、 藤 田、 高 橋 一 一人の 掌 墓に 

歸 しぬ、 然るに 此の 日本史の 編修た る、 其 表面 は 全く 

文 墨 一 偏の 仕事の 如く なれと も、 其 裏面に は 尊王 卑 

慕と 云へ る 一大事 を 伏藏し 居し ものに て、 修史の 事 
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必 しも 議論 振 奮の 力に 依ら すん は あらす、 而 して 其 

本源に II れは、 幽谷の 功 亦 多し と 謂 ふ へ し、 近時 一 一人 

へ 贈位の 恩命 あ， 9 し は、 全く 此の 功勞 を表旌 せられ 

しもの ならむ、 

立 原 藤田兩 派の， 點 

涓々 の 水 も 治めされ は 遂に 滔 天の 變を釀 し、 一 潘の 

火も收 めされ は 能く 萬 家 を 灰 儘に すと、 水 の 黨爭 

の 如き 是れ なり、 始めは 其 爭點大 日本史 編纂 上に 留 

ま. o、 眞に涓 々の 水、 一 爐の 火に 過き さ. 0 しか、 此水 

と 火 は 次第 に 勢力 を增大 し、 遂 に 滔天 の變、 ^家 の 災 

を 醸し 成した るな. o、 先 レ是翠 軒 か 史館總 裁の 職に 在 

し："、 館員に 高 橋 又衞門 (名 は 廣備、 字 は 子 大、) と 

云 ふ 者 あり 、又衞 門 仔細 あ つ て 深く 翠 軒に 恨 を 含み、 

如何にもして 翠 軒を黜 けんと、 密に其 間隙 を 伺 ひ 居 

る 折 柄.、 偶史 館に 於て 三大 議論なる もの 起.. >  、館員 は 

兩 派に 分れて 甲 論して 乙駁 し、 恰 なから 鼎の 沸く か 

如くな. 9 し、 今 其 事の 元を繹 ぬるに、 文 公 は 襲 封の 始 

めより、 義 公の 緒 を 纘て大 S 本 史纂修 の 業 を 終らん 

として、 頗る 成功 を 急かせ 玉 ひ、 史 館の 總 裁なる 翠軒 

を 召して 其 意見 を 下問 あ しに、 翠軒 左程 事の 終 _ 結 
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を 急かせ 給なら は、 大 日本史 紀 傅の 成功 次第、 一先 

史館を 閉ち候 事 然る へしとの 意見 を述へ て 返き ぬ、 

次いて 藤 田 幽谷 を 召して 意見 を 尋ねられ しに、 元來 

義公御 編纂の 御主 旨 は、 紀傳志 表 を 具備 せらる、 に 

在り、 然るに 今 紀傳の 成功 次第 館を閉 ち、 志 表 を 作ら 

すと あって は、 義 公の 御志遂 けさる ものに て、 尤も 

然るへから すと 陳述せ り、 此に 於て 館內の 議論 二つ 

に 分れし か は、 ス ハ時 こそ 來れ. 9 と 高 橋 は 大に喜 ひ、 

內 堅く 藤 田と 結 托し、 外廣く 同志 を 翁 合して、 志 表 無 

る へ からさる の 議論 を 主張し、 立 原 を 攻めし か は、 其 

勢力 中々 侮.^ 難く 見 わにけ る、 此時又 史の題 號に付 

たづ 

き、 之 を GI 本史と 命く る こと 面白から す、 55- に ® 《！ S 

の 名 を 撰む へしと 云 ふこと と、 紀傳に 付した る 論賛 

は、 臣子 として 前代 君 上の 是非 を 謂に て、 穩當 ならす 

との 議論 あり、 之に 修 志の 事 を 加へ、 H 本史の 三大議 

論と は 云 ひしな b  、され は 文 公に も、 始めは 兩 論の 得 

失 如何に 惑 ひ 玉 ひし 姿な りし か、 此際 公と 立 原と 君 

臣の 間、 故あって 初めの 如ぐ に は あらさり し處 に、 

尙又當 時の 老儒 長 赤 水 も 志 表 編修の 意見に て、 藤 田 

に 非され は 此事を 成す へ き 學者 なしと 申 上し 力 は、 


み、 自身の 家に 養 ふて 敎授 す、 幽谷 時に 年 十三、 是れ 

よ. 0 專ら カを讀 書に. 用 ゆる こと を 得、 學業大 に 進む、 

？ Is- て翠 軒の 薦擧に 侬て文 公に 知られ、 彰考 館の 生 員 

に 補 せらる、 幕府の 執政 白 河 侯 (松 平定 信、 ) 其 文辭を 

觀ん こと を 求む、 幽谷 爲に正 名論 を 著 はして 君臣の 

大道 を. 道 ふ、 時に 年 十八、 親の 喪に 居， 9 酒 肉 を 御せ さ 

る もの 三年、 古人 居 喪の 事 を 論 著して 以て 父子の 大 

論を述 ふ、 此の 時に 當て慮 舶數々 蝦夷 地方に 至る、 幕 

府 諸侯に 令して 備を設 く、 然れ とも 屏 平日 久しく、 文 

恬 武熙、 復 外患 ある を 知るな し、 幽谷 深く 慮 情 を 察 

し、 奮然 膺懲の 策 を 講し論 建す る 所 ありし も、 年少く 

位卑 く、 言 忌 緯に涉 .0 し 故、 不敬に 座して 廢黜 せられ 

しか は、 退て 賢豪奇 傑の 士と交 はり 其 議論 を 上下す、 

高山 正 之、 蒲生秀 の 徒と 相驩 ふこと 最も 深し、 三 

歲 にして 舊 職に 復 せらる、 時に 文 公文 學を 崇尙 し、 義 

公の 緖を 攒き大 日本史 編 募の 業 を 終らん とす、 幽谷 

仍て 修史の 始末 を 論述し、 以て 義公 深意の ある 所 を 

明かに す、 武公封 を 襲く に 及ん て 、高 橋 廣備， 同し く 

史館總 裁と なり、 鉛 槧の餘 暇に は 出入 諷議 し、 頗る 其 

言 を盡す こと を 得たり、 哀公の 時、 班 を 通 事に 進めら 

水戶落 黨爭 始末  ^ 


る、 幽谷 久しく 史 局に 在， 9、 大は 神聖 經 世の 迹ょ. o、 

細 は 地理 譜牒の 願に 至る 迄、 考據 明確に して 前人の 

未た 發せ さる 所を發 し、 大 日本史 刊修の 事に 於て 功 

勞 極めて 多し、 文政 九 年 十二：：：： 朔、 病 を 以て 終る、 享 

年 五十 三、 幽谷 國體を 論す るの 言に 曰く、 有 二 天地， 然 

後 有，， 君臣？ 天朝 自，， 開 關， 以來、 擁，， 神器？ 踐，， 天位： 蛊 

統 綿々、 傳，， 之 無窮； 民 仰，， 天朝； 與ゾ天 一 矣、 以舉， ： 戴 天 

孫 T 天皇 之 尊、 宇內 無つ 一、 是豈 夷狄 邪 民 之 所，， 得而干 

犯-哉、 神 建， 極 開， 基、 文 以，， 堯舜 周孔之 道： 邦家 

之 治、 u 趨，， 文明； (屮 略〉 人 能 尊 n 天朝： 而歩， 周孔之 

道 T 則 國體以 明、 錄倫以 叙、 然後 政敎供 全、 而 人心 純 一 

矣、 云々、 以て 其學 風の 一 斑 を 窺 ふ へ きなり、 丹 氏 を 

娶 二 男 五 女 を 生む、 長子 熊太郞 夭す、 次 は彪、 字 は 

斌卿、 通 稱寅之 助、 後 誠 之 進と 改む、 海內稱 して 束 湖 

先生と 云 ふ者是 な. 9、 幽谷 門人 甚た 多し、 而 して 豊田 

亮、 會澤 安、 最も 顯 はる、 會澤憩 齋と號 す、 文政 中、 新 

論 を 著 はして 尊王攘夷の 大義 を 明かに す、 其 文 雄大、 

其 ilE 醇正、 風聲 天下 を聳勸 し、 一 時稱 して 天 保 學と云 

ひ、 四方の 士、 風 を 聞て 起る 者數百 人、 王室の 衰運 を 

挽回して 以て 明治 中 典の 偉業 を 賛助せ しもの、 未た 


： みに なりし と 云 ふ、 後年 翠軒 老病に て 命 旦夕に 迫り < 

しと 聞きし か は、 幽谷 自身 其 家に 抵 りて III- を 謝し、 

今生の 御 暇 乞に 只 一 目 御 目に か、 り 度と 言 ひ 入れし 

に、 翠軒 聲を鳓 まして、 我 服 睛 の黑 からん 間 は、 彼 か 

如き 恩 知らす の 人 を 見る こと 思 ひも 寄らす、 疾々 追 

返せと 怒. 0 けれ は、 幽谷 も 是非な く 立歸. 0 ぬ、 扨翠軒 

の 病 愈 重りて 簀を易 へんと する に 望み、 其 子 任 (通稱 

任 太郞、 杏 所と 號 す、) を 枕 邊に呼 ひ、 藤 田 次 郞左衞 一 

門の 才學 は、 一 藩 K 右に 出つ る 者 少な かる へ く、 殊に 

其 枠の 虎之助 は、 志 氣英拔 、決して 凡庸に あらす、 左 

れは予 の 死せ る 後 は、 其方 彼等 父子と 交る こと 勝手 

次第た るへ しと 云 ふ、 以て 翠 軒の 鑒識に 富める を 見 

る へ し、 翠軒驅 幹 魁偉、 其 容貌 廣額深 目、 高額 隆準、 眼 

光爛々 として 人 を 射る、 晚年 渡邊雖 山か寫 せる 肖像、 一 

今 某氏の 家に 在. 5、 神色 活ける か 如く、 之 を 壁 間に 揭 

くれは、 兒 童の 如き は 恐怖 遂 巡して 敢て近 かさる 程 

なりと 云 ふ、 

翠 軒の 子 任と 藤 ffl 彪と は、 至て 懇意に 交 はりし こ 

と、 常 陸帶其 他の 諧 書に 就て る も 明かな り、 拆又 

任の 子 朴ニ郞 (名 は 讚、) 彪の子 小四郞 (名 は 信、) も 一 
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亦 肝膽栩 許す の 交り あ. 5 しか、 元 治 ST 子、 武田市 川 

爭鬪の 際に は、 一 一人 共に 武 田と 進 返 を 同 ふし、 立 原 

は 水 にて 討死し、 藤 田 は敦賀 にて 斬れぬ、 其視は 

甲乙 兩黨の 首領と して、 一 藩 ハ爭鬩 、骨 山 血 it の 端緒 

を 啓き、 其 子 は 舊怨を 捨て 親友ん-なり、 CH: つ 共に 烈 

公の 知 を 受けて 國 政に 參 興し、 其 孫 は， 遂に 一身 を 

以て 黨爭の 犧牲に 供す、 天道 田の 兩家 を假. りて 

報 應の理 を 示す ものに 似たり、 亦 一 奇と謂 ふ へ き 

な. 9、 

藤 田 幽谷の 傅 

世上に 所謂 水戸學 なる もの、 其 根源 は 西 山源義 公に 

依て 啓かれし こと は 云 ふ 迄 もな けれと、 之 を 振作 癀 

張して 海內を 風靡し、 遂に 明治維新の 基 Jra となる に 

一 至ら しめたる もの は、 藤田幽谷與てカぁ..^と謂ふ へ 

きなり、 幽谷 名 は 一 正、 字 は 子定， 初め 與助 I」 稱し 

後 次 郞左衞 門と 改む、 水 SS の 下 谷に 生る、 少 ふして 大 

志 あ..^、 刻苦して 學を勸 む、 家 極めて 貪し かりし か 

は、 下 市 七 軒 町の 古着 屋某 方の 丁稚と な h- しか、 荷 

物 を 背負 ふ て 花 主 を ® る にも、 途中 書物 を讀み な か 

i ら步 行き、 寸時 も 學間を 怠らす、 立 原 翠軒之 を 憐れ 


、はだて 


の 信用 さへ 厚 か. o し 事 ゆ ゑ、 其 企圖の 不良なる に 

拘ら す、 之に 黨與 せし 者 頗る 多く、 名門 巨 族に も 

【眛 せし 者 数多 あ， 0 て、 此藤 井黨と 正義 黨と は、 久 

しき 間 相 軋櫟し 居.^ しこと なれ は、 藤 井の 敗れし 

後 も 其 臭氣は 容易に 除き 去らす、 同藩の 士鐯に 列 

しなから、 互に 反目 疾視す るの 狀 あ..^、 後年 黨 派の 

慘禍は 全く 此ー裘 に 胚胎せ しもの なりと 云 ふ、 或は 

然る 事情 も 之れ あ， 9 しなら む歟、 ^又 藤 井の 企 阖 

は、 幕府の 繼嗣 なきに 乘し、 肅公を 幕府に 入れて 將 

軍と 爲し、 . 自己 閣老 となって 海內の 政權を 専らに 

せんとす るに あり、 其に は 物堅き 義公は 大望の 邪 

魔と なる 故、 如何にもして 之 を 除かん とて、 積年の 

恩義 を 遺れ、 種々 の 惡策を も 立てた る 者な りと 云 

ふ、 其 心 術の 惡む へ き は 云 ふ 迄 もな けれと、 其 志望 

の大 なる に 至て は、 藤 井 も 亦 一 個の 姦 雄と 謂 ふ へ 

きな hv 

立原翠 軒の 傳 

立原翠 軒、 名 は與、 字 は 伯 時、 通 稱を甚 五郎と 云 ふ、 父 

祖世々 水 B; 藩に 仕 ふ、 翠 軒延享 元年 六 H 八 n: を 以て 

生る、 幼よ. 0 學を 好み、 刻苦 精勵 常人の 瑶 ゆる 所に あ 


らす、 霄て 書籍 を謄寫 する に、 I 日 六十 葉の 多き に 至 

.0 しと 云 ふ、 久しく 彰 考館總 裁の 任に 居.. r,、 一 國の文 

柄 を 操り、 後進 を 誘 掖獎勵 して 薦擧 尤も 力む、 其義 

公 以後 一旦 大に衰 へたる 水 卢 の 文學を 恢復し、 上 元 

祿の遺 緒に 繼き、 下 天 保の 盛隆を 啓きた る もの は、 翠 

軒の 功實に 炙き に 居る、 六十 一 ー歲 にして 其 職を罷 め、 

文政 六 年 三 十四日 江 llu」 歿す、 享年 八十、 甞て 自ら 

碑文 を 撰み、 之 を 駒 込海藏 寺に 建つ、 其 中に 言へ る あ 

,9、 海 藏寺裏 一 片石、 石 面 所い 題、 爲，， 子孫 禅 展之望 r 破 

則改 立、 不ン立 亦 無， 煩、 茫々 天地、 舯遊 無， 不 、鳴 呼 

已矣、 云々、 以て 其 養 ふ 所 を 見る へし、 當 時の 名 儒 紫 

野 栗 山、 古賀精 里、 賴春 水、 管 茶 山、 岡 田 挺 之、 神 保 行 一 

簡 等の 諸人と 交り 深く、 名聲 文壇に 藉々 たり、 藤 W 幽 

谷、 小 宫山楓 軒、 伴 部 松 里 等 皆 其 門下に 出つ、 幽谷 を 

破門せ し 時、 君 公 I 日 翠軒を 召して、 破門 を 許す へ- 

き 旨 を 諭されし に、 翠軒色 を 正して 申しけ る  は、 臣，^ 

して 君命に 背き 奉る へき 樣 なけれ は、 謹て 御請 致す 

よ.^ 外な けれと、 臣の 心中 は飽迄 許し 難き 者と 存し 

込み 罷 在り 候と 述 へ けれ は、 公 も 嘆息 遊 はされ、 心服 

せ さる 者なら は强 ゆる も 無用の 事な. 9 とて、 沙汰 止. 
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にあら さるな し、 誰か 之に 對 して 黨禍の 慘虐 峻烈な 

る を 嘆して 寒心 酸鼻せ さる 者 あらん や、 

立 原 藤田學 派の ハ爭鬩 

西 山源義 公大 日本史 を 編輯 せらる、 に當. o、 多く 天 

下の 鴻儒碩 學を聘 召せられ しか は、 安積 澹泊、 三宅觀 

瀾、 佐々 宗淳、 栗 山潜峯 の諸士 一 時 輩出し、 水 B, 文學 

の 盛 隆海內 に 其 比 を 見さり しか、 義 公即レ 世の 後 は 文 

星 も 次第に 凋 謝した しか は、 振 はさる こと 數 世に 

及ぬ、 寬政 年中 立 原 甚五郞 (後翠 軒と 號 す、) 出て 彰考 

館總 裁と な. 5、 該博の 學識と 豪邁の 氣 象と を 以て 文 

運. の 衰類を 挽回し、 後進 を 誘 掖獎勵 し、 人材 を 藤擧す 

る こと を 力し か は、 其 門下より 出て 鴻儒 能吏と なり 

し 者 頗る 多し、 藤 田 次 郞左衞 門 (後 幽谷と 號す、 東 湖 

の 父な り、) の 如き 亦 其 門下の 一 書生に て、 出藍の 譽 

れ あり、 翠 軒の 爲 引に 依..， 、文 公之 を拔擢 して 彰考館 

生 員に 補す、 後 次第に 用ゐら れて史 館の 總裁 となる、 - 

書て 修史 上に 付き 立 原と 意：：^ を 異にせし こと あ hv、 

漸く 師を 凌く の 實蹈露 はれし か は、 立 原 怒て 弟子の 

籍を 削る、 此に 於て 藤 田 は 別に 旗幟 を 建て 立 原に 抗 

敵せ.9、是ょ.9原田兩派互に相排擠しパ？_^^議殆と寧日 一 
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なし、 旣 にして 翠軒は 職を罷 め 幽谷 之 に 代. 9  、 藤 田の 

露 益々 振へ り、 然れ とも 此 際の， は 單に學 問 上に 止 

まり、 立 原 派を史 館より 放逐し 去. 9、 其 學風を 撲滅せ 

ん とせし に 過き す、 政治 上に 及 ふこと はな かりし か、 

幽谷の 子彪 (東 湖、) 政權を 掌握す るに 及ん て は、 最も 

立 原 派 を 擯斥し、 之 を 官途より j 掃 せんと 試みた. 9、 

一 此の 時に 當 つて 彪 と政權 を 1矛 ひし は 結 城寅壽 (名 は 

朝 道、) にて、 結 城の 薦引 せし 所の 人材に は、 立 原 派の 

者 少なから す、 此に 於て か學問 上の 黨 派と 政治 上の 

黨 派と 相 混して、 藩廳の 上に 相^ 櫟し、 日夕 揞克 1  学 鬩 

せし か は、 次第々々 に 熱度 を 增し來 つて、 遂に 潰 裂 四 

出、 復た收 拾す へから さるに は 至 .9 しな. 9、 

水 B, 藩 內黨派 分裂の 事 は、 早く 藤井紋 太夫の 不軌 

を圖 h- し 時に 濫觴せ しもの ゝ 如し、 紋 太夫 名は德 

照、 明 人朱舜 水に 就て 學ひ、 才幹 衆に 越へ、 深く 義 

公に 信任せ られ しか 、晩年 非望 を 企 て 、義肅 兩公御 

父子 を 離間し 奉り、 自己 益々 政權を 専らに せんと 

一 欲し、 黨與を 募. 0 稲々 計畫 する 所 あ. -、 事 露れ て義 

公の 爲 めに 手 討に せられた. 9、 然るに 紋 太夫 は 前 

一 に 云 ふ 如く、 學問 才幹 も 並々 ならす、 且は 最初 義公 


する 所 を 記述し、 問 付す るに 斷案を 以てし、 置 底に 秘 

したる もの、、 偶々 世間に 流 傅せ しならん 歟、 盖水 10- 

藩の 黨爭 は、 幕府 覆. IT 王室 中興の 素因 を爲 したる も 

のな 故に 明治維新の 由來 する 所 を 知らん と 欲せ 

は、 必す水 藩黨の 盛衰 消長せ し 所以 を 知ら さるへ 

からす、 乃ち 此の 書の 如き、 時 態の 變遷 を舰 察する に. 

於て、 益す る 所實に しとせ す、 且 近世 政 黨の 爭閲： n 

1 日より 甚 しく、 往々 血 を 流す に 至る、 彼の 水 UU 潘黨 

爭の 寬宥に 始ま. 5 て 遞次峻 急に 赴き、 慘虐を 極む る 

に 終 .9 しと 粗相 似た. 5、 今にして 之 を 救 はすん は、 其 

患 害 底止す る 所 を 知らす、 苟も 有識の 士、 經 世に 志し 

ある 者、 此の 書に 鑑みる あら は、 慘禍を 未然に防き、 

大 弊を旣 成に 除く の 策を講 する に 於て、 未た 必 すし 

も參考 に裨輔 する 所な しと 謂 ふへから す、 是 余か自 

ら揣ら すして 此の 書 を 校訂し、 之を活 刷に 附し、 以て 

同好に 頒っ 所以な. >  、明治 一 一十 六 年 十 一 月 念 五、 梅花 

書 屋の南 軒に 於て、 介 洞 居士 識、 


上 卷 

無名氏 著 

抑 水 戶の黨 派 は、 立原翠 軒、 藤 田 幽谷 か學 派の Mn^ に 

濫觴し、 結 城 ifflftr 藤 田 虎之助 か 政 權の爭 奪に 大成 

し、 市 川 三左衞 門 、武田 耕 雲齋 か戰鬪 せし に 依て 峻烈 

を 極め、 武田金 次 郎等 か 市 川の 黨を 殺戮し、 殆と之 を 

殲殺 にした るに 依て 終， りを吿 けたるな り、 然れ とも 

骨肉 相 展.. 朋友 互に 殺した るの 怨恨 は、 國 民の 骨に- 

銘 し髓 に 刻まれて 長く 消滅 せす、 餘毒今 日に 存 して、 

一 鄕 の襄、 一 閭の 間、 勸も すれ は 反目 疾視す るの 狀ぁ 

る もの、 亦 實に已 むこと を 得さるな. 9  、盖天 保 甲 一!^ よ 

'明治 戊辰に 至る 僅々 廿餘 年間に、 兩黨の 人士 を 殺 

戮せ しこと、 其 幾千 人なる を 知らす、 屍骸 は 積て 山 を 

爲し、 流血 は 漲て 川を爲 す、 今 H 水戶 上下 市なる 夥多 

の 墓地に、 秋の 野の 薄よりも 繁く立 並 ひたる 石碑 木 

標の 年月 を檢 すれ は、 槪皆元 治慶應 の際黨 派の 禍に. 

權、 り、 愛國 忠君の 心事 不幸に して 天人の 諒 する 所と 

ならす、 恨 を吞て 刀下の 鬼と な. 0 し 志士 義 徒の 墳墓，， 


. ^戶 藩黨爭 i 
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岩 倉 右兵衞 督殿 

一、 此日、 前 橋 藩 四天王 兵亮參 邸、 閼東 之模樣 愈騷々 

敷に 付而 は、 何卒 早々 御 宗家 之 御所 置 相定候 は、、 自 

然 鎮定 之 運 ひに も 可 二相 成， に 付、 於， 公 何とか 御 周旋 

被， 爲， 在候樣 被， 成 度と、 前 橋 侯 御 心 付 之 由に 而、 風 

說 或は 探索 之 書面 指，， 出 之？ 其大槪 は、 關 東に 而、 會始 

東兵强 盛、 小 出 戰爭、 官軍 一 敗 之 後 は、 宇都 宮、 館 林 

を乘 取、 追々 勢 强大之 由、 前 橋 侯 上 總御倾 分 も、 脫走 

等兵來 迫、 純々 難題 申出、 甚 困窮 之 次第に 候へ 共、 官 

軍 之 援助 も 六ケ敷 勢に 付、 德川家 へ 申 乞 ひ、 松 ギ太郞 

求って 及 二  i." 撫？ 稍 靜定之 速 ひ 之 由、 右 等 之 形勢、 不，， ， 

容易， 相 聞に 付、 公 御 登官之 上、 岩 倉、 德 大寺兩 卿へ、 

御所 置よ. 0 して、 德川 臣民 安堵 可， 致 之 兆 相 見 へ 候 へ 

は、 早々 至當之 御所 置 被 n 仰 出, 度、 且還幸 之 儀、 一 日 

も 早く 不,， 被,， 爲レ 在候而 は、 今後 之 御 運 ひ 方、 如何 可 

ゾ被レ 爲ぃ成 哉と、 御 案勞之 旨、 懇々 御 談論に 相 成、 御嘉 

納は 有， 之 候へ 典、 御 信用 之 程 は、 御 度り 兼 被, 遊 候 御 

旨な.^ き、 


水戶 藩黨爭 始末 ， 

J チ、 

古今 朋黨 の爭 多し と雖 とも、 未た^l^lて水戶藩に於け 

る 結 城 藤田兩 黨の爭 ひの 如く 慘虐 なる もの あらさる 

な， 9、 豈啻 父子 相 屠.， ^ 兄弟 相戮 する のみなら む や、 幾 

んと胎 を 剖て 遗腹を 索 めんと する に 至る 1 慘の至 h- 

虐の 極と 謂 ふへ し、 世上 其 顦末を 記した る 書に 乏し 

からす、 然れ とも 大抵 甲黨の 手に 出て され は 乙黨の 

筆に 成る を 以て、 褒^ 毀譽 谷々 一 黨に 偏し 平 正 を 失 

ふ、 偶々 局外者の 手に 成る 者 も、 亦 名義の 美に 拘 して 

事 實の眞 を 遺れ、 是非の 判、 抑揚の 議、 多く 權衡を 誤 

る、 皆 以て 正史 實錄と 謂 ふ を 得さるな り、 予 常に 以 

て慽 みとな す、 頃 者 水 5, 藩黨 fi- 始末 を 得て 之 を續む 

に、 叙事 簡明、 議論 正にして 、偏頗の 病較 少なし、 其 

體例 記載、 缺失 遺漏 を 免れす と雖 とも、 以て 黨 9^ の顦 

末 を 見る に 足る、 實に 此の 稀の 書中に 在て 希れ に觀 

る 所な.^、 書 著者の 名な きを 以て、 何人の 手に 出つ る 

を 知る 能 はされ とも、 想 ふに 當時隱 君子 あ b、 一  藩黨 

を 分-^ 抵死 爭鬩 する を 見て、 心 之 を 屑と せす、： H 〈見開， 


九日、 王政 御 復古 之 大號令 を 被 Jt., 發、 更始 御 一 

新、 夫々 御 制度 相 立、 太 政官御 再興、 三職幷 分課 八 

局に 被い 爲，， 定、 實に 祌武帝 以降 之 御大 業に 而、 天下 

億兆 は 勿論、 西洋 諸 州 迄 も、 拭い 目 観望 罷在、 萬 民 苛 

政 之 域 を 免れ、 苒昇； 牛の 3月 を 仰き、 安堵の 思 をな 

し、 利用 厚生の 聖政相 行 はれ、 遂に 海外 諸 州と 可- 

並立， の 皇德、 © 一地 球 中に 冠絕 たるの 御 盛業、 不 

,待 一一 歲 R: 一而 可レ見 儀と、 天下 欽仰罷 在 候、 然る 處、 

方今の 太 政官の 景況 相 窺 候に、 庶政 次第に 繁務、 追 

追 之 勅諭、 幷 御沙汰 書 等、 被 二 仰 出， 候へ 共、 乍い 恐 今 

日 迄、 萬 民 安堵 仕 候 程の 御實 IJ; 不， 被， 爲.， 在、 衆人 

實に 方向 を 失 ひ、 渺々 たる 搶海、 無い 棹の 扁舟の 心 

地に 御座 候、 其 諸侯 伯の 情 態、 徒に 用な くして 在 

京 致 居 も、 畢竟 朝廷の 譴責 を 畏れ 候より、 妄に勒 王 

を唱 へ 、各 國邑 富強の 根本た る 政務 を廢 し、 領 下民 

庶の 膏血 を 絞，^、 無益に 滯 在の 冗費に 供し、 東奔西 

馳、 殆 無二 寧歲； 加 藩士 を 以て 徵士 とし、 其 人員 

若干に 至る、 况ゃ 裁！： 所 の^きに 至 て は C 所レ謂 

後來尾 大不， 掉、 李 唐 藩鎭の 般鑑、 實に 不，， 堪， ー悲欺 

至， 候、 伏て 惟れ は、 往昔の 人 を 用 ひ 玉 ふこと 易簡 

戊辰 日 S3  . 


にして、 全 國の官 人 幾 十 名に 過き す、 和漢 古今、 創 

業の 聖帝明 王、 其 人 を 用 ふる、 必然 英雄 を 撰 揮して 

， J れ に 委任し、 而 狐疑 摩 肘す る - J 10 なし、 僚 屬も亦 

幾人に 過き す、 近德川 氏の 制度、 雖 ぃ不， 得，， 其宜ぶ r 

日の 紛擾に 至らす、 即今 御 初 政の 時に 當 つて、 任 重 

する 者  一 二人に 過き さるへ し、？ これ を贊 助の 者 又 

三 五 人に 過き さるへ し、 人 を 用 ふる 妄に多 けれ は 

必支 離す、 支 離 すれ は 事 を i. 伏る に 至る へし、 离ー 目 

今の 形勢、 一 度 瓦解 するとき は、 億 萬の 生靈 流離 颠 

沛、 塗炭の 苦に 陷沒 す、 これ 千歳の 遺慽 にして、 臍 

を 噬共不 ぃ可レ 及の 悔に 御座 候、 是 麼永悚 栗流涕 する 

所に して、 臣其 職掌に 當， y かたく、 進 返 實に相 谷 

.9、 心 思 迷亂、 不レ 堪，， 哀痛 之 至 ， 候、 仰 願く は、 從レ今 

御 政治、 條理 判然た る 皇國の 御 基礎 被い 爲， 立、 目的 

分明に 被 レ爲レ 在 度 奉，， 至 願， 候、 就而 は、 簡易の 御 

制度、 御 委任の 人材、 不,， 顧，， 恐懼： 愚哀 以，， 別楮， 奉，， 

言上， 候、 臣慶 永不ぃ 堪，， 怖 懼之情 ハ誠恐 誠惶頓 首々 

々、謹 而拜 表して 以聞候 也、 

四月 廿九 n  御實名 

三條 大納言 殿 

四百 四十 九 


戊辰 日 


四 有 四十 八 


事 候へ は、 此 比例 を以、 德川氏 之舊領 三の 一 を 被 

レ削候 は、、 「勸 きな き 至， 當之 御 真 典と 奉， 存候、 

乍レ 併猶紛 ：fe 之 儀 も 御座 候 は、、 的當之 目途 は 

無，， 御座 I 候へ 44ハ、 俗に 申、 しらす は 半分と 申 如 

く、 舊封 之竽を 被い 削 候 は、、 長 州に 比候而 は、 嚴 

重 之 刑典と 舉， 存候、 是を ロ候而 は、 德川 氏臣子 

之 死 生存. a にも 拘り候 へ は、 臣子は 勿論、 東賊之 

黨類も 聖恩 成 戴 悅服之 所へ は 至り 兼、 天下 之 見 

る處 も、 御 偏 倚無レ 之と も 難 可い 有 二 御座 一 と 奉 

レ存 候、 尤是迄 世に 八百^ 石と 申唱 候へ 共、 實積 

夫 程 は 無い 之 哉に も 相 聞 へ 候 得 は、 多寡 を 石高に 

而被ニ 仰 出， 候而 は、 御 不都合に も 可 n 相 成， 候へ 

は、 舊領其 儘 なれ は 論 も 無い 之 、被. 削 候 共、 大凡 

之 石高 御 取調ら へ 之 上、 譬へ は、 舊領 之內、 關八 

州 幷駿、 遠、 甲、 參等、 國名を 以被二 仰 出 _ 候 方、 御 

至 當に可 有 二 御座 一と 奉レ存 候、 たと ひ 如何， 被 

ン削候 共、 久能、 日光 之兩處 は、 領地に 被，， 仰 出， 

候 は、、 德川 主從は 不,， 及 、普 夭 下、 御仁 聖 之， 

恩澤を 可^ 奉，， 感戴 一儀と 舉：， 存候、 臣之 公議 如レ此 

御座 候へ 共、 公議 之 通 被，， 仰 出， 候 は、、 朝廷 之 御， 


賄 ひ、 如何程 可， 被， 爲， 成 哉、 見留 無，， 之 恐 入 候 

次第に 御座 候、 乍：， 去 朝廷に 而被， 成 方不， 被 ，，爲 

レ在 候迚、 條理に ぉゐて 、御 削り 被， 成 間数 之 土地 

を、 御 削. 9 可レ 被い 成箬は 無い 之、 此處極 困難に 御 

座 候、 愈 條理御 削， 0 被い 成 間 敷に 相 決 候 は、、 朝 

廷は全 國之カ を以、 御 賄 筋 相 立 候 儀、 無い 私 王政 

之 御所 置に も、 可.， 被， 爲 &i 一一 御座， 歟と 奉&: 候ノ 

是等 之義、 至 仁 至惠、 至 公 至 懇之高 慮に 舉レ 甘、 春 

來貯置 候 胸中 之 雲霧、 一 時に 吐露 仕 候 へ は、 今日 

絕 命に 及 候 而も、 聊 遺憾 無， 之、 身 後 迄 も 重疊難 

レ有仕 合 奉レ存 候、 死罪 頓首、 

四 R: 廿 五日  中 根雪 江 

〇 廿 七日、 今日 在京 諸侯、， 幷諸 藩貫士 よ. 0  35 出 封書、 

御 採收有 vt^、 

私 云、 窃 に聞レ 之、 相 績人は 尾、 紀、 越 之瞩望 多く 

有：， 之、 秩祿高 之 儀 は、 最下 三 萬 石、 最上 三百 萬 石 

之 由、 

〇 廿 九日、 追々 之 時勢、 公 御 感慨に 不ぃ被 ぃ堪、 今日 

御上 表 如い 左、 

臣慶. 水 感慨 涕泣 之餘、 謹而 奉，， 言上， 候、 昨年 十二月 


畢竟 其 家祿の 多少に 至って は、 我に 於て 深く 得失 

をな すに 足ら さるに 似た- 5、 只 至急と する 所 は、 至 

仁の^ 旨 を 奉し、 萬 民 を 安ん する にある へし、 尤 

天下 萬 姓 頸 を延て 聖斷を 仰く の 秋 ゆへ、 各 能此意 

を體 して、 公議 を盡 さん こと を 欲す、 

四月 

1 、 今朝 雪 江よ. y 靑山 小三郞 を以、 岩 倉 殿へ 指 出 書 

面 如い 左、 

德川氏 相 續之者 は、 尾 張 元 千代と 申 上 度 奉い 存候 

處、 日誌 之 趣に 而は埒 明 不,， 申、 殆當惑 仕 候、 此 

上 は 田 安 龜之助 候 得 共、 德川家 も 新たに 御 繼ロ 

被，， 成 下， 候 折 柄、 幼少と 申、 田 安中 納言政 柄 を 執 

候而 は、 迚も 一 家 は 治り 不 V& 、左 候 へ は、 中納言 

は 家政に 關係不 い 仕、 紀之末 家 左 兵衞督 へ 後見 被 

レ命、 同人 見込に 而、 有志 之 者 及，， 選擧 ， 候 はゝ、 不 

都合 之 儀 も 有， 一 御座 一 間 敷と 奉レ存 候、 

1 秩祿之 儀 は、 德川氏 臣民 存. c に 係 候 所に 御座 

候 故、 天下 萬 人、 近く 長 州 之 御所 置に 比較、 傍觀 

仕 居候 儀 候 へ は、 何卒 聊も御 偏 黨不ッ 被， 爲レ 在、 

王道 坦々 之 御所 分に 被， 爲， 在 度舉， 存候、 右に 付 

戊辰 日 ^  . 


議し試 候へ は、 長 州 先年 一 件、 禁闕發 砲 は 一 日に 

止 候へ 共、 大擧上 迫 之計議 は、 一 朝 一 夕 之 ijl- にも 

無 レ之儀 は、 德川氏 臣子は 勿論、 舉世之 知る 所に 

御座 候、 當 今之慶 喜妄勸 一 件、 錦旗に 向 ひ 放 砲 

は、 數 日に 相 成 候 得 4=21t ば 一 朝 之 怒. -不レ 可， 忍 

之 過失に 出 候 儀 は、 正 敷 御 承知 も 被.， 爲.， 在 候 通 

に 候、 是亦擧 世 之 目撃 親 聞 仕 居候 處に 御座 候、 是 

を 秤 量 致 候へ は、 德川氏 之方輕 くても、 重く は 

無，, 御座， 候、 然る 處、 長 州 父子 は、 悔悟 謝罪 之 道 

相 立、 極 寛大 之 御所 置 を以、 如 11 當時 I に 御座 候、 

德川氏 も、 慶喜 謝罪 之 實効も 相 立、 追々 被 二 仰 出- 

之 趣 を以論 候へ は、 極寬典 候へ は、 長 州 同檨、 秩 

祿如レ 故に 可， 有 二 御座-儀、 夫に 而も、 慶喜 妄動 之 

罪科に より、 幽閉 被，， 仰 付 一 候 丈け、 長 州と は 重く 

相 成 申 候、 是第 一 等之寬 典と 奉.， 存候、 又 長 州 は、 

伏罪 後數年 謹慎 之譯も 御座 候 故、 例外 之寬 典に 

仕. y 、抑 先年 一 旦 朝敵に 相 成 候砌、 尾 張 大納言 總 

督に而 、國界 迄 押 詰、 謝罪 狀差上 候 節 之 形勢、 方 

今之關 東に 齊し、 此時 は秩祿 三の 一 を 可 レ被レ 削 

歟之 御內定 に有レ 之と 申 儀 は、 擧世 之申唱 へ 居候 

四百 四 十七 


虎 辰 日^ 

一 在京 諸侯 は 勿論、 在 國在邑 之 向 は、 詰 合家來 共よ 

.5、 封書 指 出候檨 被， 命、 一 人に 而も 廣く 御下問 

相 成 候 儀、 人心 歸服 之專 一 と 奉い 存候、 以. H、 

四月 廿四 日夜  中 根雪 江 

〇廿五日、辨事ょ-^傳達如.，左、 

在 京 

諸 侯 へ 

德川慶 喜、 段々 悔悟 恭順 之 趣、 愈 謝罪 之 實効相 立 候 

は、、 慶 喜之處 分、 且 家名 被，， 立 下， 候に 付、 相績人 

幷秩祿 高 之 儀、 衆議 公論 を 執て、 御 裁決 被， 遊 度 思 

召に 而、 議事 有 候 間、 明後廿 七日 巳 刻 迄に、 各 見 

込 之 儀 封書に 致し、 重臣 を以、 太 政官代 へ 可， I 差 出, 

樣 、被，， 仰 出， 候 事、 

四月 廿 五日 

，  諸 藩 貢士へ 

德川慶 喜、 段々 悔悟 恭順 之 趣、 愈 謝罪 之 實効相 立 候 

は、、 慶 喜之處 分、 且 家名 被，， 立 下， 候に 付、 相續人 

幷秩祿 高 之 儀、 衆議 公論 を 執りて、 御 裁決 被, 遊 度 

思 召に 而、 議事 有 レ之候 間、 明後卄 七日 巳 刻 迄に、 各 

見込 書取 候而、 太政官 代へ 出參 可， 致樣、 被，， 仰 出, 


 ..  四百 四十 六 

候 事、 

但所勞 に 而不參 之 向 は、 見込 之 儀 書取、 留守居 を 

お IE!  二 差 1 事 

四月 廿 五日 

、同時 岩 倉 殿より、 開示 相 成 候 御 書取 如ン 左、 

0  © 岩 食 公資 Si 冒 

J 1KJ 頭に 連 書せ リ、 

竊に考 るに、 創業 經國之 大活法 は、 尋 《=- 規律 を以處 

す へ からさる 事 あ. <^  、何ん となれ は、 今 一 人 私に 人 

を 殺す もの あ- 9、 官吏 捕へ て 法 を 加 へんと する に 

當て、 其 人 藤髮垂 泣して 死 を 謝すと も、 法に 於て 猶 

免る へ からす、 况んゃ 慶喜恐 多く も 萬 乘の兇 敵、 現 

に 御 親征、 聖體を 勞し玉 ふ 程の 罪人 なれ は、 必其身 

首處を 異にして、 大義 を 天下に 明らか にす へ し、 豈 

惟 悚謝を 以て、 其 罪 を 免す へ けんや、 是 法律の 明 .Jw 

正 著、 論 を 待た さる 所な， -、 然るに 創業の 功 は、 國 

を 治む るに あり、 國を 治む る 要は、 IK を 安ん する に 

あり、 故に 寬洪至 仁の 聖旨 を 以て、 古來 尋常の 規 i; 

によらせられす、 非常の 大活法 を 行 はせられ 玉 ふ 

なれ は、 今 目前 見る 所の 異同に 因て、 當否を 論し 

難し、 只事の 難易、 勢の 緩急に 因て、 宜を 制すへ し、 


.1 二 


に 付、 明朝 迄 御 勘考 可， 被い 成との 御 儀 之 由、 

一 、公 御 登官之 上、 岩 倉 殿へ 御 直對、 御 跡目 之 御談に 

相 成 候處、 尾 は 何方も 不受 に而、 迚も 適ひ不 、田の 

方 は、 宮幷天 璋尼公 も、 頻に御 願 之 由 御 申に 付、 公に 

も、 田 龜公は 御 幼少 御 儀 故、 何と 申 御子 細 も 無 候 

へせ 公 御 執 權に而 は、 弊 後 之 御 繼ロは 難 二相 適 _ 

候 へ は、 黄 門 公 は 御 關係無 、御 家政 向 は、 大久保 勝 

等 へ 御 任用 相 成 候 は、 可い 然と 御 答、 猶御 書取 可レ 被.， 一 

指 上， と 御 約 之 由、 

1 、此夜 雪 江より、 岩 倉 卿へ 密啓 如い 左、 

謹而 舉，， 啓上 1 候、 今朝 小 三 郞迄御 垂問之 趣、 誠以 

難 レ有仕 合 舉ぃ存 候、 右に 付、 先つ 指向き 候 儀 を、 

御へ 迄に 奉 二 謹啓， 候、 御下問 之廉 は、 明朝 可.， 奉- 

言上， と 奉い 存候、 

徳川家 之 御所 置 は、 治亂之 境に 而、 御 偏 倚 相 成 候 

而は、 天下 之 人心 居 合 兼、 始終 之 御 安心 無 n 覺束， 

候 得 は、 何分に も 公論に 被い 附候檨 と 申 儀 は、 諸 

藩 有志 一同 之 希 a- 候 得 共、 御 時勢に 憚り ノ窃に 

•  肌き 合 候 迄に 而、 開口 仕 候 者 は 無二 御座， 處、 此度 

衆議 公論 を 被， 爲， 執、 御 裁決 被レ遊 度との 御 儀 


は、 最早 治安 之 御 基本 相 立候處 に而、 皇國之 御 

爲 、無，， 此上 - 恐悅、 歡天喜 地、 不 ジタ， 手 舞 足 踏 I 次 

第に 御座 候 I 右に 付 舉ニ申 上， 度 奉 レ存候 は、 公議 

と は 乍， 中、 先 ョ以來 未た 御 場 席 馴れ 不 故、 衆 

人 不.， 顧 n 前後： 心肝 吐露 仕 候 樣には 至り 兼、 意中 

盡き不 い 申 儀、 萬々 に 御座 候、 此度杯 之 儀 は、 他日 

之遺搣 御座 候 樣に而 は、 折角 之 御 盛 意 も、 形迹計 

之 事と 可 二相 成， 候へ は、 明日 之處 は、 一同へ 御 趣 

意 柄 篤と 被，， 仰 渡？ 銘々 存寄之 次第、 聊 無，， 伏藏， 

書面へ 認、 名 元 不，, 書 載， 封 物に いたし、 一 兩日後 

局々 収集 指 出 候樣、 被，， 仰 聞， 候 は、、 何も 本心 

之 儘、 無，， 懸念， 申 上候樣 可，， 相 成， 候、 左樣 無，， 御 

座， 候へ は、 衆 纖には 相 成 中間 敷、 何分に も 匿名 

書面に 相 成 候 儀、 公論 を 被い 爲， 執 候 第 一 義と奉 

ゾ存 候、 尤御急 被 Z 遊候而 は、 是亦 意中 を 盡し兼 候 

へ は、 衆 譲 之爲御 後れに 相 成 候 而も、 衆人 之 知る 

處 候へ は、 決して 異議 は 無，， 御座， 候、 拆相揃 候 

上、 御開 披有 、多分 を以御 伺に 相 成 候而、 速に 

塗 斷被， 爲ぃ在 候 様 無い 之而 は、 御 衆議 之詮、 無，， 御 

座， と 舉ぃ存 候、 


戊辰 日 s^" 


四百 四十 五 


I 戊辰 B  liSS  

長 崎 近傍 浦 上 村 之 住民、 先年 來窃に 耶蘇 敎を舉 候 

者お. 之 哉に 候處、 方今 追々 繁茂 致し、 一 衬舉而 右 

之 敎を舉 戴し、 殆と 三千 人に も 及 ひ 候樣相 成、 不，， 

容ぉ， 大事 之 儀に 付、 長 崎 裁判所より、 精々 申 諭し 

候 由 候處、 更に 悔悟 伏罪 無， 之 趣に 候、 方今 大政 更 

始之折 柄、 右樣 追々 蔓延 致候而 は、 實に國 家 之大害 

に 相 成、 暫も 難，， 捨置， 事件 候 得 者、 右 巨魁 之 者 相 

集、 尙懇々 說諭を 加 候 上、 速に 悔悟 致 候 は、、 右宗 

旨 之 書籍 幷像 一 切 取 毀ち、 改而 神前に ぉゐて 誓約 

なさし め、 若 萬 一 悔悟 不レ致 節 は、 不，， 得ン止 斷然巨 

魁 之者數 人、 斬罪 梟首いた し、 其 餘之者 は 悉く 他國 

に 移し、 夫々 夫役に 相 用、 所々 根底 を 勦 絶し、 數年 

を經て 悔悟 之 實相顯 候 上、 歸住相 許 候 外 有， 之 間 敷. 

歟、 實に 不，， 容易 一事 件に 付、 聊無 n 伏藏？ 各 見込 之 

程 言上 可 "有 レ之 、被， 一 仰 出， 候 事、 

四月 ， 

右に 付、 公より 之 御請 如， 左、 

浦 上 村 洋敎信 向 之 者 共、 斷然之 御所 置 被， 爲， 在義、 

至 當之御 事と 舉， 存候、 併 先年 舊 幕府に おな て 所 置 

に 及 候 節、 佛國ょ b 彼是 申立 候 儀 有 "之 哉に 付、 今 
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般之義 も、 佛國 より 嚴重 申立、 却而敎 法弘. 0 候樣相 

成候而 は、 益以 御大 事 之 儀に 付、 別而铍ぃ^^ニ衆議ハ 

至 當之處 を以、 御 裁決 舉レ願 候 事、 

伹 閑叟儀 は、 兼 而長崎 之 事情、 幷外國 之 事 も 功 者 

故、 昨 H 大久保 一 藏 言上 仕 候、 洋敎を 奉し 候 者、 

所衝 被， 成 候と 同時に、 佛國へ 右 國禁を 犯し 候 者 

故、 可 二 刑戮-段、 可" 被，， 仰 遣， との 儀、 一 應御 

尋問 被，， 爲ッ 在、 猶 伊豫 守 幷外國 掛.^ へ も、 御申談 

御座 候樣 仕度、 萬 一 佛國、 陽に は 公法に 服し、 陰 

に 叛謀を 助け 候 樣之儀 有 レ之而 は、 不二 容易 _ 御 事 

と祀 憂舉， 存候 間、 此上 篤と 御 評議 被い 爲レ 在、 應 

接 振 等 も、 斷然御 定置 に 相 成候檨 仕度 候 事、 

四月  御實名 

〇 廿 四日、 今朝 岩 倉 殿へ、 靑山 小三郞 被，， 指 出， 候處、 

關東之 御所 置、 公 思 召 御 一 杯 之處、 御 書取 御 指 出に 相 

成 候樣、 吾 藩 徵士之 面々 も、 同樣相 心得 可^ 申 旨、 御 申 

閒 有,， 之、 肥前老 侯へ も 御 同 趣、 岩 倉 殿より 小 三郞を 

以、 御 申入に 相 成 由、 老侯御 不例 中、 御 病床に 而御逢 

有.， 之、 前條之 次第 申 上 候處、 御 跡目 之 處は御 存分 可 

レ 被，， 仰 上， 候 得 共、 御高 之處 は、 何分 御 申出 兼 被い 成 候 


負 擔大奔 竄不ぃ 可な B 候 ：！ 會 、ま 益强 梁、； II、 原；； 

j、 北 越 追々 殉下 連衡 仕候樣 子、 會津 兵、 白 川、 宇都 

宮、 關宿邊 へ 出陣、 官軍 來迫を 相 待 居候、 艇羽諸 藩 

戮カ 择禦之 策と 申 事に 御座 候、 奥 羽 北 越 人心 鼎 沸 

仕 候、 猶追々 可-申 上， 候、 

〇 二十日 、今日 公 爲，， 天機 御 窺， 御參內 之處、 岩 倉 殿よ 

り 公幷正 三、 德大 寺、 萬 小路 等 之 諸 卿 御 呼 集に 而、 

於，， 江 II； 表 T 大 總督宮 九日 御 入城、 十 一 日に は 砲艦 も 

相 渡、 城 も 受取に 可 二相 成？ 夫に 而 先つ 一段 御 _ 中定之 

姿 故、 右 確報；^.^ 之 候 は 、 、皇 上に も 還 幸 可い 被い 爲レ在 

之 御內評 有， 之 由、 

一 、此折 柄 德大寺 殿 被，， 申出-候 は、 唯今 關 鬼よ， 5 報知 

有， 之、 去る 十 一 = 、德川 家より 軍艦 引渡 之 箬之處 、風 

雨に 而収計 難，， 出來， に 付、 翌 十一 一日に 取 極 候處、 同日 

に 至り、 數隻之 軍艦 何方へ 颴去候 哉、 行方 不，， 相 知， 事 

に 相 成、 德川氏 役々 殊之 外心 配、 此 節專ら 探索 中 之 由 

中越たり との 事に 而、 岩 倉 卿 も大に 驚、 被 二 申出， 候 

は、 夫に 而は、 廿 H 迄に 1^ 定之 報吿は 無，, 覺 束-と、 當 

惑 候 得 共、 猶 熟考 被,， 申 候 は、 當時慶 喜 は、 水 へ 引返 

謹慎 罷在、 江 11^ 城 も 受取 濟之事 候 得 は、 右兩條 を以、 

戊 廣日骶 


大 總督宮 より ゃ定之 奏上 有い 之樣、 5^^飛を以宮へ申 

上、 宮ょ. 0 右 之 申 上 を以、 還 幸 之 御 運 ひに 被い 致 度と 

の 御 示談、 御 一 座 御 同意 之 旨に 而相濟 由、 

1 、右 御 談濟之 上、 < ム官代 へ 御 出勤 之處、 良 有 而岩倉 

殿 其 外 も 御 出勤、 猶御談 之 趣 は、 唯今 薩藩 之者關 東よ 

,9 罷歸、 大總 督宮ょ 御 申 越 候 は、 宮も御 入城、 |^齧 

も實に 謹慎に 而、 水 へ 引退に 相 成、 是に而 實効相 立 

有レ 之、 十二 日 軍艦 脫顯之 儀 は、 前以其 兆し 有 故、 

船 將大に 苦慮、 何分に も 暴行 は、 恭順 之 障 稱と可 二相 

成， 段、 議論 を 盡し及 n 說得， 候 得 共、 過激 輩 更に 無二 聞 

入 T 遂に 颴去候 事 之 由、 其 跡 應接懸 合 等、 また 相殘 り 

有レ之 趣に は 候 得 共、 大半 は 平定 之 姿との 事 候へ は、 

行在所 は狹 少.. 且追々 暑中に も 相 成 候 へ は、 一 刻 も 早 

く 還 幸 相 成 候檨、 今日 爲 n 言上； 辨事舯 山 左 兵 f| 衞 下， 

坂に 及 ひしと そ、 

〇 廿 三日、 肥 前 長 崎 近傍に 而、 耶蘇 敎 蔓延 之 次第に 

付、 長 崎 裁判所より、 見込 書を以 申達 候義 有い 之に 付、 

今日 上京 之 諸侯、 不，， 殘登官 被い 命、 於 二 議事 所， 總裁、 

議定、 參與、 何も 御 出 座に 而、 諸 □□々 へ、 左 之 御 書付 

御 渡 有， 之 、考慮 之 上、 御 ii 申 上 候樣、 御 申 渡 有， 之、 
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居候 由、 大 一 殿咄 しに 而候、 大 一 殿に も 今般 被 

レ命， 一水 表 御供 T 來る 十日 出立 被 ン致候 事、 治定 

致 候 由 被 二 申 聞， 候、 爲，， 國家， 東 地 へ 相殘候 様、 同 

席 其 餘之邊 にても、 種々 議論 も 有 レ之由 候 得 共、 

何分 柬臺 に而、 是非共 一 翁 御 召 連 被レ成 度との 御 

沙汰 故、 是非に 不， 及との 事に 御座 候、 此 儀は實 

に殘 念と 舉， 存候、 夫 故 今後 御文 通 も 難 ニ出來 一事 

に 可，， 相 成 、宰相 様へ、 一 書 被， 呈度由 候 得 其、 

未た 認も 出來不 、何れ 出立 前に は、 一 書 指 上 

との 趣に 御 碰 候、 拆年來 之 御 懇意に も被レ 爲.， 在、 

今般 は 何十 年 相 立候而 被.， 歸候 事歟、 更に 前途 

不 n 相 分 I 趣 被， 申、 實に 落淚之 至に 御座 候、 心中 

相 察 申 候、 且爲 n 國家？ 實に 可，， 惜 事と 舉 K 存候、 M 

〇 十四日、 此日薩 藩より 廻 達 如い 左、 

諸侯 參朝 制度 之 儀 は、 追而 可い 被 M 仰 出， 候へ 共、 去 

冬以 來引續 き、 別而當 正月 三日 後、 不，， 容易， 御 時勢 

立 到り、 迅速 上京、 今以滯 在、 王事に 勸勞 せしめ 候 

段 、神妙 之 至に 思 召 候、 然る 處、 方今 物價 騰貴 之 折 

柄、 徒に 致，， 疲弊？ 往々 藩 屏之任 難， 堪樣立 到候而 

は、 實以 不，， 相濟 一事に 付、 差 向き 御用 無レ之 面々 は、 
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御 暇 被， 下 候、 就 而は歸 國之上 は、 先達 而御 誓約 被 

レ爲， 在 候 御 趣意 を舉ニ 體認； 速に 家政 向 改正 は 勿 

！ A  、未た 皇國內 御 平定に も 不二 立 至-事に 付， 彌以不 

虞 之 備を嚴 にし、 追而 御沙汰 次第、 治 亂之御 奉公、 

無，， 御 間欠- 樣 TP ノ爲 二 覺悟， 段、 被 二 仰 出 I 候 事、 

1 大藩、 二百 人より 百 五十人 迄、 

1 中 藩、 百 五十人より 百 人 迄、 

1 小 藩、 五十人より 二十 五 人 迄、 

但右 人員 定之儀 は、 兵隊 而已 にして、 其 餘役方 之 

者、 用 辨相調 候 丈け、 相 當相詰 可い 申、 總而 簡易 

質 略 を 主と し、 無用 之者滯 在、 屹度 可い 致， 一 用 拾， 

は-、  > 

附、 依，， 御沙汰？ 御 警衞人 數之義 は、 制 外 之 事、 

右 之 通、 萬石已 上、 不ぃ洩 檨相達 候 事、 

四月 

〇 十七 日、 今 E 宫 代へ 御出勸 之處、 去る 十一 日發 東 

報お 由に 而、 德大寺 殿御 示 之 書面 如い 左、 

今 十 一 日、 慶喜公 水戶表 へ 御 出立、 天 夫人 は 一 橋 

へ 、和 宮は淸 水 へ 御 入、 盡く引 拂、. 一?^ 城に 相 成 候； 跡 

は 官軍より 尾 州へ 御 預けと 申 事 御座 候 ：！ 當地店 人 


らは、 英佛 合同、 德川 氏を援 けて 新 政府 を 伐つ へし 

とい へ b 、西 鄕大に 驚愕して、 爾後 着 死 之 念 を 起せ 

し とそ、 

、此 日辨 事局よ. -之布 達 如, 左、 

先般 御 誓約 被， 爲.， 在、 御哀翰 を以御 布告 被 二 仰 出， 

候 通. 9、 朝政 御 一 新 之 時に 膺り、 總而 簡易 質 略 之 思 

召 を以、 御國體 御： 史張 被，， 爲ぃ在 度との 御 事、 依而 

は 於，, 諸 藩， も、 御 趣意 を 奉 二 體認？ 速に 政令 を大變 

革 致し、 舉& 襟， 候樣 無，. 之而 は、 不 n 相濟， 次第 

勿論 之 事に 候、 假令 慶元以 還、 受 封之國 法制 < ^た 

りと 雖も、 當今之 時勢に 不二 相 合， 之義 は、 斷 然廢棄 

いたし、 一 新 之 基 を 相 立、 朝廷 諸 藩 一 致 之 全力 を盡 

して こそ、 日 新 之 聖業も 相 顯候御 事に 可 レ有レ 之、 

然るに 朝廷 將門 之政權 を、 御 取 返し 被レ遊 候て よ 

り、 復古と 申 候 へ は、 朝廷 之 御 事 而已と 相 心得 候 者 

も 有レ之 哉に 相 聞 へ 、甚以 無ビ謂 事に 候、 抑 各藩 朝 旨 

を舉ニ 體認： 一 新 之 基本 を 建る は、 第 一 舊習 因循 を 

看破し、 賢才 を擧、 國政を 革る にあり、 然るに 諸 藩 

多く は 任 撰 を 生と せす、 專ら 門閥 を 以政柄 を 爲レ執 

候より、 隨而舊 習 難い 改、 姦定 難,， 除 之 患 可， 有， 之 

I 戊辰 日齟  . 


哉、 今般 於，， 朝廷 _ も、 攝鎌門 流 を 被， 廢候之 事に 候 

へ は、 諸 藩に ぉゐ て、 世祿 家格 を以 政事 を 專らに 

し、 方今 之 事 鱧に 不二 相 合 T 或は 庸劣其 任に 不レ 堪向 

等 は、 速に 廢黜 いたし、 非常 拔擢 を以、 賢才 を 登庸 

し、 國政 十分 改正 致 候而、 皇國 一 體、 復古 之 御 趣意 

貫徹 致 候檨、 御沙汰 候 事、 

右 之 通 被，， 仰 出， 候 上 は、 諸 藩 速に 實効相 立 可 

に 申、 若 容易に 相 心得、 尙 因循 有 レ之向 は、 品に よ 

,9 御 取亂可 fecv^ 、依而 は 追々 諸 藩 巡察 使 被 n 差 

向； 改正 之 政 蹟可レ 被，， 聞 召 _ 候 、此旨 相 心得 可レ申 

候 事、 

四月 

〇 十三 日、 去る 七日 江卢 表發、 草 尾 一馬よ， -來帖 如 

ゾ左、 

陳者ー 昨 四日、 爲，， 勅使 I 柳 橋 二 卿 御 入城 相 成、 田 

安樣 へ 、別紙 御 書付 一 一通 御 渡に 相 成、 直に 御 引取 

に 相 成 申 候、 

一 過日 來、 西鄕 返答 を 頻に御 待之檨 子に 候處、 同人 

より 無，， 返答？ 勅使 御 入 込に 相 成 候 事、 此邊不 都 

合に 奉，， 存候、 全く は西鄕 にも、 大に 嫌疑 を 恐れ 


1 、翌 五日、 於，， 西 丸， 被 二 仰 出， 左 之 通、 

上意 之 御 書付 

昨 四日 以，， 勅使； 別紙 之 通 被，， 仰 渡， 有 、恭順 謹慎 

無二 二念， 之 段、 辱 も 達 二 叙 聞 r 皇愍 之餘、 蒙，， 宽大之 

御沙汰， 之 段、 實以難 レ有仕 合に 候、 素より 一 同に 於 

て、 聖旨 遵舉 可い 致 は、 申 迄 も 無い 之 候 得 共、 若 心得 

違 之 者 有 候而は 、不二 相濟， 候、 右 は 兼々 相 達 置 

候 事に 而、 今更 敎戒 にも 不， 及 儀に 候 得 共、 猶又厚 

相 心得、 叙 慮 遵奉 可い 致 候 事、 

四月 

ヌ银 

明 六日 御簾 中樣、 水 殿御 屋 形へ 御 退去 相 心得 

^0  ^  ^  ^  4£r_ お、 ©樓德出寊 紀. 5* 按す ろに 宜しく 御 退 

々へ ぢビ めレ这 i 去 被 遊 候 間 此段爲 心得 向々^ 可 被 達 

候 事に 作 

るへ？ - 

ヌ 紙  , 

三 大手 御門、 矢來 御門 は、 御城 內と 可， 被，， 相 心得， 

候、 

一 、此 夕容堂 君御來 話に 而、 公へ 之 御密話 如， 左、 

去 ほ 十日、 木 lnj^ 一  郞於 ニ圓山 長 薩 1 一 侯、 幷阿 

侯、 肥 之 長 岡 左 京 公子と、 各藩 之 有志と を會 合し 
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て、 盛宴 を 張た る は、 甚 深意 あ. 9 し 事 也、 他人 曾而 

不ゾ 知， I 其 所以-は、 羅竟薩 論、 徳川公 を 忌憚す る 事 

甚敷、 大逆 無道に 座して、 罪 死に 抵 らん 事 を 庶幾せ 

り、 準 一 郞 其不當 なる を 患 苦し 救濟 し、 一 策 を 施さ 

んと、 先つ 諸侯 有志 を 合して 和親 を 結 ひ、 再 會に及 

んて、 此 一 件を議 せんとの 心算な b しに、 何 そ圖ら 

ん、 西鄉 去月 十九 日、 俄然と して 上京して、 東都 之 

御 處分を 謀る に 逢 ふ、 三條、 岩 倉、 幷 顧問 之 輩、 參朝 

して 其 議に及 ふ、 此時吉 之 助、 德川 公大 逆と いへ と 

も、 死 一 等 を宥む へ き歟 之語氣 ある 故、 準 ； 郞其機 

に 役し、 大 議論 を 發し、 寬典を 辯 明し、 十分 之盡カ 

にて、 ケ條書 等 も出來 せり、 德川公 免 死 之 幸福 は、 

準 一 郞之 功多に 居る とそ、 

、西 鄉吉之 助 曾 而英國 公使に 會せ しに、 公 il^ 德川公 

之 所 澄 を 問 ふ 故、 西鄉 答に、 大逆 無道、 罪 死に 當る 

を 以てす、 公使 云、 萬國之 公法に よれ は、 一 國之政 

柄 を 執りた る 者 は、 罪する に 死 を 以てせす、，：^ ゃ德 

川 公、 是 まて 天下 之 政權を 執. 0 たる 而已 ならす、 祌 

祖 已來數 "も 年、 太平 を 致す 之 舊業ぁ b  、德川 公 をし 

て 死に 抵 らしむ る は 公法に あらす、 新政に 此舉ぁ 


安殿 迄 被，， 仰 渡， 如， 左、 

德川慶 喜 奉， 欺 二 罔 天朝 一之 末、 終に 不ン 可」 一一 I： 之 所業 

に 至 候 段、 深 被， 爲. > 惱ニ袁 襟： 依い 之 御 親征、 海陸 諸 

道 進軍 之處、 悔悟 謹慎 無二 二念， 之 趣 被，， 聞 召 T 被レ爲 

レ垂 n 皇悠， 之餘、 別紙 之 通 被 U 仰 下， 候條、 謹而 御請 

可レ有 候、 就 而は本 月 十 一 日 を 期限と し、 各 件 所 

置 可， 致欉、 御沙汰に 候 事、 

右 日限 旣に 寬縱之 御沙汰 候 上 は、 更に 歎願 哀訴 

等、 斷然不 レ被二 聞 召 ^ 恩威 雨 立、 確乎 不拔 之叙盧 

に 候、 速に 拜膺不 い 可 二 異議， 者 也、 

第一 ケ條、 

慶喜、 去 十二月 以來、 舉レ 欺， 一天 朝： 剩へ 兵力 を以 

犯，， 皇 都？ 速 H 錦旗へ 發 砲し、 重罪たるに依h^、 

爲， I 追討， 官第 被，， 指向， 候處、 段々 眞實 恭順 謹慎 

之 意 を 表し、 謝罪 申出 候に 付而 は、 祖宗 以來 1 一 百 

餘年、 治國之 功業 不， 少、 殊に 水戶贈 大納言 積年 

勤王 之 志 業 不.. 淺、 旁以格 別 深厚 御 思 食 被， 爲 

レ在、 左 之 條件相 立 候 上 は、 被， 處ニ寬 典： 德川 家名 

立 被-立 下 ハ慶喜 死罪 一 等 被 候 間 、水 1!； 表へ 返 

き 、謹慎 可-: 罷 在-候 事、 

戊辰 日 


第二 ケ條、 

城 明 渡し、 尾 藩 へ 可，， 相. 渡 _ 候 事、 

第三 ケ條、 

軍艦 统砲 引渡 可.， 申、 追 而相當 可い 被 n 差 返， 事、 

第 四 ケ條、 

城內 居住 之 家臣 共、 城下 へ 引返き 、謹慎 可 ニ罷在 ， 

候 事、 

第五 ケ條、 

慶喜反 謀 相 助け 候 者、 重罪た る に 依り、 可レ被 

レ處 二 嚴科， 候處、 格別 之 寛 典 を以、 死 一等 可レ被 

ゾ宥候 間、 相 當之所 置 致し、 可， 一言 上， 事、 

但萬石 以上 者、 以ー， 朝 裁， 御所 置 被 レ爲ン 在 候 事、 

右 之 通 被，， 仰 渡， に 相 成處、 謹 而舉， ー拜 承， 候、 尙 is へ 

申 聞、 御請 可^ 奉，， 申 上， 旨、 田 安殿 拜答 有， 之 由 相濟、 

若年 寄始罷 出、 御 挨拶 申 上、 參謀之 向 も、 大廣 間に 而、 

田 安殿 始役々 何も 挨拶 有， 之、 無二 御 故障， 相濟、 夕 七 

時 比 御 退 城、 池 上 本 門 寺 へ 御 歸陣相 成 由、 於，， 城 巾 T 和 

宫樣 より 御 料理 可， 被， 進 御 支度 有， 之處、 御 斷に而 御 

返 出 之 由、 今日 德川氏 恭順 敬禮之 至りに は、 官軍 も頗 

成 歎 落膽之 由、 

四百 111 十九 —  , 


內 に而、 被，， 拜，， 龍 顔？ 秋 月 右京亮 殿と 御 一 所な. -、 態 

々下坂、 苦勞思 召、 別而御 留守中、 諸事 心配 之 段、 御滿 

足 被，， 思 召， 旨、 於，， 天 前： 屮山 殿御 申達 有い 之、 於 n 御 

控所： 正 親 町 殿 を以、 明日 陸軍 運動 天覽之 節、 御拜見 

之義 被い 仰 n 出 之？ 

〇 六日、 今日 於，， 浪華 城 中？ 陸軍 運動 天覽 有,， 之、 公 も 

爲 n 御陪見 I 御 出勤 有い 之、 相濟於 n 御 休 所？ 御對面 被， 

レ爲レ 在、 此夕直 に 御乘 船、 御歸京 被， 遊、 

〇 七日、 今日 申 刻 過、 公 浪華よ b 御歸 邱被レ 遊、 

〇 九日、 有 馬 帶刀來 邸、 雪 江逢對 之處、 去 H: 晦日 發之 

東 報 有， 之、 大勝 兩氏 は、 存命 限り 御 恭順 を以、 貫徹 之 

見込に 有い 之 由、 二 氏 も 官軍 御 謹 肅には 感服、 唯 御 家 

人邊之 不都合に は、 心配 之 ロ氣之 由、 「總 督宮 御手 元 

と、 參 謀との 間、 甚牟循 とな h- し は、 宮の御 威令 聊も 

難レ 被つ 打 故 之 由、 仍 .，之 浪士體 之 者 三十 五十 伍 をな 

し、 宫の 麾下 隨從 し、 彼是 百數 にも 餘る よし、 彼 輩 云、 

官軍 之 先鋒 は、 官軍に あらす 好 軍 なれ は、 奸を誅 せん 

か爲 に、 黨を 集る 由 を 抗言す る 由、 今關 東に 事 起ら 

は、官軍之內輪之1^^解、可，2$,掌勢之由、 此輩 之御扶 

助に 付 而も、 宫之 御手 元、 殊之外 御 逼迫 之 由 、「奥 羽 


 ？ s 十八  , 

筋、 佐 竹 は 可レ議 之景？ g あれと も、 其 他 は 一圓 佐幕 論 

之 由、 申來れ b と 云、 

〇 十二 日、 此：： ：大總 督宮、 御先 鋒 惣督、 幷參^ 其 他よ 

b  、去る 四 H 發之柬 報 有， 之、 於，， 江卢 表？ 德川氏 御所. 

置、 一 段落 相濟 たる 由 を申來 る、 諸說を 集て、 當日之 

次第 を 略記す る 事 如い 左、 

1 、西 鄕吉之 助 出府 之 途中より、 直に 先鋒 之 本陣 池 上 

本 門 寺ね 參着、 御 示談 申 上、 四 H 御 入城 之義、 柳 原 橋 

本之兩 卿よ， 9、 田 安中 納言 殿へ 被，， 仰逍， に 相 成 由、 御 

當 日に は、 擒に被 ン成 候御覺 悟に 而、 兵隊 も不レ 被，， 

召 連； 至而 之御輕 装、 二 卿 幷き謀 馬上、 櫻田內 上下 纔 

三十 人 計 之 由、 品 川よ 町奉行 •  お 上に 而御 先立、 府內 

市中 取締り 嚴肅、 勅使 失禮無 檨 との 儀、 所々 へ 張 

札 有.， 之、 辻々 警固之 兵隊 を 配り、 恭敬 を 表と し、 內々 

兵威 を蓄 へ、 美事なる 手際 之 由、 ^西 丸へ 御 入城 之 

節、 役々 多 人數麻 上下 着用 、御-:: 山迎申 上、 監察 等頻に 

奔走 周旋して、 敬禮を 警め、 田 安殿 御 式 臺迄御 出迎、 

御 案 內に而 、大廣 間 御上 段 御着 座、 S 安殿 は 御 下段に 

御扣、 吉之助 始參謀 之 面々、 御 下段に 相扣、 徳川家 若 

年寄 大久保 一翁 御 下段に 相 詰 罷在候 由、 於，， 同 處-田 


件 御 決定 候 は、、 其 節 皇居 新築、 宮 新造、 公然 之 布 

令 候 へ は、 天下 之 信 を 被， 爲，， 執、 是節御 一 新 之 御 信 

義も、 確乎 著然 たる 義と、 慶永 日夜 奉い 存候、 右兩事 

あしく と 申に は 無. 之、 方今 新征 i 親？ g.^ 交際 遷都 

之 兩事條 に而 は、 天下 生 二 疑懼；々々 極 b て亂 

世と 相 成、 皇國之 大患 不ぃ過 レ之存 候、 皇國之 治亂安 

危は、 時速 之し からしむ る 所と は 乍 V &、 人事 之 所 

爲第 一 候へ は、 朝廷 捤權之 公卿 之 胸中に、 治亂は 

胎 居候 事と 存候、 何分 內々 從，， 其方？ 靜 逸へ 此書狀 

見せ、 1 右衞 i 等へ も 見せ 候而 よろし、 此 意味 能々 

靜 逸より、 岩 倉 殿 へ 申 上 候 樣致度 候、 慶永才 淺カ微 

にして、 不ン 足レ爲 一 男 なれと も 、勿い 欺 之 二字、 信義 

之 二字 は、 眷々 服膺 候 事、 兼々 其方 承知 之 通に 而 

候、 慶永 愚案、 兼々 岩 倉 卿 忠誠 も 能々 承知 致 居、 勿 

レ欺 信義 之 四 字に 至候而 は、 岩 卿 も 兼々 之 素志 は、 

相 伺 居 事故、 何分 に も靜逸 よ . ^申 上 候樣致 度、 慶永 

病 多、 只 爲，， 朝廷： 乍，， 恐 御 最負申 上、 一 言 一 句 も、 満 

天下よ.^ 朝廷 之 事 を 指さ、 せ 之 候、 臨 一一 發京ー 

拭ン淚 歎息、 爲 K 朝廷， 早々 及ニ陳 啓-候 也、 

四月 四日 


昨日 も 民政 局 皮へ 面會、 令，； 怡悅， 候、 宜 可い 被，, 申 

入， 候 也、 

起てお も ひふして そお も ふ 芦 かちる 

難 波 入江の 行宮の 口 

よしあしの 早く わかれて 難 波 かた 

寄て は歸 るな み を まっかな 

昨 三日 宇 和 島より 書 狀寫、 

江 5, 表 今 少模樣 決 候 は、、 當分太 政官當 地へ 可， 被 

ン移 哉と、 轉法 卿歸坂 密語に 御座 候， 人心 如何 御座 

候 哉、 關東御 見返し 付 候 は、、 太 政官御 移しよ.^、 

還 御 之 方重疊 かと 疑惑 仕 居 申 候、 尙轉 法へ 尋候心 

得 御座 候、 J 

私 云、 追考、 此日 於，， 江 表； 御先 鋒 柳 原、 橋本兩 

卿 御 入城 有 .，之 、御 ケ條書 を以、 御所 置 被 n 仰 渡， 

有レ 之、 末 之 本文に 詳， 一記 之？ 

〇 五日、 今 曰 巳 半 刻 頃、 浪華 行在所へ Igf. 御 出仕、 中 

山中 將殿迄 天機 御 伺 有い 之、 御 奏聞 之 上、 態々 御 下坂、 

苦 勞被ニ 思 召 T 御酒 看 御 頂戴 之 儀、 御 同人 を以被 n 仰 

出 T 中院 大納言 殿よ、 り、 御內々 に而、 御 存合之 41 五 把 

御拜領 被い 遊、 「五 迂大夫 殿 を以被 M 仰 出； 御 同人 御 案 

I  —四百 nrf^^ 


戊辰 日記  ,  

よ.^ 御 達 左 之 通、 

天機 爲ぃ伺 下坂 之 事、 

四日 出立 戊 一 ft- お 1_ 目 八日 53 立 レ J.£>&r 

七日 歸京 赵 IBIfH..*:- 十  一 B 歸京 01-^4-^ 

十二 日出 立 巴. 3=-  I ク. IT 

十五 日歸京 n"^HM.«^ 

〇！ 二 日、 月 田 大和 守 殿よ， -御內 書 御 到來、 如い 左、 

再拜 言上 仕 候、 過 刻 は 於，， 官代， 御 目 通、 大慶 舉ン存 

IT 以來益 御き 兀能 被い 成 二 御座： 舉 r_ 恐賀， 候、 然は 

官 代よ. 9、 宮中へ 相 廻. o、 橋 本へ 而會承 候處、 昨タ 

同人 子息より、 文通 有 候處、 江 府益御 靜謐、 和 公 

之 御 趣意 徹之 由に 御座 候、 無レ程 平定に も 可，， 相 

成， 哉と 中來 候、 尤熊谷 邊に而 、會贼 に 幕臣 交.^、 官 

軍に 向 ひ 候處、 心 易く 打拂、 十二分 官軍 勝利と 申 事 

に 御座 候、 鬼 角 會賊御 恭順 之 邪魔 を 仕 候に は 歎息 

仕 候、 愈以江 uui 靜謐之 由 承 候 間、 烏 渡 申 上 候、 還 

, 幸 一 條も、 大宮樣 よ.^ 中院 大納言 を 御 使と して、 

被，， 仰 遣， 候 由に 御座 候、 此段 荒々 申 上 候、 明日 は 御 

下坂、 御旅 中 御大 切に、 御歸京 奉， 待 候、 且還幸 之 儀 

も御憲 力、 爲ニ國 家， 舉， 祈 候、 恐惶 謹言、 

四月 一 二日  忠 至 

謹呈  • 


 四百 三十 六  

〇 四日、 公 九 半時 御 伴 揃に 而、 天機 爲，， 御 伺？ 御 下坂 

被. 遊、 

1 今日 御發途 前、 靑山小 三 郞へ御 下け 御 直 書 如に な、 

i 筆 申 遣 候、 ロハ 今發京 前、 昨 三 B 付 之 宇 和 島より 之 

書 狀來. -、 一 覽候處 、官代 移り 之義認 有い 之、 尤關柬 

今 少模樣 決 候 は、 と 申 事に 而、 只今 之 事に 而は無 

候へ 北ハ、 何分 關心之 至に 候、 依， 之 本紙 は、 只今 

11^ 田 和 州 へ 廻し、 lil, 田よ.^ 內々 岩 倉 殿 へ 、入，, 一 1. 

候 檨申越 候、 よってう わ 島 書 狀寫、 其方 迄 相 廻 候 

間、 謙藏、 彌右衞 門、 靜逸等 へ 見せ 可 候、 別而 王政 

御一新 之 際 候へ は、 於， 一 朝廷， 信 を 満天下に 御 示し 

は 勿論、 萬國之 末々 迄 も、 疆政を 仰き 奉り 候 様 致 度 

と、 慶永駑 鈍 之 身な から も、 日夜 苦心いた し 申 

候、 朝廷 一 度 信 を 被い 爲.， 失候而 は、 所 ビ謂 四分五裂 

之 形勢 は 眼前に 而、 皇統 綿々 之 美事 も、 此度之 御 新 

政 も、 遂に 屬ニ 水泡-候 かと、 慶永起 ふしに 被 二 案 申- 

候て、 寢難寢 食不ぃ 下レ咽 候、 是慶永 一 身 之 生死 は、 

如何 樣 とも 宜、 皇國之 生死に 關 係し、 萬國之 奴た る 

は 必然に 候、 遷都 移宮 も、 今度 之 新政 愛 度 成功 之 

末、 還 幸 被い 爲ぃ在 候 は、、 苒以 天下 侯伯 公議、 雨槊 


より 奉， 1 願 置 - 候、 其 節 は 日 々參官 、不才 凡庸 之 魔 永、 

乍 レ不ぃ 及審カ 可.， 仕と 舉ロ  □ 候、 且又 今般 御 慈 恩 を 

以、 譏 定職 而巳被 n 仰 付， 候 其、 奉， 報，， 答 聖寵萬 分 之 

1 -素 願に 御座 候 間、 御大 議等有 レ之節 は、 何時に 而 

も 被い 爲ぃ召 候へ は參官 仕、 庸劣 不才 を不ぃ 顧、 愚裒 

言上、 盡カ 可，， 仕と 奉，， 存候、 此邊深 御 亮察 被，， 成 下？ 

總裁 へ 御呈達 奉- 1 希 上 I 候、 表 向 辭表差 出候而 は、 別 

而 恐懼 之 至に 付、 多病 乍 二 不本意； 不レ得 レ止內 々尊 

卿 迄 奉 n 歎願， 候、 偏に 御 許容 被，， 成 下， 度 奉い 存候 

也、 恐惶 謹言、  ， 

四月 二日  御實名 

德大寺 大納言 殿 

、民政 之 儀に 付、 思 召 付 之 御 儀 共、 御 建議 如い 左、 

覺 

製曆之 儀、 是迄 於，， 德川家 ， 致 來候得 其、 素 々 鎌 倉 

時代ょ.=^唯今に至迄も、薩藩に而製曆仕候、尙大 

久保 一 藏御 尋問 可レ被 n 成 下-候、 依い 之 愚考 仕 候 

處、 今般 王政 御 一 新に 付、 於-朝廷， 夫々 製曆 

被，， 仰 付， 候 御 儀に も 候 は、、 早々 薩藩曆 家 之 者、 

幾人に 而も 御 雇に 而、 早 々暦法 之 儀、 御 取 建 相 成 

—  J 辰 日 「跔. 


候樣 仕度 候、 

一慶 永 暦法 之 儀、 尤不案 內に而 候 得 共、 是迄承 及 候 

處に而 は、 來" 腔 は已に 前年 四 五月 顷ょ り、 取懸候 

哉 に 御座 候 得 共、 I 洛當秋 冬 俄に 御収立 に 相 成 候 

而も、 間に合 申 間 敷と 奉，， お 候、 

1 年號 改元 等 之 儀 は、 何れ 勑意 可.， 被， 爲， レ在、 別段 

不 n 言上， 候 也、 

. 四月 二日 

覺 

1 秤 之 事、 

1 升 之 事、 

右、 是迄於 n 德川， 取 極 有 之 、天下 相 用ひ來 候、 今 

般 御一新に 付、 於，， 朝廷， 御定、 兩鹿 京師へ 御 呼 

寄、 於 二 諸國， 妄に被 レ禁度 候 事、 

1 尺度 之 事、 

是迄 tef 幷 カネせ r 寸尺區 々相 成、 以後 以，， 公法 ハ 

於 二 朝廷， 被 レ定、 天下 一 般之 規則、 被 二相 立 _ 度 候 

$  、 

四月 一 1 日  御實名 

、此日 岩 倉 殿より 被，, 申 聞-候 由、 萬 里 小路 中 納言殿 


 2 日 記 

三月 廿 九日 

〇 晦日、 今日 暦法 之 儀に 付、 御上 書 如, 左、 

暦法 之 義は、 誠以 日用 不ぃ可 レ闕之 者に して、 別而民 

政 之 第 一 と 奉い 存候、 是迄 於，， 德川？ 淺草 天文 臺収 

建、 製 暦 仕 求り 申 候、 然る 處、 王政 御 一 新に 付而 は、 

暦法 製造所、 幷 天文 臺早々 御 収建相 成、 從，， 來年， 

は、 從，， 朝廷， 天下へ 被， 爲， -頒 賜， 候樣 仕度 候、 以上、 

三； ZJ 晦日  御實名 

〇 四月 二： n、 德川公 御 謝罪 之 御 一 條、 公 被， 盡，， 御 心 

力？ 御 斡旋 被い 爲ぃ在 候 得 共、 兎角 御 障 得 多く、 御 貫徹 

無レ 之而已 ならす、 御 嫌疑 不ぃ少 に 付、 御 浩歎之 餘.^ 、 

此上は 御 宗家へ は 御關係 無,， 之、 無用に 被， 動，， 干戈， 

候而 は、 皇國 之動亂 とも 可，， 相 成， 之 條理、 公議 を以被 

レ決 候樣、 議定 之 御 職掌 を以、 何 處迄も 御 十分に 御 生 

張、 御 押 詰 被， 遊 度 思 召 候 得 共、 內國 事務 を 御 兼帶に 

而は、 御 不都合 之 御廉も 被. J お，， 在 候に 付、 先つ 此御職 

掌 を 御辭返 被い 遊 而後 、公大 正 明 之 御 議論 を 可， 被レ爲 

ゾ發と 思 召 被， 爲， 立、 邸 議も相 決し、 今日 御 認相成 候 

御辭表 如い 左、 


 四百 三十 四  

魔.^ 去 冬 蒙 n 議定 職 之 重任 T 其 後 三 職分 課 之 折、 內國 

事務 總督 及輔被 n 仰 出； 天恩 海山、 實 奉-, 謹畏： 況ゃ 

皇政 一 新 之 際、 日夜 舉命、 拋>- 一 死？ 雖二驚 鈍- 盡カ 

可， 仕 は 勿論に 而、 其覺 悟に 御座 候處、 客 =: 風邪 後 

□ 血相 吐き、 時に 覺ニ朐 痛 T 一  身に は 格別 困苦と も 

不ゾ奉 ゾ存候 得 4r 手 醫師共 申 候 處に而 は、 唯今 內厚 

加-, 養生- 不 fe. 候而 は、 浸潤 遂に 醸 二 大患-に 立 至 

候 儀と 申 聞 候、 且其上 日々 之 參官仕 兼 候より、 自ら 

不參 多く 相 成、 重疊奉 n 恐 入-候 而、 日夜 心配 罷在候 

處、 今般 民政 租税 宿 驛掛. >  等 被 二 仰 付； 深く 奉レ畏 候、 

尤精誠 輿 病、 勉勵 奉職 之 心底に 御座 候 得 素々 

租稅宿 驛等之 儀 は、 實に是 迄 不心得に 而、 更に 奉職 

之 方向 立 兼 申 候、 且 民政 之 義は、 萬 民 之 生活に 關係 

し、 第 一 皇 化皇德 にも 相 管し 候 儀に も 候 得 は、 前條 

舉ニ申 上， 候 病症に て、 折々 參 官位 之 事に 而は、 決而 

難レ被 V 行、 却 而皇德 を 損傷 可い 仕歟 と、 實に 心中 不 

安、 憂^ 之 至に 御座 候、 當節柄 奉 n 恐 入， 候 得 共、 民 

政掛 被.， 免、 議定 職 而巳被 ，- 仰 付-度 舉二至 願-候、 左 

候 得 は、 日々 參官 も不ぃ 仕、 只今 之內 病症 厚 加 n 養 

生？ 全快 之 上 は、 苒谷 局之內 職掌 被，， 仰 付-度、 只今 


..^ 御 渡 相 成 候ケ條 書寫、 

第一 ケ條、 隱居之 上、 水 表に 而愼罷 在 候樣仕 

度 候 事、 

第二 ケ條、 城 明 渡 之 儀 は、 手 續取計 候 上、 即日 

田 安へ 御 預ケ相 成候檨 仕度 事、 

第一 二 ケ條、 第 四 ケ條、 軍艦 軍器 之 儀 は、 不レ殘 

収收め S  、追 而寬典 之 御所 置 被，， 仰 付， 候 節、 相 

當之員 數相殘 し、 其 餘は御 引渡し 申 上 候樣仕 

房事 

第五 ケ條、 城內 住居 之 家臣 共 は、 诚 外へ 引 移 

し、 愼 罷候樣 仕度 事、 

第 六 ケ條、 慶喜 I 恭擧を 助け 候 者 共、 之 儀 は、 格別 

之 御 憐憫 を以、 御宽典 被，， 成 下？ 一 命に 拘候檨 

之 儀 無い 之樣 仕度 事、 

但萬石 巳 上 之 儀 は、 本文 之御寬 典之廉 に而、 

朝 裁 を以被 n 仰 出， 候樣 仕度 事、 

第 七 ケ條、 士民 鎮定 之 儀 は、 精々 行 盾 候檨可 

レ仕、 萬 一 暴 擧致候 者有レ 之、 手に餘h^候は、、 

其 節 改而相 願 可い 申 候 間、 官軍 を以、 御 鎭應被 

ゾ 下候檨 仕度 事、 

戊辰 日記 


右 之 通 屹度 爲 U 取 計-可^ 申 候、 尤宽典 御所 澄 之 次 

第、 前以相 伺候 へ は、 士民 鎮定 之 都合に も 相 成 儀 

候 間 、右 之邊御 亮察 被.， 下、 御寬典 御所 置 之 程、 心 

得 迄に 伺 皮 候 事、 

^  御 目 付 

櫻 井 庄兵衞 

勝 安房 守 

1 、三月 十四 m  、督 府參謀 引合 先より 指 越 候 書 狀寫、 

昨日 督府 軍門へ 引合 候處 、歎願 之 儀 は、 一 己 之 返答 

は 難 n 相 成？ 大總 督府へ 言上 之 上、 何とか 返答 可レ致 

旨、 且 軍門 參謀右 伺と して、 駿府 へ直檨 出立 可レ致 

と 申 聞 候、 御先 隊 明日 之 進撃 は、 前件 伺 濟迄差 止 置 

可レ申 間、 先 隊へ對 し暴擧 之樣、 精々 取 計 可 VS- 

旨に 付、 今夜より 右 之 段、 厳重 之 御所 置 御 觸出等 

. 可い 然 奉い 存候故 、急き 右&上 度、 如,， 此 御座 候、 

安 房 

參 政策 

〇廿 九日、 左 之 通 被，， 仰 出 7 

越 前 へ 

行 在中、 西北 柵 門 御警衞 被，， 仰 付， 候條、 御沙汰 候 

四百 三十— 三  ！ 
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観察 之 條理、 相 勝れた るに 決せら る、 

〇 廿五 H  、公此 頃 御所 勞之處 、今：：！ よ. 9 御 出勤 有ン 之、 

於 n 官 代-御 庶願 如い 左、 

慶永過 =來 所勞罷 在、 騎 .ii! 難 ン堪に 付、 供舉 被，， 免 度 

奉レ願 候處、 願 之 通 被，， 仰 出？ 舉，， 謹畏， 候、 其 節御警 

衞人數 差 出度 3E、 願 之 通 被 n 仰 出？ 重疊 奉い 畏候、 依 

レ之 何卒 少分之 人数に は 候 得 北 r 於 二 浪華 U 仃枉中 御 

警衞 場所、 又は 市中 巡邏、 何方 成 iir 御 遣 立 被，， 成 

下， 候檨、 奉い 願 候 也、 

三 H: 廿 五日  御實名 

〇 廿六 H 、此夜 岩 倉 殿、 東久世 殿、 御 病 氣爲ニ 御見舞 r 

俄に 御來訪 有い 之、 於 二 御 居間 一 御 小 酌、 種々 御 談論に 

而、 二更 後 迄御滯 在な.. >  、是は 公之 御樣體 何となく 懸 

念に 付、 爲 n 伺 察， 御 推 參之御 様子な りき、 

•〇 廿八 日、 今日 於， 官代ハ 左 之 通 被，， 仰 蒙； 

越 前 宰相 

民政 龍 職〕 掛被ニ 仰 付-候 事、 

1 、 此 H: 去る 4=  二日 立、 江 11； 表よ， ひ 之 飛脚 着、 草 尾 一 

馬より 來 之內、 

一 辰 三 十四日、 大總督 參謀西 鄕吉之 助と、 勝 安房 S 


守殿と、於ーー品川，應接^^ぃ之候事、 

大久保 一翁 老 より、 一 馬へ 書簡 之寫、 

口 章、 

過 H 御 內話申 上 置 候 勝 房 州 西鄕氏 引合、 今に 返 

答 無 、昨 H 承 候に は、 西鄕氏 十四 H 房 州と 談 

後 直に 上京 致 候 由 故、 右に 付而 は、 其 返答 は、 2： 

末に 可 二相 成， と存候 間、 過日 先方より 廉書、 幷 

答 廉書共 、御 指 立 之 方と 存候、 本 鄕墟、 幷市ケ 谷 

Mi、 等、. 間近に 入 來には 候 得 共、 穩之體 も 御 5- 

上 可.^ 被， 下 候、 ロハ々 上野 覺王 院、 今日に 至-'、 窃 

に 防戦 御 進 中 上 候ロ氣 、更に 不ぃ解 候、 乍， 去 採用 

決 而不， 致 心得に 候、 草々 頓首、 

三月 廿 二日 

二 白、 聊に 而も 變候 は、、 早々 可，, 申 上， 候、 此度 

は呈書 不,， 仕 候 間、 宜希 候、 今日 泊 番には 候 得 共、 

替り候 事 承 候 は、、 御城よ も 御 通 可 候、 乍 

此 分に 而は、 差 向 穩と存 候、 拜、 

大總 督府ょ b 、關 東へ 御 達之ケ 條寫、 

同 敷 故 

略レ 之、 

三月 十四 B  、勝 房 州と 西鄉 との 應接之 節、 關 東よ 


被， 爲ぃ在 候處、 昨日 之 御 布告に 而は、 朝廷 宗家 之 御 

爲と思 召 込れ たる 御 謝罪 之 道も絕 架、 德川 氏之滅 C 

も 遠 かる ましく 思 召、 且 暗に 御 心 胸に 被い 爲レ徹 候 御 

文 段 等 も 有， 之、 此上 因循 御 在職 被， 爲， 在候而 は、 朝 

廷之御 嫌疑と 申、 御 宗家へ 被， 爲， 對御益 も 無， 之、 其 

上 如何 成 御 家 之 御 過 辱 等、 御 到來も 難， 被， 爲玺里 候 へ 

は、 斷 然御辭 職、 御歸國 被い 遊 度 思 召 立 之 御 旨、 帷幄 參 

謀 之 向へ 御 密識に 付、 何れも 非才に 而、 輔赞之 力 難 

ン及、 事 之此に 被， 爲， 至 候 御 儀 は、 恐縮 血淚、 臣子之 罪 

貴 難.， 通 は 勿論に 御座 候而、 御 思 召 之 御 儀 も、 乍い 恐 御 

尤 至極と は 舉：， 存 候へ 共、 唯今 御 裔激御 勇 返 被 候 

へ は、 朝廷 御 宗家 共に、 眞之御 隔絶に 相 成、 天下 之 形 

勢 も 夫 切に 而、 御 耳目に 不，. 被 レ爲， 觸御 事と 相 成 候へ 

は、 他日 皇國 不測 之變動 有， レ之 節、 御 應變之 御 機會御 

違 失被レ 遊、 御 忠^ 上に お ゐ て も、 御遺慽 無， 之と も 難 

レ量候 得 は、 當時之 處は御 忍 ひ 被， 遊、 世 變且は 御 宗家 

之 御 形. 行、 御靜觀 被，， 爲,， 在 候 御 儀、 御 遠 略に も 可, 被 

ゾ爲 レ在歟 と、 i.^ る々々 御 諫諍申 上 候而、 今日 之處 は、 

思 召 止ら せらる 御 次第な りき、 

〇廿 二日、 一 昨日 西鄕吉 之助關 東より 上京 之 旨 趣、 御 

戊辰 B 記  1 


一 承知 も 可,， 被，， 爲， 在 哉と、 土老 侯へ 御內調 之處、 秘中 

之祕 故、 御對 面に 而御 物語 被， 成 度、 關 東に 於て、 薩兵 

暴發 は決而 無い 之 候 間、 此儀は 御 安心 被,， 成 候樣、 御 返 

翰 有い 之、 

私 云、 此祕 中祕說 とて 聞 □□ は、 西 鄕士口 之 助 去る 

十一 日 入府， 十四日 發、 二十日 上京 之 由、 十三 日 

於，, 江戶 表？ 大久 保、 勝兩 氏と 應接 之、 兩 氏よ 

.9、 御 謹慎 之實跡 は、 函嶺 以東 へ 入 兵 有い 之 而も、 

毫も 抗拒 之 景況 無，， 之、 又數俊5^^-i!sf艦ぁれとも、 

1 處に 碇泊して 動かさる 等 之 事を說 得して、 恰 

好 之繞に 相 成、 上京 之處、 於ニ此 表， は、 何 處迄も 

押 詰候樣 との 指揮に 而、 西鄕も 困窮 不平 之 意味 

有 レ之由 也、 「小 諸侯 歸： a 之 儀 を □ 事、 舯 山よ b 德 

大寺 殿へ 申達 候處、 卿 被， 申 候 は、 今暫 にて 關東 

之 御所 S も可ン 及，, 落着， 候へ は、 夫 迄 之處は 見合 

せ 候樣， 大久 保、 勝、 外に 何 山と か 申 人、 格別 之 望 

力に 而、 謹愼之 實效顯 はれ たれ は、 無， 程 結局に 

可， 一 相 成， と、 輕 易に 物語 有 vts- 由、 

一 、此夜要樞之面々、御前へ被，，召出^^今御行止之鑌 

御 再議 有 處、 猶反稷 御 討論 之 上、 此 儘に 而 時勢 御 


を以 可，， 相鎮, 事、  .ー 

右 條々、 實行 急速 相 立 候 は、、 德川氏 家名 之 儀 一 

は、 寬典之 御所 置 可， 被 二 仰 付， 事、  一 

1 坂 城に 而、 甚敷上 樣へ相 迫り 候 者、 瀧川播 磨、 m 一 

^但 馬、 小野內 膳に 而可レ 有， 之と 申 事、 」 

〇 十九 日、 今日 立 太后 爲 H 御 祝儀 ， 御 參內、 夫よ b 官代ー 

へ 御 出勤 有， 之 、於，, 官代？ 公へ 岩 倉 殿よ.^、 江 表に 一 

而大久 保 滕之兩 氏、 西 鄕吉之 助へ 對談有 、御 都合 一 

宜趣 御內話 有：， 之、 詳細 之 趣意 は、 漏泄 無,， 之 由、 .1 

一 、今日 雪 江、 有 馬帶刀 往訪 之 所、 公卿 方より 出た る： 一 

說之 由、 公 此後御 謝罪 之 御 周旋、 御 誠 實に過 させられ 一 

候 由、 御 評判 以之外 不ん且 由、 物語 有， 之、  ： 一 

〇 廿日、 今日 公卿 諸侯 を 初、 非 藏人迄 も、 物 1 內 被，， 仰 一 

出； 御 布告 如， 左 、公 は 御所 勞に而 、御 參內 無,， 之、 i 

德川慶 喜 御 處分之 儀、 於，， 朝廷， は、 諸事 御 寛容に た 

被 二 思 食？ 御沙汰 被，, 仰 出， 候處、 舊冬 鎮定 を 名と し、 一 

下坂 之 上 軍配に 及 候.； 1:^、 始終 言行 相違、 正 =： 三日 一 

已來之 暴動、 叛逆 顯然、 罪 天下 萬 民 之 共に 知る @ 

故、 不， 被.， 爲， 得， 止、 大號 令御發 表、 終に 御英 斷.^ 

以、 御 親 征被ニ 仰 出： 動 王 之 諸 藩、 私情 を 捨て 公議 じ 一 


基き、 諸 兵 大總督 に附屬 し、 已に賊 城に 相 臨み 候 折 

柄、 恭順 謝罪 之 實効も 更に 無^ 之、 尙先供 之 行 違 等 

をロ實 といたし、 剩へ停 軍 相 願 候 次第、 朝廷 を 奉 二 

輕蔑， 候所爲 にて、 不屆之 至に 候、 天下 後世に 對し、 

決而御 許容 難， 被， 遊 儀に 可^ 有 vw、 縱 <^ 御 許容 被 

ゾ爲レ 在 候 而も、 亦 前 條暴入 之 轍に 出 候 哉 も難ン 計、 

御 條理上 は 勿論、 彼 之 情實、 萬々 御 採用 難.， 被い 成、 

却而 人心 之 疑惑 を 生し 候而 者、 此御 場合 不二 容易" 

儀に 付、 大義名分 篤と 勘辨 いたし、 以來 私に 文通 等 

之 儀 於.， 有， 之 は、 逆徒に 均しき 筋に 付、 屹度 御沙汰 

可レ 有^ 候 事、 

三 H: 

1 、右 等 之 被 二 仰 出-も 有， 之、 御 謝罪 之 一 件に 付而 は、 

御 家 之 御 嫌疑 最化 J 敷、 御 藩 之徵士 は、 於- 1 官代 _ 人 々よ 

,9 對話 も、 致，， 遠慮 一 候 程 之 模様な， 9、 

〇 廿ー 日、 曉 半 刻 御 揃に 而、 浪难 爲，， 行幸， 御 出輦被 

レ爲ン 在 、公 御所 勞に 付.、 御參 內無レ 之、 

一 今日 西 鄕吉之 助、 江 u; 表より 早 駆に 而、 歸京之 風 

聞 あり、 

一 、公爲 二 朝家： 御 精 誠 を 被， 爲， 盡、 一 點之御 私情 不 


引返、 問 道 羽 よ. 9 梁 田 迄 引展候 途中、 三 H: 九 

日朝、 旅 宿へ 官軍 發砲、 俄に 應砲候 得 共、 步兵脫 

走、 古屋も 宇都 宮迄引 去、 松 波 も 舟に 而關宿 迄 

n、 

弓 

右 大久保 殿 之噺、  ， 

一橋 公 七日 已來、 池 上 本 門 寺に 而御 逗留 之處、 昨 

十二 日 御 進に 相 成 候 檨申來 り、 池 上 御 發途と 申 

； Bt、  * 

1 日光 宮は、 七日 九日 之 兩日惣 督と御 逢、 七日に は 

餘程六 ケ 敷、 九 日 に は 御 都合 官： 方と 申 事、 

一 稻葉 は、 家 來は關 所 通行 不乙 古 皆 申來. -、 兩人駿 

府 へ 指 出 候處、 九 日朝 迄歸. -不 V &、 

一 品 川 も 板 橋 も 官軍 入 込、 關所取 建 候 由、 

1 岩 倉 は 十三 日 桶 川 御 止宿と 申 事、 

1 十一 一 日薩州 人益満 休 之 介、 Iis§w5、 遊 擊隊山 

岡 鐵五郞 、過 H 小 田 原へ 罷越、 西鄕 へ面會 談判、 

別紙ケ條書持歸，0、西鄕ょ..^兩人 へ申處、甲州上 

州 等 之 混雑 は、 不都合に 而候得 共、 少々 之 事 は 有 

り內、 決 而夫等 之 儀 を 鬼 や 角 は 無 、官軍 も、 輕 

輩 は少々 之 事 は 有， -內、 御 互 之 事し やと 云、 又 

5i 日 SS  , 


云、 川 崎より は 一 人 も 兵 を 不,， 進 心得 之處、 手 違 

に 而品川 迄 入 込 候 由、 西鄕 行き、 進 兵 指 切 候由噺 

有ゾ 之、 

1 去る 十五 日 江 城へ 進撃に 付、 十五 日 前に、 大 一 勝 

安之 應接 可レ 致と、 吉之 助. 3. 聞 候 由、 其 節 ケ條之 

返事 有い 之 樣率候 由、 依而大 困窮、 彌應接 致 候 事 

に 決 候 は、、 麾下 有司 邊之 印書に 而も、 取 不レ申 

候半而 は、 假令應 接 は 整 候 共、 罷歸り 一 命 無 VI 之、 

且再 ひ亂に 可，， 相 成 一と 心痫 之ぬ、 

吉之助 相 渡 書付、 

一 慶喜儀 、謹慎 恭順 之 廉を以 、備前 藩 御 預可レ 被 二 仰 

付 1 事 

•1 城 明 渡 可い 申 事、 

； 軍艦 不.. 殘可 n 相 渡-事、 

一軍 器 一切 可，， 相 渡， 事、 

一 城內 住居 之 家夾く 向島へ 移り、 愼 可，， 罷在， 事、 

一 慶喜 ^を 助 候 面々、 嚴重 取調、 謝罪 之 一道 屹度 

可，， 相 立-事、 

1 玉石 4i ハに燬 く 之 御 趣意 更に 無い 之に 付、 鎮定 之 道 

相 立、 若 暴 舉致候 者有レ 之、 手 に餘. -候 は、 、官軍 

, 二， 力 


三月 五日  . 正 邦 

越 前 宰相 樣 

猶々 時下 御 自愛 專 一 奉い 存候、 去 e: 廿  一 m 御 達 書 之 

寫、 幷御別 書 共、 糙に 落掌 仕 候、 且正 邦此度 上京 之 

儀 は、 謝罪 而已に は 無.， 之、 昨冬 巳 來苒應 之 朝 命に 

而、 上京 仕 候 心得 之處 へ 、謝罪 狀 被，， 相 頼： 持 參仕候 

處に相 成 居候 間、 其 邊も御 含 置、 吳々 も 御 取成宜 

奉レ希 候、 已上、 

、同時 一 翁老ょ..^呈書、 

益 御 勇健 御 在京 被い 爲ぃ 在、 爲レ國 奉， 賀候、 東 臺には 

御 心配 多よ. -、 百事 御 懸念 甚敷、 事 々御 恭順に 相 障 

候 趣 之 御し か 計に 而、 多忙 極 候、 〇 御先 鋒 薩勢六 

鄕迄も 渡來之 由、 薩 中には 西鄕、 海 江 田 氏 等 も 入居 

候 山、 海 江 田よ.^ は傳言 も申來 候、 右 兩人等 參候事 

故、 皇國に 班 を 付 候檨之 無法 は 有 之 間 敷、 長 之 方 

にも、 桂 氏 等來候 趣、 苦し 御 恭順 不， 貫 節 も、 右數輩 

へ 一 語 不ぃ談 死 候 は 遺慽之 事に 候、 橫井 先生 出京に 

相 成 候 哉、 小 松 氏 は 未い 出、 此地も 人少に 候、 萬 一 

|、ロ 江 城 灰と 相 成 候. 共、 人 多く 出 居候 は、、 何歟と 

可 レ致事 も 可 二相 成， 候、 〇 御先 鋒に 而御 謝罪 狀不 こ 
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受取 I 手際、 上手 掛赛 打に 類 候、 實は爲 ニ德川 氏， に 

は 能 灸候得 共、 可レ惜 は灸と 不一 一心 得 一人 多に は、 難 

^之 至 候、 彼 趣向 か 所見 一 着 下に 候、 何方も 人少と 

被レ存 候、 呼々 頓首、 

三月 十二 E  1 翁 寬 

榮井明 侯 

1 1 白、 時 令 御 自愛 專 一 に 奉ン存 候、 只今の 勢に て は、 

皇國 一 度 は 泥沼 之 如くに 可レ成 體、 如何と も 可レ致 

見込 更に 無， 之 候、 再拜、 

、同時 草 尾 一 より、 林 矢 五郎へ 來狀 之內、 

1 去る 十日、 靜寬院 宫檨御 使お 藤の 方、 東海道 通 

.-、 柳 橋 二 卿へ 御 書 持參、 

1 甲 州 勤番 之 者、 K« 姓 等鎭撫 の爲、 大久保 一 翁指圖 

に而、 大 久保剛 ggl? 御 遣 之處、 甲 州^ 子 手 

前に 而、 官軍と 出合 候 付、 一 旦其 趣意 申 越 候處、 

官軍 先隊 より 放發に 付、 無， 據 一 度 應砲候 得 共、 

恭順に 相 障に 付、 剛始東 奥 之 方 へ 脫走、 

一 上 州 筋 土民 騷立、 且江 脫走之 步兵立 交に 付、 

爲，， 鎮撫？ 勝 安房 之 指 圖 に 而遣候 步兵頭 古 屋佐久 

右衞 門、 松 波 某、 官軍. と 出逢、 深 谷 宿邊迄 行、 兵隊 


早 總督府 へ 罷出、 謝罪 之 儀 は、 德川氏 支族 之 身を以 

歎願 仕、 皇國之 御 安危 は、 職分 を以 建言 仕度 奉レ存 

候、 此段 伏而奉 n 至 願 - 候、 誠 恐 誠惶頓 首百拜 謹言、 

三月 十八 日  臣御實 名 

右 御 出勤 已前、 雪江官 代へ 出頭 之處、 鹿 之 介より、 今 

日德川 一 條に 付、 嚴重之 御 布告 有 レ之箬 之處、 文 段 中 

改究 f 黨之儀 有い 之、 今 tn 之處は 延引 相 成 由、 窃に 一 ，， 

見 之： 殊之外 厳密 之 書面に 而、 實は當 時 佐幕 之 嫌疑 あ 

る 諸 藩へ、 切當 せる 深意 も 有 由 相 聞 候へ は、 此節 

柄、 御忠 實却而 忌諱に も ふるへ き 御 建白 は、 無益 而已 

ならす、 却 而巨害 も難レ 計と 密告に 付、 如何にも 折角 

之 思 召 も、 今後 之 御 故障と 相 成候而 は、 朝廷 宗家 之 御 

爲 にも、 無二 所詮， 次第に 付、 御 出立 を舉ニ 待受： 其 段 申 

上、 今 H は 御上 達不， 被， 爲， 在、 御 持歸り 被， 遊、 

一 、去月 廿 九日 被 一一 指 立， 候 御徒 飛脚 高 島 意 助、 去る 七 

日 小 田 原紹太 寺に 而、 淀 侯 へ 之 御 書 相 達、 夫より 江 

表へ 罷出、 參政 中へ 之 御 書 相 達、 同 十三 日江戶 表出 

立、 今夕 着、 淀 侯より 之 御 返書 如レ 左、 

去！：：！ 廿九 H 之 御 書、 今 五日 小 田 原 紹太寺 宿 寺へ 相 

達、 辱誦仕 候、 如,， 命 春暖 之 候、 益 御 安 健 奉， 賀候、 然 


は 正 邦、 德川 前內府 謝罪 狀持參 之 俄、 參 政より 御 承 

知 被，， 成 下？ 就 而は右 謝 §^ 狀正 邦 上京に 而差出 候 

而も、 最早 大總督 宮御發 向後に 付、 朝廷に 而 は御猜 

収に相 成 間 敷 儀 故、 旅 中 差 急、 總督宮 御陣營 へ 差 上 

候樣 可，， 代， 其 節 正 邦 上京 も 相 伺候 方 可， 然、 委細 被- 

仰 下： 謹 承 仕 候、 然る 處正 邦、 去 =： 廿六 B 江戸 出立、 

同廿 八日 三 島 驛迄罷 越 候處、 薩州 先鋒 之老 より、 上 

京 之 趣意 尋請候 故、 在 體相答 候處、 德川之 謝罪 狀等 

持 參之者 は、 一 應督府 へ 相 伺候 上に 無 而は、 通 

し不 ぃ申 箬に 付、 彼より 沙汰 致 候 迄 は、 小 田 原驛へ 

引返し、 關 外に 控罷在 候檨 にと 申 事故、 不， 得レ止 

任，， せ； 〈意-引 良 候 上、 猶 a: 三 上京 之 俄、 應 接爲, 致 候 

得： Hr 何分 承引 不ゾ 仕、 只今 之 處に而 は、 朝 慕 督府ょ 

り 之 命令 相 待 、签 山寺 へ ロ居罷 在、 心痛. 而巳仕 候 事 

に 御座 候、 彼是 因循 致 候內、 必 天下 之 大事 を 可，， 

申 一と、 胸裹 如,， 焦に 御座 候、 焦眉 之 急難 レ救 儀に は 

御座 候 得 共、 於，， 尊 地， も、 其 筋へ 御達し、 旅行 速に 

相 成 候樣、 御 周旋 相 願 候、 前文 之 事、 實宜御 諒察、 御 

八 In 置 铍，， 成 下 ， 候檨、 是亦相 願 候、 先 は 右 等差 急贵酬 

申 上 度、 如い 此 御座 候、 恐々 頓 首拜、 


戊辰 日 
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戊 厫 B 

三 =： 十八 日  俊 政 

越 前 宰相 殿 

1 、 此頃本 多 修理、 林 矢 五 郞等歸 京いた し、 江 表 之 

實況、 追々 入， 1 御聽， 候處、 御 謝罪 狀は 彼是 之 御 指 支に 

而、 督府へ 相 達 兼、 官軍 は 段々 御 討 入に も 可 二相 成， 御 

述ひ 之處、 府下 は德川 公より 御 嚴重之 御取歸 りに 而、 

鐡靜之 模樣は 有 候へ せ r 事 機 差 到 候 は、、 如何 成 

變故も 難" 計、 □ 伏 之 景況、 絕而 無い 之と も 難 勢 之 

由に 而、 萬 一 砲聲 一 發候哉 否、 早春 三日と 等しく、 成 

功 一 賓に缺 け、 不レ可 二 挽回， 次第に 及 ひ 可 V©. 、左 候 は 

は、 當 春と 違 ひ、 生 客 之 利 勢 も 有い 之、 一 時に 官軍 之 御 

勝利と 相 決 候義も 無，， 覺束； 逐次に 兵爭相 募り、 遂に 

皇國 之勸亂 とも 可 二相 成, と、 公 御 憂悶に 堪 させ 給 は 

す、 當時 朝廷に は、 盛んに 御 征討 之 御 軍務 御 振興 之 御 

中な から、 德川 氏に 御關 係、 忌諱 嫌疑 を 御 憚 かり 御默 

止 被， 遊、 上 朝廷より、 下 萬 姓に 被る へき 災害と 可 二相 

成， 儀 を、 御 傍観に 而は、 被， 對二 朝廷 一 御 不忠 之 至と 思 

召 候に 付、 又々 御 建議 可， 被， 遊と、 御 認御懷 中 被， 遊、 

御 出勤 あ. -し御 書面 如， 左、、 

德川麼 喜 謝罪 狀、 順序 を以 大總督 へ 及 二 御 達， 候樣、 
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先達 而 御沙汰 に 付、 其 段 田 安中 納言迄 申 遣 候處、 追 

追關 東より 罷歸 候家來 よ. 9 承 候 得 は、 爲ニ 謝罪， 度 

度 差 出 候 使者、 彼是 障碟 有" 之、 于ぃ今 大總督 之 御手 

元へ 不二 相 達 T 御先 鋒 は駸々 江戶， 21 差 迫. り 候 趣に 御 

座 候、 左候而 は、 最早 謝罪 之 造 も 絕果、 加い 之歸降 

伏罪 之 者 を、 御 討伐 被， 爲， 遊 候 樣之御 次第に 相 成 

候 へ は、 德川 家臣 其に ぉゐて も、 窮鼠 必死 之覺 悟に 

相 成、 過 H も 及，， 建言， 候 通. o、 皇國 之亂階 必然に 

可レ有 n 御座， と、 恐悚 至極 奉， 存候、 必竟 謝罪 之 道 

を 御開 被レ遊 候へ は、 御 平 治 勿論に 可 レ有ニ 御座， 處、 

言路御 阻^に 而、 强而 錦旗 を 被, 進 候 檨に而 は、 官 

軍より 亂を御 求 被い 遊 候 御 姿に 而、 公 "平 至當、 更始 

1 新 之犁； 慮に は、 不ぃ 被レ爲 御 儀に も 可， 有， 之、 

且後 來不ぃ 可い 爲之大 害に 立 至り 可 と、 皇國之 御 

爲、 朝廷 之 御爲、 憂苦に 不レ堪 奉い 存 候へ は、 早速に 

御 進軍 御上 f 止り、 謝罪 之 道 被， 爲， 立、 至 仁 至當之 

朝 裁 被い 爲， 在 候樣、 必至 奉， 願 候、 乍， 去 德川氏 之 使 

節に 而は、 謝罪 狀於 ニ御總 督府？ 御請 取 難， 被い 遊 御 

義 にも 候 はゝ、 臣 慶永 へ 暫時 之 御 暇 被， 一 rs  _ 候 は 

は、 先日 來病氣 に は 御座 候へ 共、 厚保 養 を 加へ、 早 


嫌 伺罷出 候處、 折節 諸 向 午飯認 中に 而浪雜 に 付、 差控 一 

居候 內、 近傍 俄に 騷ケ敷 相 成、 先鋒 隊追 付當驛 へ押來 

候 段 注進に 而、 御 本陣 忽ち 鼎 沸 之 騷勸に 相 成、 取 物 も 

取り 敢す御 引返し、 . 池 上 本 門 寺 へ 御 逗留 可，， 相 成 ， 趣 

に 付、 矢 五郎 儀 も 何.， 共 致 方 無 、；其 夜 は 潜に 同驛に 

1 宿いた し、 翌朝 本 門 寺へ 罷出、 御 樣子相 伺候 處、 昨 

日 川 崎 驛迄被 A 爲.， 入 候處、 先鋒 隊長 薩藩ャ 村 半次郞 

と 申 者、 唯 一 人罷 越、 御 出向 之 御 趣意 相釓に 付、 御 謝 

罪狀御 總督御 軍門 へ 御 持 參之旨 御 答 之處、 左 候 は、、 

其 段督府 へ 相 達 に而、 可， 及，， 御案內 ， 候 間、 夫 迄 之處、 

何方に 成せ ハ、 御指控 被い 成 候樣、 强而御 進みに 相 成 候 

は、、 事情 不通 之 下々 等、 如何 成 御不禮 失體も 難レ計 

趣、 嚇言を 交へ 申出 候に 付、 何共 被， 成 方 無， 之、 御 謝 

罪 狀は半 次郞へ 御 渡に 相 成、 當驛 に而御 見合 可， 被 

レ成哉 杯、 鬼 や 角 評議 中、 昨夕 之大騷 きに 相 成 事 之 由、 

御 指 添 妻 木 多 宮殿、 御用 人中 根 長 十 郎等 物語、 何も 殊 

之 外 恐怖 之 趣に 有 、仍ぃ 之 矢 五郞儀 は、 最早 御用 も 

有 レ之間 敷 候 得 は、 早々 歸京之 上、 此段も 可，， 申 上， 旨 

申達、 罷上. -候事 之 由、 此節 風聞に、 先鋒 參謀海 江 田 

武次之 口 氣に而 は、 目的 は 唯 一 人 候 得 は、 一 人 を 早く 

^—辰 I 日  1^ 


指 出 候 か、 德川氏 社稷 之爲 との 見込 之 由に 丽、 彼是と 

途中に て、 齟齬 俺 滯之策 を 醸し、 其 際にお ゐて 慘劇之 

惡計 を遂ん とする 勢 之 由、 先頃 前 橋 侯 之 御 引返し も、 

参謀 林 十 郞之獨 裁に 而、 宮には 御 承知 無い 之 $|^之 

由、 近來參 謀專權 に而、 宮御 手元と 不熟之 由に も、 相 

聞 候 由 等 申，， 達 之 T 

〇 十八 日、 公 過日 來 御所 勞 に而、 官代も 御不參 勝に 

被レ爲 Z 在 候 御 儀 故、 御供 奉 之 儀 も、 御勸 まり 兼 可. レ被 

レ遊 哉， f  、一一 一條 殿、 德大寺 殿 へ 御 內談之 上、 今日 左 之 通 

御 直 書 被レ遊 

今般 御親征 行幸 被 二 仰 出， 1 候に 付、 慶永 蒙- - 供奉 之 

命？ 武門 之 冥加 無 n 此上 T 深畏入 奉レ存 候、 然る 處過 

日來 所勞罷 在、 騎馬 難い 堪、 依 vts! 重 疊奉ニ 恐 入 - 候 得 

共、 先陣 供奉 被.？！ S 度 奉い 願 候、 且又 御 警衞人 數は差 

出、 御親征 御用 相 勤 度、 此段も 奉い 願 候 也、 

三月 十八 日  御實名 

坊城 頭辨殿 

即日 左 之 通、 

御親征 行幸 供舉、 依 n 所 勞-理 、被 n 聞 食-候、 仍早々 

申入 候 也、 


戊辰 日 a 

但し 億兆 之 君た る 天職を被，爲レ^^御親征行幸被-1 

仰 出， 候處、 委敷御 趣意 を 不ぃ辨 もの は、 只々 朝廷 

之 御上 を 奉 ン案候 故 か、 或は 一 家 之 盛衰 目前 之榮 

利 を 相 考候故 か、 全 體之御 危急 を しらす、 種々 浮 

說 中唱、 彼是 疑惑 を 生し 候 儀 も、 有， 之 哉に 相 聞 

へ、 甚以 如何 之 事に 候條、 末々 に 至る 迄、 急 度 安 

堵 いたし、 生業 を 可い 營候 事、 

東 山道 官軍 先鋒、 旣 及，， 戳爭？ 贼軍 敗走 之 旨に は 候 

へ 共、 東海道 亦 如何 共 難.， 計 趣 言上 有， 之、 旁以 海軍 

出帆、 被，， 指 急 ， 御出漦 被，， 遊 候條、 各 相 心得、 出格勉 

勵可， 有， 之 旨、 御沙汰 候 事、 

三月 十五 日 

、行幸 舉行坊 城 殿より 御 達 左 之 通、 

御親征 行幸、 來廿 一 日 被，， 仰 出， 候、 仍早々 申入 候 

也、  - 

三月 十五 日  俊 政 

先陣 越 前 宰相 殿 

追而 刻限、 半 刻 可， 有，， 御 參-候 也、 

私 云、 追考 に、 此曰 於，， 江戶 表， 被，， 仰 出， 左 之 通、 

此度御 征討 使 御 差 下に 相 成、 今 十五 日 江 表 


四百 二十 四 

討 入 之 風聞 有い 之に 付、 御 歎願 相 成 候處、 大總 督府， 

へ 伺 濟之上 迄、 御 討 入 之 儀 見合 候 旨、 參謀西 鄕吉之 j 

助 相 答 候に 付、 尾敷幷 市中 4ir 狼に 勸搖 致し、 意外. 

之 不都合 相 生候而 は、 以之外 之 儀に 付、 諸事 靜譃 に； 

致し、 御沙汰 相 待 候 樣可， 致 候、  い 

三月 十五 H  j 

右 之 趣、 向々 へ不, 洩樣、 可い 被，， 相觸， 候、 ^ 

〇 十六 日、 先頃 江戶 表へ 被， 遺 候 林 矢 五郎 今夕 着、 申 一 

達 候 趣 は、 先達 而柬 海道 由井驛 手前に 而、 本 多 修理 方. 一 

に 出逢に 付、 苒命之 趣 申達、 夫よ， 9 同行 出府、 於 二 彼 一 

表 一修 现. S. 談に隨 ひ、 尾 紀御談 之 筋 周旋 之處、 尾 藩 本 一 

野彥 三郞殊 之外盡 力に 而、 橋 公 も 去る 四 H 御 發途に _ 

相 成、 矢 五郞儀 は、 彥三郞 申 談之儀 有， 之、 品 川驛橋 公一 

御 本陣へ 罷出 候處、 於，， 同處： 矢 五郎 儀 も 是非 致，， 御 一 

供， 候樣、 被 二 仰 付， 候へ 北 r 堅く 御斷， 9 申 上 候 而罷歸 一 

り、 同 七日 朝、 修理 同道 出立、 川崎手前迄罷^1候處、，ー 

水 野 彥三郞 、川 崎 驛橋公 御 本陣より、 品 川 驛へ罷 越 候 i 

に 出逢、 修现 方、 彥三 郞談之 上、 矢 五 郞は川 崎に 逗^、  ^ 

彥三郞 返事 相 待 候 事に 相 決し、 修现方 は 直に 上方へ I 

被，， 罷歸ハ 夫よ. - 矢五郞 は、 川 崎 驛橋公 御 本陣 へ 、御 機 ^ 


旅 宿へ 罷出、 四 王 天兵 亮對接 之處、 同人 申 聞 候 は、 侯 

名 護 崖に 而尾老 侯へ 御 逢、 御噺有 v^、 其 夜宮 樣 同所 

へ 御 著に 付、 御 出向 も可レ 被， 成處、 御 使者の み被レ 遣、 

御 自分 樣に は、 佐 や 廻り 御 出立に 相 成、 勢 州 關驛迄 御 

出 被， 成 候處、 總督宫 御 本陣へ、 御 出 被.， 成 候樣、 锐前 

人 使者に 而申來 に 付、 御 驚に 而、 京都へ 御 伺濟候 上、 

宫樣御 本陣 へ 御 出 被い 成. 候處、 御 對顏も 有：， 之、 至極 御 

機嫌 能、 御 噺等も 有.， 之、 其 H は 相濟候 へ 共、、 尙も御 追 

隨 被い 成 候樣、 參謀之 者より 被，， 仰 出， 候 故、 不.， 得レ止 

段々 御 進みに 相 成、 荒 井 迄 御 下りに は 相 成 候へ 共、 

實は右 名 護 屋之御 使者 之 事に 付、 右 樣之御 次第と 御 

心得に 而、 武田市 郞兵衞 を、 宮樣御 本陣へ 御 指 出、 段 

段 御手 を 被， 人 候處、 畢竟 大和 守樣、 勤王 を 被い 成 候 

哉、 德川氏 謝罪 之 御 使 等 を、 御 勤 被い 成 候 哉と 問 ふに 

付、 夫 は 論 もな く、 勤王に 候、 謝罪 狀も 何も 持參不 

ン致、 朝 命 も 有 、左な くと も 京師へ 出、 勸王之 積に 

御請 致 候處、 左 候 は、 夫に 而宜、 W 名 護 屋に而 、御 は 

つれ 被い 成、 御 自分 御 迎も無 は、 如何 之 譯と申 候 

故、 論 もな く 不調法 之 次第と 申立、 不調法 人 さへ 出 候 

は、、 事濟に 可， 一 相 成 I 哉、 今明日に は 申來候 半と 存候 


由、 左 候 へ は、 謝罪 之 事 は 出 來不ぃ 致、 上京より 外 は 無 

レ 之との 物語 之 由、 夫よ 侯 御前 へ も 被，， 召 出？ 江 11^ 之 

儀 御尋に 付、 委曲 申 上、 御 謝罪 御 叢 力 之 儀 を、 願 試 候 

得 共、 右 之 御 次第、 ゆ」 も 御 六 ケ敷趣 御 答 之 由、 右欉之 

御 運 ひ、 山 田 太 郞左衞 門へ も 申 傳候樣 、御賴 も 有レ之 

由 等 之 儀 „ ^〈なり、 

〇 十五 日、 今日 御 布令 如レ 左、 

御親征 日限 御 延引 之處、 來廿 一 日 御 發途、 石 淸水社 

御 參詣、 同 處御ー 泊、 廿ニ n 森 口 御 一 泊、 廿 三日 御 

着 坂、 其 後 海軍 整備、 叙 覽可レ 被い 爲 ^ 在 旨、 被，， 仰 出， 

候 事、 

m 太 政 官代被 候義 は、 先つ 被， 止 候 事、 

三月 十五 日 

今般 王政 御 一 新、 萬機從 n 朝廷 _ 被-仰 出， 候に 付而 

は、 皇 國遠邇 となく、 蒼生 安堵 致 候樣、 日夜 御憂盧 

被 レ爲, 在、 斷然 御親征 行幸 被 二 仰 出， 候、 尙 海軍 整備 

天覧 被， 遊、 關東 平定 之 上 は、 速に 還 御 被 レ爲レ 在、 大 

に 列疆之 神霊 を 被い 爲ぃ 安度、 深 重 之 思 食に 付、 上下 

心得 違 無.， 之 様、 名々 相 g 、可， 讒ニ其 分， 御沙汰 候 事、 

三月 十五 日 


戊辰 B  S3 
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. 戊廣 _H 

ン在候 儀、 誠 以奉ニ 恐 入-候 次第に 付、 慶喜 儀、 東釵山 

に 潜 退 仕、 重臣 を黜け 兵仗 を 去り、 謹慎 罷在、 如何 

樣之 御沙汰 御座 候 共、 奉い 畏候 次第に 御座 候、 右 は 

畢竟 慶喜不 東と は 乍， 申 私共 門 葉に 連 b 罷在、 医 救 之 

不行屆 より、 逆鱗 之 罪 を 蒙り 候 段、 實以奉 ニ恐ス T 日 

夜 悲泣罷 在 候、 仰き 願く は、 先祖 家康 已來、 朝 威 を 

戴き 皇國之 治安に 苦心 焦慮 仕 候微忠 を 御鑒み 被，， 

下 置？ 格別 之 御洪恩 を以、 寬大之 御沙汰 被，， 成 下， 

候樣、 今 ：11 之 至 願、 此 事に 御座 候、 何卒 厚く 御憐察 

被 n 成 下 H 且御 執奏 被， I 下 置 一 候樣、 至誠 奉 二 哀願-候、 

以上、 

三月  茂 榮 

慶 賴 

臣 茂榮、 臣 慶賴、 誠 恐 誠 惶謹而 奉，, 言上 I 候、 別紙 麼喜 

奉，， 歎願， 候 通、 悔悟 伏罪、 東 叙 山へ 潜 退、 謹愼罷 在、 

幷松平 肥 後 以下 役々 之 者 共 迄、 爲 n 愼置； 奉.， 仰，， 朝 

裁， 候 上 は、 何卒 錦旗 は 被，， 爲ぃ止 候而、 夫々 御沙汰 

被 n 成 下 ， 候樣 、奉，， 哀訴 懇願 ， 候 、以上、 

三 茂榮 

慶 賴 


二. HI 

私 云、 右 は 一 橋 公 御 持 參之分 也、 服 部 筑前殿 初 持 . 

參 も同樣 也、 

修理 別段 申 上る は、 彼 表 極鎭靜 に而、 追々 官軍 進入 之 

節、 亂雜之 儀 無 樣、 所々 へ 警固之 兵隊 被，， 指 出， 候 

儀 は、 官軍へ 御 屈 有い 之、 町々 へ は、 謹 而可ニ 奉迎， 旨、 

張 札 等 有い 之 由、 乍い 去 一 C 一  亂妨等 有,， 之 節 は、 官軍に 

は 無い 之、 亂賊に 候へ は、 速に 可， 1 討 取， 手 合 も 有レ之 

由、 〇 上野に お ゐて御 謹慎 之 御 樣體檢 査等之 事、 穩便 

に 出 候 は、、 無二 子細， 御 許容 可，， 相 成： もし 兵 を以迫 

る 勢 杯 有 候 は \  、決て 御 許し 無-, 之 御 含 之 由、 當時 

已に御 脫走御 不在 之 浮說も 相唱候 由、 〇 天 璋尼公 種 

Si 御物 數奇 有い 之， 田 公之に 役せられ、 非 材之人 御舉用 

之 御 內意も 有 由、 尼 公 は 事に よ. 5、 威 を 和 宮に借 

せられ 候 次第 も 有 v^, 至難 之內景 に而， 大勝 一 一氏 も大 

に 困難 之 儀 も 有 由、 〇 會は 屋敷 も 立派に 引拂 ひ、 」 

見事に 歸 國之體 なる 由、 桑 は 御 東 下 以來、 君臣 共に 何 

方へ 潜 匿に や、 更に 形迹 無い 之 由、 〇 大勝 二 氏 は、 何處 一 

迄 も 御 恭順に 而、 貫徹 之 定見 之 由、 〇 大 氏へ、 和宮樣 

御 委托之 内 勅 有い 之、 勝 氏 も 同斷歟 との 事 之 山、 〇 歸 

京 途中、 去る 十一 日、 荒 井 驛に前 橋 侯御逗 切に 付、 御 


見 を 去り、 公義 を 採り、 朕 か 葉 を 助けて 神州 を 保全 

し、 列 聖 の 舯靈を 慰し 舉 らしめ は、 生前の 幸甚なら 

ん、 

右御袁 翰 之 通、 廣く 天下 億兆 蒼生 を 思 召させ 給 

ふ 、深き 御仁 惠 の 御 趣意 に 付、 末々 之 者に 至る 迄 

. 敬 承し 舉 b 、心得 違 無 、國 家之爲 に、 精々 其 分 

を盡 すへ き 事、 

三月  總 裁 

輔 弼 

一 、先 比 出府 被 n 仰 付， 候 本 多 修理、 去る 七 江卢 表出 

立、 今 十四日 未明 着、 五 時 過 於 n 御前， 申 上 候 次第 如 

レ左、 

最初 御 奏聞 狀御 返上 之儀収 計、 御 恭順 之 御 筋 も 相 

立、 御 謝罪 御 使 も、 淀 侯 御請に 相 成 候 故、 其段爲 n 申 

上， 歸京 途中、 林 矢 五郎より 苒命 之趣拜 承、 引返し 

出府、 於，， 彼 表？ 尾 紀御談 之 廉々、 夫々 周旋 之 次第 

は、 追々 以，, 內狀- 申 上 候 通り、 夫よ. 9 橋 公 も 巳に 御 

發途相 成 候 故、 江 11^ 表出 立罷 上り 候 段 申 上、 相 摸 守 

殿御 渡 之 御 奏聞 狀、 其 外 指，， 上 之； 一 翁老 極秘 之 一 

言 も 申，, 上之づ 


御 奏聞 狀如ゾ 左、 

此度慶 喜 爲，， 御 征討 ， 御 下向 相 成 候由舉 、實以 奉 二 

驚 入？ 奉 n 恐 入-候 次第 奉い 存候、 右 は 從來之 不行屆 

而已 ならす、 京攝之 事件、 全？ K 喜 一 身 之 不束よ. 9 相 

生 候 儀に 付、 深 悔悟 伏罪、 東 叙 山へ 議愼罷 在、 奉 

レ待ニ 朝 裁-之 外、 他念 無二 御座-候、 何卒 出 格 之 御仁 

惠を以 、御 總督府 に而、 御 進軍 之 御沙汰 は、 幾重に 

も 御 看 1^ 被，， 成 下， 候樣 仕度、 泣 血 叩頭、 此段 奉- -哀 

訴， 候、 

三 2：  德川慶 喜 

京攝 事件 之 節 詰 合 居候 松 平 肥 後、 幷 要路 之 役々、 同 

檨奉ニ 恐 入-候に 付、 御所 置奉レ 伺候 心得に 而、 爲>* 

置， 申 候 間、 夫々 御沙汰 被-成 下-候 檨舉ぃ 願 候、 以 

上、 

三月  德川慶 喜 

田 橋 兩卿御 謝罪 狀 如い 左、 

臣茂榮 、臣 慶賴、 誠 恐 誠 惶謹而 奉 二 哀訴-候、 宗家 德 

川慶喜 儀、 先 朝よ b 格別 之 天眷を 蒙り、 年 來舉レ 侍- 

輦毂- 候て、 尊王 之 誠心 を盡 し、 御 舉公罷 在 候處、 

今度 不-, 容易-事件に 立 至， 5、 御 征討 使 御 差 向 被レ爲 


て 叙 旨 を 奉戴し、 死 を 誓 ひ、^ 勉從 事、 冀く 

は 以て 袁襟を 安し 奉らん、 

總薪 

慶應四 年 戊辰 三月 公卿 各 名 印 

諸侯 

袁 翰之寫 

朕 幼弱 を 以て、 猝に大 統を紹 き、 爾來何 を 以て 萬國 

に對 立し、 列 祖に仕 へ 奉らん やと、 朝夕 恐懼に 堪さ 

るな.^、 竊に考 ふるに、 中 薬 朝政 衰へ てより、 武家 

描-を 專ら にし、 表 は 朝廷 を 推 尊して、 實は 敬して 是 

を 遠け、 億兆の 父母と して、 絕 て^子の 情 を 知る こ 

と 能 はさる やうに 計りな し、 遂に 億兆の 君た る、 唯 

名のみ になり 果、 其れ か爲 に、 今日 朝廷の 尊重 は、 

古 へ に 倍せ しか 如くに て、 朝 威 は倍衰 へ 、上下 相 離 

る、 事霄 娘の 如し、 か、 る 形勢に 而、 何 を 以て 天下 

に 君臨 せんや、 今般 朝政 一 新 之 時に 膺り、 天下 億 

兆、 一 人 も 其 所 を 得さる 時 は、 皆 朕 か 罪 なれ は、 今 

= の 事、 朕 自身 骨を勞 し、 心 志 を 苦しめ、 艱難 先に 

立、 古 列 祖の盡 させ 給 ひし 蹤を 履み、 治蹟を 勤めて 

- 〕 そ 、始て 天職 を舉 して、 億兆の 君た る 所に 背か さ 


I   a 百 ニヤ 

るへ し、 往昔 列 祖萬機 を 親ら し、 不臣の もの あれ 

は、 自ら 將 として これ を 征し給 ひ、 朝廷の 政 總て易 

簡 にして、 如い 此尊 重なら さる 故、 君臣 相 親しみ、 上 

下 相愛し、 德澤 天下に 洽く、 國咸 海外に 輝きし な 

.-、 然るに 近來宇 內大に 開け、 谷國 四方に 相 雄飛す 

るの 時に 當り、 獨我國 のみ 世界の 形勢に うとく、 舊 

習 を 固守し、 一 新の 效を はからす、 朕 徒らに 九重 中 

に 安居し、 一 曰の 安き を偷 み、 百年の 憂 を 忘る、 時 

は、 遂に 谷 國の凌 侮 を 受け、 上 は 列聖を 辱し め 奉 

り， 下 は 億兆 を 苦しめん 事 を 恐る、 故に 朕 こ、 に 

百官 諸侯と 廣く相 誓 ひ、 列 祖の御 偉業 を繼述 し、 一 

身の 艱難辛苦 を 問 はす、 親ら 四方 を經營 し、 汝 億兆 

を 安撫 し、 遂に は 萬 里の 波 欝を拓 開し、 國威を 四方 

に 宣布し、 天下 を 富岳の 安き に 置ん 事 を 欲す、 汝億 

兆、 舊來の 陋習に 慣れ、 尊重の み を 朝廷の 事と な 

し、 神州の 危急 を 知らす、 朕 一 た ひ 足 を 擧れは 非常 

に 驚き、 種々 の 疑惑 を 生し、 萬 ロ紛々 として、 朕 か 

志 をな さ、 らしむ る 時 は、 是朕 をして. 君た る 道 を 

失 はしむ るの みならす、 從て 列祖の 天下 を 失 はし 

むるな b、 汝 億兆、 能々 朕 か 志 を體認 し、 相 率て 私 


は、 々御難 溢 被：， 仰 立， 候 得 共、 色々 御 勸め申 上、 一一 t_ 

日 四日に は、 御發途 可，： 相 成, との 御 治 定之由 ：！ 江戸 表： 一 

極 鎮靜、 見 付々々 番人 引拂 明け 切、 西 城 も 宮樣、 天璋ー 

院檨 計に 而 、登城 之 人 もな く、 明 切り 之 由、 諸 役出豔 

も 無， 之、 淺野、 大久 保、 若老之 場合に 而、 於，， 役宅， 1 

端 裁決 之 由 〕 上野 は 黑門計 通行、 外 ロはダ 切、 黑 門に 一 

番人 四 五人罷 在、 出入 改候 迄に 而、 聊差支 無.， 之 由 い 直 

庄內 之邶內 に は 、彼是 多 人數籠 り 居候 由」 御先 手 は 追 

追 繰 入、 次第に 御 府內へ 進入 候 は、、 如何 之 形勢 LT 一 

可，， 相 成， 哉、 甚 懸念 之 由〕 箱 根巳來 は、. 人- 官軍 之 外 一 

繼立申 間 敷 旨、 薩 より 觸 渡し、 行旅 以之外 指 滞..^、  ^ 

侯 妻子 も 是か爲 に 抑止せられ、 宿驛は 不レ及 V&  、往還 一 

よ. 9 一  里 內外之 村落に 充満 之 由 等 申，, 上 之； 一 

一 、今朝 土老 侯へ 毛 受鹿之 介 指 出され、 武市 八十 衞まハ 

對、 昨日 御 示談 之 通 b 、頭 燻 之 大事 件、 被い 掛，， 公議， 候 一 

儀 被 二 仰 入， 候處、 八十 衞云、 容堂樣 も、 先日 來御嫌 緩 

甚敷、 御迷惑 被， 成、 且邸內 も 折 合 兼 候 時節 故、 御盡 カー 

御 擔當之 程 は 難レ計 候へ 共、 何分 可，， 5. 上 一由 申レ 之、 此ー 

比 も、 行幸 御 止 一條 之義、 三條 殿へ 被，， 仰 入， 處、 至極 一 

御 尤とは 御 挨拶 有い 之 候 得 共、 德川氏 之 模様 次第、 江 

戊辰 日 ：  ノ 


戶迄も 御 討 入に 可 二相 成， との 御ロ氣 故、 容堂檬 も 御 

あきれ 被.， 成 候而、 御 建言 之 思 召 も 絕果候 之 御 儀 

に而、 邱內 多分 佐幕 之 議論に 有,， 之 由 等 物語れり と 

そ * 

〇 十四日、 今日 在京 之官武 一 同、辰^3|1.刻參內被，，仰出？ 

御 誓約 之 儀 有い 之、 

誓 文 

一 廣く 會議を 興し、 萬 機 公論に 決す へ し、 

1 上下 心 を 一 にして、 盛に 經綸を 行 ふ へ し、 

一 官武 一 途， 庶民に 至る 迄、 各 其 志を遂 け、 人心 を 

して 倦ま さらし めん 事 を 要す、 

一 舊來の 陋習 を 破. 9、 天地の 公道に 基く へし、 

一 知識 を 世界に 求め、 大に皇 基 を 振起す へし、 

我國 未曾有の 變革 を爲ん とし、 朕 躬を以 衆に 先 

. んし 、天地神明に 誓 ひ、 大に斯 國是を 定め、 萬 民 

保全の 道 を 立ん とす、 衆 も 亦 旨 趣に 基き、 協心 努 

力せ よ、 

. 慶慶四 年 戊辰 三 =： 

刺 意 宏逮、 誠に 以て 感銘に 不ぃ堪 、今日 之 急 

務、 永世の 基礎、 此 他に 出へから す、 臣等謹 

-  ^  四賓 十九 


戊辰 日 E  

如. 左、 

1 橋 大納言 殿、 大總督 有 栖川宮 へ 御 逢、 此方 御 

事情 御 贯徹之 御手 續に候 間、 御沙汰 不，， 相 待 r 

妄動いた し 候 者 は、 公武 之 御爲を 敗り、 以之外 

之 筋に 付、 此旨 厚相 心， 候樣、 末々 迄 巖敷可 

.i あ 二. ST 渡 I 候 

三 R: 

右 之 趣、 向々 へ 不ゾ 洩檨、 可， 被 一一 相觸ー 候、 

「近：：： 以来、 追々 同志 を 語ら ひ、 隊名を 私に 唱 

へ、 甚敷者 は 本 勤せ い 之 者と 雖も、 私に 隊へ加 

はり 候 者 も 有， 之 哉に. &g へ、 心得 違 之 事に 

候、 以後 右 樣之儀 は 不，， 相 成 ， 候、 尤御爲 筋 見込 

有 VIZ 者 は、 各 其 頭 支配へ 申立、 可.， 受， 1 指圖， 

i、  © 嬢德川 w! 紀十 

1 日の 條 LL 收む、 

三月 

右 之 趣、 向々 へ 不,， 洩樣、 可， 被 一一 相觸ー 候、 

「勅使 御 下向に 付、 先達 而 中より、 謹慎 之 御 趣 

意 相 守 候樣、 度々 被 M 仰 出， 候へ 4r 多 人 數之內 

に は、 心得 違 之 者 有， 之、 表に 君命 を遵舉 候て 

も、 心中 窃に 不平 を 抱き 候 輩 有い 之 哉に 相 聞、 


右は素ょり忠窗之心底ょ..^出候事に付、 臣子 

之 分に ぉゐ て、 尤之 儀に は 候へ 共、、 一 兩人之 心 

得 違より、 上 は上樣 御寺 入御 恭順 被" 爲，， 在 候 

御 趣意 も 水泡と 相 成、 下 は 億 萬 無辜 之 生 民、 塗 

炭 之 苦に 陷 b -、 御 家 之 覆 {J は 勿論、 皇 國紛亂 

之 端に も 相 成 可レ申 、千歳 之 後 迄 も、 御 當家不 

正 不信 之 名 を 被 J^., 受候樣 相 成 候 は、、 假令 

. 誠忠 之 心に 而、 一 死 を遂候 共、 眞之 武士道に 相 

叶 申 間 敷に 付、 能々 勘辨 いたし、 忍 ひ 難き 儀 を 

忍 ひ 居候 樣 可，， 被， 致 候、 尤 昨今 大總 督府、 幷 

官軍 先鋒 へ も、 夫々 御 申立に 相 成 候 次第 有レ之 

候 間、 御 趣意 之處 厚相 守り、 不忠 不義 之妄擧 

不. 致 様、 可. 被，， 心得-候、 |§，§?聰^、 

三月 

右 之 趣、 向々 へ 不,， 洩樣、 早々 可， 被，， 相觸， 候、 

〇 十 三日、 紀 藩堤嘉 市、 本多甚 五郞兩 人、 一昨 江戶 

表より 歸京之 由、 昨日 安藤 飛 輝 守よ b 申 上 置 候 儀 故、 

拜謁 被い 命、 去月 廿 九日 江戶 表へ 著、 當 月 二日 江 月 表 

出立 歸候 由、 H 光 宮駿府 迄 被 入、 今夕 督宮 へ 御 

對顏可 二相 成， と 申、 朝之內 に、 駿府 通行 之 由 ：！ 橋 公に 


候 也、 恐惶 謹言、 

三月 十一 日  御實名 

三條. 大納言 殿 

山 石 倉 右兵衞 督殿 

〇 十二 日、 有 帶刀來 邸、 去る 四日 立に 而東報 有 v^、 

江府は 愈鎭靜 候へ 共、 會津庄 內之ニ 邸に は、 蓄兵有 

レ之 風聞 之 由 ：！ 會兵 出張 之 聞へ に乘 し、 御先 鋒 11； 塚 迄 

進入 之 由い 3 光 宮様 は、 駿府迄 御 進み 之 御 運 ひ 之 由 い 

帶刀 云、 來る廿 =3 に は、 三 道 之 先鋒 一 處に、 御 府內打 

入 之 期 曰 之 由、 仍， 之 相考候 處、， 行幸 も 其 節 之 形勢^ 

第に 而、 自然 事 六 ケ敷相 成 候 は、、 浪華より 直に 御乘 

船に 而、 潜 幸 之 御密皆 杯 有 レ之歟 と 譲 論せ h^、 

1 、此比 藤 堂 之 藩士、 督府之 御用 承り、 歸京之 由 相 聞 

候に 付、 右帶刀 申出 候 趣 も 有い 之、 旁 承 調候樣 被， 命、 

今日 雪 江 出勤 懸、 藤 堂歸雲 tsS: 往訪、 質問 之處、 右は督 

府 よ り、 日光 宮を 被，， 仰 進 ， 候而、 去る 六日 於 ニ駿府 - 御 

對面 有.， 之 由、 其 上に 而御使 被, 命、 軍 防 局へ 之 御用 

狀、 外に 御用 物 持參、 早 追 ひに 而 八日 到 著 之 由、 御用 

之 次第 は、 页に難 n 相 分-候 得 共、 何分 宮檨 御對 面濟、 

直樣之 御用 故、 御 謝罪 之 御 一 條 にも 可い 有 哉と 相 


察 候 事 之 由、 此使之 者 之 物語に、 御先 鋒 橋 本 柳 原之兩 

卿 は、 兼而御 見込 之 通， 9、〇〇 割腹 迄 は、 御 仕 課 ふせ 

之 御 勢 氣之由 ：！ 外に 一 人、 江 BS 表より 同道 之 者有ン 之、 

此者之 申 口に 而は、 會庄內 傑 驚に 而、 佐 竹 怀は大 に 避 

易、 小 藩 は 追々 荷 擔に而 、束 國はニ 藩に 而、 可 k-, 併 

吞， 勢 之 山い 江戸 は 謹 愼ギ穏 之 姿に 候 得 共、 二 藩の 邸 

內には 多 人 數罷在 由 ：！ 會 縢より 出兵に 托し、 御先 鋒 は 

塚 迄 繰 込 之. H 等 物語 有い 之に 付、 其 段 於 n 官代： 御內 

內申ニ 上 之？ 

一、 今日 官 代へ 御 出勤 之處、 岩 倉侍從 よ.^、 右兵衞 督 

殿御 逢 被， 成 度 候 間、 御 返 出御 見合せ 被， 成 度との 御 

傳語有 、七 時比督 殿御 出勤に 而、 御 對談有 は、 

一 昨日 御 申立 之 御 次第、 三條 殿御 談之 上、 御先 手に 而 

壅蔽等 無， 之樣、 昨夜 急 飛 を以、 元帥府 へ 御 5. 通有 

由、 附 旅之義 は、 捆外之 事に 而、 今更 御 取 計 方 無レ之 

由、 且又 行幸 は、 いつれ に 可^ 被 ン在候 得 共、 御 日限 

は 御 不定 之 由、 太 政 官は御 移しに も 相成不 v&.s、 就 

而も、 公 は御殘 りに 相 成 候 機との 御談に 付、 御 人數計 

被，， 指 出， 度と、 御.^ 入 置に 相 成 由、 

私 云、 追考 に、 此 H 於，， 江 fic 大小 御 目 付 へ 御 達，； 


戊辰 日 
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と 云、 如， 此 なる 時 は大變 なり、 今之內 首謀 之 

者 を 斬て、 謝 候樣に 有レ之 度と 存候、 乍ン 併京說 

如何、 昨朝 澤村 修藏 着た る 害な b  、聞た る 事 も 

なきやと 問 ふ 故、 何之噺 しもな しと 答へ たる 

に、 夫に 而は 成り 不 候、 彥三 郞は是 よ.^ 品 

川へ 罷越、 修藏を 呼 ひ、 及 二 相談， 度 候 間、 林 は 

明晝迄 逗留、 消息 可 二相 待ハ 修理 は 早々 歸京、 

根本へ 力 を 盡し吳 候 樣致皮 由、 且尾侯ょ.^惣 

督 へ 御 出し 之 御 謝罪 狀は、 內々 之 事 候 へ は、 今 

一 應 老公より、 督府へ 被 二 仰 立， に 相 成欉致 度、 

且又 靜宮を 女王に 立て、 繼統 之御盡 力、 幷に德 

川 有志 之 者 を、 御 口 被^ 成 候 も 一 策なる 由 等 を 

說て 分袂、 川 崎 驛に而 午 飯、 矢 五郎 を 橋 公之 御 

機嫌 伺 に 差 出、 高木 文 平と を殘し て 西 上し、 此 

夜 神 名 川 驛に投 すと 記せり、 

〇 十一 H2  、今 早朝 爲，， 御 使； 雪 江 岩， 倉 殿へ 參上 之處、 唯 

今 三條殿 へ 御 出 之 趣に 而、 御斷 h- に 候 へ ：^ハ、 强 而御對 

面相 願 候而、 昨日 柬報之 通 b_、 御先 鋒 府內へ 御 打 入 

に 相 成 候 節、 不逞 之 徒 萬 一 及，， 暴擧， 候 半 も 難， 計、 左 

候而、 事 破れに 及 ひ候而 は、 天下 も 夫 切 之 事に 而、 太 


II  Hunt 六 

平 之命脉 も、 絕果候 事と 相 成 候 へ は、 何分に も 御 進軍 

を 被，， 止 候歟、 又 其 儀 は、 悃外は 御 委任 之 事に 而、 御攀 

肘 難， 被 レ成御 次第に も 候 は \此 件 公議に 附 せられ、 

御 進 止 御 決に 相 成候樣 との 御 建言 之 御 趣意、 縷々 及，， 

陳述， 候處、 卿 御 申に は慶喜 如， 形 恭順と 申、 加 大久 

保 勝 等 之 周旋 行屆候 事に 候へ は、 決 而暴勸 之 氣遣は 

有 レ之間 敷 候 へ は、 兵端 之 開ら く 人 き 道理 無い 之と、 承 

引 無い 之に 付、 此比英 公使へ 對し、 暴動 之 次第 を以、 

意 料 外に 發し、 不^得^ 止 事情 も 有い 之 趣 申 上、 漸々 御 

落 意 有 VN、 從^ H ニ條 殿へ 御 出 之 事 候へ は、 L 兩途之 

內、 何とか 御 談可ン 被い 成、 宫 へ 御 委任と は 乍 、御所 

置 之 結局 は、 是非 御 伺に 可，， 相 成， 御手 績 候へ は、 其 節 

は 急 度 御 含有 ,，之 段、 御 申 聞 有， 之、 罷歸右 之 趣 申 上 

處、 猶 又三條 岩倉兩 卿へ 被 J 迫 御 直 書 如， 左、 

1 翰 啓上 仕 候、 春暖 之砌、 先 以兩卿 愈御淸 安、 奉，， 謹 

賀 _ 候、 抑 今朝 中 根 薄 江 差 出、 愚意 之 趣 爲，， 申 上 ， 候 

處、 段 な 御 懇情、 御 返答 之 趣、 雪 江 罷歸申 聞、 謹畏舉 

レ存 候、 何分 至急 之義、 一刻 も 早 ふ 御 決議 奉 二 至 願， 

度、 幸 只今 兩卿御 參會之 事に も 被， 爲， 在 候 故、 早々 

御 相談 被い 決 候樣、 奉，， 企 望， 候、 此段 早々 及，， 言上 1 


モ、 軍事 収扱 故、 御任セ ノコ トシヤ、 夫 ヲ橋公 

テ モ濟ヌ 、只今 安房 ，ノ  、最早 出來ヌ ト云 切テ仆 

迴 フタ、 橋 公ト河 律ノ首 ヲ切ッ -ズ、 出サネ \ 承 

知セ ヌ、 然ラ ハ總督 -ズモ 何 テモ、 別 一一 置 カヨ 

ィ、 贵 樣御歸 リナ ラ 、ノ 宜、 今日 薩人 一一 モタセ 

テ、 大島ト 海 江 田 へ 手紙 ヲャ ッタ、 御 逢ナラ 

、ノ  、安房 、ノ 最 举 出來 ヌト云 フタ 、皇國 ノ亂ト ナ 

レ ハ 、互-一 賊トナ 产シャ 、御 力 サン ト、 御 祖母 

サン ノコ ト、 ノ、 安房 力 護 ルト云 フク クタ サレ 

ト云テ 引力 ル、 此 生死 ノ境 一一 至ッ ク、 橋 公- プ 乇 

ナン テモ、 取 事 二 彼是 ス ル者 アツ テ ハ 承知 セ 

ヌ ト怒ラ \  、 故、 御尤 至極 ナ レ ト モ、 此 危急 ノ 

場-  -ズ、 御 忍 ヒ下タ サレト 申 上グ、 〇 細 川 留守 

居澤村 修藏、 今朝 京より 來 著せる 故 往訪、 京狀 

を 問 ふに、 無二 異條： 五 H 御親征 被，， 仰 出 一而 已、 

廿 八！；：： 京發、 三日 大 井川に 而、 物- 督宮に 御 出逢 

申 候 得 は、 今 n: 駿府 へ 御 著なる へ し、 兩卿も 御 

立な く、 宮樣御 待 之 欉子之 由、 日光 宮樣 昨日 箱 

根に 而御 出合 申 候、 今： n 比 駿府へ 御着なる へ 

し、 東海道 出軍 之 隊長 を 問 ふに、 御 俯 頭 淸水縫 

I 戊辰 nr  Si  -.  I 


殿、 御 番頭 藤 澤彌次 兵衞、 柏 原 要 入、 御 舉行副 

役淺 井新 九郞、 御 兩卿附 添 周旋 方 益 田 勇と 云、 

今日は 山、 薩長 は- ^なる へし、 昨日 は 藤澤な 

る 由、 柬台 御所 替. 9 等之說 あり 如 i: と 問 ふ 故、 

素よ. -不， 知と い へと も、 決而 左様 之 事 は^ 間 

敷と 答 ふ、 暮 時前歸 邸、 △ 七日、 朝 六 ッ時過 磐 

邸 出立、 四時 過 川 崎 少し 手前に 而、 水 野彥三 

野に 逢 ふ、 引 昃し品 川へ 行と 云、 且云、 薩人ぁ 

,9、 橋 公に 至つ て 問 ふ、 一 橋 公 一 萬 五 千 之 兵 を 

率て 防饌 すと 聞く 如何、 答 云、 決而 左に 非す、 

最 恭順 謝罪 之 筋に 而、 兵器 ある 事な し、 彼 驚き 

たる 體に而 、左樣 なるや、 御 謝罪 之 事 候 は、、 

何分 督府 へ 可，， 相 伺？ 其 上に 而可， 及 H 御指圖 T 

夫 迄 は 御 返 留可レ 被い 成との 事に 而、 好意 之樣 

に 聞 ゆれと も、 詮 する 所 兵 を 止めす、 宫樣橋 公 

を も 人質に 取る 樣に而 は、 大變之 次第、 且水野 

忠四郞、先達而越老公ょ..^、尾老公 へ 御 廻し 之 

御 謝罪 狀を、 督府 へ持參 せし 其歸 り、 唯今 逢 申 

候 督府の 模様、 御 謝罪 狀 計に 而、 御實 跡な く 

て不レ 叶と、 其 語 氣舊內 府のロ 級 を- 51 むか 如し 

四百 十五 I 


虎 辰 a  ^  ^  

川に 御 逗留、 明日 は神奈 川、 七 B 藤澤、 八日 大 

磯と 申 御宿 割 之 由、 右に 付、 素よ. り 橋 公 御附添 

は 難 二 出來， 次第 故、 御斷， - 可，， 申 上？ 乍， 併 右 御 

謝罪 狀 御請 収之 有無 は 見屆可 "及、 復命 事 候 へ 

は、 明日 又は 明 後朝此 表出 立、 道中に 而御模 

欉致； 一 承知？ 直に 歸京之 上 可，， 申 上 一と 申談、 其 

段 矢 五郎 を以、 一 翁 殿へ 中 達處、 至極 可い 然と 

の 挨援之 由、 △ 六日、 晝時 登城 候處、 呼 出 も 有 

處に而 、於 ニ大廣 間？ 河 田 相 模守殿 面會、 御 

謝罪 狀、 御 別紙 田 橋 二 公 御 歎願 書、 錦旗 之 書、 

都合 四 通 御 渡 有， 之、 夫よ.^ 雁 之 間に 而、 一翁 

殿より 修理 へ 八 丈 稿 三 反、 矢 五郎 へ 1 一反、 東 台 

思 召を以 被， 爲ニ 頂戴 ハ其節 之御咄 に、 中 山道 一 

投檨 之騷き 有， 之に 付、 鎮撫 之 御人數 被，, 指 出， 

候處、 官軍と 引當り 可レ申 次第に 相 成に 付、 昨 

日 御使番 被,， 遣 候へ 共、 未 ，歸 由、 陸軍 不承知と 

申 樣に而 は 當惑之 至り、 何分 爲 n 引取， 不 候 

而は、 不二 相 叶 一との 事 也、 〇 日光 宮樣 は、 覺王 

院 よ，^ 申 上、 箱 根 御 越に 相 成 由、 〇 橋 公 は、 薩 

人來 り、 橋 公之 御 謝罪 之 次第なら は、 其 段督府 


へ 相 伺 可，^ 申 候 間、 夫 を 御 待 可い 被い 成樣 との 事 

之 由、 〇 服 部 等 も 同樣、 f 御 謝罪 之 筋 候 は、、 督 

府 へ 可 二 申達 - 候 間 、夫 迄控 居候 様との 事に 而、 

大 礎へ 逗留 之處、 又 別人 來. 9、 只今 人數 追々 操 

込に 相 成 候 間、 混雜出 來候而 は不， 宜候 間、 此 

處引 拂候樣 との 事に 付、 無レ據 SS 塚へ 引展居 

由、 〇 問、 諸 勢 進 候 は、、 何處 まても 御 入れ 被 

レ成候 哉、 其 通 b との 答な. o、 左 候へ は、 唯今 と 

相 成候而 は、 京都に 而間旋 より 外無レ 之、 早々 出 

立可レ 仕と 申 候處、 尙 厚く 御 盡カ被 二相 願， 候 旨 

被，， 申 聞； 〇 大廣間 入 側 口に 而勝 殿に 逢、 中 山 

道 之浪雜 如何と 問 ふ、 誠に クルサ ク テナ ラヌ 

鎮撫 ノ人 ハ 、安房 カ遣シ タノ シ ャ、 失 か フルク 

ハ、 安房 力 朝敵 ト ナツ テ乇 ョィ、 ー投カ 居テ、 

官軍 ノ妨 シテ ハナ ラ ヌ故、 人數を 出シ、 夫 力 

事-一 ナレ ハ無， 一 是非： 夫 切 之 事 シャ、 會 人力 入 

組ナト ハ濟ヌ 事 シャ、 Ef ク鎭 撫ハ出 來タ、 又 好 

民力 一 萬 五 千 計 故、 昨日 モ品 川へ 人數 ヲ出シ 

タ、 鎭 撫ノ爲 安房 力 申 付 タノ シャ、 橋 公 ト河津 

力、 其 人ヲ歸 シタ、 安房" 總 督-ブ ハナ ケレト 


事、 水 野 彥三郞 被， 遣、 一 と 周旋 如何と 申達 候 

へ は、 願 は 敷との 事に 付、 此 一 人に 而も、 不安 

心に 候へ は、 細 川 勢之內 に、 御 心 當之人 は 無 

ゾ之 哉と 申達 候處、 幸 熊 藩 金 坂 熊 太郞、 昨 H も 

大久保 殿へ 來候由 被 に 付、 其 者內談 可レ然 

と申談 す、 海 江 田へ 手紙 之 事 承.^、 其 邊に而 

被 レ成方 は 有 レ之間 敷 哉と 申出 處、 夫々 安房と 

兩 名に 而、 一 筆可レ 遣と 云 迄 之 事に 而、 夫邊之 

事に 非す、 且 安房へ 賴： 愈 候 迄 之 事 を 被 二 申 聞？ 

〇 返 出 途中、 下 Bit 先に 而、 水 野 彥三郞 へ 逢、 同 

道 再 登城、 相談 之處、 橋 公へ 水野隨 從に而 は、 

督府之 方 之 周旋 難，： 出來 一に 付、 替り 人心 配、 妻 

木 被 處、 同人 痢疾 に 而 道中 難，， 出來？ 品 川 迄 

は 可い 行、 其 上に 而之談 決と 相 成、 不定に 付、 兼 

而 物語 有 淸水畸 太郞、 氣慨も 有.， 之、 此 人な 

らは 行屆可 vs. と、 妻 木 へ 談候處 、【其 人 連れ 來 

候樣、 一 橋 之 物： 如 格に 可，, 申 付, 旨に 付、 昨夕 下 

谷 宅 相 尋候處 、向島 へ 引越 由に 付、 向島 へ 行き 

逢 候處、 隱遁之 志 決し、 引 込 候 由に 而斷. 0 候へ 

共、 色々 說得、 祿之爲 に 非す 候へ は、 祿は辭 し 


職 は 可い 受 との 事に 相 成、 只今 跡より 參候 由、 一 

今朝 橋 公と 一 處に出立可^致處、昨^^ょり歸宅ー 

不， 致 化合、 何分 此處 に而 は、 談も整 兼 候 間、 品 一 

川 迄 矢 五 郞罷越 候 様 致 度との 事に 而返 出、 矢 一 

五郞は 直に 品 川へ 罷越、 〇 會津 一 昨日よ. 

=3 へ 懸け、 國へ 引取. H に而、 船 車に 積、 和 田 倉 一 

兩 屋敷 明 退 之 由、  一 

右 去 e: 廿 八日 後、 四日 飛脚 發迄 之東狀 也、 五日 一 

以來 修理 出立 迄 之手錄 も、 愛に 附記して、 他日 之 一 

之 想 察に 備ふ、  一 

厶五 H  、晝時 過 林 矢 五郞品 川よ.，：' 歸り 云、 漸く 一 

之 事に 而、 彥三郞 御先へ 罷越候 事に 相 成處、 淸ー 

水 畸太郞 も、 橋 公之 御 緩怠 を慙 ち、 御先 へ 參りー 

懸合、 有無 可 二 申 上, 旨に 而、 御先へ 參. 9 候に 一 

付、 何分 矢 五 郞は御 一 所に 參候 檨、 被， 一 仰 出， 一 

候へ 共、 御供 之義 は、 嚴敷 御斷. ^申 上 候處、 見 i 

へ 隱れに 致 候而成 A ハ罷越 候檨、 左 樣無レ 之 候 へ 一 

は、 橋 公 も 御 進み 無， 之との 御 事に 相 成に 付、 一 

何分 罷歸 申談、 一 兩 日中に 可ニ罷 出， と 申 上、 引 一 

取 候 由、 旖公は 右 等 之 御 失望に より 、今晩は 品 


戊辰 B 認  

不二 相 叶， と 申せし 由に 付、 勝 氏と 兩 名に 而、 海 

江 田へ 之書狀 を、 去 冬 薩邸變 に 囚人に 相 成 有 

V^^薩人を御免に而持參せる由、△三H、 彥藩 

脇來. -、 木 曾路へ も、 一手 謝罪 使 御 括 出 可レ然 

との 示談 有 由、 木 曾路へ は、 彼 藩 人 數も指 

出 有" 之處、 鎭撫使 岩 倉 殿之參 _^、 薩人有 馬 藤 

右衛門、 京人 宇田 栗園大 過激、 直に 江 la- へ 踏 込 

可 レ申勢 之 由、 〇 昨日 橫川 室賀へ 相談 之處、 御 

小姓 頭収成 田下總 守、 荒 井筑後 守、 口村 主計 頭 

可 レ然、 御 小姓に 而も、 田 村 左 十郞、 千 田耍も 

可レ然 人物 之. a 、其 段 脇よ.^ 朝 倉へ 物語、 今日 

登城、 心配 可.. 有との 事 之 由、 〇 淀 侯 近習 役 之 

者， 早 駆に 而着、 申達 趣、 淀 侯三 島 驛迄罷 越處、 

薩州 先鋒 之 者、 使 なれ は 決して 通し 難く 候 間、 

被 „ 引返， 候樣支 事に 付、 小 田 原 迄 引返し、 菩 

提所紹 太 寺 へ 逗留、 懸 合に 相 成處、 使なら は 難 

ゾ通候 得 共、 督府 より 御 指圖有 候 へ は 可レ通 

候 間、 督府 へ 掛 合に 相 成候樣 との 事に 而、 此道 

塞 たる 由 を 申 來れる 由、 然るに 於 二 朝廷： 老 

公 迄 御沙汰 有 、督府 へ 御 達に 相 成 候 樣之御 


四百. f  二 

書付、 今朝 服 部筑前 守持參 出立 故、 夫に 而 貫徹 

にも 可 二相 成， 由、 右に 付 何分 水 野 彥三郞 、早々 

督府 へ 遣し、 周旋 不ぃ $ ^い 致. 候而 は、 門 へ 通徹 

之 道無レ 之に 付、 爲ニ 相談： 慕 時 前より 矢 五郎、 

彥三郞 方 へ 罷越、 〇 中 山道 謝罪 使 は、 由 良 信 濃 

守 殿、 大目 付 梅澤孫 太郞、 御 目 付 櫻井庄 兵衞、 

今朝 出立に 相 成、 松 平 播磨守 不快に 付 、出勤 次 

第 北陸 道 へ 被，， 罷 出，. 0、 此道 之參謀 は、、 律 田 山 

三郞 故、 都合 可い 宜由、 △ 四 日朝、 矢 五 郞歸. -來 

h- 、昨夜 待 明し 候 得 共、 彥 三郞歸 b 不， 來由、 彥 

三郞 僕、 廿六 n 尾 州 出立に 而昨 夜着、 督府は 金 

谷 宿、 兩卿 は駿府 逗留 之 由、 軍勢 は 尾、 紀、 細 

川、 藤 堂 之 由、 薩長 島 田 前後に 關門を 構へ、 箱 

根 は 薩に小 田 原 藩、 大村は 畑 之 由、 藤澤 に而薩 

人 1 一人 を見受 た. -と 云、 〇 八 半時 比 登城、 大 一 

殿 へ 逢對、 淀 侯 之 事に 付 而も、 御 謝罪 狀 軍門 へ 

可，， 相 達  >  見込 相 伺處、 京都 之 被，， 仰 出 ， 候 を、 服 

部筑前 守持參 之. 外な しとの 事に 付、 夫 も 先手 

に 而不ぃ 知事、 督府ょ り 御 指 圖之上 杯と 申 候 

而は、 又々 閉塞に 及 候へ は、 尾 州 勢 も 出 ins 候 


候 女 使、 今日 畫比着 之 由、 〇 午後 矢五郞 同道、 

橋 邸 へ 罷出 候處、 御用 人 川 村 淸輔、 巾 根 長十郞 

逢 對候而 物語に、 鬼 角 西 城 間違の みに て 、搾取 

不レ申 由、 夜に 入 若 老河渾 殿御 出、 靜せ ：！ 御 使 今 

畫着、 是は 參內も 不二 出來 T 御文 は 受取 タと計 

申來 由に 而大 歎息、 會桑松 山 之 謝罪 狀、 桑 家 

は家來 計に 而出候 由、 御持參 之靜宮 御文 も、 于 

レ今 御到來 無い 之 由、 「橋 公 御船 之 事 相談に 付、 

決而 不.， 可， 然、 彼 必橫道 杯との 申立に 而、 受付 

け 申 問 敷と. S. 達、 多分 御 陸行に 可 二相 成， 趣 之 

由、 御船 行 之 御內盧 は、 一段 尾 州へ 被い 爲ン 入、 

老侯 へ 御 相談、 夫より 督府 へ 御 出 可， 被い 成、 御 

心算 被い 爲" 在 事 之 由、 〇 水 野 云、 宫御使 京 著、 

即 C! は參內 出來不 ,，申 、翌日に 相 成. 5、 御 直筆 

御 返事 有， 之 事、 實說に 候、 〇 田橋兩 公之 御 謝 

罪狀之 儀、 御 相談 有 ^ 之、 恐存之 次第、 夫々 申 

上、 御 草稿 出來 す、 厶三 H 朔日、 箱根關 門、 薩長 

大村之 人數詰 切、 諸 荷物 繼立難 n 出來ー 趣、 小 田 

原 問屋より 中 達 有い 之. a、〇 板 倉 用人より、 草 

尾 まて 報知、 小 田 藩より、 一 昨 HI 之 飛脚 相 

1 戊辰 日籼 


達、 日光 宫 より、 藝州 重役へ 御懸 合、 官第箱 根 

以東へ 不， 1 罷 越-様、 被，， 仰 出， 候處， l!tr, 畏候得 

共、 寒 氣之折 柄、 山中に は堪兼 候に 付、 畑 湯 本 

邊へ罷 越、 齊府御 下知 相 待 候樣仕 皮. is. 上、 

御 聞 濟に相 成 、宮様 は 小 田 原 御 出立に 相 成 由、 

官軍 右兩 所に 屯 猿、 爲ニ 探索 一 H 々五六 人つ 、、 

小 田 原 以東 へ も 罷越候 へ 共、 一 泊 は 不.， 致、 夜 

分 は 歸陣之 由、 A  二  u、 彥藩脇 伊織、 橫 川源藏 

來訪 云、 淀 出立、 日光 樣も御 立、 橋 公 も 御 立と 

相 成 候 へ は、 形迹は 具備 候 得 共、 押 強き 人を附 

屬 する 外 なしとの 談に相 成、 橫川 は室賀 へ 、 

脇 は 西 城、 修理 は 橋 邸へ 罷出、 橋 公 御 立 は W 後 

四 日 早朝と 御 治定之 由、 河 野、 河 田、 朝倉掼 添、 

御用 人 は 川 村、 中 根 之 由、 水 野 彥三郞 も 隨從、 

是は 道路 御 滯も有 候 へ は、 船に 而駿州 へ 罷 

越 積 之 由、 Q 明 早朝、 若年 寄 服 部筑前 守、 御 目 

付 堀 成 之 助、 謝罪 狀持參 出立 之 由、 〇 靜宮 御代 

筆 御誉付 も、 出 不ゾ申 事に 相 極 由、 〇H 坂に 而、 

薩八或 人に 問、 大久保 ： 翁 殿 は 何故 出不 VH- 

哉、 外 之 人に 而は 不二 相 叶？ 御 役 方に 無 レ之而 は 


戊辰 B 詛  

間、 御 達 申入 候 也、 

東 山道 總督府 

參 謀 

5 删御 人數中 

甲 州 表 人 氣騒立 候に 付 、鎮撫 差遣 候 衆 之內、 脫 

走 之 者 も 相 加、 對，, 官軍， 1  学 端 開 候 哉 之 趣 相 聞 

へ、 右 は 兼 々被，， 仰 出， 候 御 趣意に 相 背 候 者 共 

に 付、 召 捕 次第、 夫 々厳重 御所 置 可^ 有 候 

間、 心得 違 m ぶ之檨 可.， 被^ 致 候、 

右 之 趣、 向々 へ不ぃ 洩樣、 可.， 被-相 觸- 候、 

三月 十日 

又 云、 修理 內狀不 い 知 二 所在， に 付、 手錄を 略抄す 

る 事 如 二 

1 一月 晦 =1、 追々 飛脚 之 者 報告に 付 而も、 官軍 駸 

駸御 前進 之處、 江 府之御 仕出 御遲 緩に 而、 御手 

後れに 可，， 相 成 I 模檨、 難， 安 n 寢食， 次第に 付、 

今 早朝 修理よ.？ K 久保 殿へ、 先 一 橋 家老に 而 

も、 被，， 指 出-候 而は 如何との 書面 指 出 置、 後刻 

登城 之處、 大 一 殿 面 會に而 被， 申 候 は、 橋 公へ 

は、 若老に 而河津 伊豆守、 大 監察に 而河 田相模 


守、 監察に 而朝倉 藤 十郞被 n 指 添 _ 由 、橋 公御沙 

汰に、 薩人小 田 原 迄 押 來候趣 故、 陸行 は 御 好 

無レ 之、 窥 船に 而駿. 州淸水 港へ 御着、 夫よ. -駿 

府へ御 出 被， 成 度、 陸行に 而淀も 止ら れ、 日光 

宮も進 兼候處 なれ は、 又 な 御 出 懸け、 薩之賤 人 

に 御 留られ 被い 成 候 事 は 難 ゾ被レ 成に 付、 田 安 公 

確 堂 公、 御 出に 相 成可レ 然との 御 申出に 而、 迷 

惑 被， 致 候 由に 付、 修理 云、 何分 御船 は不， 可， 然、 

强而 御船に 相 成 候 は、、 田 確 二 公之 內、 御 陸 

行 相 成候樣 申，， 達 之？ 日光 檨御 役者 覺王院 は、 

山 を 越 向へ 引 居候 故 か、 薩之宿 割 體之者 三 四 

人 小 田 原 へ 來h^、淀は召し人に非す、通し難し 

と指留 困窮 之處、 日 を 經而、 武器 を 除て 通り 不 

ン 苦との 事に 而、 漸く 前進 之 由、 〇 日光 様 御 策 

は 薩之宿 割 樣之者 を 被 二 召 達？ 關 門 を 越て 御 泊 

b  、關門 を 以關柬 之 過激 輩 を 遮.^、 又 薩-: 之 進 

入 も、 御 指 止 之 御 積なる 由、 〇 奥 宮樣之 御^ 書 

は、 御 嫌疑 有， 之、 御出來 難い 被い 成に 付 御代 筆、 

御 封な し、 田 橋御兩 口に 而御 書付 出 候 を、 御 持 

參之御 積 之 由、 〇 靜 宮様よ b  、京都へ 被 二 指 上- 


令 二 謹 承-候、 先 以彌御 安泰 欣然 候、 陳は江 5^ よ 上 

急 飛 御 到來之 lb に而、 本紙 拜見、 且段々 示 諭 之條ー 

條、 御 心中 令，， 恐察， 候、 乍， 去決而 深く 御 配慮 之 1 

は、 有い 之 間 敷 哉 1 三 道 之 進軍 着 府之上 は、 素より！ 

今日に 至 不レ得 、亦 謝罪 之 道不， 立 筋、 毛頭 無，. 

事と、 かねく 愚盧 候、 併總督 へ凡而 不通と 申 

は、 頗 如何 之 事と 存候、 右 等 は 速に 勘辨 可い 仕 候、 何 J 

分に も 春 來御內 話 も 有 事、 於い 臣は聊 存込之 碧 

も 有 、總督 より 決 極 は、 御 伺 出に 相 成箬に 付、 1^ 

爭に すら 不一 一 相 成 一 候 得 は、 必御 配慮 之. 筋 は 無， 之 哉， 

と存 候、 右に 付、 明日 來臨之 事 は御斷 申入 候、 尙 明； 

後日 拜上、 萬々 可，, 申 承, 候、 仍早々 御請 迄 如い 此候 j 

也、  J 

三月 十日 夜  具 視 ハ 

御受  ^ 

尙々 此御报 US 趣 は、 尊 卿 限り、 必御洩 し 無， 之檨 、親 

覽後 早々 御 火 巾 可い 給 候 也、 

右 御 報 之 趣に は 候 得 共、 是に而 御 安心 も難レ 被， 遊に 一 

付、 猶 明朝 雪 江 被 二 指 出： 可,， 被い 及，， 御 建言， 御 趣意 之 一 

次第、 雪 江へ 被い 仰 二八 rC 之； 

• 戊辰 B  0.  J 


私 云、 追考 に、 此 B 於，， 江 表； 川 勝 備後守 殿よ 

.9 大小 御 目 付へ 御 達 如， 左、 

中 山道 御 總督府 へ、 爲，， 御 歎願？ 大目 付 梅澤孫 

太郞被 n 差遣-候 處、 別紙 之 通、 御 総督府よ. - 

被，， 仰 出， 候 趣に 而、 先鋒 隊長 相 渡 候 問、 爲 二心 

得， 相 達 候、 就而 は、 彌以御 恭順 之 御 趣意 厚相 

守、 決而 心得 違 無，， 之樣、 被，， 仰 出， 候、 

三月 

右 之 趣、 萬 石 以下 之 面々 へ、 不ぃ 洩樣可 二相 達， 

候、 

德川慶 喜、 幷家來 共 歎願 書 三 通、 被い 致，， 傳 逢？ 

及 n 披露， 候處、 右 は 早速 朝廷へ 御 差 出 可， 有 

レ之、 £: 乍い 去 今度 先鋒 總督之 勅命 を 蒙り 御發向 

に 付、 今更 私に 進軍 を 止 候 事 は 難い 被 ，遊、 何分 j 

大總 督宮、 及 東海 北陸 兩道之 總督サ r 於，， 江 戶 一 

表， 御 會議之 上、 可レ 被，， 仰 渡， 候、 尤慶喜 一 身 之 

進 返 は、 朝 命 被, 爲， 候 上に 無，， 之而 は、 私に 

御 取 計 難 n 相 成， 候、 

右 之 趣、 慶 喜家來 共へ 可 n 申 渡， 旨、 御沙汰 候 

一 


 戊辰 日 -詔  

被， 成 度 由、 大久保 勝 等へ は、 卿よりも 手續有 v^、 兼. 

兼 被，， 賴越 I 候 儀 も 有 由 等、 御物 語 有 由、 

〇 八日、 今朝 雪 江、 山 田 太郞左 衞門寓 往訪- 侯 之 御 進 

止 承 之處、 一 旦桑名 迄 御上 之處、 元帥府 之 命に 而御引 

返し、 岡 崎邊迄 追隨に 候、 依 竹 田 市 郞兵衞 を督府 

察訪 使に 被 d 退、 御 取調 有， 之、 此者御 途中 迄 復命 次 

第、 元帥府へ 御 進 之 御 積 之 由、 何分 御 謝罪 之 筋 を、 中 

途に 抑留 之 施策 を 被,， 考之 由、 「去月 十九 H 立 江戶飛 

脚、 昨夜 着、 官軍 御先 鋒、 已に小 田 原 迄 進入 之 由、 此飛 

脚 も、 薩兵嚴 密之檢 査に逢 ひ、 甚 困窮せ し 由、 通路 切 

斷之 勢に 有い 之 由、 「東國 之景氣 は、 無道 なれ は、 錦旗 

不レ足 レ畏と 思 へ る 勢 之 由 等 物， 一語 之？ 

〇 九日、 今 曰 太 政官へ 臨幸 被， 爲， 在、 捲 簾に 而、 蝦夷 

地 開拓 之 儀 被，， 仰 出？ 衆議 被， 爲， 聽、 畢而 上下 精勤 之 

御 褒詞. 、岩 倉 卿御讀 渡しに 而酒 饌媽， 之、 

〇 十日、 去る 四日 江 llxj- 出立 之 飛脚、 今夕 着、 彼 表 愈 

御靜認 に而、 御 恭順 之 筋 御行 屆に 付、 撟公も 巳に 御發 

途之御 運 ひに 相成處 * 此頃 出立 之 淀 侯、 三島驛 に而、 

薩州 先鋒よ. 0 之懸 合に 而、 小 田 原紹太 寺へ 潜 居之體 

と 相 成、 御 謝罪 狀 途中に 擁 蔽淹留 して、 督府へ は 相 達 


間 敷 形勢 之 由、 日光 宮様 御聲懸 h- に而、 箱 根 以東へ 

は、 進軍 無， 之 趣 候 得 共、 斥候と 稱 して 追々 進入 之 由、 

府下 有志 之 面々、 鎭靜 勿論な から、 暴動 之 者 今日に も 

難レ 計、 甚 危殆 之 景況に 而、 心痛 至極 之 由、 縷々 細々 本 

多 修理 方よ. 0 申 求に 付、 公に も以之 外御勞 神に 而、 夜 

に 入、 右 修理 方內狀 に被レ 添、 岩 倉 卿 へ 被.， 遣 御內書 如. 

ゾ左、 

一筆 致 n 啓上， 候、 先 以愈御 安全 被" 成，， 御 勤務； 奉， t 

敬賀ー 候、 陳は、 唯今 江戶 表よ b 急 飛脚 到來、 家來之 

者より 別 分 之 通 申 越、 誠以 驚愕 之 至、 £ 皇國之 御大 

事、 實に 旦夕に 切迫し、 奉，， 恐 入， 候、 爲，, 皇國， 伏冀 

く は、 唯今よ. 0 早々 御手 を 被い 付、 先以御 進軍 御 指 

留、 謝罪 狀御取 揚に相 成 候樣、 迅速 被，， 仰 付， 候半而 

は、 實に 危急 無二 此上, 儀と 奉い 存候、 何分 今夜 中に 

も 御 發令之 程、 爲ニ 天下 - 奉 n 仰 願 - 候、 猶 外に 申 越 候 

儀 も 御座 候 へ は、 委細 は 明朝 贵. 宅 へ 參上、 可 レ及ニ 面 

罄 T 至急 之 條而已 拜啓仕 候、 恐惶 謹言、 _ 

三月 十日  御實名 

右兵衞 督殿  • 

右 御 即報如 a 江、 


紙、 報國 勇士 連、 希 は 來廿八 =樱 馬場 へ 寄 合 申 

談候檨 なと 有，， 之、 誰か は不 い； 1^ 候 得 北 r 御謹愼 

之妨 けに 相 成 候、 素より 十八 歲已上 幾お 人と 

か殘 居候 由、 歸國 せし は 老人 婦女 之 類 之 由、 頸 

分 は 隨分相 分り 有い 之 候へ 共、 1^ の 向 は 不，， 落 

付-之 由、 路費 なく は、 幕より 被レ 下候樣 申立 候 

由、 何分 此度 は、 會始役 方 迄 之 謝罪 狀、 橋 公 御 

持 參之心 積 之 由、 〇ー 一宇 頃より 矢 五郎 同道、 紀 

邸へ 罷越、 山 高 石 見守 衡談 之處、 別に 好手 段 

も 無 樣 子に 而、 弊 藩 は 事情に 球く、 周旋 家 

樣之者 は、 皆々 國 元に 罷在甚 無人、 尊 藩 は 京都 

へ も 御 出、 御 事馴之 事故、 何な，.^ 御 心 付 被レ下 

候 へ は、 評議 之 上 御 加 はり 可い 巾 杯との 談判 に 

而、 別に 蠡カ之 工夫 も 無 レ之由 等 を せし 迄 

也、 右は廿 八：！： 飛脚 發 □ を 略記す、 

〇 七日 御 布告 如い 左、 

今般 王政 御 一 新に 付、 朝廷 之御條 理を逐 ひ、 外國 

御 交際 之 義被ニ 仰 出： 諸事 於 n 朝廷； 直ちに 御 取扱 被 

レ爲ン 成、 萬國之 公法 を以、 條約御 履行 被， 爲レ在 候に 

付、 全國之 人民 叙 ils を 奉戴し、 心得 遠 無， 之樣、 被 こ 
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仰 出， 候、 自今 以後 猥りに 外 國人を 殺害し、 或は 不 

心得 所業 等いた し 候 もの は、 朝 命に 悖. 9、 御 國難を 

釀し 候而已 なら や、 一 n: 御 交際 被， 仰 出 一 候 各國へ 

對し、 皇國之 御 威信 も 不二 相 立， 次第、 甚以 不屈 至極 

之 儀に 付、 其 罪之輕 重に 隨ひ、 士列之 ものと 雖も、 

至 當之典 刑に 被， 處候條 、銘々 舉ニ朝 命 T 猥.^ に 暴行 

之 所業 無" 之檨、 被 n 仰 出 - 候 事、 

一 一 月 

王政 御 一 新 之 折 柄、 天下に 浮浪 之 者 有 而は、 實 

に 不二 相濟， 儀に 付、 士分 之 者 は 不レ及 vs. 、農 商た b 

とも、 一 切 脫國不 い 致 様、 敷 取 緑 被 二 仰 付， 候 、畢竟 

言路欝 塞、 政令 不行 屈より、 自然 脫國之 者 生 候 事 

故、 無，， 上下？ 皇國之 御爲は 勿論、 主家 之爲 筋等存 

込、 建白 致 候 者 は、 大に言 路を洞 開し、 公正 之 心 を 

以、 其 旨 趣 を 十分に 儘 させ、 上下 隔絕 之忠無 檨 

可ビ致 候、 尙其 趣に よ， 9、 太 政 官へも 可，, 申出， 候樣、 

被，， 仰 出， 候 事、 

1 一月 

1 、此日 官代御 出勤、 昨日 之 東 報 內狀、 一 々岩 倉 殿へ 

御開 示 之處、 彼 土 之 狀情を 知る に宜候 間、 明朝 迄 借 33 
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檢、 御 謹慎 之 樑子見 屆等之 儀、 兵隊 入 込候而 

は 人心 沸騰に 及 ふへ き 故、 御 承知 難， 被， 成 候 

へ 共、 勅使 幷 供人 迄 之 儀 候へ は、 御 頓着 無 

思 召 之 由、 〇 此日紀 州よ. 5、 山 高 石 見守 到着 之 

爲 有" 之、 明日 八 時 比より、 紀 邸へ 罷 越候樣 

申 求る、 右に 付、 尾 之 方 取調 候處、 重役 出府 は 

無レ 之、 水 野 彥三郎 相 心得 周旋に 付 1 明 午後 

磐 邸 へ 可い 來由、 返答 有， 之、 〇 橋る 又 々 御辭 

に 付、 夜に 入 服 部 筑前守 被 J 退 由、 A サ 八：：：、 會 

之 件、 猶又 申立 可，， 然、 口、 大久保 殿へ 申 談處、 

監察 中に 而堀貞 之 助、 妻 木 多宮、 梅澤孫 三郞輩 

候へ 共、 此人々 承知に 而、 上様へ 申 上 候 而も、 

上 樣は其 者 へ 爲，， 御 任 一 に 而、 御 引受に は 不二 相 

成^^處至難之由、〇日光宮檨は、駭府に而、總 

督宫へ 御 對面之 御 都合に 而御 發途、 御 道中 も 

御 緩々 被， 爲" 入 由、 〇 靜 寬院宮 檨御內 使、 御 道 

中へ 御文 は六ケ 敷に 付、 淀 侯 御 內使御 兼に 相 

成 候 へ は、 德川之 御 使 計に 無 故、 可， 然歟之 

御 見込 も 有レ之 由、 〇 午 時 水 野彥三 郞來. o、 京 

地に 而、 老公 樣 より 御沙汰に 付、 赏役 出府 可 


四 百 六  

レ致處 、無人に 付、 詰 合 之 役に 而、 致 こ 周旋 一 候 

檨申來 候 得せ r 此. 表 重役 は 事に 馴れ 不レ申 故、 

彥三郞 へ 周旋 委任に 相 成 由、 右に 付、 サ 六：：： 橋 

公 へ 出 候處、 御前 へ 被，， 召 出： 御 使 被，， 仰 蒙， 處、 

三 家と 違 ひ、 部屋 住 同樣、 不，, 事馴， 候 間、 彥三 

郞出候 は、 行く との 御意 有 候へ 共、 事務 多 

端、 且 主命 も 無 故 を以、 御 辭退申 上、 is!  Hii 之 

內御 同道 可， 然旨、 申 上 候へ 共、 御 人 無， 之 候 

間、 何分 罷出 候樣 御沙汰に 而、 私 不，， 罷出， 候 

へ は、 橋 公 も 御 止め 可 レ被レ 成との 仰 故、 無ーー：^^^ 

非， 及 二 御受： 晦日に は 御 發途難 レ被レ 成との 御 

儀 候へ 共、 一 日 も 早き 方 可い 然と 存候 由、 大總督 

府に而 御 詰問 ある へ き歟 と、 殊之外 御 恐怖 之 

御 樣子之 由 申に 付、 たと ひ 御 詰問せ：， 之 共、 都 

而 不都合 を 御 引受に 而、： 御 謝罪 有， 之 候 へ は？ 

其 上 御 詰問 可 之樣無 と 答 ふ、 彥三郞 又 

云、 會 先達 而之歎 願書 は、 功 能書 同様 故、 此度 

改 而純粹 謝罪 狀指出 候樣及 n 說破 I 處、 君侯歸 

國故、 急々 に は 難， 被 仁订 勢 故、 詰 合 家來ょ .9 指 

出 攸梳巾 閱、 大方 落着 之 由、 又 昨夜と か、 所々 張 


共、 畢竟 上樣も 御捨 切り 難^ 被，， 遊 思 召 被， 爲 

レ在、 諸 有司 も 多く 荷擔， 先達 も 御 役 方 謹慎 之 御 

沙汰 之 節、 會も 急度愼 被，, 仰 付， 伺濟 にも 相 成 

處、 發表之 期に 至 .5、 何方に 而 か；^ 滅し、 何共 

御沙汰に 不， 一 相 成， と 申 樣成勢 之 由、 廟堂に 而會 

之 事を議 せられ 候 は、 一 翁老 一 人に 而、 應答之 

相手 も 無 運 ひ 之 由、 <3 廿五 n 淀 侯 も 被， ー罷 

出， 由に 而、 大久保 殿よ. -申來 、修理、 矢 五郎、 

上野 大慈院 へ 參上之 所、 淀 侯 御 逢 有い 之に 付， 矢 

五郎より 京師 之 事情 詳達之 上、 會之 御所 置 無 

レ之、 此 儘に 而は 不二 相濟ー 趣、 修理と もく 厳 

敷. S. 立 候處、 淀 侯 は 篤と 御 了解 有い 之、 一 翁老 

噺に、 上 樣も御 承知に 而、 御 直に も會 人へ 御說 

得 之 思 召 之 由、 乍い 併 家來共 俄に 不ぃ殘 歸國候 

檨に而 は、 も 引取 申 問 敷 候へ は、 先つ 下屋 

敷へ 爲，， 引取 f 主人 は國 元へ 指 下し、 謹 愼御沙 

汰相待 候檨、 被 二 仰 付， 候 趣、 御所へ 被，， 仰 立， 思 

召 之 由、 夫々 御 役 々 御所 置 之 御 草稿 等、 御繞有 

、矢 五郎 儀 は、 猶. 又 妻 木 多 宮殿へ 出會、 一 條 

及 二 嚴達ー 候處、 盡カ可 レ有レ 之との 寧に 相 成、 △ 
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廿 六日、 京都 廿 H 立 飛脚 着、 此者嗚 海に 而、 總 

督宮 御着 之 宿 札 見受候 由、 吉田衔 に而、 何とか 

申堂上方御出有v^-由、 RI 坂邊 に、 薩長 人數見 

受、 其 次に 細 川、 尾 州 之 人數有 ,，之 由、 小 田 原， に 

而、 上野 宮御泊 見受候 由. S.  二 立 之？  A 廿七 = 、京 

都廿 一 日立 之 飛脚 着、 此者岡 崎に 而總督 .>2 、藤 

枝に 而 薩長 探索 人數 五十人 計、 荒 井に 而橋本 

榊 I 柳原兩 卿、 幷人數 五 千 計 見受候 由、 〇 今 早 

朝 大久保 へ 行、 會狀相 伺 ふ處、 昨 H 御 評議 相 成 

處、 諸 有司 一 人と して 被， 一 聞 入： 衆 無 之 勢に 而、 

迚も 不二 相 叶？ 上檨 にも 具に 御 見捨は 難， 被レ成 

候處、 困難 之 由 、笛 も 役人 共 は、 內心は 知す、 表 

向は說 得に 服 候 様相 見 候 へ 共、 表 方 下々 に 至 

迄、 一 向 不服 之 體に而 、被， 致 方 無.， 之 由、 拆田 

府公は 沖 J も 不，， 叶、 昨日 は大 議論に 相 成 候 得 

其、 迚も 不っ 打、 依 而田橋 之內御 一 人と 申 事 切 

に 申、 且橋 公へ、 御 目 付 川 勝より 中 上 候處、 回 

く御斷 りに 相 成に 付、 無レ據 拙者 申 上、 漸く 事 

にて 御開 入に 相 成、 今一 應表向 被， 命 候 はゝ、 

御請 可" 有い 之 旨、 御 答に 相 成 由、 〇 自然 江城點 
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レ左、 

上 樣東歙 山へ 御 謹愼、 御 謝罪 被 J^,, 在 候 段、 H 

光 御門 跡に ぉゐ て、 不ぃ 被い 爲レ忍 候に 付、 來る 

廿 一 日 御 發途、 御上 京 被い 成 候 段、 被 二 仰 入， 候、 

此段爲 二心 得： 向々 へ 可. 被. 達 候、 

二 ほ 

1 、同時 田 安-お 門 公より、 去月 廿 一 日铍， 一指 立， 候 御 飛 

礼 之 御內報 書、 如-左、 

以二急 飛， 御 差 越 之 貴簡、 廿 七日 晝八 時、 雪 手 致ニ披 

閱， 候、 先 以益御 安全、 珍重 奉い 存候、 然は御 別紙 之 

趣、 委細 承 額、 右 御 謝罪 狀持參 之 儀に 付而 は、 一 グ 

橋 大納言 殿御 使 相勸候 積り、 昨：" 評決い たし、 御請 

被レ致 候、 右に 付而 は、 猶又 急速 發途 に 相 成候樣 

可 n 申 進， 候、 拙 生 今日は 登營不 V 致に 付、 家老 を以 

西 城へ 申 遣 候、 夫々 へ も 及ニ演 達： 猶此 上に も 厚く 

取 計 候樣致 可い 申 候、 左檨御 承知 可い 被， 下 候、 所要 

而已、 早々 如， 此 御座 候、 謹言、 

二月 廿 七日 I 八  慶 賴 

松 • 平大藏 大輔樣 

私 云、 此時 修理 之 內狀、 東 土 之 事情 形勢 を 詳盡せ 


し 物な. 0 しか、 可 ン惜其 所在 を 失せ. 9、 雖,， 然當 

時 之 形勢 追想 之爲、 修理 手錄 を略沙 して 左に 記 

一手 錄云、 廿ニ  H  、駿州 西倉澤 よ. 9、 林 矢 五郎 同 

道 引返し、 廿 四日 二字 江 in; 着、 五 字 登城、 大久 

保 一 翁 老拜謁 、田 安 公 御 使 之 事、 尾紀 へ 御談に 

相 成 候樣、 及 二 物語， 候處、 翁 被 n 申 聞 I 候 は、 此 

儀 は 巳に 、上様に も 御 心 付に 而、 翁よ b 申 上に 

相 成 候處、 田 公大 御 驚愕に 而、 是迄 御旅 行 被 

レ成 候御覺 へ 無い 之 候 得 は、 御 遠方 へ は 御 出 難 

ゾ 被，， 成 趣に 而、 彼是 御 延引 相 成 旨 之 由、 〇 上様 

御 恭順 御 謹慎 は、 御所 御請 も 宜方候 得 共、 會津 

隱居と 計りに 而は、 誠に 伏罪 之 印 も 無い 之體、 

松 山 始隱居 跡目、 家督 相 續等之 御 不都合 有， 之 

候而 は、 誠心 不二 相 叶-次第、 此邊御 一 層 之御衋 

力 有 樣申上 候處、 其 筋合 大久保 殿に は、 能 

相 分 b 有， 之 候 へ 共、 會ま人 は歸國 に 相 成 候 得 

共、 家來共 更に 不ぃ愼 、精兵 五 百計 居殘 り、 御 域 

內 にて 調練、 或は 神奈 川へ 手勢 出張、 奉行へ 一 

萬 五 千兩を 借り、 武器 栴求等 之 事 有， 之 候？ 付 


昨 二  H 晦 ^ 付 日、 閣下 參朝之 中途、 大和 之產三 枝蓊、 

城 州 桂 村 之 産 朱 雀 操、 意外 之 暴行に 及 、貴 國之 兵士 

數 人に 手 を 負せ 候 次第に. g 運 ひ 候處、 幸 附添之 者 

よ. 5、 壹人は 打留、 一人 は 被-召 捕- fa  Jlfl?  士候段 

申出 候、 國之 政府 麟は 5 かにお ゐ f 於て は、 專 ら外國 

交際 を 重し、 普 親睦 を 厚 ふせ ん か 爲、 參朝之 儀 も 申 

入 候 儀 は、 兼々 f 而御諒 ぉ^ 之 通 候處、 頃日に 至り、 右 

樣之 所業、 數々 有 候 は、 必竟我 之 f か 政令 不行屆 

より 生 候 次第， 各 國に對 し、 實以汗 背 心外 之 至に 

候、 勿論 右 之 者 餘類之 者 有無、 精々 探索 を盡 し、 何 

處迄も 根 を 可， 斷候、 又 召 捕 候 三枝蓊 は、 兩國 政府 

之 重大 之禮 式を妨 け、 不屆 至極に 付、 厳科に 可レ處 

は 勿論 之 事に 候、 且又 食國之 兵士 手 負 之 者、 治療 

不， I 相 屈： 終 及，， 死 {J ー歟、 又は 是 よりして 職掌に 離 

れ、 活計 を 失 ふ 時化 者 は、 我 か 政府より 至當之 養育 

料を與 へ て、 忿恚之 一 端 を 慰し 申 度 候 は、 我 か 

政府 之 實意候 間、 此 段贵國 兵士 は 勿論、 本國 政府 へ 

も、 厚意ば 徹候樣 、以 一一 書面， 可 一一 申入， f!;:^ る 旨、 朝 

命 有， 之 Inf に 付、 此段 如， 期 f 此 御座 候、 以上、 

© 岩 倉 公資 記 
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三月 一 日  . 三條 大納言 

岩 倉 右兵衞 督 

德大寺 大納言 

越 前 宰相 

一 、此夕 三 條岩倉 南 卿、 御 退 朝よ， 0 旅館へ 御行 向 ひ、 

昨 n: 之 暴動 を 謝せられ、 生 捕 之 者 は、 來る四 H 帶刀を 

翁 ひ、 士籍を 削 、斬首して 三日 之 間、 梟 木に 懸 くへ 

きの 書面 を 示されたり、 是等之 次第によ つて、 公使 顔 

を 解き、 此上 異議 無い 之 由 を 陳述して- 7 明 後 三 口； 與參 

朝す へき 事 を 約定せ，. >、 

〇 二日、 此日御 布告 如，， 左、 

大坂 行幸 御 延引、 =n 限 追 而可レ 有，， 御沙汰 _ 候 事、 

〇三H:英國公使入朝拜禮有v^r 其 俄 如，， 前日； 羅而 

佛、 蘭 之 公使 も來會 して、 開港 等 之 諸 件應接 有.， 之、 暮 

〇 六日 夜に 入り、 去 廿 八日 江 表發之 飛脚 到着、 

於 n 彼 地？ 本 多 修理 始 諸方 之 有志、 周旋 盡 力して 遂に 

一橋 公朔： ：！ 御 發途、 大總督 御 軍門へ、 御 出迎に 被レ決 

由、 n 光 宮も间 趣 之 由、 修理 方より 申來 る、 

私 云、 二月 十八 H 於 „l;dl51l^: 大目 付よ. 9 御 達 如 


戊展日 S3 

修理 樣 

臣愚 微志を 雖レ欲 レ陳ニ 于政機 朝臣； 卑臣 有罪 之 小 Hu 成 

る を 恐れて、 不レ 能い 仰 二 天： 八 H 敷默 止して、 臣節に 

死す る は 其 分 也、 雖レ然 有罪と 無罪 を 論せ す、 邦家 

之爲 卑言 を 盡す者 は、 皇國之 一 民、. 今日 在る を 以て 

の 故 也、 伏而 惟、 皇國 外國之 通交 開けて より、 骨 r 王 斥 

夷、 開 鎖 異同 之說 興り、 同 扇 憤爭、 是か爲 に 死す る 

者、 年 比々 として 絕す、 これ 其 政 機の 傅す へき も 

の不， 轉、 徒に 鎖國 一 邦に 可" 成の 舊例を 守て 不レ移 

の 故 か、 或は 其 政 機の 移る 所遲々 して、 化育の 連に 

成る の 故 か、 下 言 中に 壅 塞して 不レ通 故 か、 其愤爭 

之 跡 を考れ は、 颇る 過激に 失すと い へと も、 其 情 を 

察する 時 は、 共に 皇國 を愁ふ 一 念 深き に發 せる 爲、 

是に 死す る 者、 北 《深 怨之歸 する 處、 亦 何人に 在 候 

哉、 今日に 至て は、 我 德川氏 罪 を 得 二 天朝？  E 衆數千 

寃罪を 愁訴 せんと 欲して、 其 志不レ 達、 旣に 间胞喰 

んと す、 臣愚 か 輩、 其 忠諫盡 力す へ き處、 其 機 を 失 

する 旣數年 前に あ，.^、 今日 悔悟 涕 泣す とも 不レ能 

&、 今 我 主、 獨. 9 其 誤を悔 て、 仰 二 天 裁-もの は、 臣子 

之 分、 是を 慚愧斷 腸す とも 不,， 能 所、 終に 激怒して、 


 gg  二 

同胞 愤举之 基 固く、 乘御 道な く、 是か爲 に 百 萬 生靈、 

其 災害 を 不レ述 之 勢 あり、 關 内如レ 欺なる を 聞て、 上 

國是を 笑 ふ 者 は、 戰略又 妙な. 0 とい へと も、 王者 之 

一 政、 生靈を 愛護す る 造に あらす、 葡歲毛 利 家 一 1 國に 

一 蛰 して、 弱轉 して 强 となる、 關東 今日 之 弱者、 豈後 

日 之 强者轉 する を 思 はさらん や、 且 li 胞相 喰し む、 

憤死 之怨亦 何人に 歸 する 哉、 況哉 譜代 之 生 を 捨て、 

官 Ifaf に 加ら しむる 者 は、 君臣 父子 相 喰の 道に して、 

羸弱 之 者、 一 時猛 勢に 恐る、 處に 出る 歟、 天朝 之 尊 

嚴を 恐れて 如い 此成 歟不ゾ 可い 知と い へと も、 內心忌 

懼、 邦內 人心 離散 之 基と 成る へき 必せ， o、 小 K か哀 

訴 せんとす る 者 は數百 人、 然れ とも 黨を結 ひ强訴 

す る は、 我 主 の 意 旨 に 反す、 故 に 小 e 代り て 其 微志を 

愁訴す、亦典廢と戰ハ^^を恐るゝにぁらす、 一 片の誠 

心、 爲ー； 皇國, 開き 難き の 口 を 開き、 あからさまに 其 

情 狀を訴 ふ、 こ ひね かはく は、 髙明正 至之愨 吸を以 

了察、 高議を 仰く に 在る 而已、 恐愤々 々誠 恐 謹言、 

辰 二  H: 十五 日  勝 安房 

〇 三 H: 朔日、 今朝 諸官 早く 太 政 官へ參 集あって 、英公 

使へ 贈らる、 謝狀を 製す、 

I 


立會、 同類 を 問 ふに、 初め 隱せ しかと、 巳に 一 人 を 生 

捕たり とい ふに 因而、 一 一人 之 姓名 出處 を白狀 す、 此時 

朝廷より 迎に 出た る 五代 才助 行懸. - たる 故、 象ニ郞 

は才助 をして、 公使 を 導き 旅館に 歸 らしめ、 象 一 ー郞は 

弘造之 手 當等を 命し て 、唯今 參 朝せ り と、 白き 羽織 紐 

袴 等 へ 鮮血 を濺 き、 息 も 繼きぁ へ す 注進せ 、諸 官是 

を 聞て 驚愕 騒然た h -、 不ぃ 得い 止兩國 公使へ も 此由を 

吿 たる；.： 、頗憂 勞氣色 あり、 英 公使よりの 書簡 も來り 

て、 匆々 として 辭 して 返 朝せ り、 〇 英之 騎兵 九 人、 外 

に 士官 一 人 傷き たり、 九 人は輕 傷に して、 一 人 は 重 

傷 之 由、 弘造 頭上 之 傷 稍 深 けれと も、 絕 命に は 至ら さ 

る 由、 〇 公使 返 朝 之 後、 諸 官集議 之 上、 外國掛.^山階 

宫、 東久世 殿、 宇 和 島 老俟、 內國 に而は 德大寺 殿、 幷吾 

公 等、 速に 英 公使 旅館に 御行き 向 ひ、 發作 不慮 之御挨 

接 あり、 公使 も 無，， 口 儀， 情 態 を目擊 せし 故 か 敢而怒 

らす、 明日 早く 謝 狀を給 はらん 事 を 申出た. ^、公、 豫 

俟 と共に 、公使 之 便 室に 入、 閑唔 する 談話、 平常に 異 

ならさ， し 由、 

1 、今日 辨 事局より 達 書如レ 左、 

今般 铍ニ仰 出， 候 通り.、 今 晦日、 英 國&俾 參朝懸 途中 


にお ゐて、 亂妨之 所業^ レ之、 終 參朝及 二 延引 (實以 

不，， 容易-事 II 致 n 出來； 此 御所 11^ 振、 如何 收捨相 整 

可レ申 哉と、 深 被.， 爲ン 惱ニ袁 襟； 誠に 以奉ニ 恐 入， 候^ 

第、 就而は 前以、 厳重 御沙汰 之 趣も^, 之 末に 候條、 

. 於，， 藩々, も猶又 手厚 取 礼、 不審 之 者 _ ^い 之 候 は、 召 

捕、 速に 可 二 申出， 候、 萬 一 等 問に 相 心得 候 者 於レ有 

レ之 は、 屹度 御！^ 被 一一 仰 付， 候 事、 

二月 

1 、本 多 修理 方よ b 被 二 指 上-勝 安房 殿 建白、 廿 八日 之 

條に 記す へ きを 脫 落せし 故、 愛に 記す、 

此程 御着 之 由、 一 翁より 承り 申 候、 邦 內之事 今日に 

及 ひ、 亦 何 を か 論 可レ申 哉、 過日 老 侯へ 一書 を呈 候、 

定而 御覧 も 被， 下 候 事歟、 猶 昨今 別紙 相認、 老俟へ 

舉ン呈 度と 舉ぃ存 候、 御 便 も 御座 候 は、、 御 廻 被レ下 

度 候、 有罪 之 小臣、 今： n に 至 候 而も、 昔年 之說 而已、 

別に 考之品 無.， 之、 微力 之 小 拙、 今 半年 も 早く 御 取 

用 被 レ下候 は、、 いさ、 か 伸へ 處も 可,， 有レ 之、 今日 

之 御拔擢 は、 身心 勞候而 巳に 而、 困 疲之上 之 一 死 有 

.レ 之 而已、 御 憫察 可レ 被， 下 候 a 上、 

二  e: 十八 日  安 房 

I  1 1 . .. . 四百 1 


戊辰 日  

淀 侍從殿 

私 云、 此御 書、 御 道中に 而御 出逢 申 次第 指 出 候 

樣、 脚力 へ 被 二 仰 付， 候處 、三月 七日 小 田 原 紹太寺 

御旅 宿 中へ 相，， 達 之- II、 

1 、同時^ 老 衆へ 御 報 如 vs、 

二月 廿ニ  =2 附之 御狀、 廿 八日 申の 刻 相 達、 返 朝 

1£、 直に^,, 披見， 候、 春暖 之砌、 德川 公益 御 安泰 

被.， 爲， 在 候 哉、 日々 心中 案勞堪 兼、 被 n 巾 越， 候 趣に 

而、 安堵 之 至、 舉，， 遙賀， 候、 各方 御 無 si^ 御 勤 仕、 令 n 

珍重， 候、 抑 淀侍從 老中 被 レ免候 趣 被 二 申 越？ 令 二 承 

知， 候、 其 他方 今 御 謹慎 中、 直に 入京 如何 可,， 有， 之 

哉と、 段々 之 被 一一 申 越？ 一  々承り 申 候、 右 は 過 鴻田安 

中納 言、 幷大久 保 一 翁 迄、 申 越 候 次第 柄に 付、 從，， 

慶永， 發ニ^ 飛： 淀 侍 從旅中 迄、 训紙之 通 申 越 候 間、 

左樣御 承知 可，， 給 候、 只今 入京 等 之 儀、 當局 § 議、 同 

僚、 幷 辨事官 所へ 取調 候而は 不都合 故、 不，， 申 聞， 

候、 依 vN 賣答 如い 斯候 也、 恐々 饉言、 

二月 廿 九日 § 九 ,  越 前 宰相 

淺野美 作 守 殿 

川 勝 備後守 殿 


大久保 一 翁 殿 

服 部 筑前守 殿 

猶々 御 端 書 之 趣 、令，， 承知， 候 也、 

1 、 昨 H 友四郞 致，， 持參， 候 慶毐公 御 直 書、 容堂 君へ、 

御 直 書 添 被" 進い 之、 

〇 晦 今日 外國 公使 入朝 拜禮之 事 あ. 5、 第 一 字より 

佛、 蘭 之 公使 は 入朝して、 英國 公使 を 待に 不レ 朝、 三 字 

に 至って、 入朝 之 途中に て、 亂妨に 逢 ふの 風聞 有レ之 

に 付、 速に ニ國 公使 をして、 拜禮式 を. 党へ しめ、 畢而 

於 二 板 敷， 諸 官對接 中へ、 後藤 象 二 郞來て 變を吿 く、 其 

次第 如レ 左、 英 公使 知 恩院之 旅館より、 十二 人 之 騎兵 

を前驅とし、中井弘造先導して、門前町ょ，.^繩手通，.^ 

. へ 右 轉 し、 象 二 郞は猶 公使と 共に 門前町に ある 時、 

前途 俄然と して 騒擾 を發 する 故、 象 ニ郞乘 付け 見た 

るに、 弘造 一 浪士 と戰 ひ、 弘造旣 に 手 負て 僵れ たる 際 

な.^、象ニ郞馬ょり飛下り、忽ちに右相手之浪士を討 

留 め、 猶 同類 之 有無 を 導る に 、英之 通 辯官サ ト ー ン此 

場に あ. 0 しか、 今 一 人 を 見た とい へ る 故、 其 邊搜索 

する に、 町家 之 軒下に 一 人 之 手 負め， 9、 就而 見る に、 

重傷に して 氣息 i|g 々た b  、水 を與へ 介抱して、 英 人と 


專 職に 有 レ之、 今日 之 形勢に 立 至 候 段、 旁以 何共 可-一 

申 上， 樣 無二 御座： 畢竟 容保上 慶喜を 輔翼して、 不レ能 

安，， 篾襟？ 下 は 頑固 疎 暴 之 家臣 共、 制御 不行屆 之 

所レ致 御座 候 間、 何卒 慶喜儀 寬大之 思 召 を以、 御 取扱 

被 二 成 下， 度 舉，， 懇願， 候、 容保儀 は 返隱之 上、 在所へ. 

引退き、 恭順 謹慎、 御沙汰 奉い 待 候、 右 之 趣、 宜御執 

, 成 御 奏聞 之 儀、 伏而 奉，， 懇願-候、 誠 恐 敬白、 う 

二月  容保謹 上 

外に 同 家老 共 歎願 書、 前記 有 略い 之、 

右 等 之 次第 共、 二更 後 御 歸殿之 上、 御 承知 被 ^ 遊、 夫々， 

御 評議 相 成 候處、 何分 東西 共、 切迫 之 形勢 候 得 4r 御 

謝罪 之 筋 は 、督府 へ 不，， 相 達 ， 候而 は、 御 貫徹 難 n 相 成 ， 

候へ は、 此表之 事情、 早々 御 飛 礼 可い 被 n 差 出， と 御 決 

議也、 

〇 廿九 曰 今朝 以，， 急 飛脚？ 淀 侯 御旅 中 へ 被い 遣 御 直 書 

如. 左、 

以ニ急 飛， 令 M 啓上， 候、 春暖 之砌、 先以 愈御淸 全、 珍 

重存 候、 抑 今般 蚩所樣 老中 被い？^ 候 上、 德川公 御 謝 

罪之爲 御上 京 之 由、 淺野美 作 守 初よ b 申 越 候、 右 は 

貴所 樣御京 着、 御 謝罪 狀被ニ 指 出 ， 候 而も、 大 總督宮 


mif 巳に 御 發行濟 之 事故. 於，， 御所， 御 受取 は 無ン之 

義と 被， 考 候、 其 子細 は、 先日 從 n 德川 公， 之 御 謝 

罪狀、 即魔永 參內、 中 山 前 大納言 迄 指 出 候處、 ^後 

別紙 之 通 之 御 達に 而、 何分 從二江 5, 表， 御 人 を以、 御 

謝罪 狀、 大總 督宮御 陣營迄 被， 一 差 出， 候檨 にとの 儀 

に 御座 候、 此段は 從，， 廣永, 田 安中 納言 へ 、以 n 直 書， 

申 遣 候 間、 定而江 よ. 5、 賁所檨 へ も 御 申達 相 成 居 

候 事と 存候、 たと ひ江戶 より 不：， 被 二 申 越， 候と も、 

貴所 欉 謝罪 狀 御持參 に而、 一刻も早く 大總 督宮御 

陣營 へ御參 上に 而、 御 差 出 被 レ成候 樣致度 候、 且又 

貴所 樣御 上京 之 儀 は、 大 總督宫 へ 御 伺 被，， 成 候檨仕 

度 候、 爲，， 御 心得： 去る 廿ー 日慶 永へ、 從， I 朝廷， 御 渡 

相 成 候 書付 、 入 二 御披昆 ， 候 、仍 早々 以，， 急 飛 ， 申入 候 

也、 恐々 謹言、 

一 一月せ 九 曰  銜實名 

淀 侍從殿 

副 啓 申入 候、^ は 貴所 樣 京都 近く 御旅 行 被い 成候而 

も、 大總督 宮御陣 營之處 迄、 御 引 屍し 被，， 成 候而、 御 

謝罪 狀御差 出 可.， 被^ 成 候、 此段爲 レ念申 進 候 也、 

1 ー月廿 九 H  御實名 


戊辰 日記 
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戊辰 日記 


本 理老內 話に 付、 秘中 之 秘申上 候、 

一 民 部 公、 

一 一一 C 141© 代. <S 敢而衆 不ゾ望 候 得 共、 □□□*<- 

一 ニ^チ 脫 カー 么候は 、、御 下向 冀希申 候、 

三. f 節 に 御 拘無レ 之、 

三 爲，， 皇國， 御 自任、 

其 器 之 御 當否は 素よりに 候 得 共、 右 順に 無 候 は 

は、 忽又大 11^ 解 可， 生、 當今 一 印 之 筋、 俗人 は 不評 候 

得 共、 決死 之士望 居候 事に 候、 彼より は 何より 歟 

失 節 之 ロロ 浮說 申入、 可い 恐 事 も 不レ少 、御 勸無レ 之 

樣伏希 候、 頓首 再拜、 

本文 誓 n 光岳； 私心 は 毛頭 無 "之 候、 

二月 廿 二日 .  一 翁寬 

榮井君 

1 、本 多 修理 方よ. 5 指 上る 勝 安房 殿 建白、 此處へ 書す 

へ きを 脫 落せし 故、 卷尾 へ 追記す、. 

1 、參 政中呈 書如レ 左、 

以 n 書狀， 啓上 仕 候、 然は稻 葉 美 濃 守 老中 被い 免 候 

上、 御 謝罪 之爲、 早々 上京 候樣 被，； 仰 渡， 候、 然る 處、 

御 謹愼屮 直に 入京 は 相 憚、 近 幾に 相 控罷在 候、 入京 

相 叶 可 V& 哉、 參與 衆へ 御閒合 可, 被， 下 候、 何れに 
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も 御 歡願之 儀 相 貫 候樣、 此上御 周旋 之 儀、 深く 奉 

レ賴 候、 此段 可ん 付 n 御意 r 如い 此 御座 候 以上、 

二月 廿 二日  服 部 筑前守 

大久保 一 翁 

川 勝 備後守 

淺野美 作 守 

越 前 宰相 樣 

猶以二 本文 之 趣 ^s- 田 土 佐 守へ も 申 遣 候 間、 爲，， 御 心 

得， 申 上 候、 且又 美 濃 守義、 來る廿 六 七日 頃、 當地出 

立之箬 御座 候 間、 本文 之廉、 其 筋御閒 合、 御 周旋 之 

筋 相 貫 候 は 、 、其 段 美 濃 守 旅 中 へ 向、 被 n 仰 越， 候樣 

仕度、 尤 否やと も、 可,， 被，， 仰 越， 方、 同人 都合 可 二相 

成， 奉い 存候間 、乍，， 御手 數？ 右 之 通 御 取 計 被い 下度舉 

レ存 候、 以上、 

、外に 會津老 侯 謝罪 狀 一 通持參 指，， 上 之 (左 之 通、 

不肖 之容保 謹而奉 二言 上， 候、 去 戌年 以來 在京、 奉職 

仕 候處、 不レ圖 も 無 fe 天恩 を 蒙、 冥加 至極 奉ゾ存 候、 

然る 處、 宗家 度 喜 以下 不東之 次第に 而天 怒に 觸れ、 

御親征 被，， 仰 出， 候 段 遙に舉 、誠以 驚愕 之 至、 奉 

ン惱， 一良 襟 - 候條、 重々 恐 入 奉&: 候、 京都 之義は 、容保 


細 書 共、 具に 拜受、 爲， 國御懇 配 之 程、 千々 萬々 奉，， 

遠 察， 候、 〇 於 二 御 形 迹之御 謹慎， も、 御獨斷 に而、 

上野 山屮大 慈小坊 I 叠御 端坐、 眞に御 慎み 候 得 共、 

表立 候 方 未， 出に 付、 上野 宫樣廿 一 := 御 出立、 幷戶 

田 土 佐 守、 十九 日出 立と 相 成 候、 大和 守 は 御 使 は 御 

斷. 0 と 申 候へ 共、 是も御 使 之 方 生に 相 成 候 様、 道屮 

先へ 本 多 修理よ. 9 爲ぃ通 積に 御沙汰 有,^ 之、 同人へ 

談 中に 候、 # なが < 入 小^ r^gy^ 〇 閣壹人 も 無， 之、 稻， 

引 中、 月番 も 心得 計 故、 何事 も 御手 延、 甚恐入 候、 翁 

諸家々 來諸 役人 引合 舌戦、 可，， 眠 暇 も 無い 之、 侮 夜々 

打に 逢 候 而勞極 候、 〇 會 昨日 出立、 國 許に 而謹愼 相 

成 候、 御 休意 可， 铍,， 下 候、 桑 は 行方 不， 糙、 家來も 

不二 見掛 ， 候 得 共、 い つ れ 在方 寺 入 等に も 可, 談手續 

に 候、 〇 御 留守 田 安 公、 幷確堂 殿御 心得に 候、 田 公 

懇に 御世 話に は 皆 恐 入 候、 確 侯 能々 御 謹 愼之御 趣 

意 御 守、 御 都合 宜候、 〇 西 城 Z 切 位に 致し、 役談所 

西 城下へ 可い 致手續 中に 候、 認掛 度々 □ 筆、 大亂筆 

御 仁恕 伏 希 候、 頓首、 

二  H: 十九 日 

二 白、 爲レ 國御勉 精、 偏に 希 申 候、 乍， 恐 雪 江 老へロ 


奶？， f 御 一笑 可. 被. 下 候、 九拜、 

板 如 M 始八人 は、 屹度 慎に 相 成 候、 

榮井君  I 翁 蒐 

極内 申 上 候、 東 台 へ 被：， 爲， 成 候 上 は、 兎 も も 御 趣 

意 一 筋 御 貫 故、 如； S 狂 恐 も、 一 ケ 計 旣勤給 候、 然 

に 忽御人 撰 筋 ||g 之 類、 大に可 ，變 勢、 不， 可， 防 

不ン 可い 當に 付、 御 使 一條、 二三 大事 件 御 任 之 廉々、 

今少 取調 出來 次第、 引 籠と 決心 仕 候、 右 等に 而胸條 

も 甚敷勸 兼 候、 乍， 恐 御 近親 之 御中、 申 上 候も不 本， 

意之 至に 候 得 北 r 田 卿 御 勢 御 盛に 相 成、 翁 輩 建言 中 

中 不ぃ通 次第に 可レ至 は、 眼前に 相 成 候、 默鮮、 ロ阳 

flf^-- 田 公 思 召 計 候 はゝ、 何樣 にも 諫爭可 レ仕候 

得 共、 何樣 之御內 沙汰々々 と 之 御 口 草に、 不,， 可レ防 

# 候 、乍-: 隱 居- 參,^ 御 役に 對し、 決心 之 外 無い 之 か、 勝 

氏 も 陸軍 局 中、 步兵等 自由に 不二 相 成， との. e. 立に 

而、 旣に引 込、 退役 願 中に 付、 察，， 之步兵 云々 は 託言 

と存 候、 全 は 翁 同病に 被，， 察 候、 是迄 激論 家に 而、 

可 レ爲ぃ 殺覺悟 二度 有" 之、 漸く 說破仕 候 得 共、 夫 は 

死 而も 快、 此度之 眞綿グ は より 恐、 I 人死に 而は 

不 n 相濟？ 天 哉、 泣涕 九拜、 


戊辰 B   

搔？ 萬 民 塗炭？^ お ノ に陷ん とす、 故 朕不ん 何い 止、 

f 已斷然 親 征之議 を 決せ. 5、  已に 布告せ し 通 

.-、 外國 交際 も 有い 之 上 は、 將來之 所 尤靈大 に 付、 

天下 之爲 にお ゐ f 於て は、 形勢に よ. -、 夠 一 5^ 萬 里 之 

波濤 を 凌き、 身 を 以て 難 苦に 當. 9、 1 お ft- ノ國威 

を 海外に 及 15 し、 祖宗 先帝 之 靈に對 へ んと？ 欲す、 

汝 列藩、 朕 か 不レ逮 を 佐け、 同心 協力 諡^ 

力の 十五 ト』 よ、 ©岩 倉 公 黄 記 及 法 

字ァ リ ゼ J 令 全書，^ 以て 校レ之 

右相濟後、於ニ小御所ー酒饌を賜り、^^に入って退朝な 

り、 S は 太 政 官へ御 出勤、 夫よ.、 > 御 參內、 二更 後 御 返 

朝な b、 

一 、此 日伊 藤 友 四郞、 去る サ 二日 江戶 表出 立、 今日 申 

刻歸 京、 申達 次第 如， 左、 

友四郞 儀、 先達 而 修理 方 同道 東 下 之處、 天龍川 大井 

川 共に、 修理 方に 越後れ、 逗留に 相 成、 修理 方 は 十 

三日 午後 江 S; 着 候 得 共、 友 四郞は 十六 日 巳 刻 比 到 

着 之 由、 翌十 七日 修理 方、 友 四郞、 草 尾 一 馬 同道、 西 

丸 登城 之處、 大久保 一 翁 殿、 川 勝 備後守 殿 逢對に 

而、 修理 方よ. 0 御^ 書 被，， 指 上； 御 奏聞 狀 返上 之處、 

一 翁 殿 被，， 申 聞-候 は、 御 奏開狀 御 返上 之 儀 は、 昨日 
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も 上様 へ 入ニ御聽 ，候處、兼_^§御心懸り思召候所、御 

奏聞 無い 之 御 返上、 大に御 満足との 御意 も 有.， 之 由、 

且又 歸京之 儀 は、 成 丈け 早々 候而、 此表之 isj. 情 申 上 

に 相 成樣致 度との 事 之 由、 將 又督府 へ 、御 謝罪に 御 

使 之 人 無， 之、 御 心配 之 由 等 物語 有， 之 返 去 之 由、 午 

後 も 右 御 使、 忍 侯 は 病氣、 前 橋 侯 は 御斷. り、 宇都 宮 

侯 は 御 使 は 御斷. -、 上京 致，， 周旋， 度との 事、 漸淀侯 

御請に 相 成 候に 付、. 〈邊申 上 旁、 修理 方は廿 一 =1 出 

立、 友 四 郞は廿 二日 出立 罷歸 候處、 大磯小 田 原 之 問 

に而、 修理 方 事、 由 井 驛に而 林 矢 五郎に 被， 逢、 引返 

し 被 候、 逢着 之處、 友 四 郞は江 II!. 琳情爲 二 申 上 I 

歸京 候樣、 修理 方に 申 聞、 上様よ h- 土老侯 へ 之 御 直 

書 一 封、 大久保 殿呈書 1 一通、 參 政よ. 5 呈書 ： 通、 勝 

殿 建白、 會津 歎願 書 被， 一 相 渡 一に 付、 受取 分缺之 由に 

而、 夫々 指 二 出 之？ 土老侯 へ 之 御 直 書 は、 土 州 知 邸 如 

何 樣申聞 候 而も、 受取 不 に 付、 * 無い 據修现 方 持 

參、 大久保 殿 賴托之 由、 老公へ 被，. 進 候 御 同様 之 御 

謝罪 一 件 之 由 也、 

1 、大久 保 殿呈書 如い 左、 

御 細 翰 之 趣、 幷本多 修理 申 聞 候 條々、 將室 甲へ 之 御 


二  2： 


〇 廿 七日、 御 親征之 儀に 付、 左 之 通 被，， 仰 出 T 

御親征 之義、 先達 而當 月下 旬 被 二 仰 出， 候處、 御延 

引、 更來 R: 五日 被い 爲 J^n 御 出輦？ 戦死 g 地 御 巡 IT 

大坂 へ 行幸、 西本願寺 一 應行 在に 相 成、 海軍 御點檢 

之 上、 命 を 四方に 降下せられ、 速に 追討 之 功 を 被 

ゾ 爲，， 聞 食 r 萬 民 塗炭 之 苦 を 救 濟之叙 慮に 被レ 爲.， 在 

候條、 一 同 厚 奉，， 體受？ 邦內 一 致 之 衆 力 を以執 掌い 

たし、可ぃ奉ぃ安ニ^11^襟|候、 末々 に 至 候 而も、 御仁 

恤之御 趣意 を 奉戴し、 聊 心得 違無レ 之檨、 御沙汰 候 

I、 

二月 

一 、同 別段 被，， 仰 出， 左 之 通、 

今度 御親征 行幸 被，， 仰 出， に 付而、 種々 浮 說申唱 、人 

心 疑惑、 及，， 勸 搖， 候、 如何 之 事に 候、 固. -關東 平定 

之 上 は、 還 幸 被， 爲ぃ在 候 御 儀に 付、 心得 違 等 無レ之 

樣 安堵、 生業 相勵 可い 申 事、 

二 ほ 

一 、此日 前 橋 侯 御旅 中へ 被， 遣 御 飛 礼 如 vw、 

1 筆致 n 啓上 I 候 、春寒 去 兼 候 得 共、 先以 貴君 愈御淸 


安 被.， 成 二 御座： 御旅 程 無二 御 障， 二 恐賀， 候、 桫は 

昨 U も、 御 家老 山 ffl 太 郞左衞 門 弊 邸 へ 罷出、 小生 家 

老へ 段々 之 事情 巾 聞、 委細 相 伺 申 候、 不二 容易， 於，， 

江 表， 御 力、 實以 感服 奉，， 依頼， 候、 右に 付而 は、 

m ぬ 哀之趣 機々 太 郞左衞 門 迄 中 遣 候 間、 同人よ..^ 早 

早 可，, 申 上 ， 候、 何分 に も 貴君に は、 大 總督宮 へ 被. レ爲 

レ入、 御 謝罪 狀御差 出、 十分 御盡カ 被， 成候樣 奉， 希 

候、 右 之 段 早々 得，， 貴意， 度、 如い 此 御座 候、 恐々 誰 

言、 

二月  御實名 

前 橋 少將殿 

0 廿 八日、 今日 在京 諸侯 依ゾ 召 參內、 II、 於，， 御學間 

所， 御對 面、 摩 • 諭 之 御 書付 御 垂示 、如，^ 左、 

朕 夙に 天位 を繼？ 紹き、 今日 天下 一 新 御 運に 膺り、 

文武 一 途、 親裁 を以萬 機を斷 決す、 き5 鼓ず 一 lii 國 

威 之立不 立、 蒼生 之 安 不安、 朕 か 天職 を 盡不盡 に 有 

れは、 日夜 不レ 安二 寢食； 甚心志 f 思を勞 す、 朕 不肖と 

雖、 列 聖之除 業、 先帝 之 遺 意 を繼述 し、 內は 列藩 i:.? 

性を撫 安し、 外 は 國威を 海外に 耀 さむ 事 を 欲す、 然 

るに 德川慶 喜 不軌 を 謀り、 天下 ，，遂 及ニ驟 
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li 戊辰 日， .  

御 降 命 之 儀、 泣 血 奉 二 歎願， 候、 誠 恐々々 頓首 謹言、 

二月  御實名 

〇 廿 六日、 夜に 入 勘 解 由 小路 殿より 御 使 を以、 左 之 通 

被レ爲 i レ仰、 

國家 多難 折 柄、 頃日 已來勵 精、 以， 1 格別 思 食； 被.， 聽 -, 

直 衣 I 之 事、 e 

御 捻 文寫、 

追 上 啓、 仰詞 一 紙、 令 二進 入， 候 也、 

着 n 直 衣， 令，， 參內， 給 之 旨 被 n 仰 下 I 候、 珍重 存候、 仍 

申 人 候 也、 恐惶 謹言、 

二月 廿 六日  資 生 

越 前 宰相 殿 

1 、此日 前 橋 家老 山 田 太郞左 衞門參 邸、 酒井與 三左衞 

門 逢 對之處 、於，， 江 戶 表； 御 謝 sli^ 筋 御 周旋 之 次第、 逐 一 

申- 1 上 之 T 

1 鹿 之 介 同人 旅 宿 往訪 之處、 前 橋 侯 御上 京 御 途中、 勢 

州 閻驛に 而、 大 總督宮 より 之 御 召 に 而、 東方 へ 御 引返 

しに 相 成、 甚 御迷惑 之 由 等 物語に 付、 罷歸其 段 申 上 候 

處、 督府 へ 御 參謁は 幸 之 儀、 勅答 之 趣 も 有, 之 候 へ は、 

於 二 督府， 關東御 謝罪 筋 御 歎願 之 儀、 御盡カ 有,， 之檨被 
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レ成 度との 御 儀に 付、 此^^.鹿之介、又々太郞左衞門方 

へ罷 越、 思 召 之 趣 及 yEn 談 之； 

一 、此： ：- 御 布令 如，， 左、 

先達 而 布令 相 成 候 各國之 中、 佛英蘭 公使、 愈廿 七日 

大坂表 發途、 水陸 通 b 、同夜 伏 見 表 止宿、 廿 八日 上 

京 被 n 仰 出， 候、 右に 付而 は、 兼而 御沙汰 之 通. 5、 凡 

而萬國 公法 を以、 御 交際 被， 遊 候義に 付、 一 同心 得 

違 無 樣、 於 二 藩々 -も、 嚴重 取締 可， 致、 被，， 仰 出， 

候 事、 

m 途中 往來之 節、 莴 一 彼ょh^不法之所業有v^候 

は、、 一 己 相 對之儀 は不レ 致、 諸 藩 警衞之 輩へ、 屹 

度 尋問 可い 致 候、 左 候 は、、 夫々 所 置、 恥辱に 不，， 

相 成 ， 樣、 御 公 裁可い 被い 爲.， 在 候、 尤 此方 之 輩 に お 

ゐて は、 申 迄 も 無レ之 候へ 共、 今度 御 交際 之 初、 且 

內地 多難 之 折 柄に 付、 始終 之 儀 能々 相 心得、 卒爾 

之 振舞 無い 之樣 可， 致 事、 

二月 

佛國 公使 之 儀 は、 來る廿 八日 大坂表 發途、 伏 見 止 

宿、 廿九 E 入京 被，， 仰 付， 候に 付、 取 稀 之 儀、 別紙 同 

樣 可，， 相 心得， 御沙汰 候 事、 


二  CT! 廿 一日 第 七 字  御赏名 

大久保 一 翁 殿 へ 

一 、此日 酒 井與三 左衞門 を、 尾 之 田 宮如雲 方へ 被， 遣、 

尾老俟 へ も、 御 謝罪 狀御 奏聞 御 賴之由 故、 尾老疾 よ. 9 

は、 直に 督府 へ 御 達に 相 成 候 樣被ン 成 度 段、 御賴 被，, 仰. 

入， 候處、 早速 名護屋 表へ 可，， 申 上， 段、 如 雲 御請に 及 

ひた. y、 

〇 廿 二日、 今 H 官代御 返 出よ. 5、  土 老疾御 方へ 被レ爲 

レ入、 昨：：： 來之儀 御物 語、 尙 今後 御 周旋 之 御 運 ひ 等、 御 

內談 被， 爲ぃ 在、 

一 、此日 作 州 鞍掛 定次郞 よ. 5、 左 之 通 御 達 替に相 成 候 

段、 江戶 表より 報告 有い 之 段、 以，， 紙面， 通達 有レ 之、 

松 ギ確堂 

東 叙 山 御 謹慎 中、 西 城 之 儀、 田 安中 納言殿 へ 御賴被 

成 候 間、 御 自分 儀、 諸 向 爲，， 鎭靜？ 日々 登城 可レ被 

レ致 候、 

私 云、 追考 に、 今 曰 於， 一江 戶表， 被， 一 仰 出， 如レ 左、 

一 f.  大目 付 へ 

此度 從，， 京都 表？ 御 軍勢 御 差 向に 相 成、 旣 東海道 筋 

へ 、御先 鋒 發行之 由 相 聞 候、 然共 素よ. - 朝廷 へ 被 


レ爲 レ對、 深く 御 離 愼被レ 爲.， 在 候義に 付、 此上 如何 之 

御沙汰 有" 之 共、 御 恭順 被い 爲， 在、 勤王 之 御 素志 相 

貫 候樣、 被,， 遊 候 m.^ 召に 付、 ず：： 一 官軍へ 對し、 輕擧暴 

勸致候 者 有い 之而 は、 天朝へ 對し恐 入 候而已 なら 

す、 夫 か 爲に御 誠意 も 不二 相途； 萬 民 塗炭に 落 入 候 

樣 可，， 相 成， 候 間、 心得 違 無， 之樣、 彌 一 同 謹 愼罷在 

候 樣可ン 致、 忠義 之 志に 出 候 共、 相逮候 趣に 差 悖 候. 

而は、 御爲 不，， 相 成， 候 間、 能々 御主 意之 趣體認 いた 

し、 決而 妄動 無 樣、 相 守 可い 申 旨、 被 二 仰 出， 候、 一 

右 之 趣、 向々 へ 可い 铍，, 相觸， 候、 

1 一月 

〇 廿 五日、 當公御 歎願 書、 御國 使者 大宮藤 馬持參 於，, 

太 政 官代？ 東 園 殿 迄 指，， 出 之？ 如 レ左、 

今般 德川慶 喜、 深く 悔悟 服罪 仕、 如何様 之 御沙汰 御 

座 候 其、 聊 無，， 遺慽， 舉， 畏候 旨に 而、 東 叙 山へ 謹慎 

罷在候 段、 謝罪 狀及 奏聞 候 趣、 於，， 國元， 承知 仕 候 

處 I 其 情 實不ぃ 忍い 見 儀. に 御座 候 間、 支族 之 身を以 

舉レ願 候 儀、 何共 奉，， 恐 入， 候 得 共、 慶喜 謹慎 之 次第 

被， 爲 M 聞 召 分？ 何卒 .苑 大之 御沙汰 を以、 御 進擊之 

儀、 暫時 御 猶豫被 n 成 下？ 幾重に も 御 憐愍 之 朝 裁、 御 一 
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答 有， 之 候、 依 別紙 差 上 候 間、 夫々 其 筋へ 御 指 出 

有レ 之、 右に 付而 は、 早々 從ニ其 表 i き 御 役人、 東征 

大總督 帥 宮御陣 へ、 二月 十二 日 御 渡 之 御 謝罪 狀同 

御 趣意に 而、 御 指 出 可, 有 Z 之、 至急 之義 故、 老中 始 

被，， 仰談； 御収計 一 刻 も 早く 奉， 希 候、 此 段爲レ 可，， 申 

入 T 如：， 此 御座 候、 恐惶 謹言、 

二月 廿 一日 第 七 時  御，. 實名 

田 安中 納言殿 

1 、同時 大久保 一 翁老へ 被， 遣 御內書 如， 左、 

以ニ急 飛， 令 n 啓上-候、 扨 は 昨： n 、同役 德大寺 大納言 

殿より 紙面 を以、 今 H 參朝之 義申來 候 故、 今廿  一 H 

午後 參內 仕候處 、於，， 虎之 間， 勅答 有， 之、 右 御 本書 

は、 田 安中 納言 殿へ、 以 二直 害， 差 出 候、 御 評議 有レ之 

儀と 奉， 存候、 中 山、 德 大寺兩 卿へ、 尙 又申談 候處、 

何分 御 謝罪 狀は、 東征 大總督 帥 宮御陣 へ 、被 二 差 出， 

候樣 い たし 度と 被 二 申 聞 一 候 間、 此段申 進 候、 何れ 早 

早 重き 御 人、 帥 宫御陣 へ 御 差 出 可い 被レ成 候、 去る 十 

二日 妻 木多宮 よ. >  、小生 家來へ 被， 渡 候 御 封書 中、 御 

謝罪 御 同 趣. に而宜 候、 尤 進軍 追々 被い 爲， 在候而 は、 

過激 之 者 萬 一 之 儀 有し Z 候而 は、 恐 入 候 故、 御 止 b 
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之 儀、 先日 從，， 德川 公， 被，， 仰 遣？ 右 御 趣意 も 被，， 仰 

立-相 成候而 {a; 哉と 奉い 存候、 下官も 建白いた し 候 

へ 共、 更に 贯徹不 い 仕 候、 右 は下官 愚昧 不，， 行 屈， 所よ 

り 所い 致に して、 甚以恐 入 申 候、 此程中 M 邪、 押而； n 

日官 代へ 出勤 之 仕 合、 心中 偏に 御恕察 可，， 被 下， 候、 

且又 家 來當時 徵士毛 受鹿之 介よ. 5、  一 封 差 出 候 間、 

御 落手 可, 被， 下 候、 委細 鹿 之 介 書 狀中認 有， 之、 

s^^^ 且又 心 付 候 儀 は、 幸 德川公 御實家 水府と 

は、 有 栖川御 近親に も 被， 爲ぃ在 候 故、 何卒 水府 公、 

幷御實 ゆ liM ム. 5^ 芳院 殿よりも 別段 御 謝罪、 御 近親 

之處、 if- 帥 宮御陣 へ、 水府 より 內々 家來等 被，， 

指 出： 德川公 御 恭順 思 召之處 被，， 仰 上； 御 近親 之處 

を以、 御す かり 之 御 依頼 被 レ爲ぃ 在候而 は、 如何 哉と 

li., 存候、 表 向 御 謝罪 狀、 重き 御 人に 而、 帥 宮御陣 <、 

被，， 差 出， 候と は 別物に 而候、 尙又從 ニ靜寬 院宮， は、 

帥 宮御陣 へ 、御文な り 御 人な り、 或は 御文 を 御 使に 

而被. 4 ポー 歟、 是非 御 懇願 被 ^ 爲ぃ在 候義、 至當と 奉， 存 

候、 侮 又 愚衷之 超 も、 十分 申述候 間、 宜御 勘考、 至當 

之 御 取 計、 爲，, 宗家， 奉 二 至 願， 候、 書餘 期，， 後 昔 i 候、 

取 込 用事 而已 早々 申入 候 也、 


佛人之 忿怒 有， 之、 申立 候義、 一 大闲 難、 此義 片付 候 

は、、 上京 參內之 手 害に 可，， 相 成-候、 小生 過日より 

風邪 罷在 候へ 共、 押而參 n 官代： 熱氣も 有， 之、 甚以 

迷惑 仕 候、 一 寸 事情 拜答迄 如い 此候 也、 亂筆 仰， 1 御 

海 恕ー候 也、 

二月 廿日  御實名 

大久保 I 翁 殿 

尙々 小生 上書 は、 德川公 限， 5 と 御 心得 可,. 被, 候、 

被，， 仰 越， 候 儀 は、 一 々致，， 承知， 候 也、 

、此日 御 親征に 付、 被 n 仰 出 一 左 之 通、 

今度 御 親 征之儀 は、 先達 而 被，， 仰 出， 候 通、 萬 民 塗 

炭 之 苦 を 被.， 爲ぃ救 度、 以，，叙斷，御決定有v^-候上、 

王政復古 之 爲ニ最 第 一 之 儀， 候 間、 萬 端 慈 憐之御 趣 

意 貫徹 候は而 は、 忽 悖，, 人望 T 自ら 兵威 緩怠に も 至 

候 間、 不法 亂行は 勿論、 聊之 雖.， 爲，， 失錯； 堅 被.， 立，， 

法令 _ 候 、右 等 之 御 趣意、 篤と 相辨 、至，， 小 僕 ， 迄 厚 被 

レ 加，， 敎諭？ 心得 違 無， 之樣 肝要に 候、 實に 今度 之義 

は、 重大 之 事に 候 間、 公武 之 差別 页無， 之 候 得 共、 殊 

更 王公 以下、 諸 有司 之 家僕 共、 嚴 重謹愼 無い 之 候 は 

而は 不，， 相 成， 候、 自然 違背 之 輩 於， 有 は、 以，， 制 


4-1 可， 被い 及 二 御沙汰， 旨に 候、 此段爲 M 御 心得， 申入 

置 候 事、  • . 

一 一月 

〇 廿 一 日、 今日 依. レ召 御參內 被い 遊 候處、 於，， 虎之 間？ 巾 

山、 德大 寺御兩 卿へ 御對 面に 而、 左 之 通 勅答 御 渡 有 

慶喜 謝罪 之狀、 東征 大總督 を 被 レ置候 上 は、 右手お 

經 すして 言上 候 儀 は、 難い 被，， 聞 召， 筋に 付、 宜く其 

順序 を以、 執奏 有,. 之 候 は 、、思 召 之 BE\ 被，， 仰 出, 

候 事、 

右 勅答 之 御 趣意、 巳に 御 奏聞 後、 追々 御內々 御 承知 

被 レ遊候 御 模樣と は、 御 案外 之 儀に 而、 御當惑 至極 思 

召 候 得 4^ ハ、 此 期に 相 成候而 は、 何共 被い 成 方 も 無 に 

付、 先つ 急 飛脚 御徒 田 村 鐘太郞 を以、 田 安中 納言樣 

迄、 如.， 左 被&: ->遣 之： ■ 

以 n 急 飛-啓上 仕 候、 春暖 相 催 候處、 先 以德川 公 御 謹 

愼中、 何等 之 御 障 動 も不レ 被い 爲， 在 候 哉、 不,， 堪，， 案 

勞， 奉^ 存候、 隨而贵 卿 愈御淸 安、 珍重 奉い 存候、 抑 口 

召にょ..^、今廿  一 ：《 午後 K 永參朝 之處、 中 山 前大納 

言、 德 大寺屮 納言兩 卿御對 面に 而、 別紙 之 通り 之 勅， 
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越 前 宰相 

議定 職內國 事務局 輔被， 一 仰 出 - 候 事、 

慶應四 辰年 二月  總裁囫 

1 、行幸 奉行 坊城 殿より 御 達 左 之 通、 

爲ニ御 親 征-大 坂 行幸 供舉 先陣 被 二 仰 出-候 事、 

日時 幷御 道筋 等、 追而 可-申入 - 候 事、 

二月  行幸 奉行 俊 政 

越 前 宰相 殿 

〇，1 一十 日、 今朝 江戶表 へ 之 御呈書 被，， 指 立？ 左 之 通- 

謹而 奉，， 言上， 候、 去る 十二 日 家來之 者、 西 御 丸へ 御 

呼 出に 而、 妻 木多宮 よ.^ 御 渡 相 成 候 御 封 物、 以，， 急 

飛， 差 越、 去る 十八 曰晚 到着、 右 は f 衍東叙 山 へ 御 

謹慎 被" 爲， 成 候 御 謝罪 狀、 昨 十九 日 麼永參 朝、 議定 

中 山 大納言 迄 奏達仕 候處、 落手 之 旨 申 聞 候、 依レ之 

此 段謹而 奉，  > 言上 - 候、 誠惶誠 恐頓首 々 々 百拜 謹言、 

1 一月 廿日  御實 名， 

1 、同時 大久保 一 翁老 へ 被 J 迫 御內書 如， 左、 

二月 九日 御 認之御 懇書、 一 昨 十八 日 到着、 一， ー# 塞 去 兼 

候處、 先 以德川 公益 御機嫌 能、 別而 方今 無，， 御 障， 

哉と、 日々 御 案し 申 上 候、 隨而老 丈 愈御淸 安、 爲 一一 皇 
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國， 御 靈カ御 勤 仕、 珍重 奉， 存候、 抑 今般 之 御 謝罪に 

而は、 實に御 恭順 御實 効著然 致難レ 有、 も 愚 不肖 之 小 

生、 大に盡 力 も 出來、 欣然 之 至 奉.， 存候、 昨日 朝 衣冠 

着參內 仕、 御 奏聞 狀、 議定 中 山 前 大納言へ 差 出 申 候 

處、 落手に 付、 猶能々 賴置 候、 御內々 之 儀に は 候 得 

せ r 主上に も 殊之外 御 心配に 而、 今般 之 儀 は、 實に 

被 レ爲ぃ 對二德 川 家： 御氣之 毒に 被 二 思 召 I 御 檨子、 ひ 

そかに 相 伺 ひ 申 候、 乍レ 去い また 御 若年 之 儀、 殊に 

朝廷 役人 も 夫々 有 、叙 慮 も 中々 まけ つけられ 候 

堕 梅に 而、 誠 御 苦心 之御樣 子に 御座 候、 今朝 は 5 右 倉 

殿 初 被， 爲， 召 候而、 朝議 被 二 仰 出 ， 有 哉に 承知 仕 

候、 且 昨日 心 付に 而、 小生 以，, 當職, 言上 仕 候へ は宜 

かと 存し、 別紙 之 書面、 草卒 於， ー內國 局， 認、 副總裁 

迄 出 置 申 候、 御內々 此 書面、 德川 公へ も 被 乂，， 御 

覽， 候へ は 、幸甚 之 仕 合 御座 候、 拆又 何分 □  □ 儀 は、 

心配 可い 仕 候 間、 御 降 口 希 候、 小生 十五 日 參內仕 候 

處、 被.， 爲ぃ 召，? に 付 常 御殿へ 罷出、 少々 御風 氣被 

,,爲 い 在 候 故、 御床 之 儘に 而御對 面、 外國 事情 十分、 

御 直に 奏聞 仕 候處、 外國人 上京 參内、 於 二紫袁 殿-外 

.M 人 へ 御對面 被， -仰 出-候、 尤此節 土人 暴擧 により、 


嗟 之聲滿 n 行路？ 遂 に は 乍い 恐舉， 怨，， 朝廷 ， 候 樣之形 

勢に 立 至 可， 申 は、 必然と 奉レ存 候、 慶喜 伏罪 謹愼無 

レ之候 得 は、 天下 國弊 候と も、 決而 朝廷 之 御 無理と 

一 も 不ぃ舉 ぃ存、 各藩 進軍、 實に 干城 勸王之 誠 赤 可レ顯 

" 候、 利害 を以 言上 仕 候 へ は、 慶喜 如レ此 閉蟄謹 愼罷在 

候に、 尙御 進軍 被， レ爲レ 在 候 へ は、 麼 喜家來 過激 之 者、 

： 萬 一 忿怒に 堪兼候 所より、 幾千 人 一 心と 相 成、 前日 

■ よ.^ は 必死 之 兵 に 相 成可レ 申、 乍 ， 恐 官軍に 而は、 諸 

藩 入 交り 之 兵隊に 而、 百 人 百 心、 千 人 千 心 之 景況、 

此者共 g 喜 伏罪 謹慎 承知 仕 候 得 は、 猶 以銳氣 滅却 

： 可い 仕、 勝敗 之 上に 至 b 候 而も、 乍い 恐 如何 可，， 有， 之 

^ 哉、 其 上客 戰主戰 之 勢 も 有い 之 of は 必然と 舉レ存 

一 候、 王師 實に萬 一 勝利な き 時 は、 天下 是限. 0 と 奉， 一 

. 憂 ，候、 何分 早々 被い 爲， 止，， 御 進軍； 公平 之 御所 置 

一 奉い 願 候、 且又 今般 外國之 交際 之 上に 付 而も、 今度 

^ 之 御所 置、 萬 一 公法 被い 爲, 誤候而 は、 實に 御大 事と 

奉 ，1 存上， 候、 兼 而申上 舉，. ^候 通. o、 外國は 當今條 

. 理 分明、 公法 を 以所分 仕 候、 伏罪 謹慎 之 上に 而も、 

猶御征 東と 申 儀、 外國人 如何 論し 可，， 申 哉、 彼も此 

1 度 之 御 一 所 置 を以、 今後 之 天下 御 政道 可，， 推知， 奉 
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レ存 候、 臣度 永德川 支族 之 身 を 離れ、 當職之 任 を以に 

舉ニ 言上， 候、 萬 一矢 張 御 進軍、 行幸 之 御大 擧等 被丄 

ン爲レ 在 候へ は、 乍レ恐 天下 人心 之. M 背に 關 係し、 今た 

後 之 御大 政、 先見 仕 候へ は 可，， 相 分， 候、 右 故 公平 ム 

至當之 御所 置に 出 候へ は、 皇德 天下に 輝き、 朝 威ん 

率 濱に光 被し、 億 萬 之生靈 不，， ー啻 免， 一 塗炭： 諸侯 も 亦 L 

感ニ戴 塞 恩？ 治安、 再 太平 之 天日 を觀可 と 舉，， 謹：」 

畏- 候、 外 國人も 頗皇政 一 新 之 公法 を以、 被， 爲 ，，ロ3 

裁 一儀 候 は、、 海外 之賞譽 勿論と 奉レ存 候、 臣慶永 忘， 一 ふ 

狂瞽潜 越； 干，， 冒 尊厳？ 以，， 身 奉，, 言上, 候、 臣當： 死 d 

罪？ 謹而待 n 斧皴 r 萬 一 御 採用 被，， 成 下， 候 得 は、 天下 i 

幸甚 之 至 奉い 存候、 臣魔永 誠 恐 誠惶頓 首々々 再 拜謹ム 

上、  "一 

二月 十九 日  臣御實 名 ノ 

右 等 之 御 誠心 貫徹せ しに や、 無レ程 明日 諸卿惣 參內. ^一 

之 儀 を 被 二 仰 出， しか は、 定而此件之朝議にも可レ^^ 

レ 之と、 公之 御 感激 は不 レ及レ 申、 御 家臣 共に お ゐても i 

一同 蘇 息 之 思 ひ をな せ. 9、  ^ 

一 、 此 H 於， 一 太政官 代： 總裁宮 よ b 左 之 通 御 直 達 i 

. 之、 


義 土 
辻 州 深 州 
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落手 之 趣に 付、 猶又 別段 御 逢に 而、 御 實効も 相 立 候 上 

は、 只管 御 寬典之 御 歎 達、 J 且內國 御 職掌 之 上よりも、 

一 u も 早く 御 進軍 御 指留、 天下 萬 民 之 疾苦 を 被レ爲 

救、 諸侯 之 勞费も 御滅殺 有い 之 檨被ニ 仰 立 TBI 又 御 親 

征之儀 も、 御 止 b に 被 レ爲レ 成 候 樣之御 趣 も御含 蓄 

に而、 縷 々被，， 仰 立， 候處、 一段 之 御 嘉納、 御領 口 有 

レ之、 早々 御 伺に も 可 n 相 成-御 模様 之 由、 夫よ b 如.， 例 

官 代人 御 出勤、 御 同 處に而 、御 即席 御 認に而 御 建白 有 

VM  レ左 

臣慶永 謹而 舉，， 言上 - 候、 今般 慶喜 伏罪 之 上、 東 叙 山 へ 

閉居 謹愼罷 在、 會桑始 、失 々 所 置 申 付、 奉， 仰 n 勅裁 ， 

候 謝罪 狀は、 旣に 今朝 W 永 參內、 中. 5 前 大納言へ 奏 

達 仕 候 事に 御座 候、 抑 於 n 度 喜- は、 實に謹 愼之實 効 

著然 いたし、 此上は 於， 一 朝廷？ 速に 征東之 進軍 被. レ爲 

レ止、 行幸 も 被， 爲 i 候而、 以 n 天下 公纖； 慶喜 へ 之 御 

所 傲、 幷^ 桑 始之被 n 仰 付？ 至 當不ぃ 可 レ動之 朝战、 早 

早 被， 爲ぃ在 度 奉， 存候 、度 喜 伏罪 謹慎、 夫々 所 置仆候 

而も、 矢 張 御 進軍、 行幸 等 も 依然 御 施行 被い 爲.， 在 候 

而は、 天下 之 人心 生 二 疑懼 一 候、 於 二 朝廷 一 被 レ爲レ 好 

レ事 候樑 に相當 り、 且爲， 朝廷 ー國々 费弊を 極め、 怨， 


1 、 今朝 酒 井與三 左衞門 方より、 御 謝罪 狀御 奏聞 之 

儀、 別紙 諸家へ、 以ニ 手紙 I 及， 1 通達； 御 奏聞 狀も寫 相 廻 

候、 左 之 通、 

去る 十二 日 江 出立 之 家來、 昨 十八 日 上着、 別紙 之 

奏聞 狀、 宰相よ 被，， 執奏， 候 樣申來 に 付、 今朝 參 

朝、 奏 達に 及 候箬 御座 候、 右に 就而 は、 尙從， 是御相 

談申上 候 儀 も 可い 有レ 之、 何分 其 御 許檨に おねても、 

御 盡カ之 儀 御依賴 被, 成 度、 先此段 早々 得，， 御意， 候 

樣 、被，， 申 付 一 候に 付、 如レ是 御座 候、 以上、 

二  e: 十九 日 

尾 州  紀州  作 州 

田 宫如雲 久能丹 波 守 

前 橋  雲 州  肥 後 

竹 田 市郎 兵衞 朝日 仙 助 溝 口 孤雲 

彥根  津 

尾 新 野眞拙 藤 堂歸雲 

將 曹 國 五郎兵衛 

一、 今日 四時 御供 揃、 御衣 冠に 而御 參內、 中 山 殿へ 御 

逢、 御奏 S 狀幷御 添 翰 共 gfl 脑滅 1 御 指 出 之處、 御 


孝 明 天皇よ. 5 肥 後 守 へ 賜る 袁 翰寫、 

堂上 以下、 疎 暴論、 不正 之 所置增 長に 付、 痛心 難 

堪、 內命 之處、 速に 領掌、 憂患 掃攘、 朕存意 貫徹 之 

段、 全 其方 忠誠、 深感悅 之餘、 右 壹箱遣 候 者 也、 

き 文久 三年 十月 九日 

右 御壹箱 御詠 之寫、 

たやす からさる 世に 武士の 忠誠の こ ゝろを 

よろこ ひて よめる 

和らく もた けき 心 も 相 生の 

まつの 落葉の あらす 榮 へむ 

武士と こゝろ あはして いはほ を も 

つらぬき てまし 世々 のお も ひて 

一 、同時 有-鵜 帶 刀よ b  、雪 江 へ 之來書 如い 左、 

m、 然は、 今日は 林 生 着 京、 當地之 景况、 縷々 御 承知 

御座 候義と 舉，^ 存候、 前 橋 侯 も 十 日 御 發駕相 成 申 

候、 過日 尊公 御 細 書に 而、 尙更 一 翁 君に も、 厚 配 有 

レ之候 樣に伺 中 候、 昨 十一 日惣 出仕に 而、 御 布吿相 

成、 乍 Z 恐 今 早天 東 叙 山へ 被， 爲， 成、 愈 厳重 之御恭 

順、 御 謹愼之 趣に 伺 申 候、 則 御 奏聞 書 も、 別段 御改 へ 

に 相 成 申 候、 定而尊 邸よ.. > 御 指 出と 奉い 存候、 此兩 


三日 御 延引に 而、 草 尾 氏に も 殊之外 御 配 盧有レ 之 事 

と 奉い 存候、 就 而は寡 君 も 十五 日發 足、 愚生 も 從レ駕 

無, 程 上京、 又々 萬々 御 厄介に 可，， お 成： 餘は 拜晤に 

讓. -、 及，， 閣筆， 候、 頓首拜 上、 

二月 十二 日  帶 刀 

雪江樣 

1 、此頃 一 應之御 謝罪 狀、 御 指 出に 相 成 候 得 共、 聢と 

御 實効相 立 候と 申 御廉も 不一 ー相顯 一に 付、 御 奏達之 上、 

精々 御盡カ 被，， 爲ぃ在 候 得せ r 御 徹底 之處、 如何 可，， 被. 

レ爲レ 在と、 深く 御勞神 被い 遊 候 御 折 柄、 右苒度 之御奏 

聞狀、 其 外 之 御 次第 共に 而、 御 閉蟄之 御 實蹟も 顯然ヌ 

付、 大に御 力 を 被， 爲レ 得、 何分 明日 御 奏聞 可レ 被, 遊 候 

へ 共、 其已前 一 應、 御內 見御賴 被，， 仰 入， 皮と、 毛受 

鹿 之 介、 靑山 小三郞 同道に 而、 三條 殿、 岩 倉 殿 へ 、御 使 

被 ン指ニ 出 之 T 岩 倉 殿に 而は、 卿 之 御 心 付に 而、 中 山、 正 

コー、 德大寺 之 諸 卿 へ も、 被 n 仰 入-匱 可い 然段、 御 示 諭 有 

^由、  * 

〇 十九 日、 今 早朝 中 山、 正三兩 殿へ は 鹿 之 介、 德大寺 

殿へ は 小三郞 被，， 指 出 T 御內 見、 且御依 賴之儀 被，， 仰 

入；  . 


戊展日 


三百 t< 十七 


謹而 言上 仕 候、 老寡 君容保 儀、 去 戌年 守護 職 被，， 命 候 

處、 弊 邑之儀 は、 東 奥 之 藩鎭、 且 帝都 を 離る、 事 二 

百餘 里、 應援達 響 之 道 も 無，， 覺東 を 計. 0 分 を 計 

て、 其 任に 勝 さらん 事 を 恐れ、 辭退申 候 得 共、 其 節 

之 御 事體御 艱難、 皇國之 安危に 拘り候 御 場合 故、 强 

而可 二相 勤， 旨 被い 命 候に 付、 數 百年 已求之 隆恩奉 

レ報 度、 闔藩 決議、 京都 を以 墳墓 之 地に 心得 罷 上り、 

大樹 尊王 之 趣意 致，， 遵奉？ 周旋 奉職、 然る 處、 不， 圖 

も 先帝 無限 之 寵眷、 御 賞 譽之哀 翰 を 下し 賜り、 其 外 

度々 御 袁筆被 二 下 置？ 恩賜 之 品々 も 幾度と なく 拜戴 

仕 候、 元 來容保 儀、 誠實 一 片に勵 精 致、 毛髮も 私意 

無，， 御座， に 付、 先 朝巳來 格別 之 御 依賴を 蒙り、 大病 

之 折 は、 無 一一 勿體 I も 至尊 之 御身 を以、 於 ，1 內侍 所， 御 

祈禱 被， 一遊 下 T 君臣 水 魚 之 情 態、 篾翰之 表に も御顯 

はし 被い 下、 當 朝に 至 候 而も、 先帝 以來叙 慮 遵奉、 守 

護 職 相 勵候譯 を以、 叙 感思召 被い 下、 參議推 任、 前後 

天恩之難.，有、主從感戴、泣謝罷在候、隨而大樹ょ.^ 

も 度々 之 褒賞 有い 之、 彼是 重々 之隆 恩、 闔國 干胆に 

銘し、 冥加 室 極、 難， 有 奉， 存候、 前件 之 通、 兩 朝歷然 

たる 厚眷、 容保之 誠實、 前後 相 替候儀 分寸も 無レ之 


U1VB 八十 六 

候、 伏 見 戰举之 儀 は、 德 川內府 上洛 先 供、 I 同 登 京 

之 途中 發砲 被い 致、 武門 之 習、 不レ 得" 止應 兵、 及，， 一 

戰， 候 儀に 而、 敢而闕 下 を 犯 候義、 毛頭 無い 之 候 は、 

萬 人 所，， 共 知， に 御座 候、 然るに 今日に ぉゐ て、 不 

レ料も 不慮 之 汚名 を 蒙 候 段、 臣子之 至情、 日夜 慟突、 

不レ雪 二君 冤 r 死す とも 不ぃ 止と、 闔國 決心 仕 居、 頑固 

之 習 風 、何共；！ 撫之道 無い 之 、於，， 私共 一は、 至々 極々 

苦心 仕 候 間、 此上は 寸時 も 早く 雲霧 快晴、 一 藩 之 人 

民 安堵 仕 候樣、 幾重に も 奉，， 懇願， 候、 別紙 袁翰 之義 

は、 先帝 御 深意 被レ 爲.， 入、 被， > 下 置， 候 儀 故、 深筐底 

に 藏置候 得 共、 國事 危急 之 今日に 差 迫 候に 付、 御內 

內奉 入，， 御覽 I 候 間、 此段御 垂憐被 二 成 下？ 乍" 恐 御 

奏聞 之 儀、 伏而 奉，， 歎願 ， 候、 恐惶 敬白、 

• 松平^^狹守家老 

m 中 土 佐 

〉，  . .  神 保 內藏助 

辰 二月  梶原平 馬 

上田 與大輔 

內藤助 右衞門 
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億 萬 之 生靈、 塗炭 之 苦 を 蒙 候 檨に而 は、 實以不 い 忍 一 

次第、 何卒 官軍 御 指向 之義 は、 暫時 御 猶豫被 二 成 下？ 

臣慶喜 之 一 身 を 被い 罰、 無罪 之 生 民 塗炭 を 免れ 候樣 

仕度、 臣慶喜 今日 之 懇願 此 事に 御座 候、 右 之 趣 厚御諒 

察 被 n 成 下？ 前文 之 次第、 御聞屆 被.， 爲，； 候 様、 舉，， 

歎願， 候、 此段御 奏聞 被，， 成 下， 候樣 奉：， 頼 候、 以上、 

二月  麇 喜 

御 簡 E^s^ 御 its^  ► ^レ左 

本紙 奉 ニ巾 上， 候京攝 事件 御 節、 詰 合 居候 松 年 肥 後、 

幷 要路 之 役々、 同樣 舉，， 恐 入， 候に 付、 御處置 奉レ伺 

候 心得に 而、 爲，， 慎 置 ， 候 間、 夫々 御沙汰 被，， 成 下 - 候 

樣舉ぃ 願 候、 已上、 

一 一 德川慶 喜 

御 家臣 衆 謝罪 狀 如.， 左、 

德川慶 喜家來 共、 昧死恐 惶舉ぃ 哀，， 訴闕 下， 候、 主人 

事、 兼々 奉 非常 之 朝恩； 奉， ー感 戴， 候に 付 は、 別 

而皇國 之 御爲、 uili 心 カを盡 し、 旣に 祖宗 傳來之 政 

權舉， 歸、 引續將 軍職 を辭返 仕、 彌以勉 勵仕罷 在 候 

處、 先般 京硫之 事件、 遂に 奉レ 惱，， 哀襟， 次第に 立 至 

り、 於 n 主人， 深舉 n 恐 入？ 束 下以东 只管 恭順 謹愼、 御 

戊辰 日 


一 沙汰 奉， 窺 候 心得に 而、 上野 寺 中に 返赞罷 在、 其 節 

詰 合 候 要路 之 者 „H 〈は、 爲，， 愼置 r 御所 置 奉， 待 候 事に 

御座 候、 抑 京攝之 事件、 主人に 於て は 深 奉， 恐 入， 居 

候 得 共、 右 は 全 鋭 撫方不 行 屈より 相 生 候 義に而 、其 

胸中 を 推察 壮 候へ は、 臣子之 分、 實以悲 泣 之 至、 片 

時も不 J 女 次第に 御座 候、 ま 人事、 元 來皇國 之 御爲、 

一 點之私 を も不ぃ 挾、 忠誠 之 外 二念 無 段 は、 厚 御 

諒察 被 二 成 下？ 且 祖先 之 勳勞を 被,， 爲，， 思 召 出 T 格外 

寬大之 御沙汰、 幾重 に も 奉，， 歎願 ， 候、 . 

德川慶 喜 

二月  家來中 

一 、同時 尾 張老侯 へ 之 御 封 物 も、 御 一 所に 御 渡 之 由に 

而指出 候に 付、 即日 左 之 通 字 御 直 書 を以、 尾張當 

俟元 千代 君 へ 左 之 通 被い 仰，， 進 之： 

一筆 致 n 啓上， 候、 春寒 難 候處、 先 以愈御 安泰、 珍 

重 舉ぃ存 候、 陳者ー 一 月 十一 一日、 二 丸へ 留守居 御 呼 出、 

罷出 候處、 御 目 付 妻 木多宮 を以、 尾 張 大納言 樣、 幷 

私へ 之 御 封 物、 一 つ、 御 渡 有,， 之、 大納言 樣へ之 御 

封 物、 其 御家來 へ 御 渡 可 二相 成-. a 候 處、^ 國 御泥雜 

之 御 譯も御 承知 被い 爲， 在、 私家 來 へ 御 渡に 而、 私よ 

一一 1}? 八十 三 


海外 萬國 交際 之 大事 有， 之 候 得 は、 普 天率濱 協心 戮 

力、 共に 王事に 勸勞 し、 萬國 交際 を 始め、 萬 機 悉く 

旣 往將來 を不， 論 、無，， 忌憚， 詳論 極諫有 v^sr 只 急 

務 とする 處は、 時勢に 應し 活眼 を 開、 從 前の 弊習 を 

脫し、 聖德 を萬國 に光耀 し、 天下 を 富嶽の 安に 置、 

列聖 在天の 神靈を 可い 奉い 慰、 上下 舉而此 御 旨 趣 を 

可- レ奉ニ 謹 承 一 候 事、 

. 太 政官代 

二月 十七 日  三 職 

1 、今 曉？^ 刻 後、 在 坂 小松帶 刀よ. 9 飛 礼 を以、 土 州 兵 

隊佛人 を 殺傷 之 寧 件、 佛 公使 忿怒 甚敷、 嚴 重に 懸 合に 

相 成 候 樣申來 り、 公卿 方 も 御 參朝御 引 上け 御 出仕に 

而、 官代以 之 外 騒動せ b  、且帶 刀よ. 0 在 地內外 事務 多 

端 手 廻り 不ぃ 中に 付、 內國參 與之內 より 一 兩人、 早々 

下坂 之 義申來 に 付、 雪 江幷木 5, 準 一 郞 へ 下坂 被レ 命、 

佛 公使 華 港 引 拂之儀 は、 以„ 勅使， 御 抑留 可,， 有い 之と 

の 御 決 評に 而、 勅書 裁 制 有 5Z、 1:_^趣飛報を以坂地へ 

發 する 等、 混雜を 極めたり、 大久保 ； 藏は 今朝より 下 

坂、 雪 江は暮 時下 坂せ 、此 件々 遂に 勅使 等 御 發遣應 

接 之 上、 廿 三日に 至.. > 、佛人 を 殺した る 數に應 し、 土 


州 人 十 一 人 を外國 人の 目前に 而< ^二割 腹？ 事 落着に 及 

ふ と雖， i も、 朝廷 之 か 爲 に 数： W 之 紛擾 を 生し た KV  、 

〇 十八 日、 今朝 五 時 頃、 萬 里 小路 中納言 殿御 來 邸に 

而、 御 對面之 上、 5 右 倉 殿より 外國 一 條に 付、 公 御 下坂 

可レ 被い 下 哉 之 33、 御 相談 有, 之、 

一 、去る 十二 日、 江 城 二の丸へ 御 留守居 御 呼 出に 而、 • 

御 目 付 妻 木 多 宮殿より 御 渡に 相 成 御^ 書、 御徒 田 村 

鐘 太 郞持參 、即日 出立、 此 日夜に 入 到着し 指 出す、 御. 

直 書 如.， 左、 

此度御 追討 使 御 差 向可レ 被， 爲， 在 哉 之 趣、 遙に 舉，， 承 

知？ 誠に 以驚 入、 舉，， 恐 入， 候 次第に 御座 候、 右 は 全 

臣慶喜 一 身 之 不束より 生候義 に而、 天 怒に 觸候 段、 

1 言 之 可，， 申 上， 機 無，， 御座， 次第に 付、 此上 何樣之 

御沙汰 御座 候 共、 聊 無，， 遺憾， 奉， 畏候 所存に 而、 東 

叙 山 へ 謹愼罷 在、 其 段 下々 迄 へ も 厚 中 諭し、 假令官 

軍 御 差 向 御座 候 共、 不敬 之義等 毫末 も不， 爲.， 仕 心 

得に 御座 候 得 4=r 弊 國之義 は、 四方 之 士民輻 湊之土 

地に も 御座 候へ は、 多人數 中には、 お 一 心得 違 之 者 

無.， 之と も 難 V &、 右邊 より 恭順 之 意 を 不二 相辨 r 不 

慮 之 儀 等^, 之 節 は、 猶更舉 n 恐 入， 候而已 ならす、 


は、 萬國 普通 之 次第 を以、 各國 公使 等 御 取扱 被レ爲 

. レ在 候、 然る 處此度 御親征 被， 一 仰 出； 不日 御 出輦被 

ビ爲， 遊 候に 付而 は、 御 餘日も 無,， 之 御 事に 付、 各國 

公使 S ま々 參朝 被，， 仰 付， 候に 付、 此段 可，， 相 達， 被，， 仰 

UHI き 事 

二  21： 

右に 付、 太 政 官代三 職 之 御 方々 よ.^ 御 布 吿如ゾ 左、 

外 國御應 接 之 儀 は、 上代 ss-^ 神 仲 哀御兩 朝 之 頃よ. o、 

年を逐而^^に成來り、 遠 邇之谷 國歸化 貢獻有 VM、 

其 後 逮國と は、 常に 使節 相 往來、 或は 居留し、 其 交 

際 も 亦 自ら 親しく 候、 此 時に 當 ftN 船 艦 之 利 未開け 

す、故に三韓四近と^1^國而已、西洋各國の事は暫く 

差 置、 印度 地方 尙 明確なら す 候、 然るに 近代に 至. 9 

て は、 萬 民所レ 知の 如く、 船 艦の 利 航海の 術 其 妙 を 

窮、 萬 里の 波濤 比隣の 如く 相往來 し、 一 時 幕府の 失 

錯とは 乍い 申、 皇國の 政府に 於て 誓約 有い 之 候 事 は、 

時の 得失に 因て、 其 條目は 可い 被 レ改候 得 共、 其大體 

に 至， 0 候て は、 妄に 不レ 可レ動 事、 萬國 普通 の 公法に 

し て 、今 fSl 於 二 朝廷 一 是 を變 革せ ら る 時 は、 却而 信義 

を 海外 各國に 失せられ、 實以 不，, 容易， 大事に 付、 不 

： 戌. 1C, も 制 ！' 


^被，， 爲：， 得， 止、 於 二 幕府， 相 定置 候條約 を以、 御 和親 

御 取 結 に 相 成 候、 旣に 先般 御 布令 被， 爲レ； ^ 候 上 は、 

皇國 固存之 御國體 と、 萬國の 公法と を 御 斟酌、 御 採 

用に 相 成 候 は、 是 又不， 被， 爲ぃ得 レ止御 車に 候、 依て 

越 前 宰相 始 建白の 旨 趣に 基き、 廣 官 諸侯 之 公議 

に 依. o、 古今の 得失と、 萬國 交際 之宜を 折衷 せら 

れ、 今般 外國 公使 入京 參朝 被，， 仰 付， 候、 元 來膽懲 之 

擧は、 萬 古 不朽の 公道に して、 假令 和親 を講 する 

共、 其 曲直に よって、 各 國不ン 得い 止 之 師相起 候 其 例 

し 不,， 少、 付て は 攻守の 覺悟 勿論の 事に 候 得 共、 和 

親 之 事 は、 先 朝旣に 開港 被，, 差 許， 候に 付、 皇國と 各 

國 との 和親、 愛に 相始 b 居候 處、 其 節 は 幕府 へ 御委 

任の 儀に 付、 諸事 交際 之 儀、 於 二 幕府， 取扱 來候、 然 

る處、 此度 王政 一 新、 萬 機 從，， 朝廷， 被 二 仰 出， 候に 付 

て は、 谷國 交際 之義、 直に 於 二 朝廷， 御 取扱に 可 二相 

成， は 元よりの 御 事に 候、 今 也 御 初 政 之 御 時、 總て 

の 事件 は 全く 總裁 始當 職の に 有,， 之 候、 何分 某 等 

不肖の 身を以 大任 を 負荷し、 非常 多難の 時に 逢 候 

め 上 は、 深く 恐懼 思慮 を 加へ、 天下の 公論 を 以て 及，， 

奏聞； 今般の 事件 御 決定 被い 爲ぃ枉 候、 且國內 未い 定、 


奉，， 恐悅， 候、 抑 昨 十五 日 被， 爲， 召に 付、 天 前へ 罷 

出、 臣度 永不， 顧，， 恐惶， 干，， 胃 威厳？ 充分 愚衷 之趣奏 

聞 仕、 誠 以戰寒 之 至、 實に斧 娥之誅 難 ン遁、 奉 n 恐 

入， 候、 乍い 去 臣子之 愚意 言上、 實に謹 畏本懷 奉レ存 

候、 御禮之 儀、 天 前 宜御執 成 之 程 希 上 候 也、 恐惶謹 

言、 

二月 十六 日  御實名 

中 山 殿 

正 親 町 三條殿 

1 、昨 曰 於 n 官代： 尾紀へ 御談之 上、 各 重役 被 M 指 出 一 候 

事に 相 成 候 上 は、 御 家よりも 御 指 出 可 二相 成， 處、 當時 

本 多 修理 出府 中に 付、 此表之 御 運 ひ、 修理 迄 被 二 仰 遣？ 

於，， 彼 地， 各 家 申談、 致 二 周旋， 可レ 然との 思 召に 而、 右 

御 使 林 矢 五郎へ 被， 命 候而、 今 晚直樣 出立に 付、 上樣 

へ 之 御呈書 も持參 被，, 仰 付？ 且ヌ 途中に 而 修理 之歸京 

に 出逢 候 は、、 東北へ 引返し 候樣、 御沙汰 之 趣 も 申，， 

合 之？ 御 呈書如  左、 

謹而 奉，， 言上， 候、 去る 五日 家 來之者 被，， 召 出？ 御 渡 

相 成 候 御 奏聞 狀、 十三 日朝 上着、 即夕 直に 太政官 へ 

罷出、 總裁府 へ執奏 仕、 且御 別紙 之 趣 も、 具に 三條 


三百 八十  ， 

. 大納言、 51!^ 倉 右兵衞 督迄 申入 候、 此段 搴，， 言上， 候、 

尙 委細 之 義は、 家老 本 多 修理より、 舉 n 言上， 害に 御 

座 候 也、 誠 恐 誠惶頓 首々々 謹言、 

二月 十六 日 針  御實名 

1 、 此日 於，， 太 政官； 紀州 安藤 飛驛 守、 久能丹 波守拜 

謁、 關東御 謝罪 一 條に 付、 東都へ 御 人 被，， 指 出， 義、 紀 

國ょ. - 家老 之 內早々 爲，， 呼 上？ 示談 之 上 東 下 之 積 之 

由、 御 趣意 之 儀 は、 如 雲 書取 之 通に 而、 別意 無い 之 候 得 

共、 田 一 兩 公之 御 動作 如何 可レ 有， 之 哉、 甚 無，， 覺束， に 

付、 自然 御 談調兼 候 節 は、 溜 詰 之內に 而も 可.， 然候 半 

歟之 見込 之 趣 申 上た h '、晩方に 相 成、 伊達 五郎 出頭、 

雪 江對接 之處乂 「朝 申 上た る 次第、 猶又 及，， 熟 評， 處、 

安藤、 水 野、 久能、 何も 於，， 江 表， 少々 故障 有 に 

付、 昨冬 迄在府 いたし、 事情 も 解 居候へ は、 山 高 石 見 

守 指 出 候 事に 再 決 之 由、 爲，， 申譯， 参上 之 趣 申，， 陳之 T 

1 、昨 十五 日 泉州堺 表に 而、 土 州 兵隊 佛人砲 殺 之 趣 飛 

報 有 "之 段、 土 州 知 邸よ. -屆書 指 出、 事情 不二 詳細， 候 

へ 其、 土 州 重役 調 旁、 早 々 堺表 出張 候樣被 由 也、 

〇 十七 日、 今日 外國御 交際 之 儀に 付 被，， 仰 出， 如レ 左、 

先般 外國御 交際 之 儀、 歙慮之 旨 被，， 仰 出， 候に 付而 


MK 之との 御 挨拶に 付、 今日 參朝致 居候 田宮如 雲、 安 

膝 飛驛守 へ 、御 晚談に 相 成處、 谷 家老 東 下 周旋 識カ之 一 

義を 及， 1 御請， たり、 〇 雪 江 如 雲 は 反覆 論 談に及 ひ、 騮ー 

東 君臣 十分 伏罪、 謹 而待ニ 斧皴， 之 場に 至.. >  、面 縛して 一 

軍門に 御悔 謝、 其 上に 而朝裁 を被レ 爲,， 仰 候 御 儀、 公論 一 

至當 なる へきに 決し、 其^ を以 夫々 御 談に相 成、 又 御； 

謝罪 之 筋、 和 宮樣を 御 賴に而 、悠督 之 軍門 へ 御歎訴 之； 

一路 も 可い 有い 之と 示談せ. o、 雲 州 侯 も 幸 ひ 御 參內に 一 

付、 右 御 相談に 御 加 は. -可レ 然との 思 召に 而、 大 3 曰 を) 

內臣妹 尾 右衞門 迄、 雪 江よ. り 申ニ談 之； 尙 明朝 參邶、 相； 

伺 ふ 害 也、  一 

一、 田 宮如雲 執筆に 而、 尾紀 被，， 仰 合一 之 御 趣意書 如 一 

. 左、  .ー 

御 本家より 之 御 伏罪 書 を、 越老 侯よ h- 御 指 上に： 

相 成 候 得 共、 御 親征御 延引と 申 御手 順に も不， 相 一 

成 T 旣今 十五 日 大總督 之宮御 出陣と 相 成 、 越 老俟ー 

にも 深/、 御苦勞 被い 爲レ 在、 方今 之 御 模樣、 段々 御 一 

回盧之 上、 紀侯等 之 重職 急行 東 下 之 上、！^ 力 之欽ー 

方 を、 御內々 被レ 爲,， 示 候 趣 如， 左、 猶 委細 は 口授 一 

に附 1  一 
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一 先， 京 坂 間 之 一 件 は、 猶御 本家 而已之 御 罪の み 

ならす、 第 一 會桑 を始、 執參幷 旗下 之士 共に も 有 

レ之 事に 付、 罪 之 ある 處之^ 夫々 深く 奉 一一 恐 入： 悔 

悟 伏罪、 誰 一 人 抗命之 者 も 無.， 之、 如何 檨之 御沙 

. 汰 も謹而 舉.， 待 n 朝 裁， 候 樣相成 事、 • 

1 右 樣行屆 之 上、 田 安御隱 居、 一 橋 大納言 樣、 右 之 

趣 之 謝罪 狀を御 持參、 大惣督 御 軍 門 へ 御 出御 捧 

に而、 右檨 一 同 伏罪、 朝 裁 次第に 相 成 候 上 は、 何 

卒 最早 錦旗 は 御 止. 0 に 相 成 候樣、 御 哀訴 之箏、 

一 靜寬院 宮樣ょ h- 御 同 I 內使 を以、 大總督 へ 御寬大 

之 御 欺 之 事、 

一 朝廷へ は、 輸王寺 宮之御 役 方 を以、 ？似 15 錢 Jfl 

急行に 而、 前 颜之通 謝罪 狀を爲 二 御 持； 錦旗 御 止 

り 方 之 御 歎訴之 事、 

〇 十六 日、 今 曰 於，， 太 政官， 左 之 通 被，， 仰 蒙； 

越 前 宰相 

今度 外國人 上京 參內、 右 御用 掛 被，， 仰 付， 候 事、 

右 同樣、 中 根雪 江 へ も 被，， 命た..^、 

1 、今 = 屮 比 殿、 正 親 町三條 殿へ 被， 遣 御 書 如， 左、 

, 一筆 令 二 啓上， 候、 先以 至尊 益 御機嫌 能 被，^ 爲 "入、 

.  111 百 七十 九 


 戊辰 B   ..  

, 二月 十五 H  御實名 

御 別紙 

德川慶 喜 謝罪 狀指上 候 上 は、 此段 速に 天下へ 御 布 

吿 有：， 之、 早々 諸道 之 追討 使、 幷諸藩 之 進軍 を 阻め、 

蒼生 之 塗炭 を 被い 爲.， 救 候義、 今日 之大御 急務と 奉 

, ^存 候、 此儀 一 日 相 後 候 得 者、 天下 一 日 之勞費 難，， 算 一 

數名狀 一儀と 奉レ存 候、 仰冀く は、 今日 大惣督 之 御 

進發を 被い 止 候 は、、 是亦生 民 之 安 培、 如何 計に 可 

レ 有，， 御座， 哉、 無上 之 御仁 政， 0 奉，^ 存候、 外 國之御 交 

際にお ゐて は、 咋夕已 に 御 決定に 而、 御 安心 之 御 儀 

と 相 成 候 得 は、 今日は、 內國 にお ゐて差 向 候 大議を 

建言 仕 候、 幸に 今日 諸侯 も 參槃之 儀 候 得 は、 右 止 兵 

之 大令を 被,， 發、 好 生 之 御仁 惠を、 天下 諸侯 之 民心 

へ 浴く せられ、 御 一 新 之 御 折 柄、 是迄 兇器 を 被レ爲 

ゾ動候 は、 實に不 レ被レ 爲レ得 レ止之 御 趣意た る 事 を、 

御諭吿 御座 候 は 、、騒然たる 人心 一 定に歸 し、 沛然 

たる 御德澤 皇國に 充溢 仕、 萬 生 至 公之 御 新政 を舉ニ 一 

感戴； 轉 レ凶爲 口 之 好機 會と 奉い 存候得 は、 當 職に 一 

おな て、 至大 至 願 奉， 存候、 早急 之 御 評議 被 レ爲レ 在 


■  V  III  0w?A  

候欉 仕度、 此 段謹而 奏聞 仕 候、 恐惶 謹言、 

. 二月 十五 日  ほ 御實名 

1 、 今日 在京 諸侯 惣參內 被い 命、 外國 交際 之義御 布告 

有レ 之、 下 參與之 面 な も 參無を 被^ 命た b  、此時 外國人 

へ 御 對面之 儀、 後宮 之 物議 等 有 、未決に 而、 當路之 

公卿 殊之 外苦惱 せらる、 暮時前 公、 岩 倉 殿と 御 一 處に 

天 前へ 被い 爲 い 候、 更に 交際 之 事情、 詳悉 極言 御明 辨 

有， 之、 御 返 出 之 後、 岩 卿猶滯 座に 而、 御 諫謬被 二 申 上： 

漸くに して 拜禮 も可レ 被い 命 に 御 決定 有い 之 由、 今 日 御 

散 朝 及 ニ夜隱 ，1 陰に 付、 御 歸邸之 上、 御內 儀よ.，， 御 膳 

部 御酒 御拜領 被，， 遊、 

1 、 今 H 征討 總督宮 御 參內、 直に 東海道へ 御 進發有 

一 、關東 御 謝罪 之 筋 相 立 候に 付而 は、 已に御 建白 も 被 

ン 爲,， 在、 猶又右 御 進 發御抑 阻 之 儀 も、 倉 殿 迄 種々 御 

懇吿有 候へ 4„r 眼前に 相 迫り 候 俄と 申、 是 迄紛々 

風聞 も 有， 之義 故、 今日 遏旅之 儀に は 至り 兼 候 御 次第 

に 付、 尾紀 被，， 仰談： 御阁旋 之義を 被，， 及 n 御 內談， 候 

一 處、 是は御 措 圖之廉 に は 無， 之 候へ 共、 宗家 之 爲に盡 

力 は 勿論 之 事に 而、 夫 か 爲に御 嫌疑 等 可 レ有レ 之譯は 


早速 引 留可レ 中と、 伊達 五郎 同道、 太 政官へ 出頭せ 

り、 

〇 十四日、 今：： n 公太 政 官へ御 出仕 之處、 俄に 御參 内相 

成 候樣、 お倉 殿よ b 御 達 有， 之、 下 參與之 面々 も 同樣、 

未 半 刻 比參朝 之處、 右 は外國 公使 參朝之 儀、 彼よ. 0 

不，， 申出， 巳 前、 此 よ.^ 被，， 仰 出， 度 段、 浪華 東久世 殿よ 

り 御 申 越、 小 松よ. 0 も 後藤 迄申來 に付而 なり、 申 刻 比 

奧御 廊下に ぉゐ て、 總裁宫 、岩 意、 中 山、 正 三、 德大寺 

等 之 諸 卿、 公幷 下參與 迄、 御 一 席 之大御 評議な， 9、 拜，. 

禮之 節、 握手 或は 屈 膝 等に 而之 俗論 甚敷、 更に 不， 一 相 

決， して 夜に 入、 遂に 叙盧 伺と 申 事に 相 成、 戌 半 刻 比 

迄 御 手間取、 亥 刻 前に 至， り、 漸く 京師へ 被い 召、 參朝可 

ゾ被レ 命、 御 決議 有 VN、 其 段 早々 浪華へ 御 返事 有レ之 

由、 拜 禮之實 際に 至って は、 極 內狀は 未決 之 由、 岩 倉- 

殿 歎 話せられたり、 御 場所 は 南殿條 城兩議 有い 之、^ 

に南殿に被^^決た，.^、 

一 、今朝藤堂歸雲、新野眞拙參邱、雪江對接之所、昨^^ 

之 通達に 付、 猶江 u; 表 之 御 模様 伺 度との 事に 付、 彼 地 

之^^情及，物語，候處、何分追々相伺、精々盡カ可，仕、 

歸雲. 儀 は 一 兩： n 中 拜謁相 願 度 由、 眞拙は 万端 御 指 圖 一 

I  戊 辰 日 記 


に 隨ひ可 との 趣な り、 

一 、於 ニ江卢 表 r 御 謝罪 狀 被，， 指 上， 候 御 運 ひに は 相 成 

候 得 共、 去月 廿 九日 板 倉侯隱 居、 嫡子 萬 之 進へ 家督 

被，， 仰 付 ， 等、 此節御 不都合 候 由、 於，， 江 10. 表 ， 風評 も 有 

レ之 趣、 矢五郞 S. 出 候義も 有.， 之に 付、 猶其邊 之 御不體 

裁 有， 之候而 は、 御大 事 之義に 付、 態と 御 人 にても 御 

指 下し、 御 周旋 有い 之樣、 御饑 被， 成 度と、 今 晚雜暮 比 

より 罷出 候樣、 尾 之 田宮如 雲、 紀之久 野 丹 波 守 は 不快 

に 付、 伊達 五郎へ 申 遣^ 處、 如 雲 は 其 刻罷出 候へ 北つ 

一 御 返 朝 御遲延 可，， 相 成， 御 様子 相 聞 候 付、 相 返し、 五郞 

一 は 相 考御歸 殿 後に 罷 出に 付、 鹿 之 介 應對、 御 趣意 申 

聞、 領承 罷歸 る、 

〇 十五 Hr 御 謝罪 一 條に 付、 今朝 德大寺 殿 へ 御 直書幷 

御 建白書 被, JT 如,.^、 

一筆 令，， 啓上， 候、 愈御安全珍重存候、抑昨^^は不，， 

容易， 御 配慮、 實に 感服 仕 候、 別紙 之 通 差 出 候 間、 何 

分に も 今日は、 早急 朝議 被 レ爲， 度 奉，， 懇願 一 候、 尊 

卿 御 同意 候へ は、 岩 倉 迄 御 出し 舉ぃ希 候、 下 官追付 

參朝 可， 仕 候 間、 尙 委細 期，， 其 節 之 面讖， 候、 仍而此 

入. 候 也、 

さち 七十 七 


戊辰 日詆   

快 御 1 々無,， 之 趣に 付、 象 1 一 郞を以 被 二 仰 遺 r 溝 口 孤 

雲へ は 鹿 之 介よ.. -申閡 、藤 堂歸 雷、 新 野 眞,、 三 浦 

帶刀等 は、 先日 御 家老よ.. >  及 二 内談-候 廉も有 に 

. 付 、御 家老よ， 5 以，， 手紙， 申 通、 田宮如 雲、 久野丹 波 

守へ は、 雪 江よ.. ^ 手紙 を以 及い 通 n 達 之 T 

1 、此日 丸 岡 藩 有馬帶 刀より、 雪 江へ 之 來帖、 同藩 新 

名與 太夫よ. 5 差，， 出 之？ 如い 左、 

去 EJ 廿九 日夜 御 認之御 細 書、 今 H 尊 邸 草 野生より 

M^js^ 早速 御 廻し に 相 成、 謹閱仕 候、 餘寒退 兼 候 

處、 先以 益御壯 健、 被い 成 n 御 奉職？ 奉 二 拜賀， 候、 然は 

其 表 之 御 模樣、 褸々 御. &越、 又 一 翁 先生に も、 尊書 

之 趣 萬々 辱 奉い 存候、 當方之 事 も殊之 外御掛 念、 御 

尤 至極、 僕 着 前後 形勢 一 變 、昨日 迄之處 は、 林 氏 承 

知に 而歸京 候 得 は、 少は御 安心と 奉い 存候、 今朝 厩 

橋 邸へ 參上、 公始、 山 田、 四 王 天之兩 生に も 面會、 猶 

又 同 公 御發駕 前、 御 證跡御 目 擊有レ 之 度 旨、 夫是申 

上、 殊之外 御 落 意、 愈 十日 御 發程之 害、 今夕 一 便 取 

計 候に 付、 御參 上 候、 明 早朝 一翁 公へ 參謁之 積、 

鬼 も 角 も 此方 丈け は、 精力 相盡し 可い 申、 寡 君 も 快 

に 付、 明日 押而 登營、 十三 日に は 發途、 僕 も 從駕又 
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又再上、御苦勞可，，罷成；尙又御指械を得、周旋^^カ 

可レ仕 候、 錦地 兩端 之義 如何 哉、 何分 御盡 カ有レ 之、 

征伐 之 儀 は 御！^ 期 肝 要所い 祈 候、 尙又 追々 成 行、 可 

レ得， 一貴 意？ 如レ此 御座 候、 顿首、 

二月 七日 夜  帶 刀 

. 雪江樣 

1 、此日 紀藩久 野 丹 波守參 邸、 雪 江 及，， 應對- 候處、 申閬 

候 は、 去 H 廿 五日、 於，， 江 1!； 表； 紀州 家へ 御 相 續之義 被， 一 

仰 出， 段、 飛 船に 而申來 候へ 4r 決然 御 固 辭之思 召に 

付、 關東 へ は 其 段 被 n 仰 上 S 廷 へ も 御 辭返相 成 候 段、 

今朝 安藤 水 野 を以、 太政官 へ 御 達に 相 成 趣、 爲ニ申 上 ， 

參上之 由に 而、 書取 等^ 出に 付、 垂 江 申 答 候 は、 右 御 

隱居御 相 績等之 御 奏聞 書、 先達 而 此方 檨迄御 廻し に 

相 成 候 得 共、 此節柄 被， 對 n 朝廷： 以之外 成 御 不都合に 

付， hhm い 及 二 御 奏聞 T 此方 樣 より江 11^ 表 へ 御 返上 相 成 

事； i へ は、 此御 書面 御 達 等 は、 關東之 御 不埒 を 御顯は 

し 脚 Z 成 候梳成 物に 而、 弊 藩よ は不， 一 申 上？ 世話 は 鬼 

も 角 、表立 上達 之 儀 は 無い 之 候 得 は、 御 書取 御 指 出 

之 儀 も、 可 二相 成， は 御 控に致 度と 申談 候處、 丹 波 守 

も 、如^にも 然な. 5 と 速に 同意し、 上達 已前候 はゝ、 


小臣其 詳解 を 問 はむ とす、 希く は 私 を 去、 公： 牛至當 

を 以て、 小臣か 疑惑 を 解かむ 事 を、 恐惶 謹言、 

二月 五日  勝 安房 

1 同時 矢 五郎より 中 上、 東狀之 大略、 

先般 御 隱居之 被，， 仰 出， に而、 一 同 稍鎮靜 之處、 紀州 

よ. 9 歸東之 殘兵禝 本 等よ. 5、 再 紛亂を 生し、 激烈 輩 

君 前 へ 詰 切り 居り、 何事 も 難 n 出來 _ 次第 之 由、 〇 有 

志 之 諸 役 も、 激烈 輩に 迫られ、 不快 引 多く、 廟議愈 

決 兼 候 由、 〇 曾 も 返 隱歸國 之 運 ひに 相 成 由、 〇 山里 

へ 御 蟄居 之 御設も 有，， 之 候へ 共、 一 日たり 共 御 引 籠 

相 成 候 へ は、 直 樣惑亂 之 次第に 付、 無 n 是非， 御 聞 政 

之 御 運 ひ 之 由、 〇 前橋俟 十三 日 御 登城、 御 謝罪 之 

儀 被 二 仰 上 T 御 聞入而 巳に 而、 御 採用 無，， 之、 十八 日 

も 同 斷之處 、當 =： 朔 H 御 登城、 尙又被 二 仰 上： 粗 御 採 

用に 相 成、 夜半 御 返 出 、夫より 御上 京 御 運 ひに 相 成 

由、 〇 老公よ. 9 前橋俟 へ 之 御 直 書 相 達 候し 已东、 御 

謝罪 之 御 筋、 大に御 果敢 取に 相 成 由、 〇 有^ 帶刀 

は、 着府 巳來 所々 遊說、 四日に は 御前へ も 識，， 召 出？ 

御 相談 も 被い 爲ぃ ffl 由、 矢 五郎 も 同道、 或は 相識に 

而、 大久保 殿 初 所々 奔走 之 由、 〇 御 謝罪 狀は、 疾ょ 
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り、 御 出 來相成 居候 得 共、 御 披露 難， 被， 成、 段々 

御手延に相成候處、御诣出後御披.^^相成候は、、不 

ン得ニ 止 事- 覺悟も 定り可 vsf.- の御內 決に 而、 先つ 

御 奏上 之 御 運 ひに 相 成、 夫よ 追々 御發 表に 相 成 

事 之. H、 

一 、右 御 謝罪 狀御 到来に 而、 御 葵 達に 相 成義、 御國表 

へ 被 一一 仰 進 一 御 直 窨如ン 左、 

急 V.1 筆 申入 候、 春寒 難い 去 候處、 愈 御淸全 珍赏ぉ 

候、 抑 去る 五日、 留守居 西 丸 呼 出に 相 成、 罷出 候處、 

德川公 御 直 書 御 渡に 相 成、 林 矢五郞 去る 七 H 立、 今 

十三 日朝 京 着、 御 直 書 披見、 右 は 御 謝罪 狀に 付、 底 

に 今夕 太政官 へ 罷出、 ^:^-三條大納言殿、岩倉右兵 

衞督 殿ね 差 出、 西鄕御 落手 被い 致 候、 右 御 謝罪 狀別 

紙 之 通に 候、 此段 念之爲 可，， 申入？ 如い 此候 也、 

二月 十三 日  御實名 

越 前 少將殿 

尙々 御 謝罪 狀 二通、 幷此 書狀、 典 之輔、 家老、 中老、 

側 用人、 中老、 見習、 田內源 か、 十藏、 彌十郞 、執 口 計 

. へ 可，， 示 給ハ其 餘は禁 n 漏 達， 候 也、 

I  、容堂 君へ も、 御 相談 旁 可い 被い 爲ぃ 入御 精 之處、 御不 
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申 上 置 候、 苒拜、 

私 云、 有 "att 帶刀は 大久保 殿へ 罷出候 節、 沙汰 有 

、四 H 夕 登城 之處、 -佼に 入 於 二 御 居 ii? 上様 御 

逢 有い 之、 御 謝罪 狀拜見 被 二 仰 付， に 付、 心 付之義 

申 上 候處、 山 圖書殿 執筆に 而、 大久保 殿御 相 

談、 所々 御 直し 有.， 之、 夫より 圖書 殿淸書 之爲返 

坐に 付、 帶 刀よ.^、 大久保 殿へ 暫時 避 席 被,， 命 候 

檨相顦 ひ、 帶刀 一 人 御 膝元 へ 相 進み、 公之 御才識 

に 被 ゾ爲レ 長 候 故、 御 德誼は 御 短なる 姿に 而、 有司 

に 御 任用な く 惣而御 自任 被，， 遊 候 故、 御 罪 御 一 人 

に歸候 條理を 々言上、 仍ぃ之 御 謝罪 之義 は、 御 

1 身に 御 引受 不ぃ 被い 遊候而 は、 難 二相 濟， 次第、 關 

西 之 事情 を 推て、 十分に 申 上 候處、 流石 之 御 英才 

に而、 逐條 分明に 御お： 得 被 在 由、 夫より 再度 

之 御 謝罪 狀御 草稿に 御 取掛. 9 被^ 遊 候 由、 

、同 勝 安房 殿より 呈 書如レ 左、 

小 E 之 を 海外 之 一 知己に 聞く、 近日 得 西 亞首 とし 

て、 同盟 諸國に 報告 ありと、 其 趣旨に 云、 東洋 日本 

之定約 は、 德川氏 一： t 府之 職た し 時 結 ひし 處、 今日 

に 至って、 政權 朝.；. J に歸納 せ. >  とい へと も、 其國之 
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大身 會議、 一 定之事 ありし を 不^ 聞、 一 二 之 侯伯 倉 

卒に 出つ る もの は、 尤以 可， 疑、 其條 理を究 問し、 其 

情實を！^し、其可,，討は^^ち、其可ン助は助くるもの 

は、 大國 小國を 保護し、 其國、 之生靈 塗炭 を 救 ふ、 谷 

國條約之大信公義之至れる所なh^、 同志 同 約 之 諸 

國は、 # 、に 軍艦 を 整、 東洋に 向 ふて、 其 是非お 問 は 

むと、 其實 否に 至って は、 未た 如何 を不 "知と いへ 

i  、 必其 isiu- 發 らん 必 せ り 、從ぃ 古 東洋 諸國、 西洋 各 

國之爲 に 蹂躪 內附 する 者、 比々 として 皆 同 、其 

邦內々 に 是非、 人相 喰、 終に 其 國家を 失 ふ を不， 察、 

私を逞 く.， -て、 其 極：； =； ハ國を 破る に不ン 出な. o、 今 哉 

英吉利 は 兵 庫に あ hs、 佛良 察、 米 利 堅は橫 溶に 居 

て 、英之 下風 を 不,， 好、 @ 國豈此 ニ國之 下に 附 む や 、 

大 信を唱 て、 以て 我 皇國を 內附 せんとす、 誠に 其眞 

意之 ある 所、 是を掌 上に 視 るか 如く、 然る を 思 は 

す、 侯伯 默 して 唯 其 領國を 固守 せんとす る は、 是を 

其 任と いはん や、 且勸 王之眞 意、. またい つれに 在る 

や、 西 歳に して 公義 定る、 如,， 斯 成る 者是を 報國と 

いはん 歟、 印度支那 之儆不 J 速、 朝廷 を 汚辱し、 皇國 

を內 破す、 サ；^ 何人に 哉、；^ や 今 百年 を不レ 待して、 


先以 天朝 御 安寧、 次に 尊兄 愈 御 男榮、 被い 成，， 御 在 

京-奉- -大 賀- 候、 就 而は縷 々之 御 書中， 具に 舉，, 感承， 

候、 旣往之 御 苦情、 實に深 察 仕 候、 猶此 上と も、 御 精 

精 之^ 舉，, 伏 願， 候、 誠に 小生に は、 心底 之 萬 一 手 屈 

兼、 只々 心痛 之 仕 合、 鬼 角 小生に は 蒙 二 朝 命， 候に 

付、 近々 所勞 中な から、 押而 上京 之箬に 付、 其 上 は 

萬攀御 示敎之 程、 厚 舉，， 願 置， 候、 委細 は 御 家来へ 申 

含 置 候 間、 當地之 模様 は、 是ょ. > 御 承知 可 レ被レ 下 

候、 發 足前大 繁雑 之 上、 御 家來發 足に 差懸. 5、 先 は 

大略 御請 迄に、 如い 此 御座 候、 謹言、 

二 i ハ日認  大和 守 

、同大 久保 一 翁老 よ. -呈 書如レ 左、 

益 御 男往 奉, 賀候、 然者於 二 尊 地 - も、 千 萬 御 苦心 奉，， 

遙{ 祭， 候、 矢 五 郞幷有 .ill 帶 刀より、 御模樣 委曲 承知 

壮候、 帶刀は 人傑と 見受 候に 付 中 上、 御愼 被,， 爲レ在 

候 御 居間 へ 召 出 之 儀 申 上、 昨^^も 一 時計 出 居候、 翁 

H 々登城、 返 出 は 多分 夜半 過、 朝 は 明 候と、 正論 家 

11?^ ゴ柔に 過 候と 相咎、 其 辯 解に 食事 之 間 も 無 

レ之、 勝 房に も 同様 之 由、 忍 兼、 兩 三日 同人 引 候 位 之 
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事に 候、 乍， 去 上 御 一 人 確然 故、 翁 右 御賴巾 上、 礙， 一 

死力， 激論 を 說破仕 居候、 前後 之 一 戰 IS 欉に而 、以 

爲ぃ 的罷在 候、 此四 五： n は、 小人 は 一 吹 候 得 共、 

1^ 生 愛 居候 志士に 手餘 居候、 御 一 笑々々、 閣唐津 一 

人に相成、疲勞^*敷、眞病、 是 にも こま h- 入 候、 ^御 

趣意 之處、 此度贵 家へ 御 賴之御 謝 表に、 神以 無-相 

違， 事に 候、 其 段 は 御 休意、 爲 n 皇國， 御！^ 力 伏 希 候、 

熊 本 侯、 容堂 侯、 厚 被 二 仰 合， 小. *, も 出京 候 哉 之 由、 

乍 レ憚御 一 聲可， 被へ 了 候、 萬 事 此度之 御 謝 表、 御 貫 

之 御 信 意 故、 委曲 は 不，， 申 上， 候、 謹言、 九拜、 

二月 六日  虛堂寬 

榮井君 

二 白、 未 二 萬 僞ー候 得 4r 勅使 何 之 小路 殿と か 相 

唱、 信 州邊迄 被， 成、 字 家每に 金 米 等爲， 出 候 

趣に 而、 其 注進 來候每 に、 激論 家馳 出た か， 9、 甚難 

溢 相 極 候 間、 相考 候處、 具 之 勅使に は 無.， 之と は存 

候 得 共、 堂上 方 之 御名 故、 此方に 而留方 差 支 候 故、 

昨夜 一 策 相考、 肥藝始 之、 尊 地 御 役 被い 命 候參豫 等、 

大侯 之此之 地に 罷 ffi 候 留守居へ 相談、 谷 家よ.^ 兩 

三人つ 、出、 穩に爲 候 積に 相 成 候、 此段も 御 心得に 
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由、 七 ：n に は 山 田 太 郞左衞 門 爲，， 上京， 出立 之 段 申 上 

候處、 太 郞左衞 門 は、 一 刻 も 早く 致，， 上着， 候樣、 5^. 勺 便 

を以申 遣し、 大和 守樣 にも、 成 丈け 御 差 急き、 御上 京 

被 レ成候 樣可ニ 申 上 一 旨、 御 直に 被， 仰 一き 之？ 

〇 十三 日、 去る 五 w 江戸 西 九へ、 御 留守居 御 呼 出に 

而、 慶喜公 御 直 書 御 渡 相 成に 付、 同 七日 林 矢 五郎 持 

參、 御徒 高木 文； 牛 指 添、 今朝 京都 着に 付、 御 直 書御拜 

見 之處、 謝罪 狀如レ 左、 

度 喜 相 續以來 、乍， 不ぃ及 勤王 之 道、 心 を 翁し 罷^ 候 

得 共、 菲才 薄德、 事々 不行屆 、加.， 之 近日 之 事 端、 奉 

ゾ驚 n 蔑 襟， 候 次第に 立 至. -、 深 奉-恐 入 _ 候に 付、 謹 

愼罷 在、 伏而 奉い 仰，， 朝 裁， 候、 此段御 奏聞 被，， 成 下， 

候樣 舉ぃ賴 候、 以上、 

二月  御實名 

副 啓、 今般 鎭撫使 東 下 之 由 相 聞、 自然 關內江 市中 

, 迄、 相 越 候 樣に而 は、 兼々 鎮靜方 は 厚 申 付 置 候 得 

共、 人心 勸搖、 過激 之 輩、 如何 樣之義 可，， 相 生， 哉 も 

難レ 計、 深く 謹 愼罷在 候 旨 意 を 失 ひ 候樣、 成 行候而 

は、 深 舉，， 恐悚， 候 間、 可，， 相 成， は、 右 鎭撫使 東 下 之 

儀 無 樣、 御 含 之 程、 御賴申 候、 以上、 


 三百 七十 二  

二  n  御實名 

大藏 大輔殿 

5?紙 

先般 憚 n 朝憲？ 返隱 仕、 相 續之義 差 極、 相 願 候 儀 は、 

家來共 申立、 其 外 無い 據 事情 有， 之 故、 相 願 候 得 共、 

猶 熟考 致 候へ は、 右 樣之儀 相 願候而 は、 深く 恐 入 候 

儀に 付、 改而 別紙 之 通 相 願 候 間、 可い 然御 周旋 之 程、 

偏に 御賴申 候、 以上、 

二月  御實名 

大藏 大輔殿 

今日 太 政官御 出勤 無，， 之、 御調 之處、 日 比 望 霓之思 召 

に而 被， 爲， 待 候、 右 御 謝罪 狀到來 に 付 、御成 悅不 レ斜、 

即刻 御供 揃に 而、 御 麻 上下 を 召、 太 政 官へ御 出仕 有 

レ之、 先つ 岩 倉 殿 へ 御內談 之處、 至極 御 聞 入 も 御宜、 猶 

關東之 事情 も 御 承知 被，， 成 度 候 間、 明朝 矢 五郎 を、 卿 

之 御宅 迄 御 指 出に 相 成候樣 被， 成 度との 御 事 之 由、 夫 

よ， H  ニ條 殿、 岩 倉 殿御 揃 之 席に 而、 表 向 御 達に 相 成 候 

處、 惣裁宮 へ 御 指 出 相 成 旨に 而、 御 落手 相 成 由、 

1 、同時 矢 五郎よ. -指 出、 前 橋 侯 御 返書 如 vw、 

正月 廿五 S 御 日 附之尊 翰 相 達、 難，， 有 奉，， 拜見， 候、 


新 宰相より 承. O 申 候、 何分 事柄に よ.. 9、 盡カも 可 

ン致候 得 4r とふ も 只 御隱居 計りに 而は、 下 官も周 

袭六ケ 敷 哉と 存候、 先日 條城 へ參 り、 官御 本丸 

御殿 へ 上， -拜見 申 候、 城 _ ^草木 深、 威慨 無量、 長 局、 

小姓 局、 御 膳 所 等 其 儘に して、 亂雜 不，， 可 J 一一 c、 机 

錢、 立 紙德利 諸道 具 之 儘、 見る に不, 可レ 忍、 堂上 杯 

も 被 一 候 而恥ケ 敷、 穴 へ て も 入 度 心中、 御 察 可レ被 

レ下 候、 色 々 申 入 度 海山 に 候 得 共、 書不 ぃ審レ 言、 大略 

報 答 如い 此、 書 外 源 藏へ申 合 候、 時下 爲，， 御 家？ 御自 

重專 一存 候、 下官之 苦心、 此 返報 を かくに 臨み、 落 

淚數 行、 嗚呼 之 1 一字に 付し 候 也、 

二月 八日  御 一 字 

知 甲 州 室 氏 座 下 

朝夕 も 夜も淚 にかき くれて 

君 か 御う へのした はる ゝ哉 

Q 九日、 御 布 吿如レ 左、 

御親征 行幸、 可,， 爲， 1 當 《J 下句？ 被，， 仰 出， 候 事、 . 

や 追而： n 限、 更 御沙汰 候 事、 

一、 一 昨 七日 被 二 差 出， 候 御 願に 付、 御 指 圖左之 通、 

越 前 宰相 


北陸 道 先鋒 出兵 之 儀に 付、 願 之 趣 被，, 開 召， 候 間、 

不レ及 n 出兵， 候.， 尙追而 可.， 被 n 仰 付， 義も 可い 有レ之 

3：3  、御沙汰 候 事、 

二月 九： n『 

一 、此日 丸 岡 藩 知 邸よ. 9、 江 HS 表 之 報告 有， 之、 帶刀盡 

力 粗 行屆、 前 橋 侯 今 九 日 御發途 に 而、 廿 八日 御上 京 

相 成箬之 趣、 帶 刀より 中 來候段 申 二 達 之 T 

〇 十"、 來る 十四日 太政官 代へ 行幸 之 儀、 被，， 仰 出 r. 

但十 三日に 至り、 御風 氣に 付、 御 延引 被，， 仰出ハ 

一 、此： ：： 紀藩 伊達 五郞來 邸、 此度江 ti; 表爲ニ 周旋 T 紀侯 

よ. -小 5. 「^泉、 草 野 錠 之 助 被 J 逍に 付、 朝廷へ 御 出 

之 御 書取、 爲，， 御 相談， 持參 いたし 、入，， 御覽； 思 召 相 伺 

候處、 御 立派 成 被 二 仰 立 > 候 得 共、 其 通り 御行 屈に 不，， 

相 成， 候而 は、 却而御 不都合に 候へ は、 御 U 達 之 方、 御 

適宜に 可，， 有，， 之歟 との 御 挨梭に 相 成、 

〇 十一 日、 今 曰 前 橋 御 家老 竹 w 市 郞兵衞 被，， 召 呼； 江， 

11^ 表之模 樣御尋 おい 之處、 去る 朔 H 御 登城 有， 之、 夜半， 

に 御 返 出、 直に 御上 京 之義被 n 仰 出， 候 由、 二日 立 之 

飛脚に 申 來候而 、事情 之義 は、 思 召 通 .9 御行 屈に 相 成 

候 段、 傳 語せ レ 之而已 に而、 委敷寧 は 更に 相 分. -兼 候， 


戊辰 B 


UIIB 七十 1 


戊辰 ta 記  

云と、 被 二 仰 立, 候と も、 第一 歸國 せしめん と、 朝廷 

へ 被 n 仰 立， 候會 桑、 御先， 被レ 遣、 會桑具 足 着用に 

而伏 見へ 上 候、 先 供に 具足 着用 は 如何、 是 一 ッ也、 

於，， 坂 城， 薩藩之 罪 を 被 レ揚、 君側 之姦を 除く 爲、 軍 

列に 可ニ馳 加， 御 軍令、 諸 藩へ 布告、 尙 朝廷へ も 被 二 

仰 立， 書付、 以，， 尾 越， 被,， 出、 君 侧之姦 を 除く 軍 列に 

可 一一 馳加 一との 義、 進軍 之 形ァラ 、ノ レ タリ、 上京 先 供 

と 被 n 仰 立 - 相違す、 是 1 1 ッ 也、 德川公 捨，， 華 城 - 御 束 

下 後、 城 中 地雷 起り、 終に 炎上、 是三ッ 也、 小事 色々 

有 レ之候 得 共、 一 ッも御 恭順 之 形ち なく 見へ、 天下 

返 二 逆 朝廷， を 稱し候 而も、 下官 ことき 支族 之 末座 

に 居り、 夫ても 恭順 之 心て 御座り マ スト "、とふ も 

申 開き 難 二 出來； 不ぃ可 ヒー 一一 n 苦心、 實 1； 御 察し 可ン被 

ゾ下 候、 下官は 別而御 懇命 蒙 候 者 故、 まけても 御 ひ 

ゐき申 度 候 得 共、 とふ 考候 而も、 御 恭順 之 御 心の 申 

ひらき、 口に 出し かたく、 只今と 相 成候而 は、 乍 二 内 一 

內_ 土、 藝、 細 川 にても、 人心 日に 離れ 候 姿に 而、 殘 一 

念 徹骨申 候、 段々 御 申 越 之 儀、 誠以 感服、 别而御 側. 一 

近く 御 出 之 身分に 而は、 泣 血 悲歎、 御 察 申 候、 於，， 

下官， も 同然 候、 右 之 通 故、 御 恭順 之 御 心 は 難い 有 候 
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へ 共、 此上御 恭順 之 御 實効顯 然願は 敷 舉.， 存候、 第 

一 德川 一公 御 謹慎に 而恐 入、 謹而 待，， 斧皴 一と 申、 被， 一 

仰 立 一に 相成ク ハイ ソク幷 板老、 其 外 巨魁 之 輩、 先 

押 込 被，， 仰 付， 候而、 如何 樣共所 置 致 度と、 朝廷 へ 御 

伺に 相 成 候 か、 則御實 効に 而、 節 於 „ 朝廷， も、 公議 

相 立、 於， 一 下 官-^ 、支族 之 身に 而は、 何とも 申立 樣 

無 レ之候 得 共、 當 職を以 精々 盡 力いた し、 社稷 を存 

する 儀、 至 願 こ、 に 止り 申 候、 此所は 御 安心 可レ被 

下 候、 雪 江よ. -川越 山 田 太 郎左衞 門 へ 委細 申 越、 

下官 よ，^ も 大和 守へ 申 越、 尙遠江 守 家來有 2^ 帶刀 

へ も 申含逍 候、 先日 雪 江よ 大久保 一翁へ も、 委 

細 以，， 書狀， 申逍 候、 昨日 家老 本 多 修理 江 戶へ遣 候 

節、 一 翁へ も 委細 以 n 書狀， 申 遣 候、 何卒 一 翁、 大和 

守、 帶刀、 太 郞左衞 門、 家老 本 多 修理、 3? 差 添 伊藤 友 

四郞、 御宅へ 被 n 召 呼； 京地 之 事情 御 聞 取 被い 下、 大 

盡カ舉 n 伏 願-候、 尙橫川 源藏へ も、 下官逢 候而詳 

に. 聞 候 間、 意衷 御開 取 可い 被つ  1 候、 御 親 征も被 二 

仰 出； 近々 錦旗 華诚へ 行幸、 何れ 不，， 遠內 と存 

候、 一 刻 も 早 ふ 御 謝罪 之 道 相 立 候樣致 度、 夜 白 奉-一 

期 望 一 候、 靜寬 院宮御 使お ふち、 一 昨： n 京 着と、 長 谷 


行、 拜晤 仕度 懇願に 御座 候、 潜蟄 中執 筆、 別而錯 

亂、 御 推 見 奉，， 願 上， 候、 先 は 奉，， 申 上， 度、 略文 御 

免 可い 被，， 成 下-候、 匆々 頓首、 

正 e: 廿 三日 認  甲 斐 . 

大藏 大輔樣  ， 


- 靜宽院 宮様よ b 、御 歎願 之 次第 も 可^ 被,， 爲ぃ 在と 

舉， 存 候に 付、 尊公 檨厚御 盡カ之 段、 奉 n 願 上， 度 

候、 將 E 子よ も、 追々 歎願 可い 奉い 願 候 間、 宜御含 

： 奉， へ 願 上-候、 

一、 於 M 臣子； 申 上 候 迄 之 儀 も 無，， 御座， 候へ 共、 御 家 

柄 之御義 にも 被， -爲ぃ 在、 一 際 御 讜カ舉 二 願 上， 候、 

且兵御 差 向 御 延日之 段 奉.， 願 度、 夫々 盡度 愚意 

有 レ之候 間、 何分に も 一 端 破れに 相 成候而 は、 吳 

吳も 皇國之 御爲に 不，， 相 成， 候、 能々 御 熟慮 可 

レ被ニ 成 下 一 候、 中々 筆談 難 二 申 上 一 御座 候 間、 極密 

御聽取 奉：， 願 候、 密々 御 家臣 一 寸御差 下し 之 段、 

舉 n 願 上  >  度 候、 

右 御 返書 如レ 左、 

正月 廿 三日 之 懇翰、 二月 八日 朝、 彥藩橫 川 源 藏參邸 

1  戊辰 日-ゆ a 


差 出、 忙手 披閱、 赛东斜 峭之處 、先以 我 宗家 徳川公、 

御 東 下 後 之 御 安全 を詳に 被，， 垂示？ 歡天喜 地、 初而 

安堵 之 至 舉ぃ存 候、 隨而 足下 愈 御 多祥 御 勤務、 不，， 相 

替， 爲，， 御 家， 御盡 力、： « ；賀 令，， 降 慮， 候 事に 候、 我宗 

家 德川公 を、 日々 存上、 夜々 魂 江卢夢 は 夫 計に 候、 

下官正 □： 中旬、 於，, 太 政官？ 內國 事務 惣督之 勅命 降 

下、 如 ン臣昧 愚に して 奉職、 却而 宗家 之耻 辱、 朝廷 之 

失體、 速可レ 舉，， 固辭， 之處、 我 宗家 德川 公、 謝罪 之 道 

相 立 候 迄と 存し、 固辭 奉らす、 因循 奉職 罷在候 儀 

に而、 下官之 微忠仰 U 亮察， 候、 下 も 朝譴、 被 

レ止二 官位， 候 儀 不ぃ得 二 止 事 ハ下官 は 誠 御 心中 嘸々 

と、 落淚 推察 申 候 、徳川公 之 御 恭順 之 御 底意 は、 今 

日に 至 b 候 而も、 聊御替 無 との 事 被， 一 仰 下： 何 

よ. 5 以 難い 有、 先 曰よ b 大久保 一 翁より は 申 越、 於，, 

下官， は、 江 よ. -御 恭順 之 儀、 不ぃ 被，， 仰 越， 候と 

も、 下 官壹人 は、 德川 公之 御 恭順 丈け は、 兼 而思召 

相 伺 居 候 事故、 能 々 心得、 常 々 感服 致 居 申 候、 乍レ去 

御 心 は いか 程 御 恭順 候と も、 其 姿に 至 b  、御 恭順 之 

實効無 而は、 天下 承知いた し 不ぃ申 は 明白 之 事 

に而 候、 過去 之 事に 候 得 共、 御上 京 御先 供 之 行 違 云 


戊辰 B 訊  

利なる 故、 可 レ被レ 止との 建議、 且又 關柬 講和 之 內意も 

有 に 付、 外 國掛小 松 帯刀 於 二 兵 庫， 可， 及，， 應接， に 

付、 其 節 列藩 之 重 役 も 指 加 候樣、 三條 殿に 木 II； 準 一 郞 

差 加り、 與三 左衞門 へ 御 申 渡 有 vK 一由、 尤 彼より、 御 親 

征御 止め 申 上 候 共、 決然 御 止. 0 無い 之、 又 公平 之 王政 

を 行 はる ゝ 際に 當り、 外國 よ， 0 彼是 指 錄候儀 は、 決而 

爲レ致 不レ申 箬之含 に而、 應 接に 相 成 候 趣 も、 演達有 

レ之 由、 直 樣與三 左衞門 へ 下坂 被い 命、 夜中 及，， 發船 T 

一 、此 u 彥根 藩橫川 源藏、 去る 廿 三日 江 II； 表出 立、 昨 

日 京 着 之 趣、 毛 受鹿之 介 迄 申出 候に 付、 今朝 鹿 之 介よ 

申 遣し、 參邸之 上， 室賀 甲斐 殿より 之呈 書持參 指，， 出 

之： 且相含 越 候 口上 も 有，^ 之 趣に 付、 拜謁 被， 命、 御 聞 

取に 相 成處、 專ら御 謝罪 之 一 條 に而、 5- 州 見込 も頗至 

當之 儀に 被，, 思 召， に 付.^ -猶御 心 付 之條々 被，， 仰閜： 直 

檨 引返し、 御 返書 幷御 返答 之 次第、 源藏 -^bs. 州 、 ^ 

達 候樣、 御 直に 被， 仰，， 含 之； 甲 州より 之呈書 如.. -左、 

舉，， 謹啓， 候、 未た 春寒 去 兼 候、 先 以益御 與健鼓 

. ゾ遊ニ 御座： 奉， 一 恐壽， 候、 然者 今般 之 御寧 柄に 付、 一 

银 e 儀 も靱譴 蒙、 官位 被，， 召 上， 候 段 傅 承 化、 奉，， 恐 一 

入, 候、 右欉之 身分に 而、 書簡 等 指 出 候 も、 不愼之 一 


二-？ -ズ 

至 恐 入 候 得せ r 臣子之 分默止 難い 仕、 且君 上御恭 

順 之 御 底意 は、 今日に 至 候 而も、 聊御替 は 不レ被 

ビ爲， 在 候處、 彼是 談論 之擁 塞に 寄、 不レ計 も 朝敵 

之 御名 被， 爲ぃ蒙 候 場へ 立 至 候 段、 君 上に も 深 御 

. 痛心 被， 爲， 在、 御 側近 勤 居候 徵臣、 實に 泣， d 悲歎 

之 至 奉い 存候、 然る 處、 此問 尊公 檨ょ. -、 何 國迄も 

御 恭順 被， 遊 候檨と の 趣 承知 仕、 不，， 相替 ， 御 厚 蔭、 

不レ堪 n 銘肝 $ni 何， 候、 蕩冬 於，， 坂 地 i い 仰 候 

已來、 病 氣に而 不ぃ任 二心 底， 罷過候 次第、 就而 は、 

此上御 恭順 御 底意 貫徹 仕 候樣、 御 盡カ被 二 成 下， 

度、 至 願に 御座 候、 只々 御 恭順と 可 候：^」、 御 運 

籌被レ 成 方 も 有 二 御座 一間 敷舉， 存候、 別紙 件々 を 

以、 御 賢 考被ニ 成 下， 候樣 奉， 願 候、 微臣 儀、 從來知 

遇 も 蒙 居に 付、 微行 拜謁 仕、 心肝 吐露 壮度 舉，^ 

候 得 共、 御 嫌疑 に ふれ 候而 は 恐 入 候 得 は、 不， 得，， 

止 事？ 書中 を 以舉， 願 候、 委細 之情實 難， 事い 盡、 

且 途中 懸念に も 奉.， 存 候へ は、 兼々 面 晤も致 候 

に 付、 井 家臣 橫川源 藏へ密 々申 含 置 候 間、 御 直 

に、 別紙 ケ條之 趣、 御 聽 上 可い 被 二 成 下 T 時宜に 寄、 

不ン苦 候 は、、 御 近臣 之 內壹人 御 指 越、 途屮迄 潜 


藝摩佐 前 

少 少 少 宰 
將 將 將 相 
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し 候と、 比較 致 見 候 得 は、 盛衰の 原由 も、 判然 相 分 

可レ中 哉に 奉レ存 候、 元よ.^ 腐懲の 重 典 もな く 

て、 不ぃ叶 儀に は 候へ 4^ ハ、 控 御の 術 其方 を 得 候 得へ 

は、 遠 人 も懷き 服し 候 道理に て、 尤無 罪の 人 を 膺懲 

致し 候 譯には 無,， 之 候、 中古 朝廷に も の 官を立 

置かせ 玉 ひ、 鴻臚館 を 建 させられ、 遠 人 を御綏 服な 

され 候 こと も 相 見え 居、 其 後天 正慶 長の 間に は、 蠻 

夷 共 藤西國 へ 波來 交易 致し 候、 おも _ 來港不 い 致 節 

は、 大將 軍より 書簡 を 遣し 催促し、 猶も遲 緩に 及 候 

時には、 此方より 大 軍を發 し、 攻擊 に可ン 及な と 巾 

越 候 儀 も 有,^ 之處、 岛 原の 一 亂 巳來、 始て 幕府より 

鎖 國の令 有， 之 候、 乍， 併 漢土 和 蘭に 於て は、 猶 交易 

差 許 候へ は、 一切に 外國 人， は攘ひ 斥け 候と 申譯に 

は 更に 無 レ之處 、近年 懷 夷の 論 盛に 相 起， >、 諸侯の 

内、 偶懷斥 致し 候 もこれ あ b 候 へ とも、 素より 一 國 

の 力 を 以て 不レ 可,， 爲は 論す るに 足らす、 且 先年 幕 

府 より、 十 年 を 期して 成功 を 奏し 可 vs. なと 申 上 候 

は、 陽に 其 名を假 り、 陰に 其 私 を 行 ひ 候 詐術に て、 

先帝日^^御苦盧被，爲レ遊御義とは、 同年の 論に 無 

と 奉， 存候、 然れは 今 H 皇國の 衰運 を 挽回し、 皇 


威 を 海外に 麓し 舉る儀 は、 离々 一 刀兩斷 の^ 裁 を 

以て、 井蛙 管 ：15- の 僻論 を 去り、 先つ 在廷榧 • ゆ"，， の 御 方 

方より、 豁 眼に 被 レ爲レ 成 上下 同心して、 交際の 溢 

無 n  二念 I 開せられ、 彼 か 長を収 り、 ^ 我 短 を 柳 ひ、 萬 

世の 大某 礎相据 へられ 候樣 奉，， 專鰭， 候、 仰き 願 は 

く は、 皇 上の 御 英斷、 能く 天下の 大勢 を 御 観察 被 

レ爲ぃ 遊、 是迄犬 羊 戎狄と 相唱候 論 を 去り、 漢土と 

齊 しく視 させられ、 朝 典 を 一 定 せられ、 萬國 普通の 

公法 を以、 參朝を も 被い 命 候樣、 御赘成 被い 爲レ 在、 

其 旨 海外へ 布告して、 永く 億兆の 人民 をして、 方向 

を 知らし め 玉 ひ 度 儀候购 公 偏に 奉： 懇願- 

候、 誠 恐 誠惶頓 首々々、 

越 

二月 七日  薩 

安 

細 川 右 京大 夫 

〇 八日、 今 S 御 酸 役 被，， 指 出， 候欉御 達に 付、 酒井與 

三 左 衞門參 朝 之處、 佛國 軍艦 四隻、 硫 海へ 渡来、 今度 

王政復古に 付、 條約之 改正、 且御 親征は 全國の 爲に不 


^ほ B  si  ：  .  

御 役 相 蒙. -、 人 數も召 呼 S|g 候 儀に 付、 兼 而申上 愚 候 

^地 疲弊 之阔 柄、 父子 兩途之 御 奉公、 相 勤 候 程之國 

力 兵數、 何分に も 引 足り 不 候、 尤國 許へ も 申 遣 

候 得 共、 越 前 守に お ゐて も、 當惑之 外 は 有，， 御座 - 間 

敷と 泰，； 候に 付、 幸 私 在京 之 儀に も 御座 候 間、 指 

向 此表詰 合 之 人 數を以 、御 親征之 御用 相 勤 候樣、 仕 

度 奉， 存候 間、 北陸 道 御先 鋒と 御 引替 被 n 成 下， 候 

檨奉二 願 上 ， 候、 當今之 御 時體、 右樣 奉い 願 候義、 恐 入 

候 得 共、 何卒 厚 御 諒察 之 上、 宜 御沙汰 被，， 成 下， 候檨 

奉ニ內 願， 候、 

二月 七日  御 名 

1 、此日 於 二 太 政官？ 五 藩 御. m. 合せ、 總裁宫 へ 御 建白 如 

, 左、 

E 等 謹而按 する に、 古の 能く 天下の 大事 を 定め 候 

者 は、 必先 天下の 大勢 を觀 て、 緩急 機に 隨ひ、 所 置 

宜を得 候 故に. - 唯 功德の 一 時に 光 被す るの みなら 

す、 萬 世 不拔の 業、 是に 於て 相 立 候、 今 哉 皇上始 て 

大 統を繼 かせ 玉 ひ、 御 政權又 一 に歸 し、 凡百の 宿弊 

も 更始 一 新し、 天下 萬 姓 目 を 拭 ひ、 治 を 望む の 秋 

也、 即在 朝の 百官 自ら 裔發 し、 內は皇 上の 御 德化を 
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輔け 奉、 外 は皇威 を萬國 に傻 へ.、 臣 子の 分を盡 さ ん 

事 を 欲す 、就中 今 日 の 急務 は 、皇國 と外國 との 交際 

を講 明せ すして 不レ 叶義に 奉レ存 候、 近 比 朝廷 始て 

外國 お，！ 務の 官職 を 設けられ、 其 人 を 御選擧 被い 遊、 

專ら御 力 を 被いき 候 は、 天下の 人 をして、 方向す る 

處を 知らし め 玉 はんの 御 趣意に 而、 皇威を 萬國に 

赫耀 せしめ 候 は、 此 時に 可 レ有， 之と、 不， 堪，， 感銘， 

奉レ存 候、 乍ン併 古語に も、 人心 同し からさる こと 面 

の 如しと 申 候而、 在 上 在 下の 人、 未た 谷々 區々 の議 

を 執て、 疑念な きこと 能 はす、 又 或は 漢土の 人の 如 

く、 自ら 尊大に して、 外國を 禽獸の 如く 蔑視せ しか 

とも、 終に 彼に 打负 け、 却て 驅 使せられ 候樣に 成：，！；： 

候 覆 轍 を 踏む に 至る へき 歟と、 甚 憂慮 壮候、 依て 

熟考 仕 候處、 今日の 先務 は、 上下 協：^ 一  和して、 宇 

內の 形勢 を辨 し、 皇國 一 大 革して、 開業す へき 所以 

の 方向 を 確定す へ き義， 第 一 と 奉レ存 候、 是迄 皇國は 

1 方に 孤立 じ、 世界の 事情に 達せす、 只 偸安 を 志と 

し、^ 苒 衰微 を 致し、 彼 か爲に 制せら る へ き 次第に 

立 至 b 候と、 外 國の他 邦に 航行し、 衆 善 を 包 取、 氣 

運 日 々 に 開け、 政治 文明 兵食 充滿 し、 天下に 縱橫致 


斐も任 京 中、 段 々相談いた し 申 候、 何卒 萬 事 此邊御 

相談 被つ T、 甲斐へ も 盡カ之 儀 被 二 仰 下， 度 候、 何 そ 

呈上と 存 候へ 共、 今便収 込、 後 信 可 二 指 出， 候、 用事 

拜答旁 如い 此、 意外 之 心緒 は、 修理 へ 申 含 候 也、 

二月 六日 於 二 京師 邸,  御實名 

會計 事務 總裁大 久保君 

尙々 時下 御 自愛 專 一 存候、 下官 宰相 大藏大 輔兩人 

. 之 檨に相 聞、 朝廷 向 不都合 之廉 有い 之 候 故、 奉レ辭 n 

. 大藏 大輔， 候 間、 此邊も 御 序 之 節、 被 n 仰 上， 可.. 被 

ン下 候、 

〇 七日、 今朝 岩 倉 殿へ、 雪 江 被 二 指 出： 此間 出願 之 上、 

先鋒 之義、 一 昨日 御沙汰 止に 相 成、 粗 安心 仕 居候 處、 

又々 昨： 1! 之 降 命、 如何 樣之御 趣意と 御 伺 之處、 卿 被 一， 

.^聞，候は、則其處へ.^^心付候へ4=|っ 惣體之 諸侯へ 被 

レ命候 は、 御 親 征之故 也、 其 先鋒に 外れ 候而 は、 却而武 

門 之 恥辱に 而、 正に 加州 杯 へ は、 何とも 不レ被 は不 

首尾 之 姿に 而、 其 御 家 杯 は、 首尾 宜故 也との 事に 付、 

御 親征之 先鋒に 候 へ は、 決 而不， 奉， 辭候得 共、 夫に よ 

つて 兩途之 御 奉公と 相 成候而 は、 於 一一 國カ， 勤ま， 0 不 

ゾ申 候へ は、 大藏大 輔は當 地 引拂ひ 候よ 外 は 無レ之 
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候 得 共、 此節 左様に 申立 候 も、 恐 入 候 次第 故、 被， 及，， 

御 內談， 候と 申述 候處、 卿 被 候 は、 當地を 去 候 事 

は、 決而 不二 相 成， 候 間、 人 數計歸 候而は 如何との iel- に 

付、 主人 在京に 而、 家 來歸れ と 申 候 而も、 主人 を 案し、 

中々 歸り不 V& 候 間、 其 儀 は 難 ニ出來 一と 申 候處、 さら 

は拜 借金 を 願 候而は 如何、 五 萬 位に 而手も 合 可い 申 哉 

と 被， 申に 付、 疲弊 之 事 丈 は 承知 居候 へ 私 義會計 

に は掛. 9 居 不,， 申 故、 如何程に 而 都な n 可 レ仕哉 難， 計 

と 申 候處、 失 は 誠に 困難 之 事 也、 則 昨日 も、 何とか 願 

出 候 事 も 可，， 有レ之 と 中 合た る V ^と 被 VS- に 付、 唯今 

之 行 形に 而は、 當 地引収 候より 外、 手段 無い 之 候 得 共、 

其 儀 難 二相 適， 候 は ゝ 、當座 即按に は 御座 候 へ 4=r 當時 

有 合 之 人 數に而 、御 親 軍 之 御用 相 勸候樣 に は、 相 成 中 

間 敷 哉、 其 儀 を 相 願 候而は 如何と. S. 出 候處、 夫 は 至極 

可， 然、 願 出 候 事に 相 成 候 は、、 心得 居 可 との 御挨 

楼に而 返 座、 歸邸之 上前 條申 上處、 御 評議 之 上、 親 軍 

御用 御 勤め、 御先 鋒と 御 振替 之 御 願書、 酒井與 三左衞 

門 を以被 n 招 出： 左 之 通、 

今般 御 親征に 付、 同氏 越 前 守へ、 北陸 道 先鋒 被，， 仰 

付 T 難い^ 仕 合 舉ぃ存 候、 然る 處私義 、去年 來 上京 仕、 
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指圖濟 に而、 又々 今日 如， 此 朝議 之 御 次第、 如何にも 

不審 之 至に 而、 御 目的 も 付 兼に 付、 猶 明朝 岩 倉. 殿へ、 

御 評議 之 御 模樣、 可. - 被い 及 二御內 調-との 御 決 評 也、 

一 、今日 修理 出府 之義、 表 向 被，， 仰 付： 伊藤 友 四郞被 n 

指 添？ 明日 出立に 付、 於 n 彼 地， 周旋 之 次第 等、 御 講究 

有レ 之、 

1 、 同人へ 持參 被，， 仰 付： 大久保 一 翁老 へ 之 御 直 書 如 

ゾ左、 

密呈、 寿 塞 蝌峭、 先 以德川 公益 御機嫌 能 被， 爲ぃ 入、 

奉 n 恐悅， 候、 隨而 足下 愈御淸 安、 會計惣 裁 被， 命 候 

由、御苦勞之儀、乍，去爲ニ御家|:_^;賀、慶永迄も遙に 

安堵 之 次第に 候、 下 官碌々 1?^ 全罷 在、 且舊冬 於，， 朝 

廷， 議定 職 被，： 仰 付： 其 後 固辭、 更に 被レ 命、 先般 又々 

內國 事務 總督 被， 命、 如 二 下官， 不肖 之 者 を 御 登用、 

恐 入 候 は 勿論に 而、 宗家 之御耻 辱、 朝廷 之 御 失體、 

無 一一 此上ー 奉， 存候、 乍， 併 奉 命 之 上 は、 何分に も决死 

審忠罷 在 候 心底に 御座 候 問、 寸心之 處は御 承知 希 

上 候、 公 御 束 下 後 は、 實に德 川 支族 之 身分に 而は、 

片身 狹く、 太政官 へ 參勸 致し、 親征 或は 出兵 等 之 評 

議之節 は、 實に殘 念 無 レ限ノ ラヮタ 斷チキ ラレ 候 心 
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地に 而候、 不小： n: 之 心、 御恕察 儡に 希 上 候、 今 H 迄 太 

政官 出仕、 朝廷 御用 取扱 候 も、 一 ッには 宗家 之 御 

爲、 御 謝罪 相 立、 御 家 御開 運 之 衋カ仆 SJ^ と、；！^ 込 候 

計に 而、 如 ニ不宵 下官， は 一 日 も；^ 職 は 出 來兼申 候、 

扨 今度 從. 公 御 直 書 被. 下 候に 付、 所存 言上 仕度 儀 も 

有レ 之、 此地之 景況 申 上 旁、 家老 本 多 修理 差 出 申 候、 

表 向 は 伊賀へ 申 上 候 事と 存候、 尙 事柄に より 候而 

は、 御前へ 被 n 召 出？ 御 直に 京 帥 之 模様、 太政官 之 

.况、下官之愚存、御聞取^^.,願度候、留守居伊藤友四 

郞と申 者 差 添 下し 候、 修理 義 御前へ 被 二 召 出 I 候 節 

は、 友 四 郞も同 樣奉レ 願 皮 候、 修理 近頃 サラッ ン ボ 

に 御座 候 問、 上意 之 趣、 伺 取 も 六ケ敷 哉と 被， 案 申 

候、 且又 足下に も、 何卒 修理、 友 四 郞御逢 ひ 被， 下、 

下官 所存、 委曲 御聞収 被い 下 候而、 何分に も爲 --宗 

家； 至當之 御所 置 奉 n 懇願-候、 偏に 御盡カ 奉-依頼- 

候、 此御 謝罪 之 道 不二 相 立 - 候 へ は、 京師に お ゐて 1^ 

力 之 道 も 無， 之、 當惑之 次第に 而候、 所存 之 趣 は、 修 

理へ 委細に 申 八 a 候 問、 同人より 御 聞 収被レ 下 度 候、 

先日ょ，^毎々御投翰忝、殊に墨筆御惠賜辱、毎々御 

懇切 之 事 致，， 多謝， 候、 一 々返答 不， 贅 候、 室賀 S- 


越 前 宰相 殿 

〇 五 m  、昨日 德大寺 殿 迄 被 n 指 出， 候 御 願書、 御 附紙を 

以御指 II 左 之 通り、 

京師 御警衞 人数 差 出 有い 之、 且越前 宰相 上京 之義に 

も 候 間、 北陸 道鎭撫 使爲ニ 先鋒 7 人數指 出に 不， 及 候 

JHt -、 

右に 付、 即刻 態 飛脚 を以、 敦 賀表 出張 酒 井 十 之丞迄 

申 二 達 之 - 

1 、昨日 御 到 來相成 候 德川公 御 奏聞 狀之義 、猶又 御 熟 

考被 い 在、 御 評議に も 相 成 候處、 東西 之 事情、 如レ形 

齟齬 相 成 居候 而は、 德 川公而 巳なら す、 往々 皇國之 

紊亂に 立 到. -可レ S. 儀に 付、 何分 朝廷 幷上國 之 形勢 情 

狀、 熟く 舊 幕府へ 貫徹 不レ 致候而 は、 不二 相 適， 儀に 付、 

御恐惶 なから、 御 奏聞 狀は御 返上、 今 一 ト際御 謝罪 之 

御條理 分明に 相 立候樣 との 思 召 通. 5 被 二 仰 含？ 本多修 

理 出府 被 二 仰 付， 可ン 然との 御 決議に 相 成、 其 段 修理へ 

御 直 命 有， 之、 依， 之 一 應御直 書 之 御請、 今晚 御徒 飛脚 

橋 本 兵 吉被二 措 立； 御請 如ッ 左、 

謹而舉 二言 上， 候、 益 御機嫌 能 被，， 爲，， 入、 先般 海上 

無二 御恙， 御東歸 、奉，， 恐悅 i 候、 抑 先達 而ょ. -、 毎々 . 
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尊書 頂戴 被， 一 仰 付？ 難い 有 仕 合 奉,， 存候、 殊に 正 =： 廿 

五 H 御 渡 之 尊書、 幷御 相績御 願書、 昨 四 ほ 京 着拜見 

仕、 難い 有舉. ^畏、 直に 太 政 官代總 裁宮迄 可，， 指 出， 之 

處、 恐 入 候 得 共、 愚 存之義 も 有い 之、 態と 不二 差 出， 

候、 右に 付而 は、 言上 仕度、 旁 一 兩日 之內、 家老 本 多 

修理、 其 御 地 へ 差 上申 候 間、 板 倉伊贺 より 面 會委敷 

聞 取 候樣、 乍 レ恐泰 一； 願 上， 候、 中々 筆頭に つくさる 

る 品に 無 、何分に も 微忠御 亮察 被 一一 成 下 ハ至當 之 

御所 置、 爲 H 皇國 ， 爲ニ 御 家， 奉 二 懇願 ， 候、 書餘萬 々 之 

心緒 は 家老へ 申 含 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言、 味 死 

拜、 

二  cr: 四 f 五日  御 實名上 

〇 六日、 今朝 太政官 代へ、 御 家 來御呼 出に 而、 軍務 掛 

よ. 5 御 達 左 之 通、 

. 今般 御親征 被，， 仰 出， 候に 付、 北陸 道 先鋒 被，， 仰 付， 

候條、 國カ相 當人數 指 出、 諸 總街之 御 指 闘 を受、 

令 二勉鳓 t 候 様、 御沙汰 候 事、 

但 二；：：： 十五 迄に、 總^ 本陣へ 相 揃候樣 、被，， 仰 

付， 候 事、 

右 之 通 被，， 仰 出， 候 得 共、 已に 昨日、 不，， 及，， 出兵， 段 御 
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一、 今朝 江 表 去 ：= ：廿六 nz 立に 而、 is 部彥助 到着、 去 1 

る廿 五： ：！、 西 九へ 重役 御 呼 出に 付、 林彌五 郞罷出 候" 

處、 板 倉 殿御 逢に 而、 別紙 御 泰聞蒈 、幷御 直 害 御 渡 有 一 

ゾ之、 可， 然御 周旋 相 成 候 欉御賴 、且 朝敵に は 不ぃ被 レ爲ー 

ゾ在 段、 吳々 御 申 開きに 相 成 候樣、 且又 御 相續、 紀 侯と 一 

御 願に は 候 得 共、 是は 朝廷 之 思 召に 被,， 任 候 樣合之 一 

段、 御演說 有， 之 由 申，， 達之ハ  一 

御 封書 寫  丄 

S 喜 相 續巳來 、乍^ 不， 及 勤王 之 道、 心 を 盡し罷 在 候 一 

へ 4i ハ、 事々 不行屆 、恐悚 之 至に 付返隱 仕、 相續之 儀. 一 

は、 紀 伊屮納 言へ 被，， 仰 付， 被， 下候檨 仕度 奉レ存 候、 一 

此段御 奏聞 被へ 了 候樣、 御賴申 候、 以上、  ..， 一 

正 3：： 廿五； n  慶 喜 ： 一 

松 平大藏 大輔殿 

被，， 相 副， 候 御 直 書 如い 左、. -  一 

1 翰拜 ロ| 習 然は相 績之義 、紀 伊中 納 言へ 差 極 相 M 

候而 は、 朝廷 へ 奉い 對、 恭順に 不二 相當， 姿に 付、 三 家 一 

三 卿 之內、 朝廷 之 思 召 を以、 被，， 仰 付， 候 檨致度 存意ー 

之處、 家 來之者 共、 遮而紀 伊中 納言 へ 相 願候樣 申立 一 

. 候に 付、 別紙 之 通 相 願 候へ せハ、 右 は 甚以恐 入 候 儀に 一 
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付、 何れに も 三 家 三 卿 之 内、 朝廷 之 思 召 次第、 被.，， 仰 

付， 候樣致 度、 右 等 之 次第 被 P 差 含 T 早々 御 周旋 有 

レ之樣 御赖巾 候、 夫々 半續も 有" 之に 付、 否 sf 々御模 

檨御申 越 有， 之樣存 候、 早々 不 一 、 

正 ！=：  慶喜 

松 ギ大藏 大輔殿 

尙 々 事務 多端、 代筆 申 付 候 段、 御仁 海 所.， 希 候、 

右に 付、 直に 朝廷へ 御 指 出 可レ被 ン遊歟 とも 思 召 候へ 

共、 事 之體、 此地之 形勢と は、 餘 b に御輕 《^ 之 御 次第 

に而、 御 披露 相 成 候 は、、 却 而御爲 にも 相 成 問 敷と も 

思 召、 且此間 被 二 差 上- 候 御請 之 御陳書 も、 御 覽に相 成 

候 は、、 御 了解 之 御 儀 も可レ 被い 爲" 在 候へ は、 旁此御 

奏聞 書 は、 御手 前に 御扣 置に 而、 今一 應、 尙又御 謝罪 

之 御 趣意 相 立 候樣、 可，. 被，， 仰 上， との 御 儀に 而、 御奏 

聞 之 儀無レ 之、 

一 、此 日 公、 大藏大 輔御辭 退 被，， 間 召？ 坊城 殿より 御 達 

如. 左、 

被レ辭 n 大藏 大輔， 之 事、 被，， 聞 召， 候、 仍而！ n 十々 申入 

候 也、 恐惶 謹言、 

二月 四日  m 政 


--In 


I  、今日 公よ. o、 諸俟 へ 御 廻 達如レ 左、 

德川慶 喜 御 追 伐 之爲、 御 親 征被二 仰 出 ， 候 段、 昨朔； n 

御 決定、 尙明 三日 太 政官へ 臨幸、 巨細 被，， 仰 出， 候、 

此趣 申入 候樣、 德大寺 大納言 殿 被，, 申 聞， 候、 廻覽濟 

早々 可 二 返 給， 候 也、 

二月 二日  御實名 

御 速 名 

〇 三日、 主上 今日 已刻 後、 太 政官へ 行幸 被い 爲ぃ 在、 御 

親 征之儀 被， 仰，， 出 之？ 御垂 簾に 而辇纖 被い 爲レ聽 、下參 

與之向 へ も、 御下問 有 V 之、 何も 奉い 畏候 段、 御請 申，， 上 

之ハ  . 

〇 四日、 北陸 道 鎮撫 使 福 井 御着 之 上、 北陸 道 先鋒 之 出 

兵 可.， 被い 命 哉之內 意、 相 聞 ゆる 趣、 措 添 罷出候 酒 井 十 

之 一より、 昨 H 報知 有い 之に 付、 御 評議 之 上、 德大寺 殿 

迄、 御 Si 出 相 成 御 願書 左 之 通、  . 

今度 北陸 道 鎮撫 使、 其領々 へ 御 參着之 上、 爲 n 御先 

鋒， 領地 相 應之人 數差出 候檨、 御 達 可，， 相 成 、羞 

懸 b 候而 は、 不都合に も 可，， 相 成， に 付、 前 以御內 達 

有レ之 段、 州 小濱表 にお ゐて 、差 出 置 候家來 へ 、御 

達 御座 候 11111、 越 前 守より 申 越 候、 然る 處、 私義 昨年 
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來 上京 仕 居、 別而當 春闕下 不二 容易， 騷搔に 立 至 候 

儀 故、 禁闕 御警衞 御沙汰 之 次第 も 有い 之、 追々 人数 

差 登 候處、 御！ I 場 も 被- 1 仰 付？ 其 上 御 役 被 二 仰 付-候 

に 付 、日勤 等に 而、 彼是 多 人 數滯京 爲ぃ致 候 事に 御 

座 候、 元來 不肖 之 私、 過分 之 御 役儀 を 蒙り、 不レ堪 -1 

其 任， は 勿論に 御座 候 へ 4=r 専ら^ 役 筋 へ 、. 擧國之 

カを壶 し、 御 舉公仕 候 心底 之處、 又々 御先 鋒 へ 出兵 

致 候而者 下々 地國許 薄地 小人 數之 處、 藩 M 之 任 立 

兼 候樣相 成、 兩樣之 御 奉公 相勸 兼、 殆當惑 仕 候、 兼 

而 殊遇 之 寵命を 蒙 候 上、 彼是 舉.， 願 候 は 舉ニ恐 入 - 候 

得 共、 右 無.， 據 次第 御 汲 察 被 n 成下ハ 何卒 御 厚 評 之 

上、 何れと か 一 途に、 盡カ仕 候 義出來 候樣、 宜御沙 

汰被 n 成 下 _ 候樣 奉-一 願 上-候、 以上、 

二月 四日  鱸 前 宰相 

右に 付、 51!^ 启 殿へ も 雪 江 被 二 差 出ハ御 書面 之 御 趣意、 尙 

又 御中 立に 相 成 候處、 右 樣之筋 は決而 無：^ 之箬 に而、 

夫 か 爲に御 出勤 無 レ之樣 之 御 次第と 相 成候而 は、 以之 

外 成 依に 付、 出兵 不レ及 二 沙汰- 樣、 勅使 之 方へ 早々 御 

申 造し、 御 願書に 付 而も、 先鋒 は 御免に 可-一 相 成-御 內 

評 之 HIT 御 申 聞 有い 之、 
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之 戰爭は 何事 候 哉、 除 姦之擧 候 は、、 進 戰勇鬪 、御 

立派に 其實を 被， 遂候 へ は、 朝廷 へ 被， 對、 御 異心 無 

レ之 義 も現然 可， 致 候 へ 共、 會桑、 死 戰之坂 兵も頻 り 

に 被， 進 候 得 共 、悉く 及 n 敗走， 候 得 は、 除姦 はロ實 

に而、^^反敗れた..^と稱するも、更に申解く へき樣 

無レ 之、 「第 七、 四 ッ塚鳥 羽峻之 一 戰、 御先 供 行 違 候 

は、、 一 戰之後 は、 速に 兵隊 御引揚 にて、 早々 御悔 

謝 被， 一 仰 譯ーも 可,， 有， 之處、 其 儀 無，， 之而已 ならす、 

將軍宮 御 進發後 も、 猶 兵隊 を 被，， 進 候 は、 叛形 にあ 

0 ら すして 何事なる へ き、 如， 此反狀 と 名 付 へ き形迹 

現 然候上 は、 無形 之 口舌 を以、 申譯 すへ き 樣は無 

"之、 頻に御 恭順 御 鎮撫 を、 朝廷へ 申 上 候 拙 生 迄 も、 

奉， 對， 一 朝廷， 恐 入 申譯も 無， 之 次第にて、 年 來之御 

誠忠 は、 心 を 以心 を 知.. > 候 上 之 儀に 而、 知ら さる 

者に 至って は、 形迹を 認めて、 其 心 を 察 候 外 は 無 

レ之、 朝廷 之 御 赫怒、 御 至 當之御 儀に て 、今日と 相 成 

候而 は、 御 誠忠 も 御 恭順 も、 王 莽之謙 恭同樣 御 姿に 

相 成 候而、 愁訴 之 逍も絕 架 候、 如，， 斯反狀 明白 之 上 

は、 不日に 征討 之 大兵 を 被い 爲,， 發 候半而 は、 朝憲 も 

相 立不， 中 候 は、 當然之 事に 候、 左 樣に相 運 ひ 候へ 


量 ハ i: 

は、 祖宗 1 一 百 餘年之 御 盛業 も 水泡に 相 成、 朝敵 之 汚 

名 、千歳 之 靑史を 接され、 且は生 民 之 塗炭、 化 I？ 见戰 

鬪之慘 毒 を 受け、 剩 へ 外 夷其虔 に. 乘る に 至 候 は ゝ 、 

其罪惡 は、 實に 天地 間不ぃ 可， 容 事と 相 成； H\ 申と、 

不レ堪 ニ恐悚 悲歎 之 至， 候、 今 之 時に 當 つて、 御 誠忠 

も 御 恭順 も、 朝廷 は 元より、 天下 萬 人 見て 信す へ き 

證據 を、 形迹之 上に 顯 はされ 候而、 御 謝罪 有 、干 

戈 を 憩め、 天下 を穩 にし、 袁襟 を被レ 爲，， 安、 罪 良 之 

萬 一 を 御 償 ひ 被， 成 候 は、、 御 組 宗之御 遺業 も 今後 

に 及 ひ、 德川氏 之 社稷 も、 御 後見に 御傳 へ 可， 被レ遊 

御 條理も 相 立 可 V& 候、 即今 天下 之治亂 も、 袁襟之 

御安不 も、 悉/、 御 一 身之御方寸に相迫，.^候事と相 

成 候、 此處御 深考、 御 熟思 之 程、 皇圃 之爲、 御 宗家 之 

爲、 御身 上 之爲、 千 祈 萬禱、 泣血頓 首、 

正 s: 廿 八日 

〇 二  R 、御 布 達 如， 左、 

東征 御 進軍 可， 被， 爲， 在 候に 付、 大御 軍議 被 n 仰 出， 

候、 依.. 之 去る 廿， <  日、 將軍宮 御歸洛 被い 爲レ在 候、 此 

段 申達 候 事、 

二：：： 二！： W 


開明 之 道 も 可レ 有い 之 敝之舆 論 も 有 候べ 共、、 此等 

之 儀 は、 利害に 百 一. 9 候に 付、 態々 不レ及 二 詳悉， 候、 伏 

見 淀 之 一 戰ょ. 9、 追々 御 敗衂、 且華城 御 落 去 等 之 御 

手際、 兼而 恐れ 居候 名義 を 御 毀り 被.， 遊 候 事故、 何 

とも 致 方 無， 之 候、 一 rz も 早く、 先つ 天下 之 平穏に 

相 成 候 御 策 は、 御 悔謝之 外 は 無， 之 候、 其 上なら て 

は、 正論 も 公議 も 行 はれ 不 候、 御 心外 之 御 胸中 

は、 萬々 舉ニ 恐察， 候 得 共、 別紙 之 通 之 御 形 迹を被 

レ爲ぃ 取 候 上 は、 無形 之 筋 は、 誠 赤 も奥實 も、 皆虔妄 

に屬 し、 難い 及 二 口外， 勢に 御座 候、 今 五六 日 坂 城 之 

御 暴擧無 候 は、 と、 天 を 怨み 人 を め 候 凡 心、 

とも 消却 仕 兼、 慷慨 之 悲淚、 血 を 灑て申 上 候 事に 御 

何 座 候、 恐々 謹言、 

正 e:4=x 八日 午 時  無名氏 


抑 此度之 御 ー擧に 至つ て は、 御 不臣 之 御形迹 不，， 一 

方 一に 付、 唯 御先 供 之 行 違よ りとの、 御 申 開ら き而 

巳に 而は、 屮々 以贯徹 可：， 仕樣 も 無， 之、 不ぃ顧 二 忌 

諱？ 其條 件を數 へ 候 へ は、 「第 一 に は、 朝廷に 而 殊更 

御嫌惡 被， 成候會 桑、 已に御 暇に 而、 海路 歸國を 被 

I 戊 M  ^  . 


レ命 候と 迄、 被 二 仰 上 i;^  _ 候處、 夫 を 御上 京 之 御沙汰 巳 

前、 追々 伏兒淀 邊迄御 措 出に 相 成、 且步兵 も 伏！ 

淀、 橋 本、 枚 方 等へ 御 繰 出に 相 成 候 は、 何等 之 御 趣 

意歟、 更に 難 二相 辨， it 故、 事 敗に 歸候後 は、 廷^|反 

逆 之 企と 名 付 候 而も、 申 開く へき 道 無， 之、 「第二に 

は、 晦日に は 追々 兵事 御手 配， 0 存ぃ之 候 は、 除姦之 

御 下た 構へ に は 可い 有 レ之候 得 共、 除^ 之 御 奏可無 

, 之 程 之 事 候 へ は、 是以 叛逆 之 御 企と 名付け 候ても、 

更に 申释 へき 道 無, 、「第三に は、 朔 a 已來、 會桀 

甲 に而 北上 致し、 兵隊 も 追々 御 繰 出に 相 成候爲 

體、 御上 京 之 御先 供と は 相 見へ 不 故、 是亦 反逆 

之 御 企と 而も. S. 解く へ き 樣無レ 之 候、 「第 四、 御泰 

可 は 勿論、 御奏 間に 相 成 候 哉 否 も 御 負 着な く、 於，， 

坂 地， は 除 姦之號 < ^を 被， 發、 可 n 馳藥 一との 御布吿 

は、 御 不都合 之 尤甚敷 ものに て、 事 を 除姦に 托し、 

闕 下に 迫らん とする 叛形顯 然と il^ 斤 されても、 页 

に 中 解く へ き欉 無， 之 候、 「第五、 除赛之 實不， 被レ遂 

上 は、 皆托 言に して、 闕 下に 逼 つて、 2 別に 姦 あ h,. 

とい ふと も、 5. 释く へき 樣無レ 之、 「第 六、 i| 羽 伏 水 

之戦鬪 は、 御先 供 之 行 違と 申に もいた せ、 淀 わた h- 
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付、 王政も名；^5にて、 赏は sl^: 洋 なり や 鳴 呼 御 謝 

罪 之 筋た に 立 候 はゝ罪 はなし、 人材 は棄 へから 

す、 朝 堂に 立てん とい へ る 論 も、 朝野に 聞 候處ぁ 

り， 

一 岩 倉 殿 はり 內意 有， 之... 同姓 大和 守 迄 申 越 候義も 

有レ 之、 定而御 承知 相 成 候 宇と 奉い 存候、 

一有 馬 遠 州家來 有馬帶 刀に、 囑候儀 も 有 vK 一 候、 是 

も 定而御 承知に 相 成 候 半と 舉， 存候、 是等 之諸說 

も、 御參考 被， 下、 何分に も 爲，， 皇國- 爲，， 宗家； 御 

鼎 カ偏以 奉，， 仰望， 候、 勝 君よ. 9 老寡 君へ 御呈蒈 

有， 之、 老生へ も 御 投書 候 得 共、 拜答之 儀 は、 前誉 

之 趣 申 上 候よ， 5 外 は 無，， 御座- 候へ は、 乍 レ恐宜 

御傳聲 可い 被い 下 候、 ■ 

私 云、 先月 廿 六日 着 之 飛脚に、 內府公 御 直 書 御 

到來 之處、 一 向に 御 悔悟 之 御 樣子不 い 被い 爲， 在、 

又廿 七日 着. 一翁 老呈 書、 同人より 雪 江へ 之投 

書 等 之 趣に 而も、 內府公 御始、 御 恭順と 計に 

而、 御 謝罪 等之懷 は、 更に 御 心附無 御 模様 

に 付、 雪 江より 之 返書に、 此表 之赏. 况. 委敷申 越 

可レ 然との 御沙汰に 付、 サ八 = 一 書 相認、 紀藩 


東行 之 士人 へ 相 托し 候處、 - 同人 東行 延引 之 

都合に 相 成に 付、 取 屍し、 H 附其 儘、 今 便 一 所 

に 相 達、 書面 如， 左， 

正！ =： 十五 日 御 認之御 書面 拜見仕 候、 何事 も 消 歎に 

附し 、血涙より 外 無，， 御座 _ 候 、錦地 之 形勢、 御 見込 

之 御 次第 も、 此地之 事情 御 承知 無二 御座-候 而は、 I 

應尤に 奉二拜 承-候 得 共、 京地 之舆論 は、 別紙 之 通に 

而、 如何と も 可" 仕樣 無， 一 御座 一 候、 乍, 恐重疊 之御不 

都合に 而、 言語 道斷に 御座 候、 唯  一 ni も 早く、 御 謝 

罪 之 御 條理相 立 候 方、 御 家 之 御爲、 御 一 身 之 御爲、 

元より 皇國 へ 之御爲 は、 不レ及 V& 事に 御座 候 へ は、 

• 御 熟考 之 上、 御譫カ 被， 下 候 様、 天地へ 對し舉 n 懇 

願， 候、 今日は 御 征討 之爲、 海陸 之 大兵、 可い 被， 發御 

決議に 相 成 候 御 様子に 御座 候、 御 東 下已來 も、 御 一 

言 御 悔謝も 御 報告 も 無二 御座 I 故、 右 等 之 御 運 ひも 

無二 御據， 譯に而 、於，， 此表， は 何共 可，， 致樣無 候、 

如 レ此皇 國之大 變動之 起る も 起らぬ も、 御 一 身に 止 

，り 候 世態と 相 成 候 は、 々不， 及， 一 是非 一事に 御座 候、 

餘は御 一 Sii 察に 譲， り 屮 候、 要 文 之 外 は、 嫌疑 世界 故， 

及，， 省 文 一 候、 尤御侮 謝 之 御 條理相 立 候 上 は、 自ら 御 


又 朝廷に 而も、 夫々 御 寬宥之 御 廷議も 相 立 可レ申 

は、 自然 之 道理に 舉ぃ存 候、 尤御悔 謝 も、 乍， 恐 御 

口上 計に 而は相 濟不， 申、 其 實跡を 可，， 被，， 相 立， 

事に 御座 候、 第  一 <WI 桑 之 二 藩、 心 術 上 之 忠赤は 可 

レ憐 可.， 感激に 候 得 共、 朝廷に そむき «f ぎ 糊 

故、 歸圃 被， 命 候 而も、 其 儘滞 在の みな uyl^" ど 15®  3 ン、 此 

らす、 戎裝 北上、 官軍に 向 ふて 戦 ふ、 rrvpl を 力し 亂 

宗家 を 倒す、 娜 5?？ い.』 引 罪 惡 必 誅不- 可 

ン免 は、 關西之 輿論に 御座 候、 且坂 地に お ゐて事 

に關. 0 し 諸 有司 は、 夫々 御 罰 Hi 無い 之候而 は、 御 

賓 跡相顯 はれ 不， 申 候、 此處迄 十分に 御 落 入、 御 

悔 謝と 相 成 候へ は、 ^ 年 來之御 誠忠 も、 御 逆心 可 

ン被， 爲， 在樣も 無， 之 御 儀 も、 無二 御據， 譯に而 、御 

反 形と 相 成 候 事 も、 是亦 天下 萬 人 之 知る 所 候へ 

は、 必雪宽 之 譲 起り 可い 申 も、 必然 之 勢に 而 候へ 

共、 即今 之 處に而 は、 御形迹 上に ぉゐて は、 御遁 

れ 難い 彼い 遊 御 名義 故、 一人と して 口 を 開く 者 無 

候、 書 は 不ぃ盡 J 一 曰、 難い 及-, 禿 筆 一而 巳なら す、 

甚以 不敬 多 罪に 亘り、 恐 入 候 得 共， 心 付候義 は、 申 

上候檨 との 御 書面に 付、 大藏 大輔申 付、 旁 此地之 

見込 を 申 上 候、 何分 方今 之畏策 は、 鬼 も 角 も 干戈 
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之 動かぬ 樣、 人心 之 安着す る檨 に、 御鎭定 被. 遊 

候而、 天 定之時 を 被.， 爲ぃ待 候より 外 は 無二 御座" 

候、 是皆 乍， 恐 上様 御 一 心よ. - 外に、 出る 所 無，， 御 

座 一 候、 唯々 舉ニ恐 入 一 候、 何たる 御 形 行に 相 成 候 

哉覽、 長生き 仕 候而、 如い 此 憂目 を 見 候事歟 と、 書 

に 臨ん て 落 淚止兼 候、 

一 昨日 朝議に、 愈 謝罪 之體も 無い 之 上 は、 海陸 之大 

兵を發 せられ、 御 征伐 可,， 被い 遊と、 御 決定 相 成 

候、  , 

一 右に 反し、 和宮樣 へ、 何 か 御 和 ギ御収 計 之 儀、 被， 一 

仰 進 一と も 相 聞へ 申 候、 又和宫 機よ.^、 田 安樣御 

相續、 御 願 ひ 被い 成と も 相 聞 へ 申 候、 

1 廿七日ょ，，^、ニ條城を太政官代りに相成、宮公卿 

始、 御 出勤 有い 之、 罷出候 而も、 黍 離 之 有様、 不 

ゾ堪， 一 感慨 之 至 一 候、 

1 當 =： 三日 以前 迄 は、 諸 藩 幷縉紳 中 之 有志 、上様 御 

參內之 御 運 ひに さへ 相 成 候へ は、 天下 は 靜謐成 

る へ し、 夫より 後 は、 王政 j 途に カを壶 せは濟 

事と、 一 同に 是を 目的 依賴 とし、 其 事に 而已カ を 

用 ひ 候處、 世態 一 變 して、 算外之^^！-と相成候に 
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巳 前に 戰 ハサ 之 御 趣向 存ぃ之 候 事 を、 致，， 承知； 居候 

故、 實に 御先 供に 而も、 決 而左樣 に は 請 取， -不 

, 申 、ホン ノ御遁 辭之樣 に、 冷笑 致 居候 勢 ひに 而 

候、 

實に 御意 外に 候 は、、 御 承知 被,， 爲レ在 候 哉 否、 

閣老に 而も 被 J 、退、 早々 御 引 揚に可 二相 成， 處、 

御 承知 之 上に 而も、 尙交戰 之 儘 被 n 指 置； 候而 

は、 被， 對， 一 錦旗： 朝敵に 相違 無， 之、 六日に 至 

大坂城 を 御 托し、 兵隊 御 引 揚に相 成 候 而も、 御 

赤心 之 被，， 仰譯， に は 相 立不， 申 候 故： 世上に 而 

は、 狼狽と 唱 へ 、手 を 柏て 笑 ひ 居 申 候、 

又 前に も 相 記 候 通 り、 御上 京 之 御 一 途に は 無 

、會桑 も 取 付き 居り、 除 姦之御 目論見と、 相 泥 

し 候而已 ならす、 御 奏聞 已前 之御發 4- 等、 御手 違 

ひとは 乍レ 申、 御形迹 にお ゐて、 御 恭順 之 道は更 

に 相 立 不ぃ申 候 故、 別紙に 相認候 通. -、 何事 も 反 

形と 取 成され 候而、 申 開ら き 無，， 之 候、 且 朝敵 之 

御 惡名御 殘念思 召 候 も、 乍い 恐御尤 至極に 而、 一 

つ 御手 違に 相 成 候へ は、 其御殘 念に 思 召 候御惡 

名を被，爲，^JE^候は、 眼前 指 掌に 辄座候 故、 不， 被 
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爲， 負樣 にと、 大 藏大輔 初、 乍い 不， 及 周旋 カを盡 

し、 九分 は 仕 課 ふせ 候處、 一 分 之 際に 而、 御 堪忍 

囊 切れ、 果して 御 惡名を 被い 爲：， 負 候御義 に而、 

唯今 此地之 名分 名義 上に 而は、 負せ 奉. 5 しに は 

無レ 之、 御 負 ひ 被， 遊 候と 申 か 正議に 御座 候、 御 心 

術 上に 一之 御 誠 赤 も、 御形迹 上に ぉゐ て、 赏徹可 

レ 仕樣 も： 之 次第に 相 成 居 中 候、 此處を 能く 御 

洞察 無二 御座 ， 而は、 偏に 御 恭順と 御 誠意 を の み、 

御 生 張 御座 候 而も、 無形 之 儀 故、 於- -此表 - 大藏大 

輔初、 口外 仕 候義は 難，， 相 成， 候へ は、 此上 は唯此 ： 

度 之 御 始末、 何とも 御 恐 入 被， 遊、 御 一 言 之 被 二  • 

仰譯， も不， 被, 爲， 在 候へ は、 如何 體之 御沙汰 御 

座 候 而も、 鬼 角 被 二 仰 上， 候義 は不， 被い 爲. と、 

御 悔悟 御 謝罪 之 御 筋道 不 n 相 立 _ 候而 は、 朝廷に 

お かせられ 候 而も、 御 聞 屆被レ 遊 度 候 而も、 難， 被 

レ遊御 次第に 御座 候、 右樣 にさへ 被 一； 仰 上， 候へ . 

は、 御 恭順 も 御 誠意 も、 御 貫徹 之 御 道 も 相 立 可 

レ申 歟、 彼是と 愁成被 二 仰譯， は、 却て 御名 分 上 之 

御. Mh- に 相 成 候 へ は、 只管 御 悔悟 御 謝罪 之 外に、 

御 條理は 相立不 候、 此御筋 さ へ 相 立 候 へ， は、 


除 姦に付 軍隊へ 可ニ馳 加-との 御 布 吿有レ 之候而 

は、 御 名義 更に 不二 相 立？ 如何と も致樣 無， 之と、 

顔 を 見合せ 歎息 致 候而、 今 五六 日 御 堪忍 は 難レ被 

レ成候 ひし かと、 旣往を 恨む る 迄に 而、 惣而 無策 

に歸 し、 孰れ も 致，， 返 散； 老生 は 即夜 乘船、 橋本邊 

に 而. 牛 明、 淀 邊に而 大小 砲 聲勸ぃ 地 之 勢と 相 成 

故、 上陸 致し、 問 道を經 て、 五！ W 慕 時 前 京 着、 拆ニ 

日 已來之 模様 承候處 、三日 夕 伏 水鳥 羽に 而、 一 砲 

相 發候哉 否 錦旗 翩飜、 將軍宮 を被レ 命、 宮中より 

直 樣御進 俊と 相 成、 朝敵 之 名義 を 十分に 揭け顯 

はし 候 事に 候、 戰爭 手始め 前後 之 論 も、， 巳に 發确 

と 相 成候而 者、 其 前後 は 更に 論せ す、 晦日 巳來 之， 

儀 を 初、 會桑戎 装 等 を以、 惣而反 狀に歸 候 故、 如 

何とも 申 釋之道 無.^ 之、 顷來 D$ 越 土 藩と 及 一一 密議 T 

如何， s« 之 難題 も、 惣而御 恭順 之 二字 を以 取消し 

居候 車に 而、 可 レ惜其 比と 相 成候而 は、 縉紳 中に 

も、 御上 京 希望 之 向 も 出來、 晦 3 歸京、 元日 は 休 

曰 二  n: に は 巳に 上檨 御上 it 小 之御述 ひに 付 而之執 

議 にも 相 成 候處、 即 夕に 前 讲相認 候：^ り、 何 そ 科 

らん 大藏 火 輔は、 前. 2： 府公 御請 濟 復命 之 途中に 


罷在 候、 晦 n 來坂 地に 而は、 最早 兵事 御 催しの 開 

へ 有い 之 寧に 相 成 候 は、 御 運 之 末と も 可い 申 哉、 尾 

越 之 一 一藩 も、 是迄 恐らく 一 一心な く、 盡カ之 に は 

候符 共、 猶御 嫌疑 も 候 ひしゃらん、 一 應之 御談も 

なく、 坂 地 は 坂 地 之御仆 出と 相 成 候 故、 此表之 

手箬 悉く 齟鰌、 朝廷へ^^し候而も申譯無レ之、諸 一一 

藩 へ ひ 候 而も、 宗家 之 無 算不體 裁、 實に而 目 を 

失 ひ 申 候、 華 城 御明け 返き も、 御 誠意 を 被：， 表 候 

思 召 之 由 候 へ. 共、 是以餘 り 成 御不體 裁、 閣老 監察 

位 は 御 居殘. 9、 御城 附之御 武器 錢穀等 も、 御目錄 

に而、 御 立派 成 御 托しに 相 成 候へ は、 ムザ くと 

御 建物 は燒 却、 器械 金穀も 分捕に は 相 成 問 敷 候 

を、 多宮唯 一 人居殘 b にて、 兩藩之 者 なれ は、 セ ss! 

人に 而もつ らま へ 、口先き にて. ffl 渡し、 效 支度 而 

已之 爲體に 御座 候 故、 火 之 元 吟味 も 不二 行 屈-候 

哉、 彼是. S. 內、 出火に 相 成、 誠以埒 もな き 御 事共 

： 故、 御 誠意 も 何も 相 立 候 事に は 無い 之、 華 城 之 御 

： 返 去 は、 天下 之 笑 ひ 物に 御座 候、 ^體に 中 候へ 

は、 此表之^^情は、 右樣之 次第に 御瘦候 故、 中 

御先^ 之 御行 違 ひ 杯 を、 被 二 仰 立-候 而も、 其 
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坂 之 上 折角 鎭定 致し、 上京 に 相 成 候 而も 、此度 之 

過失に より、 參內 も不レ 被， 命と 中樣成 事に 而は、 

苒度 及，, 動亂 ， 候 故、 念 を 入れ 候と、 ケ 條書 を以相 

伺候 處、 上京 之 運 ひに さへ 相 成 候へ は、 兼 而申談 

候 趣 は、 萬々 請 合 ふとの 事に 付、 夫より 歸邸之 

上、 猶 又差當 伏 見 表 鎮撫 之 儀、 尾 州 申合せ 等 を 

申談、 爾後 發程、 四 ッ塚關 門 邊へ罷 越 候處、 薩兵 

處々 屯 集、 英 氣を蓄 へ、 敵 を 相 待 候 勢 ひ、 夫より 

鳥 羽 村 へ 入 候處、 坂 地 之 第 一 大隊 勢 揃 へ 最中に 

御座 候、 是は 大抵 未の 半 刻 比 に 可レ 有い 之、 此景 5^ 

に而 は、 無事に 鎭定は 無， ー覺 束， に 付、 一驚 を 吃 

し、 殆 落胆 仕 候 得 北 r 强而精 祌を勵 し、 南下 仕 候 

處、 伏 見 幷鳥羽 之 方 へ 操 出 候 坂 兵、 陸續 として 蟻 

行 之 如くに 御座 候 故、 胸中 不， 穩候得 共、 道 を 急 

き罷 越、 橋 本 之 關門を 過て 數 町なら す、 薄 慕 前 八 

幡山を 打 越し、 伏 見 之 方に 當. o、 火光 天 を 焦し 候 

故、 大事 了と 大息 仕 候 得 共、 今朝 岩 倉 殿 口上に 而 

考候 而も、 朝廷より 容易に 御 指圆は 無， 之 模様と 

申、 大藏 大輔も 參內、 精々 抑留 之 含み 候 故、 たと 

ひ 兵端 開ら け 候 而も、 朝廷より 御 指 圖 さ へ無レ 之 
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候へ は、 薩と坂 兵との 私闘 候 得 は、 又 取 直し 方 

も 可.， 有い 之、 何分 一 應華城 之 御 安否 も 相 伺 度と、 

枚 方より 船に 乘. 9、 四日 曉七時 比、 中 之 島の 弊邶 

へ 着船 仕 候處、 留守居 之^より、 先刻 御 達 之 由、 

於 彼 除 姦之御 發令を 一 見 候處、 ^嫁に 可ニ馳 加- 

との 御文 段を拜 見、  是迄 度々 申 上 候 事 を 御用 ひ 

なく、 御 私に 兇器 を 動かされ 候而 は、 正 敷 姦計 之 

陷阱に 御 落 入、 朝敵 之 御 名義 御免れ 難， 被， 遊 相 

成たり と、 長 息 虹霓 を 吐き、 悶絕辟 地 仕 候 事に 

御座 候、 又此曉 は、 坂 地 薩邶を 御 攻撃 之 沙汰に 

而、 御手 配り 御 嚴重之 由坏、 物語 居候 內、 地. 窗ニ 

發 、中の 邊迄 震動、 薩邸忽燃上り申候、^^H^體 

以之外 故、 直檨 登城、 永 井 君へ 拜謁、 如何 之御樣 

子と 相 伺候 處、 御 奏聞 狀 上達 致 兼 候內、 御先 供 之 

行 違 よ b 戰鬪と 相 成、 只今 之 爲體 、 上様 始御當 惑 

との ロ氣、 今後 之 御 策 如何と 相 伺處、 御 無策 之 山 

に 付、 夫に 而は 猶以 御大 事と、 誘引 之 諸 藩 老も御 

城 中へ 會し、 種々 申談、 閣老衆 御 初よ h も、 御談 

し 有 候へ 共、 思 ひ 込 下坂 致 一 條は、 何れも 途 

中に而戦1^^相起，=^候故徒然と相成、今後之處も、 


處、 何時に 而も 御上 京 可い 被い 遊 間、 辆廷之 向 篤 

と 取調ら へ 、 御上 京 直 樣御參 內等之 御 都合、 宜 

見込 を 立、 御 懸念 無い 之 處に而 、御 案 內可， fe. 上, 

との 御 直 約 被， 一中 上？ サ九 H 夕乘 船に 而、 歸京被 

レ仕候 事に 御座 候處、 ，； 晦日 瀧 川 播州 御 地よ，. = - 

上 坂に 而、 媚動 有.， 之 由、 坂 地 俄に 兵事 之議 蜂起、 

在 坂 之 諸 藩へ は、 出兵 御 催促 有い 之 事に 相 成 候、 

是 より 先き、 何故か 不.， 存候得 共、 淀、 伏 水、 橋 

本、 枚 方 等に 御 配-置 之 兵隊？ ま、. &g 

審何 有々 V と も、 朔 B 以來 北に 向 ふて 追々 御 繰 出、 

會桑 等も戎 装に 而 動き 出 候 風聞、 二日 夕 京地へ 

相 聞 候に 付、 夫に 而は 益す々々 朝敵と 可レ 被レ爲 

レ成勢 故、 何分 早々 御 鎮定 相 成 候檨爲 二言 上 T 老生 

へ卞坂 被， 命 候へ 共、 微力に 而は 迚も 行 屈き 申 

間 敷と、 細 川 家老 溝 口 孤雲、 津 家老 藤堂歸 雲、 大. 

州 家老 深 尾 鼎、 柳 川 家老 十 時攝津 等へ、 老寡君 

より、 老生と 共に 下坂、 唯々 御 妄動 有， 之而 は、 忽 

朝敵 之 惡名を 被 Z 爲ぃ負 候 間、 速に 御 鎮撫 相 成 候 

樣、 可 二 申 上 一 旨 被 二 申談ー 候處、 何れも 決然と し 

て、 下坂 可， 仕と 致， 一 承引； 三日 曉 より 逐々 下坂、 

3^ 日 記  ^ 


老生 は猶又 朝廷 之 御模欉 如何と 存し、 三 H 朝 下 一 

坂 前、 岩 倉 前屮將 殿 迄罷出 候處、 使者の 間 は、 

薩の內 田 仲 之 介、 幷 人罷出 居候、 何も 暫時 對 

談に而 引取、 其 跡に 而 老生 拜謁 候處、 岩 倉 殿御 

申 聞 候 は、 薩. fe- より 伺 ひ、 昨夜より 唯今 迄 三度 

に而 候、 其 子細 は、 坂 兵 甲 IE に而 次第に 指 迫り 

候 勢、 反狀 相違 無.， 之、 打拂ひ 可い 申 哉、 如何 可 

ン 致と の 事 なれ とも、 唯今 一 發致候 哉 否 大事 敗 - 

れ、 朝廷 之 厚き 思 召 も、 內府 公之 恭順 も、 尾 越.： 

之 周旋 も、 乍い 不ぃ及 拙^ 之盡カ も、 悉く 水の 泡 一 

と 相成而 巳なら す、 今後 之 見込 も 付 兼 候に 付、 

御沙汰 有.， 之 迄 は、 決して 手出し 不.， 可， 致と、 三- 

度へもに  巾 聞、 唯今 も 相 返し 申 候、  是ょ 惣參 內、： 

御大 議に可 二相 成， 候 間、 大 藏大輔 殿に も、 早々， 

參內候 様、 可，, 申 聞 一との に 付、 老生 申達 候はノ 

如 レ^ < ^急 之 場合に 相 運 ひ 候 得 共、 猶 一 ト盡カ 仕 

皮に 付、 唯今より 致 二 下坂， 候、 ケ程迄 之 形勢に は」 

立 到り 候へ 共、、 何とか 鎮撫 之 道 相 立、 內府公 上京 

相 成 候 は、、 過：！： 來 及，， 御談， 候 通. o、 直 樣參內 

等 之 運 ひ は、 相違 有：， 之 間 敷 哉、 今 一 應. g 伺 度、 下 


I  戊辰 日 isi  , i 

家老 巾より 申 越に 相 成處、 歸雲說 は、 龍紀 同撩、 何 

分 御 謝罪 N! 儀 申 上 度と 申合せに 而は、 御 悔悟 之 筋に 

は 相 成 間 敷 由 申に 付、 各々 之 巾 上方に 相 決す、 彥根 

に はい また 不，， 承知， 候 得 共、 中 来 候 は、、 同樣に 可，， 

相 心得-との 申 談に相 成、 小濱 より は、 赏 役 耳遠に 付、 

用人 之內 名代 罷 出に 付 、同様 申 談處、 大晦：：： 立 之 飛脚 

着 之 後 は 便宜 無， 之、 右 件 は 元より 承知 不レ 仕、 漸く 之 

事に 而、 如レ此 勅勘 御免に 而、 また 參內も 出 來不， 巾 爲 

體故、 たと ひ 承知 仕 候 而も、 何共 可い 致樣 無， 之 趣 申，， 

出 之？ 

1 、此 H 、過日 舊內府 公よ. り 御 直 書 御 到來に 付、 御請 

可レ被 n 仰 含， 人物、 關 東より 御 呼 寄 之 儀、 却而 朝廷 

御 嫌疑 も 可， 有 哉に 付、 今 H 早 飛脚 御徒 高木 耍介 

を以、 御請 之 御 書 被， 指，， 立 之： 此御書 不，， 相 見" 

一 、同時 大久保 一 翁老 へ 御 返書 代. 5、 中 根雪 江よ 指 

遣す 書面 如， 左、 

去る 廿 一 日 御認、 大藏大 輔へ之 御 呈書拜 見 仕 候、 

段々 贵勞之 御 檨子拜 承 舉，， 、 爲，， 宗家 祟國； 降 心 

大慶 仕 候、 御 紙 表 之 趣、 且大藏 大輔へ 被 J 迫 候 御 

"書 を 舉ニ拜 見， 候 而も、 此表之 事情と、 錦地 之 御 


 llig 十二 

見込と は、 實に 反對之 事と 相 成 候 は、 此地 之義、 

委敷御 承知 不， 被， 爲 御 儀 故と 想 察 仕 候、 右に 

付、 旣往之 事より 赂々^ 述仕 候、 仰 此度之 御 一 

條、 最初よ. 0 聊に 而も 御 妄動 被 レ爲， 在 候 而も、 忽 

朝敵 之 惡名を 可い 被い 爲.， 負 事 は、 必然 as 見 へ 候 俄 

故、 老 & よ. 0 御 直に も 再三 言上 も 仕、 閣老參 政 等 

へ 、御 恭順 御 鎮撫 之 儀 は、 反覆 丁寧、 幾 fE 回 及，， 懇 

請 I 候 得 共、 不肖 之 者 共 之 申 上方、 徹底 も 仕 兼 候 

哉、 御 採用に も 相成不 事、 遂に 今日に 至 候 俄、 

千歳 之 造诚に 御座 候、 其 子細と. S. は、 兎. W 朝廷に 

而は、 最初に 一 發致候 降官削 地之餘 論、 消滅 致 

兼 候而、 極々 御難 題 出て、 又 二 條に而 は、 降 削 

之 所 ビ謂無 との 御 趣意 故、 尾 越 其 中に 立 、同旋 

闲苦を 極め、 漸々 にして 朝議 を 口め、 宽宥之 御 趣 

意之 御 書面、 尾 越へ 御 渡に 相 成 候義に 付、 夫 を 

御 承知に さへ 相 成 候へ は、 直に 御 參內、 引續き 

御 職掌 迄 も、 可い 被-, 仰 出， 歟之所 迄、 相 運 ひ 候に 

付、 則 募 君 右 御 書面 持參、 尾 老公と 一 同 下坂に 

及 ひ、 言上 被,， 壮 候處、 一 々御 承知に 而、 御請 書 

も 御波に 相 成、 猶又 御上 京 之 御 模様 思 召 相 伺候 


〇 同：：： サ 九日、 公 午刻より 官代 へ 御 出 多 一 被，， 爲， 在、 今 

日被レ 議事、 浪華 行幸に は 御 決に 相 成 候 得 共、 御 趣意 

柄 鬼 や 角と 御， i5b 兼に 付、 公 被 レ仰候 は、 御 親征、 又は 

外^ 御 交際、 或は 遷都 杯、 多端 瞹， M 之 御 趣意に 而は不 

ゾ 可い 然、 御 交際なら は 御 交際に 而、 公然と 臨幸 被， 爲 

レ在可 レ然、 遷都 之 は、 諸侯 會議之 上に 而御^ 定可 

ゾ然、 御 親 征之儀 は、 將軍宫 へ 御 委任 も 御常然 たるへ 

くとの 御 議論 之篛、 又 議院 臨御 も 不，， 被， 爲レ在 候而、 

外國御 交際 之 臨幸 は、 御 順序 無 v^、 御 不都合た るへ 

き 3 日、 三 條岩倉 之 二 卿へ 被，， 仰 達？ 御 嘉納 有い 之 由、 

一 、今 曰 御 出參之 節、 昨日 御 到 來之斑 喜 公 御 度 書、 幷 

一 翁老呈 書、 勝 安房 殿 蒈狀等 御 持 參に而 、岩 倉 殿 迄 御 

披露、 右に 付、 御 見込 之 趣 も 御物 語 置 之 由、 

一 、此 H 木 5,準 一 郞、 後 © ？ー郞 、大久 保 一 藏、 總裁宫 

顧問に 被，, 仰 付？ 

1 、 昨 rn 之 飛脚に 申來 候、 去る 十七：：： 御 同席 重役へ、 

上 樣御直 街 御賴之 一 條、 何共 可， 被,， 成 機 も 無，， 之 御 筋 

候へ は、 矢 張 御 ：4C 名 御免れ 之 儀 は、 御 謝罪 之 外 は 被 

ゾ爲レ 在 間 敷と、 一統よ. -申 上、 可レ然 欺との 御 評議に 

而、 土、 藝、 紀は、 刚日 於，， 官代， 打 <tri せ、、 雞、 彥极、 小： M 


等 は、 御 家老 中より 赏役 I ト 被，， 越； 相談に 可，， 相 成， 

と 相 決す、  ゆ 

〇 二：：： 朔日、 今朝 御 布令 如， 左、 

今般 御 一 新に 付、 後 三： 13、 ニ條城 太政官 代. £:、 御 

親臨 被， 爲， 在 候 3;! 、被，， 仰 出 ， 候 事、 

伹 行幸 之 儀、 惣而御 輕便を 生と 被， 遊、 月 中數ケ 

度 御 親臨 之 思 召 候 間、 狼り に 供奉 不，, 相 願， 檨、 兼 

而 申達 候 事、 

於，， 武臣， も、 供、 堂上 同樣、 侍 二人、 僕兩人 可レ被 

召；^  I 候 事、 

1 、今日 於，， 官代； 昨日 邱議 有， 之 候、 上欉御 直御賴 一 

條、 鹿 之 介よ. >藝 辻 將曹へ 申 談處、 申立 讖 力と 申 儀 

は、 見込 付 兼 候 段 御斷. 0 申 上、 黄 役 之 心得に 而、 京地 

之 時勢 中立 而已 に而 は、 御 筋 立 兼 候 形勢 候へ は、 御 

悔悟 御 謝罪 之 道、 御 立に 相 成 候樣、 申 上 候 精 之 出、 肥 

後 も 同様、 明日に も 壹人指 立 候而、 中 上 精 之 由、 土 州 

之 方， 象 二 郞は當 時 0; に舊藩 へ は關 係無レ 之、 殊に 嫌疑 

甚敷 3ほ に而、 不レ及 二 申談， 由、 鹿 之 介 申達、 其 段 申 上に 

相 成、 申 fS! 候 三 藩へ も、 右 之 趣に 可 n 申諫， と 相 決す、 

午後 藤堂歸 雲、 彥根新 野ロロ  、田 中 三 郞左衞 門へ、 御 


戊辰 B  SS 

1 、同時 大久保 一 翁 老呈書 如 "左、 

去る 十五 n 後 も、 多分 日々 登城 候 得 共、 諸士 巡上强 

に而、 眞之 道埋； 史に 不，， 相 分？ 然るに 小 上 返 役、 其 

1 連少々 鎭辭等 之說、 少くは 耳に 入 候 者 も 出來、 今 

日 は 閣壹州 一 人 皆 引に 而、 都 而靜に 相 成、 御前へ 

も 緩々 罷出、 稲々 伺候 處、 彌以御 恭順 之 外、 更に 御 

他念 不レ 被い 爲， 在、 其處は 安心 仕 候 得 共、 是非 御隱 

居可レ 被い 遊との 御沙汰、 此儀實 に 13 難 極 候、 皇國御 

爲に相 成 候 は、、 聊御留 も 不レ仕 候 得 共、 考候處 に 

而は、 又 一 亂之 本に も 可い 到と 心 蒲 極 候、 漸々 諸 司 

血 氣も少 々鎮、 今 翁 も爲， 差 言 分 も 無い 之、 ロハ々 柔弱 

之 誹受候 計に 候、 其 は 更に 不レ 顧、 萬 一 御 恭順 之 御 

趣意 不レ通 節 迄 之御預 物と 覺 悟に 候、 夫 は 兎角 » 

置、 此 地に 而は、 御 恭順 被， 爲， 盡候思 召に 而も、 尊 

地に 而御覽 被， 遊候而 は、 如何と 御 心 付 之廉々 も 候 

は、、 一寸 被 二 仰 下， 候 檨希申 候、 其 外奧に 心得に 

可，， 相 成， 事、 思 召 付 被 レ爲， 在 候 は、、 S 江よ. 9 一寸 

示 吳候樣 、被，， 仰 付， 伏 希 候、 此地眞 相談 は、 勝 房 之 

外 不ぃ過 ニー  ニニ 人？ 其 餘は强 事 計 申 居候、 何分 御敎示 

可， 被 .¥ 候、 頓首、 


3 百 五ヤ 

正 ==： 廿 一 日 

二 白、 南部 彥助 看、 委細 一 lal- よ. > 承知、 一 安心 化 候 

問、 直に  一 ^同道、 城 相談、 閣 も被レ 逢、 安心と 申 

居候 ， 松 1^ 等 には實 に ，^氣 計、 あ き れ候、 乍レ 去此邊 

は 一皮に 巾 散 候 得 共、 下々 多勢 紛々 に は 困 候、 猶 

御 精忠舉 候、 □□ 出 候. 3、 遙に 承知、 同人 一 筆 数 

示 懇願に 候、 謹言 拜、 ~  - 

中 返 出、 宅 へ は 論 人 不ぃ絕 、勞極 候、 早朝よ， り紀 

人 三人 正午 迄 論、 漸々 爲,， 服 返 候、 心屮は 可， 愛 事 

に 而候得 4=r 道理 不レ解 人々 多々、 三拜、 

榮井君  一 翁 宽 

一 、右 慶喜公 御 直 書 之 诚.， 在京 諸侯 へ も 御.！？ 機 被レ進 

候 御檨子 に而、 藝 侯よ り は 、今 = 惣裁宫 へ 御 指 出 に 相 

成 由 也、 右に 付 々御 評？ f 之處 t 兎角 君臣と も 此表之 

isf^ 情 承知 無. 之 故、 關 柬之悔 謝に 而は、 更に 此 表へ は 

徹. ぬ 不，. 致 次 I おに 付、 右 御 書 御請 之 代り、 朝廷へ 御 達 

之 上、 可レ然 人物 閥 東よ. -御呼 寄せ に而、 御 口上に 而、 

御 に 相 成 可. 然と 被， 決、 猶此地 之 輿論 は、 雪 江よ 

り 一 翁 老迄申 造し 可， 然との 御沙汰 有レ 之、 

1 、此 H 將軍宮 御歸洛 有， 之、 


を棄 て、 赤心 を 表 候 得 共、 何分 近來 事々 素 心に 背 候 

事との みに 而、 遂に 病魔に 被， 侵、 事務 取扱 兼 候 間、 

返隱 いたし、 跡 式之條 は、 相 撰 申 付 候 積、 何卒 是迄 

之 御 厚誼、 不二 相變， 御 力 被へ T 、朝廷 を 初、 外 藩 へ 

も御說 諭、 前文 意外 之 汚名 相 雪 候檨、 此上 にも 御 

鼎 力、 千 萬拜囑 する 處に 御座 候、 書 不,. 盡レ 言、 萬 面 

罄、 

正月  御 諱 

大藏 大輔殿 

、同時 勝 安房 殿より 呈書 如， 左、 

邦內之 事、 今：！： に 到り、 亦 を か 陳可レ 申、 閣下 當節 

之 御勸靜 如何 候 哉、 深 御 案 申 上 候、 小生 唯 分 を 守り、 

今一 死 ある 而巳、 付而は 別紙 之 3：!! 趣、 其 御 筋へ 被，， 

仰 立 _ 度 偏に 舉ぃ希 候、 東都 別に 說も 無づ \1 、定論 紛 

紛 たる 而已、 何卒 區々 たる 微忠、 可 レ然御 採用 御 趣 

候檨 奉, 願 候、 別 に ゆ 上 度 は 海. E 御座 候 へ 共、 非レ所 

レ盡ー I 筆紙 H 且 御高 推 を 奉, 仰 候、 謹言、 

正 EJ 十八 日  安 房 

越 前老侯 机下 


戊辰 B 化" 


近々 官軍 問罪 之御攀 ありと、 臣子之 分 唯 一 死 ある 而 

已、 何 7 て 患と する に 足らん、 其 曲直 是非に 至って 

は、 强 而今 分別 を 論せ す、 輕く i.^. 漠に附 し、 百歲公 

議之人 を 待 而已、 昨今 米 利 堅 之 報告に 云、 官第兵 it 

之 居 館を駿 ふゆへ に、 墩を 築き 兵士 を 分ち、 其 地 を 

固守し、 猶 軍艦 を 呼と、 英 佛亦然 り、 長 崎 地方 之 如 

き、 いまた 其 確 示 を不レ 得と いへ とも、 恐らく は 同 

轍に 過き さるへ し、 臣恐、 聞い 之" g 哭 悲歎に 不 レ堪、 

遂に 印度 之 破れ、 近く は、 支那 之 地、 長毛官 兵、 其是 

非 曲直 を 鳴ら し て 同 相^、 西洋 諸 國其虛 に 一 1 す、 

今 哉 皇國殆 と 同 轍に 陷 らんと す、 口に 勤王と 唱ふ 

とい へ とも、 其 形勢 今 H に 及 へ り、 公平 を唱 へ て大 

私 を 挾、 皇國土 崩、 萬 民 塗炭に 陷る を不レ 察、 是を何 

とかい はむ、 臣上途 して 微褒を 愁訴せ むと すれと 

も、. 今 は 有罪 之 小臣、 我 主と 一 死 を待而 已-然 共此千 

載 之 遣 恨 を 如何にせ む、 臣 か 斬首 前に 逼れ とも、 默 

止す る を不レ 得、 希く は 此微志 を 以て、 參與 閣下に 

代訴 せむ こと を、 誠 恐 謹言、 

德川 陪臣 

辰 正 ==：  勝 安房 


 戊辰 B 記  .  — 

赛 とて はるの ひか り や は ある 

うく ひすの 凝 を もまた て 此春は 

たゝ 千代- となく ほと そな き 

歳暮 

身 老年 祖淚自 流、 人生 默數等 雲 □、 

天下賴有.，催，，^|^意ハ 一 朶 梅花 消，， W 爱 7 

御 一笑々々々  一翁 寛九拜 

右 同時、 雪 江へ も 投書 有.， 之、 其 略 は、 粗呈 書と 大同 

小異に して、 錦旗 を 被， 止 候樣、 朝敵 之 御 汚名 被.， 除 度 

等 之 主意 也、 本紙 失， 一所 在？ 探索して 重 而可ビ 記い 之、 

〇 同月 廿 八日、 今日 於，， 官代？ 關東御 征伐 御 決定 之議 

事 有い 之、 下 參與之 面々 意見 御尋に 付、 出席 之 上座 中 

根 9^ 江よ 、及，, 御 答 I 候 は、 關東 今日に 至り、 更に 悔 

悟之體 不二 相 聞-候へ は、 早々 御 征伐 御 當然之 御 儀た 

るへ きと 舉ぃ存 候、 御 軍略に 至って は、 唯今 申 上 候 程 

之 見込 無 レ之段 申達、 衆議 大同小異に 而、 遂に 御 決 評 

と 相 成、 

一 、此日 江 II； 表廿 二日 立 之 飛脚 御徒 橋 本兵告 着、 去る 

十九 役 ； 人、 西 丸へ 罷出 候樣、 御觸達 有， 之に 付、 

飯 田 主 税罷出 候處、 御座 之 間 へ 、御 同席 方 重役 一 同 被 
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レ爲レ 召、 御 に 上意 有. レ之 由、 相 廻る^ 如， 左、 

今般. 皇國之 御 爲を以 、政 權舉 ぃ歸候 次第 は、 何之髓 

念 も 無.， 之、 誠忠 可い 存念、 一 統も遨 力 致吳候 儀に 

有.. 之、 登 京 之 節奏 聞 之 次第 も、 承知 之 通 之 儀に 候、 

然るに 京 坂 戰爭も 行 違 之 儀に 而、 追々 承 候へ は、 朝 

敵 杯との 風聞 も 有， 之 由、 兼 而之素 願 も 不，， 相 立？ 殘 

念に 存候、 併此上 誠忠 相ャ M 候存 意に 候、 就而は 朝敵 

等 無 趣 は、 申立 度 存候得 共、 貫徹 致 間 敷に 付、 右 

之處、 一 統ょ^-^^カ致し，京地 へ中立吳候樣賴；：^候、 

一 、同 飛脚に 而. * 去る 廿  一 nm, 川 伊豆守 殿よ， 0 御 呼 出 

に 付、 御^ 守： 15,5 罷出 候處、 平 山 鬪 書 頭 殿御 渡 之 御庶書 

相 廻る、 如い 左、 

一 翰 拜晋、 然者 去る 三日 先 供 之 兵隊、 鳥 羽 伏 見兩道 

より 入京 候處、 薩 藩士 措留應 接屮、 伏兵 一時に 起 

り、 發砲 に 及 候 に付、兩所共無レ據應砲、怪我人 .，.^多 

人數有 v^、 實に 意外 之 次第に 而 1 不， 料 舉レ驚 二 哀 

襟？ 人民 を 損傷 致し、 兼 而之素 意に も 相 背 候 間、 斷 

然大坂 城 を 御兩家 へ 託し、 兵隊 を爲 二引揚 一 候、 全く 

一 一時 供 先之爭 鬪附會 して、 或は 朝敵 之 惡名を 負し 

一， むる 哉に も 承り、 實に 意外 恐 歎 之 至に 而、 畢竟 華 城 


無レ之 は、 不， 久 相顯れ 可， 申 候、 乍 レ敵も "！^ 人 は 近 

頃 開 候 故、 此位之 事 は可レ 分と 舉ぃ存 候、 當今異 說唱 

候 者 は、 夢中 歟と 奉い 存候 、歎 に不， 堪候、 吳々 も 

夷中奸 に、 鼻下の はされ ぬ 御 策、 御 工夫 希 候、 ms 

府 より 出 候 君側 奸御 返と 申 も、 御 良策に 無 に 

付、 是又御 取消 御 工夫 希 候、 幕府 は 關東丈 之御備 

調 、夷人 之 侮 相 防、 彌皇朝 へ 御 忠節 之 外、 他事 無レ之 

御 見込に 奉 候、 此 度は實 に皇國 御大 事に 候、 御 

勉精 奉" 祈 候、 九拜頓 首、 

正月 十五 日  忠 寬 

大藏 大輔樣 

、前記 十二 日付 呈書 如い 左、 、 

益 御 勇健、 御加壽 被， 爲" 在 候 段、 爲 n 國家， 奉，， 敬 

賀， 候 得 共、 新 赛之御 祝詞 も 申 上 兼 候 世態、 恐 入 

居候 外無レ 之、 遠方 且隱居 之 耳に は、 何事 も糙に 

は 不二 相 分ハ風 說而已 にて、 遠 察 歎息 仕 居候 、昨今 

風 說に而 は、 御歸 國被レ 爲.， 在 候 哉に も 承 候、 彌御 

歸候 は、、 乍， 揮 御 良策と 舉レぉ 候、 當今 全國之 

御大 事 は、 申 迄 も 無 候 得 共、 いまた 大公 至 正 

之 場に は 至 兼 可,' 申 哉に 付、 先々 贵國御 安全 御 


備向、 御 十分に 御胶 有, 之 方、 却而御 忠節と 舉ゾ存 一 

候、 今 u に 相 成候而 は、 此地之 有司 等 着眼 に 解 一 

兼 候、 今 之 鹿、 是も彼 も 都而： 白に 五十 哉と 被 一 

候、 乍， 憚 御 當主様 御 當前之 御 勤 方 は、 世 之 並と 一 

可レ 被， 遊 御 に舉， 存候得 共、 尊公に は 御 隱15 後； 

之 御 isl^ 故、 百に 五十の 内へ は、 御 加り 無， 之 樣舉ー 

レ祈 候、 鬼 角 今 二三 段 高 着に 無， 之而 は、 眞之 場に. ム 

は 無 n 覺束， 哉に 奉 候、 此 地芝邊 一 條も、 意外 _ 

之 事に 候、 尤諸 町家 等 押入 亂妨 は、 過半 芝 尾 敷に 一 

居候 哉 之 由、 是は實 事と 相 見 へ 、其 後 市中 は 至極 一 

靜に相 成 候、 只々 町人 共 迄、 上納 一 條云々 多く 一 

候、 此後 一 揆 如き 之事不 レ始檨 にと、 是亦祈 居候、 一 

近舶 竹製 筆 手に入 候、 毫之 様に は 無,， 之 候 得： nrl 

診 敷に 付、 入， 一尊 覽_ 候、 唐墨 相 副、 御 一 笑可レ M 

レ下 候、 恐惶 謹言、  ^ 

正月 十 一日  忠宽 1 

榮井君 玉 几之邊  . 一 

1 一白、 時 令 御 自愛 專 一 奉， 存候、 何 歟不， 隱候 故吟ー 

情 薄し、  J 

低の 人の こゝ ろに 花の^ぬ 問 は  一 


三ち « 十七 


节 


戊辰 B 

正 親 町 三 條". 1 大納言 殿 

德大 寺中納 言 殿 

二 白、 時下 御 自愛 舉 = 懇 祈-候、 下官 聊^ 邪、 今 B 之 

處太政官へ參勸御斷^£.候、 明日 何れ 罷出、 萬 々可- 

申入, 候 也、 

廣喜直 書中、 上 包 前 內府と 有い 之、 書中 內府と 有 

、右 は從ニ 朝廷， 慶喜 官位 被， 止 候 得 共、 是は從 こ 朝 

廷， 列藩へ 布告 有 迄に 而、 德川慶 喜へ、 官位 被 

ゾ止候 御沙汰 書 等 は、 いまた 出 不レ申 故、 本文 之 通、 

內 府と認 有.. 之 儀と 相考申 候、 此邊も 可.， 然被 一一 仰 

入， 被， 下 度 候 也、 

1 、今日より ニ條城 太政官 代に 相 成、 諸官 出勤 有， 之、 

一 、 此日 於，， 官代， 晚 に 相 成、 下 參與不 レ殘御 呼 出に 

而、 岩 倉 殿 被， rs. 聞， 候 は、 仁 和寺宮 も、 今晩は 浪華よ 

り 御 歸陣に 可 二相 成， 箬、 右に 付而 は、 愈關 東征 伐之大 

兵 を 被， 擧候御 決 評な り、 三逍之 鎭撫使 杯に 而は、 沖」 

も 行き 足り 不 vm. に 付、 海陸よ. - 大兵 進發 之席算 也、 

右に 付、 熟考 之 上、 見込 通 h- も 有い 之 候 は、、 W 朝 申達 

候樣、 御演達 有， 之、 


三 S 四 4. 六 

一 、此 3 御 國表廿 五日 立 飛脚 着、 江 表よ.^ 相 廻る 大 

久保 一 翁 早 書 如， 左、 

41  一  一  3 ォ. J^l; ねよ、 私 云、 卜 二 nI32 は、 二 月に 相 成、 Jga-®  - 

叶 二日 付 之^ は 月次 飛脚に 相 過。、 次記レ 之、 ？ 街？ V  - 

條、 未 二心 得， 內之 事、 還 御 は 御 良策に はおい 之 問 敷 

候 得 北 r 却而皇 へ 御忠意相含，i?候ょ ，.^の御^3?.、 

且 右に 付、 幕府 一 統目覺 、既小 架 等 御 返 、傳 御 一. 

洗、 大 好機と 奉レ存 候、 今日よ hA に □ 候 は 、、皇^ 

之御爲 にも 無，， 此上， 奉， 存候、 □ 之 差 W 錦旗 下 候 

は、 御 全國御 失體、 大亂之 原に 而、 夷 中 奸悅候 計 之 

事に 候 間、 幾重に も 御 工夫、 尾 土 兩侯等 被- 1 仰 合ハ御 

止 御^ 務に 候、 是は德 川 氏 之爲、 申レ 私に は 毛 一ぬ 無 

候、 夷中奸 に、 鼻下の はされ ぬ 様に と 奉 レ祈候 事 

に 候、 將還御 後、 ^1: 々御欵 息に 而、 御 隱居之 御內含 

も、 御 口 氣に被 .伺ー53| へ！ fe- 候 間、 今此 大難に 至、 

聊 にても 御 動 之 思 召に 而は、 決而不 ，- 相濟？ 德川家 

之 御不爲 のみなら す、 全 國之御 不爲、 其 上 僞に唱 候 

朝敵々々 之 言艸、 却而實 に 可-, 相閒； 旁不 a 且、 御手 

打に 相 成 候 迄 は、 御 止 可 と 泣 出し、 死 を 決 候 心 

中 は、 身分に も 不レ寄 候 間、 明 侯に も 此段御 察、 御 周 

旋御 精力 舉， 祈 候、 今 は 何と 申 候 共、 朝敵 之 御 趣意 


ン之候 間、 足下 內々 周旋 之 儀、 後難な かるへ し、 乍 

ン併素ょ-^鹿譏と申儀には無レ之、 臣 一 己 之 晃込之 

儘、 申 進 候 迄に 候 也、 

正 s: 廿 六日  具 視 

紀育 宰相！^ 

右御蒈 一條に 付、 飛脚 延引 之 段、 山 田 氏へ 之 追 口 相 

認、 夜 戌 刻 早 飛脚 指 二 立 之？ 

1 、同日、 去る 十七 m 於，， 江戶 表？ 西 丸へ 重役 御 呼 出に 

付、 飯 田 主 税罷出 候處、 大目 付 11^ 川 伊豆守 殿 を以、 御 

直 書 御 渡 有い 之に 付、 同 十八 日晚立 飛脚 御徒 高木 要 助 

御國 表へ 相 廻り 今 n 着、 於，， 江 御 渡に 相 成、 舊內 

府公御 直 書 指，， 出 之 ハ御拜 見之處 如い 左、 

此程、 別紙 之 通 被-, 卯 出， 候 趣 承 及、 驚愕 之 至、 素よ 

り 途中 行 違 よ り 、 不,， 料 先 供 之 者 爭鬪致 候 迄 之 儀に 

候處、 斯之通 之 御沙汰に 而は、 甚以 心外 之 至に 候、 

殊に 靜寬 院宮 5^ にも、 深 御 心配 被， 爲， 花 儀に 付、 賴 

年 微誠御 諒察 之 上、 御 周旋 有， 之檨 致，， 懇希， 候、 不 


正月 望 

大藏 大輔殿 


內 府 


右 之 通 之 御 書面に 而、 更に 御 悔悟 之 御 檨子不 レ爲 

,fe、 御 周旋 グ被レ 遊 様 も 無， 之に 付、 唯此 儘に 、明：：" 

太政官 へ 御 出に 可 二相 成 一 と 之 思 召な. 9、 

1 、今日 御 布 達 左 之 通、 

1 太政官 代、 是迄 被， 用，， 九條 家， 候 得 共、 從，， 明廿七 

日 ？以 ニー 一  條城 一 太 政官に 被い 用 候 事、 

1 虚與 役所、 同 城內に 被" 設候 間、 惣而是 迄 之 通 取 

扱 候 事、  、 

正月 廿 六日 

〇 同 e: 廿七 ：11、 昨日 相 達 候 慶喜公 御 直 書に、 御 書翰 被 

レ副、 酒 井與三 左衞門 を以、 德大寺 殿 迄 被， 指 n 出 之 T 

I 滅左之 通、 

1 翰 令 n 啓 達， 候、 春寒 難， 返 御座 候 所、. 御 兩卿愈 御 

安泰、 珍 lis: 奉，， ：4： 候、 抑 去る 十七 日、 江 11^ 表 西 丸 城 

へ 、道 役 呼 出に 付罷出 候處、 II； 川 伊豆よ b 慶喜直 書 

渡 有い 之に 付、 右 直 窗國許 へ 差遣し、 夫より 昨 =以1, 

急.^ 脚， 差 越 候に 付、 右慶 喜^ 書、 別紙 共、 御 兩卿迄 

差 上 候 間、 總裁宫 迄 御呈達 舉，， 希 上 ， 候、 此段 申入 候 

也、 

正 H: 廿 七日  御實名 


戊辰 日 Si 
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 戊辰 日記  

れ、 終に 上下 隔絶して、 其 形 今日の 弊習と な..^ しも 

のな り、 敬， 上 愛，， 下 は 、人倫の 大綱に して、 論な き 

事な から、 過れ は 君 道 を 失 はしむ るの 害 あるへ し、 

仁-. i 帝の 時 を、 天下 萬 世 稱贊し 寧る は 外なら す、 即 

今 外國に 於ても、 帝王 從者ー 二 を 率して、 國中を 

步き、 莴民を 撫育す る は、 實に君 造 を 行 ふ ものと 謂 

へし、 然れ は" 更始 一 新、 王政 极 古の 今日に 當り、 本 

朝の 譜 時に 則らせ、 外 國の美 政 を 製す るの 大英斷 

を 以て、 擧け玉 ふ へ き は 遷都に ある へし、 是を 一 新 

の機會 にして、 易 簡輕便 を 本に し、 數 柯の大 弊を拔 

き、 民の 父母た る 天賦の 君 道を展 行せられ、 命令 一 

た ひ 下 b て、 天下 傈動 する 所の 大某礎 を 立、 推 及し 

玉 ふに あらされ は、 皇威を 海外に 輝し、 萬國 に御對 

立 あらせられ 候 事 叶 ふへから す、 遷都の 地 は 浪華 

に 如く へ からす、 暫く 行 在 を被レ 定、 ュ 5 亂の體 を 一 

途に居 へ 、大に 爲す事 有 へ し、 外國 交際の 道、 富國 

强 兵の 術、 攻守の 大權を 取 b  、海 5^ を 起す 等の 事に 

於て、 地形 適當 なる へし、 尙其 局の 論 あるへ けれ は 

贅 せす、 

右內國 事務の 大根 本に して、 今 H 寸刻 も 置く へ 
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からさる 急務と 舉ぃ存 候、 此 俄-む はれて 內 政の 軸 

立ち、 百 目の 基本 始て擧 る へ し、 若^ 前 些少の 故 

障 を 顧 念し、 他：：！ に 譲. C 玉 はゝ、 行 はる へ きの 機 

を 失し、 皇國 の大寧 去る と 云へ し、 仰 願く は、 大 

活眼 を 以て、 一 斷 して、 卒急御 施；. J; あらん 事 を、 

千 祈萬禱 奉り 候、 死罪、 

正： 大久保 一 藏 

右 別紙、 大久 保ー藏 よ. 9" 手元 迄 差 出 候 事 候 得 共、 

爲ニ御 參考- 入 二 御 一 覽- 候、 御廻覽 可-返 給-候 也、 

正：：！： 廿 五日  具 視 

越 前 宰相 殿 

〇 同：：！： 廿 六：：：、 今朝 岩 倉 殿 へ 、御 書面 爲，， 受取 T 伊藤 友 

四 郞被ニ 指 出， 處、 御用 多に 而、 いまた 御出來 之 候 

間、 後刻 爲ぃ持 可な 迫. i の 御 挨拶に 而罷 歸處、 晚來に 相 

成、 爲ニ御 持 I 越に 相 成、 御疯 書如レ 左、 

愈 御 安 厳 珍重 不ぃ斜 候、 然者 今度 德川慶 喜 進 返、 實 

に 不レ可 ヒー 一！！： 次第、 百 寧 去 候 儀に は 候 得 北 r 尙今 に 

至， -、 爲， き 家 一 御 苦心 之 條令ニ 推量 I 候、 若條理 上に 

ぉゐ て、 齟 船 する 事な く、 其 道 相 立 候 様 有， 之 候 は 

は、 豈血食 之 事 懸念^, 之 問 敷歟、 聊 m 込 之 旨 も 有 


"之との 御 事 也、 

I 同日 後藤 象ニ郞 よ. 9 靑山小 三郞迄 申出 候 は、 元內 

府 公より 容堂樣 へ 御 直 書 求り、 御先 供よ， 0 事 起 .-、 御 

恐縮 之 御 次第、 宜御 周旋 御賴之 旨、 五 藩 へ も 御同樣 と 

の 御 趣意に 付、 容堂檢 にも 御 取 計 方、 不 レ被レ 成， 一 御座- 

候に 付、 今 H 朝廷へ 御 差 出に 相 成 候 段、 公へ も 爲，， 御 

知， 申 上 吳候様 賴談之 由、 小三郞 申，， 上 之 T 

私 云、 此御直 書 公へ 被い 遣し は、 御 國表を 經て廿 

六日に 達せし 也、 

1 、此日 岩 倉 殿よ，^ 御 廻し に 相 成、 大久保 一 藏 建白 如 

. 左、 

今日の 如き 大變 態、 開闢 以來未 曾て 聞かさる 處な 

り， 然るに 尋常 定格 を 以て、 豈 是に應 せらる へき 

や、 今 一 戰 官軍 勝利と 成 h -、 巨賊 柬走 すと 雖 とも、 

m 穴鲼定 に い たらす、 谷國 交際 永 續の法 立た す、 列 

藩離叛 し、 方向 定ら す、 人心 佝々、 ：& 事紛 転と して、 

復古の 鴻業 未た 其 事に 至らす、 總に其 端 を 開た る 

ものと 言へ し、 然し 朝廷 上に 於て 一 時の 勝利 を恃 

み、 永久 治安の 思 をされ 候て は、 则北條 の 跡に 足 利 

を 生し、 前姦 去って 後姦來 るの 覆 轍 を 踏せられ 候 


は 必然た る へし、 依て 深く 皇國を 注目し、 觸視 する 

所の 形迹 に拘ら す、 廣く 宇內を 洞察し 玉 ひ、 數 年 

來 一 塊した る、 因循の 腐 臭 を 一 新し、 官武の 別 を 放 

棄し、 國内 同心 合體、 一 天の 生と！. 來る もの は、 かく 

迄 有難き もの、 下 蒼生と い へ る は 、欺く 迄賴 もしき 

ものと、 上下 一 貫、 天下 萬 人 感勸涕 泣いた し 候 程の 

御 實行擧 h- 候 事、 今日 急務の 最 急なる へし、 是迄之 

通り、 主上と. S. 奉る もの は 玉 簾の 內に 在し、 人 問に 

替らせ 玉ふ檨 に、 織に 限り ある 公卿 方の 外、 ijg: し舉 

る 事の てきぬ 樣 なる 御 さまに て は、 民の 父 ゆた る 

天賦の 御 職掌に は、 大に乖 11^ したる 譯 なれ は、 此御 

根本、 道理 適 當の御 職掌 定 つて、 初て 內國 務の 法 

起る へ し、 右の 根本 推究 して、 大變革 せらる へ き は 

遷都の 典を攀 けらる ゝ にある へ し、 如何ん となれ 

は、 弊習と い へ る は、 理 にあら すして 勢に あ b、 勢 

は觸視 する 所の 形 迹に歸 すへ し、 今 ま 《形 之 上の 一 

二 を 論 せんに、 生 上の 在す 處を雷 上と いひ、 公. 卿 方 

を 雷 上人 と へ、 寵颜は 拜 しかたき ものと ひ、 玉 

體は寸 地 を 踏み 玉 はさる ものと、 餘^-に推！^：舉.？ 

て、 自ら 外に 尊大 高贵 なる もの、 檨に思 召させら 
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評 有，， 之 折 柄、 越 前 丸 岡 藩 之 家老 有 馬 刀 

m  ，致 = 出府， 候 事故、 大藏大 輔檨御 出府に 相 成 候 

は、、 是非 御下タ 働き 可》 致と、 御 謝罪 論 相 立 候 

て、 大 に意氣 込み 居候 處、 御 出府 御 止めに 相 成、 

甚カ 落に は 有 レ之候 へ 共、 何分 此 時なら て は盡忠 

之 時節 も 無い 之と 存詰、 出府 之 上 は、 是非 尊 藩へ 

御手 寄 申 上 度と 申 居候、 罷出候 哉 如何、 弊 藩 之 見 

込 等 は、 此者 へ 厚 申 談置候 事に 御座 候、 是 迄に 罷 

出 居候 は、、 此度之 一 儀 も 被 二 仰 聞， 可レ 被， 下 候、 

いまた 不一 ー罷 出， 候 は、、 御 呼出し、 御手 先き へ 

被， 一 召使， 候 は、、 閣老初 廣く立 廻り 候 者に 而、 隨 

分 御 間に も 合 ひ 可 、小 藩に は 中々 感心なる 者 

御座 候、 乍 "序 及 „內 啓， 候、 J 

正 e: 廿 四日  中 根雪 江 

山 田 太 左 衞門樣 

一 、同日 夕尾ノ 渡邊對 .iilT 守、 紀ノ久 能 丹 波 守 被， 一 召 呼， 

候處、 對 州は痔 痛に 而御 斷.. 申 上、 丹 州計參 邸に 付、 

於，， 御前， 宗家 廢立^ 旋之義 、御 談に相 成 候處、 何分 厚 

可，， 申談 且於 n 江戶 表， は、 水. 胂侯 御盡カ 有，， 之 御 

都合に も 可，， 相 成， 義候 は、、 御 同 處へは 安藤 飛 騍 守、 
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御 懇意 之譯 有い 之 候 へ は 、此件 同人 よ. >  爲 二 申 上， 候而 

も 可， 然歟、 飛 州 今 = 上着 仕 候 へ は、 猶申談 之 上、 御請 

可，， 申 上， 段 申 n 上 之？ . 

〇 同 2： 廿五 H 、尾 藩 渡邊對 守參 邸、 於，， 御前， 關東 一 

條御談 之處、 乍， 恐 御 一 人樣之 御上に！ M 御 事 濟に相 

成、 御 宗家 御 立 被， 成 候 御 事 候 へ は、 誠 以重疊 之 御 儀、 

御 跡目 3 安 公 を、 和宮樣 より 御 願に 相 成 候 得 は、 無-一 

此上， 御 都合と 奉^ 存候 旨、 幸 明 H は、 尾 州へ 罷越候 

へ は、 老侯 へ も 委細 可 二 申 上 一と、 欣然と して 及 二 御請 一 

一 、今朝 前 橋 侯へ 御 直 書 被い 進に 付、 飛脚 指 立 手箬之 

處、 此節柄 嫌疑 も 多き 世態 候 へ は、 今 一 應ぉ倉 1 へ 、公 

正 之 御 談に相 成 候樣、 相！： ひ 可， 然. i の邶 議^ 起. 9 候 

に 付、 於，， 官代， 鹿 之 介より 3!!; 倉 殿 へ 、此件 公然 之 御手 

績に扣 成 候樑、 仕度と 由 入 候處、 卿 內談と は 申條、 何 

方 へ 發露 致し 候 而も 聊不， 苦、 少も差 支 無， 之との 事 候 

へせ ハ 、於，， 邸 巾， 家老 共 不服 之譯 申立、 御 內談之 趣、 御 

書面に 而御渡 被. 下候樣 5. 達 候處、 御 承知に は 相 成 候 

得 共、 良久 不， 被 二相 渡， 候に 付、 及，， 催促 _ 候 處、 御用 多 

に而、 今：：：： 認出來 兼 候 間、 明朝 罷出候 は 、、御 渡 可， 有 


御 不都八 c に 相 成 候 得 は、 無い 據又 出兵 之 運 ひに も 

可，， 相 成； 左候而 は、 挽问 甚六 ケ敷 ^3- と 相 成 候、 此 

處を 篤と 御 推 M に而、 指向 之 御晃込 、和戦い つれ 

の 方と 申 俄 を、 吳々 御 報知 相 願 候、 實に此 度 は 治 

亂之 境界、 亂に成 候而は 相濟不 -、 大亂を 救 ふ 

へき 期に 至って、 救 はす 候而 は、 千載 之 退 城に 御 

座 候、 

1 社稷 御 保存 之 大小 輕重 によって、 御 謝罪 之輕重 

有無 之 論に 及 はれ 候 樣之事 に而 は、 利害 を 先と 

せられ、 御 誠意に は 無 VIZ 候へ は、 も 社稷 之 御 

保存 難い 被， 遊 候、 已に 先達 而も、 御 官稱之 寧、 御 

雙 方よ b 御 直 切. 0 に而、 大藏大 輔樣も 其 問に 御 

立 被い 成、 所謂 上下 交 征利之 勢 ひ 故、 殊之外 御 苦 

心被レ 成、 漸く 御 折.^ 合に 相 成 候處、 御暴發 によ 

つて、 御 直 切り 之 ie! は s^lEir 御官稱 共に 御 無に 被 

ゾ遊候 御 次第に 相 成 候、 夫 か 指 見へ 有， 之 候 故、 左 

様に 不二 相， 成， 様との 御 周旋に 而 御座 候 ひし かと 

も、 旣^ 之 事 は不， 及 n 是非？ 此度之 事 も 亦 其 通り 

にて 候、 此御 場合に 相 成 候 へ は、 御 十分 御 罪 を 御 

引受 被レ 遊、 社稷と 共に 御 一 身 も 御投け 出し、 天 


裁 を 御 仰き 被い 遊 候へ は、 其 上 之 儀 は、 天下 之 公 

議有. 之 候 得 者. 決して 御 不當之 事に は 相成不 vs. 

候 は、 道理と 申 物 有， 之、 其 場に 相 成候而 は、 御 

愛憎 之 御 政道 は 行 はれ. 難き 事と 相 成 候 は 必然に 

而、！ ；：^ 儀は大 藏大輔 にも、 萬 々思お 込れ 候 御 次第 

も 御座 候へ 共、 唯今 夫 を 彼是と 御 出に 相 成 候 

而は、 前 轍 之 如く 相 成、 却 而御爲 に 相 成り 不レ中 

候、 先つ 臣 子の 道 を御盖 被い 成 候へ は、 自 から 君 

臨 之 御仁 惠行 はれ 可レ申 は、 倫理 之當然 に而、 御 

疑 は 有， 之 問 敷 事と 存候、 

一 昨 n: 問罪 之 勅使 發遣之 朝議 有 候、 其 御 次第、 

如何と 申 儀 は 御治定 無， 之 候 得 共、 何分 御礼 問 之 

筋に は 相違 無，， 之 候へ は、 右 勅使 御 柬下巳 前に、 

御 謝罪 狀御持 出し 之 御 運 ひと 相 成 候 得 は 重疊之 

儀、 夫 迄に は 御行 屈不， 被い 成 候 は、、 問罪 之 節 

御 指 出に 而も 宜候、 唯 刺 使 御 指 付けに 御 罪 を 御 

問 はれ 被， 遊、 御 狼狽と 申 樣成御 次第と 相 成候而 

は、 最早 夫 限に 而、 遂に 御 割腹 之 御 場へ も 可レ被 

レ爲レ 運 候、 

一 先達 而大 藏大輔 様、 御 出府 も 可い 被， 成 哉 之御內 
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始を誅 罰し 而後、 德川氏 社稷 之 爲に嗣 を 乞 ふ は 

第一 一等 也、 〇 德 川氏臣 子に 關る 者、 各自 刑して 罪 

を 顧 はし、 內府 公之 御 罪に 代 h- 御惡名 を 雪め 可 

レ申 は、 臣子 之當然 なる へし、 閣老參 政、 其 他事に 

關る 諸^ 司 割腹し、^ 川 等 之 首惡は 刑戮す へ し、 

〇 會桑君 侯、 たと ひ 事に 關 はらさる も、 其 家 求よ 

して 宗家の 傾覆 を 醸成し、 天下 之 大亂を 引 起 

したり、 先つ 家 來を誅 して、 自ら も 割腹して 罪 を 

謝す へ し、 會桑之 家來自 刑して、 其 主の 罪 を 贖 ふ 

事 も ある へ し、 〇 會桑頑 然として、 其 罪 を 知らす 

んは、 德川 氏、 或は 其 親族、 又 譜代よ. 5 して 是を 

討伐して、 朝廷 天下に 謝す へ し、 〇 御 上洛 御先 供 

よ.. >  事 起り し は 鳥 羽 之 方 也、 伏 見方 は 如何、 始ょ 

..^實に御先供計ならは、事愛に及はさる へし、，；！ 

日 已來會 桑兵戎 装に 而 北上す る 故、 反形顯 然と 

稱 して、 關を 鎖し 伏を設 るに 至れり、 〇 反 を 以て 

誣ら る、 程 成形 迹 あるか 上に、 無形 之除姦 討伐 

をロ實 とせられ 候ても、 其實 を不レ 被レ遂 故、 只 

錢レ非 之 造言と 相戍、 愈 逆 罪 を 重ねられ 候 勢に 候 

at、 

■Br 


卿 又、 此 謝罪 之 道 相 立 候樣、 大藏大 輔樣ょ .-、 尾 

紀始、 何方へ 成 共 被 二 仰談； 精々 御行 屈に 相 成 候 

樣、 御 周旋 有 二 御座， 度との 御 申 聞に 而、 大 藏大輔 

檫 にも、 何卒 此筋 御成 就、 少も 早く 御.〕 • ^家 之 御先 

途 も御定 り、 御 安堵に 相 成 候 様との 御 懇願 故、 少 

も 尊 藩 之御衋 力に も 相 成 候樣之 出- 0 召に 而、 S お倉 

卿 御內意 旁、 今夕 は 尾 紀之御 家老 被 nil 遣： 右 之 

御 次第 御 相談に 相 成、 猶彥 根、 藤 堂、 其 他 外 藩 之 

御 方々 へ も 被， 一 仰談； 所々 よ.^ 御中 入に 相 成 候樣， 

之 御 精に 御座 候 問、 此義も 御 心得 置、 被，， 仰 上， 可 

レ被， 下 候、 

錦地 之 御 模様 如何 有 哉、 實に 難，， 計 候 得 は、 調 

不調 之 御晃込 は、 一 日 も 早く 御 報告 相 願 候， 成敗 

は 後：：： 之 事、 先つ 御調 和 之 方へ、 御 収懸り 可， 被 

レ遊御 儀 候 は、、 其 御 心 組と 申 俄 を、 朝廷へ 申 上 

候へ は、 夫よ h- 先 之 御 運 ひ 方 は、 御 順序 も 可レ有 

之 事故 、左様に 御 急き にも 不， 及 候へ 向背 兩 

途之 分別 は、 精々 早急 不，， 相 分， 候而 は、 此 地は已 

に 御 征討 御手 下しに も 相 成 候 上 之御備 故、 何れ 

とも 不，， 相 分； 因循 =： を 經候而 は、 朝廷 之 方も甚 
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一 は、 其 一 左右 相 分 候 迄 は、 大兵 を 發候事 は 無レ之 

樣心得ぱ候：1、其^|は不：，及ニ懸念；何分早速之往 

返 相 成候樣 被，， 申 ii, 候、 是に 而も、 成 丈ケ糕 便に 

相 濟候樣 との 朝議 は、 粃相 分. -候、 

一 昭德院 様 御？；^ 言に 而、 田 安八 ム御 跡目 之 寧 は、 兼而 

和 宮様に も 御 承知 被， 爲， 在、 此度御 家 御 相 給 を 

和 宮檨御 願 ひ 御 K 書 は、 5 お倉 卿 手元に 有， 之 由 被 

レ申 候、 夫 故 御 一 人様 さ へ 御 伏罪に 相 成 候 へ は、 

御 宗家 之 儀 は、 身命に 換 へ て も、 御 相 績御収 持 可 

vs. と、 被 二 申 聞-事に 御座 候、 此卿 一 亂前 は、 奮內 

府 公之 爲に、 實に不 n 容易， 衋カ有 vW 處、 是は水 

泡と 相 成 候 へ 共、 此上 は德川 氏之爲 に、 又 盡カ致 

候 も、 矢張^ 廷之 御爲、 皇國之 爲と被 >1 申 居， 候 

て 、誠意 御 相違 無， 之 候、 

一 卿 云、 御 伏罪 之 上 は、 割腹ても サセネ パナ^ マ ィ 

ガ、 夫 を 度き に 云れ た 次第に も 無 候 得 は、 書 

面 之 方かョ イデ ハ ナイ 力と も被レ ©• 候、 實に恐 入 

候 口上に は 候 得 北 ハ、 朝敵と 兑て、 征討 詠滅之 御題 

一 號 候へ は、 生將 切腹して、 士卒 之 命に 代 b 候蹤 

一 跡 も、 數 多お， 之 事 候 へ は、 其邊を 暴論 有， 之 寧と 

^1     Imn 


被， 存候、 此儀は 御 伏罪に 而、 天 裁 を 被 ，，爲 い 仰 候 

事に さへ 相 成 候 得 は、 其 上 之^ 典 は、 公議 之歸 

する處に可レ有VKー事候得は、鬼？：之義、御^III儘に 

御 決定 有， 之候而 は、 却而御 不敬に 相當り 可レ申 

と舉 い^ 候、^ 桑之處 十分 之 御. 錄 典に 而、 君 侯 之 

生命 を 被レ保 候お 一之 事、 血 食 は冲」 も 難" 計 可レ有 

候、 此處へ 御 未練 ケ間敷 之 所 置 有 而は、 宗 

家 1^ 御 故障と も 可 二相 成， 候 へ は、 御 深 考被ニ 成 下， 

候樣 仕度 候、 朝廷よ 夫て は 足らぬ、 是て は濟ぬ 

と 御い と. -無， 之樣、 事理 至 當之處 、十分に 御所 

置 御座 候 而被ニ 仰 上， 度、 其 上に 而、 たと ひ 彼是 御 

注文 有い 之 候ても、 夫 は ケ樣是 はケ樣 と條理 分明 

に、 如何 樣 マと 御 聞 入れ 有 樣に、 有 二 御座 一度 

舉ゾ存 候、 

1 御 謝罪 之 御 次第、 此地之 輿論 は、 舊內府 公之 思 召 

よ. 9 出、 會桑始 、閣老 諸 有司 之 内、 暴發候 事に 關 

り 候 向、 夫々 に 御？^ 極 有レ 之、 御自身に も 御 恐縮 

御諶 慎に 而御 伏罪、 斧鉞 を 被， 爲ぃ待 候 御手 續と 

相 成 候へ は 上等 也、 〇 舊內府 公 御 侮 悟 無， 之に 

付、 他よ. - 先つ 內府公 を 禁錮し、 指 次き たる 會桑 
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れ可レ申儀に候ひしを、傳桑之妄動ょ..^して、 御成 

功 を 一 簣に缺 候而、 今 H 之 時勢に 立 至 候 俄、 火藏大 

輔樣 は不， 及, 巾、 關西 一 同之愤 ：！^ に而、 實於ニ 朝廷- 

も、 甚御殘 念 思 召 候 事に 御座 候、 此皮も 右 同樣に 

而、 此 一箇 之 忍の 字 を、 御開 悟 無，， 御座， 候へ は、 勢 

ひ 兵亂に 不，， 相 成 一事 を 得さる 秋に 相 運 ひ 候へ は、 

夫より 以往 は、 桌國之 紛亂申 迄 も 無 vw、 遂に 外國 

之吞 |g と 可 二相 成， は 必定 候へ は、 大藏 大輔檨 にも 

深く 御 辛 勞被レ 成、 先達 而は、 旣に御 出府に 而、 可 

レ被 一一 仰 上ー歟 とも 御斷 決被レ 成、 御國 表へ も 被 二 仰 

遣， 候 程 之 御 儀 候 得せ r 又此 表に 無，， 御據， 御 次第 

有， 之、 不レ被 レ爲レ 任-一思 召： 唯々 夜 白 御 案 勞之處 、御 

移.^ も 有い 之 事と 相 成 候 得 は、 御 宗家 之 御開 運、 此 

期 を 御 失 ひ 被， 遊候而 は、 乍レ恐 最早 御 滅却 之 外 は、 

有 一一 御座  一 Si 敷と 思 召 候 問、 繰返しく 皇國御 宗家 

之爲 に、 無比 絶倫 之 御盡ャ 5 被， 爲.， ； ：3;i 度 思 召、 御^ 書 

を 以て.^ 被 二 仰 進， 候 得 北ハ、 猶老夫 よ. -資契 迄、 委細 

可レ及 ニ拜啓 ーほ 被 二 仰 付， 候に 付、 御大 任 資勞は 萬々 

御 推察 被， 成 候 得 共、 偏に 御 依 賴思召 事に 御座 候、 

此段御 含、 可， 然様 御 取 成 被，， 仰 上， 可い 被い 下 候、 、 


臆 斷私說  ， 

岩 倉 卿御內 意と 申條、 是非 御 同志 之 御 方々 御内 

談之上 之 俄と 致， 察 候、 卿 云、 大 藏大輔 殿、 定而宗 

家 之 儀 候へ は、 案勞 勿論な から、 口外 難 "致 時勢 

故、 不ん 止默 止と 相 i お居 候處、 家 求よ b 關東之 

模檨相 聞へ、 前撟之 正論 幸 之 儀 故、 此方より 致 U 

發言， 候、 何卒 一 ト鼓カ 有 度、 大藏 殿より 外に 

擔當す へ き 人 無い 之と、 殊之外 乘懸り 被 候、 

一 此 件に 付 而は、 大藏大 輔樣老 夫 を 錦地 へ 御 指 出 之 

思 召に 付、 今朝 511^ 倉 殿へ 罷出及 n 御 淡-候 處、 家 

來 一 人 之 申 口に 而虛實 も難ゾ 計、 且 敵地 之 事に 候 

得 は、 如何 樣之 次第に 相 成. M も 難レ計 候へ は、 罷 

下 候 義は決 而不， 可.， 然候 間、 早々 以 -1 書面 - 申 越、 

返答 之 模様に より 順境に も 候 は、、 其節罷 下. 9  . 

可 レ然、 唯今 黑白 不分明 之 處へ踏 込 は、 無 之 至 

と 被， 申に 付、 書面 往復に 相 成候而 は、 彼是 手間 

取 も 難， 計、 其內 遂に 出兵 等に 相 連 ひ候而 は、 詮 

もな き 事と 相 成 候、 其處 如何 可， 致と 相 答 候處、 

唯今 双方 隔絶 之 勢 故、 是非共 御 征討より 外 は 無 

レ之候 へ 共、 如， 此是 より 手 を 附候事 有" 之 候 へ 


分 通. >  は 御左祖 申 上 候 事 之 由、 就. 中 賢兄 隨而 luf 柏 

木 氏 御裔發 御主 張 之 3111 相閒候 由、 此 表に 而は、 大坂 

城 御明 返き 後、 彼是 句 餘に及 ひ 候 得 其、 御 謝罪 之廉 

も不 n 相顯 - 候に 付、 追 な 追討 使 代り 餽撫使 も 被，， 差 

立 T 猶薩兵 三 萬 二 千 計、 長 兵 四十 八 大隊、 海陸よ 

被，， 指向， 御手 笑に も 相 成 由、 右 樣之御 運 ひに 而、 

次第に 時機 切迫に 及 候へ は、 實 に皇國 之大亂 とも 

相 成、 双方 幾多 之 人命に も 御 拘.. >、 且は生 民 之 塗 一 

炭， 無，， 申 計 一 口に も 可 一一 立 到 一 運 ひに 有 vN  、然る 處 

錦地 之 御 模樣、 前書 尊 藩 初 之 御 議論に 致，， 歸宿， 候 

へ は、 治亂 易い 地、 皇國之 幸福 無二 此上， 御 儀 候 へ は、 

御 同姓 之 御 ii 柄ぶ.^ 家 之 御爲、 大和 守 様へ、 大藏大 

輔樣 よ. o、 何分 右 等 之 御 取 計に 相 成 候樣御 申入、 大 

和 守樣も 十分 御^力 被い 爲ぃ在 候 檨被ン 成 度との、 岩 一 

倉 殿御 內 意に^, 之 候、 此地之 與論 も、 於，， 錦地， は 一 

如何 樣之 被，， 仰譯， 有レ 之に もいた せ、 先 何とか 御 

謝罪 之 筋 不_, 相 立， 候而 は、 益す/ ^朝敵 之 御 汚名、 ： 

御遁れ 難， 被：， 成、 此御惡 名 有， 之內 は、 何等 之 御 趣 一 

意 も、 難，， 相 立， は、 日本 流 之 公法 候へ は、 何卒 其邊 

之御述 ひに 致 度 ものと 申 事 は、 有志 之 諸 藩 論 も 同 一 


一 に 有.， 之、 大藏 大輔檨 にも、 是非 此御 道筋 被， お 

レ 立候處 よ. 5 して、 追々 公議 之歸着 も、 照明に 可，， 相 

成， 事と は 思 召 候へ 共、 廢突 御發言 も 難い 被， 成、 日 

夜 御^ 心 被， 成， 1 御座-候 處、 右檨之 御沙汰 は、 渡 頭 

之 船 候 へ は、 何分に も 於，， 錦地 r 君 侯 樣御始 、御 =1:^ 力 

御座 候檨 被， 成 度、 內府 公之 御 胸中 も、 御 深 察 は 勿 

論 之 御 儀 候 得 共、 方今 治亂 は、 內府公 御 方寸 之 御 決 . 

着に、 致 二 歸着ー 候 御 場合に 而、 皇國 厄難 之 起伏 候 へ 

は、 億 萬 之 生 靈之爲 に、 何事 も 御 一 身に 御 引受、 御 

强忍 被.， 遊候而 こそ、 日 比 之 不，， 被， 爲ぃ渝 、御 恭順 之 

御 誠意 も 相 顯れ、 皇國之 鎭定宸 襟 も 御 安着 可 ，レ 被 

レ爲ぃ 在 御 儀 候へ は、 此處を 能々 御 了解 被 ぃ枉候 

樣、 御 周旋 有， i 御座， 度との、 大藏大 輔欉思 召に 御座 

候、 大藏 大輔樣 にも、 已に去 慕 已來、 尾 侯と 御 一 所 

に 御 周旋 之 節 も、 御手 違 之 義出來 候 哉 否や、 當今之 

形勢と 可 二相 成， は、 指 掌 先見 之譯 柄に 付、^々 御恭 

順 之 御 一筋に 而、 とこ 迄 も 御 忍 被,， 下 候 様、 必至と 

御 翁 力に 而、 朝廷 之 御 首尾 は、 全く 九分 通. -は御 整 

ひに 而、 今 五六 日 御 鎭靜候 得 は、 御 上洛 御 入朝、 御 

職掌 被， 1 仰 蒙？ 更始 一 新 之 御 政令 も、 御 .キ 易に 行 は 一 

ni 三. J 


 戊辰 日 I  . 

中 は、 萬々 拜察罷 在 候へ 共、 何分 形 迹上之 御 過失、 

今！ 5{ 可， 舉ニ彌 縫， 樣無， 之 形勢 候 得 者、 唯今と 相 成 

候而は、乍.恐3:^^.も御 一 身に 御 引受 被レ遊 候而、 天 

下^ 靈之爲 に、 御 謝罪 之 御 道 を 被， 爲,， 立 候 核、 所，， 

仰冀， 御座 候、 方今 天下 治亂 は、 唯 御 一 心 之 御所， M に 

よ b 候 攀候處 、其條 狸御辨 へ 無，， 之、 天下 之動亂 も、 

生靈之 困苦 も 御 貪 看 無 vN  、只管 無形 之 御前 議御押 

張、 御 抗命之 御 姿に 被， 成 二 御座， 候而 は、 御 暴 逆と 

申 上 候 ふ 外、 無 n 御座 一 御 次第に 候 得 は、 是等之 御 筋 

合、 十分 御會得 被い 爲 ぃ莊、 判然 御 悔悟に 而、 御 反 正 

之 御所 置 も 被， 行、 御 伏罪に 而、 朝廷 之 降 命 を 被， 爲 

fe! 候樣、 無， 一 御座 一 候半而 は、 被， 對， 一 御祖. ひ. 小： 御濟不 

レ 被い 成 御 儀 候 へ は、 吳々 此邊御 徹底 相 成 候樣、 御 鼎 

力 之 程 所，， 希望， 御座 候、 其 上に 而御 社稷 之 儀 は、 和 

宮様よ. -御願 之 事に 相 成 候 は、、 天下 之 公議 も 有 

vN 候へ は、 いつれ に 御 不當之 儀 は 無い 之 道理 候へ 

は、 其 邊は猶 ；史 公議に 被,， 任、 御 未練 ケ問敷 御 願 等 

は 無，， 御座， 方、 御 敬 上 之 御 趣意 も 相 立、 却而 公^ 之 

爲 にも 可い 然歟と 致 二 考察， 候、 尾紀初 於二此 表， 成 丈 

け 申談、 夫々 之手續 次第 周旋、 心 力 を 盡し候 害に 御 
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座 候 間、 於，， 錦地， も、 又 夫々 被，， 仰談 T 御 運 ひに も 

可 二相 成， 哉、 何分 鬼 も 角 も 御 興 廢之御 場合 候 得 は、. 

御精々之處、御識カ御座候^、偏以御^^賴.£.候、 已 

に 問罪 之 勅使 御 發遣之 朝議 も 有， 之 候 へ は、 其已前 

に 御 運 ひ 付き 候へ は、 重 疊之御 都合と 存候 事に 御 

座 候、 尙家來 中 根雪 江よ. -、 家老 山 田 太 郞右衞 門 迄 

申 越 候 次第 も 御座 候 へ は、 御 聞 取 御 參考之 上、 惟々 

偏に 爲- 宗家 I 御 粉 骨 之 儀、 千 祈 萬 躊之至 御座 候、 恐 

恐頓 首、 

正月 廿 四日 

一 、 同時 中 根雪 江より、 山 田 太 郞右衞 門へ 差 越內書 

如レ 左、 

^ 御 宗家 之 御 儀な から、 此節 被.， 對ニ 朝廷， 御 恐縮 之 

御 次第に 付、 是迄 御默止 之處、 昨日 倉 卿より 極 御 

內談 有， 之 趣 は、 岩 倉 卿 御 家來、 一 昨日 錦地よ 罷 

歸 申達 候 趣 は、 御 東 下 後 都下 殊之外 混 維に 而、 旗 

下 も 更- に 落 合 .hevs. 、屮々 雜兩關 を 館し、 割據と 

申 勢に も 至り 兼 候 形勢 之處、 #^^藩幷江川家にぉゐ 

て、 元内府 公を廢 し、 和 宮樣御 願 も有レ 之、 旁 田府公 

を立、社稷之保；1^を御|?^-.-被ぃ成候に付、 旗下 も 七 


レ之、 お" 何分 御內々 之 御手 續は出 來候攀 候 

へ は、 是非 表. M 之 御 Si: 旋^, 之樣 被い 成 皮と、 斷而御 申 

聞^ に 付、 如い^ 御 時 態、 江戸 表 も 混雑 之 折 柄 候 へ 

は、乍，不.，及^^江罷下.-、 1^ 力 可.， 仕と 申 上 候處、 敏 

地へ 無 左と 踏 込 候 は Mi の 至り、 決而不  >,可，然 候 間、 

書面 を 以申越 候 様との 事に 付、 左候而 は、 往返 手間 収 

有 レ之候 へ は、^ 內御 出兵に 相 成候而 は、 所詮 無， 之 

申上候へは、此手段に取掛.^候へは、 其 一 左右 有レ之 

迄 は、 大兵 發向無 檨、 心得 居 可 K 申 候 問、 成 丈け 早 

便に而^|^越候樣、御5,聞有^^に付、 其 段 直に 官 代へ 

出勸、 公へ 申，， 上 之 r 

1 、今日 太 政 官に而 、關東 へ 問罪 之 勅使 御 發遣之 御 評 

議 有い 之 由、 右 は 過日 外國 公使へ、 已に 問罪 之 使 を 下 

した b と應 接^, 之、 實事無 レ之而 は、 不信に 可， 一 相 成， 

との 事 之 由、 問罪 之 次第 未 レ決請 事に も 御 下け 無レ 之、 

一 、此夜 公よ. ^ 前 檢公 へ 之 御. K 書 御 認に相 成、 如， 左、 

密翰 致，， 拜啓， 候 云々、 此皮 宗家 倾額之 一 條、 御 同然 

恐縮 血淚之 至、 朝廷 之 御 赫怒 も 御 當然之 御 事に 御 

座 候 故、 其 際にお ゐて、 可， 奉， 一 救援， 道路 も 無， 之、 

當惑 心痛 而巳、 心なら す 在 廷之處 、昨：：： 岩 食前 屮將 

I 戊 辰 B  ；  せ。 


より 內談 有， 之 候 は、 中 將家來 昨 H 關東 よ. 

申達 候 趣に 而は、 錦地 も 殊之外 御 泥 亂に而 、旗本 も 

落 合不 vs. 候、 仍レ之 5:M 兄大に 御窗發 に而、 廢立 謝罪 

之 御 生 張 有 由、 方今爲ニ御征討？1^^|々大兵被-,指 

向-候 御手 配せ.， 之 候 へ 共、 自然 右 等 之 正議行 はれ、 

謝罪 之 道 相 立 候 へ は、 國内 は不， 及，， 兵 亂ハ生 民 之 塗 

炭 も 無，， 之、 朝廷 へ 對 せられ、 大 忠樋勳 無，， 此上， 候へ 

は、 何卒 愈 御主 張に 而、 謝罪 之 筋 御 立 候 檨御識 力 之 

程、 拙 子よ. 9 及，， 陳啓： 御 示 合 申 候 樣には 相 成 間 敷 

哉との 事に 候、 尤 何とか 御 謝罪 之 道 相 立 候樣、 內國 

之 勸亂相 止 候檨致 皮と 申 は、 此表之 輿論に 而、 於，， 

拙 子， も 元より 同 論、 別而慶 喜に は、 無比 之 御 懇命 

も 相 蒙 候 事故、 宗家と 申、 御 一 身 之 儀 も、 晝 夜案勞 

致 居候 得 共、 愁成儀 及，， 發言， 候而 は、 却 而御爲 に 

不 U 相 成， 時勢に 付、 胸 を さす.^ 默止罷 在 候處、 屮將 

よ b 內談之 趣に 而は、 先っ朝廷ょり無^5!1-を御好之 

御 淵 底と 被レ 奉， 察 候 得 は、 此 秋に 當り、 贵兄 にも 一 

層 御 憤激 有， 之、 爲，， 皇 M, 爲ニ 宗家， 爲，， 生 民 ギ戈を 

止め、 社稷 を 被い 存候樣 御 壶カ之 儘、 於，.， 拙 子， も 御 

賴懇禱 致 候、 此時 にお ゐて、 鹿^ 公 御 愤懣之 御 胸 


定^ 夷之に 代って、 夷人 を 撫靑す へ し、 左す 

れは 蝦夷 は 全く 彼れ に歸 すへ しと 大に 憂へ 

て、 蝦夷の 支配人 四十 餘人 111 暧 町に 止宿し、 

日々 評議 之 由、 

一 今日 議事 相 決し、 御 布令に 可，， 相 成， 御 趣意 御 書面 

如レ 左、 

今度 朝廷、 與，， 天地， 更始 一 新、 公明正大に 御 政道 被 

レ爲レ 行 候に 付、 費用 金 先つ 三百 萬兩 被, 爲， 一精 置-度 

御 キ；耆 に 候、 仍，， 之 京大 坂 は不, 及 V &、 無二 遠邇， 富 

饒之者 共 調達 爲ぃ 致、 是を國 債と し、 萬圃 普通 之 公 

法を以 可， 及，， 返辨： 決 而後 日 之 難 溢 不，， 相 成- 樣、 

可 二 取 計 ， 候 問、 無，， 懸念 ， 早々 調 金 之 儀、 食 計 事務 裁 

判 所へ 可，, 申出， 事、 

何月  會計 事務 總督印 

一 、英 人よ.^ 肥 後 參與溝 口 孤雲 へ 之喾 翰、 岩 倉 殿べ 呈 

進 如い 左、 

溝 口 君へ 呈す、 

足下へ 祌速拜 話 を 望 候 折 柄、 足下 在 坂 之 由傅閬 

し、 喜 悅 不ぃ斜 候、 隨而 足下に 希 致 度 儀 有レ之 

候、 即今 一 梳君は 多才 多能、 更に 加- W す へ からさ 


1 二百 三 tg  — 

る 人に 有レ 之、 尤新 政府 之御設 は、 可レ 有， 之 候 得 

池 r 諸侯よ h- 殺害 無 ^ 之檨、 f お 力 有， 之 度、 此. 投薩 

縻長州 幷土佐 之 家老 へ 傳說 有， 之 儀、 深く 祈願い 

たし 候、 

西洋 千 八 百 六十 八 年 第二. R: 九日 

ト ー ロマ ス、 ビ ー、 ゴ ti ク〃 花押 

〇 同月 廿 四日、 於，， 會計 裁判所； 御 達 左 之 通、 

越 前ね 

思 召 有， 之、 金壹萬 五千兩 被， 下 候 事、 

私 云、 御 一 新 之 際、 何 歟と御 失費お 趣 を、 御 推 

察に 而之被 n 仰 出， 之 由、 尾、 薩、 土、 長、 藝、 宇 和 島 

ち 同, 也、 

1 、今朝 雪 江、 岩 倉 殿へ 參邶、 拜謁之 上、 昨 H 御 內談有 

候 一 件、 於，， 江戶 表， 御 家 從，， 索 之 出處相 伺候 處、 

幕に 而 周旋 方 川 村 患 十郞ふ ■tiijifl^u 知将 聞 

之 由、 慶 喜東歸 に付而 は、 麾下 一 向に 落 合不， 申、 不服 

甚敷事 之 由、 和 宮様よ. -御願 之 御 直 書、 卿 之 手 视に有 

ゾ之、 何 特に 而も 公へ は 可" 有ニ呈 覽， との 事 也、 昭德院 

機、 和 宮様へ 御 造言に 而、 橋 公 は 誠に 御 好 無， 之、 御 

承統有 候而 は、 奪 はれた る 如く 思 召との 御 儀 も 有 


出に 而、 右 件 御 評議に 相 成處、 調和 之 道 も 相 開ら け 可 

v&^i::党之好機會候得は、 是非 御阁旋 可， 被， 爲^ 在 御 

儀 候へ 共、 衆 之 方、 於ニ關 東， 行 はれ 安く 可， 有， 之、 且 

岩 倉 卿、 御 譜代 衆へ 相談 可い 然との ロ氣も 有.， 之 候へ 

は、 旁 在京 五 侯 御談に 可， 一 相 成 一との 御 決 評に 而、 猶又 

明朝 雪 江、 岩 倉 殿へ 參上、 今 一 應 篤と 相 伺 ひ候樣 にと 

被レ 命た， -、 

私 云、 此岩倉 殿 家從、 去る 十六 H 迄、 江戶 事情 採 

索 書 之 由に 而、： ^傅 之 書面、 

1 正：：： 十  一 ：=^^半、〇〇.敏御殿へ着、十ニ日五半 

時 比、 會、 桑、 板 倉 伊賀、 酒 井雅樂 等と 北 ハに入 

城、 

一 會桑藩 は、 十五 日に 至る 迄、 尙戰 爭說を 確守し 

て不， 勸事、 

一十 五日 開 成 所 を 局と して、 關東士 民に 令 を 下 

し、 急務 筋 之 見込 聞 候に 付、 建白 之 徒 市 をな し 

候 由、 

一紀 州 藩 も 同所に ぉゐ て、 3? 局 を 開き 同様 之 次 

第、 大に德 を 助け カを衋 /」 候、 

1 是迄勸 王に もな く、 又 一 槪に： Ji. 幕に もな く、 只 


ロハ 皇 國の委 靡して 振 はさる を愤 り、 一豪 傑 を 

得て、 4i  〈に 國家之 事 を 成さん とせし を以、 〇o 

の 利口に 惑？ f し 居る おは、 今般 〇〇 浪華 脫走 

によって、 彼の 利口に 欺かれし を 倍. 、朝廷の 

御所 置 を 伺 居候 徒 も 多く 有 事、 

一前 橋 松 平 大和 守 等、 〇〇^ 桑 等 之 失策 を □□ 

謝罪に よ. 9、 德川家 之 血 食 を 謀 候、 前 橋  一 ^は 

決議 之模樣 なれと も、 十五 まてに は、 いまた 

德川 一 同之大 議論に は不， 渡、 何れ 十六 七 H 屮 

に は、 謝罪 之 說を於 二 城屮， 發す へしと 云、 

即今 德川 一 家中 之 情 態に 而は、 悉く 十 方に くれ、 

未た 今日 迄 防戦の 策 も 不レ立 候 得 共、 朝廷より 

厳重 之 御沙汰 有 候 は、、 皆 己 之 死 又は 飢餓 

を 憂る よりして、 一 和す るの 機 も 相 見へ 候、 何 

分 關東人 は、 名分 は 1S{ に 不ぃ辨 候 間、 只々 宽大 

を 以駕默 すれ は、 終に は 前 橋 等 之 謝罪 說と、 會 

桑之戰 ハサ 說と、 必 二た 分れに なり、？ 用 ひす 

して 落着す へ き歟、 

1 今般 御國 內之發 動に 付而 は、 蝦 奭地之 支配人 

金に つまり、 今年 夏 迄、 右 之，、；^. 出來 せす は、 必 
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三贺 三十 一 1 一 


成 一との 御 評議な りき、 翌廿 H 於，， 太 政官？ 備前 重役 御 一 

呼 出、 左 之 通 御 達に 相 成た. -、  一 

備 前少將 

家來へ 

家老 日置帶 刀、 攝州神 村 通行 之砌、 外圃 人と 及，, 

砲戰， 候 始末、 公法 を 以 朝廷よ り 御所 置 可， 有レ之 

旨、 御 決定 相 成 候 間、 其 段 心得 可，， 中、 御所 置 振 之 儀 

は、 追而 可， 被， 及，， 御沙汰， 候、 

一 、 此日酒 井 十 之 承 一、 北陸 道 勅使 招 添と して、 御國行 

き 被， 命に 付、 參與御 役 之 儀、 相顦ひ 被， 免レ 之、 勅使 は 

明日 御 發途之 由、 

〇 同月 廿 一 日、 方今 大政 復古 之 運に 向 ひし かと も、 天 

下 多事多難なる 上に、 朝廷に 金穀乏 敷、 民 を 賑し兵 を 

出す に 由な き而已 ならす、 殆 今日 之 供給に 迫れる 勢 

故、 數々 濟時之 議事 あれと も、 更に 術 を 得さ， 9 し 

に、 會計掛 .HI 一岡 八郞、 日本 全國之 石高に 應し 楮幣を 

製し、 一時 之 急 を 救 ひ、 十三 年 之 後 を 待って、 楮幣す 

へて 現金に 復歸 すへ きの 趣 法 を 建議せ b、 此法 取捨 

之 衆議、 疑懼 紛々 として、 兩端； 史に 決し 難 く.. -て席 を 

□  □ 、翌廿 二日 も亦爾 り、 廿三 HI に 至って 猪幣を 製お 一 


111 百 一 11十ニ 

一 あるへ きに 決し、 其 主宰 全權 を八郎 へ被レ 命た. 5、 

一 0 同月 廿 三："、 今日 於，， 官代： 岩 倉 殿 公へ 御內 談之儎 

一 有 、其 後 雪 江へ 御 逢に 而、 御 申 開せ 候 は、 卿 之 

一 御 家從、 去る 十六 B 江 II； を發 足し、 昨： n 歸 京に 而 申出 

一 候 趣 は、 於，， 江 II； 表； 前 橋 藩 家老 山 田 太 郞右衞 門、 豆 州 

龜山 ロ附嵐 柏木 總藏. &合、 大 に奢發 し、 德川氏 之廢立 

血 食 を 謀 h- 、麾下 も 七 分 は 及， 荷擔， 候 得 共、 前 橋 侯 之 

方向 定. >  兼 、其 事 難， 成 趣な り、 就而は 公に 而、 此處を 

御 周旋 あ つ て、 謝罪 之 道 相 立 候 へ は、 社稷 之 保存に 於 

て は、 山 K. 倉 殿 死 を 誓って 御請 合 候 間、 生靈 之爲、 宗家 

之爲、 此御 周旋 は 公に 限. 9 候に 付、^ 段 公 へ 御 申 h 之 

處、 公 は 雪 江 へ 御 談に相 成 候 様との 御 挨拶に 付、 御 示 

談 有い 之 3 曰に 付、 雪 江 及，， 御 答， 候 は、 不，， 容易， 大事 候 

得 は、 主人 存寄も 篤と 相 伺 ひ、 熟考 可， 仕 旨 申 上處、 鬼 

角 早々 決定 無 レ之而 は 所詮 無 v^、 薩は國 を 護る 兵 を 

除て 三 萬 之 兵 あり、 長 は 四十 八 大隊 あ..^、 是を 以關東 

へ、 海陸より 討 入る 時 は、 大亂は 不.， 及 V &、 死傷 無數 

なる へ けれ は、 此 各-を 救はゝ 大功 □□ 過る 者な し、 井 

伊藤 堂 杯 も 相談 可， 然と、 大に御 働 誘お レ 之に 付、 何分 

一 篤と 勘考 可い 仕と 申 上た. 9、 御 歸邸之 上、 執政 初 御 呼 


所に 可い 被，， 仰 上， 候 得 共、 夫 迄 之 處御猶 豫之儀 御談之 

處、 德大存 卿 御 承引 有 山、 夫よ. - 議院へ 御 出勤 之 

處、 議寧 難， 決、 夜 子 半 刻 御 返 出 也、 右 議事 は外國 事務 

總督 豫州老 侯、 同掛. - 後藤 象 ニ郞大 坂より 上京、 外國 

應接之 次第 申 上た るに 就而 也、 右應 接に 相 成 起原 は 

去る 十一 日、 備前之 人數兵 庫に 至る 途中、 祌 村に 而 

英 人と 取合 ひ 出來、 佛！ Si 之 人 數も繰 出 救援 及，， 砲戰 T 

互に 少々 之 殺傷 有レ 之に 付而 也、 外國 公使 共よ b 此度 

時勢 變 革に 付、 外國 へ 御 布 吿之義 は 致，， 知， 候 由、 乍 

ゾ併備 前 取合 之 一 件 、公正 之 御 裁決に 無， 之而 は、 和親 

之 約 は 難， 致との 趣に 付、 東久世 殿よ， り、 裁決 は 如何 

樣 にいた し、 列國 公使 満足なる やと 被レ 申處、 返 翰 之 

要旨 は、 御門 陛下 十分に 詫た る 書面に 而、 今後 之處、 

ケ樣成 義は急 度爲， 致 間 敷と、 請 合 之 段. S. 來候 は、、 

本 國へ可 二 申 造， 旨、 又 及，， 暴行 一 候檨、 致 一一 指圖 一た る 役 

人 は、 外 國人之 見る 前に 而、 刑 罪に 行 ひ候樣 との 二 件 

な..^、此返答廿ニH迄に可^有，之趣を申越；：i,:^、此段 

於，； 議事 席， 豫老 侯、 象ニ郞 より、 總裁官 へ 申 上、 夫よ 

h- 公使よ b 之來 書飜譯 せし を、 上參與 公卿 之內 に而、 

高 T 據に 被ニ截 上け： 夫よ 下 參與之 面々 一人つ、 列 を 

戊展 B  S 


進み、 意兑 及， 一言 上， 處、 何も 大 W 小 に而、 歸 する 處 

萬阔之 公法に 被， 任よ.^ 外 無い 之との 趣意な り、 夫よ 

公卿 議定 參與衆 之 評議に 相 成處、 或は 姑息、 或は 利 

害、 或は 蒙昧 說 等に 而更. に 不二 相 決 K ムは不 レ拘ニ 利害， 

皇國 正大 之 論 を 御 辯 說有レ 之 候 へ 4^ハ、 過半 不.， 得， 解， 痴 

人 之 夢 を 聞た る 如し、 下 參與は 及，， 退席 T 堂上 方 之 論 

に 時刻 を 經て不 い 決に、 下參與 再出 席 及 n 催促， 處、 岩 

倉 殿よ.. y 堂上 方 一 人つ、 質問に 而、 漸くに して 決し、 

下 參與へ は、 何れも 建議 之 通.. >、 萬國之 公法に 被， 任 

段 被 n 申 聞？ 巳に 決議に て、 片時 も 早く 坂 地へ 可，， 申 

越， との 事に 相 成處、 公、 帥 之 宮迄御 申達 有， 之 は、 外 

國 交際に 付 日本人 之 刑戮、 御 親政 後 御手 始之事 候へ 

は、 御 奏聞 之 上御収 計 ひに 不二 相 成， 候半而 は、 備藩之 

屈服 如何 可い 有い 之 哉と 御 申入に 付、 子 半 刻 比 三條中 

納言 殿、 中 御 1： 中納 言殿參 朝に 而御 奏聞 有， 之 、叙 裁 

之 上、 商 樣外國 事務 總 管より、 外國 公使 希 sui 之 通 御所 

決に 相 成 段、 兵 扉 出張 之 東 久世殿 迄、 551.^ 飛脚 を以 被，， 

申達^^度之事は軍隊に起りし故、 償金に 而は 難レ麟 

なり、 備前侯 もし 奉 命 無い 之 候へ は、 御 征討 之 御 含 

に有レ 之、 且又 朝 裁 之 趣、 日本 全 國へ御 布告に 可，， 相 

：  さ _B さナー  1 


戊辰 日 Si  

福 岡 藤 治 

陸； g 軍務 總督 

議定 I 鶴 は 總督の 名 を □ 勅す、 

^0 與 |閥 徵 士は掛 り を 以て 脇 別す、 

一 、 今般 有 帶 刀よ b 、參與 役所 之 印鑑 相 渡に 付、 又 

又 出立 IH\ 致 旨、 永 W 儀； 牛 迄案內 有い 之處、 儀 平 は已に 

延引 之 積に 而、 昨日 林 矢 五 郞江府 へ 被，， 指 立 T 儀： 牛 は 

不用 之 姿に 相 成に 付、 帶刀 方へ 儀 平被レ 遣、 有體に 及，， 

物語 ハ於 n 江戸 表？ 儀 平 同様、 矢五郞 へ 申 談に相 成候樣 

との 债を 被， 命、 刀 は支疫 次第、 今晚 にも 出立 之 由、 

〇 同月 十八 日、 今度 內國 iHI. 務總督 之 御 職掌、 土 州老侯 

御 同 榛被ニ 仰 蒙-候に 付、 今日 以來、 御 勸方之 爲，， 御 相 

談御 使？ 御 側 御用 人 被，， 1 指 二 出 之 人大佛 御旅館へ 參 

上、 拜謁之 上、 今般 御 職掌 被- 1 仰 蒙-候に 付而 は、 何方 

よ..^ 御手 下しに 可 二相 成， 哉、 御 參內之 上、 御 勤 方 御 伺 

可レ 被， 成 哉に も 思 召 候！ IH 申 上處、 老俠 にも 唯今 是と 

申 御 見込 は 無， 之 候へ 共、 何分 唯今 迄 之 如く、 何事 も 

無二 御 相談： 御隨 意に 被 二 仰 出， 候樣之 事に 而は、 御 役 

前 も 御 立不， 被. 成 候 問、 此皮 _m に御拜 命に 付而 は、 猶 

以其邊 之 御 趣意、 正 三德大 寺之兩 卿へ、 篤と 御 談に 


而、 御 不體裁 無， 之樣 に、 御 取 極 被， 成 度との 御條 故、 

左 候 は、、 明日に も 御 參內に 相 成 候 哉と 相 伺候 處、 御 

痔疾 鬼 角に 御 勝れ 不， 被， 成、 今 四 五日 は 御六ケ 敷と 

の 御 俄 故、 申 上 候 は、 いつれ に 御 一 所なら て は、 難 二相 

適， 御 筋合 候 得 共、 御 出勤 御 見合せ に而 は、 御 口 も 明 

き 候 得 は、 大藏大 輔樣に は、 明 ：！： にも 御參內 に而、 御 

見込 之 通 之 儀 は、 此方 樣と御 一 所に 被，， 仰 上， 候 御 積 

之處、 御所 勞故 暫く 御 延引 之 段 被 二 仰 上 T 指向 候 杯、 

少々 御 問 合 有 候 檨之御 儀に 而は、 如何 可 レ有ニ 御 

座， 哉と 相 伺處、 夫に 而 至極 可 レ然候 間、 其 趣に 申 上 候 

樣 との 御 答に 付、 罷歸其 段 申 上處、 公に も 御 同意 思 

召、 明 H は 御 參內、 夫より 官代 へ 御出勸 可い 被， 遊との 

御 事な. -、 

一 將 眾宮、 先逢而 浪華 迄 御 進軍、 今 以御滯 陣之處 、今 

皮 北陸 道 鎭撫使 御發向 を機會 とせられ、 御歸 京に 相 

成 候樣、 下 參與ょ b 及 二 建議； 朝議 相 決し、 今日 正 親 町 

三 條殿爲 ，： 御 迎ー御 下坂な り、 

〇 同：：：： 十九 日、 午 半 刻 御供 揃に 而御 參內、 御 元服 御 

歡、 且御 職掌 被，, 仰 蒙， 御 睛御禮 被，, 仰 上； 且又 土老侯 

へ 御 示談 之 通 h- 、御 見込 筋之義 は、 近： = 土老 侯と 御 I 


戊辰 日 Si  三百 二十 九 


者 也、 

副惣皆 

正 月 十五 日  四 條大夫 

鎮撫 惣督 

高 倉 三 位 

北陸 道 

國主頒 主 地頭 中 

〇 同 月 十七 日、 今日 辰 刻 依， 召 御參內 可い 有い 之處、 御 

所勞に 付、 爲，， 御名 代 - 伊藤 友 四 郞被ニ 指 出 ， 候處、 議定 

長 谷 三位 殿御 直達 御 書付 如レ 左、 

越前大 藏大輔 

內國事 橫惣督 被，, 仰 付, 候 事、 

別段 爲， 1 御 心得？ 御 渡 之 御 書付 左 之 通、 

正 親 町三條 

德大寺 

越 前 宰相 

土 佐， 前少將 

御 治 定に相 成 課目 如， 左、 

舯祇 事務 總督 

內國寧 務總督 


掛. 


外闕 事務 總督 


辻將曹 

大久 保ー藏 

三 條中納 言 

東久世 

宇 和 島 

掛り 

岩 下 佐 次 右衞門 

後藤 象ニ郞 

刑法 事務 總督 細  川 

掛.. y 

十 時攝津 

；總督 淺  野 


三 岡八郞 

福 岡 藤 治 

小 原 ニ兵衞 


制度 舉 務總督 


掛、 


三 岡八郞 


戊！！ ^  3  Si  

1 、 此日有 -ter 帶刀 之賴談 せし 同行 之 儀、 永 田 儀ギ可 

レ 然との 御 評議に 而、 其 段 儀^へ 被， 命、 帶刀 方へ 被 

レ遣、 前途 之 手緩 申ニ談 之； 

〇 同 十六 日、 刀 東行に 付、 關門 通行 印鑑 御 下ケ之 

儀、 參與 役所へ 相 願處、 御 留に相 成 故、 再 願 指 出 運 

ひ 等に 而、 出立 延引 之 由申來 る、 然る 處儀； 牛 は、 PC" 

御徒 目 付 高木 文 1^、 定府 妻子 引 拂方爲 n 収計 _ 出立に 

付、 同道 之 害に 有 レ之處 、右 之 次第に 付、 是 亦上途 延引 

す、 乍， 併 江府之 景；^ 爲 二 探索？ 林 矢 五郞、 文 平と 一 所 

に被レ 遣. 之、 

一 、此頃 屮御厚 評 有レ之 通. -、 是迄は 御 宗家と 共に、 御 

勤王 之 御 趣意、 御 家中 初、 御國中 一 統相 心得 居候 事に 

候 腐、 世變に 付、 今後 は 於 n 朝廷 上： 正大 之 公議 を以、 

皇運御 挽回 之 王道に 御ず > ^可い 遊思召 候 段、 御 表樣へ 

も 被，， 仰 進； 且御 家中 末々 迄、 御 布告 相 成候樣 爲，， 申 

上 T 今夕 衬田巳 三 郞早艇 に 而御國 表 へ 被， 遣， 之、 御 渡 

御 趣意書 左 之 通、 

德川御 家 之 儀 は、 異レ他 之 御 由緒た る 事 は、 何も 承 

知 之 通に 而、 御 休戚 御 一 致 被；， 遊 候 は 勿論 之處、 御 

衰運 之 秋に も 候 哉、 今般 一 朝に して、 御 束 下不， 可 
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ン爲御 時 態に 押 移. - 候條、 何せ ハ御笳 歎 至極 5,5 召 候、 

是迄は 報告 I き龜忠 共に、 御 宗家 を 被， 推 候 儀、 國家 

之定謎 候 得 共 、方今と 相 成候而 は、 王政 一 新 之 御 折 

柄と 申、 旁以 直ちに 東 照お 之 御 遣 志 御 奉戴、 追々 

被，， 仰 出， 候大中 至誠 之 公議 を以、 皇運御 挽回 之 王 

道に 盡カ 被， 爲ぃ在 候 忠召候 間、 一 統其旨 を存 し、 御 

舉公 可,， 仕 旨 被，， 仰 出， 候、 

、此日 若 州小濱 藩よ. -廻 達如レ 左、 

今般 兩卿 爲，， 勅使？ 北陸 道へ 發. M に 付、 前以 別紙 兩 

通 被，， 相 達， 候 間、 七ケ國 中^ 主、 領. HT 地 頸、 其最寄 

を以、 早々 順 達 可 J?v^、 御請 狀之儀 は、 兩卿 出先 

へ 指 出候樣 にとの 事、 

正 月 十五 日 

王政 御 復古に 就而 は、 王事に 勤勞可 "致 は 勿論 之 事 

候へ 共、 當今之 騒擾に 付、 方向 難 人心 疑惑 可 

ン致折 柄に 候 得 者、 尙存盧 之 次第 尋問 候 旨、 御沙汰 

候 事、 

別紙 之 趣に 付、 爲，， 勅使， 可， 被，， 發向， 候 得 共、 積雪 

之 時節、 途中 手 問 取 候 も難レ 計に 付、 御 趣意 之 次第、 

先以 n 書面， 相 達 候 間、 一 應之 御請 寄 早々 指 上 可. ZS- 


. ^可, 申篛 なれ は、 御 東 下に は 及 問 敷、 左 すれ は會桑 

之國地 へ は 不.， 及 二手 舌 三寸に 而成 功之 見込 之 由、 

庄內 へ 可，， 入說， 心算 も 有い 之 趣 も 物語れり、 且 帶刀柬 

下に付而は、彼地之事情報知參_^^旁、御家ょ.5も 一 人 

御 指 添に 相 成 候 樣賴談 有い 之、 

〇 同 M: 十五 H  、此日 皇上御 元服 之 御大 鱧 被，， 爲 a 打、 

右に 忖御 布告 如い 左、 

今般^ 政 御 一 新 之 御 場合、 今 十五 日 御 元服 之 御大 

禮被， 爲,， 行、 御仁 恤之 iii 盧を以 、天下 無罪 之 域に 被 

レ遊度 候 間、 是迄 有罪 不.， 可.， 容 者と 雖、 朝敵 を 除 之 

外、 一切 大赦 被 n 仰 出， 候、 於 ニ國々 一茂、 不ぃ 漏樣施 

行 可：，^., 之 候、 尤 向後 彌以 賞罸嚴 明に 被.， 遊 度 候 

に 付、 厚 御 趣意 を體認 致し、 行 屆候樣 可い 仕 旨、 御沙 

汰候 事、 

正月 十五 日 

私 云、 ^H、 是迄御 譴責 被 n 仰 付， 置し 公卿 十九 

人、 夫々 宽典 を以、 御 赦窮之 儀 有， 之、 

1 同時 御 布告、 

私 云、 此御 布告、 御 家へ は 十七 ：！！ 稳波 三位 殿よ 

り、 伊藤 友 四郞へ 御^達、 

^ が 辰 日 I 


外 國之儸 は、 先帝 多年 之 5： ^憂に 被， 爲ぃ在 候處、 1:^ 府 

失 措に よ. o、 因循 今日に 至 候 折 柄、 世態 大に 一 0 

し、 大勢 誠に 不， 被 J^, 得， 止、 此度 朝議 之 上、 斷然 

和親 條約 被， 爲，， 結 候、 就而は 上下 一 致、 疑惑 を不 

ゾ生、 大に 兵備 を充實 し、 國威 海外 萬國 に光耀 せし 

め、 祖宗 先帝 之种靈 に對答 可， 被， 遊 叙 慮 候 問、 天下 

列 藩士 民に 至る まて、 此旨を 奉戴、 心 カを盡 し、 勉 

勵可レ 有い 之 候 事、 

但是迄 於 二 慕府- 取 結 候條約 之內、 弊害 有， 之 件 

件、 利害得失 公議 之 上、 御 改革 可い 被,， 爲ぃ在 候、 猶 

外國 交際 之 僅 は、 宇內之 公法 を以、 収扱 可い 有レ之 

候 間、 此段相 心得 可  >  申 候 事、 

一 、此日 於，， 攝州兵 庫 港； 勅使 東久 世少將 殿、 在 切六グ 

國 公使ね 御布吿 如い 左、 

日本 國 天皇、 吿ニ 諸外国 帝王、 及其臣 人ハ嚮 者、 將第 

德川魔 喜 請レ歸 n 政權， 也、 制 允 、內外 政事 親-裁 

之： 乃 曰、 從前條 約、 雖， 用 n 大君 > ^稱； 自今 而後ぶ f 

換 以，， 天皇 稱： 而諸國 交接 之 職、 命 有司 等、 各國公 

使 諒，， 知斯 旨？ 

慶應四 年 正 =： 十日 睦— 口 
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戊 庚 ni! 都   

御 評議 相 成^、 是迄は 御 宗家と 4=k 、に、 御 勤王 之 御國是 

に而、 御勤勞 被，， 爲， レ在候 へ 共、 御 宗家 方今 之 御 形 行に 

而は、 共に 可レ 被， 盡. 一 御 忠勤 一 御 |g 態に も 無ノ之 而已な 

らす、 事に よ 御身 上へ も、 御 嫌疑 を來 すへ き 時勢と 

相 成 候 へ 共、 尙此上 飽迄御 宗家 之 故 を以、 朝廷 へ 之 御 

忠動 被， 遊 度と、 已に御 柬下之 御 詮議に も 被， 及 候へ 

4r 同し く 御 宗家へ 之 被， 成 方 も、 御 宗家へ 御 打 込 被 

ゾ 遊候而 は、 御盡し 被， 成 方 は 御 東 下 之 類、 又 御 宗家 を 

御 離れ 被， 遊 候 而も、 御 おし 被， 成 方に より、 御 宗家 之 

御爲に 可，， 相 成， 御條 い 之 儀 は、 一 昨日 土 老侯之 御 

說、 象 二 郞之申 上 之 通りに 而、 御 進 止い つれと、 御計較 

被， 爲， 在處、 御- y+ 家へ 御付き 被， 成 候 得 は、 朝廷 は 御 

離れ 被：， 遊 候而之 御^し 方 故、 一 .3 一  朝廷に □□ 間 言 等 

行 はれ、 奇禍を 生し 候 事に 相 成 候 者、 玉石 共に 燬傷之 

勢に も 立 至 候 事に 而、 夫 限 之 事に 相 成、 御 宗家 之御爲 

は 拆^、 御身 を も 難い 被， 盡御 次第に も 可，， 相 成， 候 得 

は、 夫よ. 9 は 御 膝：，.' に而、 御 公然と 朝廷 之御爲 に、 御 

宗家へ 被， 爲.. 盡候^ 主せ-に 相 成 候 方、. 勸王之 御 筋 も 

現 然に而 、約る 處、 御， ¥¥z 御爲 にも 可， 然 儀に 付、 愈 

御 東 下 之 義は御 見合せ 、御 在お に 而、 差當り 王政 公論 


一 lill 十六 

に 出、 候樣、 御盡カ 被， 遊 候 方、 條现御 適 當之御 全 策な 

る へ きに 御 決議 あり 、 

一 、今日 雪 江 歸路、 iriT 帶刀旅 宿 往訪、 昨日 申出た る、 

御 東 下に 而 御所 置 之 一 件、 策略に 於て は 同意 之 至り 

に 候へ 共、 何分 不二 容易-大手 段に 存， 之處、 此地 根元 

之 王政 上に 更に 行 はれす、 紀綱立 兼 候折枘 故、 縱令 

東方 之 施策 闥 に 中り、 悔謝之 道宜を 得る とも、 當御時 

節、 不レ 避，， 嫌疑， 宗家 謝罪 之 筋 執 奏すへ き 者、 弊 藩 之 

外に 可レ 有, 之と も 不レ被 レ存、 よし 又 有,， 之に もせよ、 

果して 嫌疑に 落つ 問 敷と も 難 候へ は、 生 人 義は京 

地 在 切、 御政體 上に 公議 之. &,; 壶カ 致し 候 方、 朝廷 之 御 

爲、 天下 之爲、 郎 宗家 之 爲 にも 可 二相 成 1 候へ は、 漦下 

之 勤王 勿論に 而、 機に 臨み 宗家 謝罪 之 筋 周旋 等、 旁 在 

京 可， 然と、 强而 抑^ 候 向も^ V 之、 是亦 難， 辭至當 之 

確 論に 付、 東 下 之 俄 は 及 二 延引， たる 由 を 申 聞し に、 帶 

刀は甚 不服に 而、 猶般々 之 議論お vN 候 得 共、 結局に 

至. -、 何； 分帶刀 は 束 下 致し、 成敗 之 見切 之 上、 可 

レ及， 一報 吿 一との 寧に 決定せ b  、又 第二 等 之 策に 而、 德 

川 氏 之 手 内に 而、^ 桑 を 初、 惡之者 を 所 ffi し、 謝罪 

之 筋 相 立 て 候 義に候 は 、、是 は 前梳侯 へ 依賴し 、寧 成 


付、 一 同 驚愕 周章 不二 大形 ハ御醫 師共拜 診 御藥調 上、 種 

^御 擦 上、 漸く 第 四 字 比 に 至って 、御 祌氣は 御開 

明 被， 爲ン在 候へ せハ、 猶御臥 海、 御 加 口 被， 遊、 

一 、今朝 有 •iJ.T 帶刀參 邸、 1;^ 江 逢 對之處 、帶刀 申出 候 は、 

此間相 伺候 御 東 下 之 俄、 愈 御 決議に も 相 成 候 哉、 帶 

刀義 はま 人 用 向 も 有い 之、 且御 同意 申 上 候から は、 明 

後！：^ 出立、 御先へ 柬着、 夫々 內調、 御 待受申 h 度、 就而 

は 一 と 通 之說得 等に 而、 可 一， 行 屈， とも 不ぃ被 候へ 

は、 確然た る 兵力 を 被， 爲， 持 御 下りに 相 成、 第一 に會 

桑 之 君 侯 禁錮に 御収 計、 不服 之 臣僚は 斬 伐、 次に 板 倉 

始め 禁錮、 瀧 川 等 は 斬首、 夫より 舊 大君 を 奉 二 幽閉： 田 

安 公 御 相 給 之義、 和 宮様よ， -御願 ひと 相 成 可.， 然、 m,. 

兵 は 藤 堂 彥根御 誘引、 御績 合に も 候へ は、 因 備へも 

被，， 仰 合？ 御： E 道 御 東 下に 而、 御所^^!被レ爲，在候而は 

如 M 可い 有 二 御座， 哉、 御 同意 も 候 は、、 其 心得 を以周 

旋 可.， 仕と、 大 議論 を 發し、 至當之 儀と は 相 聞へ 候 幾 

共、 御 東 下之義 は、 昨日 土 老侯之 御意 見 も 有い 之、 將今 

曉ょ. -之 御所 勞、 旁邸識 ひ 兼 候に 付、 何分 不二 容易 I 

大議 候へ は、 熟 評 之 上、 明 夕 可，， 及，， 返答， 段 申 閒歸， 


一 、今 ：11 よ b 九條 家、 太 政官代 被，， 仰 出 ハ諸官 出勤に 相 

成、 

一 、 此 rn 尾老 侯、 御國許 要地 爲，， 御 守衞， 御 歸國、 爲，, 

御代， 常 尾 侯 御上 京被レ 仰，, 出 之 T 

但 十五： n 御發京 有, 之、 

〇 同 n 十四：！：、 左 之 通 御 布 透 有， 之、 

今般 御 制度 御 改正に 付、 諸 藩幷其 他、 宮門 警衞、 及 

賊徒 追 伐 被 二 仰 付， 候 節 は、 旗 慕 幷挑灯 等に 至る 迄、 

菊 御 紋相用 候 機、 御沙汰 候 寧、 

一 德 川慶與 叛逆 追討 被 n 仰 出， 候に 付而 は、 是迄德 

川氏ょ.^授置候松-牛之苗字を稱し居候族は、 朝 

廷 へ舉， 對、 可 二相 歸-儀 候 間、 向後 大小 名 共、 速に 

其 虛號を 去り、 本姓 へ 復候樣 、御沙汰 候 事、 

一 、此皮 高 倉 四 條之雨 卿、 北陸 道 鎮撫 使と して 御發向 

に 付、 御 家より 參謀之 者 御 差 出に 相 成 度 御 賴談有 

ゾ之、 藝 州よ は 寺 尾 淸十郞 被 二 措 出-に 付、 御 家より 

は、 參^ 之 者 は 御 斷に而 、御 國中爲 二 御 案內： 酒 井 十 之 

一、 大井彌 十 郞被ニ 指 添-事に 相 成、 今日 兩人共 官代出 

勤，， 兩卿幷 寺 尾 消十郞 へ 及 n 示談： 

一 、 今：：： に 至，. >  、公 御所 勞稍御 怠.^ に 付、 即今 之 方向： 
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 戊辰 日  

關束之 御 不都合 も、 於 二 此地， 御収 直しの 道 も 可レ有 

"之 候へ 共、 御 東 下に 相 成 候へ は、 關 東に 而 如何に 至 

善 を 被， 4^ 候 御 筋道 相 立 候 而も、 於，， 此地， 御 斡旋 之 筋 

絕 果候而 は、 徒 善と 相 成而已 ならす、 却 而公迄 も 御 

不首尾 之 種と も 可，， 相 成， 候へ は、 決 而此地 御 動き 無 

^之、 爲ニ 天下一 公議 を 盛に せられ 候 事に、 御 盡カ有 レ之 

候 得 者、 朝廷 之 御 爲而已 ならす、 德川 氏に ぉゐて も、 

不足 之 儀 は 有， 之 間 敷 候 へ は、 何分 御 東 下 は不， 被 

レ爲 レ在樣 にと、 懇々 御 抑留 申 上、 是亦 時事 至 當之確 論 

に 付、 公に も 稀々 御 顧慮 被,， 爲， 在 候 得 は、 御自身 御 東 

下之義 は、 御 長 策に も 有, 之 問敷歟 と、 御躊鯛 之御發 

念に 而、 御 歸邸之 上、 尙又 種々 御 評議 被い 爲， 在、 

一 、今日 於，, 宮中？ 公、 岩 倉 殿へ 御 申入、 御 對面之 上、 德 

川 氏 之 俄に 付、 追々 被，， 仰 出， 候 御 次第 も、 御 支族 之 御 

上に 而は、 深く 御 恐縮 之御譯 柄と 申、 畢竟 御 周旋 御行 

届 無， 之よ b 起 候 事に 而、 共に 朝廷 を 御 欺き 被， 遊 候 

御 姿に 而、 何分 此儘御 奉職 御 在京 は 難， 被，， 遊 御 心底 

之 趣、 悃々 御 愁訴に 及 はれ 候處、 卿 も 無，， 御據ー 御情寶 

は、 如何にも 御 汲 察 有， 之 候 へ とも、 是迄之 御 忠誠、 御 

實 跡に ぉゐて は滿朝 感服、， 聊 嫌疑 も.^ 之 事に 院得 


は、 かく 相 成候而 は、 德川氏 之 儀 は不， 及，， 是非？ 愈 勤 

王 之 御 忠誠 御 勉勵有 度と、 慰 諭 之御挨 機に 有 VM. 

由、 

一 、京 幾 騒擾に 付、 御國 表よ h- 御 人 數引纏 ひ 及，， 上途, 

候 大隊 長 北 川口 之 介、 半 隊長 林忠 太夫 は 江 州 鳥居 本 

驛 より、 -ぉ 隊之內 倉 廉ギは 同 長？ m 驛 よ.. >  、孰れ も大 

早 駆に 而着 邸、 達 候 は、 道路 之 說を承 候處、 -1 度 入 

京の 人數 は、 關 門に 而指 押へ、 出京 難 n 相 成， 由 相 聞、 

且千 本彌三 郞之傳 達に 而、 京地 は 軍勢 已に渙 散、 東征 

之說而 已頻 なる 由、 右に 付而 は、 關柬へ 御 加勢 被 こ 指 

出- 樂に相 成 節、 入京 之 御人數 難，， 罷歸， 候而 は、 御國 

許 御 無勢に 而、 被 レ成方 有， 之 間 敷との 議論、 隊 巾に 蜂 

起 いたし、 進、 退 谷り たる 勢 ひと 相 成に 付、 御， 醐許 へ も 

伺 之 者 差 出、 口 之 介 等は此 表へ、 進 返 伺 之 爲能出 候 3ni 

に 付、 其 段 達，， 御聽， 候處、 途中 迄 出 勢 之 事に も 候へ 

は、 一 段 上京 致 候樣被 n 仰 出， 候に 付、 其 旨 申 聞、 樣 

折返し 罷歸 る、 

〇 同 n; 十三 日、 現今 之 世缝に 付、 公 御 爱勞御 痛心 之 御 

積に や、 今曉 第一 一字 前よ. 9 SE 痙 之 御疲御 ：！；^ 發に而 、御 

胸部 御塑 寐；、 御 精祌御 昏朦、 人事 御不^ 之 御 樣體に 


右 御 草稿 を、 今夕 出立 御國 許へ 罷^ 候 御 目 付 中 根 新 

左衞門 へ 御波、 此表御 決 評 之 趣、 御表樣 へ も 申 上候樣 

被，, 仰 付； 猶 別に 御 渡御；^ 霄如レ 左、 

去る 三 n 已^、 未 Is お 之喪亂 より、 於，， 國元， 家老 初 

下々 に 至 迄、 我等 を案勞 し、 追々 役人： ハ差 登せ 候 

義、 實に 我等 之 幸福、 感淚數 行に 及 候、 我等 決死 罷 

在 候 故、 聊も 無二！： 動-健 食 致 候 間、 此趣 家老 始諸士 

へ も 可， 被，， 申傳， 候、 別而 方今 天下 困難 之 秋 候 得 

者、 家老 初役 人 共、 尙 爲ニ國 家-自愛 候樣、 可い 被 H 申 

. 聞， 候、 只 希く は、 何れも 此上 士氣憤 興、 偷安之 風習 

一 洗、 信義 之 俗と なり、 倫^ を 守り、 富强專 一 、孰れ 

も勉勵 可い 有 k 之、 此趣 一 同 へ も可レ 被， 1 申 諭， 也、 

正；：^ 十二 日  御實名 

此趣、 家老 始へも 一 見 可.， 有， 之、 尙心付 之 所 は、 不 

拘，！ 貴賤， 言上 有 レ之度 候 也、 

一 、右 御 東 下 之 御 一 條、 今日 御^内 之 上、 土州老 侯、 

m 大和 守 殿 初、 下院 參與御 3! 志 之 面々 へ も、 御 內談に 

相 成 候處、 和 州 殿に は大に 感激に 而、 是非 御 東 下御盡 

力 被， 爲ぃ在 度、 不レ 被，， 得.， 北 率 候 は 、、兵力 を 被， 用 候 


而成 共、 御成功 相 成 候 檨御勸 め 被 二 申 上， しかと も、 土 

老侯は 御 不同意に 而、 御 議論 有 候 は、 如何様 御柬 

下 有い 之 候 は、、 關東之 御 都合 は、 萬々 可 "然と 御 同意 

候 得 共、 京地 之 義を如 M 被， 成 候 哉、 近. 况之 形勢に 而 

は、 德川 氏の 爲にロ を 開け は、 K に 朝敵 之 與黨を 被 

レ付候 勢 ひに 候へ は、 誰あって か 德川氏 之 謝罪 を 口 ふ 

へ き、 德川氏 罪に 伏せ すん は、 天下 は 治る へ からす、 

今關 東に 而 御霊 力 御行 屆、 御 謝罪 之 道 相 立 候 而も、 朝 

廷之御 II 受方 によりて は、 罪 は 重 もる とも、 定まる 期 

は あるへ からす、 され は此 艱難の 時に 當 つて、 漦 下に 

ぉゐて 不.， 恐 二 嫌疑： 不，， 憚 二 忌諱； 爲 ，，.天 下， 德川氏 之 謝 

罪 を 謀る 者、 公 を舍て 外に は 有へ き 事と も不レ 被，， 存 

候へ は、 此地之 御盡カ こそ、 餘人之 企及 はぬ 所に 而、 

德川氏 へ 之 御 厚誼、 朝廷 へ 之 御 忠勸、 いつれ にも 御 在 

京 之 方、 朝廷 宗家 之御爲 可，， 然、 土老侯 も、 公 御 在京 候 

へ は、 被 二 仰談； 顯幽 共に 御 盡カ之 御 筋 も 可，， 有 レ之候 

得 4r 御 不在に 而は， 朝廷 之 御 爲と思 召 候 而も、 德川氏 

之 事 は、 外 藩 之 御 立場、 御手 を 可い 被 出樣も 無， 之と、 

當前之 事理 御 陳述に 而、 御 辯 論 有 VN、 象 次 郎等 も頻 

りに、 關 東よりも 此地 御大 事に 而、 公 御 在京 候へ は、 

m 百 二十 =1 
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 戊辰 日 0.  1   I 

下に も 相 成 候 は、、 是非 御供に 立、 江 府へ罷 出、 傳幕 

諸 有司 之 内、 幷-誦 藩に も 同志 数多 有， 之 候へ は、 申 合 

せ、 身命 限り 周旋 可レ 化との 事に 而、 社稷 之 臣易君 之 

蹤迹も 有， 之 候へ は，、 自然 關柬之 御 模様に よ. 9、 廢立 

御 取 計 ひ、 宗 社之& ^有， 之 度 杯 ゆ 出、 其 他 稀々 及，， 議 

論？ 條慨 感泣に 及 ひ 候 次第に 付、 罷歸其 段 申 上、 公 も 

御滿 足に 思 召れ たり、 

〇 同 2：! 十二 日、 今日 午 半 刻 依，， 御 召 7 御衣 冠に て御參 

內^, 之、 於 二 小 御所 I 被，， 拜 1, 龍 顔； 於，， 御前， 總裁宮 御 

渡御 書付 左 之 通、 / 

越前大 藏大輔 

國家 多難 之砌、 應ビ 召-お 京、 朝議 之 旨^?^ に 奉行、 彼是 

周旋、 遂に 使.， 王道， 復.. 前古 ± 候 段、 叙 感不， 候、 愈 

以鋤 n 忠志： 可， 爲，， 皇室 之 維城， 旨、 御沙汰 候 寧、 ， 

此日、 尾、 豫、 土、 薩、 藝、 肥之大 諸俠、 御 同 樣御參 内に 

而、 御 赏典有 、其 他 在京 諸侯 參内、 御褒 詔^ VN、 

1 、此日 左 之 通 御 布 お リ之、 

一 明日より 太 政 官代九 條家之 寧、 

1 速 日 巳刻參 築、 申の 刻 を 限 退出 之 事、 

一 各 獨辨當 持參之 事、 


眷ニ 十二 

一 、 頃 U 御 評議に 相 成、 御 柬下御 盡カ之 一 條、 今朝に 

至. -愈御 決 評に 而、 御願嘗 御^ 稿 御 出來、 如レ 左、 

德川 f お反^ 分明に 付、 御 征討 被，， 仰 出： 支族 之牵 水. 

にお ゐて、 何 4 ^〈可 ニ中 上， 檨無， 之 奉 二 恐 入 一 候、 別而 

寧 水 儀 は、 德川家 來北ハ 鎭撫之 御 內命を 康候權 に而、 

柯々 談判 も 仕、 鐘 撫も漸 行 屈き、 慶喜も 益 恭順 之 趣 

申 上 居候 處、 卒然として 一 時 及 U 暴 發ー候 始末、 是迄 

言上 仕 居候 次第と は. 雲泥 之 相違と 相 成 、度、 水 も 共に 

舉， 欺，， 朝廷， 候歟之 姿に 而、 實に 恐懼 之 至に 堪へ不 

、就而 は 唯今と 相 成、 詮なき 儀に は 御座 候へ 4^ハ、 

今 一 應江 表へ 罷越、 妄動 を 初、 罪狀之 次第、 一 々 

, 篤と 収 礼し、 夫々 說得 仕、 悔悟 之廉相 立て、 伏罪に 

及 はせ、 朝憲 も 相 立 候 事と 相 成 候 は、、 乍い 恐 朝廷 

御 苦 念 之 御 一 と 廉も相 省け、 且御 追討に 付而 は、 諸 

侯 之勞费 庶民 之 愁苦は 勿論、 自然 戦 鬪之譯 にも 相 

成 候 得 者、 慘毒を 極 候 事に も 御座 候 所、 其 邊之儀 申 

出 候、 S 喜悔 之 運 ひ 次第に 而、 如： i: 其 可 二相 成， 儀 

候へ は、 成敗 は 難 レ期候 得 共、 先達 而之. S. 譯旁東 下 

仕、 取 計 見 申 度 舉ぃ存 候 間、 何卒 六十 = 之 御 暇 被 n 下 

置： 其 內は御 弛 兵 被，， 成 置， 被.， 下 候樣、 


へから さるの 人心な り、 方今 陛下 复 怒の 餘り、 B 

n 德川氏 を譴贲 する の 嚴令を 下し 玉 ふ、 理 回より 

爾. 0 と雖 も、 臣 陛下の 爲に窃 に 恐懼す、 德川 氏の；：^ 

C は臣舍 て不レ 論、 今 征討の 勅 を 下し、 諸侯 を 合せ 

て是を 伐つ、 干戈 大に 勸て税 の 期 を 知らす、 其勞 

费幾莴 々なるや、 生靈斬 伐の 慘粗、 億兆の 塗炭、 諸 

侯の 疲弊、 悉く 皇國の 危難 を 醸成して、 其 巨 害. ま涯 

を 見す、 臣 前年 先 朝の 勅 を 奉して 政事 總裁職 を 辱 

す、 詔 云、 萬 民 を 救 ひ、 叙 慮 を 安ん し、 外 夷の 侮 を 顴 

けと、 臣拳々 服齊 し、 今 ：《 に 至って 須臾 も 之 を 忘れ 

す、 嘗て 窃に很 ふに、 陛下 新政の 鴻基も 亦此に 外な 

らん、 〇〇 妄勸 不虞に 發て、 一時 生 民の 殘害 をな 

す、 其 罪 討た すん は あるへ からす、 〇〇 遁 逃の 後、 

朝議-:^ 復兵を 徵し役 を 課し、 長驅大 進せ ん とす、 萬 

姓の 愁苦始 に 倍す、 是皆 〇〇 か 致す 所に 出と 雖も、 

即今 陛下の 命す る 所なる を 以て、 諸侯 臣民 動 もす 

れは、 今 H の 勞役を 怨嗟して、 却て 德川氏 盛時の 舊 

政 を 慕 ふの 念 頸 を增益 せんとす、 是臣か：！！^^憂患 

恐懼す る處 なり、 陛下 今 〇〇 問罪の 師を 阻め 、臣 に 

問罪の 贲を 任し 玉 ひ 、早く 天下の 公議 を 盛んにし、 


泰平の 鴻業を 興し、 至 仁 至善、 天 覆 地 載の 新政、 蕩 

幕政に 超越  一， a. る 萬々 なら は、 天下 自ら 朝廷の 德： ゆ 

に懷 ひて 欽 仰し、 誰か 德川 氏の 舊を思 ふ へ き、 臣亦 

江 府に趨 つて、 〇〇 か 罪 を 問 ひ、 過 を：^ して 悔悟せ 

しめ、 干戈 を 動かさす して 其 罪に 伏せし め、 陛下の 

爲に生 靈の慘 毒 を 掃除し、 併て 宗家に 代って、 其 

罪 炅の萬 一 を 贖ん こと を 希望す、 〇〇 若し 皇 上の 

德に懷 かす、 ほ か 言 ふ 處を可 かす、 始終 惡逆 を逞ふ 

する に 至って は、 天下の 共に 惡む處 にして 、夭 下の 

共に 討ん と 欲する を 待って、 天誅 を 下し 玉 ふ も、 亦 

遲 かるへ からす、 仰冀 くは臣 か 言 を 納れ、 臣 か 願 を 

允し 玉 ひ、 靜に內 政 を 修めて、 兵 を 弛へ、 黎庶を 息 

へ、 厚生の 澤を 布き、 干戈 內に勸 くの 冗費 力役 を 省 

て、 外寇饌 侮の 備を嚴 にし、 神州の 沫 凝に 祖國 たる 

所以の 大勳業 を 創建し 玉 はん 事 を、 

1 、 丸 岡 藩老有 帶刀 は、 公に も 御 懇意に 而、 兼々 深 

く 御 宗家 之御爲 をお し、 頗る 有識 之 者 なれ は、 右 之 御 

大議內 々申談 、意見 承； 3- 候 様との 御沙汰に 付、 今夕 雪 

江 帶刀之 旅 往訪、 前條 及，， 内談， 處、 帶刀も 過 H 來熟 

中に^ 兼た る 折 柄なる 由に 而、 大に御 同意. S. 上、 御 束 一 


戊辰 日記 


lli 二十 一 


戊辰 B 懿 

困窮し、 公 も 亦 昨 B 御 宗家 君臣 解官、 三 t 幷 荒神 ロ大 

橋 之 高札 場に、 御 罪 狀を揭 示せられ、 其 他 農 商 布吿、 

外 國諭吿 等、 總而御 周旋 御不 行屆に 起原せ る條々 故、 

一 々御 忍 ひ 被， 遊 兼 候 御 始末に 付、 被， 廢，， 御寢 食； 御 

熟 盧被レ 遊處、 如何にしても、 此 儘に 尸 位 を 辱ら れ候 

而は、 被 レ對二 朝廷 一 御 不忠 之 至と 申、 被， 對ー, 御 宗家 一 被 

對，， 天下？ 御 傍觀は 難い 被 と、 大御 奮激 を 被 レ發、 

此上は 公然 朝廷へ 御顦之 上、 王師に 御代り 御 東 下 被 

レ遊、 舊內府 公に 御勸 諭有レ 之、 御 伏罪に 被 レ爲， 及樣御 一 

盡 カ有レ 之、 天下 兵 氣を收 めて、 速に 太平に 歸候 様、 皇 

國之爲 に 御 一 身 を 可い 被い 致と、 大公 至 正 之 思 召 立 之 

趣、 御 試に 御 書取に 相 成、 御 家老 中始 へ 御開 示 有， 之、 

大御 評議と 相 成處、 御 至當之 尊慮， 一言 之 異議 可 二 一 

申 上， 樣も 無， 之、 熟れ も 感服 御 同意 申 上 奉れ. 9、 御 趣 一 

意 御 書付 如,， 左、 

臣 伏て 惟れ は、 抑此度 王政復古、 更始 一 新の 歙念を 

被レ爲 V 發、 實に 千載の 大幸 にして、 臣 感激して 不 一 

レ堪ニ 雀躍 歡喜： 天下 萬：； 瞻 仰し、 外 國と雖 も 刮目 新 

政 を 見る、 .31- 國降 起の 機會、 朝家 興復 の樞耍 たれ 一 

は、 臣之 か爲に =3 夜感憤 恐懼して、 陛下の 盛業： ZH: 一 
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とともに 萬 邦に 輝き、 恩 露 神 洲に洋 溢して、 羣黎の 

安堵 を 期し、 庸愚 淺陋を 忘れ、 陛下の 鴻 業を賛 翼せ 

ん こと を 祈願す、 然るに 德川 〇〇 食 桑 を 先鋒と し、 

上京に 托して 伏 水に 到らし め、 且つ 奏聞 狀を呈 す 

るか 爲に、 遂に 兵端 相 啓け、 一 敗の 後 華 城 を 棄て東 

歸す、 何 そ 形 逃の 異し く，. -て 且つ 拙き や、 E 曩に命 

を 奉して 〇〇 か 恭順 を 誘 ひ、 已 にして 此事ぁ b  、上 

惱，， 袁襟， 下 蒼生 を 困む、 〇〇 か 罪 最大に して、 朝廷 

の 赫怒 素よ b. 至當 な， 9、 臣 か 無能 不明 も 亦、 斧餓の 

誅を 道る、 に 道な く、 臣 支族と 雖も、 憤懣 徹，， 骨 切 

齒嚙， 氷、 怨恨 憂苦、 實に廢 n 寢食？ 爾來 諸侯 を 初、 天 

下の 人心 兩端を 持して 疑惑す、 e 謹て 是を論 せん、 

當年德 川 □□ 撥亂反 正、 上 安，， 叙 慮； 下 生 靈を撫 て、 

壁 化 を 輔翼し、 昇 1^ を 開きて、 于ぃ 今一 一:A 餘年、 諸侯 

臣事して 恩 露に 浴し、 太-平 を樂 むの 餘澤 天下に 狹 

洽す、 德川氏 を 思慕す る 者、 天下 半に 過る 所以な 

. ^、今 王政復古の 令 出て 數 =： を 過す、^ 臘九 =： 已來 

織に 三 旬餘、 新政 天下に 布く の 日な く？ -て、 萬 姓 未 

た其實 効を覺 えす、 於レ是 勤王の 義を會 せる 者 は、 

爾 二百 餘 年の 舊業を 忘る ゝ こと 能 はさる も、 亦 一  1- 


度 叙盧候 間、 今般 仁 和寺宮 征討 將軍 被^ 任 候に 付而 

は、 是迄偷 安 怠惰に 打 過、 或は 兩端を 抱き、 或は 賊 

徒に 從ひ 居候 者たり とも、 真に 悔悟 愤發、 國 家之爲 

盡忠之 志 有， 之 輩 は、 宽大之 思 召に 而、 御 採用 可， 被 

レ爲レ 花 候、 尤此御 時節 至、 不ぃ 辨ニ大 翁； 贼と謀 を 通 

し、 或は 潜 居爲， 致 候 者 は、 朝敵 同様、 嚴 刑に 可 レ被 

ゾ處候 間、 心得 違 無 レ之檨 可レ致 事、 

辰 月 

私 云、 此 外に 農 商 布告、 外 國諭吿 等有レ 之、 大同 

小異 故 略い 之、  . 

1 、今夕 巾 刻 後、 大坂 御藏 屋敷に 殘. ^ 居た る 小 使 之 者 

罷歸 、昨朝 六 半時 比、 大坂 御城 大手 前 小屋よ b 出火、 - 

御 櫓 御殿 等 追 々 御 燒失之 由、 多分 地雷火 仕懸 有， 之 .5 

注 二進 之？ 一  說に、 會兵 地雷火 を 仕掛 置 候と も、 又薩藩 

の 二 小隊 を 以て、 燒 彈を發 射せし との 風聞なる. H、 

私 云、 後 H 尾 之 渡 邊對. ill 守、 於，， 彼 地， 正 敷地 雷 之 

處々 より 进 出して、 御城 巾 御 #: 御 椽板等 飛揚せ 

しと、 其 言を實 見せ b とい へる 者に 親 聞せ る 由、 

對州雪 江に 語れり.、 

1 、 同時 華 城 回祿之 俄、 朝廷へ も 相 間 候に 付、 將 5^ 

ぬ 辰 日 ま 


宮陣替 、何方に 相 成可レ 然と 御 評議 之 上、 四天王 寺に 

相 決し、 尾 越兩藩 は、 已に御 待 受八も 指 出 候 事 候へ 

は、 唯今より：^ I 飛脚 を以、 天 王 寺 御 本陣に 取 計 可 ゾ申 

3:115. 越 候樣、 議定 長 谷 三位 殿御 賴之 趣、 S-Z 勸罷： ^候 酒 

井 十 之 丞迄御 申 聞 有い 之 段、 罷歸 申- 1 上 之 一尾 州より は 

詰 合 之 者 無い 之に 付、 右 之 趣 伊藤 友四郞 を以、 御 相談 

被レ仰 n 遣 之？ 御 小人 目 付 坂 地へ 被，， 遣 候、 然る 處天王 

寺 は 御 不便に 付、 本願 寺掛所 御宿 陣に相 成 由、 右 御用 

相濟、 酒 井奥 三 左衞門 初、 十二 日夕 歸 京せ ，9.1 尾 州 渡 

邊對； 15^ 守 等 も 同斷之 由、 

〇 同 月 十一 日、 去る 七日 於 二 朝廷？ 諸侯 之 方向 御 疑問 

有.， 之 已來、 親 藩 御 譜代 藩 之 有志、 往々 御 家へ 罷出、 御 

方向 之 御 確定、 將 各藩 方向 之定方 等、 或は 質問、 或は 

採 索、 或は 議論、 或は 敎示を 乞 ふ 杯、 せ 《淵 底 を 推究す 

れは、 悉く  二百 餘年之 厚恩に 報ん との 赤心よ.^ 發し、 

御 家 を 標準と して 驥尾に 鍵..^、 佐幕 之 術計 を 咨詢す 

るに あれ は、 其忠肝 義膽、 不.， 可 レ當ニ 慷慨 悲憤 ：せハ に 淚 

を洒 くの 勢に て、 畢竟 御國 許と 同 論 故、 此節 朝廷 御 推 

恕之思 召 御 威 戴、 御 心 ともなく 御 奉職 被い 爲レ^ 候 因 

循說 を以、 可 k  二 談論-次第 にも 無 之 、應接 之 面々 甚 
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日 丹 志 濃 若 
州 後 州 州 州 

延 宫鳥大 小 
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束 出 道 5 右 倉 若殿 

東海道 

山陽 溢 

南海 遒 

西 海道 

.  右 は 未た 御 決定 無， 之、 

1 、同時 備屮松 山 之 城を醒 州へ、 伊豫 松 山 之 城 を 土 州 

へ 、谷 攻撃 被 由、 

一 、同時 三條大 橋、 幷荒祌 ロ大橋 礼の 辻へ 被， 揭 高札 

如. 左、 

德川慶 喜、 天下 之 形勢 不ぃ得 レ已を 察し、 大政 返上、 

將 軍職 辭返相 願に 付、 斷然被 二 聞 召 T 旣往之 罪 不レ被 

レ爲， 問、 列藩 上座に も 可， 被 二 仰 付， 之處、 豈圖ん や 

大坂へ引取候旨趣、素ょり詐5^^^に而、去る三：：1麾下 

之 者 を 引率し、 剩歸國 铍ニ仰 付 _ 候會桑 等 を 先鋒と 

して、 闕下を 奉， 犯 候 勢、 現在 彼より 兵端 を 開 候 上 

は、 慶 喜反狀 明白、 始終 奉， 欺 n 朝廷， 候 段、 大逆 無 

道、 其 罪不, 可い 通、 此上者 於-朝廷 ^ 御 宥恕之 道も絕 

染、 不レ 被， 得， 已御 追討 被 n 仰 出-候、 抑 兵端 旣に相 

開 候 上 は、 速に 賊徒 誅戮、 萬 民 塗炭 之 苦 を 被， 爲レ救 


付、 追討 被，： 仰 出， 候、 依， 之 右 之 輩、 隨 二從于 賊徒 T 反 

逆 顕然に 付、 被い 止 二 官位-候 事、 

奥 州 會 r 津 

勢 州 桑 名 

讚 州 高 松 

豫州松 山 

備中松 山 

上 總太田 喜 

右 さま 同意、 反逆 顯然候 間、 悉 屋敷 被 二 召 上？ 殘兵追 

放 被，， 仰 出， 候 事、 

但殘兵 敵地 迄 可，， 相 送， 事、 

濱 

羽 

右 御 不審 之 次第 有， 之に 付、 被 i 二 入京-候 事、 

、此日 七道 へ 、gs 使 發遣之 被 二 仰 出，， 有 VN、 

北陸 道 高 倉 殿 

山陰 道 西 面 寺 殿 


着す、 右 は 去る 三 =、 於， 一 御所， 御沙汰 有レ 之、 此 地より 

之 報告 次第、 御 人 數繰出 候義、 爲，， 取 計， 上京せ り、 方 

八 r 之 形勢に 付、 御國論 は、 最早 御^力 之 御廉も 不レ被 

レ 爲.， 在、 御 宗家へ 被.， 對候 而も、 朝廷へ 被い 對候 而も、 

御 濟不ン 被， 成 候 得 は、 速に 御 勇 返 被， 遊 候 様、 御國表 

之 御議、 死 を 極め 可.， 及 二 生 張？ 當時之 御 時勢 御觀 察、 

其 儘 御 心なら す も 御 在職 之 思 召 等、 一 切 難い 及，， 落 意 T 

固執 強 願、 如何と も不ぃ 可い 爲 勢に 付、 御 內評之 上、 眼 

前 常り 難き の 鋭氣を 被い 避、 假 初に 御 男 返 可い 被，， 遊と 

の 御 書取 御 渡し、 彌三郞 は御歸 しに 相 成、 追而此 表委. 

曲 之實際 は、 御 家老 中に 而可， 被レ 遣に 相 決す、 

同月 十；：： 於 二 御所， 被， 一 仰 出 r 

德川慶 喜 

奥州 會津. 

勢 州 桑 名 

讃州 高 松 

豫州松 出 

備中松 山 

上總太 H 喜 

永 井 玄蕃頭 


平 山 圖書頭 

竹 中 丹 後 守 

塚 原 伹馬守 

芦 川 伊豆守 

.  松 平 大隅守 

新 見 相模守 

設樂備 中 守 

援 本對， =^1 守 

牧野 土 佐 守 

岡 部 肥 前 守 

大久保 生 膳 正 

小 栗 下總守 

星 野豐後 守 

高 力 主計 頭 

.  小 笠 原 河內守 

大久保 筑前守 

同 能 登 守 

in, 田 肥 後 守 

室賀 甲斐 守 

今度 慶喜 舉， 欺，， 天朝？ 反狀 明白、 旣に 兵端 を 開 候 


戊辰 日 ぶ 
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候 御 見込と は、 思召懸 もな き 朝廷 之 御 評議 有 趣 相 

聞 へ 、左様 之 御 折 柄、 御 一 量 見に 而、 强而御 勇 返 被， 遊 

候 は、、 是迄御 周旋 御盡カ 御翳枘 齟齬、 御行 屈 無， 之、 

遂に 今日 之 世態に 立 至 候 を、 御 憂 慚之餘 り、 最早 風雲 

之 世途 を 御嘉ロ 被， 遊 度との 御 趣意 は不 n 相 賞； 却而 

德川氏 之御爲 に、 何とか 思 召 も有レ 之、 御歸國 被，， 仰 

立， 候樣、 朝廷 之 御 嫌疑 を 被 J^, 受候而 は、 多年 朝 幕 

之爲 に、 御 心 力 を 被， 爲 候 御 忠腐之 御瑕瑾 にも、 被 

ン爲ぃ 成 候半歟 と、 今更 御殘 念に も 思 召、 且は萬 一 御 表 

樣迄之 御 不都合 等に 可， 被， 爲，， 成候歟 と、 御 心 弱く 被 

レ爲 k 、先 つ 明 曰 之處は 御參內 に而、 無，， 御 異議， 御 奉 

命 被， 遊 候而、 猶御 深考も 可.， 被， 爲， 在との 御 事に 被 

レ爲レ 決た. -、 

〇 同月 九 日、 今朝 御 重臣 壹人 被，， 指 出 - 候樣、 御所よ. 0 

御 達に 付、 酒井與 三左衞 門方铍 U 指 出 ， 候處、 德 大寺大 

納言 殿より 御 達 左 之 通、 

尾 張 大納言 . 

越 前 宰相 

俊 喜 東歸に 付、 一一 上 之 趣 被，， 聞 召 一 候、 將軍宮 御 進 

軍、 華 城を以 可い 爲ニ 本陣， 被 二 仰 出， 候 問、 兩藩 共に 
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迅速 下坂、 城 中 點檢、 可， 舉， 迎 旨 御沙汰 候 事、 

但若々 及 ニ遲々 ー候而 は、 甚以御 不都合に 付、 吳々 

速に 下坂 可い 致 事、 

一、 同斷御 參內被 n 仰 出， 候へ 共、 御所 勞に 付、 御名 代 

右 同人 相 勸候處 、德大 寺 大納言 殿御 達 左 之 通、 

越 前 宰相 

先達 而ょ 所勞に 付、 議定 職辭返 歎願 之 儀不， 被，， 

聞 食？ 今度 更に 被，， 仰 付-候 間、 此段可 二相 心得-候、 

但華城 出張 中、 御 役 前 相 勤 候義、 御 用捨 相 成 候 

寧 

右 御 奉 命 之 御請、 御 家老 代 宇都 勘 解 由を以 被， 仰，， 

上 之： 

一 、右 華 城 之 儀 被 二 仰 蒙， 處、 御所 勞 中に 付、 尾 侯へ 御 

示談 之 上、 爲，， 御名 代， 酒井與 三左衞 門へ 下坂 被，， 命、 

靑山小 三郞、 小 栗 五郎太夫、 御作 事 方 引 纏、 卑 々下坂 

被 n 仰 付？ 小 三郞は 途中、 將軍宫 淀 城 御 本陣 へ 、御 使者 

相 勤候檨 被い 命、 

但尾侯 も 御所 勞に 付、 御名 代 御 家老 渡 邊對馬 守、 幷 

大澤武 五郎、 屮村修 之 進、 梶川橘 介 等 下坂 被い 命 由、 

1 、今朝 巳 刻 過、 千 本彌三 郞御國 許より 大早 1^ に而到 


襟， 候 段、 恐 入 候 儀に 付、 謹 而浪蒂 城 谷へ 相預、 退去 

歸柬に 及 候 問、 右 之 趣 可， 然御執 成、 御 奏聞 有 レ之度 

賴存 候、 

正 2： 七日  御 諱 

尾 張 大納言 殿 

松 平大藏 大輔殿 

右に 付 御 家老 酒 井與三 左衞門 を以、 尾 侯へ 御 指 出に 

相 成、 尾 侯 御 承知に 而御談 之 上、 尾より 成 瀨阜人 }i-、 

御 家よ. 9 酒 井與三 左衞門 夜に 入參 朝、 公卿 之 議定 衆 

迄 被,， 指，， 出 之 T 

一 、昨日 反狀 明白 等 之御發 4- も 有 、最早 御 盡カ之 御 

筋道 も 絕架候 事と 相 成、 此儘 御；：^ 京 被， 遊候而 は、 被 

レ對 n 天下一 御 面皮 も 不レ被 レ爲， 在 御義に 付、 過日 御 辭_ 

表 被 n 指 出^  , 候 御 儀 も 被， 爲 い：：^、 旁 御 直 願 之 上、 御歸 

國可 レ被レ 遊との 思 召に 相 決、 今夕 御參內 可，， 被， 遊 哉、 

明朝 之 方 御 都合 可. k 宜哉 杯，、 御 評議. 、前記 晋太郎 到 

著に 付、 右 御 奏聞 狀御持 參に而 御 參內、 御 奏達之 御 跡 

に而、 御 願 可， 被， 遊との 思 召 も 被， 爲レ在 候へ 共、 尾 侯 

へ御懸 合に 相 成 候 は、、 彼是 夜に も 入 可 レ巾次 策に 

付、 御 參内は E 朝に 被， 決、 御 奏聞 書 は 御 家老 巾 を以、 


被 n 指 出， 候 事に 相 成、 然， 0. 處；^ に 入、 三 岡 八郞返 朝よ 

.=^直に參上、申上候は、今朝參與役所へ出勤之處、 岩 

倉 殿御 逢 被， 成 度との 事に 而御對 面お， 之、 御 申 聞 之 

趣 は 、此 問お 堂 殿 迄 中 達， 股 候 次第、 大藏 大輔殿 には爾 

後 御參內 無， 之に 付、 難 二 申 上， に 付、 段々 延引に 相 成 

候 故、 今： n 八 郞迄御 申 聞 有" 之 由、 抑 奮 臘已來 之御忠 

實御盡 力 は、 満朝 徹底 感服 之 事に 而、 此上德 川 氏 如何 

樣之變 故に 及 候 共、 尾 越兩家 へ は、 德川 氏に 向 ひ戰を 

取らせ 候 樣之義 は決而 無い 之 候、 其 代り 五 畿內之 政 

治、 此比迄 は、 內府公 御 參內之 運 ひに も 相 成 候 は、、 

是迄之 振 合 も 承知 之 事故、 何とか 可 二相 成， か、 實は夫 

を 憑み、 等閑に 致 置 候 姿 之 處， 今 H と 相 成候而 は、 夫 

處之 事に も無レ 之、 追々 之 世態、 一 校 杯 起り 候に は、 不 

取締 之 事に も 候 へ は、 何卒 大藏 殿、 伊 與守被 二 仰談？ 御 

家 來も御 指 支に も 可レ有 候へ 共、 二十 人な. -十人 

なり御；^^出、此所之御政道御収締り之義、 御賴 被， 成 

度との 御內 評に 有い 之、 依， 之 明 n: 辰 刻、 御參內 有レ之 

候樣致 度、 左 候へ は、 兼 而御役 御免 之 御 內願は 有， 之 

候 へ 共、 御 許容 無， 之、 更に 議定に 被. 命 候 御 運 ひなる 

由、 御 內話有 旨に 而、 前記 之 御 落膽、 御 屈 度 被レ遊 


戌 日 


11.1, 百 寸 ヌ 


戊辰 B  as 

晋太郞 申 候 は、 重き 御 奏聞 狀等、 私 式 之 者拜受 仕候義 

は 恐 入御 請 難い 仕、 且 御城 受取 之懷 は、 猶以可 及 □□ 

欉も 無， 之 候 ir 御免被」 卜候樣 申達 候處、 御 奏聞 狀は 

是非共 致 二 持參， 吳 候樣、 御城 之 儀 は 早々 受取人 出 

候檨 可.， 致、 薩長 迫. 9 來候 へ は、 御城 は 元より、 土地 可 

ゾ及二 放火； 左 候へ は 諸 民 之 難儀と も 可，， 相 成 一儀に 付、 

其 處を思 召、 御開 城に も 相 成 事に 候へ は、 此譯合 も、 

歸路 薩長 陣處 へ 、罷 越申說 き、 止 戰之義 申入 候檨と の 

賴之 由、 肥 後 首 藤 某 へ も、 止 戰申通 候義、 賴 有い 之 趣に 

候へ 共、 首 藤 は 戰地罷 越候義 懸念 候 得 者、 京都へ 申 

遣し、 京都よ. 0 指 留に相 成 候樣、 可，， 収計， との 緩 計に 

而、 取 申 間 敷檨子 故、 晋太郞 申達 候 は、 ケ樣之 時節 

候へ は、 成敗 は 難,， 量 候 得 共、 何分 指向 ひ 見 可,， 申 候 

間、 御 奏聞 狀御 一  通 御 渡 被， 下 度、 夫 を 以懸合 可 

ン仕、 尤 御城 之 餞 は、 尾 越より 奏聞 濟、 受取人 指 上 候 迄 

は、 御 受収申 候と は 難 一一 申 上 一と 相 答へ、 御奏 g 狀幷 御. 

寫共 受取 罷歸、 夫 よ. >  支度 相 整 北上 之處、 途中 案外 に 

兵士 等 見 受不， 申、 枚 方 迄 無二 何事， 到着、 彼是 深； 松に 

相 成 候 付、 暫時 休息 罷；： ^候處 、長陣 よ， 0 之 巡邏 六 人 入 

來， - 、通行 之 趣意 等 相；^ に 付、 お 體巾答 へ 、陣所 へ 致，, 一 


案內， 吳候樣 相，， 賴之： 同行して 橋 本驛之 陣營に 至. 9、 

隊長へ 面會、 御 奏聞 狀 爲ぃ 見、 多 宮殿 賴之趣 申演候 

處、 淀 表 仁 和 寺宮御 本陣 へ 申 上候樣 との 事に 付、 同所 

へ 罷出候處、參^^伊知地正治逄對に付、前條申述處、 

尤之 次第 候へ は、 宮へ相 伺 ひ、 思 召 次第に 可い 致との 

事に 而、 慇懸に 慰 勞之挨 後いた し 相歸し 候、 右 等 之 次 

第に 而、 彼是 手間取 之 由 申達、 御 奏聞 書 一 封 指 出に 

付、 伊藤 友四郞 受，， 取 之； 御前へ 措 上、 晋太郞 口上 之 趣 

逐 一 申 二 上 之 r 一  封 は 尾 侯 御 連名に 候へ 共、 先に 御開 

封 被.， 遊處、 左 之 通、 

此度 上京 先 供、 途中 偶然 之 行 違より、 近畿 騒然に 及 

候 段、 不ぃ 得い 巳 場合に 而、 素 舉ぃ對 n 天朝， 他心 無， 之 

段 は、 兼 而御諒 知 之 通に 候、 併聊 た， -共 奉：， 惱，， 蔑 

襟， 候 段、 恐 入 候 儀に 付、 浪擊城 は 尾 張 大納言、 松 平 

大 藏大輔 へ 相 托し、 謹 而東退 仕 候、 已上、 

正 =：  御 諱 

御副狀  、 

此度 上京 先 供、 途中 偶然 之 行 逢よ. -、 近畿 騒然に 及 

候 段不レ 得， 已 場合に 而、 素舉， 對ニ 天朝 一 他心 無， 之 

段 は、 兼 而御諒 知 之： 迎に 候、 併聊 た. -共 舉， 懂こ 11:^ 


御 當務、 御 十分 に 御！^ し 可， 被， 遊、 公 は 素 々 御 隱居之 一 

御身 分に 被， 爲， 在 候 へ は、 猶 又御苒 願に 而、 被，， 聞 食 了 

之 上 は 、御國 元 へ 御 引 込、 山林 へ 御返隱 可い 被,， 遊と 思 一 

召 候 間、 御請 之 儀 は、 被， 任 n 衆議， 候 段、 被 n 仰 出， た： 

1 、 坂 地に 被，， 指 置， 候 荒 川 順 之 介、 今朝 大坂 表出 立、 一 

夜に 入 歸邶、 右 は 昨夕 前內府 公華 城 御明 返き、 火 船に 一 

而御東 下 被， 爲ぃ 在た る 由 之 注進な. 5、 坂 地 寂然、 無人 一 

境 之 如くなる よし、 順 之 介は閽 かり 峠よ. 9 奈良 街道； 

へ 出、 宇治より 淸水を 經て歸 京す、 道路-障 揭 無い 之 由 一 

申 n 達 之？  一 

〇 同 11： 八日、 昨日 之 御請 書、 修理 を以 被，， 指 上； 左 之- 

通、 

昨 七 H 所勞に 付、 爲，， 名代， 家老 本 多 修理 參朝 爲， 仕 一 

候處、 御 書付 を 以御達 之 趣 舉，, 拜承， 候、  j 

正月 八日  松ゅ大 藏大輔 」 

右 御請 書 之 儀、 元より 勤王 一 途之御 方向 之 33、 可い 被， 一一 

仰 上， 事に 候へ 北 r 當節 柄、 ず：： 一 坂 地 追討 杯 被 候 節 • 

は 、御 名義 上 に お ゐて、 御 斷り不 い 被 二 仰 上 _ 候而は 不，, 一 

相 適， 候 得 共、 夫に 而は、 又 御請 之 御 趣意と 齟齬 之 姿 _ 

戊辰 日 Si  i 


に而、 被 二 仰譯， 無， 之檨 可， 一 相 成 T され はとて、 御 推察 

を以 未然に 被 二 仰 置， 儀 も 難， 被， 成、 彼是 御 困^ 之 御 

譯 合に 而、 唯 何となく 御 承知と 計、 御請に 相 成 候 は、、 

御 趣意 不分明 故、 定而 御尋も 可い 有い 之 候 へ は、 其 節に 

至. - 勤王 一 途は 勿論に 而、 申 上る 迄 も 無レ之 候へ 共、 

御用 之 次第により 、相 願候義 も可レ 有い 之と、 夫と なく 

御 答 撒に 相 成可レ 然との 御 評議に 而、 御請 書 出來、 修 

理持 參罷出 候處、 非藏人 を以、 書付 有い 之 候 は、 指 出 

候樣 御沙汰に 付、 即指上 候處、 書面に 付、 申 上 候義は 

無レ之 哉と 御尋に 付、 書面に 付 申 上 候義は 無，， 之 候へ 

共、 書面に 付 御尋も 御座 候 は、、 御 答申 上 置 度 儀 有 

趣 申 上 候處、 左様 候 は 、最早 御用 無い 之、 萬 里 小路 

殿御 落手 之 段、 非藏 人を以 被，， 仰 聞， 候に 付、 其 儘 返 散 

仕 候 趣、 修理 罷歸申 上、 

1 、此 H 午後、 坂 地に 罷在候 岡 本 晋太郞 、罷歸 .OS- 上 候 

次第 は、 昨 七日 御城よ.^ 申 來り罷 出 候處、 御 目 付 妻 木 

多 宮殿 逢 對に而 、昨 六日 上樣 御城 御 E 返き に 付、 尾 越 

兩 侯へ 御 托之御 奏聞 狀、 幷御 書有レ 之に 付、 兩家之 衆 

へ 可 二相 渡， 所、 尾 邸に は 一 人 も 詰 合無レ 之に 付、 晋太 

郞へ被 二相 渡 一由、 0:^御城も引渡被^5.度との事に付、 
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追討 被 二 仰 付， 候、 兵端；： Lj に 相. 開 候 上に、 速に 賊徒 御 

平 治、 萬 民 塗炭 之 苦 を 被,， 爲ぃ救 度 叙盧候 間、 今般 仁 

和寺宮 征討 將軍 被レ任 候に 付而 は、 是迄偷 安 怠惰に 

打 過き、 或は 兩端を 抱 候 者 は 勿論、 假令 賊徒に 隨 

ひ、 譜代 臣下 之 者た. 0 共 、悔悟 憤發、 爲，， 國家ー 籤， 忠 

候 志 有い 之 輩 は、 寬大之 思 食に 而、 御 採用 可い 被レ爲 

^在 候、 依 二 戦功 T 此行末 德川家 之 儀に 付、 歎願 之 儀 

も候へ は、其筋にょ，.^御許容可ン有ぃ之候、然るに此 

御 時節に 至.^、 不ぃ 辨，， 大義？ 賊徒と 謀 を 通し、 或は 

潜 居爲， 致 者 は、 朝敵 同様、 厳刑に 可,. 被" 處候 間、 心 

得 違 無い 之 樣可レ 致 事、 

徂 征討 將軍を 被， 置 候 上 は、 即時 前件 號 4= 可， 被 

レ發は 勿論に 候 得 共、 猶 旗下 組：； 恭之 徒、， ぼ蔽 愛に 

至 b 候 事 哉と、 彼是 深 锺之思 召 を以、 御 遲延之 

處、 三 H よ. 0 今 七日に 至り、 坂 兵 H ：々 雖，， 敗走-益 

. 出兵、 吳々 不 爲ぃ得 i、 斷然 本文 之 通 被，， 仰 

出-候、 各藩 陪臣 吏卒に 至る 迄、 方向 を 定め、 爲， 一 

天下-奉公 可. 有 ^ 之 事、 

右 相濟、 倉 殿御 演 說^, 之 趣 は、 如， 斯 被，， 仰 出， 候 上 

に而、 歸國致 度 向 は 歸國、 大 坂へ 罷 越度 向 は 可，， 罷越： 


i 十二 

又 勤王 追討 之 向 は 其 通り、 何も 方向 を 定め、 明 n: 辰 刻 

迄 に 、及，， 御請 ， 候 樣御申 渡せい 之、 畢而又 被， 申 候 は 、 

是迄は 朝廷 之 御爲、 何卒 慶喜 改心 反 正 有 候樣 にと 

存じ、 蔭な から 稲々 及 二 周旋， 候 儀 も 有 所、 今日 之 

姿に 立 至候而 は、 朝廷へ も 無，， 申譯； 深く 舉ニ畏 入， 候 _ 

と、 改而 宮様へ 御演達 有い 之、 是ょ b は 決然 方向 を定 

め、 勵精 可， 仕 は 勿論との 事に 而、 又 是は事 巳に 去. o 

たれと もと 御中に 而、 德川氏 奏聞 狀を、 列 坐 之 上 腐 へ 

御 渡 有 、此時 久我中 納言殿 被， 申 候 は、 何も 朝家 之 

御爲 早く 可，， i 女， 襟； 且は 蒼生 之 塗炭に 不っ M 樣と 

の 御 配慮に 出 候 事 候へ は、 聊不ぃ 及 n 御 顧 念 I 儀、 御念 

入 候 事に 候、 只今 後之處 は、 御 互に 今 H 被，， 仰 出-候 御 

號< ^を 奉し 、北つ し 盡カ致 候より 外 無 VM  、是迄 之 儀 は、 

御 心配 無， 之樣、 御 挨拶 有い 之 由、 . 

1 、今日 之 御 次第、 修理 罷歸申 上 候 付、 被い 及， >  御 評議， 

候處、 御請 之大體 は、 勤王 之 外 別儀 可レ 有.. 之 樣も無 

レ之 候へ 北 r 尙紛々 之 議論 も 有， 之、 公に は、 前 H 御辭 

表 被 二 指 上 一^ 御 趣意に 而、 今： 史と相 成候而 は、 最 卑 御 

方向 御収失 ひ、 朝廷 へ は 素より、 世間 へ 御： 曲目； 之、 

迚も 御：： 京 は 難,， 被， 遊 E-^ 召 候へ は、 勸王は 御 表樣之 


レ盧 候、 昨朝 奈良元 作 を以、 三：：： 已來之 景况 申達 候 

後、 浪華より や 根雪 江 書 狀到來 、且 從，， 內府 公， 御奏 

聞 書、 幷 列藩 之 御 布告 相 廻り、 拜 見いた し 候、 右 は 

乍, 恐 御尤御 趣意 之 樣には 候 得 4=r 全體從 ニ公邊 I 兵 

隊御指 登せ、 其 外 御 不都合 之廉々 も不 ぃ少、 間然な 

しと 難 &.、 從 n 朝廷 一之 御所 置 御 命令 も、 可 Ji なき 

に 非す、 臣子之 身分 恐 多き 事な から、 憤 思に 堪兼候 

義も不 レ少、 唯今 之 形勢に 而は、 如何と も 不レ可 レ爲、 

矢 張 元 作を以 申達 候 所存に 而、 幾重に も、 盡カ不 行 

屆之所 を以辭 職、 御 譴責 奉，， 懇願， 之 外 無， 之 覺悟候 

間、 於 二 國許， 邊御 布告 等 之義に 付、 萬 一 議論 鼎 沸 

致 候 共、 此 地之景 不，， 詳 惑より、 畢竟 事 起り 候 故、 

我等 之 所存 如い 此候 へ は、 足下 之 進退 も 亦 天下 之 公 

論 を 被， 待、 至 當之所 置 有 "之 度、 只今 之處ー si: 一  不都 

合に 而は、 千載 之 笑と 存候、 此趣、 議論 申出 候 者 有 

レ之 は、、 直 論 鎭定尤 に 候、 右 之 趣 及 n 陳啓， 候 也、 

正 EJ 六日  御 名 

越 前 守 殿 ， 

一 、此日 於 n 坂 地？ 佛國 公使 登城、 御應接 有， 之、 相濟返 

城 之 後、 伊賀 守 殿 公使館 f お 旅館へ 被，， 罷越： 夫より 


無， 程 內府公 佛國火 船 へ 被， 召、 御 東 下 被， 遊 候 由、 

〇 同月 七日、 今日 議定、 參與、 在京 諸侯 等、 申 刻 揃惣參 

內 被：， 仰 出： <ん 御所 勞に 付、 爲，， 御名 代， 本多修 It" 被，， 指 

出， 候處、 於 n 小 御所 二 同 揃 之 上、 帥 宮御讀 渡 之 御 書 

面 如い 左、 

德川慶 喜、 天下 之 形勢 不 ^ 得い 止 を 察し、 大政 返上、 

將 軍職 辭退 相頋に 付、 朝議 之 上、 斷然被„聞<2^候 

處、 只 大政 返上と 申而 巳に 而、 於 二 朝廷， 土地 人民 

御 保ち 不， 被， 遊候而 は、 御 塾 業 難；， 被， 爲ぃ立 候に 

付、 尾 越 二 藩 を以、 其 實効御 訊問 被， -遊候 節、 於二麋 

喜， は 奉 二 畏入， 候 得 共、 麾下 幷會桑 之 者 共 承服 不 

レ仕、 萬 一 暴擧 可，， 仕 哉 も難レ 計に 付、 只管 鎮定に 

盡カ仕 居候 旨、 尾 越より 及，， 言上， 候 間、 朝廷に は、 

慶喜眞 に 恭順 を 盡候樣 被 二 思 食： 旣往之 罪不レ 被， 爲 

ン問 、寛大 之 御所 置 被 二 仰 付， へ き 之處、 豈圆 らん や、 

大坂 城へ 引取 候 は 素より 之詐 謀に 而、 去る 三日 麾 

下 之 者 を 引率し、 剩 前に 御 暇 被 J 、退 候 會桑を 先鋒と 

し、 闕下を 奉い 犯 候 勢、 現在 彼よ..^ 兵端 を 開 候 上 は、 

慶 喜反狀 明白、 始終 奉い 欺 二 朝廷， 候 段、 大逆 無道、 

最 I 十 於 二 朝廷， 御 宥恕之 道 も 絕果、 不， 铍：， 爲 レ止 


背 候 故、 無二 是非， 引 戾し、 兩條共 上達 難， 仕、 彼是" lg 

心罷在 候內、 仇視之 向より 追々 兵端 を 開き 候に 付" 

不レ得 n 止 事， 戰 之 次第に は 相 成 候 へ 共、 被， 對，： 朝 

廷， 候 而は皇 國之爲 、忠勤 之 3：11 趣 は 有， 之 候 得 共、 聊 

叛逆 之 意志 無， 之 儀 は、 建白書 面に 而、 現 然昭著 之 

事に 御座 候處、 建白 難， 達、 事 機 及，， 錯亂， 候より、 

不， 圆 朝敵 之 汚名 を 被 二相 蒙， 候義、 德川 支族 之臣子 

に収 り、 何共 殘念 至極 之 次第に 而、 憤 歎 難，. 忍 仕 合 

に 御座 候、 尤 朝廷に おかせられ 候而 は、 干戈 蘗發之 

形迹 を以、 速に 御 征討 之 御手 配、 被， 爲， 在 候 御 儀 

一 は、 乍 レ恐御 至 當千萬 之 御 儀に 而、 今日 迄 は 實に恐 

入縮入、屛息仕居候義に御座候^3^、前書建白奏上に 

も 相 成、 德川殿 用兵 之 始末 も 分明に 相 成 候 上 は、 

手元に 於て 一 段 之 過失 は、 今 页可， 一 取 返 一方 策 も 無，， 

御座 T 恐 入 候 次第に は 御座 候へ 共、 是 迚も 德川 氏よ 

. ^兵端 を 開き 候 筋に も 無い 之、 事不レ 得.， 止に 出 候よ 

り、 起り 候. 趣に も 候へ は、 何卒 此儀 は、 祖宗 巳來聖 

化 を輔贊 し、 皇國之 生靈、 二百 餘年 干戈 之 患 を 忘れ 

候 動 功に 思 召 被い 爲ぃ 換、 朝敵 之 罪名 御 除き 被 こ 下 

置 T 王政 御 一 新、 惣而 正大 公 明 之 御所 ， 故 被， 爲， 在 
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候 御 折 柄に も 候へ は、 雪冤 之 御 公議 相 立、 支族^ 從 

之 歎訴、 御 聞 屈に 相 成 候檨、 武門 之 意地、 情 

懷、 深く 御 憐察被 二 成 下？ 可，， 然御奏 達 被 n 成 下， 候 

樣、 偏に 以顚上 候 に 御座 候、 已上、 

日  家來共 

右 書面 を以、 尾 侯 へ 御 談之御 評議 之處、 靑山小 三郞返 

朝に 而致 n 出勸： 此義を 承 申出 候 は、 今日 朝廷 之 御 

模様、 德川氏 之 黨類は 勿論、 惣而佐 慕 之 二字 を唱 ふる 

者 は、 不レ論 二 是非-朝敵々 々と號 し、 可,， 及ニ應 倒， 勢に 

而、 已に 明日 は 惣參內 に而、 朝敵 追討 之 大號令 も、 可 

レ被， 發御檨 子に 有 、左様 之 最中へ、 か ゝる御 書面 

出候而 は、 御 趣意 之 可否 は 指 置、 朝敵 御荷澹 とか 申 事 

に 相 成、 如何 檨之御 災難 も 難い 計 候 得 は、 今 暫時 勢 御 

見合せ、 御强願 等に 相 成 候 は、、 必定 朝敵 之 部類に 可 

ン被二 加入 I と、 御 諫止 申 上に 付、 今日 之 處御猶 豫に相 

成、 

一 、今日 御國 表へ 飛脚 被 n 指 立？ 御 表 樣へ被 &| 御 直 書 

左 之 如し、 

方今 之 形勢 不，， 容易； 干戈 頻動、 皇國之 安危 は 勿論、 

宗家 之存. U 此 秋に 迫り、 實に 苦心 難， 堪、 リ夜 令レ惱 


困難 之 極、 社 禝颠沛 之 際に 至れる を、 手 を釉 にして 傍 

観す、 其 信其義 何れ 之 地に ある、 何 之 面目あって、 德 

川 氏 之 君臣に 見 ゆ へ き、 何等 之 鐵而皮 あ つて、 世間 之 

義人に 對す へき： 一 正議 如， 此は候 得 共、 即今 御手 出し 

之 被， 成 方 も 無い 之 候へ は、 御 國家を 被 二 指 上： 高 野 御 

登山 も 御至當 なる へき 歟杯、 公 を 舉レ初 、要路 之 面々 

心膽を 吐き、 御 評議 有レ之 候へ 共、 前途に 判然たる 御 

定 H ルも立 兼 候に 付、 當前之 救い 急、 朝敵 之 汚名 を 被レ除 

候檨、 尾 侯 被 ニ仰談 (朝廷 へ 雪冤 之 御强願 可， 然との 御 

決議に 而、 御 出 來に相 成 御 書収、 幷 御家來 共より 之 歎 

願書 如い 左、 

德川 〇〇、 今般 之擧、 朝敵た るの 故 を以、 征討 將軍 

を も 被， 命 候に 立 至 候義、 支族た る 〇〇 に ぉゐて 

も、 誠 以不， 堪 n 恐悚 悲歎 之 至， 舉， 存 居候 處、 昨夜 

11^ 田 大和 守より、 別紙 之 通り、 今朝 奏聞に 相 成 候 

3ni に而、 寫 一 通 相 廻し、 且右 建言 之 趣、 幷 無，， 5« 上京 

に 付、 爲 n 先 供， 一 一 大隊 之 兵士、 1 1 條 城迄爲 n 指 登 置， 

候 段、 去る 三 H 朝、 瀧 川 播磨守 を 以奏達 之 積に 御座 

候處、 右播. 、於：， 四ッ， 薩藩 之衞 兵に 被 n 指留： 一 

建言 上達 難レ 仕、 {4! 敷 引返し 候而已 ならす、 仇視 之，： 1： 一 

戊辰 日吲 


より、 追々 兵端 相 開ら き 候に 付、 不，得，，止事，ハ1^鬪 

に は 相 成 候へ 共、 奉， 對ー： 朝家； 一 點逆 意之 念： m 無，， 

御座， 段 は、 建白 之 表に 而も 分明に 御座 候、 然る 處 

事情 行 違 ひ、 趣意 徹底 让兼 候より、 不， 圖 不臣 之 罪 

名 を 蒙 候 • おは、 祖宗 以來 之寸忠 も、 今日に 至って 烏 

有に" £g 候義、 支族 之 身上に 取 候 而も、 罔 極 之 痛 歎に 

御座 候 へ は、 何卒 右 等 之 次第 其 御 憐察之 上、 至 仁 至 

公之 御憐恕 を以、 朝敵 之 惡名御 除 削 被 二 成 下 置， 候 

樣、 偏以 舉，； 歎願， 候、 是等之 趣、 朝廷へ 宜御 執奏之 

程、 所 二 仰冀， 御座 候、 以上、 

月 日 

德川殿 今般 之舉 動、 朝敵た る 之 故 を以、 錦旗 を以御 

征討に 被 レ爲ン 及 候 御 場合と 相 成 候義、 德川 ほ 子に 

至る 迄、 恐懼 錯愕不 レ知ッ 所 レ措罷 在 候處、 戸田 大和 

守 方よ， o、 今朝 奏聞に 相 成 候 由に 而、 德 川殿逮 白、 幷 

不日 上京 之 先 供 1 一 大隊、 條城迄 被 n 指 上せ ， 被， 置 候 

段、 去る 三 H 瀧 川 播磨守 を以、 被レ 及，， 奏聞， 積に 御 

座 候處、 右 播磨守 於，， 途中； 薩藩之 警衞に 被，， 指留， 

一 候に 付、 品々 掛合 有,， 之 候へ 共、 約る 處^ 論に 及 候 

一 より 外に 無レ 之、 左候而 は、 建白 哀訴 之 趣意に も 相 


戊辰 B   

付、 右 寫御內 々被：， 遣 3:1、 御 厚情 奉 二 感謝， 候、 即拜見 

仕 候處、 内 府公御 胸屮、 御 互に 舉二遙 察， 候 通に 而、 

泣血成動仆候、彌以昨朝總裁宮御發向之義、僕參_^^ 

に 居候 而不 行屆、 容レ 身に 無， 地 奉， 存候、 乍， 併 かく 

て 有へ きに 無二 御座， 故、 尙明曰 八 時よ. り 九 時 比 迄 

に參 上、 御 相談 可， 一 申 上？ S 江 へ も 逢、 可， 承と 奉レ存 

候、 只今 歸宅、 匆々 如い 此 御座 候、 頓首、 

正 月 初 五 第 八 時  宗 城 

越老明  <ム 

〇 同 月 六日、 今 曉於ニ 御所？ 九 門外 公卿 方、 穴 門 有， 之 

分、 警衞之 儀 被，， 仰 付， 旨、 久世 中納言 殿御 達 之處、 

御 人數少 に而、 三十 四 家 不レ殘 は 御 持 被， 成 兼 候に 付、 

下立賣 御門より 寺 町 御門 迄 之 間、 十四 家 分 御 持に 相 

成、 

一 、 此日於 二 邱內， 御 評議 有， 之 候 は、 前内府 公い また 

橋府 御；：^ 第 之 比よ. 9、 王事に 御賢勞 あって、 先 朝に も 

御 依賴思 召されし 事 は、 擧世之 所， 知に 有レ 之、 大 統御 

繼 承已來 は、 猶更輦 下 御 滞在 に而 、専ら 可， 被， 爲レ 安，， 

哀衷 一と、 被 i 一一 御 忠貝？ 當 朝と 被， 爲， 成候而 は、 別而 

御幼冲 にも 被， 爲レ在 候へ は、 殊更 都下 之 安穏に して * 
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皇國 之泰： 牛な らん 事 を、 御 一 身に 御 引受、 日夜 御 焦 思 

之 事に 候 ひし かと、 宗家 御 衰運 之 秋と も 可 レ申歟 、尊 

王攘爽 を 名と して 蟄懷 を暢 へ、 私愤を 快く せんとす 

る 過激 不逞 之 徒、 逐レ年 而滋蔓 に 及 ひ、 縉 紳を您 通し 

て、 官武之 不和 を， 煽き、 騷 亂を釀 成し、 勢 不ぃ可  >  治に 

立 至りし により、 前 內府公 多年 含 菩之大 謀 大英斷 を 

以、 時機に 投し、 政 權を御 奉還 有， 之、 政令 一 途之全 策 

を 建議し 給 ふ處、 廇堂之 暴論 是を 時と し、 降 官削地 之 

事 を 以て、 大に德 川 氏を窘 迫せ しむと い へと も、 前內 

府公强忍恭順之^^意、 暗に 其 施 謀 を 折き、 吾 老公、 尾 

土兩老 侯と 共に 之 を 輔贊し 給 ひ、 諸 藩 之 有志 附 尾し 

て、 翼 戴 周旋 之 カを盡 し、 扶持 顚複之 時、 已に來 るに 

垂 として、 舊 ia| 忠淺盧 失策、 會桑之 顽愚强 暴、 頓に妄 

勸を發 し、 功 を 一 簧に缺 き、 今 =0 之 形勢に 至って は、 

前 內府公 を亂臣 賊子と して、 朝敵 追討 之 錦旗 を飜 す、 

此 時に 當 つて、 內府 公之 汚名 を 雪き、 多年 勸王之 意 

を眞實 にす る 事 能 はす、 徒らに 虛名を 負 ふて、 華 城 

に 敗 死し 給 ふ を 座視 せんとす、 悲憤 慘痛、 牙 折れ 举摧 

く、 鳴 呼 1 1 百餘年 幕府 之 親 に 誇て、 威 を 天下に 振 ひ 

給 ひし 御當 家に 於て、 休 を 供に して 戚を 異にし、 宗家 


土 越 尾 
州 前 州 


戊辰 日 Si  sle 七 


本 を 過き、 科 村邊に 至る に、 砲聲 大小 交 も 聞へ て、 

霧晴れ、戰の漸く始.-たるを^^i-ゅ、堤上を奔走往返之 

兵士 あ b  、馬 を馳 せて 歸り來 る 斥候 あ、、 前途の 砲聲 

漸く 盛ん なれ は、 舟 子 恐れ 舟 を 進る 事 を肯ん せす、 依 

レ之村 端に 上陸し、 兵士に 問 ふて、 道 を 八幡 山の 麓に 

取， o、 八幡 丁 を 過て、 數丁 にして 會藩之 大野 英 -isl か、 

今 j 人と- a- を 並 へ て 出陣せ るに 逢 ふ、 彼 云、 淀より 以 

北 砲戰尤 んに し て 、伏 見 堤 上亦爾 り、 勝敗 未レ 決、 唯 

願く は 一 刻 も 早く 歸 京して、 盡カ せん 事 を 庶幾す る 

由 を 言 棄て過 行きた.^、 此 頃に 而は、 淀川 以北 之 大小 

砲 戦 猛烈 を 極め、 森 然地を 動かし、 烟 天に 漲る、 八幡 

山に 會兵 砲蠆を 築て 屯 集せ り、 放 生 川邊に は、 宫渾藩 

守 衞之關 門 あ..^、 是を過 候、 堤 上 を 行く、 束 軍 之ニ大 

隊に逄 ふ、 未 刻 過き 木 律 川 を 渡り 新田 村に 至る、 途中 

淀邊之 放火 を 3- む 、此頃 に 至って 砲聲 漸く 稀な り、 未 

半 刻 頃 新 S 村 之 民屋を 憑み 午 飯 を 吃し、 夫よ b 宇治 

川 を 渡り、 小栗粞 より 栗栖 野を經 て、 汁 谷 越より 淸水 

へ 出、 慕 時 過 着 邸せ り、 直に 御前へ 出、 坂 地 之 事情 申 

上、 御 直 書 指 n 上 之： 御拜 披之處 左の 如し、 

奏聞 之 次第 は 有， 之 候へ とも、 絷穀之 下にお ゐて、 


干戈 を 動かさ 、 る 様、 兼而 兵隊 之 者と も へ 、申 諭 S 

候 得 共、 彼よ. - 巳に 砲 發之上 は、 此之上 形勢 心配 致 

候 間、 吳々 も 鳳輦 守護 被.， 致 候義、 厚く 御賴申 候、 

已上、 

御 諱. 

薩州 

宇 和 島 殿 

細 川 

正月 四 ：》 八字認 

御 老中より 田 殿へ 之 御 封 物 は、 鹿 之 介 を以、 5, 田 殿 

へ 指 出處、 御 同人 被 候 は、 御 奏聞 狀は 、織 川 播州 大 

垣 之 藩士に 托し、 今朝 相 達せし 故、 封 之 儘暖に 朝廷 へ 

被， 一指 上， 由、 仍 vN 雪 江持參 せし は、 重 復に相 成に 付、 

田 殿 手元に 被 _i 預徵， 段 被，， 申 聞， たり、 右 內府公 御 

直 書 尾 侯 へ 御 廻し、 御 拜見之 上、 御 連名 之 御 方々 へ 御 

廻 透 之義、 御 直 書を以 被，， 仰 進？ 外 諸侯 へ も、 御 直 書 を 

以御寫 被い 遣處、 豫老 侯よ. -之御 返書 如ン 左、 

拜讀 云々、^ 雪 江 第 六 時 歸着仕 候 由、 永 支よ.^ 內府 

一 公之 御 直 書 相 渡 持參に 付、 御 拜見之 上、 尾へ 御 廻 

し 故、 何れ 尾より 追々 順 達 可 二相 成， 候 へ 共、 事 急に 
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に 仕 立 、被，， 相 渡， に 付 受，， 収之？ 退出せ し は 半别頃 

な. 9  、 此節 淀川 船留 に而、 通 船 無， 之に 付、 御 目 付 根本 

殿 指 闘に 而、 四 藩 之 分 は、 舟^ 所より 印鑑 を 出され 

た.^、|ひ江は昨"化^1}はたる船に而、酉半刻ぉ發船せし 

かと、 乘棄 たる 大船なる 故、 船脚疾 からす、 五 n 曉货 

半 刻 比 、漸くに して 枚 方に 至れり、 . 

一 、雪 江 返 出 之 節、 御城 中の 口に 而、 土 老深尾 に 逢 

ひ、 引 入對談 する に、 印鑑 を 持た さ.^ し 故、 御門 所に 

而 手間取、 及， 一延 刻， たるぬ、 城 中 之情狀 物語、 共に 大 

息して {<1 敷 返 出せ.. >、 

〇 同月 五日、 一 昨 ：》 已來之 形勢 爲，， 報知？ 奈良元 作 急 

飛に 而、 御國 表へ 被レ 遣、 今曉 出立す、 元 作へ 御 渡に 相 

成 候、 御國表 へ 申 上 之 御 趣意 御 嘗如レ 左、 

舊獵 九日 巳來、 從，， 朝廷， 內府 公へ 御內 沙汰 之 儀に 

付、 不レ 及な から 輕レ 生、 不， 1 容易 If^ 力いた し、 尙御 

下坂に 付 而も、 粉骨碎 身、 其 後 從，， 朝廷， 御沙汰 被 

レ爲， 在に 付、 廿五 = 下殿、 華 城へ 罷出、 內府 公へ 言 

上、 御猜相 成 故、 晦：： ： 歸京、 直に 復命 も 致、 其 上 追々 

骨折、 何卒 御 上洛 御參朝 迄も盡 力、 次第に 順境 相 

運、 朝廷. M も 御 都合 宜相 成樣子 之處、 去る せ 五日 江 
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戸；；^ 騷亂之 儀 相 聞へ、 華 城 麾下 之士 生ニ大 沸騰， 候 

檨 子に 而、 俄に 御 上洛 之 風聞、 會桑等 先鋒に 而、 伏 

見 迄 上り 來り、 就， 是も 一 昨よ.^ 十分 之靈カ 致し、 

奪 江 も 下坂 申 付 候 位 之處、 昨 三： n 夕よ. >  、伏 水 兵火 

起， り、 遂に 干戈 勸き候 形勢に 而 、不二 容易， 御大 事、 

巳に 喪 亂に及 ひ 申 候、 右に 付、 昨夕 參朝 いたし、 帥 

宮 御始、 議定 參與 列席へ 罷出、 是 迄不レ 及な から、 

以 二 不肖， 盡カ仕 候處、 遂に 今 U 之 喪 亂に相 成 候、 全 

く 慶永盡 力 之 不行屆 故と、 奉 二 恐 入， 候に 付而 は、 議 

1^ 職 奉， 辭、 其 上 如何様 之 御 識責相 蒙 候 共、 舉 二せ 

. 受-候 3111、 御 直に 言上 仕 候、 書付 も 差 出 候、 右 之 趣意 

に而、 何分に も辭職 勅許 奉，， 懇願， 候 旨、 此上願 出 候 

事に 而、 最早 世人へ も 面目無 v^、  も 相勒候 所存 

毛頭 無.， 之、 事に 寄 候 得 は、 所勞 にも 有レ 之、 旁樣子 

• 見 計、 御 暇 も 頗出候 積. 9 に 候、 此段國 許へ 早々 罷 

歸、 越 前 守へ 可 二 申 聞-事、 

ず- =： 四 H  御 諱 

一 、今朝 六ッ時 前、 雪 江 枚方發 船、 橋 本 砲 臺之邊 に 至 

るに、 朝霧 之內 に、 稀に 小 砲 聲を遙 聞す、 砲 臺に旗 を 

一 建、 人數を 配. 9、 形勢 異常な， 5、 怪 みなから まに 船、 橋 


と 被， 怪候而 は、 此節柄 生 人 迄 も 不都合 相 成候而 は、 

迷惑 仕 候 間、 此儀は 御 奉.， 願 度 候、 愚 按を申 試 候へ 

は、 御用 狀成共 御 化 立、 肥 後 家老 溝 口 孤雲 罷出 居候 へ 

は、 此方 へ 御 托し 被い 成候而 は、 如何 有 へ き 哉、 外 

藩 之 方 嫌疑 も 有 X 之 間 敷と 申談 候處、 如何様、 其方 も 

可レ然 かと 承引な り、 雪 江 又 申 候 は、 扭ケ 樣に舉 破れ 

に 相 成 候 而之御 策略 は、 如何 候 哉と 詰り 候處、 誠に 不 

意に 出た る 事故、 15{ に 術計 無， 之、 上 樣も殊 之 外御當 

惑、 隨而 何れも 無策、 如何 相 成 可レ然 哉との 模様に 付、 

乍レ恐 夫に 而は御 濟被レ 成 間 敷、 萬 一 御 人數等 勢に 乘 

し、 螯 下を騷 かし 候檨之 事に は、 相 成 申 間 敷 歟と申 候 

處、 其 處は念 を 入れ、 每々 嚴敷申 越 候 事故、 決 而其氣 

遣 ひ は 有 レ之間 敷 候へ 共、 ケ檨相 成 候に 付ても、 猶更 

御 奏聞 之 筋、 行 屈き 候 筋 有い 之 間 敷 哉と、 頻に垂 問^ 

レ 之に 付、 今日は * 合せ、 外 藩 四 家 之 家老 典、 登城 致 候 

箬に候 得 は、 猶又申 合 見 可 vffl- と 申達、 返 座せ り、 _r 

一 、即劍 頃 溝 口 孤雲、 藤堂歸 雲、 十 時攝律 登城、 控 所に 

ぉゐて對談之處、孰れも昨^^中に着坂、少々っ、遲速 

は 有 候へ せパ、 途中に 而砲聲 火光 を 見開し、 不レ可 

レ救之 勢と 相 成 候 を 知り、 愕然 失， 措而已 ならす、 於，， 

戊辰 日 Si  1 


坂 地 - 昨夜 之 御 布 吿を拜 見し、 苒度 吃驚、 駟 難 "追 次 

第と 相 成、 挽回 之 道 絕染 たる は、 四 人 同 歎 之 至に 而、 

猶此 上に も、 御 名義 之 可， 相 立， 條理 可， 有， 之 哉と 、整 

額 議論 致 試 候へ 共、 更に 開 叫 之. R 策 無 、當 惑罷在 

內、 三老之 面々 へ、 追々 閣老初 諸 有司 對談は 有 候 

得 共、 滿 城拂， 地 之 無策に 而、 唯御赛 問之赏 通、 或は 前 

途之 意見 垂問之 外、 一之 定論 も 無， 之に 付、 三老 もま 

以 慨歎 を 極め、 即今と 相 成候而 は、 惣而 一 點之 見込 も 

無レ之趣申達、申刻頃ょh^逐々に返去せh^、孤雲へは、 

御 奏聞 書 傳達之 儀 を、 賴談有 候へ 共、 御 家門 之 方 

可 レ然趣 申立、 不レ及 二 御請 一由、 

一 如い 形 兵端 已に開 之 上 は、 四 人. 歸路之 通 塞難レ 計に 

付、 孤雲 は今靱 伏！^ 邊之 形勢 爲，， 取調？ 家來指 遣した 

る 故、 歸報之 次第によ b  、歸京 之 見込 を 立 候 積 之 由、 

歸雲も 同様、 前 路見分 之 者 指 出 候 由に 候 得 共、 雪 江 は 

十 里 外 之 消息 坐 待 も 焦 思 之 至 に 付、 いつれ 之 道に も、 

支度 次第 發船、 淀邊 迄翅. -、 其 上に 而進. 可，， 相 決， 

と、 其 段 永 井 殿へ 及， 一中 談， 處、 左 候 は、、 是非共 御奏 

閔狀幷 御 度 書： H ハ持參 致？. 1^ 候 様との 事に 而、 酒 井雅樂 

頭 殿、 板 倉 伊賀 守 殿より、 III 田 大和 守 殿 迄 わ 之 御用 狀 

Inlaw 
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更に 不二 相 立， 事と 相 成、 窃に浩 歎 之 外 無， 之、 加， 之此 

地 之 近. „ ^を 聞 くに、 専ら 伐 薩之御 催に 而、 朔日 已來、 

御 人 數も逐 々御 繰 出に 相 成、 市中 居 民家 財 取 片付、 老 

幼 所 緣之田 < ^へ 指 遣し、 丁壯計 居留 之 由、 又 昨夜よ b 

薩邸 火攻之 聞へ 有 v^、 嚴重之 御手 配に 而、 彼方 角殊 

之 外 騷ケ敷 杯 物語 罷在 候內、 忽然と して 地雷 1 ー發、 屮 

の島邊 □□□ 衆人 驚愕 色 を 失す、 是 必す薩 邸なる へ 

しと、 機上よ. 0 望む に、 果して 薩 邸に 當， 0 失火せ. o、 

後に 聞く に、 薩 邸に 而は、 勢 ひ遁れ 難き を 知り、 昨日 

來 老幼 を 爲，， 立 退 T 諸 具 を 他所へ 搬 ひたる 後、 火樂を 

以て 自燒 せ. 0 とす、 如レ斯 形勢に 而、 人心 之悔々 たる 

事、 譬 るに 物な し、 

一 、今朝 卯 刻 雪 江 登城、 永 井 殿へ 逢對、 申陳候 は、 咋； = 

下坂 之 途中、 伏 見 之 火光 を 見候而 は、 爭端已 に ひら 

け、 百端旣 往惣而 無益に 屬し候 得 共、 下坂 之 旨 趣 も 一 

應は申 上、 乍い 恐 御機嫌 を も 奉い 伺、 且 即今 此地 之御樣 

子 も拜承 仕度， i 及，， 登城， 候 段 演，， 達 之； 朔 日已來 京都 

之 事情 中 述候處 、永 井 殿 も 大息 颦 3r,g 已に而 、拆々 遣 

慽千 萬な りとの 挨桜 にて 、被，， 申 聞， 候 は、 此間老 御 

下坂 之 節、 御請 之御廉 もお,. 之、 京地より 之 御 左右 次 
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第、 御上 京 之 御 積 故、 其 節 御人數 多分 被 二 召 i^, 候 も 如 

何に 付、 御先 供と して 1 一 大隊、 大久保 生 膳 正 引 纏 出立 

被レ 命、 且瀧川 播磨守 を以、 別紙 御 奏聞 書 被，， 差 出； 右 

は 三 ni 朝條 城へ 着、 御 奏聞 書 i: 本紙 は 田 大和 守へ 

相 渡、 御 奏上に 相 成、 寫 一 通つ、、 fe- 越へ 御 渡 之 分 は、 

則 雪： a 呼 出、 播州よ. り 相 渡 積に 有レ 之、 然る 處同 = 細 川 

右 京大 夫 上着、 二 大隊 之 隨兵引 連れ 入洛に 付、 播州 は 

夫 に 引 續き罷 越處、 四 ッ 塚關門 に而、 細 川 勢 は 異 儀な 

く 通し 候 得 共、 播州 は 德川氏 之家來 故、 通し 難き との 

事に て 抑止に 付、 彼是 及 „懸 合一 候へ 共、 約る 處 論に 

相 成より 外 は 無， 之 勢に 付、 無，， 是非， 引収、 大久 保へ 

申談 し、 同人 之 兵隊に 引 副 ひ、 通行 之 之 所、 大久保 

も 指留に 付、 一 二 問答 之內、 早 や 彼方よ..^ 打懸候 故- 

此方よ b. も 打懸、 忽砲戰 相 始り候 次第に 而、 誠に 意 

外 千 萬 之 事共に 相 成、 播磨 も、 今以淀 表に 滞留 罷在候 

間、 雪 江 彼 地へ 罷越、 御奏 開 書幷御 直 書 も 有， 之 候 間、 

播.磨ょ.0受，ー取之：直に上京ぃたし、御^|^聞書 は 芦田 

和 州へ^ 出，」 吳候義 は 相 成 問 敷 哉. i の 賴談に 付、 御 

中 聞 之 趣、 承知 は 致 候へ 4=r 雪 江 輩 御 奏聞 窨持參 と 申 

も不體 1^ 且 道路. \ー. お^も 難い 計、 萬 一 德川氏 之. お 使 杯 


正月 . 

一、 此曉寅 刻 過、 雪 江大坂 中島 邸へ 着船、 探索 方 荒 川 

順 之 助、 知 邸 代 岡本晋 太郞； ^邸に 而、 晋太郞 申達 候 

は、 過 刻 東 町奉行 小 笠 原 伊勢 守 殿より 御 呼 出に 而罷 

出 候處、 兩 町奉行 出 座、 諸 藩士 列座に 而、 左 之 御 書付、 

明日 御 奏聞 相 成 3曰 に而、 拜見被，l仰付；伹於n營ホ^K 

目 付 衆より 御 達 可 二相 成， 處、 夜中 御城 內 出入 も混雜 

に 付、 右 之 通、 於 二 御 役宅 I 御 達に 相 成 候 間、 左様 可 二相 

心得 、伊勢 守 殿御 演達 有， 之 由、 

御 書付、 

先般 獻言之 次第 も 有" 之處、 豈料 ゃ松ギ 修理 大 

, 夫 、要，， 幼 帝？ 不. >Mn 公議？ 嬌，， 叙盧？ 天下 之 亂階を 

醸し 候 件々 不ぃ 暇， 一枚 擧； 依い 之 別紙 兩通之 奏聞 を 

遂け、 大義に 依て、 君側 之 惡を拂 候に 付、 速に 馳 

參、 軍 列に 可 二相 加， 者な .9、 

臣麼喜 謹て 去 月 九日 以來之 御 體を窣 二 恐察 一 候 得 

は、 一 々朝廷 之御眞 意に 無 、全く 松ギ修 现大夫 

奸臣 共、 陰謀より 出 候 は、 天下 之 共に 所， 知、 殊に 江 

«^、 長 崎、 野 州、 相 州、 處々 亂妨 及，， 劫盗， 候 も、 同家 

家來之 唱導に より、 柬 西響應 し、 皇國を 亂り候 所 


業、 別紙 之 通に 而、 天人 共に 所レ 惟に 御 候 問、 前文 

之奸臣 共、 御 渡御 座候檨 御沙汰 被， 下 度、 萬 一 御 採 

用 不二 相 成， 候 は、、 不レ 得レ止 誅戮を 加へ 可レ 申、 此 

段謹而 舉，, 奏聞， 候、  お 

正月  御諱 

薩藩好 黨之者 罪狀之 事、 

一大事 件 籤 n 衆議， と 被 n 仰 出， 處、 去 Zi: 九 H 突然 非 

常 御 改革 をロ實 とし、 奉い 侮 n 幼 帝， 御所 澄、 私論 

を 生 張 候 事、 

1 主上 御 幼 冲之折 柄、 先帝 御依托 被， 爲,， 在 候攝政 

殿 1^ を廢、 止 „ 參內， 候 事、 

一 私意 を以、 宮堂 上方 を、 恣 に黜陟 せし むる 事、 

一 九 門 其 外御警 衞と唱 へ、 他 藩 之 者 を 煽動し、 兵仗 

を 以宮闕 に 迫 候條、 不^ 憚，， 朝廷， 大 不敬 之 事、 

一 家來 4 ^〈浮浪 之 徒 を 語 合、 屋敷 屯 集、 江 11^ 朮中押 込 

强盜 致し、 酒 井 左衞門 尉人數 屯所 へ 砲發、 其 他 野 

州 相 州處々 燒討、 劫盗に 及 候 は、 證迹 分明に 有 

候 事、 

外に 舊臘之 御 建お 之 奏聞 狀拜見 被，， 仰 付， 由、 

右 御 書面 之 御 趣意に 而、 天下 之 公道に ぉゐて 、御 名義 
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て、 大 坂に 至る 迄 炎々 たり、 

〇 同 z: 四 n  、今朝 御 布令 如， 左、 

不-1容易-御時節に立至..^候儀に而は候得共、 此上 

如何 共 難い 計、 依い 之.：？！； 敷. 1- 力 を 養 ひ、 緩お 奉公 可 

レ有レ 之 候 間、 今： n は 返 出、 明： n より 谷 巳；！ 參朝、 御 

用 有 節 は 別段、 伏 見 表 事件 同様 之 事に 候 得 は、 

伺 之 上 返 出 可い 致 候 事、 

正月 四日 

但下 參與之 輩に も 、同様 日々 巳 刻 一 崖 相 揃、 本文 

之 通 之 返 出 可レ有 、乍い 去 一藩 一人つ、、 畫夜 

必相詰 居候 樣可， 致 事、 

右 之 御 次第に 付、 公 五 宇 時 比、 一 條 殿よ. 0 御 歸邸被 

-遊、 

一 、今朝 左 之 通、 御所より 御 使 を 以御達 存,， 之、 

黑谷邊 、會兵 潜 匿 之 趣、 不，， 容ぉ， 儀に 候、 早々 可，, 打 

拂， 御沙汰 候 事、 

右 之逋、 薩藩 へ 御沙汰 相 成 候 間、 此段相 達 候 事、 

右 御 達に 付、 薩兵 大砲 を 以黑谷 を攻擊 せし 故、 災蘭墙 

之 中に 發 せし 歟と、 洛中 一 時 騒擾 を 起せり、 

一 、此日 仁 和 寺宮に 錦旗 を 賜 は， 5、 東 寺 迄 御 進 發之義 


被，， 仰 出； 未 刻 過 宮中より 御 出陣^ 、薩長 土  S 之 兵 

隊舉 護 之； 

1 、 右 御 出 1: 後 は、 宮中 御用 問に. W 成に 付、 後藤、 福 

岡、 神 山、 辻、 毛受、 三 岡 等 之 諸參與 と、 願 之 上 戰地を 

候す、 各 聯^に て、 伏兒 街道より 堤 通り、 鳥 羽毈ょ 

り 淀 近く 迄 相 進み、 砲戰之 模樣見 分、 竹田衔 道を經 

て、 夜 戌 刻 前 御所へ 歸參、 官単 追々 御 勝利 之 趣 申，， 上 

之 r 

1 、此 日紀 侯へ、 左 之 通 被，， 仰 出， 由、 

紀$ -巾納 言 

兼而 鎮静 御沙汰 之 趣 も 候處、 坂 兵 伏 見 表出 張、 叛逆 

之 色 顧れ 候に 付、 官軍 相 募り、 同心 戮カ、 王事に 勤 

勞可， 致 御沙汰 候 事、 

正 

追而 別紙 之 通、 高野山 屯 集 之 官軍 へ 御沙汰 候 間、 心 

得之爲 申達 候 事、 

鷲 尾侍從 

兼而 御沙汰 之 趣 も 候處、 坂 兵 伏 見 表出 張、 叛逆 之 色 

顯然、 不. い 止 之 情 態に 付、 高 野 出 屯 無 之 官軍、 同 

心戮 力、 速に 華 城 を 可，， 乘落， 3：! 御沙汰 候 事、 


對 面あって、 土老 侯へ 第 事 副將、 1^、 豫藝兩 侯へ は參 一 

之 義御賴 あ b、 孰れ も 御辭返 有， 之內 、公 は 御辭職 

御 歎願 中 之 故を以 御固辭 有い 之、 御 退出に 而、 一 條殿 

へ 被 レ爲レ 入、 

一 、右に 付 御 達如レ 左、 

仁 和寺宫 へ、 軍事 總裁 被，， 仰 出， 候 付、 御守衞 兵士 

舉ニ御 指揮， 進. 返 可.， 致 事、 

一 、此日 雪 江 は 午後 登い 邸、 伏 見 舟行 指 支 候 由に 付、 竹 

田 街道よ.， >陸 行す、 七條邊 より 辻々 に、 薩兵七 八 人 或 

は 十餘人 計つ 、屯 集せ.^、 未 刻 前四ッ 塚に 至， るに、 市 

橋 下 總守殿 持之關 門、 菱坦結 廻し、 木 を 打ち、 戎装 

執 銃 之 兵士 守， 之、 薩兵 も將卒 共に 多勢 整 屯す、 是ょ 

..^南行する處に、撒兵を布き、伏兵を設け、 殺 氣隱々 

たり、 此 H 肥 後 侯 上京に 而、 此邊 より 以南、 從 兵絡釋 

として 來れ り、 此處を 過て I 數丁 にして 薩兵 三人 あ 

、南より 來 つて、 行き 違 ひさ まに、 二 大隊 計 あるへ 

しと き 合て 通れ. C  、是薩 兵 之 斥候な りし を、 後に 思 

ひ當れ り、 是 より 鳥 羽 村に 入る に、 村 裸に 坂 兵 之 第 一 

大隊 之 印 ある 步兵 整列し て 、勢 揃 へ之體 なり、 十四 大 

一 隊之印 も 見受た 、此人 數を押 分けく 通行す、 坂 兵 一 

. , 戊辰 B  ^. 


に續 きて、 桑 名 松. E 雨 藩 之 兵隊 谷 a-so: し、 銑 を 先と し 一 

槍 を 後と して、 ii5 內：」 充満し、 夫より 以南 坂 兵 之押來 

る舉 引き も 切らす、 行路 甚 困難な り、 淀 小 橘よ h- 八 

丁^ 之 堤 上 を 經て伏 見に 赴く、 坂 兵 乂陸績 として 螭 

行 之 如く、 兩路之 大兵 目 を 驚かし、 心 を恶 からしむ、 

景況 如レ 欺、 鬪諍將 に 起らん とする 勢現然 にして、 吾 

事の 成り 難 からん を 恐懼せ り、 淀 之 城下 は、 奴 兵 北に 

向 ふて 去. o、 寂然と して 唯 大垣藩 之 兵隊 而已屯 維せ 

り、 橋 本 驛に而 H 暮れ、 驛 is 之蔓 場なる 關門を 過き、 

數丁 にして 從者 砲聲之 聞 ゆる を吿 るに よって、 一 驚 

回顧す るに、 男 山 を 隔て ゝ火 光之 天 を 銜くを 見る、 於 

レ是置 已に伏 水に 啓た る を 知り、 大息 一 聲、 心胆 rm 阻 

して、 進退 愛に 谷. 9、 下坂 無益に 11 すと いへ とも、 宗 

家 之 御 安 KG 、且華 城 之 形勢 を も 可 二相 窺， と、 强忍氣 を 

勵 して 前進し、 戌 刻 比 枚 方驛に 至る、 此時 いまた 晚食 

せ され は、 與 夫不， 满レ勞 、仍， 之 舟 を はんとす る に、 

此邊 之！； 屋、 惣而頃 H 坂 兵 之 休憩所と なせし 故、 酒 

竭乏、 土人 も 多く 離散せ. 9、 辛く して 一 店 を 求め 得て 

吃 飯し、 漸に坂 兵 之乘. -棄 たる 一 船 を E 只 得て、 亥 刻 過 

j 纜を 解きたり、 船中よ， 0 回視 する に、 火光 織ん にし 


正 =：  越 前 宰相 

尾 侯、 御名 代 成 瀬 舉人正 を以、 御 M 樣 被，， 仰 立？ 十： 豫藝 

之 三 侯 も、 兼而 議定 之 御 職掌 被， 蒙 候 事 候へ は、 御不 

肖な から、 御 同様に も 御 盡カ可 レ被ン 成 は 勿論 候へ 共、 

是迄 從，， 朝廷， 追々 之 被 二 仰 出， 等、 一切 御沙汰 無 VNT 

今：：： 之 iJl 件に 相 成 候 而も 御 同然に 候 は、 全く 御 不才 

御 不堪 故、 御談 も不， 被い 加 御 義と御 推量 被， 成 候、 朝 

廷 之御爲 にも 不, 被， 爲， 成 候へ は、 今日より 御 職掌 被 

免 候檨、 御 一 同 御 嚴達有 由、 

私 云、 右 之 御 次第に は 有い 之 候へ 共、 追而 議定 職 

御免 御 願 之義、 不^ 被 二 聞 召， 段、 被， 仰，， 出 之？ 

一 、 宮巾 戒嚴被 n 仰 出？ 諸 藩 之 兵隊 禁關 之內外 を警衞 

し、 紛擾 尤甚 し、 伏 見 鳥 羽 之兩路 共、 追 々劇戦に 相 成 

趣 相 聞へ、 火光 天 を 焦し、 砲 聲地を 動す 勢に 付、 宮中 

大に 勸搖を 生し、 公卿 方 之憐忙 不，， 一 方；^^內親王も 

禁裡へ 可レ被 レ成、 段々 之 御 運 ひに よって、 鳳楚歙 

岳へ 遷幸 可， 被 在との 御義 に而、 其 節 之 御 守衞、 

尾 越 へ 御 內意も 有 、堂上 方縱橫 奔^、 御 支度 被 二 取 

急： 巳に 御 板 與も庭 上へ 舁 居へ、 以之 外成騷 動に 付、 

公豫老 侯と 御談 し、 山階宫 へ、 決して 御 妄動 被い 遊 間 


—  —f  

一 敷、 表よ.. > 申 上 無 は、 遷幸 等 之 御 は 勿論、 敏宮 

之 御 動 座 も 無：， 之樣 御切諫 に而、 宮 より 公卿 達へ も 

被，， 仰 出： 御 鎮撫 有， 之、 公 は 猶又岩 倉 殿へ も、 御鎮靜 

之義 被，， 仰談？ 下院よ. -も 申立 候樣、 八方 御 周旋お 

レ之、 已に叙 岳 遷幸 之 御沙汰 も 出つ へ か hv しも、 御 取 

消に なされた.^、 

一 、薩侯 は 夜半に 及 ひ 御參内 あり、 其 他； ：5;i 京 小 諸侯、 

谷 思 ひく 之戎 装に 而參趨 之 有様、 延元 巳來 之大變 

に而、 恐 歎 驚愕に 不レ堪 態に 及 ひた.. >、 

一 、 此夜仁 和寺宮 へ、 Baf 事 總裁を 被い 命、 束久 世少將 

殿、 烏丸侍從殿へ、參謀たる へ き旨被，：仰下-た..^、宫 

虎の 間へ 御 出席に 而、 公、 豫老 侯、 藝ぉ侯 を被レ 召、 被 二 

仰 蒙， 候 趣 御吹聽 に而、 是ょ. -宮之 御 坊へ 御出^ 

vN! 候樣被 ニ仰閡 一たり、 此 頃夜已 に更鬧 たる 故、 士老 

侯は疾 く三條 殿へ 御 退出に 而、 御 休息 あ，^、 公 も 一 條 

殿へ 御 休息と して 御 退出 之處、 刻 sr 宮ょ. -御使 

によって、 御里坊へ御出之處、十；豫兩老侯、藝^=;;1侯も 

御 ：5 參な b 、尾の 小瀨新 太郞、 田 中 邦 之輔、 越の 酒 井 

一 十 之丞、 三 岡 八 郎、 土の 後藤 象 ニ郞、 藝の辻 將曹等 も 

相 詰た h- 、宮は 御 鎧 直 垂に而 、東久 世 殿と 御 一 所に 御 


候而 は、 御名 儀に 於而、 內府公 も 御 濟不ぃ 被， 成 候 問、 

何とか 盡カ之 方法 も 有， 之 間敷歟 と、 諄々 御 説得 被 

レ 爲.， 在 候處、 御 答 被， 中 候 は、 凡そ 名義 は 旣往に 於て 

相 立 候 事に 而、 羅竟內 府公御 入京、 奸賊を 御 除と 相 

成 候へ は、 名義 は 自ら 相 定る道 If 候へ 共、 即今 之 如 

く、 內 に奸黨 あって、 外に 名義 之 立へ き 所 ビ謂無 レ之候 

間、 何分 早々 內府公 御上 京に 相 成 候樣、 御 配慮 可い 被，， 

成 下 r 已に舊 藩 水卢表 之 事に 而も、 經歷之 手 覺へ有 

レ之、 いっとても 正 識之黨 は 、名義に 抅候故 機に 後れ、 

奸黨 之爲に 被，， M 倒， 候 は、 每々 之 事 候へ は、 鬼 角 機 

變に應 し、 大勢 を會得 候事專 要に 而、 名義 は 跡より 如 

何樣 とも 相 立 候 杯、 座 上 之 議論、 迁關 不通 之 有様 故、 

將曹 初、 侍 坐 之 十 之 一、 鹿 之 介 等 迄堪ら へ 兼、 稲々 厳 

敷 及 二 論談ー 候へ 共、 時 を 移して 更に 落 意に も 相 成 兼、 

慕 近く 相 成處、 伏 兑に當 り 出火 之 注進 有， 之、 公に も 

事 i- に 去れ. りと 御大 息、 一同 も 驚 歡之處 、梅 澤獨. 5 

頑 然として、 兵火には有，之11敷、必定尋常之火^5|?.な 

るへ しと 强辨 せる 故、 公三 階に 御 登..^ 御 遠望 之處、 伏 

見 邊炎烟 街い 天、 砲磬饗 動、 兵燹に 相 決處、 梅 澤は茫 乎 

漠然、 呆痴之 如き 爲體 故、 最早 御 相談 之 所詮 も 無， 之 

戊展 B  ST  . 


時 態と 相 成 候 付、 公 は 慕 時 頃よ b 御參 朝に 相 成、 梅 

澤始 も、 快々 として 返 出な， C  、 豫老俟 は 七 半時 比、 御 

相談之御席ょ..^御參朝なされたり、 

一 、公 御參朝 之處、 尾老 侯、 土老 侯、 豫老 侯、 侯、 先 

き 立て 御參 有， 之、 尾 侯 は 御所 勞巾押 而御參 內 故、 御 

假建所 へ 御 病床 を 袖理、 御 平臥 也、 帥 宮、. E 階宮、 仁 和 

寺宮、 屮山前 大納首 殿御 初 、要路 之 諸 卿 虎之 に 御 列 

參 、議定 諸侯 も 御 出席に 而、 方今 之 形勢 御評存 VIZ  、公 

御 列座 之 前 へ 御 進み、 是迄 精々 御壶カ 御座 候 へ 共、 遂 

に 今 曰 之 御 次第に 立 至り 候義 、被， 對二 朝廷， 被，， 仰譯， 

も 無 v^、 全く 御 微力 御 不行屆 故 之御義 候へ は、 唯今 

議定 之 御 職掌 御収揚 け、 斧鉞 之 御嚴譴 被い 爲 豕 度と、 

中 山 殿 迄 僚々 切々 御 巾 立 有 VN、 御 返 席 之 上、 猶又中 

山 殿 迄、 御 嚴達之 御 皆 有， 之、 御 指 出に 相 成 御 書取 如 

レ左、 

只今 伏 見 表 及，， 兵事， 候 趣 承 候、 兼而 私共へ 盡カ之 

儀 被 二 仰 付 澄， 候處、 無，， 其詮； 今 曰 之 場合に 至 候 儀、 

全衋カ 不行屆 故と、 重々 舉， 1 恐 入， 候、 此上 は、 早速 

御 役 御？^ 被 n 成 下 ， 候檨 舉，， 歡願 ， 候、 然 る 上 は、 如何 

樣之 御譴贵 被，， 仰 付， 候 共、 謹而奉 n 甘受， 候、 


戊辰 日， 唣。 

見 表出 張 之 趣、 如何 之義に 有， 之 候 哉、 不，， 容易， 進 

退、 其 儘 難，， 差 ffi  _ は 勿論 候 得 共、 尙前 々 周旋 之 筋 も 

有レ 之、 旁 右人 數早々 引拂候 様、 取 計 可い 致 候、 若不 

レ奉， 命 候へ は、 不， 被.， 得 レ止之 場合に 付、 爲 一一 朝敵， 

を以、 御所 置可レ 被い 爲， 在 候 事、 

正 H: 三日 

1 夜に 入、 於， 1 宮中， 御 達如レ 左、 

尾 張大納 言 

越前大 藏大輔 

大砍 復古に 付而 は、 御沙汰 之 趣 も 有い 之、 去月 來出 

格 盡カ之 次第、 神妙 之 至に 被 二 思 食 一 候、 然る 處今曉 

來伏見 表 之 事件、 不二 容易， 模様に 押 移、 最早 萬不 

レ 得レ已 形勢に 付、 此上は 多年 勤王 之 旨 趣 彌勉勵 、禁 

闕警衞 可" 有" 之 被，, 仰 出 ， 候 事、 

正月 

追而 思お 之義も 有， 之 候 間、 若人 數 不足 候 は、、 

早々 圔 元よ. 0 繰 出 候 様、 御沙汰 候 事、 

1 同斷 御布吿 如， 左、 

於 二 江戶 表？ 酒 井 左衞門 尉人數 押出、 松 平 修理 大夫 

屋敷 収隨砲 墼致候 趣 相 聞へ、 是全私 鬪之儀 候 間、 
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追而 取： 之 上、 急 度 御沙汰 之 筋 可,， 有い 之 候 得 典、 右 

形勢に 付、 方向 相 惑、 擾亂 無， 之樣、 孰れ も 鎭靜に 

可 二 罷在； 萬 一 暴舉？ 之 輩 は、 可レ 爲，， 朝敵-事、 

一 、御 參朝之 儀 被，， 仰 出， に 付、 御 相談 被， 爲， 在 候 間、 

御參內 掛け 御來邸 御座 候檨、 土 豫兩老 侯 へ 、早 乘御使 

者 被 J 迫い 之、 豫侯は 午後 御 出 有,， 之、 土侯 は 御 持病 之 

由、 御 使 を 以御斷 に 付、 猶又御 直 書 を以、 至急 之 御 困 

難、 梅 澤殿は 追 付 御 出、 豫侯は 已に御 入來有 候 

御 勉强御 枉駕之 儀 被，， 仰 遣， 處、 頓而御 出 被， 成 候 段、 

御 使者に 而御 返答 有,， 之處、 又々 御 使者 を以、 御參內 

被，^ 成 候 問、 御 來邶は 無， 之 段 被，， 仰 越 T 象ニ郞 被，， 仰 

遣， 處、 參 朝に 付、 御用 濟 次第 可，， 罷出， 旨、 神 山 左 兵 

f 管 i 參上、 辻將 曹も罷 出、 M 々御談 有， 之 候へ 共、 緊 

耍 之梅澤 殿、 漸夕七 時 比 參邱に 付、 早速 御 評 席に 御 加 

へ、 公より 伏 水 之 形勢、 危急 切迫 之 趣 候 間、 早々 坂 兵 

鐡撫、 引 収方収 計 之 義御巾 談之處 、梅澤 殿 被，， 申 上， 候 

は、 伏 晃之俄 は、 坂 地よ. -厳敷 御 下知せ， 之 事 候 へ は、 

決而 兵端に は 及 ひ 申 問 敷との 事に 付、 公 又 被， 一 仰 開， 

候は、i^^N爲體、 中々 不，， 容易， 連 ひに 御 聞 及 被， 成 候 

へ は、 坂 兵より お々 一 、 一 發に 而も 致 候^ 之 事に 相 成 


難，， 相 成， 場へ 相 運 ひ 候 半 も 難 レ計候 へ は、 下坂 は決而 

不レ可 レ然、 且兩家 之 俄 は、 德川 氏に 於て 一 と 通りなら 

さる 親族 候へ は、 德川を 討てと も 難， 被， 命、 左 候へ 

は、 先つ 即今 卿の 御 見込に 而は、 兩 家へ は 玉 體之御 守 

護 を 被 度、 左 すれ は德川 氏に 取り、 申 分. ン は無レ 之、 

且は是 迄 盡カ之 功勞を 慰し 候 姿に も有レ 之、 旁 左樣相 

成 候而、 先つ 雪 江 之存寄 如何と 被 J 好に 付、 段々 御手 

厚之 御沙汰と 申、 別 而玉體 之 御 守護と 御座 候而 は、 誠 

以 冥加 至極 之 仕 合 候へ は、 誰あって 異議 を 可 二. & 上， 

哉と、 及， 一 御受, 處、 夫 なれ は大に in- 敷、 決而大 藏大輔 

殿 卜 坂は不 vL 且、 何分 早々 參內 之義、 申 上候樣 にと 御 

申 聞に 付、 舉ぃ畏 段 及，， 御請： 早々 返 出、 歸邸之 上、 前條 

之 始末 申 上 度、 指當， 0 伏 水 之 形勢 危急に 迫り 居、 此處 

に而寧 破れ 候而 は、 是迄 朝廷 宗家 之爲に 被,， 爲,， 盡候 

千 辛 萬 苦 之 御 忠義 も、 一 掃 水泡に 歸 候而已 ならす、 天 

下 大亂之 端と も 可，， 相 成， 導 故、 此 時に 當 つて 御所 置 

如何と、 々被い 盡ニ 邶議， 候へ 共、 一向に 全 策 無， 之 

故、 先 つ 梅澤殿 §. ^被，， 仰 遣 r 指向き 坂 兵 之 鐳撫を 被 

レ命 可い 然、 又 尾 藩と e. 合せ、 兩家之 兵隊 を、 坂 薩之中 

間に 並列して 垣と なし、 是非 を不ぃ 論、 双方へ 引分け 

戊辰 日 Si  , 


可， 然と 被， 決 候 へ 共、 倉卒 之？ r 事 遂に 不ぃ被 a 仃、 

私 云、 此時 之邱議 に、 朝廷に 而は、 薩長 を 御 抑 置 

候 事故、 坂 兵よ b 手出し 不，， 致 候 は、、 お， 一 變には 

相 成 間 敷、 又 朝 命 さへ 無レ之 候へ は、 假令 事に 及 

ひた h ^其 、坂 薩兩兵 之私鬪 とも 可 va. 物故、 何と 

か 所 置 方 も 可：， 有い 之、 鬼 角 討伐 之 朝 命 降 b 候而 

は、 夫 切 之 と 相成義 ：^、 御參， 內之 上、 其邊 御靈 

力 可い 被い 爲.， 在と なり、 

一 今 n 午刻 比、 從，， 御所， 御 使に 而、 左 之 御 書付 御逮有 

レ之、 

自，， 昨：：：， 至，， 今曉 T 坂 兵 遂に 伏 見 表へ 出張、 i!^ ハ實如 

何 難い 計 候 得 共、 何分 不，： 容易， 形勢に 付、 早々 參朝 

可レ有 、總 裁宮 御沙汰 候 事、 

正 21： 三日 

越 前大藏 大輔殿 

追 而參與 召 、早々 參朝 可,， 有, 之 事、 

1 同斷 御所よ. -御達 如い 左、 

尾 張 大納言 

越前大 藏大輔 

昨日よ. 0 今曉に 至り、 坂兵戎 服、 大砲 等携、 追々 伏 
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も 如 ，- 申談？ 書面 之 通 可，， 相 伺， 事 候 得 共、 一 應 評議 之 

上、 可レ 及，， 挨拶 一と 御 申 聞、 御 落手 有レ 之、 

〇2ic:: 三日、 今朝. 寫江 下坂 前、 今 一 應岩倉 殿 へ ^出、 

公 御 下坂 之 御 都合 も、 相 伺候 檫被 n 仰 付， 候に 付、 五 時 

前參殿 之處、 長 人へ 逢對 中に 付控 居候 處、 無つ 积長人 

退座、 引 續.：^ 知 邸 內田忡 之 助 •  种謁、 暫 く.， -て 退座 之 

上、 雪 江 へ 對面 あり、 卿 被い 巾 候 は、， 今朝より 坂 兵幷會 

桑 兵 甲 を帶 し、 伏 見よ b 次第に 亂入之 趣に 付、 打懸 

け、 可， 申 哉と、 兩 藩よ. -三遍 伺 出 候 得 共、 及，， 指 圖ー迄 

は、 決而 手出し 致 間 敷と、 嚴敷指 押 置 候、 伏 見 邊之形 

勢 如何 哉覽、 奪 江 11^ 候 致し、 三 條殿迄 申達 候 樣と御 申 

聞に 付、 雪 江 は 下坂 被， 命、 唯今 罷下. 5 候 積. o、 大藏大 

輔も相 願 ひ、 尾 土 豫之三 侯 同道 下坂、 此上 にも 鎭摭方 

取 計 度 積に 御座 候 間、 斥候 之 儀 は 御 相 願 候 段. 5. 達 

候處、 夫 なれ は 不.， 及 二 是非， 候 得 共、 何分 干戈に 相 成 

候而は 不二 相濟- と、 三 條も同 論に 而、 大にカ を 得た る 

事 也、 唯今 惣參內 被 二 仰 出； 大藏大 輔^ 初 參橥、 惣 評定 

に 扣成事 候 問、 其 段 御主人 へ も 申 上、 早々 參. s 相 成 候 

様 致 度と 御 申に 付、 其 儀 は 委細 承知 仕、 可， 一 申閒， 候 

か、 此體に 相 成 候 而も、 內府 上京と. W 成 候 は、、 此頃 
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中 御 內談之 御手 續に 可，， 相 成， 哉と 相 伺處、 夫 は 勿論 

之 寧、 何卒 上京 有 度、 左 候へ は、 事 速に 治り 可レ申 

と 御 申に 付、 左 候はゝ と、 

一 午刻 前 上京 相 成 候 は、、 午刻 後 直に 參內 可い 被，, 

仰 付 _ 哉、 

一 午刻 後上 着 相 成 候 は、、 梨 朝 直に 參內 可レ 被，, 仰 

. 付 _ 哉、 

一 .®i 內之 上、 表 向 手 續相濟 候 は、、 即 H 職掌 可， 被，, 

仰 付-哉、 

右三 ケ條之 書面 指 出、 此 通り 御 受合被 レ下候 かと、 迫 

つ て 相 伺候 處、 熟覽之 上、 初 1 ーケ 條は此 通. 0 萬々 受合 

申 候、 職掌 之 儀 は、 昨 曰 も 議論 有 vN 、長と 同時に 致 

度、 片 落に 相 成候而 は、 不,， 可レ 然と 申 事に 相 成、 是も 

內 府へ即 日に 下命、 長へ も 同日に 被，, 仰 出-に 可，, 相 

成-哉、 又 長之 上京 を 待って 之 ijii- と 可， 一 相 成 一哉、 其處 

未， 決 故、 何とも 難 ：，申 と 御 申に 付、 其 儀 は不レ 及ニ是 

非-何分 是 より 下坂、 上京 之 處を岡 旋仕見 可 と申 

候へ は、 卿 御. S- に は、 是迄尾 越之盡 力、 無，， 殘處， 候 ひ 

しに、 ケ 様相 成し は 無，， 是非 一事に 而、 決 而尾越 之不行 

屆に は無レ 之、 御 生 人此節 下坂に て は、 品に よ. 0 上京 


爲，， 御名 代， 成瀨维 人正罷 出、 後藤 象 1 1 郞も參 上に 而、 

種々 御 評議 有い 之 候 得 北 r 孰れ 之 道に も、 御失體 無レ 之 

檨、御諫諍之外無ぃ之に付、孤！^5歸雷は唯今罷歸.-、支 

度 次第 下坂 可い 仕、 象 ニ郞も 同樣可 n 罷越， 處、 下院 御 

用有レ 之に 付、 土 藩 老深尾 i: ル御指 出に 可 二相 成； 尾 州よ 

は、 即今 単 人 正 同道、 參邸 罷；^ 候 田 中 邦 之輔、 中 村 

修之進 下坂 可レ 然との 御談 に 相 成 候 得 共、 兩人罷 下. 9 

而も、 非力 之 及 ふ處に 無レ之 趣に 而、 固 辭不レ 及， ー御受 T 

尙老侯 思 召 相 伺候 上と 申 事に 相 成 返 出せり、 明日 は 

公、 土 豫兩老 侯と 御 一 處に、 御 願 ひ 可い 被レ 成との 御談 

極に 而、 何れも 御 返 散に 相 成し は、 曉寅刻 計り 也、 雪 

江 も 早々 下坂、 諸 藩老申 談候樣 被， 命 、柳 川藩老 

十 時攝津 は、 下院より 直に 下坂 之 心得に 而返 出せし 

由、 

1 、 右 坂 地 一 件 爲，， 承 調 T 青山 小 三 郞を穂 積亮之 助へ 

被 レ遣處 、亮之 助 云、 坂 地より 監察 妻 木 多宮、 御上 京 

之 御 都合 取調、 且伐薩 一 條相含上京に付、先刻ょ.^大 

議論に 及 ひ、 遂に 輕攀 暴發 は、 當今 之大 失策なる 事に 

論 決し、 唯今 引取た る 由に 付、 小三郞 より 邸 議之趣 

及 M 論談， 處、 惣て 同意に 而、 伏 永 邊之義 は、 猶多宮 へ 

戊辰— 引鈀  ： 


も 可- 1 申談， との 事 之 由、 小 三 郞罷歸 申 上處、 多宮同 

道、 亮之 助參邸 候樣、 再 小 三 郞を以 被，， 仰 遣- 處、 妻 木 

一 殿 は 不快 之 由に 而、 亮之 助計罷 出、 田 殿へ、 妻 木 殿 

被-合 越-候 密， 諜之不 策なる. H を 物語、 何分 穏便 之 所 

置に相成候檨盡カ有v^^度と、必至及，ー賴談ーた.9、 

1 、昨^^"ぉ倉ょり御內談有,，之、雪江見込ケ條書、 

1 午刻 上京 相 成 候 は、、 直に 參內、 午刻 後上 着 相 成 

候 は、、 翌朝 直に 參內 致候樣 可，， 相 成， 哉、 

1 參内之 上表 向 辭官之 御手 續相濟 候 上 は、 政府 御 

用途 全 國高割 之 儀 も、 即日 列藩 へ 御 布告に 可，, 相 

成-哉、 

1 參內之 即日、 職掌 可い 被，, 仰 付， 哉、 

但 一 上京 之 節、 相應 之人數 引率 之 事、 

1 參內之 節、 九 門外 迄、 是迄之 通 兵隊 引率 之 

I  、 

一 九門內 へ 、 是 迄より は 人数 多く 召 連 可レ申 

事、 尤 上下 著 之 向に 而、 兵 丈 は無レ 之、 

右 之 通相認 、巳；！ 前假 議院へ 參殿 之處、 お 倉 殿御 所に 

而 御用 有い 之、 御遲參 に而、 午後 御 出 勸有レ 之に 付 、於，, 

一 別席-右 書面 指 出、 御附紙 を以、 御 指 歸相願 ふ處、 昨夜 

I 二百 九十 }^ 
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沙汰 も 有， 之 候 得 北 r 其 廉も未 a 打、 實に 一 H 不， 可 一 

レ忽之 次第に 付、 別紙 之 通、 德川內 府へ被 二 仰 下， 候 

義に御 確定 候、 此段 御沙汰 候、 乍,， 併 所存 之 趣 も 候 

は 、、言上 可レ 有， 之 事、 

但外闕 事務 掛初、 夫々 其 人體、 不日 可" 被 候 

間、 是又 心得 迄に 申入 候 事、 

政權 返上 被 二 聞 召-候 上 は、 外國 交際 之義 、於，， 朝廷， 

條約収 結 可,， 被い 爲ぃ 在義、 當然に 候 間、 ぼ 事 御治定 

之 上、 猶御 談判 之 品 も 可い 有レ 之、 差當 王政に 被 

ぃ爲， i 仪候 御簾、 御布吿 被， 遊 度 思 召 候に 付、 兵 滯 

^各阔 公 侦、 京地 へ 御 呼 登に 相 成 候 間、 是迄 之手續 

も 有， 之 事 候 へ は、 各國 公使 上京 候樣 可，， 申達， 御沙 

汰候 事、 

但 來 十日 迄 上京 候檨 被，： 仰 出， 候 間、 御 受之御 屈、 

早 々可，， 巾 出， 候、 

右 は 御 至 當之御 僅なる へしと、 下院 同 論に 決し、 其 段 

上院へ 申達、 此餘 種々 之 議事 有， 之、 七 時 頃に も 可 

レ之、 伊藤 友 四郞參 殿、 密々. S. 達 候 は、 唯今 小 原 仁兵衞 

方へ 罷越 及， - i 酌, 候處、 同人 中 聞 候 は、 一 昨 晦日 皮、 
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一 於 n 華 城， 御 達 有， 之 候 は、 上檨 近々 御上 束 之 御 運 ひに 

付、 御先 勢 追々 御 繰 出に 相 成 候 問、 在 坂 諸 ：藩 之人數 

も 指 出候樣 との 儀に 而、 率の 爲體、 以之外 切迫 危險 

に而、 專ら伐 薩之御 校 様に 有" 之、 昨朔 = よ 逐々 御 

出 勢に 相 成との 事、 坂 地へ^ 出 S 候 兵隊 之 向よ 報 

知 有， 之に 付、 此節 左様 之 御 事柄、 而御 失策と^ し、 

則 微意 爲二 建.： ：！， 井田 五 藏招出 候へ 共、 迚も； S 屈 率 間 

敷、 何分 御 不束 千 萬と お 候？ 1 、其 段 老公 へ も. &上英 候 

樣 との 事に 付、 不二 取 敢，. ^一 殿 候 由 也、 仍,， 之 下院 之 面 

面ホ談候は、此節ケ樣之御：J^-勸Mk之樣、御抑止可レ被 

レ成は 勿論 候へ 共、 車 发に及 ひ 切迫 之 次第に 付、 其 段 

申 上、 公 は 御所 勞之趣 被 „ 仰 立， 御歸 邸に 相 成、 戶田殿 

へ、 下坂 之 支度 候而 藩邸へ 被， -擺 出， 候樣、 爲，， 御 使, 

一 雪 江 被.， 遣、 肥 後 藩 老溝ロ 孤雲、 律藩老 藤堂歸 も參 

邶候様 被，， 仰 遣； 雪 江は暮 時過戶 W 殿 へ 罷出、 大略 及，, 

談判， 處、 6fa 殿 は 、於，， 舊^, 兼々 御前 ISB? 申唱へ 

嫌疑^ V 之、 下坂 致 候 而も 行 屈不， 申、 夫より は 有力 

之 藩 老を被 J 迫 方 可， 然、 何分 爲 n 御 相談， 直 樣參邶 可 

レ有レ 之との 樂也、 夫より 公 も御歸 殿、 兩藩 老も參 上、 

宇 和岛老 侯、 田 殿 も 御 來邶、 尾 侯へ も 被，, 仰 越， 處、 


何分 雪 江之兑 込 十分 之 通 及 n 熟考： 明朝 可，， 申 聞？ 及 は 

ぬ攀 なれ は、 夫 迄にて 返く よ. >  外 無.， 之. 出來る 事な 

れは、 単き か官； 候 iT 早速 申 聞 候樣御 申に 付、 重大 之 

事件、 や々 一 存には 及 兼 候へ 共 、精々；？ & 考を盡 し、 明 

朝 御 答 可，， 申 上， と 申て 返 出せり、 右 談判 之 次 手に 被 

vs. 候 は、 當時 干戈 之 世と な. 9、 其 極縱令 外國之 有に 一 

相 成に もせよ、 德川氏 如 n 從前， 候へ は、 余輩 も 討幕 

之 持 場 押 通し 候 得 共、 政權 返上 は實に 愕然に 而、 內 

府之 人材なる を感 悟せ し 故、 其已來 は、 余 而已 なら 

す、 即今 彼 人を舉 すして はと 中 論に 變し、 左様なくて 

は 何事 も 行 はれ 難き に 決せし 故、 皇 國の爲 に、 形 之 如 

く盡カ 致す 事なる かと 御物 語 有， 之、 雪 江 罷歸、 右 之 

次第 北ハ申 上、 參 政へ も御內 評に 相 成 候處、 公 仰に は、 

何分 夫 程之實 事に 相 運 ひ 候 は、 重疊可 a 貝 之 至り、 夫 

に 付. 冊 は、 指當り ^flnd 見込 は 如何と 御尋に 付、 雪 江 申 

上 候 は、 別に 良考も 無二 御座， 候 か、 當前之 御上 京よ 

り、 御 參内等 之 御手 績を、 ケ條 書に いたし、 卿へ 相 伺 

ひ、 ケ條每 に 許可 之 御 附紙を • 願 ひ、 夫 を 以て 證據と 

し、 坂 地へ 被 二 仰 上： 候 は、、 諸 有司 始、 麾下 之 疑惑 も 

釋け、 逐々 之 御 運 ひも 付き 可い 申歟、 御 參內之 上、 表 


向 御辭官 云々 等之義 は、 內府 公之 御 心服に 被，， 居 傲, 

候而、 於，， 坂 地 ， は 、御 相談 不， 被， 爲， 在方 可， 然 哉と：：^ 

候 段^ 上、 猶極々 御 評議に 相 成 上、 如何にも 設據之 書 

付 を収り 爲， 見 候 は 、、必 行 屈 可，. S. 、外に 奇特 之 良計 

も 有. 之 問 敷との 仰に て、 御 決 評に 相 成、 明朝 迄に、 ケ 

一 條書認 試 候樣、 雪 江へ 被,， 命 也、 

1 ni  、此頃 總裁宮 御 服 穢に而 、御 參內 難， 被レ成 

故、 今 H 差お b 德川氏 之 議事 御衍 支に 付、 俄に 九條 

殿御 借 上け、 假 議事 院と相 成、 宮初、 官武 議定、 上下 參 

與、 巳 刻より 會 集に 相 成、 內府公 近々 御上 京 可,， ぉレ之 

に 付、 其 節 御 取 計 振 之 御集議 なり、 其 內會桑 歸國之 上 

に而、 御上 京 可.， 然との 議起. 9 候 得 共、 是は 難事なる 

へしとの 論 _ ^"之、 不一 一 相 決 一に 付、 右 件 坂 地へ 降 命に 

可，， 相 成， 御 書面、 下院 へ 御 下け 衆議 之處、 會桑朝 s~ へ 

對し 何等 之 罪；^ て、 如， 此御讁 有， 之 哉、 可い \^ 罪惡無 

^之 上 は、 公論 を以、 會燊も 共に 被 n 召 上， 可， 然との 建 

議に相 成、 愈 不，， 相 決 T 又外國 へ 御 布告 御 書面 御 出來、 

左の 議案 御 下け、 

大政 御 執：：；： に 付而は 、外 夷 事件 、於，， 朝廷 ， 御所 置 被 

^遊 候 は 勿論、 且 重大 ^51.1 務之 筋に 付、 此間屮 段々 御 


戊辰 日 isi  

し 致し 惡く 候、 其邊如 M 之 見込なる へき、 雪 江 限 h- 

申 試候樣 との 事に 付、 雪 江 申 候 は、 幕 は 元よ.. >  正 大公 

明 之 題 號に候 得 は、 長 薩に對 し、 何 之 私怨 を 挾み 可 

レ申 哉、 彼 藩に 而 異議 無， 之 候 得 は、 幕 之 方に 何事 之 候 

へきと 及 一一 御 答-候 處、 長 はしらす、 薩は 幕の 目當 たる 

は、 先日 坂 地より 出た る 書面に 而相 分.^ 有， 之、 彼 書面 

も大 坂に 而肥後 藩へ 爲レ： 候 由、 此表 にても 端々 致，, 

流布 一 候 得 共、 余 はと こ 迄 もしらぬ 振...' にて 通し 居候 

か、 あれ か 再 發致候 時 は、 大變至 •  抱 候へ は、 急 度秘物 

に 致し 仕舞 度 候、 乍， 併 薩の方 は • 鬼 も 角 も 取 計 方 可 

, 有， 之、 何分 熟れ も 居り 合、 同心 戮カ之 場へ 不，, 相 運, 

して は、 皇園之 見込 付き 不.， 申、 如何して 其 處へ運 ひ 

可レ申 哉、 今と 成て は、 內 府參內 無， 之て は 不二 相 適 ， 候 

間、 グ樣相 成 候 は、 可,， 然と 中、 存分 一杯の 處 可，， 申 

聞ハ 上京 之 運 ひ 等 は 如何と 御尋に 付、 此義は 坂 地 之 衆 

議、 種々 相 分れ 候 へ 共、 約 る處、 內府 手前 鎮撫 出来 故、 

上京と 中 一 筋に 相 決し 申 候、 乍， 然 上京 致 候而、 敷 

日 を 經候樣 にて は、 又々 人心 勸搖に 及 候 故、 其處 深く 

心配 之 模檨候 得 は、 上京 直に 參內と 申 都合 候 は、、 何 

時 にても 子細 はお レ之間 敷と. S. 上處、 其 儀 は 其 手續に 
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相 成に 相逄 無， 之と 御 申 故、 議定 職に も 可，， 被，， 仰 付， 

哉と 相 伺候 へ は、 夫 は 勿論 之 事と 之 御 事に 付、 左 候 は 

は、 政府 御 川 途全國 割之義 は、 如何 可，， 相 成， 哉、 是も 

早速に 被 n 仰 出 一度と 申 上處、 夫 は內府 參內に 付、 直に 

辭官幷 領地 之義申 上に 相 成 候へ は、 夫 を 聞 食、 夫よ 

り 直に 議定に も 可， 被， 命、 全 國割も 可， 被 二 仰 出 一と 御 

申に 付、 其 御 次第に 候 は、、 御沙汰 之 趣、 此間之 御請 

書 指 上 候に 而、 相濟 可：， 申 譯には 無 哉と 申 候へ は、 

ァレ ハ尾 越へ 之 御沙汰に 而、 上より 直に 之 御沙汰に 

相 成候而 は、 罪 ある 姿と 相 成 候 故、 下よ.^ 申出 候樣 

に、 周旋 可， 致との 趣意書に 而、 內府に 罪な き ？！ に 相 

成 申 候、 內府之 方よ， り、 癸 已來 幕府 前代 之不 裁 

を、 現今 之 一 身に 引受け、 辭官之 運 ひに 相 成、 且五幾 

內指上 度と か、 幾 大隊 又は 軍艦 幾艘 3i 上 度. -、. S. 様な 

る 事に 相 成 候 へ は、 誠意 も 十分に 相 貫き 候 事に 相 成、 

諸侯 も 夫に 准し、 一段 は 領地 指 出、 兵隊 も iJS 上、 九 門 

之警 固に 充候 様と、 申樣に 有.：， 之 度との 御 旨 趣 之. E 御 

申に 付、 夫 等之處 は、 追々 之 御手：！ にも 可， 有， 之、 指 

向き 內^ 公之 上京、 御 參内も 相濟、 御 役ても 可， 被，； 仰 

付ー候と申處3^、治.^ロにも可ぃ^^,ー御座ー哉と.£.候處、 


戊辰 日記 

〇 慶應四 年 戊辰 正月 元：：：、 公 II 平 今日 御參 朝御斷 

,-、 御名 代 御 家老 本 多修现 を以、 御 祝詞 被い 仰，， 上之ハ 

一 、今夕 御所より 御 達 御 書付 左 之 通、 

御用 之 儀 有， 之 候 間、 明 二日 巳 刻、 九條 家へ 參集可 

レ有レ 之 事、 

但四脚 門 往返 之 事、 

追 而總裁 宮 依，， 服 中？ 宮中 御 神事 中、 御參朝 難，， 被 

レ 成に 付、 被 レ用， 一九 條家ー 候 事、 

正 月 一日 

越 前大藏 大輔殿 

一 、 今 曰 下院 之 面々 も、 拜賀 被，， 仰 出， に 付、 三 岡八郞 

も參朝 之處、 容 -^Jf: 殿御 逢對 有,， 之、 坂 地 之 形勢 g 細心 

得 居候 者 は、 誰なる やとの 御尋に 付、 屮 根雪 江 義は、 

侮々 往返 致 候へ 1，* か 知 仆居可 va. と 及，， 御 答， 候處、 左 

• 候 は、、 彼 地 之 事情 委敷承 度 候 問、 今宵 岩 倉 殿御 宅 

へ罷 出候樣 被， 致 度と 御 申 之 由、 八郞 Si 歸中上 候に 

付、 罷出 候檨雪 江へ 被， 命、 慕-お過^ 殿 之處、 卿御對 

あ 辰 B 


面 之 上、 坂 地 之模檨 一 と 通り 御 導に 付、 槪略 之處申 

上處、 卿 御中に は、 當時之 形勢、 薩は 干戈 を 以御舉 公 

之 積に 而 出京 之 所、 左様 之 運 ひに も 無， 之 故、 過^ 輩 

以之外 憤怒 之樣 子に 有レ 之、 長 も 是非 干戈 を 用 ひすし 

ては傳 弊難レ 除と、 失々 手配 も 致 置 候 次第に 口、 之 

幕を怨 む事眞 に骨髓 に 入 、仇饗 並 ひ 立 さるの 勢 ひ、 夫 

と 云 も、 長 は 始終 攘夷 を 奉行し、 幕 は 最初よ. 0 交際 を 

專ら にせし 行 違 ひよ. o、 近年 之 騒動に も 相 成 候 次第 

に 候 か、 幕の 長 を 視る事 如何 有へ き、 何分 此邊 解け 

合 ひ、 和 熟 不,， 致して は、 今後 沖」 も 御 安心 は 難，， .W 成 T 

尾 越 之 周旋 も 此處迄 行 屆候篛 、今 M 手 離 も殘念 故、 余 

はと こ 迄 も 前 議を執 b  、押 通し 候 之 精 候 得 共 、頗る 暴 

論 も有レ 之、 余 か說行 はれ 難き も 多々 なる 故、 三條東 

久 世に 及， 一議 論， 之處、 是迄長 州より、 一 方なら さる 拨 

助 を 受けられ たる 譯も 有レ之 候處、 幸 ひに 余と 同 論と 

相 成 、犬に 力 を 得、 何分 干戈に 不ぃ 及樣致 度と、 折角 內 

談致 居候 事 也、 幕 之 方に て さへ、 遺恨 無, 之 候 得 は、 此 

處は 土豫に 周旋 させ、 解き方 も有レ 之、 巳に 今朝 豫州 

に談兒 候處、 同意 之 趣 也、 薩之方 も、 又 何とか 手 段 可 

, レ有レ 之 候 得 共、 第 一 の 幕 之 方、 程 合 知れ 兼 候而、 手下 

1 一 百— 九. R 


T 卯 日 IS 

れに跡 を 付 候處、 頃日 薩邱 へ 入 込たり と、 依て 夜 

中庄 內始、 鯖 江、 上の 山 等 へ 、薩邸 內に罷 在 候 浮 

浪召捕 方 之 命、 近傍 之 諸 藩 へ は、 薩邱內 に 怪敷も 

の 有い 之に 付、 召 捕 之 兵 差 向 候 ゆへ、 自然 發 砲に 

可 レ及も 難い 計に 付、 其 旨 相 心得 候 檨御達 有，， 之、 

右 之勢幷 幕 之 砲兵 撒兵步 兵 等 追 々 出張、 一 昨 

明け方、 薩上 邸、 三 田 小山 邸、 夫々 四方 取 園み、 

小山 邸 へ 酒 井の 手 井 陸軍 方、 上 邸 へ は 酒 井の やじ，！ およ， 5 

手 弁 陸軍 方、 上の 山、 鯖 江 勢 等差 向 ふたりと、 庄內 ^ より i 

邸の 留守居 へ 及，, 應接？ 上意 之 趣 申 聞 候 哉 之處、 

決 答 も不ぃ 致、 稍 一 小 時 之 問 論談有 、^內 邸內 

に は 一 同 接 戰之覺 悟に 而、 馬 装 迄 相 整へ、 却而 

邸內ょ 大小 砲 打 出し、 寄 手大に 苦戰、 乍,， 去^ 

んに 大小 砲 打 込 候處、 旣に三 W 邊角 物見よ h- 出 

火、 si^^is;,.^ 賴 而邸內 二三 ケ 所よ-^ 出火、 辦翅 

I、 烈 に 有 レ之候 趣、 且 .ij?- 場 邊に而 は、 少しく 

刀檢之戰闘も^^^之趣、 双方 死. D 怪我 等 も 有レ之 

候へ 共、 庄內 手に 而崎^ 三十 五 人 召 捕に 

に 相 成 候 趣、 き 鶴け-は！ き uf" 右 生 捕 之 者 共 評 

定 所へ 渡 相 成 趣、 

1 浮浪 三十 人 計 隣家より §1 镓 处去 しとの 趣、 是„ 


二百 九十  

等 之 者 共歟、 高 輪 邊を四 人 連 に て 白 采配を振り、 

疾く 婦人 共^ 去る へしと 呼 はり 馳行 たる 由、 田 

町 五町 六 町 s!:;:? ね ハ丁之 火 は、 跡より 落 行きし 

者 共 火 を 放ちし 由、 

小山 之 出火 は、 館屮臺 所よ.. ^ 出火と も 申、 長屋 向 

とも 燒失、 他へ は不レ 及、 

上 邸 之 火 は 金 杉濱迄 延燒、 愛に 而 止る、 

高輪薩 邸へ、 庄 內勢幷 陸軍 之 勢 相 向ひ發 砲に 及 

ひし 由、 內ょ りさして 答 砲 も 之 由、 勿論 此邱 

に は人數 多分 は 不，， 罷在； 精々 十 人位 も 居 合せし 

由、 此邱 出火 は、 午後 八 時頃內 長屋 一 楝、 夜 同 刻. 

比、 表 長屋 幷向ふ 町：； 豕 一 町 計に 而 止る、 

品 川 橋 向 ふ 之 出火、 是も薩 人より 火 を 放ちし 趣、 

上の 山 勢 討死 七 人 計、 怪我人 餘程有 由、 極々 

苦戰之 由、 

鮪 江 も 餘程之 怪我人 等 有， 之 趣、 隨 分に 骨折 候 

右 之 趣 前後 乍 二 恐 文： 見 分 之 儘 書 綴 及-言上-候、 

十二月 廿 六日  一 


へ 可 二 中 達 一との 事な り、 

私 云、 後に 聽く、 此 = 大目 付 瀧 川 播磨守 殿 其 外、 

江戶 表よ b 兵隊と 共に 痕 船に 而着坂 有， 之、 東 地 

薩藩之 惡說、 且廿五 = -薩邶 攻撃 之 始末 等 敷 演；^ 

レ之、 此表之 奸狀を 合せて 伐 薩之議 を ま 張し、 下 

地 除 姦之說 も 起 b たる を、 內府公 御 恭順 之 御 誠 

意 を以、 無理々々 なから 御 鎮-腹 被 二 成 置， たる 坂 

地 廳下之 人心、 一 擧に 煽動 誑 惑せられ しか は、 滿 

城 立地に i:^ 沸 之 勢と なり、 憤慨 激烈 之 黨# 興し 

て、 板 閣其他 を 應迫說 倒し、 事 遂に 敗れに 歸し、 

形勢 一 變、 專ら伐 薩除姦 之 兵事に 及 ひ、 內府 公と 

い へ とも 如何と も 爲し給 ふ へ からさる に 至. 9 し 

な. 0 とそ、 天德川 氏に 祐 せす、 嗚呼、 

一 、江 BV 表よ.^ 相 廻る 風閡 書、 

一 去 =薩 浮浪 輩 三十 人 計 甲 府へ罷 越、 彼 地 之鄕士 

博徒 共 を 籠絡 せんと、 八 王子 邊迄差 向 候處、 江川 

太 郞左衞 門 之 手に 牴 梧せられ、 是か爲 に 進返窮 

候處 へ、 江川 勢より 逆に 及 二 發砲？ 巨魁た る者兩 

人 へ 重手 を爲， 負 召 捕 候 由、 是に よって 1 《餘之 者 

共 は散亂 致したり と、 是ょ りして 大久保 加賀守 

"Fl 卯 日 記 


殿に は、 去る十七=5.^^へ之御暇被，，仰出3十九1 

H 當地御 發途、 小 田 原に 御 一 泊、 サ四： n 小 田 原 御 一 

出立、 甲 州へ 御 越 之 由、 小 ffl^ 藩 人 之說、 一 

大久保 出 雲 守 殿御 glagi, 野 放火、 大久保 勢に： 

少 々怪我人お 趣、 兵器 も铍， たる 趣， 小 mM) 

藩 人よ. 0 承る、  一 

. 但奪収 候 兵器、 有.i^^^..務大輔と書認候繪符を一 

述、 三十 \ 目 以上 之 長 持、 赤 羽根 迄 繼立來 

愛に ぉゐて 才領體 之者拔 刀、 人足 共 を 追 散し、 一 

後薩邸 へ 持 込たり と、尤^|-中之由、會藩人ょりー 

承. 之、  に 

去る サ三 nl 拂曉、 三 田 邊に庄 内 家 巡ー邏 屯所；^ 一 

レ之、 右 へ 何者か 多 人數、 三十 人 計罷越 頻に發 砲、 一 

庄內 勢に も 不意に 襲撃 せられし 事故、 狼 狼な か 一 

らに 漸く 兩人程 召 捕 候 哉 之 趣、 尤庄內 家に も 手 一 

班 負 候 者 も 有い 之 趣、 右全薩 藩の よし、  ：.： 

1 昨 曉薩邸 浪士召 捕 之 儀 は、 是迄 市中 豪家へ 押 一 

入、 金銀 兵器 等 奢  1： 収、 K 三 E 屯所 へ 發砲等 證跡も 一 

せレ 之、 幷野 州に 而被ニ 追 捲， 散亂之 浮浪、 廿 三日 一 

夜 千 住 宿より 御 府內へ 多人数 入 込 候 事故、 遠隱 ^ 

. 二百 A 十九  . 


 T 卯 日 igi   I 

付 之 方 可， 然と 阜人正 心 付に 而御 書面に 相 成、 ^ 

一 、右 御 极命濟 爲,， 被， 一 仰 上： 尾 侯よ. -は 遠出 彥四郞 1^: 

地 へ 被，， 差 出？ 公 は 板 倉 殿 迄 御 直 書 を 以左之 通 被，， 1 仰， 1 一 

遣 之？  一 

1 筆致 n 啓上， 候、 飛 雪训而 15:1^ 難， 堪 御座 候 處， 先以ー 

上に も 益 御機嫌 能 被 レ爲レ 入 奉，， 恐悅， 候、 隨而^ 所 一 

樣愈御淸全被，成，，御舉務.， 致ニ！^^：賀 _ 候、^ 滯坂 屮每； 

毎 登城 拜謁、 不二 相替， 舉&^ 二 御 懇命？ 難， 有 仕 合窣ー 

レ存 候、 御 禮之懷 {?e 被，， 仰 上， 可" 被い 下 候、 將又 從，， 朝 一 

廷 I 御：^ 汰害之 儀 御請、 今 晦日 夕 京 著、 直に 參內仕 一 

候、 尾 張 殿御 不參、 単 人 申談、 巾 山 前 大納言 迄、 一 

於： 御所 _ 諸 卿 列座、 噙兩 人よ. - 上 御請 之 一 

债巾上 候處、 明元リ 惣^ 宮始 御參朝 >  被，， 仰談， 可ハ 

レ及ニ 奏聞， 3:1、 屮. E 殿 被 „屮 聞， 候、 此段 奉，， 言上， 候 一 

間、 御前 體可， 然 被，， 仰 上， 可レ 被， 下 候、 右 得，， 贵意， 一 

度 如い 此 御座 候、 恐惶 謹言、  1 

板 倉 賀守樣  ノー 

松ギ豐 前守樣  一 

1、 此 = 慕-お 過、 肥 後 藩 參與津 田 山 三郞、 下院へ 出勸ー 


二百 八 S  

申談候 次第 は、 去る サ 五日 江 芦 表薩邸 出火 有. 之處、 

其 節 庄內之 人数 舊. ：3| 之 命 を受， 薩 人と 砲戰 有， 之. H 之 

風聞 書、 過 刻柬報 有て 到來候 由、 顿 而處々 よ. 0 當地 へ 

可，， 相 聞， 處、 此節坂 薩氣立 居候 折 柄 故、 如何 成率鐽 

可， 1 相發, も 難い 計、 即今 之內、 未然 を 防く へき 所お 有 

ン之 度との 事に 而、 尤之心 付に 付. 下院より 公へ 申 h 候 

處、 公より 屮山 殿へ 鬼 都 之槪略 被，， 仰述： 不，， 収留， 風 

說とは 乍 vs. 、  .2! 然 一 犬之吠^！！ょりギ地に風^？を起 

候而 は、 不 n 容易， 事に 可，， 立 至， も 難， 計 候へ は、 未發 

之處 に而、 双方 心得 fp^ 妄動 無；， 之！ ^御内 諭 可， 然歟 と 

被 n 仰 達： 於，， 下院， も同議 に而、 不，， 率 立， 內 双方へ 急 

度 御沙汰お， 之 度と 上院へ. S. 逹處、 上院 參與衆 何も 返 

散、 被，， 居殘， 候 は 西^ 寺 殿、 五條 殿 計に 付 、屹度 致 候 

被， 一 仰 出 一は、 御 評議 之 上なら て は御収 計に 難. 被レ及 

との 御 相談に 而、 是以 無， 據 次第に 付， 猶 下院 商議 之 上 

無，， 度， 御 口 ほに 而、 薩は薩 之 參與岩 下 佐 次右衞 門、 

坂 地 之 方 は 尾 之參與 m 中 邦 之輔御 t- 出に 而、 五條 殿 

より 云々 御內諭 有， 之 散 朝に 相 成、 夫よ， 0 邦 之 輔魏、 

毛 受鹿之 介 同道、 11^ 田 殿 へ 右 之 趣屮入 候處、 御 同人 も 

風 開 承知 に 而 懸念 之 折 柄 故、：：： 十 便 も 有， 之 旁 早 々 坂 地 


上 候樣、 雪 江 迄 御 達に 付、 尾 離へ 打合せ 之廉も 有ゾ之 

候 間、 差 急 候 而も 未 刻， 则 後に 可， 一 相 成， と、 雪 江よ.^ 

御 答 書^出 候處、 押 返し 御^に 被 H 仰 上， に 相 成候樣 

御^^-に付、 其 段き 便 を以、 伏 水 御旅館 十 之丞、 鹿 之 介 

迄 申，， 達 之 T 

〇 晦ロ、 巳 半 刻 過 毛 受鹿之 介 御先へ 着 邸 申 開 候 は、 夜 

半 逆風に 而 御船 進み 號、 今朝 滅半刻 過 伏 見へ 御着 船 

相 成 候 へ 共、 御供 船 は 多分 著不， 致 山、 依， 之 いつれ に 

御 入京 御延 刻に 可，， 相 成， 候へ は、 申 半 刻 迄に は 御參ー 

內可， -被レ 遊、 一 S 一夫より 後れ 夜に 入 候 而も、 是非 御參 

内 は 可い 被， 遊 ぼ を 相 合 罷越候 由に 付、 昨夜 之爲， 一 御 

答： 永 ra 後： 牛 を 以上 院參與 迄 御 屈指 二 出 之： 尾 侯へ は 

伊藤 友 四郞を 以前 之 次第 被 二 仰 入 ハ御參 内 難い 被い 成 候 

は、、 御請 書 御文 段 筆 削 之 全 權を 爲，， 御 持 r 筚人正 御 

指出に相成候様被，仰，，遣之^^後尾侯ょり、御參內難 

レ被， 成に 付 隼 人 正 被 二 指 出， 侯 段、 田 中 邦 之輔を W 被-一 

仰 二 越 之： 

一 、今. S. 剥 頃、 公御歸 邸、 再 御供 揃に 而、 申 半；！ 過御參 

內有レ 之、 然る 處總裁 宮御始 巳に 御 返 散、 中. E 卿御殘 

之 由に 而、 御^|ュ人之御請に而も可,，然哉、又御評議之 

r 卯 日 H 


筋 にても 有，^ 之 事 候 は、、 宫始可 レ被二 召集， 哉と 雪 江 

迄 御尋に 付、 今 H は 復命 迄 之 儀に 而、 別段 御 評議 相 願 

候 筋 は 有， 之 間 敷と 及，， 御 答， 候鷉、 無レ程 於，， 小 御所； 

中 山 殿幷御 115 殘之 議定 參與御 列席、 公成 瀨维人 正と 

御 一 處に御 出席、 中 山 殿 迄 御 差 出に 相 成 御 復命 御 書 

面 如.， 左、 

今般 御沙汰 御座 候兩 事件 之 趣、 慶 喜へ 申 聞！ g 處、 謹 

承 仕 候 ぼ. S. 出！^、 此段 ゆ 上 候 

十二月  尾 張 大納言 

0 前 宰 相 

中 山 殿御 落手 之 上、 御 列座 之 ，方々 へ御迥 し有レ 之、 

中 山 殿より、 德 川內府 よ.， 之 御請 書、 明 元 n 總裁 宮始 

御中 談 可い 被， 及 二 御 奏聞： 段々 御 周旋 御行 屈 之 皆 御挨 

機 有. 之 由、 公よ.. -內府 公 御辭官 御手 給 御 伺 之處、 追 

而 從，， 朝廷， 可， 被，， 仰 出， 歟、 又は 此御睛 書付に 而相濟 

可レ申 哉、 尙又御 評議 可,， 被， 成との 御 答 之 由、 右 相濟、 

於，， 御 別席， 中 山 殿、 萬 里 小路 殿へ、 坂 地 之 御 次 御 

物語 有， 之、 亥 半；！ 過 御 返 朝 被， 遊、 

一 、右 御 復命 之 儀、 御 口上に 而御濟 し 可い 被， 成 歟之御 

內評も 有.， 之 候へ 4ir 御 書面 御 好 は 必定 候へ は、 御 書 

1 貢. 
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御 政務 御 用途 之 儀 は、 天下 之 公論 を以御 決定、 皇國 

高 割 を 以相供 候 様 不，， 相 成， 候而 は、 臣子之 鎮撫 行 

屆不， 申、 容易に 御請 も 難 二 申 上， 候 間、 其 段 厚 御 心 

得、御^^カ有，，之樣致度候事、 

尾 侯 之 御請 は 成 瀬 隼 人 正 へ 御波に 相 成 由、 相 濟於二 御 

床 ， 御對面 有， 之、 右 御請 書 は兩侯 へ 之 御 書面 故、 尾 侯 

と 御 相談、 御 引 直 御 書取に 相 成 候 上、 御 奏聞 可レ被 

レ 成と 被，， 仰 上， 由、 此節 御上 京 之 御 程 <ロ 御 伺 之處、 如 

レ此相 成 候 上 は、 京地 之 御 都合 御 安心 之 段、 兩侯 御；？ 11 

合に 而御申 越铍. 成 候へ は、 何時に 而も 御上 京 可レ被 

レ成 3:1、 御上 京 之. M 御 參內迄 之 處. 等 閣に御 日 問 取れ 候 

様に 而は、 又 人心に 關係致 候 S 、其 御 程 合 御；^ 据 へ に 

て、 雪 hd を以 被.， 仰 越 1 候 様と 御 e<5 被. 爲，. 在、 御 出 一 

相 成、 右 之 次第 尾 侯へ 被 二 仰 入； 御請 書 も 御 廻に 相 成 一 

候處、大に御安悅之趣に而、明朝：き發船御歸京之御；^^ 

之.3被ニ仰越？〇^^半頃、尾侯ょ.5中村修之迪被，遣に 

付、 鹿 之 介 逢 ニ對之 r 過 刻 御 廻に 相 成攸御 Si 書 は、 公 御 一 

持 參に而 御上 京 相 成 候 檨御赖 に而、 御 返却に 相 成、 一 

〇4:： 九日、 今 巳 刻 爲ニ御 暇 乞， 御 登城 之處、 今日 亞米 


二ち 八 十六  , 

利淑國 公使 アルビ ワン、 フル ゲン ボル グ 登城！ S: 謁铍 

レ 命に 付、 公に も 御 出席 被， 成候檨 御沙汰に 付、 御白 

書院 御上 段に 而、 內府 公と 御 一 處に 公使 へ 御 對^.^ 被 

レ遊、 右 相濟於 二 御 休息所， 御對 面^, _ 之 、猶又 御用 之 次 

第御談 有， 之、 中；^ 前 御 返 出、 慕 時御乘 船に 而御： g 京 

被， 遊、 尾 侯 は 今曉？ ii 刻 比 大坂御 出船 之 由な り、 

一 、御 歸京爲 二 御 案内； l;t 江昨廿 八日 慕 時 過大 坂 出船、 

此日 午刻 比 上京、 御 復命 之儀爲 二 申 上- 參朝之 上、 21； 倉 

殿， S 謁、 內府公 無二 異議： 御. fi 書 も 尾 越 兩人迄 被，， 指 

出， 候 付、 今夕 乘船 明日 上京、 午後 參內 可， 及，， 復命， に 

付、 右 爲，， 御 案内， 奪 江 差 出 候 段 申達 候處、 不，， 容易， 御 

識 力に 而御. 之 場へ 相 迷 ひ、 卿に お ゐても 御 安心 御 

大慶 之 旨、 早速 可，， 申 上， と 御 ゆ II 有，， 之、 又 内 府公御 

上京 之魏 如何と 被，， 相：.， に 付、 鎮撫 出來 次第 上京 之 

儀 は、 兼而申 上： 流 候 isl- に而、 即今 御 i^i も 相 濟候事 候 へ 

は、 何時に て も 上京 之 心 組 之 様子に 候へ 共、 又 朝廷 之 

御 都合 も 可， 被. 爲， 在に 付、 其 儀 は 大藏大 輔相合 、 い 

つ れ に 明 タ御談 可 二 申 上 一 と 申述、 返 出す、 

1 、此夜 戌 刻 後、 上院 參與ょ h- 、^日 御 復命に 付而 は、 

宫始 被，， 召^, 候 御 都合 も 有い 之 候 付、 御 參內御 刻限 申 


對之處 、伏 水 一 條、 今朝よ. -唯 今迄 監察 三位と 及 n 讒 

論 ， 候 得 共、 監察 衆 之 方に 而は、 更に 可い 爲 n 引取 _ 謂れ 

無レ 之と、 水 W 論 か  一 に 不二 相 決 ニニ 几 共 被，， 引 入， 仕 

舞に 付、 無 ッ摅返 出 致 候 次第 候 間、 何卒 明 = 御 登城 之 

上、 精 な 御 助勢 被 M 成 卜 ， 候 様相 願 候 旨 申達 候 由、 

〇廿 七日、 今 = 巳 刻 御供 揃に 而、 西 水 願 寺 之 掛所尾 侯 

御旅館へ 被， 爲， 入、 昨 tn 營 中に 而內府 公と 御 ^^_談 之 

御 次^ 御物： 踣 に而、 二 侯 迄 之 御 書面 御 差 出に 相 成 候 

は、、 夫 を 二 侯に て 御.？ 直し 御 書取、 御奏 ii に 相 成 

可レ 然との 御 談に相 成、 夫より 直に 御 登城に 而、 伊賀 

守 殿 初へ 御 逢御談 之處、 喷今 於，， 御前， 永 井； 牛 山兩參 

政 執筆に 而、 御 書面 御収掛 りに 相 成 居、 未定 之 事に 御 

座 候 問、 今： n は 御 返 出、 明日 御 登城 之 上との 御談 に. 

相 成、^ 魔ドも 大半 鋭定 にも 相 述ひ候 間、 御上 京 も 御 

都合 次第、 緩急 其 御請 可" 被い 成 御 模檨之 由な. -、 

一 、 今 = 於 二 營屮， 御 約 東に 而、 夜に 入御 側 衆 室賀甲 

斐守 殿御 旅館 へ 入來有 v^、 御對談 之處、 今般 之 御 一 

條に 付議 論 之 次第、 正大 公明、 御 藩 論と 如い 合.， 符、 鬼 

角 御 恭順 第 一 に而、 麾下 之 鎮撫 專耍之 急務 故、 御上 京 

之處ー 日 も 早く 被，， 仰 出， に 相 成 候樣致 度、 左 候へ は 

T 卯 B 記 


満城之 人心、 いつれ に御吉 左右に も可レ 有， 之と 相 心 

得、 自ら 居 合 も.： 又來 ：！： 四 B 迄に は 江戸 御 役人 北ハ上 

b 來候 へ は、 其 巳 前に 降 命， i 相 成 候 へ は、 口舌 を费さ 

すして、 鎭撫之 都合 も甚 可い 宜 との 見込なる 由 を 被., 

中 上, たり、 

〇 廿 AH- 今^ 外 御用^, 之、 永 井 殿 へ 毛 受鹿之 介 被，， 

^出 > 候 處、 御 用談 之 末 被，. S. 候 は、 御上 京 之 儀 被 二 仰 

出， 候 は、、 直 樣其運 ひ 付 候樣致 度、 其 問に 隙 取れ 候 

へ は 又^ 議も 難， 計 候 得 共、 朝廷よ. -之御 仕向、 區々 

之 = 間収候 斟は、 何も 差支存 VMil 敷と 見込 候 間、 其 

處御斜 酌に 而御熟 調铍， 下 度 山に 付、 罷： S 其 段 申 上 候 

處、 昨夜 室賀殿 は、 降 命 一 日 も 早き 方宜 との 事、 今 永 

井 殿 は、 連くても 御 差 支 無い 之との 見込 、要路に 而齟 

齬有， レ之、 御 不{# 思 召 候 得 4ir 猶又御 登城 之 上、 いつれ 

とか 御談 極可ン 被. 遊との 御內. 許な り、 

〇 今日 午刻 御 登城 之處、 內府公 御所 勞に付 、御請 書 之 

儀 は 伊賀 殿 を 以御楚 出お,， 之、 如い 左、 

辭 官之權 者前內 大臣と 可.， 稱、 御 政務 御 川 途之儀 

は、 天下 之 公論 を以御 確定 可， 被， 遊と 之 御沙汰 之 趣、 

謀 承：^ 候 段 可， 被 二 申 上， 候 isr 


T 卯 ：= 記  H 

レ 仕と、 被い 及 n 成 謝-候 由、 夫よ. 9 內府 公へ 御對 面、 朝 

廷ょ， -御渡 之 御 書面 御：^ に 被，： 指 上； 伊賀 殿豐 前殿玄 

蕃殿侍 座 有 VN、 相濟 候而、 廷議以 之 外 艱難に 運 ひ 候 

故、 土侯 幷 下院 之 有志 周旋 盡カ之 次第、 逐條 被，， 仰 上, 

候 得 は、 內府& にも 殊に 御 感激に 而 、夫-科 之 時機 到來 

之 事 候 得 は、 坂 地 之義は 如何 樣 にも 被 レ成、 御請 も 品 

能 可，， 被，， 仰 上： 御上 京 も 可い 铍， 成 哉と、 御 內談は 机 御 

収 極に 相 成 候 へ 共、 餘り 速に 御發 9;^ 相 成候而 は、 却而 

御輕 易之 姿に 而、 人心 如何と 御 得 酌に て、 明日な と 

御請 可レ 被， 遊歟之 御談之 由、 尾 侯 は 御所 勞に 付- 爲，， 

御名 代， 成 瀨举人 正 登城、 御 ほ 兑被ニ 仰 付； 從，， 朝廷.，. 御 

沙汰 之 御 書面 御 直に 指，， 上 之 I 候、 

1、 永 井 殿戶川 殿、 雪 江へ 逢 對京狀 被 二相 尋， に 付、 廿 

三日 廿 四日 之 廷議、 幷 結局 迄 之 次第、 逐 一 委曲に 及， 1 

物語 _候處 、如何にも 危急 千 萬 之 形勢な h- きと 驚歎せ 

られ、 其 模様に 而は 是非共 御上 京 無， 之 而は難 二相 濟， 

との 示談な，^、 

一 、 今朝 田 巾 邦之輔 御旅館 へ 出、 尾 侯 伏 水 御着 之 

折 柄、 坂 地より 被，， 差 出 候 新撰 隊之內 、無頼 之 徒 

有レ之 致ニ橫 行， に 付、 薩長 之 巡邏より 嚴制之 模様、 動 
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も すれ は ハサ 端 可，， 惹出， 勢ひ甚 危^に 付、 坂 兵  一 n も 

早く 引取 候 へ は、 巡邏 之 方 は、 尾 藩 ra 宮 如き 當 尹 

之勸 方に 而、 伏 水 も 管內に 付、. i 雲より 朝廷へ. e. 上、 

尾 越の 兵と 引替 候樣 被い 成 度と、 尾 侯 御旅館 へ 新撰 隊 

之 頭 被 二 召 呼； m 十々 引取 候 様、 御 直談に 而御 if 諭お レ之 

候 得 共、 坂 命に 而罷出 候 寧 候へ は、 坂 命 さへ お，， 之 候 

へ は 引取 可 V &、 左様 無 而は 引取 兼 候 趣 及 二 御 答 _ 

候に 付、 被， 成 方 無， 之、 御 捨^ 被.， 成 候へ は、 大 ieH^ 前 

に 而蟻穴 之 妨.： 股 前 之 勢に 付、 尾 侯 御 登城 被. 成 候 は 

は、 御 談之上 御収計 可，^ 被， 成 御 合 之處、 御登诚 難. 被 • 

成に 付、 御.：^ 來共 を以御 達に 相 成 候 間 、公 御 登城 之 

上、 猶又御 助勢 被レ成 n 御座， 候檨御 賴談之 3:1 に 付、 則 

於，， 營中， 永 井 殿 へ 御 談之處 、隊兵 何も 恭順に 而、 聊妄 

勸無 箬 候へ 共、 猶 厳重 可，， 申 越： 無 顆之徒 は、 先日 

隊屮脫 走之老 二三 十 人 有 v^、 其 者 共 之 橫行は 、於，， 

隊長 ， も 如何 共 取 計 方 無， 之 次第 之. H  、此 輩之爲 に 、不 

律 も 無 vNl 兵隊、 今页 引取 候樣. a. 越候而 は、 何か不 I 

尾 之 姿に も 相當候 故、 決 而引収 中 問 敷 杯 申 上、 御談整 

兼 候 由、 

1 、 夜 子 刻 比、 尾 藩 荒 川 龙.： 作 御旅館へ 罷出、 十 之 一 逢 


. レ遊候 事 

右兩件 心得 迄 御沙汰 候 事、 

1 、 此頃 中、 政府 之 御 用途 は、 德川氏 返上 之 領地 を以 

御 収賄に 可 二相 成， 丄ぃ へる は 上院 之 建議、 又 日本 全 

國之惣 高 割に 而可， 一 供給， とい へ る は 下院 之 建議に 

而、 兩端 未決に 有 候處、 今日 土老 侯より、 天下 總 高 

割に 相 成候樣 との 御 建白、 侯 御所 勞 にて 御參內 無レ之 

に 付、 御名 代 後藤 象 ニ郞を 以被レ 指，， 上 之： 且象ー 一郎 自 

分 口上に て、 何分 坂 地 之 御請 濟 次第、 總高割 之 地に 可 

ン 被，， 仰 出， と 御 內定之 御 書付 頂戴、 容堂 にも 安心 爲 

レ 仕度 段、 嚴赏 及，， 演說， に 付、 御 建白 之 通. -御 內定之 

段、 御附 紙に 而被 二 仰 出， 由に 而、 右 相 廻る、 左 之. 

通、 

政府 御 用途 之 儀 は、 御 新政 之 御 急務に 付、 德 川內府 

より 差 上 候 段 御請^ 上 候 は、、 列藩 諸 候 へ は、 天下 

之 公議 を 以買獻 之 次第 相 立 候欉被 H 仰 出， 可い 然と 

奉レ存 候、 

右 は容堂 職分 を以. S. 上 候懂、 如何 御 決定 可,， 被，， 仰 

付， 哉舉， 伺候、 以上、 

十二月 廿 四日  ， 


右 書面 之. 趣 御內定 候、 

右 は御頒 地之內 よ. 0 被，， 招 出， 候 儀、 坂 地 之 人心 怫 

之廉 故、 右 檨之御 建白 有レ 之し は 、専ら 坂 地 鎮定 之 筋 

御 周旋 之御廉 なり、 

〇 サ 五日、 今日 巳 刻 御供 揃に 而御 下坂 有い 之、 

一 、 右 御 下坂 御治定 に 付、 御先へ 01! 江 を 板 食 $4M 守 

殿 迄 被.， 遣， 之、 朝 卯 别發、 陸行に 而^ lii 半 刻 着 坂、 直 

に 登城 之處、 巳に 御 返 出に 而、 玉 造 口 之 御旅館へ 罷 

出、 拜謁之 上京 狀 委曲 申述、 御 渡御 書附、 幷土老 侯 御 

建白、 御 指 闘 之寫共 差 出、 事情 御考. お 上、 前途 之 御 

運 ひ 御盡カ 有；， 之 候 可 n 申 上 JnT 奉 命 之 趣 及，， 演達， 

處、 惣而御 落 意 相 成、 夫々 御 申談之 上、 精々 御 周旋 可 

ゾ被レ 成との 御 答な り、 

〇 廿六 ：！！、 今曉？ ^半 刻 御着 坂 也、 巳 刻 御供 揃に 而、 尾 

侯 御着 坂 御 見合せ 之處御 延着に 付、 午 半 刻 頃 御 城 

相 成、 尾 侯 は 御船 中よ 御發 瘧に而 御手 間収 有い 之、 

慕 時 前 御着 船な. -、 公 御 登城 之 上、 先つ 伊 贺殿永 井 殿 

へ 御 逢、 京師 之 事情 夫々 御物 語^い 之處、 不 n 1 方， 尊 

勞之 御義、 此上は 是非 御手 箬通. 9 相 運 ひ 候 樣逾カ 可 


丁  n 一針 
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上け 被レ成 候譯の 物に は 無， 之、 土地 人民 程 大切 成 動 

かし 難き 物 は無レ 之、 如何に 叙 息 にても、 御 無理 は 決 • 一 

して 行 はれ 不 レ申 害に 候 を、 ケ樣に 名分 名義 も 立 さる 

事 を 被，， 仰 出？ 末の 詰. >  を 如 ：！： 被 レ成候 哉、 傳 幕の 長 州 

苒討を 御覧な さるへ し、 名義 不， 一 相 立， 候 故、 結局 致 

し 方 も 無，， 之 攀と相 成 候、 此度も 德川氏 へ 御 仕向け 之 

次第によ. 9、 朝 命と いへ とも 如何 可 二相 成， 哉 難レ計 

候、 德川氏 は 長 州 杯と も 違 ひ、 類 薬 廣く普 代 も 餘多候 

へ は、 皇國 之大亂 にも 可，， 相 成， 事 候へ は 、私：^ ハも德 

川 氏 之爲に は、 支族 臣子之 分 を以、 宗家 存 C 之 境、 只 

管 御 憐評を 相 願 候、 又 良 國 朝廷 之 御爲に は、 數 ならす 

候へ 北 ハ參與 之廉に 而御諫 (1^奉，，中 上， 候と、 悃々 陳啓 

に 及 候處、 夫 なれ は 今 一 應可， 及 二 評議， との is^ に而 

被，，引入ハ」夫ょり下院之內ょり諸方難陳、カを^^し^： 

旋致 居候 內、 整 枘齟餹 、又々 返上 之 二字 愈 決定し 發 i 

表有レ 之、 談判 殆困 極に 至りし かと も、 百方 手を識 し、 

漸くに して、 御 政務 御 用途 も 可い 有， 之に 付倾地 返上 

之 儀 はとい へ る を、 御 用途 之 分 は 領地 之內 取調 之 上 

と 取！^ に 相 成、 公論 を 以て 可レ被 一一 仰 出 一とい へる を、 

公論 を以御 確定 可， 被， 遊と 改. o、 長谷卿ょ.=^尾越之 
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兩 人へ 被 に 付、 確定 之 字面 は 舉レ畏 候へ 共、 領地 

之內 の. S の 字 之 下 へ 、「ョ リ」 之 二字 を 被レ加 皮と 申達 

候處、 是亦 評議 難 し、 更に 承引 無， 之、 尾より は撟 

本 卿 迄 厳達す、 內外之 勢ひ頗 及-一切 迫-候 得 共、 尾 越 愈 

以前 說持重 之處、 遂に-お倉 殿 は、 「ョ リ」 之 字の 事 を 申 

達 候 得 共、 此處を 「ヲ 以テ」 と 相 成 候て は 如何 可レ有 

ゾ之 哉、 夫れ とも 「ヨリ」 にて 無 レ之而 は 不二 相 適， 俄 候 

哉と 报 問に 付、 兩藩 にて は 是非とも 「ヨリ」 と 相 成 候 

樣 にと 及 二 懇願， 處、 左 候 は、 其 通りに 相 決、 ま ェに而 

御 書 而改而 御 渡 可，， 被， 成 旨に 而、 追 而小 御所に 於て 

三 職 御 列座、 朝廷よ...^ 內府 へ 御沙汰 之 ほ に而、 總裁宮 

より 別紙 公へ 御 渡 有 VM、 御^見 之 上、 早速 ド坂德 川 

內府 へ 可 二 中？ i , と 御；？ i 被 二 仰 上： 其 席 へ iiiS 侯 御名 代 成 

瀨舉人 正 御 呼 出、 右 同様 御演 達、 大納言へ 可 二相 渡-旨 

に而、 宮 よ，. >単 人 正へ 御 渡 有い 之 相濟、 御 返 散 は 亥 刻 

を 過き た. C  、御 別紙 如，， 左、 

1 今般 辭職被 ニ閜召 _ 候に 付 而は、 朝廷 辭官之 例に 

傚 ひ、 前 内大臣と 被 二 仰 出， 候 事、 

I 政權返 h 被 H 開 召-候 上^、 御 政， 移 用 皮 之 分 、領地 

之內 よ. 0 取調 之 上、 天下 之 公論 を以御 確定 可レ被 


樣 との 事に 而、 御 書面 御 渡に 相 成處、 右 御义段 之內、 

矢 張 領地 返上 之 文字せ.， 之 候 付、 參與 之內、 尾 越 之 面 

而 より、 於，， 尾 越， は 尙相願 度 儘 有 レ之段 申達 候、 諸 藩 

は默々 として 返 座す： 一 是 より 禁句 は 引 直しに 相 成樣、 

公に も 御沙汰 有， 之、 藝參與 等 頻に裹 面 周旋、 邦之輔 

雪 江 は sli^ 倉 卿 へ 申立 候處、 內狀殊 之 外 險急之 趣 被， 一 申 

聞， 候に 付、 當時之 議論 家、 中 御門、 正 親 町、 長 谷、 萬 里 

小路 等 之 諸 卿 へ 、御逢對之魏中入候處、^^久して四卿 

御 揃 御 出會に 付、 邦之輔 より、 返上 之 二字 有 而は、 

坂地輕鞏之人心に關係、如何にも落合兼、鎭撫難^^之 

趣、 諄々 中 述候處 、諸 卿 被い. S. 候 は、 一 應は尤 に. W 聞 候 

得 共、 御 決定 之 上 之 iil 候へ は、 最早 動し かたき 趣等談 . 

之. 3、 或 卿よ. -、 政權 返上 之 上 は 慨地も 返上 無 vWfg 

は、 名分 名義 難 二相 立 T 內府 誠意 之 發見も 無い 之との 論 

を 被 レ發に 付、 雪 江 十之丞 巾^!^ は、 其 仰せ こそ 名分 

不レ 明と 舉ぃ存 候へ、 德川 氏之關 八州 は、 臣氏之 S ニニ 

遠駿 甲と 振替に 相 成 寧に 而、 武功 を以 伐. -取候 も 同 

然、 其 外 之 土地 沖」 も、 其 頃 之 世態に 而、 朝廷より 賜 は 

候と 申 事 も 無， 之、 夫々 之. 3 緖 有て 額し 來候 事に 

而、 政權 にも 將 軍職に も 附き不 い 申、 又 祖先 之 世に は、 


天下 之 人心 盡く德 川 氏に 歸服致 候 故、 政權も 自ら 手 

に 落 候 寧に 而、 誰の を楚 しに もな く、  1^ 方より 讓られ 

たるに も 無， 之 候、 又將^ 職之義 は、！^ 應御辭 返屮上 

しかと、 强而被 レ命候 事に 而、 願 ひたる 事に は 無. 之、 

夫より 巳來は 代々 右 之 振 合 を以、 二 w:^ 年 相承 致 候 

事に 而、 官位に 付 而之譯 も 一史に 無， 之、 然るに 晚 今と 

相 成、 右 政權を 返上 奉り 候 德川氏 は、 倾しぉ 候 土地 迄 

も 返上 致 候 平而は 不， 適 次第と. W 成、 又 政 櫂に 關ら 

ぬ 諸侯 は、 依然として 舊 封を頒 し， お 候而 は、 德川氏 は 

代々 政權 御. m. り 申 上、 心 を 勞しカ を^ 候 丈け 之 不幸 

と 相 成 候 道理に 當， 0 て、 素々 政 權と頒 地と、 將 職と 

官位と は谷自 別段に 而 M に 名義に 相拘 係す へ き 物に 

は：^, 之 問 敷 歟と申 上 腐、 夫 故 昨 H も、 諸仪 一 同^ 地 

返上す へ きかとの 論 も 起 候 へ 北 r 夫は不 V:?- との isl- に 

て 相 止た. >と 被レ 申に 付、 御尤之 次第に 候、 諸俟 一 同 

領地 返上と 相 成 候 はゝ、 天下 之 惑 亂と相 成 可 vs. 、今 

德川 一 家た. 0 とも、 人心 は 同し 事 t 侏へ は、 いか て か 

故な く 承伏 仕る へ きと 申 候 へ は、 例 之 普 天 率土 を 被 二 

申出， 候に 付、 如何にも 一 天下 王土に は相途 之 候 

得 4r 王土 なれ はとて、 王 之 御 滕 手 次第、 御 私に 御 引 
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之 安危、 時 憂 之 緩急 を 御 辯 祈 あ つて、 頻りに 成敗 之 所 

決 を 御 催促 ありと いへ とも、 鬼 角 之 御 挨拶 無 VN、 難 

陳百囘 、夜將 に 明なん とする に 及ん て、 いつの 間 か、 

宮始 上院 之 御 方々 御^ 朝と なり けれ は、 二 侯 も 無二 御 

據： 廿四 H 朝 卯 宇 刻 比 御. 返 散な り、 

1 、 此日雪 江 坂 地 早朝 發之稷 之處、 寅 半 刻 頃、 司 計 小 

架 五郎 大夫 着船に 而 申出 候 は、 昨夕 申 刻 比 伏 見出 船 

に而 及， 一 下坂, たる 由、 右 は 公 御 下坂 之 御沙汰に 付、 御 

宿 割 御用と して 罷下候 由、 御 下坂 之 事情 は 更に 不， 一 

相辨， 趣に 付 當惑候 折 柄、 又々 京 便 有，， 之、 廿三 H 御參 

內、 廿 四日 御 下坂 相 成 段 申來候 趣、 同人より. E. 出、 於 こ 

雪江，も進；^ハ難レ決に付、 今 一 度 御城 巾 之 子 幷京報 

之 次第 も 承 調、 行 止 取 極 可， 申と、 平. H 殿 旅 宿へ 推參 

承 候處、 和 州より 之來帖 に、 尾^ 下坂 之 模樣、 形勢 至 

難と 唯 一 筆 申來候 迄に 而、 事情 不分明 之 由、 兎角 御官 

祿 一 件 不二 形 付， 候而 は、 御上 京に は 難 二相 運， 斟 候へ 

は、 兩侯御 下坂に 而も 御 無益に 可，， 相 成， 候 問、 其 段 早 

早 歸京申 n 上 之： 右 件 御 事濟之 上、 御上 京 御 促に 相 成 

可レ 然と、 }^ 山 殿との 相談 相 決、^ 樣 歸寓、 巳刻發 船、 

夜 亥 刻 過 京 着、 直に 參朝、 平明 御供に 而罷歸 る、 
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1、 去る 九日 變革 已來、 伏 水廢驛 に. ffl 成 候へ 共 、奉行 

屋敷に は 餘程之 人：^^ 罷在、 加 新撰 隊幷會 兵 等 坂 

地より 被 二 指 出 殺， 候處、 近々 朝廷より^ • お 二 藩へ 巡 

遞被， 命 故、 嚴重 之警衞 に而、 兵隊 戎 装に 而辻々 相 固 

め、 唯今に も • 之 起る へき 形勢 故、 市中 老若 離散、 器 

財 取 片付、 砲-蜂 一 響に 及 候 はゝ、 立地に 戰 51 と 可， 一 相 

成 1 有 校な りき、 

〇 廿 四日、 今日 巳 刻 御 參內之 御調 候處、 御所よ. 0 御 使 

を以、 御用 之 儀 候 間 唯今 參朝 有， 之 様 御 達 候 付、 尙御 

所 向 御 取調 之 上、 午刻 御供 揃に 而御 參內 被， 遊、 今 = 

土 老侯薩 侯御斷 りに 而、 竊ー^^？侯と御兩人な.^、 

於 二宮 小 _廷 議内景 御 探索^" 之處， 昨 = -來 徹^ 故、 宮始 

實に御 草 臥に 而、 御 評議 御出來 兼、 今朝 之 處御散 朝 相 

成 率 故、 今日は 是非 御 決 評と 申 御 運 ひ、 畢竟 之處、 官 

武 内外 之 落 合、 疑懼 を懷 いて 決 兼 候 次 f:- に 付、 下參與 

周旋 之 向よ.^、 夫 等 之 儀 は 尾 越へ さへ 御 委任 相 成 候 

へ は、 坂 地 之 儀 は 急 度 御 安心 之 旨に 而致ニ 您慂： 先つ 

夫 なれ はと 申 趣に て 漸く 決し かけ、 頓て事 定.^ 可レ 申 

勢 之 由な h- しか 、無レ 程下參 與不， 殘呼出 に 而、 御 書面 

御 決定 候 間、 拜見之 上 存寄有 候 は、、 猶又申 上 候 


云 致 二 承知， 候、 素よ.^ 誠意 を 以泉國 之 御 爲に致 皮 

微衷 は、 追々 建言 も 致 候義に 付、 此 度之義 沖」 も、 皇 

國之御 爲に相 成 儀 候 は、、 速に 上京、 協力 同心、 正 

議を盡 度 素志 情 願 候 得 共、 先 敏旣に 大變革 之 節、 家 

來 共鎩撫 之爲大 坂へ 引取 候 次第に 而、 漸く 說諭を 

も 相 加へ 鎮定に は 相 成 候 得 其、 此度爲 二 天下， 上京 

致 候 共、 家 來共承 候 は、、 一 向に 危地に 臨み 候樣 

存取、 又々 沸騰 難， 留に 可,， 到と 熟知 致 候 il 、此上 之 

御盡 力に 而、 可 二相 成， は、 御所よ 御用 有い 之に 付 

被.， 爲.， 召 候 様相 成 間 敷 哉、 左 候 は、 家來 にも 如何 

檨とも 鈸撫說 諭いた し、 早々 上京 候 様 可い 致、 委細 

は 伊豆 申 含、 支蕃 打合せ 可い 及，， 御 細 話, 候 間、 深く. 

御 諒察 可レ給 候、 右上 京 之 節 は 人 數も召 巡 候 事故、 

兼 而宮闘 は 勿論、 市中 末々 迄 へ 解いた し、 猥 に驚勸 

不レ 致樣、 鎭撫方 御 心 付 可い 有：， 之 候、 餘は兩 人 之 口 

吻に 托し 草 々開 筆 不悉- 

十二 3： 廿 一 m 夜認  內 府 

大藏 大輔殿  . 

容 堂 殿 

無 レ程永 井 殿 も 御 來會、 象 一 ー郞も 被，， 仰 遣 r 御 書中 之 趣 
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反稷御 討論 之 上、 坂 地よ b 相 廻 候 御 害 収猶又 御 添削 

に而、 御 喾而御 出來相 成、 御所へ は、 今：！： 尾 越 被，， 仰 

合， 御 申立 有い 之 間、 三 職 您參內 相 成 候檨、 御 家 來共を 

以御達 有 、未 半 刻 過 御 麻 上下に 而御參 內被， 遊、 尾 

侯 土 老侯藝 若 侯 も 御 參內、 薩侯は 御斷り 也、 於 二 小 御 

所， 惣裁始 御 揃 之 御 席に 肺、 尾 侯と 御 一 所に、 德川氏 

官祿 之義、 朝廷より 之 御沙汰に 相 成、 夫 を 御 持 參に而 

御 下坂、 德川 氏へ 御 逮^い 之、 御請 濟に而 御上 京 相 成 

候檨、 御 周旋 被， 成 皮 趣、 今 m は 德川氏 支族 之 御 場合 

は 御 離れ、 議定 御 職掌 之 上に 而、 皇國萬 安之 爲被 n 仰 

上 ， 候 段 御. S. 立 に而、 御 相談 之 御 書面 御 出 に 栩 成 候 

處、 政府 御 用途と して 領地 返上 之 文 段に 不， 一 相 成， 候 

而は、 御 奉還 之實効 難 n 相 立 一との 事 候へ 共、 御 倾地返 

上 杯との 趣意 相 成候而 は、 坂 地 之 鎮撫 難 n 出來 I 譯に 

而、 廷議殊 之 外 困難に 而、 中々 御 一 席 之 御 評決に は 

難， 至、 再三 御 休 席に 而之 御論談 なり、 是は政 櫂舉還 

候 上 は、 領地 共に 返上 無，， 之而 は、 御 誠意 も 不，： 相 願 r 

御名 分 も 難 二相 立， との 論 上院に 盛んに、 文字 上に お 

いて 義 f 之 當否を ゆ ひ、 眼前 闕 下に 勸 亂を發 する を 

顧みさる を 非と する の議、 下院に 專ら 也、 二 侯 は 朝野 
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難 二 出來ハ 原文 之 通. - ならて は 鎮撫に 難：， 及と 被 二 申 

出， に 付、 全國高割云々之文段、2^-越に而ケ樣之趣之 

書取に 相 成 候而は 如何と、 猶乂 潤色 致し 申達、 其談に 

而被二 引 入ハ」 又 良久 有ン 之、 伊賀 殿豊前 殿逢對 にて 铍 

vs. 候 は、 種々. &談見 候 得 4ir 一字 之^ 減 も 不，， 相 適 T 

原文 之 儘ならて は 落 付 不レ申 事に 相 成 候 間、 何分 此通 

りに 而御盡 力 相 成 候樣致 度と 及& 候處、 lils" は 

伊賀 殿 矢 立 を 取 出され 加筆 之 上 被， IH^ 入： 右原 文 加筆 

辭官之 儀 は 朝廷 之 御沙汰 次第に 可い 仕、 且 政府 御 

用： 述之儀 は gs; 之〕 f 割， が M 相 SWSSSMSM 

全 圃之高 割に 而相 佻候樣 

11 ォ追而 以，， 天下 之 公論， 御 決定 相 成 可， 然単、 (M 

本 朱せ E、 ヘム s^i の 字の 下より 朱 線 

加へ て 添加の 一  15 したり) 

私 云、 朱書 は 伊賀 守 殿 加筆 之 趣を寫 す、 

良久 有レ 之、 書面 文 段 申立 候 通 前後に 引 直した る を、 

御 目 付設 樂備中 守 殿を以 被，， 相 渡 1 亥 刻 過 返 出す、 

mu^ 川 殿上 京、 朝 命に 出 候 様との 周旋 之爲に 被レ上 

候 事に 候へ 共、 段々 兩人 申立 候 趣に 而は、 御官祿 一 

件 未定 之內朝 命候而 は、 甚御 不都合 大難 を來 候に 

付、 兩人 上京 まて In. 川殿滯 京、 示談 相 成 候樣、 急 _ま~ 
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被，， 申 越， 由、 伊賀 殿 物語 有， 之、 

〇 廿三 H、 今朝 永 井 殿よ b 呈書 如， 左、 

1 翰舉 呈上 候、 然は 唯今 坂 地 急騎便 を以、 兼而御 

內諭 御座 候 二 ケ條之 儘に 付 中越 候 趣 は、 . 承  1. 江 邦 之 

輔： 冉 下坂に 而、 削 地 辭官之 儀に 付 云々 被， re. 聞， に 

付、 別紙 之 通り 御 內答窗 出來、 兩人も 一 覽 致し、 加 

筆 通.^ 収直相 成 候檨致 度との US に 付、 其 通り 取 直 

しに 相 成 中 候、 右 加筆 通 之 書面に 而宜候 は、、 早速 

御 差 出に 可，， 相 成， 候へ 共、 左 も 無 而は、 所詮 御 

上京 之 運 ひに 相 成 兼 候、 尤 公然 御 旗本 之 士へも 相 

示 候樣不 „ 相 成， 候而 は、 必大 沸騰、 不， 可 二 鎮撫， 勢 

に 立 至 候 段 申 越 候、 昨^ 御 內談之 趣 も 御座 候 間、 

不，， 収敢， 別紙 相 添 此段申 上 候、 何れ 小生 も 跡より 

罷出 、尊慮 を も 相 伺 可レ申 候、 早々 頓首、 

十二月 廿 三日  尙 志 

. 福 井 賢 老公 

1 、今朝 II； 川 殿 幷御目 付 保 田作 太 郞殿來 邸、 川 殿よ 

b 內府公 御 直 書呈進 有い 之、 如い 左、 

1 翰呈 進、 ^は 5, 川 伊 豆 下坂、 御 地 i 模様 委細 

致， 一 承知， 候、 何分に も 早々 上京 致候樣 にとの 趣 云， 


よ. o 言上 之廉 成否に 候 間、 各 其 分 可，， 心得， 候、 尙又 

各國御 布令 之 事 にお ゐて は、 迅速 御所 置 可,， 然御 

確定 之 上段々 言上 之 向 も有レ 之、 旁 昨今 之 御 運 ひに 

至 候 得 共、 越土藝 初、 下 參與輩 被， 出，， 建言， 之 次第、 

其 情 實も亦 難，， 默止， 被，， 思 召， 候 間、 急 端 右 期日 を 

限と し 御所 ハぬ 可， 被， 遊 候、 此段爲 一一 心得 一 被，， 仰 下， 

候 事、 

一 、 今朝 六 時 過、 雪 江大坂 着船、 四 半時 比 邦之輔 同伴 

登城 候處、 永 井 殿 In. 川 殿上 京 不在に 付、 ギ山 殿へ 逢 

對、 御上 京 無，， 之而は 不，， 相 適， 次第、 邦 之輔ょ b 逐一 

申述、 夫よ hHM 地 之 形勢 等 及，， 詳說： 漸く 聞込に 相 成、 

雪 江 俄 は、 拜謁之 上 見込 之 次第 及，, 言上, 度 申 Mi^ 一之？ 

平 山 殿に は、 朝廷より 御上 京 被 二 仰 出，， 候樣 被，， 致 度 趣 

に 付、 其 儀 は隨分 周旋 I.!; 屆 可，. S. 段 ゆ 談返座 」 午後、 

伊賀 殿豐前 殿ギ山 殿、 雪 江へ 逢對、 見込 之 趣 被 J 蟒に 

付、 朝廷 諸 卿幷諸 藩士 之 事情 形勢 等 委曲 詳辨、 何分 好 

機會 候へ は、 此時 御上 京に て、 大勢 御 挽回 御 靜定無 

レ之而 は 不二 相 適， 趣、 反復 申 陳候處 、何れも 大に落 意 

に而、 朝廷より 之 御沙汰 次第、 御上 京に 可， 一 相 成 _ との 

談 判 決意に 付、 御 官稱御 一 條も御 決議 被， 下候樣 にと 
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申述 候處、 夫に 而は 六ケ 敷、 其 儀 も 共に と. 尜に而 

は、 此方よ .9 之 被，， 仰 上 一は 速に 聞 召に 相 成、 彼方よ 

り 之 御沙汰 は 無い 之と. 2. 檨之 事に 相 成 時 は、 其 場に 及 

ひ 何 A ハ被 k 方 無 事と 可 二相 成 一 候、 欺 を 受ては 後 

悔 詮なし 杯の 疑念 論に 相 成 難 二相 決， に 付、 朝 命 之 下 

書 Si 出し、 

今般 辭職 被，， 聞 召， 候に 付而 は、 辭官化 度、 且 王政 极 

古に 付、 政府 御用 途之债 は、 天下 之 公論 を以、 所領 

よ. 9 指 出候樣 仕度 舉ぃ存 候 事、 

ケ欉之 御 次第 を以、 尾 越 迄 御請に 相 成 候 へ は、 尾 越に 

て 又 夫 を 品 能書 取、 指 出 候 樣之御 郡 合に 相 成 候而は 

如何と 申談 候處、 さら は是を 以談見 可 vm- との $1- に 

而引 入： 一 良久 有， 之、 璺前 殿： 牛. E 殿逢對 にて、 1 1 侯へ 御 

談に 可，， 相 成 _ 喾面、 十分 之 一:! 意 を以認 たる を被レ 示、 ケ 

樣に而 は 如何と 被レ 申に 付、 邦之輔 と共に 種々 辯 論、 

文面 之圭角 悉く 減 削 致 二 加筆 ， 候處、 夫に 而談見 可レ被 

レ 申との 事に 而被， 一 引 入？」 又 良久^, 之、 伊 贺殿舰 ま g 殿 

平 山 殿 逢 對に而 、先頃 官位 一 等 を 降し、 領地 1 一 百 萬 石 

被 レ削候 段、 降 勅 之 風聞 嘗 致，， 流布 (夫よ h- 猶更氣 立お 

候處 故、 先刻 之 書面、 筆 削 之 通 相 成候而 は、 迚も 落 合 
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取調， 永 井殿歸 京に 相 成 事 之 由、 坂 地 之 人心 は 今以困 

難 之 趣 等 物語 有い 之、 

1 、 此夕五 字 後、 後藤 象 二 郞參邸 拜謁相 願 ひ、 永 井 殿 

歸京、 今夕 容堂樣 御旅館へ 被，， 罷出 居， 候 間、 乍，， 尊勞， 

公 も 御 來臨被 レ下候 様との 御 使 之 旨 申 上に 付、 即刻 御 

供 揃に 而、 要路 之 面々 被，， 召迚： 土老侠 大佛之 御旅館 

へ 被， 爲义、 御 同所に 而ニ公 幷永井 殿、 象 ニ郞、 福 岡 

藤 次、 被，， 召 出， 候、 修理、 十 之丞、 鹿 之 介 も 御 一 席に 

而、 種々 御 相談 有 K 之 候へ 北 r 何分 差當. -御官 祿之御 

1 件 形 付 不，， 申內 は、 御上 京 相 成 候 而も 却而御 不都合 

に 付、 先つ 此件之 御： 的 相 立 候 様 被， 成 ST 就 而は京 

坂隔地 之：^ 復、 日間 も相懸 り、 段々 遲引 にも 相 成 候へ 

は、 結 11^ 朝廷より 之 御沙汰に 相 成、 夫 を 御 持 參.. 尾 公 

と 御 一 處に御 下坂に 而 被，， 仰 上 T 御請 之 御！^ 樣 次第、 

御上 京 之 義も其 節 之 御 談に相 成 候 方 可,， 然候 へ は、 明 

日 は 三 職 惣參內 之義御 申立、 尾 侯と 御 一 處 に可レ 被，, 

仰 立， との 御 談濟に 相 成、 即席より 十 之丞、 鹿 之 介 被 

レ遣、 尾 侯 御旅館に ぉゐ て、 小瀨新 太郞、 茜 部 小 五郎、 

中 村修之 一等 對接、 夫よ. 0 申 上に 相 成處、 愿侯 御尤に 

召 御 3! 意之 旨 御 返答 有， 之、 十 1 一字 前 御歸邸 被， 遊、 
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一 、 尾老 侯、 兼而 御沙汰 も 有， 之 御間旋 之^ 桑 歸國之 

件、 今 以御遍 延相成 候に 付、 御 下坂 御 力 被， 成 度 段、 

今：！ 1 より 御 暇 之義御 願に 相 成處、 別紙 之 通 御 措阖濟 

に 相 成 趣に 而、 明 H にも 御 下坂 可. 被. 成 御 様子 有レ之 

候へ 共、 前 條之御 次^ 相 成； i 付， 御 下坂 御 見合せ 之 

義、 街 山 小 三 郞を以 被 二 仰 入， 處、 御 承知 之 段 中 村修之 

進よ. >  御 返答 申 求る、 

尾 張 大納言 へ 

顷= 被，， 仰 含， 候 筋に 付、 段々 幾 力 之處、 蒂城往 反 彼 

是 難い 屆 次第 も 有， 之、 自身 下坂、 死生 之 間に 立候而 

も、 御 趣意 御 徹底に 可， 致 s;^ 志願 之 趣に 而、 今日よ 

り 御 暇 願 度 3rs、 始終 出 格 之 心得 神妙に 思 召 候 問、 

願 之 通 被，， 仰 付， 候、 a: 去る 九 H 以來： ：： 々物議お 生 

候 事、 偏に 尾 越 周旋 之 應不， 舉之 故に 付、 此 上は來 

る 廿 五日 中 三日 を 限 b 成功 可い； レ之 候、 右 期 = に 

至. -尙是 迄 之 如く 遷延 之義 被，， 申出， 候 而も、 於 二 朝 

廷， 決 而不っ 打 件に も 有， 之 候 間、 前件之通、彌以|^？ 

精7«1义可レ^^^ーま-ーダ出 i  I^^JT  5£^各.,,！1, が，^ 滴 It す、 

願 之 趣 も 有， 之、 別紙 之 通 被，， 仰 出， 候、 隨而 古 之 

初より 被；， 爲 n 的 目， 候御義 は、 尾 越 周旋、 德 川內府 


恐 汗 之 至 奉， 存候、 萬 世 皇國之 基礎 を 被，， 爲， 建 候 御 

大事に 而、 愚^ 可二默 止， 儀 無二 御座， 候に 付、 差 向 

可 二 申 上， 候、 今般 御大 政 一史 始之折 柄、 外 夷 も 刮目 

罷在 候處、 諸 藩 列 侯 僅に 五藩而 巳に て、 夫 も 多く は 

隱居 又は 世子， 等に 候 へ は、 即今 之 不束、 外 夷國情 

通知 之 事故、 IMfs^  く 全く 天下の 會議を 聞 召て の 

御所 置と は不レ 奉， 存、 御手 藩に 可， 奉， 存 一哉、 深薆に 

不レ堪 奉い 存候、 御告 文之內 に、 列 侯 會議之 上と 被 

レ爲ぃ 花 候 通， -、 段々 列藩 も 上京 可，， 仕 候 問、 仰 願く 

はき 議を 被， 爲.， 待、 篤と 公議 之 上 御 布告に 相 成 候 

4r 敢而 不.， 遲 哉に 舉ぃ存 候、 夫 迄之處 は、 外爽ょ h- 

迫而 不，， 伺 出， 樣に は、 如何 檨 被.， 成 方 も 可い 有，, 御 

座， 候 哉、 何分 勅使 御 下，：！：、 一度 降 命 有， 之 候 上 は、 

直に 仳界之 通 法 を以、 都下に ミ -ー スト ル指 S 候 儀 

可 レ舉ぃ 願、 且是 より 誰 人 か應接 可,， 仕 哉、 參朝も 仕 

度、 其 俄 も 奉い 願 候な と 申出 候 は、、^ 御 煩 は敷義 

と 舉ぃ存 候、 吳々 當分之 處は鬼 も 角 も 御， 諭 置に 相 

成、尙天下之議を被，爲ぃ^^候樣、幾^|9.;にも舉ぃ願皮、 

今 = 此處之 遺憾 無， 之樣御 1^ し 無，， 御座 ， 而 は、 後日 

之大害 難" 測、 至重至大之儀、恐懼之餘.^不レ憚，，忌 
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諱 r 議定 之 廉を以 、右 之 趣 ® ほ兩 人を以 舉，， 申 上, 候、 

酒 井 十之丞 

毛 受鹿之 介 

私 云、 此御 調印 之義、 ni5- 侯 は 御 斷り被 n 仰 上？  土老 

侯 は 御 熟考 之 上 ならて はと 被 二 仰 立； 相 調 ひ 難 

く、 勅使 衍添 被， 命 候 後藤 象 ニ郞、 三！； 八 郞も御 

斷り申 上に 付、 此 一 件 は 遂に 御 遷延に 相 成たり、 

1 、此夜 雪 江 wc 半刻顷 上着 之處、 亥 刻 後 邦之輔 よ.^ 書 

簡 に而、 御 奏聞 狀 1 一 侯へ 御預に 付而 は、 前議之 通り 

今 一 應申上 度に 付、 明朝より 下坂 之 精 相談に 付、^ 段 

申 上 相 伺 ふ 所、 雪 江 も 下坂 候樣 被， 命に 付、 其 段 及， I 返 

報； 

〇 廿 一 日、 今朝より 雪 江、 田 中 邦之輔 下坂、 

一 、今^^永井玄蕃；§殿坂地ょ.-上京有ぃ之、 

〇 廿 二日、 今朝 毛 受鹿之 介 永 井 殿へ 罷出、 雪 江 昨朝よ 

b 下坂、 亦復行 違に 相 成 趣、 且京情 S. 逢 候而、 坂 地 之 

模様 承 候處、 於 二 彼 地， は 過 H 來已に 御 奏聞 一條に 

レ之處 、戶 川殿歸 坂に 而、 京地 之 次第 申 上に 相 成に 付、 

御 再 評 之 上 御 泰狀御 差 控に相 成 候 上 は、 京地 之 形勢 

に 被， 任、 御上 京 も可レ 被， 遊との 御 儀に 相 成、 其 件 爲，， 
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趣に 而は持 參之策 は も 行 はれ 不一い 申、 永 井 殿 も 周旋 

處には 有， 之 間 敷と 申 合 候內、 永 井 殿 逢 對に而 、右 御 

書面 川 豆 州 殿 持 參に而 上京 之 上、 永 井 殿へ 申談指 

出 候 様との 御 仕向に 有レ 之處、 行 違 ひに 相 成 候 事に 

而、 此處 へ餘事 申出 候 而も 詮なき 事故、 彼 一 策 はま 張 

無レ之 由、 拆御 書面 は 如何 可；： 相 成， 哉との 尋に 付、 公 

譏に 附 する 見込 申達 候處、 如何にも 左様に 有，， 之 度、 

其處！ ^角 御 周旋 相 願 度との 事に 付、 一通 は 正面に 而 

諸侯 議定 之 方へ も 御 指 出に 相 成 候 様 致 度、 夫 を以周 

旋之致 方 も 可い 有い 之と 申談 候處、 まハ 運 ひに 相 成歟不 

,,存 候 得 共、 今 一 通. W 可， 被 二相 渡-との 事な り、 物： 洁之 

次 手に、 高野山へ 鷲： 殿 屯 兵、 御 代官 所へ 通達、 幷村 

人 注進 等之兽 面被レ 示、 ケ樣之 義有レ 之 故、 彌 沸騰 難 

レ制 候、 是等は 致 二 如何 一可 レ然 哉との 事に 付、 是も 議定 

へ 御 出御：： M 之 方 可，， 然と 申談、 寫 一 通 被，， 相 渡， 候 iss. 

に 決す、 從も y は 御 W 面 御 指 出に 付而 は、 益 御 恭順 被 

ン 爲，， 在 皮と 申 俄 を、 懇々 相 願 ひ 返 座 ノ水井 殿 は今暫 

滯坂 之. a 、：牛 出 殿 逢 對に而 、御奏 閒 狀寫 一 通 被，， 相 渡 T 

見込 被， *尋_ 候に 付、 公議 之 外見 込 無， 之、 今 四 五日 

御 見合せ 被， 下 候 へ はよ ろし か.^ し をと 申達 候處、 好 
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機 曾 を 失 ひ殘念 之. S に而、 稲々 議論お 、鬼 < ^降官 

削 地 之 不當を 被 二 申立， に 付、 今 H と 相 成 候而は 決し 

て夫等之儀は無，之と論辨を^^し、稍點頭に及ひしか 

とも、 猶被， 申 候 は、 右 之義は 跡に いたし、 先つ 特命 を 

以被， 爲レぉ 候而は 如何との 說 有い 之に 付、 京地 之 寧 情 

一 々中 達 返 鹿、 右 等 之 次第に 而、 於 n 此表， 周旋 之 致 方 

も 無， 之、 且 京都 之 様子 も 懸念に 付、 邦 之 輔申談 、夜船 

に而 m 京す、 十二 字 後 解總、 

〇 廿 H、 昨： n 御 家 來御呼 出に 而御達 之 通り、 今朝 爲，, 

御 加判 ， 御參朝 可い 有い 之處、 御所 勞之趣 を 以御斷 り 

被，： 仰 上 一し に、. 調印 御 違背に お ゐては 勅使 可， 被 二 指 

向， 候 杯、 橋 本殿 被 n 中 出， に 付、 十 之丞、 鹿 之 介 を以被 

レ及ニ 御 建議 一 候處、 趣意書 取 指 上 候 様 御 差 闘 に 付、 兩 

人より 指 上 候 書面 如い 左、 

演 說之槪 略、 書取 を 以申上 候樣被 n 仰 付-に 付 

申 上 候、 

昨 H 被， 仰 出， 候 趣、 大 藏大輔 舉，， 識承， 候、 外 夷 を 見 

る尙 古の 漢土の 如しとの 叙 慮、 乍 レ恐舉 二 成 佩-候、 

不肖 之大藏 大輔、 職 を 議定に 承に 付、 外爽 へ 御 布告 

に、 御諱 御璽 を 被， 爲ぃ載 候 末へ 加判 仕 候 儀 蒙， 命、， 


も 無レ之 候へ 典、 朝廷に お ゐて御 採用 之處 は、 何共 至 

難 之 儀と 舉， 存候、 是は 何方へ 御 指 出に 相 成 候 哉と 申 

候處、 帥宮へ S, 田 和 州を以 被，， 指 出， 候 御 積 之 由 被レ申 

に 付、 宮 又は 其 餘に、 兼 而御差 合 之 御 方に 而も 有， 之 

事に 候 哉と 申 候處、 夫 は 何も 無い 之との 事故、 夫に 而 

は 無策と 申 物に 而、 御 仕遂け 難，， 被， 成而 巳なら す、 朝 

廷之 御爲、 御 家 之御爲 にも 不二 相 成， 事と 舉ぃ存 候、 右 

故 京地 之 御 評議に 而は、 何分 御 平穏に 御上 京 舉レ願 候 

積に 候 ひし かと、 此御祷 面 出 候 而は最 Ef 十日 之 菊と 

相 成、 何共 當惑 至極 之 段 中 述處、 何とか 此上は 御奏 

聞 之 趣 御 採用 之 手段 は 有 レ之間 敷 哉との 尋に 付、 此上 

は 此御蒈 面 を 公議に 铍. 附候樣 被， 遊 候よ り 外 は 無 

之、 左 候 は、 御 後難 も 被，， 爲ぃ在 間 敷 歟と申 候 得 は、 

如何にも 夫より 外 は^ レ之間 敷 候 得 共、^ 處を 公に も 

御ャ M 力 被い 下候樣 可， 被 二 申 上 T 此御 書面 は大藏 大輔樣 

容堂 へ は、 一 通つ 、差 上 候箬に 申談置 候と 申 事に 付、 

尾 州 へ も 申 談候而 不レ苦 候 哉と 申 候處、 諸 藩 之 內拜見 

铍ニ仰 付 I 候 向 も 有 レ之 候へ は、 聊不， 苦との 華な 、拆 

何分 鎖定 難， 叶 事と 相 成 候と 被^ 申に 付、 伏 見 其 外へ 

御人數 被，， 指 出， 候 は、 如何 之 譯に候 哉、 如， 斯御 書面 
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被，， 指 出， 候へ は、 猶以御 恭順に 不， 被/お， 在 候而は 

相濟不 V &、 諸 藩 之 人心 も、 其 御 恭順 之 御 美德 に服從 

致； 候 事に 有レ之 段. S. 候處、 朝 譲 之 次第 被， t せに 付、 近 

況之 形勢 夫々. S. 達す、 又 被.. 申 候 は、 伏 水 は宿驛 被， 廢 

に 付 、人- ist 船 ^s; 等 妄に高 價を貪 候に 付、 爲，， 取締， 御 

人數 被，， 差 出 置 r 兵 庫 西宮等 は 外國人 も 致 n 徘徊， に 

付、 御 固 之 姿に 而、 實は 兵力 を 所々 へ 分ち 持 ロを與 

へ、 妄動 を 禁候策 之 由、 ニ條に 而も、 ニ條 通りへ 廿人 

計、 竹屋町 通り へ 七十 人計脫 走に 付、 其隊之 頭々 馳 

付 立 塞り、 先つ 我 を 殺せと 申 遮.^ 止 候 程 之 事と 相 成、 

最：： 小 被,， 成 方 無くと 御 下坂に 被， 決 候、 會 三千、 桑 千 五 

百、 幕 五 千 計 を、 條 城へ 籠居 させよ との 仰に て、 一 點 

之御動搖無レ之故、已に死を以諫め舉らんとせし^|^も 

有， 之 程に 及 ひ 候へ 北 r 猶御勸 き不， 被， 遊 候 ひし は、 

今日と 相 成 致，， 成 服， 候、 御 出城 之砌 も、 此處を 御明！^ 

きに て は 最早 戰期 無ン 之と、 御 玄關前 を 立^き 御^ 53 

申 上 候 勢 故、 無二 御據， 御 後門よ.^ 御 出に 相 成 候、 今 

にも 聊た b 共激 候へ は 直樣 破裂、 拙者 共 も 難， 制 候 

か、 江 より 三 兵 押來候 は、 嘸々 と、 唯今より 心配 之 

篛等 物. S£ 有 vw、 返 座 之 上 右 御 書面 邦 之輔へ 開示、 此 


ひ、 內府公 御上 京 之 儀、 御 叢 力 被， 爲ぃ 在候樣 懇願に 

付、 公 も 素よ..^ 御 同 論に 而、 列 之 御 含 も 被い 成，, 御座, 

義を被 二 仰 聞， 候處 、雨 人 雀躍 悅服、 健 次 は 直 樣戶川 殿 

と 一 所に 下坂 可 "及 二 周旋 一と 申 上て 退去せ. 9、 

1 、 御 奏聞 狀之儀 は、 川 殿御 談之 上、 今夕 尾 越兩侯 

へ 御 預け 之 事に 相 成、 

一 、 右 之 次第に 而、 御 奏聞 之 儀 は 相 止に 付、 猶又可 

レ及 ニ盡カ 一段、 鹿 之 助よ. 9 雪 江へ 以ニ急 飛， 申 越す 處、 

於，， 坂 地， は 雪 江、 御 奏聞 狀御差 出に 付、 周旋 不， 及,^ 力 

して 歸 京せ ると 行 違 ひに なれり、 

一 、 此日於 二 坂 地？ 辰 半 刻 比、 田 中 邦 之輔、 雪 江 旅 宿へ 

來訪、 永 井 殿 も 昨夜 着 坂 相 成 由、 右に 付猶又 相談 之 

上、 巳 刻 比 登城、 邦 之輔と 一 處に永 井 殿へ 逢對 申入 

相 待 居候 處、 御 目 付 禝本對 馬 守 殿 雪 江へ 逢 度 HE に而、 

於 M 御 目 付 部屋 前？ 今度 御 奏聞に 相 成 候 御 書付 之 由に 

而、 一 通 被 二相 渡； 右 は 昨日 川 伊豆守 殿 を以御 奏聞 

に 相 成 候、 拜見之 上、 猶 見込 有， 之 候 は 、申達 候檨、 拜 

見且寫 取 候 事に も 候 は、、 大廣間 御 下段 邊 可い 然と 

の 事故、 落手 之 上 於 n 御 下段， 拜見 之處、 1.4 御 Js^s 

紙 有， 之、  き i 言 タ Ifi" 

如レ 左、 


 二  g 七十 二 

御 奏聞 狀此度 御 差 出 相 成 候に 付而 は、 思 召 之 程 奉，， 

感激， 候 面々 は 人數召 i^I 十々 上 坂候樣 可. 被，， 致 候、 

右 之 通 萬 石 以上 之 面々 へ 相 達 候 問、 此段 可-, 申 上， 

候、 

私 云、 追 而江戶 表よ 御用 狀之 內、 

十二月 廿 二日、 重役 之 者明廿 三日 西 丸へ 罷出 

候樣、 松 1^ 阿波 守樣、 松 平 美 濃守檨 衆よ b 廻 

狀來 る、 翌廿 三日、 御 家老 代 b 飯 田キ： 稅西丸 へ 

罷出 候處、 大廣間 へ 御 老中 列座、 大廣間 御 同席 

之 重役 一 同罷出 候 處、 美 濃 守 殿 |gf 被 二 申 

聞， 候 は、 今般 京師 之 御 模樣に 付、 別紙 之 通 御 

建白に 相 成 候に 付而 は、 此末 如何 相 運 可， 申 

哉 難い 計、 此上 は銘々 致，， 奮發？ 三百 年來之 恩誼 

を 思 詰、 人數召 連大坂 表へ 罷出、 厚 忠意を 被 

ン盡 候樣、 何も 君 上 へ 申 上、 尙盡カ 可， 致 旨 御演 

達 之 上、 御 書付 御 渡 有 VM  、右 寫指趑 候、 

也、.. 

御 書面 之 御 趣意、 誠以 不，， 容易， 御 次第 柄に 付、 一 應 M 

取 候 上、 猶又棍 本殿へ 逢對、 御 書面 返上 之 上申 達 候 

は、 御 趣意 之 趣 一 々無 M 御據 I 御^ に而、 可-, 申 上， 檨 


州よ. o 岩 倉 殿へ 被い 及，， 內談， 由、 何卒 公に も 御 間旋を 

以、 御 趣意 御 赏徹相 成候樣 との 御沙汰 も 有， 之 趣 被，， 

申 上， 候へ 共、 公 は 此頃中 必至 之 御 力に 而、 漸已に 

成功に も 可 二相 成， 眞 際に 及 ひ、 於，， 坂 地， ケ樣之 御 運 

ひに て は、 甚 以御當 惑御殘 念に も 思 召 候 故、 猶御 熟考 

可レ 被， 成 候 間、 表 向 御 奏閒之 饑は暫 御 見合 候 檨御挨 

拶 に而、 返 去に 相 成、 

一 、 豆 州 吾 藩邸 リ 土老 侯へ 被，， 罷出？ 御 同 欉御周 

旋之儀 被 二相 願， に 付、 容堂君 も御當 惑に 而、 象 一 一郎 へ 

被 二 仰 聞？ 岩 倉 殿へ 御內談 之處、 奏聞 狀は 今朝 田 和 

州よ..^ 被 レ致ニ 承知， 候へ せハ、 彼 書面 披露 相 成候而 は、 

自分 迄 も 最早 央切之 事と 相 成 候 故、 和 州へ 申談、 中 

山、 正 三之兩 卿へ は內々 被レ 入， 二見-候へ 共、 其餘は 

決 而他昆 無， 之、 51^ 倉 殿に 而 掌握 被，， 致 置， 候 積 之 由、 

何分 唯今 之內、 內府公 御 參內之 運 ひに 不，， 相 成， 候而 

は 不二 相 適， 候へ は、 象 二 郞等も 十分 Is^ 致 候樣、 永 井 

に而 心配 不二 行 屈 一 候 は、 、尾 越 へ 土侯 措 添 下坂 候而、 

御迎 取と 巾 儀 は 相 成 間 敷 哉 杯と 被， 一 申 聞， 候 程 之 儀に 

有レ之 候、 

1 、 豆 州 退邱之 後、 公- ：^與 三 御 熟思 之處、 兎も角も、 

1^ 卯！ Si 


いまた 表 向 奏聞に 不 u 相 成-内 収 清し、 事故な/、 御上 

京 之 御 都合に 被レ遊 度に 付、 則 BS 川 殿へ 被い 遣 n 御 直 

書 一如 レ左、 

«  ^過 刻 は 御 入來御 苦勞存 候、^ 爾後 忠考 之處、 上 

より 御 泰聞之 御 書付 寫、 明 後尾 張 大納言 殿へ 御 持 

參之儀 は 御 見合せ 被レ下 度、 何分 御 相談 申 儀 も 有， 之 

候 間、 第 九 字よ， - 十字 迄 之 間に、 乍 n 御 苦勞， 御枉 

驚 被. レ下 度、 其 節 萬緖可 申入 - 候、 ^ 

十二月 十九 日  松平大 藏大輔 

川 伊豆守 殿 

右 之 通 被，， 仰 聞， 候處、 未 刻に 至 b 參邸 有， 之、 土老 侯、 

大和 守 殿 も御會 集に 而、 坂 地積 欝 排泄の 餘. 0 に 出 候 

除姦之 拙策. より は、 岩 倉 殿 迄 も 如， 形 御上 京： 翹望之 

機會 と 申 、朝 意 御 奉戴 之 御 誠意 を以、 速に 御參內 に 相 

成 候へ は、 天下 之 安堵、 朝廷 之 御 安心、 此上之 御 長 策 

は 有い 之 間 敷と、 代る/^ 御 說得相 成 候處、 豆 州 も大， 

に 落 意 感服に 而、 如何にも 御 同意 舉レ存 候 間、 御 奏聞 

之 使命 は是 切に 仕、 此表 御霊 力 之 御 趣意 を以、 坂 地 之 

方 精々 周旋 可， 仗との 事に 而、 即刻 下坂 有レ 之、 

一、 徳川家 之 周旋 方 穗積亮 之 助、 荒 井 健 次、 拜謁相 願 

1  一 I1HII 七，. R  . 


拔擢 し、 陪臣の 輩猥に 玉座 近く 徘徊 致し、 數 千年 一 

來の朝 典 を 汚し、 其 餘の御 旨 意 is、 兼 而被ニ 仰 出， 

候 御沙汰 之 趣と は 悉く "乾 壊 相反し、 實以 驚愕の 至 

に 奉， 存候、 假 令聖斷 より 被，， 爲,， 出 候 儀 候せ r 可 


レ奉， 一忠 諫， 箬、 况ゃ 當今 幼冲之 君に 被 レ爲レ 在 候 折 

柄、 右橾の 次第に 立 至. -候而 は、 天下の 亂階、 萬 民 

の 塗炭！ g へ 迫， - 、兼々 獻言仕 候 素 願 も 不二 相 立 T 

金 甌無紫 之 皇統 も 如何 被， 爲，； ^候 哉 と 舉二恐 痛？ 

臣魔喜 目下の 深. 此事 に 此座 候、 殊更 外國 交際の 

儀 は、 皇國 一 體に關 係 仕 候 不，, 容易， 事件に 付、 前件 

の 如き 聖斷 を镜候 輩、 一 時 之 所見 を 以て 御 處置相 

成候而 は、 御 信義 を 被， 爲， 失、 後來皇 國の大 害を讓 

候 儀 必然と、 別して 深憂 仕 候 間、 最前 奥の 龍 意より 

被，： 仰 出， 候 御沙汰に 隨ひ、 天下 之 公論 相 決 候 迄 は、 

是迄之 通.^ 取扱 罷在 候、 鄙 言の 趣 御 聞 請 被 二成ド T 

兼 而申上 候 通 h -、 公明正大、 速に 天下 列藩の 衆議 

を 被 レ爲， 盡、 正 を 擧け奸 を 返け、 萬 世 不朽の 御 規則 

相 立、 上 は 寧い 寧二宸 襟？ 下 は 萬 民 を 安し 候 様 什 度、 

臣慶喜 千 萬 懇願 之 至 奉， 存候、 此 段謹而 奏聞 仕 候、 

十一 一月 日 

一 伊豆 殿 昨夜 上京、 永 井 殿へ 可， 被 .談 積 之處、 御 同人 は 

下坂 不在に 付、 II； 田 大和 守 殿へ 被，， 申談， 候處、 不，， 容 

3^ 一大 件 故、 明朝 迄 熟考 可レ 被， 致との 事に 而、 今 *舖 

一 迄 延引 候 得 共、 豆 州 は 是非 可，， 指 出 ， と 被，， 申立 一 故、 和 


恐 感悚戴 之 至に 不ゾ 奉， 堪、 乍， 不， 及 夙 使不ぃ 安，， 寢 

食, 苦心 焦慮、 字內之 形勢 を 熟 察 仕、 政權ー に 出 

て、 萬國 並立の 御 國威相 輝 候爲、 廣く 天下の 公議 

を盡 し、 不朽の 御 基本 を 相 立 度との 微衷より、 祖 

宗繼 承の 政權 を 奉， 歸、 同心 協力、 政 律 御 確 定有 

レ之 度、 普く 列藩 の 見込 可，， 相尋， 旨 建言 仕、 猶將 

軍職 辭退も 申 上 候處、 召 之 諸侯 上京、 衆議 相 決 候 

迄、 是迄之 通 可 n 相 心得， 旨 御沙汰に 付、 右參 着の 

上、 同心 戮カ、 天下 之 公議 輿論 を 採、 大公 至 平 之 

御 規則 相 立 度 奉， 存候 の 外 他念 無 ^ 之、 鄙 衷不レ 空 

と 成 戴 仕、 S 夕 企 望罷在 候處、 豈料ゃ 今度 臣 慶喜 

顚 末の 御沙汰 無，， 之而 巳なら す、 詰 合 の 列藩 衆議 

たに も 無， 之、 俄に 一 兩藩戎 装 を 以宮闕 に 立 入、 未 

曾 有の 大御變 革 被 二 仰 出， 候 由に て、 先帝よ..^ 御 遺 

托被" 爲ぃ在 候攝政 殿下 を 停職し、 舊 眷の宮 堂上 方 

を 無い 故 接 斥せられ、 遽に 先朝讁 斥の 公卿 數名を 


I 革 政 御 収建之 事、 

i 市中 収稀方 之 事、 

一太 政 官代之 事、 

二  、 今夕 於 二 御所， 御 達 如い 左、 

尾 越へ 

德川內 府下 坂 後、 鎭撫方 之 儀 被" 命 候處、 會桑 于，， 今 

滯坂、 此比山 崎^ 人 數繰出 候 哉 之 聞 有い 之、 人心 動 

搖、 萬 一 年 之 徒 無い 故 發.， 事 候 而は甚 不ぃ宜 候 間、 

會桑ー 一藩 早々 歸國 可-, 取 計 ハ急度 可い 有，， 盡カ ^ 更 に. 

御沙汰 候 事、 

右に 付、 尾 之 田宮如 雲へ 鹿 之 介よ， 9、 明日 罷越 可い 及，, 

相談， 旨 申 遣 置、 

一 、今 U 於，， 宮中 r 外國へ 御告！ 1 應接之 議事 有 、勑 _ 

書 御 ff.v、 御璽 及 f 譏 定 加判、 勅使 可,， 被，, 發遣， と 

被 レ：^ *Ett 

一 、今朝より 永 井 玄蕃頭 殿、 雪 江、 田 中 邦之輔 下坂、 雪 

江 夕 七 半時 前 着 坂、 永 井 殿 田 中 相伺處 未た 着 無に 之 

由、 夜 一 一更 比 田 中 氏よ，.^ 唯今 着 坂 之 由申來 る、 

〇 十九 日、 今朝 鹿 之 介 尾 侯 御旅館へ 罷越、 田宮如 雲、 

丹 羽 淳太郞 申 談處、 會桑 共に a 侯 骨肉 之 御 間柄に 付、. 


尾 侯 御 一 と 手に 而御 引受、 御 配 盧有ン 之 度との 談に 

而、 今 n 尾 侯より 被 二 指 上， 御請 書 如， 左、 

德 川內府 旗下 之 者鎭撫 方、 幷笛桑 二 藩 蒙，， 嚴命 T 早 

早歸國 可， 1 取 計-旨 更に 御沙汰 之 趣、 謹而 奉-, 拜 承，. 

候、 右 は兼而 御沙汰 之 趣 も 御座 候に 付、 精 々周旋 仕 

. 候處、 何分 遲延相 成 候より、 奉， 惱 n 龜盧？ 蒙，， 再度 之 

命， 候 段、 恐 懷之至 舉ぃ存 候、 猶更 精々 盡カ、 早々 歸 

國爲， 仕候樣 可，， 仕 候、 依v^^御請舉=申上，候、 

十二月 十九 日 

1 、. 今日 外國御 諭吿應 接と して、 勅使 發遣之 旨 被， 仰 

出？ 於，， 御所， 御 家 來御呼 出、 御 達 之 趣如レ 左、 

1 今日 之 御沙汰 之 趣、 各 其 主人へ 申入、 否 明朝 可，， 

1 右 承知 之 上 は 、加判 之爲 に、 明日 午刻 何れも 參朝 

之 事、 

1 越 土 藩家來 一人つ、、 公卿 同伴 應接之 事、 

一公 卿に 而 勅使 二人 之 事、 

1 、今朝 內府 公より 御 奏聞 狀、 大 監察 S, 川 伊豆守 殿 持 

參に而參邸、拜謁之上呈覽有v^r如v^ir 

臣麼容 不肖の 身 を 以て、 從來舉 レ蒙ニ 無レ渝 之寵恩 r 


丁 卯 日 配 


二百 力 十 丸 


丁 卯 B 


ダ國 事件 

三條前 中納言 

松平大 藏大輔 井家 來之內 一人. 

土 藩 後藤 象ニ郞 

薩藩 岩 下 佐 次 右衞門 

即今 之 處右之 通 被 二 仰 出， 候 思 召に 付、 先 御內意 

御下問 候 間、 見込 之 趣 早 々可い 有，， 言上， 候 事、 

海外 谷國 へ 御變革 布告 一 紙、 薩 藩より 差 出 分、 

朕 は 大日 本 天皇に して、 同盟 列藩の 主たり、 此誥を 

承く へ き 諸外國 帝王と、 其 臣民に 對し祝 辭を宣 ふ、 

朕將 軍の 權を 朕に 歸 さん こと を 許可し、 列藩 會議 

を與 し、 汝に吿 る こと 左の 如し、 

第 一 、朕 國政を 委任せ る將 軍職 を廢 するな. 9、 

第 1 1 、大 H 本の 總 政治 は、 內 外の 事せ ハに皆 同盟 列藩 

の會議 を經て 後、 有司の 奏する 所 を 以て、 朕 之 を 決 

すへ し、 

第三、 條約は 大君の 名 を 以て 結 ふと 雖も、 以後 朕 か 


■  .  二  W 六十ん  . 

名に 換ふ へし、 是か爲 に 朕 か 有司に 命し、 外 國の有 

司と 應接 せしめん、 其 未定の 問 は舊 との 條 約に 從 

ふへ し、 

右薩州 布告 一 紙に 付、 朝議の 一 紙、 

大日 本國太 政官、 海外 谷圃の 公使 等に 移す、 天子 諸 

外國 帝王と 其 臣民に 對し祝 辭を宣 ふ、 天子 食 帥 有 

司と 詢 b 汝に吿 る こと 如レ 左、 

第 一 、 往年 國政を 委任せ る 將 軍職 を廢 するな り、 

第 1 一， 大 H 本の 總 政治 は、 內 外の 事共に 皆 酋帥有 

司の 會議 を盡 し、 奏する 處を 以ズ、 天子 之 を 決す へ 

し、 

第三、 條約は 大君の 名 を 以て 結 ふと 雖も、 以後. H 

政 官に換 ふへ し、 是か爲 に 有司に 命し、 外國 の^ 司 

と應 接せし めん、 其 未定の 間 は 舊の條 約に 從 ふへ 

し、 

右從ニ 朝廷， 外 夷 御 應接初 之義、 實以 不二 容易， 大 

事件に 付、 宜く 熟考 を 被 レ遂、 參朝之 上 見込 之 旨 

言上 可い 有レ之 事、 

右 之 外數件 有， 之、 條 目而已 左に 略， 一記 之 7 

1 御 任 選 御沙汰に 付、 一一 一一！： 上 に 相 成人 體之 御下問、 


一 承 候處、 則罷越 段々 及 n 議論， 候處、 大に落 意 有， 之、 何 

分 下坂 一 と 周旋 可い 致、 夫に 付 越 侯へ 罷 出御 相談 申 

上 度との 事に 候 間、 早々 歸邸 可， 然、 象 一 一郎 も 追 付 可， 一 

罷出， との 事に 付、 詰 合 之田屮 邦之輔 へも參 邸候樣 

申 聞、 早々 歸邸 之處、 今朝 永 井 殿へ 御 贈物 之 返書 如 

レ前候 へ は、 最早 來邸は 有い 之 間 敷と 中 合 候內、 象 1 ー郞 

參 上に 付、 に 被 二 召 出 T 今朝 之 樣子相 尋之處 、申 上 候 

は、 永 井 殿 之 暴論 之 如くに て は、 干戈 闕 下に 動き 亂階 

と 可 二相 成  >  事 にて、 御大 事 至極 候へ は、 此 時に 當り 

て は、 先つ 人心 鰌 定之段 被 二 仰 上， 候 趣に 而御 上京 

有レ 之、 越兩 侯を以 過日 之 御請 被 n 仰 上 >  候へ は、 夫 

を 聞 召と 一 處に御 參內被 二 仰 出 T 速に 御參 朝に 相 成 候 

へ は、 夫に 而 頃日 來之浪 難 も 御 居り 合に 相 成 候 へ は > 

夫より 後 は 思 召 次第と 申 者に 有い 之 段、 反覆 辨論仕 

候處、 永 井 殿 も 大に會 得に 而、 其 筋 なれ は 一 と盡カ 

致し w\ 申、 越 公へ も 相談 申、 下坂 可い 致と 被 由、 逐 

一 一 申，， 上 之： 其 內永井 殿 尾 館へ 被，, 罷 出， 由 之 聞に 忖、 

一 即刻 御供 揃に 而尾 館へ 御 出 有,， 之、 雪 江 象 二 郞も參 

一 上、 於 一一 御前 一永 井 殿 も 陪席に 而御 談論お， 之、 約る 處、 

一一 內府公 御上 京 之 上、 御 辭官幷 御領 地之義 共、 內府公 
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御 口上に 而兩 侯へ 御演 達に 相 成 候 を、 兩侯御 書収御 

奏 達に 相 成、 夫 を 聞 召、 直に 參內 被，.， 仰 出-と 中 御手 

順に 決し、 御請 書 之 御 草稿 等 御出來 なり、 今朝 51? 倉 殿 

象 二 郞へ被 vs. 候 は、 何分 內府公 御上 京なくて は 不，， 

相 適， 事に 候 得 は、 是非共 其 運 ひ 之 周旋 致吳 候檨懇 

懇被， re. 聞， 候 付、 右 之 御手 顺申談 候處、 其 俄 は 何様 

にも 心配 可レ 致、 唯 八方より 迫られ 候に は、 甚 迷惑 被 

ン致 候との 事 之 由. S. 出に 付、 前段 之 御 談と相 成、：；：： 御 

參內 御當日 は、 尾 越 土 三 侯 も 御參內 に而、 三宮、 屮山、 

正 三等 之 御談に 而 速に 御 取 極め、 山お 倉 卿 之 を 周旋 

し、 即時 之 御収扱 ひに 相 成 候 積に 御 內談濟 、永 井 殿 明 

H 下坂 被， 致 候 ii、 雪 江 邦之輔 にも 下坂 可い 致と 申談 

す、 

〇 十八：：：、 今朝 御所より 御 達 如い 左、 

御用 之 儀 候^、 今 十八 日 午刻 參朝可 "有,， 之 事、 

十二 ほ 十八 日 ， 參 與 

越 前大藏 大輔殿 

追 而今 n 參朝之 上 御 評定 之 義に而 は 候へ 共、 外國 

事件 急務に 付、 旁 先 爲，， 參考： 御用 向廉々 荒壻 書取、 

別紙 一 帖爲， 昆被， 下 候 事、 

二. Its^  . 


 T 卯 日. 認 

御歸し 被， 成 候 節 も、 朝廷よ. 9 諸侯と 共に 同心 協力 皇 

國 維持 之 詔 命、 一，  =!： 々御 奉戴 之 思 召 候 得 北 r 如， 此練 

外 之 御 取扱 ひに 而は、 如何と も 被， 成 方 無い 之、 畢竟 降 

官削地 之 儀 を 品 能書 収 た る 迄 之 事に 而、 有罪 之 姿 

は 免れ 不ぃ 申、 長 州 さ へ も 入洛 御免 之 折 柄、 上に は 

何 之 御 罪 有レ之 哉、 尤上樣 に は、 何樣之 儀に 而も 御 

違背 無.， 之 思 召 候 得 共、 先 第一 に 伊賀、 拙者 初 不承知 

に而 候、 ケ樣之 書面 を 相 當と思 召 候 事に や、 大藏大 

輔容堂 何 をして 居る 杯、 坂 地 之 風 說も紛 々有， 之 候 

と、 いつに 替. 0 て 以之外 之 放言に 付、 さら は 如何い 

たし 坂 地 之 人心に 適し 可,， 申 哉と 申處、 朝廷 過ち を 

悔ひ、 九日 已 前へ 被， 返 候 は ゝ 、夫より 又 仕方 も 

可レ 有， 之、 ケ樣成 不都合 をェみ 出し 候 根元 は、 ニ賊 

之 所爲候 へ は、 彼 1 ー賊 を 除 候 事 方今 之 急務、 大藏大 

輔樣 にも 此處を 御 心配 被い 下 度、 薩 邸へ 打 込む 勢 ひ 

は 十分に 有レ 之、 少し にても 激 候へ は 直 樣暴餘 可レ致 

と、 殊之外 切迫 之 論 に 付、 今日 之 御用 何事 に 候 や、 

ニ賊を 除き 候 御 相談に 候 哉と. S. 候處、 如何にも 其 儀 

な. o、 宜 上候樣 にとの 事に 付、 罷歸右 之 次第 申 上 

1. 蕃迄か 左檨之 心得に て はと _1 大息 被」 為， 在 
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ず、 

右 之 次第、 以ニ 手簡-象 二 郞迄槪 略 巾 遺し、 明朝 永并殿 

へ 罷越及 二 一  議論， 候樣賴 托す、 田 屮邦之 輔へも 5. 越、 

明朝 之 下坂 延引、 

〇 十七 日、 今朝 永 井 殿ね 御 直 書 を以、 御國 i^ii 之 鴨 御^ 

相 成處、 右 之 答 書 之內、 

拜讀仕 候、 I 昨夜 は 雪 江 被 J 迫、 近日 之 宮中 御模 

檨 委細 承 奉 n 多謝 _ 候、 今朝 象 二 郞も罷 越、 昨今 人 

心 之 向背、 ^公 樣幷容 堂 怀大御 盡カ之 程 も. E:^、 

內府公 至急 御上 京 之 儀 相 促 候 3111 に 付、 從ぃ是 又 候 

下坂、 右 之 段 建言 仕 候 心得 御座 候、 就而 は 昨今 宮 

中 之 形勢 幷 人心 之歸嚮 等、 伊賀 始へ親 敷 爲，， お 込， 

度 候 問 、雪 江に も 下坂 被レ 命、 彼 地に て內府 公へ 

も 直々 にも 演說 有い 之 候樣、 尤 尊公よ b 御 使命 之 

趣 を以、 同人よりも 御上 京 之 儀 建言 有い 之 度 奉レ存 

候、 右 之 趣 可，， 申 上， 存候處 、御 使 故、 贵答旁 申 上 


略、 


尙志 拜復 


十二！ IT 十七 日 

福 井賢臺 

、 今 日 參朝之 上、 象 二 郞逢對 、今朝 永 井 殿 之樣子 


夫よ. -辻 將曹方 へ 罷越申 談候處 、象 一 一郎 同 按に而 、御 

參無レ 之 方 可, 然、 素々 此件之 當否怀 は、 御 定之御 職掌 一 

に而、 公議に 御 打 出し、 惣參內 之 公論 可い 然と 申 居候 

由、 此等之 趣 歸邸申 上 候處、 公に も 御 參內は 御 延引 相 

成、 思 召 相 含 雪 江 十 之 丞參朝 之 上、 象 一 一 郞申談 書面 相 

認、 象 1 一 郞を以 岩 倉 殿 へ 內調 之處、 難問 反靜 及，, 數度, 

に 付、 殊之外 手間取、 點燈之 頃 漸くに 相 決し、 左 之 書 

面 御 渡 有：^ 之、 

今般 辭職 被，， 聞 召， 候に 付而 は、 辭官仕 皮、 且 王政 復 

古に 付、 政府 御 用途 之 儀 も、 天下 之 公論 を以 所領よ 

^差 出候樣 仕度 奉い 存候 事、 . 

一 、前 條御渡 之 御 書面、 先つ 永 井 殿 へ 內談 可,， 仕と 象 

二 郎等 申 談候處 、永 井 殿より 雪 江 被，， 差 出， 度 段 被，， 申 

上， 候 由、 公より 御沙汰に 付、 得，， 便宜 ， 候 事故、 暮時過 

散 朝より、 直に 永 井 殿 へ 罷越候 處逢對 之 上、 先つ 宮中 

之 形勢 如何との 尋に 付、 近！^ 荒堆 物語 候處、 何に して 

も 恐 入 候 事共、、 先刻 も 其 筋 之者來 り、 御 膳 米 竭んと 

す、 如何 可い 仕 哉と 申に 付、 夫 は 誠に 恐 入た る 儀な り、 

何分 御 指 支 無， 之樣、 是迄之 手 續に而 可 二収計 JE 申 聞 

候 ii^ 候へ は、 二十日 三十日 は 御 支へ も 有 間 敷、 御 

丁 卯 日 齦  . 


貯金 大分 有， 之 所、 何 地へ か 散逸し、 练少之 に 相 成 

一 たる 由、 第 一 指當 りたる 御 一 周 之 御 法 會等御 出來被 

レ成間 敷、 如何 相， 成 候 之 事 哉 ir 京 市中 之泯 難、 伏 見 

大律之 廢驛、 行旅 之 難 溢、 ィャ " ャ 王政と ころに も 無 

レ之、 此邊 如何との 事に 付、 則 稲々 心配 而 巳に 而手迴 

^不 V&  、頗當 惑 之 次第にお い 之 候と 相 答 候處、 左 も 可 

レ有 VN、 決而 行く 事に は無レ 之と 冷笑 被 二 致 居， 候に 

付、 坂 地 之 模樣は 如何 候 哉と 承 候處、 中々 六 ケ敷勢 

に而、 一 統 心配 而已、 此 體に而 はと こ 迄と 云 事 もな 

く、 激家も 愈 盛 b に 相 成 事との 答 故、 朝 命 之 書面 指 

出、 ケ檨之 被， 一 仰 出 一に も 可 二相 成 一哉 之 內議に 而も f は 

如何 可" 有い 之 哉と 申談 候處、 ー覽之 上、 ドウ， テモ可 

ぃ然、 事 を 御 好 被,， 成 候と 申 物 なれ は、 彼是 申 も 無， 詮 

事との 答に 付、 全く 左檬之 儀可レ 有い 之樣 も無レ 之、 精 

々平 穩を存 し、 漸く 此處 まて 談 付け 候 事に 候と. S. 處、 

左樣 かも 不レ存 候 得 共、 元來此 書面 杯 も 更に 道理 無 

、將 軍に 付きた る 御 官位に も 之處、 御 職 を辭せ 

られた とて、 御 辭官と 申 も 一 向に 當ら す、 又 御領 地 

之 儀 も、 今更 不， 被，， 仰 出， 共、 御 指 支 を 御 傍 覜可レ 被 

レ成檨 も 無 、精々 御盡し 被,， 成 候 思 召 は、 則 政 櫂 


T 卯 日. 讁 

一 總裁 以下 巳刻參 集、 午刻 評議 之 事、 

1 參與 之義、 自今 堂上 向、 上の 參與 と稱 し、 諸 藩士、 下 

の參與 と稱候 事、 

一 、今 H 公 御參內 之 故、 昨日 岩 倉 殿へ 御 内談 之 末、 

象 次 郎申談 及 二內伺 ー候檨 被，. 命に 付、 同人へ 申談 、被-一 

仰 出， に 可，， 相 成， 御 書面、 內々 拜 見之義 申達 候處、 御 

內々 御 出 來之御 書面 爲，， 御 見， 有， 之、 滅 f&M^I^J き、 

然る 處右 之內、 領地 も 指 上 之 文字、 甚坂地 之 人心に 闊 

係 之 筋に 而、 何とか 引 直しに 相 成 樣申談 試 候 得 共、 肝 

耍之 字面 改删は 難，, 相 調？ 且此 書面、 今夕に も 尾 越 重 

役 呼 出 被 二相 渡 I 候 積 之 由 相 聞に 付、 左様に 表面 之 事 

と 相 成、 萬 一 於 n 彼 地， 彼是 有^ 候而は 不二 容易， 次第 

と 相 成 候 間、 一 應坂地 之 方 內調之 上 相 願 度と 申入 候 

處、 此儀は 承知 有：， 之、 時梵 によ. 0 御請 書 之 方に 相 成 

候 而も 宜 趣に 付、 尾 藩 田 中 邦之輔 へ も 申談、 右 書面 本 

紙 相 下り 候 はゝ、 明朝よ. 0 下坂いた し 周旋 可，， 取 計- 

と 申 合、 罷歸候 上 右 等 之 次第 達，，  上聽，  候處、 昨日 之 御 

約束に 而は、 土老 侯と 御兩人 へ は、 御 草稿に 而 御內談 

可レ 有.， 之 害 之處、 無， 一 其 儀， 而 巳なら す、 御沙汰 之 御請 

無レ之 樣之認 方に 而は、 尾 越 兩藩之 周旋に 而、 內府公 
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之 御內存 承. 9 可 V& との 御 趣意に 相 背 候 故、 此處認 直 

可 n 相 成， 廉と 申、 領地 之 文字 も不， 穩候得 は、 いつれ 

に 明日 は 御 參內之 上、 猶又御 直談 可い 被， 成 候 間、 土老 

侯に も 御 參に相 成 候檨、 明朝 靑山小 三 郞被レ 遣、 後藤 

象 次郞、 辻 將曹へ 一 應談之 上に 而、 土老 侯へ 申 上候樣 

被レ 命、 

〇 十六 日、 於，， 宮中，. 被，， 仰 出 ハ左之 通 

議定 之 輩不, 及 n 日參ハ 御用 被， 爲^ 在 候 節 は 可レ被 

い 召 候 間、 必參勸 可 "有 vw、 且 臨時 御用 有 V 之 被レ召 

候 節 は、 速 に 可い 有，, 參朝， 候、 尤 非常 之 節 は 早速 可，, 

馳參- 候 事、 

右 總裁宮 御沙汰 候 事、 

1 、今朝 靑山 小三郞 後藤 象次郞 寓居 を訪 ひ、 昨夜 被 

レ命候 次第 を以 及，， 內談， 候處、 象 二 郞申候 は、 此件は 

いつ 迄 も 密談 之 筋に 而貫度 事に 付、 御 參內杯 有， 之而 

は 却 而不ぃ 可い 然候、 老公 思 召 之 御文 意 は、 如何にも 御 

尤に 拜承让 候へ は、 御 引 直し 之義は 何様に も可レ 致，， 

心配 I 候 間、 今 H 之處 は、 雪 江 十 之 一 兩人參 與に而 申 

談候方 可， 然との 見込に 而候、 此儀御 同 論 候 は \ 、容 

堂 樣へは 御參之 御沙汰 無， 之樣壮 度との 談に相 成 由、 


ひ、 皇 國の爲 忠誠 を 可い 盡候 事、 

一 內覽 、勅問 御 人數、 國事掛 、議奏 、武家 傳奏、 守護 職、 

所 司 代、 惣而 被つ 廢候 事、 

一 太 政官始 追々 可，， 被， 興 候 間、 其 可 二心 得 居， 候 事、 

一朝 廷禮式 追々 御 改正 被.， 爲， 在 候 得 共、 先 攝籙門 流 

之 儀 被， 止 候 事、 

一 舊弊御 一 洗に 付、 言路被 n 洞 開， 候 間 、見込 有， 之 向 

は、 不レ拘 二 贵賤： 無二 忌憚 一可 レ致ニ 獻言； 且 人材 登庸 

第 一 の 御 急務 候 故、 心 當り之 仁 有 候 は、、 早々 

可レ有 二言 上 _ 候 事、 

一 近年 物價 格別 騰 *ぉ.、 如何と もす へ からさる 勢、 富者 

は 益 富を累 ね、 貧者 は益窘 急に 至. 9 候 趣、 畢竟 政令 

不レ 正より 所， 致、 民 者 王者の 大齊、 百事 御 一 新 之 折 

柄、旁被，惱ニ^1^衷，候、智謀遠識救弊之策有レ之候は 

は、 無二 誰彼， 可 n 申出， 事、 

右 之 通 御 確定 被 n 仰 付， 候に 付而 は、 六十 餘州 之大 

小 藩 は 不ぃ及 、陪臣 斑 事 之 末々 に 至 迄、 御 趣意 厚 

相 心得 候 様 御沙汰 候 事、 

別紙 之 布告 相 成 候 御 趣意 は、 全く 皇國御 維持 被レ遊 

候 譯に而 、朝廷 徳川家 之 御屮、 少しも wi; 寧 被， 爲レ在 

II 1 了 卯 B 釗  ... 


候 義には 無，， 之 候 間、 其 段 可 二相 心得 ， 候 事、 

伹 人材 撰 擧之儀 は 急務に 付、 早 々可，， 申出， 事、 

1 、內府 公 御 下坂 之 上 は、 無， 程 御請 書 可， 被 M 措 上， 之 

處、 方今 舊幕之 人心 如い 形 御 折 柄 故、 容 に 其 之 運 ひに 

も 成 兼 可， 申、 將 御請 之 御 次第 も、 成 丈け 德川 氏臣子 

之 情 懷に佛 戾不レ 致 樣之御 振 合 不，， 相 成， 候而 は、 是ょ 

b 又 大患 を 引 起し 可 勢に 付、 御 官位 之 儀 も、 何程 

之御辭 返に 而朝 意に 御 相當に 可,， 有い 之 哉、 又 御領 地 

御 獻納之 儀、 是も御 含 可,， 有，， 之 儀 故、 夫 等之邊 朝廷 御 

內 意之 處御 垂示に 相 成...'、 夫 を 以坂地 之內情 も御內 

調 被， 成 度と、 土老 侯と 相談 之 上、 III, 田 大和 守 殿 も 相 

加 は-' に而、 岩 倉 殿 へ 御 逢對、 前段 之 趣 御 申入、 德川 

氏 興 廢之境 御 汲 察に 而、 品 能く 御 評議 相 成 候 檨之懇 

談に 被レ及 候處、 卿に も 二 侯 之 御情實 篤と 御 淵 底に 

而、 何分 御 內評之 上 御 書面 御 出來、 尙又御 相談 可， 被 

ビ 成との 御 挨拶に 有" 之 由、 御 官位 之義 は御辭 官に而 

可 レ然、 是は當 官御辭 退之義 に而、 類例 も 比々 有 VN、 

別に 御 下降 之譯に は無レ 之、 只 前 之 一 字 を被レ 添、 前內 

府と 被， 稱候 而已之 事なる 由、 御物 語 有 と 也、 

0 十五 日、 今日 之 布令 如い 左、 

I  ニち 六十 三 


 T  g  ？ 詆  

庶務 を 談論し、 大凡 談 寄に. 相 成た る 時、 官武 一 席 

に會 合して 評議す る を 議事と 唱 へ たり、 

一 、此日於，，宮中^2府公御東下之事可,有,，之哉と、永 

井 殿 物語 之 由 流 傅に 付、 雪 江 十 之 一 退 朝 之 上 及，， 言 

上， 處、 公大に 御 驚愕に 而、 夜中 早々 永 井 殿へ 被， 遣， 一 

御內 書； 如 vs、 

大急 一 筆陳 啓、 I 陳は 今日 雪 江 十之丞 宮中 へ 參出 

候處、 熊 藩 津田山 三郞と 申者罷 出、 同人 今朝 盟臺 

へ 罷出 候處、 盟臺 之語氣 中、 自ら 御 下坂 之 上 は 御 東 

下に も 可，， 相 成， 趣 を 承 候 者 有,， 之 由、 即雪江 十之丞 

罷歸相 達 申 候、 誠以 驚愕 至、 英明 之上檨 、右樣 

之 思 召 被， 爲. 在 候 儀と は f 而不ぃ 舉，， 存候 へ 4r 甚以 

不レ 堪，， 案勞： 恐 悚罷在 候、 ロハ 今 萬 一 御 東 下等 被,， 爲 

レ在 候義杯 有， 之候而 は、 天下 之 侯伯 離叛は 勿論 之 

儀、 上舉ゾ 欺，， 天子： 下 萬 民 を 欺かせられ、 天地の 中 

に 御 立 難， 被， 遊、 外國之 信義 を 被， 爲， 失 候 は 素よ 

,0、 德川御 家も是 限りに 而、 第一 皇國 ki- 解 土 崩、 不 

レ可レ 爲に立 至り 申 候、 誠以 痛心 至極、 何卒々 々兼而 

御盛德 にも 被 J^,- 在 候へ は、 泣 血 御 滯坂御 鎮撫 伏 

而奉 n 祈 上  >  候 、彌御 東 下 之 御 事に も 候 は 、 、何卒 今 
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晚此使 之 者 へ 御 一 筆 御返辭 可い 被.， 下 候、 右 之御模 

樣 により て、 尾 へ も 申 聞、 兩人 下坂 之 上 御 止め 申 上 

度 奉い 存候、 先 は 右 早々 用事 如い 此候、 頓首、 

十二月 十三 日夜  御 名 

永井玄 蕃頭樣 

尙々、 吳々 本文 之 趣 御 太 切 至極、 ^々恐 入、 是迄御 

盛 德水之 泡と 相 成 候の みならす、 天下 萬 民 被レ爲 

レ欺候 上 樣には 無， 之、 何分 御滯坂 舉，， 伏 願， 候、 以 

上、 

〇 十四 = 、巳の 半 刻 揃に て、 在京 諸侯 幷諸藩 被，， 召集 7 

御 布告 左 之 通. 5、 公 幷土老 侯 も 御參內 あ. -、 

德川內 府從前 御 委任 之 大政 返上、 將軍 職辭退 之兩 

條、 今般 被，， 聞 召， 候、 抑 癸？^ 以來 未曾有 之國 難、 先 

帝頻年 被， 惱ニ哀 襟， 候 御 次第、 衆庶 之 所， 知 候、 依 

ン之 被， 決 n 叙 慮 T 王政復古 國威 挽回 之 御 基 被 J^v^ 

候 間、 不， 論，， 旣往； 更始 一 新、 自今 攝關 幕府 等 廢絕、 

即今 先つ 假 b に總 裁、 議定、 參與之 三 職 を 置れ、 萬 

機 可，， 被レ 行、 諸事 神武 創業の 始に 原き、 搢紳 武辨堂 

上 地下 之 別な く、 至當 公議 を竭 し、 天下と 休戚 を 同 

く 可い 被.， 遊 叙 念に 付、 各勉腳 葡來^ 惰之汚 習 を 洗， 
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 T 卯 日 -訪    

居ん 口. 次第、 早速 可,， 被，， 仰 上， 御 約定に 而御 下坂 之 it 御 

書取、 何も 二 侯 御 連名に 而、 左 之 通 御 達 相 成、 內府公 

に は 暮時過 御 出城、 會桑も 一 所に 被，， 召 連； 淀 堤 通り 

御 下坂 相 成、 

今度 內府政 權奉レ 歸候義 に 付、 旗下 輕 輩に 至 b 心得 

逄之者 有， 之、 自然 輦穀之 下 紛擾 相 成候而 は、 御 幼 

帝に も 被い 爲， 在 候 折 柄、 別而奉 n 恐 入， 候 間、 人心 居 

合 迄 暫時 下坂、 精々 鎭靜 行屆候 上、 速に 上京、 御沙 

汰 奉い 待 候 方 可い 然歟に 奉い 存候、 會桑 1 一藩 之 儀 も 召 

連、 一 と 先 下坂、 海程歸 藩爲， 仕 候箬に 御座 候、 右 は 

伺濟之 上發程 可.， 仕 候 得 共、 彼是と 機會を 失し、 萬 

1 不慮 之 儀 出來候 而は皇 國之大 害に 付、 不， 得，， 止 

事， 即今 發程爲 レ仕申 候、 內府 にお ゐても 伺 之 上 取 

計 候 心得 候處、 兩 人に 而機會 熟 察 相勸申 候、 右之義 

全く S 等 兩人之 収計候 間、 御 譴責 も 御座 候 は、、 謹 

而 奉-甘受， 候 心得 候 事、 

十二月 十二 日  尾 張 大納言 

越 育 宰相 

官位 貢獻ー 一事 件 は、 下坂 鎮靜 次第、 迅速 申 上 候 約定 
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に 御座 候、 

十二：：： 十二 日  御兩名 

1 、 此日公 更に 議定 職 被 ，仰、 雪 江、 十 之丞、 鹿 之 

介、 被：， 補 二 參與： 

一 、此日 左の 十 藩 申合せ、 藩臣 連名 之 建白 有い 之、 如 

. 左、 

先般 大 非常 之 御 變革被 n 仰 出， 候義 は、 旣往 事柄 一 

切 被，， 捨置？ 萬 事 公平 正大、 衆議 之 所 歸を以 一 途之 

御 政道 相 立、 速に 神州 治安 之 御 鴻基を 被， 爲， 開 叙 慮 

之 旨 奉，, 拜承 T 實に 雀躍に 堪 へ不レ 申、 上下 目 を刮て 

御沙汰 を 相 窺 候內、 去る 九日に 至、 俄に 召 之 列藩 兵 

士戎装 之儘參 朝、 就而は 何となく 闕下騷 々敷 何方 

, も 驚愕 罷在 候處、 先帝 已來 御當職 之ニ條 殿下 を始、 

官家數 十 人 除 職 之 上、 御門 出入 迄 も 被，， 指. i-r 且將 

軍 家 も、 頓而御 除 職 解 官削封 も 可い 被 n 仰 出， 趣に 相 

閡、 右 は 必定 御 譴責 之御譯 にも 可，， 有 n 御座，. 哉、 其 

傣は 得と 相辨不 候 得 共、 將軍家 祖宗 以来 世 製 之 

大權被 二 指 上； ロハ 管 御 自責 を以 龜 業 を 被.， 奉， 輔 度と 

御 趣意 は、 末々 迄 も 戚赏仕 候 折 柄、 左樣之 御所 置 

被レ 爲.， 候而 は、 15{始 御 一 新 之 御手 始め、 他：：： 如何 


討て 出 へ き 勢 に 付、 內府 公夫 々 頭領 御 呼出し に 而 被，, 

仰 聞, し は、 我等 割腹す と 聞か は汝等 如何 樣 ともす へ 

し、 我等 かくて 在らん 限り は 決して 妄動す へからす 

と、 嚴重之 御 譫吿有 v^、 閣老初 要路 之 面々 も錄撫 

心 力 を 靈す折 柄 故、 御請 之 御 談等は 先つ 被 二 措置 T 共 

に 鎭定之 御 談に御 加 はり 被い 成 候 得 共、 可い 然御 好手 

段 も不ぃ 被い 成 M 御座 T 兎角して 夜に 入る へ き 運 ひに 

付、 過激 輩 幷會桑 等、 御城 外に 在って 暴 發氣遣 はしき 

向 へ は、 夜中 御用 之 程 も 難い 計 候 間 登城 候樣 被い 命、 幕 

兵 五 千 計、 會兵 三千 計、 桑 兵 千 五 百計、 御城 內に 被，， 藏 

澄，. 候 寧と 相 成、 今夜 之處は 先つ 危亂 暴動に は 及 間 敷 

候 得 共、 明 H と 相 成 候而は 如何 可,， 有い 之 哉、 此浪雑 中. 

關 東よ. 0 兵隊 坏 押出 來候而 は、 實に 至難 之 事と 相 成 

候 へ は、 須臾 蘭焰を 被， 避、 御 下坂 被， 成 候而は 如何 あ 

らん、 坂 地 候へ は 少し 遠隔 致 居候へ は、 御 鎭撫も 被 

レ成 安き 事情 も 可い 有い 之 候 得 は 、左様に は 相 成 間 敷 哉 

等 之 御 談に相 成、 亥 刻 比 御 退出な り、 

私 云、 此夜薩 兵 御城 下に 迫る の浮說 盛んにな. 9、 

誰 人の 招圆 ともなく、 大手 廻. 0 の 土 屛に矢 狭間 

を 切.. >  開 くの 騒動 あり、 監察 衆是を 聞て 吃驚し 


て 速に^ 止 あ、 り、 御門々々 之 通行、 入る 者よ. 0. 出 

る 者 之檢査 殊に 厳密なる は、 暴舉を 恐れて な..^、 

城內之 混亂、 是等を 以て 想 察す へ し、、 

一 、侖： 藩 手代 木 直右衞 門、 雪 江 十之丞 へ 對 して 云、 薩. 

兵旣に 城へ 迫る の 報知 あり、 先 きんする 時 は 人 を 制 

す、 今 討 すん は 戰機を 失して 敗 を 取らん とす、 如何 

ふと 血 服に なって 詰問す、 兩人萬 犬 之吠聲 決して 實 

事 ある 事な き 所以 を說 て、 稍靜定 して 退きた るに、 暫 

くして 又 走り 求って、 薩兵 今已に 竹屋町 通よ.^ 押來. 

ると、 斥候 之 者より 申出たり、 如何 あらんと 騷勸 する 

故、 前說を 反覆して、 闕 下に 亂階を 引出して は、 朝敵 ~ 

も 同然た らん 事を辨 論して、 又 漸く 點 頭せ b  、惣而 城 

中 之 變動不 則に して、 狂人 之 如くなる 者 多 か， 9 き、 

〇 十二 日、 今日 公 御所 勞に 付、 御 參內御 登城 共に 無 

レ之、 尾 侯 御 登城 之處、 愈 御 下坂に 被,， 決に 付、 其 段 朝 

廷へ 被， 一 仰 上， 之 儀、 老 侯へ 御 賴 托し 之 由に 而、 御屆書 

御 持 參御參 朝に 付、 尙又參 與に而 評議 之處、 御 屆捨に 

而は 名義 も 不レ穩 に 付、 御 談之上 尾 越 二 侯に 而、 御 下 

坂 相成樣 人心 鍋定之 爲御勸 めに 而、 其 御 運 ひに 相 成 

候 趣に 御書収 被. 招 n 上 之？ 別に 官位 幷貢獻 之義、 人心 
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御 平服に 而、 其 中 を 御 押 分け 被レ成 候而之 御往來 

甚 危殆に 而、 御供せ し 吾輩に 於て 懸念 を 極めた 

り、殊に尾越薩土に通し大變革を_.^-り、幕府を陷 

ると いふ 說、 紛々 として 不レ堪 い 聞、 萬 一 暴 客 あつ 

て 君 侯： § 上に 一 拳 を 加へ は、 臣子 必死 之 時なる 

事を覺 悟せ り 、 如， 此 景況に 而、 御談之 次第 も 中 

巾 御行 屆 難，， 相 成 r 時刻の み 押 移に 付、 尾 之成瀨 

阜人坏 ，i 種々 談判に 及 へ とも 好 算無レ 之、 鬼 角し 

て 申 刻 を 過る 故、 三 宅萬大 夫に 傳 託して、 妄勸難 

レ支、 不， 得 二 止 事， 遲延之 由 を藝若 侯へ 通して、 可 

レ然 奏上 あらん 事 を 計れり、 慕 時 尾 之 尾 崎 八右衞 

門、 御所よ. 9 御請 御 催促と して 來り、 殆 困窮、 仍 

レ之是 々 行 違 ひたる 趣 を 以田中 邦 之輔を 遣し、 追 

追其逑 ひに は 相 成れと も、 御 奉 詔に 付而 は、 御衣 

冠 御着 用に 相 成に 付、 傍観 之 嫌疑 を 御惲り 等に 

而、 無， 據御遲 引に 及 候 へ 共、 無つ 程 御 復命 可 二相 

成， 段 申 造す、 爾後 內議 漸く 御 決に 相 成 次第 は、 

內府公 は 御 承知 相 成 候へ 共、 旗下 之 居 合 六ケ敷 

に 付、 人心 鐄定迄 御 猶豫御 願、 二 侯 御 引受 御 取 計 

ひ 之 御談濟 に而、 戌 刻 頃 退出 也、 夫よ. 5 直に 尾 侯 一 
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御 一 所に 御參 内に 相 成、 御 復命 之 御 書面、 不二 廉 

立 ， 樣之 御文 段 に 被，， 仰 上 ， 度と、 下 參與之 向 へ 御 

談相 成處、 西 鄉大久 保之兩 人、 何分 御領 地 御 返上 

之 一 條不 惜 に而 は、 實跡 不，， 相顯， 候 得 は、 此處聢 

と 被 一一 仰 上 一 候半而 は、 其 詮無 との 激論 も 有 

レ之候 へ 共、 左 候 而は條 城 之 沸騰 を坩 長し、 暴發 

難レ 計、 難陳 如！ S にも ー不， レ爲之 勢に 立 至 候に 

付 、公大に 御 奮激に 而、 百方 御 辨駁有 、漸くに 

して 如つ 前 御請に 及 はれたり、 尾 侯 は 事 之 難に 

付、 唯 尾 越 へ 爲，， 御 任 ， に 相 成 候 樣 被，， 仰 上 ， 度 御 

論に 而、 御 合 一 に 相 成 兼、 彌御 手間取に も 相 成に 

付、 御銘々 御 存分 之 御 願に 可 二相 成， と 御 引 分れ 

に而、 如 二 本文 ， 一 一 侯 兩端之 御達しと 相 成し 也、 

一 、此夜 板 倉 殿より 諸家へ 御 達 如 vs、 

朝廷よ.^ 別紙 之 通 被，， 仰 出， 候、 

辭 n 將 軍職， 之 事 被，， 聞 召， 候 事、 

〇 十 一 日、 今日 巳 刻 御供 揃に 而御 登城 相 成處、 昨 a 之 

御 次第 何となく 漏泄し、 旗下 之 人心 益 〈搭 激を增 進し、 

一 段 引取た る 御 譜代 衆 も 又々 登城、 幕 處に屯 集して、 

i 各大聲 暴論 を發 し、 就 講武 所 〈1 檢隊杯 は、 今にも 


に動搖 し、 旗下 之 面々 何も 兵器 を携へ 甲胄に 而 登城、 

御 譜代 衆 は 谷 兵 を 率 ひて 御城 下へ 相 詰、 鼎 沸 之 勢 ひ 

に而、 城 中 之 人心 折 合 兼、 洶々 たる 有樣 故、 內府公 も 

御 誠意 を以 御自身 御 說掛等 有 、聊 鎮定 之 姿に は 有 

ン之候 へ 共、 御 持參， 之 筋 杯 御 披露に 相 成 候 へ は 二 時に 

暴發之 機現然 に而、 尾 越 之 二 侯 を嫌惡 する 事 譽敵之 

如き 次第に 付、 先つ 內府公 へ のみ 御 密談 有レ 之處、 內 

府 公に は聊御 異心 無,， 之、 惣而 被. レ 任，， 朝 命， 候 御 心得 

なから、 前書. 之 運 ひに 而、 更に 御發表 難， 一 相 成， に 付、 其 

段 靠州知 邸 三 宅 萬 大夫詰 合に 付、 是を以 御 在 朝之藝 

世子 迄、 其 筋へ 右 等 之 趣御內 達に 相 成 候 欉御申 越 有 

, 之 、尙尾 侯 幷成瀨 隼 人 等と 種々 御 談判 有 候へ 共、 

御辭職 被，， 聞 召， 之 勅 詔 被， 爲ぃ受 候に 付而 は、 御衣 冠 • 

に 無， 之 而は不 n 相 適 ハ 夫 等 之邊、 外見に も 相 觸候事 

故、 猶更御 手間取に も 相 成に 付、 慕 時 頃 田 中 邦 之輔を 

以、 先つ 無 fel 御 復命 可い 有.， 之 段 被 n 仰 上 置； 夫よ. -漸 

にして 勅魏 御請 も 相濟、 其 他 之 御談は 迚も 御 整 ひ 被 

ゾ成 かたくに 付、 御辭職 被， ft 召； 其 他 も 於，， 內府 公， 

は聊御 異心 不レ被 "成 二 御座， 候 得 4r 旗下 之 人心 如何 

にも 御收 敛難レ 被い 成に 付、 御請 言上 之 儀 は、 暫御 延引 


に 相 成 候. 段 御 聞濟可 二相 成？ 御収 計に 相 成候榡 との 御 

談濟 に而御 退出、 夫よ b 直に 御參 內有レ 之、 猶 又下參 

與之 面々 へ も 御談之 上、 御 復命 之條 被，， 仰 込？ 御 衆議 

席 相 立 候而、 被，， 指 上 ， 候 公之 御^ 命如レ 左、 

奉 レ歸ニ 政權： 將取 職辭； ^4 之 ^被，， 聞 召， 候 上 は、 官位 

も 一 等 を 舉ぃ辭 、且御 政府 御 入費 も 差 上皮 段 申 上 候 

心底に は 候 へ 共、 即今 手元 人心 居 合 兼、 痛心 之譯柄 

も 御座 候に 付、 鎭定 次第 奉，， 願 上， 度 候 間、 此段相 

含 、於，， 兩人 ， 可. レ然檨 及，， 執奏 _ 吳候樣 申 聞 候 事 も 御 

座 候 間、 於 M 魔 永， 天地へ 誓って 御請 合 申 上 候 間、 德 

川 內府內 願 之 筋、 御 聞 屈 被，， 下候樣 奉，， 願 上 ， 候、 

慶 永 - 

右 御 書面 之 趣、 御 惣督御 始御廻 覽之上 御 聞濟相 成に 

付、 尙又必 近； II 奏上 之 運 ひに 相 成 候 樣御受 合 之 上 

被 „ 仰 上 nl^ 侯 御 復命 は、 何分 爲 n 御 任， 被レ 下候樣 被，， 

仰 上？ 御 復命 之 一 段 相濟、 夫より 餘事之 御 衆議 有 

亥 刻 比 御 散 朝な h -、  ： 

私 云、 今 H 御城 中 之 形勢、 旗本 幷會燊 之 諸士、 多 

く は 甲 s: を 帶し拔 身の 鎗を 立、 草鞋 を 穿な から 

御痤 敷處々 に 充満して 、强 暴之聲 焰尤甚 し、 一 一 嫁； 


T 卯 B 記 


二 有 五十 七 


,hl 卯— 日 0  I  IL 百 _wi 十六 


但 今日 召 之 列藩 兵士、 戎服之 儘 參朝候 得^、 非常 

御手當而已、必動搖無v^l樣爲ニ心得，申渡候、 尤 

御 守 衞之義 は 一 際 厳重に 取締 可：， 致 候 事、 

1 、此日 公家 門 警衛 桑 名 被い 免、 長 州と 入替り 、拾 御門 

會律 被， 免、 土 州と 代れり、 

私 云、 櫻 木 御殿へ 參 上せし 節、 此日 公卿 方 見聞 之 

形勢 を 伺 ひ 奉..^ しに、 堂上 何も 八日よ b 徹夜、 當 

朝 長 防 之 御所 置 御 決議 相 成、 無" 程 散 朝 之 運 ひ 之 

處 、宮中 之模樣 何となく 物騒 か 敷、 不審 之 狀情も 

有レ 之に 付、 議奏は 居殘. - たる 方 可 レ然歟 杯御談 

之處、 間もなく 御用 相濟 たる 間、 何も 及， 一 退 朝， 候 

樣降 命に 而御返 散 之處、 引 續參內 御 指 止 之 儀 被，， 

仰 出？ 申 刻 過 勅使 を以、 攝關之 號を被 、門 流 を 

被 レ止候 段 被 二 仰 出, たりとの 仰な. 5 き、 

1 、此 日夕 申 刻 前、 岩 倉 殿、 大原 殿、 尾 越 之 重役に 御 逢 

被レ成 度との 事に 付、 尾 之 田宮如 雲、 越 之 毛 受鹿之 介 

兩人罷 出處、 兩卿 被， I 申出， 候 は、 何 か 傳聞之 趣に 而 

は、 旗下 及 會桑幷 譜代 之 諸侯 1 一條 城 へ 馳集 たる 由、 畢 

竟 今般 御所へ 兵 を 被， 集 候 は、 全く 他 之 盜之爲 にす る 

警備に 而、 承知 之 通 決而討 慕 等 之 義には 無， 之 事なる 


に、 萬 一 旗下 を 始め 諸 藩 心得 違 出來、 不慮 之 動 亂を生 

而は 不，， 容易， 次第 候へ は、 何卒 條城鎭 靜相成 候樣、 尾 

越に 而厚 心配 之 義御賴 被い 成 旨に 付、 其段兩 公へ 申 

上、 尾 之 茜 部 小 五郞、 田 中 邦之輔 同道、 鹿 之 介 登城、 板 

倉 殿へ 請謁、 右 御 口上 之 趣 申 上、 且 宮中 之 形勢 及，， 詳 

達 > 候處、 板老 にも 此 件に 付 殊更 御 按勞之 由、 何分 內 

府 公へ も 委細 及-言上 T 指向 候處 は、 精々 可い 致 二 鎮撫" 

候へ は、 其 段 御所へ 御 答 可，， 申 上？ 併此上 朝廷より 御 

無 體成被 二 仰 出-等 有.， 之 候て は、 其 上 之 事情 は 如何 

可- 1 相 運 I 哉、 何共 難；， 計 候 間、 此邊は 尾 越に 而御 配盧 

被 n 成 下-候 檬、 兩 公へ も 宜-- 申 上-旨 御 申 聞 有い 之、 夜 

六 時 過 返 城、 直に 參 朝して、 板老被 n 申 聞 I 候 趣 兩卿迄 

申 上たり、 此節條 城 之 形勢、 旗下 幷諸藩 之 兵士 竹 葦 之 

如く、 各戎 装に 而 兵器 を携 へ 、營中 草鞋 はきに て往來 

し、 唯今に も 討て 可 レ出氣 色に 而、 控所 にも 御 譜代 藩 

藩 重役、 井伊、 藤 堂 を 初 多勢 相 詰、 隊長 等 同伴せ る も 

有 Z 之、 御 一 麾之御 指揮 次第、 二百. 餘年之 洪恩を 可レ舉 

レ 報との 義勢 決然たる 有様な りき、 

〇 十日、 巳 刻 御供 揃に 而御 登城 有，， 之、 尾 侯 も 御同樣 

也、 然る 處 昨日 來 朝廷 御 變革ー 件に， 付 、幕下 之 人心 大 


を 天下に 示す へしとの 議論 を發 す、 岩 倉 卿 是に附 尾 

して 其說 を您慂 し、 正邪の 分、 空論 を 以辨析 せんよ 

,9、 形 迹の實 を 見て 知る へしと 論辨を 極められ、 二 侯 

亦 正論 を 持して 相 決せす、 三 宮尾侯 は默然 たれ は、 中 

山 殿、 尾 侯 は 如何と 詰らる ゝに、 容 堂の 說 のこと しと 

答 へらる、 薩侯は 如何と 問 はる ゝに、 1 藏 言ふ處 のこ 

としと 答 へ られ、 藝侯は 土老に 同す、 岩大 一 一氏 猶 正邪 

を實 行に 證 せん 事 を强辨 して 屈せす、 諸 藩士に 議せ 

らるゝ に、 尾に 而は 田宮如 雲、 丹羽淳 太郞、 田 中 邦 之 

輔、 越 は 中 根雪 江、 酒 井 十 之 S  、土 は 後藤 象 次郞、 神 山 

左 太衞、 薩は岩 下 佐 次 右衛門、 大久保 一 藏、 藝 は辻將 

曹、 久保田 平 司に して、 薩を 除く の 外 は、 悉越土 二 侯 

と 同 論な.^ とい へ とも、 4i 〈に 是を生 張せ は、 君臣 合議 

:m 同 之 嫌疑 を 生し、 却 而事を 害せん 事 を 恐る、 の 意 

哀、 期せす して 同 一 なれ は、 各顏を 見合せ て抗 せす、 

唯々 諾 々たり 、象 次 郞は吾 公之 說を 推して、 陰 險を排 

して 公正に 出ん 事 を 論して 止ます、 二 侯も餘 に 極 

論し 給 は、、 實事を 見ん 事 を 厭 ふて、 內府公 に^ある 

を掩 はんとし 給 ふに 似 たれ は、 止 事 を 得られす して 

尾 越擔當 あって、 明日 御 登城 之 上、 將 軍職 御 辭返を 
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被，， 聞 召， 之條は 如^ 左、  . 

辭こ將 軍職 _ 之 事 被- 1 開 召-候 事、 广 

右 は 吾 公より 御 達 有い 之、 官祿之 ニ條は 二 侯 御 含 を 

以、 內^ 公より 御 內願之 筋に 御 周旋 あるへ きに 決せ 

b 、又 會桑ー 一藩の 職 を 解かれす して 不_, 相 適-故、 其 事 

を 幕府へ 降 命 あら は、 ニ藩忿怒して如何成：^^擧妄動 

あらん も難レ 計、 此條 如何す へきと、 朝議 殊之外 困難 

窘窮に 及 ひたり、 折 柄 兩藩は 幕府に ぉゐて 職務 罷免 

せられし 由、 戶田 大和 守を以 奏上 あ h -、 於 是難議 一 

頻 f ぎに 解釋 して、 會 は歸國 して 御沙汰 を 待ち、 桑 は 

速に 歸國 すへ き 由 を 命 せらる へきに 決して、 議 果た 

る は 已に三 Is- を 過き、 四 更前散 朝と なれり、 

一 、今日よ h- 御所 御 檐下御 警衛 任 撰 十 人つ 、、幷 其 他 

之警固 兵、 昨 H 內達之 通 尾 越 薩土藝 之 五 藩よ. - 指，， 出 

之 7 

但 十四日に 至って 解嚴 なり、 

一 、此 町 御門 御 警衞場 へ 、御所よ b 之 御 使 持參相 

達 書付 左 之 通、 

大政 御 一 新に 付、 守 衞之輩 自今 朝 命を舉 し可レ 致，， 

進 返？ 諸事 心得 違 無い 之樣 御沙汰 候 事、 

1  lT,la  十五 


m 山 藤受井 
岡 

左 象 鹿 十 
胃 ^ 太 次 之 之 
次衞郎 助^ 
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倡 ふに 似た. 5、  二百 餘年 天下 太 1^ を 致せし 盛業 ある； 

德川氏 を、 一 朝に 厭棄 して 疎外に 附し、 幕府 衆 心 之 不一 

1^ を 誘 ひ、 又 人材 を擧る 時に 當 つて、 期の 政令 一 途に； 

出、 王 業 復古 之 大策を 建、 政權を 還し 舉 りたる 如き 大ー 

英斷之 內府公 をして、 此大議 之 席に 加 へ 給 はさる は、 一 

甚 公議 之 意 を 失せり、 速に 參內を 命 せらる へし、 畢竟 一 

如レ 此暴擧 企ら れし三 四 卿、 何等 之 定見あって、 幼 主！ 

を 擁して 權柄を 窃取せられ たる や 杯と、 した ゝ かに 一 

中 山 殿 を 挫折し、 諸 卿 を辨駭 せられ、 公 も 亦 諄々 とし 一 

て、 王政 之 初に 刑律 を 先にし、 德證を 後に せられ 候 

不レ 可い 然、 德 川氏數 ：6 年隆治 輔贊之 功業、 今：：： 之 罪責 一 

を掩 ふに 足る 事を辨 論し 給 ひ、 諸 卿之說 漸く 屈せん 一 

とする 時、 大久保 一 藏席を 進ん て 申陳し は、 幕府 近年 一 

悻 逆之篾 罪而 巳なら す、 此皮內 府之所 置に お ゐて其 一 

正 姦を辨 する に、 强ち尾 越 土侯 之立說 を信受 すへ き 一 

にあら す、 是を實 事 上に 見る に 加 かす、 先 t  (官位 を 肱； 

し 其 所領 を收 めん 事 を 命して、 」 毫不； 6- の聲色 なく 一 

んは、 其 眞實を 見る に 足れ は、 速に 參內を 命し 朝 堂に 一 

立 しめらる へし、 もし 之に 反し ー點扞 1^ の氣色 あら： 

は、 是 譎詐な り、 實 に其官 を^し 其 地 を 削 h -、 其 罪責； 


酒 

土 藩 後 

福 

隨藩 L お 下 佐 次 右衞門 

西 鄕吉之 助 

大久保 一 藏 

j© 藩 辻  將曹 

櫻 井 又四郎 

久保田 le- 司 

一 、发に 再 ひ 小 御所 議事 之 次第 を詳說 せんとす、 如，， 

前說， 上下 已に班 列に 着く の 後、 中 山 殿より 先 一 點無 

私 之 公： 牛 を以、 王政 之 御 基本 被， 爲， 建 皮 叙 旨 之 趣 御 

發言 に而、 夫より 德川氏 之 弊政、 殆違 勅と もい ふへ き 

條々 不" 少、 今內府 政權を 還し 奉る といへ とも、 其 出 

る處之 正邪 を 辨し難 けれ は、 赏蹟 を以之 を責讓 すへ 

しなと、 縉紳諸 卿 論議 あるに、 土 老侯大 聲を發 して、 

此度 之變革 一 擧、 陰險 之所爲 多き のみなら す、 王政 

古の 初に in 田って 3^ 器 を 弄する、 甚 不祥に して 亂階を 


あ 
與 


大安 薩土越 

原 藝縻佐 前 

宰 Ay 少少 宰 
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議相始 る、 帥 宮、. H 階宮、 仁 和 寺宮、 中 山 殿 初、 公卿 方 

左方に 御 列席、 尾 越 土 藝薩之 諸侯 は宮 方に 御 列座、 諸 

藩 臣は御 三の 間 御 敷居 際 迄 相 詰た 、于レ 時 中 山 殿よ 

b 、今般 德川 氏よ 政權舉 還に 付、 大政 御 一 新 之 御 基 

本 被い 爲レ建 度 叙 盧之趣 御發言 有い 之、 公卿 諸侯 取り 

収り御 評議 有 、又 夫よ 德川內 府公御 辭官、 幷御 

領地 御獻納 可レ有 儀 之 御.^ 譏 有い 之、 結局 尾 越兩老 

侯 御 引受に 而、 明日 條城 へ 御 出、 御辭職 被，， 聞 召， 旨 は 

公よ. 9 御 傅 達、 御 官祿之 御 兩條は 二 侯 御 含に 而、 德川 

內府 公より 御 內願之 筋に 相 成 候檨、 御 周旋 可い 有レ之 

との 御 決議な り、 會桑 1 一藩 も、 朝廷より 免職 之 御沙汰 

に 可-一 相 成 >  御 評議 有レ 之處、 幕府に 而 罷免 之 取 計 有 

レ 之に 付、 不ぃ 被,， 及，， 御沙汰， 相濟 た.^、 彼是に 而子刻 

後 散 朝 有， 之、 此夜三 職 之 降 命 有.， 之、 公議 定職 被，， 仰 

蒙 T 如い 左、 

越 前 宰相 

議定 職 被- 1 仰 付 I 候 事、 

口宣 追而 下賜 候 事、 

其 藩 中 可い 然仁兩 三聚、 爲 n 參與， 即時 可，， 差 出， 旨 御 

沙汰 候 事、 


議定 


有 栖川宫 

山階宫 

仁 和寺宫 

中 山 前大納 言 

正 親 町 三條前 大納言 

尾 張大納 言 

中 御 門 中納言 

！  相 


萬 里 小路 右大辨 宰相 

長 谷 三 位 

. 岩 倉 前中將 

橋 本少將 

S5 荒 川 甚 作 

丹 羽 淳太郞 

田 中 邦 之 助 

越 藩 中 极 雪 江 


J 
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大略 之 由、 夫 是に而 a 刻 後 御 返 出よ. 9 直に 御參 朝、 又 

候 手間取に 而徹； ^之 御 在 朝な. 9、 

1 、今夜 於 二宮 中， 被 二 仰 出，. i レ左、 

頃 年 天下 紊亂、 人心 不和 を 生し、 况外國 之 交際 日に 

隆 して、 國家 安危々 急 之 秋に 候、 然に 今後 朝政 一 

新、 追々 舊典 復古、 且明舂 御大 禮被 行 候 御 時節 

候 間、 人心 一 和 を 先務と 被い 爲ぃ 遊、 近來 幽閉 之 輩 を 

被レ 解、 往 々無，， 怨志？ 人 和 一 齊、 沿革 大成、 整 制 

レ外之 次第 可 二相 立 - と 被，， 思 召， 候 間、 奉 二 戴 御 趣意 r 

上下 和親し、 皇國之 情 態 可ゾ存 事、 

〇 九日、 公 昨夕 御參內 より、 御城 御 往復 等に 而不ン 被 

ン及ニ御歸邸？其儘御在朝之處、今朝に 至 .^ 長防御所置 

之 儀 漸く 御 決議に 相 成、 被，， 仰 出， 趣 如,， 左、 

今度 大樹 奉レ 歸，， 政權； 朝政 一 新 之 折 柄、 彌以 天下 之 

人心 居 合 不，, 相附, に 於て は、 追々 復古 之 典 も 難レ被 

に 行、 深 被 ^ 惱，， 5^ 襟， 候、 且來春 御 元服 幷立 太后、 追 

追 御大 禮被レ 行、 且又 先帝 御 一 周に 相 成 候に 付、 所 

謂旣 往不， 咎之御 時節 故、 人心 一 和專 要に 被，， 思 召， 

候 間、 先年 長 防 之 事件 彼是 泯雜 有， 之 候 得 寛大 

之 御所 置 被 レ爲レ 有、 大膳 父子 末 家 等 被， 免 M 入洛： 官 
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位 如レ元 被， 復候 ij" 被 二 仰 出， 候 事、 

右相濟 後、 追々 大御變 革 御 發表之 御 模様に 而、 御用 無 

レ之 候 間、 諸 官散朝 可い 致 旨 被，, 仰 出； 谷 朝 後、 攝政殿 

已下宮 方 公卿 之 出： i^i を 被い 止 之 事 如， 左、 

攝政前 左大臣 左 大 臣 

右 大 臣 彈正 尹宮. 

前關白 左大臣 前關白 右大臣 

前 左大臣 前 右大臣 

一條 前 右大臣 內 大臣 

日 野大納 言 飛鳥 井 大 納 言 

柳 原 大納言 葉 室大納 言 

廣 橋大納 言 六 條中納 言 

久世前 宰相 中將 豐岡 大藏卿 

伏 原  一二 位 裏 辻中將 

夫ょ^^諸藩之兵隊を以宮垣之內外を警固し、中山殿、 

中 御門 殿、 正 親 町 正三條 殿御 居殘 り、 岩 倉 殿、 大原 殿、 

急 參內に 而萬機 御 取 計 有：， 之、 諸侯 は 在京 之 分 即刻 參 

內を 被い 命、 其 中 尾 越 藝之三 侯 は 昨夕より 在 朝、 土 州 

老侯は 今 tn 御上 着、 御旅 装 之 儘 御 參內、 薩侯は 午後に 

至り 御參 有い 之、 夫より 暮時 前に 至り、 於，， 小 御所, 會 
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王政復古 大變 革に 付而 は、 何時 非常 之 儀 出來も 

. 難い 計、 依 .，之 右 場所、 藩 兵 を 以て 厳重 警衛 可レ有 

レ之 旨、 御沙汰 候 事、 

但九 門內に 至り、 兵士 戎服之 儘 可， 爲，， 參朝， 

M -、 

右 御 書面 拜受、 次 之 席 へ 取 下.^ 熟 見 之處、 御 生 意 解 兼 

候處々 有い 之に 付、 今一 應御逢 相 願 伺 度と 尾へ 申談 

處、 尾 は不レ 及，， 其 儀-との 事に 付、 兩人苒 會相願 ひ、 尙 

又 伺 取 候 趣 如， 左、 

1 右ケ條 之內、 十 人 詰 之 什 長 名 元 書付、 早速 指 出 

候樣、 

1 九 門內、 堂上 方 裏門 は 通行 止 v^、 番人 に 而警衞 

に は 不,， 及、 自然 暴 客 有，， 之 候 は 、 、最寄 警衞所 へ 

注進 候 様との 事、 

1 右兵 を 被い 集 候へ 共、 決 而兵を 被い 動 候に は 無 

レ之、 唯 萬 一 之 妄動に 被 レ備候 迄 之 由、 

右御^?^^之趣、公御參内中故、直に御所へ參上申，，上之7 

1 尾 T 睹土藝 へ 被  > へ 相 渡 ， 候 御 書附も 右同斷 な.. y  、警 

衞 場所 如， 左、 

束 南 萬 里 小路 家 甘露 寺 家 櫛笥家 


柳 原 家 阒家  富 小路 家 

御 下 b 御厩 桂 御所 高 丘 家 

外 山家 掛橋家 廳司家 

九條家 

右 尾 州 

日の 御門 幷穴門 四 ケ所內 外、 

御臺所 御門 幷北 の 方 穴 門ニケ 處內 外、 

參 內殿幷 奏者 所 等 之 前、 

神仙 門 往返 人數改 取締 所、 

公家 門前 桑 名 固め 被い 免 跡 引替、 

外に 御座所 檐下詰 任 撰 十 人 之 事、 

御拜道 廊下 檐下詰 從僕之 事、 

右薩州 

公家 御門 幷 南北 穴 門 ニケ所 内外、 

南門 幷 東の 方 穴 門 ニグ 所 內外、 

局 口中 門 之 前、 

御池 庭 四枚戶 門、 御文 庫 前 切戶、 

蛤 御門 會津 固め 被 レ；！ g 跡 引替、 

外に 御座所 檐下詰 任 撰 十 人 之 事、 

御拜道 廊下 檐下詰 從僕之 事、 
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出候檨 申達 有^ 之 間、 可 ^致，, 同道 - 旨 文通 有,， 之、 

〇 八日、 雪 江、 十之丞 同行 土 邸に 到り、 神 山へ 逢對、 福 

岡 藤 治 も來會 談論 中、 薩邱 より、 中 山、 正 三、 巾 御門 

三 卿、 昨日より 長 州 御所 置 一 件に 付 在 朝、 御手 透 無 

ン之、 仍.， 之 岩 倉 卿 へ 罷出樣 、中 山 殿より 之 書簡 を以通 

If  之、 仍" 之祌山 同道 岩 倉 卿 へ 罷出、 薩は尾 藩 尾 

崎 八左衞 門、 丹 羽 淳太郞 同道す、 岩 下 佐 次右衞 門、 大 

久保 一 藏は、 先達 而罷出 居る、 夫よ. 9 無い 程、 卿 御對面 

有レ 之、 g§ 、と 一 仿演說 有 VNXHIS は、 近年 幕府 之 政治 威 

權 次第に 萎 弱に 就き、. 萬 民 困窮に 落 入、 殊に 外 國之取 

計 等、 以之 外成體 態に 付、 王政復古 之 叙盧御 確定に 

而、 我々 へ 御內勅 有,， 之、 一 點 無私 之 御體裁 を以、 王政 

之 御 基本 被 二相 建， 事に 候、 就 而は尾 越 薩土四 藩 之 儀 

は、 多年 勤王 之 志 深厚に 付、 誠に 御 侬賴思 召 事に 付、 

未 發之御 密旨御 打 明し、 此度之 御大 策、 事故な く 行 は 

れ候樣 被い 遊 度との 叙 旨 之 旨、 其 次第 はと 被 候而、 

御 書付 御 一 紙 御 渡有レ 之、 

應レ召 早速 登 京 御 満足 候、 隨而 不二 容易， 大事 御 評決 

之 儀 有い 之、 唯今 參朝 可い 有い 之 旨、 御沙汰 候 事、 

十二月 九日 

T 卯 日 


二  B 四十 九 


明 九日 卯 一 點御 參內有 候へ は、 夫よ 逐々 御所 置 

被，， 仰 出， 事に 候、 尾 越 兩家は 德川之 親族 故 、徳川家 へ 

之 御 使御賴 被， 成 度、 且會渾 桑 名 之 職掌 も御廢 止に 相 

成に 付、 此御使 は 尾 之 臣下へ 御賴 被，， 成 度、 尤會は 思 

召有レ 之、 國許 へ 罷歸 御 指 圖相待 候檨、 桑 は 思 召 有 

v^、 所 司 代 被， 廢旨 被，， 仰 出， 事に 候、 其 餘之儀 は、 右 

件 相濟候 上、 追々 被 二 仰 出， 候 御手 順 之 由、 仍 寅の 

1 點假 建へ 重役 呼 出、 右 御 書付 兩 卿よ b 被，， 相 渡， 箬 

候 得 共、 左 候而は 手後れ も 難， 計に 付、^ 趣 を以、 爲_| 

心得， 今日 兩卿代 お倉 卿より 被，, 相 渡， 事 之 由、 外に 

被-相 渡 二 紙、 

1 御座所 檐下詰 任 撰 十 人 之 事、 

1 御拜道 廊下 檐下詰 從僕之 事、 

1 九門內 堂上 裏門 通行 被い 止 候に 付、 家々 へ 右 之 趣 

相 傅 へ 、庶に 三人 或は 四 五 人つ 、詰 収締之 事、 

西北 花園 家 八條家 賀 

石山 家 明 地 庭 田家 明 地 勸 

烏 九 家 稳波家  一 

近衞家 問院宮 藤 

竹屋家 毘 沙門 堂里坊 
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而、 隣 藩の 交 證を厚 ふせん 事 を 約す、 松 山 藩 も彥藩 

同 論、 高 松 藩 も 異論 有 間 敷との 事な りき、 

1 、今 九 時 御供 揃に 而御 登城 有， 之、 御談之 次第 は、 

會藩 之.： 動 鎮撫 一 條之 由、 會 藩より 通達 之 御 書面 出 

來、 會 藩へ 御 渡 相 成、 如い 左、 

長 防御 所 置之義 に付而 は、 妄に 堂上へ 立 入 周旋 グ 

間 敷 事 有 候而 は、 此後 御所 置 之 品從， 1 朝廷-出 候 

共、 御算、 意に 無い 之 樣相當 、恐 人 候 儀に 付、 朝廷 之聖 

斷を可 V 舉レ仰 事、 

右會 よ. 0 紀藩御 親 藩 御 譜代 申 通 之 事、 會は平 山圖書 

頭 殿よ. - 手代 木 說得有 v^、 

1 、今日 櫻 木 御殿よ b 御 呼 出に 付、 雪 江參上 之處、 長 

人頻に 迫. 0 入る 風 說有レ 之、 山崎關 門に 而 抑留 之 儀、 

渾 藩より 伺 書 出、 時機 甚御 懸念 之 次第に 付、 三 公之 御 

方 々 御 內談、 唯今 之 內寬大 之 御所 置 被，， 仰 出 ， 候 は、、 

鎮^ 可，， 相 成， との 御 評議 候 得 共、 攝政 尹宮御 承引 無 

、會 よりも 專ら 致，, 入 說-候 故、 今日 三 公より 御發 

しに 而、 俄に 攝政 家へ 御會 集、 御 席に 而御決 評、 入說之 

間隙 無 V ^様に 御 發評之 御 積り、 右 御 決議 之 上に 而、 

田 和 州を以 幕へ 御 相談 相 成 害に 付、 其 節 幕に 而異 
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議無， 之樑、 公に 而御 周旋 有 樣被， 成 度 候へ は、 其 

段 可， 1 申 上， との 仰な し 故、 幸 ひ 登城 致 居候へ は、 從 

レ 是直樣 可，, 申 聞， と 及 n 御請： 登營之 上申，， 上 之 T 

一 、此^^ニ更頃、櫻木御殿ょり雪江御呼出に而參上之 

處、 今朝 被 二 仰 聞， たる、 長 州 一 件に 付 而之御 會藥之 

御觸 出、 兩 役に 而 彼是 申出、 明日に 相 成に 付、 此段早 

早大 藏大輔 へ 申 聞 度、 もしゃ 城 中に 而 大和 守 を 待て 

は 居ぬ かと 懸念 故、 ^^中なから呼出申聞候との仰な 

.9:1 藤 堂 伺 之義御 廻し に 相 成 候 得 共、 今 n 之御會 集に 

而 寛大に 決し 候へ は、 伺 も 最早 無用 之 事に 可 二相 成， 

御 積に 而、 御 異存 無 と 御 連名 下へ 御認 之處、 御會 

集 は 延引に 付、 御 本殿に 御 © 置、 深夜に 御 廻 達に 相 成 

候 御 窮策 之 由 も 仰 あ..^ き、 

〇 六日、 土 藩 神 山 左 太衞來 邸、 十 之 丞逢對 之處、 今朝 

象 二 郞岩倉 卿へ 參殿 之處、 御内 話 有 v^ir 臨時 越 前 

中 根 酒 井 同道 罷出 候樣 御沙汰 有， 之 由、 猶時 H 相 伺候 

而 可い 及 ニ案內 一と ゆ 聞 候 由、 

〇 七日、 神 山 左 太衞ょ 十 之 丞へ來 書、 容堂君 明朝 御 

京 着 之 由 報知 有い 之、 

1 、夜に 入神 山より、 明 HfD 刻 屮山殿 迄、 越 藩 同道 能 


rr 


は、 諸侯 之 會議も 無用、 上京に も 及 はさ. 9 しと 申 事に 

は 相 成 申 問 敷かと 被， 仰 上 一よ し、 此件も 諸 卿 大抵 御 

同 論 候 得 共、 殿下 尹宮御 不承知 之 由、 會律兩 藩よ. 5、 

御 同意 無.， 之樣 迫って 入說街 故 之 事に 而、 外 之 公 

卿 方 も 迫りに 來 らん かと 御 恐怖 甚敷 由い 此節津 藩よ 

-9 山 崎 關門固 之義、 嚴敷伺 方に 而御當 惑 之 由、 、律 は頻 

に 幕へ 可 レ附之 勢 之 由、 

〇 四日、 先達 來、 紀會 桑、 律 等 之 諸 藩を會 し、 幕府 兩監 

察 も III 席に 而 時務 論定 之 儀、 邸 議も相 決に 付、 今 午後 

雪 江 登營、 梅^ 殿ね 對接 申談 候處、 一 日 も 早く 願 はし 

き 事 候へ 共、 當時永 井 板 倉 も 下坂、 棱本對 州 も 不快、 

設樂と 唯兩人 故、 如何にも 難ニ罷 出？ 臨時 御用 有， 之 節 

御 指 支に 相 成 候 間、 今 暫之處 見合せ 度、 諸 藩へ も、 兩 

人 可，， 罷出， 段 御 申入 置 之 方 可い 然歟と 被い 存候、 紀は 

水 野 も 好人物と 承 候 得 共、 三 浦 杯と 兩人可 レ然、 尾 は 

紀と 不和 故、 却而不 レ會方 宜し かるへ しとの 事 也い 昨 

3 櫻 亭に而 御 談論 之 次第、 公之 被，， 仰 付， に而 及，， 詳 

i^; 逐條會 得 有， 之、 其 上に 而 申されし は、 會 之入說 

も、 松 山 之 內意を 伺た る樣 にも 聞た る 故、 夫 は 其 よ 

り 取 返し て 、梅澤 殿 殿下 へ 出られた る 由、 唯今 も 殿下 
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よ. 9 召に 而致 二參 上， 候 か r 定而藤 堂 伺 之 一 件なる へ . 

く 候 得 共、 決して 一 己 之 見込 等 も 中 上 問 敷 3S、 上様に 一 

も嚴敷 被い 命 候と 物語な り、  一 

一 、此日 板 倉 殿へ 被 J 迫，， 御內 書； 櫻 亭之御 次第 御 細 記 一 

之 末に 如レ 左、  一 

拆ヌ 今：！： 長 州よ. 0 薩藝へ 差 出 候 書付、 以ニ所 司 代,： 

攝政殿 へ 御 差 出に 相 成 候 由、 寫前 殿下 1;^ て 小生 窃ー 

、に 拜見仕 候、 乍，， 極密， 前左府 公へ 藤 堂 留守居より j 

御內々 申 上、 右 書付 出に 付而 は、 上御始 在京 之 諸侯 一 

朝廷 へ 被い 爲ぃ召 衆議 有い 之檨、 御盡カ 可，， 被レ成 nn: 申 一 

上 候 由 御座 候、 且又 會藤萬 一 事 を 誤 候而、 長 を 防 儺 

する 等 之 一 戰、 會 藤より 相 始候而 は 不二 相濟， と、 甚ー 

御 懸念 之. H 御座 候、 不二 取 SH, 風聞 之 事 候 得 4r 今 U 一 

承 込 候 儘有體 及，， 陳啓， 候、 御 心得 之 御 一 端に も 可： 

レ 然と 心 附候故 申 上 候、 鹏| 覽後投 火 希 上 -恢 、早々 以 一 

上、  二 

五月 四日  越 前 宰相 

伊賀 守 様  一 

〇 五 a 午後、 雪 江 彥藩岡 本 半 介を訪 ひ、 時務 及，， 談論，」 

しに、 惣而同 論に 而、 驢 尾に 附て 周旋す へ しとの 事に 
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御 誘引 之 御 約束に 而罷 居候 處、 御手洗に 於て、 重而 

朝廷よ 御沙汰 被 レ爲ぃ 在 候 迄 之 間、 上 坂 被い 止 候 段 

承. > 候 得 共、 今般 於，， 朝廷， 王政 被，， 聞 召 r 猶 列藩 公 

議を 被，， 盡、 御 基本 可い 被い 爲ぃ建 被，， 仰 出， 候 旨傳承 

仕、 皇國 大慶 不ぃ 過い 之 奉い 存候、 然る 處是迄 弊邑之 

義、 舉レ 蒙， -典憲 T 意外 之 干戈に 相 及 ひ 候 次第、 毫末 

舉. レ對 n 天朝， 異心 無，， 御座 r 大膳 父子に 於て は 恐縮 

に 不，^ 舉， 堪候得 共、 武門 不.， 可,， 止 之 場合と 相 成、 右 

及，， 事宜，. S. 候、 父子 勤王 之 至誠 不， 恥，， 天地？ 四民 一 

途に思 込 候 情義 難，， 默 止？ 屢御収 持を以 幕府 へ 及，， 

:;c 上， 候 得 共、 微衷 徹上仕 兼、 必定 中間 塞閉、 暗雲 

掩ニ 夭：！：， 候義 と、 畫夜泣 血罷在 候處、 豈計 今日 之 御 

機 書と 轉變 仕、 實に大 旱之雲 霓を望 し 思 をな し、 西 

ノ宮迄 到着 仕、 御沙汰 相 待 罷在候 問、 此上 幾重に も 一 

宿志 貫徹 仕 候 檨相滅 候、 旁 之 趣 朝廷 向 宜御取 計 御 一 

願 致 候、 已上、  一 

丁 卯 十二月  長 藩  一 

楫 取素彥 一 


同 


國永 正 人 
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薩州御 藩 京 詰 

御當 役中樣 

藝州御 藩 京 詰 

御當 役中樣 

〇 三日 午後、 近衞前 殿下 之 樱木亭 へ 被い 爲レ 入た， >  、左 

府公も 御 同席、 廣 幡內府 公御來 行なり、 御 談話 之 次第 

は 長 人 所 澄 如何 可い 有い 之 哉、 此 儀に 付 而も、 會 よ.，^ 尹 

宫へ幕 意之 由に 而 諸侯 參內之 入說 有， 之、 內府公 も、 

政 權を歸 したりと は 乍い 申、 猶執意 有， 之 歟之御 疑念 

有レ之 御ロ氣 に而、 g も、 公、 御 登城 御 評 席 御 校 様、 親 

敷 御 見聞 之 趣 被 n 仰 上？ 決而 左様なる 未練 は 無， 之、 臣 

とし て 心 付た る 事 を 申 上さ る は 不忠 な か ら 、 パ . 當^ 

と 成 御 衍圖. S. 上候樣 にて は 不義な. Q と、 其^ 之 名分 

反覆 及，， 討論-位 之 事と 御 嘶 之處、 左 樣之思 召 候へ は 

誠に 安心せ りと、 眞說 を御聽 なされし を 誠に 御歡に 

有レ之 由： 一 長 州 を 唯今 之 處に而 、寬大 に 被 ン處候 而は如 

何 あらんとの 御談、 廣幡公 は、 朝廷 御處 置、 決して 彼 

是は 中間 敷と 御. S. に 付、 公 は、 天下 之 大事 を議 せられ 

んと被 二 召 寄， し 諸 大名 如何 可い # 哉 、是程 之 大事と 相 ， 

成 有い 之 儀 を、 朝廷 計に 而御 決： 相 成 候 程 之 事 候 は 一 


伺 之 上に 可， 一 相 成， 黟と 被，， 決 由、 但し 此儀は 公之 御 心 

付に 而、 長 人 入京^^ 候 事 は、 兼 而朝命 有 レ之寧 故、 關 

門に て 其 次第 申 聞 指ニ留 之？ 其 上に も 是非 上京 之 願 候 

は、、 其 段 朝廷へ 相 願 ひ、 朝廷よ. -津 藩へ 通行いた さ 

せ 候檨降 命なら て は 難 一一 相 成, 段、 とこ 迄 も 申 開せ、 其 

上に も押而 通行せ は、 不ん 付レ止 打拂可 と、 名義 を 

立 申 聞 候 方 可い 然と 被い 決 事 之 由 ：！ 會は 在京 諸侯 參內 

被レ命 朝議に 相 成 候 檨尹宫 へ 入說、 宫も御 同意 歟候得 

共、 左樣之 事に 而は、 却 而勸搖 之 姿に 付、 此事は 御 取 

消に 相 成 候樣、 會侯も 承引に 而不 レ被レ 行相濟 由、 鬼 角 

行 違 ひ 出 求に 付、 明日 は 板 倉 殿へ 手代 木 呼 出 、諭告に 

相 成 候 檨御談 之 由 ：！ 迂將曹 よ. -三宅 萬大夫 を以、 板 倉 

殿へ 申出 候 は、 長 人 之 義御指 留之朝 命不， 得い 止罷出 

候 事 候 へ は、 改而朝 命 如い 此と申 聞せ 候 方至當 なる へ 

く、 幾度 も 同 檨申聞 候而、 其 上に も 抗命之 節 は、 夬は 

其 時 之 寧と い たし、 是非 承服 致候處 まて. 聞 度、 藝 へ 

被レ 命候而 十分 靈カ 可レ 仕との 事、 至當之 正論、 上樣始 

甚 感服に は 候 得 共、 期 後れ、 最早 大坂 迄との 儀、 夫々 

御 達 に も 可，， 相 成 ， 刻限に 付、 難い 被.， 行して 相濟 由、 

私 云、 此夕大 坂に て 朝 裁 相 待 候樣、 朝廷より 被，， 

T 卯 日 能 


仰 出， た. 9、 

一 、今夕 御同國 f 論 諸 藩 重役 を會 合し、 即今 之 時勢に 

付 夫々 之 見込、 且我 公之、 上 之 御 意 御 遵舉之 御 趣意 

等 申 聞、 今後 猶以懇 談皮、 方今 之 議論 等 も 有， 之 

候 は 、、無，， 稷藏， 承 度 段 及， 一 相談， 處、 一 同 一 言 之 異議 

無レ 之、 御 招， # 次第に 舉レ任 趣 申出た..^、 

1 、 此日薩 州より 幕府へ 左 之通屆 有， 之 由、 . 

別紙 之 通、 西宮 碇泊 罷在候 長 藩 之 者 共より、 松： 牛修 

理 大夫樣 へ 差 出 候 趣、 御 同 方 様よ. 9 被，， 指 越 ， 候 間、 

不二 取敢- 其 儘 差 出 申 候、 此段 舉，， 申 上 ， 候 以上、 

安藝 少將內 

士 一月 二 曰.  熊 谷 兵 衞 

先 逢而從 二 朝廷 ， 御 召 出 之 段 御達^い 之砌、 末 家中 氣 

分相罷 在、 重大 之 御沙汰 等閑に 打 過 候義舉 n 恐 入， 

候に 付、 不二 収敢， 家老 中 計 發途爲 レ仕候 段、. 及，， 御 

達， 置 候處、 末 家 之 内 病 氣少に 而も 快 候 は、、 一 同 

大坂 表へ 可二罷 出， との 御 事に 付、 稲々 保養 相 加 候 

得 共、 はきと 無レ 之、 餘. 0 遷延 仕候而 は幾寬 にも 舉， 一 

恐 入， 候に 付、 淡路 名代 毛 利 平 六郞、 家老 毛利內 匠、 

監物 名代 宮庄主 水、 一 同上 坂爲， 致 度、 兼而 藝州樣 
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義は今；史申上間敷、我ょh^も今日ょ.^以來、日本國 へ 

對 して 之 信義 は、 言語に て 申 上 候より は、 實 跡に 顯し 

而入， ー御覽 一と 申 上 候 由、 開港 之 事 も 申出 候處、 決して 

違約 は 無 VN、 一 日 も 違へ 申 間 敷との 御意に て、 (大に 

悅 服之樣 子に 有 、御前 を 下り 御^ 申 上 候 は、 御 眼 

中と 申、 御頰腮 之邊、 豪 雄 之 相 を 被 ，備 候と、 大に 感服 

せし 由 を 被い 話た. 9、 

一 、永 田 儀 藝藩三 宅萬大 夫に 長 人 之 事 を 承. 9 しに、 

長 人藝の 御手洗と い へる 港 迄 着船し、 初而朝 命と 行 

違 ひたる 事 を 承知せ しかと も、 一段 君命 を受て 出立 

たるに、 i.^, 敷 は歸. > かたし、 國 許よりの I 左右 を 待た 

しと、 藝の 護送 を賴 みし 故、 藝 にも 西 宮迄送 着、 彼 地 

に 相殘. 0 たる 由、 い つれ 國便を 待に て 可 レ有レ 之、 其 段 

朝廷 幕府へ も 申 上た るとの 事なる 由、 

1 、此夜 二更 後、 板 倉 殿よ. 5 御 直 書に 而、 長 人 追々 入 

京 之 御沙汰 聞 へ 、此 節不 n 容易， 次第に 付、 御 相談 之義， 

有 レ之候 間、 明日 四時 頃 御 登城 相 成 候 樣御申 越に 付、 

邸 議之趣 は、 何分 此度 幕府 之動靜 は、 天下 之 動 靜に拘 

る處之 一 大事 なれ は、 一 點御動 搖之聲 息 無， 之、 寂然 

正 を 踏ん て 御 進 止 可， 然と 相 決し、 其 段 明 早朝 梅澤殿 
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へ 申入 候樣、 雪 江へ 被^ 命レ 之、 

私 云、 此夕於 n 大坂 表-御城 代よ h- 、今般 毛 利大臑 

京都よ. -御 召に 而兜 山へ 屯 集、 凡人 數 一 萬 五 千 

人 程に 付、 心得 迄 に 御 達に 相 成 候 段 御 布 達 有， 之 

由、 此浮說 京地 へ も 波及せ しなり、 

〇 二日 早朝、 雪 江梅澤 殿を訪 ひ、 長 人 入京 一 件に 付、 

公 旨 幷邸議 之.^ 第 申入 候處、 梅 澤殿も 同 論に 而、 長 之 

擧勸 は、 幕 之 勸靜を 試る の 施策た る 事 を 推察せ し 故、 

不虞 之備へ は手當 せし かと、 形迹 にお ゐては 曾て 励 

轉せ さる を 示すな b、 津 藩よ 山 崎關門 固めの 伺 も 

打 へ き なれと も、 朝廷へ 伺 之 上 可 "然と 指圔 せし と 答 

へられたり、 

1 、四時 御供 揃に 而御 登城 之處、 長 人 一 件 之 御 評議 柯 

種 之內、 先つ 諸侯 會集 迄大 坂に 罷在 候樣、 朝 命に 相 成 

可レ 然と は 被い 決 候 得 共、 右 を 朝へ 被-仰 上-方 之 御意 

味、 色々 御掛 酌有レ 之、 眞に御 心 付 之榛に 無， 之而 は、 

矢 張 幕 意に 歸 する 故、 板 倉 殿考按 に而、 5- 田 大和 守 殿 

より 正 三 卿へ 入說之 御手 績に相 成 由 ：！ 漆 藩より 山 崎 

關門警 固に 付而之 伺、 捧に而 は 幕 命に 任せ 度 趣に 相 

聞 候 へ 共、 幕に 而は朝 命に 付 せらる へ き 筋 故、 傅奏 <  r. 
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汰 あり、 如何 成 譯に候 哉、 答、 夫 は 原因 あ. 9 し 事 なれ 

とも、 事 已に成 候き、 水 野 も 昨 H 京 着せり、 當時水 野 

全 權に而 、昨年 之 戰爭、 且 今度 は 紀伊殿 京都に 腰 を 被 

ン 居候 積 故、 入費 莫大に 付、 士 民よ.^ 餘程之 收欽有 

VM 、且 楮幣を 制し 融通 候處、 澀滯 難^ 被， 行、 不 益之譯 

等 出來候 由、 安藤 之 黨是を 好機と して、 安藤 なれ は 左 

樣には 致 間 敷と 說を唱 へ、 怨嗟 之 衆 心 を 執.^、 水 野の 

權柄を 奪ん との 計略に て、 一 時 は 餘程之 騒擾 之 由、 乍 

ゾ併楮 幣懸り 之 役人 五六 輩 斥せられ、 夫に て靜 11 に 

及 ひ、 安藤 之 隱謀は 空 敷 事と 相 成、 紀侯も 近々 御上 京 

之 趣な. o、 素々 佐幕 之 忠實は 有 候 得 共、 一等 卑き 

處遺城 之 由 ：！ 雪 江 云、 鬼 角 御 盛 意之 妨 障に 相 成 候說共 

相聞へ、殘念成ょしを申に、眞に然..^、 尾 も 先日 成瀨 

に說 き、 是は會 得、 會の 手代 木も說 得、 是も 可也に 合 

點行 しとの 事に 付、 手代 木 は 此間弊 邸 へ も 相 招き、 直 

問 も 有 v^、 吾輩 も 及， - 示談， 候 得 共、 今一 層 行屆不 

レ申、 心外 之 由 を 申せし か は、 梅澤 云、 さら は 其 見込 違 

： ひ 藩々 を 御會集 有， 之、 十分 徹底 迄 極論に 及 ひ 候而は 

如何、 左 候 は、 拙者 設樂備 中と 兩人、 事に 托し 其 席に 

一： 臨み、 存分 一 杯に 說き付 候 は、、 大體 行ぬ 事 は 有レ之 


間 敷、 何卒 左様に 御 取 計 ひ 有い 之 様、 御 申 上^ 度と 

被レ. S. に 付、 何分 申 聞 候 上 可.， 及 二 返 辭-と 相 答 ：！ 此次手 

に內府 公之 御 美事 稱述 せられし 趣 は、 先 = 關 東より 

御 勘定 奉行 上着、 ■ 御 勝手 向 必至 御 逼迫 之 次第 を 中 上. 

しに、 成程 心配 は 察し 入たり、 我等 も 精々 心 を 付る と 

の 御意に 而、 去 の 御手 元 御 入用 帳 を 御 取 寄せ. i 爲 -- 

御 見， なされし に、 御 食 服 其 一外 御物 數寄等 一切に 而、 

1 一十一 一雨 之 御 出方なる 故、 司 農 も 感淚を 流し 敬服し、 

誠 一 言 可，， 申 上， 條 無い 之、 何卒 暫御柬 下 被 n 成 下： 如 

レ此御 取 蹄 b を 御 示しに 相 成 候 は、、 御 取 直し も 遠 か 

らすと 申 上し 由ヒ又 公使 パ アクス は 傲慢不遜 之 

者に 而、 兵力 を 憑み 妄言 を 吐き、 粗 3^ 不レ少 か、 先逮 

於，， 華 城， 御 直談 之 御 運 ひに 相 成、 何も 甚 心配 致 居候 

處、 公使 拜謁之 節、 先以 傲然たる 御 威風に 犬に 敬 屈、 

夫より 御 側へ 召され、 是迄は 貴 國へ對 し 稀々 不 合 

之 次第 も有レ 之、 何：： 乂氣之 毒に 存ん する、 今日ょ..^以 

來は 最早 其 機 成 篛は不 い 致 候 n  、左檨 相 心得 候樣 との 

御意に よって、 ； 言の. S. 分に も 無い 之 御請 中 上 候 は 

難， 有 御意に て 候、 如何 f 冗 迄 之 儀 は 申 上度條 々も 御 

座！. 陝 へ 共 、令 日よ b 心腹 を 御 改正と 伺候 上 は、 過去 之 


1 、昨廿 九日 西宮 打出濱 より 長 州 人 上陸、 夫よ.^ 尼ケ 

綺 領分 上ケ原 村へ 入 込 候 人數凡 千人針、 同 處に而 

下 荷 借用 致 度 US 押 而願出 候に 付、 村 役人 代官 所へ 

訴出 候に 付、 即日 同所 城より 早 打 を以、 京都 尾 敷 ぐ 

飛脚 到來、 昨日 又 右に 付 遠 江 守 御 暇 願 濟に而 早々 

出立、 在所 表 へ 取締 旁 歸邑相 成 候 事、 

〇 慶應 三年 丁 卯 十一 一 朔 H  、此頃 長 州 人 多勢 上 坂、 遂 

に 人 京 も 可 レ致趣 風聞 有， 之、 朝野 之 人心 不ぃ穩 に 付、 

今朝 被い 命 雪 江 梅 深 殿を訪 ひ、 長 人 上 坂 之 虛實承 調 候 

處、 大分 之 人 數攝州 西 宮邊迄 罷越候 由、 右 は 御 指留之 

朝 命と 行 違 ひに 相 成り、 上り 求る 由な 、藝 よ， 0 奏閒， 

も 有 、猶歸 國之上 諸侯 會議之 評決 を 待 候 樣降命 之 

處、 阔 情無：， 據譯合 有い 之に 付、 其 儘 滯坂之 義を顦 出た 

る 趣、 藝ょ 再 達 有， 之、 元 來長州 は、 近來 自ら 正義 之 

國 と誇稱 致しな から、 如.， 此の 朝 命 を 拒み、 國情. 5. 立 

候義、 第 一 之 不義な b  、藝は 左樣之 不義 を 隣國之 好み 

に說得 は不ぃ 致、 其 願書 取次た る も 亦 不屈な， 5、 論告 

の 上に も歸ら す、 願 書^出 候と も 不二 受取 一 候へ は 事 

濟へ きを、 不義 之 取次 は 相 聞へ す、 其 儀 及 二 詰問， 度、 

辻 將曹呼 出 候 得 共、 不快 之 由に て いまた 出 不.， 申との 
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事故、 て 上京せ は 是非とも 仰 切 せんとの 風說 は、 實 

事に 候 やと 問 ふに、 畢竟 夫 は 朝廷 之 御 取 計 ひに 有事 

なり、 急度歸 國候樣 被， 命 候而可 二相 濟 一事なる を、 御 

.捨 置 被， 成 候 は、、 如何 成 不法 を 働き 候 半 も 難レ 計、 

素々 謀反 之國 なる 事 は、 先年 裸 町 之ー亂 將に發 せん 

とする 際、 於， 一 伏 見 表 一福 原 越後 之反狀 を推究 し、 嚴敷 

及-, 詰問： 陰謀 無二 相違， 趣 を 吐かせた る 事 あ. -、 此度 

も 其 節の 轍 跡 なれ は、 不法 は 元よ b の 事な， o、 押 登る 

に當 て、 過 路關門 守衛に 手 向な と 致 候 は、、 指 留るは 

勿論に て、 時宜に よ. 5 騒動に も 可，， 相 成, と 被， 申に 

付、 夫 は守衞 之： i: なれ は不レ 及，， 是非， 候へ 共、 自然 會 

等 出懸候 勢に は 相 成 間 敷 歟と申 候へ は、 長 人 洛中へ 

入れ 不 樣、 兼而 命令 も 有い 之舉候 へ は、 會 迚も 相手 

にな.^ 申 間 敷と も難レ 計、 元來押 登る と い ふか 長之不 

義 候へ は、 法 之 通りに 取扱 ふか 公正 之 道に て、 更に 指 

支 無 vl^ 、勿論 幕府に 而は進 返 共に 聊關 係無レ 之、 傍龃 

する 迄、 總而 朝廷 之 思 召 次第な， c との 事に 付、 幕に 而 

も 彼是 御 措 綺ひ之 事に 候 は、、 一 言 可 レ獻と 存候得 

共、 朝廷へ 御 任せと 拜 承候而 は、 安心 之 至に 而、 別に 

可 レ申條 無" 之と 答 へ なり ：； 問、 紀州水 野 安藤 上京の 沙 . 


申 上 候 通、 板 倉 伊賀 守よ. -之達 書 行 違に 相 成、 毛 利 

淡路 名代 等 一 同、 領內 御手洗 へ 着 仕 候 間、 右 達 之 旨 

趣 委細 申 開 候處、 兼而 必至 之國 情、 一 旦 出帆、 中途 

よ. 9 引返 候而 は、 大に閬 藩 人心に 關係仕 候義に 付、 

其 儘 登坂、 何分 之 御沙汰 相 待 度 旨 申 聞 候 趣に 付、 

任 n 其 意-家 來指 添、 於，， 西宮， 停泊 仕 候に 付、 家來之 

者 昨夜 着 坂 仕 候 旨、 只今 申 越 候 間、 此段不 ，1 取敢, 申 

上 候、 可レ然 御執奏 被，， 成 下， 度 奉， 願 候、 以上、 

十 一月 廿 九日  松 平 紀伊守 

〇 同月 晦日、 荒 川 順 助 爲，， 採 索， 逮 藩に 至. o、n:u 

逢 對藩狀 承 調處、 此度は 十分 盡カ之 勢に 而、 六 大隊 を 

出す 沙汰 之 由、 藩 論 二分 之 一 は御^^意奉戴之論、 一 は 

兵威 を 盛んにし、 外 藩を應 倒し、 復權之 論 之 由、 先 は 

兵力 論 之 方 多分 之 由、 〇 長 州 藩 二 千 人 昨日 着 坂に よ 

つて、 入京せ る 時 は 抑留す へき 論 有,， 之 由、 〇 又 大聖 

寺 藩に 至 b、 金 澤之藩 狀を問 ふに、 此度 十分 肌 を脫き 

盡 力す へ きの 論に 而、 周旋 家 も數人 上京、 いつにな き 

奮發之 由に 付、 肌 をい つれの 方に ぬき 候 哉と 問 ふに、 

夫 は 不分明との 答なる よし、 

1 、此 日藝 州よ. >  密使 を以、 攝政 殿下へ 言上に 相 成 書 


付 之 由 如い 左、 

此度長 州 家老 幷末 家名 代監物 名代 共、 一 同上 坂爲 

レ致 候而、 御沙汰 相 待 候樣之 次第、 表 向 御 達 申 上 候 

得 極內實 は、 兵 庫 開港 之 期 も 最早 差 迫.^ 候に 

付、 此度 幕府 政權を 朝廷へ 復歸 候に 付而 は、 外 夷 御 

取扱 之義 も、 何れ 朝廷よ. 0 可い 被，， 仰 出， 御義に 御座 

候 得 北 r 兵 扉 開港 之義 は、 先帝へ 被い 爲, 對候 而も、 

一先 御 延引 可レ 被， 一 仰 出 一儀 歟に 奉， 一 恐察， 候、 然る 

節、 外 夷 共い つれ 朝廷 へ 相 迫 り、 御應接 振に よ つ て 

は、 自然 暴舉の 儀 無レ之 と も 難い 申 、幕府 に は 征夷 之 

職掌 を 被い 蒙 候得サ r 從來外 夷と 親 f 和隨被 二相 結， 

候 上 は、 爭か 干戈 を 被い 爲，， 交 可い 申 哉、 左 候 は、 後 

日 萬 一 國體御 動 被い 爲ぃ 在候而 は、 誠以 驚愕 至極 之 

次第に 御座 候、 大膳 父子 未 御沙汰 之 通、 實は 承知 不 

レ仕候 得 共 右檨之 節に 相 臨み、 誓て 傍観 化 間 敷、 

粉 骨碎身 仕！^ 而微 忠を盡 し、 一 方 之 御 防 は 代 度と 

之 寸志、 則紀伊 守に お ゐても 難- 默止 T 此段 極內々 

歷，， 尊聽， 申 傲 候 事、 

十一月 晦=  松 ギ紀伊 守 

尼ケ崎 屋敷 爲 拔書 
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唯舊幕 制なら て は 難 二相 適， 意^、 反覆 懇々. S.,, 上 之， 

に 付、 公に は、 何分上檨御^^意行違無ぃ之致，，徹底ー候 

樣 有い 之 度、 外 藩より 見入れ 候 而も、 親 藩 中 上旨 を 取 

違候而 は、 貫通 は不， 致、 却而致 n 妨害， 候 樣に被 ^ 思 候 

而は 相濟不 、此處 一 藩 之 示談、 十分 行 屆候檨 被レ成 

度と 御 申 聞に 而返 座せ. o、〇 控所 にて 御 勸役共 出會、 

申談候 趣意 は、 上樣 如" 形 御 立派 之 御 英斷に 而御打 出 

し、 大公 至 正 之 尊王 旗 を 被い 建 候 事 候へ は、 親 藩 一同 

1 心 同 力、 整々 堂々 葵 章 之 旗 を 建 連ら ね、 尊王 之 御^ 

方 申 上 候 は、、 今後 誰あって 抵抗す る 者 有い 之 問 敷、 

國初之 形勢に 而も 可，, 想像, 事に 而、 其 時に 當 b 彼是 

と 私說を 主張 致 候 向 は、 異論 之 徒 候 へ は、 夫 は 討って 

も 天下の 許す 處 なり、 然れは 當時之 見込 は、 公議 之 時 

を 待て 可，， 申出， 儀に 而、 方今 は 閑 是非 之 論 は 鉗 口し 

て、 唯 只管に 御 公正 之 御 趣意 を、 何 處迄も 押 通す 同 一 

體に相 成 度と 及，， 議論， 處、 一 心 同 力 異論 を 討つ 之議 

に 至って は、 其 大體を 了解し 得 たれ は、 猶 熟考 之 上 

追々 及- 1 示談 一度 由、 最初 後藤と も 及，， 談論 T 正大 丈け 

は 無論 候 得 共、 公議 之 末 見込 無， 之、 其 節頻に 同意 可 

否 之 返答 を 被， 責候得 共、 幕府 之 御 都合 難， 計に 付、 一 


二 

藩 限之挨 桜に も 及 兼、 暫時 甚 困窮 之 次第に 有 由、 

一 、今日 午後 御 登城、 伊賀 殿へ 御 逢、 兎角 薩藩之 嫌疑 

氷解せ すして は、 今後 之 御手 順 不二 恰好； 昨日 も 一 藏 

御 呼 出、 御 直に 御 識之處 、疑念 深く 有， 之 哉 候 間、 吉之 

助 一 藏等被 n 召 呼； 御 直に 御 說得有 候 は、、 夫々 安 

着に も 可,， 至歟 と、 御存寄 之處御 申入 之處、 可 J^,, 上 

聽_ との 事に 而、 申 上に 相 成處、 至極 御 尤に思 召 候 331、 

被，， 召 出， 候 儀 は 尙御考 可い 被い 成との 御義之 由、 〇 伊 

賀 殿より、 此節英 船 渡來、 上様へ 拜謁相 願 候 得 共、 當 

御 時 態 御 下坂 も 難い 被， 成に 付、 永 井 被， 遣 候、 英 入京 

申立 候 は、 如何 致 候 半、 心痛 之 由 御談に 付、 公、 當時 

と 相 成 候 而は何 之 御 苦勞も 無， 之、 其 段 朝廷 へ 御 伺 可 

ゾ 然と 被， 及 二 御 挨拶 一由、  . 

1 、今日 御 返 出よ.. >  尾老侯 御旅館へ 被， 爲， 入、 頃日 之 

御 次第 其 御物 語、 爾來之 御 見込、 御 周旋 可.， 被， 成 御手 

績御談 に 相 成 候 所、 惣而御 同 論 御 同意に 而、 御 都合 

尤 よし、 御 家老 渡 邊對馬 守、 田 宮如雲 陪侍 之 由、 成瀨 

単 人 正は齒 痛に 而不參 せし との 御沙汰な ，9 き、 

〇 同月 廿 九日、 藝 州よ 朝廷 へ 御 屆之由 如い 左、 . 

先達 而長 州よ. 5 以ニ 使者， 申 越 候 書面へ、 以，， 添書， 


上、 郡縣 ならて は 强國と は 難 二相 成 一と 決し-郡 縣と相 

成 候 事故、 日本 も 夫に 類し 可/申と の 御 說之由 \ 

1 、今夕 薩藩 大久保 一 藏被 n 召 呼？ 拜謁 被い 命、 此度有 

志 輩 力に よって、 內府公 御 反 正 被,， 爲,， 在 候 御挨援 

1 應被二 仰 聞？ 夫に 付き 今後 之 見込 御 尋に相 成 候處、 

此時 朝廷 之 御 基本 不二 相 立 一して は 不，， 相 適 一事 候處、 

兎角 朝廷に 御 人材 乏敷、 其處甚 苦心 之 由、 會議 公論 之 

義も、 孰れに 正大に 歸す へき 事な から、 御手 下し 之 次 

第 如何 相 成 可,，然 哉、 邱議 一 定不ぃ 仕、 決定 之 上 は、 い 

つれに 相 伺候 心得 之 由 上之ハ 〇 內府公 へ 御 直に 御 

伺、 御英斷 之御樣 子等 被 二 仰 聞， 候處、 今 一 層御實 行に 

不，， 相顯， 候而は 疑惑 難 レ晴、 紀會桑 等 之 雜說も 有レ之 

. 候へ は、 何卒  一 E も 早く  P: 貪 ^相.：^ はれ 候檨願 はし 

く. i  、反覆 申 二 上 之 ハ帶刀 足 痛、 持病に 難 溢 相違 無い 之、 

療養 之 上、 來 《r 中句 頃 迄に は 上京 可, 哉と 申，, 上 之： 

〇 同 =1： 廿八 日朝、 會藩 手代 木 直 右 衞門を 被，， 召 呼： 拜 

謁被レ 命、 此度之 御 一 件 御 英斷之 御 次第、 逐々 御 承知 

に 相 成 候處、 御 盛 意 無二 御 間然 一 御 同意に 付、 何分と こ 

迄 も 御隨順 御舉戴 被， 成 度、 夫に 付 肥 後 守 殿御 見込 等 

如何お 哉、 御家來 共に 於て は、 今後 之處 如何 相 心 

丁 卯 日記 .  , 


得 候 哉と 御 尋之處 、直 右 衞門中 上 候 は、 御條意 貫徹 希 

望 化 候 は、 肥 後 守 は 元より、 家 來共も 一 同 御 同然 之義 

に 御座 候 得 共、 唯々 今後 之 見込に 於て は甚 心配 仕 候、 

畢竟 肥 後 守 在職 已 前よ h- 存込！ 155 候 は h 德川家 之政權 

は 朝廷へ 被， 歸、 幕府に 而は王 命 を 奉し、 順 正 之 御 政 

道に 相 成 候 は ゝ 可レ 然と 存 居候 處、 此皮之 御 一 舉に 

而、 年來之 誠心 も 違 却 仕、 失望 之 極地に 御座 候、 政權 

を 一 途に被 Ji 候 は、 乍， 恐御尤 至極 之 御 儀 窣ぃ存 候 得 

共、 幕府 迄 御 捨被レ 成候而 は、 治. -方附 き 申 問 敷 、公議 

と 申 も 如何 之 運 ひに 可，， 相 成， 哉、 更に 見 詰 無， 之、 0 

事院と 申ても、 外國之 制度 通 b に は、 屮々 急に 可， 一 相 

運-とも 不.， 被い 存、 人材 御 擧用も 御 美事に は 候 得 共、 

如何^ 之 人材 出 候 而も、 何事 も 取扱 ひ 馴れ 不ゾ. S. 候 半 

而は、 今日 之 御用に は 立 不ぃ申 候、 是も 幕 附之御 役 

人なら て は 迚も 行き 不ぃ 申、 又 朝廷 とても、 乍， 恐 御 人 

材無レ 之、 中々 王政復古 杯 思 ひも 寄不， 申 候、 彼 を m- ぬひ 

是を思 ひ 候 而も, 舊幕之御制度ょ.^外に治"牛之見込 

は 無い 之、 過日 御所に 而、 太政官 初、 八 省 御収建 之御兒 

込 之： ：= 则御垂 問 之 御 書付、 尾 越へ 出 候との 事に 而、 

致，， 拜見， 候 得 共、 是 等も黉 餅； II 様 之御義 たるへ く 杯、 


に而、 聊 嫌疑 無, 之 由、 薩へは 明 にも 可，， 申談？ 愈 小 

松と 約定 之： m に 運 ひ 候へ は、 何 之 子細 も 無 VN、 同志 

藩 丈け は、 整々 堂々 之 正論 を 立候而 可い 然、 何分 明朝 

は 永 井 殿へ 參上、 猶御內 意之 處も相 伺 ひ、 其 模樑可 

ン 及，， 案內？ 其 上に 而！ E 論 藩桓要 之向會 合、 篤と 手續迄 

も 及 二 示談： 夫より 公卿 方 へ 手 を 入候樣 可い 致と 申談 

す、 從ぃ是 は 明朝 早々 尾 肥へ 打 合 可 と談 した. 9、 

〇 同 月 サ 六日、 今朝 • 宵 江 田 宫如雲 旅 寓を訪 ひ、 昨夕 之 

次第、 土 藩 見込 之 趣、 逐 一 及，， 物語， 候 處、， 都而同 論に 

而聊も 異議 無 、何分 正大 之 御 盛 意 貫徹す へ き爲に 

御上 京 之 事に 而、 是等之 次第 素よ.^ 所.； 願 候へ は、 尾 

侯に も 決而御 同意 無論 之 由、 此 時と 成て は、 同志 へ は 

同志丈け之正論生張之外は無v^r 及，， 反覆 談論 一 た 

一 、同日 肥 後 邸へ 酒 井 十 之丞罷 趑、 律 田 山 三 郞へ逢 

對、 靑地源 右衛門 も 來會、 夫よ. 9 申談之 次第 一 々徹 

底、 第 ： 內府公 御 英斷御 特立、 老公 御 直に 御 伺 之御模 

樣等拜 承、 何も 新聞 之 由に 而、 群 疑 氷解 感泣、 奉戴 は 

勿論に 而、 同志 之 一 致、 公. {< 正 明 之 立論 等 悉く 同意、 

夫よ. -藩老 溝 口 孤. 富 宅へ 會し 示談 之處、 是以 異議 無 
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ゾ之、 早速 兩 公子 之 內御 上京 之 儀、 明 = 飛脚 指 立可レ 

申、 惣"， g 同意 同 論 候 得 共、 猶及 n 衆評： g-H 孤雲 參上御 

返答 可，， 申 上， との isl. 也、 I- 廿 七日 孤雲 參邸、 十 之 承 一よ 

.>傳 命 之 趣、 一 藩悉御 同意 之 趣 申 上、 仍 肥 後 表へ 

も、 越 中 守檨. H 之 助樣 被-仰 合； 御上 京に 相 成候樑 爲-, 

申 上； 昨日 飛脚 差 立、 猶淺 井新 九 郞爲二 御迎， 指 上候植 

之 由 申，， 上 之； 

〇 同月 廿 七日、 今朝 雪 江 後藤 象 1 一 郞を訪 ひ、 永 井 殿 消 

息 承 候處、 則 今朝 參謁陳 啓 之處、 同氏 も尤同 論に 而、 

當 時勢に 付、 往々 之 兑込は 夫々 有 vN 候 得 共、 手 初 之 

處、幕ょ..^端を開き候而は嫌疑にも亘..^候 へは、此=^ 

外 藩に て 緒 を 引出し 候へ は、 大に 都合 宜候 間、 一 W も 

早 ふ 取懸. 0 に 相 成 候欉致 度と、 殊 之外大 悅に而 有， 之. 

由、 此運ひ 候へ は、 彌以成 丈け 手を廣 け、 同； i 多く 相 

成 候樣致 度との 事故、 足 肥兩藩 へ 示談！！ 論 之 趣 及 n 物 

語， 處、 大に安 悅せ. 9、〇 容堂 檨廿 三日 御 出帆、 來 二 

日 三日に は 御上 京 可，， 相 成-候へ は、 夫 迄に 精々 同志 

之 藩 語 ひ 置、 猶御談 申 上 公卿 方へ 出 懸候積 之 由、 〇 

今朝 永 井 殿之咄 に、 H 本 終に は 邵縣に 可 二相 成 一との 

上様 御 見込 之 由、 是は英 國 往古 封建な. >  しか、 公議の 


而屮象 ニ郞御 國へ參 上、 此度之 始末 委曲 老公へ 奉，， 言 

上-度 心算 之處、 手 透 無 故、 無，， 據龍 251 指 出 候 事 之 

由、 願 ふても 參上 仕度 折 柄 候 得 は、 明日 參上 委細 可，， 

审上 i 段 及，, 御請 T 

一 、右 歸途 尾老侯 御旅館へ 罷出、 田 宮如雲 逢對、 昨日 

御 登城 被 V 爲ぃ在 由、 御 都合 如何 候 哉、 御 承知 被,， 成 度 

との 趣 及 一一 對談 ー處、 至極 之 御 都合に 而、 御 直に 思 召. - 

御 伺 ひ、 是迄之 疑 滯您而 氷解 之， 次第 之 由、 

〇：E 月廿 五日 夕、 土 藩 後藤 象 ニ郞、 福 岡 藤 次、 神 山 左 

太衞參 邸、 拜謁 被い 命、 是迄之 次第、 且 今後 之 見込 等 申 

上 候 様 被，， 仰 聞， 候處、 象 ニ郞ょ 是迄之 手 續申上 候 

所 は、 組 先 H 藤 次よ 申 上 候と 同 趣に 而、 拆 今後 之 儀 

は、 小松帶 刀と 深く 申合せ 候義有 VN、 象 ニ郞國 許へ 

罷越、 帶刀も 歸國之 上、 國許同 論と 相 成、 修理 大夫樣 

も 御上 京に 相 決 候 得 は、 帶刀 は直樣 出帆、 土 州へ 立 

寄、 尙又象 一 一 郞中談 、同船に 而 上京 之 契約に 付、 於 „國 

許 一 屈指相待居候處、帶刀は足^^^に 而旅行難ニ相成 ， に 

付、 湯治 罷越、 御 跡よ h '罷 上り 候 由に 候、 併 帶刀之 足 

痛、 甚 失望 而已 ならす 且は與 敷、 自然 於，, 國元 ー帶刀 

之說 不二 相 立， 事と 相 成 候へ は、 帶刀は 乍い 恐 內府公 を 

T 卯 日 S*  ^  I 1 


舉レ 初、 私共 迄へ も 面目無 VN、 迚も 難-, 罷 出-筋に 候 

由、 就而は  一 H も 早く、 御上 京 之 各 侯 丈け 御會 議相始 

KV  、至 公 至 中 之 大本 相 立 候 へ は、 其 上 誰彼 物數寄 立て 

之 出來候 ものに も 無 v^、 もし 物 數寄を 出し 候と て、 

立 行 ものに も 無 、自然と 公論なら て は 不一 一 相 適， 事 

と 相 成 候 様に 押 寄せ 度、 夫 も 此度之 御 盛意舉 戴、 公明 

正大 之 同 論 藩、 堂々 と 旗 を 立 候へ は、 夫に 而 勝算 は 相 

定り 候と 申 もの、 其 上に 而 公卿 方と 申 中に も、 正 三 卿 

は 御 格別 候 得 は、 此卿 へ 熟く 入說ぃ たし、 先つ 上京 諸 

侯 を 被い 召、 意見 御 尋に相 成、 其 御 答 之 御 次^、 御簾 前 

之 御 誓 ひに 相 成 候 は、、 夫に 而 大本 相定可 候、 夫 

より 議事 院等之 事に 相 成、 種々 條 目に 百 Ih, -、 公議 可，， 

相 立， 儀と 被い 存候由 、乍， 併 公卿 方と 申 は、 外より 入 

說に勸 搖之癖 有 、箇樣 之 折 柄、 必定 所々 へ 煽 惑 之 

說も 可,， 入 候 得 は、 其豫 防に は 同盟 藩 多勢 之 力 を以、 

正說を 先入 固 結す るに 如く 事無レ 之， 一 藩に 而も 同 論 

多き 方、 力 も 强く說 も 立 可い 申との 定見、 詳 達,， 之、 〇 

於，， 控所？ 猶又雪 江 十 之 t^l 小三郞 等、 前文 之 次第 反複 

討論、 此方 樣ょ は 尾 f へ 可 二申談 T 土 藩よ は薛薩 

へ 可， 1 申談 備 へは藝 よ. 9 可い 爲レ 談、 藝は 素々 同 論 


一 、此 n 板 倉 殿より 御 直 書に 而、 島津 修理 大夫 昨：！！ 上 

京 之處、 小 松 帯刀 不，， 罷上 r 右 等に 付 御 承知 は 無，， 御 

座， 候 哉、 御 心 g も 有 候 は、、 御 登城 之 上 被 n 仰 上- 

候 樣御申 越 有， 之、 〇 右に 付 知 邸よ. 0 承 調 候處、 足 痛 

に而 上京 不レ 仕、 右 代と して 岩 下 佐 次 右衞門 致， 1 御供， 

候 由 返報 有， 之、 事情 不分明に 付、 猶又靑 山 小 三郞へ 

被レ 命、 吉井幸 助 方 へ 罷越承 候處、 帶刀儀 先達 而着薩 

之砌 よ. 9、 持病 之 足痛發 動、 人手に 掛. 0 漸く 致，， 步行， 

候 仕 合 候 得 は、 是非 御供と 乍い 存 難，， 相 適； 無， 據相殘 

候 而溫. 3^ へ 罷越、 快氣 次第 馳 上り 候 積り に而、 實病相 

違 無， 之、 夫 故 土 州 へ は、 無^ 據大久 保 一 藏罷出 候 由 申 

出 候 段、 小 三 郞罷歸 申 上 候に 付、 其 段 伊賀 守 殿 へ 御 直 

書を以 被， 仰，, 遣 之 T 

1 、右 之 節 幸 助 云、 追々 諸侯 御上 京に 付而 は、 何卒 少 

も 早く 公議 之 御 運 ひ 付き 不 V& 候而 は、 遷延 之內 如何 

成 事變も 難い 計、 別 而近來 暴 逆 之 徒 横行、 坂 本 龍 を 

始不盧 之 事 有， 之、 七 條に而 石 川 甲子 太郞 暗殺 杯 も 可 

レ惜事 に 而、 彼は颇 有志に 而、 先達 而之 建白 杯 は、 一 々 

尤 至極 同 論 之 事共 之 由、 〇 追 々 之 御手 順 御 見込、 大藏 

大輔 様に は 如何と 申に 付、 御 盛 意 御 擴充ょ b 外に 御 


見込 無 、公明正大 之 御 雄 圖 、御 直に も 再度 御 伺 ひ、 

御 感服 御 安心 之 旨 相 答 候處、 如何にも 上檨 にお ゐて 

は 可い 奉い 疑樣は 無い 之、 永 井 殿 杯 も 御 同 樣之由 候 得 

共、 唯 板 倉 侯 等に は、 矢 張 久戀之 心底，^, 之 哉に も 疑 

ふ 者 有， 之、 修理 大夫樣 にも、 い つれに 御 相談 も 被， 成 

度、 鬼 角 御手 後れ に 不，， 相 成 ， 檨、 來 e: 十四 五 日 頃 迄 に 

は、 大綱 丈け は 御 居りに 不二 相 成， 候而は 不，, 相 適 T い 

つれ 之 道に も 此度之 機 會を失 ふ 時 は、 土崩-^^i-解と焦 

思 候 段 論談之 由、 〇 又 云、 此間 下坂、 サ トク § 、國， 4i 

れ ^ に 逢 ひ 候處、 追々 開港 期限に も 相 成 候 故、 谷國來 

舶之運 ひ 候 由 申 候、 孰れ 其 節 は 何の 彼のと 申出 候義 

も 可い 有 v^、 御手 前 も 其 頃 は 御 多事に 可 二相 成？ 自然 

可レ及 二 混雜 一と 被：， 存候 由、 乍.， 併 其機會 に、 却而 朝廷 

に 而も 御手 覺も 被.， 爲，， 出来： 御 都合に 可 二相 成， との 

見込 之 由、 此度 杯、 大久 保、 勝之兩 先生 御用 ひ 無.， 之而 

は 不二 相 成： 大は御 左右 御 輔佐、 勝 は 海軍 惣督、 兩 先生 

に 限 候 杯 申 候 由、 

1 、今朝 十 之丞土 邸へ 罷越、 象 ニ郞明 參邸候 樣申傳 

候處、 此間 龍馬 暗殺 人 も 露顕に 付、 一 同に 氣立、 甚心 

配 之 ，2、 何分 今明日に 歴 付け 御 f 仕 廻 候 積 之ぬ、 先達 


早速 之 上京なら て は 不二 相 適-事 候へ は、 爲ニ御 迎-兩 

人罷 越度 候 得 共、 國論之 次第 も 有い 之 候へ は、 老公 樣 

御^^書頂戴被ぃ下度段巾ぃ之、 持參致 候豫州 老公 御 直 

御 指，， 出 之？ 如ン 左、 

； 束呈 n 研 北 I 候 云々、 然は 追々 御 承知 之 通、 容堂兄 

大事 件 建白 之處、 存外 速に 御 悔悟 御 反 正 相 成、 誠以. 

恭賀 之 至 奉 二 感泣， 候、 就而 は大變 革に 付、 莴石巳 上 

被 レ爲ぃ 召、 本 H: 屮 到着 可い 仕 旨、 盟臺 迅速 御上 京 可 

レ 被，， 爲ぃ 在、 隨而容 堂 兄 發程候 半、 過日 臥 內臣武 市 

八十 衞被ニ 差 越： 相談も^, 之 候 得 共、 右 は 上京 御沙 

汰 以前に 付 不二 相 分で：^ 出立 時 合 尋遺御 さ 候、 吳々 

皇國 挽回 維持、 五大洲へ 獨立之 大事 業、 基本 綱目 

被，： 相定 決， 候 秋、 此度社 御 盡カ之 時と、 伏 而舉， 仰，, 

^カー候、^!^僕^レ召候に付、11:+々出立可レ仕箬之處、 

折 柄 所勞に 付、 少々 御 猶豫舉 ，： 願 上， 候處、 重臣 上京 

申 付 候に 付、 心緒 閣下へ 申 上 度、 家僕 西口 

顾托 候條ノ 御開 啓 被,^ 下 候檨、 御 敎示乍 レ憚 奉 一一 希 

上， 候、 依 而文略 仕 候、 何れ 不ぃ遠 面盡と 奉い 存 候、 

早々 顿首、 

仲冬 初 五日 


越 前 宰相 樣  伊豫 守 

〇 同 =!： 廿 四日、 須藤但 Sir 西 園 寺 雪 江、 拜謁之 上 相 願 

候 は、 此表 之^ 勢、 闕 許に 而承 及と は 相違いた し、 於， 一 

此地， 國論之 次第、 土薩 等へ は 不ぃ堪 n 羞慚； 難，， 申出， 

程 之 仕 合に 而、 何分 一 日も早く伊豫守樣御上京之，^^ 

ひに 致 度 候 得 共、 兩人 限之存 寄に て は、 國議を 排斥 之 

儀 難い 仕 候 得 は、 御 催促 之 御 書 頂戴、 夫 を 力に 御迎 

罷 出度、 土 州 之 火 船 も、 何時に 而も 御用 立 可， 被" 成， i 

の 事 之 由 申 上 候に 付、 公 被 二 仰 聞-候 は、 御上 京 御難 誘 

之 御 直 書 は、 則 昨 H も 被，， 招 出？ 嚴敷 被，， 仰 造， 候 事 候 

得 は、 此上は 此頃御 登城に 而、 內府公 御沙汰 も 被レ爲 

レ在候 事 候 へ は、 其 邊を以 板 倉 伊賀 守 殿よ 直 書 被 

レ遣 候而は 如何との 御 義候處 、兩 人、 左 候 得 は 猶更難 

レ冇、 早速 御國許 へ 罷越、 是非 御供 上京 可い 仕と 申 上 候 

に 付、 左 候 は.、 $: 賀殿直 書之義 は、 此方 檨ょ， 9 御申趙 

に而、 御 渡 可.， 被， 成との 御 約束に 而返 去、 〇 右 之 次第 

伊賀 殿へ 以，， 御 直 書， 被，, 仰 遣， 候處、 伊賀 殿より 上様 

へ 御 伺 之處、 至極 可い 然候間 早々 書面 遣候樣 との 御 

沙汰 之 由 御 返書に 而、 伊豫 侯への 御 直 書 添 御 遣し に 

付、 兩人御 呼 出御 渡 有， 之、 
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二百 三十 四 


條城集 會發令 之 趣、 帶象將 を 初 數人謁 晃等之 isT 御 

承知と 存 候故不 n 申 上， 候、 此時幕 命 あ b  、僕 父子 之 

登 京 也、 尤諸藩 ：11 檨之 由、 十七 日 京 報に 而、 朝廷 御 

許容、 僕 上京 之 降 命 あ b  、僕 不快に 而越 上京 を 命せ 

、依 レ之酒 井 十 之丞早 打に 而 上京せ しめ、 雷閣に 

謁し 內府 公之 深意 を 伺 ふ、 雷 閣辨ぃ 之、 僕 何分 登 京 

せよ と の 事、 越 上京 候 共 僕罷出 候樣、 僕 上京な れ は 

越 は 夫に 不,， 及との 事 也、 僕の 不才、 再 上 實に難 

レ堪、 且苦勞 存候得 北 r 名義 難， 辭、 遂に 以，， 十月 二 

日， 發越、 八日 入京 仕 候、 十日 入，， 條城； 內府公 謁見、 

段々 深意 拜聽 候處、 反 正 之 卓識 確乎たる 事に 而、 幕 

私 渾而拋 却、 幕權 を： S 二す る 朝家？ 決而 哀惜 之 念 一 

毫拂 地、 公明正大 之 尊慮、 先 =3 御 書付 之 通り、 在國 

中聊 疑念 も 有い 之 候 得 共、 氷解 之 事と 相 成、 實に當 

哀謁 15- 之 時と は、 御 見識 如， 洗、 爲，， 天下， 榮幸 雀躍 

之至、僕裴不肖庸•=?^tぃ へ，.^も、 輔贊 □□ 翼 二 戴 朝 

廷， せ すん は、 生 甲斐 も 無い 之 事、 即此度 は 乍い 不レ及 

力 可， 仕と、 一 心 決定 罷在 候、 修 it! 大夫も 明日 入 

京と きく 、藷 世子 も 不日 入京、 容堂も 近日 火 船を馳 

せ 登 上 之 趣に 御座 候、 兼而御 相談 之 上、 幕 私 幕權之 


頑固な る を 鈥 息して 、當 秋^,, 離 杯, 候處、 此 度は盟 

臺僕等 之素懷 大願 暢達 之 低に 逢 ひ * 內府 公之 反 正 

無， 疑 事と 相 成、 薩土藝 も 敬服、 輔二 賛內府 公， せん 

との 趣 也、 盟兄素 情 相 達、 大願成就 之 世に 當 つて 

は、 實に歡 天 寫地之 至と 可レ 被-一思 召： 左 すれ は 早速 

に 御上 京御盡 力、 御 適當と 舉ぃ存 候、 方二此 時， 不才 

也と 被， 稱候而 は、 天下 之 志士、 盟兄 を依賴 する 

拂レ 地に 必可レ 至、 是辱 弟爲， ー盟 兄， 所 二 以泣血 一也、 一 

昨日 も 僕 入城 謁見 之 節 も、 內府 公、 盟兄 何卒 出京， 

共に 相談 致 皮との 御咄も 有， 之 候 間、 旁以 一 日 も 早 

ふ 御 入京 舉 n 渴望 I 候、 爲 nlK 下， 爲ニ 知己， 爲 n 國家， 

に も、 御勉强 被，， 爲， 在 御上 京に 候 へ は、 不才 之 僕 も 

亦 萬 事 附，， 麟： ij-, 御 熟談 申 上 候へ は、 盡 力の 大 たす 

かり、 私事 之爲 にも 偏に 御 登 上 奉 二 希 上 _ 候、 t 

0 同：！：：： 廿 三日、 宇 和 島 藩 須藤但 "iir 西 園 寺 雪江參 邸、 

豫州 出帆 後 海上に 而 手間取、 一 昨 =3 大坂 着、 後藤 象 

ニ郞へ 逢 ひ、 此地之 事情 承 候處、 國許 へ 相 聞 候と は大 

相 途に而 、國 論に 而は、 當主之 方 登： 京 可， 然と ニ途之 

說 もお， 之、 且 疲弊 も 甚敷候 得 は、 遲引之 策 可ん 且坏と 

の 事に 而、 段々 出立 も 遷延 之處、 此表之 形勢に 而はノ 


上檨御 英斷之 次第 は、 過日 登城 之 節 相 伺候 而、 略 

及，， 陳啓， 候 通 候 得 共、、 猶又 昨； n 登城、 段々 相 伺處、 

大權を 朝廷へ 被， 還、 皇威を 被い 復、 政令 を 一途に 

し、 天下 之 公議に よって、 御 家の 有ん 限. -は 朝家へ 

御カを被,靈、祌祖之御^^業を御繼述被ぃ爲ぃ在度と 

の 思 召、 誠以 感泣 敬服 之 至に 付、 我等 義も乍 レ不レ 及 

身命 を 拋、. 休戚 成敗 を 不ぃ顧 、只管 御碰 意に 御 同意 

可，， 申 上， と 令，， 決心， 候、 依,， 之 委細 之 情實は 修理 へ 

申 含 差 越 候 間、 於，， 其 表 一 も 夫々 其覺悟 有,， 之檨に と 

存候 也、 

十 一 月 

私 云、 於 ニ御國 表， 此段之 京狀に 狐疑 有 VN、 方向 

不 一 致 之 情 態 も 有.， 之 故、 御 一 定之御 直 書 持參に 

而、 御 家老 中 を 被 な迫 候な り、 

〇 同月 廿 一 日、 藝 州よ. -傅奏 衆 へ 屆達之 由 如 vs、 

毛 利 家よ. 9 別紙 之 通 使者 を 以申越 候、 尤此 儀に 付 

而は 從，， 朝廷 ， 御沙汰 有,， 之 候 迄、 上 坂 可，， 見合 ， 旨 申 

達 候檨、 從，， 朝廷， 被，， 仰 出， 候に 付、 其 段 毛 利 家幷士  a 

川監 物へ 相 達 候 様、 去る 十日 從，， 幕府， 達 有 之 に 

付、 早速 以，， 使者， 申達 候 得 4r 全 行 違に 而差越 申 候 
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11、 一 應御屈 仕 候、 此段 可， 然 御執奏 被，， 成 下， 候樣 

舉レ願 候、 以上、 

十一月 廿 I 日  安藝 少將 


朝廷 御 召 之 段 御 達 有 砌、 末 家中 氣分 相罷 在、 重 

大之 御沙汰 筋 等閑 打 過 候義舉 n 恐 入， 候に 付 、不二 取 

敢， 家老 中計發 途爲， 仕 候 段 及，， 御 達， ® 候處、 末 家 

之 內少に 而も 病 氣快候 は、、 一 同大 坂 表へ 可二罷 

出， との 御 事に 付、 種々 保養 相 加 候 得 共、 今 以聢々 

無レ 之、 追 日 遲延仕 候而は 重々 恐 入 候義に 付、 淡路 

名代 毛 利 ギ六郞 、幷 家老 毛利內 匠、 監物 名代 宮庄主 

水、 一 同 爲.， 致，， 上 坂 1 候 間、 旁 之 趣 朝廷 向 i 且御取 計 

〇 同月 廿 二日、 去る 八日 宇 和島老 侯よ. 0 御來書 之內、 

此地之 形勢 御關 心に て、 事情 御 承知 被， 成 度 段 被-一 仰 

越， に 付、 今日 右 御 報被レ 遣、 御 書中 摘，， 要 論？ 

1 、十E:十三：W曉雷觸ょ，.^ 一  書來 り、 後藤 象 二 郞之建 

白に して、 容 堂より 之 書付 も 相 廻し 相談 有 v^、 僕 

心底 直に 返 二 報 之つ 兼而之 心緒 故不& 2； 候、 十五 日 京 

報 あ b、 幕 公政權 朝廷へ 御歸 被， 遊 候 書付、 諸藩臣 

二ち 三十 m 
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御手 を 入られ 候而 は、 以之外 騷動を 引 起し 可 候、 

外國 にも 封建 を 郡縣に 改め、 都合 宜處も 有 レ之候 得 

共、 日本 之 風、 必左樣 に は參る ましく 候、 只 政令の 一 

途 にな， o、 全^ 之 力 合 ひ 候 檨の御 取 計 肝要な b  、夫 は 

此 通りと、 其處 なる 箸 を 取. o、 一 本つ ゝ なれ は 折れ 安 

く、  二 本 を 一 處に すれ は 折れ 難き を 譬喩に せ h- 、扨乂 

權現樣 御 制度、 殘る處 無い 之と は 乍 Z 申、 海陸 軍 之御備 

へ 無い 之、 是は 時代に もよ.^ 可 候 得 共、 當時 となり 

て は御缺 典な. -、 何分 盛んに 海陸 軍 を 御 起し 無い 之而 

は、 强國に は 至り 難く、 夫 も 富 か 第一 に而、 富され は 

强 からす、 富 をな す は 物產を 開く か 先務な り、 此 日本 

富 饒の國 を 以て、 物產 如何 計 も 開かる へ けれ は、 此處 

へ 御 カを竭 さ れ 度と 申 せ し 由、 

〇 同月 廿日、 午 半 刻 御供 揃に 而御^ 滅 お,， 之、 伊賀 殿 

へ 御 逢に 而、 即今 御 事業 御手 下し 之 處御ロ 問 之處、 當 

惑の みに て聢 としたる 了見 は 無， 之、 何分 上様 御 逢 可 

有， 之 候 問、 御 直に 御 伺 被， 成候稳 にと 被，， 申 由、 右 之 

次に、 已來は 何時に 而も 御 都合 次第 御 登城 被， 成 候 

樣、 其 節 は 御用 部屋 へ 御 通りに 相 成 候 へ は、 手間取 も 

無レ 之、 公私 之 御 都合 宜と御 申 之 由、 公 御用 部屋 は 御 


二百 111 十二 

斷， Q 之 旨 御 答お かれし 由、 

一 、內府 公 へ 御對顔 有い 之、 猶又 今後 御 事業 之 御 見込 

御 伺 之處、 方今 之 形勢、 箇樣 無.， 之 而は不 n 相 副， と 御 

定 被， 爲， 立 事 候へ は、 政 權を御 還し、 政令 を 一 にし 

て皇 威を復 せられ、 天下 之 心 を 合せ、 諸侯 を < ^同し、 

公議 を與 し、 天下 之 疑 を 去り、 皇國之 維持に 御 一 世 之 

御 力 を 被， 爲 、御 紀綱御 振起 被い 遊、 神祖之 尊王 至 

治 之 御 鴻業を 御 繼述被 "遊 度 之 外、 御餘念 不ぃ 被， 爲 

ン在 趣、 不動 泰山 之 尊慮 確乎たる 御義に 付、 公 も 無二 御 

間然， 御 同意 被 二 仰 上？ 何分 被い 爲ぃ在 限 之 御 心 力 を 被 

ン盡、 御 御 舉戴御 輔贊、 可， 被 二 御 忠勤， と、 御 契 

合 之御悃 話に 被 在 由、 御 返 出 之 上、 御 家老 初 へ も 

台 慮 之 趣 被，， 仰 聞？ 一 同 奉-, 拜承？ 臣子之 御 奉公 は此秋 

： あ， 5 と 或激せ h -'， 

1 、今日 御 登城、 內府 公へ 御 直 御 伺 之處、 彌御盛 意 御 

更 張に 付 而は、 猶以御 同意 御靈 カ可レ 被， 遊に 付、 其 段 

御國表 へ 爲.， 被 二 仰 遣？ 本 多 修理 立歸. -被 n 仰 付： 翌廿 

1 1 日 被，， 仰 進， 之 御 趣意 御 書取 持參 |£!3、 夜 寅 半 刻 早 

馳之 積に 而 出立せ. 5、 

御 趣意 御嘗取 


4i 〈に 王 命を舉 戴して、 全國侮 観に 力 を碰 さすん は 有 

へからす 等、 逐 一 之 御明 辨 によって、 何も 一 言の 異 

fi なく 敬服に 及 ひたる 事の. S を、 堂々 として 談說有 

レ 之に 付、 御 趣意 一 々感服 之 至に 而、 可 J ^二 間然， 樣は 

無二 御座， 候、 W 夫 を 眞成之 御 事業に 施され 候 御手 下し 

は 如何 候 哉と 問 ふ に、 何分 朝廷 は 勿論、 諸侯 以上、 唯 私 

を 去. 9 候へ は 夫に て 治る 率 故、 上様 之 大公 至誠 之 御 

誠意 を 御 打 出し、 其 上 は 衆議に 爲ニ御 任 一之 御 積に 而 

候、 夫よ，， 上 下院 大學校 等 之 施設に も 可い 被い 及歟、 j^、 

、祌祖 は 撥 亂反正 之 機運に 乘 せられ、 如レ此 

至 治 之 御開 業、 御碰德 は. S. も なる 御 事に て、 其 節 は 

士庶 共に 亂 世の 習俗 を 忘れし めんとの、 御 遠 略 被, 爲 

レ在 候御貽 謀に よって， 漸次に 數 百年 之 太； 牛と 相 成， 其 

習 弊 又亂を 忘る、 に 過き、 德川氏 も 驕惰に 流れ、 武男 

衰 へ 、今：！： 之 禍根 を 生し 候 事故、 此 時に 當 つても 亦 一 

轉 して 政權を 一 途に歸 せられ、 墜を千 W に 救 ふて、 再 

ひ 太： 牛の 天に 回され 候へ は、 當上樣 之 御 盛業 神祖に 

も：； 力ら せられす、 畢竟 天下 を 泰平に し、 袁襟を 被レ爲 

レ安候 儀、 神 祖之思 召に 而、 又 夭 下 之. 至善 も此に 止る 

事 候 へ は、 其 地位に さ へ 御恢投 被， 爲， 在 候 へ は、 別に 


期す へき 事 も 無 、孫 太郞 輩お 子 之 分と して、 此皮 

之 御^意 を 乍い 不ぃ 及贊成 擴充仕 候義、 今 n 之 忠勤と 

存詰候 事 候へ は、 大藏 大輔樣 にも 御 輔佐 被 n 成 上： 御 

盛業 之 御成功 を 奉 n 企 望 _ 候、 次て 先生 5^ にも 亦大藏 

大輔樣 を 御 輔佐 被，， 成 上， 被， 下 皮と、 忠憤 面に 溢れて 

演説せられ たり、 〇 別 話に、 先 逹而佛 公使 大坂 へ 參り 

候 節之會 話に、 面白き 事 を 申 候、 佛之 公使 を：！！ 本に S 

く は、 日本 をして 富强 ならし めんか 爲 な.^、  B 本 之 富 

强を謀るは則公使之任な^^、 日本 は 人物 土地 東方 無 

比 之國體 にて、 產業を 開か は富强 H を數 へ て 待 へ /.,、 

東海 之 一 强國 となる 也、 ま ハ强國 と 同盟 なれ は 則佛圃 

之强 なり、 弱國 との 同盟 は 世話 計. 9 にて 益な し、 東海 

に强國 あって 夫と 同盟 なれ は、 佛圃之 便宜^ 大な. 9、 

夫 故に 一 日 も 早く 日本の 富强を 欲するな. 9、 就て は 

日本の 事情 を 知らん 爲に、 先つ 御當代 之藤史 を翻譯 

せしめて 一 覽せ しに、 權現樣 之 御 條德は 如何にも 可 

レ仰 寧に て、 被 二 建 置， たる 御 制度 も貨に 無- i 間然-候、 

夫：^  二百 餘年之 太平 も 御 保ち 之 事 候へ は、 是を 容易 

に 御 指 綺ひは 決して 不 a 且、 外國は 多く 郡縣 候へ は、 

其國々 との 交際、 封建に 而は不 釣合な とゝ、 其處へ 
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又將 軍職 之義 も固辭 候へ とも、 是以先 朝 之 叙 慮 も 有 

VM 、不レ 及 二 是非 一事 候處、 架して 不ぃ堪 二 其 任： 々此 

に 及 ひた る 事 候 へ は、 愤然 自ら 反して、 己 を 責め 私お 

去り、 從前之 非 政を悔 革し、 至忠至 公之 誠心 を 以て、 

天下と 共に 朝廷 を 舉，， 輔翼， 候義、 乍レ恐 祌祖之 神慮に 

も 適 ひ可レ 申、 神祖は 天下の 安 からん か 爲に政 權を被 

レ爲， 執た るに て、 天下 之 政權を 以德川 氏に 私し せら 

れ たるに は 無， 之 候 得 共、 我等 は 又 天下の 安 からん か 

爲に、 德川氏 之 政權を 朝廷に 還し 奉る 也、 取捨 異な 

とい へ と も、 天下 を 始め 朝廷に 奉す るの 意 は 一 なり、 

汝等も 亦 能 此生意 を 體認す へ しと、 又 上意に、 祌祖之 

御 時代と 違 ひ、 外國之 交際 如， 形 事と 相 成 候へ は、 是 

迄 之 體に而 交り を 全 ふし かたし、 外國も 次第に 日本 

之 事情 を詳に すれ は、 今：！ 1 と 相 成候而 は、 外國 へ 遣す 

處之 使節 は、 德川 氏之臣 僕に して 陪臣な り、 陪臣 をし 

て 帝 或は 王に 使す □□ 外國 にても 旣 に其說 あり、 然 

れ とも 政令 一 途に 出れ は、 假令 陪臣たり 北 r 朝 命 を 奉 

して 使 すれ は 即ち 朝 使な. o、 禮典 にお ゐて缺 る 所な 

し、 已に當 夏、 外國， 公使 華 城 櫻門內 まて 乘馬 せしめし 

を、 彼；：. 疋 批判す ると 聞け り、 外國の 情に 通せす して、 
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皇國の 尊 をのみ 知る もの は、 左 もお へ き なれと も、 日 

本 使 外國に 到れ は、 陪臣 にても 關前 まて 騎 付る ii- 

也、 然る を 彼 を 下馬に て 下馬せ しむる 時 は、 此方の 使 

節 も、 和 蘭 如き 小國に 至っても、 外郭より 下- £| せす し 

て は 不，， 相 適？ 其 國辱を 外 國に雖 すな. 9、 大小 輕 重い 

つれそ や、 又 枕， 极嘗翰 之 書法 文例に 至る まて、 一 つと 

して^に 當ら す、 自ら 尊大に して 敖慢甚 し、 彼 もし 嚴 

然として 其 失 禮を贲 問す るに 至ら は、 一言の 返す へ 

きな し、 今 兵 庫 開港 一 新 之 時に 當 つて、 政令 を 一 に 

し、 此等之 非 鱧 を 改革し、 信義 禮讓を 以て 交らされ 

は、 いかて か 其 誼 を 全 ふす へき、 此 開港 之 事 も、 朝廷 

にても 開く へ し、 諸侯 も 開く へし、 幕よりも 開かん と 

乞 ひ、 一 のお ハ娥 なき 寧な りしに、 勅許 之 際に 當 つて、 不 

ゾ 被/お &: 一 一已 事 一之 文 段 あり、 是か爲 に大に 物議 を 起 

し、 迫って 許された りと 云、 是等皆 ニ途に 出る の大弊 

にして、 交際 を 全 く  f - かたき 所以な b  、又 諸侯 割據之 

說を唱 ふる 者 あ.^、 今已に 割據に 非す や、 德川 幕府 之 

威 < ^行 はれす、 召せと も 事 を 左右に 托して 不 レ來、 是 

幕^:, m 已 ならす、 朝 命と い へと も亦爾 り、 割據 なら 

すして IS そや、 此 に當 りて 朝 威 を^け 奉り、 諸侯と j 


込 は 無 、其方 共 は 如何お も ふ、 神 祖以來 之 鴻業ー 

朝に 廢候處 は、 窣ぃ對 二 御先 靈， 恐 入 候 姿 候 得 共、 畢 1 ま 

天下 を 治め 奉， 安二 袁襟， 候 は、 即神祖 之 御 盛業 繼述 と. 

申 もの 也、 方今 德川氏 武備 衰弱して、 天下 諸侯 を 制 

馭す るの 威力 無 vN 而已 ならす、 = ^年來 之 非 政を數 へ 

立ら れ 候へ は、 一 言の 申譯 無.， 之 次第、 此 時に 當 つて、 

{<1 敷 祌祖霸 圖之形 迹計を 執着し、 此 儘に 持堪 へんと 

すれ は、 無理 計 多くな 、罪責 は益增 加、 遂に は楚は 

るゝ にも 至る へき は 必然と 見切..^ 申 候、 依い 之 今政權 

を 朝廷に 還し 奉り、 政令 を 一 途 にし、 德川 41^ 之 有ん 限 

り、 力の 及 はん 丈け は、 天下 諸侯と 4i  〈に 朝廷 を 輔け舉 

り 、H 本 全國の カを戮 せ、 外 夷之 侮. 0 を 衛き候 事に 相 

成 候 は 、 、皇國 今後 之 目的 も定り 可" 申、 乍,， 併是 迚も 

見越の 事に 而、 急 度 見 居へ 通りに 行く か 行かぬ か、 其 

邊迄は 見-貫き 難く 候へ とも、 先つ 治る へき 條理 丈け 

は 如.， 此と存 候、 又是迄 通りと 申 事 も、 . 出 來 さへ すれ， 

は 致 問 敷に も 無い 之 候 得 共、 是は 決して 出來ぬ 事と 槌， 

に 致 一一 覺 悟-候、 何も； あら は 申せとの 御意 故、 一 同. 

感服 之 姿に は 候 得 共、 矢 張幕權 執着 之 向 も 多く、 彼是 

と W き 合 候 迄に 而、 上意 を 返し 舉り候 程 成 明 辨も無 


レ之、 嫩々 喃々 罷在 候處、 又 上意に、 此節 潜伏 之 徒 事 を 

謀. -候趣 相 聞へ、 夫 か爲に 恐怖して 俄に 大權 を榔ち 

候 樣に存 候 向 も 可い 有い 之、 潜伏 之 徒 如何程 あ とも、 

多寡 之 知れた る 事に 而、 討 は 討つ へく  nzu へ 一 

く 候 得 共、 此處を 能 思慮す へ し、 我等 如レ此 在京せ 乂 

は 何の 爲 そや、 かゝる 時勢 故、 漦下之 騒擾 を鰌定 し、 

叙盧を 安ん し 奉らん か爲 めな ，9、 然るに 非德の 我等 

罷； ^ 候 故、 右 等 之 禍根 を 釀し來 りしな る を、 又 干戈 を. 

動し 是を 討に 至 つ て は、 袁衷を 驚 動し 舉り、 生 靈を困 

苦せ しむ、 其 罪 重大に して、 一 つと して 義 に當ら 

す、忠：53^,^素志も空敷事に相成候、從來我等非才不德 

にして、 大 統を繼 くに 堪 へさる を 知る 故に、 昨年 も 相 

續を辭 したる 事 は、 何も 承知 之 通 候 得 共、 不レ 得，， 巳. 

事， 繼 きたる も 亦 承知 之譯 に て 候、 其 節 も 我等 相續 に 

おねて は、 ^も 此體 にて は 難 二 差 置？ 大變革 を やらね 

はならぬ、 夫ても よい かと 申 候處、 伊賀 初 承知 之 事 

故、 其以來 端々 取懸 り、 旗本 杯 之 事 も、 當 時之處 まて 

や， 9 候へ とも、 中々 是 式の 事に て 行く ものに も 無 

ゾ之、 何分 非常 之 事業に 無レ 之て は 不二 相 適 一と 存込： g 

は、 決して 昨今の^ にて は 無， 之、 根底 深く 有レ之 候、，.， 


tj  W 日 Si 
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其 儀 一 最期 之 由、 外 一 人と 對 話中 之 事に 而、 此 一 人 も 

深手 負 候 山、 僕 も同斷 也、 二 客は处 去. ^不ぃ 知，， 行衞， 

由、 夫 か爲に 稲々 嫌疑 を 起し 大に 心痛 之 由、 〇1 一條 關 

白 公 へ 王制 復古 之 說申上 候 節、 此方 家 も 其 昔 は 五ケ 

國を領 し 居候との 御 噺に而 、舊戀 之御檨 子、 不,， 堪， 一抱 

腹， 次第 之 由、 〇 中 山 侍從殿 は、 何分 尹 宮を燒 討せ て 

は 不，， 相 適？ 何時 にても 火 を 放.^ 候 間、 機會 及，， 案內， 

吳候樣 との 事に て、 途方 もな き 暴論 之 由 申，, 上 之： . 

〇 同 e: 十七 日、 今朝 91i 江 尾 藩 田 宮如雲 を 訪ひ及 n 論 

談， 候處、 所見 如 v<pl 符節？ 御 盛 意 を 貫通す る 盡カ之 

外に 道な きに 決す、 俗論 遊說 被，， 停止， 度 杯 之議有 

ゾ之、 尾 も 兵備 更に 無レ之 由な り、 

一 、此夕 御 家老 中始 御前へ 被， 召、 今後 之 御 目途 も 粗 

御 瞭然に て、 爲二朝 幕， 御 盛 意 御 貫徹 相 成 候樣、 御盡カ 

可レ 被， 爲ぃ在 儀に 御 決談有 VN、 今 一 應御 登城 御 伺 之 

上、 御 家老 中 御國表 へ 可， 被 J 、退と 御 評定な， 5、 . 

〇 同 十九 日、 土 藩 寺 村 左 膳參邸 拜謁之 上、 土 州老侯 

廿三 H 御 國許御 出帆、 廿六 日頃 御上 京 之 御 精 之 由 申，， 

上 之？ 先達 而中國 論 分裂、 信疑 相 半 之 M 難 之處、 象 二 

郞罷越 漸く 御上 京 之 御 運 ひに 相 成 由、 〇 最初 薩と議 
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論 合 兼、 建白 も 三十 H 計 延引 之 由、 薩論 は、 筆紙 舌頭， 

を 待に 不レ 及、 兵威に 而押 詰ん との 事な. 9 し を、 帶刀 

一 人に て 鎮定、 漸く 上書 之 運 ひに 相 成 事 之 由、 

1、 此夕御 目 付 梅 澤孫太 郞殿來 邸、 雪 江へ 逢對 被，， 申 

出， 候 は、 當御時 態 恐 入 候 次第、 夫に 就き 大藏 大輔樣 

早速 之 御上 京、 定而夫 々 御 見込 も 可 "有^ 之、 上樣 にも 

殊之外 御 依頼 思 召 候 御 義に有 v^、 隨而 先生 達に も、 

多年 天下 之爲 御^力 之 事 候 へ は、 此節抦 御高 論 も 可 

ゾ 有い 之、 一 體此度 之 御 趣意 篤と 御 承知 候 哉、 猶又 御物 

語に も 及 度、 御 近所 迄 罷越候 故 及，， 推^, 候との 事に 

付、 雪 江 相 答 候に は、 誠に 難い 有 恐 入 候 御 時 態、 右に 付 

大 藏大輔 も、 宗家 之 御大 事、 天下 之 大變、 不，， 取敢， 命 

に 走り 候 迄に 而、 屮々 定見と 申 も 無 v^、 御 趣意 柄 之 

義は、 被，， 仰 出， 之 御 書面、 且此頃 登城 御 直に 相 伺候 義 

共に 而、 誠に 以 公明正大 之 思 召 候 へ は、 當時 にお ゐ て 

は 何卒 右 御 盛 意 を、 とこ 迄 も 貫徹 仕 候 樣盡カ 仕度と 

申より 外、 君臣 共に 別段 之 見込 は 無^ 之 段 相 答 候處、 

夫 は 御 同意 千 萬 之 事に 而重疊 之義、 元 來如レ 此御運 ひ 

に 相 成 候に 付 而も、 其 以前 大に 監察 初 諸 有司 を 御前 

に被レ 召、 御 書付 御開 示に て、 我等 最早 是ょ b 外に 見， 


事に は 無，， 之 故、 相 應に養 ひ 置 候 事に 而、 腰 を 折候而 

は 相 成不ぃ 申、 夫 故 何方 にても、 伊賀 殿 或は 拙者の 意 

杯と 申、 主張 之 向 も 可， 有 说と致 二心 配-候、 夫に は 

大に 意味 有， 之 寬宥致 置 候 を、 信 隨之樣 に 取 違へ 候 事 

に而 候、 薩之帶 刀 杯 安心 難い 致と 申 者へ/ 強て 異心な 

しと 辨候 而も 無益 故、 夫に 任せ ® 候 へ ^、是 以拙も 同 

論 之 様に 心得 候 姿、 象 ニ郞も 同樣之 事、 鬼 角御實 跡に 

發兑 無， 之內 は、 如何と も 難つ 叙 候、 彼 兩人坏 も 過激 浮 

浪之 制馭に は、 屮々 苦心 之 事共 も可レ 有い 之と 體察致 

候へ は、 定 而今 以 討幕 論を唱 居候 事坏も 可い 有.， 之と 

思 はれ 候、 是は 時勢 無， 據 次第にて、 拙者 杯 も 幕軍へ 

は 其 通に て、 何時 にても 不逞 之 徒 は 討た ね はならぬ 

事に 卿し 置 候、 左な くして、 干戈 を 動して ならぬ 杯と 

申 本意 を. S. 聞 候へ は、 よき 事に いたし 忽ち 懈惰に 安 

んし候 勢 故、 無二 是非， 其邊之 釣. -合を 付 置 候 事に 而、 

當路之 苦心 は 何方も 同等と 被い 察 候 由、 〇 會 ilj; は 如 

何 、専ら 復權之 主張と 承 候處、 今朝 小 野權之 t ^一に 逢 候 

處， 云々 之 口 氣と申 候へ は、 永 井 殿、 權之丞 も 左 樣に申 

居候 か、 彼 藩に 而も 能 分り 居候 は、 直 右 衞門機 兵衞之 

兩人 成、 乍， 併是も 右之按 梅に 而、 兼 而之藩 風、 中々 一 
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意に 同 論 屈服 は 六 ケ敷箏 候へ は、 彼等へ も 時宜に よ 

,.=^、造诚之教を發し候事も可^有ぃ之候 へ は、 夫を以 一 

藩復權 論と する も 亦 違 へ .9 と 被， 巾、 〇 拆老公 時々 御 

登城 有， 之樣致 度、 御用 無 とも 大に御 益 は 可レ有 

レ之、 三度に 一度 は 御 逢 も可レ 有， 之 候へ は、 段々 御懇 

話 も 重り 可 ve. 、御 登城 被い 成候樣 御沙汰なくて は、 御 

六 ケ敷振 合 候 得 共、 御機嫌 伺と して の 御 趣意 候 へ は、 

折々 御 登城 願 はしく との 事に 付、 不， 及 候ても 可 

レ宜 哉と 申 候處、 卒然に 而 何も 御 指 支 は 無 レ之候 問、 其 

段 相 心得^ 上 候樣致 度との 事な りき、 

〇 同 ！=: 十六 日、 福 岡 藤 次 被，， 召 呼， 御 逢 之 上、 過日 來之 

事情 御 直に 御尋有 、修理、 十 之丞侍 座、 藤 次よ.^ 過 

日 之 趣. 迷 一 ま 上、 惣而 御會得 被い 爲，， 在、 侍 座 も 大に安 

心之趣也、右申上候內之異條、昨^^坂本龍_侮被-,?3-殺- 

候 由、 相手 は 恐らく は 新選 組屮 ならん との 事 之 由、 先 

日來 間者 浮浪 輩 中に 入 込 居た る 由、 旅 宿 は 河原 町 土 

邱隣之 町家な り、 夜中 一 人あって 手紙 を 持來. 9 、俊 を 

呼出し 屆吳候 様 申に 付、 僕 1 一階 へ 上 候 後より、 兩人之 

刺客 附 上り、 直樣龍 眉間へ 切 込 候 由 、龍馬 は 側に 置 

たる 脇差 を拔き 合せん とせし かと、 、深手に て不レ 及， 一 
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之 上、 彼 之 善 は 無， 一 御 固執， 御隨 順に 相 成 候 へ は、 夫に 

而 大略 相 決し 可， 巾、 天下 之兒 る處、 其 樣に變 りたる 

事 可， 有， 之 様 も 無， 之 候 得 は、 大同小異に 而相定 可 

レ 申と 存候、 夫 か 大綱に 而、 巳 下 之 細目 は 追々 之 事に 

可レ有 VN、 何卒 當 年中に 其 遷之埒 明 候 樣致度 心算 之 

由、 夫より 枝葉 之 事 は 追々 之 事なる へく、 先大 綱領 さ 

へ相定 候へ は 一 と 安心と 申 もの 也、 とふ か 仕 寄に 相 

成 へ くと 被 二心 得 一 候 由、 〇 象ニ郞 人物 如何と 承 候處、 

彼 者 先年 長 崎より 土 船に 乘り 歸坂之 節より 懇意に 

而、 其 比より. £. 合 候 事 も 有い 之、 確實 正直 之 人物に 而、 

決而 私說： 史張等 之義は 有， 之 間 敷 被 候 由、 坂 本 龍 

も參 b 候 事に 相 成 候 得 共、 每々 は 嫌疑 も有レ 之に 

付、 夜中に 出懸候 事に て、 則 昨夜 も 參り申 候、 象ニ郞 

と は 又 一 層 高大に 而、 說も 面白く 街レ 之、 彼 か 申處至 

極 尤候得 共、 未た 時機 不， 至と 申閡 候處、 夫は薩 土に 

任せ 候へ は必行 はれ 可レ 申との 事故、 例 之 兵威 を 以て 

^を 成候而 は、 朝廷へ 對し相 濟不レ 申 候、 夫 故に 時 至 

ら すと 考 ると 申譯 な. 0 と 申 候へ は、 決して 兵力に よ 

ら すして 可い 被い 行條理 あ， 0 と 申 候 故、 左樣 なれ は 鬼 

も 角 もと I 候 あ 物語？、  ill 
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P 料 Ji? 膝 次 も 參候 か、 是は奥 似なる 人物な との 

評 あ.： >、〇 又 被 レ申候 は、 處々 よ 色々 の 事可レ 入，， 御 

聽： 就い 中公邊 よりも 聞 へ 可 va. 、其 說も異 15 可  有レ之 

候 間、 一 偏に 御聽 泥み 無 檨致 度、 兎角 眞之 御主 意 

を不ニ相心得^t邊ょり說を立候故、 御 盛 意々々々 と 

申な から、 少々 つ、 意 氣違ひ 有 "之、 夫 を 一筋に せん 

とすれ は、 辨 論而已 にて 却而手 良. 5 に 相 成 候 故、 先つ 

大途ひ 無， 之 事 は 其 儘に 而 任せて、 夫々 に 引 立 置 候 事 

故、 無二 是非， 少しつ、 齟齬に 相 成候而 被， 困 候 由、 〇 

濉 澤之說 及，， 物語 _ 候 處、 彼 輩に 有. 之む やみに 氣張 

候 故、 ぉ處は 常々 誡め © 候 事、 巳に 今 = も、 御 藩に 兵 

備 一 人 も 無， 之と 御 咄之事 を 彼是 論し 居候、 畢竟 薩兵 

を 千 人 繰 込め は、 此方に も 千 人 之心當 可， 致と. S. は甚 

敷 小 見、 薩も 味方な hs  、少し にても 多 人 數引入 候 事 は 

歡ふ へ き 事なる を、 其處は 如何に. S. 聞せ 候ても、 中々 

合點 行き 不レ申 候、 夫 故 二等 之 論に 致 候へ は、 何方も 

兵備あって 惡敷事 も 無レ之 故、 先つ 夫に 爲， 任 置 候、 薩 

土に 而も 何方に 而も、 此度は 敵 味方 無， 之と 見す して 

は 相成不 候との 事故、 紀は 如何と 問 ふ、 是 も甚卑 

く 困り 申 咬、 乍い 阱是も あれ^に 忍 ひ 込 候 は、 あしき， 


被，， 仰 出， 候 上 は、 朝廷よ b 御 返却に 相 成 候迚、 御受 

可レ 被， 成 所： Ji 無， 之、 夫より は會議 公論 之 上、 是非 北ハ 

と 申 時に 相 成 候 は、 不 ぃ存、 只今 左 樣之義 は 必有レ 之 

問 敷と 相 心得 候 へ =^ ぺ唯幕 を 倒さん と 企 候 向、 如何 成 

事 を 仕出 候 半 も 難^ 計、 其 造 懸念 之 由 物，， 語 之 T 

一 、右 歸路 溢澤成 一 郞 (S- を訪 ふ、 11^5;% な對 りぶ 同氏 

之立說 は、 御三家 御 家門 大憤發 して 兵威 を 盛んにし、 

抵抗力 を以 御 盛 意之 貫徹す へ き樣に 御手 傳 申 上る 

事、 此節之 急務 なれ は、 先つ 尾 越に お ゐて人 數引寄 

せ、 味方 を 鼓舞す る 時 は、 御 普 代 之 面々 も 大にカ を 

得、同心戮カ御^^業を輔贊奉るに至り候は、、外諸侯 

は 恐る ゝに 足らす、 往日 は已に 兵力 を以迫 b 奉. 0 私 

設を遂 る 末 故、 此後も 同 轍な らん 事 は、 追々 人 數繰入 

之 手段 にても 現然た h^、 暴 竟幕を 初 親 藩 之 威力 衰弱 

より、 如い 此體 態に も 立 至りた る 事 なれ は、 此度 奮激 

せす して 何時 を か 期す へ きと、 切迫 激勵之 說得甚 敷、 

紀藩等 は旣に 今日 迄に 二 大隊 上 著 之 報告 有 由 等 

を 申し、 越 老公に は 如何程 御 人數御 引率に 相 成 候 哉 

とみ 尋に 付、 此度は 兵馬に 付 而之徵 命に も 無い 之、 殊 

に 隱居之 身分 候へ は、 日用 之 家 來共之 外、 兵備 は 一 人 
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も 無い 之 段 相 答 候處、 以之外 不満 之 顔色な りき、 渾藩 

之 知 邸 深 井 半 左衞門 も來會 し、 是も^ 深 同 論に 而、 弊 

藩 n: 頃 因循と いはれ たる 恥辱 を 雪く は此 時なる へ 

し、 戰て後 信 を 諸侯に 示さん 事 を 欲する 由、 當時 京地 

に 1 一十 小隊 あ り、 近々^ 侯 兵備 を 引て 上京、 宋家佐 渡 

守 も同樣 なり、 何分 兵力な くして 三寸 許に て は 、道理 

も 立 難き 由を强 辯し、 十九 日 二十日 頃に は必事 ある 

へしと いへ b、 

1 、 薄暮より 永 井 殿へ 罷出、 對話之 次第 は、 此 度上樣 

之 御 盛 意 如， 此候處 、鬼 角 貫徹 致 兼候處 苦心 之 由、 幕 

中に 而も 御 策略 之 由 を 誤 唱致候 者 十に 八 九、 JJr^ 度せ 

し 御 役人 迄 も 疑念 有 、夫 を 辯 論に 及 ひ 候へ は、 其 

節 之 議論と 相 成の みに て 益な く、 いつれ に御實 跡に 

不 n 相顯 ， 候而は 信服 は不， 致譯 故、 夫 迄 之處は 先つ 其 

申に 任せ 置 候へ は、 夫 を 又 同 論 之樣に 心得 候 向怀も 

不ゾ少 、誠 困却 至極 之 由、 〇 上 樣には 大方 之 御 見込 も 

有レ 之、 吾輩へ 御 相談 之 節 は、 心腹 を 啓ら き 吐露いた 

し、 其 上 之 御用 舍は御 任せ 申 上 候 は 勿論に て、 先つ 大 

體之處 は、 粒立 候 諸侯 會壤之 上に 而、 上 檨之御 見込 書 

を 御 奏聞に 而、 夫 を 衆議に 被レ 懸候樣 被，， 仰 上？ 扨 衆議 


』 
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にも 有レ之 哉と 小三郞 相尋處 、如何にも 先 勢に 而追々 

參 着せ. o、 實は 途中に 居た る も有レ 之との 事 之 由、 

1 、右 等 之 事情に 付 御 邸 議之趣 は、 外 藩 之 形勢、 內府 

公に は 疑念 無 レ之候 待 北ハ、 中間に 疑 ひ 有， 之、 夫よ. 9 し 

て 前途 曖昧の 事と 相 成候而 は、 內府 公之 御 反 正 も 徒 

善と 相 成、 忽 討幕 之義 にも 至. 9 可 、其 節に 及ん て 

は、 御 處置甚 御 困難 之 事に 可 二相 成-候へ は、 唯今 之內 

板 倉 殿始反 正、 動搖無 樣御収 固め 置 無 レ之而 は 難 二 

相 成， 義と、 於，， 御前， 御 評論 有， 之、 猶 Is^ 侯へ も 可 

一 仰 合， と 被， 決、 

〇 同；：！：： 十五 日、 昨日 傳奏 衆よ b 御 達に 付、 今朝 本多修 

理御假 建 へ 參上 之處、 御 兩役御 列座に 而、 別紙 御 書付 

御 渡 有， 之、 

御 書付 寫 

德川內 大臣 方今 宇內之 形勢 を 考察し 建白 之 旨 

趣、 殊外國 交際 日に 盛んなる によ， 9、 愈朝權 一 途 

に 於 レ不， 出 者 綱紀 難.， 立、 舊習 を改、 政權を 朝廷 

に 奉 レ歸之 趣、 時勢 難ニ默 止， 旨 を 以て 言上 有レ 之、 

則 被 二 聞 食， 候、 然る 上 者、 自 王制 一 途之 綱紀 可，, 

相 立- 時勢に 候、 然るに 王制 復古 之 儀に 至 候て 
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は、 諸事 班 々曖昧 之 儀に て は 綱紀 も 難 二相 立： 假 

令 者 當今諸 藩 封建 之義 杯、 ゆ」 も 往古 郡 縣之懂 に 

も 難，, 相 成， 哉に も 被，， 思 召 > 候、 然る 時 は 朝廷 之 

綱紀、 何邊 一 途 に舉， 置候兑 込に 有， 之 候 哉、 右 封 

郡 一事に 不ぃ 限、 諸事 見込 之處 被，， 尋下， 候 間、 朝 

權 一 途之 見込 可レ有 二言 上 一 候 事、 

1 、同日、 昨日 永 井 殿より 被，， 申 上，， H にて、 雪 江罷越 

候樣 被， 命、 永 井 殿へ 罷出 候處、 來客有 に 付晚景 參 

候樣 との 事 也、 此節會 藩 小 野權之 一居 合せ、 當御時 態 

浩歡之 上に 而. S- 出 候 は、 方今 政事 上に 統攝 なくして 

は、 亂階 眼前 なれ は、 何とか 不， 一 相 成 一して は不， 一 相 適？ 

此 時に 當. 0 て、 親 藩 同士 一 屠 懇談に 不,， 及して は 難，， 

相 成？ 鬼 角內府 公之 御 盛 意 を 塞 蔽之說 有， 之不ぃ 堪，， 大 

息 T と- 』 迄 も 貫徹 不， 致して は 不二 相濟？ 別 而肥後 守 は 

御用 部屋 へ も 立 入 候 役柄 候 得 は、 御 未發之 所に 而は、 

彼是 申 上 候 次第 も 有 趣 候 得 共、 如 レ此被 二 仰 出-と 

相 成 候 上 は、 御 趣意 徹底 不ぃ致 候而は 不二 相濟， 義と心 

配 之 由 申に 付、 何 か 苒ひ政 權を復 せんとの 議論 も 有 

,,之 由 承. -及 ひた b  、左樣 之 事柄 有,. 之候而 は、 以之外 

成 事と 申 聞 候處、 其說も 有， 之 哉 候へ 共、 御英 斷に而 


唱候は Is- に 難， 解 次第に 付、 則 昨朝 永 井 殿へ 相 伺候 

處、 彼 御 方に も 決.， g 右 之語氣 は 無， 之、 何分 內府公 

之 御 s«l 解 戴 之 外 は 無 ，之 との isnf- に 有レ之 由に 付、 漉 

澤は永 井 殿之內 旨と 申た る は 如何と 承 候 ま、 是は尾 

老 侯へ 拜謁之 義を內 調 被， 一 申 付， 候に て、 右 等 之 趣意 

に は： 之 由、 奥 左 衞門又 薩土之 疑を說 出に 付、 土 藩 

一 之 事情 如レ此 と、 福 岡 之 申せし 事 を 申 聞せ しに、 大に 

疑念 を 散し、 何分 當 時と 成 而は會 藩 邪魔に 可， 一 相 成， 

候へ は、 品 能 歸鬼之 手段 有 度 杯 申 候、 〇 尾 老侯何 

方へ も 御手 出し. g に 之、 御病氣 如何と 承 候處、 御病氣 

に 無二 御 相違， 候 得 共、 實は御 一 人に 而被， 成 方 も 無 

レ 之に 付、 此方 檨御 上京 を 御 見合せ の檨子 候へ は、 是 

よ b 御 運 ひ も 付 可 レ申段 答 へた h -、 

〇 问 月 十二 日、 出 階 宮御內 衆よ.. > 伊藤 友 四 郞へ內 話 

之 次第 は、 尾 老侯之 一 件、 宫 へ も御賴 有い 之、 御 周旋に 

而夫々 御収 調に 相 成 候處、 けしから ぬ 事に 有レ 之、 新 

選 組より 御収 立に 相 成し 近 藤 勇 始四五 輩、 此度之 一 

條は、 尾 越 杯 之 持論に 而此場 へ 相 運 ひたる 杯、 殊之外 

尾 越 を あし さまに 宫 家へ 及， 一議 論 一た る. H 、仍. 之 ns;- 侯 

怀之^ を 御所に 而御引 立 あら は、 又 彼 輩 之 切迫 暴論 


を來し可^^鰍との恐怖ょりして、外諸侯之來^^迄は 

御 憚. - にて、 越 侯 共 御^ 內等も 不，， 被 二 仰 出， 御 內定之 

由、 朝廷 は 何事 も 諸侯 參築迄 は 御 投け逍 .9 に而、 此節 

は 局 達 之 落飾 有無 之 概評 議而巳 之. とそ、 

〇 同 =： 十四日、 此頃之 膩說、 薩 州よ 人 數ニ千 人 着 

坂、 八 千 人と 唱 る 由、 內六百 人 は、 十二 日 淀川 を 上 

上京の 由、 長 人 も 相 交り 居 可 vs. との 聞へ 有 に 付、 

昨日 靑山小 三郞を 探索に 被 J 迫、 薩 藩お 井 幸 助と 對 

談之 次第、 內府公 一 時 之 御 英斷に 而激徒 屏息 致 候 得 

せ r 散 走 致た るに は 無， 之、 會議之 上 御 實行之 見 はれ 

候 を 伺 居候 形勢 故、 唯 案 勞致候 は、 內府 公之 御腹 心に 

て、 實に 政權に 執着 無 レ之は 永 井 計に て、 松 出 以下に 

は必， 杖 古 之 臆 念 有， 之歟 との 嫌疑 有 v^、 萬 一 左檨之 

事と 相 成 時は忽 地苒亂 に而、 譯も なき 事に 可 二相 成 一 

勢 なれ は、 早速 大綱 領を御 議定 有レ 之、 夫に 背く 者 は 

. 討って 取る 外に は 無， 之 見込 之 由、 〇 小 松帶刀 も： 降 侯 

に 先立、 土 州 へ 立 寄 後藤 同伴に 而、 十五 =1 に は 到 著 之 

約束に 相 成 有，， 之、 薩^に 異議 無， 之 候へ は、 何も 不こ 

中越 一との 申 爲ぃ替 之處、 今日 迄 消息 無い 之に 付、 異變 

無レ 之と 相 心得 居候 由、 〇 多 人 數登京 之 由、 御先 供勢 


惜 事に 相 成 候と、 吝惜 之： tE 氣甚 於"、 公に は 如何と 御 申 

に 付、 公 も、 祌視之 御 盛業 御 持 張 被， 成 兼候處 は御殘 

念 思 召 候 得 共、 如， 此相成 候 上 は 何と 可，， 相 成， 哉、 此 

上は斷 然として 鄙吝之 心を擲 却し、 內府 公之、 皇國之 

爲 に 御 家 之 御 政權を 御 抛 被，， 遊 候 御：^ 意 を 遵奉し、 益 

以治 安之 策 を 建 候より 外 は 無， 之と 御 申 候處、 兎角 

餘. -に惜 き 故、 ；蕃坏 とも 色々 申 見 候 得 共、 更に 良 

策 無， 之、 何とか 致 方 は 有，， 之 間 敷 哉と 被， 申 候に 付、 

夫 は 死した る 子の 齡を數 へ 候譬の 如く、 迚も 返らぬ 

而 巳なら す、 却而御 盛德を 損する に 至 候へ は、 各に も. 

其 御 心得 有， 之、 上樣之 御鄙吝 或は 御 計 策之樣 に、 世 

上 之 誹 有 V ^候-加 は、 御大 切 至極 之 事に 候へ は、 決而 

左 樣之義 御 口外 は存， 之 間 敷と 御 申 之處、 是迄 我輩に 

ぉゐて は、 幕府 を 主位と して、 公論 正義の 賓客 を 請 待 

之 心算 之處、 此度 其邊御 超越に 而 、物- 而 朝廷 へ 御 還し 

相 成 候 事に 候へ は、 御正 理は 無二 間然， 候 得 共、 今後 之 

見込 は 立 兼 候、 何分 一 皮御投 出し 之 上 候 得 は、 此度之 

被 二 仰 出 一 を、 とこ 迄 も 御 食言に 不レ 被， 爲レ 成樣仆 度と 

は 存候得 共、 今日 上に お ゐて何 をす る isj- も 無， 之、 誠 

に 茫然た る 者に て、 殆常 惑罷在 候と 被 二 申 上， 由、 


.  二 g  二 ャニ  

私 云、 公 御 歸殿之 上の 御說 に、 內 府公皇 國之治 否 

を 御 洞見、 此 他に 處置 無， 之と 御英斷 有：， 之 候 御 

深意 を、 伊賀 始 十分 徹底 無， 之、 唯 止む 事 を 得さ 

る 時勢に 出 候 に 心得た る は、 何とも 慨歎 至極 

せり、 伊 ic; 始如， 此 卑見 を g 正せん 事、 余 か當然 

の 任な. 9 と 御 談論 被， 爲レ 在た .9、 

〇| 时 尾 州 犬 山 之 藩老小 池奧左 衞門參 邸、 御 側 御用 

人 逢 對之處 、申出 候 は、 過日 奧御 右筆^ 渾成ー 郞、 成 

瀨举人 正方 へ 參り、永井殿內lh^^由 に而、神祖ニ：白年 

來之 御鴻業 之俾說 長々 敷 申 陳、 約る 處 御三家 幷親藩 

之 兵力た にあら は、 政 權之収 炅方も 可い 有い 之 ものと 

の 趣に て、 諷諫 らしき ロ氣に 付、 単 人 は 唯々 諾々 に而 

不レ及 二 返答 I 相 濟由、 此 兵力た にあら は 政權を i 仪さん 

との 意味、 如何 樣之寧 に可レ 有い 之 哉、 御 當家檨 へ 右 機 

之 說は相 聞 へ 不 哉との 樂に 付、 唯今 迄 は 曾 而相聞 

へ 不レ申 、畢竟 討幕 之 論 盛んに、 時機 殆 切迫に 至 b 候 

も、 政權を 御歸朝 あ. - しか は、 群議 喧囂 然と 相 成 候 

に 而も 可 レ知寧 に而、 今； 史政權 御手に 復候 は、、 幕 

論ら 1$ 典 可， 致 は 必然なる へしと 相 答 候處、 御尤 至極 

に而、 私 北ハ 方に 而も 一 同 左 樣；： ^候舉 候處、 右 等 之 說をー 


. 見 込 之 由、 〇 又 被， 中 候 は、 大藏 大輔樣 御上 京 は、 殊之 

外 御 待 兼 之 御 義に而 、いつれ に 何 角 も 御 談可レ 被， 遊、 

就而は 今後 之 御 見込 も可レ 被， 爲， 在、 何分 早速 之 御上 

京御滿足之山、〇^^^-老京も先達而ょり御上京有^1ズ候 

得 共、 御 不快に 而 何方 へ も 御 出向 無， 之、 則 御着 之砌、 

尾 之 御 近親 旁、 御 直 書 を 爲，， 御 持？ 所 司 代 被い 遣 候處、 

御斷 りと 行 違 ひに 相 成 候 由に 而御對 面 も無レ 之、 穴ェ敷 

罷歸候 次第、 五六 B 前に も、 拙者 罷越候 様との 御沙汰 

に 付、 其 段 申入 候處、 御 不快 故御斷 り、 近日 彼 御 方よ 

b 御 案 內可レ 有 との 事に 而、 其 後 は 依然た る 事共、 

上に は 折角 御 催し 有 レ之候 得 共、 何 か 釣 合 ひ 付不 

ン 申段說 話有レ 之、 

1 、同日、 昨：：： 御 老中より 御 達 有 、午刻 御供 揃に 而 

御 登城 有い 之、 御 本丸 御 居間に 而御逢 有 、每々 之 御 

上京 御 満足 之 段 御 慰勞有 VN、 夫より 當御^ 態に 付、 

御 見込 通. - 如何との 御尋に 付、 不，， 収敢， 徵 命に 應候 

迄にて、 定見と 申 は S{ に無レ 之、 何分 相 伺候 上に 而、 又 

お 寄 も 御座 候 は 、可，, 申 上： 第 一 尊慮 如何と 被，， 仰 上， 

處、 此度之 儀 は 土の 建白に 發 候に は 相違 無， 之 候 得 

共、 其 節 之 景；^ 左樣 無， 之 而は服 前に 四 分 八 裂 之 勢 ひ 

T 卯 B  g  - 


に 相 迫.^ 候 故、 事 愛に 及 ひたれと も、 其 所 置に 至って 

は 別に 所見 有レ之 事に 而、 其譯 は、 是迄之 御 政 體に而 

は、 種々 苦 惱致候 得 北 r 如何にしても 政 法 兩途に 相 成 

候、 惣而 朝廷に 而御 裁決 相 成 候へ は 論 も 無い 之 候 得 

サ r 夫 は 御六ケ 敷、 幕に 而決 候へ は、 朝に 迫り 或は 軔 

を 凌く の說を 免れす、 政兩 途に而 治る へ き 所以 無， 之 

車 故、 是非 I 途に相 成候樣 有， 之 度と 申 は、 御：^ 知 之 

通 宿 昔 之 定見 故、 彼 建白と 時勢 切迫との 機會 に、 予か 

兼而之 所見 を投 せし 也、 皇國 如，， 此 ならす して 決而治 

かたきと 申 見込 を 立、 治 否 如何 之大體 を體認 して 

所 置に 及 ひしに、 朝廷 にても 被 二 閡贫， 大に宜 く、 此上 

は 會同之 公議に 附し、 何とか 治 體相立 度と 思お. H に 

付、 仰 之 次第 實に 非^ 之 御英斷 、奉 二 感服-候よ. 9 外 は 

無二 御座， 候、 此末之 御^ 業、 御 見据之 如何と 御 ：31 被 

レ成 候處、 夫 は， 第 一 議事 院等之 事に 而、 帶 刀 象 1 一郎 杯 

も 夫々 存寄も 有い 之、 可， 一 申出, との 事 候へ は、 屮 談、 

鬼 も 角も^ 是を決 候 心算に て、 當-吋 は 唯 差 當る寧 共 

を、 伺 之 上収計 居候 迄 之 事 也、 容堂も 是非 上京 可レ有 

ゾ之候 へ は、 厚 申 談皮杯 上意 之 由、 

一 、御 控處に 而伊贺 守 殿に 御 逢 之處、 御！！ I 人 は 何分 口 

. 1 11ち 二十. 一  ； 


に 思 召 候との 御沙汰 候へ は、 此方 樣 にも、 猶 御參考 

被ニ成下©,候檨相願候との趣なり、〇問云、越前^;^杯 

へ 相 聞 候 は、 討幕 論 盛に 相 成、 幕に 而も 敵 對之聲 息 有 

レ 之との 實否 如何と 承る に、 其 通. 9 相違 無レ 之、 實に危 

殆之 形勢に 相 迫 候 事 候 得 共、 御 反 正 之御英 斷に而 一 

時に：^ 祖に及 ひ、 實は 浮： m 之 徒 過激 輩 は 失 之 由、 乍 

,併唯今之浮說旺^^柑成候へは、暴黨乂々時を得、 屯 

藥之 場へ 可，， 相 運， 歟と甚 心痛 之 由、 又 今 班 幕 威 を 御 

持 被， 成候而 は、 實に夫 限 之 事に 可，， 相 成， 由 等 物語れ 

1 、同日 藝藩辻 將曹參 邸、 藤 治 同樣、 浮說御 聞込に 不，, 

相 成， 樣致 皮、 旣に尾 越 は 不同意 故 上京 無レ 之との 流 

言 も有レ 之處、 此度 御上 京 有.， 之、 同志 大に副 望 之 趣 

申， -i^ 之？ 

〇^=： 十 H、 今朝 永井玄 蕃： ぬ 殿へ 中 根雪 江 被，， 差 出？ 

過：：： 來之 御樣干 同人よ 相 伺處、 別段 相變義 迚も 無 

VM  、先達 而 被，， 仰 出， 之 御 趣意 遵舉之 外 無二 他事， は、 在 

京 之 向 何も 一 意 候 得 共、 關 東に 而は 一 時 異論 も 生し、 

彼是 同樣之 姿に 而、 政 櫂 舉還之 上 は 、上様 も 御 東 下に 

可 U 相 成， 举 の 議論. 鲞に相 成、 將に 老中 初 夫々 上京 


一重 t  

致候得共、此表へ上.9段々之御^^意も相：|:ひ、待時勢 

観察 致候而 は、 如何 樣御東 下 難， 被， 成 も御尤 之御義 

と 會得致 候 事に 相 成 候 由、 

〇 會藩杯 は 如何 之景； ^と 承る 處、 是も當 時 之 樣子は 

不レ致 n 承知， 候 得 共、 其砌 は、 何分 正大 公明 之 御所 © 

候へ は、 此 上申 上方 も 無， 之との 藩議之 由に 中に 付、 

何歟 御三家 親 藩 カを戮 せ、 今 一 度政權 復古と 申 目論 

見 も 有之樣 にも 風說 有, 之 候 は 如何と 申 候へ は、 左 

樣之義 有 か は不， 存候得 共、 今更 左樣之 事と 相 成候而 

は、 是迄之 御所 歡、 惟 御 術計に 落、 決而 相濟不 vs. 、 當 

節 朝廷に 而御不 慣之御 事に 付、 御迷惑 被， 遊 候御樣 

子 候 得 共、 御迷惑 不， 被， 遊 様に、 又 御手 出しに も. W 成 

兼 候處之 御意 味 合、 甚御 心配 之譯に 有， 之、 先つ 何^ 

も 御 伺と 申 姿 候 得 共、 朝廷に 而御 決しに 相 成 候御廉 

は少 く、 矢 張攝政 殿下より 御 相談に 而、 御 見込 被-, 仰 

上 ， 候 樣之御 振 合に 相 成 候 得 共、 夫 は 唯 差 向き 候 細事 

に而、 事 立 候 件々 は、 惣而諸 俠之會 議を御 待 被^ 成 候 

御 次第 之. H 被, 申に 付、 其 會集も 容易 之 事に は 有レ之 

間 敷と 申 候へ は、 召 之 期限 は 當：： ：： 一 杯と 申 事 候へ は、 

大抵 當 3： 中 御 揃之處 に而、 御談 にも 可， 一 相 成， との 御 


成 候、 夫より 殿下 御手 元之義 も、 永 井殿內 意に 而 致，， 

周旋， 候 檨申來 に 付、 何も 殿下へ 伺 上 之處、 中々 御^ 

受 無い 之 候 得 共、 如，， 此 一 大機會 得失 之 境と 相 成 候 

故、 犯 上 之 罪責 は 何もへ 引受、 大亂 目前 之 趣 を 以御迫 

.5 申 上、 漸く 御 聞 入に 相 成； 之 由、 右 樣之御 次第、 一 

一 御 英斷に 發候舉 に而、 如何. 様 之 事に 而も 御 勸轉こ 

れ なき 御 淵 底 は、 御 直に 相 窺 候 者 は 安心 罷在候 得と 

も、 夫 を 不レ好 向に て は稱々 妄說 を附會 し、 疑惑 を 起 

させ 候樣之 義も不 レ少、 巳に 尾 藩へ も 御 右筆 邊之者 

f  f な #f 罷 越、 入 說等も 有， 之 由、 尾 は 勸き申 ii 敷 候 

得 共、 右樣甚 奇怪 之 次第む 有， 之 故、 其邊之 事情 先以 

入 n 御 聽，： ぬ 度 .H、〇 紀州 杯は甚 見込 違 ひに 而、 先達 而 

朝廷より 諸 藩へ 御 尋之節 之 御 答 書に も、 此體 に而は 

迚も 治. -不 間、 御 義理 合に も 御 元 返しに 可 二相 成， 

義、 畢竟 ケ樣相 運 ひ 候 も、 覬覦之 藩 有い 之 候よ.. > 起 ，9 

候と 申義 有， 之、 覬覦之 二字、 於 n 弊 藩， 耳に 懸りは 候 

得 共、 役 向 之懸八 口に 致候而 は、 結局， 端に 相 成 候而は 

無益 故、 書生 輩? 申 聞 爲レ& 二 議論， 候處、 朝廷へ 差 出 

候 本書に は 左様 之義は 無， 之 杯、 不分明 之應對 に而、 

今以 決着 不,， 致 由、 〇會 藩 は其砌 及，， 一 論， 候處、 外 島 


機兵衞 手代 木 1^ 右 衞門之 兩人は 尤と存 候 得 共、 00 

議之. H 可い 及 二 返答-との 事に 而、 三日 之 後、 議論 兩端 

に 分れ 候 間、 今 暫恃吳 候 様との 事に 而、 第 八日 之 後、 

君 前に 而 定論、 御 同 总之段 及，， 御 挨拶 一 候樣、 會侯 被レ命 

候 由に 而 返答；^, 之、 表 向 同心 候 得 共、 汕斷は 出來不 

vs. 候 由、 〇 雄 藩 は 一 議論に 而！！ ？ 怠に 相 成 由、 〇會 藩 

大野 英 尹宮 へ 參上、 不€£ 之 事 其 御 議論 申 上 候 得 共、 

象 一 一郎、 尹宮へ 伺候、 夫々 及 二 論 辯？ 尹宮も 土老侯 御， n 

意と 申 事に 被い 爲レ成 由、 〇 鬼 角內府 公之 御 善 端 を 開 

導 は不ぃ 致、 中途に 而壅蔽 に 及 候 は、 何北ハ 慨歎 至極 之 

由、 〇 拆 今後 之 見込 は、 何れに 議事 院を 開ら き、 上院 

下院 を 分ち、 上 は 攝政公 初 內府公 御 主宰に 而、 明 侯 御 

加 .-、 下 は 諸 藩士よ. 9 草 莽輩迄 も 出 役に 相 成、 何分 皇 

國 之國體 如い 斯と御 決定 有 迄 之 事に 而、 大 體之處 

は s« も 可 レ有レ 之^ 候へ は、 有名 諸-侯 さへ 御會 同に 相 

成 候 は、、 其 處に而 篤と 御 決議 有レ 之、 御簾 前に 而御 

誓約 有 、御 確定 之 上、 外 諸侯 へ は 如何と 御垂 問、 缺 

席 諸侯へ は 朝廷よ， り 御 通達 位 之 事に 而相 濟、 違背 之 

^|^は御追討と申^£成 正大 公明 之 御 本 相 立不， 申 候 

半 而は相 成 申 間 敷との 義は、 內府公 へ も 申 上、 至 If 尤 

InliB 十 丸 


聽？ 御 疑惑 不二 相 生， 様相 願 度と、 同志 一 同 申 談罷出 候 

由に 而、 頃日 來之 事情 中立 候 件々、 最初 土 州老侯 後藤 

象 一 一郎 初よ 內府公 へ 之 建白、 事 機今少 早，、 有， 之 候 

歟と存 込 候 得 北 r 過激 輩 之 討幕 論 尤熾碰 に 相 成、 已に 

事 を擧ん とする 勢に 立 上. 0 候 故、 討幕 之 名義 も不， 正、 

且漦 下に 事 を 生 候而は 不，， 相濟， 次第 等、 百方 說 得に 

及 候 得 共、 屮々 行屆 兼、 殊之外 竹 折れ 候 事に 有， 之 候、 

其內漸 隙 を 得 候 故、 直檨 及，， 建白 ， 候 51 に 付、 無， 據御 

用捨 之義 も、 極而 切迫に 相 伺候 運 之 由、 建白 以前、 永 

井 支蕃頭 殿大盡 力に 而、 此場に 及 候 事に 而、 此度永 井 

殿 之 功力 多分 之 由 を稱贅 し、 甚依賴 之 趣に 有， 之、 〇 

建白 板 倉 伊賀 守 殿 へ 持 出 候處、 趣意 は 至極 尤候得 共、 

重大 之 寧 件^、 急に 御 採用と 申義 は、 左様に 速に 御 決 

評 は六ケ 敷との 答に 有， 之に 付、 射 迫て 相 伺候 處、 御 

採用に も 可 二相 成， 御模樣 なから、 瞹 味に 有， 之內、 卒 

然と 諸 藩士 を 被， 召、 御 英斷之 被 一一 仰 出 一に 而、 土 州 杯 

に 而も 意表に 出、 致，ー愕然，候^!1-之由、 1^ 御 直 聞 も 可 

.レ 被 一一 成ア との 御 sli- 故、 薩藩小 松 帯刀、 藝藩辻 將曹、 土 

藩 後藤 象 ニ郞、 -i 岡 藤 治 等 同志 之 事故、 一 所に 拜謁相 

願 ひ候而 及，， 言上， 候 は、 如 レ斯御 盛 意、 片時 も inf く 朝 
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野に 貫徹 不ぃ仕 候 半而は 不，， 相濟， 事 候 へ は、 明日 は 早 

早 御參內 に而御 奏聞に 相 成、 又 御英斷 に而諸 藩士 之 

建議 も 御 聽 上け、 共に 御 奏聞に 相 成 候樣仰 Slf: 仕 候 段 

申 上 候處、 奏聞 は 奏聞 、御下問 は 御下問に 而 別段 之 事 

也， 參內 ：： 十 速 之 義も御 承知に は 候 得 共、 明 後： u ならて 

は 御手 順 御 出來難 二相 成， との 上意 候 得 共、 唯 一 刻 も 

早く 御實 跡に 被， 施候樣 仕度と 斷而 言上 候處、 明 後 

日之處は^{1.^度無，，相違，候11、 其處は 致，， 安心， 候樣と 

の 御意に 而、 返 座 之 上猶又 伊賀 守 殿 へ 同檎 申立、 明 = 

御 參內之 蓊相願 候處、 諸 藩 士へ 御下問 之義は 子細 も 

無 レ之事 候 得 共、 明 H 之 御參內 と申而 は、 御所へ 之 御 

伺 等 之 御手 續相 濟不ぃ 申、 別 而此皮 之 事 杯 は， 朝廷に 而 

御 聞 恐ち 方 被， 遊、 容： に 御 運 ひ 付 申 間 敷 候 得 は、 明日 

は^ is、w 後日 も 無二 覺束？ 先達 而 開港 之義さ へ も、 御 

迫 "被， 成 候と 申 世評 も 有， 之 次第、 况て此 度 は 御身 

上 之御義 にも 候 へ は、 朝廷 へ 御 迫. 9 被， 成 候 樣に而 は 

不= 相濟； 夫 故 中々 御聽入 も六ケ 敷との 御應對 故、 左 

候 は 、、先つ 攝政檨 之 御手 元 を 何 茂よ 內調 可い 仕 哉 

と 申 試 候 得 共、 左様に も 御 決し 無， 之、 猶 再三 之 御應 

接に 而、 漸く 約る 處、 明後日 御參內 との 被 二 仰 出 一に 相 


慶應 三年 十 海 日 


大藏 


酒 井 外 記 

松 1^ 俯 後 

• 获野 小四郞 

中  老 

側 用人 

中老 見習 

田 內源介 

慶應 三年 丁 卯 十一 e: 二日、 屍 刻 御供 揃に 而、 三の 丸 御 

座所よ-' 御發 it 御上 京被レ 遊、 

〇 同：：：； 七日、 江 州 卞ま驛 へ 御 投宿 之處、 尾州老 侯よ. 5 

林 左 門、田 中 國之輔 、御 使お として 被， 遣、 御供 酒 井 十 

之 丞旅宿 へ 來看、 御 口上 之 趣 は、 方今 之 御 時 態に 押 移 

に 付、 老侯御 見込 之 趣 御 建白 被い 成 度に 付、 御 相談 之， 

旨に 而差 出御 草 桉如レ 左、 

今日 之 世態 を以 は、 皇統 皇國を 保つ を以第 一 之 先 

務 とし、 時機に 隨ひ 宗家 を 維持す る を 旨と す へ し、 

一 是迄 過去 候 儀 は今页 是非 も 無 、乍 ニ殘 念-口 を 鉗 

申 候、 是ょ. 0 先 之御辨 別、 舉二仰 願， 候 は 左 之 通、 

T 卯 B 


俗論 之 御 爲は忠 に似て 不忠、 眞實之 御爲は 不忠 

に似て 忠、 

愚見 之； f 意 愛に 止. -申 候、 何卒 志 御 採用 之 程、 泣. 

血 舉，， 懇願-候、 此ニ句 さへ 徹底 仕 候 得 は、 千 條ー犸 緒； 

は 隨而其 中よ b 發生仕 候 筋に 付、 態と 絶筆 什 候、 曲 

折 之 議論 は、 徒に 紛亂を 招 候 基、 其 害 不レ少 候に 付、 一 

吳々 此義 は斷. 然闕如 仕 候 事、 

右 之 趣、 早速 入 二 御聽， 候處、 御 趣意 枘御 同意に は 思 召 

候 得 共、 何分 御旅 中 之 儀に も 被い 成，， 御座， 候へ は、 猶 

御 熟考、 御 京 着 之 上 御 返答 可い 被， 遊 被，， 仰 出 人罷 

〇：3WS: 八 日 、未 刻 過 京都 岡 崎 へ 御 看、 

〇 同 ni: 九日、 御上 京 爲，， 御 案內： 政 殿下 御兩 役、 並 御 

老中 所 司 代 御！！ 勤有ゾ 之、 

1 、同日 夕、 土 州 藩士 福 岡 條治參 邸、 御侧 御用 人對接 

之處、 內々 申出 候 趣意 は、 此度内 府公御 反 正 之 思 召 

立、 稀世 之 御英斷 に而、 方今 之 御 美 寧に 相 運 ひ 候處、 

御三家 幷御親 藩 之內に 而も、 今 一 度 幕 威 を 被， 復度杯 

之 議論も^ 之 哉に 而、 種々 之浮說 流言 も 有， 之に 付、 

夫 等 之 先入、 御 當方檨 御 聞込 無.， 之已 前に、 實際達 二 御 


丁  & 日^   

s 慶喜 昨秋 相 禎化候 節、 將 軍職 之義 固く 御 辭退 中 

上、 其 後 厚 蒙 二 御沙汰-候に 付、 御請 化 奉職 罷在候 

. 處、 今般 奏聞 让候 次第 も 有， 之 候 間、 將 軍職 御辭 

退 申 上 度、 此段泰 聞 仕 候 以上、 

十 e: 廿 四日 

諸 藩 上京 之 上、 追而 可. >有ニ 御沙汰； 夫 迄 之處、 是 

迄 之 通 相 心得 候欉 御沙汰 候 事、 

〇 同月 晦日、 於，， 御用 部屋， 御 家老 中よ.^ 諸 向へ 申 波 

左 之 通、  . 

今般 將軍家 御政權 朝廷 へ 御歸し 被い 遊 候に 付、 朝 幕 

よ b 御 達 之 御 3ni 趣に 付而 は、 今後 御 微 裁 如何 可，, 相 

成 I 哉、 實に 不二 容ぉ I 御 SNp と 申、 且は御 宗家 之 御 

成 行に 付 而も、 深く 御 案勞思 召、 御 召 旁 先つ 宰相 櫞 

御上 京 被レ遊 事に 候、 右 樣變態 之 御 時勢に 付而 は、 

尙追々 御模樣 によ. o、 御國表 之義も 如何 可，， 相 運， 

哉難レ 計、 銘々 にお ゐても 厚相 心得、 御 差^ 相 待 可. 

候、 尤心附 之義も 候 は、、 御 直に も 御 聽可レ 被 

"遊 旨 候 間、 無二 遠盧 ， 可 二 申出 一 旨 被 二 仰 出 一 候、 

十月 

御 直 書寫、 
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今般 上京に 付而 は、 我等 留守中 之義 は、 諸事 越 前 守 

へ 申談 S 候 間、 當赛 滞京 中 之 通り 相 心得、 越 前守存 

寄 相 II 取 計 可， 申 候、 大寧 件之義 は、 人 差 出 我等 存 

寄 承. 9 可 候、 役 替其外 等 之 儀 は、 此 表に 而存寄 

相 伺 可，， 収計？ 事柄に よ. HM 都へ も 可，， 相 伺， 事、 我 

等滯切中盡カ筋に付而は、形勢も^^^^事故、 京都 

之 儀 は 任せ 可，， 申 候、 乍， 去 心 付 幷國許 確定 之義は 

無- > 遠慮； 大事 件之條 は、 家老よ. - 在京 家老 へ 可 二 中 

遣； 又 人 差 出 候 而も 宜候、 尙 從，， 越 前 守， も 我等 迄、 

心 付候義 無二 遠慮 _ 以- -密啓 _ 被-申 越 - 候樣 可，， 申 上 - 

事、 此表 政事 向之義 は、 越 前 守 諸事 心配 可， 致 は 勿 

論に 候、 尙 家老 始 一 際 膽當、 贊冀專 一 之 に 候、 ま 

西_隔絕、^^京之我等始、 I 切 掣肘 可， 致 事 は無レ 之、 

國議に 任せ 可い 申 寧、 乍 レ去心 付 確定いた し 不ぃ得 U 

已 舉， 義は、 無，， 遠盧， 我等よ， -越前 守へ 以， - 直 書- 

可，, 申 越；；^ - 京：！^ 老 よりも、 國許 家老へ も 可 二 中越- 

義も 可：， 有 事、 東西 隔絶 致 候 へ は、 事情 自ら 瑰濶 

相 成 候 故、 其 彼是 之 情 相 迪候樣 致 度 候 間、 折々 有司 

上京 可レ有 事、 

右 之 通に 候 以上、 


は、 御大 篛 にお. Q て御濟 被, 成. 間 敷と、 剴切 激勵之 立 

論、 大に 老公 之 尊慮に 適合し、 又是 よりして 御 再 評に 

相 成、 御上 京可レ 被, 遊と 御 決定に 相 成し は、 實に廿 八 

门 なりき、 

〇 同 月 廿 九日、 急 飛脚 を 以板倉 殿へ 被,， 遣， 1 御內書 r 如 

.左、 

以，， 急 脚， 一 筆致 二 啓上， 候 云々、， 拆は 先般 家 來酒井 

十 之 丞差出 候處、 段々 御 懇切 之 御 垂示、 御 誠意 之 程 

も爲ニ 御閒， 被， 下、 十 之丞： sf 速^ 歸 一 々申 聞、 誠以 

威 泣 恐 入 候 外 無二 御座， 奉， 存候、 唯々 乍， 恐 正大 公 

明 之 尊慮、 銘， 肝 難， 有 仕 合舉， 存候、 其 節 老拙再 上 

之 義も被 n 仰 下 ハ是又 一 々拜承 仕 候、 依 支度 相 

整、 來 g: 二  rn 弊 邑發足 仕 候而、 八 H 京 着 之 含に 御座 

候、 此段急 脚 及-, 拜啓， 候、 御 序 之 節 御前へ も 宜被ニ 

仰 上， 被， 下候檨 舉.， 賴候、 先 は 右 之 所用 申 上 s^l 如 

レ此 御座 候、 顿 首拜、 

十；：：： 廿九 n: 第 十二 字 

1、 右に 付愿 州老 侯へ も、 御 案內旁 被い 進 n 御內書 T 如 

レ左、 

讓而 舉，， 一 翰， 候 云々、 抑 先般 は 態 々弊邑 へ 御使价 


被， 投、 委細 御 口上 之 趣 拜承仕 候、 此度御 同事に、 宗 

家 之榮辱 安危 此 秋と 奉.， 存候、 何分に も 今後 皇國之 

御 挽回、 千 祈 萬 禱之至 舉,. 存候、 僕 儀も來 ニロ彌 

弊邑發 程、 八日 著 京 之 心 積に 御座 候、 兼而御 承知 之 

通、 庸愚 不才 之 僕、 其 上 今般 之 一 件 は、 先年 來之依 

と は大に 相違 仕 候 故、 15{ に 見据相 立 兼、 殆 當惑罷 

在、 只 登 京 之 命 を 奉候而 巳に 御座 候 故、 出京 之 上 は 

何れ 登 館、 萬々 拜晤を 期し. i. 候、 何卒 萬 端 御 敎論舉 

レ希 候、 训而尊 藩之義 は、 宗家 第 一 之 i 胄 にも 被レ爲 

レ在候 故、 此度社 は最以 爲，， 皇國， 御！^ 忠舉ぃ 希 候、 僕 

輩 は 附，， 驥^; 乍，， 駑馬， 骨折 心配 も壮 度舉， 存候、 書 

は不" ヒ言、 先 右 出京 之 上、 諸事 御 懇示御 引 廻し 御 

依 賴迄及 n 拜啓， 候、 恐惶 謹言、 

十： z: サ 九日  御實名 

尾 張 大納言 檨玉 机下 

、 一 昨サ 七日 京發之 飛脚 着、 御用 狀之 內、 

十；；：： 廿 七日、 御城 大廣間 二の 間にお， Q て、 大目 付 松 

1^ 大隅守 殿御 渡 有 vN 御 書付 一 一通、 如い 左、 

松平大 藏大輔 

松 16- 越 前 守 
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T 卯 日  

立、 朝野 之 嫌疑 消 除いた し、 諸侯 會同之 御 待 付け 公議 

に 付せられ 候樣 被い 成 度との 御 趣意 之. 3、 悃々 御物 語 

有， 之に 付、 十 之 一 も 上檨御 公正 之 御 誠意に 奉 二 感服 1 

候 は 元よりに て、 一 々至 當之御 生 意に 而、 其 上可レ 奉- 1 

申 上， 廉も 無い 之に 付、 罷歸り 仰 之 趣 申 聞、 早々 致 こ 上 

京 ， 候樣 可い 仕と 及，， 御請 - 候 事 之 由、 廿五 日夜 歸着、 翌 

廿六 日朝 御前へ 申，， 上 之， に 付、 猶又右 御 趣意 を以御 

評議に 相 成處、 板 食 殿御 申 聞 之 御 次第 は御尤 至極 之 

義 にも 候 得 共、 其 中間 之 御 扱 ひ 中々 以 不，, 容易？ 朝に 

御付き 被， 成 候ても、 幕 へ 御 付 被い 成 候ても、 いつれ か 

偏 倚 之 御 困難に 可い 被， 爲ぃ 至、 且は 世態 も 如何 成變勸 

を 生 候 半 も 難い 計 勢 ひと 申、 雜氷を 踏む 如き 危地へ、 

唯 御 一 人 御上 京 被い 遊 候 は 御 危殆 之 至. -と、 御 家來共 

1 同 甚御案 事 申 上、 御上 京 可，， 然と 及，， 御請， 候 者 班に 

無， 之、 いつれ に 土 州老俟 御上 京に 可 n 相 成， 候へ は、 

其 御 折 を 御 侍 被， 遊 可い 然、 或は 諸 俟會集 之 節 迄、 何と 

か 御中 延へ 可い 然杯、 衆議 紛々 難 二相 決 一 候 得と も、 何 

分に も 一 度 ひ 御上 京と 相 成 候 へ は 夫 か 御 最期に て、 

御 取 返し 無 事と：^, 一 相 成， 候へ は、 此節御 不幸 之 御 

折 柄と 申、 せ A 御 違例に も 被， 爲， 在 候 得 は、 旁 


丁 腿 御斷被 二 仰 上 置 T 時 變御覜 察 之 方、 當今之 御 長 策 

たるへ，、、 且傳奏 中より は、 宰相 樣御差 支 候 はゝ殿 

樣御 上京と 申 御沙汰 も 有 候 得 は、 御代りに 殿樣御 

上京 之 方 可， 然と、 漸く 御 決 評 相 成 候處、 又 一 正論 5^ 

、皇國 之 大變、 朝廷 宗家 御 危難 之 秋に 當り、 朝廷 之 

御沙汰と 申、 上樣之 正大 公義 之 御所 liT 事理 至 當之召 

命に 被， 爲 V 應、 速に 御上 京、 宗家と 共に 御 休戚 を 被 

レ爲， 共 候 大義 名 節 も御擲 却、 曖昧 糢糊 之御辭 令を以 

御 斷り被 n 仰 上-候 而は. 、朝廷 は 元より、 上樣 を舉， 初 

朝野 之 有志へ 被， 爲 レ對、 數十年 之 御 信義 御 忠實之 御 

4- 名 も御虛 名に 嵐し、 是迄御 立派 之 御 持論 も、 御大 事 

に 被.， 爲ぃ當 御 腰を拔 され、 御 渡り 込み 被 レ遊候 御 姿に 

而は、 天下 共に 或は 謗り 或は 怒..^ 或は 笑 ひ 或は 怨み 

可 レ申候 へ は、 最早 世界 へ 御顔 出し も 難， 被い 遊、 乍レ恐 

是 限りに て 御身 も 御名 も 御棄り 被， 遊 候而、 不義 之 

君、 不義 之臣、 不義 之 邦 國と相 成、 人 界之御 交. り 難レ被 

, ^遊 御 義と相 成 候 得 は、 君臣 共に 頭 髮を拂 ひ 遁世 之 外 

は無レ 之、 左 もな き 事 を 有 SI- ケ間 敷、 饒舌問ー^！化を以て 

被，， 仰 立 一候而 は、 御 恥 _综 之 上 之御耻 辱に 被， 爲ぃ成 候 

得 は、 如かし 唯 速に 朝 幕 之 危難に 不， 被， 爲レ趨 候而， 


- 


殿參^ 拜謁之 上申 上 候 は、 度々 之 御 召に 付而 は、 不，, 

取敢， 上京 勿論 之義に 御座 候 得 共、 是迄 度々 上京 は 仕 

候 得 共、 從來之 驚 鈍、 奉い 對ニ朝 幕， 寸功も 無， 之處、 ^ 

而 如ニ此 度， 未 曾お 之， 御大 単に 當 り候而 は、 猶； 处 非才. 

にて は 盡カ之 方，！： も 相 立 兼 候而、 惟 當惑龍 在 候、 就而 

は 今般 之 御 一 條、 御 紙上 之 趣に 而赂拜 察 は 仕 候 得 共、 

猶此上 前途 之 御 見込 も 如何 之 御義に 被い 爲，； ^候 哉、 

天下 之 公議 を 御 待 被， 遊 候 御 趣意に は 御座 候 得 共、 差. 

當. - 朝廷 萬 機 之 御 政道 如何 被， 遊 候 や、 是迄之 小 朝廷 

と は 御 様子 も 違 ひ、 乍く 恐御當 惑に も可レ 被い 爲ぃ 在歟 

と^^,,想察ー候、萬 一 夫 等之邊 より、 又々 御 良しに 相 成 

候樣之 御義に 被， 爲， 運候而 は、 以之 外なる 御 不都合 

と 申、 且 一 時 之御權 謀に 而、 朝廷 御 蔑 如 被，， 爲， 在 候 御 

姿に 而、 天下 之 人心 も 服し 申 ii 敷、 愈 騒擾 を 酸し 可 

レ 中歟、 第 一 此末 御 實踐之 御 見込 は 如何 被い 爲， 在 候 

哉、 是等之 御 次第 篤と 相 伺 ひ 候て 上京 も 仕り、 涓埃 一 

滴 之 微力 も 可，， 相盡， 覺悟も 仕度と、 十 之 一 被 n 差 出， 

候 3!： 申 述候處 、板 倉 殿御 答に は、 御尤 至極 之 御 尋に而 

候、 元 來此度 之 御 一 擧、 土 州に 御 迫られ 無， 一 御據， 此場， 

へ 被 レ爲， 運候檨 にも 相 聞 可，. S. 候 得 共、 決して 左様 之 

J  ^  1 FT 卯— 


譯に は無レ 之、 政 櫂 一 途に歸 せす して は、 御國 内治 

兼 候と 中 は、 前日よ h- の 御着 眼に 而、 時機 を御兒 合せ 

被レ遊 候處、 此皮 時勢に 乘し土 州 之 建白、 好機 會到來 

に 付、 u 比持滿 之强驽 を 御 切 發ち被 レ遊候 御義に 而、. 

實 に公ギ 正大、 只管： 大下之 安全 を 被， 爲， S 一 m 候 台 慮に 

而、 一 奄 御鄙吝 之 御念： ぬ は不ぃ 被， 成，， 御座， 候、 然る 處 

老公 御 資察之 通. -、 朝廷に 而は是 迄； 史に 御手 覺不レ 被 

ン爲 Z 在御篛 故、 一 小事 之 御 裁決 も 御 六 ケ敷候 故、 矢 張 

是迄之 如く 御 相談 之 御 模様に 有， 之、 此處甚 御 困窮 之 

御 場合に 而、 其 御 相談に 御乘り 被， 遊、 御 差 支 無， 之樣 

御収 計ら ひ 有 候へ は、 御舉 還は虛 名に 而、 其實は 

御 威權を 御手 離し 無 と 申 輿論 も 可-一 差 起 一 勢 もお 

之、 又 截然と 御 振 離れ、 一 切 御 取合 無. 之 候 得 は、 御 

立派 之 樣には 候 得 共、 朝廷に 而今 日 之 御 差 支と 相 成 

候 得 は、 又 奉還 を 名と して 結局 は 朝廷 之 御迷惑 を 御 

引出 被， 遊、 朝廷 御 窘窮之 所よ. -、 苒ひ御 依頼 御 委任 

之 時 を 御 待 被 候と 申 嫌疑な きにし も あらす、 御 進 

返に 御谷り 被い 成 候 御 運 ひに 付、 朝廷 之 御 様子 も 御 功 

者 之 御義と 申、 幕府 は 申 迄 も 之 候 得 は、 此 中間 之. 

御 扱 を 御賴み 被い 成、 御 私な く 御 奉還 之 御 盛 まも 相 


丁 卯 日^ 
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內、 

去る 廿五 日朝、 傳奏 H 野 大納言 殿よ，^ 御 呼 出に 而、 

御 渡 之 御 書 附左之 通、 

御用 之 儀 有， 之 被， 召 候、 期限 來月 中、 必 可い 有，， 上 

着 I 候 事、 

伹 用意 出 來有レ 之 向 は、 不ぃ 拘，， 期限， 早々 上京 

可レ 有い 之 事、 

一 、同日 土 州 藩 才谷梅 太郞、 岡 本 健 次郞來 着、 老俟之 

御 直 書 差，， 出 之？ 

私 云、 此御直 書、 八月 念 五 之 御 日付に 而、 緊要 之 

事件 無， 之 故 略， 之、 右才谷 梅太郞 とい へ る は、 坂 

本 龍 .ill 之更名 也、 此度御 直 書 持參、 且は 京師 之 近 

況爲，ー申上：後藤象ニ郞ょ..^爲，ー名代，差出せしに 

て、 內府公 絕倫之 御英斷 に而、 皇國之 紀綱作 振 之 

時機 到 來致候 得 は、 一 日 も 早 御上 京 被， 下 候樣相 

願 ひ、 且 今後 目的 之 次第 を 詳述せ り、 村 田 巳三郞 

應 接に 而、 ^段 御前へ 申，， 上 之？ 此 頃に 而は旣 に 

御 發程之 義も御 治 定之事 故、 何事 も 御上 京 之 上 

可レ 被，， 仰 合， と 御 挨拶 之 趣 S. 開、 御 返書 も 御 渡に 

相 成、  ， 


一 i= 


1 、前記 朝廷 之 御沙汰 は 勿論、 板 倉 殿 之御內 書、 逐々 

京都 知 邸より 之 申 上、 且永 田懷； 牛 口上と 申、 事 機殊之 

外 切迫に 及 ひ、 朝 幕 之 召命 旁、 早々 御上 京 無，， 之而は 

不，， 相 適， 御 運 ひに は 候 得 北 r 是迄 度々 之 御上 京、 い つ 

沖」 も 始之程 は、 幕府より 御 依賴之 趣に 而御 都合 宜候 

得 共、 次第に 事 之 艱難 葛藤 を 生し 候に 隨ひ、 御 論 も 合 

兼、 遂に は 御物^れ にて、 御 歸國に 相 成 候 樣之御 姿に. 

而有， 之、 其 上此度 は、 □□ 以來 未曾有 之 御大 事 之 時 

勢に 候へ は、 一旦 之 御 盛 意に 御成 激御 上京に 相 成 候 

而も、 萬々 一 政權 を， 御 不案內 之 朝廷へ 御投 懸け、 朝廷 

にて 御 もて あぐみに 相 成、 再 ひ 御 委任 之 時 を 御 待 被 

レ遊而 、逐々 御 輕淺に 相 成 候 幕^ 之 御咸權 を、 御 恢^ 

可レ 被， 爲， 在 杯と 申 御權略 等に 被， 爲， 出 候 御 等に： 

も 候 は、、 以之外 成 御 次第に 而、 夫に 御 同心 被， 爲， 成 

候而 は、 皇國之 御 罪人と 可レ被 レ爲， 成、 され はとて 其 

期に 御 臨み 御 引 別れ も、 又 不_ 一容 H^, 御 困難に 可レ被 

爲.， 及、 御 進 止 之 御 目的 相 立 兼 候に 付、 何分 十之丞 

被 n 差 上： 幕府 之、 淵 底、 十 之丞ょ b 板 倉 殿 迄、 反 稷相伺 

候 上 之 御 決議 可， 然との 御 評定に 而、 去る 廿 U 十之丞 

御 差 立に 相 成處、 同人 義廿 一 日夜 京 着、 翌廿 二日 板 倉 


様 、上様に も 御 待 被ン遊 候、 此段申 上 候^ 御沙汰に 

御座 候、 出 殿 巾い そき 亂维、 御判讀 可い 被， 下 候、 

匆々 顿首、 

十：：： J 十七： n  伊賀 守 

大藏 大輔樣 

再 白 云々、 吳々 も 寸時 も 早く 御上 京 候樣、 一 日 千秋 

舉レ待 候、 早々 與拜、 

右 御 返書 如， 左、 夜 六 半時 i^.^ 飛脚 を以 被，， 差 立 便宜 

に 付、 昨！！： 出立 之 酒 井 十 之：^ 一 御呼戾 しに 相 成、 

十七 =附 之 御 飛札、 十九 日朝 第 十字 相 達 拜見仕 候 

云々、 然は 今般 之 御 I 條追々 相 伺、 御 3^ 意 實に御 公 

や 御 誠意 之 程 恐 入 奉 n 感佩， 候、 只々 此 末之處 不，, 

容易， 御大 斟と 、心緒 迷 亂之仕 合に 御座 候、 右に 付 

而は 一 刻 も 早 ふ 登， 京 仕 候檨、 上様に も 御 待 被. 遊 候 

御樣 子、 委縷被 二 仰 下？ 謹而 舉ぃ畏 候、 何れ 登 京 之 上 

に 萬々 可 二相 伺， と 奉 候、 依い 之 先- h 铍 一一 仰 下， 候 

義も 有， 之 候 故、 酒 井 十 之？^ 一 差 出 候 間、 委曲 之 口上 

は 同人 へ 中 含 候、 御 多忙 中 恐 入 候 得 共、 拜謁 被，， 仰 

付 7 御開 取 舉.， 希 候、 彼是 心中 恐入當 惑、 別而亂 揮、 

御海恕 可.. 被へ  1 候、 恐惶 諫言、 

丁 卯 日 . 


十：：： 十九 u;^^ 凡 字 

二  .21、 御 端 ffil 舉， 投-攸 云々、 先 H 被，， 仰 下， 候に 付、 

昨 = 十 之 一 差 立 候處、 今日 之 華 翰 に而、 又々 呼 一お し 

口上 申舍候 事故、 差 出 及，， 遲引， 候、 此段も 巾 上 候、 

以上、 

伊賀 守樣 、  御 名 

私 云、 御上 京 御 催促、 御 書面 之 通 候へ 共、 猶又 一 

日 も 早くと 申義、 公用 人よ. 0 入念 口 達 之 義も有 

ン之、 且彼地 之 時勢 旁、 早 々御上 京 相 成 候 様 申 上 

として 、儀 兵衞參 着せし な，^  、 

〇 同：：：： 廿 三日、 尾 州老疾 よ， 9 の 御 使お 林 左 門 來着、 毛 

受鹿之 介 應對之 所、 此度御 宗家 之 御大 變に 付、 老侯今 

廿 一 一 1= 御國 許御發 駕に而 御上 京 之 由、 仍， 之 宰相 様に 

も 早々 御上 京、 萬 端 被，， 仰談， 相 成 候樣、 御賴 被い 成 候 

との 御 口上 也、 其 段 申 上 候處、 いつれ 不 d 返 御上 京 之 

思 召 之 段 御 返答 有い 之、 二  B 御 發駕御 內定之 趣 も. 5.,, 

聞 之？ 鹿 之 介より 尾疾 御上 京 之 御 見込 を 承 候處、 御お 

家 如， 形 御 次第に 而、 於，， 尾俟， も 御 官位 御辭 返に 而、 

罪を闕 下に 謝せられ 候 御 趣意 之. E、  " 

〇 同 HJ 廿 八日 * 去る 廿 五日 京 發之 飛脚 看、 御用 狀之 
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祖宗 以來御 委任、 厚 御 依 E 、被：， 爲 ^ 在 候 得 共、 方今 

宇內之 形勢 を 考察し^. H 之 32 趣、 尤に 被， 一思 召， 

候 間 被 二 聞 召， 候、 天下と 共に 同心 1^ 力 致し、 皇 

國を 維持し、 可，， 舉^ 安二  5^ 襟， 御沙汰 候 事、 ♦ 

別紙 之 通 被，， 仰 出， 候に 付而 は、 被,， 爲 fe^,, 御用, 

候 間、 早々 上京 可い 有 旨 御沙汰 候 事、 

十月 

一 、同 十六 日夕、 = 野 殿より 御 呼 出に 付、 服 部 寅 之 助 

罷出 候處、 別紙 御 書付 壹通御 渡有レ 之、  ， 

大事 件、 外 夷 一 條は盡 二 衆議； 其 外 諸 大名 被 こ 仰 

出 ， 伺 等 は、 朝廷 於，， 兩役 ， 取扱、 自 餘之篛 は、 召 之 

諸疾 上京 之 上 御 決定 可 レ有レ 之、 夫 迄 之 所、 德川支 

配 地 市中 収歸り 等 は、 先 是迄之 通に 而、 追而可 

ゾ被， 及 二 御沙汰， 候 事、 

右 之 節、 昨日 宰相 檨御 上京 之 儀 被，， 仰 出， 候 通、 吳々 

早々 可 レ被レ 遊 一一 御上 京 ー皆、 御 差 支 被 レ爲レ 在 候 は、、 

殿様 御上 京 可， fe レ遊 旨、 尙又雜 掌 を以被 一， 仰 聞 一 候、 

1 、 右 同日、 大小 御 目 付 中より、 御 廻 狀に而 御 呼 出に 

付、 十大夫 御城 へ 罷出 候處、 大廣間 1 一之 問 へ 諸 藩士 一 


二百 十 

同列^、 御 老中 板^ 賀守 殿、 所 司 K 松； 牛 越屮守 殿、 

大目 付 卢 川 伊豆守 殿御 出席， 別紙 御 書付 拜見 被，， 仰 

付 T 其 節 別紙 御 封書 御 渡、 早々 御國 表へ 可，， 差 越， 旨 

被-仰 Si 候、  . 

御 書付、 

去る 十三 日 相 渡 候 御 書付 之 趣、 御 奏聞 相 成 候處、 

昨 十五 日、 別紙 之 通 御所より 被，， 仰 出， 候 間、 此段 

相 達 候、  , 

御ゃ& 

祖宗 以來 云々、 

私 云、 昨 傅奏 衆より 御 渡御 書付と 御 同文 故 略 

レ之、 御 封書 も 御 文な h -、 

〇 同日 巳 半 刻 ほー、 永田備 平、 去る 十七 日 京都 表出 立大 

早 駆に 而 到着、 板 倉 殿御 內書 持參 差，, 上 之？ 於，， 御 同 

所， 宰相 樣御 上京 有：， 之 候樣、 御 嚴重之 御 催促 有, 之 段 

申，， 達 之？ 御內書 如，， 左、 

一 翰 拜啓仕 候 云々、 然は 今般 之 御 一 條、 實に御 誠意 

之 程 は 恐 入 奉 二 威 佩  >  候 得 共、 誠に 以恐 入、 只々 涕泣 

之 至に 御座 候、 就 而は此 上 御 規則 相 立 候 迄 は、 實に 

薄氷 を 踏 候 心 持 候 間、 一 刻 も 早 ふ 御上 京 被い 成 候 


十 3： 十四日  御實名 

、昨 H 布 衣 以上 へ 左 之 通 御 達 有， 之、 

今般 上意 之 趣 は、 當今 宇內之 形勢 を 御 洞察 被 レ遊候 

處、 外國 交通 之 道 盛に 開に 至り、 御政權 1 一途に 相 分 

候而 は、 皇國之 御紀綱 難，， 相 立， に 付、 永久 之 治安 を 

被， 爲ぃ計 候、 遠大 之 御 深慮よ. - 被，， 仰 出， 候 御義に 

而、 誠以 寧，， 感佩， 候、 殊に 從前之 御 過失 を 御 一 身に 

御 引受、 御^ 德を 被， 表、 御政權 朝廷 へ 御歸し 被レ遊 

候 御文 言 等、 臣子之 身分よ. 0 舉， 窺 候へ は、 何共 以 

舉，， 恐 入， 涕泣之 至 候、 就 而は此 上 愈以御 武備 御充 

實に 相成不 候而 は、 決而 不二 相 成， 義に 付、 各に 

於て 聊氣 弛み 無.， 之、 前文 之 御 趣意 相 貫、 御 武備 相 

張 候樣、 一 際 蜜 發忠勸 精々 可；， 被，, 申 合, 候、 

十月 

、同時 相 廻る 風聞 書、 

薩州小 松 刀、 土 州 後藤 象 ニ郞、 福 岡 藤 次、 龍 州 辻 

將曹等 之 藩士 十 人 計居殘 b 相 願 ひ、 上檨 御上 段. に 

而御逢 有， 之、 言上 之 趣 も 被，， 聞 召？ 御 英斷之 御 US も 

被，， 仰 聞 一由、 小 松 後藤 等 は 格別 之 思 召を感 戴し、 退 

座 之 上、 猶御實 効 御 貫徹 之 御 次第 相 伺 度と 板 倉 殿 


へ 申立、 鬼 角 之 御 様子 拜承仕 候 迄 は、 御城に 相 侍 居 

候との 事の 由、 此節會 藩 野 村 左 兵衞、 秋 z:: 怫次郞 等 

詰 合、 御 政權御 返上 之 御 趣意、 彼是 及，， 論談， 候 得 

共、 遠々 小 松 後藤に 說 倒せられ し 由に 候 得 共、 其委 

細 之 主意 は不 候 由、 

〇 同月 十八 日、 酒 井 十之丞 京都 表へ 出立、 

私 云、 京地 不，， 容易， 形勢に 付而 は、 御 定見 無レ之 

御上 京 被， 遊 候迚、 御 所詮 も 無 に 付、 其邊 U 々 

夜々 御 評議 有 處、 何分 一 應御實 際 御 伺 取 之 上 

ならて は、 御 決 評に も 難 レ被レ 及に 付、 今 H 十之丞 

出立 相 成、 十三 曰：. <  ,9 今日 迄 延引せ し は、 右の 次 

第に よってな， 9、 

〇 同月 十九 日、 今 早朝、 去る 十七お 京都 出立 之 大早騵 

飛脚 着、 御用 狀、 

1 昨 十 5 日夕、 傳奏日 野 大納言 殿より 御 呼 出に 付、 

友 四 郞罷出 候處、 別紙 御 書付 二通 御 渡 有， 之、 且雜 

掌演說 を以、 右 御上 京 御 書付 之義 は、 宰相 様へ 被，， 

仰 出， 候、 自然 御 指 支 も 被 い 在 候 は、、 殿様 御上 

京 可 レ被ゾ 遊 旨 被 二 仰 出 一 候、 

御 書付 左 之 通、  . 
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も 有， 之 候 は、、 御 直に 御尋 可， レ被， 遊 候 間、 無， 一 腹 

藏， 申 上候樣 被，， 仰 聞， に 付、 何も 奉， 畏段 御請 申 上、 

畢而御 老中 代り 伊豆守 殿、 再 御 同 間 へ 御 出席、 友 四 

郞御 呼 出、 別紙， 御 兩君樣 へ 之 御 封書 一通 御 渡 有 

レ之、 御演說 に而、 當今 不二 容易， 御 時 態、 御 直に 御 相 

談不， 被 い 在 候 半 而は難 二相 叶-儀 有い 之 候 間、 御 

兩君樣 にも 早々 御上 京 被， 遊 候樣、 御 封書 之 御請 

も、 早速 可い 被，， 仰 上 ，旨 被，， 仰 聞， 候、 侬レ之 今 晝立大 

早駔 飛脚 差 立、 右 御 封書 幷拜見 之 御 書付寫 廻狀等 

差 越 候、 此段御 に 御 達、 宜御取 計 可い 被，， 成 候、 恐 

-惶 謹言、 

十 月 十四日  島 津十大 夫 

伊藤 友四郞 

宇都 宫勘解 由 殿 

秋 S 長 之丞殿 

大小 御 目 付 御 廻狀、 

國家之 大事 見込 御 尋之義 有い 之 候 間、 詰 合 之 重役、 

明 後 十三： n 四時 ニ條 御城へ 可，， 罷 出-候、 尤 重役 詰 

合 無， 之 向 は、 國 事に 携候者 可，， 罷出， 候、 此段 申達 

候 以上、 


十月 十 一日  設樂 S 石次郞 

戶 川 伊 S 守 

御 書付 寫、 

我皇國 時運 之 沿革 を觀 るに、 昔 王 綱 紐 を 解て 相 家 

權を執.=^、保平之亂、政刑武門に移りてょ.^、 我祖 

宗に 至り、 更に 寵眷を 蒙り、 二 Kn 餘年 子孫 相受、 我 

其 職 を 奉す とい へと も、 政 刑當を 失ふ不 ぃ少、 今 B 

之 形勢に 至 候 も、 畢竟. 鴻德之 所.， 致、 不.， 堪 n 慚懼" 

候、 況ゃ當 今 外國之 交際 日に 盛なる により、 愈朝權 

1 途に不 い 出 候而は 綱紀 難 候 間、， 從來之 傷 習 を 

改め、 權を 朝廷に 歸し、 廣く 天下 之 公 譲を盡 し、 驢 

斷を 仰き、 同心 協力、 北ハに 皇國を 保護せ は、 必す萬 

國と可 二 並立 T 我か國 家に 所， 蕴不レ 過レ之 候、 乍レ去 

猶 見込 之 義も候 は、、 聊不 忌鏵， 可 n 申 聞, 候、 

十月 

朝廷 へ 公方 樣ょ. 9 之 御 建言 書、 

喜 謹 而皇國 時運 之 沿革 を考 ふるに、 昔 王 綱 紐 を 

解て 以前 下 如 云々、 S 度 喜國 家に 所，， 盡是 に不， 過と 奉 

レ存 候、 乍 見込 之 俵 も 有 候 得 は 可-申 聞-旨、 

諸俟 へ 相 達 置 候、 依 此 段謹而 奏聞 壮候、 以上、 


以、 懇々 篤々 御 t: 問 御座 候而 、中 上 候 次第 實に 至當 

至善 之 全 策に 而、 御 信用に 相 成 候 得 は、 急 度 治 •  平 之 

御 見込 御 一 定 にも 被， 爲， 在 候 は 、、 御 公 1^ に 其 儀 

に御從 ひ、 御錢革 可， 被， 遊 は 勿論 之 義と奉 候、 

其 節に 方.^、 固執 之 私議 申立 候 所存 は 元より 無レ之 

候、 此上は 何卒 容堂 使節 之 情意 貫徹、 遺慽無 處 

まて、 -御處 懷を以 御下問に 相 成 候 檨窃に 奉，， 仰望， 

候、 自然 御 扱 振 之模樣 により、 事情 を 鼓し 不レ申 

以前に 不満 を 抱き、 容堂始 一 藩 之 人心 を 御 失 ひ 被 

ゾ遊 候樣之 事に 相 成候而 は、 此節柄 御大 事 至極 之 御 

義と 奉， 存候、 象ニ郞 一 己 丈け 之 建言 は、 則 在京中 

薩 宇より 承知 仕 候而、 其 節は兩 人と も 申 合 候 趣意 

は、 昨 便 粗 申 上 候 通 之 事に 而、 庸劣之 思慮に は 及な 

き 事に 相 決 候 にて、 隅豫ょ hN 容堂迄 申 越 候 次第、 

昨： =： は書狀 $3! 晃當り 兼 候 故、. 主意 而巳 及，， 拜啓 >  候 

得 共、 猶又搜 索 赛面を 得 候 故、 是亦 呈覽仕 候、 唯々 

，お 案 に而は 、可 J きし て 不レ 可つ， 仃と申 事 に 落 申 間 敷 

歟と 按勞仕 候、 何れ 容堂 上京 被， 仰 付 一 候 運 ひに も 

相 成 候 節 は、 私に も 早々 上京 仕 候 檨拜承 仕 候、 右 は 

御下問に 任せ 有 之 儘 及，， 言上， 候、 猶存寄 候 義も御 
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座 候 は 、、不日 雪 江 十 之 f ^一雨 人 之 內差上 候 間、 其 節 

可， 舉ニ申 上， と舉， 存候、 先 は 右 急 飛脚 を以. &上 度、 

如レ此 御座 候、 恐惶 謹言、 

十 H: 十三 日 第五 宇  御 名 

板 倉 伊賀 守樣 

二 白、 御 端 書 云々、^ 又 差 出 候 家來、 江 十之丞 

に 候べ は宜 との 御內 諭 拜承壮 候、 兩人 之內不 =3 

登 上申 忖候 事に 御碰 候、 方今 色々 御 多事、 不 --容 

易 - 御 配慮 之 程 、萬 々 恐察 致 候、 書 餘期ニ 後日 - 候、 

早々、 

右に 付、 何分 不，， 容易-御 次第 共に 候へ. は、 委細 之御樣 

子 も 御 伺 被い 成 度、 伊賀 殿よ 御 申 越 之 翁 も^い 之、 旁 

酒 井 十 之？^ 一  へ 上京 之義 被.. 命.， 之、 

〇 同月 十六 日、 去る 十四日 京都 出立 之 早 飛脚 着、 御用 

狀 之內、 . 

一昨 十二  3  ^^^^^0 大小 御 目 付 中より 御 廻 

狀到來 に 付、 昨士ー  f 三日 朝、 伊藤 友四郞 御城へ 罷 

出 候處、 大廣間 二 之 間へ 諸 藩士 一 同列 座 之 上、 板 倉 

$^賀 守 殿、 大目 付 戸川 伊豆守 殿、 御 目 付設 樂岩 次郞 

殿御 出席、 別紙 御 書付 拜兑被 二 仰 付； 銘々 兒 込之義 

二 Is 


得 は 別而梵 敷、 其 邊も申 上 候 樣御嚼 も 被，， 爲 在 候、 

不レ遠 長 州 家老 も 上 坂、 三 條始五 人 も 上 坂、 其 中へ 

英 公使 も 上 坂な との 薄 々嘴 も 有， 之、 百事 輻湊、 殆 

困難 を 極、 痛心 之 至 御座 候、 出 殿中 別而 亂毫、 御 判 

談可， 被 ¥ 候、 早々 拜、 

私 云、 別紙 土 州 君臣 建白、 & 間に 流布す る 所 ゆ へ 

略レ 之、 

右に 付即： n 急 飛脚 を 被， 差 立？ 御 返書 如ゾ 左、 

御密翰 再三 敬讀 云々、 陳者 松； 牛容 堂より、 家 來後籐 

象ニ郞 出京 爲， 致、 去る 四日 別紙 之 通 s^. 白書 差 出 候 

義に 付、 御 細 書 之趣逐 一 謹 承 仕 候、 右 之 次第 は、 傳 

W 以來甚 懸念 壮候義 に 付、 默止 兼、 則 昨日 之鴻 信に 

も 愚衷拜 啓に 及 候處、 十日 御 認之御 投書 今曉 到來、 

不， 料 暗合 仕 候、^ 上に は、 王政に 被， 役、 皇國必 平 

穩、 上 は 被， 安，， 袁襟； 下 萬 K 安 ％、  ^歳 を 唱候樣 相 

成 候 得 は、 御 職掌 は 如何 相 成 候と も、 王政復古 も 御 

本意との 、公 正大 之 尊慮に 被 在 候 得 共、 先々 

之 御見据 無：， 之 ，加 は、 容易に 御 決 看 も 被， 遊 兼、 衆議 

を 被，， 盡候思 召 之 程、 乍， 恐 難， 有 奉 n.s- 佩， 候、 右に 

付 鄙 意 一 一. £ 上候樣 被，， 仰 下， 奉， 畏候、 此 件に 付 而は、 


昨日 之 書に も粃 陳述 仕 候 通に 而、 私に 於而は fS{ 

に 見込 も 付 兼 候 事に 御座 候、 畢竟 王政； 5! 古と. E. 儀、 

近年 通 議に而 、尤之 に は 相 聞 候 得 北 r 數 "rE 年 前 之 

舊 制に 而、 御 體裁之 所 も 一 向に 相 心得 不， 中 候、 郡 

縣 封建 之 差別 を始、 國體、 時勢 之 1! 遷 も亦霄 壤之懸 

隔に相 成候箏 故、 1 一 百 餘年來 、開關 以後 地球上 無比 

之太平を唱候御^^業、實近之轍跡を腐ますして、茫 

乎た る 王家 之舊 制に 相" 仪候義 は、 局 量 淺識之 私 輩 

に而 は、 更に 根底 も 相立不 、不レ 及 n  了見 一義と 素 

よ， 5 相 決 候 寧 候 得 は、 容堂之 書面、 一 應ニ應 に而中 

中 淵 底 致 兼 候 得 は、 御 採用 相 成 候 而も 可.， 然條と は 

難，， 申 上 I 候、 議論 之 正大 は 如何にも 如.， 被 二 仰 越： 御 

實踐に 於て 聢と 御手 覺不， 被， 爲， 在義 は、 御 採用 

難，， 相 成, は 御當然 之御義 と、 御 同意 至極 舉.， 存候、 

乍， 併是は 王政 之 御 制度 不案内に 而、 目途 付 兼 候 固 

陋寡カ 之偏兒 上より 申 上 候 事に 而、 決而 完全 具備 

之 定見に は 無 候 へ は、 ホ上候 迄 も 無二 御座 ， 候 得 

共、如，此斷然として及ニ建^1 ー候5^容堂之見込通 

、朝野 之 人心に も、 時運 之體 態に も、 至 當之寧 狸 

にさへ 有，， 之 候 得 は、 速に 御 信隨御 採用 之 思 召 を 


郞は御 承知 之 通 西洋 法 を 信し、 譏事院 申立、 是は忠 

直 可い 感候得 共、 象 二 郞忠直 西洋 法 之 論 を 借て、 私 

說を恣 にせん か爲、 議事 院を 開かん とする 覺も腿 

分 可い 有い 之 哉 候へ は、 若々 其 向々 よ b 朝廷へ 議事 

院 建白 出 候 而も、 輕率御 採用 被 い 在候而 は、 天下 

之 一 大變勸 服 前に 生し 可 は 勿論と、 深く 心痛 仕 

候、 象 二 郞は幸 玄蕃頭 殿 懇意 之 事 ゆへ、 能々 所存、 

玄蕃頭 殿 象 ニ郞を 被い 呼、 詳悉 尋問 有い 之、 右 等之邊 

何となく 敎示有 候而は 如何 哉と 心 付 申 候、 & 

陽 月 十二 日  越 前老逸 拝 

奉呈 板 相 公 玉 几下 

右 之 御 次第 有.， 之處、 翌十 三日 板 倉 殿より 御 內書御 到 

來 》5 レ. k 

1 翰 拜啓仕 候、 霜 氣相增 候處、 公方 檨益 御機嫌 能 

云々、 然は 松平容 堂より、 家來 後藤 象ニ郞 出京 爲 

ゾ致、 去る 四日 別紙 $1 之 通 建白書 差 出、 即今 切迫 之 

形勢 故、 寸刻 も 早 ふ 御 採用 之 有無 相 伺 度と、 切迫に 

申 聞 候 へ 共、 當 今御國 內人氣 形勢 を も 熟考 致 候 得 

は、 當節之 御成 行に 而、 必定； 牛穩 との 見据 も無レ 之、 

§ 之 論至當 にも 可い 有：， 之、 乍， 去 ロハ々 御 實行之 所 


如何 之 もの か、 御國體 一 變と は、 重大 之 事件 此上も 

なき 義、 何 § へ ^ 御實行 之 利害得失 如何と、 深 焦心 苦 

盧之 至に 御座 候、 素 1:^ り 天朝 御 尊 air 皇國を 御 維 

持 被， 遊 候 思 召に 而、 御 相 續以來 も、 日々^々 御 苦 

心 被, 遊 候 御 儀に 御座 候、 然處 一朝 王政に 被， 復、 皇 

國必 牛穩、 上 は 被い 安 n 袁襟 T 下 萬 民 安堵、 萬 歲を唱 

候樣 相成義 等に 候 はゝ、 上に は 御 職掌 は 如何 相 成 

候と も、 王政復古 も 御 本意との、 公明正大 之 尊慮 

に 被， 爲， 在 候、 何分 先 之見据 無，， 之、 容易に 御 決着 

も 被い 遊 兼、 衆議 を 被：， 蔬候思 召に 御座 候、 依而 ほ 君 

之 御 見込 も 十分 御 承知 被い 遊 度、 從，， 拙 子， 申 上 候 

樣 被，， 仰 付， 候、 篤と 御 熟考、 御 賢慮 之 程 無，， 御復藏 T 

早々 可い 被-仰 上， 候、 何れ 容堂も 上京 被 n 仰 付， 候 

運 ひに も 可 二相 成-候、 其 節は贵 君に も 早々 御上 京 

可レ 被い 成 候、 先 は 不二 取 敢-御 家臣 之內、 早々 上京 候 

欉 可い 被い 成 候、 何分 事情 紙 表に は盡兼 候、 此段早 々 

申 上 候、 頓首、 

十月 十日  伊賀 守 

大藏 大輔樣 

再 白 云々、 御 差 出 之 御 家臣 は、 雪 江 十 之？^ 一之 內に候 


T 卯 日 Si 


二ち ま 


今度 被，， ^仰， 度義 有い 之、 大樹 上洛 被 二 仰 出？ 留守中 

自然 橫濱鎖 港 談判 相 弛候而 者不， 宜 被，， 思 食， 候 間、 

可， 然者， 致 二 委任： 鎖 港 之 成功 有 樣 被，， 仰 出， 候 

41m© 校 者 云 北 原雅長 手記 

i 月に は 十 11 一日の 事と 爲す 

過日 橫濱鎖 港 取 懸之旨 言上に 付、 委曲 被，， 聞 食， 度 

之 間、 一 橋 中 納言可 レ冇ニ 登 京-被 二 仰 出-有 レ之候 得 

とも、 猶叉 大樹に も 被-一尋 仰 I 度 思 食 候に 付、 引續早 

早 上洛 有い 之樣 被い 遊 度 旨. 沙汰 候 事、 

4"  ^^@抆* 云 京都 守護 職 始末 

一 T に は 十 一 日の 事と 爲す 

最過 H 御沙汰 之 通、 一橋 中納言 にも 可い 有，, 上京, 

事 


二 盲|3 


丁 卯 日記： 


慶應 三年 丁 卯 冬、 老公 御在國 中、 京師 之 形勢 鬼角不 

レ穩 風聞に 付、 十 =： 十三 f  二日、 御 老中 板 倉 伊賀 守 殿へ 

被レ 遣御內 書之耍 文如レ 左、 

1 翰 啓上 仕 候、 幾-冷 之 節 御座 候處、 公方 樣益 御機嫌 

能 云 々 、一 然は風 ig に 而不， 糙義か は不， 存候 へ 共、 大 

久保 一 藏歸 京、 土 州 後藤 象 一 一郎、 神 山 左 太衞等 上京 

之 由、 留守居より. S. 越 候、 私考 候 處に而 は、 象 一 ー郞披 

論 之 議事 院を 開き 候 を、 朝 幕へ 薩土宇 和 島 三 藩よ 

り、 嚴敷 建白 仕候義 歟と存 候、 私 先達 而 上京中、 伊 

達豫 州よ. T 咄 承り 申 候、 大隅、 伊豫 共甚以 不服に 而、 

迚も 方今 不ぃ 被， 行事と 申 聞 候、 私考 は 如何 哉. i 伊 

豫. S. 聞 候 故、 論 もな き 事と 答 sl^ 申 候、 其 後 隅豫兩 

州より 容 堂へ 書翰 差遣し、 元々 象ニ郞 論に 而尤之 

事に 候 故、 容堂之 如き 英敏、 象 ニ郞之 如き 才略、 君 

臣合 一 に 候 は、 格別、！^ も 豫隅等 之 力に は不， 及と 

申 遣 候、 尙容堂 同意 候 は、、 容堂 自ら 上京 盡カ可 

レ致 事と 被い 存候、 と 文面 艸稿、 則 私 一 覽申 候、 象 二 


靑門家 來山田 勘 解 由、 伊丹 藏人雨 人ね 御 尋之趣 

有 レ之候 付、 昨夜 段 々及 二 御懸 合？ 其 後町 奉行 組 之 

者 差 出、 若他國 にて 途中に て も、 差留可 旨 被，, 

申 聞， 致 n 承知， 候、 然處其 間 合 無い 之發足 仕懸候 

付、 兼て 被，， 仰 付 置， 候 御 守 衞諸藩 之 輩 被 n 差 出， 

差留、 今曉 本能 寺 中 へ 引取、 右 兩人共 嚴敷御 守 手 

當罷在 候に 付、 町奉行へ 右兩人 引渡、 御 預可レ 被，， 

仰 付， 候 、尤此 一 條に 限り 御 守衞之 藩士、 

次第 不ぃ同 

水 府家來 

. 肥 後 同  -  . 

長 州 同 

土 州 同  • 

. 久留米 同 

姬路同 

右 之 裁より 御請 収、 早々 召 一 被 候樣、 尤切棒 

驚 二 挺 用意 可,， 有， 之、 且又 此 度に 限. 0 御 守衞人 

數も、 町 奉む 並 組 與カ等 申談、 可レ被 11 取 計， 候、 猶 

追々 御沙汰 之 次第 可い 有， 之、 此段相 達展候 事、 

六月 二十四日 

世子, 勅 束 l^sl  .. 


追 而今 E 申 刻 迄に 右兩人 被，， 引収， 候樣、 御収計 

可レ 有い 之 候 事、 

右 之 趣 町 奉 "れ ね、 附 武家 を以御 達に 相 成 候 間、 可 

レ被， 得， 一 其 意 一 候 事、 

水 111/ 肥 後、 長 州、 土 州、 久留 米、 姬路、 御 守衞中 

右 野 宮殿より 被 二相 渡 r 

右 之 通 御沙汰 相 成 候處、 兩人御 不審 之 趣、 確證有 

レ之事 にても 無 vN 、第 一宮 檨御 家來之 儀に 候 得 は、 

自然と 御身 上へ も、 世間の 疑 を御受 被， 成候樣 にも 

可-立 至， 哉、 彌糙成 御不藩 筋に も 候 得 は、 少も不 

レ 及-御 遠盧 一 乱 方 被 二 仰 付 一 候て 可レ然 之處、 不ッ糙 事 

と は 御先 方 彼是 用捨 仕度 義と、 段々 詳論 仕 候 得 共、 

旣に 前段 之 通、 御沙汰 も 相 發し候 事に 、今晩 町奉行 

所ね 之 御 引渡た け は、 此御 方よ. -も 守護 人 被 二 差 

出， 候ても 可い 然と 評議 相 決、 佐々 木、 寺 島， 2、 浪士 

久 保無 二三 其 外 差 添 被 二 差 出， 候 事、 

一 右兩人 御調ら へ 之 儀、 前後 評議 之 趣 も 有い 之、 久© 

米藩同樣に付、重^^和泉守、梓小五郞同道、 轉法輪 

檨ね罷 出、 御 斷申上 置 候 事、 

亥十 R: 十五 日 
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御 親征の 5^ 議を爲 せられ、 又 神 宫の拜 をも爲 せらる 

へしとの 聖旨 決定したり、 長 州 父子 建白の 忠誠 貫徹 

し、 欣喜の 狀を 想像す、 明； W は吉川 以下 を 召して 吿譫 

す へ し、 親戚の 藩 なれ は密に 報知す となり、 


京都 諸事 控學 習院 一 件 拔萃雜 重 1 筆 S 

文久 三年 六月 

攘夷 拒絕之 期限 於，， 一 定， 者、 闔國之 人民 戮カ 可，， 勵，, 

忠誠-者 勿論 之 儀 候、 先年 來 有志 之 輩 、以ニ 誠忠 報國之 

純忠， 致 二 周旋， 候 儀、 叙感 不ぃ斜 候、 依 猶又 被， 洞- 

開 言路？ 雖， 1 草莾 微賤 之 言， 達，, 歙聞？ 忠告 至當之 論、 

不，， 淪沒謹 塞， 樣典之 深 重 之 思 召 候 間、 各不 忠言 T 

學習院 .2: 參上、 御用 掛之人 々 ，£1 可，, 揚言 ， 被，, 仰 出 , 候 

間、 亂雜之 儀 無 樣相 心得、 可 二 申出， 候 事、 

連日 從，, 巳 刻， 限，, 申 刻； 於 n 九 之 曰 二十 六日, 者、 自,, 

午刻， 限 二  .5. 刻- 

同 = 殿下よ. 9 御 演達之 分 御 書取、 御 筆頭 わ 御 渡 被レ成 

御 順 達 相 成 候 分 同斷、 

二十 三日の 條  , 


1 中 川 宮様 御 家來山 B 勘 解 由、 伊丹 藏 人事、 湊川楠 公 

墓ね 御代 參 g ハ *. 唱 に而、 實者薩 州ね 罷下、 旣 に今晚 

發：： 止 致 候と 申巷說 起り、 姊 小路 様 一 條 に付而 者、 薩 

藩 雨 人 御 不審 懸. 9、 御 召 捕に 茂 相 成 居候 事、 旁右兩 

人 之 儀、 於 n 朝廷， も甚御 不審 被，， 思 召？ 肥 後 藩、 其 外 

姊 小路 樣 一 條 御調 之 一 件、 御用 懸り之 面々 も御不 

審御尤 に 相考、 宮部 鼎藏、 錄木武 兵 衞罷越 申談候 

趣 有， 之、 早速 爲， 1 採 索-浮 田 八 郞宮樣 御殿 わ 差が 見 

候處、 山 田 事 上に て 出立 致 候に、 ニ條殿 見出 逢 候 

由、 乍， 爾右 御代 參之唱 にて、 外に 不審 之 廉も無 

レ之、 彼是 評論 仕 候 得 北 r 旣夕景 にも 及 ひ、 右 發足之 

様子に 相 知れ、 肝要 之 御代 參 御用、 夜中 出立 も 如何 

敷、 旁 肥 後 藩首議 にて 召 捕に 一 決 致し、 山 田 宅ね 押 

懸、 伊丹 も 居 合 候 付、 御 不審 有 候 趣 申 聞、 兩人共 

召 捕、 家內 書類 等不， 殘封稀 致し、 本能 寺 迄 連歸、 此 

御 方よ は 佐々 木 男 也 一 人 立會、 本能 寺 嚴重番 致 

候 事、 

二十四日 

一 山田 勘 解 由、 伊丹 藏入事 、町奉行. わ 引渡 被，， 仰 付， 候 一 

付、 左 之 通 御沙汰 成る、  ， 


=L 一 


監物君 開口し、 彈正、 上總、 淸 太郞、 細かに 之 を 陳述 

す、 關白 殿吿て 曰く、 此年來 の 叙 旨 も あらせられ、 方 

今 朝議 も あらせら る 事 條適當 は 不レ 待レ言 れ とも、 因 

州 建議の 趣 も あ. 9、 實に 重大 之擧 なれ は、 容易に 決 論 

に 及 ひ 難しと、 野 宮卿も 同し 論旨 を 示さる、 於 レ是彈 

正等論述す、宰相父子の深意にては、此^^典擧らされ 

は、 皇道の 興隆 も 成し 難 からん と、 微 誠の 忠策此 外に 

出す と 建白し 奉る なれ は、 若し 徹上 あらせられす は、 

忠志も 空しく 爲. 0 て、 恐懼 迷錯 仕る へし、 斯意を 亮察 

あらせられ、 一 旦歙 聞に 達し 玉、 さら は 何とか 哀斷も 

在らせら るへ し、 賤臣等 謹て 御 吿譫を 待ち 奉る と、 2- 

て關白 殿、 四 卿と 共に 直に 參內 あ. 9 て、 暮六 時に 及 ひ 

退 朝 あらせられ、 長 谷 卿 出 座、 監物君 以下 を 召させら 

れて、 宰相 父子 忠言 之 旨 趣 は、 御満悅 被，， 思 召， る、 然 

るに 此事 重大 之擧 なれ は、 諸 臣集議 の 後なら ては寢 

斷に 及せられ 難し、 監物 以下へ 密に 諭す へしとの 懇 

諭 あり、 監物君 返 出、 參 朝の 諸 卿 へ 謁、 勞を 謝す、 

A3 一  日 

〇 因 侯 今日 監物君 右 衞門介 を 引見 あるへ しと、 昨日 

彼臣安 It! 淸 一 郞 より 達し けれ は、 右衞門 介、 九郞、 義 


助、 先つ 小 松 谷へ 聚 り擬纖 して、 四 半時 本國 寺の 越-お 

に往 く、 困 侯へ^、 阿 二 侯 も 列して、 監物、 右 衞門介 

へ 接見す、 監物唱 へて 右衞門 介續て 詳説す、 阿 侯 問 

ふ、 遷幸 行幸い つれな やと、 因 侯 問 ふ、 八幡に て 軍 

議は 如何なる 事 やと、 其 他 稲々 論駁 あり、 終に 三 侯 は 

御 親 征の事 異論 あ. -と 察す、 議半 はに して、 水 11^ 餘躐 

郞麻呂 公子 は 病を稱 して 引 去る、 又、 九郞、 義助 陪席 

を 願 ひしに、 他日に 付す へしと て、 家老 荒 尾 千 紫 之 助 

を 以て 謝 拒す、 

五 H  , 

〇 德 3 隼 人、 昨夜 三條 家に 於て、 水 以下の 三 藩士 

と、 小 倉の 事 を大 議論に 及 ひしと 來 話す、 

六日 

〇 九郞、 義助、 男 也 水 藩の 原 市 之 進を訪 ふ、 談數 時に. 

及 ふ、 與侖； I を 約して 歸る、 

十二  n 

〇 右衞門 介、 上總、 關白 殿へ 出て、 建言 行 否 如何 を 

候す、 公私 かに 諭す、 公 建言の 3：： 徹 上し、 石淸水 出御 

の 聖旨 を 伺 ひしに、 格外の 窟斷を 以て、 大和 行幸、 神 

武の 御陵、 赛= 社を拜 せられ、 暫く 駐漦 あらせられ、 
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 世子 奉 勅 東 下記  

〇於，，學習院^^诚大納言、長谷三位兩卿ょり、 一 橋 卿 

へ 勅 畜を授 く、 

. 先年 來攘 夷之 儀 被 n 仰出ハ 於 n 幕府， 茂 奉 命 有" 之 候 

得 共、 今 以實備 難，， 相 立 T 追 々 時勢 切迫 之 折 柄 故、 隔 

意 有， 之候而 者、 至要 之 御 基本 難 n 相 立 T 深 被， 惱ニ袁 

襟， 候 間、 實備相 立、 人心 一 和、舉^^„^ニ叙慮|候樣、可 

レ有ニ 周旋 一 被 一， 仰 出， 候 事、 

武田 耕. 富齋 にお ゐて も、 前書 之 御 趣意 致， 1 貫徹 I 

候樣、 精々 扶助 可，， 申 付， 御沙汰 候 事、 

四：！： 十七：：： 

世子 周旋 を 以て、 一條 寺 村 曼珠院 の宮の 別殿 を 借. 9 

て 閑 宴 を 開き、 宗對州 侯、 水戶餘 四麻呂 君、 .E 內兵之 

介お、 及 ひ水戶 老臣 武田耕 雲齊を 招かる、 餘四 麻呂兵 

之 介 二君 は、 事故 ありて 謝， 之、 朝飯 後 筵 を 開き、 閑談 

夜に 及 ひ、 世子 五 時に 河原 街へ 歸る、 

此. お を 開かる ゝは、 世子の 微意 あらせら るゝ 事な 

り、 1 條寺村 は 地勢 高 陽 爽^に て、 四 明の 嶽を負 

ひ、 洛の 中外、 大坂 地方 まても 一 見 瞭然 たれ は、 建 

言 ありし 大學校 適當の 地形と、 且萬 一 も 都下 不虞 

の 事 あらん 時 は、 學校は 即ち 鳳 14 駐 の設 にも 成 


  二 育 

せらる へしと 譎認 あ. CN て、 有名 侯伯 及 ひ 國老の 意 

見 を 請 ひ 玉 はん 爲な. 9、 

五 二十 九日  • 

〇 兩傳奏 より 布令 あ hv、 

松 平 修理 大夫 殿、 先日 來乾 御門 御 守衞； 6,, 仰 付 匱， 

候處、 今 H より 御守衞 被,， 免 候 相 達 候、 就 而者御 

. 守 衞人數 之 詰 所、 假固屋 、無， 程取拂 可い お^ 之 候 問、 

右 取拂候 者、 薩州人 九 口 御門 內 往返 無,， 之樣 可， 被 

レ致 候、 

又 令す、 

松 ギ出羽 守 殿、 今日よ 乾 御門 御 守衞被 豕ぃ仰 候、 

七月 十四日 

〇 薩藩 上京の 事、 水 B,、 肥 後、 其 他の 諸 藩士 1 1 十八 人、 

轟 木 武兵衞 か 居所に 集 、いつれ も 上京 は 不服に て、 

持論 一 定 して 獻 言す へしと 決す、 我よ. y は 佐々 木 男 

也 出る、 

十八 日 

Q 巳 刻、 監物君 及ひ彈 正、 上總、 淸 太郞、 關白 殿へ 參 

す、議奏德大寺中納言、長ハ<^:三位、傅奏野宮宰相巾將、 

參政烏 丸 侍 從參集 あ..'、 公の 建言 中 御 親征の 一 事 を、 
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次 政彥淸 靱 

？之 太 

-fs 助 七郞負 


世 ほ 髮下 お. 

坂 城 之 規制に なら ひ、 攝州 之人數 は尼ケ 崎、 泉 州 之 

人 數は岸 和 籠城 之 事、 

I 八幡 山 崎. 堡塞御 取 建 之 事、 

1 驟， 口 大砲 二三 百門掛 りの 砲臺 急に 御 築かせ、 和 州 

之人數 出張 可 レ被ニ 仰 付， 事、 

1 和 田 岬ね 八 稷城を 築かせ、 海岸 無 國 より 人數 出， 

張 可 ビ被ニ 仰 付， 候 事、 

1 安治川 木渾 川筋 川口よ. 9、 山 崎 八幡 之堡塞 まて、 砲 

臺述績 に 築造 可レ 被，， 仰 付， 候 事、 

1 兵 庫、 堺之 町人 共、 急に 京都 わ 妻子 引 連立 返 候樣御 

沙汰 之 事、 

一 紀州、 阿 州、 淡路、 三ケ 所， £1、 堂上 方 御 一 人 宛 御 下 

向、 右 家々 之 守備 御 見 分、 委細 圖面 を以 可へ 被い 達，， 

歙聞  >  候 事、 

一 沿海 之國々 、土着 之士民 を以、 其 地 利に 據 b 戰守之 

策 を 建 候て、 奔命に 勞れ さる 樣可レ 被，， 仰 付 一 候 事、 

一兵 庫、 裸、 其 外 船 掛り之 宜き湊 にも、 軍艦 を 紫^ 候 

樑可， 被，； 仰 付， 候 事、 

1 將 軍御歸 府候而 は、 紳 州 腹心 之 京都 空虚に 相 成、 御 

備は 決而相 立不， 申 候、 是誠 神州 安急存 C 之 境に 


百 九十 八 


付、 今 一 應 朝議 被， 爲ぃ在 候樣、 志士 一 統舉ニ 懇願， 

候、 2^ 紀水三 家 之 內滯京 候 共、 萬 端之號 令" 將軍家 

御 同様に は 決 而行届 兼 可 と 奉い 考、 紳州 之御爲 

獻言 仕儀に 御座 候 付、 何卒 被，， 聞 食 分 - 可い 被つ 候、 

以上、 

癸 亥三 月 二十 二日 

前書 建白して 直に 桂 小 五郎 兵 庫の 牙營に 馳せ往 き、 

世子に報.5.す如ぃ左、世子の覽を經て國へ贈..^、 公へ 

上申す、 

右將第 急に 御 歸府之 沙汰 有 候 付、 不ぃ 得.， 止 兼々 

御 持論 之 旨、 私共 申談し 書付 相 調、 學習院 へ淸太 

郞、 關白 殿ね 小 五郎、 屮川宮 へ 男 也、 三條 殿へ 忠三 

郞、 姊 小路 殿. 2： 德輔 持參、 今日 者總御 參內に 付、 右 

五 通 共 直に 御銘々 よ h '、御所ね 御 差 出に 相 成 候 間、 

此段被 御 可.， 被， 下 候、 


岐松燊 

守 平^ 
內壹^ 


筑 
ほ' 7 


犬 尾 
山 州 


世子 舉勅柬 下お  ss, 


水 111' 

&•  口  f 


江 兒陽之 進 

原 市 之 進 

舯野 務 

土 肥 七 介 

河 毛 文藏 

土 肥 謙藏 

原田寬 一 郞， 

平 田 大江 


成 田 太 郞兵衛 河 合 源 太夫 


.H 部 筚太 安達 淸ー郞 

伊王野； 牛 六 沖， 採 三 

安達 土 肥 之 助 多 田 莊藏 

樋 口 鐵四郎 


十九 日 

〇 愿 州水戶 より、 將軍滯 京の 事 を 頻りに 周旋す る. H 

を 聞く、 

二士  一  H 

〇 攝海戰 守 御 術 

1 大坂 御城 外 曲 輪 御 舊復、 淀川 筋 を 御城 內ね 取込み、 

豐 公之 規模、 一 陪豁大 に 相 成 候樣に 被，， 仰 付 T 四面 

典砲臺 築造、 大砲 數十門 御 備置之 事、 

1 近 江、 美 濃、 丹 波、 其 外海 岸 無 .，之 國々 之 人數、 不レ殘 

大坂ね 出張 可， 被，， 仰 付， 候舉、 

1 尼 ケ崎、 岸 和 田 兩城は 坂 城 羽 露に 付、 有掛之 城よ 

,0 外. 押 廻し、 新 规に壕 を ほり、 躐蔡を 築き、 都合 


軍 參朝は 止みた. o、 事情 は 知らされと も、 昨夜れ：？ 一 

橋 以下 閣老 等參 朝し、 退て 又 1 一條 城に 往き、 紀水兩 侯 

も 俄 に 上 城し 論議 あり、 九 ッ 時 比 返 去、 閣老之 返き し 

は 今曉に 到りし 由、 而 して 今日 又 一 橋 を 始め 閣老參 

朝ぁ.^たれは、此後の參朝、賜暇之事も決す へ しゃと 

思 は る、 又 小 笠 侯 は、 昨夜 大 坂よ. 0 俄に 還. 0 登營ぁ 

,9、！^ 常なら さる 事な らん かと 思 はる ゝと、 

〇 京都 曙亭 にて 列藩 會議 人員、 

此會は 對人會 主にて、 各員 意晃書 を來る 二十 三日 

に 持し 集る との 約な りと、 乃 美 織 江 か 書翰に 見 ゆ、 

加州 福 岡 文 平 小川 幸 三 高木 守衞 

備後福 山犬 森 權兵衞 岡 田 求人 近 藤 求 馬 

溶 野 章吉 田邊 昌六郞 

律 深 井 半 右衛門 II； 波 明次郞 茨木 武次郞 

藤 井 鼎 助  ， 

蒲 五兵 衞 久野 良藏 

本 多 彥三郞 八 木 銀次郎 

喜 多 岡 勇 平 帆足彌 次兵衞 待 井 治 郞兵衞 

三 宅 彌次衞 門 岩 尾 忠治 堀江 庸 右衛門 

兒玉儀 左衞門 多 故 武五郞 


 . き t$ 勅 J ^下記  —I  

らす と、 阁て之 を關白 殿に 吿く、 殿下 謂、 如,， 是答辭 あ 

らは、 卿 等よ..^ 重て 督責 して 可レ 然との ことなれ は、 

明朝に 至.^ て 尙ほ責 問す へ しと 返く 由 聞 ゆ、 g§ 

rt 晷 

三月 朔日 

〇 伊藤 俊輔、 吉村 虎太 郞、 江 II； 浪士 黨首淸 川八郞 へ 往 

き談 す、 御 親 兵の 周旋 を依賴 す、 八郞諾 VN、 一 橋 卿 へ 

建白して 成否 を 報道す へ しと 約 VN、 

五： n 

〇 夕、 將軍之 命 を 以て、 一 橋卿參 朝して 拜謁を 奏請， 先 

年來違 勅之條 件、 且和宮 降嫁 處 置の 不條理 、掃 部 頭 若 

狹守等 か 奉職の 無狀 にて 譴責せ し事陳 上し、 其 他 種 

稷前罪 を 謝し、 因て 攘夷 之 事は將 軍へ 委任 あらせら 

れ たく 哀 奏せられ けれ は、 漸く 叙 盧も釋 し 允許 あり 

て、 梳卿は 翌朝 退 朝 あり、 是時中 川宫、 闊白 殿、 及 諸 卿 

陪列ぁ b と 聞 ゆ、 

〇 伊藤 俊 輔水瀋 人 二十 九 人 を 伴 ひ 上着し、 豐後屋 へ 

駐す、 

水 侯 今 H 着 あれと も、； 1^ ザ!^ 右人 員 か 願 請 

する は、 いまた 許 允 あらす と 聞く、 

吉 成 恒次郞 林 忠左衞 門 鳥 居 幾 之 助 


   ,s 九十え  

It; 渾又 右衞門 服 部 悌三郞 根本 新 平 一 

^ 澤 助次郞 同 龜三郎 榊 幾 次郞ー 

金 子 劳四郞 黑 澤 忠之進 菅 谷 八 次郞ー 

小 河 吉三郞  一 

以上 士  一 

:hn&. お こ. r 此 人橫濱 にて  一 

.3« 本 id お 之ィ夷 入 斬 数す  一 

鯉淵 右京 栗 田 源 左衞門 海老 潭孫 次郞ー 

和 智 惣次郞 大 越 忠之進 小 林 幸 八 一 

下野 淸助 鯉淵 直 右衞門 大 森 之 介 j 

岩 谷 敬 一 郞中野 仲 加 固 次 郞八ー 

同 庄介經  助理  介 一 

十三 日 

〇過日朝廷へ窺書を上，.^しに、付箋を以て^^<答ぁり、： 

今日 一藩 I 般 へ頒吿 す、  一 

舊冬勅 誌 を以被 n 仰 出， 候 攘夷 之 趣、 將軍家 最早 御 

請に 相 成 候處、 追々 御 參內も 有 VI 之、 期限 何月と 御 

一 決に 相 成 候 儀に 御座 候 哉、 奉レ 伺候、 

付 等，. 1  .< 

四 R: 中旬 御 決定 之 事  一 

十八 =  一 

〇星 野久 民より 小幡彥 七. .21 報し 道 ふ、 明 十九 c« の將ー 


二  朔日 

左 之 朝 令 下る、 

近頃、 無名 之 投書 者， 元來從 n 國忠 正議 My ィ i 心底， 

相 起 候 儀に 候 得 共、 却而 人心 可， 至 二 騷擾， 候、 殊に 

去月 1 一十 四ば 夜 、園 白 殿、 靑 連院宮 、前關 白 殿、 其 外 

兩役 家に 投書 有 vW 候、 昨年 十 一 月 薩長 土 之 三 藩 申 

立 之 f 妒儀も 有， 之 候 次第に 付、 諸 藩士に^ 右樣之 

儀 致 候 者 は、 尤有， 之 間 敷 候 得 4^ ハ、 何人 之 所作に 候 

哉 、取調 有レ之 度、 關白殿 被 候 事、 

但被レ 塞 二言 路， 候に は 無 vN! 候、 以來致 ニ吿訴 一度 

儀 も 有， 之 候 はゝ、 書，， 姓名， 其 筋 わ 可，， 申出， 候、 

其 上 御 採用 有無 者、 朝廷 之御處 置に 可,， 在,， 之 候 

重役 一 人 を 學習院 へ 召す、 今日 辰の刻 毛 利 登 人出 仕 

し、 此令書 を下授 す、 

二十日 

〇 世子 建言 書 を隨白 殿へ 持し 上る、 - 

今般 非常 之袁斷 を 以て、 倒 海の 大寇 を掃據 f 除し、 

皇國之 武威 を 八 蠻に御 輝し 被， 爲遊， 度 思 召に 付て 

は、 必竟御 親征を も不レ 被， 爲 1:;, 遊て は 不，， 相 叶， 


御 時勢と 奉 n 恐察 _ 候、 癸？ 以來 度々 伊勢、 加 茂、 石 

淸水. 、摘； ^安民 之 御 祈願 被，^ 爲， 遊 候 事に 候 得老、 

揭共此 度懷夷 期限 御 決定に 相 成 候 上 は、 IS 很 5 决 m 十 

早 奉幣使 御發遣 有，， 御座， 度、 |?^之就，中加茂神社 

は、 御 間近き 所柄に 候 得 者、 非^ 之 御 破格 を 以て 御 

社參 被， 爲， 遊、 且泉涌寺，£:も御參詣§|||£^!御被 

爲， 遊、 御代々 檨之叙 靈に御 報告 無，， 御座， §f て 

は 不二 相濟ー I、 叶 儀と 奉， 存候、 是儀は 大堰、 嵐 山 等 

之 行幸 之 類に も 無，， 御座 T  §f 未 首 有之大 恥辱 を 被- 

レ爲ぃ 雪、 皇國を 堅 磐に 被， 爲ぃ固 度、 御 孝敬 之 御 至 

誠、 四海に 顯赫 被， 爲， 在 度、 所謂 大 行 健と 申 儀と 奉 

レ存 候、 加 茂 泉 涌 寺 之 御參詣 は、 即御 親征御 巡狩 之 

御 基本 1:; にも 可.， 有 二 御 鹿 有 草 莽之者 共、 鳳翬 

翠華之 御. 餘光を 奉い 仰 候 得 は、 いか 計 か 感激 奮 興 可 

レ仕、 攘夷 之 御大 業 自レ是 して 相 立 可レ申 哉と、 不 

ゾ堪， 一 嘆 f 嗟 願 之 至 一 奉レ存 候、 

廿七 nn 

〇 學習院 に 於て、 姊 小路 等 諸 卿、 一橋 卿越老 侯へ 接 

し、 御 親兵處 傲し 難き 理由 あり やと 詰問す、 一 橋 以下 

答 ふ、 列藩に て彌情 願に 出る 事 なれ は 障り あるへ か 


, 世子 牵 g 束 下お 
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堂に 被，， 爲レ在 候而者 決而難 二相 成ハ 不日 に 屹度 御 返 

け 可， 被， 遊、 全體御 新政 之 初に 付、 殿下 樣 はしめ、 

御 役人 樣方 不，， 及 二 申 上？ 御堂 上方 御 一 體、 遠大 之 御 

志、 深遠 之 御 策略な く而 者、 決而 一 新 難 二相 成-候、 

たと へ 衣冠 之 御 方と い へ， とも、 奸賊に 使 令せられ 

候而 者、 實に國 家 之 蠹賊と 云へ し、 就而者 反覆 之 御 

方 は、 1 一公に 限らす、 速に 御 遠け、 第 一 忠良 之 御 方 

を 御用 ひ、 言語 を 御開き、 朝廷 を 御淸め 被,. 遊、 今日 

より 斷然 架敢 之御處 殺、 非^ 之 御 新政、 朝議 確乎と 

して 御 動な く、 千載 之 御 はかりこと 屹度 御 定め 可 

レ被， 遊 候、 申 上 候 迄 茂 無， 之、 幕 威に おそれ 候 もの 

の說 に、 決 而御惑 ひ 無， 之 樣伏而 奉，， 願 上， 候、 誠 恐 

誠 惶頓首 敬白、 

上包進藤腿3^後守殿 

諸 大夫中 封， 之 讎御披 W 

二十 七日 

〇 京都 翠紅館 、き會 集 人員、 

肥 後 藩  . 

住 江 甚兵衞 宮都 鼎藏 佐々 淳 一 郞 

山 田 十郞河 上彥喪 


土 州 藩 

武 市 半 1^ 太 1^ 井 修次郞 

對 iHir 藩 

多 田 莊藏 青木 達右衞 s: 

津和野 藩 

福 羽 文三郞 

水 藩 

梶淸次 右衞門 下 野 牮次郞 

山 口 德之進 住 谷 七 之 允 

高 孝藏林 五郎三郎 

大野 謙 助 西宫 和三郞 

林 長 左衞門 赤須銀 三 

, 長 藩 

中 村九郞 佐々 木 男 也 

松 島 剛藏寺 島 忠三郞 

世子 從士 中より 

神 村 齋宮 大和 彌八郞 

志 道 開 多 

此日 世子 郊遊、 翠紅館 近 側 を回步 あ.. > 

^せられたり、 


金 子 舆次郞 

大 胡聿藏 

岡 部 藤 助 

川 又才助 


久坂 i 瑞 

長 嶺 內藏太 

し、 俄然 此席 へ 


出， 候 御 時節、 長々 引 籠居 候 段 恐怖 之 至に 付、 辭表 

可，， 差 出， 哉 心配 罷在候 折 柄、 昨曉 門前 投書 有い 之、 

則 別紙 之 通に 候、 右 之 通 失，， 人望， 居候 而、 此儘勸 仕 

仕 罷在候 而者恐 入 候 儀、 人心 茂不， I 居 合？ 遂 汚，， 朝 

威， 候に も 到り、 此 上重疊 恐懼 之 事に 候 間、 辭役願 

之 通、 速に 被，， 聞 食， 候檨 仕度、 猶又 不，， 心 付， 賄赂不 

正に陷候儀茂^^,之候者、 嚴 科に 被 レ處候 共 聊遺念 

無ノ之 候、 何卒 以ニ御 憐愍： 願 之 通 速に 被，, 聞 食 i 候 

樣、 宜敷預 n 御沙汰， 候 也、 

正月 二十 六日  實 愛 

坊 城大納 言 殿 

野宮 宰相 巾將殿 

右 は 同日 彼 卿 雜掌縣 勇 記より、 佐々 木 男 也へ 添書 左 

の 如し、 

^寡 君 事 御 役 方 之 儀に 付 御 医輔 被レ 下、 於，， 賤臣， 重. 

疊舉 --滅 謝-候、 然處 一 昨日 は 門前に 投書^,, 之、 寡 

君不德 之條々 書 載 有， 之、 誠に 驚愕 之 外 無二 他事， 

候、 實に賤 E 共 も 不行屆 之 儀と、 深く 愧入候 事に 御 

座 候、 右に 付 寡 君 今般 辭職之 上表、 別紙 之 通 差 出 候 

事に 御座 候、 兼々 御盡カ 被い 下 候 御 事故、 僕よ. 0 右 


之 次第 中 入 股候樣 被， 命 候、 

正 e:  二十 六日 

佐々 木 男也樣  縣勇記 

〇 是時靑 蓮院宮 への 投書、 

恐ながら 謹 而舉二 申 上， 候、 近來御 役人 様 方 御不德 

に 西り、 萬 機の 事 日々 姑息 偷 安之 御處 置に 涉り、 宇 

和 島 之 邪 說に御 まと ひ、 懐 夷之 事 を 初め、 萬事關 

之處 置に 任せ、 滯京之 大名 等 者 其國々 へ歸候 而も 

宜杯與 之說、 御唱 へ の 御 方 不ぃ少 、甚 敷に 至. -而 者、 

野史 太平 記 等 之 如き、 大に 名分 を li^h- 候 事に 均し 

き 說を御 唱之御 方 も 有い 之よ し、 不忠 不孝 無 n 此上 I 

事、 實に國 賊と言 へ し、 其 上 御 築地 內 賄賂 横行 等 之 

說も有 、有志 之 士大に 51^: を 失 ひ 候、 中 山 卿 正 親 

町 三 條卿等 は 先年 久 我家 之 反覆に 御隨 ひ、 逆贼酒 

井 若狹守 等ね 御内 通 被， 成 候 儀、 衣冠 之 御身と して 

奸贼に 使 令せられ 候 事、 其 本 をニッ にす るの みな 

らす、 不忠 不德 I？！、 實に御 罪科 ある 御身、 今 W に 至 

.=^、 ぃまた御改心無^^、表には正義を御唱 へ 、內實 

は 因循 之說 御主 張、 賄賂 等 茂 數多御 受納 相 成 候 由、 

凡 世に 反覆 程 罪 犬なる 者 無， 之 候、 如， 此御 方々 廟ー 


世子 泰勑東 下 Si 
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日 當御地 參着仕 候、 此段申 上 候 以上、 

大 留守居 乃 美 權右衞 門 持参、 

江戸へ 贈 致^ 府へ 報告、 

大膳大 夫 嫡子 長 門 守 儀 、去！：：： 一 一十 八日 京都 着 仕、 學 

習 院ね被 二 召 出？ 御用 之 趣 傅 奏議奏 方 b 申 上 候、 此 

段 申 上候樣 大膳大 夫よ b 申 付 越 候、 以上、 

名內 

正月  一  I 

文久 三年 正月 三日 

〇 舊臘 二十 九日 勸修寺 家よ，. > 命 を 傅る を 以て、 今 巳 

刻 世 ォ參朝 あり、 先つ 勸修寺 家に 抵. o、 時期 を 候して 

參す、 鶴 間に 候す、 至尊 小 御所へ 出御、 傳奏の 卿 誘 ふ 

て 同所 取合、 廊下 北側へ 坐す、 世子 赏 首へ 接し 禮謝 

す、 而 して 太刀 折紙 を 持し 獻す、 之 を 中段に 備 へ 廟 へ 

進み 龍 顔 を 奉， 拜、 於，， 中段， 御 杯 を 賜、 又 取合、 廊下に 

於て、 特別の 叙 旨 を 以て 御衣 を拜 賜す、 畢て靡 香の 間 

に 於て 關白 公へ 謁し、 又 鶴の 間に 於て 謝 辭を陳 て 返 

く、 勸修寺 家 へ 至り 拜 謝し、 關白殿 及 ひ 傳議諸 卿へ 往 

て 謝す、 

攘夷 勅靛に 付、 彼是 國忠 周旋、 深御滿 足、 叙 威 之 御 


  s 九十 二 

事に 候、 尙亦 爲，， 國家， 盡カ之 儀、 賴被二 思 召， 候、 仍 

以，， 別段 之 叙 慮； 賜，， 御 农之御 古， 候、 蠻夷等 之 俄に 

付、 自然 出陣 等 も 有， 之 節 者、 直垂 陣羽織 之 類に 着 

用 可.， 有， 之 由、 御沙汰 候 事、 

正月 

是日德 山 侯 隨從參 朝 あ h^、 

沙錄 (柏 村 氏 之抄錄 なリ) 

© 校 者 云ぬ 本此間 前段と 全く 同文の 御沙汰 書^ 載す 今 省略す 

御衣 

一 綾 御 下 襲、 

表白 綾、 紋小 葵、 裏 附子金 板 引、 

以上 

二十 六 = 

〇疋 親 町 三條卿 嫌疑 ある を 以て 辭表を 出す、 又靑連 

院宮 へ も、 道路 之 誹議 ある を 以て 朝 命 あるに 至る、 

暗 5^, 實愛浴 二 聖恩 T 嚴 常； 之 御 役 勤 仕 候 段畏入 候處， 昨 

年久我入^?^以下御^之節、不束之次第深恐縮、退役 

相 願 候 得 共、 以，， 寬大之 御沙汰， 被 二 召 溜？ 恐 入 候 得 

共 勤 仕罷在 候處、 去 十三：：： 以来 所勞 i 旭 居、 今以出 

仕 之 期 も 難， 計、 不，， 容易， 御用 忽 劇、：：： 參等茂 被 n 仰 


煮て、 與 へて 飢を補 はしめ、 朝四ッ 時よ. 渡 を 始め 

て、 今夜の 五ッ 時に 漸く 渡り を畢 へた. 9、！？』g^p 

此 -レ 贊し 

f， 

0 今日 大 井川 逯 渡の 時、 暴 塞 風烈を 凌き、 他に 抽て衡 

勵せ しもの、 士 以上 は 波 多 野 余 吾， 小 笠 原太郞 兵衞、 

高木 猪 三郞、 久芳 宇內、 篠窪庄 右衛門な り、 士 以下 は 

醫：之 進、 IP  ，-平 四郞、 ほ 韻、 來 重藏、 $5、 又 目 付 之附隸 

助 市、 源 太、 勇藏 なる を 以て、 目 付 役 小 倉 宗右衞 門 之 

を 上申す、 後 褒賞 あ， 5、  , 

十九 日 

二十日 

二十 一日 

二十 二日 

二士  二日 

二十四日  . 

二十 五日 

二十 几 日 

〇 今 曉七ッ 時世 子大津 驛を發 し、 辰 上刻 京に 到る、 直 

に  <ム の 旅館 へ 謁し、 乃ち 學習院 に 出 候す、 傳奏 議奏兩 

官へ 謁し、 復命の 項如レ 左、 


從 n 京都， 被，， 仰 含， 候 勅 ま：： 之 通 遵舉致 候 付、 猶又宜 

敷、 是迄段 々周旋 大儀に 存候、 

一 御 赦宥之 儀勅詖 通り、 國事之 爲罪禍 に 罹. -候者 者、 

一人 も 洩れな き樣 列藩へ も 相 達 候 問、 取調 之 上 御 

沙汰 可い 有 候 事、 

1 尾 張 前 大納言 殿國事 政務 方 御 取掛の 儀、 御 直に 御 

沙汰 有" 之 候 事、 . 

一 攘夷 之 叙 旨 遵奉 之 儀 は、 委細 勅使へ 御 答 可 レ之 

候 事、 、 

世子 返て 又 公館に 抵 、復命の 事を畢 たる を 報し、 未 

の 上刻、 預 構の 旅館 妙滿 寺へ 歸る、 

所 司 代， 51 報告書、 

口上 之覺 ■ 

大膳大 夫 嫡子 長 門 守懂、 去 九日 江戶發 足、 今日 當御 

地 着 仕 候、 此段 备檨迄 宜，, 申達 ， 之 旨に 付 參上仕 候、 

何分 可：， 然樣被 二 仰 上-可.， 被.， 下 候、 以上、 、 

名內 

十二  二十 八日  乃 美 權右衞 門 

議奏 方へ 報 申、 

大膳大 夫 嫡子 長 門 守 儀、 去 九日 江 SS 發足、 今一 一 十八 
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十二月  I  I 

此事は 世子 江府に 在らせら る、 中に、 桂 小 五郎 を 越 

邸に遣はし、豫しめ謀らしめ、|^侯の內旨ぁりて、 今 

B 幕府 へ 呈 せらる、 

此 事に 因て、 又 守 觀線內 の 地方 を、 吾 藩へ 一切 預 借し 

たきこと を も 論した hs、  越 邸 人 の 口 

氣に は、 守禦地 一 般 となれ は、 數十 里に 涉り 難事なる 

へ けれと も、 兩三村 許を預 借の こと は、 允許 も 難 かる 

へからす と、 政 之 助 又 論して 云 ふ、 我 長 藩の 民 を 率 ひ 

て 攝地を 守 観し、 攝 民は釉 手して 戰闘 を傍觀 せし む 

.0、 無 條理之 制度 は廢棄 して 然るへ し、 夫預 借地の 大 

利なる は、 進 返擒縱 の權を 我に 握り、 之を敎 導して、 

たと へ は 西 宮の界 より 乃至 一 ノ 谷十餘 里の 間 村々 ま 

て、 丁壯 のお を 撰 ひ 銃隊を 編し、 一村に て 一 小隊、 或 

は 二三 小隊 を 設立し、 藩士の 此 術に 長した る もの、 每 

隊 一 1 一人 を 出して 指揮せ しめ は、 有 レ事時 は 一 方面の 

防 饌に當 つ へし、 獨り 守衞 地の みならす、 沿海の 諸 

州 悉く 此 法に 傚 はゝ、 防 観の 法 も 自ら 立つ へし、 此意 

を 以て 幕府へ 說 得せん こと を擬議 す、 


十二 日 

十三 日 

十四日 

〇 吉原驛 に 泊す、 

十五 日 

〇 江 尻 驛に駐 す、 

十六 日 

〇 今夕 は 藤 枝へ 泊駕 の預定 なれと も、 雨 兆 ある を以 

て 島 田へ 踰て 宿す、 

十七 日 

〇 島 田驛に 駐留す、 大 井川 水 漲に て、 徒涉を 阻む を以 

てな り、 

十八 日 * 

〇 今朝 大 井川 渡 を 開 を 報す、 即ち 駕を 促し 岸に 到る、 

初め 江 5, を發 せし よ b  、牢晴 Jfi 旬、 天 春 候の 如くな り 

しに、 日來 の雨氣 候を變 し、 俄に 塞烈 とな. 9、 富嶽の 

烈風 人 を 倒し 砂礫 を 飛し、 塞氣 人肌に 砭 して、 异 夫の 

羅 刹の 如き も、 冷 萎して 涉に 赴く 能 はす、 因て 近 村の 

薪 木 を 購ひ聚 めて、 堆 して 三 山 を 作り、 火 を 焚き 温 を 

取. o、 又 酒 大薛を 開き、 縱に 酌て 飮 しめ、 大签に 粥 を 


福 原 內藏之 允 佐々 木 庫太 

稻 田次郞 

銃隊 十六 人補備 鼓手 五 人 • 

一隊 

士官 橫 山 重五郞 進 吉太郞 

國 負 直 之 進 天 野 淸三郞 

前 原 忠太郞 

銃隊 十六 人補備 鼓手 五 人 

此 旅行、 足輕； ^合する もの 不足に 付、 中間の 者、 銃 技 

に 習 ふ もの を 撰み、 足輕 雇に して 補 入す、 是を 補裨銃 

手と 唱ふ、 前に 見 へ し鈹手と伍したh^、 

此 旅行 は 行軍の 規制 を 用 ゆる 故、 ^生 乘輿を 允す 格 

. の 者 は ； P ハ又之 外 は 乘駕を 許さす、 若し 病疾 

等の 者 は、 驛 雇の 肩 輿を備 へ 、願に 準して 之に 乘るを 

得せし む、 其方 法 は 略す、 

十日 

〇 品 川 驛を發 し、 程ケ 谷に 宿す、 

十 一 日 

〇 今曉 世子 俄に 小姓 兩 三人 を 從へ、 馬に 騎 して 鎌 倉 

に往 き、 覺 阿 公の 墓に 樊し歸 る、 蓋し 神に 吿る 深意 あ 


..^ と 開 ゆ， 

程ケ谷 を發し ^蒙 

〇 大膳大 夫 引 請 兵賺表 御警衞 所に をいて、 陣屋 地 見 

込の 場所 五ケ所、 御用 地に 被 n 仰 付？ 御 H? 渡 被，， 成 下， 

候樣 にと、 安政 五 午年 以來 追々 申出、 萬延元 申年に 至 

.9、 大坂 町御舉 行に て 御 収調屮 に 候 問、 右 御舉行 へ も 

申立 候檨可 V 仕 旨 御 達 有.， 之、 大坂 表に 於て. &立 候處、 

五ケ所の 內、 打， 出 村に て 一 ケ所、 五 千 四百 三十 三 坪、 

道 敷 二； 白 五十 坤、 東- 須間 村に て 一 ケ所、 三千 七 四十 

坪、 道 敷 三 西 七十 四 坪、 同所 御 林 之內ぼ 坪、 御 引渡 相 

成、 陣屋 Si 調、 人 數差出 置 候 得 共、 地所 手狭に 付 差 支 

も 存.， 之、 且又 今般 懷 夷之 懂被ニ 仰 出-候に 付而 者、 御 

警衞向 精 々 手厚く 仕度 奉い 存 候に 付、 殘三 ク 所せ ハ単速 

御 引渡 被，， 成 下， 候樣 奉い 願 候、 若 三ケ所 一 同に 御 引渡 

難，， 相 成， 候 は、、 三 ケ所之 內別而 肝要の 場所柄、 筒井 

原 田 上野 三ケ村 出合 之 地 一 ケ所之 儀 者、 何卒 格別に 

御 評議 を以、 早々 御 引渡 被，， 成 下， 候樣 仕度 奉：， 存候、 

此段大 坂 町 御 奉行所， も、 御沙汰 被 n 仰 付， 被， 下 候 は 

は、 彼 表に 於て 猶又 申立に て 可， 有，， 御座， 候、 旁 之 趣 

奉 レ願候 以上、 
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田 中 龜之進 渡邊 吉. 熊 

伊藤 百合 五郎 

銃隊 十六 人補備 鼓手 五 人 


士官 乃 木 初太郞 湯 原 永三郞 


百 八十 八 


粟屋 荒 之 進 喜 多 村 利 七" 

中 村 初三郞  1 

銃隊 十六 人 補 備鈹手 五 人 

士官 矢 田 求 馬 小 倉 衞門介 一 

馬屋 原 潤 助 遠 田 久米之 介 一 

田 中 政 之 助  一 

銃隊 十六 人補備 鼓手 五 人 . 一 

助藏 松 浦 富 太郞ー 

卯 一郎.  " 
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隊 
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羽 仁 又 左衞門 岡 部 仁 之 助 一 
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世子 舉勅東 下 as   ,   百 八十 六 


十 曰 

〇 桂 小 五郎、 來島又 兵 衞か京 邸へ 報知 書、 

1 此度 若殿 檨御 途中 御備之 儀、 武備 專 一 にして 虛飾 

を 省、 精々 實 用に 叶 候樣、 組立に 被 二 仰 付 一可 レ 然と 

の 詮議に 及 ひ、 御 伺 申 上 候處、 伺 之 通可ン 然との 御 

事に 付、 先蹤 に不， 拘、 翁 之 專業衆 を 中堅 隊 とし 

て、 外 は 銃 隊八隊 、其 外在 江 SV の 御 人數を 以て、 可 

成に 組合せ、 行軍 之 心得 を以、 御 休 泊 も M 數を縮 

め、 御 道中 諸 沙汰 都合、 別而 一 括 之 通 取 計 申 候、 右 

者 其 御 地へ 御 伺 之 上、 御沙汰 可 二相 成， 儀に 候へ と 

も、 右 掛.. > 往返 之 間 合 無， 之に 付、 愛 元 限り 決着 仕. 

候 儀 御座 候 間、 程克 被，， 仰 上， 可 レ被, 下 候、 

〇 世子 上京 從衞 左の 如し、 

淸水美 作 根 來上總 

毛 利 登 人 井上 小豊後 祌村 齊宫 

木 梨 彥右衞 門 木 原 又 右衛門 柏 村數馬 

八 木 単 雄 H 野 央 河内 山 兵 衞 

岡 部 行 馬 小澤 伊織 櫓 崎殿衞 

冷泉 諫吾 柹並 半兵衞 粟屋 織 江 

永 田 遜 中 山 澄 江山 形篤藏 


小 笠 原 太 郞兵衞 井上 彌右衞 門 

仙 波 三 郞兵衞 內藤謙 助 

山 內 友 之 進 


原 田 豊寺內 外 記 飯 田 余 之 助 

林 彥五郞 夭 野 小太郞 河 村 養 現 

竹 田庸伯 桂與ー 右衞門 岡 正藏 

田 中 庄左衞 門 永 田 竟 照 木 村 治 右衞門 

河 上休與 

祖 式次 郞兵衞 

村 井謙藏 

永 田 瀨兵衞  _ 

兼 重讓藏  _ 

有 地 志^ 摩 

小 倉 宗右衞 門 

增 野 善兵衞 佐 市太郞 

阿部 諒坂 章藏 

波 多 野 金 吾 

以上 中士 以上の 在職 員な り、 下士 は 略 v^、 以上の 諸 

艮、 其 職務 は IB- 職なる を 以て 錄 せす、 只 旅 中の 要務 を 

帶 する もの 左に 揭く、 

淸水 作 は 旅 中 諸事 沙汰 を 仰ら れ、 老 職な. 9、 

根 來上總 は 原 職 ある を 以て、 家老の 供奉す、 

毛 利 登 人 は 記 錄所役 を 兼務す、  , 


に 決し、 是 H 東海道、 中國路 i" 赚鮮鷀 、今 

11 お： ^しへ. も驛々 へ 、憩 泊 a 期豫 約の 使 江 II； を發 

す、 宮原 a 次郎セ n  、格 (マ、〕 部 組 

t 順 < 、福ぬ 組 又四耶 なり、 

夫人 歸國 の發輿 も、 本 月 二十 五日と 定められ たれ 

は、 其 憩 泊 豫約を も 兼し めたり、 

八日 

宿 割 役 增野善 兵衞、 平佐吉 太郞、 先 荷 支配 阿部 諒を先 

っ發 せし む、 

〇 水 中納 言、 父 卿 遺志 繼述 可.， 有い 之、 先達 被 二 仰 出， 

候 通 之 儀に 付、 來赛 大樹 上洛 之 節、 隨從 上京 有レ之 

候樣、 且 同家 家臣 武田 修理 始、 正 議之輩 之 儀 者、 戊 

午以來 忠誠、 兼而 達， 1 叙 聞， 候 間、 巾納 言上 京 之 節 1 

右 正議之 輩、 谷 召 具有.， 之、 猶又 遺志 繼述之 趣意 輔 

翼 可， 有 樣、 內々 御沙汰 候 事、 

© 校 者 云 以下 恐く は 九月の 條 Li 入る へ し 

京 邸の 山 H 宇右衛門 以下より、 江 II； 邱 世子 從 行の {.1 ハ 

la, 九 郞兵衞 以下への 書翰、  . . 

來春御 上洛 之 節、 水 1!； 中 納言樣 御隨從 御上 京 有レ之 

- の御內 沙汰、 別紙 一通、 昨 八日 朝、 中 山 殿よ 

御 渡に 被 f 相 成 候、 尙又關 束へ 御沙汰の 儀 は、 同 


日 武傳へ 御 達 相 成 箬に候 得 共、 此御 方よりも 江戸 

へ 申 越 候 は 、 、水 藩 へ 應接之 心得 も 可い 有い 之と 被 一一 

仰閡， 候、 朝廷よ， - 御沙汰 被" 爲" 有 候 儀に 付、 屮納 

言 樣來春 御上 京 之 俄、 於ニ關 束-元よ 御不" も 有レ之 

間 敷 候 得 共、 水 藩奸黨 結 之 勢、 尋常 之 • に 無い 之、 

右 御沙汰 書に 相 見 候、 武田 修理 其 外 御供 之儎、 例 之 

塵 塞 之 掛念も 有 、水 藩 一 條は小 五郞様 最初よ 

御關 係、 尙 今般 之. 御沙汰 も 御 盡カ之 程 相顋、 此往 

御 周旋 心 も 可い 有い 之 候處、 當節は 勅使 も最単 御發 

輿、 左 候 へ は _ ^殿様 御 復命 可い 被い 遊に 付、 小 五郞樣 

御供 にても 可 レ有レ 之 哉、 御 地 之 御手 分 更に 不二 相 

知- 候 得 共、 いつれ 當分は 御 一 兩人 御滯府 可， 被， 

成、 且小幡 彥七相 詰 居候 儀、 旁 御 練 無い 之 事に 候 得 

4 ^ハ 、被 二 仰 合： 中 納言樣 御上 京 之 節、 武田其 外 有志 之 

面々 御供に 召 連 候樣、 御 周旋 可， 被、 成 候、 水戶 一 藩 

再 造 之 機、 此 一 擧に可 レ有ニ 御座， 候、 略、 

十二月 九日 

九日 

〇今朝六半時、世子江戶櫻田邸を發馬ぁらせらる、今 

^^品川驛に泊す、 


世子 奉 勅 東 下 
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世子 舉勅柬 下 iSi  

爲 したき を 諭せられ けれ は、 志 道 久坂を 紙 候せ しめ 

んと 約す、 因て 前數員 は、 明日 二 卿 出營の 時陪從 せし 

めんと 報 申す 

〇 松 延次郞 勅使の 館 を 出て、 二十 四 H 以來 還らす、 姊 

卿 怒て、 彼れ 還る を 待て、 直に 京師に 放 還 せんとす、 

柳 川 左 門、 亦 介に 托し 卿へ 辨 解し、 其 罪 を赦さ れんこ 

と を 請 ふ、 亦 介歸て 同僚に 謀る、 皆議 して 云 ふ、 延次 

か事爲 頗る 不律 なれ は、 卿の 意に 任し 可い 然と、 此旨 

を支瑞 よ.， >  柳 川に 答 ふ、 

〇 勅使 館に て、 亦介會 藩士 小 森 久太郞 へ 接す、 彼 云 

ふ、 島 禅家の 京 城 守護 職を議 し、 竟に外 藩の 不和 を 酸 

す へ しと、 且其 名義 も 協 はすと、 贵藩土 藩 も 同職と な 

れは言 を容れ すと 云 ふ、 亦 介 答 ふ、 朝廷の 撰擧に 出る 

ことなれ は、 何 そ 異議 を 抱かん、 弊 藩 は 退て 封 疆を固 

むことの 外 他な しと、 彼 云 ふ、 否々 事情 如レ此 なる へ 

からすと、 心中 甚不滿 の 色 あ ，0、 

〇 在 邸 士卒に 吿く、 學習院 の 事務、 成否 已 迫れり、 邸 

中の 諸 臣等銃 技を勉 鼬し、 一 旦變 あら は 急 應の備 怠 

る 勿れ、 世子 若 上京 あら は、 直ちに 護衞に 充られ へし 

と、 


百 八十 四 

〇 幕 令 あり、 吉田寅 次郞か 親族 一 人、 明朝 まてに 登營 

す へ しと、 

〇 板 食閣老 よ..^  §H 守 居 を 召 ひ、 赦 罪の 件に て、 列藩へ 

布令の 草案 を 以て 吾 世子へ 煤る、 持せ^！り之を君前 

に議 す、 世子 異見 あ て 付 鐘して 直に 還す、 閣老受 て 

猶 評議す へしと な， 5、 

十二  R: 朔日 

二日 

〇 世子 召に 因て 城に 上. 9、 將 軍へ 謁兒 す、 將軍 口つ 

から 勅旨 遵奉す へ き 旨 を 諭し、 手つ から 刀 を 賜 ふ、 

將 軍よ b 勅答の 辭、 且閣老 よ，^ 奉 勅の 旨 趣、 三條の 

口論 書 は、 後 二十 八 H 世子 於， _ 京師 一 復命の 條 下に 

悉す、 

三日 

四日 

五日 

六日 

勅使^ il^ 江戶發 輿、 

七日 

世子 は 本 月 九 H を 以て 東 邸發； 上京 在らせら る、 


敷、 兼 而御同 存之趣 老中 共よ， り 申 聞 候、 前 以御談 し 

に 不レ及 爲ニ取 計 一 申 候、 以上、 

十  一 s:i 1 十日 

〇 在江戶 邸の 政 員 等 建議して、 世子の. 旨 を 取る、 如 

レ左、 

攘萸之 叙 旨の 徹と 不徹と を不レ 論、 戰亂は 必至の 勢な 

う、 然るに 江 5, 府は 第一 の敵銜に當.5、吾^:«邸の士卒 

も 限 b あり、 殊に 公の 不在 は、 寡少の 人數 にて 嚴備は 

爲し 難し 、齋藤 篤信 齋 か 五男 新 太郞は 、槃劍 術 超 群 の 

者に て、 久しく 吾 邸に 出入して、 藩士の 業 術 を 激鳓敎 

習す る を 以て、 之 を 招聘して 藩臣 とし、 益肆 業せ しめ 

たく、 且つ 篤信 齋か 宿願 ありて、 我 か 葛 飾 園 地 を預借 

して、 屯田の 法 を 傚 ひ、 其 人 を 以て 關東 潜伏の 志士 を 

給養 網羅し、 1^ 日 は 力 耕 を 以て 筋骨 を 養 ひ、 有事の 時 

は國 家の 用に 供 せんとす る も、 其 願 llni 擬議 中に て、 い 

ま- 決せされ は、 此事は 公の 旨 を 取らされ は擧 行し 

難く、 先つ 篤信 齋は新 太郞か 後見と して、 賓禮を 以て 

同居せ しめ、 鶴步 邸に 寓居せ しめ、 葛 飾 園 開墾の 豫謀 

を も 考究せ しめ は、 外 は 篤信 齋か 計較を 以て 數 Kn の 

精兵 を備 へ 、內は 新 太 郞か勉 力 を 以て 壯士 を振勵 し、 


江府の 警備と 爲す へしと、 世子 其 旨 を 可して 左の 如 

く 令せ しむ、 

齋藤 新太郞 

右 兼 而劍術 拔群之 由 相 開、 御家來 中執 心 之 面々、 

追 預，， 引 立 - 候 付、 此御方 へ 被，， 召 抱 ， 候條、 彌以御 家 

來引立 候 様 被，， 仰 付， 候、 尤被， 下 米 其 外 之 儀 は、 追 

而 何分 之 沙汰に 可 レ被レ 及 候 事、 

资藤 篤信 齋 

右 此度新 太郞事 被，， 召 抱， 候付而 者、 御手 前 事懷、 此 

御 方 被ニ罷 越： 同居 後見 被い 致 候 樣有レ 之 度、 尤新太 

郞事、 當 御屋敷 詰 被 n 仰 付， 候 付、 御手 前 御 isli. は、 鶴 

步御屋 敷ね 引越に 致、 積年 志願 之 砂 村 開立 志 撫育 

之 手段 被， 致 候 は、、 砂 村 御 預之儀 者、 追而 何分 之 

沙汰に 可 レ及候 事、 

二十 六日 

〇 亦 介 勅使の 旅館に 謁す、 聞く、 大樹より 橫瀨 山城 守 

をして、 明日 勅使 出 營の事 を 報す と、 

〇 勅使 三條 卿へ 長 嶺內藏 太、 寺 島 忠三郞 、槍 崎 彌八郞 

を、 姊 小路 卿へ 志 道 聞 多、 久坂 玄瑞、 佐 世 八十 郞を祇 

候せ しめん こと を 請 ふ、 條卿 は諾レ 之、 姊卿は 二人に い 
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〇 今 簿晚、 桂 小 五郎 京師より 歸る、 京師の 近 變 移す 

る こと も 無 けれと も、 間々 有志 輩の 慨む事 ありと、 久 

切 米侯參 朝の 事な と を 皋て歡 息に 付す、 

〇 德出侯 より、 姊 小路 卿へ 金 二百 兩を 贈られた く、 前 

u 來其臣 信 田作 太夫、 遠藤貞 一 求て 周旋す、 卿受收 

あるへ しと なれ は、 今日 之 を 持し 進す、 

二十四日 

〇 午 時 勅使の 館に 往き兩 卿へ 謁し、 昨 上營の 次第 を 

報告す、 

〇松" 牛 讚岐守 以下 十六 人へ 黜 罰の 令 下る 由、 

〇 加 藤 有 隣、 頃ろ 五 n 邸 內に寓 す、？ ぼて 彼 藩の 事務 閑暇 

なる 時に、 吾 使 方に 供した き 由 を、 彼 藩主 牧野 越 中 守 

へ 請 ふ、 其 許諾の 旨 を. 落 合 滞 右 衞門を 以て 答 ふ、 因而 

御 親 兵の 制度、 樓舆の 策略 を 講究して、 蕴奥を 盡し具 

上す へ きを.^ す、 

〇 亦 介 越 邸に 往き、 勑使 應途の 期限 を 促す、 又 島津三 

郞 守護 職の 事、 京師より 報告 ありし 由 を 聞く、 

二十 五日 

〇 前日 神奈川 一 擧の高 杉 晉作等 十 一 人 を、 假に世 干 

よ.^ 處斷 譴責す、 公へ 吿；^ して 實犯正 當の罪 を 埃た 
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しむ、 又齋藤 篤信 齋、 其 子 新太郞 へ、 新に 祿を 給し 仕 

籍に加 ふ、 

〇 佐 世 八十 郞は、 前に 高 杉 等と 同志な. 5 し 由 を 申し 

て、 罪 を 待 居し に、 今日 先つ 他の 事務 あ て、 外 行 は 

障る ことなき を 授く、 

〇 明 後 1 一十 七日、 勅使 を 幕 城 へ 奉迎し、 將 軍も疾 愈る 

を 以て 接待す へしと、 土の 小 南 五 郞右衞 門よ. -報吿 

し來 る、 因て 九郞 旅館へ 至る、 一 館皆欣 ふ、 

〇 春嶽 侯より 世子へ 手翰 あ b  、尾老 侯 政務 參與、 及 ひ 

赦 -3^ の 事件 は、 1 1 十三 = 登 營の談 に は、 明日に も 行 は 

るへ しと 答へ； -れ とも、 事務 蛸 集、 未た 果し行 はす、 

兩 三日 は遲 緩す へしと 謝す、 

〇 土の 小 商より 竊に 贈る、 大樹 公 一 橋 卿へ 贈る 書翰 

の寫、 

1 筆 申 進 候、 彌御 多祥 大慶 存候、 然は 京都 御 尊 奉 筋 

之 儀、 得と 相考 候處、 彥根を 始め、 右 一 條に携 り 候 

者せ 〈之 罪 を 正し 候 事 第 一 と存 候、 右 者 彼等 取 計 候 

事. i 乍い 申、 私 當職之 儀、 舉ぃ 對，, 天朝， 實以恐 入 候、 

依而 官位 一等 を 御 辭返可 二 申 上 一と 心 付 候 間、 早々 

取 計 候樣、 今日 老中と もへ 申 候、 一 刻 も 早き 方宜 


レ之候 故、 其 順序 を逐 ひ、 其 次第 を 經候而 、義至 h '現 

盡候 場合に 而、 及，, 一 舉， 可 レ然、 殿樣思 召に ぉゐて 

も、 此 他に 出 申 間 敷 相考、 先 時機 を 相 待 候 樣申聞 

せ、 一 先 致 n 鎭定， 置 候 事、 

右 之 簾々、 孰 茂 如何 考候 哉、 申出 之 趣 一 應承 候， 喪 

者、 尙存意 有" 之 候 は 、 、無，， m 藏 ， 可，， 中 出 - 候 華、 

廿三 H  、 

〇 世子 今朝 登 螢 して、 總 裁 職 及 ひ 閣老板 侯へ 對し謂 

て 曰く、 赦宥の 事、 叙 旨 奉行なる へき や、 決議 を 聞ん 

や、 若し 方今 奉行な し 難き 由 あら は、 使命の 責も 立ち 

難 けれ は、 疾く 上京し 情 實を復 すへ し、 竊に考 るに、 

尙ほ 重大の 攘爽の 事 は、 尤舉行 困難なる へき 趣 を も 

申 報 せんとす ると、 辭氣迫 切なる を兒 て、 越 板 云 ふ、 

明：：" にても 擧 行す へし、 t ^(次第 は 前 H 建白の 如 く.， - 

て 可なる へ し、 又 尾侯國 事に 預る へ き 叙 旨 まても、 速 

に 奉行す へ しと 答 ふ、 世子 又 云 ふ、 此 1 一事 奉行 あ る へ； 

しとの 旨 を 書記して 授ら は、 確と 復命す へしと、 二 侯 

之を諾 す、 畢 て尾老 侯へ 緩々 接 話し、 夜に 及ん て 邸に 

歸る、  . 

〇 勅旨 舉行の 次第 意見書 を 幕府 へ 呈す、 


〇 九郞土 邸へ 往き小 南へ 接し、 今日 世子 營 中の 次第 

を 報し、 且道ふ 、島， ま 守護 職の 事 を 聞く や、 曰く、 老侠 

の 意 ：3^ に は、 本 主 修理 大 夫君へ 任せられ たしと、 

〇 九郞 勅使の 館へ 往き兩 卿へ 謁す、. 卿 云 ふ、 入城、 0 

軍應接 は、 二十 八日 二十 九 cn との 照會 なれと も、 片時 

も 急き、 二十四日 二十 五！：： を 期す へし、 若し 障る こと 

あら は、 代理 にても 應對 すへ しと、 高 家 某 を 以て 照會 

したりと 語 る、 于 "今回 報 を 得さ れ は 、 容 堂へ 周旋 を 

托したり と 語る、 九郞言 ふ、 勒 使遙路 下向、 ffi; 大の 事. 

體 なれ は、 代理 は適應 せす、 蓬髮招 面たり とも、 將軍 

出て 奉答す へき 條堙 なり、 然れ とも 前 命： iJ にお. 

らは、 言 を 回す へ からす、 何とかして 周旋す へ しと * 】 

九 郞竊に 察する に、 條卿意 獨り德 夷 決 極の 遲緩を 憂 

るに あらす、 頃ろ 島、 律 守護 職の 議 あり、 薩侯、 久留米 

侯參 朝に て、 有志の 輩 不満の 色 ある を 以て、 朝廷 基 

本の 確固せ さる 事 あらん、 一 日 も 早く 歸京を 促さる 

るの 故な らん や、 其 ロ氣に 見る 所な，.^、  \ 

〇 兩卿九 郞に囑 す、 高 杉 等の 十 一 人、 一 旦寬 者の 命 あ 

らは、 之 を 精選して 旅館 衞護 させられた くと、 九郞謹 

て諾 し、 返て 世子へ 報すべし と、 
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し 居た る を 以て、 之 を解宥 し、 勅使の 館 へ 出仕す ベ し 

と 授く、  - 

〇 彥根 藩の 貶 罰、 水 藩の 正邪 進退の 幕 命 下る、 橫井か 

話に、 今回の 厳罰 は 真に 大樹 公の 英斷 よ.. >  出て、 又自 

ら罪を 引き、 其 官位 を謝辭 せんとし、 已に高 家 某へ 京 

師の使 を 命 しられた りと、 

〇 有備 館の 生徒 等 か、 前に 神奈川 一 擧の 事に て 建白 

せし こと ある を 以て、 已に 世子 親しく 諭吿 あ. 0 しも、 

今日 其 旨 を 親書して 示 諭 あらせられたり、 

01 一十一 一 日夜、 於，, 江戶 邸-世子 諸臣を 召集め、 親書し 

て 4nt す、 @ 本 項ぬ 本 十 一 月の 末に 載ぜ たり， 今 傾 宜に從 うて 

づ tpi 此に 移す、 又 段と 重 復の句 あれと も、 舊に從 ヘリ、 

我等 深意、 偏に 殿様 思 召 を 奉し、 尊王攘夷 之 道、 皇 

國に相 立 候樣致 度、 今般 勅使 御 下向、 攘夷 之叙盧 

被，， ： 仰 出， 候 儀 者、 誠以皇 國正氣 一 振 之 基本に 付、 

於 二 幕府-叙 慮遵舉 候而、 來 二月 上洛 之 節、 叙 慮 之 御 

旨 被 n 相 伺； 於 二 京都， 列き ね 被，， 申 渡： 決戦 之 志 を 

以、 破約 之義外 夷ね 嚴重申 渡 候 樣御處 置 有， 之度考 

居候 事、 

1 破約 之 儀 申，， 渡 之 r 外 夷 共に ぉゐ て、 先年 之 條約は 

勅許に 無レ 之、 偷 安之 人心よ，^ 起 候 俄、 此度 破約 被，， 
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申 渡-候 者、 正氣 一 振之發 端に 候、 此往々 f 之 御所 置 

返而可 二相 待， 趣に 候 は、、 彌以 富^強兵、 御 國威ロ 

張 之 所 置を盡 すへ し、 ^又. S. 渡 旨 承引 不ぃ仕 候 は 

は、 及 二 一  戰に： 皇國內 一 人 にても、 辱 を 甘し 候 者 

無 レ之檨 致 度、 左 候 は、 萬々 j  、 一  旦 大敗 候：^ r 後來 

正 氣再振 之 期、 決而 可,， 有， 之 候 事、 

一 今般 勅使 を以 被-仰 下， 候 御 旨、 於，， 幕府， 遵舉 無， 之 

候 得 者、 皇國內 四分五裂、 群雄 割 據之勢 顯然に 付、 

先般 殿 樣關白 殿下， St 被，, 仰 乞 ， 候 通、 一先 京都へ 罷 

登 、殿様 御 思 召 を 相 伺、 天朝 御 差 圖を請 可い 申候樣 

相考候 事、 

1 此節於 二 幕府？ 一 通歙慮 遵奉 可い 被い 致 哉に は 相 聞 候 

得 其、 彌 決心 之 程 無，， 覺束， に 付、 家 來之中 同志 之 者 

申談、 在留 之 夷 を 及 二 殺伐？ 外 國と手 切 之 端と 成し 

候 は、、 幕府に 於 而も 無レ據 決心に 茂 可 二相 成； 我等 

は猶更 一 心 を 決し、 攘夷 之 一 舉に及 ひ、 叙盧御 貫徹 

に 至らせ 候 半と 存込、 心事 切迫、 其 志に お ゐては 誠 

に凍然 たる 事に 候、 然處、 攘夷 之 一 擧は 我等 素志に 

候得共、皇國之御大事、古來未^^冇之時勢、 此上朝 

廷 御沙汰 之 御 順序、 殿様より 被， I 仰 聞， 之 御 次 1!^^ 


發言遲 疑せ は、 外 夷 等 同盟の 國と 合し、 浪 港へ 蝠湊 

して、 權 ある 所へ 問 せんと^らん とする 由を述 ふ、 

二十日 

〇 亦 介 越 邸の 中 根を訪 ひ、 I 昨日 世子の 建白す る赦 

瘠 書 は、 已に閣 老中へ 囘覽 にな， たりと 聞く、 又 聞 

く、 一橋 卿の 移 病 を起復 せしめん と、 頻に 周旋 あ 

と、 又 聞く、 板閣老 頃日 來 今に 出廳せ すと、 

〇 中島 三郞 助か 相總 海岸 防備の 建議 書 を、 越 侯の rS; 

覽に 供した b、 

〇 中 根 か 話に、 越 前藩內 の壯士 等、 諸 藩士 多く 京に 上 

サたる を 聞き、 颇 沸騰の 狀ぁ りと、 

〇 领 井を訪 ふ、 其 話に、 一 橋 卿 は 攘夷の 字に 拘泥し、 

其 策略の なき を 憂 ひ 居らる、 有志の 諸侯 五 藩 謀 を 併 

せ斷 決する 外、 策 ある ましと、 

0 又 話す、 大久保 越 前 f  ，は 其 初 策よ. 9 固持す、 大開 

港 を爲せ は、 攘夷 は 自ら 其 中に あ， 5LJ、 是を 以て 黜 

せられたり、 可い 惜 人な. 5 と、 

二十 一日， 

〇 世子、 尾の 外 山 邸に 往、 老 侯と 緩 話す、 老侯誘 ふて 

園內謀 野に 至 6、 彼 臣水野 彥三郞 、松 井 喜 多 次、 渡邊 
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娥三郞 、吾 か 毛 利 登 人、 出 田 亦 介を遵 t 導て 老 侯に 謁 

せし む、 老侯、 從來吾 藩 同旋の 次第、 忌憚な く 陳述せ 

ん ， J と を 請 ふ、 登 人等兩 公官武 へ 年來の 周旋の 次第、 

今回 天 勅 を 奉し 東行せ し情實 を樓說 し、 方今 京師 髑. 

柬關 西の 形勢 迫 切の 事由 を も 具し、 且つ 道 ふ、 如 レ此ー 

は 實に德 川 宗家 危急の 秋と 思考、 微 等に 至る まて、 

夜 白と なく 寢食を 忘れ 東西 奔走す る も、 皇國 の爲め 

萬 一 の 報 效を圖 る 故な. 9、 然るに 第 一 の 親藩懿 親に 

在らせられ、 片時 も 傍観 あらせら る へき ことに 非 さ 

るへ けれ は、 即今よ b- 宗家 輔翼の 愤勵 あらせられん 

こと 萬 祈す と、 老侯謂 ふ、 情實を 悉に 實に 感銘す、 以 

往長門 君 へ 謹す へ しと、 登 人 等 謝して 5^,1  く、 

〇 京師よ. - 急使 瀧 彌太郞 来る、 近 狀耍件 は、 

公歸藩 如何の 事、 

島 津三郞 守護 職の 事、 

二士ず 

〇 亦 介 勅使 旅館へ 謁し、 赦 翁の 事 叙 旨の 如く 急に 行 

はれ 難くて は、 攘夷 重大の 事 は擧行 尤も 慮る へし、 故 

に 勅使より 督促 あらん こと を述 ふ、 

〇槽崎彌八郞か神奈川暴擧に預..^たるを以て、 謹愼 
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又 政 之 助へ 自 とも 命 せらる、 こと は辭し 拒き た 

く、 但吾か 臣等か 心 を 慰 せらる ゝ ほとの 處刑 は、 有り 

たく 思 ふと 語らる、 さ 

〇 世子 有 備館倏 業の 壯士等 を 召し、 昨 H: 建議の 旨 を 

諭 解す、 な 承服して 返く、 

〇 閣老、 晋作 等か擧 あ.^ し を 後に 聞き、 容堂 侯に 謂 

ふ、 祌奈 川の I 擧暴發 せす、 稍々 心 を 安した， 9 と、 老 

侯 乃 曰く、 此 等の 事を釀 出す る も、 幕府の 豫 因循し 

て、 攘夷の 策 決せ さるに 因るな と、 閣老默 すと、 九 

郞へ小 南 か 語. -し、 

十八 日 

〇 九郞土 邸へ 往き、 小 南へ 面し 曰く、 過日 老 侯へ. 世子 

か 謀られし、 幕府 か此 回の 勅 詔へ 對 する 處箧 □ 議上 

に 就き、 老俟 の意兑 も あら は 其 旨 を 伺 ひたしと、 小 南 

老俟の 意 を 以て 答 ふ、 余 か意兒 は、 文辭 上の こと、 些 

些 たる ことなれ は、 削 添に も 及 ふまし く、 差 出されて 

可レ 然とな り、 

0 九 郞越邸 へ 往き毛 受鹿之 助 へ 面し、 中 川 侯の 處分、 

東西に て 齟齬 なきやう と陳 言す、 土 邸に 同し、 又 勅使 

の 館 へ， 往き、 姊 小路 卿 へ 謁し、 右 土 越 へ 建言し 置た る 
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由を述 ふ、  - 

〇 一 橋 卿 又出廳 せす、 其 事故 は 分明なら されと も、 因 

侯と 議論 協 はさる こと 有. 5 とか、 又 攘夷 を肯ん せす 

とか 聞く、  - 

〇 板 倉 閣老も 頃日 來廳に 出す、 因循 論 を 主張し、 一 橋 

狮へ邪 說を勸 むる とか 卷說 す、 

〇 今 嘲 世子 越 邸に 往き、 春 嶽老侯 へ 面し、 赦 罪の 事に 

付 意見書 を呈 す、 又 便 室に 誘て 酒を勸 め、 閑話 あり、， 

十九 日 

〇 笠 間の 加 藤 有 隣、 其 子 水 藩の 佐 藤與太 郞を拉 して 

來る、 九郞、 亦 介等數 人面 會し酒 を 酌む、 時勢 論 を も 

閑談す、 頗る 學カぁ hvi 見 ゆ、 

〇 姊 小路 卿の 使松延 次郞來 る、 尾老 侯の 御沙汰 最急 

に 施行 あ，. >  たし、 彼 侯 正議變 移な き は 信す る 所な り 

と、 世子 近日 老侯 へ 接 r あある 上 は、 急に 擧行す へ しと 

答 ふ、 

〇 尾老 侯へ 接. 過の 事 を照會 せし に、 二十 一 日 午後 迎 

接 ある へ しとな. 9、 

〇 小幡彥 七か舍 にて、 幕府の 外 國掛徒 士目付 宮崎伊 

三郞、 亦 介 閑話す、 幕政 萎爾 不振 を 歎し、 破約 摘 夷の 


て 去る、 世子 土 邸に 往き 土侯 父子へ 接し、 晋作 等か紛 

擾を 謝し、 且政之 助か 失錯 不,， 知,； 所い 謝す...、 容堂侯 

不： 牛の 色な く、 斯事 少しも 餘蕴 なし、 全然 消滅して 兩 

藩の 交り を 愈 堅く せんと、 談話 夜に 入歸 る、 世子 命し 

て 二 事の 處分 を議 せし む、 或 謂、 嚴法を 以て 處し、 他 

の 暴 發を戒 むへ し、 或 謂 ふ、 有事 無人の 時 なれ は、 宽 

假 して 舊 職に復 すへ しと、 政 之 助 は 土侯へ 關 する 事 

なれ は 、謹慎せ しめで 命 を 待つ へしと、 世子 熟考して 

曰 ふ、 二 事 公へ 申し 旨 を 取り 處す へしと、 乃 佐 兵 

衞に 命し、 京に 上り 報 上して、 公の 意 を 伺 はしむ、 

〇 政 之 助へ 世子の 旨 を 以て、 謹 愼命を 待つ へき を 令 

す、 

十五 日 

〇 世子 登營し 土侯 唯 へ 逢 接し、 今宵 吾 邸 へ 來話を 約 

し、 夕七ッ 時よ b  土侯 來. -、 世子と 小 酌し、 閑談し、 夜 

に 入り 歸る、 

〇 兩 勅使の 旅 况を候 はれ、 小 幡彥七 を 使して 各 檜 重 

一 組 を 贈る、 

〇 土 邸に 登 人 を 使して、 過 H 來の 混淆 を 謝す、 

〇 有 備館條 業の 壯士、 大群 士等 聯合して 訴ふ、 十 1 1 人 

世： 十 奉 勅 東 下記 


暴 擧の處 置、 裕は不 你には 非る や、 此後是 に 傚 ふ舉勸 

ある 時、 何等の 決 極に 到る へき や、 世子の 深 旨 を 伺 ひ 

たしと 係員へ 詰問す、 

十六 H 

〇 九 郞土邸 へ 往き小 南に 面し、 中 川 侯 負 罪の 處分、 泶 

西不 合の 事 無らん やう 幕府へ 建議した. 9、 過：：：.； M よ 

,5 事狀 報知の 書 を、 老 侯の 覽に 供す へ し、 熟考 あ. 0 て 

幕府の 周旋 を 請 ふと、 

〇 九郞 勅使の 館に 往き、 過：！： 來 混淆の 蓽 狀を吿 く、 勅 

使 接 幕の 期 未た 定ら さる や、 斯く 遷延 あ. 0 て は、 今後 

何等の 變動も 計.. >  難し I」 上陳 す、 

〇 尾の 水 野彥三 郞來り 彌八郞 へ 面す、 近日 之 中、 老！ 5^ 

彼 園內に 於て 世子へ 逢對 したく、 又係員の中ー兩.^^, 

從ひ來 りたく、 期日 を 二日 を 定め、 吾より 謀り 來ら 

は、 適宜の 日 を 定め て 還 報す へ しと、 

十七 日 

〇 昨日 容堂 侯よ， 0 吾 重臣 一 兩人を 招かれ けれ は、 今 

朝浦靱 負、 毛 利 登 人往て 謁す、 老俟道 ふ、 晋作 以下 十 

人を嚴 刑に 處 せらる、 こと あ hv て は、 有志の 壯士を 

失 ひ、 國の 爲め惜 むへ きこと なれ は、 宽$ ^ありた く、 

1H 七十お I 
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如レ此 して 若し 服從 せされ は、 恩威と もに 瀆 すに 至る 

へしと、 世子 笑て 云、 我 巳に 胸算 あり、 靱負を 始め 苦 

心する 勿れと、 夜 四時^ 子馬 を 進めて 大森驛 に 至る、 

彼 十 人の 歸り來 るに 逢 ふ、 蒲 田 梅莊に 於て、 召て 其 故 

を 問 ふ、 且 諭し 曰く、 攘夷の 策逼 切よ. >  して 此舉に 出 

たる、 其 志 は 察した. 9、 我 亦：！ i し 志 なれ は、 激勵の 益 

を 得た. o、 然れ とも 其 時に 非す、 姑鎭靜 して 待つ へし 

と、 彼 皆淚を 拭て 拜 伏す、 因て 寺內外 記、 山 縣半藏 に 

命して、 從衞の 前へ 步 して 率 ひ歸 らしむ、 邸內 の別舍 

に舍 り、 禀食を 厚く し 閉居せ しむ、 

山 尾庸藏 ，！^ y は神奈 川に て 此擧に 加. -し によ 

,9、 松島剛 藏は此 日の 擧には 加ら されと も 、久しく 此 

密謀に 預. 5 しもの な..^ と、 右の 十 人と 同し く 閉居せ 

しむ、 

〇 世子 は 明曉に 至. 9 邸に 歸る、 

十四 R 

〇 昨夜 十： 老 侯よ- >  近侍の 士四人 を 使 ひて，' 世子の 大 

森の 憩 所に 來 らしむ、 世子よ. >  酒 を 賜 ふ、 政 之 助 及 ひ 

高杉晋 作、 久坂^ 瑞 以下 會談 す、 政 之 助か 行 酒の 間 

に、 容堂侯 は 尊王 複夷 をち やら か しに 爲 さるとの 言 


あ b  、彼 近侍 四 人大に 怒り、 〈„i を按 して 將 さに 刺さん 

とす、 晋作、 i> ；瑞之 を 阻て、 政 之 助 を 論して 促歸 らし 

む、 今朝 小 南 五 郞右衞 門、 本山 只 一 郞、 小 南延次 郞來. 9 

道 ふ、 昨夜 政 之 助の 一 言、 歸て 侯に 聞す、 侯大に 不平 

なり、 因て 近侍の 四 人 共、 君 辱れ は臣 死す の義 ある を 

以て、 邸に 來り政 之 助と 耦死 せんとす、 余 等 先つ て 求 

報す. と、 九郞 出て 對ふ、 政 之 助か 放言 は、 世子へ 白し 

て 旨 を 請て 答 ふ へし、 暫く 四 人の 擧を 止めよ と、 世子 

政 之 助 を 召し 钆 問す、 答て 曰く、 臣容堂 侯へ 向て 些 

も 誹 誇す る 心なし、 思 ふに、 十 人の 鎮靜 を爲 さんと、 

子等 か此擧 に. 至. 9 し は、 容堂 侯の 尊王 樓夷 を、 ちゃら 

かしと 思 ひしな らん かと 言し と覺 ゆ、 然れ とも 晋作 

支瑞も 間に 在. 5、 四 人の 言 ふ 所の 如く 聞へ たるなら 

は、 其 時 醉を帶 たれ は、 言 を 失した るに あらん か、 罪 

を 避る 所な しと、 世子 土 使 及 ひ 四 人 を 召し 曰く、 政 之 

助か 犯罪、 頓 に礼廢 して、 趣に 因. - 我れ 手ら 戮 殺し 

て、 以て 容堂侯 及 卿 等に 謝すへ しと、 小 南 等 退き、 登 

人、 九 郞に謂 ふ、 r 世子の 狀情 厳に 處分 あるへ しと 伺 

ふ、 若し 屠^ 等 を 命 せらる ゝこ とも あら は、 固よ h- 容 

堂の 意に 非す、 臣等も 謝して 止めん とす，...、 反複 托し 


答 ふ へし. N 、想 ふに 嫌忌 を 避る 意なる へし、 

十三 日 

〇 佐 兵衞、 亦 介、 尾 老侯か 外 山の 邸に 往き、 用人 內藤 

喜左衞 門 、學職 水 野 彥三郞 へ 面し 說く、 長 門 守 前 H 來 

老俟へ 謁見 を 請 ふ 久に、 未た 架す を 得す、 當今の 時 

勢、 德川家 危急存亡の秋な b と 私 かに 思考す、 然 る に 

11 親の 大藩 にて、 片時 も傍觀 有せら る 可ら さる は 固 

よりなる へし、 思 ふに 時勢の 迫 切 を熟聽 あらせられ 

さるな らんと、 京師 及 ひ 中 西國の 事情、 近時 中 川 家の 

紛紜 まて 縷擧 せし に、 內藤等 愕然た. y 、曰く、 前大納 

言 負 謎 以來、 中外の 嫌疑 を 畏れ、 務めて 世情と 隔絕 

す、 斯 まて 迫 切ならん と は 思 はす、 前 大納言に は 素志 

聊か も變 移せす、 已 に解释 になり て は、 兩 三回 も 意見. 

を上陳 せし こと も あ， o、 近日 は實に 障る 事 も あ. o- た 

れ とも、 各彥の 忠吿も あり、 必す 五六 日間 を 期し 逢迎 

せらる へしと、 因て 云、 侯の 冤 裘內の 事 なれ は、 } ^常 

の 規格 を 止 め懇々 辨接を 許され は 、長 門 守 も 亦 子 g 其 

の 素志 を 開陳し 、徳川家の 扶助 をも爲 したく、 且臣兩 

三 名に 陪席 を 許され、 壁 障 を 隔て、 も 談話に 參 した 

くと 陳述して 歸る、 


〇 九 郞橫井 を訪、 橫井慨 言して 言 ふ、 閣老 以下 慕お 

は、 實に德 川 家 を 扶助す る 者に 非す、 方今の樓^？：の 

f は 一 の大事なれは、外藩列侯協^1合カして事を舉る 

に 非れ は、 叙 旨 を 貫徹し、 天下の 大事 は 成す へから 

す、 外 藩 諸 ：！^ を大 吏と し、 閣老 以下 は 一 小吏と 見 傲す 

制度 を 立ら れた しと、 

〇 夕 七 時土老 侯より、 小 南 五 郞右衞 門 を に 使して 

世子に 報す、 高杉晋 作、 久坂 玄瑞、 大和 彌八 郞、 14{嶺內 

藏太、 志 道 聞 多、 寺 島 忠三郞 、有吉 熊 次郞、 白 井 小 介、 

雜^、 赤 根幹 之 允、 K、 品 川 彌次郞 、組 等 斬 夷 を 企 M 

し、 神奈 川へ 向 ふと 聞く、 勅使 府下に 駐 摩 し、 慕議將 M 

1 決， の 際、 暴擧 ありて は 事の 紛 ife を 生す へしと 盧 

,c '、使 を 以て 停められ、 老侯も 毛 利 家の 重患に もな る- 

へ  けれ は、 親ら 往て 抑止す へ しと も 思 はれ けれと も、 

急に 上營 すへ き 事故 あり、 故に 仳 子よ 鎭定 の良處 

分 あるへ しとな り、 是に 於て 吾 邸に て集議 あり、 小 南. 

も 共に す、 或は 云 ふ、 人數を 以て 制 魔して は、 必す伏 

水の 故 轍に 出へ し、 忠義の 士を 殺戮す る 失策 を 免れ 

す、 各 其 策に 困した b 、世子 斷 然として 云 ふ、 我 親ら 

馬 を 曝せ、 紳奈 川に 往て 制止す へし、 議臣 或は 謂 ふ、 
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て 留めた， 9、 然るに 尾 侯の 近 狀採架 も已に 成れ たれ 

は、 近日 發 令の 處 置に 及 ふ へ しと 答 へ たり、 

十 一 日 

〇 京師よ. 5 飛脚 求る、 報道 ふ、 岡侯大 坂に 滯.^  、 小 五 

郞、 男 也、 往て强 て 謁見 を 請 ひ、 侯の 所 置 終に は 違 勅 

の 次第になる へく、 中 川 家 浮沈の 境なる 由を說 きた 

れは、 已に彼 家臣 を 京師 へ 上せ 罪 を 謝し、 小 河 以下 赦 

放の 事 は、 藩 地へ 令 を 下した りと、 

小 河 か 投獄 前に 前 田、 周 布、 中 村へ 贈る 細 翰、 及 其 

弟 高 橋 傳次郞 か 一 ^稱 姓す 書翰 を 送 

致す、 之を讀 むに 不レ 堪二悲 泣： 

〇 政 之 助 越邱中 根を訪 ふ、 大久保 越 前 か^ 黜の事 

實を 採りし に、 深意 ある ことに や 吐露せ す、 唯た 春嶽 

か 一 臂を失ひた..^と嘆息す、 

〇 夕 七 時、 世子、 土老 侯と 同く 勅使の 旅館に 抵る、 及 一一 

夜 四時， 歸邱 す、 

〇 政 之 助か 靱 負に 囑 したる、 對侯 返隱、 監察 往 臨む 事 

を 歎訴の 上書 案、 老 侯へ 熟 見を經 たり、 此事は 舊例も 

あれ は、 評議に 及 ふへ しとの ことな. 9、 因て 對の 老臣 

二人 を靭 負へ 見せし むへ し、 親しく 其 哀情 を 尋問せ 


 ！? 七— 十 四  

よと 約し： i る、 

老侯 をして 慕議 に參預 せし むる 事、 越老 侯より 

も 中 根 を 使して 懇 祈め h '、政 之 助、 靱 負へ 謂 ふ、 尾老 

侯の 近狀、 正 議^ 守の こと は 傅 聞 すれと も、 いまた 彼 

藩へ 一面 も 接せす、 近： n 尾士へ 一 會 せし 後に、 事を發 

しられた しと、 

〇 土の 小 南 へ 政 之 助 路上に 逢 ふ、 更に 不平の 色な し、 

徐にー K ふ、 今 ni 老侯吾 ftf を 誘 ひ、 勅使 館より 直に 土 

邸へ 歸.^ 、緩談 したき 意 あ b 、いか ゝ やと、 又 京師の 

事務 は、 屬吏を 上せて 事 を 了したり と吿 く、 

〇 對ょ. り 村岡來 る、 世子 か 彼 藩の iSl に阓旋 ありし 厚 

義を懇 に 謝す、 

十二 日  - 

〇 登 人、 政 之 助、 九郎、 半藏、 §、 亦 介、 同し く 林 伊太郎 

を訪 ふ、 時勢 論數 刻に 及 ふ、 政 之 助 謂て 曰く、 君 か 博 

識正議 なる、 希く は 閑暇 を 以て 弊 邸へ 來り、 世子 を 啓 

發 せられん こと を、 伊太郎 云 ふ、 兄 一 人の囑な..^ゃ 

と、 各齊 しく 冀ふ 所な りと、 彼 答て 曰 ふ、 此事 議識畏 

縮す と辭 す、 各 固く 請て 曰く、 若 來る能 はされ は、 世 

子 就て 學ふ へし、 彼 云、 益 畏縮に 不.， 堪、 此事 熟思して 


南 を 使して 答 ふへ し、 世子 又 云、 中 川の 決 極 は、 I 府 

マ , 

より 處置 ある へ き 建言 せんとす と、 容堂其 意に 同す、 

畢 てお 堂 を 伴 ひ 勅使の 館： 往く 期日 を 約す、 

〇 後見 職、 總裁職 同し く 勅使の 館に 謁す、 

〇 大久保 越 前 ポ| か^ 黜の 原由 を 聞く に、 從來越 侯と 

志 を 合せ 居し に、 一 橋へ 抗 論せ しこと あるに 乘 して、 

姦人 排斥の 術 を 行 ふこと を 得た. >、 因て は 越 侯も不 

ゾ 遠して 彼 姦計に 陷. 9、 一 橋 專權の 時 至る へ しとの 巷 

說ぁ .-、 

〇 因 侯 去る 五日 江戸に 至り、 時事 周旋の 豫算ぁ し 

に、 水俟橋 卿と も 逄接も 無く、 頗る 苦心の よし 巷說、 

十日 

〇 勅旨 赦 罪の 事、 去る 九 =： 十五 日 世子 登營の 時、 板閣 

老に 一 應答 あ.^ し を、 慕府 よ.^ 調査の 旨 を 以て 京師 

へ 奏上 ありし に、 叙 旨に 協 はさる 所 ありと、 此件は 慕 

府の 草案 を 以て 我に 詢.^  、 我 i# ^調査して 意見 を述ふ 

へき 次第なる に、 彥七を 以て 板 閣老へ 再 問せ しこと 

を われと も、 其 後の 調资 疎漏に 失し、 此 次第 を 經す、 

斯く 齟齬 を來 した. >  、然れ とも 旣往 は咎む へ からす、 

更に 世子より 板閣老 へ 辨 謝して、 其 情 由 を解說 して、 


前の 奏請 書へ 一 々意見 を 記し、 別に 勅 詔へ 當. 0 て辨 

論の 書お 附 加して 、幕府の 再考 を 請 ふ へ し、 到底 は國 

事の 爲に罪 禍に 罹りし 者 は、 已死 存在に 拘ら す、 悉く 

愁眉 を 伸へ 菟魂. を 慰す る やう 可い 有い 之と、 慕 府へ建 

議ぁ. -て 可， 然乎、 政 之 助 等 かロ議 する 所、 世子 之 を 

可す、 

〇 午 時 柳 川 左 門、 松延 次郞來 る、 謂 ふ、 前日 土の 小 南 

か 西 上 を 抑留の 事に て 、考案 齟齬 あ. 0 て 、政 之 助甚苦 

心の 事、 柳 川へ 辨解ぁ h> しに、 小 南 か 磊落なる、 今に 

於て は 毫も 不平 無く、 想 ふに 其時數 人の 詰責 を 受け 

て、 怒 を 移した る 哉 も圖り 難し、 故に 此紛紜 は 全く 消 

威- 一 歸した hs とな. o、 

又 姉^ 路 卿の 意 を 以て 謂 ふ、 尾老 侯は國 事に 參與す 

へ しとの 令 書 を、 今に 留閣 する は 如何と 詰問す、 係員 

等 答て 曰く、 朝廷より 御沙汰、 等 閉に處 す へ き 事に 非 

れ とも、 尾老侯 先年の 正議、 今 H 確守 ある や、 其情實 

も悉 せす、 當今 一 橋 卿 すら 漸く 悔悟 あ，. > 、越 侯 頗る 苦 

心中、 尾 侯 加. 0 て 萬 一 も 又 一 の 苦心 を 添る あら は、 叙 

il ほ 貫徹の 障礙 となる も 難レ測 けれ は、 吾 世子 一 應對ぁ 

b て、 其 情 實を詳 かにして 事の 舉る 可レ 然と、 今 H ま 
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是時靱 負より 政 之 助へ、 左 之 件 を も 話す、 . 

水 藩 調 護の 事 は、 同 侯へ 委托 ありた る 由 なれ は、 何と 

か處置 ある へ し、. 

尾 老侯提 擧の事 も、 京師に て 因 侯へ 內命 ぁリ しと 聞 

くと 吿 けれ は、 政 之 助 も 亦 養 賢 寺 か 志 事 を も 話した 

對 藩侯 返 身の 事 、頃日 幕 廳の議 、彼 藩 監察 赴 遣の ， J と 

何れに 決すへ き や、 靱負 答に、 方今 幕政 改革の 際 なれ 

と、 舊來は 列 侯 在 邸に て 病 を 以て 返 隱を願 ふ も、 監察 

赴 臨し 印 署を撿 する こと あ. 9、  して 遠 藩 在留の 中 

なれ は、 此事廢 停す へ からすと 幕議ぁ h> しに 聞く と い 

畢 て又對 邱に往 き、 村 岡 近 江、 扇 源左衞 門に 面し、 靱 

負か 話を吿 く、  二人 愕然 嘆し 謂 ふ、 頃ろ 監察 赴 臨の 

事 ありと も、 風濤 險惡、 來歲 二月なら て は 事 擧るま 

し、 然れ は將軍 上洛に 瀕し、 豫參の 志 も 果す能 はす、 

且 彼藩經 費の 疲弊 極れ り、 慕 使の 供奉 も亦辨 する こ 

i 甚た 難し ||5ま5きき随？^ と、 赤心 を 吐露して、 深 

く 吾 藩よ 慕府へ 周旋 を睛 ふ、 政 之 助 も 其方 略を談 

し、 世子へ 請 ふて 事 を 謀らん と 約し 歸る、 

〇 今^ 京師よ" 飛夫來 る、 岡侯大 坂に 滯るを 報す、 


〇 今^ 容堂 侯三 條 卿に 謁し、 姉 小路 卿と 同し く、 將軍 

勅 皆 へ 答る 次第 を豫議 す、 容堂意 諧、 攘夷の 事 巳に 確 

定 せり、 其 策略と 拒絕 期限 は 、幕府の 熟議 も ある へ き 

なれ は、 假 令督責 ありと も、 速に 決定に 至り 難し、 御 

親 兵の 事 は 意中の 豫策も あれ は、 後日 を 以て 上 請す 

へしとの 次第にて 可レ宜 と、 條卿謂 ふ、 長 藩の 意見 も 

大體 之に 同し と 答 へ られ たり、 艘 践 、條 . 

九日 

〇 土の 小 南 今夕 上程 せんとす、 來て 別を吿 く、 政 之 助 

す 

〇 世子より 松 島 剛藏に 命し、 八丈搞 一 端 を 持し、 小 南 

へ往て 餞せ しむ、 

〇 三條卿 旅館 警衞の 土 藩士、 擧て柳 川 左 門 を 誘て 小 

南 か舍へ 迫り、 其 西 上 を 抑止す、 於， 是小南 不滿を 抱 

き、此事政之助か敎唆に出た，.^と疑ひ、頗る激怒の狀 

あ. -、？ な i§?5S  、剛藏 偶 ま 之 を 聞き、 小 南 へ 

種々 解說 して、 稍々 其 怒 を 信る に 至れ h -、 

〇 世子 慕 城に 上る、 

〇 世子 土 邸へ 往き容 堂 侯へ 面し、 過日相^？！りし事の 

考定を 促す、 容堂謂 ふ、 大略 同意な. o、 詳悉は 明日 小 


ら せらる へ し、 先つ 剛藏に 命し、 直に 土 邸に 赴き 寧淸 

を 報告し 置 へ しとな 、剛藏 命に 奔る、 

〇 昨 "伎 土 藩の 大野 傳左衞 門、 千 谷 佥助江 5- に來 り、 岡 

藩の 事 粗 ほ 聞 けれ は、 昨朝 政 之 助、 九郞、 薩 邸へ 柱き、 岩 

下 佐 次右衞 門、 高 崎 猪太郞 へ 面し、 頃ろ 薩侯は 在國な 

れ とも、 留 居の 諸 員と 相議 して、 中 川 家 朝憲 を 蔑した 

る 罪 狀を亂 し 、幕府の 譴責 を 促す 措置に 及ん と 謀る、 

此時薩 邸に て、 豊 後の 僧 養 賢 寺 鼎 州に 面接す、 彼 

僧 謂 ふ 、當今 尾老侯 を解釋 登庸 ありて 、國政 扶助 せ 

られし は、 一藩 正議振 張の 良策と、 薩の本 田彌右 

衞 門へ 建言し、 近衞關 白へ も傳を 以て 獻言 せし 由 

を 話す、 此僧は 尾 州の 產 にて 篤志の 者 なれ は、 此策 

あ，. ^ と 見 ゆ、 因て 政 之 助 等よ 、尾老 侯の 意中 を 採 

b しこと も あら は、 吿 知せられ ん こと を 約し 置く、 

〇 土の 小 南 五 郞右衞 門 上京 を 命せられ し 由 を 聞き、 

政 之 助 土 邱へ往 て 小 南に 謂 ふ、 俄に 西 上 は 何等の 事 

務 ありて か、^ 岡 藩の 事件なら は、 事に 後れ たれ は 其 

益な からん、 彼 地に ては頓 に鎭靜 せし こと、 思 はる、 

本 地 切迫の 事務 を缺 き、 恐らく は 志士の 氣を挫 せん 
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一 も nh- 難し、 寧ろ 居留して、 彼 違 勅 負 罪の 次第 を 幕府 

へ 跳し、 其 處分を 促さん に は不レ 如と 議す、 小 南 云 ふ、 

一 此 事に 非す 、頃ろ 本 藩 地より、 壯士 五十人 脫 走して 京 

一 地に 上り、 紛擾の 事 あらん を盧 り、 他. < にて は此 事に 

一 擔す能 はさる を 以て、 僕に 命せられ たり、 家老 等 も 他 

人 を 遣 はさん こと を 請 へ とも、 老侯 聽肯ん せす と、 故 

に 又 勅使の 舘に往 き、 柳 川 左 門 へ 面し、 小 南 を 抑止せ 

ん こと を 請 ふ、 三條 卿よりも 諭して 留られ たれと も、 

老侯肯 はすと 聞く、 又 越 邱に往 き 中 根靱負 へ 接し、 世 

子の 口述 を、 中 川 侯 は 閣老の 傳令を 以て、 東上の 命 を 

除き 歸國を 命せられ、 其 負 罪 は 後に 審議 せられん こ 

と を 建議す、 是 H 春嶽 侯臥蓐 なれ は、 執 負 入 b 議し、 

少間 出て 答へ 云 ふ， 右 等の 事、 昨日 土 藩より 議 を納ら 

れ たれと も、 幕廳 いまた 其實 情を詳 にせす、 今 貴 藩の 

議も 吻合 すれ は 、審判に 及 はす 速に 處決 あるへ しと、 

即時 刑 部 卿へ 致 書して 事に 從は れんと、 侯 意 決した 

と 示 諭す、 

佐久間 修理 か舊 責を宥 せられた き 旨、 我 藩より 願 請 

ぁる舉 は、 春 嶽侯も 頗る 會 意せられ た..^、 おし 實際請 

書 あら は、 厚く 周旋す へきとの こと を吿 く、 
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て 陪せ しむ、 又 我 筑前及 ひ 用 掛諸員 も 陪侍せ しむ、 酒 

酣 にして 世子 盃を請 ふ、 老侯 問、 處 政の 目的 は 何 を 第 

一 着と する や、 世子 答 ふ、 君臣 一 致. i す、 老侯云 ふ、 忠 

邪を辨 する を 要と すへ し、 一 致 を 求む ると も、 前に 忠 

邪の 辨 明かなら され は、 始終 全くす へからす、 尙數事 

の 敎歸ぁ h- 、世子 感服す、 侯の 揮 筆 を 請 ふ、 品 川 竹 枝 

辭を 書し 示し、 人君 は 下情に 通す るを務 とす へし、 世 

子 又 小 南 及ひ靱 負、 政 之 助、 九郞を 進めて、 從容に 勅 

旨 奉行 決 極の 目途 を述 へ 、敎を 請 ふ、 老侯も 其 旨に 同 

す、 酒 間又老 侯の 從臣十 人 許 を 進み 陪せ しむ、 老侯又 

久坂 ^ 瑞を召 出して 盃. を 賜 ふ、 玄瑞、 僧 淸狂か 長篇詩 

1 首 を 高吟す、 侯 亦和吟 す、 政 之 助、 九郞、 上苑 南風の 

詩 を 放吟す 、満座 談笑 消然 た. 9、 夜 八 時 宴畢て 老候歸 

る、 世子 又廣卓 一 唐 研 一 を 贈る、 

〇 老侯 話す、 過 H 將 JSf に 謁する 時、 其 言に、 今回 は 時 

事 間旋、 不， 一尋 常， 勞 苦た る へ し、 但德川 一 家の 利 を 謀 

る を 望ます、 皇國 一 般の 光榮を 求めん こと、 之 我 か 願 

ふ 所な. 0 と、 其 確言、 容堂も 驚愕 感激した りと、 

六日 

〇 午 時 松 島剛藏 急使と して 京師よ. 0 求る、 前 月 二十 


四日よ. 9、 京師に 於て 豐 前の 岡 侯の 事に て紛紀 起り、 

其槪略 は、 其 頃 侯 江戸 へ 往ん とし、 伏 見驛を 通過 せん 

とす、 薩長 土 三 藩の 有志 等 侯 を 要して、 其 藩 內に於 

て、 正義 土 小 河 彌右衞 門 等 を 禁固せ し 罪 を 責めて、 終 

に 違 勅の 處 置に 及ん とす、 因て は 江 nx- に 於ても、 其不 

條 理を亂 して 譴責の 事 あるへ しとな h -、 毛 利 登 人 等 

係. 0 員 同し く 其 事宜 を會議 し、 明朝 世子へ 建白して 

〇 姉 小路 卿より 我 邸 係員に 肴 を 賜 ふ、 

〇 慕府 講武 所掛. -大久 保趑前 fl 守 職 を 免す、 . 

七日 

〇 政 之 助 三條卿 御旅館 へ 出 謁す、 

〇 政 之助對 藩邸 へ 往き、 世子 善 之 允 君 へ 謁す、 厚き 囑 

言 あ b て、 家老 村 岡 近 江 か舍に 於て 酒 膳 を 賜 ふ、 古川 

治 左衞門 以下 四 人對談 夜半に 到る、 國事 艱難 を 語る、 

^^1:^^®^  -訇夜 彼 i,^ 老 二人 政 之 助か 邸舍 LL 來る、 對侯 退^の 

£s?{r^ レ錄 次第.^ 課リ、 且 今日 彼 邸に 來リ 世子へ 面 謁ゼ！ 5 こ 

とな 

請 ふ、 

〇 家老 及 係員、 剛 藏を拉 して 世子 へ 出 謁し、 岡 侯 京師 

の事狀 陳述す、 此事中 川家存 13 にも 係る 事 なれ は、 

先つ 土の 容堂老 侯へ 謀り 可.， 然し、 世子 親しく 往て謀 


三人 御旅館 へ 詰 居 仕らせ 候 段、 御 屆申上 候處、 御馳 

走 人 も 被，， 仰 付 置， 候 間、 家 來爲， 一 相 詰， 候に 不レ及 候 

旨、 御 書取 を以 被，， 仰閒， 候、 然處 最前 御 屈. 5. 上 候 

通、 從ニ 京都， 御沙汰 之 趣 も 有，， 之 候付而 者、 勅使よ 

b 長 門 守 へ 、連々 被 二 仰 聞 , 候 御用 も 可：， 有， 之、 猶兼 

て 申 上 置 候 儀 も 有， 之、 旁 家 來詰居 不：， 爲，， 壮候而 

者、 不都合 之 儀 御座 候、 勿論 御馳走 人 方 之 御 役 筋に 

は、 不二 相拘， 儀に 御座 候 間、 此段 不,， 惡被 n 聞 召 分， 

可レ 被^ 候、 以上、 

松 16. 大膳 大夫內 

一— 一 

十 一 月朔 H 

〇 世子 於 二 江：：！', 往々 之 露 置、 且西 上の 目途に て、 豫算 

之.^ 第 議決の 趣 を、 靱 負に 命し 京師 彈 正へ 報告せ し 

め、 公の 聞に 達せし む、 

此度之 勅 誌 に當 h '、幕府の 處截 振、 若殿 檨御 決考之 

通 相 運 候 得 者、 勅使 も 御 引取 可， 被， 爲ぃ成 哉に 付、 

御手 間 も 取.^ 間 敷 之處、 折惡敷 大樹 公 御 底疹に 付、 

御 快 然迄 は 餘程御 日 數も相 懸り候 間、 於，， ロハ 今， 者、 

未い つ 頃と 申 御 目途 も 立 兼 申 候、 攘夷 之 儀、 春嶽容 
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堂 二 公茂、 一切 破約 被 儀 は 近日 之 御發明 哉に 

被 二相 窺？ 橋 公 者當節 漸く 御 解 悟 之御檨 子、 委曲 追 

追 日記 中 にても 可， 被 レ成ニ 御 承知， 候 得 者、 f 共其餘 

閣老 以下に お ゐては 、決 而面從 腹 非 之 面 々 茂 可レ有 

ゾ之に付、御遵奉之御：^1被，ー仰出ー候共、 未 御 安心と 

申 期に 者 有，， 御座， 間 敷 候 得 共、 列藩ね 布告 之御沙 

d 下 闕 

四日 

〇 午後 七 時、 三條 卿、 側 用人 富 田 織 部を內 使と して、 

世子 へ 羽二重 二 匹、 扇子 を 進 せらる、 世子 延 見して 辭 

謝す、 浦 靱負及 登 人 以下 係員 應接 閑談、 夜 五時歸 る、 

〇 世子よ b 容堂侯 を 招請す、 明日 七 時よ h- 來邶 ある 

へ しとな り、 

五日 

〇 毛 利 登 人 を三條 卿の 館に 遣 はし、 昨日の 答 謝を爲 

さしむ、 視屛硯 墨 を 贈る、 

〇 三條 卿よ， r 肴 桌子を 吾用掛 員へ 賜 ふ、 係員より 兩 

卿へ 谷 和 魂 酒 一 榕を 進呈す、 

〇 七 時， お 堂 老公 來邸、 世子 之 を 梅の 間 便殿に 誘 ひ 席 

を設 く、 座 定て彼 臣寺村 左 膳、 小 南 五郎右衛門 を 進， め 
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舞, 罷出候 樣台命 を 蒙り 候 故、 罷出候 心得に 候、 尤 

御見舞に 付て は、 御 麁末之 檜 重、 天使 副使 へ 御 贈 進 

之 積に 御座 候、^ 1:^ 此段も 乍， 序 申 上 候、 草々 謹言、 

十月 二十 七日 

尙々 時下 御 自玉 奉，， 謹 念， 候、 大樹 公 御 麻疹、 昨日 

杯 は 餘5« 御難 儀に て、 御惣 身御數 も有レ 之、 御發 

は宜、 追々 御 順 快 之御檨 子と 舉 n 恐悅， 候、 以上、 

〇 世子 掛員を 召し、 勅旨に當..^慕府の處置を豫め評 

論せ しめ、 且 列藩へ 布吿嚴 整に 貫徹せ は、 此を 期限と 

し 勅使 は 復命 あり、 攘夷の 策略 、拒絶 期限 等 は、 來年 

二  將軍家 上洛、 列藩 會議 して 上奏す へしとの 勅答 

する を 期 程に して 可レ然 乎と、 世子 意 決し けれ は、 政 

之 助言 ふ、 藤澤 にて 勅使の 意中 を 候 ひしと 符契を 合 

する なれ は、 少しも はやく 此由を 勅使へ 協 謀す へし 

とて、 夕 七 時世 子 品 川へ 往き、 勅使の 館へ 謁す、 世子 

の豫議 する 所 を 陳し玉 ひけれ は、 大きに 兩 使の 意に 

吻合したり 、世子 も 微行の ことなれ は、 菓子 一 折 を 持 

し 進 せらる、 間 話 時 を 移し、 夜 四時 半に 邸に 歸る、 

此時 陪従の 登 人、 九郞、 佐 兵衞、 彌八郞 を 座 末へ 候 


〇 兩使滞 府の間 は、 三條卿 へ 槽崎彌 八郞、 姉 小路 卿 へ 

佐久間 佐兵衞 を、 旅館 直 宿 を 命したり、 二人の 姓名 を 

書して 兩使 へ 請 ひ 玉 ひけれ は、 兩使 共諾， 之、 

〇 對の l-f 川津之 助、 幾度 判 兵衞、 山 崎 K 右 衞門來 る、 

哀訴して 曰く、 攘夷の 勅旨 を 遵奉と な..^ て は、 對 sig- は 

海中へ 孤立し、 殊に 兵食 匱乏、 據 守の 術に 困む、 因て 

吾 藩 引援し て 、總裁 へ 願 請 を 賜らん， ^ と を、 若 此事成 

らす は、 退き 歸ら すと 決心す と、 政 之 助 聞て、 其 哀願 

の 意を詳 かに 書して 出す へしと、 之 を 一 室に 舍 せし 

めて、 廩食 せしめて 之 を 綴る、 

二十 八日 

〇 勅使 三 條中納 言、 姉 小路 少將江 II； に 至 .5、 先つ 傅 

奏 屋敷 へ 駕を駐 し、 後又淸 水の 館 へ 移る、 世子よ.^ 毛 

利 登 人 を 使し、 干 鯛 一 箱、 小 菊 紙 十 束 を 贈り 之を賀 

す、 政 之 助、 佐 兵衞、 彌八郎 も 旅館に 抵り賀 を 上る、 佐 

兵衞、 彌八郞 は 直に 留て直 宿す、 

〇 吾 家臣 兩 三人 勅使の 館へ 直 宿の 事、 去る 二十 二日 

幕府へ 申せし に、 今日 令して 之 を 許さす、 再 ひ 事由 を 

具し 裁許 あらん こと を 請 ふ、 

今般 勅使 御 下向に 付、 御滯府 屮爲ニ 御用達： 家 來兩； 


〇 將単家 麻疹 の 由に て 、世子 登 終： 候 VM、 

〇 勅使 三島驛 にて 一 日駐駕 の風說 あ. 9、 一  人 を 遣 は 

し 採 候せ しむ、 

〇 又 兵衞、 九郎、 土 邸に 往き小 南に 面し、 聞，， 容堂侯 之 

意中， に、 夭 下 之 事 叙 慮の 如く 先つ は 行 は るへ し、 以 

往の 策略に 至りて は、 一 定の策 も 立 かたしと なり、 

〇 夜間 政 之 助歸り 至る、 開く 二十 四 H! に 藤 澤に至 ，9 

て、 土侯の 此驛に 泊す る を 聞き、 旅寓に 至.^ 謁見す、 

勅使は箱根坂に倒樹ぁ..^て路梗するを以て、 三島驛 

に 一 n 駐駕 あり、 故に 土侯 も此 驛に駐 るな り、 二十 五 

日 勅使の 藤澤に 至る を 待て、 兩 卿の 旅館へ 參 謁す、 即 

時 程に 上り 歸 ると、 

勅使の 意 を 候 ふに、 攘夷の 勅旨 を 幕府に 遵奉の 答へ 

あら は、 列藩へ 布吿 ある を 期限と して、 勅使 は 歸洛ぁ 

る へ し、 且複 夷の 策略 如何 を も、 慕議の 次第 を 聞く へ 

し、 伹外國 へ 破約の 斷言 する は、 列 侯の 意見 を も 上奏 

せしめ、 策略 一 定を も發令 ありて、 慕府舉 行の 次第と 

なる へ し、 故に 今回 は 幕府の 策の 槪旨を 開きて、 還. 0 

奉せられ たくとの ことな. 9、 

一橋 越 前の 意 al? 齟齬 ある やと 勅使の 聞に 達し、 大き 
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に 憂慮の 次第 なれ は、 政 之 助 近時の 形 狀を陳 したり、 

〇 小 幡彥七 を 使して、 河崎驛 にて 勅使の 旅館に 候す、 

勅使 昨今 慕 城の 形 狀を問 ふ、 今朝 世子 上 營の時 は、 い 

また 橋 越 二 侯の 出營を 聞す と 言す、 條卿 曰く、 今日に 

至. 0 て 二 侯の 論 相 協 はすして は、 甚た 憂慮す へき こ 

とな b  、數々 慨歡 す、 尙宽裕 の 色 ありた. o、 績て姉 小 

路 卿の 館に 候す、 卿 憤然として 曰く、 今日 異議 を 張る 

は、 たと へ 叙 旨 を 以て 登庸せ しと も、 排斥の 外 策な か 

るへ しと 、顔色 烈しく 正論 侃々 たり、 竊 かに 謂 ふ、 蒐 

猛 併せ 用 ゆ る 朝議 を 奉 ニ威銘 - と、 

〇 夜半 小 南 か 書 至る、 今日 橋 卿 上營、 越 侯 も 同し、 土 

老侯は 先って 上り、 橋 卿 前非 を悔 ひられ、 天下の 事 一 

定に及ひたh^と報す、 

二十 七日 

〇 春嶽 侯よ b 世子へ 翰を投 す、 

1 筆致 ニ拜 啓， 候、 塞 冷 次第 相 募 候處、 彌御淸 安 奉，， 

南山， 候、 陳者 過日 來、 賢兄 も 御 配 意 被， 下 候 刑 部 卿 

殿御 事、 從ニ 昨日， 御 登城 相 成. S. 候、 小 子 も 罷出申 

候、 最早 御 安心と 奉， お 候、 此段 舉，， 謹陳， 候、 且又 今 

夕 品 川驛へ 天使 御 泊に 付、 小 子 幷豐前 守、 爲；， 御 見 
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..^た.9、然れともぃっれ解澳すへし、 一 橋 出 は 春嶽も 

出て 容堂も 出つ へし、 天下の 事 成す へしと 颜色 欣然 

たり、 勅使 持し 下る 詔書 寫、 探. 0 得て 春嶽 侯の 手に 在 

b と 聞き、 請て 謄寫 す、 如い 左、 

攘夷 之 儀、 先年 來之歡 慮、 至.， 今更 御變動 不" 被レ爲 

ン在 候、 於， 一柳 營， 追々 變革、 新政 を 施行し、 叙旨遵 

奉に 相 成 候 條々、 不レ 斜叙感 被,， 爲" 在 候、 然處 天下 

之 人民、 攘夷に 一 定無， 之候而 者、 人心 一 致に も 難 

レ到、 且國亂 之 程 も 如何と、 被.， 惱ニ叙 慮 一 候 間、 於 二 柳 

營， 彌 攘夷に 決定 有い 之、 速に 諸 大名 へ 布 吿有レ 之 候 

樣被ニ 思 召， 候、 尤 策略 之 次第 は、 武將之 職掌に 候 

間、 早速 被， 盡 二 衆議， 候而、 至當之 公論に 決定 有 

レ之、 醜 夷 拒絕之 期限 を も 被， 議 、奏聞 候樣 御沙汰 候 

M -、 

〇 夜間 中 根よ. -九郞 へ來翰 あり、 大久保 越 前 f  J へ 一 

策 を 施せし か、 果して 行 はれし か、 明日 は 一 橋 卿 出城 

あるへ しと 報す、 

〇 今朝 I 校 一 橋 卿よ. - 世子 へ 返翰來 る、 

貴翰 恭存 候、 如い 論 寒冷 日に 加 候處、 愈 御 安靜被 

レ成ニ 御 起居； 欣然 之 至 候、 然者拙 子 事、 過 B 以來引 


籠 候 様子、 如： 1： 程 之 病症 候 哉 御 案 思 被 I 成、 &に天 

使 も 明後日 着 府之樣 子、 就て は 何れに も 御 遵奉 之 

御 決 答、 兩 三日に 一 定不レ 致 候而者 御 不都合に も 

可レ有 、容堂 も 殊之外 配慮 之 由 故、 春 嶽容堂 苦心 

之 趣、 一 定致候 様 被， 成 度、 且 於，， お 君， も 一 定之處 

御 承知 被.， 成 度、 且拙子 不快 少しも 快 候 は、、 押て 

も 登營致 候樣、 縷々 御 懇諭之 趣、 不，， 一 方， 令 二 厚 謝， 

候、 實に 天使 之 着 期に 迫り 引 籠居 候而 は、 甚以舉 ，1 

恐 入， 候、 右 御 決 答 之 趣 は 、攘夷 之 儀に 可， 有， 之 哉、 

攘夷 之 儀 は、 御 遵奉 之 御 答 可い 被，， 仰 出？ 粃御 治定相 

成 候 哉に 致，， 承知， 候、 不，； 容易， 御 時節、 御 氣之毒 

に は 有， 之 候 得 共、 猶又御 配慮 御 苦心 被， 成 候樣不 

レ堪 n 希望， 候 、於-, 小 子， も乍レ 不^ 及 焦心 苦慮 罷； = ^候 

得 共、 鬼 角 胸 膈欝閉 強く、 押て 致，， 思慮， 候 得 は、 終 

に心氣 及，， 混亂； 甚以 致，， 難儀-候、 就而者 登營之 儀、 

今日 御斷 奉，， 申 上 置， 候 1 不快 中 別て 亂筆、 宜敷御 推 

覽 可,， 給 候、 布 答 草々 如，， 斯候、 不備、 

十 月 二十 五日 夜認 る、 

再 白 例文 略す- 
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候、 天下 之 大事、 此兩三 日に 一 定不レ 被，， 成 置， 候而 

者、 天使 御着 府、 御 不都合 之 儀 も 可い 有，， 御座， 哉、 尊 

臺には 於，， 天朝 一 第 一 御 依賴被 レ在、 殊に 源烈殿 

之 御 造 志 御 繼述、 旁 天下 人望 之 所， 歸に候 得 は、 此 

時 之 御 事、 一日片時 も 早々、 總裁職 容堂共 苦慮 之 

趣、 御英斷 を以御 一 定 被い 爲， 成 候 は、、 天下 之大幸 

不レ 過， 之と 奉い 存候、 此段 御見舞 旁、 罷出申 上 度 候 

得 共、 態と 差控、 惣裁職 迄， と存 候て、 今朝 及 二 乞 

合， 候處、 是亦 今日 者 引 籠 之 由、 私 式 乳臭、 差 出 苦 敷 

儀に は 候 得 共、 御 承知 之 通、 天朝より 厚き 御沙汰 を 

蒙 居候 付、 慕議御 一 定之 旨、 一 日 も 早々 承 置 度、 

勅使 御着 期 も 相 迫 .-、 別而 不ぃ堪 n 煩 念： 不， 得， 止 書 

中 を 以申上 候 問、 麁略之 罪 御 推恕被 n 成 下， 候而、 少 

しにても 御 快方に 被， 爲 VM 候 は、、 御 差 押 御 決 f お 

起、 幾應も 奉，， 仰冀， 候、 恐惶頓 首、 

世子 此日 は遠騎 にて、 佘か木 村齋藤 篤信 齋か居 

を訪 ふ、 佐兵衞 昨日の 近. 况を往 て 報 申す るを以 

て、 即ち 此翰を 作り、 近侍 一 人 を 橋 邸へ 持し 遣 は 

す、 

〇 午後、 九郞、 彌八 郞、. H 邸に て 小 南を訪 ふ、 一 橋 卿よ 


,9 いまた 回報 無 、昨日 容堂 侯の 說解は 頗る 迫 切に 

て、 間ま激 言 にも 涉. 9、 橋 卿は默 して 言 はす、 今： n 午 

時 まてに は 返答す へき を 約し たれと も、 消息な けれ 

は、 老侯 は駕を 促して 登營 せり、 意 ふに 閣老も 面從腹 

非、 陰に 橋 卿を敎 唆し、 終に 老侯を も 姦策に 陷 らしむ 

る も 知..^ 難しと、 憂慮の 體 な..^、 

九 郎等 又 越 邸に 往き中 根を訪 ふ、 靱負道 ふ、 尊攘の 議 

1 橋 卿 も 同心して、 旣に 今日 將軍 家へ 窺 ひ、 旨 を 取 h- 

たりと 聞く、 何の 意 あ b て 移 病せ しゃも 知り 難し、 後 

見 職を辭 避の 表 を 出した る やと 聞く、 斷然 異議 を 張 

,9 たるに は、 又 一 策 も ある へ けれと も、 面 從の體 やに 

て、 萬 慮す る も 良策な し、 究竟 は 開國之 初志に 拘泥 あ 

h- て、 上京 も遲延 し、 氣魄餒 萎した るな もんと、 昨夜 

春嶽 侯の 言に も、 同し く 勅 を 蒙. 9 重任 を 負 ひたれ は、 

公 か 退け は 余 も 獨り留 る へ からすと て、 今日は 出廳 

あらす、 此老 侯の 眞 意に 非れ は、 明 w は 又 出城 ある へ 

し、 故に 試に 他に 一策 を 施す へしと 語る、 又 云、 攘夷 

の 事 決せ は 、幕府の 事、 諸事 勅使 へ 謀りて- 處す へ しと 

の豫定 なりと、 

〇 佐 兵衞、 橫井； 牛 四 郞を訪 ふ、 ；牛四 云、 一橋 卿 鄙氣起 
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此意 大きに 吾議に 同し と、 

1 小 南 か 話に、 容堂 侯の 持論、 愈 叙 旨の 如く 破 複に確 

京師 駐在の 諸臣の 異收に 出さる やと 

定 なるやと、 私心に 憂慮せ しか、 昨夜 謁見して 俟の 

意 を 聞き、 臣等か 立 意と 吻合し、 八 月 頃の 持論より 

は 頗る 進み、 私心 大きに 安した. 5 と、 然れは 下 m 條 

約假條 約と も 破 却の 意な， 9 やと 問 ふ、 贵 意の 如し 

と 答 ふ、 

小 南 云 ふ、 過日 來總裁 I、 廳に 出す、 其議合 はさる 

ある を 察し、 容堂 侯數々 登營 し、 將軍 家へ 謁見し、 

閣老 へ 面接して、 尊攘の 大義 を說解 ありし に、 將軍 

家 は 頗る 賢明に て、 尊王の 一 事 は 尤も 會心 あ. o、 因 

て 今回の 勅使の 奉迎 は、 玄關へ 輿 を 接着せ しめ、 將 

. 軍 出て 迎へ、 誘て 上 壇へ 就し め、 親ら 中 壇に 候して 

勅旨 を 承 奉す へしとの 擬定 なり、 前日 大原卿 か 下 

向 あ..^ し 時 は、 上 壇に て對座 あ. 0 しに、 偏に 將軍家 

の 意中に 出た 、然る に閣老 以下 承服し 難く、 漸く 

昨日に 至 九分 九釐 にも 及 ひたれ は、 今日 總裁出 

廳 あら は、 十分の 議決に もなる へしと、 

0 土の 小南來 話す、 世子 聞て 掛員 と共に 召して 謁せ 

しむ、 酒 を 賜 ひ、 京師の 近 狀を問 ふ、 此時小 南 は九郞 


に密に 語る、 一 橋 卿 開 國說を 主張し、 後見 職を辭 避せ 

ん との 勢に て、 今朝 來越總 裁 往て說 解 あ b  、容堂 侯 も 

往て說 く、 因て 一 橋 卿 此議に 同せ は、 閣老 以下 は 異議 

なかる へしと、 老侯 語られたり、 我 か 出ん とする 時、 

老侯又 呼て 云 ふ、 頃ろ 營 中の 風 說に、 大久保 越 前 

か 邪 論、 正 議を妨 るに より、 三 藩士 等 刺 撃 せんと 謀る 

よし 聞く、 大事 將に 成ん とする 時に 際し、 如.， 此暴策 

あ b て は 破壤の 基なる へし、 吾 藩內は 無論、 長 藩內に 

て も 注意して 防 脇す へしと な. o.、 九 郞等答 ふ、 吾 藩 は 

決して 此事 なし、 請 ふ 思を勞 する 勿れと、 

〇 夜間 小 南より 九 郞へ書 を 投し道 ふ、 今日 容堂 侯の 

橋 卿 を 說の論 未た 決せす、 明日 午 まて を 待つ と、 

二十 五 H 

〇 世子より 一橋 卿へ 書翰 を 手書して 贈 ふ、 

塞 冷 日加 候處、 過日 來御引 籠 之 御 様子、 如何程 之 御 

病症に 被 レ爲， 在 候 哉、 奉レ 勞，， 鄙 念 一 候、 旣に 天使 も 

明後日 御着 府之 御樣 子に 候 得 者、 歙慮御 遵奉 之 御 

決 答、 早速 可い 被，， 仰 出 (彼是 御廟 議御 繁多と 奉レ察 

候、 總裁職 昨日 快 勤、 容堂 此中來 度々 登營、 不，， 容 

易，. 配慮 之 山、 此餘 は尊臺 御英斷 可い 有 と 奉レ存 i 


り， 小 幡彥七 に 命し 上らし む f  is、 

一 御赦翁 一 條、 追々 御沙汰 可レ 被.， 一 仰 出， 之處、 實以御 

手數之 儀、 時日 も相掛 り可レ 申に 付、 勅 誰 之 御 旨、 

於 二 公 邊， 屹與 御遵舉 可.， 被い 爲ぃ遊 段、 長 門 守ね 被 

ン對 御^ 答 被 二 仰 出 一度、 依而者 列藩に 被， 爲，， 對候而 

茂、 勅 之 通 御 赦宥之 詮議 仕、 申出 候樣 御沙汰 有 

レ之 度、 旁舉. レ願候 事、 

1 先途 而 長 門 守よ b 願 出設候 破攘 之叙盧 御 遵奉 之 

儀、 最早 御 評決 可レ 有， 之 之處、 旣に 近々 勅使 茂 御 下 

着に 相 成 候 付、 即今 復命 仕 候 筋に は 無，， 御座， 候 得 

共、 御 評決 之 趣 舉，， 窺徵： 勅使ね 相 窺 度 儀 も 御座 候 

間、 何卒 御內々 之 筋 を 以て、 御 樣子被 n 仰 聞 置, 候樣 

舉レ願 候 事、 

〇 土の 小 南 五 郞右衞 門 江 卢 に 至る 由 を 報す、 明朝 は 

吾掛員 等往 C 逢 接す へ きを 吿く、 

二十四日 

〇 九 郞土邸 へ 往き小 南に 面す、 問 話の 件 如い 左、 

一 去る 八日 小 南 か 靑逮院 宮へ拜 謁せし に、 宮は病 稍 

愈て 猶榑に 在り、 諭して 曰く、  土 州お 囔 勅使へ 副せ 

ら る なれと も、 壯 年な れは容 堂の 老成 を 以て、 諸^ 


負擔 して 周旋 あるへ しと、  , 

；勅文 を拜覽 せし むへ けれ は、 出 途を暫 /、停む ヘレ 

とのこと なれ は、 十： n の 夕 まて、 數 回三條 家へ 謁し 

たれと も、 終に 拜覽は 許されす、 三储卿 口演して 曰 

く、 余 も禁內 にて 一 見せし まて なれ は、 其大 旨を吿 

くへ し、 容 堂へ も 竊 かに 聞す へし、 其 旨 は、 攘夷の 

叙 旨 は從來 確定の 所に て、 其 策略 如何ん を 上 言 あ 

りたく、 又 列 侯の 赤心 を、 慕府 にて 問 承して 上奏す 

へしとの 事な. 0 と、 於い 是小南 は 即夜 京を發 した 

、九郞 問 ふ、 勅 文中 京 夷 期限の 遲速、 將軍 上洛 を 

言上 等 はなき や、 小 南が 聞く 所に は 其 件な し 、一二 條 

卿の ロ氣も 至て 簡易の 事と 窺 はれた.^、  . 

一 九郞問 ふ、 村 井 修理 少進 か此 地に ての 話に、 勅使の， 

決心 は、 外 夷へ 破約の 斷 決を此 地に て 見定めて 歸. 

洛 あるへ しと、 此 事確說 なり や、 小 南 云 ふ、 三條卿 

の 話頭 少しも 此事 なし、 只 慕議の 決定 を 目途と し 

て 復命の 意なる へしと、 九郞云 ふ、 弊 藩の 意に て 

も、 過る 夏 窺 ひ 定めた る 如く、 慕議の 決定 を 以て 復 

命、 叙 聞に 達し、 處 澄の 詳悉 は、 將軍 上洛して 親し 

く 上奏し、 歙旨を 取る 次第と 豫定し 居る と、 小 南 > 


世子 本 勅^ 下 Si 
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順 を爲す へ しと、 慕 斑 等 之を懌 はす、 將軍家 へ 直接に 

其 意見 を陳 すへ しと 聞く、 

二十 二日 

〇對の齋藤佳兵衞、大浦作兵衞來.^報し道ふ、彼藩士 

東上して 報す、 頃ろ 對侯退 身の 事 を 妨る姦 吏の 策 あ 

b  、故 吾 公より 書 を 贈り、 對 侯の 致仕 を 促さん こと を 

依賴 す、 九郞、 政 之 助 聞て 之を諾 し、 小 五郎へ 此事を 

報 せんと 約す、 

〇.# 和 野の 桑 本 才.^ 郞來. 9、 福 羽 文三郞 よ. y 佐兵衞 

へ 贈る 書、 及 ひ 政 之 助 以下 へ 贈る 書 を 持し 致す、 又 云 

ふ 、、ま 和 野 侯 上京の 意 あ..^ しに、 適 ま 諸侯 東 鋭の 例 制 

を 改められし 故、 其 便 を 失 ひたり、 是を 以て 老臣 一 人 

を 京 へ 上す へ き豫定 なりと、 

〇 容堂侯 より、 吾 か 係員 等 を 今夕 召 見す へき 約 あ. 0 

しに、 急に 登營 すれ は 其 暇 を 得す、 陳說 せんとす る 事 

件 あら は、 筆記して 出す へ しと なれと も、 他日 謁見 を 

以て 陳述す へしと 辭す、 

〇 佐 兵衞、 橫井平 四 郞を訪 ふ、 肥 後の 留守居 吉田平 之 

介 座に 在.^、 言 ふ、 方今 上海に 於て、 英夷其 他 數國會 

議し、 薩侯 生麥の 事を處 し、 薩 へ 軍艦 を 向けて 之を釓 
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さ ん とすと、 平 四 云 ふ、 余 か 長 崎 人より 聞く 所 も 亦 同 

し、 然れ とも 余 か 所,， 考は薩 へ 直ちに 向 ふへ しと、 

〔頭注〕 昨 B の Si へ 入る へし、 

〇 前日 檎崎彌 八郞か 京師より 持し 還りた る、 他 子へ 

內 勅の 件 を、 慕 府へ申 報 せらる、 如レ 左、 

松 や 長 門 守 去る 秋 以來^ 府、 追々 斡旋、 實以叙 成 

被 レ爲ぃ 在 候、 今度 勅使 被 n 差 下 ， 候に 付而 者、 愈歙旨 

徹底 之 儀盡カ 有， 之 候樣、 猶亦 御沙汰 候 事、 

此 文書 前と 重 

う.^ 復今 舊に從 ふ、  ， 

右寫 本へ 左の 書 を 添へ、 

今般 勅使 御 下向に 付、 別紙 寫之通 京都に 於て 御沙 

汰有  之 候、 依い 之 長 門 守 儀、 御用 有， 之 節 は 勅使 御 

旅館へ 可， 1 罷 出？ 猶 家來兩 三人、 御滯 府中 爲，， 御用 

達； 御旅館 へ 詰 居 仕らせ 候、 此段御 聞 i!i 可， 被" 下 候 

以上、 

松 16- 大膳 大夫內 

小 幡彥七 

二十 三日 

〇 政 之 助 を 遣 はし、 勅使の 藤澤驛 旅寓に 謁せし む、 

〇 慕 府へ豫 め 願 請して 回答 を 額したり、 今日 書 を 作 


b 、天下 之 m4 ーレ 可.， 爲に 終ん かと、 16. 四 又 云、 稍 其 

勢 あ. 9、 然れ ともい また 拋却 すへから さるもの あ 

り、 今 四 五 = を經 は、 希く は 稍々 目途の 立つ こと も 

ある へ し、 

1 一橋 卿に も 昨日 來出廳 せす、 容堂侯 犬に 苦心し、 板 

閣老 へ懇々 說諭ぁ h- と、 平 四 話す、 

〇 勅使 接伴 人 を 令す、 

勅使  秋 月 長 門 守 

副使  佐 竹 壹岐守 

松 平 近 江 守 

〇 稻律 濟人來 話す、 云 ふ、 小 笠 原 II 書 頭へ 數次對 話 

す、 善柔の 小才 子に て、 善惡 も不レ 別人の 言に 從ふ風 

あ. -、 橫井か 九郞へ 語る も、 閣老小 笠 原、 井上 は 自立 

の 力 は 無し、 風に 翔る 鳶の 如しと、 

二十日 

〇 土の 上田 某來 話す、 云 ふ、 間 部下 總守、 伊東玄朴に 

憑り、 大樹 公へ 邪說を 浸入す るの 巷說ぁ りと、 

〇 村 井 修理 少進 京師よ. 5 來る、 姉 小路よ. -矚托 の 事 

務 ある を以、 吾 櫻 邸に 駐留す、 久坂 玄瑞か 添書 を 持し 

來. 0. 、 又宍 tn, 九 郞兵衞 よりも 委 托し 求る、 村 井 は松延 


次郞 と假稱 す、 

〇 小 五郎 桑名驛 よ. 5 飛脚 を 遣 はし 報し 道 ふ、 十四日 

同驛に 於て 土容堂 侯の 東行に 逢 ひ、 旅館へ 往、 本山 只 

一 郞に 面し 近 狀を述 ふ、 夜間な れは老 侯へ は 謁見せ 

す、 十五 日 於，， 同驛， 勅使 兩卿 へ 拜 謁し、 近狀を 申述す 

^、又兩卿は來るニ十七日江！！！-へ抵るの豫程な-^^と、 

〇 慕府は 勅使 接伴 秋 e: 以下へ 諭す、 今回 は 勅使 駐府 

の 日、 例よ， は 長 かる へ けれ は、 其 準備 をな すへ し 

〇 越春嶽 侯、 過る 十一 一 =來 移 病して 出す と、 其 事故 を 

詳 かにせ す、 土容堂 侯に は 頃ろ 頻に 拮据 奔走 あ と 

聞く、 

二十 一日. 

〇 土の 吉岡 16. 四郞、 間 崎 哲馬か 手翰 を 持し 來. 9 て、 吾 

か 二 事 二 ケ條の 記 を 借らん と 請 ふ、 佐 兵 衞ょ. ^之 を 

〇 土の 橋 爪 右內來 る、 蘭 醫シ， "ボルト か 建白書 を 示 

す、 其 攘夷論に 關係 ある を 以て、 借て 之を謄 す、 

〇 容堂 侯の 意見に、 今回 は慕府 驕傲の 體を 改め、 將軍 

出て 品川驛 にて 勅使 を 奉迎し、 其 他 も 之に 準して 恭 


_— 世 チ奉勅 東 f 苇。  

か る へ し、 一  11 本 を 贈呈 すれ は、 春嶽侯 へ 徹上 する やう 

依賴 す、 

〇 麻布 夫人の 宮 及鶴步 部屋より、 公參 朝の 賀， 0 して 

肴 を 賜 ふ、 邸舍に 於て 酒宴 を 開き、 掛員、 留守， 就员 と 

同し く飮 む、 今日は 藩 地の 菅公 祭な b と、 各 思 鄉の思 

を 起した. cv、 

十七 日 

十八 日 

〇 栴崎彌 八郞 京師よ. 5 還る、 

〇 齋藤 篤信 齋 父子 四 人 及 ひ 門 生 等 を 召し、 看 馬 所に 

於て 攀劍を 試む、 世子 臨 見す、 酒 食 を 賜 ふ、 

十九 日 

〇 政 之助薩 邸を訪 ひ、 岩 下 佐 次 右衞門 へ 對 話し 聞く、 

三 郎君 國に歸 りて、 藩 內黨派 分れ 紛転を 生し、 三 郎君 

へ 上京の 勅 も あれと も、 速に 發途 もな り 難く 考 へら 

る、 小 松帶刀 は英人 斬殺 一 條 にて、^ 藤 解し 難く 出^ 

せし な b  、頃ろ 邸 中には 同志 三 四 人に て、 頗る 困却の 

體 なりと、 

〇 九郞越 邸に 橫井 を訪 ふ、 談事 左の 如し、 

I 橫井、 漸次に 大久保 越 前^ I へ說 得する に 、愛情 多き 
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は 其 人の 所 僻 なれと も、 勸王は 父 某よりの 家敎に 

て、 當時慕 吏 中 第一 の 人な り、 大樹 公 を輔け 正道に 

向 はしめ、 邪說 に陷ら さる は 越 前 fl 在る を 以てな 

、是 故に 孤立の 勢に て、 至て 危難の 地に 立つ、 長 

人の 接 遇 を 請と も、 嫌疑に 涉るを 以て 爲す能 はさ 

る へしと 語る、 

一 板 倉 防 州 尊王の 說を 深く 抗拒し、 一 梳 へ 攀援 して 

春 嶽の議 を障礙 す、 故に 滿廷其 黨頻盤 結す、 元と 越 

前の 論旨 は、 開 鎖 共に 從來の 慕 風に て は、 皇國は 維 

持す へからす、 君臣の 分 を 正し、 上下の 別 を 明に 

し、 東照宮の 故に 復す へ しと、 故に 私欲 私 習 は 純然 

脫却 せされ は、 事に 臨む へ からすとの 立志 ゆ へ 、滿 

廷 悉く 板 倉 へ 歸 向し、 牢固 不可 拔の勢 あり、 越 侯 威 

憤し 數日 出廳 せす、 終に 胸痛に 至らせられた. 9、 實 

に誠實 有， 餘て氣 力 或不， 足、 容堂侯 は 組な れ共氣 

力に 逞し、 春嶽侯 へ 其 氣カを 合せ は、 斷然赏 穿も爲 

すへ けれと も、 其 天性 ゆへ 如何と もす るへから す 

Is す、 

九 郞又謂 ふ、 惪府當 今 之 形勢に て は 、中興の 業 は 終 

に不レ 可.， 成、 委靡衰 類に 歸し、 列藩 割據の 勢と 爲 


は、 國 事を^る こと も あらんと 憂盧 する 心事なる 

へし、 家臣 等 は 之 を 察知せ す、 故に 老 侯の 言に も、 

我 か 上京せ さる を喧々 論 資して 困み 居る と、 哲 

に 聞く 所と 事情 合せ 思 へ は、 頗る 瞭然た るを覺 へ、 

小 南 出府せ は 我より 辨 解和融 する 所 あらんと 豫議 

す、 

1 哲馬か 意に は、 近日 勅使 東 下し、 攘夷の 領奉 あら 

は、 老侯 は疾く 一 旦 上京 あら は、 此紛転 も釋融 すへ 

しと、 政 之 助 之を駁 して 曰く、 老侯遽 率に 上京 あり 

て 何の 効 驗を爲 さんと する や、 先日 京師より 老侯 

を 急に 召せられ たる 時 は、 朝議の 勸搖も 計. 9 難く、 

尾 老侯土 老侯を 要して、 根基 を 固定 せんとの 策な 

りしに、 今日に 至. 5 て は、 根基の 確立 は 思 を 不レ勞 

時に 當. 5、 老侯 出て 何の 益 を 成ん とする や、 時勢 察 

識 して 事 を 成す は、 吾輩 處， 事大 綱領な り、 方今 は 

朝廷 幕府の 間に、 君臣の 大義 を 判然 屹立 せんこと 

こそ 大事なる へし、 故に 慕 府中 紛々 議論の 際 は、 老 

侯は此 地に 留り橋 越 を 助けて、 條理 判然たる 時に 

至. 5、 京師に 上. 0 朝議の 扶翼 ありて 可レ 然と、 此議 

は 前日 政 之 助か 老 侯へ 建言す る 所な と、 哲馬聞 
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て 篤く 思考す へしと 答 ふ、 是を 察する に、 土 潘には 

要路 其 人な く、 言 路を疏 通す る 能 はさる 弊な らん 

力 

1 間 崎 席上に、 水 藩士 山 口 某なる もの 先在り、 始めて 

識 面したり、 齡 1 一十 二三、 頗る 血 氣强剛 、可い 憑士な 

りと 見 ゆ、 水の 住 谷 虎之介 追て 至る、 曰く、 水 侯 上 

京の 事呈 書、 容堂 侯の 周旋に て 橋 卿の 覽に及 ひし 

由、 漸言路 も 開け、 水 藩の 紛紀 も條理 立つ へしと 喜 

ふ、 然る に 今朝 政 之 助か 路上に て 大野 へ 邂 返す、 彼 

藩邸 へ 逃 入せ し 二十 七 人 は、 明日 明後日 を 以て、 水 

府へ 下し 入獄との 報 を 聞き、 甚た 苦心 居し を 住 谷 

へ 語る、 住 谷 云 ふ、 いまた 發 令に は 至らす、 假令水 

府へ 下す とも、 毒殺 等の 赛計は 施し 不ぃ 得、 却て 同 

志の 憤激 を 醸し、 幸 ひとなる へしと、 其 席上、 又 水 

士の間 崎へ 贈 翰す る もの あ. 9、  二十 七士東 下に 決 

したり、 因て 救助の 策 を 施す へ しと 苦 思す とな， 9、 

又 先日 以來、 吾 兩公水 藩 救助の 事 周旋 ありし を、 同 

志 一 般烕 佩し 居る と 感謝す、 

〇 中島 三郞 助よ. 9 政 之 助、 小五郞 へ 投 翰す、 浦賀 奉行 

へ 建言 書 を 上りし に、 職務 新任の 人な れは徹 上し 難 
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〇 奧； 牛數 を 京師 へ^す、 公の 榮進 を賀 するな. y、 

十四 曰 

〇 政 之 助 越 邸へ 往き中 根へ 面し、 昨日 橫井か 大久保 

へ 接し 論し たれ は、 世評と 反し、 攘夷の 叙 旨 遵奉の 決 

意な. 0 しと 聞く、 詳悉 は橫井 へ 直に 問へ しと、 

〇 對士の 素 願、 侯の 返隱の 時、 監察 を 遣 はされ さる や 

うとの 33 趣、 中 根 へ 依賴 せじに、 春嶽侯 へ 伺 ひて 後報 

答す へ しと、 

十五 日 

〇 公 參朝榮 進の 賀辭 とし、 在 邸の 諸臣參 し、 剌を捧 け 

て 返く、 

〇 政 之 助 某 生と 會話、 某 生 有： JT 次，， 其 韻， 却 示す、 詩 

云、 

家 世 勤王 有^ 所い 由、 傳心遺 訣豈輕 浮、 覺公當 日濟民 

業、 永 保神皇 六十 州、 

十六 日 

〇 政 之 助 土 邸に 往き宮 井 俊藏へ 面し、 過日 容堂 侯へ 

約した る 尾 州 探索 記 を 印 封して、 侯の 覽に 供す る や 

う 托す、 今日は 侯 は 築地の 別業へ 遊步 ありし 由、 定め 

て觀 月の 宴 を 開かれた りと 思 はる、 


俊藏か 詰に、 喜久姬 の婚娶 は、 必す當 年の 間に 整理す 

へしと、 此事は 吾 邸に 於ても、 一 昨日 會議ぁ し 次第 

を 語る、 

〇 間 崎哲， 馬 は 先月 來臥病 外 適せす、 同藩の 同志 輩 を 

陸績 京に 上せ、 周旋す る 事 あ. 9、 過日 政 之 助か 老侯か 

覽に 供した る、 我 藩 二通の 建言 書 も、 哲 -il 幷に 同志の 

者 も 一 見す る こと を 得す、 政 之 助へ 憑て 一 覽を乞 ふ、 

此書は 江 地に て は 流 傅す へからす と、 吾 藩の 吿來 

b しこ ともあれ は 之 を 拒みし に、 固く 請て 不レ 止され 

は、 今 H 其 外 言 を 堅く 停めて、 有吉能 次郞を して 持 

し 贈らし む、 

一哲 馬 か 話に、 京師の 事情 如い 此な るに、 土邸ょ..^は 

何事 も 報し 來ら す、 在京の 小 南を始 め 志士 等、 老侯 

の 心事 を 疑 ひ、 過： n 小 南 か 書を呈 する も 、老 侯の 意 

に 協 はさる 文辭 あり、 耍レ 之る に 老侯は 佐 慕の 心事 

と 思考して、 事情の 報吿も 分明なら す、 當侯を 戴き 

て山內 勤王の 事業 を遂ん とする を、 老侯甚 激怒 あ 

,9 と、 因て 政 之 助か 想 ふに、 過日 老 侯の 言に、 刑 部 

卿 春嶽も 容堂缺 きて は 事 を 成す 能 はすと、 故に 老 

侯 は來歲 二月 まて は 江 m 'に 在. 5 て 兩君を 補助せ す 


堤に 遊步 し、 頗る 快 意に て、 醉後 左右に 命し 詩 を賦せ 

しめ、 樂 むこと 久し、 慕に 及 ひ 邱に歸 る、 聞く 是日春 

嶽侠、 老 侯へ 急に 謀る こと ありて、 返廳 直に 邸に 來 

,0、 侯不レ 在、 其 意 を 筆記して 贈り 歸る、 老侯歸 て 其 書 

を 見れ は、 慕議其 意に 協 はす、 斷然辭 職す へしと、 老 

侯 看て 愕然、 直に 乘-姆 を 命し、 軍騎 して 往く、 夜閽黑 

して 燈も 無く、 驄從皆 及 はす、 街； 娘の 看 伺 所へ 駛入 

し、 遂に lljl- よ .9 墜ち、 衣 を破壤 する 十 一 所、 足に 傷 を 

負 ひ、 越 邸に 入 閑談して 歸れは 曉七ッ 時な 、笑て 

侍臣に 謂 ふ、 隱翁か 馬よ 墜て、 德 川の 天下 を 一 た ひ 

助けた h-ll 

〇 午 時 前 中 根^ 負來 邸す、 客室 に て 登 人、 政 之 介等會 

接し、 家老 も 出て 接し、 午餐 を 供す、 

〇 仳子寢 室に て 接見す、 懇々 辭を述 へ 、家老 以下 出て 

對 話す、 茶 葉 を 供し、 備前元 重の 刀 を 世子 手ら 之に 贈 

る、籾負亞刺比^si產のa^^J率來h^、世子に言す、 赛嶽 

侯、 世子の 乘 馬を嗜 むと 閒き、 臣に 命し 率き 來 らしむ 

と、 世子 粟屋 織 江に 命し 乘 試しむ、 畢て 虎之 間に 於て 

酒 を 賜、 饗膳を 供す、 家老 以下 問談數 時に て 返く、 

明 十三 日 靱負來 りて 昨：！： の 厚遇 を 謝す、 國歌ニ 首 
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を 書し、 彥 七へ 托して 歸る、 

御惠に いかに 酬 ひん 我 か 命 二つな きこ そ 恨みな 

b けれ、 

此は愤 一 か 記憶に 存 すろ.^ 漫 Lispu せし なリ、 今 一 首に 胸 

屮， cj- 叩く とも， 記憶な し、 其 時 出會の 諸彦に 請ん と 欲す、 

〇今曉京師の報ぁh^て、公參朝し、特恩を以て榮任を 

蒙らせられし により、 賀式 として 在 邸の 諸 臣に酒 を 

賜 ふ、 諸士 以上 は 桐 之 間 へ 列座し、 足輕 以下 は 白洲に 

候す、 世子 出て 臨み、 朗^に 諭して 曰く、 京 帥に 於て 

公 榮寵を 藏られ し は、 全く 祖 ぉ以來 歴世 忠孝の 遺德 

なりと、 我に 於ても 感 荷に 堪 へす、 汝諸臣 等、 從來の 

訓令に 服膺して、 苟も 懈る こと 勿れ. o、 近侍 酌 を 取り 

酒 を 賜 ひ、 足輕 以下 へ は、 直 目 付、 奥 番頭、 酌 を 執て 賜 

vN 、實に 終 古希なる 盛宴に て、 上下 感淚 に袂を 浸し 

たり、 

羅て小 書院 へ 別に 筵 を 開き、 老臣よ b 君側 諸艮、 周旋 

掛員、 留守 諸 員、 新 殿 諸 員 等 を 召し 盛宴 あり、 世子 之 

に 臨み、 欣然 談話、 獻酬 交錯、 各歡を 極めた.^、^ 四時 

に 及ん て、 世子 疲れた. >  とて 寢に 入ん とす、 尙筑前 を 

召し、 諸 員に 酒 を 倚め、 各 其 量を盡 さしめ よと 命して 

入る、 

ほ 五十 モ 
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君に 問て 而後 答ん と 請 ふ、 後に 書 を 以て 成否 を 報せ 

んと 約し 歸る、 午後 籾 負 書 を 贈.^、 寡 君 へ 伺 ひて 其 厚 

意 深く 或し、 速に 召に 應す へ しと 敎られ た h^、 

0 仙 臺の岡 啓助來 話、 

〇 薩の岩 下 佐 次右衞 門、 田 中太郞 右衛門"， 佐 土 原の 野 

瀬 某、 田 村 某と 係員 等永洲 亭に會 話す、 

〇 野宮 卿より 益 田 彈正を 召し、 御沙汰 書 三 通 を下附 

し、 世子の 東駐 へ 速に 贈る へ しとの 事な.^、 但 京師 警 

備親 兵の 一 事 は、 勅使 東 下して 陽發す へ し、 未た 密處 

置の 中 なれ は、 外 間へ 發 露せ さる やうとの 事な.^、 幸 

ひに 槽崎彌 八郞西 上して 在れ は、 急に 發 して 東歸せ 

しめ、 世子へ 持し 上らし む、 

今般 攘夷 之 儀 決定 有， 之、 天下 へ 布告に 茂 相 成 候 上 

は、 外 夷 何時 海岸 刼 掠し、 畿內に 闌入之 程 も 難， 測 

候 間、 禁闕之 御 守 衞嚴重 被，， 仰 付 - 度 被 二 思 食 ， 候、 然 

處海國 は 夫々 防鎮向 も 有 v^、 海岸に 引離 候 諸 藩 

は、 救援 之 手當等 有い 之 候 事に 付、 邊 鄙よ.^ 畿內へ 

警衞差 出 居候 而者、 自然 不行屆 之 筋 も 可 n 出來； 且 

自國之 兵備 手薄に 罷成、 國カ 之弊疲 にも 可 レ至候 

間、 京師 守護 之 儀 者、 御 親 兵と も 可い 稱警衞 之 人數を 


不 "被，^ 候而 者、 實以！ 一!^ 襟 を も不レ 被い 安 候 間、 諸 藩 

よ h- 身材强 幹、 忠勇 氣節之 徒 を 令，！ 撰 募； 時勢に 隨 

ひ、 舊典を 御 斟酌に 相 成、 御 親 兵と 被い 遊 度 被 二 思 

召， 候、 右 親 兵 被 レ爲レ 置 候に 付而 者、 武器 食糧 等 準 

レ之候間、是亦諸藩 へ被ニ仰付？石高相應赏獻致候^2^ 

被 レ遊度 候、 但是等 之 儀 者、 制度に 相 渡 候 率に 付、 

於こ關 東-取調、 諸 藩傳達 有い 之候樣 被-, 仰 出-候、 最 

即今 之 急務に 候 間、 早速 評定 可い 有.， 之、 御沙汰 被 

レ爲， fe 候 事、 

別紙 可， 被， 置，， 親 兵， 之 儀、 以，： 勅使， 鍋 東へ 可， 被，, 

仰 付， 候 得 共、 長 門 守 在 府中 之 儀、 盡カ 有い 之 度 被，, 

思 食， 候 事、 

松； 牛 長 門 守 去 秋以來 出府、 追々 斡旋、 實以歙 被 

レ爲ン 在 候、 今度 勅使 被 一， 差 下， 候に 付而 者、 愈 fib 徹 

底 之 儀盡カ 有レ之 候樣、 猶亦 御沙汰 候 事、 

十二 日 

〇 京師より 飛脚 夫來 る、 去る 四日 公 參朝之 次第 確報 

あ， 5、 邸 內賀式 等 明日の 記に あ， 9、 

〇 土の 梳爪 某來 話す、 話中に 道 ふ、 過：！： 容堂老 侯 か 風 

疾と稱 する、 其實 は！^ より 墜て のれ 傷な り、 其 日墨 W 


一 侯 道 ふ、 皇國 安危の 界 にて、 攘夷の SI 曰 慕府に 於て 

遵奉 無 けれ は、 忽ち 內亂紛 興す へし、 勅使 柬 下の 

前、 巳に 慕議 決定な かる へ からす、^^將軍允裁なく 

は、 袴 を 奥き 裂る まてに 諫爭す へ し、 其 後に 身の 進 

返を定 むへ し、 山 內家は 毛 利 家と は 殊にして、 關ケ 

原の 戦功に よ. -、 1 一十 萬 石の 封地 を 賜 ひ、 外 藩 諸侯 

に 列し 、徳川家 恩眷 最も 厚き 家 なれ は、 此 危急の 勢 

に 際して は、 身 家 を 抛ち 舊 恩に 酬ふ へ き義 ありと 

決  > ひせ hN  、尙ほ 意見 も あら は吿 諭す へ しとな り、 

一 勅使 下府、 遵奉の 慕 議決す る まて は、 慕廷に 於て は 

手 を收め 居る へ しと 思考す、 

一菊 を 速 かに 奉 承し、 來春將 軍 上洛 叙 旨 を 親ら 伺 

ひ 定め、 國是 一 定の 後の 慕府の 所置甚 難き 事な り、 

稲々 苦心 すれと も、 今： n 稍々 五分の 見定は あれと 

も、 十分の 所 は 實に茫 乎たり、 但 今日はい また 勅使 

下府 前の 議に 苦心す る まてな.. y と、 

1 世間の 風評に、 橋 越 二 侯の 議不 v<n とて、 有志の 者 

寒心す と、 侯 云 ふ、 此事は 決して 苦慮す へからす、 

尊王攘夷 は 二 侯と も 全く 同志な. 5、 然れ とも 卷說 

を流傳 して、 人心 淘々 して は甚 宜しから す、 汝か同 


志の 間へ は 能く 解說 すへ しと、 

1 大小 監察の 間、 因循 開 國の說 あ， 5 て、 君側へ 浸入し 

て、 二 侯の 議に 障礙 すると 風評す る あ.^、 早く 所 澄 

あ， 0 たしと、 侯 云 ふ、 春嶽と 謀. 0 て 周旋す へ しと、 

一 勅使 下. 9 て 、幕府の 遵奉い か、 あるへ き や. と、 世上 

有志の 過盧 する 所な h- と、 侯 謂 ふ、 此事 は容堂 一 人 

にても 負 任す へし、 安 意す へしと、 

一 勅使の 應舉、 從前は 幕府の 敬 膿 立ち 難しと、 世間に 

誹議す る もの あり、 此 回よ..^ して 君臣 上下の 分 判 

然 する やう 有レ 之た しと、 侯成歡 し、 此餘も 扶翼の 

說 あら は 逐次 吿け 聞す へ しと、 

1 侯と 政 之 介と 且飮且 籤す、 侯 醉に乘 し 放言して 曰 

く、 方今 天下の 三 傑、 一 橋の 純良、 春嶽 の確實 なる、 

容堂 を缺く へ か らす、 一人に て 事 を 成す 能 は さ る 

ものな， 0 と、 此言傲 言に 似た， 0 とい へ とも、 侯の 自 

ら 任す るの 重き 想兒 るへ し、 政 之 助 も亦醉 ふ、 賜 ふ 

所の 杯 二 個を懷 にして 歸る、 

十一 日 

〇 世子 明日 中 根 籾 負 を 招ん とす、 佐 兵衞を 使して 越 

邸に 往、 靱 負に 就て 謀らし む、 靱負其 忝き を 謝し、 募 
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を爲 さは、 其 策な しと も 謂 難し、 然れ とも 即今 は甚 

難 かるへ し、 如何と なれ は、 越 前 も 前議は 因循 開國 

な.. >  、橫 井の 邪説 も 用 ひられた る 故、 大久保 等 も 越 

前の 信用の 人と 爲れ. り、 現今に て 越 侯 悔悟 あ..^ と 

も、 其處 置に 苦む へ しと、 是れ越 へ 罪 を 嫁す る語氣 

やと ra5 はる、 

七日 

〇 大久保 へ 面會の 事、 板 倉 へ 種々 依賴 したれ とも、 君 

側の 人 なれ は閣老 よ.. >  指 揮爲し 難しと 謝辨 す、 

〇 政 之 助 土 邸 へ 往き、 老 侯の 謁見 を 請 ふ、 侯 今日 風疾 

あ. 0 て 見る を 得す、 京師に 於て 三 藩 奏上す る 攘夷の 

建策、 關白辭 職 抑留の 上書と も、 印 封に して 上進す、 

〇 飫 肥の 稻津 亘人來 話す、 如 ，1 左 件- 

1 吾 藩に 蒸氣 舶を購 せし は、 攘夷論に 實行 齟齬せ. 5、 

開 國論を 陰 守せ. 5 との 世間 俗說 ありと 云、 

1 慕 制の 變革は 長 州の 建策に 振 ひた， -、 然るに 其 藩 

の 女 族を歸 國の擧 さへ 遷延 凝滞せ. 9、 人情に 適合 

せ さる 事 なれ は、 自國に 遵行す る 能 はすと 誹 毀す 

る もの あ hs  、注意 ある へしと 云 ふ、 

〇 明日 小 五郞發 途上 京す る を 以て、 世子 議 して 親ら 


授けら る 件、 

1 老女 園 山の 件、 

一 勅使 及 土侯 へ 、小 五郞路 中に て 拜謁の 件、 

一 對藩ニ 條の歎 請、 

1 會侯 抑留の 件、 

八 曰 

〇 小 五郎 出 途上 京す、 對の 三士 同行す、 

〇 水の 大野 謙助來 る、 二 件を述 ふ、 

1 薩 邸へ 逃 入せ る 志士 三十 九 人の 中、 現今 存在せ る 

1 1 十七 人、 駒 込 邸に 幽 鎖し 居る を、 姦吏 等水府 へ 送 

る 策 を 爲す、 實 に 急迫の 事情な り と 哀訴 す、 

一 安島 茅 根 か 遺 筆、 並に 雄 魂 雜集を 持し 求る、 

九日 

〇 世子 會侯 へ 接 遇の 事 を 彼 邸 へ 照 食す、 

〇 去る 四日 京師に 於て、 公參朝 あ. 9 し 次第 報知 あり、 

又 土侯 も 同し く 參朝ぁ b し 由、 

十日 

〇 政 之 助、 容堂侯 へ 謁見す、 侯 頃ろ 脚疾 あ- 9 て 正坐す 

る 能 はす、 安 坐して 緩々 談す へ しと、 數項談 中、 酒 を 

も 賜 ふ、 夜に 及 五 時 返 出す、 談件如 レ左、 


に 一 


I 去る 九 I:- 二十 七日、 公、 廳司 殿へ 參 候し、 勅使 東 下、 

一橋 上京 路巾逢 背の こと を談 せられし に、 鷹 公 席 

上に 手翰 を關白 公に 贈り、 答 書 を 得て、 勅使 は轉法 

輸三條 家、 姉 小路 家へ 推 任せられ、 一橋 上程 を猶豫 

せられし こと を悉 したり、 詳細 は 京師の 本 紀に載 

レ之、 

1 攘夷の 勅旨 を關 へ 下さる へきに、 薩長 土の 論旨 _ 

不 吻合の 事 は 無き やと 推 問 あ.^ て、 三 藩 合議して， 

九月 十九！ H 議奏 へ 上奏 あ .0 し 書 を 送致す、 

奏書は 同前、 

一 近 衞公辭 職 抑留の 建言、 土 藩と 協議して、 土侯 は議 

奏卿 へ 面 謁して 陳述 あ. 9、 公に は 旨 意 を 書記して、 

彈正、 孫 右衞門 をして 野々 宮 卿へ 持し 上らし む、 九 

月 一 1 十五 日な り、 

書 文 は 同前、 

1 前日 京都 II 與カ 渡邊金 三郞、 森 孫 六、" 大河 原 十藏、 

石部驛 にて 殺戮、 日の 岡に て 鳥 首し、 上田 某 は 片腕 

を斬墜 され 逃走し、 又 京 街に 於て 小 寺 仲藏屠 股し、 

馬屋 祐藏 剃髮 したりと、 

六日 


〇 世子 壬 戌 艦に 臨み 運轉を 試む、 總 州海涯 まて 驛行 

す、 簿暮に 及て 歸館ぜ り、 

〇 政 之 助、 九郞、 會邱 にて 丹羽寬 十郞、 武 井完： 牛を訪 

ふ、 上の 山の 金子 與三郞 も 在 席、 談 事如レ 左、 

一 會侯來 る 十五 日に 發駕の 由、 然るに 破 摘の 叙旨遵 

奉の 慕議も 決定な く 上京 あ. て は、 守護 職の 効 も. 

簿 かるへ く、 暫延滯 ありて 可ン然 やと、 吾 世子 忠告 

の 意 あり、 參邱 して 直接に 言 陳す へ き や、 又 家老へ 

使 を 以て 進說 して 可レ然 やと 謀る、 此旨 家老と 謀 h- 

答 ふへ しと、 

一食 藩の 持論 はいか、、 完十郞 云 ふ、 深奥の 答 詞は今 

に 難レ述 けれと も、 開 國の譲 は 決して 唱へ すと 答 

ふ、 

一 京師 間に 於て は、 貴 藩 は 因循 開國の 持論な りと 閒 

け は、 此 回の 上京 は、 叙 旨 を 挫く 慕 策に て は 無ン之 

やと 巷說 する もの あり、 朝廷 にても 煩盧 なき 能 は 

すと 聞 ゆ、 此等は 注意 あ， 0 たしと 九郞 より 語る、 

一 大久保 伊勢 守、 小 笠 原 長 門 守、 岡 部 駭河守 は 金子 

說の 如く なれ は 、排斥す る 良策 はなき やと 問 ふ、 金 

子 云 ふ、 橋 越 力 を 合せ 辨姦の 說を持 出し 、排斥の 術 
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臣 書翰. 為 共 彥右衞 門へ 授く、 彼 一 潘 傍観の 姿に 爲ら f 

さる やう 叢 力 あるへ し、 仄に ii く 公子の 中に も 其 

V あ， CV と、 烈汕 公子と 稱し、 喜 速 川 家より *^ こ. tn;  <  0 

リ 大歸 せられ.^ る 公の 弟な リ、 ij«  1,1^11;;」 

議の 輔翼た らんこと を 三 藩へ 謀られた くと、 彼 云 

ふ、 前 =! 來烈. E 公子 上京の 議ぁ. 9、 巳に 決して 行從 

の 諸 員へ 旅費 を も 支した る なれと も、 當 主に 非れ 

は 如何と か、 上京 ありて 輔翼の 目途 も 無て はいか 

かと か、 徒に 天下の 耳目 を 驚かして はいか ゝ とか、 

俗論 紛 起して 遷延に なりたり、 敎諭を 辱く すれ は、 

同志と 協議して 藩 地 へ 建言す へ しと 答 ふ、 

幕府 改革の 議與 りて、 安井 仲 平 其 他の 老儒 等、 新政 一 

を 誹議し 越 侯 を 11^ 論せ し 原由 は、 越 俟も橫 井 平 四 

郞の初 議を用 ひ、 因循 ii 國の論 意 も あり たれ は、 改 

制の 令 文に も、 方今 宇內の 形勢 云々， i ありし を、 仲 

平等 憤 起して、 山 m 安五郎 等と 力 を 合せ、 頗る 盡カ 

論 殿せ しかと も 其說行 はれす、 終に 安五 郞は 返隱 

せ. o、 其よ. 0 根基して、 新政 は 純然 夷俗 を 學ふキ 意 

と 疑惑 を 生し、 攘夷の 大義 は 終に 行 はれ 難 かるへ 

しと、 物 論 沸騰に 及 ひしな と、 金子 田 中 か 語りた 

るに、 五 I： 等の 思考す る 所に て は、 懷 夷の 生篛 よりし 
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て、 改革 を 決行 せらる ゝ ことなれ は、 老儒 先ネ： も强 

て 1 議も ある ましき ことなり、 現今 越 侯の 持論 は、 

全く 弊 藩の 說に间 しく、 叙 旨 遵奉 は 確然たり、 橫井 

か說も 全く 其 意に 同し. i 說 示せり、 金子 等 大きに 

悅ひ、 此旨 老儒 先生 等に 說き 示さ は、 其悅 知る へし 

と、 

五 H 

〇 政 之 助 越 邸に 往て橫 井 へ 面接す、 論談左 件の 如し、 

一 京師に 於て 肥 後 藩へ 內 勅の 旨、 昨日 佐 兵 衞か田 中 

彥右衞 門 へ 謄書を 授け、 委曲 說示 した るを說 き、 從 

來叙ほ 遵奉の 建議 も ^ ら せられし 事 なれ は、 速に 

烈山 公子 上京 ありて 盡カ あらん 事 を 勸 誘せ しに、 

横 井 も 其 意に 同し 謂 ふ、 彥右衞 門より 彼 家老に 建 

言も爲 したる へし、 因て は 謀議に も與 るへ けれ は、 

戮 力す へしと 答へ た.^、 

一 過：：： 橫井か 大久保 越 州 因循 開 國論を 說破 せんと、 

往て 接した る景狀 を 問し に 、頗る 剛性なる 人に て、 

終に 說解爲 し 難し、 慕議の 病原 は此 人に 在る へし 

と 話す、 

〇 今夕 京師より 飛脚 來る、 報知の 件 は、 


完平 大に此 意に 同す、 

！ 二 斟六ケ 條の記 書を與 へ、 侯の 聽に 達する やう 示 

談す 

1 大久保 越 前 f| 守、 方今 因循 開 國の論 を 固持し、 越 

侯 等の 建議 を妨 障す る罱； ^あ.^ と、 

1 現今 將 軍の 側に、 蘭醫 伊藤 支朴、 石 川 櫻 所 等 周旋 

し、 又 緒 方 孝 庵 を 召す と 聞、 彼等 洋風 誇揚の 說に委 

靡 せん  一 j と を 恐る と、 

〇 肥 後 邸へ 京師よ h- 使 ひ 下る と 聞き、 其 敎授役 田 中 

彥右衞 門へ、 佐 兵 衞往て 接す、 會々 上の 山の 金子 與三 

郞、 會の武 井完平 も來會 す、 談 事の 要旨、 

一 前 H: 二十 一 日に、 勢 州 石 部に 於て、 浪士等 幕资森 孫 

六 以下 四 人を掩 殺し、 首 を 日の 岡に 梟す と、 

1 兩 三日 來 府下 諸 所に て、 前： =： 二十 七日の 頃 主上 崩 

御と 流言 あり、 姦 徒の 妄說、 煽 亂を圖 るな りと、 

1 前 H: 十五 日の 頃、 會 侯よ，. >  幕府へ 建言 あり、 大 旨に 

は、 破約 攘 の釵旨 を 遵奉し、 速 かに 殿 山の 英館破 

毀 を 始め、 着手 ある へしと な，^ し、 然るに 重大の 國 

事 なれ は 、急 に 採用な..^ 難し と 、其 書 を 却下 せ ら れ 

た.^、 於レ是 急に 上京 あ， 9 て、 一橋 卿 及 ひ 大久保 等 


へ 手 を 着ら るゝ意 あ，.： > と、 此建 白書 は會士 

衞 草稿し、 金子 も 賛成せ しこと あ. 9と 話す、 

一 相 馬 侯 魁 首に て 同 倚の 藩數 家と 合議し、 幕府へ 建 

議ぁ 9  、此 回破孃 の議 ありと 聞く、 而て 此藩等 へ 歸 

國の 暇 を 賜 ふ 、然れ 共 大樹 上洛 あ. 5 て の傻守 は、 颇 

る 要務なる へ しと 考 へ 、 滯府 して 警備の 一 班に 供 

せんこと を 請 ふと、 金子 か 生家、 上の 山 藩も此 3 貝に 

^ ゥ こ hy と、 相 馬 は 奥州 中 付の 城主、 祿高六 萬 石、 此頃大 睹亮充 

力 す と 服と 云 ふ、 0 上の 山 は 羽 州 村 山 郡 上の 山に て、 祿額 

三 萬 石に て、 松 平 山城 守 信 

g と唱 ふ、 藤 井 松 平な リ、 

一 彥右衞 門 我へ 忠告して 云 ふ、 方今の 世論に、 長 州 家 

の當 時の 周旋 は、 表に 叙 旨 遵奉と 唱る も、 其 意中 

は、 長 井 雅樂か 開國の 持論に 一 旦厥 きしょ. o、 其 罪 

を 一 雅 樂に歸 し、 叙 旨に 媚 ひる 計較な りと、 是を以 

て 此邊に 心 を 用 ひ、 宇內の 形勢に 基き、 以 住の 開 鎖 

の說 等に は 論及せ さる 可レ然 、余に 於ても 當 今の 立 

志 は、 孟子の 所レ謂 仁義 而已、 何 必言レ 利の 旨に て、 

他に 論 は 無しと、 我 之に 對 へて 云 ふ、 世間の 指 目す 

る 所 左 も あるへ し、 然れ とも 兩 公の 立志の 正大 光 

明なる を 懇に說 き 示し たれ は、 大きに 感服したり、 

一 京師に 於て 肥 後 藩 地へ 贈られた る內 勅寫、 ひ老 
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■ 世子 舉 g 東 下 1^  

1 堀 次郞を 今回 赦 5? 人員に 加 へられたり、 薩藩願 請 

の 事 を も 話す、 

〇 政 之助對 邸へ 往き 古川 治左衞 門へ 接し、 慈 芳老夫 

人 は 吾 か 世子の 夫人と 同行に て發 輿、 歸國 ある やう 

彼 家老よ.^ 勸め、 又此旨 を歡壽 夫人へ も上陳 せる を 

委 托した る に、 治 左 衞門諾 し且道 ふ、 即時 六 間堀邱 

1^ へ 出 謁し、 歸て 情. 泥 を 答 ふ へ しとて、 直に 往き簿 

晚 歸り來 る、 曰く、 老 夫人に 上陳 せし に老の 思して 答 

ふ へ しとな り、 明日 は歡壽 夫人 へ 禀し、 明後日 樱田邱 

に 出て、 成否 を 報す へしと 約す、 

〇 高 杉 小 忠太來 .5 抵る、 

〇 會藩 秋！：：！： 悌次郞 求る、 各員 他 適して 不レ 逢、 

三日 

〇 高 杉 小忠太 京師の 近情 を述 へ 、世子 へ 稟す、 

一 關白辭 職 を 抑 切 せんと、 數 次懇禱 すれと も不レ いおに 

より、 土 州と 協議して 書 を 奏し、 勅 を 以て 止められん 

こと を 懇請す、 

一 薩土兩 藩へ 勅して、 破攘の 勅旨 を 遵奉す る 旨 を 上 

陳せ しむ、 兩藩 赤心 を 柚き、 奏上す る 書 を 出す、 

〔頭注〕 此上陳 す、 

一 肥 後 藩の 勸王を 鼓舞せ しむ、  - 


正 親 町三條 卿よ. 9 內 勅の 譫達ぁ hs、 又 吾 か 老臣 

よ. 0 彼 老臣へ 諭 達する 書翰 あ，^、 いつれ も 京師 

本 記に 之 を 載す、 

〇 世子より 容堂 侯へ 手翰 を 以て、 橋 卿停賀 のこと は 

いか ゝ なりし やと 問 ふ、 侯 返 翰して、 延停 になり たれ 

は 心 を 安 せらる へし、 勅使 東 下の 後に 模檨 あるへ し 

と 言 ふ、 

四日 

〇 會藩 武井完 平來訪 す、 談 事數條 あ. -、 

一 會 侯の 持論 は、 全く 破 攘の叙 旨 を 遵奉し、 前に 上京 

の 命 有. 9 て は、 一 時 も 急に 上途 し、 若し 叙 旨 貫徹に 

成， 9 難く は、 鴨涯に 於て 屹然 一 處 置と 心 期せら る、 

希く は 勅使 近く 東 下して、 國是を 一 定 せらる へ き 

なれ は、 侯の 上途、 來る 十五 日の 期を延 し、 越 土と 

力 を戮せ 周旋し、 國是 確定の 上に て 上京せ は、 京 城 

守護の 要領 立つ へしと B 夜 希 あり、 

一 我 謂 ふ、 京 城 守護の 要領 立た は、 第 I に 往古 大內褢 

の 制を復 し、 大坂 口、 八幡、 山 崎 を 始め、 鈴 鹿、 不破 

等 諸 閼の舊 跡 を 復興して 外 夷と 接せん 時、 京地 を 

, 夷康に 汚され さる 護衞の 規模 を 建ら るへ しゃと、 


付、 尋常 大赦の 格に 不， 拘、 格別に 御食議 被， 一 仰 付， 

度候亊 、 

十 R: 朔 H 

〇 世子 登營 一 橋 卿に 面し、 彼 上京の 事件 を 忠告す、 一 

橋 卿 嘉納し 、熟慮す へ しと 答 へ 、且 道數 回の 忠 厚志 を 

成 荷す と 謝す、 

〇 今朝 一 橋 卿へ 京師より 報吿 あり、 其 上 を 停め 勅 

使 東 下 を 待つ へし、 勅使 舉 行の 事務 を 了し、 十  一 e: 中 

に 上京す へしとの 由 聞 ゆ、 

〇毛利筑前京師ょ.^至る、麻布邸に駐す、 

〇 水の 住 谷 虎之介へ、 今春 櫻 邸に 自裁 せし 同藩 士內 

田お 之 助か 遗書遺 金 を授與 す、 彼 か 同藩 同志なる を 

以てな. o、 且其退 金 は 寡少 なれ は、 金を^ 加して 之 を 

與ふ、 

〇 今夕 柳 橋 街に 於て、 吾 係員 等、 對の大 島 友 之 允、 樋 

口 謙 之 介、 森 川 玉 城、 渡邊 孫左衞 門、 多 田莊藏 水の 住 

谷 虎之助、 薩の 吉井忠 助、 高 崎 猪太郞 と集會 il 話す、 

二  H 

〇 彥七、 政 之 助、 越 邱に往 き 中 根靭負 へ 面し、 委 托す 

る條件 如， 左、 

世 十 奉 勅 衆 下記 .  • 


1 幕府に 於て 懷 夷の 決議 ありと 承認して、 速に 上京 

し 復命す へ しと、 世子 豫定の 意な りしに、 今回 勅使 

來府の 由 を 聞て は、 ^滞して 之 を 待ち、 叙 皆の 趣、 

幕府 奉 勅の 事實を 看定せ L 後に， 勅使 遠 京の 前後 

に發途 して 上京す へ しとの、 世子の 決意な り、 

1 赦 翁の iSS- は擧 行い か、 な. 9 しゃと 問 ふ、 靱负答 ふ、 

列藩 へ 令して、^ 藩に て處 置し 幕府 へ 上申す る や、 

又 各藩 法に 專任 せらる、 や、 いまた 評議 決せす と 

答 ふ、 各藩 法に 專任 せられて、 幕府の 關 する 事 狀ぁ 

る 者 を は、 申吿 する 決議 可レ然 やと 思 はると-一一 一一 C 述 

一 以往 は、 外 國と條 約 書に 押印せ し 人員 は、 京師の 事 

に關 する 職務へ は、 たと へ 俊逸の 材 ありと も皋用 

無き やう 有りた し、 其 故 は、 斯く 來歷の ある 人 は、 

必す因循開國の持論ぁるものな>.^と、 京師 搢純間 

の 猜疑 あ.^ と 思考 すれ は、 自ら 事務の 阻礙 にもな 

る へ しと、 

I 水 藩 內に願 請の 事件 ぼ 5:^^ ひさ は、 京師 申請せ し 

なれ は、 彼 地の 議も ある へ し >老 侯 へ 事情 を 中吿し 

0 く， c、 

J I  il 百 四十 九 ：■  1 1 


世子 奉 勅 東. 个， 詆 


百 四十 八 


水戶殿 家來 

安 島 


帶 刀 


E 家 來吉左 衞門枠 

箱 飼幸吉 

茅 根 伊豫 之 介 

鵜 飼 吉左衞 門 

御 小 組 仙 石 右近 組 之 節 曾 我 

權左衞 門 家來簪 師春臺 養父 

飯 泉喜內 

松 平 越 前 守家來 

橋 本左內 

京都 河原 町三條 上ろ 夷町て る 

借家 儒者 

頼 三樹八 郞- 

松 平 大瞎大 夫 家來杉 百合 之 介 

へ 引渡 繁ぉ申 付 置 候 浪人 

吉 田 寅 次郞 

右 之 者 共、 先 逮而御 仕置 被 |> 仰 付-候 處、 今度 御婚禮 

御 祝 權之赦 被， レ行候 付、 格別 之 譯を以 、御 仕 殺 赦免、 

慕 名 等 収建候 共 不，， 苦 旨、 身 寄の 者 へ 可，， 申 渡， 箬、 

學 習院錄 .-L  、本文の 如く 前後に 事由？ 載 無， 之、 事情 文意 等 考察 

する に、 幕府よ リ內議 决の案 vi- 以て、 所 司 代 i リ關白 殿へ 上リ、 

朝議と 協 S ^せし ものな らん か、 後資際 施 わに 至り 少しの 遠 ひな 

き は、 朝 Sf 異論な かリ しと 思 はる、 只 九月と わりて R 期な し、 何 

B とも 定 

めか-;^ し、 

© 校 者 云右敉 宥に閼 する 伺 書に 後 所 司 代より 朝廷に 呈出 ゼリ、 


此赦 s!^ 書 は、 時變雜 誌に 摅れ は、 左の 如く 各 條款の 

首、 御 附箋 あ 、朝議 を 以て 下された るな らん、 

首條の 末に、 

第 一 


先年 御 婚禮に 付 被，， 仰 出， 候 旨 も 有， 之 哉に 候 得 共、 

勅諌を 以て 改而被 二 仰 出， 候に 付而 は、 全 以是迄 御 

吉凶 等に 付 被， 行 候 大赦と、 同樣御 食議に 難， 被， 一 仰 

付， 候に 付、 忠情 を御憐 み、 嚴法 を御悔 被， 成 候歙盧 

の 御 旨に 本つ き、 格別の 筋 を 以て 御沙汰 被 二 仰 付， 

度 候、 

赦宥人 連名 宥罪等 科 書 之 首に、 

第二 

御川纸 

櫻 田、 東禪 寺、 坂 下等 は 勿論、 岡驛其 外諸國 にて 

死 候 者 迄、 無二 遠脫 ， 樣御^ 議有， 之 度 候 事、 

本紙 伹 書の 首に、 

第三 


伹書之 趣、 尋常 大赦 之 格 を以御 赦免 難 n 相 成 I 筋 も 

可レ 有， レ之候 得 共、 歙 慮に 於て は、 聊も 罪と 被 一一 思 召， 

候 儀に 無， 之 故、 此度之 勅 誼 被，， 仰 出 _ に 付、 ケ樣の 

伹書、 天下の 沙汰に 相 成候而 者、 叙 慮に も 叶 問 敷 


久 我家 家來 

永 押 込 赦免  春 日 讃岐守 

京都 六角： g 小路 ir へ 人 町 

龜展源 太郎卞 借家 親 在 候 

大覺寺 門跡 元 家來療 病院 

遠島 赦免  六 物 穴  H 萬 

松 平 伊豆守^ 分 奥州 伊達 郡 

金 原 田衬元 名主 

遠島 赦免  八  郞 

芝 田 町 七 丁目 重 五耶 元 店 1,很 人 

所拂 赦免  蒲 市 正 

御 留守居 番古賀 謹 一 郎 元家來 

追放 赦免  藤 森恭助 

耙伊殿 領分 勢 州 飯 高 郡 松 坂 町 

元 百姓 

江 を 構 紀伊殿 領分 拂 赦免 恪太郞 

伊達 遠扛守 元家來 

吉見長 左衞門 

松 平讚岐 守家來 にて a 奔致 . 

し 候 

長 谷川 宗右衞 門 

同人 枠 .  . 

長 谷川 速 水 

松 平 修理 大夫 家來日 下部 伊 

三次 枠 

日 下部 裕之進 

小 普請 組： 兀柴田 能 登 守 支配 

阿部 十 郎家來 蠻 作 枠 

勝 野 森 之 介 


追放 赦免 

永 押 込 赦免 

永 押 込 赦免 

遠島 赦免 

遠島 赦免 I 


追放 赦免 

遠島 赦免 

追放 赦免 

追放 赦免 

追放 赦免 

遠島 赦免 

遠島 赦免 


水 戸 殿領十 常 州！？ ft 木^ 铃髙 

Ms 衬常山 修驗资 薷院元 厄介 

I  き 

ホ戶 殿家來 伊豫 之 介 枠 

茅 根 熊太郞 

伊太 夫 枠  ， . 

鮎澤 力 之 介 

同人 次男 

貼 澤大藏 

« 司 殿家來 民 部^ 

小 林 越 前 

水戶殿 家來吉 左衞門 次男 

鵜 飼 喜 三 郞 

同人 三男 

鵜 飼 貞五郞 

同人 四 男 

鵜 飼 傳次郞 


遠島 赦免 :.  ：; ,  

右 之 者 共、 先達 而御婚 禮相濟 候 御 祝儀 之赦に 可，， 申 

付^、 

但日 下部 裕之 進、 勝 野 森 之 助、 茅 根 熊 太郞、 鮎澤 

力 之 助、 鮎澤 大藏、 小 林 越 前、 鹈飼喜 三郞、 鵜飼桌 

五郞、 鹈飼傳 次 郞之外 は、 赦免 難.， 成 者に 候 得 共、 

格別の 御 祝儀に 付、 別段 之 譯を以 、赦免 可 レ被ニ 仰 

付- 箬、 


世子 奉 勅 束 下 Si 


IB 四十 七 


世子 舉勅東 下 齦 


百 四十 六 


と、 又 梅の 間にて、 世子、 善 之 允 公子、 席 を 對し問 籤 

す、 彼 家 宰村岡 近 江、 古川 治 右衛門、 及 用人 幾度 正 親、 

大浦遠 善、 公子の 傅大 i 兵衞、 齋藤嘉 兵衞、 有 志士 

の 魁 首 大島友 之 允、 樋 口 謙 之 介、 多 田 莊藏を 召し 席に 

陪せ しむ、 吾 か 浦 §: 以下 係員 も 出る、 世子、 公子に 

請て、 村 岡 等に 對藩 國情紛 の 次第 を 陳述せ しむ、 近 

江槪 旨を陳 し、 友 之 允 等回說 す、 彼 陳情に 詳 かな. 5、 

羅て 桐の 間 次席に て 酒 膳 を 賜 ふ、 公子 を は 世子 拉し 

て有備 館に 臨み、 魏翁 術の 肆業を 見る、 而 して 奧 殿に 

誘 ひ盛饗 あ， -、 又 近 江 等 も 其 席 へ 召して 杯 を 賜 ふ、 夜 

四時に 及て 彼 邸へ 歸る、 

〇 御 婚禮相 濟候御 祝儀 赦之 儀に 付、 先達 而 被-一 仰 進- 

候 趣 も 有^、 猶又此 度 松 平 長 門 守. 21 被，， 仰 合， 之 儀 

も 御座 候に 付、 別紙 之 通 赦免 可レ 被，， 仰 出， 御沙汰に 

候、 就て は 於，， 當地， 御 差 支 無 候 哉、 一 應御 內談、 

否 申 越 候 様、 年寄 共よ. 5 申來候 間、 及，, 御 內談， 候 

事 

九月 


追放 赦免 


京都 烏 丸 下 s5{ 者 町 上る 所 

芳兵衞 元 借家 liaa 

池 內大學 


遠島 赦免 

遠島 赦免 

追放 赦免 

永 押 込 赦免 

追放 赦免 

永 押 込 赦免 

追放 赦免 

追放 赦免 

所拂 赦免 

追放 赦免 

追放 赦免 


司 殿 元家來 

小 林 民 部 

水 戶殿元 家來 

貼^ 伊太 夫 

三條 家元 家来 

丹 羽 豐 前 

御蔵 小舍人 安藝 守 枠 

山 科 出 雲 守 

IN 司 殿 元家來 

三 國大學 

三條 家家 來 

森 寺 因幡 守 

同家 家來 因幡 守 枠 

森 寺若狹 

靑 蓮院宮 元 家来 

伊丹 藏人 

京都 木 1? 町三條 上る 大坂町 

久助元 借家 懦醫 

宇 喜 多 一 葸 

同人 條 

同 松 庵 

松 平 丹 波 守^ 分 信 州 松 木 町 

二 丁 m 元 大名 主 

茂 左衞門 

1 條殿 元家來 

入江 雅樂 


一 條来元 家來 

洛中 洛外 を 構 江戶拂 赦免 ^松 木工 


と あ bio 昭 M 會せ しむ、 

〇 中島 三 郞助來 話、 又 土の 門田留 之助來 話、 

〇 世子 板 問 老へ往 き、 中島 上京 延留 のこと を 建言す、 

板俟 一橋へ 謀る へしと 答 ふ、 

〇水藩住谷か歎願書、越邸ょり還..^けれとも、彼有志 

輩より、 京師に て 周旋 せられん こと を 固く 請 ふ、 因て 

京師に て 正 三 卿へ 申請す へしと、 願書 二通 を 京師へ 

贈 致す、 

〇 一 橋 卿よ. 5 請 ふ 所 ありし によ， o、 佐 兵衞に 記載せ 

しめ、 前日 越 侯へ 出された る 四 冊の 書 を 制し ^子の 

手翰 を 付して 之 を 贈らる、 

鴛翰忝 奉 二 拜讀， 候、 京師より 參 着の 家臣 共 被 n 召 

出； 彼 地 之 寧 情 被，， 閡召， 皮 候處、 御上 京 御發途 儀、 

御 期 も 相 迫り 御 繁劇、 御 引見 之 御 寸隙 も不ぃ 被， 爲 

"在に 付、 書取に して 差 出させ 候樣 との 御 事 奉， 一 承 

知 ， 候、 此度之 御用 筋、 如何の 御檨 子に て 御座 候 哉、 

不レ 奉レ伺 儀に は 候 得 共、 當 時勢の 儀、 定て 重大 之 御 

事件 は 可い 有い 之 候 得 共、 別て 御 苦心 之 御 程 恐察 仕 

候、 就て は、 家臣 等 御 引見の 御 寸隙 も不， 被， 爲， 在 


候 段、 御 尤千萬 之 御 事に 舉， 存候、 然處彼 地 之 事情 

を は 入-, 尊聽 i  ^度、 鄙 意 にも 當度 上京 朝議 之 御 旨 趣 

を も 委細に 舉， 窺、 御 附紙を 以て 被，， 仰 答-候 上に 

は、 先年 來攘鬼 之哀 isT 彌以御 確定 被， 爲， 在 候 段 承 

仕 候 次第、 添 も 殘も不 い 仕 奉， 入，， 尊聽， 候 は 、、御 

議の御 一 助に も 可 二相 成， と存 付、 家 來之者 差 出、 

於- 1 京都 - 叙 慮 を舉. レ 伺候 次第 を 委細 上候樣 仕ら 

せ 度、 此內御 乞 合 申 上 候 儀に 御座 候、 乍， 憚 御依顆 

にも 被， -思 召-候 御 方々 樣御 登用 之 上、 此度 御上 京 

に付而 は、 積年 之 叙盧、 定而御 貫徹に 可， 一 相 成， 儀に 

は 御座 候 得 共、 萬 一 御 評議 未決 之 內御發 駕候而 は、 

御上 着の 上 御 不都合 之 儀 は 有 レ之間 敷 哉と、 過 慮の 

至、 不レ惡 御明 察 可い 被 二 成 下， 候、 其 他 は不ぃ 足， 取^ 

說衞談 の み、 書取に 仕らせ 候 程の 儀 無レ之 候、 右に 

付 別册 指 出 候 間、 前段 大意の 處御 領承 被，， 成 下， 候 

樣、 幾 囘も奉 n 伏 願， 候、 先 は 一 應の御 答 迄 如い 此御 

座 候、 時下 御 保 重、 爲^ 國 奉，， 專祈 ， 候、 恐惶 謹言、 

〇 朝 四時、 對の善 之 允 公子 來邱、 便殿に 於て 世子へ 接 

し、 小 書院に 於て 吾 係 b 員 を 召し、 膝下に 進めて 懇諭 

し 云 ふ、 嗣を國 家の 率に！^ 力す、 此上 も懈る こと 勿れ 


世子 奉轴 東下詆  

〇 九郞、 越 邸に 往き中 根と 面す、 會ま岡 部 駿河守 か 侯 

へ來. ^謀る 事 あ.^、 靱負 暇な く、 事 畢るを 待て 對 話す 

る 左の 件な り、 

1 昨夜 容堂侯 手翰 を 以て、 橋 卿の 發途は 暫く 延 して 

可レ 然と、 此趣 に付き 越 侯より 駿河守 をして 容 堂に 

就て 謀らし むる こと あ. 0 て來 るな， 5、 

1 是に 於て、 吾 世子 も 建議 せんとす る 意 ありと 語る、 

籾 負 云 ふ、 如い 此 なら は延停 にもなる へ し、 駿河守 

も 一 兩 日間の 出途 な- 9 しに、 橋 卿と 同日に す へ し 

との 話 あ..^、 

1 横 井 平四郞 今夜 大久保 越 前 守へ 往て、 遇日禱 卿へ 

建言 あ..^ し 旨 を、 篤く 說解 せしめられたり、 

1 過日 平 四 郞か談 にて は、 越の論旨吾藩と特異な..^ 

と 聞し に、 今 H 靭 負か 論す る 生 旨に て は、 平 四 か 三 

港 を 開く は此 後の 國體 にて、 即今の 處傲 は拒絕 と 

ある 叙 旨 を 遵奉し、 下田 條約、 神 奈川條 約と も 一 旦 

破棄し、 必戰 との 決意な. 9、 而 して 到底に 古法 を 

頑 守す るに 及 ふまし けれ は、 天下 人心の 歸向 する 

所 を 以て、 國體を 定めら る へ し、 其 時に 至. 9 て は、 

先つ 叙 慮 を 伺 ひ、 允許 を 得ての 處分 ある へし、 右 は 


人心の 歸向 する 所 は、 三 港 を 開く 說 にある へしと 

の 持論に 對 して、 如い 此く說 きしなる へ し、 但是は 

越 藩 一 己の 論に て、 全く 廟議 とする に は 無い 之し と 

なれ は、 然れ は從前 異論と 見認 せし は、 謬 聞に も あ 

るへ し、 全く 吾 藩の 同 論な 、但戰 後の 策 は 少しく 

端 を 殊に すれと も、 其 時に 至. 5 て は、 天下の 公論 自 

然に 湧出す へ けれ は、 今日 異同 を辨 する に 及 はさ 

る ことなりと 談す、 

一 靱負 話に も、 廟議 上條約 破棄の 一 段落 は 大難 事な 

>9  PLC 

〇 今朝 一橋 卿よ. 5 世子へ 手翰 を 贈り 道 ふ、 過日 來吾 

掛員を 召 見の こと を 約せ しかと も、 發途逼 近し、 多事 

閑暇な けれ は、 右の 話頭に 供 せらる へき 京師の 近狀 

等 を、 書記して 示された き 旨な， 5、 因て 佐 兵衞に 命し 

て 其 稿 を 草せ しむ、 

〇 今夕 世子 土 邸に 往き容 堂 侯へ 面し、 一橋 上京 抑留 

の 事 を 謀る、 侯 も 大に间 心し、 余は朔 日に 登營 して 懇 

懇 建議す へし、 世子 にても 盡カ あるへ しとの 事 なれ 

は、 彥七を 遣 はし 一 橋 卿 へ 面會を 請れ けれと も、 多務 

にて 辭 され たれ は、 又 板閣老 へ 、明朝 往 て面議 する こ 


1 橋 上途に 際し、 頗る 不ぃ堪 一一 嘆息 一と 別れた. 5、 

二十 八日 

〇 政 之胁、 九郞、 午 時より 土邶 へ 往き、 容堂 侯に 謁見 

す、 戊 午 以來^ 議の 次第 等、 前に 於，， 京師， 小 南へ 授け 

しに、 疾く覽 に 供した るへ し、 因て 方今 朝議の 深 3 曰 を 

解く は、 儒者の 所， 謂 誠、 兵家に 所， 謂 武士道な 、此 

道不 して は國の 精神 は 消滅す へ し、 靑門宮 の 所 

ビ 謂富强 の 本 は 攘夷に 在りとの 旨 趣 言上せ しに 、異識 

は 在らせられす、 此餘の 處分は 何とも 決 言な し、 就 

レ 中て 一 橋 卿 上京 は 暫く 停められ すて は、 大紛 亂を釀 

生 も難レ 計と、 侯 も大に 此議に 同したり、 夜に 入 退く、 

佐 兵 衞薩邱 へ 赴き 岩 下等 を訪 ひ、 津和野 邸に 往き福 

羽 を訪、 

〇 小 五郎 住 谷を訪 ひ、 越邱 にて 中 根に 接し、 又 六 間 堀 

の 邸に 出て 、昨日の 厚饗を 謝す、 . 

〇 中 根よ.. -政之 助へ 來翰 あ， 9、 

f 過日 尊 世子 君より 被，， 仰 達， 候 儀、 精々 盡カ 被レ致 

度 積. 0 の處、 折惡敷 昨日より 被，， 引 籠 7 一雨 日に は 

出勸 無二 覺束， 次第に 御座 候 付、 心外に 被い 存候得 

共、 何 致 方 無 候、 尤 即日 於 二 營中？ 橋 公 御 

1^ 子 奉 勅 東 下 S  - 


始、 夫々 御 談申置 候 由 に は 御座 候 得 共、 爾後 之條御 

行 屆も相 成 候 哉 如何と、 係 念 被，, 罷在， 候 事に 御座 

候、 防 州 侯 へ も 被，， 仰 達-に 相 成 候 哉、 檢公御 發途も 

切 近、 案 勞之儀 而已に 御座 候、 諸君 御 配 意 も不レ 堪，, 

深 察-候、 ^ 

一水 府 一件、 如，， 書面， 深 重 之 委細 は 素より 無，, 御座 ハ 

元來此 度の 御 上洛 は、 寬永 度と 違 ひ、 外 藩 供奉 は不 

レ 被い 命 候 得 共、 三 親 藩之內 一 人 は列參 無い 之而 は、 

御失體 との 御 事に て、 尾 公 は 京都 近， i 申、 御 年頃に 

も 被い 爲ぃ在 候 得 者、 供奉 可い 然、 當 時外爽 切迫、 御留 

守 も 一 入御 大切 故、 紀侯は 若年 旁、 水 公 は御國 近く 

にて、 御 留守中 御 依頼の 御 含に て 被，， 仰 付， 候 事に 

て、 水府 よ. 0 內願 等の 儀絕而 無レ之 由に 付、 書面 返 

璧仕 候、 引 籠 中 故 如何 共 致 方 無， 之 候、 M 

二十 九日 

〇 世子 內議 して 以爲、 即今 周旋の 急務 は、 一 橋 上京 を 

抑留す るに 在， 0 と、 先つ 容堂 侯に 謀らん とす、 其餘 一 

橋 及 ひ 板 倉 へ も 建議 あ る へ しと、 午後 彥七 を土邱 へ 

遣 はし 照會 せし む、 

〇 小 五郎 は 山 田 安五 郞を訪 ひ、 板 邸の 近狀を 探る、 

. 百 四十 1 二 
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閑談て、 •  牛 四郞か 所レ話 左の 如し、 

1 昨 H 春嶽 侯. 牛 四 郞を拉 して 一 橋 卿に 住き、 過日 來 

世子 及 ひ 掛の員 等 か 論 建す る 次第にて、 叙 旨の 根 

體を 了解 あり、 攘と唱 る は、 只討拂 とのみ の 事と 幕 

府に聽 取せられ たり、 然れ とも 攘夷と 云 へ は 破約、 

破約 は應 接、 應 接より して 戰爭 と、 順序 ある こと も 

始て 判然し、 平 四よ，^ 書に 悉 して 一 橋 卿へ 辨 論し、 

其 列に は 岡 部駿河 守、 山 口 勘 兵衞も 在. 9 て、 一 言の 

異議 も 無 .5 し、 然るに 奢嶽 侯の 持論 變し、 外 藩を援 

引 せらる、 との 俗論 起. 5 て、 侯に も 深く 心 を勞せ 

られ、 今 e: より 出廳 をも辭 せられたり、 未た 脫棄す 

るに は 非ら されと も、 持論 透徹せ す、 苦心の 至，.^ な 

と， 

一 右に 就て は、 侯の 處 分の 策 は 順序. P 何と 問 ふ、 平 四 

云 ふ、 下田 條約 は舊に 依り、 祌奈川 は 一 旦改 1st し、 

兵 庫 江戸の 開港 も拒絕 し、 殿 山の 夷 館も變 約し、 府 

內 外人の 自由 步行も 停め、 公事の 通行 は 許す へき 

大旨 なりと、 越 邸 一 般の 持論な. 9、 又會 藩の 建言 も 

全く 同 論な b と、 然るに 叙 旨に 從へ は、 下田 條約は 

無論、 假條約 も 破棄との 趣に は 大に殊 異なれと も、 


深く 論 辨に及 はす、 右の 如く 一 等 緩き たる 越の 持 

論 にても、 歙旨を 遵奉 すれ は 忽ち 俗論の 紛 起を來 

す、 其 他の 廟議も 想像す へし、 如レ此 して 實に釵 旨 

の 貫徹 は尤 難き 事な りと、 我 諸 員 等 は 相對し 歎息 

する のみ、 

1 一橋 卿の 上京 も、 前件の 弊習 なれ は、 看す々々 間 部 

の 覆 轍に 陷られ 、終に は 不，, 容易- 紛 亂を釀 生して、 

1 大事なる へし， 0 話 すれ は、 春嶽 侯に も 此事を 憂 

ひて、 菊 使 を 待る へしと 建議 ありし も、 いまた 成否 

如何 も 知り 難しと 嘆す、 

一 越 侯 移 病の 原因 を 尋ね けれと も、 一 言 も 吐露せ す、 

只 道 ふ、 初め 侯 登庸の 時、 幕府 年 來の私 を 去らす し 

て は 政 權は不 い 可い 立と、 私と 唱る は即氣 臭に て、 一 

稠の 幕府 臭氣 あ. 9 て大 害を爲 すと 建言せられ けれ 

は、 尤も 當理の 事な りと 諭吿 ありて、 奉職に も 及 は 

れた とも、 只 知る との 言に て、 眞に 知る に 非り し 

故、 今日に 至 又 氣臭を 生した hN  、他の 事故 あるに 

非す と浩 歎したり し、 林 氏 昨夜の 話 を 臆 察し、 符合 

する 所 あ. 9 ゝ 

越 終に 固 返せ は、 會藩も 決 6 の 情狀ぁ b と 聞く、 


か 建議と は變 易した るなる へし、 然るに 伊賀 守 は 駒 

井 同流の ものに て、 駒 井に 代りて 長 井 を 伴 ひ 上京し- 

岡 部 も 固よ. 9 駒 井の 流派なる へし、 又 大久保 越 前 f| 

守 は 人材に て は 有れと も、 少く顽 固の 質 あり、 黜陟等 

を も 擅に する こと を 好み、 殊に 君側の 顯要 にて、 正論 

に は 違 ふこと なし、 水 野 筑後守 は 返 身し、 伊澤 美 作 守 

は辭 職す、 是 等は究 f 畢竟 は大久 保の 擅權に 出る と 

見 へ たり、 前件の 次第 を考れ は、 駒 井の^ 毒大久 保に 

流れ 浸淫 し、 春 嶽竭カ 周旋しても 成 效は擧 け 難から 

ん、 大久 保に は、 平常に 春嶽か 手を^れ たる やと 開 ゆ 

るな り と、 

林 氏 は讀書 正論 家に て 、藤 田 東 湖 膠漆の 知友、 方今 

東海道 邊の 代官 を 勤務し、 i 時世 を 憂 居る よし なれ 

は 、深奥 を 叩かん と、 九 郞か此 擧に及 ひしな. 9、 此 

席上の 論 JlE にても 一 言 一 語 も 正 を 失 はす、 國體を 

汚さす は 終に 戰 闘に 及 ふへ し、 要レ 之す るに 國內 

1 致は大 要領なる へしと 語る、 其 論す る 所、 小 嘆 は 

あれと も大 旨の 符合す る を 以て" 他事の 話 も繁け 

れ は論辨 にも 及 はさ h 'しなり、 

〇 過；：： 世子 越 邸に 於て、 彼臣 中根靱 負へ、 暇 日 を 以て 

せ 子 奉 勅 束 I  1 1 _  , 


樱^ へ 來ら は、 緩々 接見す へ きを 命す、 今日 靱负來 り 

て 忝き を 謝す、 

二十 七日 

〇 今朝 世子 板 倉 閣老の 邸に 往き、 應對 閑談す、 畢て直 

に 六 間 堀對州 邸に 抵る、 

早朝 、彥七 板 倉 邸 に 至. 9  、過日 越總裁 へ 出された る 

勅書 以下 四册を 封印して 出す、 封 中の 意義 訊問せ 

らるゝ こと も あら は、 關 係の 者 を 召し、 謁見に て辨 

說す へしと 吿く、 

〇世子對邶に於て善之允1:^子に面し、時^5.を閑談す、 

世子 意中に は、 談論 を盡 したりと は考れ とも、 慈 i 方老 

夫人 席上の 事 なれ は、 言 辭盡す 能 はさる 事 も あれ は、 

來る 晦日、 公子 を 櫻 邸に 招き 緩 話 あ. 0 たく、 親ら 約し 

られた b  、又 村 岡 近 江 以下 同志の 者 は、 陪從 し來る へ 

しと 授けられた hv、 今日 政 之 助、 彥七、 小 五郎 も 公子 

へ 拜 謁し、 篤き 辭をも 賜 ひ、 暮に 及て 返く、 

〇 阿 州の 淼雄 助、 水の 住 谷 虎之助 來 話す、 政 之 助、 小 

五郞、 彥七 接す、 

〇 小五郞 へ 近日 上京す へ きを 命す、 

〇 九郞越 邸に 往き靱 負を訪 ふ、 他 適に て橫 井へ 面し 
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二十 五日 

〇 世子 越 邸へ 往て、 老侯應 接の 豫 約な しに、^ 子 風 

疾 ありて 往く能 はす、 彥七を 使 ひし 辭 謝す、 又 正兵 

衞、 九郞を 使して、 今日の 接 遇 を果し 得す、 甚遺慽 と 

する 由を靱 負へ 通す、 

是時靱 負の 話に、 一 橋 上京、 勅使と 路 中の 會 逢に なく 

して は不體 裁の 旨 は、 昨日 老 侯よ 幕 廷へ發 言 あ. 9 

fi、 

〇 對 藩の 多 田莊助 f 藏來 る、 政 之 助、 小 五 郞を拉 して 

柳 橋 河 長 樓に往 き、 彼 家老 及 政 員 等と 閑談 數 時に 及 

ひ、 盛宴 を 開き 夜半に 歸る、 

二十 六日 

C 今朝 世子 疾を 力め て 越 邸に 往き、 老侯 へ 逢 接し、 前 

日關 白へ 上表 ありし 書、 及ひ關 白よ.. > 下附 ありし 內 

命の 書 を、 親し， - 授けて 歸る、 

〇 中 根 籾負來 る、 掛員等 逢 接す、 春嶽 侯よ，^ 傳諭ぁ 

ゥ、 近日に 一橋 卿へ 參 謁すへ し、 席上に て演述 する 

は、 議論 體に 爲ら さる やう 注意す へ しとな り、 

水 藩 住 谷 か 出す 內 願書 二通 を靱 負へ 托す、 


I  5 十.、 

〇 夕 七 時、 竹內庄 f 正兵 衞 上程して 京師に 赴く、 

〇 薄暮、 彥七、 九郞、 林 猪 太郞か 第を訪 ふ、 雜 話の 末、 

談 時事に 及 ふ、 林 云 ふ、 卿 等 過日 越 侯へ 面 譏せ し は、 

頗る 貫徹した るなる へし、 昨今 幕廷の 景狀、 議論 大に 

振起した. 5、 余輩 も 陰に 欣喜せ h '、只 一 事 憂へ きこと 

あり、 水 か 浸入せ され は大 幸な りと、 彥等 云、 此 一 言 

は甚た 心を勞 する ことな. o、 密に 聞く こと を 得ん や 

と、 稱々 迫 詰 すれと も 吐露せ す、 彥 七他務 あ.^ て、 夜 

も 更れは 辭し歸 る、 九郞尙 座し 云 ふ、 君の 前言、 弟 等 

か心勞 煩に 堪 へす、 今 還. 9 臥す とも 寢に 就く 能 はす、 

固よ. c 他に 漏す へき ことにても 無く、 罔濟へ も秘す 

へき なれ は、 其 兆 朕 にても 聽 くこと を 願 ふ、 林 密に話 

曰く、 前日 長井雅 樂か說 入の 次第 を審 知す る や、 曰 

く、 大旨は 聞 たれと も 深 奧は亮 知せ す、 曰く、 初め 雅 

樂か說 入りし は、 舊 閣老久 世、 安藤、 及ひ久 世の 家 S 杉 

山 一 太夫、 大監駒 井山 城 守、 小 監淺野 伊賀 守、 右筆の 

早 川 庄次郞 、又は 久貝 因幡 守な b し、 此緣引 を 以て 柳 

間出頒 とてらん 事 運 ひたり、 然るに 雅樂 は藩內 にて 

譴責 も 蒙りた る 聞 へ あり、 幕廷 も事變 りて、 今回の 如 

く 卿 等： 議 して 建言の 次第と 爲り、 思 ふに 前日 雅樂 


〇 勅使 東 下 、幕府に 於て 奉 勅の 次第 立ち たれ は、 世子 

の 西歸は 勅使 西 上の 前後に ありた き 由 を 越 侯へ 內陬 

せし に、 領承 ありた る やに 思 はれた hN、 

二十四日 

〇 水 藩 住 谷 虎之助 微行して 來. y  、其 同志の 論を述 ふ、 

其 要 lb は、 彼 藩 生 中 納言は 今回 將軍 上洛の 時、 江 II； 城 

の 留守 を 命せられ たり、 然るに 先年 父 公へ 勅 詔 あり 

し 顛末 も、 整頓せ す 居る ことなれ は、 必す將 軍へ 從ひ 

上洛 あ. 9 たく 顚請 すれと も、 台 命 巳に 發行 せし 後な 

れは變 易し 難く、 同志 輩遺慽 無， 限、 願く は 吾 藩の 力 

に 因りて、 朝廷よ の 特旨 を 下され、 中納 言上 京の 事 

を果 したくとの ことなれ は、 其 意趣 を 書して 出す へ 

きを 答た. 9、 

〇 板 倉 閣老の 重臣 山 田 安五郎 は、 有名の 人材なる に、 

其 吾輩と 言論す る 際に、 其 心中 疑 ふ へ き 所 件々 あ b、 

左に、 . 

一 天朝 は 天朝の 國體、 幕府 は 幕府の 國體 なと、 語氣 

あり、 國體は 即ち 皇國の 國體、 何 そ 一 ー岐に 分つ へけ 

んゃ、 要 に 德川家 從來の 家風と 唱へ は、 左 も あ 

るへ きと 辨駁 せし に、 異論な し、 
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一 光つ 内の 戰を不 い 起さへ 六ケ 敷、 外の 戰は尤 危難な 

りと 言 ふ、 外の 戰を 速に 起し、 內の戰 を鎮壓 せんと 

する 歙 S1 日に て、 即ち 我 藩の 奉して 周旋す る 所な り、 

故 內の戰 は 口に も發 すへ きこと にあら すと 論駁し 

ず、 

1 方今の 國事 は、 已に 一 橋 越 前 登庸せ しにて 決定、 殊 

に 一橋 卿 上洛、 天意 を 直接に 受領して 擧 行す へし、 

吾輩 は 喙を容 るへから す、 其 間へ 混淆して 柯々 論 

岐 旁して は、 終に 離間の 邪說 にも 陷る へしとの 生 

意 は、 吾 藩の 周旋 も贅 物と 思考 せらる ゝ やと 論詰 

せし に、 否责 藩の 如き は 其 義務 ありての 事なる へ 

し、 吾輩 賤人は 箝口す へ き理 なりと 決意す と、 

1 莉便東 下にて、 上 途も期 ある ことなれ は、 橋 侯の 上 

京 は 漸く 遷延に て 宜し かるへ しと 論せ しに、 彼 謂 

ふ、 若しも 路 中に て；.！；： 逢 ひに なりたら は、 勅使 は 還 

京に て 宜し かるへ しなと、 不遜の 言論 あ. 9、 强く辨 

駁 はせ さ れ とも、 彼 胸間の 異議 察知す へ し、 担板閣 

老へ 邪說を 浸染せ さる やう 憂る のみ、 

〇 津和野 藩士 福 羽 幸 f 文 三郞 へ 、 政 之 助 等面會 す、 彼 

藩主 隱岐守 出府に 決し たれ は、 速に 報知す-しと 約 
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諭、 列藩の 警戒 等 は、 歸府 にて 擧行 在らせら る へ 

し、 如レ此 なれ は 漸次 春季 夏 初に も爲 るへ し、 歲 

と倶に 維新の 政體張 興せ は、 叙 念い か 計り 安し 

玉 ふへ し、 右廟議 決定の 由 を 閒 し 上 は、 寡 君 父 

子、 去 夏 來官武 の 間に 立ち 微力 を盡 し、 國に歸 る 

こと を 得す、 東西 奔走せ しなれ は、 右大旨 立體の 

旨 を 以て 、長 門 守 は 速に 歸 京して 、事情 內奏 に 及 

はんとす、 此事も 侯の 周旋 を 仰くな hs、 

1 近來 幕府 奏上の 書中 文辭に は、 叙 旨に 符 It せ 

さ る 項 事 も 有れと も、 勵精 多務に 際し 、文字 上の 

項 事、 諮問 等に 及 ひて は 然る へ からすと、 看過せ 

られ しこと も ありと、 粟田 宮 又は 議奏 間に も 口 

氣 ありと 聞、 幕府 推獎の 朝議 を 思 ふ へし、 

一 粟田 宮を 始め 朝紳 間にて、 此 度幕廷 改新の 狀情 

を 聞き、 頗る 欣然の 色 あ. 9 と 見 ゆ、 又 宫の間 話に 

は、尾の老侯は前年破攘の建言ぁh^て、叙盧にも 

協 ひたれ は、 當今は 推 撰 も 在らせら る へ し、 定め 

て 幕府 外國の 事務に も關 せらる へしと、 又尾老 

侯の 言に、 富國强兵の術は攘夷のニ字に有..^と 

聞 ゆ、 


1 今回 勅使の 東 下 は、 前年 七 八ケ年 乃至 十ケ 年の： 

奏上 ありて、 允許に もな. 0 たれと も、 今回 橋 越 二、 

侯 登庸に な h 'て は、 主上 前 3 日の 如く、 急速 把絕の 

事を吿 けらる、 やと 京師 巷說 あ. o、 

侯 接見 說話畢 て 五 人 次席に 返く、 厚き 饗膳酒 を 賜 

ふ、 中 根 等 出て 酒 を 勸め歡 を 極む、 前に 君 前にて 頗る 

時 を 移し たれ は、 尾 州老侯 一 事 を 漏し たれ は、 中 根 へ 

之 を 陳し委 托して 歸る、 

政 之 助 等 越 侯に 建言す、 

勅使 東 下の 事 は、 已に 幕府へ 吿達 あ.^ しと 聞 ゆ、 然る 

に 一橋 卿 は來月 三日 上程に て 西 上の 由な り、 其事勉 

は 外 間の 知る 所に は 非され とも、 勅使 も 攘夷の 勅旨 

を 持し 来られ、 橋 卿 も 同し く此攀 を 奏上の 爲 めなら 

は、 事 體互錯 して 不體 裁なる へし、 希く は 橋 卿の 上途 

を暫 らく 延 へられて、 勅旨の 答 辭をは 勅使へ 持し 歸 

られ、 橋 卿 は 上京して 處 事の 次第 を 奏請 あら は、 事宜 

順序 立へ しと 陳述せ しに、 春嶽 侯も此 意を領 しられ 

たる やと 思 にれ たり、 故に 勅使 東 下 は 一 日も<^-かれ 

たく、 此 3:11 を 朝廷へ 內奏ぁ h- たきこと なれ は、 急に 榷 

崎 彌八郞 を 上：，： 小せ しむへ しと、 世子 命せられ た h -、 


せ は、 侯 座 を 避け 手 を 卸し 恭聽 す、 佐兵衞 前の 四册を 

朗讀 し、 九郞之 を解釋 し、 政 之 助 以下 數次議 判の 件 

件、 靑連院 宮の事 等、 忌諱 を不ぃ 避して 縷々 陳述し、 且 

言 ふ、 破 懐 之歙旨 貫徹せ され は、 國の 精神 は 立つ 所な 

し、 到底 國の 滅絕は 必然の 理 なる へしと 進言せ しか 

は、 侯 聞て 曰く、 如， 此 なれ は 破 摸の 心事 決せされ は 

誠 立た す、 誠心な くして 武備々々 と唱る は、 俗の 明日 

より 禁酒と 言 ふに 同し、 又 云、 家主の 旨 を 取す して 隸 

奴 か 他へ 金 を 貸 を 約し、 確乎たる 證 書を與 へた. 0 と 

も、 主人 か肯ん せす は 其 證書は 破棄す るの 外な かる 

へしと、 實に貴 藩 父子 官武之 間の 周旋 盡 力の 事 は 開 

たれと も、 斯 くまて 盡 力と は 考盧も 及 はさり しに、 春 

嶽に 於て 感銘せ b  、次に は 五 人の 東 奔西馳 、苦 辛不， 一 

容易-事な^^と褒稱す、 日昏れ て燈を 以て 之に 繼き、 

五 時に 及て 返く、 

五 士等越 侯に 說 かんとし、 世子の 旨 を 取， 9 擬議す 

る條件 あり、 左に 揭 く、. 

1 攘夷の 叙 旨 は 先年 確定 は 固よ.. >  なれと も、 當夏 

以來 上京して 、親く 伺候し 確認す る 槪旨は 、方今 

の國 2 おは 即ち 叙 311! の 上に あ.^、 叙 旨 を 導 奉す る 


は 即ち 國是 なりと 看認 し、 练君 父子 此間 幕府へ 

建白す る も、 全く 自己の 見識に 無レ 之、 確認す る 

叙 3ni を、 毫も 私見 を 交 へ す傳 へ 奉る 生 旨な h -、 

1 攘夷と 決すれ は、 破約せ され は 行 はれす、 破約す 

れは 決戦 は 言 を 待す、 然るに 兵 は 凶器、 戰は 危地 

な b、 人情の 好ま さる は 言 を 待され とも、 義理の 

1 一字 を 以て 心 を 決せされ は、 國威 は不ぃ 立して 消 

滅に 至る へし、 此理を 生 どせ は 、決戦 も 無謀 無策 

と 謂 ふ へ からす、 今 夫 策略 を 先にし 義理 を 後に 

せ は、 ：6 年を經 ると も 武備 齊 整の 期 は 無， 之、 困 

循 姑息に 流れて、 竟に國 家 は 敗頹に 至る へし、 

一 破 樓の事 決 論に 爲.^ し 上の 國はル は、 寡 君の 愚兒 

も あれと も、 此事は 表 請して 叙 旨 を 得す、 又 下に 

て は 衆庶の 論 を も聽き 得され は、 一 己の 愚見、 其 

當否も 定め 難し、 從來 稍々 泥して 上陳 せし 事 も 

あれと も、 即今 第 一 國是 とする 叙 旨の 根本 も 立 

すして、 枝葉の 論に 及 ふ へき ことに 非す、 故に 包 

藏 して 言辭に 毫も 發 せす、 

一 幕府に 於て 攘夷 叙 旨 導 奉と 決せられ は、 速に 將 

軍 家 上洛 あ. 9 て、 親しく 上奏 あ て、 外 夷への 吿 
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れ る な. 0  、 其 情狀は 、方今 土 佐 守 へ 隨從し て 在京の 諸 

士は、 正議 憤勵、 只管 偸 快に 横行し、 藩 地の 事 は 全く 

度外視し、 江 戶邱內 は 上下 因循の 故 態に て、 過日 容堂 

侯へ 建言せ しに、 越 老侯は 京師の 風說 宜しから す、 深 

く 交際 あ， 0 て は 後患 も II リ 難しと か、 又は 大義の 在 

る處へ 着目 あ b て、 小利に 泥 ませられす、 早く 上京し 

て 土 佐 守と 交代 ありて 可レ 然と 勸め、 藩內 にて は、 大 

老 侯の 意と 稱し、 容堂 侯の 擧用 する 新政 は、 悉く 吉田 

元 吉の造 意す る 所と 評稱 して 一切に 破棄し、 侯へ は 

諮詢 もせ さる 程の 事な. 5、 侯に 於て は 勅 召の 拜 謝に 

て、 急に 上京の 決意 なれと も、 勅諭 を 以て 周旋 せん 事 

を舉く、i??ほ天朝へ奉答の爲め持し上りたh^、 頻 

-.^ に盡カ せらる、 に 際し、 侯此 等の 議を 聞、 頗る 憤激 

あ， 9、 越 侯 は 我 無二の 知己 なれ は、 毀 春 得 喪 を 以て 疎 

外す へ からさる 固な b  、又 我を媚 幕の 小利に 惑 ひ、 勤 

王の 大義 を 不レ顧 やうの 言論、 甚不禮 驕傲な り、 交代 

をロ實 とする は、 我 性質の 容易に 動 難き を 察し、 此策 

略に 出た る なり、 其 心情 甚だ 可 な. 9、 又 藩 地の 臣 

等、 一 新の 政令 を 我に 詢ら す、 容易に 破棄せ る は 我 を 

輕 蔑の 擧動、 由レ 是觀レ 之に、 土 佐 一 藩、 なか は、 我に 


背炅の 形勢と 爲 りた. 9 と、 侯の 愤懣甚 し、 耍 "之る に、 

小 南 其 他の 有志 速に 東 下して 解釋せ は、 氷融 にも 至 

るへ しと、 日夜 践 足して 待つな. 0 と、 哲 馬に 於ても、 

此 等の 事 憂懼に 不ゾ堪 る形狀 なり、 

〇 水 藩の 酒 泉 彥太郞 求る、 彼國 事紛亂 の情狀 を繼述 

二十 二日 

〇 越 中根靱 負よ. 9 書を投 す、 明日 夕、 總裁職 吾 か 五 人 

へ 謁見す へしと な. 9、 

二十 三日 

〇 今日 夕 七 時、 彥七、 政 之 助、 佐 兵衞、 九郞、 小 五郞越 

邸に 抵り、 中极靱 負、 島 田 近 江、 毛 受鹿之 助 等に 接し、 

三人 導 ひて 老 侯に 便殿に 謁す、 應^ 一  次に して 左右 

を 退かしむ、 三人 之 中 一 人、 隔 遠の 堂 側に 返 座し 命 を 

待つ、 老侯五 人 を 迫 近の 座に 進まし め、 懇々 談 せし 

む、 是時大 原 卿 束 下の 時內 旨、 三 條へ付 せらる 勅 詔^ 

一 册、 1 一事 を 一 事に 歸 着して 周旋の 表 請 一 册、 六條の 

表 請 一 册、 戊 午の 勅 詔 及 ひ 御沙汰 書、 神奈川 調印に て 

幕府の 奏上 書 ー册捧 出し、 當夏 以来 公の 確認す る 叙 

旨の 歸趣、 朝議の 次第 を述ん とし、 先つ 勅 詔 を，. -讀 出， 


〇 夕 七 時、 政 之 助、 小 五郞、 九郞、 越 邸 へ 往、 毛 受鹿之 

助 へ 面し、 春徽侯 へ 謁見の こと を 請 ひしに、 速に 侯へ 

言し 答 ふへ しとな り、 又 於 二 京師； 靑 蓮院宮 より 九郞 

へ倚托 あり 、幕府 大變革 を 行 ふ は、 搞 夷の 豫算 にある 

へ く、 破 複の事 速に 舉り、 歙念 貫徹に 至る へ し、 因て 

越 侯へ 力 を 合せ 周旋す へしと ありと 語る、 鹿 之介感 

戴し、 侯べ 語ら は 定めて 偸 悅に思 ふへ しと 也、 九郞又 

鹿 之 介 を 介して 橫井平 四郞に 接し、 彼か談 する を 聞 

く に 、方今の 持論 は 純然たる 破約 攘夷の 主旨に て、 毫 

も 我 藩 論に 窒礙 する 所な く、 越 邸 中の 事 は 一 手に て 

委任す へ し、 但廟 堂上の 事 は 知る 所に 無レ 之、 希く は 

勅使 一 日 も 早く 東 下 を 願 ふ 所な b と 語る、 因て 彼 か 

舯典を 蔑視し、 夷 風 欽慕の 世論、 京師 等に て は 朝廷 上 

にも 聞へ たる やと 思 はるれ は、 戒慎 あるへ しと 忠吿 

した. り、 平 四郞か 話中に、 越 藩 を 出る 時 建言した る 三 

事 は、 

一 天朝 尊敬、 叙盧 遵奉、 

1 人心の 歸 する 所 を 以て、 外 國の處 置 有 度、 

一 諸侯の 貧困 を 救 ふ 事務、 

右三 件 は、 朝廷へ 直達して は 不體裁 なれ は、 幕府へ 建 

； il . ,世3 軌， s^^l  - I 


白 あ hN て 可レ宜 との 生 旨な り、 

〇 靑 蓮院宮 よ..^ 過 深意 を譫 された るに、 一橋 越 

前 は 歙旨を 以て 登 腐 あり、 實に 人材に も あれ は、 其 破 

攘の決 志 は 確乎 認定し 難 けれと も、 いまた 日淺、 頻.. - 

に勵 精の 事 なれ は、 方今 正 譏 を 貫徹せ しめんと すれ 

は、 二 侯 を外視 して は 事 を 成し 難し、 能く 注意せ よ 

と、 是 故に 越邱 にて 諸般 論判に 各員 心 を 用 ひた. ^  、因 

て 府下の 情狀を 察する に、 閣老を 始め 大小 監察 等に 

も銳然 俗習 を脫 却の 志に 乏しく、 越 侯の み 直に 國威 

挽回に 餐勵 ありて、 全 幕の 人心に 觸れ た. y  、且 俗儒 先 

生の 疑猜 よ. >  して、 讒 構の 禮意も あ 、實に 孤立の 勢 

に 察せら る、 事々 心 を 用 ひすして は、 正 譏 貫徹 も 期し 

難しと 見へ たり、 

〇 楷崎彌 八郞土 邸に 注き、 間崎哲 馬に 面し、 過 H 朝廷 

よ. 0 容堂侯 を 召し 上せの 勅 文中に、 中年 輩 之 儀に 付 

輦毂下 御警衞 云々 の 文字 あ. 5 て、 藩內 不満の 說 ある 

やと 詰問せ しに、 對て 曰、 全此事 有る に 非す、 又漫に 

自重なる 次第に も 無し、 其 西上遲 緩に なりし 淸實を 

密 話して 謂 ふ、 實に藩 內の議 三 派に 分れ、 黨 譏の 禍を 

釀生 せん も 難 "測、 各地の 情 通せ さるよ 、斯く 成 來 

百 三， S 
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獄を 起さん との 計較 I 畫 なる へしと、 

彥七又 曰く、 近く 一  橋 卿 上京せ は、 速に 破 攘の決 論 を 

定められた くと-. 靱負 曰く、 此事 盧を勞 する 勿れ、 方 

今の 形勢、 開 國の論 を 持して 上 國へ往 くへから さる 

は、 疾く 決意せ り、 然るに 近く 勅使 東 下と、 一橋 西 上 

と は 定めて 同 一 事なる へし、 然れは 一 方の 事 停め 

て 待つ に 如かす、 此事 甚た勞 心せ，.^ と 話す、 

靱負徐 に 問て 云く、 吾國體 M 然と 立ち、 開 鎖の 權 我に 

在る に 至りて、 其 後 を 善くす る 策 は 如何と、 彥七對 て 

曰く、 如 此國威 熾 盛に 至る 後 は、 方今 宇內の 形勢、 自 

然に 開國の 形勢に 爲る へしと 弊 藩に て考 思す と、 籾 

負 云 ふ、 全く 同 見な と、 

籾 負 又 云 ふ、 一 旦 破約に 及へ は 即ち 戰鬪 と爲 るへ し、 

然るに 江 浪華の 二 區は戰 闘の 巷と なる へし、 浪華 

は 皇居へ 近く 最も 要 街の 地 なれ は、 守備 は 最も 嚴重 

に 造 構す へ し、 此事 京師 へ 上 言 せんと すれと も、 幕府 

忌戰の 弊、 聖盧に 泥 ませられ 居れ は、 若 も 外 夷の 勢 

焰を說 きて、 恐赫の 術に 出た. 5 と 聖疑を 生 せん も 難 

ゾ 測と、 其 心を勞 せらる、 由、 彥七 謂て 曰、 從來の 如く 

幕府の 僞詐 を棄絕 し、 誠心に 奉 上 あら は、 いか 程に 鼙 


la 三十 四 

毂の 下に 戰聲を 開^ も、 更に 顧 念せ. らるゝ こと ：4 

非る へし、. 

二十 一日 

〇 世子 君 前に 於て、 政 之 助、 又 兵衞、 佐 兵衞、 小 五郎、 

九 郞集議 す、 件 如， 左、 

1 尾 老侯國 事に 預る ことに 付、 粟田 法 親王より 九郞 

へ 告示 せらる ゝ趣ぁ 、其 書 は 世子 姑く 留めて、 老 

侯當 時の 持論、 先手に 變換 なきや、 若 老侯舉 用 あり 

て、 一 橋 越 侯の 交情 如何 や、 詳 悉に 探索して 發す へ 

しと、 

1 靑 蓮院宮 英明に して、 近衞左 大將へ 依頼す へき 質 

有る を 察せられ、 其 辭職を 抑留 あ たき 旨、 陶白 ®^ 

へ 建白 あ. 0 たる 事情、 

1 幕政 改革して、 列藩 夫人 家族 國に 就し むれ は、 吾夫 

人 を 始め、 候に 向 はさる 間に 早く 藩 地に 還られん， 

こと、 京師に 於て 決議の 旨 を、 今夕 靱負美 作、 夫人 

の宫へ 出て 禀 上せし む、 

1 二 事 六 ケ條の 奏請 書へ、 先年 朝廷より 幕府へ 賜る 

勳書を 副して 幕府へ 錄 上し、 又 過 = 近衞 家よ 吾 

藩 へ 賜 る 勅答 書 は、 寿嶽 侯へ 錄 上す へ し、 


よ b 前に 幕廳へ 督促して 豫め 決定した， 5、 然れは 

-趣 によりて は、 刺 使 を も 請 促せら る へ き や、 世子の 

復命 は、 い つれに しても、 一 橋西上ょ..^前になりて 

は 順序 立ち 難 かるへ し、^ 周旋 ま耍の 事た るへ し、 

一 右兩 件の 事 整頓せ は、 世子 早く 上京 ありて、 兩公同 

しく 歸國 あらせら る へき は、 國民 一 般の 志願、 內政 

振 張の 重 事な.^、 然れ とも 舉 勅の 事務 整頓せ さる 

間 は、 君臣 共歸國 のこと は、 言辭 にも 出さ、 る やう 

ありた し、 

一春 嶽侯 一列よ. - 朝廷へ 差 出した る 再 奉答の 意、 尙 

漸々 應 接の 事情 を 推ても、 幕府に 於て 破攘の 心な 

きに は 非る へ し、 伹 緩急の 二言に ある へ し、 故に 今 

1 層 論究せ さる へ からす、 此事は 勅使 東 下 を 待て 

熟議す へし、 

1 吾 周旋 係員 もい また、 一 橋、 越 前、 小 笠 原 等 へ もい 

また 謁見 も爲 さす、 又 大小 監察へ は 一 層迫資 も爲 

すへ き なれと も、 事々 頓に行 はれ 難く 煩 心し 居る 

なり、 

右 事情 なれ は、 諸事 急速 を 要す、 故に、 過日 京師に 於 

て 下賜 あ. CV たる 勅書 も、 毛 利 筑前か 東 下 を 待ち、 世子 
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よ..^ 仰 出されて は、 時期 を 後れ 不次 第になる へし、 又 

勅使 東 下 も遲延 して、 一橋 西 上と 路上 背馳の 體 にな 

.5 て は、 尤不 次第と なる へし、 故に 明日； 叶 中には 又 

兵衞、 九 郞も來 着す へ けれ は 、僂 合の 討議して 君 旨 を 

伺 ふ へ し、 世子に 熟慮 あらせら る へ し、 議 して 各 君 前 

を 返く、  ゾ 

〇 世子より 一 橋 侯へ、 政 之 助 等 を 召して 接！ を 賜 ひ、 

京師の 近 狀を悉 せられん こと を、 書 を 以て 請れ しに、 

今日 答 書 あ，.^ て、 其 所願 なれ は、 間 を 得て 召く へしと 

な&、 

二十日 

〇 來島又 兵衞、 中 村 九郞來 邸す、 

〇 水 戶の美 濃 部より 急報 あ hs て、 彼 藩 姦黨等 南 上し、 

國事 急迫な b  、吾 藩の 救援 を 請 ふ、 彥七越 邸へ 往て此 

情狀を 報し、 越 侯の 周旋 を 希 ふ、 此 使に 彥七 を往し 

む、 中根靱 負か 話に、 去る 九日 於ニ營 中： 赛嶽侯 板閣老 

と 同し く 水 卢中納 言へ 授く、 武田大 場 を 執政に 復職 

せしめん 事 を嚴に 達したり しに、 後 十五 H に 吹 上 園 

會 合の 時、 昨 十四日 二人 復職 を 藩 地へ 命した と 中 

納言 答辭ぁ b  、靱負 竊に考 るに、 右 命令 を秘 し、 此大 
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度、 此段左 府樣迄 御內願 被，， 成 置， 度、 尤御 上京と 

申 儀に 相 成 候 へ は、 關東 へ 御伺濟 も不， 被， 爲， 在 

て は、 其 儀 難， 被， 爲， 1 出來， 事に て、 前 條之通 の 

御 心得に て、 御在國 被， 成 度との 御 儀に 御座 候 事、 

肥 後 

閏 八月  田 中 八 郞兵衞 

右 件に 因. 9 て、 本 月 十二 日議奏 より 前 田 孫 右衞門 

を 召し、 書 を 以て 令す、 

肥 藩の 儀 は 同列の 事に 候 得 者、 萬 端 申 合候樣 被， T 

思 召， 候 趣、 

© 原本 此行 空白 

因て 土 屋彌之 介 を 肥 後へ 遣さん と 準備 あ-.^ た. 5 

と * 

1 容堂老 侯慕府 へ 建白 五 事の 中、 

春秋 行幸、 

宮殿 造營、 

右二 項 幕府に 採用 ひて 着手 せんとし、 橋 越 二 侯へ 

擔 任して 經營 せし む、 明 赛將軍 上洛の 時、 朝廷へ 叙 

供 I 白 せんとす、 是は小 街 か 話、 

〇 手 塚律藏 報す、 彥根藩 削 封 五 萬 石 ありて、 人民 等不 j 


服に て 頗る 紛亂を 生し、 三 浦 内 膳、 屮井矢 五八、 唱首 

して 其黨 四百 人餘、 府に 出て 歎訴 せんとす る 由、 

〇 山 縣半藏 か 持し 来る、 公よ 世子 へ の 書翰 中、 

大旨  に 

1 攘夷の 復命 三等の 事、 

1 兩公 歸國の 事、  、 

一 勅使へ 將 軍よ b 答辭 あら は、 世子 速に 歸洛之 事、 

1 蒸汽舶 購求 は 公の 旨に 協 ふ 事、 

此大 旨に 應し、 世子 從 行の 各員 等 敷衍 計議 する 如 

. 左、 

I 奉 勅の 事項、 水 侯 贈 官を始 、安島 其 他 有名の 部の 處 

置、 幕廷に 於て 行 はれ は、 其 餘坂下 東禪寺 以下 多 員 

の 件 は、 多少の 日子 を 費す へし、 就て は將軍 家に 於 

て 勅旨 を 感銘 承 順し、 逐次 宸襟を 安 せらる やう 速 

に處 分す へ しと、 將軍家 直に 勒 旨に 奉答、 列藩 へ 布 

吿 して、 各封內 にて 詳悉究 索せ しめ は、 其邊 にて 一 

先つ 世子 歸京 復命 あ. 5 て 可レ然 乎、 

一 勅使の 東 下 何日になる へく や、 世子 は 必す其 東 下 

を 待ち、 諸事 咨詢 して 事 を處す へ し、 但 先に 吾 公 へ 

命せられ たる ことなれ は、 奉 勅の 事件 は、 勅使 柬下 


〇 山 縣半藏 去る 十三 日 京師 を發 し、 今朝 邸に 歸る、 & 

よ b 世子へ 贈る 書 を 奉し 至る、 且 京師の 近狀を 報知 

す、 如， 左、 

一 攘夷の 決擧、 近く 關柬 へ 發 せらる へ し、 初 は 来る年 

0 の 聘使柳 原坊城 の兩 卿へ 付し 令 せらる ゝ ことな 

,9 しに、 今 改めて 轉法輪 三條卿 ||i 一一  を 下さる ゝ 

由、 副使 は 姉 小路 卿な らん と 即今 擬議 中な るよ し、 

勅使 東 下 は 中旬 やに 開けと も、 少し は延 ふやに 圖 

らる、 

一 初め 春嶽 上京 猶豫 せんこと を辭 謝せし 末 文に、 時 

勢 難.， 被 a れ儀は 御 斷をも 可 二 申 上 I と あ し を、 厳 

なる 勅旨 を 仰 出されし に、 其 奉答に 上陳 せし 奏書 

り；，， W  、朝廷よ リ嚴 なろ 勅旨の 文、 未た 贈來ら す、 近 

日 九 郎か束 下の^、 持し 來る へしと なリ、 

.: 秋冷 之 節 御座 候、 g 然者本 月 九日 附御 紙上 之 趣 

謹 承 仕 候、 攘夷 之 歙盧は 兼々 相 伺 居候 儀に 候 得 

一 共、 決而其 邊之豫 防に 申 上 置 候 儀に 者 無レ之 候、 

近く は 島 律三郞 官位 一 條の 如く、 無 次第 も 御 

座 候 節 は、 乍レ恐 1^: 顧 此表之 事情 を以、 御斷 申立 

候 檨之儀 も 可い 有，， 御座， 候 間， 此段不 い 惡御含 置 之 

程 所 二 仰 奉， f 冀に 御座 候、 春嶽 上京 之 儀 も 追々 

—世子 束 舉勅下 S 


取調、 此 節專ら 改革 筋に 取懸. - 候處、 事務 益 多端 

に而、 次第に 延引 仕 奉，, 恐 入， 候 得 共、 何分 今暫御 

猶豫之 儀 も、 御 含 置 可い 被い 下 候、 此段御 苒答如 

レ此 御座 候、 以上、 

閏 八：：：： 二十 六日 

閣 老中 

松 • キ春嶽 

德川 部 S  . 

坊城 大納言 殿 

肥 後 藩より 內 勅の 奉答 書 を 上る、 別に ニ條 家へ 家 

臣 より 出す 寫、 

今度 御 內菊之 儀、 於，， 越 中 守樣， 冥加 至極 難レ在 

被，， 思 召， 候 段 者、 御請 被，， 仰 上， 候 通に 御座 候、 就 

て は 薩州長 州 御 同樣、 御上 京 被，, 仰 出， 候 御 事に 

可， 有，， 御座， 候 哉、 差 寄 外 夷 御 拒絶 之 叙 慮に 被 

レ爲レ 在 候 得 者、 何時 干戈 之 崩 有い 之、 御 出 "踡 或は 

人數 被，， 差 出 T 外 夷 御 拒 絕之叙 慮に 被い 爲ぃ^ 候 得 

者、 兼而 御手 當は有 候 得 共、 御 家督 後 淺く、 

新政 之 折 柄に も 有^ 之、 一際 士氣を 被い 爲- 振、 

用 之 御手 配 等、 可，， 相 成-は 御在國 にて 被 二 成 置- 
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百 三十 


i  ^^-  -fe き、 昨日 中 根^ 貧よ リ照會 もりし による、 0  & 

IF 力 第に 柱き 此日山 口 勘 isi は他務 わりて 不，， 而會； 

昔年 來 勤王 之 志 業 を樓說 し、 方今 叙 慮 確定 之 趣 を 明 

晰せ しに、 駿河守 一 々其說 に 同し、 又 云、 破約 攘夷の 

事 は、 鎮 邪の 劍不 0^ て は 各國之 嘲笑 を 招く へしと、 

其 意中 忌 戦の 俗情な りと 察し けれ は、： 右 名劍の 言 に 

敷衍して 百 端 理解せ しに、. 其 旨は會 得せし とのこと 

な b. 、僅 半宵 一 座の 間に は、 牢習 解散に も 至 .9 難 けれ 

は、 近日 春嶽侯 へ 拜 謁せられ は、 國 家の 爲 赤心 を盡さ 

る へ しとて；^ 一く、 

〇 是日 先つ 齋藤 篤信 齋翁 を訪 ふ、 翁 其 宿願 を 耧述し 

て、 五 口 藩 別業 沙 村に 寓居 を 請 ふ， 是 より 先き、 翁 は其數 

子 及 數十ス の 門 生 を 養 ひ、 劍技 を張擴 して、 國家 有事 

の 時、 爲ぃ國 懷 侮の 任に 當 らんと す、 門 生 供 費に 困む 

を 以て、 沙村 地の 驟荒を も 開き、 生計 を 助け、 且 農事 

の 力 を 以て 身 驅 の 强壯を 養成 せんと 欲し、 數々 請 乞 

すれと も 允 命 を 得さ る を 以てな b 、於,， 是政之 助等議 

して 謂 ふ、 翁の 國の爲 にす るの 至誠 亦嘉獎 すへ し、 今 

nr に 至. 0 て は 兩公及 夫人 家族と も 就レ國 て、 此 地に 遊 

覽の園 を も 要せされ は、 其 願 志 を 允さん も可レ 然と、 

後 京師へ 申告して 公 命 を 請 ひね h^、 


〇彥 七 板 倉 邸に 往き、 執事 へ 面し 問 ふ、 昨日 營 中に て 

世子 へ 語られた る、 安島 以下 處 分の 事 は、 世子 へ 席上 

の 話なる や、 又 公然 達せられ たる やと、 執事、 侯の 旨 

を 以て、 近： n 行 はんと すれ は、 昨日 遇に 接し たれ は 可 

レ然 達した. 5 と 答ら る、 

十七 日 

〇 來島龜 三郞、 平 川 藤 兵衞、 長 崎よ b 海 を 航し來 抵 

る、  • 

〇 一橋 卿へ 世子よ 書 を 贈. 9、 政 之 助 等 か 謁見 を 請 

ふ、 

〇越の毛受ょ^^書を贈..^、老侯又風疾ぁ..^て、今夕政 

之 助 以下 四 人に 接見す る 能 はさる を辭す 、昨日、 今夕 

を 期し 接 遇す へ きを照會ぁh^しにょh^てなh^、 

十八 日 

〇 彥七、 佐 藤 淸五郞 へ 往て問 ふ、 明春 上洛の 時、 列 侯の 

豫參は 如何と、 淸五郞 答 ふ、 幕府よ 命す る や、 又 列藩 

の 願 請に 依る や、 未決， 巳に 願 出た る 部 も あ b と 答 ふ、 

〇 世子 今 井谷 邸へ 住く、 

〇 壬 戌 丸 役員 等、 分 職分 科 等級 等、 村 田藏六 等に 授け 

て 詮議せ しむ、 


田 

沼 

蕃 
頭 

葉 

都 
少 

輔 

閣 

老 
以 
上 

春 
嶽 
候 

JBK 
.a 
■ If. 

守 

和 
泉 
守 

今 
a 

吹 
上 
m 
出 
會 

の 

各 
貝 
は 

刀 

を 
帶 
し 

驗 

徒 
を 
列 
す 

池 

側 
よ 

左 

廻 
り 

鷹 
門 
を 
過 
き 
退 
さ 
散 
す 

此 

m 
て 

會 
し 

各 

侯 
辭 
謝 

し 
て 

く、 

畢 

て 
花 

馬 
場 
を 
經 
て 
瀧 
見 
茶 
亭 
に 

還 
る 

春 
嶽 
閣 
老 
出 

灰 

入 
柳 
川 

炭 
斗 
蹇 

合 
堆 

羽 

鶴 

水 

曲 

置 
竹 

茶 
碗 
利 
休 
井 

島 

m 
せ 

茶 

杓 
利 
休 
作 

茶 
入 

松 

前 

衝 

佐 
竹 
右 
京 
大 
夫 
上 

水 

指 

南 

繩 
す 
た' 
れ 

签 
大 
璣 

風 

爐 
土 
風 

平 
岡 
丹 
波 
守 

若 © 
年以 
寄 上 

周 

防 
守 

圖 

書 
頭 

〇 
政 
之 
助 

小 
五 

& 

m 

同 
し 
< 

暮 
時 
よ 

部 

驟 
河 

十 
ハ 
曰 

持 
を 
す 

を 
得 

さ 
b 
し 

な 

す 

本 
根 

の 

に 
及 

は 
ん 

す 

れ 

他 

事 
に 

障 
へ 

て 

物 
論 

多 
き 

< 

要 
職 
の 
變 
遷 
に 
成 
る 
へ 

さ 

や 
と 

愛 
霡 

M 
老 
侯 

へ 

世 
子 

S 田 

ふ 

府 
の 
改 

革 
は 
頗 
る 

難 
爭 
な 
る 
へ 

し 

事 
は 
な 
し 
や 

世 

子 
答 
ふ 

障 
る 

所 
な 
し 

營 
中 
に 
て 
又 

飼 
士 

左 
衞 
門 
以 
下 
の 
罪 
犯 
赦 
南 
の 

事 

上 
す 

へ 

し 

礙 

の 

〇 
營 
中 
に 
於 
て 

板 
閣 
老 
よ 

世 
子 

m 
ふ 

島 
帶 
刀 

鵜 

藩 
有 

の 

願 

ふ 

所 
な 

と 

は 

天 
下 

の 

公 

論 

す 
る 
所 
あ 

必 
す 
赦 

罪 
め 

ら 
ん 

の 
注 

す 
る 
所 
如 
何 

彼 
ム* 
ふ 

此 

擧 
は 
全 
ぐ 

正 

義 
の 
事 
な 
れ 

と 
を 
依 
賴 
す 

小 
五 
郞 
問 
ふ 

伏 
見 

舉 
の 
各 

員 

た 

藩 

士 

回 
赦 
罪 
の 

員 
に 
加 

へ 

ら 
れ 
ん 

を 

越 
候 

へ 

周 
旋 
あ 
ら 
ん 

〇 
薩 
の 
高 
崎 

太 
郞 

b 

小 

五 
郞 
對 
話 
す 

堀 
小 
太 
郞 
を 
此 

高 

m 

敬 
寄 

頭 

神 
保 
伯 

耆 
守 

大 

井 
十 
太 

郞 
右 

n 

松 

對 

守 
大 

付 

佐 
野 
伊 
豫 
守 

福 
村 
淡 
路 
守 

戸 右 
頭 小 
取吶 

坪 
內 
伊 

守 

村 
松 
出 
羽 

守 

大 
久 
保 
越 
中 
守 
取 右 
御 
用 

世子 奉 勅 東 下記  甚ニ 十九 


1 

m 

•： 敷 

盆- 
石 

梵 

掛 

物 
河 
庭 
秋 
月 

牧 
溪 

上 

座 

0) 

床 

掛 
物 
湖風 
111 

水 

雙 
幅 
高 

m 

又 

新 
茶 
ギニ 
に 
抵 
る 

筐 
入 
柹 
賜 

之 

ま 

童 

源 
氏 
末 
摘 
花 

西 
行 
擎 

堆 
朱 

子 

香 

爐 

磁 
不 
玻 

掛 

物 
布 
袋 

無 

準 
攀 

並 
木 

茶 
辱 
装 
束 

< 

畢 
て 
並 
木 
街 
道 
を 
經 
て 

建 
場 
茶 
店 
に 
至 
る 

資 

揚 ■： 
飾 

付 

此 

時 
又 
乘 

衣 
引 
始 

レ 

之 

同 

子 

桂 か 
菊す 
て 

二ら 

色 

ょ卷 

1 i 
かみ 

/"リ 梅 

細 
引 
木椎 

くナ' 

ら 1 

げけ 

緣 
高 
盛 
に 
し 
め 

色 紅 
付緣 

さ 鉢 
め 

そ し 

ほき 

ら玉 

か 子 

け 

菜 

將 
軍 
又 
上 
舍 

へ 

出 

座 

所 

に 

各 

坐 

す 1 

子 
舉 

東 

下 

\ 花 
入 
大 
そ 
る 
リ 

褂 
物 

歸 

の 

準 
筆 

調 

に 
て 
之 
を 
供 
す 

装 
置 
は 

茶 
豫 
備 
し 
た 
れ 
と 
も 

夕 

に 

る 

を 

以 

て 

薄 
茶 
を 

厨 

茶 

室 
覆 
か 
け 

て 
數 
寄 
屋 
頭 
出 
て 
茶 
供 
す 

壺 
千 
種 

有 

k 

守 
上 

掛 
物 
蓮 
楚 
雙 
幅 

默 
庵 
筆 

紅 
葉 

亭 

是 
時 
春 
嶽 
以 
下 
別 
れ 

< 

畢 

て 
紅 
某 
の 
茶 
亭 
に 
往 
< 

掛 
物 
爐 
山 
潘 
布 
圔 

玉 

筆 

茶 
辱 

並 
不 

の 
段 
よ 

魔 
狩 

田 

中 
路 

廣 

草 

望 
遠 
鏡 
を 
出 
す 

柵 
內 
よ 

柵 
遠 
眺 
所 

茶 
碗 
井 
戶 

茶 
杓 
甫 
竹 
作 

茶 
入 
勢 
至 

呂 

S 

道 
銀 

臺 
子 
梨 
子 
地 

甲 
蒔 
搶 

A 

1 水 野閣老 は、 前日 土 佐 守と 結 ひ 居て 頗る 罪狀 あり、 

一 水 藩の 景 i^、 武田 以下の 有 志士 解释に はな b たれ 

とも、 姦黨 の權勢 毫も 减 せす、 武田等 か 勢 を 後す る 

やう 吾 藩へ 委賴 す、 

一 山國喜 八郞 ls,als? 稀， を 一 橋 卿へ 進めて 信 

用 ありた し、 一 橋 卿の 左右 其 人に 乏しく、 動 も すれ 

は 俗說を 進入す る もの 多き 故な h'、 

謙 介 へ 、吾 藩 へ 攘夷の 嚴勅 ありし 由 を 密に吿 く、 感泣 

して 喜 ふ、 發 表の 日に 至ら は、 早く 一  通 を謄寫 して 贈 

ら れんこと を 乞 ふ、 

〇 世子 品 川 邊を騎 遊し、 購求の 蒸汽舶 を遙眺 す、 今日 

は 彼舶へ 外人 等 夥しく 搭載し 居る ゆへ、 世子の 乘入 

に. 障る を 以てな り、 

〇 今日 吹 上 招宴の 次第、 幕府 茶 禿 谷 村 三育よ b> 追て 

ぎきす 

瀧 見茶亭 へ 大久保 越 中 守 誘導す、 

r 左菌雁 牧溪 

掛物中 逢 磨 輝 佐 竹 大膳大 夫 上 

右篚臨 牧溪 

1 香 爐靑磁 向獅. 十 

卓 花 櫊敏緣 it 溢 

1 棚 軸物 晋王右 軍 無事： W 義之攀 

子 舉觔東 "r.^ 吒 a 


此時刑 部 卿 始赛嶽 及 ひ閣老 出て 對話、 湯漬を 饗す、 

給仕 小 納戸 衆、 

t^a-^ そ 潰 三杯漬 香の も ゆ 

语 A 口 さけ 之 子 小 かぶ 生漬瓜 

玉子 どう ふ わさび 

^抄 子と リ しんじょ 

看蜩驢 ふリ燒 

吸 もの r じあ W 芽う ど 

將軍出 座、 緩々 と 言 ふ、 列 侯 謝す、 

-OS  、納戶 衆 之.^ 舉す、 將軍 

和 を彻ふ 手ら 各 侯へ 授く、 

越 中 守 腰刀 を脫 して 酌 を 執る、 

煮染 ぼ、、 河な 

各 侯へ 箱 館 織 二 端 を 賜 ふ、 小納 S, 衆 谷 臺に澄 棒け 

出、 各侯拜 謝す、 

刑 部 卿 又 酌 を 執る、 酒 を 倚む、 

郎. a,- 綢 * 身 作り 紅白 大根 からしみ そ 

束. 《 ^保 H わさび ぜぅゅ 

將軍辭 して 入る、 各 杯を懷 にす、 

t^.w??i すまし 

然形 鯛^る し 身 

畢 て庭內 を回步 す、 此時 赛嶽、 閣老、 若老、 奧衆、 大 

小目 付 伴 行し、 瀧 坪の 邊、 鳩の 腰掛、 柏 山 通 茶亭、 不 

動ケ 瀧、 廣芝、 練 土、 腰掛 を 廻覧し、 還て 中 舍し看 

.  百 二十.^ 
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〇 橄崎 彌八郞 土の 間崎哲 を訪 ふ、 哲馬密 に 話し 云 

ふ、 彼老侯 近日 政 之 助 等 を 召して、 吾 藩 阁旋の 深意 を 

悉 せんとす、 彼 近お 等 謂 ふ、 他 藩の 臣を 召し 談 する こ 

と あら は、 臣 等亦關 係す へしと、 侯甚 不平に て 曰く、 

汝等 聞く とも 會 する 能 はす、 寧ろ 長 門 守へ 直接に 相 

謀る へしと て、 召 呼の 事 は 姑く 停. めた b  、政 之 助等强 

く 請求せ は、 接 對の事 は 行 ひ 易 からん と、 侯の 意 あ 

り、 內 事の 齷齪 甚耻 つへ きこと にて、 近く 大黜陟 をな 

して 吏 態を淸 めんと すと、 

〇 坂 上忠助 今夜 笠 間よ.^ 歸る、 彼 地の 情實を 詳報す、 

十五 日 

〇 世 干 朝 六 時 治 装して 登營 す、 是日將 軍 家 列 俟を吹 

上 園に 享す、 初め 列 侯 同し く將 軍へ 謁見して、 一 橋 刑 

部卿、松1^1.春嶽侯、 誘 ふて 庭 內の瀧 見の 茶亭に 憩し、 

又轉 して 紅葉 亭に 入る、 饗膳を 供し、 食間 凾 織の 絹 各 

二 端を贐 す、 酒 出て、 將軍 出て 臨す、 後見、 總裁、 諸閣 

老、 自ら 酌 を 取て 客を勸 む、 給仕の 諸 員 を 近け す、 將 

軍 入. 9 て 後、 後見 以下 又 列 侯 を 誘て 庭に 步す、 廣 平の 

草 場に 抵. -， 親 曳の乘 三 列を爲 し、 之を觀 せし む、 

三 舍の看 馬 所 を 設け、 上 舍を將 軍と し、 中 は 列 侯、 下 


は 後見 以下と す、 各舍に 入て 茶 巣 を 饗す、 畢て澠 見の 

茶亭に 返き、 嗣て 散す、 世子 邸に 歸る は已に 薄晚な 

是： n 世子の 服 は、 木綿の 外套に 小 袴、 紺色の 韃を着 

く、 他の 列 侯 は 皆 織紗の 外套、 絹の 檔高 袴に、 白 布の 

韈を 穿てる を 以て、 給仕の 秀頭 等、 同し 服に 更ん こと 

を 世子に 勸む、 不レ肯 る を 以て 有 侯に 之を吿 く、 侯 

曰く、 長 州の 服稱 へりと、 

〇 加 藤 有 隣 か 投書 を領 す、 政 之 助等議 して 曰く、 其 人 

學業は 頗る 練 熟し、 議論 も 正し けれと も、 有爲の 人と 

思 はれす、 水 藩士 等 は 其 心事 を 疑 ふ 者 又 多し、 吾 邸に 

招聘して 物 論に 觸んも 難， 計し、 而れ とも 其 沈 滯坎軻 

も 亦憐む へ し、 故に 之 を 出府せ しめ、 上野 圓珠院 に 客 

寓 せしめ、 從來論 著せし 書 を淨寫 せしめ、 公の 覽に供 

して 可レ然 や、 此旨を 京師に 悉 して 公の 旨 を 取る、 

0 會 藩士 石 is 衞 來.^  、is 健？？ lig^sssg  、ち 佐 

兵衞に 接して 京師の 近. 况を問 ふ、 過 ：《 秋 月 氏へ 吿る 

如く、 破約 攘夷の 決 論な けれ は 不レ可 "然と 忠告す、 諾 

して 退る、 

〇 水 藩 大野 謙介來 話す、 密に三 項を吿 く、 


れ とも、 忽率 にて 熟談の 間 を 得難し、 然れ と も 時 寧 の 

計 策 は、 交互 謀議 を勞 したき ことなれ は、 書翰 を 以て 

相 通報 諮議 せんこと を 希 ふ、 

十三 H 

〇 恭嶽 侯疾ぁ b て、 政 之 助 等か來 邸を辭 拒す、 

〇 齋藤 篤信 齋來 話す、 故水老 侯の 贈官を 謝し、 正議の 

振 張を欣 ふ、 

〇 前に tes 濱に 於て 外人よ b 購 ひたる 蒸 汽舶、 我 邦人 

はか.^ にて は運轉 なし 難し、 由て 長 嶺內： 藏太、 井上 聞 

多 來り訴 ふ、 村 田 藏六も 亦來. -謂 ふ、 蒸 汽機關 師と指 

揮 者に て 六 人 は、 外人の！ S 熟する 者 を 要すと、 因て 議 

して 謂 ふ、 攘夷の 、外人 を 雇 ふ は 從來禁 する 所 なれ 

とも、 海軍の 術 を 開かされ は 海戦 は 爲し難 けれ は、 不 

レ得， 止 事な リ、 外人 五六 名 は 雇傭しても 宜し かるへ 

しと 決す、 

〇 尾老 侯へ 世子よ. 9 書を投 す、 

〇 世子 麻布に て 夫人の 宮に 謁す、 

〇 政 之 助等會 邸に 往き、 石澤 民衞、 小 室 金 吾を訪 ふ、 

不レ 遇、 秋 月 悌次 郞を訪 ふ、 閑談 夜に 及 ふ、 席上 水 戸の 

川俣才 助に 遇 ふ、 悌^ は 三 港 依い 舊の說 を 持す、 因て 一 

I  世子 奉 ,  1 ] 


破約の 說 を條理 明解す、 耍 に會 は士氣 質朴、 有爲 

の國 なり、 勉て開 諭せん こと を 求む る 所以な り、 

〇 對の大 島 等 三人 又來 る、 小 五郎の 上京 を 固く 請 ふ、 

〇 竹 腰 兵部大 fg 輔 は負譴 して 退隱を 命せられ たり、 

十四日 

〇 安井 仲； 牛、 前に 秋 良敦之 助か 忠吿を 答 謝する の蒈 

を投 す、 云 ふ、 甞て 諸侯 を 哲國に 就かし むる、 恐く は 

失策な らんと は、 一二 懇 厚の 友と 書生の 常談 せし こ 

と あ. 5、 全く 無心 茶話の ことなれ とも、 外問予 か^ 議 

を 企るな と 浮說も あるよ し、 君の 忠吿 は感 荷に 坡す、 

此餘も 亦 解 說を煩 はさん、 口の 禍も亦 可い 畏、 噬 臍し 

て 以往 は ロを箝 せんとす るな りと、 

.〇 小 五郎島 津淡路 守の 邸に 往く、 彼 邸の 說を閡 く、 明 

日 吹 上阖の 招宴 は、 列 侯へ 乘 .ijl の 技 を ー覽 し、 各々 胸 

中の 眞僞を 鑑定 せんとの、 一 橋 越 老の娃 策な りと、 

〇 政 之 助 越 邸の 中 根へ 而會 し、 叙 念 攘夷 確定の 由 を 

述 へ 、又彥 七、 佐 兵衞、 小 五郞、 政 之 助 等老侯 へ 拜謁を 

請 ひ、 尙ほ 一 橋 へ 拜謁、 幷岡 部駿河 守、 淺野 伊賀 守 等 

へ も 同し く 面接した く、 老 侯よ h- 指授 あ.. ^ たき 旨 を 

一 請 ふ、 
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 像 子 »» 東 下 g   .  [1   

を德川 家の 天下と 思考しての 論旨 なれ は、 將軍輕 易 一 

に信從 して は、 再 ひ大紛 紜を萠 生す へ し、 近：：： 世子 老 

尾 侯 へ 會談せ は、 悉 しく 說 解す へ しと 決し、 又 越 侯 及 

板閣老 へ も、 其 意 を 往て說 しむ、 

〇 佐久間 佐兵衞 京都より 來 邸す、 其 報し 來る件 如 

ゾ左、 

1 京師に 於て 土 佐 侯へ II;:?- 勅 せらる、 土 佐 守滯京 一 

. を、 父容 堂と 交換して 京に 在らし むへ し、 其 詔書 は 

本 記に 載い 之、 

一関 八 G:  二十 七日、 中 山家よ. 0 筑前彈 正 を 召し、 左 

の 如く 勅 を 賜 ふ、 一 通 を謄寫 して 佐兵衞 奉し 來る、 

此 勅書 は 近日 筑 前に 命し 持し 下ら しむ へ けれ は、 

先 {.^ 藏 して 發揚 すへ からすと な. 5、 

先年 以來 被，， 仰 出， 候懷 夷之 儀、 歙盧御 決定 之 趣、 

■ 御 良策 出つ 于 n 此他， 間 敷に 付、 斷然獨 立 可.， 有，， 盡 

力， 決心 之 旨 言上、 先 以叙念 御 符合、 深以 御感悅 

御 事に 候、 何卒 抽，， 丹精， 周旋 有,， 之、 公武 を 始め 

萬 人 一 和 一 致に 而、 爲， 1 神州-霞 n 精力？ 早 蠻夷拒 

絕に 決定 候樣、 幕吏へ 掛合之 都合に 相 成 候樣、 被 

. レ 遊度歙 願に 被， 爲， 在 候、 此由可 二 申達 _ 御沙汰 被 I 
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一 レ爲レ 在 候 事、 

十二："  . 

〇 越 侯よ， 0 毛 受鹿之 助 を 使し、 昨日 世子よ. 0 兩回も 

事情 を吿 知せられ たる 厚意 を 謝し、 又 明日 タ彥 七、 政 

之 助來ら は、 諮詢 せんこと を^ ふ、 

〇 阿 藩の 森 雄 助、 上の 山 藩. の 金子 與三 郞來 話す、 雄 助 

は 吾 藩 周旋の 眞意を 疑 ふ 所 あ b、 與三郞 は 世上 儒家 

者 流の 迂論 を、 吾 藩に て 辨駁せ し を 聞き、 疑 慮す る 所 

あ b し狀 なり、 

〇 對藩大 島 友 之 允、 樋 口 謙 助、 多 S 莊藏來 話す、 彼潘 

內紛転 之 趣 は 小 五郎 之 を 委し たれ は、 京師に 上せ 周 

旋を 命せられ たく、 其 時 は 彼 三人 も 同し く 上. 0 て 計 

一 議 したくと、 迫 切に 請 ひたれと も、 政 之 助か 府に來 る 

も日淺 く、 情 實詳悉 せされ は、 即今 小 五郞を 上京の 事 

は 諾し難 けれと も、 何れ か 上京して、 公へ 詳述して 君 

旨 を 取る へし、 其 時 は 三士 も 上京 あるへ しと 論した 

り, 

〇 尾老 侯よ. o、 前 H 來世 子往て 見ん こ， 0 を 謀られし 

一 に 答て 謂 ふ、 方今の 居 邸 は 至りて 狹隙、 且家室 同居の 

一 體 にて、 世子の 引接 もな， 9 難し、 登 醬の時 面接 は 易け 


す、 

四日 

五日 

〇 近衞家 用人 蔭山 伊勢 介よ..' 中 村九郞 へ、 明日 關東 

へ 發途之趣に聞く、因て御用の儀ぁh^、野宫卿 へ 速に 

行 向 ひ候樣 にと 書翰 を 贈る、 乃 九郞出 謁す、 卿よ.. >  左 

の辭 令を授 く、 關 東に 往き 世子に 贈 達して 周旋 ある 

へしと な b、  . 

尾 張 前中納 言、 先年 以來國 家 之御爲 被い 盡，， 忠誠 ， 候 

段、 厚く 釵感に 付、 大納言 推 任 被 U 宣下， 度 旨、 去 八 

月 被，, 仰 出， 候處、 重 忌中に 付、 忌 明 後 可， 一 申達 - 旨 言 

上 有，， 之 候 問、 此頃 申達 之事與 被，， 思 召， 候、 猶亦以 

來國事 政務 方 取 掛盡カ 之 儀、 關 東より 申 渡 可レ有 

レ之、 長 門 守 周旋 有い 之候檨 被.， 遊 度 被 n 思 召， 候 間、 

此旨 可，， 申達， 御沙汰 候 事、 

九月 

九 郞又問 曰、 御沙汰 文中に 國事 政務 方と 有， 之 

は、 外 國の事 を 始め、 幕政 諸務 に御預 りの 由に 候 

哉、 卿 答 ふ、 然り、 舂嶽 侯へ 與事 相談 せらる へし 

との 御 3 曰 意に 在らせら るとの 事な り、 


六日 

七日 

八日 

九日 

十日 

十 一 日 

〇 飫肥 藩士 稻津濟 人來. o、 秋 良 敦之助 を 介して、 政 之 

助 小 五郎へ 面せん こと を 請 ふ、 二人 多務を 以て 辭し、 

敦之 助に 代り 聽 しむ、 曰 ふ、 幕府 制度 變 革の 擧は、 偏 

に赛嶽 侯の 意中より 出た る ことにて、 徳川家の 一 大 

事な り、 諸 藩 賜暇の 事 は、 已に來 る 十五 日に 發< ^ある 

へきと 聞 ゆ、 府下 物 論淘々 たれ は、 發 令の 前に 早く 職 

を辭 せられ 可 レ然、 府下 老儒 安井 仲 平、 芳 野立藏 以下 

首と して 之 を 周旋す、 濟人も 其 譏に 加. 9 たれと も、 彼 

老儒 諸 先生の 言 は 不平 なれ は、 其 救護の 術 を 吾 藩へ 

依賴 せんと 謀る と、 掛員 等議 して 世子の 旨を収 る、 彼 

物 論 は、 府下 之 小 民、 別 侯の 驄徒役 便 を 業と して 生 を 

營む もの 夥し、 彼等 か 糊口の 窘困 する を 以て、 其主議 

を 怨恨す るに 出るな り、 而 して 越 侯の 職 は 叙 慮の 深 

皆より 出 たれ は、 若し 小 諸侯 或は 俗論 輩の 說、 天下 
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百 

存申 候、 御 上洛 論、 世間 之 見込い か、 に 候 哉 之 段 

も、 春 嶽公中 根 を 以御尋 有 候 付、 ^間 有志 之 者 

見込に 而は、 幕 威 を 螯穀之 下に 振 ひ、 朝 威を徺 ませ 

候、 例 之 幕 斑 之 t ま^ 詐權 謀に 而 可い 有 と、 甚 危懼 致 

し 居 申 候、 自然 萬 一 ケ檨之 次第に 而は、 御 上洛 を 建 

白 仕 候 者 迄、 天下へ 申 分 無 趣 を も 申 上 置、 まハ以 

後 中 根より 承 候 へ は、 春嶽 公御噺 に、 是迄實 に關東 

之 所 置に 而は、 何と 被い 疑 候 而も 理解 難,， 被い 成、 現 

場に て 名分 御 立 被 レ成候 之 外 有， 之 間 敷と 御 申 被 

ン成 候よ し、 御 上洛 論會津 よ. 0 もせ b 立 候歟に 察ら 

れ申 候、 來春 中には 相 運 ひ 可 歟、 是非 此度之 御 

上洛 は、 海上に 而有レ 之 候へ は 無，， 此上 一事と 存、 越 

へ も屢々 論 込 候處、 春嶽 公に も 元よ h '左様 被 レ爲 

レ成 度御存 意に 有 レ之候 由 相 聞 候 得 典、 何分に も 幕 

吏 之 調ら へ 埒 明き 不， 申候檨 相 見 申 候、 是非せ 〈海 

上に 仕らせ 度、 盡カ此 時と 存候、 且又 京都 町奉行、 

禁裏 附 武家、 朝廷 を 輕蔑欽 し 候 趣 も、 逐 一 春嶽公 

入 二 御 聞， 候 檨中根 迄 相 咄候處 、赛嶽 公 仰に、 幕吏よ 

.9 第 一 に 朝廷 を 尊 戴不ぃ 仕而は 不二 相 成， 候處、 今以 

是等 之舊習 有,， 之而は 不，, 相濟， 儀に 付、 此度 永井玄 

世子 舉棘東 下記 


蕃 京都 町舉行 被， 命 候 付 、於，， 越 邸， 面 曾、 京都 之 事 

情逐 一 說得 致し 吳候樣 との 儀に 付、 先 31 竹內 同道 

可，， 相 越， 存 居候 處、 折 柄 永 井內輸 俄に 流行病 人 有 

レ之、 斷 來. -候 間、 は； 〈儘 延引に 相 成 居 申 候、 京都に 

ぉゐて 幕吏 葡ぉ之 簾々、 森 孫 六 輩 之姦徒 姓名 等 被，， 

仰 越， 候 は \  、此段 委細 申込 置 度 候 間、 後便 御 承知 

之 件々、 御 知せ 可，； 被. 遣 候、 れ 

尙々 勅 誌 一 件に 付而 は、 稲々 御 配 盧舉ニ 遠 察， 候、 

伏 水 暴 •、 偏に 長 州 之 術中よ. 0 出、 又 候 此度伏 

水 一 擧 赦免 も、 長 州より 之 建白に 而藤靛 中へ 相 

加、 終に は 三郞殿 面目 を 失 ひ 候 樣相謀 候歟、 1:^ 

三郞 殿供從 I 連中 大に疑 ひ を 生し 居候 もの、 問 

間 有 レ之候 趣に 相 聞、 此段 御注意 可い 被， 成 候、 尤 

藤 井 良 節 も、 最初 は 伏 水 暴 擧同檨 に、 畏州 術中よ 

り 出候歟 とも 疑 ひ 居候へ とも、 疾く 氷解 致し 候 

付、 此度御 赦免 論 も、 格別 疑 ひ 居候 檨には 被， 察 

不レ申 候 得と も、 前條之 行懸. 0 も 有,. 之 候 寧に 付、 

於，， 叙 慮， は、 伏 水 徒 も 櫻 田 坂 下 之 輩 同様、 偏に 

爲ニ 天下， 可， 除：， 姦と存 詰 候 心底に 付、 其 心 を 御 

愛憐に 被 n 思 召， 候 御 皆 趣に 付、 此段 得と 可，， 申 

百 二十 1  I 
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貫き 不ぃ 申而は 不，， 相 成； 一 體東禪 寺 一件 之 面々 は 

全く 夷人と 曲直 を 〔J^ ひ 候 心底 は 毛頭 有， 之 問 敷、 違 

勅 を 憤. 9 眞叙慮 を 奉し 候而、 攘夷 を 着服 致し 候 心 

底 は、 本 幕吏と 曲直 を 相 1  ザ ひ 候 事に て 可レ有 

レ之 、乍， 恐 叙 盧も其 所 を 御 推量、 御 愛憐に 被 二 思 召， 

御 事と 舉ぃ存 候に 付、 此段山 田 安五郎 へ も 相 論 可 

ゾ申 と存、 兩 三度 相尋候 處、 折 惡敷鬼 角 驅違ひ 候に 

付、 中根靱 負へ 面會 いたし、 右 之 趣 委細 相談、 f 論 

且關西 關東之 事情 大に 相違 致し、 五六 年 前 は、 幕吏 

之 罪 を 乱し 候 位 之 議論に 有， 之 候 所、 今：！： 之 勢、 專 

ら德川 氏 之 罪 を相釓 し不， 申候而 は、 所詮 御 國威御 

挽 囘と申 儀 無， ー覺東 一 と談 f 論し 居候 段、 且又 姓名 は 

不， 一 相 知？ 强而御 不審に 候 は、、 小 五郎と 被， 一 仰掛， 

候 而も 不， 苦 候 得 共、 爲，， 御 心得， 入，， 御 一 覽， 度：：^ 候 

と 申、 1^ 野次 郞 四月 之 內奏を 相 見せ 候處、 決而 嫌疑 

は 無， 之 候 付、 爲，， 心得 一 是非 春嶽へ 一見 致させ 度と 

申 候に 付、 春嶽公 へ も 入，， 御 一 覽， 申 候、 其 後 春嶽公 

よ b 被 二 仰 越， 候 付、 大 監察 淺 野へ も 致，， 面會； 右 之 

通申陳 候、 尤 平野 內奏は 見せ 不 -、 總而關 西 有志 

之 談化論 は 右 云々 之 儀に 付、 君臣 之義を 明に し、 上 


百ニ 十 

下 之 分 を 御正し、 正眞實 着に 叙盧 御遵舉 無， 之而 

は、所；^天下之人心折合申間敷-0申傲候、^^野輩は 

少々 氣も付 居候 様 被，， 相考， 候 得 共、 數多之 俗吏 心 

實 一新 致し 候 事、 巾々 容易に 無 、速に 正邪 之辨 

分明に 相立不 レ中而 は、 鬼に 角 人心 之 方向 不，， 相定ハ 

此儀も 追々 迫 込 候 得 共、 俄に 不，， 相 運， 候、 近 = 被，， 

仰 出， 候 儀 も 有 候樣 子に 被 二相 窺， 候 得 共、 偸 快 

と 申 程 之 儀 は 有い 之 間 敷、 井伊 間 部 を始、 安藤 酒 井 

を 今 一 層 屹度 嚴罸無 候而は 不二 相 成， 候、 今度 會 

律 上京 之處尤 大任に 而、 京師 之 儀 悉く 致，， 總括 r 全 

く 大所 司 代に 有い 之 候、 就而は 自然 酒 井 之 轍 を蹈み 

候而 は、 忽ち 天下 四分五裂、 土 崩 }A 解 之 勢 ひ 中 迄 も 

無レ 之に 付、 會 藩へ も 上國之 形勢 可，， 申 聞， と； 4： 候 

處、 春嶽 公より 會公 へ 御啤 有い 之候樣 子に 而， 會藩之 

者 御屋敷へ 罷越候 間、 M 〈に 叙盧を 被， 奉い 安 候 思 召 

に 御座 候 は、、 是非 御 立 前 正邪 之辨等 御正し 無レ之 

而は、 所詮 天下 之 人心 安堵 不，， 仕、 折角 御上 京 被， 爲 

レ成候 共、 一 通り 之 幕 _ ^上京と 相 心得、 其詮 有，， 之 間 

敷 段 を も 相 論し 候處、 至極 同意に て、 會 藩よ も 追 

追 幕 へ 張 込み 候 由に 御座 候、 何卒 徹成仕 へ く 


宿す るの 由、 後に 京師の 報 あり、 

十三 日 

〇 江 ti; 桂 小 五郎よ. 9 京師 宍 -5^^„^來 島山 田 中 村 へ 贈 

る 書狀、 

一 對 州より 今度 有志 之士 四十 一 人 出府、 其 旨 趣 は、 四 

十 年 前より 正邪 相 分れ 御國政 不，， 相 立， 候 所、 昨年 

魯 夷渡來 以後、 益江戶 家老 全 權佐須 伊織 、専ら 閣老 

安藤 對馬 守と 相 結 ひ、 竊に轉 國等之 事 も 相？ i り、 其 

上世 子に 直らせら るへ き 善 之 丞樣を 廢し候 等之姦 

計、 差 向猶豫 致し 置 候て は、 いか 程之變 動に 立 到.^ 

候 哉 も 難い 被 Ji 候 付、 右 四十 一 人 決心 致 候 而國元 

出立 、先月 二十 三日 四日 五日と 追々 着 仕、 五日 之 夜 

佐須を 詰問 致し、 姦諜 を逐 一 相：^ し 候處、 致， 一 自殺 I 

候と 之 f 申 事に は 御座 候 得せ ハ、 實は 致， 一 刺殺 一 候に 相 

違 無， 之樣 子に 相 聞 申 候、 就 而は右 有志 之 者 も逐々 

罷越候 付、 旨 趣 段々 相 尋候處 、畢竟 社稷 を 重す る 之 

論に て、 善 之 檨御張 出 被， 爲， 成、 速に 御 家督 を も 

被 レ爲， 繼、 姦物 を拂蕩 致し、 御國政 を復し 候榡仕 

度、 就而は 中々 內輸之 力の みに て、 容易に 難 二相 調- 

儀に 付、 御 當家を 御 依頼 申 上 候而、 相 果し度 心願と 

*1 ゃ舉勑 が， S  ！ 


被 n 相 察， 申 候、 爲，， 官武， 御 周旋 被, 遊 候に 付而 は、 

爲，， 天下， いつれ 之處に 而も、 正 を 舉け邪 を 御拂ひ 

被 レ爲レ 成 候 思 召に 候 間、 對州之 儀 は 御 親戚と 云、 殊 

更に 誠忠 之 者 御 助力 被 レ爲レ 遊、 御國內 正に 歸し候 

樣、 御處置 無， 之而は 相濟間 敷、 乍， 然 事柄 不二 容易， 

儀に 付、 由來 能々 承知 仕、 正眞之 件々 分明に 相 分 

f 知 候 は、、 早速 申 上 候 檨可レ 仕 候、 右 有志 之 者 願に 

て、 不ぃ 得， 止 家老 之 者 一 兩度罷 越、 淸 水面 會も有 

レ之候 得 共、 遲々 徹底 不" 仕、 今日 も 罷越候 由に 付、 

今日は 浦大夫 も面會 被い 致、 以來は 有志 之 者 も 同伴 

致し 候 様に と 被， 一中 置， 候 都合に 付、 其內 委細 相 分 

h-T  .p,^ 、今 晚對州 家老 浦大 夫へ 面晤 (？. ) 之 次第 承 候 得 

.9 巧 レ申候 は、 有志 之 * 申 分と は大に 相違 致し、 其 上 有志 之お 

同伴む、 對國元 仕 かたさ 投申候 由、 左樣之 都合に て は、 中々 尋 

常にて は. お リ申問 敷、 委細： お 便 様子 相分リ 次第 可- 1 申 上， 候、 

1 過る 六日 世子 君 板 倉 閣老へ 御 逢 被.， 爲レ成 候 節、 東 

臓 寺 一 件、 刺客と 爽 人と 之 曲直 を 被い 論 候 由に 付、 

其 始末 一 圓に 合點に 入不レ 申、 畢竟 閣老 は、 井伊 安 

藤當職 頃より 之 時勢 へ のみ 着服 被， 致 候 故、 様々 說 

出候事と被ニ相察？癸？^-甲寅頃ょ.9之事情と御考察 

有， 之 候 へ は、 必す 異論 は 有， 之 間數、 たと へ 此上何 

と 被 候と も決而 難い 被 二 折合ハ 公明正大 之 歙盧相 


世子 奉勅朿 下記 
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レ然 哉と 奉， 存候、 

夫々 如い 舊相復 候 樣と之 一條、  . 

右 者當時 現存 之 者、 家老 は 家老、 平士は 1^  士之舊 位 

に復し 候譯に 可い 有レ之 哉との 御 事、 . 

舊之 如く 相復 候と 申 御文 面、 御 尋之通 奉, 存 

候、 尤も 死 亡 之 者 は別而 葬祭 等 厚く 被 n 仰 付； 永 

く 血 食 を不レ 絕候樣 にとの 叙 旨と 奉レ 伺候に 付、 

何分 御沙汰 相 成 候 は、、 引 請 之 面々 に 於て は、 厚 

き釵 慮に 對し 奉り、 屹度 相 當之處 分 可い 有い 之 儀 

と 舉ぃ存 候、  . 

前條之 御處置 被^ 爲ぃ在 度 思 召 之 一 條、 

右 者 戊 午 己 未 以來、 於-, 地下， 爲，， 國事， 遂に 横死 之 

者 姓名、 其 向々 取調 不， 洩樣申 上、 其 上 於，， 京都， 御 

處置 被い 爲レ在 候 思 召に 可 レ之 哉との 御 事、 

姓名 事柄 等逐 一 被，, 聞 召 上 r 御 赦翁之 御 處置可 

レ被， 爲レ在 思 召と 奉^ 存候、 然處 格別 之 叙 慮を以 

御 赦宥之 令 被 二 仰 出-候 筋に 候 得 者、 根 體之御 制 

度に 相 觸候儀 も、 有い 之 間 敷 哉と 奉,， 存候、 

前書 は 後間 八月 二十四日 於，， 京師， 三條 卿へ 彈正を 

使して、 世子 江 にお ゐて之 取 計 を申吿 せしめら 


れ たる 書 を 記載す、 

〇 大原卿 歸京之 由 後に 報し 來る、 

〇 毛 利 登 人 京 を 發し江 戶に歸 る、 

〇 於，， 京師， 高杉晋 作に 江 li:- へ 往くを 命す、 

七 =  . , 

〇 野宮卿 へ 彈正を 使して 左の 兩通を 進呈す、 

先 G!  二日 於，, 學 I,;: 院, 御兩 役より 長 門 守へ 御 渡 之 御 

沙汰 書 於，, 江 同月 二十 四： n 長 門 守より 大樹 公ね 

御 直 御 渡 仕 候 段 申 越 候、 右 御沙汰 之 廉々、 彌御 奉行 

相 成 候 者、 其 節 委細 可，， 申 上 ， 候 得 共、 大樹 公 被" 成，， 

御請 取， 候 段 先 申 上 置 候、 

閾 八月 五日  . 

先月 二日 於ニ學 習院， 御 渡 之 御沙汰 書兩通 之內、 御 

再 評議 之 趣 被い 爲レ 在、 御文 面 御 改相成 候 付、 最前 之 

分 被， 成 二 御 取替-候 樣 に與、 從，， 朝廷-被 n 仰 越-候 

旨、 於，， 江戶， 大原 卿より 長 門 守ね 被 二 仰 聞-候 付、 

御 書面 御 取替 仕 候 段 長 門 守よ 申 越 候、 此段申 上 

候、 

レ £  3  © 以上 一， 一通の ^省，？ 

Bi パ と 重 復今舊 に 從ふ 、 

〇 今 七日 島^ 三 郎君^ 師へ 上り、 直ちに 伏 水驛へ 退， 


= ^一 


も、 其爲, 國す るの 心事 は 全く 憐む へ きに 非す や、 然 

れは櫻 ffl 坂 下の 擧と 同し きもの ある へ しと は 論 しら 

れ た-、 

答 辨書は 左に 載レ之 

世子 歸 りて 後 再 ひ 其 條理を 討議せ しむ、 到底の 論に 

云、 此事外 夷と 對 すれ は 固よ.. >曲^ あるへ し、 然れと 

も 其 因て 起る 原 は 何事 そ、 癸 以來歙 慮に 背き、 外 夷 

と條約 調印せ し 罪 を 論す るに 非す や、 此^ 幕府と 曲 

直 を 論して 後、 其條 理哳然 たる へ しと 論 決す、 因て 彥 

七 小 五郎 等 を、 中根靱 負、 山 田 安五郎へ 遣 はして 之 を 

理解せ しめ、 又 小 五 郞を淺 野 伊賀 守へ 遣 はして 之 を 

懇 諭せし む、 

関 八 四日 板 倉 周 防守檨 より 留守居 役 小 幡彥七 御 

呼 出に 而、 先達 而 御沙汰 書 之 內廉々 御 運 方 之 儀 御 

尋有レ 之に 付、 同 六日 長 門 守よ.^ 周 防 守檨わ 及，， 直 

答， 候 次第、 左 之 通に 御 鹿 候、 

一 長 岡驛等 に 而 横死 之 者せ ハ之 一 條、 

右 者 水戶之 家事に て、 於，， 公儀 ー關係 無レ之 事に 付、 

御所 置 如何 可レ有 V ^哉との 御 事、  . 

長岡驛 等之義 者、 素より 水府之 家事に 付、 於，， 幕 

— 世^^舉，勅柬下81 


府， 御關係 無， 之 儀に 候へ 共、 多 人數橫 死之譯 柄、 

御 愛憐 之截念 難^ 被い 爲ぃ 止、 委細 に 姓名 等 被， 爲，， 

聞 召-度、 京都より 御 直に も 御沙汰 被， レ 爲,， 在 度 候 

處、 御 政府より 之 御沙汰 を以、 御 取調 之 上、 被 

レ爲ニ 聞 召， 度と 之 叙 旨と 奉レ存 候、 

1 坂 下 横死 之 者 之 一 條、 

右 者 其 節 死骸 致，， 搜索， 候處、 銘々 姓名 等 懐中 致 11? 

候へ 共、 出生 等 更に 不，， 相 分？ 水戶 よりも 見知 人 差 

出 候處、 全く 水 5, 人に て は 無い 之 由に 付、 眞之 姓名 

且 出生 等之處 も、 分明に 難 二相 知， との 御 事、 

出生 姓名 等 精密 御 吟味 之 上、 不分明 之 部 者不分 

明と、 段々 仰 上 候 は、、 何と 歟叙斷 も 可,， 被レ爲 

ゾ在 哉と 舉レ存 候、 

一 國 事に 死 候 輩 之 一 條、 

右 者 於，， 公儀， 逐々 御 處置相 成 候 部 は、 致 二 詮纖， 候 

はゝ相 知可レ 申、 乍,， 然是 とても 中々 容易に 無， 之、 

諸國 にお ゐて 相^ 候 部 は 逐一 に難，|相知^§何致可 

レ然 哉との 御 事、 

公儀に ぉゐ て 御 處置有 、相 知 居候 部 者：！： 十 急 御 

調 相 成、 諸 國之部 は、 普く 列藩へ 御沙汰 相 成 可 

^ I 百 十七  - 
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行 相 成 候 は、、 其 節 委細 可，， 申 上， 候 得 4r 大樹 公 被 

ゾ成ニ 御請 取 一 候 段 先 申 上 置 候、 

閎八 月 五日 

〇 闺 八月 五日、 公 京師より 江 戶へ毛 利 登 人 を 遣 はし、 

世子 へ 周旋の 深 HI? 吿 しむ、 Igll;: 、る 申 

申 含之覺 

當今御 周旋 可レ 被， 遊 事柄に ぉゐて は、 二 事 六ケ條 

に も不レ 限、 數件有 レ之義 に 候 得 共、 あまり 御 多端に 

相 成候而 茂、 還而 御成 業 之 御 目途 難，， 相 立 ， に 付、 此 

度 苦 殿樣於 n 江 It^, 之 御 周旋 方 は、 六ケ 條之內 第一 

ケ條 を御抽 きに 而、 御 目途 を 被 レ付候 迄被レ 遊，， 御盡 

力， 度、 勅使 並 薩州盡 力に 付而、 橋 越 御 登用、 幕政 茂 

追々 御 維新 之 御 事に 者 候 得 共、 此度總 裁 職 上京 之 

儀に 付、 來書之 趣に 而者、 未 肝要 破約 攘夷 之 一 條、 

決定 之 目途 不，， 相 立 - 候樣子 被，， 相 察 - 候 付、 於，， 此御 

方， も 一 一通 勅 誌 之 御 周旋， 御 目途 も 相 立 候 は、， 其餘 

は 他事 を 不，， 取 混？ 純 一 簡固 にして、 有司に 不取計 

人心 之 不折合 之 筋 を以、 假條約 は 勿論、 下田 條約茂 

御 違變之 儀、 外 夷， に嚴 重に 申 渡、 就而は 攘夷 之御國 

是御 決定に 付、 武備 相 整、 決戦 之覺； S 相定 居候 樣、 


 六 

御沙汰 相 成 候 儀、 早々 御 決行 御處置 被， 爲, 在 度 段、 

被-一 仰 建-候 而 可い 然御 事に 候、 萬 一 茂 橋 越 を 始め 異 

論^, 之、 幕議 未決に 候 は 、、 叙 慮 は 不，， 相 立， 儀に 

付 、無二 訟 方-御 引取、 其 段 被， 及，， 奏聞： 此餘者 痕斷を 

被 レ爲ぃ 待、 猶御氣 附之趣 を 茂 可, 被，， 仰 上 T 勿論 叙 慮 

にお ゐ て も、 衆議 公論 を も廣く 被， 成，， 御聽 _ 度 思 召 

に 者 候 得 共、 只今 御 決定 之處、 即ち 五 ケ年 前よ， 0 御 

確定 之 御 事に 而、 皇國御 持 堅め 之 御 良策、 事理 的當 

之 御 國是に 候 得 者、 列藩 中に お ゐて も、 御 謙 虛御下 

問 之 勅 文に 泥み、 異見 を 張， 9 候 もの は、 決而有 

間 敷 儀に 付、 列藩 之 懂無レ 殘御聞 合 等 之 儀に 者不 

レ及、 斷 然御獨 立に て、 速に 歙念 貫徹 候檨、 御 周旋 可 

レ被， 遊と 之 御 事に 付、 旁 之 趣 若殿 樣へ 被， 一 申 上 T 浦 

靱負 方、 淸水美 作、 根 來上總 へ も 可， 被，， 申達， 候、 

六日 

〇 今朝 世子 板 倉の 邸に 往き、 其 問 條に應 し 一 々答辭 

を述 へ、 昨日 製す る答辨 書を與 ふ、 板閣老 一 々論判し 

て 之を受 く、 就い 中 坂 下の 條、 終に 其 意に 落さる 處ぁ 

り， 殊に 東禪寺 一 事 は、 外 夷との 曲直 を 論す るを以 

て、 世子 諭 解して 曰く、 其 形跡 は 固よ 罪 あ. 0 と雖と 
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ヌ.. ^二  il プ日 戸の 藩士に 下しれ る 諭告 香な リ、 

此分品 川 氏 所， 跗散亂 紙 之 中に 有レ 之、 

閏 八月 朔日 

二日  ， 

〇 於 二 京師， 高杉晋 作へ 學習院 一 件 用掛を 命せられ、 

江 II； に 於て 掛員中 へ 謀. 5 勤む へ しと 命す、 

三日 

四日 

〇 閣老板 倉 侯 我 か 小 幡彥七 を 召し、 親ら 授けて 曰く、 

II 字 刺旨實 際の 處分、 幕府に 於て 其 旨 を 得さる も 

の、 條款を 記して 授く、 我 藩の 意 を 以て 一 々擬議 して 

答ん こと を 望む、 

今 Hf^ 日 幕府に 於て 行 はる、 

御 使 水 野 和 泉 守 

水 戶中納 言 殿 

源烈 殿御 事、 爲，， 國家， 忠節 蟲 力 卓越 候 段 深く 叙感 

に 付、 被,， 追，， 贈從 1 一位 大納言， 候 旨、 今般 京都よ も 

被 n 仰 進， 候、 依 御 使 被 二 仰 進， 候、 

水 中 納言殿 

源烈 殿御 事、 爲二國 家， 忠節 盡カ 卓越 候 段 深く 歙感 


に 付、 被.， 贈ニ從 二位 大納言， 候付而 者、 猶又 被， 繼，， 

其 遺志？ 皇國 之御爲 可， 被， 狂，， 御 丹誠， 段、 京都よ 

り 被，， 仰 進， 候に 付、 叙 盧之趣 厚 御 心得、 猶此上 被 

ン證ニ 誠忠 I 候樣 にと 御意 候、 

五日 

〇 世子、 掛員等 を 召し、 昨日の 板 倉 か 問に 答ん こと を 

議せ しむ、 其 問 條に當 り 答辨を 書せ しむ、 親ら 往て閣 

老 に答辨 せんと 擬す、  ■* 

〇 京師に 於て 彈正を 使して 野宫卿 へ 左の 如く 兩通を 

以て 上申す、 

先月 二日 於，， 學 習院， 御兩 役よ. 0 御 渡御 沙汰 書兩通 

之內、 御 再 評議 被， 爲レ 在、 御文 面 御改相 成に 付、 最 

前 之 分 被 レ成ニ 御 取替， 候樣 にと、 從ニ 朝廷 一 被 二 仰 越 一 

候 旨、 於 二 江 大原 卿よ h- 長 門 守ね 被 n 仰 聞-候 付、 

御 書面 御 取替 仕 候 段 長 門 守よ.. > 申 越 候、 此段申 上 

候、 

閏 八月 五 曰 

先， 月 1 1 日 於，， 學習院 ， 御兩役 より 長 門 守， 口 御 渡 之 御 

沙汰 書 、於，， 江戶, 同 R:  二十 EL 日長 門 守より、 大樹 公 

へ 御 直 御 渡 仕 候 段 申 越 候、 右. 御沙汰 之 廉々、 彌御舉 


世 ォ奉勅 下記 
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世子 奉 勅 東 下 IgS    

議相改 、共 節 大原卿 へ は、 御 與譏之 旨に 御沙汰 相 成 

候 間、 此御 方へ 最前 之 御 書面 御 取替 可，， 相 成， 箬之 

處、 無，， 其 儀， 御沙汰 落に 相 成 居候 付、 今般 御 改相成 

候 御 書面 御 下 渡 被，， 仰 付， 候、 尤伏水 之 輩 御 褒賞 無 

筋に 而は 不レ 被" 爲：， 在、 追而 何分 之 御沙汰 も 可 

レ有レ 之、 其 内 此度之 儀 は、 先 坂 下 一 件 之 輩 まてに 

て 、可レ 被，， 差 置 ， と 之 御 事に 付、、" 於，， 江 11；, 若殿 樣御 

事、 今般 御 改之御 書面 之 趣 を以御 周旋 被い 成 候檨、 

被レ 遊，， 御 依賴， 候 間、 此段殿 樣へ申 上、 御 書面 之 儀 

は 早々 江 戶へ差 送、 最前 之 御 書面 返上に 相 成候樣 

取 計 可い 仕 之 旨 被 n 仰 聞， 候 由 申出 候、 依， レ之 右御改 

之 御 書面 差 越 候條、 若殿 檨へ御 申 上 相 成 候 様に と 

り sffet こ. 4;,、 書翰の 文ん 一 

C 祸蓐 I- 个 抄錄 す、 

右京 邸の 老臣 中より 江戶 邸の 老臣 中へ、 松 島 剛藏を 

急使して 持し 往 しむ、 

此 事件 は 前日 來、 江 邸の 掛員 等よ. 0 京 邸へ 往復 

せし 次第 も あれ は、 有志 者の 向背へ 關 し不， 一容 易" 

事體 なれ は、 後に 建言の 策 も あるへ し、 其 情 實は剛 

藏 口頭に 付す と 也、 

此 日野宮 卿より 政 之 助へ 內 話の 中に、 


 百 十四 ■ 

大说 卿へ、 長 門 守 殿 東 下に 付、 滯府 にて 被 n 申 合， 候 

樣 にと、 四ケ 度迄兩 役よ. 0 申逍 候へ 共、 大原 卿よ 

b  、長 門 守 殿 へ 示談 之 事 は 何とも 不，. . 被，， 申 越 ひハ管 

御用 相濟候 付、 當 3： 一 一十 日 江 出足、 歸京之 上 萬 端 

可，， 申述， と 計 被 n 申 越， 候 付、 江 5, 之樣子 委細 之 儀 

は 相聞不 由 被 n 仰 聞， 候、 

二十 七 U 

© ^本此 間 三 行 空白め リ 

我等 此度 之柬下 は、 殿 樣思召 を 以霖攘 之 道 相 立 候 

樣、 官武之 間 周旋 之爲に 候條、 若 家來中 我等 號 令に 

背き 候 儀 有， 之候而 は、 上天 朝 幕府 殿様 へ 奉い 對、 不 

忠 不信 之 名 を 負 ふ而已 ならす、 折角 殿欉御 建白 之 

御 趣意 も 難い 達 可 二相 成， 歟と、 不肖 之 我等 晝夜寢 食 

も不， 安 事 候、 然處古 來氣節 之士は 奮激に 堪兼、 勸 

すれ は 魁 功名 怀申事 も 有 VN、 本ト 忠義 之 志有餘 

より 出る と は 乍い 申、 畢竟 將帥 之號 令 不行屆 より 出 

來、 萬 一 左 樣之儀 有い 之候而 は、 我等 恥辱 は 申 迄 も 

無 、上天 朝 幕府 殿様 舉.， 對 不二 相濟- 候條、 孰 も 中 

合、 能々 其 意を體 し、 我等 周旋 之 誠意 を 相 助、 謹慎 

に 舉公候 樣可レ 致 候 事、 


めて、 往て 勅使の 從 衞を爲 さしむ、 犬-旅 卿、 世子の 好 

意 を 謝し 且： n く、 貴 藩 人 數從衞 は 幕府の 關係 する こ 

とも あり、 且薩 州の 護 衞を謝 拒した る 次第 も ありて、 

之 を 謝 辭せさ る を 得すと、 因て 强て請 ふ 能 はす、 鎌 倉 

の 先 公の 塋へ 參拜 すと 稱 して、 陰に 護衞 せんと 決す、 

二十四日 

〇 世子 登營、 先つ 諸 閣老に 面し 勅宣の 大旨、 且奉 命の 

次第 を述 ふ、 閣老將 革に 申し、 將軍 親ら 之 を 舉受す へ 

しと なれ は、 世子 勅書 を 白木 臺に 置き、 奉持して 將軍 

の 膝下に 進み、 其 皆 を陳て 之を授 く、 將軍之 を 敬 戴 

す、 世子 逸き 居る、 將軍 上の 間閫 際に 出つ、 世子 ii 際 

に 進む、 將軍 召て 膝 を 接し、 京師の 事情、 開 鎖の 說、 浪 

士 鎮定 之 策 を 問 ふ、 低 子 悉く 之 を辨理 す、 時に 一橋 卿 

も 座 を 接して 縉紳 家の 最.： ^を 問 ふ、 田 安 卿 越 總裁諸 

閣 老も陪 列す、 

〇 八月 1 一十 四日 曉、 吾 か 護 衞士等 鮫洲の 路傍に 候し、 

刺 使の 儀衞の 過る を 見て、 十 餘問を 隔て 左側 を 偏 行 

して 從ひ 行き、 夕 七つ 時に 藤 澤驛に 至り、 勅使の 館へ 

隨ひ 泊す、 及い 夜 卿より 使 を §g 護衞士 に酒雙 樽肴惯 

金 三百 疋を賜 ふ、 乃 金 吾 旅館へ 出て 謝す、 卿會 京師よ 

世子 奉 勅 東 下記 


り 報 あ， 9 て 答 書 を 作り、 暇 隙な きを 以て 謁見す る 能 

はさる を 謝す、 

二十 五日 

〇 世子 豫て約 ある を 以て 一 橋 卿の 邸に 住く、 卿正寢 

に迎 へ、 禮畢て 閑 室に 招き 飯 を 饗し 緩閣 淡し 移， 時、 

〇 八月 二十 五 H 早 曉金吾 旅館に 候す、 昨日 は 世子へ 

報 書 を 作り、 明朝 托す へ しとの 約 ありし に、 今朝 執事 

堀 口 典 膳 謝して 曰く、 昨 京師の 報 書 等 夜 宇に 至り、 疲 

勞 して 書 を 作る 能 はす、 因て 口頭 を 以て 懇 謝すへ し 

と 托す、 

六 時卿發 輿、 護 衞士等 路傍に 蹲拜 す、 卿 輿 を 卸し 親し 

く 謝 辭を述 へ 、列士 へ も 慰 勞の辭 ありと、 

二十 六日 

〇 昨夜 野宮 宰相 中將 卿より 使 を 以て、 吾 邸 中より 一 

人來る へき を 令す、 因て 今朝 周 布 政 之 助 出 候す、 

當： =： 二日 於 n 學習 院， 御 兩役御 揃、 若殿 樣へ御 達 相 

成 候、 戊午以 來降黜 幽閉 之 輩 単々 赦免、 水 月 故 前 中 

納言 殿へ 被い 爲ぃ 贈，, 大納言, 度 思 召 候 等 之御嘗 面 之 

內、 近く は伏冰 一 擧等 にて 致 二死 失， 候 者 共と 有， 之 

御文 言、 御 除き 相 成 可，， 然旨、 若殿 様へ 御 達 以後 朝 


世子 本 勅 * 下 Si 


la 十二 


被 二 召 呼， 委細 被 二 仰 渡， 候 趣、 具に 旅 中へ 申 遣 候處、 

又 巨細 手 を 分 取調 候 得せ r 何分 今 以行 衛相 知不， 申 

候、 併 此者儀 者、 孰れに も 召 捕 差 化 指 出 候 心得に 御 

座 候 間、 暫御 猶豫被 二 成 置， 候樣 奉， 願 候、 右に 付而 

は、 其 餘相携 候 者 も 可" 有， 之、 精々 取調 可，， 差 出 r 且 

又 右 一 件、 其 場 之 次第 相 心得 候 者、 呼 11^ 可，， 差 出， 旨 

被，， 仰 渡； 供 頭 山ロ彥 五郎と 申 者 差 f 指 出、 町 御舉行 

樣 にて 御 尋有レ 之 候 得 共、 先行 列 之內之 儀に 付、 委 

しき 様子 も 分 b 兼 候 付、 先 供 之 內に而 、右次 第 相 心 

得 候者兩 三人 可，， 差 出， 旨 御 達有レ 之、 尤右之 趣 御 

精細 度々 御沙汰 承知 仕、 其 都度々々 其 筋 役人 共へ 

細々 申 含、 旅 中へ 差遣 候處、 前文 申 上 候 通、 精々 取 

調 候 得 共、 何分 勇 壯之者 4^ ハ數百 人 有， 之 行列 へ 立 障 

り 候に 付、 新 助 右 之 通 収計候 事に 而、 假令尋 當候共 

可，， 差 f 指 出， 筋に 無 、行列へ 無 禮相働 候 者 は、 打 

果 候古來 より 之 國風仕 來に候 旨 申立、 其 場 之檨子 

混雜中 故、 外に 誰 ケ樣- こ 見 留候者 も 素より 無レ 之、 

先 供之內 より 差 出 候 ゆ」 も、 御 精 答 難， 一 申 上 ， 趣に 候、 

，^-」、 夫迚 f 共 被 二 差 出， 候 事 候 は、、 我々 一 同 被 二 

差 出， 度 杯 申張罷 在、 騒 立 も 可, 仕 哉 之 形勢 御座 候 


得 は、 此上収 調 之 f 可 致檨も 無， 之 候、 就而は 於，， 公 

邊ハ 御 程 能 外 夷 4 ^〈へ 被，， 仰 渡， 被い 下 候ても 承伏 不 

レ仕、 萬 一 國元 へ 軍艦 差 向候樣 申出 候 者、 外に 致 方 

も 無 >,之 事に 候 間、^ 州へ 渡 來仕候 は、、 皇國之 御 

威光 不，， 相 汚， 慮、 精々 穩に 取扱、 恵 接 致し 候樣可 

レ仕候 間、 右 之 趣 可" 然被 n 仰 諭 _ 被， 下 度 段 可 二 申 上 ， 

旨、 三 郞申付 越 候、 此段申 上 候 以上、 

閎 八月 二十 九 日 松 le. 修理 大夫內 

西 筑右衞 門 

二十 二日 

〇 勅使 大原卿 江 を發輿 あり、 前途の 變 ありし を聽 

き 战に品 川 驛に駐 輿 あり、  ふ 


〇 今夕 幕府より 令す、 世子 明 二十四日 登營 して 將軍 

へ 謁！ す へ しとな り、 又 越前老 侯よ..^ 內翰 あ， 5 て、 明 

：；： は將軍 親しく 世子より 勅書 を 受領す る 式 あるへ し 

となり、 

二十 m 日  , 

〇 小 幡彥七 を 品 川の 勅使 旅館に 使して、 事情 を 候し 

慰 問 せし む、 又壯士 二十 四 人 を 波 多 野 金 五 I： に 率 ひし 


事 も 不二 承知 T 十二 日立 之 飛脚 便に、 彼 筆跡 之 書 一 

通 無い 之 候 得 は、 定 而江府 不二 居 合， 段 は 相違 有レ之 

間 敷 候 得 共、 一 條話之 次第 杯 は、 絕而 無レ之 事と 泰 

然 談笑 仕 居、 何 か 欉子有 秘し 居候 哉、 眞實 不承 

知 之 事 候 哉、 一 向 不，, 相 知， 候、 孰れに せよ、 第 一 之 

謀臣 匿名 奔走 之 所行、 何共 不，， 尋常 T 1 變動 之體と 

種々 評論 仕 見 申 候、 此 度三郞 殿江府 引取 之 儀、 表に 

て は 御用 濟之樣 に 申 居候 得 4ir 內實は 諸事 主意 通 

相 運 兼、 大不濟 之 事に 付、 一 大擧を 謀. - 候爲、 堀 を 

密々 差 返た る 欺、 又は 堀 一 人 根深く 論詰 仕 候 を、 三 

郎君、 橋 越 舉命勵 精之檨 子に 付 最早 無二 盡期， 儀に 

付、 任官と も 首：^ 能 萬 歲を唱 へ 度 俗意發 起、 大久保 

其 外 一 統正氣 を 挫 候歟、 右 兩說之 外に は 決 而出間 

敷 哉、 公儀よ b 之 御內輪 御尋杯 は、 決而 杜撰 之巷說 

にて 可 レ有レ 之と 申 候 得 4r 是亦屹 と 信用 も 難 二相 

成？ いつれ にても 彼 一 身 は薩ー 藩へ 關係仕 候 付、 何 

歟 一 變動之 形容、 不 么逸 相顯れ 可：， 申 哉、 甚 懸念 之 至 

に 候 得 共、 此御 方に は關東 御着 之 御 樣子も 未，， 相 

分， 位 之 御 事 に 付、 只今 外 之 御 處置振 も 無 、只 々 

若殿 樣御 間旋 いか、 哉と 日夜 舉ぃ 馳レ懷 居候、 前段 

.  世子 泰勅束 下 


之 趣 風聞 相 聞 候 は、、 何かと 御 案 思 も 付 可 V& 哉と 

存、 荒增 得，， 御意, 候 云々》 

一 愛 元 近 來相變 儀 無い 之、 近々 之 內千械 岩 倉 杯 罪狀相 

決 候 由、 就 而は兩 議奏へ も 及 ひ 候 由 風說有 v^、 實 

否 難い 知、 此內從 n 幕府, 是迄 諸事 歙盧に 相 背 候 段、 

役々 も 不，， 相濟， 次第、 畢竟 久^ 安藤 不取針 之 儀に 

, 付 、向後 屹と相 改め、 朝 命 尊 奉 之處置 可^ 仕 候 間、 越 

前當秋 上京 之 儀 は、 暫く 御 猶豫被 二 仰 付-候 様、 閣老 

連署 を 以申來 候 由 云々、 

一 周 布 政 之 助瘧疾 後痔病 差發、 于へ 今發 足不， 得レ 仕、 

竹內 正兵 衞、 來原 良藏、 過日 江 II； 被，， 差 下-候、 前 田 

孫 右衛門 過る 十三 日 着、 今日 御 直 目 付 役 奉 命相濟 

二十 一 日 

〇 島 津三郞 君 上京の 旅 中、 程 ケ谷驛 にて 外國 人前 驅 

の 儀衞を 犯し 之 を 斬る、 §15、 

〇 生麥 の擧薩 州の 申告、 

津三郞 下向 之 節、 於，， ^麥， 供 方 足 輕岡野 新介異 

國 人を析 付け、 t_  〈儘 何方 へ 歟立去 候に 付、 外 國人共 

よ. 9 苒應 苦情 巾 立 候 趣 御座 候 由に て、 島、 ま 登幷私 


I 世子， fi^ 東 下 ss   

第 承知 仕 候 者 一 人、 早速 其 元に 差 登、 前段 廉々 御 入 

割 委細 申 上候樣 被，， 仰 出-候 付、 又 兵衞事 御用 濟.^ 

第 出足、 【道中 大急 にして 可レ 被-差 登 I と 之 御 事に 

〇 八月 1 一十 日 在京 江卢 政府 在 よ. - 

萩 政府 へ 、  - 

若殿 樣順々 被レ 遊-, 御旅 行 r 御 川 障り も懸川 宿に て 

二日 有 たる 由に 候 得 共、 御 道 割 御 迫 立に て、 御 

積 通 昨 十九 日に は 可 レ被レ 遊，， 御着 府 1 之 由、 御旅 中 

よ. - 到來、 I 然處 勅使 幷薩州 俄 歸京之 由、 萬 一 御懸 

違 御 不都合 之 俄 共に 而は不 n 相 濟_ 事と、 種々 御 案 

思 仕、 勅使 I 件 御用 濟と申 事に 候へ は、 神州 之 幸福 

無，， 此上 ， 御 事、 達 而此御 方 御 周旋 不， 被，， 遊而は 不，， 

相濟， と 申 事に 無 候 得 其、 萬 一 も 御用 筋 御 半途 

之 儀に 候へ は、 刺 使 御 居 合無づ Z 候 共、 追々 御窺濟 

之 趣 も 有" 之 候 付、 御獨 力に 而も 御取懸 被，， 遊 度 

段、 朝廷 御 窺 出 相 成、 御沙汰 之 趣 早速 江 府へ被 二 仰 

越 置， 候 付、 假令 御驅違 ひに 相 成 候 共、 强而 之御不 

都合 は 有， 之 間 敷、 其內 可，， 成 丈 は 御 面會之 上、 御 

引 S 之 御手 段 可， 被， レ爲レ 成 害に 御座 候 間、 於 二 只今, 


は 各 別 御 案 思 も 無二 御座， 候處、 堀 小太郞 事、 過る 六 

日 江 II； 出立 、東海道 可，， 罷登， 由に 付、 桂 小 五郎 途中 

行 逢 可 y& 積 に而、 宿々 相 尋罷下 候處、 過る 九日 於- 

吉 田驛， 薩藩牧 兵 助と 申 姓名 之 荷物 見受、 其 節 は 不二 

氣付， に而 通行 之處、 荒 井 宿 宿主 申 分に 而、 堀 小太郞 

之變名 にても 可 レ有レ 之 哉と 初而氣 付、 折 柄 同藩 五 

代才 助と 申 者に も邂 返、 右 之 話に およ ひ 候處、 右 仁 

も 定而堀 小 太郞に 相違 有 Si 敷 由 申 候へ は、 荒 井 

宿 手前に て 行 違 相 成 候 由 相 話 候 由、 折 柄 江府ょ h- 

之 注進に も、 小 太郞亊 過る 五日よ b 行 形不レ 知、 六 

日來島 又兵衞 事大 久保 一 藏に 面會、 小 太 郞樣子 相 

尋候得 は、 少々 用事 有い 之 發途之 由 申 候に 付、 何歟 

に 混雑 之體 にも 被 二相 察： 其後薩 邸之樣 子、 鳶頭吉 

兵 衞へ採 索 致させ 候處、 鳶 頭は緣 者に 隱密 取扱 候 

者 有 、堀 事 人相 書 を 以御尋 に 相 成 候 由、 猶又仙 

臺藩之 一 條十郞 と 申 者、 堀 事 京都 江 戶 にお ゐて、 公 

儀を不 所業 有， 之 候 付、 於- -內 輪-屹度 収締置 候 

樣御達 有い 之 由 相 話 f 談候段 を も 申來、 彼是 之 様子 

不-: 尋常-事に 被 二相 考- 候、 於-愛 許-本 田 彌太郎 I 蒯 

右 之 趣 相 尋候得 は、 小 太郞事 過る 五日 出足と 申 


折角 御 盡カ御 舉行之 御 訟簿く 相 成、 御 都合い か、 

敷 可 二相 成， 哉、 右 御文 意 御 除 之 儀 は、 勅 誰 中 之 御 一 

廉に而 、御大 體之御 動き 等に て は 毛頭 無.， 之、 現在 

勅使 御 在留に 付、 朝廷より 被 n 仰 越， 候 儀 を 御傳達 

相 成 候 儀に 付、 全く 朝廷より 之 御沙汰に て、 只殿樣 

へ 御沙汰 相 成 候 上、 若殿 樣御受 行 被， 成 候 御 筋合 

難 n 相 立， 候 付、 早速 御 舉行難 n 相 成， 御譯 柄に 候へ 

は、 其 俄 を 勅使へ 得と 被 二 仰 上？ 右 於 n 京都 T 殿樣へ 

御沙汰 少々 御 遲延に 相 成 候 共、 御 次第 之 儀は屹 と 

相 立 候樣、 勅使よ， 9 御請 合 被， 成 候 上 は、 速に 御請 

御 奉行 被い 成 候 而も 可い 然と 御 評決 相 成、 今 早朝 小 

幡彥七 儀、 大原卿 御旅館へ 被 n 差 越； 右 若殿 樣御懸 

念之廉 入々 申 上、 右 掛念之 筋に 付而 は、 長 門 守 儀 は 

所勞等 申立、 京都 之 御 都合 承 合 候 外 參り道 無い 之 候 

處、 右 様に て は 重大 之 勅 靛舉り 居、 自然と 機 會に後 

れ候儀 も 可い 有" 之、 甚差湊 當惑仕 候 段 申 上 候處、 大 

原 卿に お ゐても 御尤千 萬に 被 二 思 召/ k 付、 其 儀 は 

無，， 御掛 念？ 早速 御 奉行 相 成候欉 にと、 身柄よ b 御 

請 合 御 達いた し 候 都合に 可， 致と 之 御 事に 付、 右樣 

被，， 仰 付， 儀に も 御 it 候 は、、 其 段 早速 京都 其 御 向 

世！^ 奉 勅 東 下お！  ,  ,  ！ 


へ 、右 長 門 守 へ 早 々奉行 仕候檨 にと 御 達 相 成 候 段、 

被 二 仰 越-被， 下 度 段 を も 申 上 候處、 早速 御 書 可， 被，， 

差 越-候 付、 此御 方よ b 飛脚 差 立吳候 様に と 被，， 仰 

聞； 罷歸此 段 申 上 候 付、 若殿 樣御出 被， 遊、 最前 之 勅 

誰 御 差 出 被.， 成 候處、 右 御調 替之御 草案 御 渡 被， 成、 

追 付 一 人 被，， 差 越， 候 は、 御 本書 御 渡 可， 被， 成と 之 

御 事に 付、 追而 大和 彌八郞 被，， 差 出 ， 候處、 御 整替に 

相 成 候 勅 誌 御 渡 一 被い 成 候、 左 候 而薩邸 へ 御 出 之 節 

は、 右 兩通之 勅 誌御寫 被，， 仰 付， 御 持參、 三郎 様へ 被 

レ 入，， 御覧， 候、 右 之 通 勅靛御 取替、 其 儘 御 奉行 被， 遊 

候 儀に 付而 は、 前段 之 通 於，， 京都， 之 御 次第 難 二相 

立， 筋 も有レ 之、 彼是に 付 一 應殿樣 へ不， 被， 一 仰 上， 候 

而は、 御 筋合い か、 敷 儀と 段々 御掛 念被レ 遊、 且此 

度 御 出府 御 周旋 之 儀 は、 第 一 勅使 御 在留に 付、 諸事 

被 二 仰談？ 御 差 引 を も 御請 可い 被， 成、 三郞樣 とも 御 

同心 御戮 力に て 御 取扱 可レ 被， 成と、 御 心強く 被 M 思 

召， 候處、 右 御 兩方檨 共 御 歸京相 成候而 は、 彼是 之 

御 都合 甚御案 思 被い 遊 候 得 共、 重き 勅 誰 御 奉り 被 

レ成候 儀に 付、 御 猶豫も 難， 被， 爲，， 成、 甚以御 心勞被 

レ爲， 在 候 御 様子に 御 窺 申 上 候、 右に 付 是迄之 御 次 
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レ遊、 一 應御歸 殿、 御 二度 後 之 御供 揃に て 高 輪 御 邸 

へ 御 出、 三 郞檨へ 緩々 御 相 對被レ 成、 薄暮 過 御歸殿 

被レ遊 候、 右 御 兩方樣 ともい つれ も 都合、 御 懇切 之 

御 扱に て、 御 都合 能 被 レ成ニ 御座， 候 由に 御座 候、 乍 

レ爾右 此內以 來之御 仕向 振、 甚合點 參兼候 付、 段々 

探索 を も 仕 候處、 此度 若殿 様へ 被，， 差 下， 候 勅 誌 之 

內、 伏 水 一 擧死失 之 面々 御 宥赦之 儀、 被，， 仰 出， 候處 

に而 は、 薩藩 にて は g$ て 御 面皮 を 被 J^., 失 儀と 御 

引 請、 大きに 御 不平 之 由、 此內小 五郎 へ 藤 井 良 節よ 

り情實 吐露 仕、 尙中 山中 左衞 門口 氣に 而も、 其 段 

被，， 相 窺， 候 由、 尤右之 外 第一 に は 公 邊へ御 申立 之 

廉、 尙此度 堀 小太郞 へ 御沙汰 之 次第 等 御 都合 不レ宜 

儀 有 VN、 右 之 通 御 發途御 指 急 之御檨 子に も 被，， 相 

窺， 候、 右 伏 水 一條に 付而 は、 勅使へ 頻に御 張 込み 

被 レ成候 付、 勅使 も 御 込. 9 之御樣 子に 而、 其 段 京都 

へ 被 n 仰 越 1 候 儀 も 有 づ\- 哉に 被，， 相考， 候處、 十八 

HI 小 五郎 へ 御 話 之 節、 右 伏 水 一 條之 御文 言 御 除 之 

儀、 京都よ 被，， 仰 越， 候 由 被，， 仰 聞， 候 付、 小 五郎よ 

. ^理解 申 上 置 候 儀 も、 最前 又兵衞 よ. > 其 元 申 進 候 

通に 御座 候、 右 小 五郎 申 上 候 通、 夫 而已に 殿樣漦 
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下に 御 詰 居 被， 成 候 儀に 付、 右 之 通 勅 文 御 動き 等 之 

儀 有， 之 候 は、、 於， 一京 都， 第一 に 殿様へ 被，， 仰 出； 勅 

諫御収 替等之 儀、 若殿 樣へ 被，， 仰 越， 候 上 、於，， 愛 元， 

御 奉行 被.， 遊候樣 無, 之候而 は、 御 筋合 難，， 相 立？ 且 

世上 之 雜說等 も 難い 計、 乍， 恐 朝廷 御 威光へ 相拘候 

f 申義も 可， 有 vN 哉、 若 も 於 n 愛 元， 勅使よ. - 被，， 仰 

越？ 御 取替 等 被，， 仰 付， 候 は、、 早速 其 趣 一 應 京都へ 

被 こ 仰 越： 右 之 御 次第 相 立 候 上 御舉行 被" 遊 候 外 有 

レ之間 敷、 其 內之儀 は 若殿 樣 御所 勞 之御唱 に而、 幕 

府へ 被，， 仰 入， 等 御 見合 被， 成候而 可， 然と、 御差掛 

h- 若殿 樣 於，， 御前，  一 Si 被 n 召 出； 及，， 深 候 迄^ 議 

被，， 聞 召 上 ， 候、 然處 重大 之 勅^ 御 零り ゆ 行 被， 成、 日 

夜 御 兼行 御 出府 被， 遊 候而、 無，， 御餘 儀， 參り懸 と 

は 乍， 申、 御機嫌 合 被 n 仰 立-御 取掛. -不， 被レ 成候而 

は、 何とも 御 誠意に お ゐて御 安ん し 難，. 被い 遊 儀に 

可レ有 、殊 に寃 罪御赦 5^ 可い 被 二 仰 出 - 儀 を、 於 二  iai 

府， 已に御 心 當りも 有：， 之 候 哉、 當節右 勅 諫之内 之 

御廉、 御內々 御 吟味 も 有， 之 哉 之 御 模様に f 被 相 窺、 

若 も此御 方よ， -勅錠 御 差 出 無， 之內、 右之內 一 事に 

て も、 於 n 幕府 一 被 二相 行， 候 樣之儀 共有. 之候而 は、 


檨仕 皮、 旁 之 趣宜樣 御沙汰 被， 1 仰 聞， 被い 下 候檨奉 

ン願 候、 

右 八： ：！： 十九 日中 村 九 郞を以 、中 山 殿へ 進呈 相 成 候處、 

即夜 御 付 紙に て 被 二 差 下 1 候、 

長 州發足 出府 之 儀 は、 去 七月 中 勅使 へ 申達 有 候 

儀、 自然 懸違 面談 無い 之 節 は、 書面 之 通に 而 至極 宜 

候 事、 

前文 之 通に 付、 本書 其 儘 八月 一 一十 日 之 飛脚 を以、 江 

へ 差 送 候 段 記し 有 VN、 何日 相 達 哉 は、 いまた 不， 一 相 

知-候、 

二十日 

〇 世子 勅使 大原 卿の 旅館へ 謁し 談話 あり、 又 島津三 

郎君の 邸へ 往き 面接 緩 話す、 又 越前老 侯閤老 へも往 

き 面接 あ h-l 

〇 八月 1 一十 日江卢 邸よ. 9京 邸 へ 、世子 出府、 勅使 及 ひ 

薩 君へ 逢 接、 且莉書 交換 S 事實 報知 書、 im«^H5 

郎、^ 重.？？ 郎ょリ 、京師 周 布 政 之 助、. fK 

戶 九， 郎兵衞 、山 S 右衞 門、 中 付九郎 へ、 

勅使 幷三郞 君 共、 若殿 樣御 出府 御 待合せ 無， 之、 御 

歸京 可，， 相 成， 趣に 付而 は、 御旅 中以來 段々 趣 有 

レ之、 委細 其 節 之 書取 等に て 申 進 候 間、 御 承知 可レ被 

世 H. 舉勅東 下 S  . 


ン 成と 存候、 縮る 處 勅使 御 事 は、 十八 日 御 登城 之 上 

御欉子 有い 之、 御 發駕少 々 御 延引、 來 る 二十 二日 之 御 

都合に 罷 f 相 成、 三 郞樣に は彌明 二十 一 H 御 發駕相 

成 候 由、 右に 付 一 應は 勅使へ も、 十九 日 御差掛 b 御 

旅館 へ 御 立 寄、 御 相 對之御 都合に 相 成 居候 得 右 

御 日限 御 延引に 付、 十九 日 之 御 相對は 御斷、 二十日 

朝 御 出 相 成候樣 にと、 御 役 方よ.^ 御 乞 合 有^ 之、 三 

郞樣 へ は 最前 御 治定之 通、 御差掛 高 輪 御 邸 へ 御 

立 寄、 御 面 會之箬 に 御座 候處、 是亦 十八 日 及，， 夜中 T 

大久保 一 藏 より 來島又 兵衞 迄、. 明日 三 郞樣御 事 俄 

に 一 橋樣 より 御 呼 出 有,， 之 候 付、 若殿 樣御面 會は御 

斷 被い 成 候 段 申 越 候 付、 折角 京都 以來御 乞 合 被- 1 仰 

越： 御 約定 相 成 居候 儀、 夫 故 御旅 中 御 繰 合せ 御 急き 

被 X 成 候 程 之 御 事に 候、 何卒 三 郞樣御 出掛けに な 

とも 御 立 寄 被， 成 度、 御 掛合も 相 成 候內、 品 川 御 休 

へ 御 彼方よ.. >  御內 使者 被，， 差 越： 最早 時刻 も 移り 候 

付、 今日は 是非共 御斷 被い 成 候 由 被，， 仰 越， 候 付、 無- - 

御餘篛 -直樣 御屋敷へ 御着 驚 被， 遊、 左候而 右御兩 

方 樣共御 乞 合 之 上、 今朝 五 半時 之 御供 揃に て、 勅使 

御旅館 へ 御 出、 被， 成 二 御 面會； 緩々 御對話 被 
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至 b、 若殿 樣 にも 大に御 案 被 レ爲, 在、 此度之 一 着 次 

第、 眼前 天下 之治亂 にも 相 抅.. -可 と存 候、 右に 

付 靱負殿 政 之 助樣、 無二 御 碑， 最早 御 出立と は存候 

得せ ハ、 片時 も 差 急に 付、 f 讀急 に 御 下向 待 入 候 、む 

十九 日 

〇 夕 七 時 櫻 田 邸へ 抵り 駐駕、 

〇 京 邸の 政 員等議 す、 勅使 大原卿 島 津三郞 君 西 上の 

巷 說頻. - なり、 若し 世子の 東 下と 隔離して は 事 順 適 

ならす、 大原 卿の 議奏へ 報 書 を 見る に、 莉旨は 巳に 行 

はれ、 他に 同旋 すへ き 事務 もな しと、 若 永世 安全の 目 

途も 確と 立たら は、 無上の 慶事なる へ けれと も、 勅旨 

第三 條の 一項 にても、 僅々  一 二 H: 間の 辨 すへ きこと 

ならす、 吾 公 にて は 、兩度 ま て も 朝 旨 を問糾 して 後、 東 

下の 擧 にも 及 せらる 、ことなれ は、 今 四 五月 間 は、 勒 

使 及島津 君と 同し く 府下に 在. 9 て 同心 協力 あるへ き 

心算な，. >  しに、 實に事 意外に 出 たれ は、 世子に は豫 

定の 如く 着府 あらせられ は、 勅使 島津 君， i は 一 面會 

の 日子 は 有る へし、 然れは 事宜に よ て は 抑留して、 

今 姑く 事 を 共に せらる へきなる へ けれと も、 若し 旅 

中に て 背 行 にても な- 9 て は、 事の 齟齬 を 生せ しも 難 


S 六 

"計、 兩議 より は 勅使 滯を 諭されし は、 已に 三回に 

も 及 ひたれ は、 事の 行 違 は ある ましく とも、 萬 一 の齟 

齬を 慮りて、 朝廷へ 此旨を 通暢て 後事 を詢定 あ. >  て 

可レ然 やと、 左の 書を呈 せられたり、 

此度長 門 守 儀 重大 之 御用 被- - 仰 付， 歸府仕 候處、 勅 

使： It 薩 州に は 歸京之 由 風說も 有.， 之、 彌歸 京に も 相 

成 候 は、、 御用 之廉 大抵 勅使へ 被，， 仰 含， 候 儀に 付、 

甚 不都合 之 事、 折角 懸念 仕 居候、 勿論 長 門 守 事、 御 

一面 會に及 候 は、、 御用 筋 御 運 方 之 御樣子 も御尋 

仕、 御 都合に 寄 候 而は御 引 留をも 可 レ仕候 得 共、 萬 

1 も 御 道中 驅違 ひに 共 相 成 候 は、 御 不都合 之 事に 

付、 自然 右樣之 次第に も 相 成 候 は、、 御 半途 之 御用 

筋 は、 長 門 守 一 手を以 周旋 可い 仕と 奉い 存候、 御 趣意 

筋に ぉゐて は 兩度御 窺 を も 仕、 委細 御附紙 被-成 下 

置, 候 御 事に 付、 此餘は 力のお よ ひ 相 働 候 は、、 勅 

使 幷薩州 居 合 無い 之 候 共、 皇猷萬 一 之 御裨補 可-相 

調， f 整 哉と 奉レ存 候、 尤越前 惣裁職 彌御召 登 相 成 候 

へ は、 諸事 御 直に 御 窺 仕、 薩 州へ も S. 合せ、 大膳大 

夫 於，， 愛 許-周旋 可， 仕 候 間、 長 門 守 事 は、 1  一 f 三 事 之 

外 御赦宥 一 條を 始め、 其 外 可：， 成 丈 ケ盡カ 仕らせ 候 


に 於て 取 計 を 命し、 又 急に 東 下 を 命す、 

〇 公 熟ら 思 ふに、 世子 東行の 事 は實に 重大の 關 係に 

て、 いまた 壯齡 にも 在 せら るれ は 頗る 思を勞 せられ、 

適 ま 支 封 讃岐守 在 府の事 なれ は、 世子へ 力 を 副へ 萬 

事包藏 なく 協議 あらせられ たく、 左の 書 を 贈り 玉 ひ、 

又 閣老へ も、 世子の 事務に よりて は、 讃岐守 を 以て 

進 啓す る こと も あらんと、 豫め 申告せ しむ、 

1 筆 申入 候、 今度 長 門 出府、 御所 向 重大 之 御用 筋 周 

旋候處 、壯年 之義に も 有い 之、 何 歟氣遣 敷 候 付、 御自 

分 萬 端 被 n 相談； 我等 存意相 達 候 様 心 遣 可レ給 候、 恐 

恐 謹言、 

月， 十三 日  松 大腾 

毛 利 讚 岐守殿 

十四日 

〇 曉 七時掛 川を發 す、 辰刻大 井川 水 減す る を 以て 渡 

船 を 開く、 八 時 藤 枝 驛に駐 す、 

〇 八月 十四日、 從行の 山 田 亦 介 藤枝驛 より、 京師 同僚 

へ の 書翰 抄錄、 

薩 邸の 模様， 江 II!, より 報知 之 趣に 付、 小五郞 事、 昨朝 

褂川驛 より 御先へ 出足 仕 候處、 薩の 五代 才助も 川 

I  世子 奉 柳，^^  II 


留 にて 滯居、 今曉 一 同に て 渡 川 罷下候 由に 付、 江 6- 

着 之 上 周旋 事 都合 可い 致と 存候、 堀 小太郞 事、 彌過 

る 六日 江 II； 發 足と 相^ 候 付、 途中に て出會 候はゝ i 

對話之 上、 世子 君に も 御 直に 江 之 時 情 可い 被 n 聞 一 

召 上， 候 付、 出逢 次第 申 上候樣 被，， 仰 付； 柯々 致 二 探 

索 I 候處、 小五郞 途中へ 殘置 候書狀 にも 相 見 候 通、 

牧野 木工 介と 致 一一 變名？ 十日 以前 愈々 ？ほ致 二通 行- 

候 樣相見 候、 猶又 今日 薩之 飛脚 通行に て 聞 合 候處、 

三郞 君に も來る 二十 一 H 江 御 立に て、 休 泊 割 之 

飛脚 被，, 相 聞； 右 之 都合に m 座 候 得 は、 小 五 郞も間 

に 合 可， 申と 存候、 然處 今日 江 より 又々 飛脚 到來、 

過る 五日 堀 小太郞 事、 京都 尙愛 許に 於ても 公儀 を 

不レ憚 所業 有， 之、 於 n 內輸 I 屹度 収締 置候樣 f 處留 

守 居へ 沙汰 相 成、 小 太 郞儀は 全く 變名脫 走に て歸 

國 致し 候 趣に 御座 候、 右に 付 三郞樣 御上 京 も 早め 

に 相 成 候 共に は 無， 之 哉、 幕府に は 勅 錠 を 順に 請、 

油 斷を付 込薩を 挫き、 櫂 を 取 返し 候 所 置と 被レ察 

候、 唯今に 至.. > 候而 は、 薩 もうかく 江戶 へ 出 候 は 

大 失策 之 體に相 見、 此往此 御 方 之 御 周旋 振、 尙 天下 

之 人情い か、 歸向 可, 仕 哉、 至而 御大 事 之 場合に 立 

1 1 -  ..  1 .  ^五 
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而 同人より 申 上 俊 候 事、 

前ニ通の條數併せて六條ぁ.^、 三 條の敕 文の 中 一事 

を 除き、 前後 二 事 を 生と して 奉行す へしとの、 議奏 

卿の 諭吿 ありし により、 勅 文の 二 事と 此六條 を 以て、 

世子 奉 承の 勅旨 二 事六ケ 條と唱 へて、 幕府 及 諸 藩へ 

も 商議な しこと、 諸 記 中 頗る 多し、 

八日 

〇 宮を發 し、 八 半時 岡 崎 驛に駐 す、  • 

九日 

〇 岡 崎を發 し、 八 半時 吉田 驛に抵 る、 

〇 是 夕從衞 士卒 へ 酒 を 賜、 旅行の 勞を 慰す、 

十日 

〇 曉七 半時 吉 田を發 す、 夜來 風雨 ありて、 荒 井の 渡航 

を 困む の盧 ありて なり、 舟 程 無 レ恙、 夕 七 時 濱松驛 に 

至る、 

十一 日  . 

〇 濱 松を發 し、 是日 天龍川 も 出水 溢れ たれ， 0 も 渡航 

無 レ恙、 八 半時 掛 川に 到る、 

〇 八月 十一 日 於 二 江 一 幕府へ 左の 書を呈 す、 

大膳大 夫 嫡子 長 門 守 儀、 過る 三日 伏 見出 立、 道中 


無，, 差 支， 候 得 は、 來る 十八 日頃 參 着の 積 御座 候、 

然處於 二 京都-御沙汰 之 旨 義有レ 之 儀に 付、 參着之 上 

は大原 左衞門 督樣、 幷島^ 三 郞樣へ も罷越 致，， 面 

談-度 儀 御座 候處、 御 兩方檨 共、 近々 愛 元 御 發途可 

レ有レ 之 哉に 相 聞 候 間、 長 門 守 參着仕 候 はゝ、 御 鱧 

未，， 申 上- 內に 而も、 罷 越度 舉ぃ存 候、 此段 御閡濟 被，, 

成 下 , 候樣、 御內盧 奉い 伺候 以上、 

松 16- 大膳大 夫內 

八月 十 一 日  小 幡彥七 

幕府 指令 

參府之 御 禮申上 候に 不 ^ 及 旨 相 達 候 間、 勝手次第 相 

越 不ぃ苦 候 事、 

是日肚 子 出府に 付 參府之 御禮、 且獻 上物 之 儀 を も 同 

く 問 出 候處、 參府之 御 禮幷獻 上物に 不ぃ及 旨 ij^ 府 Si 令 

有レ 之、 . 

十二 日 

〇 大 井川 洪水に て、 渡船 を 停む を 以て 掛 川に 留る、 

十三 日 

〇 世子 褂川驛 に留滯 す、 

C 今日 於 二 京 邸， 竹內； 止 兵衞へ 學習院 一 途の 事務、 江. - 


候 得 共、 於，， 只今， は 先 御 決定 之 叙 慮、 窺 之 通 無，， 相 

違， 候、 

問條、 

已 往御咎 無い 之と 之 御 事、 御 寬仁之 叙 慮、 篤と 關東 

へ 相 達 候 上、 嚴正之 幕 譏 も可レ 有, 之と 舉ぃ存 候、 

卿の 答、 

附紙之 通 被 I, 相 心得 T 程 能 可レ有 >1 周旋 一と 之 叙 念に 

被 レ爲& 候、 

尾 張 前 中 納言殿 以下 隱居之 人々、 關東 免許 之 儘に 

而は、 他 之 御所 置と 相 振 候と 有い 之 候て、 德川刑 部 

卿 殿、 松 平 春 嶽檨、 御免 許 之 上 御 登用に も 相 成候樣 

之 儀と 不 釣合 之 筋に 付、 御 登用 之 儀 は、 御 人物に 寄 

候 而之御 事に 候へ 共、 尾 張 殿 其 外 も 、何と 歟今 一 等 

御沙汰 振 有 V 之 度 段 、自二 朝廷-も 可い 被- 1 仰 出-儀と、 

被， 一思 召 ， 候 御 旨に 被レ 爲,， 在 候 哉、 

卿 之 答に、 

窺 之 通、 不 釣合 之 儀 有い 之候而 は、 御 旨 意之 筋 不，， 相 

立， に 付、 何と 歟御 處截 被い 爲,， 在 度 思 召 候而、 氣付 

之 趣 被 二 聞 召， 度と 之 御 事に 候、 , 


問條、 

防 観 は 開 鎖 兩樣共 可， 有， 之 候處、 錙國之 御 決 志に 

而候得 は、 開と申^！？は、 何 樣之筋 を 被い 成 二 御 指， 候 

哉、 承知 仕度 奉， 存候、 

卿 之 答、 

即今 御 國是之 上に 付而 は、 勿論 鎖 國之御 決 志に 爲 

レ被レ 在 候へ i=r 此往 いか 檨之 ！：^議 可,， 有 レ之も 難， 被 

ゾ計、 猶根體 13 御 國體之 上に 而は、 開と 申 儀 難レ被 

筋 も 無 に 付、 開 鎖 之 字面 被，， 相 用， 候 得 

共、 爲 Jul 意義 有い 之 事に \, ^は 無， 之、 畢竟 武備 之 儀 は 

片時 も 難 二 差 置 - 大 急務と 之 御キ； 意 に 被 Z 爲,， 在 候、 

右 之廉々 御 返答 被 二 仰 聞-候 付、 是に而 御 生 意 委細 

に 相 分 候 付、 早速 申 聞せ、 猶も 不審 有 候 は、、 又 

又 御 問答 1?^ 可， 仕 候 得 此餘は 御 附紙之 趣に 

付、 可レ奉 義無， 1 御座 ー樣 奉い 存候 間、 右 を 目途に 

て 周旋 盡カ 候樣 心得 罷在候 段、 九 郞申上 候、 猶又 

第 一條、 一 切 拒 絕之御 決 志 被，， 仰 聞， 候 上 は、 衆議 之 

上 公論に 隨ひ候 儀 は 格別、 於 二 只今， 數盧之 被， 爲 

レ向候 處に隨 ひ 候 段 は、 追々 も 卸 請 上居疾 1 に 卸 

座 候 間、 其 段 は 御 承知 被 n 成 置 一 被， 下候樣 にと、 追 


世子 牵勅東 下 


Bill; 


しによ， o てな， 0-、 

〇 京, より 急 脚來. 9、 公よ. 9 世子 へ の 諭を傳 ふ、 世子 

出府 之 前夜 祌奈川 河 崎 間に 泊し、 翌 出府、 直に 薩邸 へ 

抵り、 三郞 君と 詢議す へ きを 報告す、 

〇 世子の 東行、 從 前よ.^ 屬 せし 老臣 以下 悉く 隨て發 

す、 又 此回は 重大の 事務 ある を 以て、 兒玉總 兵衞、 5、 

周 布 政 之 助、 兼 重 讓藏、 小川 市 右衛門、 山 田 亦 介、 桂 小 

五郞、 以上 政府 員 へ 命し 從 行せ しむ、 

政 之 助 は此命 ありし も、 俄に 京師の 事務 ありて 姑 

く 之 を 停め、 後に 往 かしむ、 

四日 

〇 大 津を發 し、 夕 八 時 後 石邊驛 へ 着す、 .， 

五日 

〇 石 邊を發 し、 七 半時 關驛 へ抵 る、 

六日 

〇 關を發 し、 七 半時 桑名驛 へ 駐 泊す、 

七日 

〇 桑 名を發 し、 佐屋 川を航 し、 夕 七 半時 宮驛 へ抵 る、 

〇 八月 二日 吾 藩の 諮問へ 詳 かに 答 を 賜. o.、 勅 文の 深 

旨は領 知し 玉 ひたれと も、 今回 幕府へ 接 §f する は 
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重大の 事業 なれ は、 尙ほ 細目に 當 りても 又尋繹 し を 

くへ しとて、 同 七日 中 村 九 郞を巾 山 卿へ 使して 推 問 

あり、 卿よ. 0 答辭 を九郞 筆記して 歸る、 如 "左、 

下田 條約御 寬宥之 儀 は、 素よ. 0 御 不本意 之 御 事故、 

蕭誨を 以て も不, 被 二 仰 出， 候 儀と 恐察 仕 候 得と も、 

一旦 御沙汰 相 成 候 御 書面、 一言半句 にても 御 動き 

有 レ之樣 にて は、 即ち 尊 威に 相 抅り候 儀と 奉い 存候 

間、 三 港 之 儀 は 御開き 被， 遊 候 叙 慮に 御 折 合 之 御 事 

と 御 窺 仕 候 次第に 御座 候處、 御 附紙之 次第に 而は、 

夷 情 彌增猖 獗に相 成、 幕府 御掛合 も變轉 有， 之、 旁 

於，， 只今， は 全く 御寬 之 思 召 不レ被 在、 假條約 

は 勿論、 下田 條約も 一 切 御 破 却 御拒絕 と、 御 決定 之 

御 事と 被 a^J^ 候處、 猶又 別紙 御 深遠 之 叙 unl も 被 

レ爲， 在 候 哉と 舉レ存 候、 

卿の 御 答に、 

關 東よ. 0 七 八ケ年 乃至 十ケ 年に は、 拒絕之 言上 も 

相 成 居候 儀に 付、 於， 一 只今 一は 窺 之 通、 一 切 御 拒絕と 

被， 遊，， 御 決定， 候、 乍，， 然 天下 は 一 人 之 天下に 非す、 

是 等國是 重大 之 儀、 衆議 を 盡し候 上、 的當之 正議も 

有 レ之候 は、、 其 節 可 レ被二 仰 出, 御 St: も可レ 被. レ爲レ 在 


沙汰 候 事、  • 

畢て又 兩通を 書記して 授けら る、 

戊 午 己 未 以來官 武降黜 幽閉 等 之 輩、 追々 再出に 相 

成 候處、 於，， 地下 之 輩， 者、 今 以其儘 之 分 も 有 候 

間、 早 々 赦免 可" 有い 之 様 思 食 候、 三條故 入道 內府儀 

者 、被" 爲レ慰 一一 忠魂-被， 贈 二 右大臣 一 候に 付而 は、 於，, 

水戶前 中納言 - 以，, 出 格 之 儀 - 被い 爲ぃ 贈，， 大納言 - 度 

思 食 候、 且 往年 來 長岡驛 等に 而橫死 候 者 共より 始、 

其餘 i 女島帶 刀、 鵜 飼 吉左衞 門 列 以下 諸國 之士、 於，， 

關東， 死罪 且 牢死 致し 候 者、 又は 流罪 幽閉 等に て 死 

候 者 共、 或 櫻 田東禪 寺、 又は 坂 下等 之 一 件、 其餘 

國 事に 死 候 輩、 近く は 伏 水 一 擧 等に 而 致，， 死 失， 候 

者 共、 靈魂 招集、 以，， 禮收 葬、 令，， 子孫 祭祀， 候檨 被， 遊 

度、 尤 現存 之 者 共 は 夫々 如 レ舊相 復候樣 との 叙 慮に 

被. レ爲， 在 候、 不レ抅 二 存亡？ 預ニ是 等 之 藜 一 候 輩 姓名、 

其 向々 取調、 不" 洩樣早 々可，, 申 上， 候、 其 上前 條之 

趣、 御處置 被. レ爲^ 有 度 思 食 候 事、  . 

又、 

水 1!^ 故 前中納 言、 爲，， 國家， 忠節 盡カ 卓越 之 段 深く 

敏感に 付、 被 レ贈二 大納言， 候 儀に 付、 猶又 於，， 當中納 

世子 东勅， 東 下 SS  1 ： 


言, も 繼，, 其 遺志； 爲，， 皇國， 可,， 有，, 丹誠-段、 自，, 幕 

府 I 被，， 申 渡， 候檨 被い 遊 度 思 食 候 事、 

因に 記す、 八月 二日 於，, 學習院 -兩御 役 口演 之 書記に、 

末 文に 御內々 の 字 有,， 之、 同 七 日中 村 九 郞中山 卿 へ 參 

し、 如何 之 趣に て 候 哉と 御 問 申 上 候處、 左 之 通 御 答 

被 二 仰 聞-候、 

御 周旋 之 儀に 付而 は、 兩役御 面會を 仕、 全以 御內々 

と 申 儀 は 無， 之 候處、 委細 口 達 之內に は、 正議 死罪 

等 之 者 御 追褒之 儀に 付而 は、 關 東に おひて 精密 愈 

議之 上なら て は、 御沙汰 通に 難 レ被レ 行、 甚以不 n 容 

易 1 儀と 朝議 も 被い 爲， レ在候 段、 御 合 迄 申達 候樣考 

候、 案 其邊閒 違に て、 根 之 御 11： 旋をは 御內々 と 

被 一一 心得 一 候に て 可 レ有レ 之 哉、 全 以御內 々と 申 筋 無 

レ之候 間、 其 段 程 克申聞 候 檨と之 事、 

三日 

〇 低 子 今朝 五 半時、 伏 見 驛錢屋 某 か 旅館 を發 し大津 

驛亭に 泊す、  ■ 

今朝 父 公へ 親 省し 告別す へき なれと も、 昨日 公の 

意 あ. 0 て、 迂路 京 へ 出て は 旅行 も 障る へ き なれ は、 

昨日 別 話 をも盡 し、 今：！ 1 は 直ちに 東行す へき 命 あ 
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. 御依賴 被， 爲ぃ在 候 段、 昨 二十 七日 於，， 學 習院， 大膳 

大 夫へ 被，， 仰 渡， 候、 依， 之 大膳大 夫 儀 は 愛元滯 在、 

長 門 守 儀 出府 可い 仕 候、 此段申 上 候 以上、 

又、 

大膳大 夫 嫡子 長 門 守 儀、 所 勞少々 快方に 付、 先達 而 

伏 見 屋敷 迄 引取 保養 仕 候處、 今日 快 氣仕候 間此段 

申上疾 以上、 

八 H: 朔日 

〇 執 奏勸修 寺 家よ.^ 世子へ、 明 二： n 辰 半；！ 學習院 へ 

出仕して、 兩役 へ 會 面す へ きを 令す、 

〇 浦 叙 負へ 公 親しく 命し 云く、 學習院 御用に 付 長 門 

守 を 早 々に 出府せ しめ、 其方へ 隨行を 命す、 彼 地 の 車 

務 何分に も 我 か 旨 意 を 通 徹する やう 盡カ すへ しと- 

二日 

〇 今朝 辰 半 牌 世子 學習院 へ 出仕し、 廣橋 一 位、 中山大 

納言、 正 親 町三條 大納言、 坊城 大納言、 野宮 宰相 中將 

へ 謁し、 又慶 親の 極意 相 心得 周旋 を 御 依賴ぁ b し 忝 

きを 謝し、 彌來る 三日 發途柬 下す へ きを 上申す、 

〇 周 布 政 之 介、 桂 小 五郞、 出 田 亦 介 へ 、 學習院 の 御用 

1 途、 浦勒負 指揮 を 受け 務む へ きを 命す、 


同氏 長 門 守 儀 、今一 一 日 學習院 へ 可，， 罷出 ， 旨、 御所 向 

よ. 5 御沙汰 有.， 之罷出 候處、 御兩 役對顏 有， 之、 叙盧 

之 御 旨 被，， 仰 聞 T 周旋 之 儀 御 依頼 被，， 遊 度 旨 被，， 仰 

出 i 候、 委細 は 長 門 守 出府 之 上 可，， 申 上， 候 得 共. 先 

右 之 趣 御 屈. S. 上 候 以上、 

松^ 大膳 大夫內 

八月 二日  □□□□□ 

前書 は 即日 江 邸へ 贈 達して、 幕府へ 申吿 すへ きを 

命す、 

〇 學習院 に 於て 議奏卿 口 述す、 

蠻 夷渡來 以後 皇國之 人心 不和 を 生し、 當 時不， 一容 

易， 形勢に 到.^、 深 被， 惱二  HI ^襟， 候に 付、 皇國 之御爲 

は 勿論、 公武 猶々 御榮久 之樣、 去 五 R: 關 東へ 勅使 

被，， 差 下； 被，， 仰 出， 候 御 旨 趣 有， 之 候處、 於，， 大樹 家， 

も 今 七月 朔日叙 旨 御請 被，， 申 上； 御 滿足之 御 事に 候、 

然る上は早速事實行はれす候ては無レ詮儀、折^?:之 

被 n 仰 出？ 於，， 關東， も 御 受之筋 難 vli 候 間 、右 叙念彌 

以 速に 被， 行候檨 被， 遊 度 思 食 候、 就 而は薩 州に も 

專 ST 叙 感之御 事に 候 得 共、 於，， 長 州， も 同様、 爲こ 

國家  >抽 二 丹誠， 周旋 之 儀、 御內々 御依賴 被い 遊 皮 御 


院 T 兩役又 候 御而會 可.， 有， レ之候 間、 同日 巳 刻 大膳大 夫 

殿 可レ被 ニ參上 1 旨 を 命 せらる、 

因.， 是同 ili 半 同家へ、 中 村 九郞を 使して 左の 如く 伺 

問す、 

長 門 守 儀 所 勞に付 伏 水 滞在 候處、 此節少 々快方に 

付、 近 ：！： 全 快復 仕 候 者、 天氣 奉， 窺、 拜賜 御禮、 父 極 

意 相 心得 周旋 之 儀 御 依頼 被い 爲ぃ在 候 段 御 禮をも 申 

上候檨 仕度 舉レ^ 候、 具 節銑檨 へ 參殿 可，， 仕 候 哉、 學 

習院 へ 被，， 召 出？ 御面會 被，， 成 下 ， に而 可い 被 レ在 

候 哉、 何分 之 儀、 御沙汰 被 二 成 下， 候樣 奉，， 願 候、 

〇 世子 滞京の f,^ の內勅 ありて、 京 邸 內の諸 吏員 二十 

八日の 夜龜會 して 處分を 譏す、 座 間 一 人 曰く、 此事江 

卢 へ 急使して、 公の 意 を 取. 5 て 奉 翁 あ て可レ 然と、 

世子 聲を勵 L て 某 を 召す、 ^膝行して 進む、 世子 曰 

く、 吾 家の 當 職に 有らされ は 勦 を 奉して 支障 ある や、 

某 曰く、 父 公 へ 禮讓を 主としてな と、 世子 曰く、 勤 

王の 事は嚴 君の 深 志なる こと は、 日夜に 之 を 服饔し 

居たり、 別に 家規に 支障せ す は 直に 奉 勅して 可. 然と、 

萬 座 其 尊王の 深 志 を 感し淚 を 流に 到る、 世子 京に 到 

. る の 前、 從衞 多額に て 、 河原 邸 狹隘納 り 難き を 以て、 


i 別に 山科邑 本願 寺の 支院を 借ん とす、 之 を 世子に 白 

一 す、 世子 熟思して 曰 ふ、 不肖の 長 門 を 朝廷よ b 賴み思 

召した る ことなれ は、 禁闕^ 尺の 地 を 求む へし、 少し 

一 も 僻遠の 地へ 駐 して は 吾心 安から す、 邸舍の 狹隘は 

一 厭 ふ へ きこと に 非す、 諸 臣等も 勉強して 齷齪に 安す 

. る やう 諭す へしと、 衆聞て其銳斷を感し合へ，^^と、 

秋 元 

是時 京師 駐在の 有志 人よ， 9 內 報の 書翰と 見 へ た 

り， 

二十 七日 

〇 公 學習院 へ 出仕、 中 山 大納言 以下へ 謁し 勅命 を舉 

せらる、 如い 左、 

松 平 大膳大 夫、 同 長 門 守、 皇 國御爲 可い 有- > 周旋， 由 

去 十六 日 言上、 厚 歙感御 事に 候、 就而は 父子 之內 一 

人滯 在、 一 人 出府 周旋 有 候樣、 御 依頼 被い 爲レ在 

候 事、 

二十 八日 

〇 浦 勒負を 使して 廣橋 一 位、 中 山 大納言 へ 左の 書 を 

進呈す、 

大膳大 夫 父子 之內 一 人 滞在、 一 人 出府 周旋 仕 候 様、 


世子 牵勅束 下 配 


九十 九 
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大樹 上洛 一 條は、 勅使 着府 以前、 於二關 東-治 定言 上 

の 儀に 付、 自，， 朝廷， 不レ 被，， 仰 出， 候 間、 右 一 件 者、 暫 

關 東の 所 ^可" 被，， 御覽， 思 召に 候、 越 前 上京 一 條は、 

是迄何 歟の釵 旨 も 被，， 仰 聞？ 幕府の 極意 實情を も 

可 レ被二 聞 食 I 思 食に 付 >  一橋 越 前等彌 登用の 上 は、 

先 越 前 上京 候樣、 勅使 へ も 被 n 仰 含 - 候 間、 旣に掛 合 

にも 相 成 候に 付、 當 時の 釵慮は 其 分に 被， 爲 い：：^ 候、 

併 長 門 守 出府の 上、 勅使 幷島律 三 郞へも 得と 談合 

有レ 之、 右兩 人よりも、 越 前 上京 御 見合 候樣 言上 有 

ビ之候 は、、 尙御 勘考 可， 被 レ爲， 在 候、 

右薩 州と 同心 戮カ、 猶正議 の 諸 藩へ 談合 候て、 

於，， 關柬， 周旋 仕、 幕議 決定の 目途 付 候 上に て、 將 

軍 上洛 列 侯 豫參の 盛典 を 興し 候 は、、 八月 八 = 

の 勅 誌に も 篾疊被 二 仰 出 一 候 公武 御 合 體の御 基本 

相 立、 彌御 長久に 可い 被い 爲ぃ 成と 奉い 存候、 

御 付 札、 

書面の 通、 薩 州と 同心 戮カ にて 、尙 又正議 の 諸 藩 

へ も 談合、 周旋に 相 成 候 は、 御 安心、 誠 以皇國 挽 

回の 期、 公武 御 榮久の 基と 歙感 不.， 斜候、 先 件に 

も 有 候 通、 國是の 目途 粗相 付 候 は、、 先 一 應 


九十 < 

叙 聞に 達し 候樣 被， 遊 皮 候、 

右の 外に も 緊要の 事務、 段々 御 窺可レ 仕儀 も 可 

レ有 n 御座， 候 得 共、 前件の 廉 11:^ 斷の御 旨、 先 委細 

に 被，， 仰 間 ， 候 は ゝ、 長 1： 守 へ 申 含 候て、 早速 出府 

仕らせ 度 舉ぃ存 候 以上、 

御 付 札、 

苦 勞の儀 被 一一 思 召， 候、 猶 任い 伺 可 レ被ニ 仰 出， 候、 

文久 1 一年 赶 七月 十六 日 赠 5、 一 今項舊 前」， f,? て 書 

〇 公 II お 學習所 へ 出、 但中山 大納言、 正 親 町 三 條大納 

. 言 t 坊城 大納言、 野宮 宰相 左中將 へ 謁し、 去る 五 ほ 勦 使 

東 下にて 仰 出されし 歙旨、 彌以御 貫徹なる へき 様、 厚 

く 周旋す へき 旨、 尙又 世子^^ 利に も 同し く 右の 周 

旋 あるへ き 旨を舉 命し 玉 ひたり、 §れ い 22、 の 

此時 世子への 勅命に、 

長 門 守へ も 先達 被 n 仰 出， 候 通、 父 極意 相 心得 周旋 

之 儀、 御依賴 被" 爲レ在 候 事、 

二十 一 n 

〇 山 ffl 亦 介 へ 學習院 事件 文書 取調 を 命す、 

二十 五日 

〇 勸修寺 家よ， 5 傳令ぁ b て、 明 後 二十 七 曰 於，， 學習 


敷と 奉い お 候、 

御 付 礼、 

神宮 御大 切 は 勿論、 於 n 京師， も 三 神 傅國の 重器 幷 

帝位 を 御 称 重 候に 付、 別て 被，， 仰 下， 候 事に 候、 何分 

格別に 入念、 速 防禦 手當、 聊も御 掛念不 被い 爲レ有 

候樣、 被い 遊 度 被，， 思 召-候、 

右 は 第 一 第三 條に 有" 之 候、 蠻 夷の 患難 を攘 ひ、 

義臣の 歸 向に 從ひ、 戎虜の 慢を受 す、 衆人の 望に 

協 ふとの 御 旨 意 相 立 候御處 置の 大綱に て、 即ち 

戊 午年に も 厚 被 二 仰 出， 候 筋に 御座 候に 付、 此往 

の 周旋 振 も 右 を 大綱に 仕、 細目の 儀 は、 事に 臨み 

處に 依り 候て、 時宜 の 取 計 仕 可 レ然候 はゝ、 薩州 

は 勿論、 其 外 正 議の諸 藩 申 合 及 二 建白？ 幕 議彌決 

定仕候 迄盡カ 可,， 仕、 尤 多年 御鰱 合の 事柄に 付、 

右幕講 決定 仕 候 共、 一 應は 被い 及，， 歙聞？ 其 沙汰 相 

成 候 筋に 被， I 仰 付， 度 奉レ存 候、 

御 付 礼、 

皇國 御爲、 薩州は 勿論、 正論の 諸 藩 申 合 周旋の 

段、 叙烕御 事に 候、 但 於，， 蠻 夷の 進 止, は、 決定 相 

成 候 迄、 必 達- fe 聞， 候樣被 &!度 候、 

,世>^奉勅東下§2  I 
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〇 三 家 以下 諸 大名 衆議 被，， S 食， 度 段 は、 勅譃 幷御沙 

汰書 にも 追々 相 見、 殊に 八 月 八日の 勅 誰に は、 三 家 

或は 大老 上京 を も 被，， 仰 出， 候に 付、 將軍 上洛 列 侯 

豫參、 於-, 朝廷-衆議 一 定の趣被，，聞<3^候者、年來の 

叙 慮に 相 叶 候 儀と 奉レ存 候に 付、 於， ー關 東, 建白に も 

及 ひ、 猶此度 も、 第三 條に 併せて 周旋の 御請 仕 候、 勿 

論 御沙汰 も 相 成 居候 事に は 候 得 共、 古例に 不,， 泥禮 

分 を 正し 候 得 は、 慕議も 容易に 定兼可 に 付、 此 

餘罔旋 振 別て 肝要と 舉， 考候、 然處此 內御付 紙を以 

被，, 仰 聞-候 內々 一越 前當秋 上京の 儀、 勅使へ 被，， 

■ 仰 含， 候 由 相 見 候、 右 は 如何 樣の 御用 筋に 御座 候 

哉、 御 付 紙に 相 見 へ 候樣、 一 橋 越 前 登用の 事實、 被 

レ行候と申場に到..^候は、、將軍上洛の儀は決て相 

移 可 に 付、 越 前 も 於 二關東  一 ^^カせし め 、 今秋 上 

京の 義は、 一先 御猶豫 被，， 仰 付， 候て 可,， 然 哉と 奉 

レ存 候、 右の 次第に 付、 於 一， 大膳大 夫， は、 第 一 第三 條 

を I 同 周旋 可， 仕 心算に 罷在候 間、 越 前 上京の 儳 

は、 今 一 應御廷 議被ニ 仰 付 一度、 於 ，于レ 下も薩 州と 精 

精 申 合 論定 可，， 仕 候、 

御 付 札、 

九十 七 


"じ 


* 子舉勅 *jfss    

得 如何と、 御 不審 被 一一 思 食， 候と 有レ之 候に 付、 右 一 

件に 相携候 役々 は、 於 n 幕府， 何とか 御處置 可レ有 

^之 儀と  >  被， 一思 食 一 候 御 事に 可" 被，， 爲レ在 哉と 奉レ存 

候、 

御 付 札  、 

己 往は不 ン被レ 咎の叙 念、 強て 御 遺 念 不レ被 レ有候 得 

共、 不束の 事情 現 然の上 は、 於 二 幕府， 何とか 可， 被 

レ及ニ 沙汰-と 被 二 思 食-候、 

〇 右勅誔 に、 水 芦 尾 張 兩家愼 屮の趣 被，， 聞 食 T 且又 其 

餘宗 室の 向に も 、同様 御沙汰の 由 も 被，， 閡食 及， 候、 

右 は 何等の 罪 狀に候 哉 難， 被 レ計候 得 共、 柳煢羽 M 

の 面々、 當今外 夷 追々 入津 不，， 容易， 時節、 旣に 人心 

の歸 向に も 可 二相 拘？ 旁 被， 惱 n 篾衷， 有， 之 候 得 は、 

水 尾 は 勿論、 其 外 諸 浪士に 至る 迄、 正義 を 以罪禍 に 

陷 b 候 面々、 一 統赦 令不レ 被，， 仰 付， て は、 歙 慮に 不，， 

相 叶， 儀と 奉い 存候、 

御 付 札、 

正議の志ょ.^罪科死.1:1の輩は、ぃかにも御愛憐、去 

二日 於-, 學 習院, 申達 候 叙盧御 符合、 ffi 其 內尾張 前 

中納言 以下 隱 居の 人々、 先達 自ニ關 東 _ 免許の 儘に 


候、 他の 御處 置と 相 振 候 儀 無，， 之 候 哉 、傍観の 程 被，， 

聞 食， 度 候、 

〇 同年 三月 二十 六日、 閣老へ 御 渡 相 成 候 御沙汰 書に、 

今度の 條約 、ゆ J も 御 許. 5^ 難い 被， 遊 思 食 候、 衆議 中自 

然差 縫、 彼よ. 0 及，， 異變， 候 節 は 無 n 是非， 儀と 被，， 思 

食， 候と 有い 之 候 得 は、 假條約 破 却と 申 事に 相 決 候 

は 、、天下 一 統 決戦の 心得 勿論の 事に 候、 就て は 右 

同時 御 渡 相 成 候 御 別紙に も 有.， 之 候檨、 防衛の 處置 

此度相 整 候樣、 可， 被，， 仰 付， 儀と 奉，， 存候、 

伊ん ネ 

條約破 却 一 決 候 は、、 先達 御沙汰の 通、 天下 一 同 決 

戰 勿論、 就て は 防 鶴 速に 相 整候樣 被い 遊 度、 全體防 

儀 は 開 鎖兩樣 ともに、 何れ 急 度 無，， 之 候て は 難レ叶 

事に 候 間、 國々 早々 要害 全備 候樣被 "遊 度、 其 頭に. 

申 付、 一 々被 二 聞 食 一度 叙 念に 被 レ爲， 在 候、 

〇 同年 四 E! 三日、 閣老 へ 御 渡 相 成 候 御：^ 汰 書に、 神宮 

幷に 京師 殊更に 警衞 の義、 就中 武備 相 整 可， 然國持 

の大 藩、 早々 被 二 仰 付 I 候檨 被， 遊 度 段 被 二 仰 渡； 其 後 

京攝御 警衛、 井伊 家の外 大 藩へ 被，， 仰 付， 候 得 共、 只 

今の 形に て、 數慮を 被， 爲レ 安候懷 にも、 被， 爲， 在 間 


て 答 

下す、 

戊 午以來 天下 紛亂之 基 は、 乍，.， 恐 勅誌幷 御沙汰 書、 

事 實不， 被.， 行 候 故 之 事に 付、 唯今 紛亂 御収 治めの 

道 は、 右 勅靛幷 御沙汰 書 を 御 取 出し、 一 々御 奉行 候 

檨、 被 二 仰 付 一 候 外 有 レ之間 敷、 此度 勅使 御 東 下に 付、 

被， 一 仰 出 一 候 三條の 勅靛を も、 第 一 第三 條を 一 事と 

心得 周旋の 議 御請 申 上 候に 付、 此往 周旋 振 篤と 熟 

考仕候 得 は、 第 一 第三 條の御 旨 意 も、 即ち 戊 午年 勒 

読の 御 旨 御 同様と 奉ン考 候、 勿論 一 旦被 一一 仰 出， 候 劾 

誰の 御 旨聊御 動可レ 被， 爲レ在 儀、 無 n 御座， 事に て 候 

得 共、 五 年の 間 時勢 變換も 有， 之 候に 付、 一 應 は歙 

慮 御 窺 仕^奉い 存候 儀、 數件有 ,，之 候處、 其 內此度 長 

門守愤 出府 仕 候に 付、 先 左の 廉々、 委細の 御 深 旨 

被-仰 聞 I 被レ 下候樣 奉" 願 候、 

御 付 札、 

1 端 被，， 仰 出， 候 儀、 尤御違 變不ぃ 被， 爲.， 有 候、 乍レ去 

於 ニ蠻夷 一件， は 段々 遷轉の 形勢、 尤 幕府 御 掛合も 

同斷 に 候 間、 以，， 其 意味 ， 可， 有，， 考慮 ， 候、 

〇 午 戊 三月 二十日の 勅諫 に、 往年 下 ra 開港の 條約、 

不二 容易 一と は 被， 一 仰 出 一 候 得 4r 同 巧 二十 六 H 閣老 


へ 御 渡 相 成 候 御 別紙に、 下田 條 約の 外 御 許容 不， 被 

レ遊節 は、 自然 及 二 異變ー 候 も難レ 計と 有レ之 候に 付、 

下 ffl 條約 通.^ は、 御 不本意な から 御 許お 被い 遊 候 御 

事と 奉レ窺 候、 就て は假條 約の 儀 も、 御 破 却に 可レ 

被 二 仰 付 I 叙斷 にて、 可レ 有，， 御座， 哉と 舉レ存 候、 

御 付 札、  が 

下田 條約尤 不,， 被， 爲,， 好 候 得 共、 旣 以前 於，， 關東， 爲 

レ濟候 上 言上 有レ 之、 歎 思 食 候處、 重て 假條約 數ケ條 

言上、 實に被 n 驚 思 食 二 一十 六日 御 別紙の 3!11、 無 n 餘 

儀-被， 一 仰 出， 候 儀に て、 勅許に て は ir 之、 其 後 自，, 

關柬， 言上 御 約定 等、 追々 轉々 に 相 成、 一 昨冬、 七 八 

ケ年 乃至 十ケ 年中に は、 必定 可い 有 ニ拒絕 1^ 固 御 約 

定に 候、 且又 蠻夷 追々 驕傲 猖獗、 下田 條約 比と 同日 

の 論に 無：， 之、 以の 外の 儀、 到， 一 當時？ 下田 條 約に 被 

ゾ 痏可レ 然と も 難い 被 一： 仰 出？ 假條約 は 御 破 却 御； 絕 

被，， 遊 度 思 召 候、 併是 等國是 重大の 儀、 猶 衆議の 後、 

叙 SES 被，， 仰 下， 候、 

〇 同年 八月 八日の 勅靛 皇國 重大の 儀 調印の 後 言 

上、 大樹 公 叙 慮 御 伺の 御 趣意 も 不二 相 立 T 尤 勅答の 

御 次第に 相 背 輕卒の 取 計、 大樹 公賢 明の 處、 有司 心， 
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相 成 候 上 者、 不，， 遲滯， 上洛 相 成 候樣、 周旋 之 儀 申 

入、 勅使 へ も 其 被，， 仰 合 置 ， 候、 然處 勅使 着府無 

. レ之內 、彼よ b 上洛 之 旨 言上 有， 之 候、 元來 勅使 發足 

比に 到 候て、 段々 之 事情 深く 被，， 廻 二 叙 慮， 候處、 先 

一橋 越 前 等可レ 被，， 採用， 之條、 當時之 專耍に 付、 右 

を 首と し 被い 及 二 御沙汰， 候、 尤 御請 之 上 は、 越 前 今 

秋 可に 有-一 上京-儀 を も、 勅使に 被 二 仰 付 I 候 事、 

二 事の 二 

〇 第一 一條 は 御 制度に 涉 b 候 付、 叙 盧之御 旨 趣、 朝纖之 

御 次第、 互 細に 不， 奉 候て は、 別て 鄙考も 難レ仕 

候 に 付、 御 序を以 被，， 仰 聞 ， 被い 下候樣 奉， 希 候、 

右 御 付 礼、 

第三 條 第一 條追々 尊 奉 之 上 者、 第二 ケ條御 見合、 

一 前段 之 通 申 上 候 得 者、 三 事共 一 同 奉行 之 樣相當 

.9、 甚以怖 多く 御座 候 得 共、 重大 事件に 付、 何も 

御 深衷御 密議 之 程 を、 得と 不レ奉 二 承知， て は、 周 

旋も 行屆不 事と 舉, 存 候に 付、 不ぃ顧 M 失敬， 申 

上 試 候 次第に 御座 候、 元來其 一 奉行と 被 n 仰 出， 

候 も、 三 事共 當今之 御 國勢孰 も不レ 可， 缺段 は、 御 

定案も 可い 被,， 爲レ在 候 得 共、 凡 事 を 行 ふに は 順序 

有レ 之、 如何 1  和 之 佳 策 良 制 にても、 事々 全く 擧. 0 


候 樣被ニ 仰 出， 候ても、 還て 御手 線 出來、 釵盧難 

儀 も 可,， 有い 之 哉との 遠 察 を以、 其 一 を 撰ひ舉 

行 候樣、 被，， f , たるに て可レ 有，, 御座 一哉と 奉 

ゾ存 候、 右に 付 力 を 料.^ 心を盡 し、 奉行 候 目途 相 

立 候 は、、 前段 之 通、 第 一 第三 を 一 事と 相 心得 周 

旋仕 候て は、 如何 可レ有 n 御座， 哉、 左 候て 第二 條 

は、 追て 委細の 御 樣子被 n 仰 聞-候 上、 周旋 可レ仕 

と 奉い 存候、 

右 御 付 札、 

尋問 之 通 第 一 第三 を I 事.^ 二 相 心得 T 周旋 有レ之 

候て 可.， 然候、 第三 條 一 橋苒職 後見、 越 前 政事 總裁 

職 等 之議、 今 七 =： 一 日 御請に 相 成、 其 後谷 承服 之 旨 

言上 有レ之 候、 然る 上 は、 事實 速に 行 はれ 候 儀、 第 一 

に 被，， 思 食 ， 候 、於，， 關東 ， 島津段 々 周旋 候 得 者、 尙亦 

大膳大 夫 殿、 昨年 以來 自，， 大樹 家， も 被-, 依賴 _ 候 儀 

故、 於，， 關東， 程克 調和、 叙盧 徹底 候樣、 被.， 抽二 丹誠- 

候樣、 

七月 一 一十 日、 勅旨 周旋に 付旣に 尋問 書 上申す、 八月 1 1 

日 又 學習院 に 於て、 勅書 及 諸 卿よ..^ 演說書 を 賜 ふ、 因 

て 左の 數件を 認め、 又 中. E 家に 上 言す、，！ 隐 15 


二 事の 一 

〇 三 事 之 一 者、 群纖之 所， 歸に隨 て 被 こ 仰 出， 候に 付、 

孰 を 御 奉行 仕 候樣被 二相 決， 候 哉は不 n 相 分， 候處、 

於 二 江府- 家來之 者、 勅使へ 御 窺 仕 候處、 第三 條を被 

レ成ニ 御主 張？ 名 實相協 候 迄 御 見込 相 立 候 は、、 越 前 

前 中 將御召 登 之 御沙汰 被 n 成 置？ 可い 被， 引 n 御手 を _ 

と 被， 1 仰 聞， 候、 左 候 得 者、 薩州 丹精 無， 疎 事に 付、 其 

後 も 追々 御 運 ひ 付 可い 申 候 得 4ir 未被レ 引，， 御手， 候 

程に 者、 御 見込 被い 爲，， 付 問 敷 哉に 付、 早速 罷下、 薩 

州と 同心 戮カ 候て、 勅使 を 御 輔贊牡 度 舉ぃ存 候、 

ォ 铜个 ネ 

書面 之 通、 薩 州と 同心 合力に て、 猶 勅使 を 輔贊盡 力 

有 レ之候 様、 

一 右 之 通に 相考 居候 處、 五月 十三 日 刺 誌 御 渡 之 節、 

第 一 條御舉 行 相 成 候 得 者、 將軍家 上洛、 當秋來 春 

と 無二 延引？ 一 日 も 早々 御 急 候 樣、， 周旋 之 儀 御 依 

賴之御 32、 中 山 殿よ b 浦靱負 へ 被，！ 仰 聞 - 候 段、 

於 n 江府， 舉ニ 承知， 候 付、 朝議 第 一 條を御 奉行 被，， 

仰 付 - 候 御內決 に も可レ被レ爲レ^:«哉と、其節奉ニ恐 

察-候 處、 其 後 前段 之 通 勅使 被 n 仰 聞， 候に 付、 第 

三條を 御主 張 被い 成 候 lis 承知 仕 候、 然處第 一條 

：  , 世子 車 勅 東 下 Si  J 1 


は、 前以 建白に 及 ひ 候 俵 も 有 v^、 旣に 御沙汰 も 

相 成 候 事に 付、 今 一 層 言を盡 し、 幕府に 於て 尊搞 

の 誠心 相 顯候檨 、仕度 鄙 志に 候 得 共、 純 一 に 第三 

條を 被， 成 n 御 ま 張 • 候に 付て は、 其 段 を は 差控可 

ン申 儀と 舉レ存 候、 尤三事 之御條 書に 就て は、 乍 

ゾ恐 試に 鄙 考をも 申 上 度、 元來三 事と 被 二 仰 出 一 候 

得 共、 其實者 1 一事に 歸着 可い 仕、 將軍家 も 一 橋 卿 

と 御 體に 被， 爲ぃ 成、 列 侯 も 越 前前 中將と 一 心 

に 相 成 候 上なら て は、 上洛 廷議之 御^ 舉 被レ爲 

レ在候 共、 其 所詮 有，， 之 間 敷、 猶又蠻 夷之 患難 を懷 

ひ、 義臣 之歸 向に 從ひ候 者、 即ち 戎虜之 慢を不 

ゾ受、 衆人 之 望に 協 ふと 同 一 致 之 事に 付、 眞正實 着 

に 御手 を 被い 下 候 得 は、 右二 事 は 一 事に 歸着仕 候 

檨、 铍 二相 考， 申 候、 左 御座 候 得 者、 今 一 層 言を盡 

候 儀、 差控 候に は 及 ひ 申 間 敷 哉、 委細 之 御 様子 奉 

&候、 

右 御 付 札、 

五 2=： 上 中旬 之 形勢に て 者、 大樹 公 上洛 輕 易に 御請 

無二 心 元？ 自然 勅命 通 上洛 御請に 相 成 候ても、 ロハ々 

御請 計に て、 期限 不二 相定， 候て 者 無 レ詮候 問、 御請 
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京師に 於て、 中 山家 へ 浦 勒負を 召し 之を授 く、 

第一、 

大樹 早く 諸 大名 を 率 ひ 上洛あって、 朝廷に 於て 相 

共に 國 家の 治平 を計讒 し、 萬 人の 疑 を 散せ しめ、 皇 

國 一 和の 正氣 となし、 速に 蠻 夷の 患難 を攘 ひ、 上 は 

祖宗の 种盧を 慰め、 下 は 義臣の 歸 嚮に從 ひ、 萬 民 化 

育し、 天下 を 泰山の 安に 比せられ 度 事、 

第二、 

豊臣の 故事に より、 沿海 五ケ 國の大 藩 を 以て 五大 

老 となし、 國 政を咨 決せし め、 夷狄 を 防 観す るの 所 

置を爲 さは、 環海の 武備 堅固 確然と して、 必夷戎 を 

掃除す るの 功 あらんと 思 召 候 事、 

第三、 

一 橋 刑 部 卿 を 後見と し、 越 前前 中將を 大老と して、 

幕府 を 抉け 政事 を 計らし め は、 戎虜 の慢を 受けす 

して 、衆人の-望に 協 ふ へしと 思 召 候 事、 
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又、  . 

今度 關東 へ 菊 使 被 n 差 向-候 儀 者、 方今 之 時勢 深 被 

レ 惱，, 叙 慮？ 偏 公武 御 一 和國内 一 致、 攘夷の 成功 可 

^有レ 之、 以 n 深 重 之 思 召； 別紙 之 通被レ 決，, 三 事, 候に 

付、 速 其 一 隨-- 群議 之 所 P 歸、 可， 有，， 奉行， 被，， 仰 遣， 

候、 天下 重 事に 候 間、 叙 慮 徹底 候樣、 於，， 幕府， 周旋 

有， 之 度、 尤於ニ 大膳大 夫， 者、 兼て 丹誠 之 儀 故、 爲，, 

公武， 彌 可，， 盡カ (深 賴思召 候 事、 

徂於 n 島 津和泉 - 茂、 爲，， 公武 - 周旋 同樣存 意之 3 日、 

內々 言上 之 趣 茂 有.， 之 候に 付、 今度 出府、 大腊大 

夬申 合、 丹誠 之檨 御沙汰 候 間、 此旨 心得 可， 有， 之 

被，， 仰 出， 候 事、 

七月 一 一十 日、 中 山 殿 へ 左の 書取 持 參差出 置 候處、 1 一十 

三日 御 付 札 相 成、 被， 一 差 下 一 候 事、 左の 如し、 

先達 勅使 御 差 向に 付、 被，， 仰 出， 候 勅 靛之御 旨 御 

請 申 上、 就て 者 右 叙念彌 貫徹 仕 候樣、 周旋 之儀猶 

又 被，， 仰 聞 r 旁 早速 東下盡 カ可レ 仕に 付、 莉 使へ 茂 

御 窺 可，， 申 上， 候 得 共、 其內 於，， 愛 許： 左 之廉々 御 

窺 仕置 度、 乍，， 御手 數 ， 御內答 被，， 仰 聞 ， 被" 下候樣 

奉， 願 候、 


府士 一隊 を從 へ、 さきに 生 捕りて いた はり 一し 長賊 

を 悉く 命 を 助け 國 にか へ し、 111 ま篛 5:-sls3 

安藝の 國廣島 まてく たりし か、 遂に 芦屋に 來. 0 會す、 

此時 官軍 四面より 來り圍 み、 兵 勢す てに 周 防 長 門 を 

吞む、 尾 張 殿は廣 島に、 越 前 殿 は 小 倉に 在って、 南北 

より 牒し 合せ、 十 一 月 十九 日に は、 四方の 軍勢 一 擧に 

賊兵を 攻め. C すへ しと 定めら る、 こ、 に吉 F 監物は 

主人 大膳 父子 を說 きさと し、 旣に關 東の 檢使を 申ん 

請 ひ、 福 原 益田國 司の 三 賊臣を 差 出し、 心よ く 天誅に 

伏せし め、 剩さ へ 山 口の 新 城 も 破毀す へきに 決し、 贼 

生 父子 は 萩の 故城へ 蟄居して、 使者 を 遣 はし 降參を 

乞 ふ、 總督是 を ゆるされ けれ は、 速に 四方の 官軍に 仰 

せ、 其 H の 征討 を 停められ、 賊の いさな ひ來 りし 實美 

等の 五 人 IK ぼ igsTl は筑 前の 勢 もて 受取. 5、 西 

國の 大名へ 預 ひ. -る へしと 定.. >、 征伐の 官軍 も 悉く 解 

陣の 仰せ を 藥り、 fs^ に 血 ぬらす して 凱旋す、 たまく 

太平 山の 浪人 は、 水 11^ の武田 耕雲齋 等と 倶に、 一 橋 殿 

に面陳 する 旨 あ， 0 とて、 數百人 引 具して 中 山道よ 

押の ほ b  、あた b の 大名お し 留め けれと も、 皆 打破. o- 

て 上す と 聞え けれ は、 一 橋 殿 も 是を鎭 めんか 爲に、 多 


勢 を 從へ京 を 出られし か、 加贺越 前の 勢と も 善くつ 

らふて 取お さ へ けれ は、 みな 其國 へ 預けられ、 束 西 

度に ら きし は、 元 治 1 一年 乙？^ の赛正 な. C -、 
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來れ. o、 時し も 食 艦の 姬 島に 至る と 聞て、 下の 關へ の 

航海 を 停ん ため、 書 を 一 一臣に もたせ 遣せ しか、 责艦は 

はや 彼の 島 を 出たり、 猶も 下の 關 にて 其 由を傳 へん 

とせし に、 時う つり 勢 迫って 接戦に 及 ひし 事、 いと 口 

惜く存 するな. 5、 おも ふに 我 贵國と 宿怨 あるに あら 

すして、 いた つらに 數 萬の 生 靈を 苦しめる 事、 人情の 

忍 はさる 處 なり、 是 わか 中な をり を 求る の 本意に し 

て、 書 外の 事 は 家老 毛 利 出雲審 かに 申し 謀る へしと 

あ. 5、 夷 食 は 此書を 得て 猶數日 か 程 碇泊し、 かたく 

の條 約と も定 りて、 兵 を 解き 返舶 す、 公は此 年の 五月 

御國 もとへ 歸らせ 玉 ひし 後 も、 みやこ あた， 0 の 事と 

も かけて 御 心を盡 させ 玉 ひける、 此 月の 十五夜 は そ 

らもく も， 9 けれ ま、 御 - 一、 

夜 よしとも 見えぬな か はの 秋の 月 

都の そら はすむ やすます や 

こ、 に 尾 張 殿 越 前 殿 は 總督の 仰 を I 豕り 玉へ とも、 長 

門の 國へ はえみ しと も 打 入りて 軍 を 起し、 此 ひまに 

乘て攻 か、 る も 武門の 道に いか 、なりと、 かたく 

の 御 評議に 日 を 送 h>、 いつしか 秋も暮 はて、 十 月 に 

な b けれ は、 兩總 督は大 坂の 城に いた，^、 征伐に 赴か 
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る、 諸 大名、 幷に 諸國の 重役 を會 せられ、 攻 伐の 策 を 

御 評議 あり、 我の 御 側役 西鄉吉 之 助 等も此 席に はへ 

. ^しか、 總督 へ 陳す るの 旨 あり、 尾 張 殿 い と 其 儀を嘉 

みせられて、 もろく の 軍事 を委 ぬへ しと そ 申され 

ける、 士  口 之助畏 つて 答へ ける は、 か ゝる國 家の 御大 事 

に、 なと か 外樣の 陪臣の 預り 參ら すへ きす や 候 ふ 

と、 堅く 御斷. 9 申せと も、 總督是 を 許されす、 人々 の 

心 もまた 一 人に 歸 しけれ は、 吉之 助も此 うへ は、 及 は 

む 限り は 力 を盡し 奉る へしと て、 京の 御 留守居 吉井 

幸 輔とゝ もに、 夜 を 日に ついて 周 防の 國岩國 まて 馳 

くた. o、 長 門の 世臣吉 川監 物に 對 面して、 大義 を說き 

立て こまくと 申し 諭す、 監物 はとし ころ 宗國 の擧 

動 を 善と せす、 思 ひわつ らふて 愛に 至. 9 ける か、 是を 

閡て斜 ならす 悅 ひける、 吉之助 また 授 るに 國 中の 事 

を 以てす、 此時諸 大名 は お の く 軍勢 を 出し、 持 場 持 

場に 向 ひ 賊の國 を は 取 かこむ、 我國 にも 十 一 月の は 

しめ、 世 臣島津 又 六郞を 先陣の 總督 とし、 大目 附島津 

主 殿 副總暂 となり、 御 家老 喜 入 懾渾を 差 副ら れ、 府士 

五隊、 鄕兵 十三 隊を 前後に うたせ、 筑 前の 國声屋 の 浦 

に陣を 取る、 大目 附高橋 縫 殿 及 ひ吉利 群吉は 京より 
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浦に かへ，. > 大砲 武器 等 を 掠め 収 り、 夜に 入て 艦 中に 

歸ん とす、 長 門勢忽 山上よ. 0 突て 出て 其 不虞 を 襲 ふ、 

夷人 は 急に 笛 を 鳴らして 相圆 とし、 行隊を 整へ 足な 

み を 揃へ 攻め 登. 9、 火花 をち らして 相 戦 ふ、 長 門 勢 は 

かねてよ b  、伏兵 を 設け 置た る 事 なれ は、 討 取 分捕の 

働きなきにしもぁらねとも、しは^>戰に利を失ひ、 

1  敵し 難しと や 思 ひけん、 愛 を もこら へす 返き けれ は、 

夷 兵 も 長 追 ひせす 取て 返し、 下の 關の 人家な と 小銃 

にて 擊ち 破り、 墙の 浦に 陣を とる、 間もなく 長 門 勢 ま 

た大谷 越に 出つ、 夷 兵 は 進ん て 是に應 す、 此時 海上の 

連 艦 も是を 助けて 砲撃し けれ は、 夷 兵 はます く 勢 

ひ を 得て、 手 ひとくせめ 戰ひ、 終に 角 石の 陣に 火を掛 

け、 夜 あくる まても 引返 かす、 翌る 七日、 連 艦よ. 0 頻 

に 所在の 人家 を 攻撃て とも、 長 門の 勢 一 人 も 出逢 ふ 

者な けれ は、 火藥の 事な と 燒き拂 ひ、 大砲す へて 八十 

門 を 奪 ひ 取り、 其 餘は火 門に 釘 を 打ち、 或は 海に 投け 

棄 てぬ、 二 夷 はは や 長 門 勢の 長く こらへ 難き を 察し 

けれ は、 此日佛 夷の 艦六艘 は、 攝 海に 向 ひ 引取け る、 

去 程に 國主は 思 ひの 外に 打 まけて、 中 直 hv せんと 志 

し、 家老の 何某して 艦 中に 差遣 はす、 英酋 申け る は、 


前年 猥りに 通行の 船 を 砲撃せ る は 何事 そや、 使者の 

答へ に、 官武の 仰 を受れ はなり、 あへ て 一 國 のお 慮に 

あらす、 食 又 申す に は、 砲發 せる は此國 のみな り、 た 

しかに 官武の 仰 あら は、 諸國皆 さある へきに、 此 事大 

にい ふかし、 剩 へ此圃 如何にも 物騷 かし けれと、 猶色 

色と 官武の 間へ 申立る の 由 をき け. 0-、 かた の 故 

を 以て、 今より 十四日 まての 中に 日 を 定め、 汝の 主人 

と對 面せん と 思 ふなり 、使者 また 答へ し は、 さわ かし 

とやら の 尋問 は、 審か に 言の 心 を わき ま へ す、 我の 本 

意 はは ゃ申述 たり、 諸國 云々 の 事 は 使者の 知る 處に 

あらす、 會押 かへ して、 さある へし、 此 ゆへ に汝 のま 

人と 對 面し、 まのあたり 事の 次第 を 謀る へしと いひ 

しな.. >  、使者 歸. 9 て此 よしを 報 すれ は、 同し き 十 ：《 に 

國主 みっから 艦 中に いたり、 中な をり の 事 を 申し 入 

れ、 また 蒂.^ の 書 を 贈る、 其 趣き は、 吾國 かたく 官武 

の 仰せに 從 ひて、 昨年 下の 關 にて 外 國船を 砲撃せ し 

に、 思 ひき や 暴 發の名 を 蒙り、 違 命の 形ち を 成ん と 

は、 近頃 家臣 1 一人 横 溶より か へ 、大事 を 報し ぬる 故 

に、 いそき 長 門 守 を 上京せ しめ、 朝廷に 請 ひ 奉る 旨 あ 

..^しか、途中にてみゃこの變事を聞て、設方なくも歸 
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言 殿、 副 總督に は 松： 牛 越 前 守 殿、 其 外 我國を 初めと し 

て 細 川 越 中 守 殿、 松 ゆ 筑前守 殿、 松 平 三 河 守 殿 I、 松 

平 安藝 守 殿、 松 1^ 備前守 殿、 松 平 土 佐 守 殿、 松 平 阿波 

守 殿、 松 •  牛 相 摸 守 殿、 有^ 中 務大輔 殿、 酒 井 雅樂頭 殿、 

立 花 飛 騵守殿 ，松-平 讚 岐守殿 1、 松 平 隱岐守 殿、 松. 平 

出 羽 守 殿、 松； 牛 右近 將監殿 g  、奥： 中 大膳大 夫 殿 I、 松 ギ 

兵 部 大輔殿 § 、！： 部 主計 頭 殿、 脇 坂 淡路守 殿、 伊達 遠 

江 守 殿 I、 板 倉 周 防 守 殿、 龜井 隱 岐守殿 §、 鍋 島 紀伊守 

殿 M  、の 二十 四 大名、 征討の 仰 を 蔵り おのく 出陣の 

用意 あり、 長 門に て は 三人の 家老 其 餘の 輩、 からう し 

て 遁れ歸 ，9 けれ は、 賊生 は以の 外に 力 を ぬし、 七 月 廿 

五日い そき 陳謝の 書 をした、 め、 粟島 數" とい ふ 者 

を 京に の ほせ、 八月に 至り また 陳謝せ し は、 十九 日の 

事 は臣の 令せ しに あらす、 みな u 臣 の擧勸 なり、 是等 

を鎮靜 せんた めに 國司信 濃 を 遣 はし、 他の 用 あるに 

より、 益 田 福 原の 二 家老 を も 上京せ しめしに、 三 入と 

も かへ つて .D 臣浪士 にい さな はれ、 臣の令 を 背き、 猥 

b に 歎願の 書 を 奉り、 終に 大事 を 起せし 事、 其 罪た と 

ふへ きかた もな し、 是 によ. 9 三人 は、 末 家 左 京 亮元周 

かもと に 押 籠 置て 候へ は、 朝 裁の， 仰き 舉る、 ； g§ 


八十 八 

針？： -2;; 臣 父子に 於て は、 初めよ. i の始 

末 は存し 侍らね とも、 かねて 敎 令の 行 屆 さる 罪 あれ 

は、 謹て 國に繋 居いた し、 おなしく 天 裁 を 冀ひ舉 ると 

申す、 折節 七月の 末つ かた、 英佛の 二 夷 は 去年 下の 關 

に て 砲撃 せられし 恨み ある ゆへ、 十八 艘の戰 艦 を 装 

ひて、 橫濱 よ. 5 長 門の 國へは 向 ふ、 國主 大きに 驚 

て、八月四日人をして其本意を問せけるか、^^^合はさ 

るに より、 明る 五日の 午の 刻す き、 英佛の 連艦齊 しく 

火を揚 け、 進ん て 前 田の 砲 臺を藥 つ、 長 人 も戰ひ 合せ 

時 を 移し、 除 艦 は 更に 壇の 浦の 砲 臺を攻 む、 程なく 前 

田の 營に火 起り、 此 日の 戰 はやみぬ、 夜に 入 夷 艦 は 

みな 太刀の 浦に か、 る、 六日に は-長 門の 勢、 まつ 壇の 

浦の 隱し臺 場より 砲發 せし か、 一 丸鑑 にあた る、 衆 艦 

また 戰を 合せ、 遂に 小舟 を 卸し、 前 3 の 港よ.^ 陸に 上 

b、 一  千 計りの 勢 を 二 行に 備へ、 大 谷の 險に 登. 9、 小 

銃の せ. o- あ ひや ゝ 久し、 長 人 こらへ すして 白 石の 營 

に 引返く、 夷 兵 は 深く 攻め入らす、 前 田に 歸て、 あた 

^に 在る 營桊 人家に 火 を 放ち、 臺 上の 大砲 を 己 か 艦 

中に 運ひ納 む、 其 餘の艦 は 澳の浦 を責轚 ちし か、 是も 

同く 陸に の ほり、 下の 關の 守兵 を 追 ひ 返け、 また 壇の 


惡意 あ て戰を 期し、 大事 を 企 てぬる 事 を 知. 9 ぬ、 朝 

廷に はいよ く 殘賊を 追討せられ、 諸國の 兵士 をい 

たはり 玉 ふ、 其 勅書に、 

去る 十九 日 禁闕之 下 不，, 容易， 擾亂 之處、 各藩 兵士 

忽 出張、 粉 骨 碎身拋 M 一  命， 遂， 一 防戦： 速 及 二 鎭靜， 之 

條、 忠勤 叙 感不， 斜候、 殊に 其 後數日 終夜 御 守衞、 別 

而苦勞 被 二 思 召 I 候 旨 御沙汰 候 事、 

八月に い たり、 一 橋 殿より 太守 公 へ の 御 感狀に は、 

今般 長人亂 人に 付、 其 手人數 中立 賣蛤門 公卿 門に 

於 而防戰 、賊兵 追 退、 幷驟町 御門 之 救應、 其 餘天寵 

寺， ei 出張 等、 拔群之 働 候、 仍 而感狀 如， 件、 

元 治 元年 甲子 八 月  慶喜華 押 

薩摩 少將殿 

九：： 1! 五日 傳奏 衆の 仰に より、 我 大目 附高橋 縫 殿 櫻の 

間 へ 參上 すれ は、 朝廷よ の御褒 勅く た る、 

今度 長 藩士 及 二 暴擧- 候處、 人數 出張 凶徒 を 追 退 之 

段、 叙感 不ぃ斜 候、 依 Z 之 移 鞍 一 具 賜 .，之 候 事、 

圖書殿 悩 後 殿へ も 御 感の御 書 をく たされ、 錦 幷に綿 

を 賜 ふ、 又將軍 家の 御 褒^に、 

先般 松 平 大膳大 夫 家來共 入京、 迫 n 禁闕： 砲發 及二亂 
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妨 一 候 節、 速 に 家來共 出張 及，， 接戦 ， 候 段 達，， 御聽 _ 候 

處、 常々 申 付 方宜、 一同 勵ニ 忠勸， 候 段 拔群之 働、 一 

段 之 事に 被 二 思 召 - 候、 此旨 可，, 申 聞 _ 旨 上意 候、 

我國 よ. 0 も、 し は/ \- 官武 へ 獻言 せし 旨 あ. 0 て、 七月 

廿 三日に 長賊 征伐の 勅命 を 降し 玉 ふ、 

松ギ大 膳大夫 儀、 兼而 禁-, 入京-候 處、 陪臣 福 原 越後 

を 以て、 名 者 歎願に 託し、 其實 强訴、 國司信 濃 益 田 

右衛門 介 等 追々 差 出 候處、 以 n 寬大 仁恕， 雖， 扱レ 之、 

更 無，， 悔悟 之 色つ 一一 in を 左右に 寄せ、 不，， 容易， 意趣 を 

含み、 旣に 自ら 兵端 を 開き、 對 n 禁闕， 發砲 候條、 其 

罪 不ぃ輕 、加 之 父子 黑印之 軍令 條、 授 -1 國司信 濃 -由、 

全軍 謀顯然 候、 旁 防 長に 押 寄、 速に 征：？ S 可 レ有レ 之 

Itl チ、 

御 老中 稻葉美 濃 守 殿、 御所 司 代 松 平 越 中 守 殿、 是を天 

下に 俾へ、 西 國南國 等の 大名し で、 兵を自 國に備 へ、 

出陣の 仰 を 待し め、 若し 賊猥 h- に 動きな は、 仰 を 待す 

して 攻討 へしと そ 令 せらる、 我 國の勢 は 兵 庫に 備ふ 

へきとの 仰 を 受けれ は、 明る サ四 ：= 町 田 民 部 を大將 

として、 府士 一  隊、 出水、 阿久根、 隈之 城、 蒲 生 四ケ鄕 

の 勢 を 遣 はしぬ、 此たひ 征伐の 總督に は 尾 張 前大納 


紹述編 年卷五 


八十 六 


立て、 烏 丸 通りより 遽 かに 贼の 後ろに 廻り、 散 丸に て 

つ 、け 打ちし、 綾穆 佐の 勢 は 新 町 通.^ より 押出せ は、 

賊軍な に はた まる へ き、 終に 大 崩れと なれり、 我 勢 

首 を 斬る 事 三十 八、 生 捕の 者 十四 人、 麵%初4|5??1 

金右衞 門、 來島又 兵衞、 兒玉小 六 、 萬會 團吉、 信邋か 家臣 川 之 上 次郧、 

佐々 木： 止右衞 門、 中 村 政 次郎、 奧田龍 太郎、 足 乃 吉藏、 又 兵衞、 下田 屋 

§^^^贼主の紋附た.^旗四本、 信 濃 か 甲胄、 其 外分 捕 

の 物、 いくらと いふ 數を しらす、 我兵戰 死す る 者、 西 

野 村の 外、 物見の 役 宮內彥 二、 阿久根の 侍 松 下 矢七郞 

四 人な. 9、 赤 井 兵 之 助 及 ひ 阿久根の 侍 ま W 藤太郞 も、 

K£i  ^i>^ て t こも.？. o、 手 真た る 入 は、 土師吉 兵衞、 稅所& 

深手 を 負 ふて 後に 死せ b 藏、 樋 脇の 侍 中 野 松 之 助、 隰之 城の 

侍 道岡恕 兵衞、 aiK 野圓 衞門 (© 島 津久光 公資？？ P 。に は 平 右衛門と も 

リ、) 出水の 侍 大迫抬 右衛門、 阿久根の 侍 河南 武右衞 門、 一 SI. 水 傳太郎 、顧 

、水 助右衞 1： 、平 岡 源 四 部、 遠矢 平左衞 門、 高 岡の 人足 庄, f ま PM^,^ &り 

太、 樋 脇の 人足 甚太、 長 野 圓右衞 門 力 僕 金次郎 のみ、 >_洇汪ク坊^ 

兩賊 は、 宵よ.^ 忍んで 鷹 司 殿の 館へ 來り 居し を、 メ彥 

根、 福 井 等の 官軍 是を 合せ 撃つ、 我 勢 戦勝ての ち、 猶 

も 砲聲の 聞え けれ は、 いそき 三 四隊を 分け 差 向 はし 

む、 水引の 兵 わつ かに 三賊を 射殺せし 折 柄、 朝 命 下り 

火 を 其 館に 掛けれ は、 賊は叶 はすして？^ 走る、 其 中 一 

隊寺町 御門よ 落 行し か、 此 御門 警衞の 細 川 勢、 いか 

か 思 ひけん 打と めすして 通して け. 5、 伏 見に て は 顧， 


原 越後 十八 日の 夜に 乘し、 逞兵 すく b 藤の 森 まて 攻 

寄せ けれと も、 大 垣の 勢よ く戰 ひ、 賊兵 六十 はか.. >  を 

討 取りぬ、 其 夜の 明る 頃 ほひ、 越後み つから 疵 をつ ゝ 

み、 重ねて 竹 田 街道より 攻め 登る、 彥根 會津の 軍兵と 

も 手 ひとく 拒き けれ は、 賊 はこと/^ く 山 崎 さして 

落 行けり、 日 もはや 申の 刻に いたり、 三方の 勝利き こ 

え けれ は、 圖書殿 は近衞 公の 御館より、 備後殿 は 日の 

御門より 出られ、 近衞 殿の 門前に て、 御 旗 合せ 首實檢 

して 凱旋 せらる、 此時 所々 の 兵火い よく 燃え 起り、 

翌日 まても 消え 果す、 洛中な か はは 焦土と なれり、 明 

る 廿日の 早天に、 我 勢と も は 天 龍 寺 へ と 打む かふ、 二 

人の 御 公達 先陣 を あらそ はる、 帶刀 中より 慰め まな 

らせ、 みっから 兵士 を 引 具して、 今 熊 野の 伴右衞 門と. 

いふ 者に 案內 させ、 雙 ひか 岡 を 打 こえ、 廣澤の 池に そ 

ひ、 天 龍 寺 へ そ 押 寄せた， 9、 されと も贼 はとく 落ち 失 

て、 た、 一 人の 老卒を 生 捕て、 其 火 藥庫及 ひ 兵器な と 

はこと/, »  く に 燒き拂 ひ、 貯へ 在し 米穀 は、 きの ふけ 

ふ 兵火に 逢 ひし 者と もに 分ち あたへ、 急き 我 第に か 

へ. 9、 勝利の 次第 を 二 公に 報し 舉る、 この H 賊將の 四 

方に 往復せ る 密書 を 得る 事す くな からす、 初て 賊の 


手く は. o し、 御 公 ー圖書 殿、 大目 附町田 民 部、 御 小姓 

組 番頭 川上 右 膳 は、 府士 一  隊幷 に隈之 城、： 水引、 蒲 生 

等の 勢 を 率 ひ、 禁闕 の內を 守護し 奉り、 天 龍 寺 へ は 御 

公達 備後 殿幷に 小松帶 刀、 御 小姓 組 番頭 吉利 群吉、 同 

しく 府士 一 隊、 出水、 高 岡、 阿久根、 穆佐、 樋 脇 等の 軍 

兵を從 へ、 急き 出陣 あらんと す、 官軍の 內、 賊と內 通 

せし もの や あり けん、 天 龍 寺に 屯せ し 國司信 濃 は、 早 

くも 三方の 味方と 牒し 合せ、 夜に まきれ 禁門 さして 

犯し 入る、 賊の 本意 は、 直に 松 平 肥 後 守 殿 を 打取. 9 

て、 有栖 川の 宮、 魔 司 殿 等、 我方 さまの. < 々を 參內な 

し參ら せ、 賊兵及 ひ 加賀、 因幡、 備 前の 四 ケ國 にて 四 

ケ 所の 宮門を 固め、 會津に 打 勝な は、 勢に 乘り我 兵 を 

も攻 破らん との 企みに て、 信 濃 親 兵 六 七 百 を打從 へ、 

揉みに もんて 下立賣 御門、 蛤 御門、 中立 賣 御門に 攻入 

しに、 中立 賣 御門の 筑前勢 は、 一 支へ も 支へ す 敗走 

し、 一 橋 殿 及 ひ 諸國の 勢、 ひしく と僱 へたる も、 蛛 

の 子 を 散す か 如くに 敗れ たれ は、 賊は すかさす 勸修 

寺 殿：！： 野 殿の 裏門より、 宫門 さして 攻め 掛る、 こゝに 

我 勢 は、 すてに 天寵 寺へ 向ん とせし か、 遽 かに 賊の逆 

寄せす と 聞て、 直さ ま 賊軍 へ 打て か ゝ る、 府下の 侍と 
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も は、 乾 御門に 備 へたる 四 挺の 大砲 を 押し進め、 賊を 

目に かけ 曳ゃ聲 にて 撃ち 進み、 砲 戦の 昔 天に 震 ふ、 喂 

之 城の 物 主 野 村 勘兵衞 は、 手勢 引 具し 公卿 御門 を 固 

めし か、 賊の來 る を 見て 眞 先に 進み、 齒 かみ をな して 

戰 ひける か、 終に 彈 丸の 下に 討死し、 其 手の 侍 野 村 藤 

七郞 も、 よく 戰 ふて 討死せ り、 我 勢ます く 蜜 ひ 男み 

けれ は、 賊 はこら へす = 野 殿の 第へ そ^ 入け る、 我 兵 

急に 追 打し けれ は、 賊兵伴 りて 降 參を乞 ひ、 忽ち 一 a^wi: 

よりして 遁れ 出つ、 信 濃 もまた 其 中に まきれ 蒋 行て、 

打洩 せし こそ 口惜し けれ、 高 岡 阿久根の 勢 は 烏 丸 通 

h- よ. 0 進みし か、 高 岡の 談合 役 本 田 次 郞五郞 は、 あた 

.5 の 人に 詞を 通し、 始て信 濃 か 旗本なる 事 を 知る、 此 

時 阿久根の 物 主^ 田 平 六 は、 隊 下に 大砲 を 俯へ けれ 

は、 関 を 作.^ て 進み出て、 前に あたれる 高 岡の 勢 を 左 

や 右に ひらかせ、 戰を 合せけ るか 、高 岡 勢 は あたりの 

門 壁 または 溝の 中な と へ 便， 9、 橫 合より 援け 磐つ、 引 

續 いて 樋 脇の 勢、 おなしく 四 挺の 大砲 を 並 へ 、阿久根 

勢のう しろよ 、繰 か へく りか へ 連ね 打ち、 息 を もつ 

かす 戰 ひしに、 出水の 物 主 奈良原 喜左衞 門 、幷に 御： 本 

賦役 中原 猶介か 率 ひたる 遊學 生徒 一 隊は、 大砲 i; し 
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はい さしら す、 我 國は御 許し を 蒙りた くと そ 申 上け 

る、 折 こそよ けれ 我國 交代の 侍數百 人、 同月 十五 日に 

着し けれ は、 京の 內外以 の 外に 悅ひ合 ひ、 心强 くそ 思 

ひける、 我國 また 朝廷へ、 長 人の 跋扈 日に まさ り、- 前 

非 を悔る 姿な し、 若しも 其 申す 條を 許る させ 玉 ひな 

は、 城下の 盟の 辱と 同し からん、 今 は 如何にも 許し 玉 

ふ 事な かれと 申 上け ぬ、 朝議 終に 日 をき さみて 其歸 

國をは 催させ 玉 へ と、 長 人い さ 、か從 ひ 奉らす、 十 A 

tn に 至り 御 評議 はしめ て 一つに 定り、 一橋 殿 總督の 

仰 を i^..- 、諸國 の 軍勢 を 手配 し、 明る 十九 日に、 所 

在の 長 賊を征 し 玉 ふ、 伏 見 表 へ は 戶田采 女 正殿 §、 先 

鋒と なり、 井伊 掃 部 頭 殿の 兵 を 二の 手に 備 へ 、其 兵 を 

して 急き 祧 山の 要害に 據 らしめ、 會津桑 名の 兵是に 

繼く、 此 1 ー國は 京の 重職 を 承 は b けれ は、 方面の 諸 軍 

の 進 を 指揮し、 蒔 田 相 摸守監 軍たり、 有" is^ 遠 江 守 

殿、 小 笠 原 大膳大 夫 殿 は、 遊軍と な b て 其 あとに つ 、 

き、 山 崎 表の 奇兵に 備へ、 間 部下 總守殿 g、 市 橋下總 

守 殿 I、 小 出 信 濃 守 殿 1、 は 豊後橋 を 守 b 、八幡 表 へ は 

松^ 伯誉守 殿、 松 1^ 甲斐 守 殿 先鋒と なり、 伯耆守 殿の 

兵 は 先た ちて 八幡 山 を 取 押へ、 藤 堂 和 泉 守 殿の 兵 其 


As 

後に 備へ、 酒 井 若 狹守殿 §、 は授木 原に 押し出し、 天 

龍 寺 山 崎との 間 を 押 へ 、賊の 糧道 を 絶た しめ、 天 龍 寺 

へ の 討 手に は、 我國右 先鋒の 仰 を 承り、 本 多キ： 膳 正殿 

g  、二の 手と な， - 、松 平 越 前 守 殿 I、 總 兵た. o、 左 先鋒 

に は 大久保 加 賀守殿 1、 つ、 いて 松 平 隱岐守 殿 I、 總 

兵と なり、 監軍 一 人是に 臨む、 三面の 備定り けれ は、 

東 寺 を 御 本陣と 定められ、 幕府の 旗下 及 ひ 會渾の 侍 

等 是に陣 し、 一 人の 監軍 あ. 9、 細 川 越 中 守 殿、 有. iir 中 

務大輔 殿の 兵 は、 奇兵と な. 9 て 變に備 ふ、 其 外 靑出因 

幡守殿 I、 は、 遊軍と して 三 條の邊 りに 備へ、 松平筑 

前 守 殿 §、 の 勢 是に績 く、 松 平 豊前守 殿 §、 は 老か坂 

に、 松 平 相 摸 守 殿 は 上 加 茂に、 仙 石 讃岐守 殿 1、 は 下 

加 茂に、 松 1^ 備前守 殿 は 鷹 か 峯に備 へ 、別に また 尾 張 

大納言 殿 §、 の 勢に て、 上 加 茂の 川 南 を 押へ、 加 賀屮納 

言 殿 1、 の 勢 は、 贼の 屋敷 幷に宗 對馬守 殿， の 第 を 押 

へ、 筑 前の 勢 を わかち、 因幡の 第 を 押へ しむ、 是皆賊 と 

姻親 あ. >  、或 ひ は 密かに 交通せ る を もて、 若し やの 變 

を 戒められ しと 聞え た. o、 明れ は 十九 日の 昧爽 に、 我 

勢 は 第 中に 勢 揃 へ して、 御 家老 小松帶 刀、 御 側役 西鄕 

吉之 助、 御 軍役 奉行 伊地知 正 治 等 謀 主と な .9、 夫々 の 


となりな と、 の浮說 起り、 人の 心も穩 かならぬ 有檨 

なれは、六月廿九日、忝くも^1:^翰の勅命四ケ條を j 橋 

殿に 下し 玉 ふ、 一 に は 世上 近頃 安から さるの 由、 いと 

と 心 を 痛ましめ ぬ、 昨年 八 月 十八 日の 擧は 、まったく 

閻白 以下の、 朕 か 仰を镜 めしに は あらす、 其 後件々 の 

仰 も、 皆 朕 か 意中よ b 出せし 疑 ひなし、 今や 僞勅 

なと、 の說 あるよ し、 必す是 を 疑 ふ 事な かれ、 一 一 に は 

親征 行幸の 事、 皆 朕 か 好ま さる 事 なれと も、 疎 暴の 公 

卿と も頻に 要し 請て、 勢 ひの 留め 難き によ. 9、 詮方な 

く 大和 行幸 を 命せ しなり、 されと も 元より 心に 好 さ 

る 事 なれ は、 猶豫の 命 を 降せ しな. 9、 三に は 十八 日の 

事 は、 守護の 當 職なる を もて、 松 平 肥 後 守に 仰せし に、 

肥 後 守 忠誠の 働き、 朕 も 深く 嘉 みしぬ、 露 も 私情 ある 

にあら す、 是また 誤る 事な かれ、 四に は 長 門の 國人京 

へ 入る 事 は 決して 宜 からす、 前條の 事、 若し や 疑惑の 

起る 時 は、 一 方なら ぬ 大事 なれ は、 わさと 申 諭す 所な 

,9 との 御 事な 、其 後 朝議 まちく に て 、或は 其 苦情 

を 歎き 申す は臣 子の 當然 なれ は、 御 採用 あるへ くも 

やと 申し、 或は 重ねて 論し つけ、 皆々 歸國 せし むへ し 

なと、、 定る事 もなかり しか 、長 門の 家老 益 田 右衞門 


介、 國司信 濃の 兩人 は、 に 多勢 を從へ 上洛し、 信 濃 

は天寵 寺に 入. >  、右衛門 介 は 山 崎に 留 つて、 天 龍 寺よ 

. ^釋迦 堂、 山 崎の 問 軍兵 引 も きらす、 夜 ことに 篝火を 

如意が嶽等に燒き、盛んに勢を張.^、すはゃの變に臨 

みな は、 十五よ.. H ハ十 まての 京 民 は、 みな 方 人 させん 

と 結構せ り、 朝廷に は 寬仁を 御 旨と し、 樣々 と 仰せ 諭 

させ 玉へ とも、 かって 從ひ 奉らされ は、 諸國 詰め 合 ひ 

の 大小 名、 我國へ も、 仰せ 降りて、 長 門の 國 人我 廪の 

振舞 はな はたし、 如何なる 變 事の 起る も 測られす、 若 

しも 其 期に 臨みな は、 兵 を 出し 方面 を 守り 奉る へし 

とぁb、我國はさきょり乾御門の警衞を承h^、其ぅ へ 

在京の 侍 も 多^ら ね は、 餘儀 なく 御 斷りを そ 申 上け 

る、 七月 八日に は 又諸國 へ 仰 付ら る \ 趣 は、 夭 龍 寺 其 

外に 屯せ る 長 門の 國の 者と もへ、 幕府よ 度々 申 諭 

せと も、 諸國 よ..^ も說き 示し、 事穩 かに 計ら ふ へしと 

の 御 事 なれ は、 我國 よ.^ 書を舉 りて、 彼等し はく 朝 

命に 背き、 氣ま、 の有樣 あら はれ けれと も、 朝廷に は 

恩 を 推し 誠を披 ひて、 くさ/^ の 御 諭し ありて、 名 も 

すち もい ちしる し、 今 か へ つて 諸國に 仰せ 諭させ 玉 

ひな は、 朝 威の 御輕 重に 係りなん 事 を 恐れ 奉る、 餘國 
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か. o 引 具して、 下野の 國日 光山 へ うちの ほり、 束照宮 

の 御前に て樓 夷の 事 を 祈願し、 遂に 上野の 國太： 牛 山 

に 屯し、 故大納 -K 殿の 御 息、 今の 松 備前守 殿の もと 

へ 書 を 奉. 9、 攘夷先鋒の勅許を執成^^玉はん事を求 

む、 殿 はたやす く 其 申す 3s を 承諾し、 五月に 至.. >  書 を 

朝廷に さ ゝけ、 此由を 申請 はる、 浪人 等 は いよく  < 

心 を 動かさん とて、 御 老中 板 倉 周 防 守 殿への 上書、 及 

ひ 激文を 作りて 四方に 流 傅す、 其 意 偏へ に 十八 Ht の 

isli. をに くみ、 薩贼曾 好と いふに 至る、 されと も關 東に 

は 墓々 しく 是を追 捕し 玉 はさり しか は、 四方の 浪人 

ともます く 我 まゝの 所業 多し、 此時將 軍 家 は 守護 

職 御所 司 代の 外、 一橋 殿 幷に御 老中 稻葉美 濃 守 殿， g、 

等 を 御 警衛に 殘し 置れ、 京 を 立せ 大 坂よ 火 船に め 

され、 五 廿 tw 關 東に 着せ 玉 ふ、 朝廷に は 去 秋の 八 S: 

より、 長 門の 留守居 三 五 人の 外 は、 固く 其國 人の 入京 

を 禁し玉 ひけれ とも、 國 人と も竊に 上京して、 市街 寺 

院等 にかくれ 潜り、 暗み に まきれ しはく 殺害 等の 

事 あ b  、松： 牛 肥 後 守 殿 は 守護の 御 役 なれ は、 痛， く此輩 

を誅 捕せ て は 叶 ふまし と、 朝廷へ 窺 ひ、 たと ひ 誤って 

他方の 人を誅 捕す とも 許し 玉 ふへ き 事 を 請 ひ、 六 e: 


八十 二 

の 初めより 勅命に 從て、 松； 牛 越 中 守 殿の 勢と 共に 数 

十 Kn 人、 手 ことに 白 槍統 なと 持ち、 夜晝 となく 巡 察 

しけれ は、 生 捕 打捨の 者す くな からす、 此 n サ三 ：n 畏 

門の 家老 福 原 越後 は關 東へ 下向す と 申立て、 數；. H の 

兵 を 引 具し 伏 見に 滯在 しける か、 書 を 奉 b  、國主 父子 

幷に實 美 等の 罪を赦 させ 玉 はん 事を訴 へ、 しかの み 

ならす、 同國の 侍數人 石淸水 八幡の 社へ 參 籠して、 稻 

葉 美 濃 守 殿に すかり、 書 を捧け 苦心の 程を述 へ、 勅勘 

をと き 父子の 上京 を 許させ 玉 ふへ しと 申 歎き、 また 

因幡、 阿波、 福 岡、 對 al- 等の 諸國を 語ら ひ、 t 《援け を は 

求めけ る、 朝議に は 越後 一 人留り 居て、 如何にも 仰の 

降る を 待ち、 餘 のしつ かなら さる 者 共 を 申し 鎮め、 速 

に 國に歸 すへ しとの 御 事 なれと も、 越後 承服せ さる 

のみなら す.、 近頃 天 龍 寺 へ 集h^し國人、及ひ浪人等を 

取 鎮めん と 申し 唱へ、 兵士 三百 許 b 軍の 粧 ひして、 山 

崎ょ.^鳥羽街道を歷て天龍寺に繰入しむ、 其 外 山 崎 

には久 坂元瑞 初めよ.. >來り 居て、 賓寺、 離宮， 八幡 等の 

所々 に 陣取りて、 御嫡長 門 守 殿 不日に 京 着の 由 を 言 

ひ觸 す、 か ゝドし 程に 巷說 まちく に 起 b  、今春の 勅 

詔 は僞. ^なり、 去年 八月 十八 日 以前の 勅 詔 こそ まこ 


忌 u に は、 n:: ことに 幕府の 精進日の 如く 定め、； t 內に 

布告す へし、 五に は 大樹の 代替 ことに、 將軍 宣下 あ 

らは、 拜 恩の ため 必す 自身 上 浴す へし、 若し 其 年 十七 

よ. 0 以下なら は、 代りの 人 もて 御禮申 あけ、 十七に 至 

て 自身 上洛 あるへ し、 六に は 三 家 以下 萬 石 以上の 諸 

大名 も、 家督 加 官の時 は 上京して 御 禮申上 へ し、 その 

年 十七よ. 0 內 なら は、 大樹の 例に 從ふ へし、 七に は 西 

國の諸 大名 關 東へ 往來す るに、 山城の 國を 通..^ な は、 

上京して 天機 を 窺 ひ 奉る へし、 其滯 京の 日 數は谷 か 

心に まかす へし、 八に は 天下の 政事 はすへ て關 東へ 

ゆたぬ へし、 されと も國 家の 御大 事に 係る 程の 事 は、 

奏聞して 後に 行 ふ へ し、 しかの みならす、 君臣 上下の 

すち を 正し、 恭順の 道 を 旨と して、 書附 のた くひに 至 

る 迄 も、 颠 倒の 事な かる へし、 九に は 朝廷の 御 忌日に 

は、 輕 き罪條 たりと も 仕置す る 事な かれ、 十に は 九 門 

の 御 警衞は 萬 石 以上の 大名に 命す へし、 十一 に は 行 

幸の 事、 猶 また 朝議のう へ 仰せ 定めら るへ し、 十二に 

は 今諸國 疲弊す といへ とも、 五 年 目 每に手 かろき 國 

產 ニー 品を贯 き舉 るへ し、 其 使者 京に 入ら は 先つ 御 

所 司 代へ 申し、 御所 司 代す くに 武傳の 奏者 衆に 申し 


て 進貢の 日を咨 ひ、 其 日定. > な は 使者 之 を 奏者 所に 

捧く へし、 十三に は 親王 一 相^し 玉 ひ、 廢 朝に 及 ひな 

は、 幕府の 三 家 三 卿の 例に «f し、 海 內に鳴 物 を 停む へ 

し、 傅 議のニ 奏者 は 御 老中に 準せ よ、 是 まて は 幕府の 

親族 死せ し 時 は、 勾 當の掌 侍 執 計ら ひ、 鳴 物を禁 した 

れと、 今より は此 事を罷 むへ し、 十四に は宜秋 門の あ 

た. 0 を 廣めま ゐらす へ し、 されと 此門 は、 西方に 歷面 

して 大將 軍の 凶 方 なれ は、 こ. 3j し は 暫く 置き、 來る pj^ 

寅の 年に 至り、 士！ 1月 良 辰を擇 ひていと なむ へ し、 十五 

に は 御 築地 東北の 邊 りを廣 め、 御花畑 仙 洞 故 院を修 

治し 舉る へし、 十六に は 泉 涌 寺 先帝の 山陵 御 掃除の 

事、 猶 また 整 ふ檨に 下知す へ し、 十七に は 禁中の 御贿 

ひ 向き 御 改革の 事、 精 微に行 は る 、樣に 下知す へ し、 

十八に は 皇子 皇女、 なる へく は 御法體 なされ さる 永 

績の 良法 を は 、つく くと 評議し 奉る へしと な hv  、去 

年 八；：：： 十八 日 みやこの 騒き あ しょり、 畏 門の 國人 

は竊 かに 國を 出て、 東 國北國 の 大名 を 語ら ひ、 如何に 

もして 援けを 求めん としけ るか、 此1=:水111,ょ.=^浪人 

せし 藤 田 小 四郞、 浪人 田 丸稻之 右衞門 等、 水 よ. -故 

大納言 殿^ 5 虹 ほ 域 一の 木 主 を 取 出、 群從 の浪士 三お は， 
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序 あ -.9、 

征夷 大將軍 右のお ほい まう ちきみ 內に參 り 玉 ひ 

ける 日、 召れ て參 りけ るに、 南 殿の 前にて 舞樂を 

奏し させ 玉 ひける、 折し も 御前 櫻の 盛 b な b け 

れは、 

舞 人の 釉ふ きかへ す 春風に みはしの 花 も 香に 匂 ひ 

ク、 

廿 八日に は、 不時に 第 中の 士卒 を 調練し 玉 ふ、 公 はか 

たく 深き 思 食 もお はしまして、 此 程より 御 歸國の 

事 を 願 はせ 玉 ひし か、 四月 八日、 公へ 朝 命く たる、 

長々 滯京、 御用 相 勤、 苦 勞思召 候 間、 今度 賜，， 御 暇， 

候、 但島津 圖書殘 置、 非常 之 節禁闕 警衞有 候樣 

御 汰沙候 事、 

十一 日に は、 傳奏野 宮中 納言定 功 卿よ 、御 暇の ため 

に參內 あるへ きの 旨った へらる、 公 は 冠帶を 御と、 

の へ 、 いつもの 所より 昇らせ、 鶴の 間に 侍 ひ 玉 へ は、 

傳奏衆 立いて ゝ 、天顔 を拜 せらる へ きの 旨 達せられ、 

小 御所の 御 下段の 南厢へ 御案內 申され、 甘露 寺左少 

辨勝 長の 執奏 にて、 龍 顔 を 拜し舉 .0、 進て 御 下段に 於 

て 天！^ を も 御 戴き ありて 退き 玉 ふ、 傅 奏衆は 虎の 間 


に 列座あって、 定功 卿よ.. >、 此度 御い とまに 御 扇子 

三本、 御白 晒 五 端 を 賜 はるの よし 傳 へら、 れ また 勅書 

を 降し 玉 ふ、 

1 昨年 來 格別 周旋、 公武 御 一 和 之 基本 を 開、 其功勞 

拔群、 且 昨秋 以來 長々 滯京、 參預等 苦 勞被ニ 思 召： 依 

, レ之從 四 位 上 左 近 衞權中 將推任 叙 被 二 宣下 _ 候 事、 

公 は 重々 の 天恩 を拜 し、 退 ひて 御禮 として 諸 王公の 

館に 參らせ 玉 ひ、 十八 日に 京 をた ち、 大 坂よ. 9 火 船に 

召し、 同廿 六日 細 島よ. 0 御上 陸、 五月 三日に 佐 土 原に 

館し 玉 ふとき、 淡路守 殿の 願 ひに て、 御 嫡子 又 之拖殿 

へ 御 加冠の 御 事 あ. 5、 太守 公 は 加 治 木の 鄕 まて 御 出 

迎へ、 同 月 八： 《 鹿兒 島へ 着き 玉 ふ、 京に て は 將軍家 窺 

は せらる、 御 331 あって、 四月 廿 九日、 一橋 殿、 松平大 

和 守 殿、 其 外 御 老中 等、 叙 慮に 遵ひ舉 りて 十八 ケ條の 

制度 を 定め、 朝 許 を 歷て海 內に傳 へらる、 一 に は 伊勢 

の 神宮へ 御供 料と して、 今年よ b 現 米 二 千 石 を增し 

舉る へし、 二に は闕 字； 牛 出 等の 法、 ことくく 令 制に 

遵ひ 守る へ きの 3:1、 海內に 布告す へし、 三に はま 上の 

御 誕辰 六月 十四日に は、 仕 殺の 事 を 停む へし、 四に は 

仁 孝 天皇の 六日の 御 忌 =、 新 朔. 平 門院の 十三 日の 御 


承服せ され は、 諸國の 大小 名 仰せ 征伐す へしと て、 此 

月の 十 一 日 御 老中 酒 井 雅樂頭 殿、 水 野 和 泉 守 殿、 有 馬 

遠 江 守 殿 I、 一 一條の 城よ.^ 我の 御 留守居 を 召し、 默 W 

lll^iss 中、 御 密書 を 太守 公に 傳 へ らる 、 に は、 此 

た ひ 長 門 父子へ 御問條 の" 御 事 あり、 若し 承服いた さ 

す は、 速に 征伐 ある へきに より、 急き 軍兵 を 整へ 用意 

あれ、 されと も 出陣の 期限 攻 進の 場所 は、 後日の 仰 を 

待つ へしと あり、 大將 軍に は紀 伊.^ 納言、 m 、副將 軍 

に は 松； 牛 肥 後 守 殿、 御 老中 有 馬 遠 江 守 殿 は 差 副の 役 

た..^、其外西南國等の諸大名aa陣せらるゝ人々には、 

松 平 阿波 守 殿、 1、 松 平 相 摸 守 殿、 ま， 松 平 出 羽 守 殿、 

§  、細 川 越 巾 守 殿、 松 平 安藝 守 殿、 松 si 前 守 殿、 1、 小 

笠 原 大膳大 夫 殿、 1、 阿部 ま 計 頭 殿、 M、 脇 坂 淡路守 殿 

I、 とそ 聞え ける、 この 日 將軍家 御 使 を 遣 はされ、 公 

に 物 を 賜 ふ、 十三 日に は 勅使 あ. 9 て、 夜中 遽 かに 參 

內し玉 ふ、 長 門 御 征伐の 朝議と いふ、 十五 rn はまた 參 

內 あり、 橫濱銷 港の 御 評議と かや、 同き 二十 一 H 

は、 松 雛 公の 御畫像 御開 眼 あるに より、 相國 寺の 內 

林 光院に 御もう て 御拜禮 あり、 あくる 二十 二日、 水 

野 和 泉 守 殿 一 一條の 城より、 御召し あるの 皆 傳 へられ、 

il 述 編—： ^1^ 


未の 刻 はかりに 御 登城 あれ は、 牡丹の 間にて 和 痰 守 

島 津大隅 守 

年 來國家 之 御爲勵 精盡カ 致し、 當節之 御 場合に 至 

候 段、 御 満足に 被，, 思 召， 候、 依い 之 御 鞍 置 馬被レ 下、 

愈 精勤 可い 致 候、 

大目 付渡邊 甲斐 守よ b  、外に も 御用 之 候 へ は、 しはら 

く 御留り あれと 申す ゆ へ 、其 座に 侍 ひ 玉 へ は、 重ねて 

和 泉 守 殿御 座の 間へ 御 案內ぁ b て、 將軍 家へ 御 謁見 

あれ は、 去 八月 十八 日、 朝議の 正しき に復. 9 し 折、 在 

京の 侍と も 殊更 周旋せ しも、 かねて 申附 のよ き 故な 

-.^ と、 御 懇ろの 仰せ 事と も あ h- て、 御手つ から 御 刀 を 

遣は さ る、公は是を拜受ぁ..^ て、大廣間のニ の間に御 

返き、 雅樂頭 殿 へ 御 逢 ひ、 右 之 二 事 を御禮 申して 出 玉 

ふ、 此月 二十 一 日に は 元 治と 改元 あ， 5、 このと き 公 は 

諸 王公 卿 大名 等と、 猶も しはく 往來 ましく、 天 

下の 事 も 日に 正しき に改り 行く、 三月 九日に は將軍 

家參內 あ. 9、 公 も 同し く 朝し 玉へ は、 天氣 もい と 御 

心よ けに わたらせ 玉 ひ、 舞樂 なと 御 もてはやし、 將 

Saf 家 以下 を もてなし 玉 ふこ そ 有難 けれ、 御 歌 並に 御 
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候處、 我に 十分 之 武備 さへ 相 立 候 得 者、 神州 之氣節 

に而 者、 數十 年を經 すして 御國 威海 外に 輝き、 宇宙 

に 冠たる 强國と 相 成、 夷賊御 征服 無， 疑 儀と 奉ン存 

候、 不肯之 私、 實 以不， 堪，， 恐懼， 候 得 共、 一 昨年 來聊 

官武之 御爲に 奔走 仕、 殊に 昨秋 御 召 之 勅 を 紫り 上 

京 仕 候處、 彌內外 切迫 之 世態、 殆と祌 州 之 御 安危に 

關り候 儀與舉 ぃ存候 間、 前 條確證 を 得 候 事件 等、 愚 

盧之儘 申 上 候、 猶御 賢盧相 伺候 而、 必死 之 微力 奉 

レ壶度 舉レ存 候、 誠惶 敬白、 

かく 申させ 玉 へ は、 やかて 幕府より 人 を 遣 はされ、 初 

めて 攝海 兵備の 事 起る、 三 條實类 等 は 長 門の 國に潜 

ま.^ 居て、 ひそかに 人 を 京に の ほせ、 傳奏 衆に たよ 

h^、 かねて 主上の 攘夷に 御 心さし 深く まします 事 を 

贊し 奉. 9、 且 おのれ 等 か 世に わ ひしき 有樣 をな けき、 

罪 ゆるされん 事を陳 す、 折し も みやこに は 諸 國の贵 

賤 群集し、 樣々 の そら 言 を も 申し 觸ら しけれ は、 公 諸 

侍 等に 御 諭し あ hv、 

夷賊 征服 之 儀、 從來之 叙 慮に 被， 爲， 在 候 得 者、 今般 

官武御 一途 之 根 軸 被 立、 袁 翰を以 被，， 仰 渡， 候 

趣 被. "爲， 在 候 上 者、 幕府 者 勿論、 列藩 一 同盡 n 死力， 


せ ャ 凡 

不レ舉 襟， 候而 は、 臣子之 分 難 n 相濟， 儀與ぉ 

候、 就而者 於，， 征夷 之 策略， 方今 之 急務た る は、 攝海 

之 要港 守備 嚴重相 調 候银に 可，， 有， 之存候 間、 時世 

之 急務 致 n 言上 - 候樣と の 趣、 先達 而申 渡^ 候 得 

猶又右 攝海守 箱 之 術に 於而 者、 成敗 之 所， 分 、人命 

之 所, 係に 而、 實以 至大 至 重 之 事 候 間、 方略 之 次第 

存寄 有, 之 者 は、 不，， 差 置， 可，， 申出， 候、 當時 於，， 諸 

藩？ 開 鎖 之 論 致 二 紛擾， 候 哉に 相 聞 得、 甚 敷に 至候而 

者、 我 藩 を 開港 說と唱 候 由に 候 得 共、 決而可 レ咎に 

非す、 又 一 時 偸 快 之說を 聞て 可， 動に 非す、 我等 趣 

意に 於而 者、 一昨年 來致ニ 持論， 候 通、 我に 十分 備 

を 設け、 萬 古 不易 之 征夷 を 行 ひ 度との 着服に 而、 祌 

州 之 安危に 致 二 園 係， 候 御大 事 之 時に 至， 9、 數年之 

叙 慮に 奉，， 基、 大策兒 据候上 者、 天下 後世 迄 も 致，， 貫 

徹， 度 志に 候條、 幾重に も 趣意 取 違 無 レ之檨 、爲- 心 

得， 申 聞 候 事、 

長 門の 國人 はとし ころ 氣 儘の 振舞の み 多 けれ は、 朝 

議 ありて、 其 御 捌き ことくく に將軍 家へ ゆた ね 玉 

へ は、 將軍 家に は畏 門の 末 家、 幷に 家老 一 人 を 大坂ま 

て 召 寄られ、 御賴問 ある へ しと 定.. > 、若し このた ひも 


國に兵 艦 を 差 向 候に 者、 必先 つま 《國 之都會 咽喉 之 

場所 を攻墼 すと 相 見得 候 得 者、 前條 通、 攝海之 形勢 

無人 之 地 同前に 而者、 も 禁闕之 保護、 京 畿之警 

衞、 如何 可い 有い 之 哉、 實以 不安心 之儀與 舉ぃ存 候、 各 

國之 兵備 者、 各 國主之 量 見 も 可い 有,， 之 候 得 共、 何分 

攝海之 要港に 者、 公武 同 一 體 に而、 皇國之 全力 を 

以、 彼 か 砲艦に 可- 1 對應， 海陸 之實 備を嚴 にし、 內外 

之見据 屹度 相 付、 速に^ 慮 相 立候樣 有い 之 度舉， 存 

候， 旣に 近年 諸國 に 而 無謀 之 攘夷 相 唱候面 々も、 嘉 

永 癸 入港 以來、 頻に內 備之譏 論 も 有， 之、 十 年 之 

星霜 を經候 而も 其驗 不二 相 見， 候に 付、 匹夫 之 分に 

して 始終 之 遠 略に 渉らす、 一 己 之 管 兌 を 以扼腕 切 

齒 いたし 候、 志に 於而者 一 圖に 不レ可 レ惡譯 にも 可 

レ有 n 御座， 哉、 乍い 併 御國體 之立不 立、 懷 夷之 成不 

成、 克々 其 利害得失 を 熟考 仕 候 得 者、 誠に 以不レ 可 

ン謂 神州 之 御大 事た る は、 事理 判然たる 譯に 御座 

候、 堂々 たる 天朝 幕府、 天下 之 大事 を 決せられ 候 

に、 一 時 之 物議に 拘泥し、 不成之 攘夷 を 行 ひ 候 者 

不一 一思 寄， 御 儀に 而、 被， 重，， 社稷 一 候 御 趣意に 無， 之、 

且者 後世に 對し、 臣子之 分 難，， 相 立， 候 間、 是非 攘夷 
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之攘爽 たる を 行 ひ、 盟，， 天地 ー舉， 安， ま 襟， 度 儀に 御 

座 候、 偖 攘夷 之擴 夷た る を 行 ひ、 舉レ安 n 裒襟， 候に 

は、 先以彼 を制膨 する 之 武備 充實致 候 儀、 急務に 可 

, 有，， 御座？ 勿論 一 昨年 來 幕府 之 御 政體、 昔日 之 比に 

無.， 之、 內斷然 たる 非常 之 改革 を 行れ、 外 諸 大名 之 

參勤者 相 弛、 妻子 各 其 園に 引取 候檨 被い 命 候 上 者、 

夫 等 之 餘財も 有 道理に 候 間、 御手 始に 神速に、 

京攝之 御備向 盛大 嚴 重に 被い 設度 舉,， 存候、 實以 不，， 

容易- 譯者 勿論に 候 得 共、 於 二 幕府， 勤王 之 至誠 被，, 

相 貫： 斷然 たる 御處徵 を以、 天下 之 耳目 を 一 新せ し 

め、 假令 暴論 之輩與 いへ とも、 感泣いた し 候 様 無 

ン 之候而 者、 祌洲 挽回 之 道 相 立 候 儀 夢々 六ケ 敷、 然 

者 乍く 恐 朝廷 之 朝廷た る御體 裁可.， 被：， 爲 儀 者 勿 

論に 而、 第 一 者 幕府 之 幕府た る 御 職掌 被 レ盡候 

厚薄に 依. >、 治亂 興亡 之 儀 相 分れ 可い 申 候 間、 能々 

御鑑察 被， 爲.^ 在、 大根 本た る 武備 充實之 大業、 速に 

御 収起相 成 度 奉い 存候、 咋 夏敝邑 に而英 夷と 一 戰之 

砌、 砲艦 之備 手薄に 候 故 を以、 僅に 黻；^ 之 場に 至り 

候 迄に 而、 一 艦 を 打 沈 得さる は實に 千載 之 遣慽、 武 

門 之 瑕瑾と 恐 入 候、 乍， 併 彼 か 伎倆 を克々 致， ー實 察， 
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家 茂 不肖 之 身 を 以て、 徒に 重 位 を 辱め、 紀 綱不， 振、 

內外之 禍亂相 踵、 頻年 奉.， 惱ニ袁 襟， 候而 巳なら す、 

去 春 上洛 之 節、 攘夷 之 勅 を 奉す と雖、 其事實 遂に 難 

ゾ 被い 行、 橫濱鎖 港 之 談判 すら、 未成 功之 期限 も 難 

ン量折 柄、 再 命に 依而 上洛 仕 候 上 者、 極而 逆鱗に 觸 

れ嚴譴を可，，相蒙，者、素ょ..^覺悟仕候處、意外之袁 

賞 を 奉 J 豕候 のみなら す、 至 仁 之 恩 諭 を以、 臣家茂 

幷大 小名 を 赤子 之 如く 御 親愛、 將來を 御勅誡 被， 爲 

在 候條、 臣家茂 一 身 之 上に 取り、 海 岳之鴻 恩、 實以 

可レ 奉-一報 答- 樣も 無い 之 候、 自今 以後 萬 事 之 舊弊を 

改め、 諸侯と 兄弟 之 思 を 成し、 心 力 を 合せ、 臣子之 

道 を審" し、 勉而大 平 因循 之 冗費 を 省き、 武備 を嚴に 

し、 內政を 整 へ 、生 民 を 蘇 息 致し、 攝海 防禦 者 勿論、 

諸國 兵備 を充實 仕、 洋 夷之 輕 侮を絕 ち、 砲艦 を嚴整 

して、 遂に 膺懲 之 大典 を 興起 致し、 御 國威を 海外に 

可 &與之 l^gt 條件 等、 彌勉勵 仕、 乍； 

奉 n 休憩， 度 奉い 存候 事に 御座 候、 乍い 併 膺懲 妄舉仕 

間 敷 與之數 盧之趣 者、 堅く 遵奉 仕、 必勝 之 大策相 立 

候樣 可い 仕 奉， 存候、 尤橫濱 鎖 港 之 儀 者、 旣に 外國， は 

も 使節 差 出 候 儀に 御座 候 得 者、 何分に も 成功 仕度 
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奉：， 存候得 共、 夷 情 も 難， 測 候 得 者、 沿海 之 武備に 於 

而者、 益以奮 發勉勵 仕、 武臣 之 職掌 固守 仕、 大計 大 

義者 悉く 國是を 定め 篾斷を 奉い 仰、 白 S 國之 衰運 を 挽 

回して、 外は慢 夷之 膽を吞 、內者 生靈を 保ち 奉レ 安， 一 

叙 慮； 上 者 皇神之 靈に報 ひ 奉 ト人下 者 祖先 之 遺志 を 

繼述し 度 奉， 存候、 是則臣 家 茂 之 至誠 懇禱に 御座 

候、 依 此段 御請 舉 n 申 上， 候、 臣家茂 誠 恐 誠懼頓 

首 謹言、 

かさねて 速に 橫濱鎖 港の 功を遂 け、 攝 海の 備を 整へ、 

諸國の 兵備 も其驗 しある へ き樣 にとの 勅命 を 降され 

けれ は 、將軍 家 御請 あ.^ て 、勅命 及 ひ 御う けの 文 を も 

に 海 內に傳 へ 示し 玉 ふ、 此 ころ 公の 幕府へ 獻し玉 ふ 

御 書 

夷賊御 征服、 皇威御 振興、 生 民 塗炭 之 苦 を 被い 爲レ救 

度與 之、 從來之 叙 慮に 被， 爲レ在 候 得 者、 必死に 遵奉 

仕 候 儀 者 武臣 之 《s 分、 おのっから 幕府より、 攘夷 之 

策略 寬急之 次第 御 建議 可 ^ 有い 之 箬候得 共、 今攝海 

之 御手 當向相 察 候處、 海岸 に 、彼 之砲濫 に 可，, 對應 ， 

砲臺乏 敷、 陸上 に 野戰を 可い 營之備 無， 之、 我 何を以 

勝算 可い 有.， 之 哉、 是迄之 夷 を 以相考 候處、 往々 人 之 


原實美 等、 鄙 野の 匹夫の 暴說を 信用し、 宇內 

の 形勢 を 察せす、 國 家の 危殆 を 思 はす、 朕 か 命を矯 

て 輕卒に 攘夷の 令 を 布告し、 妄に 討幕の 師を與 さ 

ん とす、 i;^ 長 門 宰相の 暴臣の 如き， 其 主 を 愚弄し、 

故な きに 夷舶 を砲槃 し、 幕 使 を 暗殺し、 私に 實类等 

を 本國に 誘引す、 此の 如き 狂暴の 輩、 必罰せ すん は 

あるへ からす、 然 と 雖皆是 朕 か 不德の 致す 所に 

して、 實に悔 慚に堪 す、 朕お も へ らく、 我の 所 レ謂 砲 

艦 は、 彼 か 所ビ謂 砲艦に 比すれ は、 未た 慢 夷の 膽を 

吞に 足らす、 國威を 海外に 顯 すに 足らす、 却て 洋夷 

の 輕侮を 受ん歟 、故に 頻に願 ふ、 入て は 天下の 全力 

を 以て 攝 海の 要 律に 備 へ 、上 は 山陵 を 安し 奉. y  、下 

は 生 民 を 保ち、 又 列藩の 力 を 以て、 各 其 要港に 備 

へ、 出て は 數艘の 軍艦 を 整へ、 無い 飽 おの 醜 夷 を 

征討し、 先皇 膺懲の 典を大 にせよ、 夫 去年 は 將軍久 

しく 在京し、 今赛も 又 f 亦 上洛せ り、 諸 大名 も 又 f 亦 

東西に 奔走し、 或は 妻子 を 其 國に歸 らし ひ、 宜な 

費用の 武備に 及 はさる こと、 今より は 決して 然る 

へ からす、？ 太平 因循の 雜費を 減 省し、 力 を 同 ふ 

し 心を專 にし、 征討の 備 を精銳 にし、 武臣の 職掌 を 
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し、 永く 家名 を 辱む る こと 勿れ、^ 呼 汝將軍 及 ひ 

各國の 大小 名、 皆 是朕か 赤子 也、 今の 天下の 事、 朕 

と共に 一新 せんこと を 欲す、 民の 财を耗 す ことな 

く、 姑息の 驕^ 奢 を なすこ. i なく、 躋懲の 備を嚴 

にし、 祖先の 家業 を盡 せよ、 若し 怠惰せ は 特に 朕 か 

意に 背く のみに 非す、 皇 神の 靈に叛 く 也、 祖先 化宗 

の 心に 違 ふ 也、 天地 鬼神 も 亦 汝等を 何とか 云 はん 

や、 

將軍家 は 去ぬ る廿ー 23 參內. て 右大臣に 任せられ 

しか、 廿 九日 また 從 一 位に 昇進し 玉 ふ、 是は 大和 國に 

て 神武 天皇の 山陵 御修 封の 事 を、 田 越 前 守 殿 1、 舉 

行して、 はや 年內に 成就の 功 を 奏せられし を 賞し 玉 

ふ 所と かや、 二 e: 朔 日に は、 坊 城大納 言 俊克卿 より 我- 

の 御 留守居 を 召し、  公に 大隅守 御 兼任の 勅 を 傅へ 玉 

ふ、 同し き 十四日、 將軍家 御 受の文 を 朝廷に 捧 けら 

る、 

去 月 廿七 =3 拜見 被，， 仰 付， 候 M 翰 之 叙 旨 者、 御 即位 

以來 皇國之 災禍 を、 悉く 1^^躬 之 御上に 御 反 求 被， 爲 

レ在候 勅諭に 而、 誠以 恐懼 感泣 之 至 奉い 存候、 倩 幕府 

從前之 過失 を 自反仕 候 得 者、 多 罪 之 至 奉レ存 候、 臣 
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卿、 廣幡 大納言 忠禮 卿、 野宮 宰相 中 將定功 卿、 阿野 左 

中將 公誠 朝臣 等の 御 もとへ 參 られ、 昨日の 御 恩 を 謝 

し 玉 ふ、 十九 日に は 御 老中 酒 井 雅樂頭 殿よ.^、 御 登城 

あるへ きの 旨傳 へられ けれ は、 先つ 松 平大藏 大輔殿 

の 館に 立 寄 H.I ひ、 伊達 伊豫 守 殿と もに 殿上の間に 御 

ひか へ 、御 目 附建部 德四郎 に 御 屈け 申させ、 大 廊下に 

て 一 橋 殿、 松 平 大和 守 殿、 御 老中 等に 御 逢 ひ あ. > 、御 

書院へ 入せ 玉へ は、 前の 方々 も 伺候せられ、 初めて 將 

軍 家に 謁し 玉 ふ、 將軍家 も 御 うれし 氣に公 を 御 膝 も 

とへ 招き、 ねん ころに 昨年 このかた、 よろ つの 事に 御 

カを盡 されし 事 を御慼 あ. 5、 大 藏大輔 殿、 伊豫 守 殿 も 

御 同座に て、 御 葉 子 御 吸物な と 賜 はり、 ゃゝ あって 將 

軍 家 ふた、 ひ 御 膝元に めされ、 御手つ から 御酌 とら 

せ 御 を 賜 ひ、 御 膳 まても 御 もてなし あり、 事 終りて 

のち、 大 廊下に て 重ねて 雅樂頭 殿に 御 逢 ひ、 今日の 御 

禮 申して 歸. 9 玉 ふ、 この 月、 勸修寺 宮濟範 法 親王 は 

御 還俗 を 許る さ せ 玉 ひ、 山 科の 宫と稱 し 奉る 、是は 公 

幷に 一橋 殿 等の 御 懇願に より、 伏 見 家へ 御復系 あ. > 

ノ：， よ 、^に 大 £±ー 一  位 重德瘌 も 

1; 御 還俗. 5- 許ろ さる、 
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主上 は 正月 廿 七日に、 將軍家 及 ひ 諸 大名 を 召 出され、 

11^  くも 袁 翰の 勅書 を將軍 家に 降し 賜 ふ、 

朕 不肖の 身 を 以て 夙に 天位 を踐 み、 忝 も 萬 世無缺 

の 金甌を 受け、 恒に 寡德の f 仏し 先皇と 百姓と に 

背ん こと を 恐る、 就中 嘉永六 年 以來、 洋夷頻 に娼撅 

來 港し、 國體殆 と 云へから す、 諸惯 沸騰し 生：^ 塗 

炭に 苦む、 天地 鬼神 夫 朕 を 何とか 云ん、 鳴呼是 誰の 

過 そや 、夙夜 是を 思て 止む こ と 能 はす、 甞 て 列卿武 

將 と 是を議 せし む、 如何せん 昇； 牛 二百 餘年、 威武の 

以て 外寇 を制爐 する に 足さる こと を、 若妄に 膺懲 

の 典 を舉ん とせ は、 却て 國家 不測の 禍に陷 らんこ 

と を 恐る、 幕府 斷然朕 か 意 を擴充 し、 十餘 世の 舊典 

を 改め、 外に は 諸 大名の 參勤を 弛め、 妻子 を 國に歸 

し、 各藩に 武備 充實の < ^を 傅 へ 、內に は 諸 役の 冗員 

を 省き 、入費お 減し、 犬に 砲鑑の 備を設 く、 實に是 

朕 か 幸の みに 非す、 宗廟 生 民の 幸 也、 且去舂 上洛の 

廢典を 再興せ しこと、 尤嘉賞 すへ し、 豈 料らん ゃ麋 


召れ、 公 へ くた し 玉 ふ 前書に、 

不-- 容易， 御 時節に 付、 朝議 參預 可い 有,， 之 被，， 仰 付， 

候 、依い 之從四 位下 左 近 衞權少 將推任 叙 被，， 宣下 ， 候 

ほ- 、 

中 川の 宮幷に 近 衞公御 父子 を 初め、. 去年の 冬つ かた 

よ， 9、 公の 御 官位の 事 を 仰 入 させ 玉 ふ 事た ひくな 

れ とも、 公 は 年 ころの 御 志し を 守らせ、 其 上將軍 家の 

御 上洛 もい また 覺束 なけれ は、 あな かちに 御斷. 0 あ 

りし か、 今日の 勢に 當り、 朝 運 御 挽回の きさし も 見 

え、 參預の 仰 ももた され 難く、 且は將 軍 家 御 入洛 も 明 

後日と な. 0 けれ は、 愛に 至， 0 餘 儀な くも 御受仰 上ら 

れ、 中 川の 宫、 齊敬 公、 公純 公、 忠房 公の 御 もとに 參向 

し、 朝恩の 御禮 仰せ 上らる、 同日に 御所 司 代 松 ギ越中 

守 殿 1、 よ. > 、我の 御 留守居 をめ して、 將軍家 ニ條の 

城に 御着 あら は、 公 も 御 登城あって 御悅ひ 申さる へ 

しと 吿 申さる、 將軍家 は 舊臘廿 七日、 火 船よ b して 關 

東 を 立せ、 此月 十五 日 京に 着せ 玉 ふ、 同き 十七 日、 公 

は 御 禮の爲 め 御參内 あり、 先つ 御太刀 一 腰、 黄金 五 枚 

を獻上 ましく、 近衞 公の 御館に て 御 装束 を 整へ 玉 

ひ、 公卿 御門よ.^ 入て、 諸大 夫の 間の 緣頗 へ 昇. y  、鶴 
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の 間に 伺候し 玉 へ は、 傳奏衆 立 出られ、 天拜 ある へ き 

の 3 曰傳 へ られ、 小 御所 三の 間の 南 鹿に て、 恭 くも 龍 顔 

を拜 し、 進みて 三の 問に して 天 否 を 御いた ゝき、 南廂 

に 返き 玉 へ は、 定功 卿より 傅 へ 賜 ふ 勅書、 

島津 少將 

昨年 七月、 薩澳 國鹿兒 島ね 英船 渡來之 節、 早速 懷 

斥、 不レ墜 二 神州 之 威名 T 格別 蠡カ之 由 被，， 聞 召？ 叙感 

不レ斜 候、 依い 之 鞍 置 御馬 一 匹 賜 レ之候 事、 

太守 公 は 御 在 國の御 事 なれと も、 御 いさをし の 程 同 

しけれ は、 裸脊 御： SJ^ 1 Ml 降し 賜 はるの 3nT 同し く定功 

卿よ. 0 達せられ、 虎の 間にて、 右の 戰爭の 折、 家臣 等 

も 骨 を 粉に し 身を碎 きたる 働き あれ は、 判 金 十 枚 を 

賞し 賜 ふの 旨 仰 を 蒙り 玉へ は、 廳 香の 間に 於て 關白 

齊敬 公に 謁し、 深く 御 禮を仰 上られ、 虎の 間の 緣頻に 

て、 御 二 匹 を 御 受収. 9、 傳奏 衆へ も御禮 謝あって、 

鶴の 間へ 扣へ玉 ふ、 此日御 參預の 日な り けれ は、 終 h- 

に は 其 御座に 入せられ、 官事 畢 b て 返き 玉 ふ、 翌 十八 

H に は 尹の 宮、 齊敬公 、公純 公、 及 ひ久世 三位 通 卿、 

正 親 町 大納言 實德 卿、 坊城 大納言 俊克 卿、 正 親 町三條 

大納言 實愛 卿、 飛鳥 井中 納言雅 典 卿、 柳 原 宰相 光 愛 


紹述編 年卷四  ， 

右 者 不一-容易  >  御 秘密 之 袁翰拜 戴 被，， 仰 付， 候に 

付、 不レ顧 二 至 愚 之 身？ 忘 二 卑賤， 舉， 犯 二 忌諱： 所存 

献言 仕 候、 何共 聊に 而も 御 採用 相 成 候 儀、 被. 爲 

ゾ在候 者 は、 別而 難い 有 仕 合 奉い 存候、 誠惶 誠恐頓 

首 敬白、 

十一 一 月 勅諭 あ b  、浪人 共 今や 諸方 へ 流寓 し、 朝夕の 營 

みに 困む の 由 聞 召す、 中には また 志よ き 者 も あるへ 

けれ は、 十 萬 石 以上の 大名 は、 召 抱 へて 然るへ しとの 

御 旨な， o、 この 月ニ條 右大臣 齊敬公 は 左大臣に 轉し、 

關白 内覧の 宣下 を 蒙らせ、 德 大寺內 大臣 公純 公 は 右 

大臣に、 近衞 大納言 忠房 卿は內 大臣に 任し 玉 ひ、 か つ 

1 橋 殿、 寿 岳 殿、 容堂 殿、 及 ひ 松 1^ 肥 後 守 殿、 伊達 伊豫 

守 殿 五 人 は、 朝議 參預の 仰せ を 蒙られ、 泰岳殿 は大藏 

大輔と 改めら る、 此 程よ..^ の 御 申合せに より、 同き 十 

八日、 公の 御 養女 直姬 君、 忠房公 へ 配し 玉 ふ、 今年 も 

はや 暮れに 及 ひ、 サ 六日に は近衞 公の 御 別館 を 借ら 

れ、 歳暮の 宴 を 設けられ、 歌 匠燮師 ともを 召れ 興 を 催 

し 玉 ふ、 御 歌 二 首、 

大君の 深き 惠みを 受る身 は 

年の くる ゝ もしら すそ あ b ける 
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大比 敷の 雪の ひか. 9 のうつ ろ ひて 

い よ/^ きょき かも 川の 水 

さても 去ぬ る廿四 ：11 の 事な. 0 しか、 我 國の侍 以下、 長 

崎製鐵 所の 火 船 一艘 を 借. 9、 大 坂よ b 長 崎へ 歸 らん 

とて、 暫 らく 下の 關に碗 を 卸せし に、 思 ひかけ なく 長 

人發 砲して 危 かり けれ は、 遽に船 を 小 倉の 方に 廻ら 

す、 其 隙に 釜屋ょ り 火 起り、 侍 以下 機械と る 輩、 多く 

i^^l  +」 し 7 て お" ぶ 、翌年 正月、 我 商人の 船 一 艘上の 

ば；^：ォ ？^もしそ 翻.^ 通りし に、 長 人 また 閱 入し 

は ？!? 一 4f リ！ 長 門の 家老 益 田 右 衞門介 等 連 書に て、 

我の 御 家老 へ 申 越す に、 近頃 下の 蘭に 沈みし 火 船 は、 

贵國の 船と やら 傅へ 聞ぬ、 糙 かに 然るに 候 やと あり、 

我 侍と も はます く 其無禮 なる を 憤り、 す は 打 出ん 

との 勢 ひなれ は、 太守 公 仰 を 降して 暫く 押 留め置れ、 

急き 京 へ 報し 玉 へ は、 明ると しの 春、 公 御 使 を 長 門 へ 

差 立て、 事の 次第 を 問 ひ 鞠め んと請 ひ 玉へ は、 御 老中 

水 野 和 泉 守 殿 申されけ る は、 官武の 御 評議 も 長 門の 

御 捌きの 最中 なれ は、 使者 立てら る、 事 は 暫く 猶豫 

あれ、 おのっから 柳營 より 御 裁決 あるへ しと 留めら 

る、 新 玉の 年 立 かへ. 9、 あくれ は 文 久四年 甲子の 春 正 

月 十三 日に は、 傅奏野 宮定功 卿より、 我の 御 留守居 を 


者 も M に 之箬與 愚考 仕 申 候、 

1 正 親 町少將 云々、 此儀尙 又 熟考 仕、 尹 宫前關 白 等ね 

も 談判 可レ 仕、 尤 武臣 之 面々， St も 評議 被 二 仰 付 I 度 奉 

レ存 候、 

1 關白辭 表 之 事、 御 至 當之御 儀 奉い 存候、 此際返 職 無，， 

御座 ， 候而 者、 列藩 之 疑惑 不ぃ 少歟與 愚考 仕 申 候、 

一 八 月 十八 日脫走 之實美 以下 七 人 之 事、 自ら 朝議 之 

御 定策も 可い 被い 爲， 在 候 得 共、 實以 不忠 無， 限 事 御 

座 候 間、 尙又 熟考、 諸 藩ね も 談合 仕 可 舉ぃ存 候、 

ニ兀 同輩に 而不 n 脫走， 之 輩 之 事、 御 趣意 御 至 當之御 

事與 奉， -拜 承-候、 中に 者隨分 改心 仕 候 人 も 可， 有 

レ之舉 ぃ存候 間、 尙 又 熟考 仕、 尹宫等 申談、 說得之 手 

段 仕 可 ，，申 與奉， 存候、 

1 姊 小路 一件 云々、 實以恐 入 奉，， 拜承， 候、 家 來暴惡 

之 御 疑 を 蒙 、何 北 〈無二 申譯， 次第 奉 ^ 存候、 併 一 藩 

總而舉 い 蒙，， 御 疑？ 只々 苦 >^ 仕 罷在申 候處、 十八 日 後 

御寬. 翁 之 御沙汰 を 奉 n 拜承？ 幾重に も 奉-一 恐 入 ， 候 次 

第に 御座 候、 夫 故 上京 之 勅命 も 抑留に 相 成 候 次第、 

何共 恐縮 之 至 奉い 存候、 

一 列藩 布 吿浪士 取扱 之 儀、 委細 奉ニ拜 承， 候、 後 禍を不 
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^成 樣與之 御 事、 逐 一 御 尤之御 儀、 尙 勘考、 取締 行屆 

候樣、 談合 仕 可，/^ 候、 其 外 御依賴 被，， 仰 下 ， 候 件々、 

徹，， 肺腑， 恐 入 奉，， 拜承， 候、 

一 深 心配 候 者、 是 迄に 鬼 角 疑念 偏執 云々、 此儀 何共 

舉 ，1 恐 入 ， 候 得 共、 御腹 心 之 人才、 能 々 御 観察 被レ遊 

度 御 事與舉 候、 遠，， 小人 - 親 n 賢臣 ， と. 5. 疆語、 篤 

與御 熟考 被い 遊 度、 若 御 取 違 之 御 處置共 被" 爲" 在 候 

而者、 別 而恐入 奉い 存候 事、 

一 肥 後 守ね 此良翰 同様 被，， 成 下， 度與之 叙盧、 實以難 

レ有御 趣意に 者 候 得 共、 此儀先 御猶豫 被， 遊 度 舉レ存 

候、 小 臣ねも 度々 ケ檨御 秘密 之 勅書 拜戴 被，， 仰 付， 

候而 者、 第 一 尹 宫前關 白 等 之處、 別 而恐入 舉レぉ 候 

間、 以來者 彼兩人 丈， 2： 者 御 談合 被 レ在 候而、 拜戴 

被，， 仰 付， 度 舉，， 存候、 乍， レ恐 愚意 不 御 聞 濟被レ 遊 

被レ下 度、 九拜奉 二 伏 願-候、 

一外に 從來御 苦心 之 御 被， 爲，， 在 候 間、 御 依 賴之節 

者 周旋 仕 候樣、 兼而 被，， 仰 付， 候 3::、 委細 舉ニ拜 承， 

候、 乍， 恐 御 談合、 何共 承知 不， 什 候 得 者、 如何様 共 

難，， 申 上， 御座 候 間、 御 趣意 承知 仆候者 は、^ 節 何分 

可， 奉，， 申 上， 候、 
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我 に 歸し候 得 者、 彼 自然 畏怖 を 懷き可 V &、 此權之 

我に 歸 すると 申 は、 武備 充實之 外に 策略 無二 御座 一 

候、 乍， 恐 其 邊之處 深く 御 熟慮 被， 遊 被レ下 度、 九拜 

舉二 懇願-候、 

一 太 政 大樹ね 御 委任 之 御 趣意、 乍い 恐 御 至當之 御事與 

奉，， 存候、 鬼 角 中古 武將 天下 之 權を執 候より 以來、 

萬 民 皆 其 勢に 從ひ 居候 得 者、 方今 俄に 王政に 御復 

古お、 迚も 六 ケ敷御 儀典 奉， 存候、 殊に 外 夷 輕蔑之 

時世、 內政 浪亂仕 候而者 不二 相濟； 第 一 內を 整候而 

社、 外 夷之 御 處置も 可 n 相 成？ 修身 齊家 治國平 天下 

之 次第、 乍， 恐 御 勘考 舉 n 希 上 - 候、 雖.， 然 大樹 御 委任 

被，， 仰 出， 候 上、 武備 充實之 指揮、 鬼 角 不行屈 相 成 候 

歟、 朝廷 尊崇 之 道 闕如仕 候 儀 共 御座 候 者 は、 〔其 節 

社、 斷然與 罪 を 御正し 被， 爲， 在 度儀與 奉い 存候、 

1 堂上 暴論 過激 之 說に成 候 云々、 乍, 恐 是以御 至當之 

御 趣意 與 舉，. 存候 間、 猶又以 來御収 歸向嚴 重 行屆候 

樣、 堂上 方 者 勿論、 武臣. も 談判 仕 可 候、 尤此儀 

者 小 臣去春 以來、 前關白 父子ね 者 再三 獻言 仕置 候 

得 共、 其 節 迄 者 迚も 難， 被 a 打 勢 御座 候 故、 致 方 無 n 

御座 ， 候 得 4r 方今 に 而者、 是非 左檨 無二 御座 - 候而 
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お、 又々 大難 之基與 舉レ存 候、 

一 人 H 十八 日 以來御 評議 之 次第 逐 一 拜承、 萬 機に 釵 

慮 を 被 レ爲レ 用 候 御 事、 啼泣感 拜之外 無-一 御座-候、 尹 

宮を初 前關白 等決而 異議 有い 之 間 敷 舉ぃ存 候 間、 猶 

又 其 邊之儀 者、 時々 談判 仕置 可い 申 候 間、 被い 安=宸 

襟， 候樣、 乍， 恐 舉ニ伏 願-候、 

一十 八日 一 條、 釵慮之 御 事に 而候處 、非， -眞 實之歙 慮； 

尹宫、 會藩ヌ 者右府 以下 之 所作 之 樣風說 让候儀 者、 

長州且 浮浪 暴論 輩 之、 人心 を 疑惑せ しむる 造言に 

御座 候 間、 乍い 恐 御 配 盧不レ 被い 爲ぃ 在樣 舉ぃ存 候、 於 二 

小臣， 寸分 も 奉， 疑 候 心底 無二 御座-候 間、 被， 安 こ哀 

襟， 候樣 奉，， 伏 望， f 頼 候、 

一十 八日 組 落着 候 得 共 云々、 此儀 至，， 當 時-候 而者有 

ゾ之間 敷舉^ 存候、 併 若 右 樣之說 申 上 候 堂上 も 御座 

候 者 は、 再三 說明可 レ仕與 奉い 存候、 

1 先年 來虛談 布告 云々、 此儀誠 以恐入 舉二拜 承-候、 爾 

來右體 之 儀 者決而 有.^ 之 間 敷 候 得 共、 尙又 列藩 わ 御 

布吿 被い 爲レ在 候 御 事 者、 御 至當與 奉い 存候 、乍い 併是 

者 大樹 上洛 諸 大名 會合之 上、 一 同 參內被 二 仰 出： 於 n 

御前-御 直達 被， 爲.， 花 候 者 は、 誰歟威 佩拜承 不.， 仕 


候、 然處 今般 又々 勅命 承知 仕 候に 付、 上京 仕、 公武 

御 實意御 一 和 之處、 只管 周 旋 ii 含 御座 候處、 不レ圖 

も 良 翰 を以， 、御 依 賴之勑 命、 且御 質問 之 件々 拜承 仕、 

不肖 之 小臣、 重 盤 之 天恩、 舉，， 報謝， 候に 無い 所、 水火 

之 中 を も 不ぃ辭 周旋 衋カ 仕度 候 得 共、 素より 至 愚 短 

才之 身、 御生意通奉行仕候儀無，，覺束？赧^^仕候外 

無，， 御座 I 候、 乍い 併 微力 之 及 候 丈 者 相碰、 聊に 而も 

奉レ 安，, 袁襟， 度^に 御座 候 間、 乍い 恐 左 樣被二 思 食, 

被レ下 度、 九 拜舉二 伏 願， 候、 

1 攘夷 之 一 件、 積年 之 叙 慮に 被 J^,, 在、 度々 被，， 仰 出， 

候 得 共、 於 n 慕府， 奉行 不， 壮處 より、 下情 大に乖 屍 

仕、 戊 午 之 一 變與相 成、 其 後 櫻 田 一 擧等、 乍い 恐皆是 

天下之人心混亂之根元與奉レ^^候、實に堂々たる祌 

州、 醜 夷之 汚辱 を 受候而 者、 有志 之 者 誰か 切 齒扼腕 

仕ら さらん や、 雖ぃ然 如 一一 勅靛 一二 百年 來之 泰平、 武 

家 も 名 有て 實無之 形勢 罷成、 殊に 外 夷 方今 之戰爭 

は 、 皇國古 來之戰 ($> と は 雲泥 之 相違 に 而、 其邊別 而 

難 „ 行屆； 於 二 幕府， も 無， 據 譯合與 者舉， 存候、 乍， 併 

只管 防 鎖に 心 を 用 ひ、 指揮 十分 行 屆候得 者、 不レ日 

して 大功 を奏 候^ 御座 候處、 何分 不行 屆之處 より、 


終に 奉 J^,, 叙盧？ 人心 も 解之模 樣與罷 成、 痛恨 之 

次^ 奉， 存候、 就而は 今般 大樹 上洛、 一 橋 初 諸 大名 

會合 之. 上 者、 右之處 精々 談判 仕、 武備 充實之 心底 相 

決 候 様、 周旋 仕 候箬に 御座 候 間、 乍， 恐 左 被 二 聞 召 

上-被， 下 度 舉，， 伏 願， 候、 尤夷情 等 之 儀お、 先日 家來 

より 前 關白わ 差 出 置 候 一 書 御痤候 間、 右 之 趣意、 乍 

ン恐 御熟覽 被， 遊 被， 下 度、 偏に 舉，， 伏 願， 候、 小 S 急 

速 之 攘夷 を 相好 不 候 儀 者、 去 秋 書 収を以 舉，， 言 

上， 候 通、 迚も 方今 之 趣に 而者、 壹度 兵端 相 開 候 得 

者、 萬 民快樂 之.^ 盧 にも 不， 被い 爲， 叶、 皇國 億兆 之 

人民、 是か爲 に 塗炭 之 苦 を受、 乍レ恐 堂々 たる 祌州、 

醜 夷之 戎 馬に 被 候樣罷 成候而 者、 何共 恐 入 候 次 

第 御座 候、 此方 さ. St 武術 充實仕 候 得 者、 彼 者 不，， 戰 

して 畏服 仕 は 案中與 奉い 存候、 此儀者 小 ほ 乍， 一過 言； 

盟而 御請 合 可，， 奉，， 申 上  >  候、 全 體當時 之 夷人 者、 古 

來之 蒙古 新羅 等 之 類に 無二 御座 T 世界 全 國不， 至 所 

無ら しむる の 主意に 而、 皇國而 已鎖國 難， 被， 一成 置, 

形勢 御座 候、 尤 方今に 而者 我に 武備 乏く、 彼に 武備 

充實致 候 得 者 、開館 之 權は彼 か 掌握に 歸候 故、 此方 

より 鎖 港 相 達 候 而も、 難， 被い 行 次第に 御座 候、 此權 
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ける か、 御 ゆるし あ て、 同： M: 廿 八日、 營 中の 有司 及 ひ 

岩 下 佐 次右衞 門、 重 野 厚之丞 等と ともに 橫濱に 至り、 

英の全 櫂 官ゾン 1 ルか 館に 臨み、 先つ その 船 奪 ひ 

し 罪を責 む、 ゾ ン • -ー  ー ル 、是 はまった く 養育 料の 質と 

せし 旨い ひつの， 9、 更に 生 麥の事 を 申す、 かたくの 

爭ひ、 通詞 して いかめしく 論し あ ひ、 夜に 入 けれと 事 

決せす して 立歸 り、 十 月 にいた， 0  、四：！ 1 五日の 兩日ま 

た 赴きて、 猶も手 ひとく 其 曲直 を 論せ しかと、 さらさ 

ら 承服の 體も なし、 か、 る 所に、 將軍家 も 勅命に より 

御 上洛 あ h- ときこえ けれ は、 兩人 ひそかに 相 語ら ふ 

に は 、叙 3 曰 はやこ、 にいた ぬるう へ は、 天下の 御 は 

か hv こと、 必定 此た ひに 成. 9 ぬ へし、 左 あら は 皇國の 

御爲め 何事 か是 にす くへ き や、 今 吾等 論難して 日 を 

おくり、 此 ひまに 乘 りて 彼 また 宗國に 來寇せ は、 かさ 

ねて 掃 攘に及 はん 事 疑 ひなし、 かゝ ると きは戰 止む 

期な く、 遂に 皇國の 御大 事 を、 宗 國ょ& はしめ たてま 

つるの 姿と な. 9 て、 たまさかに 將軍家 幷に諸 大名 上 

洛ぁ. 0 て、 國是を さため 玉 ふ 事 も 叶 ふまし、 小 を 忍ん 

て大を はかる との 古訓 も此 時な b と 心に 決し、 柳營 

へね かひ 出す おもむき ありて、 十 一 月朔日 かさねて 


か 十 < 

橫濱に 赴き、 宗國に 代. -、 假に 洋銀 十 萬 枚 を 養育の 料 

として わたし けれ は、 英夷 はかき. 0 なく よろこ ひ、 こ 

のの ち贵國 にて 軍艦 を 御 造 立 も あら は、 かなら す英 

國官朌 よ うけ 玉 はり、 その 大小 長短 は 御の そみ に 

モ.. >- きら r  /  ノと. a. す、 凡そ 西洋-して 軍艦 敵の 圃へ わたす 

せ 達ら すハ しと 申す 事、 城. a- 渡す の 辱 ちと 同し けれと.；.、 

此たひ は 是^ 以て 、いと 淺 から わ 好 tp;ac ど.. s、  fehi^^^^^^- 

みの 意な 示し 奉る 所な リ となん、 を こ ま.^ は il-^^ を 

もて、 いと も密に 下し 問 はせ 玉 ふ 御 旨の まし/^ け 

れは、 公 謹て 舉. 9 玉 ふ 御 書に、 

寰翰拜 戴 被，， 仰 付 肖 鄙 野 之 小臣、 恐縮 之 至に 不 

奉 レ堪、 難い 有 謹 而拜見 仕 候處、 御 趣意 之 件々、 只 低 

頭 感泣 仕 候 外 無，, 御座， 候、 抑 公武 聊御 隔意 被レ爲 

在 候 哉に 傳承 仕、 臣子之 身 傍観 難， 仕、 去 春 押而上 

京 仕、 愚意 獻言 周旋 仕 候 以來、 至，， 當春， 時勢 種々 

轉換 仕、 被， 惱，， 哀襟， 候 御 事共、 誠以奉 n 畏 入-候 次 

第 御座 候、 且當 夏も以 n 袁翰 7 御 趣意 之條々 拜承 仕、 

暴論 輩 鎭靜之 儀、 精々 熟考 仕 候 得 共、 時節 到來不 

ン仕 候に 付、 早速 上京 仕 苦心 罷在 候處、 其 後 彌增長 

仕、 旣に 不，， 容易-形勢 相 及 候處、 肥 後 守 初 莫大 之 道 

力 を以、 遂に 八月 十八 日 之 一 擧に相 成、 聊被レ 安，， 袁 

襟， 候 儀、 實以 朝家 之 御高 運與、 ^^：躍仕候次第御座 


し、 有 馬 遠 江 守 殿 申されし は、 慕府 有司の 中に も、 御 

論の 通 b 申立し 者 も 候 ひき、 御尤 には存 すれと も、 右 

の 次第 なれ はせん かたなしと はかりに て、 其 外 あ. 9 

合 ふ 方々 も、 さした る 可否の 言葉な く、 遂に 公の 御 志 

念は行はれさ.=^けb、偖も將軍家は、かさねて御召の 

勅命く た. 0 て、 旣に 御受は あれと も、 有司の 評議む つ 

かしく、 或は 先つ 橫濱を 館 港しての ちに 御 上洛し か 

る へし と 申し、 或は 1 年の 間に ふた、 ひ 御 上洛 あら 

むに は、 用度の つ ゝ くまし きを 以て 言葉と す、 時し も 

あれ 十 一 月 十五 日の 夜、 御 本丸に， 火 起り、 ことくく 

に燒け 失て けり、 、？が 11  りの、 將軍家 は 假に淸 

水の 館へ うつらせ 玉へ は、 年 內に御 上洛 あらむ 程 如 

何にも 覺束 なし、 公 は此由 をき こしめ し、 以の 外に 驚 

かせ、 あはれ 斯くて は 天下の 御大 計 も 立つ 期 は ある 

まし、 かくまて 有 かたき 叙 慮 も、 また 中 ころに して 止 

みなん やと、 深く 案し わたらせ 玉 ひ、 急き 御 側役 島津 

主 殿 等を關 東に 下向せ しめ、 よろ つの 事 をな け 打て、 

すみやかに 御 上洛 ありて、 圃是の 大策を 定め 玉 はん 

事 を 請 はせ、 我の 火 船 一 艘を關 東 まて さし 廻され、 御 

上洛の 御 支度に そ 供 へ 玉 ふ、 在京の 諸 大名 も、 ともに 
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此 事を强 ひす ゝめ 參らせ けれ は、 將 5^ 家 終に 年內の 

御 發途と 定められ、 一 橋 殿と 御 總裁職 松； 牛 大和 守 殿 

は、 先た ちて 上京と そき こえけ る、 去りし 七 我國の 

や 火 夷を攘 ひしゃ、 必定 再 ひ 來て寇 すへ しと 思 ひつめ、 

上下 力 を あはせ、 おこ そかに 備へ をな して 待 居た.. >、 

愛に 島 律 淡 路守殿 は、 宗國 の御爲 めに と、 家老^ 山 <^！！ 

人お よ ひ 能 勢 次 郞左衞 門の 兩人 を、 ひそかに 園 東に 

遣 はして、 彼の 消息 を 探らせら る、 間もなく 公 も 勅命 

によ. 0 御上 京、 諸 大名と 會 せられ、 天下の 御 謀 事 も、 こ 

のた ひに、 定 るの 時 至， *y けれ は、 殿 は兩人 へ 、かなら す 

盧を 遠くして よく 機に 應 せよ、 假初 にも かろ. 'し 

くして 、宗國 は 申す に 及 はす、 皇國の 御大 事 を 誤り た 

てまつ るな と 申 遣 はさる、 九月 十六 日 御 老中 板 倉 周 

防 守 殿 我の 御 留守居 を 召て、 英_^$-さきに志を得さる 

かために、 再ひ薩 摩へ 赴ん と 謀れと も、 押て 是を诏 め 

しにより、 し はしか 程 はやみぬ と 申 傅へ らる、 兩人は 

此 よしをった へ 聞て、 芝の 御館 へ 參 h^、3 右下 佐 次右衞 

門 等に つき 媒. 9 ける は、 今 は 取つ きを 柳 營に願 ふま 

て もな し、 直に 橫濱に 赴き、 まの あた..^ 彼と 應 接し 

て、 事の 曲直 を 明かに せん 物 をと、 此ょ 營 中へ 願 ひ 
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六十 六 


IT 一 


崎の 地に 俺留 なら は、 急き 召 返さる へし、 また 支那 

滞 船に 候 ひな は、 彼 地へ 仰 を 下し 玉 はるへ し、 此； i 

ひ 西洋に て 談判の 整 はさる 時 は、 いか はか， 9 の御國 

辱に 候 ふやと あ hv ける に、 今更 召 返す とも、 定めて 

行き違ひとな，.=^ぬ へし、 談判の 成る や 否 は、 今よ 

する にも 及 ふまし、 はるけ き 異國へ 赴きし 事れ 

は、 歸朝 まて は 必定 三 四 年は歷 なん、 ^_ハの時に及ひ 

な は、 世人の心もゃ、定る へ きかとの答へな，.：^、 公 

押 かへ して、 かかる 行き掛りの 御 取 計 ひに て は、 ま 

す// \. 然るへ う も 覺へ候 はす、 天 か 下の 御 政事に、 

當座 しのきの 御 捌き は 恐 入 は へ る 次第な， 5、 た. i ひ 

横濱 のみ 鎖 港しても、 長 崎 箱 館の 地 今 形に 候 ひな は、 

鎖 港の 驗しは 侍る まし、 殿 申されし は、 橫濱の 地 は 

江 に 近く、 此內 よりして 斬殺の 患少 からす、 餘の 

兩港 は遠國 にて、 是 等の 患 も あらされ は、 此儘 にて 

然るへ し、 斯くて は此 すゑ 彼の 兩港 は、 いかに 御 計ら 

ひ 候 ふやと 尋ね また ふ、 是は 永年 開港の 所存に 侍る 

と 答 へらる 、公、 いかにも 橫濱 のみ 翁 港して、 其餘 

は 永く 開港との 御 事に て は、 まことの 鎖 港と も 申さ 

れす、 一 時の 人氣 により、 左 はかり 姑息の 御 取扱 ひ" 


は、 幾重に も 歎 か はしく 存 するな， 5 と 仰せら る、 殿 

にも 終に 御 裁斷叶 ひかた く、 御 申立ての 趣き、 老中 

へ も 仰せ あるへ しとの 御 事に て、 此 日の 御 論 談は果 

て さ， 9 けり、 其 後 二月 二： n に、 公 は 春 岳 殿、 伊豫 守 

殿と 同し く ニ條の 城へ 登らせ 玉 ひ、 御用 部屋の 上の 

間、 一橋 殿の 扣へ 所に て、 御 總裁職 松^ 大和 守 殿、 

御 老中 酒 井 雅樂頭 殿、 水 野 和， M 守 殿、 有 馬 遠 江 守 殿 

等の 列座 せらる ゝ中 にて、 去月 一 橋 殿へ 御 申立ての 

旨、 御 こたへの 次第 まて、 審に 御演說 あり けれ は、 

和 泉 守 殿、 仰 御 尤の至 ひなり、 我等にも期くぁ，.^た 

しと 存し ぬれと、 人心の 居り 合さる をい かに せんと 

申さる、 此 とき 公、 其 引 移りの 料金 は、 幾 萬兩に 

候 やと 御 尋ね あれ は、 幾 百萬兩 はさて おき、 幾 萬々 

兩 なるよし 答 へ らる、 是は以 の 外の 次第な h,- 、此 ほと 

も 一 橋 殿へ 申せし 如く、 右の 大金 あら は 沿海の 兵備 

は 整 ふへ し、 かなら す 此金を 右の 用 費に 御 振替へ あ 

る へ しとの 旨. 仰 立ら れ しに、 和 泉 守 殿 眉 を ひそめ、 御 

正論の ほと いよく 感し 入ぬ、 され.；：^ も 今 諸 國の人 

心を理 むる の 手た てな く、 心 をいた ましむ るの 折な 

れは、 ひとまつ 深く 思案して、 かさねて 評議いた すへ 


降 b ける を、 幅 M 謂ほリ お， すく さま 御受 して 

關 東へ 下向 あり、 さるに また 朝廷に は、 御 催促の ため 

に 勅使 を 差 下さる、 御 評議 あるの 由 聞 食 及 はせ、 や 

すからぬ 御 事 かなと 打 驚かせ、 十 ！=: 十五 日 尹の 宮の 

御 許へ 御もう て、 橫演鎖 港の 儀 はいかに も 行 はる ま 

しけれ は、 勅使 御 下向の 御 事必す 御猶豫 あ. 9 たし、 去 

年 も獻言 い た せし 如く、 皇 威の 海外 に 輝きなん 日 は、 

外舆 はおの つからに 制 伏す へきの 旨、 こと は hv を璧 

し 仰 立ら れ けれ は、 其 御 事 は 終に 御 延引 ましく ぬ、 

同き 十八 日、 春 岳 殿 京 著 あり けれ は、 翌十 九日、 公 御 見 

舞と して 東 本願 寺の 旅館 を御訪 ひ、 鎖 港の 一 條、 御 心 

の 程い かにと 問せ 玉へ は、 覺束 なく 存す るの 旨 答へ 

らる、 公 仰せし は、 たと ひ橫濱 のみ 鎖し 得ても 何の 甲 

斐 あらん、 か へ つ て 外 夷の 怒 を 生し、 本朝の 一 大事と 

なること 疑 ふ 迄 も 候 はね は、 御猶豫 あって、 一 筋に 皇 

威の かゝ やくへ き 大道 を 立てさせ 玉 ふ 御 事 こそ 願 は 

まほし、 今す てに 池 田 筑後守 を 西洋へ 遣 はさる ゝの 

由 なれと も、 御 國辱を 生 せん 事 必定 なれ は、 差 留めら 

れ 然るへ しと 申し 玉 へ は、 殿 も ふかく 御 同意に て、 一 

橋 殿の 上京 を 待て、 此旨 ともに 申入へ しと 仰せ 合せ 
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られ、 一 橋 殿 も 程なく 上着 あ b けれ は、 明る 年の 春 正 

月 二日、 一 橋 殿の 寓 せらる 酒 井 若狹守 殿の 第に して、 

春 岳 殿 並に 松： 牛 肥 後 守 殿、 伊達 伊豫 守 殿 等と 御會合 

ありて、 右の 一 すち を 詳に仰 立て けれ は、 一 橋 殿の 答 

へ に は、 御 存の趣 極めて 至當 なれと、 池 田 もはや 出帆 

せし 後 なれ は、 今 }5{ 呼 返す へ き檨 もな し、 且此 たひ橫 

濱を鎖 港せ て は、 天下の 人心 安堵し 難 けれ は、 かた か 

たにつ き 其 儘 さし 置て 宜 かる へ し、 公 また、 さら は 其 

鎖 港の 事 は、 たしかに 行 はれ 侍る にやと 仰せ けれ は、 

成功の 見 留めと て は 候 はねと、 佛 人の 話に、 喊 f^， 

長 崎 箱 館への 引 移 料た に 御 渡し あら は、 鬼. に 角に 

行 はるへ しと も りきと あれ は、 其 移. 9 料と はいく 

はく 程に 美 やと 御 尋ね あ. 9、 幾 百萬兩 にも 侍る へし 

との 答へ なれ は、 公 また 仰せし は、 こ は 無益の 至.^ な 

り、 此 大金 を もて 本朝 沿海の 武備の 御料と なし 玉 ひ 

な は、 年を滕 すして 武備 充實 にいたり ぬへ し、 詮なき 

鎭 港の 事に 大金 を 渡させ 玉 ふ 御 事 は、 いと 御 失策と 

申す， へ し、 殿 又 申されし は、 仰の 實に理 なれと も、 

旣に 使節 を も 遣 はした る 事 なれ は、 今に 至て はせん 

す へ なし、 公の 仰せに、 何程の 事 か 候 ふ へ き、 使節 長 

六十 玉 
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も、 右 之 御大 志 御屹立 被い 爲ぃ在 候 上なら て 者、 如何 

樣之 良法 奇策 御 採用 相 成 候 而も、 全く 其詮 有， 之 間 

敷、 本 立 道 生 之 刚訓、 能々 御 省察 被， 爲， 在 度 奉レ存 

候、 

右 者、 乍， 恐 朝廷 御 根 軸 相 居 候大 急務 與奉 レ存 

候、 未 御用 之 趣 も不" 舉ニ 承知， 候 得 北 r 大事 之 御 

時節、 默止罷 在 候而者 本意に 無い 之、 愚 存之趣 言 

上 仕 候、 御 處置之 次第 緩急に 付而 者、 愚昧 之 小 

臣、 一 己之存 慮を以 難，， 申 上， 候 間、 列藩 上京 之 

上、 天下 之 公議 御 採用、 大策御 決定 被い 爲， 在 度 御 

事與舉 存候、 誠惶誠 恐頓首 敬白、 

ほと なく 春嶽 殿、 容堂 殿、 伊達 伊豫 守 殿、 筑 前の 御 嫡 

松 平 下野 守 殿、 §、 幷に細 川の 公 族長 岡 澄 之 助、 同し 

き 良 之 助 等も績 いて 上京し、 互に 御往來 ましくて、 

天下 之 大計 を 謀らせ 玉 ふ、 侰 もこと しの 春 は、 將第家 

初めて 御 上洛あって、 數 百年の 御 廢典を 興させ 玉 ひ 

けれと も、 阔 是の大 策定ら さるの みならす、 荒 者と も 

いろく ふ妨け 奉. 0 て、 むなしく 關東 へ 歸ら せられ、 

海 內の勢 ひ ru に 傾き、 終に 十八 日の 變 にも 及 ひけれ 

は、 主上 殊に 宸 is^ を 廻らし 玉 ひ、 此ぅ へ はか さねて 大 


樹を めし 寄せ、 したしく^ 是 を定ん とて 勅書 を 下さ 

れ、 此：： ^十六 日闊 東へ 達して け. o、 關 東に は、 此 程より 

橫濱鎖 港の 仰 を 蒙り、 九 ：：！： 初.！？ に 御 老中 等 橫濱に 至 

り， 此 よしを 諭され けれと、 夷人と も 聞 入 さる ゆへ 

に、 同月 十四日 まつ 墨 蘭の 二 酋を江 In- の 操煉所 まて 

招き 寄せ、 板 倉 周 防 守 殿、 水 野 和 0^ 守 殿、 井上 河內守 

殿 出 座 あ. 9、 一 橋 殿 も 物 かけよ.^ 彼此の 申す 3 ほ を聽 

んと來 り 臨まれ、 外國舉 行して 鎖 港の 仰せ を 傅 へら 

る、 二 皆 は 英佛と 相識して のち、 如何にも 御 いらへ 申 

す へ しとい ふ、 かさねて、 英佛 へ は汝， 等よ.. >  、よきに 申 

傳ふ へしと. & されけ るに、 二食 は 是をも 受か はすし 

て歸 りけ る、 さら は 十九 H に 英佛を 招く へしと 定め 

らも、 英佛 はとく 其 由 を 知て けれ は、 もし 承る へ き 

あら は 書翰に て 足りぬ へし、 いかて 參府に 及ん やと 

中す 故に、 關柬 にも 今 はせん かたなく、 外 國舉行 池 田 

筑後守 を 西洋へ 遣 はされ、 おのく， 其 本國に ふみ 入 

て、 仰せの ほ 申 諭さん と 支度 せらる 、公 はこの 事いた. 

く 御 心に 叶 はせ 玉 はす、 この ころ 御 老中 酒 井雅樂 .H;. 

殿 §  、上京 あ h- ける か、 只今の 勢に て 攘爽の 事 調 ひか 

ね 候 ひな は、 せめて は橫： まの み錙 港す へ きの 3:11、 勅命 


等 近國の 大名、 おのく 第 兵 を 差 向ら れ、 彼此の 戰互 

に 勝敗 あ. o、 一  "揆 1 も は 素より 烏 合の 勢 なれ は、 終に 

或は 討れ、 或は 長 門へ 落 行て、 九 に 至 b 悉くに 平 治 

せ b  、近 衞公は 十八 日の 翌 U に、 奈良 _原 幸 五郞を 急き 

我國 へ 差く たし、 異變の 有様 を 仰せ 傅 へ 、いよく 御 

上京 を 催し 玉 ひ、 其 上舂岳 殿、 容堂 殿、 幷に細 川 越 中 

守 殿、 讓、 松 1^ 筑前守 殿、 有 -il? 中 務大輔 殿 g 、等 も、 おの 

おの 使者 差 立ら れ、 4i 《に 上京 力 を 合せ、 時勢 を ひき 回 

さん 事 を 謀らせら る、 か、，.^ し 程に、 公 は 九月 十 一 一 日、 

府士六 隊鄉兵 六 隊を先 後に 從 へ 、鹿 兒島を 立せ 玉 ふ、 

たま/ \»關 東より 借らせ 玉 ふ 火 船 ニ艘、 豊 後の 國鶴 

崎 まて 廻， 0 けれ は、 是に めされ 十 月 三日 京に 着せ、 は 

しめて 二 本 松の 御館に そ 入り 玉 ふ、. ま SFfJ 趣 

Li 二 木 松の 地^ 御 求め、 御 住 ほ 御 §si 等 造 立 も 司 ンき £ 曰、 さ 

リ、 此 年の 秋 成就して 上 御 1® 敷と 定めら る、 lis. しき m 日 さ 

きに 驟町 御門の 事に 係. 9 し 侍 等 をめ され、 御酒な と 

賜 ひて 賞し 玉 ひ、 六日に は、 此たひ 御供に 侍ら ひし 輩 

に 御酒 を^ ふ、 このと き 京に は猶 も殘黨 ひそま h- 居 

て、 中 川の 宮及ひ 我 國會津 との あいた を 離さん との 

結構に て、 石 淸水八 II の 僧 忍 海と いふ 者 を 殺し、 恐 多 

くも 我 國等廢 立の 事 を 企て、 此 僧に 呪咀せ しむる に 


よ. 9、 天誅せ. 9 と 申 ふらす、 十月 十五 B 公の 朝廷へ 捧 

け 玉 ふ 御 書、 

當今不 容易， 御 時節、 私 式 上京 代 候 様、 K: 三 之 勅命 

舉 n 承知 7 恐懼 至極 舉ぃ存 候、 上京 之 上、 猶又 御當地 

之 形勢、 四方 之 情 態 熟 察 仕候處 、誠， 以 重大 之 御 場合 

與 奉い 存 候に 付、 聊愚存 之 趣 奉，， 言上，： r 抑 皇國內 外 

御 危急 之 時節に 當. 9、 萬 民 之 困 _ お を 忍 玉 はす、 忝く 

も 未曾有 之 御英斷 を以、 去年 以來 大政 御 變^、 官武 

一 致 之 御 事業 被 二 施行？ 殆御 成就 之 時機に 至. - 候 

處、 何分 當時之 形 行に 而者、 叙 盧宇內 に 擴充、 各國 

一 致、 四民 安堵 之 場に 至.^ 兼、 旣に 八月 十八 之 一 

擧之 如き、 深く 被， 爲， 惱， a 襟 一 候 御 sii4r 小 臣悲癤 

流涕之 至りに 不ぃ 奉い 堪、 畢竟 臣子 之^ 罪不， 可レ遁 

儀に 御座 候 得 共、 乍， 恐 朝廷 之 御 藉弊も 被， 爲， 在 候 

御事與 奉. 候 間、 願く は以 來舉， 始 n 至尊； 左右 輔 

弼之 公卿 方、 屹度 天下 之 形勢 人情 事變 御. 洞察、 永世 

不朽 之 御 基本 相 立 候樣、 遠大 之 御 見識 相 居り、 聊之 

儀に 御 動 搖不ぃ 被， 爲，， 在 候處、 專要之 儀 與舉， お 候、 

朝 令 夕改、 御 政令 之 輕く出 候 者、 自ぃ古 裴世之 習に 

御座 候 間、 此機 會に乘 し、 皇圃 挽回 之 道 被 い 立 候 
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命に 背きな は 一 擧に 攻め 濱 さんと、 手 ことに 檢刀を 

悶 めかし、 大砲 数 挺を陣 前へ 押出せ は、 畏人 恐怖の 色 

をな し、 日の くれ s« に、 鷹 司 關白輔 公の 館 へ 引収け 

.9、 三 條屮； snm 美 卿、 西三條 中納言 季知 卿、 東久世 

少將通 鯖 朝臣、 四條少 將隆謌 朝臣、 錦 小路 右 55! 頭賴德 

宿： 輔、 澤主水 正官： 嘉、 壬 生 修理 大失基 修の七 卿 は、 今 

曉 より 朝參を 停められ、 鷹 司 公の 館へ 會せ られ しか、 

長 人是を い さな ひ、 御 親 兵 浪人 等 七 百 人 程う ち從 へ 、 

方廣寺 まて 引退き、 愛に もまた たま..^ かね、 明る 十九 

日 終に 長 門へ 落て けり、 此日 傳奏衆 我の 御 留守居 內 

ffl 仲 之 助 をめ され、 勅書 を 降し 賜 ふ、 

薩 州家來 

何れも 精々 盡カ之 段、 太 儀 思 召 候、 以後 尙諸藩 互に 

申 合、 鎮靜之 道！^ ^ 力 可い 有， 之 事、 但諸藩 詰 切に 而者 

人 數疲勞 候 間、 申 合 交代 御警衞 可い 仕 也、 

廿 七日 再 ひ 仲 之 助 を 召れ、 野 宮定功 卿より、 

去る 十八 日 依，， 非常 之 形勢； 禁闕守 衞衋カ 之 儀、 厚 

叙感 候、 依 vN 綿 五 屯 賜い 之 候、 且 兵士 末々 迄 苦勞思 

召 候 付、 賜. 物 候、 夫々 可 二 配分 I 候 事、 

卿 また 宣 ひし は、 天賜の 御金 は 松 ギ相摸 守の 許よ h- 


_ 丄？ 二  

受収 へしとの 御 事な り、. P か 在京の 侍 等 は、 五月 この 

かた、 正な き 疑 ひ を 受け、 世に 物 愛く 慕せ しか、 今此御 

めくみ を 蒙り、 悅ひぁ ふ 事 かき.^ なし、 ま-は 辨 IS 

、と 七 卿 はみ た. 0 に 落 行れし 罪に よ， >  、皆 其 官位 

をお さめられ、 鷹； 15： 公 も辭 職の 事 を 願 はせ けれ は、 廿 

九日に 御 差控の 仰せく たる、 か 、る處 に、 中 山 大钠言 

忠能 卿の 御子 侍 從忠光 は、 生れ つ き 荒く、 かねて 凡 下 

浪人な と、 遊 ふ 事を好み けれ は、 親戚 まても 義ヒ絡 

れ、 庶人 とな. o、 ことし 五月に 京よりの かれ 出、 毛 利 

秀齋と 改め 名の b しか、 御 親 征の事 起り、 長 人 是を欺 

きて 先鋒の 命 をく たす、 忠光 はみ つから 侍從 或は 中 

將と稱 し、 八 e: 十七 日の 事な. 0 しか、 甲 9： を 身に まと 

ひ、 御 親 兵 浪人 等： & 五十人 はか.^ 打從 へ、 赤地に 菊紋. 

の 旗 を 押 立て、 大和の 國 五條の 御 代官 鈴 木 源 內を駿 

ひ 殺し、 其 外 五六 人 を 斬り、 もろく の帳册 を取納 

め、 其陣墼 を 燒き拂 ひ、 勅命と 僞て、 あた. 9 の 百姓と 

も か 年貢 を 半減し、 直に 京へ みつくへ しと 下知 をな 

し、 同 國十津 川の 邊 b に陣 し、 漸く 隣 郡 を 掠る の 由 聞 

え けれ は、 速に 追討の 勅命く たり 、紀 伊中 納首 殿、 I、 

藤 堂 和 泉 守 殿、 1. 井伊 掃 部 頭 殿、 g  、松： 牛 甲斐 守 殿、 5、 


書 を もて 御 催促 あ. y  、されと も 我 國兵戰 の 後 なれ は、 

御國の 務めに いとまな く、 速に 御上 京 も 叶 ひ 難し、 此 

とき 國 掛參政 等の 人々 は、 いよ （- 我意の 振舞 多 

く、 急き 御親征 ある へしと て、 諸 大名 十 萬 石 以上の 國 

國 へ はぶ =: 其 高に 應し 軍用金 を申附 け、 中 川の 宮 へ は 

九國 iJ 撫の 勅命く たる、 宫は 近頃 世の 疑 ひの 御身に 

集. 0 し 事 を 知 食され、 去し 六 HJ 五： n に 書を捧 け、 攘夷 

の 御先 鋒 をは顦 せられ けれと 朝 許な く、 今 却って 此 

仰に 從ひ 參ら せられん 事、 如何にも 御 心よ からさり 

けれ は、 固く 御 斷り仰 立ら る、 八月 四 H  、有栖 川宮敏 

仁 親王 は 樓夷別 勅使の 仰せ 蒙られ、 關東御 下向と i 典 

b 、同し き 十三 日に は、 大和の 國 行幸の 事 も 仰せ 出さ， 

る、 

今度 爲，， 攘夷 御 祈願？ 大和 國 行幸、 神武 帝 山陵 春 

社ね 御拜、 暫御 逗^、 御親征 軍議 被.， 爲.， 在、 其 上 辨 

宮 行幸 之 舉 被，， 仰 出， 候 事、  1 

愛に中川の宮は、近頃の^^樣御こ 、ろもとなく、行す 

ゑ こしかたの 事、 いか、 成 ゆきなん と 御 憂苦の 餘 

同し き 十五 n 參內 し、 天機の ほと を 窺 ひ參ら せらる、.： 

主上 は、 初めより 此難 をい， 0 ゝ嫌 はせ 玉 ひ、 御 猶豫の 


叙 慮に まし ませと も、 朝に ある 公卿 達、 多く は 暴 輩の 

方 人に して、 惧に歙 志を輔 け參ら せ、 大事 を 謀る へ き 

人な けれ は、 宮も 力なく  き 玉 ふ、 時し も我國 の侍奈 

良 原 幸 五郞、 高 if 左太郞 は、 竊 かに 此. S を 承.^ てロ惜 

しき 御 事に 思 ひ、 推して 宮幷に 近 衞公御 父子、 ニ條齊 

敬 公の 御 もとに 參り、 陳し 申す 旨 あり けれ は、 いしく 

も. S- つる 者 哉と て、 十七 H の 夜、 ともに 御參內 ありて 

內 奏し 玉 ふ、 主上に も歙威 斜めなら す、 速に 其 皆 を 勅 

許^.^し，（》て、御親征を御猶豫、<ム卿數人の參內を御 

停め、 また 長 門の 國人 か、 堺町 御門 を 守る 事 を も 差 觅 

る さる、 夜の あけなん とする 頃、 我 第 へ 御 守護 松 平 肥 

後 守 殿より 勅旨 を傳 へ られし は、 急き 人 を 出し 畏人 

へ 交代 せらる へしと な. 9、 其 外 諸 國の尾 敷々々 へ も 

仰せ あ b て 、厳かに 九 門 を 守らせられ けれ は、 諸國の 

侍と も 上 を 下へ と馳 ちか ひ、 洛中す は 一 大事の 起， y 

しと、 立 さわく 事 一 方なら す、 我 第 は 遽の仰 を 承り 

て、 程なく 驟町 御門へ 向 ひ、 交代の 仰せ を 傅へ けれ 

は、 さしもの 長 門人 以の 外に ふためき て、 色々 と 申す 

らし、 時 移.^ て けれ は、 使命の 往復し はくな り、 我 

國詰 合の 侍 は、 折 ふし 人數も 多から ね は、 I と ^や 勅 
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英 夷に は 船將ジ ヨス ラヰ ン、 次官 指揮 役ク ヰ〃 モッ 

トを始 とし、 死傷 合せて 五十 三人な りと， V  、聞え た. 9、 

戰 ひなか は 過る 頃、 一 艦デ ス ホ 〃-ス とい へ る は、 祇園 

の洲 にて 打 傾けられ、 旣に危 く 見えた. 9 しか、 此 手の 

大砲、 もはや 連發 せし 後に して、 破れ 損し けれ は、 撃 放 

す 事 叶 ひ 難く、 兎角す る 隙に、 ァ 〃キ ー スと いふ 艦 は 

せ來 、繩 かけて 援け 去る、 其 外の 艦も大 かた 破れ 損 

ひけれ は、 日の くれ 頃に 皆 小 池の 方へ 引返く、 この 日 

申の 刻す き、 築地の 町よ. -火 起-、 fuslilus ^き 

化、 な 市街 佛寺等 多く 燒 失せり、 翌朝 冷水の 里に いた.^ 

はしめ て媳 みぬ、 其 外 集成 館 幷に琉 球の 船三艘 も、 兵 

火の 爲に燒 てけ. 5、 三日に は 風雨 も 次第に やみ、 未の 

刻 はか， 9 に、 七 艦 は 大砲 處々 に 打 かけ、 南に 向 ひ歸. 0 

去ん とす、 我の 軍勢 も 是に應 して 放ち 撃つ、 其 夜英艦 

は 七 島の 灘に泊 h -、 夜 明るまても 艦の 損 所 を 修め 造 

り、 四日の 午の 刻 過る 頃、 皆と も遙か に乘 出す、 其 中 一 

襤は小 根 占の 灘に 留まり、 猶も損 所 を 繕 ひし か、 六 =1 

に 至り、 一 艦南ょ..>走..^來.^、夜にまきれて援け出っ、 

戦 ひ 終りし 後に、 鹿 n に 島 近き 浦人と）. 人 多く 夷人の 屍の 海に 浮た ろ *J- 

取て 差 送ろ 多く は 其 胸，^ 切 さき、 錢 丸，^ 中に 籠て 沈めた る體 に 見 ゆ、 

二 公 は 初めよ. 9、 戰 ひに 及 ふ へ しと 思 貧し けれ は 、公 


  大卞- 

達 を は 花 尾 山に 徙し 參ら せ、 市中の老^^？はことく 

くに 邊鄙 にさけ 行し め 玉 ふ、 此時 御侧に 侍ら ふ 人々 

は、 餘.^ に 御城 P 海ち かく、 砲丸の 及 ふ へき を 盧り參 

らせ、 あな かちに 勸め 奉. 9 て、 廿 九日に 島 津彈正 か 宅 

へ 御徒ら せ、 明る 朔 日より 千 眼 寺 へ 轉座 まし/,^、 此 

所より しても ろくの 軍事 を 指揮し 玉 ふ、 程なく 英 

夷 は遁れ しかと、 必定 苒寇の 患 ひ あれ はとて、 新たに 

祌瀨の 砲臺を 築き 立、 ますく 諸方の 備 へ を 御 整 へ 、 

同し き 二十 五日， 初て 御城に 入せ 玉 ふ、 此 時に、 大 隅の 

國府へ 御遷を 謀り 舉る者 あ h- て、 二 公 も 始めの 程 は 

御 許し あ. 0 けれと も 、大戦の 後、 かたく 然る へ くも 

侍らす と 留め 奉る 人 多 けれ は、 終に 此議 はやみて け 

、早く も戰 ひの 次第 みやこに 聞え しか は、 此 =： 褒勅 

を 太守 公へ 降し 玉 ふ、 

去る 二 日英 艦渡來 之處、 及，， 砲發 血戦， 候 趣 達，， 叙 

聞， 候、 布告 之 奉 n 御 趣意？ 無 ，，1 一念， 攘 斥候 段、 数 成 

不， 斜候、 彌勉勵 有 、皇國 之 武威 海外に 可 Jt 樣、 

御沙汰 候 事、 

公は此 程より、 御上 京の 勅命 を 蒙らせ 玉 ひし か、 七 

十 一 日、 近 衞家御 父子 幷に ニ條 右大臣 齊敬 公より 御 


事 を 得た b しか は、 此謀事 は果さ b けり、 この 日の 暮 

程に、 御 家老 川上 伹馬華 押の 報 書 を、 町 田 六左衞 門し 

て 差 渡さ る、 大意に、 人命の 輕 からぬ 事、 素よ. 9 汝か 

言の 如し、 され ど生麥 にて 汝の人 を 害し^る 者 は、 今 

に 四方 を搜 せと も 求 得さる をい かに せん、 若し 搜し 

獲な は、 速に 汝か 許に 送り 下 死人， 0 なす へ し、 養育の 

金 は、 渡す へき 筋 あら は みに 任せ つ へ けれと も、 今 

に 始めす、 我國の 定め、 諸國 とも 幕府の 下知 を受 てこ 

そ 定る事 なれ、 今是を 渡す へ く は、. 如何にも 關 東の 沙 

汰 ある へ きに、 其 儀な きこ そ 疑 ふ へ し、 汝等 もよ く此 

旨 を わき まへ、 し はしか 程 長 崎 橫濱の 間へ 歸. 0 待て、 

いそき 關柬へ 此由を 申し入れ、 いかにも 取扱 ひの 道 

あらん、 且 かの 生麥の 地、 關 東よ. -汝 等に 游行を 許る 

されし 事 を 聞す、 さる を 馬に 打乘 りて、 猥， 9 に 人の 行 

粧を 侵す 事、 如何なる 心に やとな. 9、 英夷は 此書を 

見て、 安から ぬ體に そみ えた ける、 明れ は 七：：：： 朔 

日、 東風 ゃゝ吹 起り ぬ、 かさねて 御 側役 格 伊地知 壯之 

丞、 れ ^ 伊地知 正 治 を 遣 ほされ、 猶も理 は， - 

を盡 して 其 曲直 を 諭せと も、 更に 受か ふ體 もな し、 愛 

に 我の 火 船 天祐 九、 白 鳳 九、 靑魔 丸の 三艘 は， 靈 富の 脇 


元 浦に か、. 0 しか、 英夷は 望 を 失 ひし 折 柄 なれ は、 遽 

に 三艘を 目に かけ、 是を 質と なし、 我を搖 かさん to の 

巧に て、 夜中に 軍艦 五艘 もて、 櫻 島 小 池の 前に 引き 掠 

む、 御船 奉行 添 役 五代 才助、 松 木 安右衛門の 兩人は 船 

の頭官 なれ は、 餘の 人々 を 陸に 卸し、 彼の 船に 乘 うつ 

b、1^ 角爭 ひし か、 明る 二日の 朝に およ ひ、 風雨い よ 

いよ はけし く、 我の 軍兵 等 は、 雲霧の た へ 間より、 初て 

彼 か船楚 ひし を 知て 怒.. >  にたへ す、 重 富よ も 早 打 

にて 此由を 報し、 たまく 攘\15： の 仰せ 降. 0 けれ は、 內 

地の 天 保 山 を はしめ、 櫻 島 諸 所の 砲臺 よ. 9、 一  度に 夾 

み 打 けれ は、 英夷 は以の 外に あわてふためき、 碇引揚 

る 隙 もな く、 中よ. 0 切て 捨て、 引 掠めた る 三 艘に火 を 

かけ、 北の方 磯の もとへ ひらき、 七 艦 を 一 行に なし、 臺 

場々 々を 繰り 撃に しけ. 9、 さし も 烈しき 風雨の 內、 歒 

. ^方 力 を 籤して 戰ひ 合せ、 午の 剋の 初めより 申の 剋 

の 末に 終る、 巾に も 祇園の 洲の 砲臺は 磯の 地と 接し 

けれ は、 此 手の 軍勢と も 殊に はけし く戰 て、 伍長の 役 

税所淸 太 討死せ り、 其外陣 u せし 者 僅 に 七 人， ；」. 

1。^ の 郡 山 旧の 侍 賢 之丞、 阿多の 田 平 右衛門、 岵佐 <J= -ネ. 切、 

島 ；： 新八郎 か.； * 來西 林お 衞、 染川せ g 左衞 S: か 家 來川添 <S 右衞 門、 ？ K 

外 僧の 、瘋舜*？ なリ、 手 の 人 御 家老 W ヒ 龍衞、 侍に は. >衬 幸 之丞、 平 

E 甚 五郎、 肱 岡 猪 之 助、 平 £ 九十 邯、 門松 源 之丞、 井上 直 八の みなり、 
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我の 江戶御 留守居 を 招て、 申されし は、 近- 英夷薩 摩 

に 赴く 事 を 謀る、 よって 是を 押留れ とも、 更に 聞 入る 

體も なし、 急き 此由 を吿 知せ 侍る とな hv  、同日に 一橋 

殿 も、 我の 御侧 御用 人 岩 下 佐 次左衞 門に 此旨 を吿け 

られ、 明る 廿 三日、 又 御 家老 喜 入 攝津を 招て 仰せけ る 

は、 英の 軍艦、 去る 十七 日に 橫濱を 出しと きゝ ぬ、 され 

とも 彼 はまつ 長 崎に 立よ て薩 摩へ 向ん との 結構な 

b、 一 艘の火 船 を 借す 程に、 急き 乘歸. 9 て 主君へ 申す 

へし、 關東 にて も、 今截港 の 事 評議の 央 なれ は、 必す穩 

かに 事 を 謀 h>、 軍の 端し を 開かるな と あ. 5、 

S5 れ か 事 や t 攝、 律 は 其翌廿 四日、 遽に火 船よ. 

はせ 下れと、 遙々 の 海路、 風波 心に まかせす 遲 著し、 

英艦 もまた 長 崎 へ 入す して、 直に 向 ひ來れ り、 同月 廿 

七 n 申の 剋 過き、 山川の 方に 七 艘の火 船 見えし か は、 

沿海の 蜂臺 よ..^ 烽火 あか. 9、 船 は 程なく 谷 山 七つ 島 

の灘に 至る、 急き 來意 を尋れ は、 英國の 使節と 答へ、 

明 H 國書 を捧ぐ へ しとい ふ、 廿 八日 巳の 剋、 前の： M に 

入る を 待ちう け、 御 軍役 舉行折 田 平 八、 伊地知 正 治、 

助 敎今藤 新左衞 門、 御 庭 方 重 野 厚之丞 四 人 を は、 英の 

全 權官ゾ ン ：ーー ルが 乘る處 の、 ユラ ュ ス 艦に 乘 入れ 


しむ、 彼 まつ 國書を 傅へ 捧く、 其 大意 は、 生麥 にて 害 

に 逢 ふ 者の 下 死人、 幷に其 遺 家 を 養 ふの 金 十二 萬ド 

ルス-グ^ リング を 求め、 我の 報 書 を、 彼の 一 一十 四時の 

內 にと 期し、 また 關 東よ. 0 案內の 船、 いまた 來ら さる 

事 をい ふかる、 我の こたへ に、 今や 太守 公 霧 島の 温泉 

にお はします、 往 反の 道 近から ね は、 一 日の 間に 報 書 

する 事 叶 ふまし、 御 留守に は 御 家老 も 侍る なれ は、 徐 

かに 對 面して 論判 せん、 速に 陸に の ほ 來れ とい ふ、 

彼 は 陸に 上る 事 を 恐れし にや、 使命た ひか さなれ と 

も從 はす、 七 艦の 前の 濱に 至る や、 府下 幷に諸 鄉の勢 

は、 みなく 兼て 定 りし 陣所 へ ひしく と備 へ 、唯 一 

戰に 打碎ん と、 かたつ を 吞てそ 勇みけ る、 此 rn 全權官 

より、 薪水 魚 卵 及ひ菓 物な と 望み 乞 ふに より、 其 品 を 

贈る につけ、 一 つの 謀 事 を 定め， 壯士數 十 人 をす く， 9、 

七 艦に 分け入 ..y  、手 ことに 短 兵 もて 斬 まく， 9、 是を相 

圖に 諸方の 砲臺 より 打 はなち、 一 戰に みな 殺し せん 

とす、 廿 九日に は、 壯士數 十 人 を 二の丸 へ 召 出され、 御 

杯 を 賜 ふ、 斯くて 壯士 は皆时 死と 思 ひ 極め、 菜 物う り 

に 身 を やつし、 小舟に 打の. 0、 七 艦に 向 ひけれ は、 英夷 

は怪 みたる 體 にて 近附 せす、 唯ュ ラ ュ ス艦 のみ 登る 一 


す、 三條 以下の 人々 是を 信し 用 ひ、 公卿 達 を もい さな 

ひ 立てぬ、 中 川の 宮， 吾等 父子 は、 其 かた 樣の 人々 より 

はふ かく 惡み嫌 ふ 所 なれと、 左 あらぬ 體 にもて なし 

て、 其 心さし を遂ん とす、 眞 木か獻 せし 計 策に 五つ あ 

&、 一 に は 攘夷の 權を執 、深く 測られ さる 詞を もて、 

敵の - i ゝ ろを悸 しっけ、 また 勅使 を 下の 關 にくた し、 

攘 is^ の 仰 を、 いまた 承り 及 はさる 諸 大名へ ことく 

く傳 ふへ し、 二に は 御 親征の 部署 を 建て、 在京の 人數 

を かそへ、 餹の族 旗 及 ひ 革の 車 を 製. 9、 假 りに 服 色 

を 替へ戎 衣と なすへ し、 三に は 攘夷 使 諫官を 置て、 公 

卿 三人 諸 大名 三人 を 撰 ひ、 司 -jit の官 となし、 其 位 を 高 

く 進め、 天下に 名 ある 侍 三 四 人 を選擧 し、 その 貳の官 

として、 世の 耳目 を 新たに すへ し、 四に は 土地 人民の 

權を收 め、 機に 應し勅 をく たし、 其詞 ふ， 9 いと も 意 を 

用 ひ、 假 に 税則を 一 一等 まて 减し、 戶 部の 選み を 重ん 

すへ し、 五に は 鸞輿 をし はらく 大 坂に 留め 玉 ひ、 いか 

めしく 攝 海に 兵 を そな へ 、其 外 要害の 地 十 か 所へ 、あ 

らたに 關所を 立て、 多くの 大砲 軍艦 を も 作る へしと 

いへ，.^、 此謀り は、 吾等 も 素よ.^ 遂け行 はれす と は 

存 すれと 、配慮の 事も少 からね は、 御邊 急き 上京 あ. 5 
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て、 彼の 輩の 奸計 を 拂ひ壶 されなん 事、 いかにも 願 ひ 

入， 0 は へ ると あ ，5、 
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折し も 我 國には 英夷來 航の事 起る、 今春 三 =:、 英夷 

の關 東に 難 を 申立てし 頃、 ニ條の 城よ. 9 我の 御 家老 

小 松 帯刀 をめ され、 一橋 殿 及 ひ 御 老中 板 倉^ 防 守 

殿、 水 野 和 泉 守 殿、 膝 を 並へ て 申されけ る は、 去 秋 

生麥の 事に よりて、 英夷 頻りに 養育の 金を關 東に 求 

む、 如何に 存 する そやと あれ は、 帶刀 こたへ し は、 此 

事の 基 ひ我國 より 起 ぬれ は、 あはれ 英 夷に 吿け、 我國 

へ 船 を 廻 させ 玉へ かし、 さあら は 直に その 曲直 は 明 

かになる へき 物 をと 陳 しけれ は、 三 入 は 此由を 聞せ 

られ、 筋 ある. S. 振 なれと、 願 ひの 旨 は 叶へ 難し、 此 

後は關 東に て、 如何にも よきに 御 取 計 ひ あるへ しと 

仰せけ る、 其 後ち、 英夷 遂に 金を關 束より 受取 、去た 

我國に 向ん と 謀る、 六 M: 廿 二日、 御 老中 井上 河內守 殿、 
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努め 關白 以下の 人々 に 洩らすな と あり けれ は、 宫謹 

んて御 答 へ ありし に は、 此 頃の 有様 を 兒 奉る に、 朝 威 

日に 衰へ ぬ、 今の 勢 ひに 及 ひ、 たと ひ楚 を改ん として 

も、 實美か 輩 必す從 ひ 參らせ 候 ふまし、 され は 暫の間 

は、 時 を 待せ 玉 ふに しかし、 尊 融か存 意に は、 唯 御行 

末 を 助け 舉 るの 外に 謀 も 候 はす、 素より 御 厚 福なる 

朝廷の 御 isl- なれ は、 なと か 其 御 時の なかる へき、 今 は 

彼等 勢に 驕り ぬれと、 積惡餘 .5 天誅 を まねく 事、 必定 

遠き に 候 はす、 三 郞の事 はとく に考 へ 侍る 旨 も 候 得 

は、 參內の 時 奏し. S. す へ し、 朝夕に 御 心を惱 ましめ 玉 

ふ 事、 深く 恐 入り 侍れと も、 今の 有様に て は、 尊融さ 

へ もし はく 參内 する 事な り 難し、 またも 蒙. 0 舉る 

へきの 仰せ あらんに は、 願く は 天 書 を 降し 玉 ふへ し 

と 仰せ 上られ、 五月 十二 日に、 密 勅の 御， おし 幷に前 

條 主上への 御 こたへ 書 まて 遣 はされ、 公の 御 心の 程 

を 問 せ 玉 ふ 、此； =： の 廿六 ：w に、 近 衞公御 父子より 仰せ 

贈られし は、 世の 有檨 今に 至り 筆に も 紙に も盡 され 

す、 若し や 御邊の 上京な ぐ は、 暴 輩の 企て 何れの 日に 

か 止みぬ へ き、 剩さ へ 姉 小路の 變も、 偏へ に 今 は薩人 

の 仕出せし 姿と なれ は、 歎く にも 猶餘. り あ. 9、 思 ふに 
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是は 御.？^ を嫉 たむ 輩 か、 罪に 陷 さんとの 手立てなら 

ん、 左 あれ は、 御.；； 边も いよ//^ 急き 發途 なくて は 叶 ふ 

まし、 京に て はは ゃ御邊 父子の 馳登. 0 て、 國事 掛參砍 

寄 人 等 をの そかる ゝ との a 說ぁ h- 、暴 輩と もに は、 此 

度の 御 企 はたし かに 天意よ.^ 出る 御 なれ は、 彼の 

父子 上京 あ. 0 とても、 何程の 事 か あらむ とさ、 やき 

笑へ b、 かた// \. 'いそき 御 登りの 程 待 入 はへ ると あ 

、六 s: に は 中 川、 の 宮幷に 近 衞公御 父子、 二 條右大 

臣齊敬 公 御 連 書 を もて、 ひたすら 御上 京 を 催され、 七 

月に いたり、 勅命 を 公に くた し 玉 ふ、 

夷 贼之儀 者、 雖レ 爲，， 小 醜 r 一  般之 人心に 關係 候に 

付、 此節御 親征之 儀、 御用 も 被， 爲， 在 候、 就 而者去 

春已來 忠誠 を盩候 儀、 御 依頼 被， 遊 候 儀に 候 間、 急 

急 上京 候檨 御沙汰 候 

はしめ 近 衞公御 父子 は、 御 書 を 朝廷に 捧 けられ、 公の 

御上 京 ある へ き 勅命 を、 速に 降し 玉 ふ へ きの 112 頻 り 

に 願 はせられ、 終に こ、 に 至.. >  けれ は、 又 御 ふみに て 

仰せ 贈られし は、 御 親 征の御 事 は、 たしかに 聖 意に は 

まし まさす、 筑後の國久切米ょ.^浪人せし眞木和^^ 

守と いふ 者、 先き よ， 0 長 門に 方 人して、 此事を 企て 起 


武 の御亂 しいかめ しけれ， と、 いまた 其贼を 探し 獲す、 

廿 六日の 朝に いたり 、傳奏 衆より、 我^の 侍 仁 禮源之 

丞、 陪臣 田 中 新兵 衞、 及 ひ 僕 何某の 三人 を 召す、 f§  、の 

害ぜられし地に刀ひと っ5^."ちたリ、我國の敏冶奥和，1水守 u:^ 一^い 訂 よ 

忠 重の 作な： T とて 、殊に 我國 VS- 疑 ひ、 此¥ し 及 ふ. とい ふ、 

正な くも 覺 えなき 罪に かゝる 事を愤 ほり、 遽 かに 自 

害して 架けれ は、 世の 疑 はます く我國 にか ゝり、 源 

之 一は 松 平 安藝 守 殿 §1 の 第へ 預けられ、 僕 は 上杉彈 

正大 弼殿 I、 へそ 預ら る、 かゝ b しか は、 我國の 入々 

は 九 門の 內へ立 入る 事た も 禁し玉 ひけれ は、 人々 い 

と 安から ぬ 事に は存れ とも、 心に 陰りな き 事 なれ は、 

なと か 1 た ひ は 晴れさら めと、 恐れ入て そ はへ， 9 け 

ら、 六月 十 一 日 はしめ て：： 御 築^ 內 へ徘權 する 率 御 ゆるし ゎリ、 時 

； に 滋野井 侍 從公裔 朝臣、 幷 に四 辻 中納言 公镜 卿 の 家 R 何某の 二 

人、 出走して 京に 復入 しける か、 御不 ， , り rjs&jibp 三 MyD ル 3、 

審蒙" 、直に 御 差 扣へ仰 出された リ、 この f-a^ 蘭 三 夷の 

長 門の 國 下の 關を 通りし に、 國 人に はかに 砲 を 放つ、 

六 の はしめ に は、 英船 もこと さらに 此所 を乘り i 

,9、 互 ひに 戰ひ 合せけ るか、 國人 終に 砲臺 大砲 を 打破 

られ、 人して 援 けの 兵 を 近 圃に請 ふ、 松 平 大膳大 夫 殿 

は、 さきに 賙 東の 使者 を、 豐 前の 國小 倉の 洋に 殺し、 と 

しころ 幕府の 定め 置か る 制札 をもノ 悉くに 廢し棄 る 

のみなら す、 周 防の 國山 口に 城 を 修め 築き、 我 ま、 の 


所業の み 多 か.^ けれ は、 諸 大名 は 皆是を あやしみ、 敢 

て 兵 を 出す 者な し、 國人等 は ほこり 顔に、 此由を 朝廷 

に 奏し 申す、 たまく 將軍 家、 この ころ 京大 坂の 間に 

御上 下の 折に て、 御 滞京の 日 も 少な けれ は、 g 口 § 卜 

リ大 坂に ドら y 、五 ガナ 一 日 ふた、 ひ 御 t 洛、 六_0^ 九日に また 京.^ 立 

て 4< 坂に 至り、 十三 日.^ 船に. i され、 同し さ 十六 日 江戸へ 着せ 玉 ふ、 

國事掛 參政等 時 を 得た. 9.i、 樓夷 せし 事 を ほめた、 

へ 、遂に 刺 褒の御 書 を 降し 賜 ひ、 あまつ さ へ 六；：：： 十六 

日、 正 親 町 少將公 帝： 朝臣 を監. お A 使と して、 御 親 兵 等 三 

百餘人 さし そへ、 畏 門の 國へ差 下さる、 き は？^? 

ば Mils  、去ぬ る 四 廿 三日、 生 上 ひそかに 御手 勅 を 

中 川の 宮に 降し 賜 ひし は、 朕 さきに 石淸水 等へ 行幸 

せし 琪は、 荒き 公卿の いと も 要し 申す により、 せんす 

へな くも 病 を 強めて 從へ. o、 今 また 親征 とやら の 事 

起る、 是も たしかに 朕 か 意に あらす、 これより 行末の 

事、 偏にお ことの 智謀 を 賴み存 す、 つらく 思 ふに、 

いそき 三郞を 招きの ほせ、 朕 を 初め 心 を 同 ふして 事 

を 謀ら は、 荒き 輩 もや、 改る攀 も あらん、 今の 時に 當 

^て は、 參政國 事 掛寄人 等 を やめされ は、 國 家の 騒き 

止む 時な し、 おこと 深く ぼを帷 の 内に 運ら して、 功 

を 千里の 外に 立てよ、 憂苦の^ b 此 HI: を 聞け、 努め， 


座 候 得 者、 何方 を 守 衞仕候 も、 同く 皇國之 御爲與 # 

レ存 候に 付、 守護 職 之 儀 者、 幾重 に も 御 斷申上 度 奉 d 

ンぉ 候、 併 是非 被， 命 儀に 御座 候 者 は、 其 代， 5 に は、 九 一 

國之藩 鎮を被 n 仰 付 r 拾 萬 石 以下 之 大名 は、 皆總釐 

仕 候 様 承知 仕度、 乍レ恐 奉い 願 候、 誠に 以 自由 千 萬 之； 

願意に 御座 候 得 共、 此旨不 御^ 取 被，， 成 下， 度、 一 

伏而 奉，， 願 上， 候、  ， 一 

右 者、 本書 も 種々 不敬 之 儀 共 申 上 候 上、 猶不 ^顧-一 

恐懼 多 罪； 愚意 不，, 差 置， 申 上 候 間、 御 都合 を以、 一 

宜御執 成 被， 下 度 奉，, 歎願， 候 、以上、.  一 

將 5af 家 は 今に 京に まし ませと も、 國事 掛參政 等の 勢 一 

ひ：" に 盛んにな.^、 四 月 の 末つ かた、 橫濱長 崎 箱 館の 一 

三 港と もに 拒絶す へきの 朝^に て、 五月 十日 まてに、」 

必す在 港の 諸 夷に、 此 US 申傳 ふへ しと 定めら る、 橫濱； 

にある 英夷 は、 先月より 申立た る 養育の 金 を、 また： H_ 

を 期して 要し 請 ひ、 もし 其 期に 決 答な く は、 是 まての j 

和親 を 破ん と 申 募. 9、 拒 絕の事 は、 諸 夷と もに あさ 笑-; 

ひ、 必す行 はれし とい ひ あへ り、 五 月 八日、 小 笠- 書 一 

頭 殿橫濱 にて 鎖 港の 仰せ を 傅へ、 直に 大 坂へ 赴 く，^ 0 一 

稱し、 火 船よ. 0 はせ 向 ひ、 あくる 九日、 竊 かに 祌奈 W 一 
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舉行淺 野 伊賀 守、 御 軍艦 舉 行水 野痴雲 等して、 洋銀 六. 

十 萬 枚お： ほを英 夷に わたし、 遂に 大 坂に 至 

.9、 再 ひ 京に 馳登. 0 て 朝 請の 旨 あらんと せし か、 朝議 

入京 を ゆるされす、 却って 仰 をも受 すして 洋銀 波せ 

し 事 を 咎められ、 圖書頭 殿 等 三人の 職 を 免る し、 大坂 

に 蟄居せ しめらる、 はしめ 錙港之 事 起る や、 一 橋 殿 及 

ひ 水 の 家老 武田 耕雲播 は、 別に 勅命 を 蒙り、 四月 廿 

二日に みやこ を 立て、 此 s: 八日 江 戶 へ 着せら る、 殿 は 

蒙り 舉.^ し 事の 成 h- 得さる を耻 ち、 終に 上表して 職 

を辭 せらる、 國事掛 參政等 は、 關東 にて 錙 港の 期限 も 

うちす き、 其 事の 行 はれさる 事 を うれた く 思 ひ、 御 親 

征 のこと を 企て、 幕府 を 征討 せんとす、 其 謀 事、 まつ 

• 大和の 國に 行幸 まし/ \ -、 大胆 幷に春 日の 神 廟に謁 

し 玉 ひ、 此所 にて 軍の 謀 事 を 定め、 恐 多く も 主上 を 要 

し舉 り、 進ん て 伊勢の 國 にいたり、 天祖 を 拜し玉 ひな 

は、 心 弱き 關 東の 人々、 なと か 膽を失 はて あるへ き 

や、 侰 また、 ひとた ひ 鳳漦を 出されし 後 は. 殘らす 京 中 

を 燒き拂 ひ、 上下の 心 を 一 つに して、 大事 を擧 んと內 

決せり、 此 3- 廿日の^、 姉 小路 少將 公知 朝臣 は、 禁中 

よ， - 退か ゝる路 1 譲 糊 御 賊の爲 に 殺され 玉 ふ， 公 


座 候 由、 恐悅 舉レ存 候、 即今 大樹 公 發京相 成 候 者 は、 

姦贼愈 志 を 得、 御 目前 騷亂 之基與 可，， 相 成， 者 案 中 

與奉， 存候、 何卒 右之邊 深く 御 評議 被,， 爲レ 在、 何篇 

治定之 上、 歸府 被.， 命候樣 仕度 舉レ存 候、 幾重に も 私 

此節御 暇 も不， 奉い 願、 御屆 迄に 而 出立 仕 候 儀、 恐 

入 奉， 存候、 實以 長々 滯在仆 候 得 者、 家臣 之內^ 陋 

短慮 之 者 共 多く 有い 之 候 故、 終に 者 暴論 家ね 對し、 

何檨之 違變を 起し 候 も 難， 計、 若 右次 第に 至. 0 候而 

者、 申譯も 無.， 之 奉， 存 候に 付、 急速 發足仕 候、 何も 

不臣 之 心底に 無，， 御座， 候、 此儀者 天地神明 之照覽 

も 可， 被， 爲 ^ 在與 乍,， 恐 奉， 存候、 右 之 趣不， 惡御聞 

収 被い 下 度、 伏 而舉， 願 候、 以上、 

別紙に て、 

先般 參殿仕 候 節、 申上殘 候に 付、 書 添 申 上 候、 去 夏 

伏 見 一 條之者 共 御赦之 儀、 去 秋 も 御沙汰 相 成箬之 

處、 殿下 を 奉， 始御 周旋 之 故 を以、 御 取 止 相 成 候、 然 

處當 春、 右 之譯に 而大原 卿 御 勘氣を 被， 夔候 由、 乍 

レ恐如 ：！： 檨之御 評議に 御座 候戟、 疑惑 不， 一 一 方， 奉. 存 

候、 彼 一 條 に付而 者、 最初 左大將 家ね 言上 仕、 巾 山 

正 親 町 之 兩議奏 御 評議 之 上、 御 伺 相 成 候處、 是非 鐄 一 
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靜 可い 仕 與嚴命 承知 仕、 sf 速 右 趣意 を以、 苒三 理解 

爲，， 仕 候 得 共、 終 に 承服 不， 仕、 彼擧動 に 相 及 候 儀、 

違 勅 顯然之 者 候處、 御 赦之事 申立 候 者 共 御座 候 者， 

何共 奉 H 恐 入 ， 候 得 共、 明白 之 御せ 罰 無，， 御座 ， 故與、 

慨歎 之 至に 不レ 奉レ堪 儀に 御座 候、 御赦 中 上 候 者 之 

心底 、何様 被，， 思 召， 候 哉、 則 彼 與黨に 相違 無，， 御座， 

候に 付、 此節者 是非 厳科に 被， 處候而 社、 赏罰之 至 

當北ハ 可， 奉レ申 候處、 何等 之 御沙汰 も無レ 之、 夫 成 被，， 

召 置， 候 者、 小臣 疑惑 之 第 一 に 御座 候、 若 彼 一 條、 小 

臣處置 不當與 被 二 思 召-候 者 は、 何欉共 罪科に 被， 處 

被レ下 度舉， 存候 、左様 無二 御座， 候而 者、 天下 之 人心 

瓦解 之 基、 乍， 恐 朝政 之 御 班 與舉， 存候、 何樣共 明白 

之嚴命 承知 仕度、 幾重 に も舉二 希- _ 候、 ， 

1 守護 職 之 朝 命 被， 爲ぃ在 候 由 被，， 仰 下： 恐 入 舉，， 拜承， 

候、 此儀 者、 會律藩 幕 命に 而勤仕 之 上、 細 川ね も 被 

レ命候 哉 之 由 傅 承 仕 候、 然上 者、 乍， 恐腻 關警衞 御手 

蒲 之 事 も 被,， 爲" 在 間敷與 舉,， 存候、 敝藩者 僻遠 之 

地、 先般 も 申 上 候 通、 三面 之 海 ujr 攘夷に 付而 者、 守 

衞 十分 行 屈 兼候而 者、 彼 か 掠 楚を受 候條者 案屮に 

而、 私 之 に 無二 御座 ¥ 天 之 下 無，， #  二 王土， 事に 御 

>? 一一 
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一 に に 盛んにして、 次 に海內 にも 流行し ぬ、 かくて 

近衞 公の 御 書. 四 3： 十四日に 達し けれ は、 其 御 報 書に、 

先！：：： 廿 八日 之 尊書、 一 昨 十四日 相 達、 難， 有 謹而拜 

見 仕 候、 先以追 H 向暑 相 成 候處、 御 兩殿樣 御 揃 益 御 

機嫌 能 被， 遊，， 御座 ハ恐悅 御 儀 奉,， 存候、 然者 先般 上 

京、 參殿 拜謁仕 候處、 々御 懇篤 被，， 仰 付？ 別而難 

ゾ有仕 合舉， 存候、 殊に 官武 御 重職 方 御 列 

談之御 末席に 相 連.^ 候 俄、 重奰 難， 有舉， 存候、 其 節 

至 m 心 之 鄙見 申 上 候 通、 外に 皇國之 御 爲に相 成 候 儀 

も存 付不， 申、 赤面 至極 奉い 存候、 就 而御屈 申 上 候 通 

之 趣 御座 候に 付、 不, 得， 止 出京、 去る 十  一 n 無事 歸 

國仕 候、 然處其 後 之 御 事共、 本 田 彌右衞 門よ. - 委曲 

申 越、 御 差^ 之 御沙汰 も 被， 爲， 在 候 由、 且 尊書 を以 

細々 被，， 仰 下， 趣、 逐 一 舉，， 承知； 誠以 不都合 之 至、 何 

共 奉 n 恐縮-次第 御座 候、 此上者 何檨之 罪科に 被レ處 

候 共、 更に 可,， 奉レ恨 儀に 無，， 御座 一 候處、 再 上京 仕 候 

樣 被，， 仰 下； 誠 W 御 宥恕之 御沙汰、 難， 有 舉，， 承知， 候 

に 付、 速に 發足、 御 禮旁申 上 候 儀 至當に 御座 候 得 

共、 英賊 一 條者 勿論、 报 樓夷絕 被，， 仰 渡， 候に 付而 者、 

御 屈 中 上 候： 之 儀 故、 今： 史 贅言 不， 仕 候、 且又 殿下 
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にも 內覽 御辭表 被， 一 仰 上， 候處、 御 願 之 通 被，， 開 召？ 

被 J^n 御 安堵？ 最：： if 是 より 者、 天下 之 形勢 被 レ遊ニ 御 

傍観 - 候 御 事共、 細々 被，， 仰 下， 趣 舉，， 承知 ， 候、 何共 

遺慽之 次第 舉， 存候、 乍， 恐 攝家之 御身 之 上に 而、 右 

檨御 傍観 之 御 事 御座 候 得 者、 於，， 外臣， 者 猶更之 儀 

歟與 奉/ _存 候、 誠に 井 固陋 之 小臣、 ：^」 も此 以後 朝 

廷之 御大 計に 關係仕 候 儀、 恐 多舉， 存 候に 付、 右 旁 

之 次第 故、 再 上京 之 儀、 偏 に 御猶豫 被，， 成 下， 度、 伏 

而奉 n 願 上， 候、 攝府 よ. -申上 候 }g  、英賊 一 條無 事相 

濟候者 は、 其 節 上京 仕、 舉，， 謝，， 是迄之 天恩， 含 御座 

候、 併是以 公武よ. - 御沙汰 無， 之候而 者、 發足 難， 仕 

儀に 御座 候、 尤 幾重に も 恐 多 5- 上 事に 者 御座 候 得 

其、 方今 之御模 樣に而 者、 公武 御 ； 和 之 御實意 貫徹 

不レ 仕、 諸俠之 面々、 正邪 明 A 之御處 置 も. W 付不 

レ申、 去 秋 も 親 申 上 候 通、 姦雄 割摅之 勢：： J に 相顯、 長 

大息 此 事に. 御座 候、 就而赏 罰 分明 之 御沙汰 無 n 御 

座， 候而 者、 誠忠 之士 失望 之 基 與乍レ 恐 舉：， 存候、 何 

を 中 上 候 も 皇國之 御爲與 奉， 存、 不ぃ顧 二 多 罪， 獻言 

代 候、 先 者 右 御請 旁舉， 早： 二， お札-候、 

再 白、 大樹 公に も 參內被 二 仰 出？ 滯京 被， 命、 御受御 


元ね 致，， 碇泊， 候 者 は、 不レ 及二應 接，！：. f 速 加，， 誅戮， 候 

所存に 御座 候、 且 時宜に 依候而 者、 蠻夷 爲，， 征討 T 軍 

艦 差遣 候 儀 も 可レ有 vN 候 間、 御聞微 被， 下 度 奉レ存 

候、 以上、 

あくれ は 十八 日、 京 を 立て 大 坂の 御館に 宿し 玉 ひ、 此 

夜. 近衞 殿下に さ ゝけ玉 ふに は、 

昨 十七 日 御屆申 上 候 通、 今日 出京 着 坂 仕 候處、 英夷 

國許， s 來 舶之模 檨申來 候、 就而者 修理 大夫 在國之 

事に 者 御座 候 得 共、 未 若年 之 故 行 屆兼候 儀 も 有 

VN、 六 年 來御預 之 王土、 聊に 而も 彼 か 蹂躪 を受 

候而 者、 御國 辱^ 勿論、 舉， 對ニ 祖宗 之 舯靈， 無二 申 

譯， 儀、 恐 入 奉.， 存 候に 付、 一 日 も 早く 歸國 仕、 守饌之 

策略 十分 を識し 必死に 防戦 仕、 夷賊 一 人不， 殘 加二誅 

戮； 數 十代 之 奉， 報 二 朝恩， 皮 赤心に 御座 候 間、 無レ據 

早 々 出船 仕 候、 當時於 二 御 膝下 守衞 ， 者 、大樹る 御滯 

留之 上、 諸國之 大小 名 在京 之 事 御座 候 得 者、 御手 薄 

之 儀 も 被， 爲ぃ在 間敷與 乍い 恐 奉い 存候、 且又 關東應 

接 之 次 i 一に 依り、 夷贼 承伏 候 者 は、 天下 國家 之大幸 

無， ー此 上 I 御事與 奉， 存候、 其 節 者 速に 上京 仕、 奉 

. ゾ謝-,せ_^K之天恩ー度含に御座候、若發足御差留之朝 
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命 被， 爲レ 在候御^!|.も難ぃ計奉，存候間、 右 之 趣意 宜 

御 汲取 被 n 成 下 T 御 都合 可  >  然様、 御 執 成 被，， 仰 上， 被 

レ下 度、 伏 而舉レ 願 候、 以上、 

同し き 廿日に、 火 船よ. 0 西に 向 ひ、 日. M の國細 島の 禅 

より 陸 をうた ぜ、 四 s: 十 一 E 鹿 SJ^ 島に 着せ 玉 ふ、 され 

は 京に て は、 遽 かに 公の 立せられ しと 聞て、 畏門土 佐 

の國人 等、 わるさ まに さゝ やき あ ふ、 近 衞公を はしめ 

以の 外に 驚かせられ、 急き 御 呼 ひ 返しの 刺 命 を 降し 

玉 ひけれ とも、 はや 大坂を 立せ 玉 ひし 跡 なれ は、 詮方 

なき 事共な り、 廿 一 日に は、 春 岳 殿に はかに 職 を辭し 

て歸國 あり、 しき 廿 六日、 近 衞公も 內覽を ゆるされ 

玉 ひ、 廿 八日 御手 翰に て、 重ねて 公へ、 いそき 上京し 玉 

ふ へ きの 旨、 こま. （'と 申 勸め玉 ふ、 此 頃洛屮 暗み 打 

のこと 猶 やます、 無名の 書 を 所々 に 張.^、 人の 耳目 を 

疑 はせ、 其 上 去ぬ る 二月の 末つ かたに は、 等 持 院に納 

め た る 高 氏 、義詮 、義滿 の 木像 を と b 出し、 罪狀を 書て 

三條 川原に 梟首せ り、 關東 にも、 去年よ. 0 諸方の 浪人 

を 召 あつめ、 新徵 組と 名つ け 置れ しか 、四月 十 H  、同し 

組々 の 者 1 一人 f  isf ふ 神 4^ を は、 兩國 橋の 邊 .5 に 梟首 

し、 罪 を あら はし 天誅せ りと 記る す、 是等 のた くひ ：= 
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み、 三月 八日 まての 間に 決 答な き 時 は、 船將の 職掌 を 

盡す へ しと 要す、 此時將 軍 家 は 京に ましく、 關 東の 

御 留守に は、 御 老中 井上 河內守 殿、 同し き 格 小 笠原鼸 

書 頭 殿、 g 、夷 情の- &り難 けれ は、 まつ 諸 大名 を もて 

近海に 備 へさせ、 市中の 老若 は邊 鄙の 地に 避けし め、 

英 夷に 申 諭して、 將軍 家の 御 下着 まて は 其 申 旨を猶 

豫 せしめ、 歸書頭 はいそき 大 坂に 赴き、 遂に 上京して 

朝 請の 旨 あれと も、 入京 さへ 許されす して 下向 あ b 

けれ は、 京に て は 上下の ひしめき 一 方なら す、 將軍 

家 は、 えみし とも か 虛に乘 して、 關東 を擾 しなん 事 を 

慮らせ、 尾 張 中納言 殿、 I、 水 戶中納 言 殿、 及 ひ 松 1^ 陸 

奧守殿 I、 等 を 京より 下向せ しめ 玉 ふ、 此 ころ 公の 御 

供に 候 ふ 諸 侍に 仰，. せ 諭し 玉 ふに は、 

今般 英夷 軍艦 橫度わ 渡來、 不 n 容易， 重大 之 事件 申 

出、 於，， 幕府， 御 許容 難，， 相 成， 趣 之 由、 畢竟 去 秋 生 

麥 一 條與相 聞 得 候、 就而者 皇國之 御大 難、 當 家よ. - 

事 起 候 譯に而 、別 而恐入 次第 候、 尤彼儀 者 曲直 分明 

之 事 候處、 蠻 夷之 情 態 可 J^l 之 候條、 遂に 强暴申 

募り、 兵端 を 相 開 候 節 者、 爲，, 天下 國家， 抽，， 他 藩； 一 

統 粉骨碎 身、 夷賊 誅伐 有 K 之 候 樣賴存 候 事、 


五十  け 

公 はっく/ \ と、 世の な b 行きなん さま を 御，； g_ ^せら 

るるに、 如何にも 今 はせんす へ なき 勢 ひなれ は、 御歸 

國の思 食し 定 りて、 十七 日官 武へ捧 けた まふに は、 

今般 私儀 舉ま， 御內命 i 京 仕、 载下之 形勢 詳に觀 察 

仕 候處、 皇國之 御 危急 旦夕に 迫.^ 候 趣 顯然相 見得 

候に 付、 愚 魯之身 を不ぃ 顧、 公武 之 御 重職 方ね、 存盧 

十分 獻言仕 候 得 4r 迚も 御 採用 被い 爲ぃ在 候 御模樣 

に 無，， 御座； 慷慨 歎息 之 外 無，， 御座， 候、 就而者 無用 之 

小臣、 長々 滯京 仕候而 者、 却而 公武 之 御 爲不， 一 相 成 T 

讒言 紛々 與 沸騰 仕、 終に 者 於 U 御 目前 I 騷亂を 生し 

候 は 案中與 奉レ存 候、 殊に 攘夷 御 決議 之 上 者、 國元 

之 儀 三面 之 海岸、 寸地も 醜虜に 掠奪 不， 被， 致樣、 防 

戰之 用意 嚴重不 -1 申 付-候 而者、 御 國威を 奉い^ 候 場 

に相當 り、 別 而恐入 奉， 存候 間、 不， 得， 止 明 H 發足 

仕 候、 急速 之 俵、 御 疑 も 可い 有 n 御座 - 候 得 其、 右 申 上 

候 外 所存 無，， 御座 - 候、 是等之 趣 御 聞 取 被 二 成 下 - 度、 

伏而舉 n 願 上 I 候、 誠 惶誠恐 謹言、 

同日に また、 御 留守居 本 田 彌右衞 門して 申 あけさせ 

Udfs、©島津久^<ム-K紀-,Iょる、 此文 

3i  * は 所 司 代に 呈 したる ものな リ、 

此節 攘夷の 嚴令 承知 仕 候に 付、 夷舶 一 艘に 而も、 國 


めされ、 同し き 十日 伊豫の 洋 にて、 淡路守 殿の 佐 土 原 

に歸ら る、 に 逢せられ、 みやこの 消息 を詳 かに 閒し 

めされ、 十 I  B 兵 庫より 御上 陸、 十四 rn 京に 御着 あ 

b  、其 曰す くに 近衞 公の 館に 參. 0 玉 ふ、 中 川の 宮幷に 

鷹 司關白 輔^ 公、 一橋 殿、 容堂 殿な と 會し玉 ふに よ 

h- 、左の 趣き を もて 申立て 玉 ふ、 

1 今日 者 無二 伏藏- 十分 言上 仕 候 間、 忌諱 嫌疑 等 御 清 

捨舉レ 願 候 事、 

一 攘夷 御 決議、 輕率之 儀 不.， 可.， 然事、 

1 後昆 總裁を 奴 僕 之 如く 御對 遇、 浮浪 藩士 之 暴說御 

信、 尤不ぃ 可い 然、 且於， -御 膝下 ， 法外 之 儀 有：， 之 候 を、 

其 儘に 被 二 召 置， 候 儀、 朝憲 幕 令 も不， 行 姿， 只に g々 

亂世之 基、 歡 息に 不レ堪 候 事、 

一 右に 付、 暴說御 信用 之 堂上 方 速に 御 退、 浮浪 藩士 之 

暴說家 者、 幕よ b 處置 可,， 有,， 之 事、 

1 宫、 前關 白、 中 山、 正 親 町、 三條 等、 以前 之 如く 御委 

任 等 之 事、 

一 大原御 宥免之 事、 

1 天下 之 大政、 征夷， 2： 御 委任 之 事、 

1 長 州 父子 所存、 後見よ. 9 質問 之 事、 


一 御 親 兵 一 條之 事、 

一 無用 之 諸 大名 藩士 等、 都 而歸國 之 事、 

一 生命 之 外、 藩士ね 御面會 無用 之 事、 浮浪者 尤不レ 可 

レ然 ST 

一 主家 亡命 之 者、 御 信用 不， 可.， 然等之 事、 

一 英夷 一 條、 諸 夷 一 條、 

一 神宮 御守衞 として 親王 方 被 二 差遣， 候 俄、 尤不， 可 

レ然 事、 是者其 近國之 大名ね 被， 命 至當之 事、 

一 浮浪 藩士 之 心底、 能々 御 勘辨有 ^ 之 度 事、 

御 論 談に時 をう つし、 夜に 入て 知恩院 へ そ 入せ 玉 ふ.' 

初め わか 錦の 第 邸 は、 あまりに 手狹 なれ はとて、 願參 

らせ、 こた ひ は此寺 へ そ 寓し玉 ふ、 愛に 去年の 冬、 關東 

にて 御殿山の 夷 館へ 火 さした る 者 あ. 9、 また 英 夷の 

東禪 寺に 寓 しける を、 松； 牛 丹 波 守 殿 M 、警護せられ 

しか、 其 手の 侍、 或 夜の まきれ に 一 人の 夷 を 斬 倒し、 

其 身 もや かて 自害せ り、 か樣の 事と もた ひ 重り けれ： 

は、 諸 夷 はみ な 橫濱に 返き 去る、 去：：！： 十九 日英 夷よ 

b  、去 秋 生麥の 始末と、 併せて 三 ケ條の 難題 を 申し 立 

て、 關 東の 威令 立 兼た る を 詰り、 其 殺された る 者の 家. 

こ、#琴 ^^五十萬ポ ンドステ か リンク、 我 邦の 金に し り 

I 養 て 11 一十 萬兩 餘に當 ると、 15?*?: に旯 えたり、 を 求め 
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の 館 へ 、長 門の 侍久坂 元瑞、 肥 後の 侍 寺 島 忠三郞 、；覉 

武兵衞 と いふ 三人、 荒 者の 頭と な て 推參 し、 將軍家 

御 入洛 あらん 其 前に、 攘夷の 期限 を 決定し、 また 公卿 

方を擇 ひ、 國寒掛 、參 政な との 官を 創め、 御 親 兵の 內ょ 

して 其 寄.. 入と せんと 要し 申す、 認、 世 g き g ，ま 計 

寞德. 1、 橋 本 宰相 中 51； 魔 1、 三條西 中；^ 言季 知. 卿、 W3- 岡 大藏柳 ilS 資 

瘤、 花園 中 將公總 朝臣、 滋野 井中 將實在 朝臣、 正 親町少 將公费 朝臣、 姊 

小路 少将 公知 朝臣、 壬 牛 • 修理 權尺夫 基修、 錦 小路 少將 輯德宿 踊、 16" 岡 

少將 長說^ 臣、 四條少 將隆識 朝臣、 澤キ， 水 正 宣嘉の 十三 人、 魔 司 殿に 

終 5 ら 5 れ" は够， 殿下 殊之 外に 驚かれ、 御 心地 例なら 

すと 仰せ 斷り 玉へ とも、 三人 は 押て 拜謁を 願 ひ 奉り、 

今日の 內に、 申す 皆 を 奏聞し 玉 はさらん に は、 御館よ 

-9 返 かしと 申に よ. o、 殿下に も 力なく、 夜 深に 及ひ參 

內 あり、 主上 も遽 かの 御 事に て 驚かせ 玉 ひけれ と、 今 

其 申 旨 を 御 許しな けれ は、 まの あた. 0 に變を 起し、 遠 

大の御 謀り 事す たれなん 事 を 思 食わたら せ、 終に 勅 

許 ましく けれ は、 三條姊 小路 等の 數卿 は、 直に ー據 

殿の 旅館に 赴き、 重ねて 此事を 定め 置ん と 詰掛ら る、 

殿 も 一 人の 裁斷 にて は 叶 ひ 難く、 养岳 殿、 容堂 殿、 松 

ギ肥後 守 殿 §  、を 招かれ 評議 ありて、 將軍家 入洛の 日 

よりして、 御 滞^ 十日、 御歸路 二十 ：！：、 あはせ て 一 ケ 


：=： の 後に、 必 絕の 仰せ を 諸 夷に 傅 ふへ しと 定. -け 

れは、 此方々 は 夜 あけての ちに たち か へらる、 松 畏 

門 守 殿 は、 洛外 天 龍 寺に 寓 宿せられ しに、 鞭 あ ふみを 

合せ、 鷹 司 殿の 舘へ馳 來られ ける か、 はや 參內 あ.. >  と 

聞て 歸られ ぬ、 かくて 將軍家 は、 IIH: 十三： 《 江 戶を立 

て. 東海道よ b 登らせ 玉 ふ、 御 老中 板 倉 周 防 守 殿、 水 野 

和 泉 守 殿、 I、 若年 寄に は 稻葉兵 部少輔 殿、 ^. 田 沼. W 

霧 頭 殿 g 、等從 ひ 参らせ、 其 外 諸國の 大小 名 先 後に 打 

從ひ、 三 H: 四日に 上着し、 同き 七日 初ての 參內 あ.^、 

十一 日に は賀 茂の 社へ 行幸 まし /\-、 あくる 四！：：： の 

十 一 日、 石淸水 八幡 へ も 行 辛 あ b  、上下 安 の 姿 なれ 

と、 三條姉 小路 等の 人々 國事掛 とな， o、 日に 學習院 に 

會議 せられ、 御 親 兵 等は猶 威勢に 募り、 やみに まき わ 

て猥. りに 人 を 殺し、 天誅と 稱し、 諸國 にも 是に應 する 

者少 からす、 都の 中 何となく 騷き 立ち、 今は變 事の 起 

るかと、 人み な 恐れ をな しにけ り、 

か、 ^軍 家 御 滞^ わつ かに 十日と 定リし -,^ K 冰く， # ひ、 三月 4«a;、*w 

學習院 に捧 け、 此 よし 数 さ 申されし かに、 初め ズ御 滞京の 御沙汰 

れ公は 世の 有様の こ ゝに及 はん 寧、 錢 にかけ たる 如 

く 知 食し けれと も、 勅命 も あり、 其う へ將軍 家た しか 

に 御 登途と 聞え けれ は、 三月 四日、 前の. m よ b 火 船に 


1 靑運院 宮樣御 還俗 之 一 條、 先般 も 奉， 願 候 得せ パ、 非 

常 之 御 事に 候 得 者、 御 評決 御 六 ケ敷儀 與舉， -存 候、 

乍， 併 不，， 容易， 時世、 天下 有志 之 人心、 奉，， 歸嚮， 御 

方に 被， 爲ぃ在 候 得 者、 何卒 出 格 之 譯を以 、御 還俗 之 

儀、 此涯 被，， 仰 出 ， 候樣偏 に 奉い 願 候、 左樣 御座 候 者 

は、 宮檨も 猶又御 奮勵、 御大 政 之 御爲、 別而 可い 然御 

事與、 乍レ恐 奉い 存候、 

一 松 平 相 摸 守、 松ギ容 堂閣老 上席に 而、 一 橋 越 前を輔 

佐し、 政事 向舉， ー關係 一 候檨、 被 二 仰 出 一 度き； y 一  II" 奉 

ン存 候、 尤相摸 守に 者、 一 橋 兄弟に も 有， 之、 殊に 德川 

家 御 家門 之 列に も 御座 候 得 者、 子細 者 無 箬與舉 

レ存 候、 容堂儀 者 外 藩 之 事に 御座 候 得 者、 評決 六ケ 

敷 可い 有， 之 候 得 共、 方今 之 世態、 例 格に 不,， 拘 登用 

有 レ之 候樣、 分而被 二 仰 渡， 度 御 事與、 乍， 恐 奉&: 候、 

1 別紙 申 上 候 大樹 公 御 上洛 之發端 者、 先度 勅使 大原 

卿 關東御 下向 之 節、 三ケ條 之內、 其 一 を 奉行 可レ有 

レ之與 之 御内 命 有い 之、 其 趣 早く 關 東ね 相洩、 一 橋 越 

前 出頭 相 成候而 者、 不ぃ 可い 然與之 儀に 而、 專ら 安藤 

久世之 私 計 を以、 速に 御 上洛 を 發し候 由、 就 而者歙 

盧尊 奉之實 意に 無.， 之、 心 術 者 一 橋 越 前 之 出頭 を 忌 


み、 勅命 を舉ぃ 报候奸 謀に 御座 候、 且乂 只今 さへ も、 

東海 S! 驛々 人 之 差支不 n 1 方 實者 愁歎 之聲路 

傍に 滿候 向に 相 問 得 候、 今般 御 上洛 之 入費、 凡 八 

拾 萬 兩之賦 に 傅 承 仕 候、 誠に 莫大 之 失 財に 御^ 候 

間、 右 を 全く 武備 充實之 方に 被，， 振 向， 候 者々、^ 一 

攘夷 之歙盧 奉行 之 基本に 可レ 有,， 之與 奉^ 存候、 

右 者重疊 奉，， 恐 入， 候 得 共、 存付候 間、 書 添 奉， 俯，， 

尊覽， 候 以上、 

時に 勅使 は 京 着 あ b て 將軍家 御 上洛の 事 もい よ 

定り けれと も、 宮幷 ひに 近衞公 は、 深く 公の 御 議に同 

し 玉 ひけれ は、 急き 一 藏を關 東 へ くた し、 春 岳 殿に 參 

. ^、此 事 を 謀らせら る、 一 藏ょ. .9 も猶 稲々 と 申立る Jini 

あれと、 殿に も 今に 至.^ て は 鬼 tw: する に 力 及 はす、 此 

上 は 唯 叙 慮に こそ 從ひ舉 るへ しとの 事に て、 一 藏京 

へ 立 か へ ^、其 旨 を 申 上 けれ は、 近衞公 は密に 一 橋 殿 

まて 謀り 玉 へ とも、 殿 もまた せん 方な く、 宫及 ひ近衞 

胰 司の 二 公 等と、 おのく 御手 翰 もて、 偏に 公の 御 登 

) ^JUJfs  、二月 朔日、 宮に御 還俗の 內命 ゎリ、 十六 日に 至リ、 

を ft し 3  J 中 川の宫 と稱し 参らす へさ 旨、 仰せ 出された リ、 

程なく、 春 岳 殿 容堂殿 も 京に 着れ ける か、 果して 檨々 

の 騒き とも 起る、 是はニ z: の 十 一 :n、 廳司關 白 輔熙公 
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に 而 • 々巾々 六ケ 敷、 尤彼を 制 観す る 備 Mk 之候而 

者、 我 を 固守 致 候！^、 決 而出來 兼 候 得 者、 甚 至難 之 

譯に 御^ 候、 緩； f ケ 次第 者 有， 之 候 而も、 攘夷 決， 

之 上 者、 即日よ.^ 谷國寸 陰を惜 み、 必死に 磨 鋤、 0 

陸軍 十分 不二 行 屈-候 而^、 時機に 後れ 候 儀、 必然に 

御座 候 得 者、 上洛 相 成 不,， 可，， 然舉， 存候、 第二に 者、 

當分 幕府 變革之 初、 人心 紊亂、 物議 騒然 之砌、 暫時 

た， 0 共，^ 猖獗之 夷人 を 膝下に 乍レ 養. 江府 を穴ェ 城に 

致 候 儀 不.， 可， 然 舉ぃ存 候、 第三 に 者、 攘夷 決定 之 上 

は、 列藩 之 侯伯 在 城 致し、 海防 守 ilH^ 策專耍 に而、 

羅竟^ 勤 猶豫之 新 令 も 不,， 外 候處、 上洛に 付 而者先 

規も有 壬、 大藩 上京 仕 候 儀 不％^- 奉， 存候、 第 四 

に 者、 近年 諸 色 沸騰、 四民 困窮 之 折、 如何 樣易簡 之 

令 を 布 候 而も、 大樹 公 御 上洛と 申 候 得 者、 驛々 奔命 

之疲勞 不レ少 候、 第五に 者、 右に 付 谷 藩 上京、 銘々 

及，， 建議： 衆 口 囂々、 一 和 之 道 相 立 兼、 御 取捨 之 上に 

は、 或 者 恨み 或 者 憤り， 其 害 不,， 少、 第 六に は、 變革之 

時に 當り 正邪 進退 等に 而、 小人 俗吏 之 徒に 至 候 

而者、 私怨 を 含む 者に 候 得 者、 如何様 邪心 を包藏 

し、 密に夷 賊に應 し、 上洛の 虚に乘 し、 不軌 を 11 り 


. C  w 十六 . 

候お 存， 之 も 難い 測 御座 候、 攘夷 被，， 仰 出， 候 上、 大樹 

公 御 上洛 之 害、 右 之 通に 候 得 共、 於 P 幕府， 者、 二百 年 

來之廢 典 を 起し、 君臣 之 大^ を 正し、 天下 之 人心 を 

して、 尊王 之 道 を 知し め 候 儀 至 當之譯 に而、 今に 至 

り 幕府より 願 立 相 成候而 者、 人心 之 折 合に も 相 係 

b 、大禮 を缺候 場， にも 當り 可：， 申 候 間、 前 條之譯 天 

下に 示 諭し、 暫 上洛 猶豫 有.， 之 候樣、 左候而 一 橋 越 

前 之 間、 名代 上洛 之 儀 者 不ぃ苦 旨-勅命 を 以御達 有，, 

御座， 度、 乍， 恐 奉い 存候、 幕府 於，， 內情， 者、 別 而大幸 

に 可レ舉 レ存、 且 王 之 道 者、 外に 時勢 f 世相 當可レ 

奉，， 施行， 件々、 像 多 可， 有. 之 候 得 共、 只今に 至而 

者、 先以 攘夷 實行 之處、 尊王 之 一 大 急務 與舉， 存候 

間、 何分 早々 御 評纖之 上、 速に 被，， 仰 出， 候 様 御座 候 

得 者、 實 に皇國 之御爲 、無， ー此上 ， 大幸. i 奉， 存候、 

右 者實以 重大 之 事件に 而、 小臣 恐懼 之 至に 奉， 存 

候 得 共 、篤お 勘考 让 候處、 不，， 時節、 默止罷 

在候而 者、 却而 不忠 與舉" 存候 間、 不 多 罪： 愚 

慮 之 趣、 家臣 を 以舉 n 獻言 _ 候、 誠惶誠 恐、 顿首敬 

白、 

別に また. & しあけ 玉 ふ 御 書、 


い £55" 葡臘 十二" に、 御侧役 大久保 一 藏 して、 靑連 

院の宮 幷魔司 關白輔 公 へ も、 此 陳し玉 ひ、 また 近 

卜 二  = ^廿 三日 §ョ* 一.^" の 8 に？^ 公- - こよ、 

； S=r 么關 白と ならせ、 忠 公 は內覽 故の 如し、 に 奉 しま -.^ に は 

今般 不 -1 容易- 以 n 叙盧； 不肯之 小身 御用 之 儀 有い 之、 

早々 上京 仕 候樣、 御 內命之 趣 奉，  一 t: 承； 實以 武門 之 

冥加 無，， 此上ハ 難， 有 仕 合舉， 存候、 就而 者、 不日 上京 

化 候 儀 當然に 御座 候 得せ 〈、每 々申 上 候 通、 國許相 固 

度與之 趣意 を以、 御 暇 舉：， 願 歸國仕 候 已來、 夙夜 心 

志 を 苦め、 海防 之 手當者 勿論、 萬般之 政事 向、 精々 

處置を 加 へ 候 折 柄、 勅使 關柬， は 下向、 攘夷 之 命 を 被 

レ下候 段 承知 仕 候、 然者 愈以， 內修外 懷之道 不，， 相 立， ■ 

候而 者、 叙盧 徹底 難， 仕 候に 付、 守徵之 術 十分 を盡 

し 度、 差 急 候 次第に 御座 候、 只今 半途に も不 レ至發 

途 仕候而 者、 都而 一?^- 解 之 姿に 相 成 候 者 案 屮に而 、別 

而心癌 仕 候、 殊に 於，， 敝邑， 者、 三分 之 二者 環海 之 場 

處柄、 且 先般 江 出立 之 節 、於，， 神奈 川， 夷人 混雑 一 

條 によ り、 幕府 御處置 被， 成 兼 候 者 は、 敝 3 巴ね 致，, 廻 

船， 候 檨御達 相 成 度、 左 候 者 は、 皇國之 御瑕谨 不，， 相 

成， 樣 、穏便に 應接 可， 仕 旨 及，， 御屆， 廣候處 、未 御 決 

着も不 n 相附， 候 得 者、 自然 其 通 御 達 相 成 候 者 は、 實 


に 皇國之 御大 事に 係り 候 儀 故、 前後 當惑罷 在 候に 

付、 何卒 以，， 御憐 察， 暫時 之 御 猶豫、 御前より 御 執 成 

被 こ 成 下， 度、 伏 而舉二 懇願， 候、 大抵 今 三 四 旬 も經候 

得 者、 治定之 方に 相 向 可い 申 候 間、 來正 =: 中には 發 

足 可レ仕 候、 尤 不，， 容易， 大事 之 御 時節に 當. >、 奉 

重 命， 候 上 者、 其實相 叶、 被， 安，， ま 襟， 候檨 無，， 

御座 ， 候 而^、 屹度 不，， 相濟 ， 儀與、 只今よ .0 始終 之定 

策 相 立 置 度、 晝夜 忘，， 寢食， 苦盧仕 候、 抑皇國 危急 之 

節に 臨み、 忝 も li.; 明 之 御英斷 を以、 非常 之 大業 を 被 

ン爲ぃ 創、 殆 成就 之 時機に 至り、 上 被， 爲， 對 U 皇祖？ 下 

萬 民 之爲、 千載 不朽 之 御 偉徳、 誠以 難い 有 奉， 存候， # 

共、 兎角 自， 古、 有， 始 無，， 終、 成功 を遂 け不， 申 儀、 和 

漢其例 不^ 少候得 者、 乍， 恐 以往 之處、 益 深謀 熟慮、 屹 

度 衆 口に 無二 御 勸搖， 樣、 御 卓識 被， 爲， 立 候 儀 肝要 

奉， 存候、 旣に 攘夷 之 命令 被， 爲ぃ下 候 上 者、 綸言 不 

レ可レ 返 之 道理に 而、 自ら 於， 一 幕府  >舉 行 有， 之 箬に候 

得 者、 來ー 一 3： 大樹 公 御 上洛 相 成候而 者、 決 而不, 可 

レ然儀 與舉， 存候、 右 華 件 左に 舉，， 申 上， 候、 第 一 攘夷 

之 儀、 假令三 五 年 之 期限 を定候 而も、 實 地に 勅意 舉 

行 有い 之、 其 術 を 施 候 場に 至り 候 得 者、 尋常 之手當 
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,,存 、再三 愚意 言上 仕、 乍， 漸刺許 相 成、 致，， 歸國ー 候 

^第に 而、 即 よく 修理 大夫中 合、 右 之 術計 厳密 行屆 

候 様 致，， 盡カ ， 候 得 共、 何分 於-, 弊邑  >  も、 偷安 因循 之 

風習 急速 變 革に 難い 至、 實 以心 配罷在 候、 然處再 致 n 

上京， 候樣、 頻に 御內命 致二拜 承， I 樣候得 者、 迅 

速 致，， 發途， 候 儀、 當然之 寧 御座 候 得 共、 前文 富强婦 

夷之 實事、 未 十分 之 一 にも 不.， 至 致，， 發途， 候而 者、 

是迄之 儀 郡而書 餅に 相 成候譯 故、 進退 難，， 決、 犬に 

致，， 當惑， 罷 居候、 且 修理 大夫參 府、 是迄 毎度 御猶豫 

奉 レ願候 末に 而、 此上 難い 奉" 願事 御座 候 得 北 r 右次 

第、 迚も 兩人 一 同發足 い たし 候而 者、 乍い 恐 攘夷 之 

釵盧 にも 不二 相 叶， 哉與、 千 思 萬 慮、 不， 安， ー寢 食， 致 一一 

苦心， 候、 就而 修理 大夫 參府御 猶豫之 御內命 f 勒も 

有レ之 哉に 傅 承 仕 候 得 者、 何卒 右 之 幕 命 相 下. -候樣 

御 周旋 舉， 希 候、 左樣 御座 候 得 者、 小生 上京 之途速 

に 相 運 ひ、 御兩君 御上 京 之 節、 御 評議 之 末席に 相：^ 

り 候 儀 相 叶 可 V &、 旁別而 難， 有 仕 合舉， 存候 間、 小 

生 苦心 之情實 篤く 御 汲取、 土 州 君 被 n 仰談： 宜御執 

成 之 程 偏に 舉ニ 歎願， 候、 幾重に も 自由 千 萬 之 至、 御 

心底 之 程 も 難， 計 候 得 共、 不， 得， 止存慮 無二 伏藏， 申 


上 候、 先 者 御請 旁 舉ぃ呈 札， 候、 

一 一. m  、御 端 書 委細 致，， 拜 承-候、 且又 家臣 岩 下 外 一 一人 

之 者 共、 周旋 之 儀に 付、 御 懇篤 被，， 仰 聞， 致，， 承知, 

候、 決而 過激 之 議論 申 上 候 俄與、 恐縮 之 至に 奉ン存 

候、 尙 上京 拜顏之 上、 萬 事 可，， 申 上， 候、 國事 繁雜、 亂 

毫 偏に 御者 捨 舉，， 願 候、 以上、 

容堂 殿に もまた 同し き 御 答へ ましく き、 明れ は 文 

久 三年 I の 春 正月、 一 橋 殿 京 著 あ.^、 十四日に 我の 御 

切 守 居 をめ され、 御書附 にて 仰 越れ しに は、 先に 關東 

より、 御 もとの 參府仰 出されし 32 あれと、 今 は 朝議に 

て三郞 殿の 上京 を 急き 催し 玉へ は、 都の 御用 gl^ る ま 

て は 御 もとの 參府に 及 ふまし、 此由關 東へ は 吾よ. 9 

申傳ふ へ しとな り、 十六 日に は、 前 關白忠 公 御手 嘗 

もて公に仰下されしは、，修™^K夫殿の參府、はゃ御猶 

豫ぁ， 9 し 上 は、 其 許 速に 上京 ある へきの 勅命な b、 こ 

の 旨 申入 侍る と あり、 されと も 公 は 初めより 思召定 

め 玉 ふに は、 將軍 家の 御 上洛 は、 いまた 其 時いたら 

す、 天下の 重き 謀 事 を も 御 定めな く、 率爾に 御 上洛に 

及 ひな は、 必定 例の 浪人 等 猥りに 上 を 誘 ひ參ら せ、 以 

り,^ り楚 こ^ 、 )、 公之 御木 总は、 去年 六 六 n  、關 * 

« 夕の 變{ム ふへ しと にて 御 老中 脇坂屮 務大輔 殿に 贈り 玉 


執行し 玉 ひし は、 世に あ. o かたき 御 盛事な りと、 成し 

奉らぬ 人 はなし、 刺 使 は 十二月の 初めつ かた、 長 門 土 

佐の 國人等 を 引 具し、 關東を 立た せ 玉 ふ、 一 橋 殿發途 

の 期 も 同： =: 十五 日と 決し けれ は、 此：： ：の朔 日に、 御總 

裁 職 松； 牛 春嶽殿 手翰 を 公に 贈らせら る、 其 旨 は、 今の 

勢 ひ甚危 しと 申す へ し、 此たひ 勅使 御 下向 御沙汰の. 

皆 、いと 輕 からぬ 御 事な， 9、 されと 今 天下の 人心、 や 

ゃ義 方に 向 ひ愤激 せる 事 は、 二百 年 このかた 例し す 

くな き 事 ともなり、 思 ふに 是 みな 主上^ 化の 蒙る 所 

なれ は、 此時に當..^衰へかゝる國家を挽き回さゝら 

んに は、 离 つの 世經 ると も 其 期 ある まし、 本よ. 9 吾 

身は才 なく 力う すく、 世の 事を經 たる 事 も 多から ね 

は、 徒に 成慨し 侍る のみ、 將軍家 御 上洛 も 來春ー 一月と 

定れ. ^、其 時に 及 ひな は、 かねく 御 邊の願 はれし 公 

武御 一 和の 御 業 も、 必定 此 時に 成ぬ へし、 末賴 もしき 

事なら す や、 然に 吾等 は、 いまた 都の 事情 も 請せ さる 

事の みなれ は、 いと、 心 を 苦しめり、 よって 閣老と 

申合せ つ、 願 はく は 御邊 上京 あって、 よきに 周旋な し 

玉 はむ 事 を、 左な けれ は 始終の 程、 かたく 覺束 なく 

存 すれ は、 仰き 願く は、 はる/^ の 旅路 嘸 御苦勞 なれ 


と、 國 家の 御爲. と存 せられ、 急き 御發途 有ん 事 を、 然 

らは吾 我 も俱に 上京して、 同く 輦穀の 下に 於て、 粗 公 

武の御 合體、 國家御 安堵の 事共、 細かに 相 謀. -て、 將 

軍 家 を迎へ 奉る 事 はいかに そやと あり、 此時 松平容 

堂 殿 は、 さきに 幕府の 御 政事に 預る へきの 3=1 仰せ ザ：^. 

られ しか、 公と はい また 御對 面の 御 好し みはまし ま 

さね と も、 同く 此 US を 文 もて 申勸ら る、 此 月 廿 八日 春 

嶽 殿への 御 報に は、 

當： z; 朔： n 之 芳墨 相 達 致，， 拜讀， 候、 先 以餘寒 之砌御 

座 候 得 共、 愈 御 安泰 被. 成，， 御座 ， 奉 n 恐賀， 候、 然者方 

今 天下 之 形勢 轉換之 次第、 細 詳御示 諭 之 趣、 一 々 

徹，， 肺腑， 致 n 拜承， 候、 實以 閣下 幷土 州老君 御盡カ 

之 故に、 皇國 衰運 挽回 之 機 會與相 成、 感服 不ぃ少 奉 

ン存 候、 猶 明春 者 御兩君 御上 京、 官武御 親睦、 夷狄 婦 

攘之 策略 等、 御 評決 之譯に 付、 小生ね も 早々 致，, 上 

京， 候樣、 來命之 趣 致，， 承知； ^将鄙 拙 之 小生、 井蛙 

之 見 を以、 廟堂 之 大計に 致ニ關 係， 候 儀 恐縮 不.， 少、 

殊に 先般 於，， 京都？ 滯留仕 候 様、 御内 命 も 奉，， 敬 承， 

候 得 共、 當時之 世態、 鬼 < ^富 國强兵 之 計略 を盡 し、 

醜お 婦懷之 大本 相立不 ve. 候而 者、 不二 相濟- 儀與舉 
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し 玉 ふ へ きの 旨、 一 橋 殿 を 以て 朝廷へ 願 はせ けれ は 

P て 御 ゆるし ありし とか や、 
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公の いまた 關東 にわたら せ 玉 ふとき、 主上 ふかく 其 

御い さほし を 嘉し玉 ひ、 御 官位 を さつけ 參ら すへ し 

と宣 ひける を、 那 if-i，5 ほれ^ W 公 は ひたす ら 

辭し 玉へ とも、 主上の 5, 】 食 やませ 玉 はす、 今 はな かな 

か斷 奉る へきに 御詞 もなかり けれ は、 竊に 奏し 玉 

ひし は、 それ 程 厚き 思 食に まし まさ は、 修理 大夫 こそ 

當 主に 候へ は、 是に 中將を 授け 玉 ひなん やと 推し 讓 

らせ、 國に歸 り 玉 ひて、 其 事 はや 關 東に 御 內命 ありし 

3:11、 御 斬し あ..^ けれ は、 太守 公以の 外に 驚かせ、 つく 

つくと 思 食し 渡らせ 玉 ふに は、 主上 かたしけ なく も 

御 官位 を 授け 賜 はんと あるに、 推 ゆつ h- て受玉 はす、 

今 公の、 天下の 爲御心 を！^ し 玉 ふの 基 は、 順樂 公の 御 

遺命に 從ひ 参らせての 御 業 なれ は、 この 上 は、 順聖公 
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へ 御 官位 御 追贈の 事 こそ 願 はま ほし けれと、 其と し 

の 九 =:、 急き 御 家老 小 松 IW 刀 を 京に の ほせ、 近衞 公に 

よ. 9 此 よしを 願 はせ 玉 ふ、 殿 卜 深く 二 公の 御 心さし 

を感 せられ、 速に 御奏 ii あ b  、やかて 御内 命を關 東に 

^  ノ 、此御 事 は、 十月 十 Bs" お k ムの太 41  一  .341  一  一 3 卯 

降し まふ 守 公 Li おくり 玉 ふ 御 街に も 見 ゆ、 寸ー J-t- 二日： Si 

營の 召に より、 島 涂淡路 守 殿、 太守 公の 御名 代と して 

御^ 城 あれ は、 御老屮 井上 河 內守殿 5^ 、御白 書院の 

綠顿 にて 傅へ 玉 ふに は、 

先代 薩麼守 儀、 存生 巾 爲ニ國 家， 抽ニ 忠誠 末に 及 

ひ、 弟三郞 等ね 訓之儀 北 〈達 M.^ 間； 御感 不ぃ斜 候、 

先代 家久 雖，， 存命中？ 權中納 言 宣下 之 家例 も 有レ之 

候 間、 以，, 格別 之 叙盧； 贈權中 納言從 三位 可， 被 ：| 宣 

下 I 旨、 京都よ. -被 n 仰 進 - 候、 故 薩摩守 存生 中、 彼是 

抽 n 丹誠， 候 趣 有.， 之 候に 付、 歙慮之 通 被， 追 n 贈權中 

納言從 三位, 之 旨 被，： 仰 出， 候、 

殿 は、 此由早 打して 報せられ けれ は、 二 公大に 悅 はせ 

玉 ひ、 遂に 照國大 神と 申す 御神號 を、 京より 御申受 

け參ら せ、 地 を 城 西の 南 痰院の 前に うらな ひ營 み、 元 

治 元年 甲子の 冬に 至り、 三年 を經 て祌廟 いかめしく 

成就し けれ は、 其 年 十二  =： 十九 日、 はしめ て 御 遷祭を 


田 彌右衞 門 を 召し 、傅 へ 玉 ふ 励 書に は、 

攘夷 之 事、 紫 年 叙 慮不， 被， 爲， 絕 候處、 方今 人心 同 

く冀 a.. 候 、摘 夷に 決定 無 レ之而 者 人心 一 致に 難レ 到、 

且此 儘に 而者、 邦 內；^ 淆之 程、 深以 被， 惱，， 叙 慮， 候 

間、 於 二 幕府， 彌擴 夷に 決定 候而、 速に 諸 大名ね 致，， 

布告： 策略 之 次， 5^;^ 絕之 期限 等、 衆議 相 立 奏聞 可 

^有い 之、 今度 勅使 被 n 仰 遣， 候 旨 相 心得、 叙盧 徹底 

之樣 周旋、 猶又 報^ 1^ 忠 可，， 相勵， 內々 御沙汰 候 事、 

其のち、 關 東よ. 0 諸 國へ傳 へ 示されし 勅書に は、 . 

攘夷 之 念、 先年 來至二 今日， 不ぃ絕 、曰 夜 患， 之 、於，， 柳 

營- 谷々 變革 施， I 新政； 欲， 慰，， 朕 意； 怡悅不 レ斜、 然 

擧ニ 天下一 於. 無二 攘夷 一 定： 人心 難， 至 こ 一致 一 乎、 且 

恐 人心 不一- 一 致 r 異亂 起，， 於 邦內？ 早 決，, 攘夷？ 布ニ吿 

于大 小名： 如，， 其 策略； 武臣 之 職掌、 速盡， 1 衆議， 定，， 

良策； 可， - 拒，， 絕醜 夷？ 是朕意 也、 

- 浪人 及 ひ 諸 國の侍 は、 いやましに 京に 集り、 公卿の 間 

へしの ひ に 出入して 色々 と 申立てけ るか、 遂に 

このた ひの 励 使より、 攘夷の 事た しかに 仰せ 渡され 

し 上 は、 海 內④國 は 申す に 及 はす、 海に 遠き 國々 とて 

も、 近國の 援兵な とに て、 疲勞の 事 も 多 かるへ けれ は、 


かねて 御 親 兵と 唱 へ 、諸 大名 十 萬 石 以上 は、 皆 其祿の 

大小 により 、忠 與氣節 あり て 身材强 幹の 侍 を ゑら ひ、 

武器 食糧 まても 用意し、 .；M の 御 警衞に 俯へ 奉る へき 

の 3日、 關柬 へ 達し 玉 ふ 、閥 東に は， 將軍家 右近 衞大將 を 

も 御 兼任の 御 事 なれ は、 當喊に 於て 此 よし 諸 大名へ 

仰 渡さる へ う もな く、 いたく 御斷. ^あれと も、 其 事 叶 

すして、 遂に 翌年 三 n:: 十八 日、 諸 大名 へ 仰せ 出されけ 

れは、 實美卿 等 此兵を 司と. 9 、ますく 威權に 相つ の 

.-、 大小の 朝政 を 蔑 如す るに 及 ふ、 f 麵 ft かて .s.、ii? 

歸 さる、 により、 我の 姬 St 寧の 二お も、 十月 二十 九日に 江 y;, -、 

戶. 乂 せられ、 勝 姬君は 明る 年の 三月 十五 日 LL 御 立め リ、 禾ズぐ 

勅使 も 下着 あり けれ は、 將第家 こと/ \»  くに 御受ぁ 

.9、 十 一 e: の 初め、 太守 公 御 參府の 御 期限 も、 來年早 

春 まて は 御 猶豫と 仰 出さ る、 - 〕 の 月、 故 井伊 掃 部： § 殿 

の所倾 十^ 石、 幷に 安藤 對 "il^ 寸殿ー 一 萬 石、 問 部下 總守 

殿、 久世 大和 守 殿、 ともに 一 萬 石 を收公 せらる、 其 外 

酒井_^？ 狹守殿、 堀 田 備中守 殿 等 は、 す て に 隱居愼 み の 

身 なれと も、 かさねて 厳重の 御 咎め を 蒙らる、 是 みな 

年 ころ 在官のう ち、 不 職の 罪 を 正させ 玉 ふ 所な り、 

將軍 家に も、 御 幼年に はわたら せ 玉 ふ 御 事 なれと、 い 

かて 其 罪 蒙らせられて 叶 はぬ やと、 御 官位 一等 を^ 
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$  、 

此節 別段 勅使 被，， 差 下？ 攘夷 之 儀 被 こ 仰 出， 候 由、 

此儀者 先般： 山-意 申 上 © 候 間、 贅言 不ぃ仕 候 事、 

右之條 者不レ 入事與 者舉， 存候得 共、 御 問に 奉， 從 

所存 申 上 候 間、 宜 御収捨 被，， 成 下， 度 舉ぃ願 候 以上、 

此 とき、 太守 公 御 參府の 期限 近 ロ| くに あたらせら 

れ、 公 もまた 御 下 京 まし まさ は、 .si 國の御 政事い かゝ 

あらんと 深く 案し 玉 ひ、 旣に 勅命の 御 受は遊 はされ 

けれと も、 竊 かに 關白 殿下に 捧け玉 ひしに は、 

今般 御 內命之 儀铍， 爲， 在、 家臣 藤 井 良 節 下向 仕、 

被，， 仰 含， 候 御旨逐 一 承知 仕、 且御懇 之 御 細 書 被，， 成 

下 ？ま， 疊難， 布 拜承让 候、 殊に 御沙汰 を以、 不肖の 小 

臣， s: 、重大 之 事件 御 尋問 被レ 爲，， 在 候 故、 上京 仕候樣 

被，， 仰 出； 其 上 勅書 を以御 承知 之 御 事 被 い 在 候 由 

に而、 御.：？ KT 御下ケ 被， 下、 離 而拜見 仕 候、 誠以冥 加 至 

極 恐 入 難 "有 仕 合、 難， 盡，， 毫端， 次第に 御座 候、 就而 

迅速に 發 足可レ 仕儀 當然に 御座 候 得 共、 先般 も 申 上 

^候 通、 方今 之 時勢、 國務 多端 之 上、 夷狄 掃 攘之方 

略 厳密 申 付、 富 國强兵 之 術計 盡 二心 力， 申 度 含に 有 

レ之、 且當冬 修理 大夫參 府仕候 様、 分 而幕命 も 致 二 承， 


知， 候 得 者、 兩人 一 同發足 仕候而 者、 右 等 之 儀 共 十 

分 行 屆不， 申、 萬々 一 夷 賊倾內 ，£: 渡來 致し 候 儀 も 有 

候 節、 聊に 而も 槎跌 仆候而 者、 當國之 恥辱 者 勿 

論、 御^ 體にも 相拘り 恐 入 候 儀に 而、 實以 深心將 仕 

罷在. 2. 候、 依， 之 何共 申 上 兼 候 〔待 共、 小 ほ 是非 h 京 

不レ 什候而 不，， 相濟， 儀に 御座 候 者 は、 修理 大夫 參府 

御 猶豫被 n 仰 付， 候 様、 關 東ね 被，， 仰 下， 候 儀 者 相 叶 

申 間 敷 哉、 於，， 其 儀， 者別而 難い 有 仕 合 奉い^ 候、 又 一 

橋 も 暫時 延引 之樣 にも 致，， 承知， 候 得 者、 以後 發足 

之 頃 合 相 分 次第 被 n 仰 下， 候 者 は、 其 節 速に 上京 

仕 候而者 何様 可" 有，， 御座， 哉、 又 者 大樹 公 御. M 洛、 三 

：：：： 中， C: 被，， 召延 t 1 橋 上京 來正 H: 中與 被，， 仰 出， 候 得 

者、 於，， 小臣， 者猶； 斑 難い 有 奉レ存 候、 右 之 趣 誠に 自由 

千 萬 之 願意に 御座 候 得 共、 無レ據 情實、 不ぃ惡 御 汲取 

被，， 成 下： 願 之 通 勅許 被い 爲， 在 候樣、 御 取 成 被，, 仰 

上 - 被， 下 度 奉 二 歎願 - 候、 誠惶， 諫白、 

十月 十二 日に は、 勅使 三 條中納 言實美 卿、 姉 小路 少將 

月； 、一の 月 八日 三條 殿に 中 將ょリ 昇進し、 m 奏ま、 公 P4J 

15^,*K*l^el に 任 ゼられ 、姊 小路 殿 も 侍從 より 昇進 もり、. f  ft 4 4,- 

佐 守 殿 I、 幷に長 門の 國人 等數百 をした か へ、 關 東へ 

下向 せらる、 同し き 十五 H  、殿 K より、 我の 御 切 守 居 本， 


の 間と 弛ら れ、 妻子 等 は 皆其國 へ 歸し、 上下 衣服の 制 

度 さへ 手 かろく 改めて、 偏に 武備 を 充實し 海内の 力 

を 養 ひ、 大に 征服の 道 を 立へ しと そ議 せられけ る、 さ 

れ とも 長 門 土 佐の 國人. 等 は 京に 切 ま.^、 頻に將 軍 家 

の 御 上洛 を 申し 請 ひ、 其 期 もはや 來 年の 春 まてと 定 

り. けれ は、 その 內に 朝廷よ..^ 問せ 玉 ふ 御 旨 あ..^ と、 御 

後見 職 一 橋 殿 を 御召し あ h -、 九月の 晦日 實愛卿 また 

文して 仰せ 贈れし は、 御邊歸 られし 後、 みやこの 有樣 

多く は變 果てたり、 此事 主上に も 深く 思 召 煩 はせ 

玉へ り、 方今の 事に よ.^ 問せ 玉 ふ 御 旨 あれ は、 遽か 

に 一 橋 を 召し 玉 ふ、 望む らく は御邊 もまた 速に 上京 

ぁ..^て、かたく周旋ぁらん事を、此由はゃ關白殿下 

の 御沙汰 あ つらん とは存 侍れと も、 重ねて 御內勅 

に從ひ 申入るな り、 思 ふに、 御 邊國に 歸られ て いまた 

月：：： も 多から す、 押 返しての 發程 はけに 如何と は存 

すれと、 此たひ 京の 事治亂 成敗の 機に あつかり、 此 

う へ もな き 御大 事 なれ は、 繰 か へ し 申入 は へ ると 

あ そ もく 主上 は 長 門 土 佐の 國人等 か、 朝廷に 

周旋し 窣る iS| は嘉 みし 玉 ふといへ とも、 おの/ \" 其 

心の 殊にして 手 あらき 事 多く、 終に は 內亂の 階し と 
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な. 9 なん 事 を 思 ひ 煩 はされ、 密かに 哀 翰を忠 公に 

降し 玉 ひ、 公の 御上 京 あらん 事 を 御 諭し あり けれ は、 

殿下 は 急き 我 侍 藤 井 良 節に 仰せ 含ら れ、 袁 翰の 御寫 

し 御手 翰 を も わたさせ、 此由 つま ひらかに 申させ 玉 

ふ、 忠能卿 も 文して 御上 京を勸 めら れ、 十 =: の はしめ 

に は、 啻蓮院 の 宮も此 事 を 御 催促 あ. 0 て、 且 みやこの 

今の 有さ まに よ. o、 公の 御意 見 も あら はと 問せ 玉 ひ 

けれ は、 その 御 報 書に、  . 

朝議^ 變之 1 一道 何れに 被 ^ 定 可.， 然哉之 事、 

右 者 方今 之 形勢に 就而 者、 乍レ恐 朝議 之 大本 被レ 

爲レ 居、 幕 威 者 勿論、 下 庶人之 激論に 御 動 搖不， 被 

一 J^,,^ 候檨 奉，；！^ 候、 當時 於，， 隨東， も大變 革之處 

置 有い 之、 武備 充實外 夷 掃攘之 基本 相 立 候 儀 做ハ遠 

察 仕 候に 付、 關東. e: 被，， 仰 下， 候 御 事共、 篤 與御評 

譏 之 上、 遵舉相 成 易き 事件 を 被，， 仰 出？ 難い 被 a 打 

事共者先御猶豫之方可..然^與^?^考仕候、^^;御無 

理之儀 被，， 仰 出； 萬 一 於- 關東， 御斷 被，， 申 上-候 様 

御座 候而 者、 乍：， 恐 朝 威に も 被， 爲" 拘、 且者下 有 

. 志 之 輩 傳承仕 候お は、 關東違 勅之說 又々 彿騰 仕、 

紛々 之 世態に 可 二相 成 一哉 與， 別而 懸念に 舉&: 候 
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あら は 深く ま衷に 御-切め、 錦囊の 策と なし 玉 はんと 

の 勅 なれ は、 穴 かしこ 忌諱 をな 避ら れ そと 仰 越さ 

る、 廿三 = 御 暇 賜 ふて 京 を 立せられ、 三日 か程大 坂の 

御館に 御滯 在、 遂に 兵 庫より 火 船に めされ、 我國 阿久 

根へ つかせ、 九月 七日 鹿兒 島に 歸 玉 ふ、 歸り玉 ひし 

日、 御 家老 中へ、 

我等 事、 先般 御 內命を 奉戴し 關東， 2： 出府、 公武 之 御 

爲聊 微力 を盡し 再 上京 復命に 及 候處、 不 J1 も 先月 

九日 參內被 二 仰 付？ 議奏衆 御 取次 を以、 不，， 容易， 奉 

レ 蒙ニ褒 勅： 殊に 重き 御 品 迄 も拜領 被，, 仰 付： 誠以武 

門之：！：；^^加不ぃ過^之事に 候、 全體 我等 素志 者、 皇國內 

外 之 大患 不ぃ堪 n 傍覜？ 且順趣 院様御 遺 託 之 御 旨 奉，, 

紹述， 度 赤心に 而、 事 之 成否 を 不,， 顧、 忌諱 を 侵し 犬 

馬 之勞を 致して、 王 臣之分 を 盡し候 迄 之 趣意に 候 

！ 1、 格^ 之舉， 蒙，， 殊遇， 候 儀、 不 n 存寄， 事に 候、 且 

於，， 關 東-も 一 橋 越 前 登用 相 成、 尊王 之 道 追々 相 立 

候 勢に 而候得 者、 暫く 奉 勅 之 厚薄 處置之 得失、 釵覧 

被， 爲， 在 候に 付、 大略 御 治 定相付 迄 之 間、 我等 滯京 

仕 候！^ 再三 承知 致 候 得 共、 御 斷申上 及，， 歸國， 候譯 

者、畢竟攘夷之儘，先々 ょ.^ 之叙盧 に被"爲ぃ在、鬼角； 


此末之 時世 大事 之譯 に而、 國家之 本治定 不，， 相 成， 

候而 者、 時機に 塵し 十分 之 勤王 も 難 二相 叶， 候 得 者、 

富 國强兵 之術大 急務 與存 候、 尤 於，， 關東？ 六 月 朔： n 

且 先月 被，， 仰 渡， 候 趣 も 有,， 之、 屹度 此涯國 政 之大體 

相 立、 人心 一 致 j 和 候樣變 革に 及 度 候 間、 各 中に も 

不 n 容易， 大事 之 時世 を辨 し、 上 者 朝廷 之 御 趣意 を 

舉し、下^|<;我等之誠志を通徹し、忠直を盡し^職を 

勸、 國家之 柱礎 與相成 候 榛心掛 、尙 熟慮 之 上 存寄之 

程 も 承 度？！ に 候、 且又 今度 留守中、 士分 以上 之 者 共 

稱々 雜說等 申 觸候段 も 相 聞 得、 以之外 之 事に 候、 事 

之善惡 によらす、 國 家之爲 上書 之 儀 者、 御先 代樣 

被，， 仰 出 置 ， 候 得 者、 表 向 致，， 上書 ， 候 者、 ほ f 常然之 

事に 而不. J 古 候 間、 猶又各 中 勘考 有， 之 、國屮 一 統趣 

意 M 通 致候檨 有， 之 度 存候事 、 

公の いまた 京に おわせし とき、 米 一 萬 石 を 朝廷に 欺 

せんと 願 置せ 玉 ひし か、 此 月の 末つ かた、 在京の 侍つ 

けて 禁中へ 納めし め 玉 ふ、 世の 人目 を 驚かし、 今の 世 

に 及 ひ くひ 希なる 御 事と、 押な へ て感 しあ へり、 關 

東に は 一 檑殿越 前前 屮將殿 を 舉け用 ひ、 天下の 政事 

も 次第に 改.. ^、 此 =： 諸 大名の 參^ を 三ケ年 目に 百日 


無 n 御 0- , 候 得 共、 懷 夷と 不， 被，， 仰 出 ， 候 得 者、 武備 充 

實之期 無， 之との^ 議に 被， 爲， 在 候 由、 是又尤 之 御 

事に 者 御座 候 得 共、 方今 之處に 而懷夷 顯然與 被，， 仰 

出， 候而 者、 不 禍害 を 醮出候 半歟、 其 子細 者、 激 

烈之士 其 此命を 傅 承 仕 候 者 は 彌憤發 仕、 武備 不充 

實之 時世 も不ぃ 計、 端的に 橫滚長 崎 等 わ 攻撃 之 策 を 

主張 仕、 幕府 も鐫靜 難，， 相 成， 時機に 至. -候者 必然 

に 御座 候、 左樣 御座 候而 者、 外 夷之 術中に 陷 、皇國 

1 統混亂 之 基、 淸國之 覆 轍 を 被い 爲ぃ踏 候 御 事與、 別 

而恐入 奉レ存 候、 依 前文. S. 上 候 通、 於 n 關東- 大政 

之 舊弊御 一 新、 武備 充實之 御^話、 御實 意に 御 生 張 

有レ 之候樣 仕度 舉， 存候、 乍， 恐 東照宮 以來 天下 之大 

政、 只皇國 中 迄靜謐 之爲め 、尾 大不掉 之 患 無 之樣之 

御處 置に 而、 外 寇防機 之 儀 者 難 n 相 成 ， 御座 候、 方今 

之 勢に 而者、 武備 堅固に、 外 夷之 輕侮 を不， 受樣之 

御處 置に 無， 之 候 而者相 成 間 敷、 其 御處？ ^5; 者、 第 一 

諸 藩 之 疲弊 御 救に 有， 之 候、 疲弊 之 本 者、 參勤、 妻子 

在府、 火 消 御手 傳 等に 有レ之 候に 付、 右 之 件々 都而 

御猶豫 に而、 武備 充實仕 候樣、 御實意 に 被，， 仰 渡， 候 

者 は、 諸 藩も是 を以， 必定 憤發 可,， 與舉， 存候、 お 其 


上谕安 遊惰 之 弊習 不 n 相改， おは、 屹度 厳 IS 被，， 仰 

付， 度 舉，， 存候、 右樣 之御處 置に 御變 御座 候 得 者、 

武備 者お のっから 充 實壮、 夷狄 を 萬 里 之 外に 摘 斥 

仕 候 儀、 掌握 之 内に 御座 候、 然り といへ とも、 於ニ關 

東 ~ 右 通 之斷然 たる 處置者 致 間 敷、 猶 暴威 を 以諸藩 

を 赠服之 手段； gil に 可， 有 vis! 候 得 者、 朝廷 之 御明 

斷を 以不ぃ 被，， 仰 出， 候 而 者、 ゆ」 も 武備 充實、 外寇遂 

斥之處 難，， 相 成， 舉， 存候 事、 

右條々 舉， 隨，， 御內 命？ 鄙見 十分 申 上 候 間、 忌諱 

嫌疑 跑迄 御座 候に 付、 乍ン恐 秘密に 被，， 召， 叙 T 此 

上に 流布 不：， 仕候樣 被，， 成 下， 度、 偏に 奉 二 願 上， 

候、 誠惶 敬白、 

公 は 旣に御 歸國の 御 志し ましく、 實愛 卿に 依て 此 

由 願 はせ 玉 へ は、 卿 文 もて 仰せけ る は、 近頃 獻： H の Hill 

は 具 さに 奏聞 を遂 けしな..^、 生 上 素よ.^ 御 もとの 斡 

旋の 功を嘉 みし 玉 へ は、 今よ.^ のち、 諸 大名の 御収扱 

ひ、 其外究竟の御政^!、 猶も深く御委頼ぁるか故に、 

長く 漦 下に 召 置れ たき 思 食し なれと、 願 ひの 趣も餘 

儀な けれ は、 しひて 召留ら る 、も 如何な り、 此上は 社 

稷 の御爲 に、 以後の 事と も惯 かる 所な く內奏 あれ、 さ i 
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レ爲， 在候檨 奉， 存候、 併し 關柬も 先 者 一橋 越 前 登 

用、 大政 變革之 趣. M に 相 見得 候 間、 此涯 之處、 諸 大名 

上洛に 者 及 申 間 敷 奉,， 存候、 此末 於，， 關東， 大政 之舊 

弊 外 夷之 處" 锒等變 革 も 無.， 之、 朝廷 尊崇 之 道 も 忘却 

之 姿に 御座 候 者 は、 其 節 者 速に 上京 盡カ仕 候檨、 嚴 

重 御 達 被， レ爲， 在、 御 受書差 上候檨 被，， 仰 渡， 度 奉レ存 

候、 其 期に 至. 9  、せ，； 參向 不,， 仕 者 御座 候 者 は、 違 勅に 

相違 無，， 御座-候 間 、厳罰に 被い 處候樣 奉， 存候 事、 

©校者云、島^^家文書には以下の文書^鬨八月廿ニ日附と爲し 

以上の 文書と 分ち たリ、 

攘夷 之 儀 者 方今 之 一 大重 事に 而、 公武 神 御 隔意 之 

根源 與舉， 存候、 尤 於，， 關東， 條約御 取替し 相 成 11^ 

上 之 事に 御座 候 得 者、 無， 故 攘夷 被，， 仰 出， 候而 者、 

決而 於，， 關東 ， 御受 有，， 御座 ， 間 敷、 左樣 御座 候 得 者、 

第 一 朝廷 之 御 威光に も 相 拘.. '、不 い 輕御事 與恐入 奉 

ゾ存 候、 殊に 此趣傳 承 仕 候 者 は、 浪士  4i 《又々 蜂起 可 

レ仕歟 與甚危 念 奉， 存候、 併 橫濱長 崎 等 在留 之 夷人 

迄之镞 者、 關柬に 被， 命 候に も及不 vs. 、私 一 手を以 

十分 逐斥 仕舉 御座 候 得 共、 其 後之處 置、 當 座に 者 御 

受難，， 申 上， 御座 候、 其 故 者、 條約取 結 之 上、 無， 故此 


方より 兵端 を 開候而 者、 夷人 共 不義 非道 申立、 同盟 

之國々 相 結 ひ、 に 軍艦 數十艘 差 向け、 江 SJt 者 勿 

論、 諸國 要地 之^ 湊 ね亂妨 仕、 防 撰不行 屆之處 よ. o- 

內地. つ" 致： ー亂 入， 候 儀 顯然に 御座 候、 私儀 武門 之 身に 

而箇 様： 申 上 候 者、 不 似合 之儀與 可， い 被，， 思 召， 候 得 

共、 三： 白 年來之 太平、 人心 騙惰之 風習、 適 慷慨 之 者 

も 有， 之 候 得 共、 只々 氣象 迄に 而、 實場不 案內之 武士 

せハ、 必勝 之 策 無，， 覺束； 併 陸戦 者 古来より 我"：： H する 

處に 御座 候 得 者、 あな かち 肷走而 已者仕 間 敷、 彼 陸 

戰 勝利 無， 之 與存候 節 者、 數十艘 之 艦 所 々要地 之 

海 口に 出沒 致し、 江 大坂其 外 津港之 運 路を妨 候 

者々、 是非 軍艦 差 出し、 追 怫不， 申 候 而者相 成 間 敷、 

水 戰者我 短なる 處に 御座 候 得 者、 勝算 無，， 覺束， 奉 

レ存 候、 然る 時 はおの つから 皇國中 窮迫に 及 ひ、 不 

レ戰 して 屈 導 せらる、 に 至 候 俄、 必然 之 勢に 御座 

候、 就而 3?^ 考仕 候處、 兎角 於，， 關柬， 大政 之 傳弊御 一 

新 • 武備 充 實之處 御 急務 與舉， 存候， 徒に 筆紙 上計に 

而、 御實 意に 御世 話 無二 御座-候 而者、 因循 苟且 之 四 

字、 終に；^ 失 仕 候 期 有， 一 御座， 問 敷、 -ilK 大息 之 次第に 

御痤 候、 粗 承知 仕 候 得 者、 迅速に 懐 夷と 申 候 事に 者 


幕 役人 之 心底、 一 橋 越 前に 大權不 レ歸樣 との 趣意に 

被 レ察申 候、 兩 人に 大權 無， 之候而 者、 沖」 も 勅命 通變 

革 も 難い 被 at  、乍い 恐 IJl^ 襟 も 被 "安 兼 候 御俊與 舉レ存 

候、 兩人之 儀 者、 人望之歸する處に候得^^^、大政委 

任 有 候 様、 此涯 屹度 御內命 被， 爲， 在 度 御 事と 奉 

ぃ存 候、 若兩人 委任 之 上、 猶變革 不二 相 成， 候 者 は、 最 

闩 十 無 r, 致 方， 次第 御座 候 間、 其 節 者 機 變に應 し、 御 決 

心 之 御處置 被， 爲， 在 候樣、 乍,， 恐 奉い 存候 事、 

1 今般 非常 之 以，， 斷， 勅使 被，， 差 下？ 一  橋 越 前 登用 相 

成 候 上、 猶國是 之 議論 可い 被 二 間 召， 候 間、 越 前 上洛 

有，， 之候檨 被，， 仰 下， 候處、 兩人 登用 相 成 候 而も、 越 

前 上洛 之 儀 者、 國是之 議論 評決 之 後なら て は 難レ仕 

候に 付、 御猶豫 可，， 被,， 下 11：!1 以ニ 書取， 願 出 候、 就而者 

此涯 上洛 之 程 合 無 M 覺柬 候 間、 尙又御 催促 被，， 仰 出， 

度、 尤 大政 變 革に 付 而者、 當 時世に 應し、 事 之 大小 

緩急 之 次第 も 可い 有い 之 候に 付、 眼目 之 ケ條を 評決 

致し、 速に 上洛 可， 致、 國是之 論に 付而 者、 釵慮之 御 

旨 も 被， 爲レ 在、 親 敷 被， 一 聞 召, 度 思 召に 候との 御 趣 

■ 意に 而、 御 達 有 レ之度 奉い 存候、 若 越 前 上洛 仕 候 者 は、 

御 尋問 之 次第 者、 第 一 夷狄 掃攘之 儀、 十 年 內可レ 及，， 
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拒絕， 與、 先 幕 役 共 御請 申 上 候 事に 付、 其處置 即今よ 

之見當 如何、 大綱 之 旨 趣 被，， 聞 召， 度、 且攘 夷之 俄 

者 不二 容易， 譯 柄に 付、 大小 藩 一 同 35 心戮 カ不， 致 候 

而 いお 難い 行事 候に 付、 上 者 親王 攝家 公卿 幕府より、 

下 者 三 家 三 卿 列國之 大小 藩に る 迄 、無い 殘 朝廷ね 

爲レ 致， 1 獻白， 候樣 被：， 遊 度 思 召に 候、 左 候 者 は 時 之 

宜に從 ひ、 篤與御 決議 之 儀 者、 大樹 家 御 相談 之 上 可 

レ被 一一 仰 出 - 候 旨 被 レ命度 奉 レ存候 事、 

一 諸 大名 緣を 求て 周旋 相 願 候 者 有， 之 候 由、 當 春小臣 

滯京之 節 迄 者、 何共 不，, 申出， 傍観 之 模様に 御痤候 

處、 於 n 關東， 一 橋 越 前 登庸 之 事 等勅詖 通遵舉 有， 之 

候 故、 時勢 を 恐れ 候 儀に 而、 俗諺に 申 候： n 和 見 之 心 

底與 推察 仕 候、 粗 承知 仕 候 得 者、 多分 者 内 願 通御內 

命 被い 爲.， 在 候 由、 天下 之 人心 を不ぃ 被， 爲ぃ失 爲之御 

趣，： E 與ぉ 奉，， 恐察， 候 得 共、 內願之 者 正邪 虛實も 御 

探索 無， レ之、 猥り に 御 許容 被， 爲 fe^i 候而 者、 乍， 恐 柳 

威に も可レ 被い 爲. 拘哉與 恐 入 奉ン存 候、 殊に 征夷 之 1^ 

を 差 置、 且 無謀 之 論 等 申 上 候 者 も 御座 候 哉に 傅，^ 

仕 候 得 者、 尙以 趣意 能々 御糾、 赏心 勤王に 相違 無 

, 之 、現 事相 行れ 候 策 も 有 "之 候 者 は、 屹皮御 內命被 


紹述 編年^  二 

丼に 少將 前の 御： S 今 城 氏、 ft の 式部 富 小お 氏 力 一 一 女、 外に 右衞 5：  S 

侍 堀川， 氏、 みた 免官、 飾り .5* 卸 L  、禁顦 等の 厳隸 もリ、 木 文此事 な 

さし 玉 

ふ Li や、 

1 九 條前關 白、 姦黨之 巨魁 御座 候に 付、 今 通 被，， 召 置， 

候而 者不， 被：^ 爲 k 御 事 與舉& 候 事、 «れ 御；；？ 靴 

の 仰せ もり、 つ ひに  3  «t^f 

圆眞 と. §^號 せらる、 

一匹 夫 之 論 激烈に 過き、 且己か 名利の 爲に する 事 多 

く 御座 候 得 者、 猥 に 御 採用 不：， 被，， 爲,， 在樣 奉レ存 

候 事、 

一 攝家 親王 家 者 勿論、 其餘 公卿 方 等、 當 時節 忠誠 を以 

御 奉公 有レ 之、 聊 た.^ 共 、傍観 無い 之檨 有，， 御座， 度、 且 

. 先度 も 中 上 候 通、 匹夫， に 猥りに 御 面談 之 儀、 厳密 御 

取 稀 被， 爲ぃ在 皮 奉い 存候事 、 

1 啻連院 御門 跡、 御 政 寧 御 相談 御 還俗 之 御 事、 先日 口 

上を以 奉" 願 候 通、 猶又御 評決 舉ぃ願 候 事、 

1 公卿 方 御 黜 陟等之 儀に 付、 以來關 東よ. 々申 上 

候 共、 朝廷 正議 被， 爲， 在 候 上 者、 I 切 御 動 搖不レ 被 

レ爲. レ在樣 奉 レ存候 事、 

一 故 井伊 掃 部 頭 在職 中、 禁裏 六 門 警護と 稱し、 新に 

番人 召 置 候 儀 者、 何等 之 趣意に 候 哉、 非常 守護 之 

爲に候 得 者、 古来よ. 0 被，， 召 置， 候 番人 も 有レ之 事に 
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候 はす や、 外 夷 窺， 隙 之 時節、 尙又 厳重 與申譯 に 候 

得 者、 六 門 邊之 守護に 而者、 甚以 切迫に 過き 候摄 

に而、 外に 遠盧も 可， 有：， 之 候 間、 可 一 無用-候、 

常底竊 盜を警 候. g 已之 趣意に 候 者 は、 外に 處分も 

可レ 有， 之 哉、 只今 之 形容に 而者、 全 御所 を 致 一一 雍塞ー 

候に 似寄、 以之外 之 儀、 是か爲 に 下人 心 之 疑 論 も 

致 n 沸騰 I 候に 付、 以來 前例に 復候而 、其餘 全 體之警 

衞者、 大藩ー 一三 名 わ 交代 致，， 輪番， 候樣、 幕府より 手 

厚 下知 有い 之 度、 尤松平 肥 後 守 御當地 守護 之 儀 者、 

速に 許 有 候樣、 左 無 候 者、 是以 人心 疑念 之 基 

たる 之 旨. 屹度 被 二 仰 出-度 舉ぉ候 事、 

1 此節關 東ね 被，， 命 候 儀 者 勿論、 以來 沖」 も 何 に不 

ン限、 被，， 仰 下 _ 候條 々 御請 申 上 候 後、 巾 渡 延相成 

候 者 は、 時々 御 催促 被 在 度 奉，， 存候、 勅命 被レ爲 

レ在候 以後、 其 儘に 而被， 一 召 置， 候而 者、 第一 朝 威に 

被， 爲， 拘、 不, 輕 御事與 乍い 恐 奉， 存候 事、 

1 於 二 關東， 一 橋 越 前 登用 有い 之、 蕩弊 l 革 之 趣， M 與者 

見 受候得 共、 何分 現 je^ 延引 相 成 申 候、 苦 今 通に 而相 

過候而 者、 又々 天下 之 衆 心 動 搖可レ 仕 歟與、 甚 懸念 

至極に 御座 候、 f^,, 之 熟考 仕 候處、 鬼 角 閣老者 勿論 


容易 二 時勢に 付、 內覽者 如い 故、 當 殿下， 被， 命 度 一 

御事與 舉ぃ存 候、 且靑逮 院宮御 事、 天下 有志 之 人 一 

心 奉-, 歸向， 候に 付、 朝政 御 相談 被， 爲ぃ在 候樣、 乍； 

レ恐 奉- 存候、  一 

伹 一 條左府 御 辭返之 節 者、 鷹 司 前 右 府公を 左 一 

府ゎ 御轉任 被い 爲ぃ在 度舉， 存候、 

右 之 趣、 至^:^ 才之 身に 而、 恐懼 至極に 奉レ存 候： 

得 4r 不 -> 容易-時勢、 存慮 十分 不 n 申 上-候 而者、 一 

不忠 之 罪 難い 免與存 詰、 尊 卿 方 迄 獻言仕 候 間、 委ー 

細 奏聞 被 n 成 下， 度、 伏而舉 n 願 上， 候 以上、 一 

同 =： 廿ー 日、 殿下 幷に御 息 左 大將忠 房 卿、 竊 かに 御手； 

書 を もって、 天 覽の外 ゆめく 他人に 洩 さし、 御邊、 ひ； 

に存 する 程の 事 は、 殘. 9 なく 文 もて 陳 せらる へきの； 

旨 仰せ あ b けれ は、 公は此 H 殿下の 許に 參り、 是を捧 一 

け 玉 ふ、 

今般 不肖 之小臣 に、 存盧 無二 伏藏ハ 不,， 憚 二 忌諱？ 不一 

レ避 -> 嫌疑： 獻言 仕候樣 承知 仕、 誠 以恐入 難， 有 仕 合一 

奉レ存 候， 且 先日 者、 出 格 之 思 召 を 以參內 被，, 仰 付， 候 一 

3l!I 承知 仕、 無位 無官 之 身、， 汚，， 朝廷， 候 儀に 付、 再 i 

三 固 辭仕候 得 共、 是非 御受申 上候樣 承知 仕， 無， 據御 
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受御 S. 卜： 參內仆 候處、 關東之 模樣逐 一 御 尋問 被，^ 爲 

レ在、 殊に 重き 御 品 迄 も拜倾 被，， 仰 付 tf; に 武門 之 面 

目、 別而 難， 有 仕 合、 毫 端に 難， 盡 次第に 舉，， ； 2^ 候、 此 

上 者 不$E 之 身に 及 候 程お、 愈以 抽，， 忠勤， 皮舉， 存候 

得 北 r 從來 至， お-短 才に而 、御 爲に相 成 候 程 之 良策 も 

存付不 、實以 赤面 至極 恐 入 奉い 存候、 然共適 承知 

仕 候 儀、 沈默 仕候而 者却而 不忠 之 至に 付、 鄙見 之 趣 

左 條に申 上 候 問、 乍， 恐 斷 を以、 宜御取 松 被，， 成 

下-度、 伏而舉 n 希 上， 候、 

當 時皇國 形勢 細に 舰察仕 候處、 外に 者夷賊 頻に拔 

扈之威 を 逞し、 內に者 諸 藩 漸く 割據之 形を釀 成し、 

於，， 關東， 者 尙舊弊 を 一 新無ン 之、 徒に 因循 之 姿に 有 

レ之、 諸國^ 志 之 者 共 者、 攘夷 之說を 主張 仕、 激烈 之 

論を唱 へ 、實以 危急 存 u 之 時に して、 終に 者 州邵戰 

审之衢 與相成 候 半歟與 大息 仕罷在 候、 然處、 今般 

於，， 朝廷， 姦臣 御返黜 之御英 政、 實 に恐悅 至極、 小臣 

等扑躍 仕 候 次第に 御座 候、 此上者 愈 以姦黨 之 邪 謀 

に不， 被， 爲， 惑、 關 東之權 勢に 御 恐怖 不， 被， 爲レ 在、 

朝議 確乎と して 御勸搖 不.， 被， 遊樣 舉，， 伏 願 一 候 事、 

按-, i 八月 廿 n の 夜に、 世.」 いふ gi 姦ニ 女の 、乂 我 內大. ケ 建 通 公、 

千 ぶ ノ將有 文 朝臣、 岩 倉 中 將具視 朝臣、 富 小路 中 務大輔 敬 直 朝臣、 
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微賤 之 身、 實に恐 多 奉, 存、 再三 固 辭仕候 得 共、 

是非 御 受申上 候樣、 尊 卿 方より 達 而被ニ 仰 聞， 候 

に 付、 不， 得，， 止 事， 御 受申上 參內仕 候處、 尊 卿 方 

を以、 關東 之趣逐 一 御 尋問 被い 爲ぃ 在、 殊に き 御 

品 迄 も拜領 被，， 仰 付？ 誠に 以 武門 之 面目、 恐 入 難 

レ有仕 合、 毫 端に 難レ述 次第に 御座 候、 此上者 愈以、 

不肖 之 身に 及 候 程 者、 f>R 仕 心底に 御座 候、 就而 

乍.，恐當時之朝議粉奉ニ承知，候得^1<?、諸國之大名 

等、 公武 之御爲 周旋 之 儀 相 願 候 者 共， 者、 皆御內 

命 被，， 仰 付， 候 由、 天下 之 人心 を不ぃ 被， 爲ぃ 失様與 

之 御 評議に 而、 御尤之 御事與 者舉， 存候得 共、 今般 

關 東ね 勅使 被 n 差 下 (私に も 下， M 被， 一 仰 付 T 1 橋 越 

前 致 二 登庸： 大政 變革 有， 之 候樣被 H 仰 下 - 候處、 初 

者 六ケ敷 模様に 御座 候 得 共、 遂に 御受相 成、 恐悅 

之 御 事 奉い 存候、 此上者 朝議 確乎と して 不レ被 

レ動、 匹夫 之 激論 一 切 御 採用 不， 被.， 爲レ 在、 關東之 

處 1!^ 靜に 御難. お 被， 遊^ 御事與 奉い 存候、 方今 之 

處に而 、諸 藩 を 御 膝元ね 被，， 召 寄， 候 得 者、 關東之 

處^ 御 疑 之 筋に 相當 り、 於ニ攸 地， も却而 氣受不 

宜、 御 一 和 之 所に 者參兼 可， 申 哉與、 甚 懸念 舉， 存 
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候、 侬， 之 御內命 被，， 仰 下， 候 諸 藩ね 者、 此節 勅使 關 

東ね 被，， 差 下； 一 橋 越 前 登用いた レ、 政事 變革 之 

儀 被，， 仰 下， 候處、 御 受相成 候に 付、 暫彼兩 人 政事 

奉行 之 次第、 靜に御 観察 被， 遊 度 叙 慮に 候 間、 此 

際之處 上京 周旋に 不ぃ 被， 爲， 及 候、 苦此末 於，， 關 

東， 朝廷 尊崇 之 道 忘却 い たし、 大政 之醤 弊、 外 夷之 

處澄等 變革も 無い 之、 天下 人心 不和 合 之 機 相顯候 

者 は、 速に 御內命 可,， 被， 爲ぃ在 候 間、 其 節者不 

レ 移，, 時日 一 上京 盡カ 可レ致 旨、 懇に被 二 仰 下 T 御請 

書 差 上 候 樣被ニ 仰 付， 度 御 事與舉 いお 候、^ 其 節に 

至り 參向不 仕 者 も 御座 候 者 は、 違 勅に 相違 無，， 

御座 ， 候 間、 屹度 嚴罰被 二 仰 付 I 度舉" 存候、 

但長州 者、 始ょ 將軍家 御 上洛 之 儀 致，, 主張： 

間 旋之事 御座 候に 付、 右 之 儀 猶以盡 力 被，， 仰 

付？ 且 今般 被， 命 候 1 1 筒 條之內 、大赦 之 儀 者、 未 

奉行 無，， 御座， 候に 付、 梢 濟迄之 問、 是迄之 通 

被，， 仰 付？  土 州 も 同様 被，， 仰 付， 度舉， 存候、 

一 當關白 殿下 御 辭職之 御 事、 期 勅 約 被 レ爲， 在 候 

由 舉，， 承知， 候に 付而 者、 辭表 被，， 差 出， 候 節 者、 其 

通 勅許 被い 爲 い；：^ 度 御 事與舉 存候、 乍， 併當節 不，, 


富士 のね は 雪つ もる らし 玉く しけ 

箱 根-の 山に きり 立 わたる • 

程なく 五十 三驛も 終. りて、 1： 八 ！=： の 八日、 II 日大 律 よ 

b 伏 見の 御館に 赴かむ とし 玉 ひし か、 近衞 關白忠 

公、 夙に 御 使 を 以て 召れ けれ は、 遽 かに 御 入京、 公の 

御館に いたらせ、 具 さに 關柬の 事 を 陳し玉 ふ、 殿下 急 

きこの 事 を 奏聞し 玉へ は、 纏て 勅命 降 b  、御滯 京の 仰 

せ を 蒙らせ、 其う へ に議奏 衆して、 明日 參內 ある へ き 

の 旨、 御 內命を も 降され ける、 公 かたく 辭し玉 ふに 

は、 天命の 忝な き、 いかて 從ひ 奉らて 候へ き、 されと 

是 等の 事 は、 かねて 官武の 御 規格 もまし ますへ き 御 

事 なれ は、 ひとまつ 關 東へ 申し、 その 、ち 如何にも 仰 

せに 從ひ舉 へしと 陳し 玉へ は、 關 東の 事 は傳奏 衆よ 

りよき に 計 ひ 参らせん、 必 す御受 ある へしと、 懇ろに 

仰せ 玉 ふ 寧 一 た ひに あらされ は、 今 は 辭し玉 ふに 御 

詞 なく、 謹て 御受 あ. -、 此 よし 急き 御所 司 代 隨 

ほ ：> し； i„«^il  y られ、 やかて 牧、 ゆ.： 《g 耗 \  ..^-.^-K 一え、 ぶり， 

野備前守殿(忠恭)任さりる も^ *i さ. W 铜 b ン铜 

館に 入. 0 玉 ふ、 明る 九日、 仰せに 從ひ、 まつ 近衞 殿下へ 

參り玉 へ は、 忠 公よ..^ 御 烏帽子 庶垂 を讓ら せらる、 

御太刀 幷に 御- £1- の 料と して 、大判 金 五 枚を獻 せられ、 


御讓りの御装柬にて、申の刻計..^に.、御^^5!^所御門ょり 

御 奏者の 廳に 昇.. - 玉へ は、 御 取次の 人出 迎へ、 御控 

へ 所に 案內 し參ら せ、 程 もな く 傅 奏衆御 庇に 誘な ひ 

玉 ひ、 殿下 及 ひ傅奏 衆、 議奏衆 御 列座に て、 御^1な§^の 

御 旨 まし，. て、 公の 御 答へ あ b し を、 傳奏衆 叙 聞に 

達せら ろ、 公 は 退て 御控 へ 所に 侍り 玉 へ は、 前の 公卿 

達 も 皆 御 出 あ 暫くあって 傅奏衆 重ぬ て 御 庇に 導 

かれ、 くも 御 親し ふ 褒勅を 蒙らせられ、 肥 前 兼 腐 か 

鍛 ひし 御 劍ー 口 を、 中 山 大納言 忠能 卿して 降し 賜 ふ、 

しかの みならす、 御茶 御 薬 子 を も御控 所に て 賜 はり 

し は、 世に 例し なき 御 事と もな. 9、 公 は かたしけ なさ 

御身に 餘り、 返て 再 ひ 殿下に 參ら せ、 御 鱧 深く 仰 上 

られ、 此由關 東へ も 報 せらる、 此時諸 大名 多くん を 京 

にの ほせ、 又々 荒々 しき 浪人な と、 しの ひくに 公 

卿の 御內に 出入す と 聞へ けれ は、 公は關 東の 疑 ひ を 

招き、 終に は 測ら さる 騷 きを も 引出さむ 事 を 慮らせ、 

御 書 を 識奏中 山 大納言 忠能 卿、 正 親 町 三 條大納 lln 實 

愛 卿、 傅 奏野宮 宰相 中 將定功 卿 へ 造 はし 玉 ふ、 

一 此節 上京 仕、 關東之 次第 尊 卿 方ぶ」 委細 首ヒ仕 候 

處、 出 格 之 叙 盧を以 、參內 可， 被 U 仰 付 承知 仕ノ 
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一 大坂 兵郎堺 等 警衞、 方今 之 形勢に 而者 不二 相濟 T 

屹度 厳 赏^, 之 度 事、 

一 京師 警衞、 大藩四 五； i? ね、 交代に 而相 勤候樣 被，， 

仰 付， 度、 是迄之 彥根等 者 御免に 而、 愛 許 之守衞 

被， 命 度、 左 無候而 者、 第 一 人心 不和 合 之基與 奉. 

レ存候 事、 

1 於，， 老中 宅， 外 國人應 接 者、 以來 無用に いたし、 拾 

萬 石 以上 三 拾 萬 石 以下 之 大名、 外 藩 四 人 御 譜代 

四 人に" i か ぼ、 わ被レ 命、 小事 者 時々 幕府ね 伺に 

不， 、臨機に 而可 H 取 計： 外國 奉行 以下 者 其 揮 

を 受て相 勤候檨 有， 之 度 事、 

一 外 夷 御 處置相 定迄之 間者、 可い 成 丈 登城 者、 以來 

無 レ之樑 致 度 事、 

伹江戶 中 わ 滯留之 儀 も 同斷、 

一 近衞^ 白 殿下、 長く 者 在職 無 模様に 付、 跡 代 

鷹 司 前右府 公， 口 被 二 仰 出-度？ r 

此 H 長 門 の御嫡 松： 牛 長 門 守 殿 g 、は、 京よ. 9  くた る さ 

に、 公 へ 御對 面の こと を. • 其 家中 贵 1? 又藏 なと して、 

屮山屮 左衞 門、 大久保 一 藏 等へ 申し 請 はる、 あは 大膳 

大夫 殿と 同し く、 勅意 舉 行の 御沙汰をも承.^ 玉 へ と 


も、 殿に は 公の 御着の 前日に 道 を か へ 上京し、 其 外 伏 

見さ わきの 事と もゝ、 何かと あやしく、 表裏の 上書な 

ともぁりて、ゅ<すゑ御熟話のなu^難きを知食し、程 

よく 御斷 はらせ 玉へ とも、 あな かちに 御 願 ひ あるに 

よ. 9、 やん 事な くも 御 承知あって、 明る サ；" 長 門 守 殿 

高 輪の 御館へ 御 出 あ-り、 されと も その 御 器 度 あるに 

も あらされ は、 細大の 御噺 しに は 及 はさり けり、 去お 

に關 東の 御 事 もや ゝ定り けれ は、 八月 二十 I 日、 勅使 

大原 三位 重德 卿， i 同し く、 高 輪の 御館 を 立せ 玉 ふ、 此 

日 御行 粧生麥 村に いたる 時、 たまく 英夷 三人- ijl- に， 

打の り 通りし か、 夷人と も は 邦 制 を 詣んせ さるに や 

猥りに 御行 粧に 侵し 入. 9、 公の 御 駕に近 かむ とす、 折 

しも 我國を 浪人せ し 足 輕岡野 新 助 は、 舊 主の 行粧を 

拜 まんと、 竊 かに 此 ところに 參. 0 しか、 この 有 樣を見 

て 怒りに たへ す 、跳り 出て 一 骑を斬 倒す、 二 騎は淡 手 

を 負 ひ、 辛 く.， - て橫濱 に^か へ り、 事の 次第 を 報し け 

れは、 英夷 おとろ き騷 き、 跡 を 追掛く へ しと 議 しけれ 

と、 終に t ^〈事 はてさり け..'、 此； 仕 公は戶 塚に 宿し 玉 

ひ、 今 H の 有さ ま を 人して 柳 營に吿 申させ、 御 心しつ 

かに 御 通； J; あり、 箱 根 山に て、  " 


御變 革せ， 之 度 事、 

一 將軍家 御 一 代 一 度 は 是非 御 上洛 之 事、 

一 諸 御 書 附認振 之 事、 

一 勅使 御 酋釋向 等 其 外 段々 可.， 有 事、 

和宮樣 御會釋 向、 今 一 際 御手 厚 有い 之 度、 是迄將 

軍 家よ.^ 諸 大名ね 御緣 組に 不ぃ 准與 奉い 存候 事、 

御 同人 欉御 心願 之 御 事 御座 候に 付、 來春 中に 者 

是非 御 上洛 被， 爲，^ 在 度 舉.， 存候 事、 

朝廷 御 續料拾 萬お 程 御 重め 有 レ之度 事、 

公卿 方 も 方今 忠誠 之 御 方 者 今少ッ 、同 斷、 

諸 役人 之： 止 邪 屹度 御轧し 有い 之 度 事、 

伹諸 大名 も 同斷、  . ■ 

公卿 方 も 同斷、 

水 GS 前 黄 門 殿贈官 被，, 仰 出, 度 事、 

故 掃 部 頭 罪科 屹與 御：^ し、 代 數御除 有， 之 度 事、 

. 但 井伊 之：： 豕者、 先祖 代よ， C '徳川家ね 格別 功勞 

も 有レ之 候に 付、 當人迄 之 處に而 申 上 候、 

酒お 事隱 15 慎 被，， 仰 付， 度 寧、 

81 問 部 も 同斷、 お 外 隨從之 面々 同斷、 

安 對者今 一 際 重く 被 n 仰 付， 度、 其 外 隨從之 面々 
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屹度 御 咎め^, 之 度 事、 

但御讓 位 云々 之 御 事 者、 實事 之樣致 n 承知， 候 

に 付、 右 通 申 上 候、 

一 九條 家. も 隱居愼 被，， 仰 出， 度、 隨從之 公卿 方 家臣 

等に 至 迄、 武家に 准し 御収扱 有， 之 度 事、 

1 外 夷 御處置 者、 御內政 大槪御 治定之 上に 無い 之 候 

而者 不ぃ宜 舉レ存 候、 

一 諸 大名 參勤、 是迄 通に 而者 ゆ」 も 海防 十分 全備 難 

ン致 候に 付、 遠； 里 近 ：55:|、 に應し 年數差 

別 有い 之 度、 _ ^此儀 難， 1 相 成， 候 者 は、 妻子 阈許， 2： 

引収皮 事、 

一 諸 御手 傳等 入費 相 掛候儀 は、 以 來不， 被， 仰 付， 樣 

有レ之 度、 左 無候而 者、 外 爽防観 者 勿論、 內 亂之鎭 

靜 も出來 兼候樣 可，， 成立， 候 事、 

伹 天朝 之 御 修復 等 者、 別段 之 事に 可.， 有い 之 事、 

一. 海防 之 儀、 江 11； 海 者 勿論、 諸 大名 一 統ね、 年限 御 

定め 是非 致，， 全備， 候 欉御達 相 成、 此 上若不 行屆 

之國有 候 者 は嚴科 被，， 仰 付， 旨、 屹^ 被 n 仰 逢 < 

度舉， が 候 事、 

伹前條 參勸之 儀 御 達 之 上た る へ き 事、 


»l  f»  IS 竿 省 二 

客 を 分ち 座せられ しに、 公 は 下段に つかせら る、 二人 

の 殿 は 頻に席 をす ゝめ 玉へ とも、 堅く 讓 りて 從ひ玉 

はす、 御 色 代 も 事 終.^ て、 徐 かに 世の 形勢 事の 得失 を 

說かせ、時移.=^て歸り玉ふ、八月三1?大原殿ょ..^ 一  橋 

殿 へ 贈らせら る ゝ 歌に、 

黑髮を 三た ひ 握， 9 しふる 事 を 

日々 にあら たにお も ひ 出よ 君 

公の 仰せ 立 玉 ふ 事、 こと/ \- くに 御 改めの 場に はい 

たらね とも、 朝廷よ.^ 御 承知の 御 事と も は御受 あ. 9 

けれ は、 來る廿 一 日、 勅使と 共に 御 立 あるへ しと 定 

り， 八月 九日 御 首 途の御 式 あ，. y、 おなしき 十五夜 は、 

名に しお ふ武藏 野の も かきくも， 0 けれ は、 御詠に、 

望月の ひか- 9 は 空に みちぬ へし 

う き 雲霧 は よしお ほふ と も 

大原殿 は 十八 日に、 御 暇 乞と して 御 登城 ましく、 將 

軍 家 へ 御對顔 あつ て 御 式 事と も あ.： >  、同し き 十九 日、 

公 は 一 橋 殿へ 入せ 玉へ は 、春-: 獄殿も 御 出 あ h- 、是は 勅 

命舉 行のう へ は、 越 前前 中將殿 京に の ほ h- 、國是 の 論 

を 仰 上らる ゝ樣 にとの 御內命 あるに より、 此ほ とよ 

.5 た ひく 御 申立 あれと も、 關東內 情の 程、 如何にも 


二十 A  

いまた 氷解の 處に 至ら さり けれ は、 此 ：：： も是 等の 事 

を始 とし、 時勢 挽^の 御手す ちと も 御 議論 あ. 5、 其う 

へ 仰 立て 玉 ふ 御手 控 書に、 

一 勅命 之 御 事 御座 候に 付、 是非 大體 國是之 議論 御 

評決 之 上、 來る As:: 中旬 頃 愛許發 足に 而、 越 前前 

中將殿 上洛 有い 之 度、 尤閣 老壹人 同伴 之 事、 

1 一 橋 刑 部 卿 殿 越 前前 中將 殿御 登庸 之 上 者、 閣老 

にも 實 意に 大政 評議 有レ之 度、 巷說 に、 內實者 一 

和 無， 之 哉 杯 與申事 候 得 共、 お 右 樣之姿 露程 も 有 

レ 之候而 者、 第 一 德川家 之 御 爲不ぃ 可， 然奉 レ存候 

I  、 

1 大赦 被 二 仰 出， 候 御 事に 候 得 共、 至， 今 何共 仰 渡 無 

レ之、 勅命 御 奉行 之 旨 與違ひ 候に 付、 際々 御 施行 

有レ之 度、 尤 午年 以來諸 浪士等 死 流 幽囚、 總而御 

赦免 被，， 仰 渡， 度 事、 

一 此節 被， 命 候 所 司 代に 而者、 又々 人 氣に相 拘り可 

申 歟與、 至極 懸念に 御座 候、 今 一 往御 評議 之 上 御 

人 撰に 而、 叙 慮 御 伺 有 レ之度 事、 

但大坂 も 同斷、 

一 是迄 公武 之 御 間 名義 御 不相當 之 儀、 細々 御 取調 


ゾ存、 御受申 上、 滯京罷 在 候內、 浪士 共推而 上京 仕騷 

亂相企 候 段 承 候 付、 早速 家來差 出、 取 押 方 精々 申 

附候處 、乍^ 漸靜謐 之 形に 相 成 申 候、 然處於 n 朝廷 I 

思 召 之 御譯被 い 在、 勅使 被 二 差 立 - 候 付、 私に も 引 

續 出府 周旋 可^ 仕 旨、 別紙 之 通 被-, 仰 付？ 重 疊恐入 難 

ン有 零い 存、 五 月 廿 1 一 日 京地 發足、 先 =^ 七： n 御 當地着 

仕 候に 付而 者、 直 樣表通 形 行獻言 仕度 奉い 存候得 

共、 此度者 非常 出 格 之 叙 盧を以 、勅使 被 二 差 立 - 候 御 

事故、 勅使 之 奉 命不ぃ 被.， 爲， 濟內、 私よ 獻言仕 候 

而者、 勅使 を 差 ^5: 候 場に 相當. -、 越 姐 之 罪與奉 レ存、 

態與差 控罷在 候處、 內々 承知 仕 候 得 者、 激 il 御 奉行 

铍レ爲 レ在候 御 內定之 由、 無二 此上 - 御慶 事、 恐悅 至極 

に 奉，， お 候、 從來私 持論 者、 天下 之 人心 歸嚮仕 候 御 

方 要路に 御 出 職、 公武 之 御 間 大道 相 立、 無 n 內外 

裹： 眞實之 御 一 和に 被い 爲，. 成、 正邪 明白、 下草 莽之匹 

夫 に 至 迄、 御威德 に 敬服 仕 候 御 政事 之 基本 定り 、上 

下 j 致、 御圃體 堅實之 上、 叙 意 を， 被^ 爲 、時世に 

塵し、 天下 之 公論 を 以外 夷 御所 置、 永世 不朽 之 良法 

被 n 召 建， 度 愚存に 御座 候處、 於 二 公邊， 早 其 邊に御 

着服 被.， 爲ぃ 在、 先月 朔日之 御 書 附拜承 仕、 誠 以感佩 


之 至に 不，^ ^儀に 御座 候、 乍， 去實際 施行 之處、 古來； 

より 難し 與 する 事に 御座 候 得 者、 非常 之 時節、 御 事 i 

實不， 致 二 齟齬 ， 檨 能く 御 了 得、 要路 之 御 役 々、正邪 一 

綿密 に 御 評議に 而、 黜陟 被い 爲ぃ在 度舉， 存候、 是迄御 一 

威光 與か申 候而、 善惡無 n 御 構-御 腿 服 之 御手 段 者、」 

乍レ恐 來之御 弊政に 而、 彌人氣 激發之 基 與舉， 存ー 

候 間、 右 等 之 御 氣味御 一 洗、 寬永巳 往之御 政事に 被 一 

復、 公武 御 合 體之大 基本 被， 爲ぃ立 候 上、 義理 上 一 

よ. 0 生し 候 眞實之 御 威光 被い 爲，， 在 度、 偏に 奉 ニ懇ー 

願， 候、 右 申 上 候 如く、 內外 非常 之 世態、 殊に 當時御 一 

賢明に 被， 爲ぃ在 候 由 も 粗 奉 n 承知， 候 得 者、 愚考 之 一 

趣 胸臆に 秘し候 時節に 無 U 御座- 與奉 fe= 、不ン 顧 n 不一 

肖 之 身？ 爐飾を 去. 9 忌諱 を 犯し 舉二獻 言 一 候、 若 御 採： 

用 之 儀に 御座 候 者 は、 猶又存 盧之趣 可，， 申 上， 候以ー 

上、  一 

越 前前 中 將殿は 御所 勞と てまた 引 入られし か、 此月； 

九 H 初て 御 登城 あれ は、 此たひ 叙盧を 以て 仰せ 下さ 一 

るに よ 、御 政 舉總裁 職 仰せ 付ら るの 旨 承知 せらる、 一 

同き 廿三 曰に は、 公 また 勅使の 御 許へ 入せ 玉 ひて、 一 一 

橘 刑 部 卿 殿と 御 逢 あ.^、 越 前前 中將 殿に も 參られ 、ま 一 
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日 午の 刻 はか に 、威儀 を 整 へ 御 登城 あって、 いたく 

詰 掛られ けれ は、 -;^ 司と も 皆 ことくく に 御 受をそ 

申け る、 七 ort 朔日大 原 殿 また 御 登城に て、 將軍 家と 御 

對顔 あり けれ は、 御酒 御 料理と もの 御 もてなし あ. 5、 

此 ロ| 日將軍 家よ 御 奉書 到來 し、 太守 公の 御名 代と 

して、 島 津淡路 守 殿御 登城 あれ は、 公の 伏 見に てよ く 

浪士の 騷擾を 鐄め玉 ふの 御 賞な とて、 片 山の 御 刀 

一 腰 を 下され 玉 ふ、 同 e: 七日、 思 食し を 以て、 德川 

刑 部 卿 殿 再 ひ 一 橘 家 を 御 相續ぁ .o-l 且此た ひ 叙 慮 を 

もって 卯せ 下さる、 によ. 9、 御 後見 卯せ 出さる、 と 

の御發 しあり、 同し き 1^ 柳營 へ御獻 言の 御 書 を、 御 

老中 板 倉 周 防 守 殿の もと へ 呈し玉 ふ、 

去る F_ -年亞 米 利 加 人 渡來、 引 續諸夷 來舶、 種々 願望 

申出 候處、 於，， 公邊， 叙盧御 伺に 不ぃ 被， 爲ぃ 及、 條約 

御 収究、 終に 公武 之 御 問漸御 隔意 被， 爲：， 成、 一 統之 

人心 も 是か爲 に不， 穩趣傳 承 仕、 甚危急 至極に 御座 

候、 申 上 迄 も 無二 御座？ 三百 年來 御代々 欉之 御累恩 

を 奉，， 蒙、 且當. t 御 內緣も 有レ之 儀に 御座 候 得 者、 旁 

傍 鋭 難， 仕、 殊に 13 兄薩摩 守、 平素 公武 之御爲 抽，， 忠 

勤 一度 存念に 御座 候處、 不幸に して 志 を 空し、 遺慽 


不レ少 僅に 御座 候、 臨終 之 節 私 一 人え 委曲 遺命 之 趣 

も 有， 之 候に 付、 其以來 忘，， 食： 朝夕 苦盧^ 在 候 

處、 去々 赛 以後 變故 不，， „ 方？ 其 偽 御改轍 無二 御座， 

候而 者、 如何 樣成 場合に 赴 候 も難レ 量 -、 家督に も 無 

之 身に 而、 甚！？ 越 之 至に 御座 候 得 共、 是迄之 御 政 

事 振 観察 仕 候處、 天朝 御 尊崇 之 道不， t 相 立？ 正邪 之 

辨致 n 表裹 T 冤 魂 愁聲草 野に 満、 御 外 政に 於而 者、 困 

循 苟且 之 四 字 を不ぃ 被， 爲， 免、 故 を 以虛實 者 不レ舉 

_ レ存候 得 共、 乍， 恐 被い 爲， 惱ニ袁 襟 - 候御模 樣も舉 n 傅 

承 T 外患 者 猪 置、 內憂 日に 迫り、 變端墻 下に 生す る 

之 勢 顋然に 御座 候 問、 舊臘 家來差 出、 久世 氏え 存慮 

之 趣 致二獻 白， 候 得 共、 ゆ」 も 御 取 用 相 成 候 御 模様に 

之、 遷延 之 巾不， 可い 救 勢に 罷成も 難， 量 奉 レ存、 

是上者 是非 出府 仕 、存盧 十分 言 上 仕度 含 に而、 修理 

大夫 申談、 去る 三月 中旬 國許發 足 仕 候 折 柄、 京攝邊 

え 諸浪士 蜂起、 且家來 之內， 私 趣意 心得 違 候 者 4=1 ハ致 = 

與カ； 不，， 容易， 形勢 罷成、 J も 無事 通行 難い 仕 候に 

付、 無， 據 一 往大坂 屋敷え 収押 置、 四月 十六 日 近衛 

家え 參殿、 成 行 入， 翻 耳-候 處、 恐 多 も 達 ，- 叙 聞： 當= 

浪人 鎮撫 之 蒙 ニ御內 命： 誠以 冥加 之 至、 恐 入 難い 有 奉 


迷惑？ 且 於，， 京師 ， 種 々御 評纖 決 兼 候 御 事共 被， 爲 

^花 候 者 は、 以之外 之 御大 事、 却 而皇國 泥亂之 基歟與 

乍レ 恐舉， 存候、 大膳大 夫 愛 許ね 罷在候 者 は、 小 子 面 

會度談 致 候 所存 も 有い 之 候 得 共、 着 を 乍" 存、 道を替 

へ 前 H 發足之 次第、 何共 不審 千 萬、 心底 難 km 御座 

候、 長 門 守 出府 之 由 に 者 候 得 共、 家督 に も 無い 之、^ 

兼 候 儀 も 可レ有 候に 付、 相 成 儀に 御- 歴候者 は、 口 八 

今 之 內再大 膳大夫 被，， 召 返？ 小子與 深厚 致，， 談合， 候 

檨被 二 仰 下 ， 候 儀 者 相 叶 申 間 敷 哉、 左樣 御座 候 者 は、 

趣意 一 致、 公武 之 御爲、 別而 可い 然御事 與舉^ 存候、 

右 之 趣， 家督に も 無 レ之候 得 共、. C 兄 遺言 之 一 筋 を 

以、 不， 已事 r 不肖 之み を 忘れ、 所存 十分 申 上 

候 間、 若 忌諱 を 犯し、 潜 踰之罪 を 御 糾し有 候 

, 者は、何様共可，，舉.，畏候、小子此節國許致ニ發足- 

候ょ.^、拋，，身命，公武之御爲周旋仕候儀に而、敢 

而 功名 榮利を 貪り 候 趣意に 無 、公武 御 一 和 御 

國內 一 致 相 成 候 得 者、 身 者 如何 樣罷成 候 共、 曾. 

而遣慽 無，， 御座， 候、 此趣 深く 御 汲取 被，， 成 下， 度、 

伏而 奉い 願 候 以上、 

明日 は 登城の はつ なれ は、 何邊御 示し合せ 致した き 


の旨、大原殿ょ.^.S.參るにょ，.^、十七Hには龍のロの 

御旅館 へ 入せ、 色々 と 御中 談 しと も あ b  、^に 入て 歸 

ら せらる、 明れ は 十八 日、 大原 殿御 登城 あり、 脇坂柢 

倉の 兩御 老中へ、 當 世の 勢 ひこ まく 仰せ 諭され、 勅 

命の 御 ケ條を 早々 御受 あるへ しと、 詞を壶 し 御 論判 

あ， y しに、 越 前前 中將 殿御 任用の 事 は御受 あれと も. - 

一橋 殿御 後見の 儀 はいろ くと 申立ら れ、 御 受の银 

模樣 更にな し、 廿五： n に は 脇 坂 殿、 板 倉 殿、 勅使の 御 

許に 參られ て、 押 返し 前日の 事と も 御論談 あ.^、 廿七 

日兩人 またも 勅使の 御 もとへ 參 られ、 廿九： w 終に 勅- 

使の 御 登城と そ定 りけ る、 此^よ.^  營 中の 有司と も、 

樣々 に 申立て、 速に 勅意 奉行の 向きに も閒 へさ.. け 

れは、 公 は 深く 御 思案に 渡らせ、 さまく と御盡 しあ 

りて、 左右の 人して しはく 勅使へ も 仰せ 越れ ける、 

大原 殿に も 大切なる 御 使 を 承り、 若し 此儘 にて 御受； 

なく は、 朝 威に も 拘，. ^率..^、 輕 からさ る御^！と思ひ^叫 

られ、 今日の 登城 は 殊の外の 大事な り、 此日舉 行の 答 

へ. なく は 二度と は歸 館せ しと、 御 書 附の類 ひ は大か 

た 燒捨玉 ひ、 雜掌 堀內典 膳へ 行末の 事と も 仰せ 殘さ 

れ けれ は、 我より 召 附られ たる 人々 も 格 護 を 極め、 其- 
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庸有， 之 候 樣與之 御 趣意、 誠 以恐悅 至極 之 御 事與舉 

存候、 然處 先： n 粗御咄 致，， 承知 ， 候 得 者、 名目 之處御 

評議 甚御 六ケ敷 由、 其 節 者 愚意 何共 不二 申出？ 態與 

差控 能；： 候 得 共、 退 而致ニ 勘考， 候 得 者、 存付 候儀默 

候 而者、 却而 不忠 與奉， 存、 不， 得，， 已事， 申 上 候、 

邂返 勅使 被 二 差 立， 被，， 仰 下，， 候 御 趣意、 總 名目 計に 

被. レ爲， 拘、 御 評議 御 決定 無い 之候而 者、 乍， 恐 優柔 不 

斷與 可い 奉い 申歟、 當時 不，， 容 , 折 柄、 舊格 先例に 御 

拘泥 被， 爲， 在候而 者、 以之外 之 御大 事 與舉， 存候、 

ケ檨御評^！御遲延罷成候而者、 又々 人心 疑惑 を 生 

し、 異說紛 々致 n 流 ハれ； 浪人 共 致 n 蜂起， 候 儀 も 可， 有 

レ之 哉與、 甚以 懸念 至極に 舉， 存 候、^ 其 次第に 相 成 

候而 者、 も 御 國威御 挽回 之 期 も 被い 爲， 在 ii 敷、 實 

に 恐 入 奉， 存候、 何卒 非常 之 時節、 御 出 格之譯 を以、 

一 日 も 早く 御 評決、 勅 誌 御 遵舉被 レ爲. レ：^ • 候 樣、 伏而 

奉，， 希 上， 候、 尤 一 橋 君 御 後見 之 儀 者、 近頃 田 安 君 御 

後見 御免に 相 成 候 故、 際々 之處 如何 與之御 評議に 

被， 伺、 御 尤之御 事に 者 御座 候 得 共、 不，， 容易， 時節、 

殊に 被， 爲， 惱ニ  {11^ 哀； 態々 勅使 を以 被，， 仰 出， 候 御 事 

に 御. 座 候 得 者、 快く 御請 被 二 仰 上， 候 者 は、 公武 御 一 
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和 之 御實情 御通徹 被， 爲， 在 候 御 俄に 而、 天下 之 人 

心 も此御 I 條に 至極 舉，， 感服： 御 國家御 安泰 之基與 

乍.， 恐舉， 存候、 越 前 君 之 儀 者 御 家 i: 之 事故、 聊御故 

障 之 譯 も 被，， ^爲， 在 候 者 は、 御 大老 同様 御 政事 11 哉 

有レ 之候樣 屹度 被，， 仰 渡？ 一  統ぇも 右 之 趣 承知 仕 候 

樣御逮 被， 爲， 在 候 者 は、 御國內 靜謐、 人心 I 和罷 

成、 無，， 此上， 御 美事 與乍， 恐举， 存候、 

一 長 州 之 事^ 申出 候處、 御 答振不 n 分明， 致，， 承知， 候、 

此儀者 先頃 脇 方よ .9、 當 五月 二 口 大膳大 夫よ. 0 之 

上書 致 二 落手： 虛實者 難 km 御座 候 得 共、 愚意 聊 致，， 

疑惑， 候、 尤御ヒ 洛之御 ： 條者、 實に寬 永 以來之 御 

盛 擧者申 上 迄 .4 無： 御座， 候 得 共、 先 H も 申 上 候 通、 

何そ當 年中 不， 被， 爲， 行 候 而も、 天下 之 人心 紛亂仕 

にも 有，， 御座-間 敷、 來 秋より 先に 被 レ爲, 行 候 者 は 

可，， 御 直， 哉與奉 レ^ 候、 贵所樣 も 其 趣意 與 致，， 承知, 

候 、然るに-良 州者頻 に此權 催促 申 上 候 姿に 相 見得、 

甚 無二 心 元， 奉：， 存候、 方今 之 腐に 而者、 勅命 通 越 侯 

御 登庸 之 上、 當秋 上京 被い 命、 外 夷 御所 置、 國是之 御 

議論 言上 有， 之、 歙盧御 伺. W 成 候 方 可：， 然歟與 奉，， 存 

候、 急速に 御 上洛 被， 爲， 在候而 者、 御 道中 宿々 及，, 


1-- 


之 筋に 被 レ伺申 候、 尊 盧決而 右 通 之 御 事に 者 無レ之 

與者 奉い 存候得 共、， あ =3;^ 懸念 之餘. りよ. 9、 不ぃ得 二 止 

事， 申 上 候、 當時 諸國之 人心 漸乖 11^ 之模樣 に而、 尊 

公 御 出 職 之 儀 を 偏に 舉ニ渴 望 一哉に 相 聞 得 候處、 若 

も 右檬御 傍観 有い 之候而 者、 以之外 之 儀、 第 一 公邊 

之 御爲、 別而 不.， 可い 然御事 與舉， 存候、 御 家臣 之內、 

稀々 所存 之譯も 有：， 之 哉に 傅 承いた し 候 得 共、 是は 

御 家計 之 御 事に 而、 天下 之 御 爲に者 不，， 相 成， 儀與 

奉レ存 候、 且閣老 坏之處 、無二 御據， 御 譯合も 有， 之箬 

與 奉，^ 候 得 共、 尊公 之 御 進退に 而、 天下 中 之勸靜 

に 可い 致 n 關係， 歟與舉 レ存候 間、 何卒 是等 之處 能々 

御 勘考、 十分 御！^ 力 之處、 偏に 舉 n 伏 願， 候、 偖此品 

誠 以輕微 之 至 御座 候 得 共、 伺，， 御 安否， 候驗迄 奉 

,,備，， 高覽， 候、 先 は 右 等 申 上 度、 如レ此 御座 候 以上、 

同し き 十日、 天使 大原 三位 道德卿 始めて 御 登城、 將軍 

家へ 御對顔 ましく、 勅命の 三 ケ條を 御 示し、 速に 御 

奉行 あるへ きの 皆 御ば-しあ. 9、 越 前々 中將 殿に も 御 

次の 問へ 伺候して 承知 せらる、 今 Ml の 御 登城 は 大事 

な^'と、我ょ..^召附らる 、人々も、ぉのぐ相戒めて 

附從 ひぬ、 十三 H には大 "；3^ 殿 i ねて 御 登城、 御老屮 n 
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坂 巾 務大輔 殿、 I、 板 倉 周 防 守 殿、 I、 なと、 御 論談ぁ 

り、 明る 十四日、 公 は 脇 坂 殿 へ 入せられ、 當時の^！情 

を 御申說 き、 此 節の 勅命 滞りな く御舉 あらせられ 

たきの 由、 御手 控へ書 を 添へ て 御 論判 あれ は、 屮務大 

輔殿 は、 仰せ 承 b 候、 一 々御尤 の 次第 なれ は、 謹て， 評 

議 致さむ との 御 答へ なり、 同き 十六 日 脇 坂 殿へ 遣し 

玉 ふに は、 

一 筆致，， 啓上， 候、 日々 暑 氣相加 €. 候處、 彌御壯 健 被 

レ 成，， 御座 r 奉，， 恐賀， 候、 然者 先：：： 者、 舊來御 親膀之 

一 筋 を以、 御 役 御 離れ 御 面會被 n 成 下？ 別而忝 寧，^ 

候、 殊に 隨 n 貴意 ？存盧 無， I 伏藏 - 申 述候處 、何も 御 M ハ 

論 無 ^致，， 安心-候、 夫に 付 猶又致 n 熟考-候 處、 何 

れ 天下 之 御 爲與舉 ぃ存、 偕 踰之罪 を不ぃ 顧、 左 條之链 

申述候 間、 御 都合 次第、 御 同列 方え 御 談合 被 n 成 下， 

度、 伏而 奉い 願 候、 

一 此節叙 盧之趣 被い 爲ぃ 在、 久世氏 上京 之 儀 被，， 仰 出， 

候處、 御請 及，， 遲滯， 候 付、 不ぃ被 レ 得，， 止 事， 勅 

使 被 二 差 下 T 公武 御 一 和、 御^ 內 一 致 之處に 無， 之 候 

而者不 二相 濟-與 被 n 思 召、 就而 一 橋 越 前之兩 侯、 天 

一 下 有志 之 人心 歸嚮 する 處故、 御 後見 御 大老に 御 登 

二十 ミ  -. 
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レ 有，， 盡カ？ 早々. e. 達、 上 著之樣 被， 遊 度 思 召 候 事、 

公の 御 心に は、 多くの 人数 滯 京せ は、 意外の 患 ひも 少 

からす、 また 差當. h- 御 迫と 申す ほとの 御 事 にても 

なけれ は、 程よ く 仰せ 立てられ、 此事は 御 延引と そ 成 

り にけ る、  • 
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斯くて 公 は 五 H: 廿 二日、 勅使 大原 三位 重德 卿と 同し 

くず ど 立 せ 、 f  Bp 近 江の 國大 渾の驛 

に 宿し 玉 ふ 、| 請 ^^^ll^^^" 、より 、犬-股 殿. の 御 頼みに 

て、 此 日 より 我 國の侍 口 井中 助、 野 津七左 衞門等 都合 

十 人 計り か 程、 瞥衞 として 召附ら る、 同き 廿 五日 伊勢 

の國燊 名の 驛 にて、 勅使へ 御見舞、 御着の 上の 事と も 

御 申合せ あ 、大 井の 渡し 箱 根の 越え も恙 かなく、 御 

通行あって、 六 E: 七 H 江 6- 高 輪の 御館へ 着せ 玉 ふ、 勅 

使に も 、同日に 龍の 口の 傳泰尾 敷へ 着せ 玉へ は、 御馳 

走 役 分 部-お 狹守殿 I 御出迎 へ、 夫々 の 御 式と も 形の 
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如く 執行 はる、 愛に 松 平 大膳大 夫 殿 は、 公. i 同く 御 周 

旋の 仰せ は あれと も、 如何なる 心に や、 公の 御着の 前 

の 日に、 道 を 替へ中 山道より 上京 せらる、 明れ は 八 

日、 公 は 越 前々 中將 殿の 靈岸 島の 館 へ 御 出 あ つ て 、み 

や この 情實を 御申述 へ、 天下の 大勢 を 御論談 あ.^、 此 

ね ひ 公の 江 s- へ 着せ 玉 ふや、 巷說 まちく に 起 h- 、柳 

營の 有司と も、 狐疑して 恐懼の 心 を 抱きし 程に、 春 1$ 

殿 も 御 わ つら ひと 稱 せられ 御 登城 もなかり けれ は、 

春 岳 殿へ 贈らせ 給 ふに は、 

1 翰 呈上 仕 候、 暑 氣彌增 候處、 彌御 安康 被い 成 二 御 

座： 恐悅 奉い 存候、 併 近頃 承 候 得 者、 少々 御所 勞に而 

御 登城 無い 之 由、 何 樣之御 容體に 候战、 深，、 御 案し 

申 上 候、 然者 先度 者. U 兄 御 懇意 之 譯を以 御 面會被 

ゾ下、 存盧申 上 候處、 稀々 御 賢慮 之 程 も 致 n 承知； 別 

而 難^お 舉ぃ存 候、 其 節 も 申 上 候 通、 當時 不二 容易-時 

節、 縱<_=： 勅命 無い 之 とても、 御 家門 之 御 家筋、 德川之 

御 家與舆 {J を 共に 可, 被， 成 者 勿論 之 御 事、 殊に 分 

ケて御 侬賴之 勅 錠 も 被い 爲, 在 御 事に 御 據候得 者、 

天下 之 大政 萬 端 御 力 有，. 之 皮 御事與 舉ぃ存 候、 然 

處巷說 傅 承いた し 候 得 者、 漸 天下 之 大事 を 御、 3 観 


門 入 來之砌 御 報 頓入候 也、 

あくる 廿 I 日、 忠房 卿よ 史に御 書まゐ る、 其 御 旨 

は、 昨夜 野宮 宰相 中 將入來 、別に 御書附 はなくて 演舌 

之 趣きに は、 明後廿 二日た しかに 勅使 御 さし 立の 御 

治定 なれ は、 其 元に も續 ひて 出立 あるへ し、 又 久世和 

州柬 海道 を 通行の 折 行 逢に 及 ひな は、 穩 かに 致し、 す 

へて 途中の 事賀 素た るへ しとの 御 旨 なれ は、 畏入侍 

るとの 皆 仰せ 遣 はさる、 同 u に 御 承知の 御 書に、 

今度 關柬わ 勅使 被，， 差 立 - 候 儀、 方今 之 時勢 深 被 

レ惱 M 叙盧？ 偏に 公武 御 一 和^ 內 一 致、 複爽之 成功 可 

レ有レ 之、 以ニ深 重 之 思 召； 別紙 之 通 被レ決 二三 事 速に 

其 一 ： 群議 之 所レ歸 可い 有 n 奉行， 被 n 仰 遺， 候、 天下 之 

重 事に 候 間、 釵慮 徹底 候樣 周旋 之 儀、 內々 松； 牛大膳 

： 大 夫ね も 被，， 仰 含-候、 島 津三郞 も 出府、 大膳大 夫 申 

合、 先 件 御 趣意 相 心得、 爲ニ 公武， 宜， 有 二 配慮， 賴思 

召 候 事、  • 

右の 三 事の 御个條 は、 

第 一 、大樹 早く 諸 大名 を率ゐ 上洛あって、 朝廷に お 

いて 相 共に 國 家の 治平 を計議 し、 萬 人の 疑 を 散せ. 

しめ、 皇國 一 和の 正氣 となし、 速に 蠻 夷の 患難 を攘 


ひ、 上は祖 おの 祌盧を 慰め、 下 は 義臣の 歸 镯に從 

ひ、 民 を 化育し、 天下 を 泰山の 安に 比せられ 

事 

第二、 豐臣の 故事に よ. >  、沿海 五ケ 國大藩 を 以て 五 

大老と し、 國 政を咨 決せし め、 夷 戎を防 ij^ する の 所 

置を爲 さは、 環海の 武備 堅固 確然と して、 必爽戎 .V 

拂攘 する の 功 あらんと 思 召 候 事、 

第三、 一 橋 刑 部 卿 を 後 1^ とし、 越 前前 中將を 大老と- 

して、 幕府 を 抉け 政事 を 計らし め は、 戎 慮の 慢を受 

すして、 衆人の に 協 ふ へ く， と 思 〈e^ 候 事、 

右の 御 趣き なれと、 屮 にも 終りの 三ケ條 目の 寧 を 御 

道し ある 樣に， 0 の 御沙汰な.^、 また 議奏 衆よ. > 御 連 

名に て 御 承知に は、 

浪士 鎭靜之 儀、 島津和 泉ね 被 二 仰 付 澄， 候處、 同人 

出府 被，， 仰 付， 候に 付、 浮浪 取 押 方 之 儀 難，， 行屆 T 深 

御 不安心、 被レ惱 n 富 襟， 候、 萬 一 京師 及，， 勸搖， 候 而. 

者つ 諸國可 n 蜂起， 哉與深 被い 惱，， 叙 慮， 候、 就 而者修 

理大夫 被 二 召 登， 度 候 得 4r: 差 支 も 有， 之 候 者々、 蓬 

津石見 率，， 人數， 上京に 者 候 得 共、 猶又今 一 人、 島津 

圖書 將，， 士卒 I 神速 入洛 有い 之、 被い 安，， 欲 慮， 候樣 可い 
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候 事に 候、 元來是 迄被レ 屈，， 叙 慮， 候 も、 全國中 •  平穩 

を 被，， 思 召， 御 事 候 間、 末々 に 到 迄、 右 御 趣意 不 a 通 

檨 可，， 申 含， 候 事、 

かく 仰せ は 蒙り 玉へ とも、 いまた さた かに 御 發途の 

期限 は 定まら さ. 9 け. o、 廿日に 忠房 卿の 御書參 る、 

元 來外夷 一 件 不，， 容易， 儀 申 迄 も 無い 之 候、 其 上 幕府 

よ. 5、 去る 午年 以來 H< 朝 尊舉之 道理 無 v^、 唯權威 

を 以奉二 輕蔑？ 實以 一朝 一 夕 之 次第に 不レ 在、 深 被 

レ惱 n 玉體： 種々 與御配 盧而已 被， 遊、 何共 有志 之 輩 

者 悲歎に 迫り 候 次第、 然るに 去る 申年よ b 以來、 諸 

浪人 共 蜂起して 幕 役 共 度々 之 損」 し、 夫に 不二 心附， 

兎角 權威而 已相震 ひ、 正論 難 二相 立： 實以德 川 家 怯 

久も 無，， 覺束； 唯々 此上 者、 夫々 大國之 大名、 國家之 

爲拋 n 身命： 正論 不，， 相 立， 者、 後 后 如何 與 懸念に 存 

候 處、^ 臉尙之 助、 當春 一 藏 被，， 差 登： 巨細に 忠誠 之 

心底 被 二 申 越 T 實に感 佩不， 過， 之 候、 乍， 去 前 左府に 

者隱 居、 殊に 落飾 迄 も 被，, 仰 付， 候 身體、 且參內 も 

被 n 止 置， 候 儀、 於 n 愚 拙， 者 若年 且短 才 未熟 之 仕 合、 

其 上天 子 玉座に 奉， 近 候 俄 者 容易に 難， 一 相 成， 次第、 

甚殘 懷不， 1 1 方？ 依 正 親 町三條 へ 內覽に 及 候 儀 に 
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而、 前 左府恐 拙に 者、 今度も^ 許 建白 之條々 當然之 

良策 與存込 候、 乍， 去 過日 來御 承知 之 通、 議奏衆 一 

致六ケ 敷、 其 上に 久我內 大臣、 久世 宰相、 千 稱岩倉 

兩 屮將、 &奸侯 之 人物、 種々 與以ぃ 僞恐多 も 主上 を 

奉レ 欺、 夫より して 主上に も 國忠之 者 與思召 被， 込、 

且又 中 山三條 等に も 誠忠 與 被，， 存込？ 實以甚 た 悲歎 

無，， 際涯 一 天朝 之有榡 遺恨 に存 候、 夫 故當節 前左府 

在職 にても、 痛心 而已に 而是與 申 功 者無レ 之^ 與實 

に 御 悲歎 之 御 事、 且又 和 州 上洛 之 上 御沙汰 共 伺、 夫 

よ b 出立 與申 節、 勅使 其 元に も 出立に 及 候樣、 於，, 

半途-行 逢 之 節 引 戾候樣 與之事 者、 餘 暴に 當.^ 如 

何 之 事、 迚も 夫 者六ケ 敷、 何卒 篤與 勘考 を 加 へ 、 來 

月 十日 前後 迄 滯在之 儘 在 度與之 評定 之 由、 最早 幾 

度 も 被 M 申立- 候共强 上に 相當、 却て 如何 與被 W 存 

候、 知 恩 院之儀 者、 非常 之 節に 者 何とか 勘考 可レ有 

哉に 存候得 共、 是 迚も 六ケ敷 次第 之 由、 何卒 此上 

者 表向武 if わ 願 立 候歟、 又 者 所 司 代 ，£t 申込 知恩院 

借受 候歟、 兩 樣之內 ならて は 一 坊不ぃ 明與存 候、 和 州 

も 引 11^ しに 不二 相 成， 上京に 而者、 其元滯 在なくて 

は 何共 朝廷 御 案 事 申 上 候、 篤與御 深考、 後 剋 中左衞 


て も、 朝議 御 變改の 期 も 見えす、 皇 威の 程い か、 成 行 

なんと 恐 人. 0 奉る、 殊に 餘 多の 家來、 大 かたは 田舍そ 

たちの 荒 もの ともなれ は、 此 すゑ 如何なる 手 あらき 

ことの 起らん も 測り かたし、 是非とも 召^め 玉 ふ 御 

事 に ひ なは 、 soci?^^ し き も手狹 に て 、締.^> 向 き も屆き 

かね 侍れ は、 知 恩 院を御 借し 渡し 下された く、 左な け 

れは 心つ かひの 事 も 少なから す、 此旨 深く 御 汲う け 

給へ かしとの 御 書 を 進せられ、 其 上 左右の 人して 時 

情を說 き、 兩議奏 衆な とへ もこの 由獻 言せ しめ 玉 ひ 

しか、 其 日 御 承知の 御書附 に、 

方今 之 時勢 不ぃ堪 二 傍觀： 島渾家 一 同 擧，， 三國： 抛- 1 身 

命， 勤王 攘爽之 旨 趣 言上、 不レ斜 御 満足 思 食 候、 今般 

關東わ 勅使 被 二 指向？ 偏に 君臣 御 合體、 國內 一 致、 攘 

夷. 之 成功 可い 有レ 之、， 以ニ 深箧思 食-被 レ下 候に 付、 勅 

使 引 續 三郞 出府 可 二 問旋； 去る 十一 一 日以， 1 書取 > 被- 1 

^ 仰 付， 候處、 越 前々 中 將國政 關係之 儀、 於 二 關柬- 取 

候 段、 叙盧 符合、 御 安心 思 召 候、 猶又 別紙. NI 通 御 

沙汰 候 間、 叙 盧之旨 徹底 力 可い 有. レ之賴 思 召 候、 右 

之 段內々 御沙汰 候 事、 

これ は 議奏屮 出 大納言 忠能 卿、 正 親 町三條 大納言 實 

^；述 編—^,^ 1  . 


愛 卿、 飛鳥 井侍從 宰相 雅典 卿、 久世 三位 通 卿、 傅奏 

野. K 宰相 巾 將定功 卿の 御 連名に て 仰せった へらる、 

一 橋 刑 部 卿 越 前々 中 將等之 儀、 御 箇條書 之 通 被 n 仰 

出 ， 候處、 去る 十五 大樹 年頃に 付 ffl 安 大納言 後： 2^. 

願 之 通 差 許、 越 前々 中 將國政 可ニ關 係， 被 n 申 付-候 

由霄上 有,， 之、 就而者 後見 之 儀、 强而者 被 二 仰 出， 兼 

候 得 共、 何分 內外 不二 容易， 形勢に 候 間、 深 被， 遊 n 御 

案 痛； 以， 1 一 橋： 被，， 登用， 候 方 可， 然思召 候、 伹 名目 

之處、 可い 爲，， 輔弼 一 歟、 越 前 大老 職 之 事、 爲二 家門 _ 之 

間、 流 例 之 邊に者 可，， 差 支 ， 候 得 北 r 先 件 非^ 之處， & 

を 以可レ 被， i 申 付， 思 召 候、 伹是以 差 支 候 者々、 政 ^sl- 

總裁職 與稱候 而も 可い 然思召 候、 伹越 前々 中將 儀、 

思 召 之 通 相 成 候 上 者、 方今 內外危 迫 之 時節に 付、 今 

年 秋 中 上京 有い 之、 國是之 議論 被：， 聞 召， 度 候、 且同 

人彌 上京 之 節 者、 引 續三郞 にも 可い 有， 1 上京-候、 其 

邊相八 a 可い 有 一， 周旋 ， 樣に與 思 召 候 事、 

又く たし 玉 ふ 御文 面に、 

今度 勅使 被 二 差 向， 候 叙盧、 偏に 國中 一致 之 御 趣意 

に冇， 之 候 iT 麁暴之 儀 出 來候而 お、 深 被い 惱 -1 袁襟 _ 
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內覽御 j:a あ h -、 この 內 より 尙忠公 は 御所 勞 とて 御^ 

內 なか し 故に、 近衞 前左大 S 忠 Si 公に 御 還俗 仰せ 

出され、 引つ 、さ關 白內覽 の 御沙汰 あ 、されと も忠 

熙公 は、 御身 i がと て 御受の 御模樣 なきよ 、公、 御 書 

にて 時世の 程を說 せられ、 必 す御受 ある やうに と、 一 

度なら す 御 父子 を は 責めさせ 玉 ひし か、 同き 十一 日 

に忠房 卿より、 前 左 府御事 勅 約に 從ひ 奉り 御 受仰上 

られ候 ふ、 され は 直さ まに 歸住 ある はつな から、 家の 

內の 都合 も あり、 櫻 木 町の 隱殿も 成就し 侍れ は、 當ぉ 

十七 B ひとまつ かしこへ 轉 住いた され、 關白 宣下の 

御： Z 限 極り し 上に、 御用 邊 によりて、 本殿へ 當 職の 間 

歸 住いた さる ゝ御 儀な.. > と 仰せ 遣され、 同日に 又 御 

書まゐ り、 關束 にて 今の 老中 水 野 和 泉 守 も 候へ は、 御 

呼 ひ 名 を 三 郞と御 改め いか ゝ そやと 仰せ 越れ しか 

は、 是ょ. 9 公 は三郞 とそ 名 乘らせ 玉 ふ、 翌十 二日、 大 

原 三位 重 德卿は 勅使と して 關東 下向の 仰 を 蒙り 玉 

ひ、 公 も 勅使へ 打績 ひて 出府 周旋 致す へきの 旨 御 承 

知 あり、 斯くて、 島， 洋石見 も 百 餘人を 率 ひ 上 著し けれ 

は、 御 立 あとの 御 事と も、 したしう 仰 含ら れけ， 5、 兼て 

動き やすき 朝廷 なれ は、 御 下向の 後に 久世殿 上洛 も， 


. 十 A 

あら は、 まち. （-の 事に 及へ く は 必定な h- と 案し 玉 

ひ、 久 世上 京遲な はりし 事、 御 不都合の 次第 なれ は、 

今 は 其 儀に 及 はす、 差^られ 然る へ くやの 旨、 押 か へ 

し 御 献議ぁ りしに、 如何にも 一 度御發 しあ. りし 事な 

れは、 其 儀 は 仰 出され 難しと 朝 決な かりし か は、 ま 

たく 陽 明 殿へ よって、^ 儀 御む つかしく 候 ひな は、 

こだ ひの 勅使へ 仰せ 含められ、 途中 行 逢の 所に て 其 

旨 御達しに な..^ 宜る へく、 左 あら は 私に も 差 はま h- 

都合いた したくの 旨、 御 書取 もて 仰 あけら る 、生 上 は 

猶も 公の みやこ を 立 せらる、 事 を 御 心 ほそに mH;if さ 

れ、 勅使 下向の 事 はし はらく 召 延られ 、御滯 京の 御. 2： 

沙汰 あり、 同し き 十八 H 忠房 卿より 仰 越れ しに は、 久 

世 差留の 儀、 今朝し も三條 大納言 參られ 色々 の 嘶し 

あって、 ひたすら 六 かしく 侍 き、 今 は 來：： ： 四：：： 和 州 

上洛し、 御沙汰と も 窺 ひ 奉り 候て 當地 出立のう へ、 引 

つ 、き 勅使 差 立ら れ、 其 許に も 下向なら て は、 役人 衆 

の決斷 むつ かしく、 如何にも 和 州 上 浴の 後に 下，： 1： の 

事、 御 定めな された きとの 御 旨な..^ けれ は、 公 また 

返して 申 上玉 ふに は、 久世 上洛 は、 此.； ^に は屮々 覺束 

なく 存し 侍る、 今 =3 に 至 h- 私 をいた つらに 召^られ. 


も御國 にて 取々 浮說 ともさし 起. y、 人心の 勸 かん 事 

を 慮らせ、 いそき 太守 公へ 御 書 を 贈り 玉 ひ、 更に 御 家 

老喜 入攝， 律へ も 細々 と 御 書附を 下されし か、 愛に 至 

太守 公へ、 京攝 のお 樣を審 かに 御 しらせの ため、 

且 はま 上の 御 心細く 思 食 玉 ふ 故に、 島 石 見へ 私領 

一 手の 勢 をす へ て 速に 上京す る檨 にと、 岸 良 七 之 1^1 

を 差 下さる、 此頃 世の 人心 何となく さわき たち、 そら 

言と も 日に 月 にか まひす し、 されと 公は徐 かに 挽回 

の 謀 事 を 廻らせ 玉 ひ、 小 松帶刀 以下の 左右 をして、 し 

はく 公卿の 間に 參殿 せしめ、 初よりの 御 趣意 を述 

へ しめらる、 愛に さ. 0 し 四月 十六 =、 近衞家 へ 御參殿 

の 折 御 献言の 3：!1 あって、 御 老中 久世 大和 守 殿 を 御 召 

しの 仰せく た hs  、御 受は申 上 たれと も、 いまた 其發途 

の 期限 もさた かなら す、 の ひくの 巾に 變故 さし 起 

.9 な は、 またも ゅゝ しき 大 寧な らんと 盧らせ 玉 ひ、 今 

は 大和 守 は差留 られ、 別に 特命 を もって 其 人 を ゑら 

はせ、 勅使 を關 東へ 差 下されな は、 公 も 是に從 ひ參ら 

せて、 身命 を かへ b みす 其 事 を 奉行 あるへ きの 3ni 奏 

し 玉 ふ、 主上 は ひと へ に 公 へ 御委賴 まし/ \. て、 遽か 

に 御 膝 もと を 立せ 玉 ひな は、 行末の 事と も かたく 
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御念 遣 はしく 思 食され、 御 ゆるしな けれと も、 公つ 

くくと 按し玉 ふに は、 綸言 あせの 如し、 勅命 一 度く 

た し 上、 幕府た しかに 奉行せ す 其 儘に 打す きな は、 

此 後の 事猶 せんすへ なしと、 押 返して 仰せ 立ら る、 此 

zr: の はしめ に、 いつもの 御供 廻りに て近衞 家へ 御參 

殿 あれ は、 忠房卿 中央に 御着 座、 御 客 位に は 中 山 殿、 

正 親 町三條 殿、 岩 倉 殿、 つきく に 侍り 玉 ふ、 公 こま 

かに 世上の 大勢 を述 へ、 緩急 得失の すち を說 かせら 

れ、 中頃に いたり、 中 山中 左衞 門、 大久保 一 藏、 堀次郞 

を も 末座に めされ、 おの， （'か 所存の 程 を も 申 上し 

め 玉 ふ、 そ もく 夷人 等の 御 取扱 ひふり は、 兼て より 

御 定論 はまし- C けれと、 公卿 方大 かたは 世務 にさ 

とく まし まさね は 、遠 かに 御辨 解の 程 も覺柬 なく、 且 

其 人 その 職に 備 はらね は、 たと ひ 如何なる 長 策 あ， 9 

とも 行れ 難き により、 先つ 此節 は、 偏へ に 官武の 御 合 

體 ましく、 かしこき 輔相 となる 人 を、 其 職に 登庸 あ 

り、 一致 一 和の 道 を相盡 され、 其 後に こそ 世の 公論に 

て、 外 夷の 御 取 捌きに わたらせ 玉 ひたく との 御 思念 

な b けれ は、 しはく 公卿 方よ. 0 御 申 掛け あれと も、 

わさと 此論談 に は 及 はさ h- き、 此頃九 條關白 尙忠公 
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爲 との 哀翰 くたり、 かねく 玉體 近く 召 置せ 玉ふ處 

の 左 文字の 御 脇差 を は 賜 ひける、 公は此 程よ 御獻 

言の 箇條、 すみやかに 御 決議 ある 樣に と、 た ひく 御 

上書 あ 、また 左右の 人して 、陽 明 殿、 兩議奏 衆、 岩 倉 

中 將具視 朝臣な とへ も 申入 させ 玉 ひしに、 五 S! 朔日 

に、 鷹 司 前 關白政 通 公、 近衞前 左大臣 忠熙 公、 鷹 司 右 

大臣 輔熙 公、 並獅子王院宮！^^融親王等の御慎み解け 

させら る、 關柬 にても、 尾 張 前 中納言 殿、 一 橋 刑 部 卿 

^  、  ^  ,w 々中^^、.； .一 主 A  *^  ^  S 前 - おに 御隱 as ありて 春嶽 と 

0  t ま々， p=«:^  d^4^M^M^L»  .^1佐^^-=-容堂とそ號せ 

； J 、御 慎み 解け あ h^、 是皆 公の 御 申立てに よる 處な り 


は、 公の 御子 息の 內 御 猶子に なされた きとの 由、 懇ろに 御內 談ぁリ 

けれと、 深き 御 思慮の ましく けれ は、 程よ く 御 斷り玉 ふ 、江戸へ 赴 

き 玉 ふ 後 も、 大爽 の便リ もて 親り に t^i^  ノ匸 V まきり fer-i 

御 頼 ひもれ とも、 御 許容な かリ き、 此. P よりして 長 門の 侍 長 

井雅樂 は、 柳營 よりの 仰せ を もって、 公卿の 間にい ろ 

いろと 獻白 しける か、 同し 家中の 宍 II； 九 郞兵衞 、竹 之 

內 何某、 久坂 元瑞等 は、 別に 勤王攘夷の 說を生 張し、 

國 元よ. 5 は 家老の 福- 5^ 越後、 數： 由 人 を 引迚れ 京に 登 

り 、其手ょ..^して長井は國 へ 追 かへ す、 御 嫡の長 門 守 

殿 は 江 より 上京 あり、 福 原 { 六 la, 久 坂な と是を 奉し 


て、 中 山 殿、 正 親 町三條 殿、 岩 倉 殿、 大 1^ 三位 殿 等 へ よ 

り て 申立る に は、 薩摩 はや 鎭撫の 仰せ を 蒙. 0 しな. 5、 

いかて 我國薩 摩の 下に 立 へ き や はと 頻に せま h- 奉る 

によ. 9、 キ； 上に も是を 許る し 玉 はんとせ は、 兩虎 相鬪 

ふの 勢 ひに 至らん 事 を 恐れ、 此 儘に 差お きな は、 長 門 

の 人々 か 心 を 失 はん 事 を 思 食 煩 はせ 玉 ふに よ. o、 岩 

倉 殿 密かに 此趣 きを されけ る、 公 きこしめし 驚き 

玉 ひ、 臣 素より 一 毫の 私意 を存 し、 微功を 世に 爭 ふの 

心なし 、亡兄の 遺命 も あ b  、國體 の H に 衰るを 兒舉る 

に 忍 ひす、 一 身 を 捨て 上京し、 天下の 爲 につ く，， - 舉ん 

とす、 若し 挽 囘の道 あら は、 匹夫の 詞と 申せと も 快く 

相受 なん、 かへ すく も 此儀は 御 心に かけさせ 玉 ふ 

なと 仰せ あけられ けれ は、 主上 その 至誠に 成し 玉 ひ、 

s« なく 長 門へ も 浪人 鎮撫の 仰せ を 降され ける、 同し 

き 十二 曰、 關 東に は 越 前々 中將 殿へ 隔 en に 御^ 城、 御 

用 部！ ai へ も 通らせら る ゝ樣 にと 仰せ 出され けれ 共、 

是も其 名 許に て、 天下の 心 を 慰めん とのた くみに し 

て、 實 意より 御 信任 あるに は あらす、 偖 又 伏 見の 騷き 

御國 もとへ 聞へ けれ は、 太守 公 は 急き 御 近習 鈴 木 宇 

左衛 門、 川 崎 强八を 御見舞と して 上京せ しめ 玉 ふ、 公， 


浮浪 之 徒、 蠻 夷之 儀よ b 彼是 峰 起 之 趣、 去 十六 日內 一 

內 言上、 被い 惱，， 袁襟， 候處、 鎮靜之 儀御受 有, 之、 被 

な 女，， 叙盧， 候 腐、 又々 一 咋夜以 來猛縣 之 形勢 被，， 聞 

召， 候、 元 來右之 徒、 爲，， 皇國， 赤心 報 國之志 を以投 n 

身命， 候 段、 御 感之御 事に 候 得 共、 攘夷 一 件に 付而 

者、 實々 自，， 先年， 深 被， 惱，， 袁衷， 候處、 何分 國中ー 

致 第 一 與被二 思 召， 候に 付、 尙厚 被, 廻 二 叙盧， 候 御 事 

に 候、 然處 方今 血氣 之壯士 等、 不， 用 n 理解つ 暴論 を 

爲レ 生、 舉 勅命 を 待す して 猥に亂 妨ケ間 敷 儀に 及 候 

段 者、 忠 憤却而 違背 之 筋に 相當、 不埒 之 至 候、 右 等 

違背 之 輩 者、 早嚴 可， 加，， 制止-儀に 被 二 思 食.， 候 事、 

この 御 書附、 近衛 忠房 卿よ h- 御傳達 あり、 御 そへ 書 

唯今 從，， 朝廷， 野々 宫 宰相 中將 爲，， 御 使， 被.， 來、 此御 

書附 被， 出 候而、 泉 州よ， り 浮浪 之 輩ね 理解に 被レ及 

候 檨被ニ 仰 出， 候、 仍 而御傳 申入 候、 

. と あ そ はされ、 又 その 御 端 書 の 大意 に 、 

久世 上京 之 上、 釵盧 被，， 仰 出， 候に も、 酒 井 若 州 在役 一 

に而者 如何 與甚 心配に 候、 和 州 h 洛 迄に 辭役之 都 一 

合資 考可レ 賜、 此人 不，， お 易， 姦 曲に 而 懸念 仆候、 一 


一 此 とき 公の 御受 書の 略に、 

浮浪 之 徒、 嚴に可 レ加ー r 制. i-,  承知 仕、 離 而举， 畏 

候、 乍， 饼私 方ね 不，， 罷居， 者々、 力に 難， 及 候 寧に 奉 

レ存 候、 此段者 前 以申上 澄 候、 

斯く 仰せ あけ 玉 ひ、 忠房卿 へ の 御 報 書に は、 

御受書 者 別紙に 相 認差上 候、 御 端 書 之 酒^ 事御懸 

念 之 儀 北 r 御 尤之至 舉レ； 4^ 候、 乍い 併當座 之御處 殺 六 

ケ 敷舉， 存候、 久低 上洛 之 上 者、 私 十分 說破 可， 仗 所 

存に 御座 候 得 其、 未 一 面會も 不レ致 者に 候 得 者、 直に 

面會申 諭樣も 無,， 之、 此儀 少^ 御 待 被， 遊 皮、 俄 又 巾 

上 兼 候 得 共、 其 御殿 諸大夫 之內、 酒 井 引合 之 人々 可 

レ有， 之與 考仕 候に 付、 右 之 者 4i  〈より 色々. S. 上、 御 

配慮 被， 遊 候 御事歟 與舉， お 候、 當時之 勢、^ も 午年 

同様 之 暴政 者 無，， 之 與舉， ^存 候、 今 大路 丈 者 御 返け 

ノ 如何 可 レ有ニ 御座, 哉、 是も御 都合 次第に 御座 候、 當 

分 f 今に 至. -若 暴政 發し 候お々、 即寧 に變を 生し 可 

レ申儀 者 御 安心 可 レ被レ 成 候、 

一 おなしき 廿 六日、 陽 明 殿より 御 使 參.. M し 小松^ 刀參 

一 殿いた しけれ は、 恐れ多く も. HI- 上より 近衞 大納言の 

一 もとへ との 御 宛てに て、 衆 州； 牛 生の 忠誠 を 表せん か 
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みたし、 高 挑^ を 所々 に點 し、 いかにも 《；？ ならぬ 體に 

そ 見 及 ひたり、 程なく 八 人の 侍 は 伏 見 へ 至れ は、 夜 も 

はや 二更に 及 ひ、 徒 黨の者 ともを 愛 やかし こと 尋ね 

搜 すに、 京 橋の あた，.^ 寺 m 屋と いふ 酒 櫻に 集.： r 居る 

の 由 を 聞き、 あはた ゝ しく 計ら ひな は 大事 を あやま 

たんと、 衆議 を 定め、 ひとまつ 奈良 原、 道 島、 江 夏、 森 

岡の 四 人內に 入り、 家の 亭主して、 有 .ijl 新 七へ 用事 あ 

.5、 暫 しか 程對 面した きの 旨 申 けれと、 聊か も 聞 入 さ 

る ゆへ に、、 しつ.^ と 二階への ほ. 0 見れ は、 諸國の 

浪人 むら か. 0 居て、 す は 打 出ん と樣々 の 支度せ. o、 四 

人 は 色々 と申說 きて、 終に 有-海、 田 中、 柴山、 橋 口の^ 

人 を は れ くた. 9、 朝廷の 御樣 子、 此節 公の 御盡 しあ 

る 次第 を こま -I 說 きて、 悔悟す る やうに と譫せ 

とも、 更に 畏 b 入る 體も なく、 ますく 我慢の 詞に つ 

のり けれ は、 今 はせん 方な く、 仰の 旨 を もって 四 人 へ 

切腹 をす ゝむ、 四 人 は 彌增に 憤 ほり、 す は 斬て 褂 らん 

との 勢 ひなれ は、 道 島 五 郞兵衞 大昔 聲 にて 上意と 呼 

はは..^刀をぬけは、 一 度に 闘 爭にそ 及 ひける、 この 騒 

きに 驚て、 弟子 丸 龍 助、 橋 口 傅 ^、西 田 直 五郞、 淼山新 

五 左 衞門、 二階よ h- 飛 ひくた.. >  切て 掛.. >  けれと も、 八 


人と もこと/^  く 斬 伏せら る、 討 手の 內に道 3:^ は、 其 

座に 戦死せ しこ そ 口惜し けれ、 森 岡 鈴 木の 兩人 は、 深 

手 を 蒙り たれと も 命ち には恙 かな か.^ け.^、 奈良原 

山 口の 兩人も 疵を負 ひし かと も、 皆と も簿手 なれ は、 

山 口 は 51- の 次第 を 御 屆け申 上ん ため、 錦 を 指て 馳せ 

ゆきぬ、 かゝ. 0 けれ は、 二階よ， 0 は餘 多の 人々 刀を拔 

き、 穂な み を 揃 へ くた.^ 來 る有樣 なれ は、 奈， 良 原 かけ 

の ほ. 0 押しと、 め、 大昔 揚て 申け る は、 谷 かた 暫くし 

つま.. > 玉へ、 我々 は此 者と もの 外に 何の 子細 も 候 は 

す、 御 疑 ひも あら はと 大肌 ぬきにな り、 刀 をな けす て 

立む かへ、 終に 田 巾 河 內之介 を 呼 ひ 下し、 徐 かに 申 逢 

しけれ は、 皆々 やう やくに 服從 し、 相伴 ふて 錦の 御館 

へそ 歸 ける、 公卿 か； i は此騷 きを 聞て 恐れ 玉 ふこ 

と 1 方なら す 、御！^ 司 代 も 大きに 驚き、 さま/ \ 'に 防 

きの 備を なせ. 9、 公 はいそき 公卿 方 及 ひ 御所 司 代へ 

人 を 遣 はし、 其 始末 を 吿け玉 へ は、 はしめ て 安堵の 思 

ひ を そな されけ る、 翌廿 四日、 此 こと 叙 聞に 達し けれ 

は、 主上う ち 驚かせられ、 また 公の 臨時の 英斷 を稱し 

玉 ひける、 猶も 御念つ か はしく や 思 食れ けん、 廿 五日 

御書附 くた る、  ： や 


よと 御 戒め あ..^ しに、 浪人と も は 仰せ 畏. o 舉る、 す こ 

しも 御氣 つか ひに 思 食 さるな と御受 はいたせ とも、 

遂に 同 H: 廿 三日、 我國の 侍に は 有-: 新 七、 柴山 愛次 

郞、 橋ロ壯 介、 田 巾 謙 助 等 を 頭 立に て、 田 中 河內之 介、 

眞木和 泉 守 等と 相黨 し、 其外豐 後の 國 岡の 侍 小河彌 

右衞 門か黨 三十 人、 合せて 八十 人餘. o、 長 門の 國人も 

竊 かに 力 を あはせ、 みな/^ 劍槍鐵 砲な と 用意し、 川 

舟數艘 に 飛ひ乘 て、 直に 京へ 討て 入り、 九條關 白尙忠 

公幷に 御所 司 代の 館へ 斬 入ん とそ 押出た る、 我 侍 高 

崎 佐 太郞此 よしを 聞き、 ^?.|き大坂ょ.りして其日の申 

の 剋す くる 頃に 上京し、 事の 次第 を 注進す、  < ム以の 外 

に 怒らせ 玉. ひ、 こ は 奇怪の 至りな h- 、また 此 程より 懇 

ろに 申 諭しぬ るに 聞 入れす、 此 企てに 及 ふこ そ 安 か 

らね、 まさ しく 鎭撫 の 仰せ 藪る 身の、 御 膝元に て 干戈 

を 動 さする は 一 方なら ぬ 罪な りと、 即座に 御収 鎮め 

の 道 を 定められ、 勇敢の 侍 餘木男 右 衞門、 奈良 喜 八 

郞、 大出格 之 助、 森 岡 善 助、 江 夏 仲左衞 門、 道 鳥 五郎 兵 

衞、 山 口金 之 進、 鈴 木； C 之 介の 八 人を擇 はれ 下知し 玉 

ふに は、 途中に 待受て 細かに-おの 趣意 を 申達せ よ、^ 

も 仰 を 用す して、 我意 を遂 るの 心 あら は、 上に は訟 


方な し、 速に 臨時の 計ら ひに 從ふ へ しとな. 0  、上 床 源 

介は此 よしを 傅へ き、、 あな かちに 願 ひ參ら せ、 跡 追 

かけて 遂に 八 人と 取合け り、 八 人の 打 立ん とする や、 

御 側 侍ら ふ 人より、 餘 りに 人数の 少 けれ は、 今 七 八 人. 

も 重め はやと 申け る を、 かゝる 大事の 時節に は、 人 多 

けれ は 談判 こと も區々 になり、 事の 成就 覺束 なし、 必 

す 此人數 のみに て 勤め 奉. o- たきと 答 ふ、 さら は足輕 

の 二 組 はかり も 召 附ては 如何 かと 申せと も、 是 もま 

た斷 h- きりて、 本街道 竹 田 通りと 1 一手に 分れ、 伏 見 へ 

と 志し、 勇々 敷 そ 出立け る、 此外 にも 千 本 通 b 所々 へ 

數十人 差 出され、 すへ ての 人數は 錦の 御館 を 警衞せ 

り、 やかて 藤 井 良 節も大 坂より 馳せ 登り、 此 皮の 企て 

は 必定 長 門の 人 も內應 せし ならん、 淀川 舟 中の 雜费 

は 長 門より たすけ、 剩 さへ 出立し 人 數の內 .に 長 人 あ 

,0 との 奪 さの n ほ 申 上れ は、 急き 掘 次郞へ 仰せ、 三條の 

長 門 屋敷 に 行 向 ひ、 此 由を糾 させられ しに 、^守 25 宍 

戶九郞 兵衞- 幷に久 坂- 兀瑞 立む か 人、 さあらぬ 體 にて 

申け る は、 初めて 承り 驚き入り 候、 御 危き事 あら は 御 

加勢 申す へしと あれ は * 次郞 はいかて 其 儀に 及 ひ 屮 

へき や. .0 言 ひすて 立歸れ とも、 尾 敷の 內甲 齊 なと K 
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側聞、 執攀 意欲. &H 人 窺 Uli 意： 然後從 も 事矣、 某竊 

懼 K 執 樂不， 察 il 意之 所い 在、 及^ 邦 義士 所 一-一 以依 一一 

賴 執事， 之 情 ハ遂以 失 C 時機 ポ也、 故 敢以， 書 之、 某 

閒、 處 n 非^ 之變， 者、 必有 n 非常 之擧？ 然後有 二 非常 

之 功？ 今 也 執事 之擧、 實有， 超，， 越 世， 之氣： 故 各 邦 

義士、 以ぃ 身委， 于ニ 執事？ 執 寧 乃 惠然居 n 之 客 館： 使，' 

g 女 二 其 心； 以待 # 執事 之 動 止：： 故 衆 皆 知-, 執事 有 二 決 

擧之 心； 受， 命而從 n 其 也、 今 若 執事 公然 奏ニ之 天 

闕 r 不ぃ 量，， 情僞， 而 一 欲，' 以，， ^決， 從.， 事、 某竊危 

、何 則 天子 穆在 n 深宮： 左右 近親 皆 姦人 也、 饒有 -1 

龜 US; 從爲 一一 隱晦； 曾不， 能レ 有下自 一一 良 is- 一 出，. 也、 是以 

某 輩 僅 所，， 以 得，， 窺 ，& 旨， 者、 唯 有 二 御製， 而已、 各 邦 

義士、 相 忍旋延 至，， 於. 此者、 抑せ.， 待お，， 執事， 乎、 

然 執事 不レ察 二 其 情實ー 公然 以.， 窺， 一天 決， 爲レ 事、 以 

"某 計 vtsT 天意 決不レ 可， 窺、 勅命 決 不.， 可.， 得、 苟不 

.,然 、則必 爲，， 姦人 所 a 誣、 而 まつ 所，， 以塞， 力 者、 反爲 T 

禍レ 於- -皇 家， 之 基. H 也、 願 執 寧 熟 二 計 之： 斷 然從， 事、 

以 稱.， 于 n 天下 萬 民 之 望 _ 則 幸甚、 某 聞、 大義 者 不 

レ 累，， 小 嫌： 故能奏 ，1 大功？ 今 執事 之擧、 眞可 J£,, 天下 

之 大義- 矣、 1^ 旨 旣巳昭 明、 天下 人情 旣已歸 向、 何 可 


ン疑 邪、 依違不 レ發、 お 使 H 姦魁橫 n 生 其 心 T 挾 n 天子, 

而 令，， 幕府？ 正 n 其 犯 上 之 罪？ 則 不.， 唯 失 二 神器： 執事 

將何 所， 辭邪、 願 執事 斷 然從， 事、 速 斬 二 姦魁； 然後 

舉，, 勅命， 而令二 幕府？ 則 凡百 之 ii* 所. >  欲 レ爲、 回天 

之 偉勳亦 自ぃ此 始矣、 某 雖，， 不侯？ 多年 間，， ，旋 於，， 0 

事： 聊有レ 關レ於 ニ此擧 T 往又姑 受三惠 於 ニ责邸 T 義雖， f 

不畢， 也、 情不， 可， 竦、 故 敢呈， 書、 唯 願 執事 採 n 擇 

之； 胃 n 瀆尊嚴 r 恐懼 無 レ已、 文久 1 一年 壬 戌 初夏、 淸川 

正 再拜頓 首， 

© 校 者 云、 右 之 上 害 は 維新 史料 所載の ものと 比較す るに 異同 わ 

リ、 いま 繁 ^遜け て 之 註 乜す、 

筑 前の 國の 浪人 1^ 野次 郞等 もまた 上書せ.^、 されと 

もみな、 公 を危き 地に おとし 入れ 参らせ、 妄 に 兵 を 

起し、 其 手に て 事 を 成ん との." あさく しき 結構に 

て、 すち に 叶 はぬ 事から なれ は、 捨 置せ 玉 ひけれ と 

も、 日に 振舞の 常なら さる を 御念 遣 はせられ、 奈良 

原、 海 江 田の 兩人 を大 坂へ 差 下し、 重ねて 御 懇ろに 仰 

諭されし に、 表む き は 承服 すれと、 いまた 安し 玉 は 

す、 大久保 一 藏に 仰せて 、實意 を 以て 說き 論し • 猥り 

に 事 を 起す ことなく、 暫く 公の 御つ くしの 次第 を 見 


間、 大名 二三 家ね、 御内 勅 被 二相 下 マ； 役 勅 之 

趣に 有 一 候 者々、 速に 辨責仕 候 檨被ニ 仰 渡， 度 事、 

一 此已 後者 叙 盧之趣 浪人 等ね 不二 相洩， 檨、 御 取締 厳 

重 有，， 御座， 度 奉い 存候 事、 

1 浪人 共 之說、 妄に御 信用 不.， 被い 爲ぃ在 候 樣舉， 存候 

事 

一 越 前 在職 之 上 者 上洛 被 n 仰 出； 將軍未 若年 之 率 候 

付、 非常 之 時節、 御 懸念 被，， 思 食-候 間、 一 橋 後見 被 二 

仰 付 T 朝廷 御^ 5^"^之 道、 於，， 關東， 精々 舉 、邪 正 之 

辨、 明白に 相 立、 外 夷御處 置、 天下 之 公論 を以、 永世 

不朽 之 明 制 被，^ 爲 ぃ定、 皇威 海外に 被 レ爲ぃ 振 候樣罷 

成 度、 乍， 恐 舉ッ存 候 事、 

右條々 至 愚 之 身 を不ぃ 顧、 存盧之 趣 申 上 候 間、 厚 

御 評議 被， 爲 い！^、 お 御 収用 被い 爲ぃ成 御 事に 御座 

候 者々、 一 日 も R 十く、 勅命 被，， 爲,. 在 度 御 事與、 偏 

に 心願に 御座 候、 敬白、 

忠 房 卿 兩 議奏衆 は、 つ ふさに 右の 旨 を 聞せられ、 大に 

御 感歎 あり、 兩卿は 其 御座より 直に 御參內 あって 奏 

聞し 玉 へ は、 主上 も 御戚淺 からさ h- しと かや、 H のく 

れ 頃に 兩卿. また 參られ て、 奏上の 次第 を 御 示し あ.^、 

年 港 一 1 [  .  1 .  1 1  [ I 


其^^御承知の御書面に、 

浪士共 蜂起、 不ぃ穩 企 有く 候處、 島 津和泉 収押候 

皆 先 以叙感 思 食 候、 別而 於，： 御 膝元 ， 不，， 容 , 儀 於，， 

發 5^, 者、 實に被 レ惱， ，寢 襟-候 事に 候 間、 和 泉 當地滞 

在、 鎮靜 有， 之 候 樣思食 候. 5!-、 

五更す きしの ち 御 返 殿に て、 伏 見の 御館へ 歸ら せら 

る、 頃 は、 夜 も ほの / ^と あけに け， 5、 明れ は 十七 

御滯 京の 仰 蒙 せらる ゝ により、 錦の 御^へ そ 移 

ら せらる、 此 日に 傅奏 衆よ.. > 御所 司 代 酒 井^ 狹守殿 

§、 へ 、御 老屮久 世 大和 守 殿 I、 を 御召しの 仰せ 達し 

玉 ふ、 公 は 錦の 御館に おはして、 衰 へたる 世 を 振 ひ 起 

し、 再 ひ 朝 威の 立せ 玉 ふ 道 を 案し わたらせられ、 小 松 

帶刀、 中 山中 左衞 門、 大久保 一 藏、 堀 次郞等 をして、 か 

はるく 陽 明 殿 または 兩議奏 衆、 倉少 將具視 朝臣 

の もとへ 獻： 一一 一" せしめ 玉 ふ、 浪人と も は、 かなら す 我 手 

より 事 を 企て 起さん とや 思 ひけむ、 公の 御 諭しの 趣 

き ともを 手ぬ るき 事と 存し、 あら/ (^しき 論 を 立て、 

鳥 合の 人數を 驅，. ^催し、 ^も 色々 の 企て あるよ し 聞 

へけ るか、 出 羽の 國の 浪人 淸川 八郞、 書 を 公に 奉る、 

その 略に、 . 

t  十 I 
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厳命 を 下し 候處、 彌蓊發 仕、 近頃に 相 成 候而者 妹に 

致，， 增長？ 終に 者 不，， 容易， 企に 及 候 哉に 傅開杜 候. 右 

之 通に 而者、 皇國 一 統騷亂 之 基與相 成、 勸王之 趣意 

にも 不二 相 叶： 却而外 夷之 術 屮に陷 b 候 儀に 而、 實 

： 以不， 可 レ然寧 に 御座 候、 私儀 家督 之 者に も 無 候 

得せ n 二百 年 來德川 家 之 鴻恩を 蒙り、 殊に 亡兄 薩摩 

守 臨終 之 節、 國政之 懐 者 勿論、 天朝 幕府 之 御爲、 宿 

志 致 二 繼述； 精々 盡刀仕 候樣、 分 而造託 之 趣 も 承 25 

候 付、 右次 第 傍 觀猶豫 仕候而 者、 不忠 不孝 之 罪 難 

レ遁與 ：：^ 詰、 修理 大夫 申談、 是非 關東 出府、 所存 十分 

言 .Htl 候 含に 而、 去月 十六 日 國許發 足、 當 =^ハ《： 播 

州 姬路. に 着 仕 候處、 諸 浪人 其 追々 上 坂 仕、 私通 伏 相 

待、 事 を 起し 候 趣に 相 聞 得 候に 付、 道 屮差急 候條も 

出來 兼、 漸 去る 十 U 大坂， £： 着 仕 候處、 浪人 多 人數滯 

坂 仕 居、 紛々 之 次第 御座 候而、 ！^」 も 通行 難, 仕 候に 

付、 家臣 之 內內々 差 出、 其方 共實に 勤王 之 志；^, 之 

候お々、 此方 致 一一 上京-叙 慮 可レ奉 ，伺 候 間、暫-1 潜 居 

可， 化 33、 精々 理解 爲，， 仕候處 、乍. 漸 承服 化 候 付、 十 

三日 伏 見ね 到着、 今日 參殿 仕、 釵 盧舉， 伺 所存に 而 

建白 仕 候、 更に 碟 暴に 事 を 破 候 懐に 無，， 御座 r 大下 


人心 之 安^ 仕 候 様、 御處 © 被 レ爲レ 在 度 所存に 御座 

候 間、 不， 惡御聞 取、 委細 奏聞 被，， 成 下， 候樣、 伏而 

奉 n 希 上， 候、 誠惶 謹言、 

またも 仰 立てら る ゝ 御筒條 に、 

一 粟田口 宮、 左府 公、 廳司公 御 父子、 御 慎 被， 爲， 解、 且 

於，， 關東： 一 橋、 尾 張、 越 前 等、 御 愼解有 候 襟 被，， 

仰 出， 皮 事、 

一 右 御 愼解之 上、 左 麻公關 白， 職 被，， 仰 出？ 於，， 關東， 者、 

越 前 中將殿 大老 職に 被， 爲， 任 度、 此儀者 家格に 付 

先例 者 無， 之箬に 御座 候 得 共、 非常 之 時節、 非常 之 

處置 有， 之候樣 被，， 仰 渡 ， 度 事、 

1 田 安 後！ 名 有て 實 無き 事 御座 候に 付、 免許 致候樣 

被，， 仰 渡， 度 事、 

一 安藤 對 守 手 班， 平 愈 W 勤 仕 候 由、 是者第 一 天下 之 

人心に 關係 仕、 不レ 可， 然 isl- 御座 候 間、 速に 退職 壮候 

樣被ニ 仰 渡， 度 事、 

一 久低 大和 守 早々 上洛 仕 候樣被 n 仰 渡？ 前件 之 儀 速に 

取 行 候樣、 屹度 被，， 仰 渡， 度 事、 

1 前件 之 俄 被，， 仰 渡， に付而 者、 乍， 恐 朝廷 御 威光 不 

レ被， 爲， 立候而 者、 is^ 役 共遵舉 仕候懷 懸念 舉， お 候 


低の 風說 をの へ 、京 へ 御 立 寄. 9 なく、 直檨江 m- へ 下ら 

せ 玉ふ樣 にと 御 ^巾され しかと も、 年 ころ 思 食し 定 

め 玉 ふ 程 を 深く 御 諭し あ. 0 けれ は、 皆と も拜 承して 

返き ぬれと も、 世の そら 言 はいよ-/ \ 起り、 人み な危 

懼の 心 を 抱け とも、 公 はます 御 確立 あり て 、露 も 

御 初志 を かへ 玉 はす、 松 平 美 濃 守 殿 £ 、は、 折 ふし 御 

參府 として 兵 庫邊り まて 御 出 あ， 0 しか、 物騷 しき を 

や 恐れ 玉 ひけん、 引返して 御歸國 とそ 聞え ける、 公 は 

浪人と もの 振舞いと 覺束 なしと て、 押への 爲に、 召 

玉 ふ人數 のなか はを大 坂へ 引殘 され、 同き 十三 日 御 

船に て 淀川 を 上らせ、 山城の 國伏 見の 御館へ 着き 玉 

ふ、 明る 十四 H 忠房 卿よ. 0 御書參 りて、 酒 井若狹 守よ 

,5 傳奏 衆へ 申出る jini は、 武士へ 面 酋の事 は 遠慮す へ 

きとの 儀 なれと も、 御邊さ へ 嫌疑な く は、 一 座に して 

中 山 正 親 町 三 條の兩 卿 も、 41 〈に 御面會 ありた く， 0 の. 

.ffl 仰 越され けれ は、 聊も御 さわ， 9 なしとの 御 答へ に 

て、 同き 十六 日の あけ ほのに 伏 見 を 立せ、 錦の 御館 へ 

御 やすみ、 朝 四ッ時 はか..^ にも や、 陽 明 殿に 御 出 あ 

り、 此 y. は 初めての 御參殿 なれ は、 逍の ちまた 拜舰す 

る 人 かす を しらす、 御 書院に て 初て 忠房 卿へ 謁せら 

ぉ述 Si 年^ 


れ、 程なく 御 休息の 間に 誘 ひ 玉 へ は、 識奏中 山 大納言 

忠能 卿、 正 親 町三條 大納言 實愛卿 も 御 出 あ 、御 挨拶 

とも 畢， 0 て、 公し つくと 陬し玉 ふ、 其 手 ひかへ 書 

：、 

此節 私儀 關 東ね 出府 仕 候 趣意、 表 通 者、 去々 年以 

來、 修理 大夫參 府兩度 迄 御 猶豫之 御禮、 且者 屋敷 烧 

失 後、 下知 不， 仕 候 は而不 n 相 叶， 用 向 有 筋に 御 

座 候 得 共、 内實 者、 公武 御 合 賸皇威 御拫興 幕政 御變 

. 革 被い 爲ぃ在 候樣、 建白 仕度 所存に 御座 候、 尤此瞎 者、 

一 朝 一 夕 之 事に 無， 之、 去る 午年 已來、 幕 役 共 勅 誌 

を 遵奉 不， 仕、 外 夷 通商 免許 仕、 剩正議 之 親王 公卿 

を 奉い 始、 一 橋、 尾 張、 水 、越 前、 其 外 有志 之 大名 禁 

錮仕、 庶人者 死 流 之 刑に 取 行候處 より、 乍， 恐 被， 爲 

レ 惱，， 袁襟， 候御模 傳承仕 候、 引 續諸國 之 町人 商人 

等ね 迫 、金子 を 買 上、 自儘に 其 位 を 上け、 洋銀と 

號し、 白銅 を 以國家 之 通用 金 を 吹 上け、 引續 き列國 

之 諸侯ね、 川々 手 傅と 申、 上け 金 を 申 付， 追々 逆 政 相 

募に 付而 者、 諸國之 人心 致，， 紛亂？ 浪人 北 〈尊王 懷 isK 

を 主張 致し、 懷慨 激烈 之 說を以 交 を 四方に 結 ひ、 或 

者 大老 を 刺、 或お 夷人 を戮し 候より、 慕 役 共 取締 之 

旅 
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を 侍に けり、 公 は 京攝の あた.. >  浪人と もの 騒 かしき 

事 を 御船の 中に て 聞 食し、 いかにも 然るへ き 捌きの 

道 を 立 はやと 案し わたらせ、 四： 二日 播 磨の 國室雜 

へ着せ玉ふ、御詩ぁ..^、 

自， 出 二 家鄉， 巳 二 旬、 轎舟渡 得幾關 律、 此行何 意 人 

知 否、 欲， 拂 扶桑 國裡 塵、 

こ、 にて 御供に さむら ふ 船々 を 待せられ、 三日 か 程 

御滯留 あって、 同き 六： n 室渾を 立せ、 八 H 兵 庫の 驛に 

宿し 玉 ふ、 我 侍 大島三 右衞門 は、 先き たって 公の 仰 を 

受け、 京大 坂の 間に 在りし か、 私に 諸 浪人 を媚勸 せし 

によ b  、罪 蒙， 9 て 火 船よ b 差 返さる、 Jf5MS まほ；：； き 

S 纖 SISSI? ま此 B 近 衞左大 將忠房 卿よ. -、 御上 京 

も 候 は、 必す 御入來 あ. 9 たし、 細事 は 御 逢の 上と 待 

ち. 侍る、 いかにも 今のと き、 事穩 かに 御 忠誠 あらま ほ 

) くと り 卸 *ir^^ す、 京攝の 問 浪人 條 起して 穩 かなら さるに 

しくと y  ょリ、 中 山 尙之助 は 急き 御國 より 人數 

^召 呼せ はやと 申 上れ は 、往^ 關ケ- ぬの 戰 ひ，^ 見 1 〕 き 4. "ョた 

よ、^ 兵 千 人 あら は 恐る、 に 足す とそ 仰ら る、 fc^  iEJ^ 

坂へ つかせられ、 當 ：n 諸 侍 等に 諭し 玉 ふ 御 書に、 

一 諸 藩士 浪人 等 わ 私に 面 會不, 可， 致 事、 

1 命を受 すして 猥りに 諸方 わ 奔走 不レ 可， 致 事、 

1 isS 一  異錢到 來候共 敢而 不.， 致，， 勸搖： 下知 無，， 之內 


其 SI わ 不,， 可 一一 駆 付， 事、  一 

1 酒色 可，， 相愼， 事、  J 

右 之 趣 先度よ. -追々 申 渡 候 得 共、 以來猶 又 可，， 相 一 

守； ぉ此上 違背 之 族 於， 有 者、 無，， 用捨， 可， 處，, 一 

罪科 _ 者 也、  一 

このた ひ 江 BS より 脫 走の 人々 は、 御國惠 破りて 輕か i 

らぬ罪 なれと も、 御仁 慈に よりよ きに 御會 しら ひ あ： 

つて、 御 通り掛けの 御 目 見 も ゆるし 玉 ふ、 此時大 坂の！ 

御館へ 押へ 置た る 浪人 田 中 河 內之介 、淸川 八郞を は； 

しめ、 物 荒き 輩 は 人心 を 動かし 立て 、京より は 中. E 侍 一 

從忠光 も 密かに 志 を 通し、 我 侍に も 有塒新 七、 柴山 愛一 

次郞、 橋ロ壯 介、 田 中 謙 助等是 にい さな はれ、 御國 命； 

を 用 ひす、 强慢 にして みっから 事 を 企る の 心 あり、 公一 

は 深く 此事を 憂 ひ 玉 ひ、 御 書取 を もて 諭され けれと？ 一 

猶も 不安に 思 食され、 奈良原 喜左衞 門、 海 江田武 次し 一 

て、 御 心の 程 を說き 聞せ、 大 坂の 御館に 留.^ て、 徐かー 

に御盡 力の 次第 を 見參ら せよ と 諭させ 玉へ は、 皆. i 一 

もし ふ/ \» と 御 受をは 申 上たり、 かゝ b け る^に、 ま 一 

さなき 風說も 追々 に 起り、 江 In, 詰 合の 人々 もまた 大.： 

坂に 馳來、 島 律 淡 路守殿 g 、よ も 人 を 差 造 はされ ひ 


而、 當守者 勿論、 拙者 も 心痛 至 lli 之 事に 候、 士風沙 

汰之儀 者、 此 前よ. -追々 被 n 仰 出 置？ 近 Is^ にも 再往 

申 渡爲， 一 相 成， 事に 候 得 共、 方今 之模樣 に而、 若 非常 

之變 isli. 到來之 節、 致 n 1 和， 候處 無二 覺束， 存候、 皇國 

に 生れ 候 者、 誰 とても 王朝 を 尊 ひ、 夷狄 を 惡み候 情 

意 者 有， 之箬に 候、 若 志操 無 者 は禽獸 同前 之 事 

に而、 別に 勤王家 之、 誠忠 派之與 可，. S. 樣 更に 無 レ之 

事に 候、 然に右 通 之 名目 相唱 候. H  、別 而不， 可い 然事 

に 候、 殊に 年^ 之 面々、 容貌 異様に して、 放恣 之 者 

共有， 之 哉に 候、 是以 先年より 追々 被， 爲二仰 渡 一 候 issl- 

候處、 近頃 者 其 節 與者相 變り候 風儀 與相 成、 彌以不 

レ宜 次第に 候、 士者 行跡 律儀に、 廉潔 を 奪と して こ 

そ 木 意之 事與存 候、 何程 武文致 n 研究-候 共、 言行 不 

レ正 M (樣 異風に 而者、 武士 與者 被， 中間 敷 候、 且 郷士 

以下 家來 末々 に 至 b 候 而も、 右 檨之者 共有， 之 哉に 

而、 猶以 不,， 可， 然事 候條、 右 之趣舉 行頭 人 能々 相 心 

ノ得、 支配 下， に 丁寧 申 諭、 父兄 又 者同鄕 年長 之 者 共よ 

.9 も、 心得 違 無.^ 之樣、 蛇 度敎戒 有い 之 度存候 事、 

陸地 をうた せ豐 前の 國小 倉に 至り、 それょ..^我の火 

船 天祐 丸に そめされ ける、 朝廷に は 公の 御 發途と 聞 


へ けれ は、 御喜 ひの 眉 を 開かせ 玉 ひ、 日に 御着の 期 を 

そ 待 せらる、 此 程よ. 0 松 平 大膳大 夫 殿麵、 の Jjl 受て、 

其臣長 井雅樂 とい ふ 者 上京して 宇 內の勢 ひを說 き、 

夷人の 御 扱 ひふ. 9 を內 奏し、 關柬 へ くた， 9、 久世 安藤 

の兩御 老中に 樣々 と 申 こめし か、 關東 にて は 年頃の 

暴政き はまりて 人氣 もみ たれ、 今 は 朝廷 ~ の 御會し 

ら ひすへ き樣 なき 折 なれ は、 長 門より 相 代.. > て 朝廷 

へ 御 わ ひ 申させ、 攘夷の 嚴命を ゆるやか になら せま 

く 思 ひ、 其 申 ほに 任せ、 御 目 附淺野 一 學を差 そ へ て、 雅 

樂をは 急き 上京せ しむ、 雅樂 はや かて 議奏 小山 大納 

言忠能 卿、 正 親 町三條 大納言 實愛卿 等へ 參 b  、開^の 

說を 主. 张 しける か、 朝廷に はは ゃ其關 東の 爲に使 は 

るゝ事 を 知 食し、 終に その 申 旨 を 許し 玉 はす、 時に 浪 . 

人 等 は 追々 蜂起して、 京大 坂の 問に 群集せ. o、 公の 御 

國を 立せ 玉 ふと 聞て、 我江戶 詰めの 侍の 內數 人、 わか 

儘に 脫 して 上方へ 馳の ほり、 竊に^ 人 田 中 河 內之介 

を 語ら ひ 合せ、 遽に事 起さん との 企て あり、 其 ころ 堀 

次 郞は江 1!； よ. へ來 りし か、， 此人々 のな まし ひに 

公の 御大 業 を 破 奉らん 事 を 恐れ、 頭 立の 者 共 を 導 

ひき、 しはらく 大 坂の 外 御-お 屋へ SH め 置て、 御^の 程 
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は 定め 玉 ふ、 左 あれ と將： 取 家 の 御 定め ありて、 猥 h- に. 

励 かせられ 難き ゆへ、 ffis 臘江 s 'の 上 御屋敷 御 燒失ぁ 

.9、 かさねて 造 立に より、 萬つ の 事と も 御 下知 ありた 

く、 且は 太守 公の 御參府 、いく 度 も 御 猶豫の 御 願 ひ あ 

るに よ. 9、 こた ひ は 御身つ から 御 出府 御禮 仰せ 上ら 

る、 Sim を もて、 關 東へ 仰せ 入 させ、 文 久ニ年 壬 戌の 

^!^三！；：：十六：《、 上下 千 餘人を 召 つれられ 鹿兒 島を發 

し 五ん、 公の 御 受て附 從ひ舉 る は、 御 側役 小松帶 刀、 御 小： S 戶 

3  J 中 山^ 之 助、 大久保 I 藏 等な リ、 御 留守.^ つとめ、 太守 公な 

あたりの 浪人 等す か. 9 つき、 各々 我の 望 を 達せん と 

上書な とし、 屮 にも 筑 後の 國久留 米の 社家 眞木和 泉 

守 は、 ひそかに 御圃 まて 來. 0 獻 言す、 大 かたは 智慮な 

き 荒々 しき 事と もに て、 取る に 足る 者な し、 公 は あら 

かしめ、 物の 心 を わき ま へ ぬ 我國の 若者と も、 或は 相 

和して 事 を 起す の 患 ひ あらん 事 を 慮らせ、 おこ そか 

に 仰せ を 降して いましめ 玉 ふ、 

去る 午年 外 夷 通商 御免 許 以來、 天下 之 人心 致，， 紛 

亂： &國 有志 與相唱 候 者 共、 尊. 王 攘夷 を 名と し、 慷 

慨 激烈 之 說を以 四方に 交 を 結 ひ、 不ニ容易，企を^^ 

候 哉に 相 聞 得 候、 當國に 而も 右 之 者共與 私に 相 交 


り、 書翰 注 復等致 候 者 有.， 之 哉に 候、 畢竟 勤王 之 志： 

に成激 致候處 よ. o、 右次 第に 及 ひ 候 箬に者 候 得 共、 

. 浪人 輕率之 所業に 同意 致 候而. 者、 當國之 禍害 者 勿. 

論、 皇國 一 統之骚 亂を醸 出し、 終に 者 群雄 割 之 形， 

勢に 至. o、 却而外 夷之 術中に 陷. 5、 不忠 不孝 無，， 此 

上-侵に 而、 別而 不.， 輕 事與存 候、 拙者に も 公武 之 

御 爲聊所 存之 趣^, 之 候に 付、 右 樣之者 共 與 一 切 

不二 相交ハ 命令に 從ひ 周旋 有レ之 度 事に 候、 苦 又 私 之 

義を 重し 絶交 難い 致 者 共 者、 其 筋に 申出 候 得 者、 其 

譯に應 し 何樣共 可い 致ニ處 置， 候、 尤此節 之 道中 筋 、- 

且江 滯留屮 、右 檨之者 共 致 二 推參， 候 共、 私に 面會 

致 間 敷 候、 乍， 併 無, 據譯 により 致，， 應接， 候 共、 敢 

而 不.. ， 致 二 議論？ 其 筋 之 者ね 致，， 談判， 候檨 返答 可レ致 

候、 乍 n 此上， 不勘辨 之 族 於， 有， 之 者、 天下 國家之 

爲實 以不レ 可い 然事 候條、 無，， 遠慮， 罪科 可，, 申附, 事、 

かさねて 仰 出し 玉 ふ 御 書、 

拙お よ. ^書取 を 以申渡 候 事、 遠慮に 相 考候得 共、 當 

時世 上 之 情 態、 何 歟不穩 之 趣に 相 聞 得 候に 付、 不 

レ 得，， 已 sli-, 先：！： 爲，， 相 達， 事に 候、 猶又致 二 熟考， 候 

處、 维党上 威 之 輕き處 より、 群 下 類 を 引出し 候 儀に i 
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遐邇に 布告、 海內 協和、 御園 威： 处張 之機會 不，， 相 失， 

候樣、 可い 廻 一一 遠 略 一儀と 思 食 候 事、 

斯く 仰せ 出さる 御 事 なれ 北 r 世み 人み な、 やむ こと を 

得させられ さる 御 事な りと そ屮 あへ .c、 加檢の 暴行 

とも 日に 積み 年に 重り けれ は、 浪人と も 東西に 起り 

立ち、 禍は內 に 兆さし、 諸 夷 は 外に 迫り、 世の 騒き も 

朝夕に 起り なんとす、 愛に 昨年よ 近 衞公我 國へ御 

緣 組の 御內談 あ. 9 て、 其 御 往復の 內に、 近衞 公よ. 0 叙 

を 御馎！ ^ましくて、 時世 挽回の 率 を 公へ 御依賴 

あ. 9、 其 後 公 は御緣 組の 事に より、 中 山 尙之助 gx:^ 

ま、 を 差 上せられ、 陽 明 殿へ 參 謁し、 御 深意の 程を獻 

言せ しめ、 猶 また 大久保 一 藏を遣 はされ、 詳 かに 仰せ 

立て 玉 ふ 御 旨 あり、 されと も 朝廷 は、 としころ 關 東の 

暴行に 懲 せられ、 差 詰た る 御 いら へ もまし まさす、 と 

かう する 內に 世の 勢 は 日に 傾きぬ、 公 はい また 一 た 

ひも 他國へ 出て させ 玉 ふ 御 事な けれと も、 做の 有樣 

をよ く 御 熟 察 あり て、 深く 慮らせ 玉 ふに は、 世の 闢け 

しょり このかた、 いまた か、 る 大難 寧 は あらし、 恐れ 

多く も 朝廷 は 御^ 固に して、 外國 の情實 をし ろしめ 

さす、 攘夷の たやすき 事 蚊 蠅を掃 ふか 如くに 思 4 艮れ、 


幕府 はまた 因循 固 滞に して、 遠大の^り 事 すくなく、 

明 侯 資臣を 遠 さけ、 か へって 外爽を 馴れ 近つ け、 內外 

のす ち を 失 ふ、 將軍家 は 御 幼年 なれ は、 其 罪 ひと へ に 

執事の人に在り、また諸浪人の愤り騷く^1|-、其こ ゝろ 

さし 計り は嘉 みすへ けれと も、 天下の 大勢に 通達せ 

す、 大 かたは 名を假 b 功を爭 ひ、 或 ひ はまた 財 を 貪り 

口 を 糊す るの 輩に して、 誠の 忠 精の 者 少く、 其 上 烏 合 

の 勢 なれ は、 行末の 1称 賴 むにたら す、 征夷の 道 は 吾い 

さ、 か存 する 皆 あれと も、 是 はいと 輕 からぬ 御 事に 

て、 たやすく 手 をく たす へ き 時に あらす、 如何にも 內 

を 整へ て 外へ およ ほさん 事 順なる へし、 世の 治りて 

よ. 9 此 かた、 君臣の 大義 明かなら す、 この ころ 柳醬頻 

に 朝廷 をし のき 舉. o、 ほしい まゝの 振舞 多く、 各國の 

大小 名 は、 唯 わか 國を全 ふす る 手 立の みに して、 身 を 

ゆた ねて 天下に 報す るの 心なく、 今の 有樣に 至る こ 

と、 歎く にも 猶ぁ まりあ hvi 、決然と して 思 ひ 立 玉 ふ 

に は、 御 遺命 耳に あ ：o、 今の 世に 生れ、 天下の 藩屛と 

なる 者 か、 手 を 袖に して 傍觀 する は耻 かしき 至..^ な 

り 、吾 露 ほ とも 世に み あるに あ らす、 唯 身を以 て 天 

下にした かふ 迄な りと、 初めて 御上 京の 御 心さし を 
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四 


其 外 諸國の 侍： 很人 等、 多く は 捕 はれ 流されて、 命 を 失 一 

ふ 者數を しらす、 か ゝ し 程に、 諸 夷 は 追々 に江戶 へ 一 

來り けれ は、 皆 その 條約 調^の 求め を さしゆるす、 し 一 

かの みならす、 諸 夷の 館舍を 御殿山に 建てさせ、 庚申 一 

の 春 正 g: にいたり、 亞米利 加の 船 二 艘に乘 せ、 我の 使 一 

節 も よ しめて ® 羊 ： S よさ ci  > 外國 行 新 見豐前 守、 衬 垣-; 

fifi^  ^  淡お 守、 御 軍 ^ 本 I;: 木 村 撮 

津守、 御 目 付小榘 守、 およ ひ 御 軍. i す， ^^^t  .1 こ ノー 

照 操 練 教^方 頭取 將麟太 郎等な リ、 ますく 夕ず とこん し 一 

み、 諸 大名 を 忌み 遠 さけ、 筋ち かひの 取 捌き 多く、 人 一 

の 心も穩 かなら さ b. しか、 終に 安政 七 年 庚申の 泰三， 

月 三日の 變に及 ふ、 £ Iss^ 其 後 安一 

藤對 守 殿 等 天下の 政 柄 をに きり、 是 まての よか^ 一 

ぬ 仕向 を 改めす して、 官武の 御 間ます/^ よろし か, 

らす、 公 は 御 遺 託を受 させられ しのち、 天下の 勢 を 御 一 

覽 して、 如何にも 挽回の 道 を 施しなん と、 人 を 所々 に： 

遣 はされ、 事情 を 探らせ 玉 ひける か、 またつ くくと 一 

思 食わたら せ 玉 ふに は、 天下の 事、 其 人 その 司に 備はー 

b な は、 おのっから 世の中 も 治る へ き 物 をと、 文久 元： 

年 辛 酉の 冬 十月、 掘 次郞を 出府せ しめ、 かゝる 非常の 一 

御 時節 なれ は、 一 橋 刑 部 卿 殿、 越 前前 中將殿 を、 出 格 一 

の 御 吟味 あ h- て 罪 を ゆるし、 要 懺 に 御 任用 あ.^ 然る 一 


へく もや 候 ふと 獻言し 玉へ とも、 遽 かに 御 採用の 程 

も 見 へ さりけ. 9、 明る 1 一年 壬 戌の 春 正 H: 十五 日、 水 戶 

の 浪人と も は、 對馬守 殿の 登城 を 窺 ひ、 坂 下 御門に て 

斬て かゝ. 9 しか、 殿 は 深手 を 蒙る まてに して、 命に は 

恙な か. 0 き、 此ほ とよ 柳膂 は、 まけて 朝廷 を 定め 人 

心を收 めん か爲に 、皇妹 和宮を 申し 降し、 將軍家 へ 配 

し參ら せた きの 旨 願 ひ 奉る、 主上 はこの 事 釵盧に は 

叶 はせ 玉 はされ とも、 闢 東よ h- 請 ひ 奉る 事た ひ 

にして、 今 は 天下の ためおして 申す 旨に 應し玉 はん 

と は 思 食せ と、 猶 いまた 御 決定に は 及 はさ b しに、 關 

東 は頻. 5 に 御 下向の 期 を 催し、 終に は金錢 もて 御附 

の 人々 へ 結 ひ、 桂の 宮を すかし 出し 舉り、 御緣 くみの 

事に いたる、 其 ころ 朝廷よ ftN 降. ける 御文 面の 略に. - 

夷狄 猖獗、 御 國威逸 巡、 深 被い 惱，， 袁衷ハ 段々 關柬御 

往復 有い 之、 終 七 八 年 乃至 十 箇年內 に 者 可い 及， I 拒 

絕， 旨 言上、 依， 之暫御 猶豫、 右 期限 內に者 可 レ有ニ 掃 

攘， に 付、 武備 充實 、海軍 調練 者 勿論、 お 一 全圃 一 心 

1 同 不，， 相 成， 候而 者、 蠻夷難 二 腿 倒， 候 間、 先 被， 開， I 

國中 一 和 之 基 I 度 叙 念に 付、 願 之 儘 以ニ皇 妹， 大樹に 

被：， 配偶： 公武 御 合體を 宇內に 被， 表 候 深 重 之 叙念ノ 


事 を 朝廷 へ も 窺 はす、 諸 大名 へ も 知らせす、 猥りに 下 

B の 開港 を 許せ. し 事、 一 方なら す 國體に 係る か 上に、 

今 又 - J の 申 3n! 安 か らぬ 事と 思 食 けれ は 御 許容な く、 

殊に 天下の 政事 今の 如くなら は、 外 夷の 事 はさて お 

き、 海內の 人氣を 動かして、 まの あた. 5 大事 を も 起す 

へ しと 思 食 煩 は せ 玉 ひ、 勅書 を 降し、 諸 大名 へ 獻白を 

せしめ、 衆議 一 つに 定る うへ 國是を 立つ へしと 決し 

玉 ひけれ は、 重ねて 關 東より、 人心の 折 合 は將軍 家に 

て 引受 參ら すへ しと 陳 しけれと、 如何にも 御用 ひな 

けれ は、 備屮守 殿 は 望 を 失 ひ、 下向して 程なく 落職隱 

居 せらる、 時に 井伊 掃 部 頭 殿 S 、は 御 大老と なり、 お 

のか 威權に 差つ の..^、 猥りに 武藏の 國橫濱 の 開港 を 

ゆるし、 井上 信 濃 守、 御 目 附岩瀨 肥 後 守 を は 同 國神奈 

川に 遣 はし、 假 りに 條約を 結 ひ、 調印 まても 執行 ふ、 

御 老中 松 平 伊賀 守 殿、 1、 間 部下 總守 殿、 g> 安藤 對 

守 殿 I、 は 大老の 股肱た. 5、 かゝ. 9 けれ は、 同年 六 H 

サ四 nl 尾 張 中納言 殿、 1、 水戶前 中納言 殿、 I、 越 前中將 

殿 I、 不時に 御 登城. あって、 掃 部 殿 等へ 向 ひ、 か、： 

る 一 大事の 御 事柄、 朝廷 へたに 御 窺 ひもな く、 急き 執 

行 ひ 玉 ふ は 如何なる 御 心に やと、 頻に 貴め かけ 玉へ 


とも、 更に 聞 入る 體も なく、 か へって 此方々 を 御隱居 

愼み 等に 申附 け， 一 橋 刑 部 卿 殿、 I、 松 平 土 佐 守 殿、 I、 伊 

達 遠 江 守 殿綜、 も 御隱： S5 蟄居の 罪 を 蒙らせら る、 間 も 

なく 七月 八日 將軍家 蘂し玉 ひ、 當將 1^1 ぶ 則：：： 紀伊 

殿の 館よ 入て 御 跡 を繼せ 玉へ は、 掃 部 殿 は 御 幼 

君を輔 け、 威勢ます-, \,. 盛んにな b て、 憚 かる 人 もな 

か. 0 けり.、 其 年の 八 月 、主上 かさねて 三 家 三 卿 外檨讃 

代と、 御 宛ての 勅書 を は、 水戶中 納言殿 M  、にくた し 玉 

ふに は、 關柬 ほしい ま、 に 本朝の 大法 を、 勅許 を また 

て 執き はめ、 前 勅に 違 ふの みならす、 さた かなら さる 

事に、 輕 からぬ 人々 を 重き 咎 目に 宛 行 ひ、 其 罪 ひと か 

たなら さる を もて、 柳營 有司の 罪 を糾 し、 諸 大名の 獻 

白 を も、 いそき 奏し 申さ せ はやと 仰せ 下さる、 はやく 

も 掃 部 頭殿此 よしを 聞 及 ひ、 水戶 へ 賜 はりし 勅書 を、 

柳營ょ h- して 天下に 傳ふ へしと、 しはく 水 戸の 屋 

敷 へ 使者 を 立て、 いろくと 爭論 あり、 掃 部 頭 殿 は ま 

すく 勢 ひ に 募 b  、鷹 司 前 關白政 通 公、 幷に 御子 右大 

臣 輔熙& 〔近衞 左大臣 忠熙 公、 三條內 大臣 賞 萬 公 まて 

も、 御 落飾 御 慎み 等の いかめしき 科に 宛て 參ら せ、 獅 

子王院 宫尊融 親王 は ひと 間なる 所に 押し こめ 舉 り、 
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ill 


 紹述^ 年 も 一 

せらる、 とい へ とも、 御 許容な かりし か、 愛に 至. C 先 

公 御 遺 託 の 御 3:1 もまし く、、 太守 公の 御な け きも 苒 

四に 及 ひけれ は、 やむ なく も 同 R: 十九 日に、 宽 富の 

御 家督 を は 又 次郞殿 へ ゆ つらせ、 御 本 形に 復 せられ、 

二 年 壬 戌の 賴ニ  H: 廿四 3、 はしめ て 二の丸へ は 入ら 

せ 玉 ふ、 公 は 御？ M 託を受 させられし 日よ b  、片時 も 御 

心 を やすん し 玉 はす、 太守 公 を 御 保 翼あって、 廢れた 

る を 興し 絕 えたる を繼 き、 文 を 振ひ武 を隆ん に、 海陸 

の備 へを嚴 かにし、 久しき 太 ギの餘 弊 を 洗 はせ 玉 ひ 

けれ は 、人の 耳目 も 日に あらたま-り、 御國 家の 大體も 

や 、整へ. 5、 偖 また 太守 公 は御參 勤の 御 期限 來りけ 

.れ は、 安政 七 年 庚申の 91^ 三月 十四日 御發駕 にて、 筑後 

の國松 野の 驛に やとら せ 玉 ひし 夜、 去ぬ る 三日 江 m- 

外 櫻 田の 騒き の 注進 達しけ るか、 深き 思 食 ましく 

て、 御供の 御 家老 川上 式部 を關 東へ 差 出され、 是 よ.^ 

御いた は，. > と稱 して 御歸國 あ，^、 初め 嘉永六 年 癸？^ 

六月 三日、 亞米利 加の 船 相 模の國 浦 賀へ來 り 互市 を 

乞 ひける か、 同し き 七 年 舰き. 「に 甲贫 のこ.^ 

に は、 武藏國 祌奈川 まて 來り、 伊豆 阔の 下田に 開港せ 

む 事 を 求め、 安政 三年 丙 辰の 七月に は、 同國の 使節 へ 


ルリ f^i- こ 云 ふ 者、 國王 書簡 を 捧け來 り、 其 身 も 登 

城して 將 ¥^11:- に 謁し 是を呈 せんと 乞 ふ、 其 上攝律 

の國兵 庫、 越後の 國新潟 等の 數ケ 所に、 交易の を始 

ん事を 申す、 同し き 四 年 丁 巳に いた b 、將軍 家 下田 舉 

行 井上 信 濃 守、 中 村 出 羽 守に 仰せ、 下田 通商の 事幷に 

その 永住の 事 を 許る さる、 使節 は猶 頻.. > に將軍 家へ 

謁せん 事 を 望み、 其う へ 此たひ 許されし 通商の 條約 

に 調印 せん 事 を 請 ふ、 されと も 將軍家 は、 朝廷の 御 許 

しなき 事 なれ は、 翌年 七 月 まての 間に 差 詰めた る 返 

答 せんと 宥め 置き、 やかて 使節 を 召れ、 柳煢に 於て 始 

めて 御對面 あり、 本朝 亞米利 加と 和親 互市の 成.. > し 

よし、 はや 海外に 聞 へ けれは、英佛等諸^;1?： っゝ いて 至 

るの風說ぁ..^、 此時柳 營には 二； A 餘 年の 太； 牛遽 かに 

防 戰の手 あて 調 ひ 難く、 其う へ 諸 夷の 勢 ひいた く 迫 

れるを もって、 祖 lyw の舊 制を替 へ 政 體を改 む へ しと 

の 評 議定. -、 同年 十 一 =：、^ 儒者 林大學 頭、 御 目 附^ 

田 半 三郞を 上京せ しめ、 傳奏 衆へ 依 b  、つ ふさに 宇內 

の 情 實を陳 せしめ、 同し き 五 年 戊 午の 赛、 御 老中 堀 m 

備中守 殿， 上京 ありて、 宽 ねて 海內の 勢を說 き、 祖法 

を は 改めん 事 を 請ひ窣 る、 されと もま 上 は、 天下の 重 


史籍 舞 纂第厕 


紹述編 年卷の 1 

安政 五と せ 戊 午の 秋 七月 廿日、 順藉公§5津1^3玉 

ひ、 當公 §^ 津立 せらる、 順魏 公の 御 心地 常なら せら 

れ さる や、 防 州 公 津遽 かに 御 登城あって、 左右に 

御 侍 ひ 保護し 玉 ふ、 順^ 公、 公 を 御 膝 もとに 召れ て、 

是ょ b 後 は 家 國の事 皆 御 ことに まかせ 侍る、 願 はく 

は 御子 息 を 御 保 翼 ありて、 我の 國威 を墜 させ 玉 ふな、 

花旗國 人の 入港せ しょり このかた、 將軍家 御 捌きの 

宜 きを 失 はれ 、官武 の 御中よ ろし か らす、 諸國 心を異 

にし、 禍 あさゆ ふに 迫る、 吾密に 天意 を受 奉る 事 あ つ 

て、 一 m たも 心に 忘れす、 一 た ひ は 王家 を輔け 奉り、 

幕府 を やすん し、 諸國の 人心 を 定め、 官武の 御 間 を 和 

ら け參ら せ、 天下の 命令 一 つに 歸 して、 四方の 海備を 

嚴 かにし、 終に 皇威を 海外に 耀 かし、 征夷の 大道 を 立 

てまく 存せ しか、 時い また 至らす、 彼 をお も ひ 是を思 
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ふ內 に、 はや 今日に いた. 9 ぬ、 いと、 御 こと を iPS らはー 

す、 宜しく 御 心に 銘し、 吾の 遗志 を繼せ 玉へ と、 御；^; 

と 4^ ハに 仰せ けれ は、 公 も 御な みたの 釉を押 拭 はせ て J 

仰せの 3!!: 畏り舉 る、 必す御 心に かけさせ 玉 ふな、 私不 r 

肖に は 候へ とも、 力の あらむ 限 b は 御 f ぬ 志 を 繼き举 一 

ん と御受 ありし か は、 順^ 公は悅 はせ 玉 ふ御氣 色に 一 

て、 左右 をめ され、 無 紋の御 }^ を 御 取 か はし、 猶も 柳； 

細と 仰せ 事と も ありて、 程なく かくれさせ 玉 ふ、 それ 一 

よ b して、 公 は 重 富家より 日 を 隔て 御 登城 あ，. 0 て、 御 一 

國政 をは參 決し 玉 ふ、 同年 十二 月 太守 公 御 出府 まし 一 

まし、 めて たく 御阈 統を續 せられ、 從四 位下 左 近 衞權ー 

少將に 御 任 叙、 修理 大 夫と 稱し玉 ふ、 同し き 六 年 己 求 一 

の 春、 初ての 御 入部 あり、 此 年の 秋 九！：：； 十七 日に、 佥ー 

剛定公 も 玉 里の 御館に て かくれさせ 玉へ は、 太守 公、： 

將軍 家へ 願 は せらる ゝ御 3:1 のまし/ \ け るか、 終に. 

公へ 御 國政を 御 後： なさる、 樣 にとの 仰せ 蒙らせら 一 

れ 、 文久 元年 S  ？?;^:^ 蹿 t 泮 こ 辛 酉の w 

四月 廿 四日に、 和 泉と 改め 名 乘らせ 玉 ふ、 此內 よりし； 

て、 太守 公 は御赏 父の 御 事に わたらせ 玉 ひ、 今 形. 5 に 一 

て は 御成 合宜 からすと 思 食され、 し は./.^ 公に 願 は 


a  次  ,   二 
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丁 卯 日 記  

戊辰 日 記  

水戶 藩黨爭 始末 


學の 分裂に 起して、 武田耕 雲 齋の敗 死に 至る ま で、 水 藩內 訌の顚 

末 を 詳記 せ り。 由 來水 藩の 內訌を 記した る もの は、 水 戶 見聞 實記 

を はじめ 其 書に 乏しから ざる も、 多 く は激派 即ち 藤 田 派尺士 の. 

手に 成りし に 反 し、 本 書の 著者 は 奸黨と 呼ばれた る 巨 室 派に 屬 

す る を 以 て、 見 閗實記 等の 諸 書と 對 照し て、 裨 益す る 所 » なから 

ず。 加 ふ る に、 叙 述. また 比較的 公平の 見 を 持せ る もの 、ごと し。 本 

書 は 嘗て 一 とたび 印刷 を以 C 謄寫に 代へ、 世に 頒ち たる こと あ 

れ ど も、 部 敷 極めて 乏し く、 容 易に 得難き が 故に 本 册に收 むる こ 

と  >  なした り。 

. 明治 四十 五 年 三月 

校訂 者識 
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多き か 故に 、いま 孝 明 天皇 紀、 島 律 家 文 書、 島 津久 光履歷 書、 及 ひ 其 

偷 によりて 校訂 を 加へ た り。 貞馨 は、 また 堀 次 節、 堀 小 太 節、 堀 仲 左. 

衞 門と も稱 し、 久. 光 の 謀臣と して 久しく 樞 機に 參與し たりし が、 

其 意見 は 公武ぎ 體に あり、 西鄕隆 盛大 久保利 通 等 の 討幕 論者と 

相容れ ざ るを以 て、 遂 に 志 を當 世に 得 ざ りき。 

一、 世子 奉 勅 東 下記 は、 畏 藩士 兼重讓 蔵の 一 著に し て、 同 藩士 毛 利定廣 

f ss^^ 一.^ 驗 S 翻 S が、 朝 旨 を 奉じて 關 東に 下向し、 公武 間 周旋の 事 

に從 へ る 顦末を 記したり。 讓藏は 後に 慎 一 と稱 す、 當時 藩の 要路 

に あ り、 ま た定廣 に陪從 して 出府せ るを以 て、 記 事 皆信據 する に 

足 る。 然 れと， も 本書 は 未定稿に て、 往 々晦 の 所 あ り、 い ま 舊に從 

うて 改め ず。 而 して 引用の 公私-: 乂 書に 至りて は、 孝 明 天 皇紀、 岩 倉 . 

公 實紀、 防 長 回天 史、 績 再夢紀 事、 及び 其 他に よりて 校訂 を 加 へ た 


. 一 


史籍 雜纂第 四  ， 

緒 言 

一 、本 書 は、 も と 三き を 以て 完結す ベ き豫定 なりし も、 近 K 史 研究 の 

氣 連に 鑑 み、 更 に ニ册を 補足して 幕末の 史籍 を 編 瞬す る こと > 

なしたり。 

一、 本 尉に は、 紹述編 年 以下 五 種を收 めたり • 

一、 紹述編 年 は、 薩 藩士 伊知地 貞馨の 著に し て、 文 久慶 應ハゃ 間に 於け 

る 島 津久光 の 「公 武間 周旋の 槪要を 記した る ものに て、 寺 田屋事 

件、 久 光の 關柬下 向、 薩 良の 軋 輕、 生 麥 事 件、 さ て はかの 有名なる A 

月 十 人 日の 政變ょ り、 &州 征伐の 發 端に 至る までの 事實を 網羅 

せ り。 而 して 本書 載す る 所の 公私 文書 は、 傳寫の 際魯魚 の 誤 頗る 
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